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羅馬書 講演の 原稿 

ぐ 表題の 「羅 馬窜」 は 「羅馬 書」 の 誤なる べし —— 編者） 


ハ 

卷 
新 


一 本卷 は、 著者の 新約 研究に 關 する 諸種の 論文のう ち n マ 書の 研究に 屬 する もの 

を 選 擇集輯 せる ものである。 各 文 は 凡て 一 度、 著者に 依りて 主筆 せられし 『聖書 之硏 

究』 に發 表せられし ものである。 

一 此の 卷、 篇を 「cl マ 書 硏究」 と 「羅馬 書の 硏究」 とに 分つ。 

一 「。 マ 書 硏究」 は P マ 書に 關 する 獨 立の 諸 論文 を集輯 す。 

一 「羅馬 書の 硏究」 は、 大正 十 年 一 月より 六十 囘に 亙りて 爲 された る 著者の C1 マ 

書 講演の 筆記 及び 講演 原稿 を集輯 す。 其の 各 文 は 『聖書 之 研究』 誌上に 「東京 講演」 

として 連續發 表せられた ものであるが、 後、 著者 自らの 手に よりて 『羅馬 書の 研究』 

の 一 甞 として 刊行せられ 廣く 世に 行 はれた る を 以て、 今 其の 單行 本の 原形 を存 して 本 

卷 中に 收む。 但し 收錄 に當 りて 多少の 變更を 加 へ た。 

一 尙ほ 著者の 文に して t: マ 書に 關 する もの は 他に^くない。 『敎 義』 叉 は 『講演』 


の 諸卷に 就き 參 照せられ ん こと を 望む 

一 本 卷は卷 末に 「第 六 卷內容 年譜」 を附 し、 各 文の 發 表せられ 


0 逸 


« マ書硏 究 

ロマ 書の 大 意   一一 一— 一 0 

パゥ 口の 救拯觀  一 oi 一八 

義 とせら る、 の途 羅馬 書初めの 四 章の 大意  一八— 一一 0 

人類の 救 拯  二  0— 元 

保羅の 基督 觀 羅馬 書と 其 註解  一一 一 0  I 四 六 

パゥ 口の キリスト 觀 羅馬書 一章 三、 四 節の 研究  四 六— ョ 

羅馬書 第 八  ：… ：：：  ョ，— 七 七 

羅馬書 第 九 章  七 八— き 

親 愛 { 有 恕 の 途 羅馬書 十一 一章 十 1: 節より 廿 一 節まで  き— 九 七 

待望の 生 涯 羅馬書 十三 章 十一 節 以下  九 七— 10W 

初代 敎會 の赏例 羅馬書 第 十六 章の 硏究  一 甲 一 一 11 

H  次  1 


目次  二 

羅馬 敎會の 建設者 羅馬 書第ナ 六 章の 硏究  ニニ 丄ニ 0 

羅馬 書の 硏究 

* テ 、、テ ィケ. ー シ ヨン 

『羅馬 書の 研究』 に附 する 序  一一 一一 一一— 三 M 

第 一 講 羅馬 書の 大意  一一 一七 ー 一 S- 

第二 講 。ハウ 口の 自己紹介 一 第一章 一 —七 節の 研究  一一 一 K1 一四 七 

第 三 講 バウ 口の，； m 已 紹介 二 第一章 一， 二 節の 研究  一四 八— 一 五 七 

第 四 講 。ハウ 口の， 31 己 紹介 三 第一章 三， 四 節の 研究  S 八 1K 九 

第五 講 バウ 口の 自己紹介 四 第一章 五 —七 節の 研究  一千一お 

第 六 講 羅馬 訪問の 計畫 第一章 八 ー 十五 節の 硏究  一お— 一九 一 

第七講 問題の 提屮 I 一  第一章 十六-十七 節の 研究  一九二 ー 一一 ヨ 

- 第八講 問題の 提出 二 第一章 十六， 十七 節の 研究  一一 0 一 —ニー 0 

第 九 講 問題の 提出 三 第一章 十六-十七 節の 研究  •  so —一一 一八 

第ト 講 異邦人の 罪 一 第一章 十八 ー 三 二 節の 硏究  ニー 八， I 一三 七 

第 十一 講 異邦人の 罪 二 第一章 二八 ー 三 二 節の 研究  ニー 一七 ー ニー 一一 八 


o 第 トニ 講 ユダヤ人の 罪 一 第二 章の 研究 上  一一 一一 一八—— 一一 1 八 

0 第. I 三- 講 ユダヤ人の， 二 第二 章の 研究 下  一一 四 九 is 八 

第ト 人類の 罪 一 第. 1 早  一： 二十 節の 研究 上  --  二 究丄§ 

第 卜： An 人類の 罪 二 第三 章 一— 二十 節の 研究 下  一き ハ— 二 七 a 

第 卜六講 律法の 能力 第三 章 十九-二十 節の 研究  一 丄 一八 五 

第 卜 七 fS 祌の義 一 第三 章 一 一 一 節の 硏究  二八： 干-一き 

第 十八 講 神の 義 二 第三 章 ニニ 節の 硏究  一 一九二一一一 九九 

第 ト九講 神の 義 三 第三 章 二三、 二 四 節の 研究  BTS 

第二 ト講 神の 義 ra 第三 章 二 五， 二 六 節の 研究  g 八 —一一 三ハ 

第二 トー 講 永世 不變の 道  一一 一一 七— ill 

第一 一士 一  講 神の 殿  霞— i 

0 第二 十三 講 アブラハムの 信仰 第 四 章の 大意  55— 置 九 

第一：— W 講 義とせらる、_5^-の結菜 一 第五 章 一 ー 十一 節の 研究 上  一 S 九— 一一 一四 六 

第二— 五 講 義 とせら る、 事の 結果 二 第五 章 11 十一 節の 硏究 下  一一 一四 六 ig 一一 

0 第二 十六 講 アダムと キリス 卜 一 第五 章 十二-— ニー 節の 研究 上  g 一一— g 八 

C 第二 十七 講 アダムと キリスト 二 第五 章 十二— ニー  節の 研究 下  g 八 ils ム 

H  次  111 


第二 十八 講 

第一 一十 九講 

第三 十 講 

第三 十一 講 

第 三士 ー講 

第三 十三 講 

第三 十四 講 

第三 十五 講 

第三 十六 講 

第三 十七 講 

第三 十八 講 

第三 十九 講 

第 四十 講 

第 ra 十一 講 

第 四十 一 ー講 

0 第 w 十三 講 


四 

潔 めら る，， 事 一 バ、 プ テス マの 意義 第 六 章 一 ー 十四 節の 研究  一 s(，ll 一一 さ r 

潔めらる、_i^-  二 僕 役の 生涯 第 六 章 十五 ー 二三 節の 研究 上  一一 一七 一丁 一一 一七 八 

潔 めら る、 三 恩惠の 支配 第 六 章.. I- 五丄 一三 節の 研究 下  li 丄ー 一八 ゆ 

潔 めら る  事 四 律法の 廢 焚- 第 七 章  一 ー 六 節の 硏究  一一 一八 七-一一 一 S 

潔 めら る &is* 五 律法の 性質 第 七 章 七， —十四 節の 硏究  一一 一九 si.ao 一 

潔 めら る. -事 六 バウ 口の 二重人格 第 七 章 十四 丄ー 五節の 研究  gills 

救の 完成 一 第 八 章の 大意  四 0 八一四 一 一一 一- 

救の 完成 一 一 第 八 章 一 節の 硏究  四 一一 一一 ，—ョル 

救の 完成 三 第 八 章 一— 十一 節の 研究  四 一 や-四 一一 六 

救の { 元 成 四 第 八 章 五 ー 十三 節の 硏究  s ョ— 四 一一 一一 一 

救の 完成 五 第 八 章 十四 ー 十七 節の 硏究  四 三 一一 一，， la 四 a 

救の 完成 六 第 八 章 十八一ニニ 節の 研究  sgi 四 四 六 

救の 完成 七 第 八 章 ニニ I 二 七 節の 研究  四 四 や-ま 一一 

救の 完成 八 第 八 章 二八， I 三十 節の 研究  四 至— -ョ- お八 

救の 完成 九 第 八 章 三 一節 以下の 硏究  •  S 八-ま 七 

ユダヤ人の 不 nils と 人類の 救 一 第 九 章 一 ー 五節の 研究  H 七— 11 七 a 


o 第 ra 十 四 講 ユダヤ人の 不信と 人類の 救 二 第 九 童. 十 章の 大意  四？ 四— 四 八 一 

0 第 四十 五講 ユダヤ人の 不信と 人類の 救 三 第 十一 章の 大意  四 八 一— 四 八 八 

第 四十 六講 基督 敎道德 の根抵 第 十二 章 一節の 研究  S 八个 -S 九 六 

第 四十 七講 基督 敎道德 の 性質 第 十二 章 二 節の 研究  四 九 六 ー き s 

第 四十 八講 基督 敎道德 の 第一 謙遜 第 十二 章 三-八 節の 研究  二 

第 四十 九講 基督 敎道德 の 第二 愛 一 第 十二 章 九、 十 節の 研究  五三.— き 九 

第五 十講 基 5^ 敎道德 の 第二 愛 二 第 十二 章 十 了： 十五 節の 研究  ヨ や-至せ 

第五 十一 講 基督 敎道德 の 第二 愛 三 第士 一意 十六 ー ナ八 節の 研究  M  丁.： き 一一 

第五 十二 講 基督 敎道德 の 第二 愛 四 第 十二 章 十九：. ニー 節の 研究  i 一一 一 

第五 十三 講 基督 敎道德 の 第三 政府と 國家 に對 する 義務 第 十三 章 一 ー 七 節の 研究 …… 五 slisi 九- 

第五 十四 講 基督 敎道德 の 第 四 社^の 一員と しての 愛 第 十三 章 八.，— 十 節の 硏究  S— きハ 

第五 十五 講 日 は 近し 第 十三 章 十一 ー 十四 節の 研究  芸六— しき 一一 

第五 十六 講 小 問題の 解決 第 十四 章 以下の 精祌  -きラ -if} 

第五 十七 講 バウ 口の 傳道 方針 第 十五 章 十四 節 以下の 研究  M 七 丁-五 七 七 

第五 十八 講 パゥ 口の 友人 錄 第 十六 章 一.— 二 四 節の 研究  七 七 ii. 八 四 

第五 十九 講 終結 頌 榮の辭 第 十六 章 二 五節 以下の 研究  W 金— S き 

目次  五 


a:  次  六 

第 六い 講 羅馬 書大觀  五.^  二  I 五ん じ 

羅 馬 害 講演 約說 

第  一 fs—i が 二十 八 講約說 を缺く 

第二む 九 講約說  -  九 八— 究九 

第 マーい II 約說  究九— 六 00 

第一：； い I 講 約說  丄ハ 001 き 一 

•  一十 ニ講— 笫三 十四 講 約 說を缺 く 

第一 二 I 五 講約説 罪より 免 かる、 事  き 二一六 g 

第三い 六 講約說 死より 免 かる、 事  六 S. 丄ハ 0 九 

第三 ト七 講約說 禁慾と 靈化  六ョ丄 ハー 八 

第二- ト八 講 約說 祌の 子と 其光榮  六 一九— 六 ニー 

第三 ト九 講約說 天然の 呻 きと 其 救 ひ  さ ー亍丄 ハー 一四 

第 ！ 講約說 三つの 呻き  六 章 丄ハ 二せ 

第 一  講約說 救 はれし 现巾  さ 一八- 丄 ハー 一二 

第 ra トニ 講 約說 救の 凱歌  六 一一 一一— 六 § 


o 第 S! 十三 講約說 パ ゥ & の 愛國心  六 i 一. 四— さ 一一 八 

第 四十 四 講約說 イスラ H ルの 不信  さ 一一 九 ー六四 一一 

第 四十 五 講約說 神の 攝理  六 四千 丄ハ S 

第 四十 六 講約說 聖き 活ける 祭 物  g ャ丄ハ 四 八 

第 十七 講約說 基督 敎道德 の 性質  六四.^.六五ー_1 

第 四十 八 講約說 基督 敎道德 其 一 謙遞  S 四丄 g> 

第 四十 九 講約說 基督 敎道德 其 一 一 愛  2 七 丄ハ六 0 

第五 十 講約說 愛の 表顯  一き I 六 六 四 

第五 十一 講約說 謙譲と 宏量  一 〈六 SI 六ズ 

第五 十二 講約說 愛 敵の 途  一 ハカ 八— 六 七 1 

第五 十三 講約說 政治と 社會  SM— 六 七 S 

第五 十四 講約說 負 俊と 其 償却  六 七 予丄ハ 七 七 

第五 十五 講約說 終末と 道德  六 七 七- H ハ八 11 

第五 十六 講約說 小 問題の 解說  ーズ 一一— 六 仝； 

第五 十七 講約說 。ハ ゥ 口 の傳道 方針  六 八 六一六 九 0 

第五 十八 講約說 パ ゥ 口 の 友人 錄  六 九 0 丄ハ 九- *1 

目次  七 


E  次 

第五 十九 講約說 終末 =效 榮の辭 

第 六 十 講約說 羅馬 書大觀 ：：. 

第 六卷內 容 年 譜  


口 マ 書 研究 


n マ 書の 大意 

Cl マ 書 は 解す る に^だ 難い 書で あると 一 般に 信じられて 居ます、 口 マ 書 は沟に 解す るに 甚だ 難い 書 

であります、 詩人 コ レリ ッヂは 一一 S ひました、 ロマ 書 は 曾て 書かれた る 書の 中で 最大の 書で あると、 洵 

に ロマ 書 を 解し 得る 人 は^ 界 最大の 書 を 解し 得る のであります、 ミルトンの 『失樂 園』 ダンテの 『神 

曲』 共に 口 マ 書 ほど 大な る霄 ではありません、 口 マ喾を 解し 得る 者 は 基督 敎を 解し 得る 者であります- 

基督 敎の 生粹は £1 マ 書に 於て あります、 口 マ 書 を 我 書と して 讀み 得る に 至て 我等 は 幅 音の 奥義に 達し 

得た のであります。 

口 マ 書は斯 くも 偉大た る、 靳く 難解い 書であります、 然 らば 是れ 普通の 信者に は 到底 解す る ことの 

出来ない 書で ある 乎と 云 ふに、 私 は 決して 爾 うは 信じません、 ロマ 書の 解し 難い 所以 は 其 文字に 於て 

在りません、 其 哲學に 於て 在りません、 a マ 書 は パゥ& が a マに 於け る 信者に 書 贈った 書翰で ありま 

す、 而 して 書翰 は 其 受取人の 解し 得ない 者で あり やう^はありません、 而 して 又 パゥロ 自身が 文 寧お 

でもなければ 亦哲學 者で もなかった のであります、 バウ "は 傳道師 でありました、 而 して 傳道師 とし 

て 彼 は 普通の 人に 接し、 彼等が 善く 解し 得る やうに キリ ス トの福 昔を傳 へたので あります、 彼れ 肖 身 

が此 書の 中に 言 ひました、 

& マ 書の 大惹  三 


n マ * 研究  6： 

未だ 聞かざる^ を 如何で 信す る 事 を 得ん や、 未だ 宜る者 あらざる に 如何で 聞く こと を 得ん や 

と C.H„" 十四 節)、 開かる、 のが 傳道師 の 目的であります. 而 して 解 かられす して 聞かれ やう 害 はあり 

ません、 ロマ 書の 目的が a マに 於け る 信者の 信仰 を 堅固 せんが 爲 めで ありました 广 一章 十一 節〕、 而し 

て此 目的 を 達せん と 欲して パ ゥ n は 成るべく 解し 易く 此書を 書いた に 相違ありません、 口 マ 書 は M れ 

の 方面より 見ても 解し 難い 書で はない と 思 ひます。 

故に ロマ 書の 解し 難い 理由 は 文字 以外、 神 寧 以外、 何 か 他に 無くて はなり ません、 而 して 其 现由は 

之 を 知る に 難くない のであります、 口 マ 書 を 解す るの 困難 はパ ゥ 口 の 信仰 を 解す るの S 難なる に. W り 

, ， 0O0O00O00000O0O00O0OO  OOOOO00OOO やす OO0OOO0O 

ます、 パゥ D の 信仰 を 解し 自己 を 其 立場に 置いて 見て、 ロマ 書 は 解す るに 至て 容易い 書と 成る ので あ 

0  0  0 

ります。 

パゥ a の 信仰 如何 は 最も 組織的に ロマ 書に 於て 現 はわて 居ります、 然し a マ 書に 限りません、 彼の 

芋に 成りし 者と して 新約聖書に 傳 へられた る 彼の 書翰 十三 通の 中に 明かに 示されて 居ります、 所謂 

「バウ 口 主義」 なる 者 は 一 稲 特^の 信仰であります、 之 を 解し、 之 を 握り、 之を鎗 として ロマ St に 臨 

んで其 難解と 稱 せらる、 奥義 を 探 出す こと は 難くない と 思 ひます。 

口 マ 書 は 十六 章に 涉る 比較的 長篇 であります、 之 を 大略 左の 如くに 區分 する ことが 出來 ます、 

緒言 第一章 第一 節より 十七 節まで。 

本論 第一章 十八 節より 第 十五 章 十三 節まで。 

用事 並に 接 接 第 十五 章 十 ra 節より 第 十六 章 終りまで。 

緒 首は此 書の 性質と 目的と を 示し、 _言 辭は簡 短であります が、 バウ 口の 信 g: は 其 中に 溢れて 居り ま 


す、 始めの 七 節の 如き、 讀 みやう に 由れば 決して 解す るに 難い 言辭 ではありません。 

バウ a、 イエ ス キリストの 僕、 聖 召に 由て 使徒た る 者、 神の 福音の ために 撰ばる. 

比 福音 は 彼が 書に 於て 其預 言 者 等 を 以て 預め誓 ひ 給へ る 者に して、 其 子に 關 する 者な り、 

す る；  ケ， 力 ら 

彼 (子) は 肉體に 由れば ダビデの 裔 より 生れ、 聖 善の 靈に 由れば 死より 復活せ し 事に 由り て權能 

ある 神の 子と して 表明され たり、  . 

卽ち 我等の 主 ィヱス キリストに 關 してな り、 我等 彼に 由り て 恩寵と 使徒の 職と を 受けたり、 是れ 

萬 國の民 をして 其 名の 故に 信仰の 服從に 入らし めんた め 也、 

汝等も 亦 其 中に 在り、 イエスキリストの 屬 として？^：: された る 者な り、 

は マに 在りて すべて 神に 愛せられ、 召されて 聖徒と なりし 者に 此 書翰 を 贈る、 

汝 等に 恩惠 あれ かし、 我等の 父なる 祌 並に 主 ィ H ス キリス 卜より 平康 あれ かし。 

叱發 端の 首辭を する に 難い 理由 は、 日本語の 組織が 歐羅巴 語の 組織と 全く 違う からであります、 

, 9  9  9  9  ，-」 ； -rt はし 

所謂 關係 代名詞 (relative  pl.goml) たる 者 を缺く 所の ョ本語 を 以てして は 簡潔なる 原文 を 紆說に 言 

ふより 他に 途が 無い のであります、 然し。 ハウ Q の 意味 は 之 を 解す るに 難くありません、 彼 は玆に 書翰 

を認 むる に 方て 當 時の 書翰 文に 傚 ひ其發 端に 於て 

我れ バウ 口 …… ロマに 在る 兄弟に 書 を呈す  . 

と-一 百 ふたので あります、 然し 信仰と 愛 心 を 以て 充ち 溢れた るパ ゥロは 其れ丈け では 滿 足が出 來 なかつ 

たのであります、 彼 は先づ 自己の 何たる 乎に 就て 述べた のであります、 

しも V  みづ  えら 

我れ パ ゥ 口、 我はィ H ス キリス 卜の 僕な り、 自 から 擇んで にあら す、 神に 召されて 使徒と なりし 
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者な り、 特に 預め ：i 音宜傳 のために 選ばれた る 者な り 

と、 而 して 斯 くも 自己 を 紹介す るに 方て、 一 ー百の輻ー|^"に及ぶゃ、 彼 は 其 幅 昔に 就て  一 一一 一一 n せざる を 得な 

かった のであります、 

此 福音 は 今 始まりし おに 非す、 十：： き i^Jr に 於て 神が 預め其 預言者 等 を 以て 誓 ひ 給へ るお なり、 而 

して 是れ (此ー i 昔 は) 其 子に 關 する 幅 音な り 

と、 而 して 斯 くも； i 音を說 明す るに 方て 一 一一 一一：： の 神の 子 イエ ス キリス 卜に 及ぶ や、 彼 は 乂其聖 子に 就て 

一 さ 一：： せざる を 得なかった のであります、 

其 子 は 肉體に 由れば ダビデの 裔 として 生れ、 聖 善なる 事の 本源なる i,- 靈に 由れば 死より 復.. is せる 

^に 由り て權能 ある 神の 子と して 明かに 世に 示されたり 

と、 而 して 自己と 共に 福- -贫を 紹介し、 幅 音の 主人公なる 聖子を 紹介して、 パゥ& は 前に 戾り て聖 子と 

n -」 との 關係を 述べ て 一一-;" ふたので あります、 

我れ が 「子」 と稱 ひし は 一 百 ふまで もな く 我等の 主ィ H ス キリス 卜 を 指して 稱 ひしな り、 .€ して 福 

音 は 彼に 關 する！ i 昔な り、 我等 は 彼れ イエスキリストより 恩惠と 使徒の 職と を 受けたり、 イエ 

ス キリスト、 彼が 福 昔の 人 公に して 我が 屮： 人な り、 

と、 而 して 斯 くも キリストと 自己との 關 係を述 ぶる に 方て  一一 一 K の 使 の 践に& ぶ や、 彼 は义其 # に 就 

て I 曾せ ざる を 得なかった のであります、 

使徒の 職と は 他な し、 萬 阈の乂 をして ィ H ス の 名の 故に 信仰の 服從に 就かし めんた めの 者な り、 

而 して 一一 一目の 萬國の 卽ち 異邦人に 及ぶ や、 パゥ は a マに 在る 信者の 其 一部分、 而 かも 軍 たる 一 


部分なる 事に 就て  一 一一 一一 n せざる を 得なかった のであります、 

我れ 萬 國の民 (異邦人) と 言へ り、 而 して 汝等も 亦 其 中に 含まる \ 者 なり、 今や？^:: されて キリス 

ト に 歸 する 者と 成りし 者な り 

と、 而 して 玆に 自己と 一幅 音と キリストと 使徒の 職との 紹介 を 終り、 書翰の 宛名なる n マに 於け る 信者 

に 及んだ のであります、 乍然、 多 血 多情なる パゥ 口 は 啻に 「口 マに 於け る 信者に 書 を 贈る」 と 云 ふて 

は 物足りなく 感じた のであります、 故に 彼 は 自己に 就て 陳 べし やうに 彼等に 就て 述べた ので あ り ます 、 

。マに 在りて すべて 神に 愛せられ、 召されて 聖徒と なりし 者  . 

と、 言 辭は 甚だ 簡 短であります、 然し 尊敬と 祝福と に 富める 一一-::: 辭 であります、 パゥ& は 自己に 就て は 

キリストの 僕、 恩寵に 由り 使徒の 職 を 授けられし 者な りと 言 ひました、 然し & マの 信者 を稱 ぶに 方て 

は 神に 愛せられ、 召されて 聖徒と なりし 者な りと fr ひました、 

僕 バウ 0、  ロマの 聖徒に 書 を 贈る 

と 云 ふたので あります、 乍然、 僕た る も" 31 から 好んで 僕たり しに あらす， 神に 召されて なり、 徒た 

る も 自己の 修養の 結果 聖徒たり しに あらす、 祌に 愛せられ 其 召 を 蒙りて なりと、 バウ n がコ リント 前 

書 其 他の 書翰に 於て 

神の 聖 意に 由り 召されて 使徒と なりし. ハウ 口 

と 一一 一 ほひし 「神の 聖 意に 由り」 との 彼の 確信 は 自己に 關 しても 他人に 關 しても 動かなかった ので. ありま 

す、 して 此 確信 は n マ 書 全體を 通う して 動かない の であります、 

0  0  0  0  0  0  0 

祌の聖 意に 由り 
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若し 世に 「。ハウ 口 祌學」 なる 者が あると 致し ますれば、 此 信仰の 上に 築かれた る 者であります、 自己 

の 救 はる k の も、 他人の 救 はる &の も、 國民の 救 はる i の も、 人類の 救 はる k の も 皆な 悉く 「神の 聖 

意に. S る」 のであります、 ロマ 書が 論す る 所の 信者の 義 とせら る &事、 潔 めら る i 事、 榮に 人る 事 は. 

すべ て 祌の聖 意に 基つ くの であります、 此事を 深く 心に 留めす して バウ 口 は 解りません、 

Anuihilation  OM  self  and  exaltation  OH  God. 

自己 を 無にして 榮光を 神に 歸 する 事 

にんれ が， ハウ n キ： 義 であります、 此 主義の 上に 立て 见て 口 マ 書 は 解す るに 大分 容易き 書と なる ので あり 

ます。 

絡 一 W の 終りに 「恩惠 あれ かし 平康 あれ かし」 との 祈願 を 添へ ました、 恩惠の 何たる 乎 は ロマ 書の 特 

に 述べん と 欲する 所であります、 而 して 平康を 祈る に 方て パ ゥ a は 之 を 神と キリ ス 卜と より 祈 求めた 

のであります、 鼓に 旣に バウ 口の キリス 卜觀が 暗示され てあります、 平^^ は 父なる 祌 より 来る 者、 乂 

主なる ィ エス キリ ストより 來る きとして 記されて あります、 バウ ； 1 に 取りて は 神と キリス 卜と は 同等 

の 者であります。 

私 は a マ 書の 大意 を述 ベ ん とする に 方て 其發端 の 言に 對し て 註解ら しき 者 を 加 へました、 是れ 何に 

も 註解 を 以て 略 說に代 へんと 欲する からではありません、 は マ 書の 精神と 文體 とが 旣に 明かに 其 中に 

一： 小され て あるから であります、 バウ ロキ： 義と 言へば 甚だ 困難い やうであります が、 然し 至て 簡短 明瞭 

なる 者であります、 而 して。 ハウ a の 文體は 或る時 は 甚だ 煩縟 しく 感ぜられ ますが、 然し 是れ叉 秩序 あ 

り、 规律正 だしき 者であります、 


バウ n、 神の 福音の ために 撰ばれた る 者、 

此 福音 は祌の 子に 關 する 事な り、 

言； 

此子は ダビデの 裔 にして 义祌の 子な り、 

我 は 彼より 使徒の 職 を 受けた る 者な り 、 

使徒の 職 は汝等 異邦人 をして 信仰の 道に 入らし めんがた めの 者な り、 

前の ニー 一一 n を 受けて 之 を 後に 說 明す、 或 ひ は 後に 樓述 せんと 欲する^ を豫め 前に 暗示す、 洽 かも 春に 就 

て 語る に 先 だち 梅花 を 示して 百花 を豫 想せ しむる の 類であります、 バウ の 立論 は 常に 此 順序に 從ひ 

ます、 此事を 心に 留めて 彼の 文書 を 解す る こと は 更らに 容易くなる のであります。 

絡 曾卽ち 始めの 挨拶 は 一 章 十七 節 を 以て 終ります、 バウ B は 述べて 一 K ひました、 

神の 義は此 福 昔に 顯 はれて 信仰より 信仰に 至れり、 錄 して 義人 は 信仰に. H りて 生くべし と 有る が 

如し  " 

と、 是 れが緖 言の 終りであります、 而 して 叉此 後に 來る 議論の 題目であります、 バウ は玆に 舊約聖 

書 哈巴谷 書 一 一章 四 節より 此言を 引いて 巧に 緒言に ぎ 結 を 告げて 新たなる 議論に 取掛 るので あります、 

而 かも 少しも 其 事 を 明示す る ことなく、 識らぬ 振りして 新たなる 論題に 入る のであります、 然し 私共 

は 彼 を 見逃して はなり ません、 私共 は旣に 彼の 論法 を 探り 當 ました、 彼は斯 くの 如くに して 讀者 を賺 

し、 後に 至て 彼等 を 驚かす のであります、 第 十八 節に 於て 彼 は 言 ひます、 

夫れ； t の 怒 は 不義 を もて 眞理を 抑 ふる 人々 の不虔 不義に 向 ひて 天より 顯 はる、 

と、 此と 彼と は 何の 關係も 無い やうに 見えます、 然し 實は大 に 有る のであります、 第 四 章の 終りに 至 
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て バウ II は illtf の 眞性を 現 はして、 彼 は 人 は 信仰に 由て 義 とせら る \ 事に 就て 語つ て^った 梨 を吿白 

する のであります。 

ロマ 書の 問題 は 人類の 救^であります、 人 は 如何にして 救 はる k 乎、 救 ひとは 何ぞ や、 其 事に 就て 

最も 深刻に 論じた のが 此 書であります。 

バウ 口の 救拯觀 

I と は何ぞ や、 人 は 如何にして 救 はる、 乎との 問題に 對 しパゥ 口 の 答 ふる 所 は 明. n である" 

バウ "の敎 ふる 所に 從 へば 救， 拯に 三つの 階段が ある、 卽ち 左の 如し、 

第 一 、 義 とせら る」 事、 

第一 一、 聖 くせら る- -事、 

さ う え irj 

第三、 榮を衣 せらる k 事、 

此：^ を ニー 一  c に g めて 述べた 者が コ リン 卜 前書 一章 三十 節で ある、 卽ち 

ィ H スは 神に 立ら れて汝 等の 智慧 また 義 また 聖 また 贖と なり 給へ り 

と ある、 「智慧」 に 就て は 他日 之を述 ぶる こと i して、 義、 聚、 贖 は 以上の 三階 段 を 指して 言 ふたの 

である、 1  一一- „^ 者の" は イエスに 於て ある、 而 して イエス は 彼等の 義 また 聖 また 履で あるとの 事で ある 


扬の第 一 は義 とせら る、 事で ある、 而 して 義と せらる 、と は 世の 謂 ふ 所の 義人と 成る と 云 ふ 事で 

はない、 卽ち 俯仰 天地に 恥ぢ すと 云 ふやうな 人と 成る と 云 ふ 事で はない、 義 とせら る k と は 神と 義し 

-^ー關^^&1^ると云ふ事でぁる、 卽ち 父子の 關 係に 入る と 云 ふ 事で ある、 今まで は 叛逆の 子で ありし 者 

が從 順の 子と なること である、 他の 一一 n 辭を 以て 言へば、 今まで は 叛逆の 結果、 子た るの 權利を 失 ひし 

者が、 ィヱ スに 由り て (？？ たび 之 を附與 せられて 子と して 取极 はる、 に 至る と 云 ふ 事で ある、 

ちから 

彼 を 受け 其 名 を 信ぜし 者に は 權を賜 ひて 之 を 神の 子と なせり 

と ある ( ョ ハネ傳 一章 十二 節)、 人 は 皆な 神に 對 して は 叛逆の 子で ある、 故に 神 は 預言者 を 以て 言 ひ 給 ふ 

た、 

そむ  こど. t ら  いや 

背ける 諸子よ、 我に 歸れ、 我れ 汝の 叛逆 を 癒さん 

と 7 耶利 米亞記 一一 一章 サニ 節)、 彼 は 叉 言 ひ 給へ り、  . 

我れ 彼等の 叛逆 を 醫し悅 びて 之 を 愛せん 

と (何 TO; 阿 書 十四 章 四 節， }、 人 はすべ て先づ 神に 對 する 共 叛逆 を醫 されなくて はならない、 否 ざれば 彼の 

救扬は 始まらな いので ある、 彼 は^ づ 起て 其 父に 往き、 

父よ 我れ 天と 汝の 前に 罪 を 犯し たれば 汝の 子と 稱 ふるに 足らざる 者な り 

と 言 ふべき である ( な カ傳 十五 章 十八 節 y 是れが 救扬の 第一 步 である、 而 して 人 は 悔改を 以て 祌に往 き- 

祌は 悅んで 之を迎 へ 之 を 愛し 給 ふて 玆に 彼の 救拯は 始まる ので ある、 義 とせら る \ こと は 救 はる、 と 

云 ふ^で はない、 爾ぅ 解す るの は 犬なる 護で ある、 救 拯は單 に 祌に歸 る ことで はない、 悔改 は救拯 

の 第一歩で ある、 而 かも 必要なる 第一歩で ある、 悔改に 由て 人 は 神の 救扬に 入る ので ある" 

，ハウ 口の 救 接 鼓  一 一 


義 とせられて 然る 後に 聖 くせら る、 ので ある、 救拯の 第一 一は 聖 くせら る、 事で ある、 神と 義 しき 關 

係に 入った 丈け では 人 は 多く i の 彼と 異ら ない、 彼 は 罪を赦 された が、 然し 罪の 結果 は 今猶ほ 依然と 

して 彼に? つて 居る、 洽 かも is 斯 患者の 熟の 去った 後の 狀 態と 同じで ある、 疾病 は 去った が 然し ま 

だ 疾病の 結 は 去らない、 彼 はま だ 前の 如く 弱く ある、 彼 は 固き 食物に 耐え 得ない、 彼 は步み 得たい、 

働ら き 等ない、 彼 は liTll を i されて 今猶ほ 元の 病人で ある、 然し 彼 は 恢復 期に 入った ので ある、 病勢 

は旣に ® かれ、 病根 は 旣に絶 たれた ので ある、 其 如く 義 とせられ たる 人 は 罪の 羅 禅より 脫 する を 得て. 

人， や 聖淨の 域に 向て 進みつ、 あるので ある、 然し 彼 は 瞬間に 奇接 的に 聖く せられな いので ある、 彼の! 

靈 魂の 健康 は徐々 として 彼に 歸 りつ 、あるので ある， 實に 預言者の 言 ひしが 如く 

誠 命に 誡命を 加へ、 度に 度 を 加へ、 此 にも 少しく、 彼に も 少しく 敎へ 

らる、 ので ある (A 赛亞書 二十 八 章 十 節)、 靈 魂の 健康 は 肉體の 健康と 等しく 一時に は歸ら ない、 窒扶斯 i 

忠者は 熟が 去て 直に i の 健康の 人と たる ことが 出来ない やうに、 基督 者 も 亦 Bis- の 根を絕 たれて 直に 聖 

人と なること は 出来ない、 先づ義 とせられ、 叛逆 を醫 され、 神と 義 しき 關 係に 人り、 然る 後に 彼の 靈 

魂の 健康の 恢復が 始まる ので ある、 而 して 此 事を稱 して 聖く せらる X 事と 云 ふので ある、 義 とせら る 一 

る iss- は gt- の，！ めまで あって、 聖 くせら る.^ 事 は 德の注 人で ある、 づ 罪の 驅 除が あって 然る 後に 德の扶 

i が 始まる ので ある、 先づ 荊棘が 除かれて 然る 後に 善樹 が植附 けらる、 ので ある、 荊棘の 除かる、 事 

5 ゑつ  よきみ  きょ 

其 事が 義 とせら る，， 事で ある、 善樹 が植附 けられて 徐々 と 善果 を 結ぶ に 至る こと， 其 事が 一く せらる 一 

る 事で ある 3  一 

-  ひ  ip.tr-,  f.,-, 'しょ.. ノ  ， 、わん *ぃ 一 

乍然、 聖 くせられ て 救拯は 未だ 完^せられ ない、 神が キリスト を 以て 供へ 給 ひし 救 扬は靈 魂の 完成 一 


ふさ  か 二- V.  ？  す，、 ひ i つ. i: 

を以 て盡き たい、 完成され たる 靈 魂が 已に應 はしき 體を 衣せられ て、 玆に 始めて 救拯は 全う せらる i 

ので ある、 救 扬が體 にまで 及んで 其 終極に 達する ので ある、 而 して 此 事を稱 して 榮を衣 せらる 、事 

(又は 受 くる 事) と- K ふので ある、 我等の 身 體の救 はる、 事 (羅馬 書 八章廿 1 一一 節) 其 事 が 救拯 の 完成 で あ 

つて 同時に 又 其 終極で ある、 我等の 靈 魂が 救 はれた 丈け で 我等 は 未だ 全く 救 はれた のでない、 我等の 

ケ ら た  はなよめ し み  ：.^  きょ  ".--,3 え  •、 ち 

靈魂 と共に 我等の 身 體が救 はれ、 靈 魂の 新婦が 汚點 たく 铍 なく 聖 くして 榮 ある 者と なり、 永遠 朽 ざる 

说活證 を 以て 修 飾られて 其 新郎た る キリスト を迎 ふるに 至て 玆に 始めて 神が 彼の 上に 施し 給 ひし 救拯 

が 完全う せらる、 ので ある。 

：りか へ  じ S んてぃ  0  0  0  0  0  C  0 

以上 を 繰返して 言へば、 人の 救 扬は三 段の 順 程 を 經て行 はる、 ので ある、 其 第一 が義 とせら る、 事 

である、 英語の jlstificaticu である、 神と 義 しき 關 係に 入る 事で ある、 彼に 子と して 极 はる、 に 至る 

事で ある、 是れが 救拯の 第一歩で ある、 之に 次いで 聖 くせら る、 事が 來る、 英語の H§(.tiiicaHon で 

ある、 神より 聖靈を 受けて 聖 善の 諸德を 我靈 に植附 けらる i 事で ある、 是れが 救扬の 第二 步 である、 

然し 救 扬は靈 魂 の iA, 化を以 て盡 きな い 、 之に 加 ふるに 身體 の救拯 を以- てせられ たければ ならな い 、 而 

して 聖 めら れ たる 霊魂が 死なざる 壞 ざる 體を 衣せられ、 兹に 再た び體を 具へ たる 完全なる 人と たるに 

す ： ひ  する. 

及んで、 救拯は 完全に 遂行 せらる \ の である、 是れが 榮を衣 せらる.^ 事で ある、 英語の redemption 

又は g.icrifi(-atiou である、 義 とせられ、 変く せられ、 榮を衣 せらる、 罪を赦 され、 德を植 ゑら れ、 

靈の體 を附與 せられて 永生に 入る、 バウ B の 救扬觀 にす ベて 此三 階段が ある、 此事を 心に 留めて 彼の 

文書 を 解す る ことが 至て 容易くなる、 例へば 

よき-つ-？ 

汝の 心中に 善業 を 始めし 者、 之 を 主ィヱ スキ" ストの 日までに 全うすべ しと 我れ 深く 信す 

パゥ P の教 iSSS  ニニ 
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よき わざ  ： ひ 

と ある (. ヒリ ビ書 一章 六 節)、 此 場合に 於て 「善業 を 始めし 者」 と ある は 勿論 神であって * 彼が 救 ！％ の 第 

一歩と して 信者 を 召き、 之を義 とし 給 ひし 事で ある、 「イエス キリス 卜の 日までに 全うすべし」 と あ 

る は、 義 とし 給 ひし 者の 上に 其聖 業を繼 け、 之 を 紫め て キリストの W 顯の 時にまで 及び、 終に 彼に 約 

束のう 體を賜 ふて、 が扬を 全うし 給 ふべ しとの 事で ある、 パゥ P の此  一！："" の 巾に 彼の 救 扬觀が 明かに 顯 

はれて る。 

叉 羅馬書 八 章 三十 節に 依て 見る に  ■ 

义豫 めお めた る 所の 者 は 之 を 召き、 召き たる 者 は 之を義 とし、 義 としたる 者に は 之に 榮を 賜へ り 

と ある、 此 場合に 於て は義 とせら る、 事が 一一； 段に 分ち て 示されて あり、 聖 くせら る \ 事が 略して あり 

榮を賜 はる 寧 を 以て 結ばれて ある、 豫 定と聖 召と は義 とせら る k 第の 前提で ある、 而 して 義 とせら る 

る事の結果は榮を赐はる^*でぁる、 故に 此場 介に 於ても 亦 バウ の 一二 段 的 救扬 觀は紛 ふべ くもなく 顯 

はれて 店る。 

？-フ しよ-?,、， ん 

而 して パゥ a の此救 扬觀を 心に めて S いて a て、 常に 難解 不明 を 以て 目 せらる、 羅馬 書が 解す 

るに 難から ざる 書と 化する ので ある、 羅馬霄 を 解す るの 中； なる 困難 はパ ゥ a の 救 扬觀を 明かに せざる 

に 因る、 之 を 明かに して 是を 解す る は して 困難で 無い と 信 する。 

羅馬書 第一章 十八 節より 第 八隶の 終り 迄が バウ の 救械觀 を 記した 者で ある、 人 は 如何にして 救 は 

る X 乎と はパ ゥ 口 が玆に 論究 せんとし たる 問题 である、 而 して 彼 は 先 づ入は 如何にして 義 とせら る \ 

乎と 云 ふ 問題に 就て 論じた ので ある、 而し て 異邦人 に 在りて は 其 倫理 道 德に由 てに あ らす、 ュ ダ ャ 人 

に 在りて は 其 雄 法の 行爲 に. S てに あらす、 異邦人に 在りても 亦 ユダヤ人に 在りても 人の 義 とせら る \ 


は 其 信仰に 由る と 結論した ので ある (三 章サ八 節)、 バウ 口の 結論の 可なる とるな ると：^ 刖 問題で ある- 

彼が 人の 救扬に 就て 論す るに 方て 先づ 彼が 義と せらる &其途 に 就て 論じて 居る 事 は 明確で ある。 

第 一 章の 半より 第 七 章の 終に 涉 りて パゥ B は 人 は 如何にして 義 とせら る X 乎に 就て 論じた、 彼はァ 

ろんきょ 

ブラ ハムの 例 を 引き、 叉 自己の 實 驗に訴 へて 彼の 論據を 明かに した、 彼 は 自己に 何の 潜き ことなき こ 

と を 表白した、 彼 は 叫んで 曰 ふた _ 

喧 我れ 困 li.:! める 人なる 哉、 此の 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は 誰ぞゃ 

と、 而 して 

是れ 我等の 主ィ H ス キリ ストなる が 故に 神に 感謝す 

と HI ひて 彼の 救扬 論の 第一 段に 完結 を吿 げた。 

； 1： の 前に 義 とせら る、 は 信仰に 因る、 然 らば. 5 何に して 實 質的に 神の 子た る を 得ん 乎、 是れ第 八 章 

の 上半 部の 論す る 所で ある、 バウ a は此 問題に 答 へて III ふた、 

O0O0OO0O 

聖靈に 依りて なり 

と、 第 八 章の 一 節より ト七 節までに 「靈」 なる 辭が 十七 囘も用 ゐられ て ある、 

活かす 靈 (二 節) 

キリ ス トの靈 (九 節) 

ィ ェ スを 死より 輕 らし、 者の 靈 (十 一節) 

神の 靈 (： 十四 節) 

アバ 父よ と 呼ぶ子た る 者の 靈 (十五 節) 

パゥ n の 救 接 IS  -  £ 


c マ禽 w 究  一六 

神に 義 とせられし 者、 卽ち 神と 義 しき 關 係に 入りし 者 は 其 報 賞と して 斯 かる 靈を受 くるので ある、 

し て 之 を 受け て 恩惠 より 恩惠 へ と、 蜜 善より 聖善 へ と 進行く の で ある、  . 

若し キリスト (の 靈) 汝 等の 中に 在らば 體は 罪の 故に 死す と 雖も靈 魂 は義の 故に 生くべし、 而已 

ならす、 若し ィ H スを 死より 甦らし、 者の 靈汝 等の 中に 住まば、 其 璽に よりて 汝 等が 死ぬべき 體 

まで も 生く るに 至るべし 

と パゥ& は 論じて 居る、 彼 は 玆に靈 魂の 聖 化に 就て 述べて 居る ので ある、 卽ち 救拯の 第二 歩、 卽ち聖 

くせら る、 事に 就て 述べて 居る ので ある、 人 は 先づ義 とせられて 神に 納 けられ、 然る 後に 子た る 者の 

靈を 受け 其 靈性を § ち， めら れて 終に 「キリストと 偕に 後嗣た る」 の 資格に 達する ので ある、 故に 言 ふ 

若し (gQ 驚に. S りて 身 ■ (肉) の 行爲を 殺さば 活く べし 

と (十三 節 y 努力 奔" 鬪以 て 肉 慾に 勝た ば活く ベ しと は 一一 目 はな い 、 是れ此 世 の 道 德の敎 ゆる 所で あ る、 

聖靈に 由り 其 能に 託り て 身體の 行爲を 殺さば 活く べしと 言 ふ、 神の 聖靈を 受け、 之 をして 我靈を 占領 

せしめ、 我 If 活かして 終に 我 肉 を も 征服せ しむべし との 事で ある、 如斯 くにして 信者 は聖 くせら る 

るので ある、 聖靈を 受け、 之に由て§^くせらる、 のでぁる。 

而 して聖 くせられ て 後 如何、 バウ u は 第 八 章 ト 八 節 以下に 於て 救 拯の翁 極、 卽ち 榮を受 くる 事に 就 

て 述べて 居る、  - 

我れ 意 ふに 今の 時の 苦 は 我等に 顯 はれん とする 榮に 比ぶべき に 非す 

と、 聖 くせら る \ 事の 窮極 は是れ である、 卽ち 

神の 諸子の 榮 なる 自由に 入らん こと  . 


である、 他の 一一 一一 ロ辭を 以 て 言 へ ば 

我等の 身 體の贖 はれん こと  . 

である (二十 ヨ 節)、 聖 めら れ たる 靈 魂が 

犬に 在り 手に て 造られざる 窮 なく 存っ 所の 屋  - 

なる 永久 壞れ ざる 身 體を衣 せらる、 時に 我等の 救扬は 完成う せらる 、ので ある (コ リン ト 後書 五 章 一 

節 以下 參考 )、 バウ P の觀る 所に 由れば 救扬 とは斯 くも 遠大なる ものである、 單に 品性の 改まる 事で 

はない、 靈 魂の 救 扬に 止まらない、 身 體の贖 はる、 事で ある、 死に 由て 失 ひし 身體を 再た び 死なざる 

と. T か へ  O0OOO  o〇ooo  00000  00  O00C0O0OOOOC 

狀 態に 於て 取 返す 事で ある、 品性の 救拯、 靈 魂の 救扬、 身體の 救扬、 之 をき はして 救 拯と稱 ふので あ 

る、 而 して 神が キリスト を 以て 我等に 施し 給 はんとす る 救 极は斯 かる 宏大 無邊、 人の すべての 思 意に 

過ぎて 世に 比較る に 物な き救拯 であるの である、 バウ a は 此_9 ^を 思 ふて 感謝 讚美 頌揚絕 叫せ ざる を 得 

なかった ので ある、 

キリストの 愛より 我等 を離絕 らせん 者 は誰ぞ や、 患難なる 乎、 困苦なる 乎、 迫害 か 飢娥か 裸 5£ か 

あや ふき つち ぎ 

危險 か刀劍 なる 乎、 …； そ は 或 ひ は 死、 或 ひ は 生、 或 ひ は 天使、 或 ひ は 執政、 天地 萬 物 何物 も 我 

等 を 我主ィ H スキ" ストに 由れ る 神の愛より 離絕 する 事 能 はざる 也 

と (三十 五節 W ド)。 

依て 知る 羅馬 書の 大半 を 占む る。 ハウ P の 救お； i も 亦義、 艰，、 贖の 三 段 的 救 扬觀の 敷衍 詳說に 過ぎ ざ 

る 事 を、 バウ 口 は 決して 茫漠 S を 撰む が 如き 論者ではなかった、 神に 開し、 宇宙に 關し、 人生に 關し、 

來に關 し、 彼 は確實 なる 見解 を懷 いて 居った ので ある。 

バウ 口の 教. お 親  一七 
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義 とせら る、 事。 人 は 悔改の パプ テス マ (敎會 の洗禮 式に 非す) に 由て 祝すべき 此狀 態に 入る の 

である。 

聖く  4d らる. '事。 信者 は 聖靈の 降臨 を 蒙りて 此恩 惠に與 かるので ある 

i.i4 くる 事。 キリスト 再臨の 時 を 待て 信者の 上に 行 はる" ので ある。  な ひ * 

Ira して 三者. i しく 神の ES に 因る ので ある、 我等の 努力 义は 修養 义は 善行に 因る ので はた レ 矜 W 

こ" 一 £ める 神が 我等 を ゅせ し 給 ふ其大 なる 愛に 由り て是 等の 事 を 我等の 上に 行 ひ 給 ふので ある、 愛、 愛 

爱、 パゥ 口の 救 抵觀も 亦 磨 るに 愛の 一字に 歸す るので ある、 故よ に .lb は 彼の 救 扬論を 結んで 曰，" 

宇宙す  物 何物 も 我等 を 我主ィ H ス キリス トに 由れ る 神の愛より 離 絶す る こと 能 はざる 也 

と L 羅 m 書八章 末節 J、 愛 を 少しく 論理的に 述べた る 者、 それが 羅爲丧 e ある、 解す るに 困 S なる が.^ く 

に 見 ゆる は 僅に 其 表面で ある、 其 中心 は 聖書の 他の 部分と 舆なら ない、 キリスト を 以て 顯は すたる ゆ 

の 愛の 宣 富で あ る 、 斯く 解し て 羅馬教 = も 亦 蜜 の 如き 甘き 書と 成る ので ある。 


義 とせら る、 の途 

維 ni^ 書初めの 四 章の 大意 cr ハウ" S 救 扬觀」 と 併せ 讀む べし) 


人 は 如何にして 神の 前に 義 とせら る、 乎、 而 して 第一 に 異邦人 は 如何、 物質文明 を 誇り、 倫理、 道 

德、 哲學を 口にして、 宗敎 を輕視 し、 福 昔 を 嘲け る 者 は 如何、 彼等 自稱 文明 人士 は 果して； t の 前に 立 

て義 しかる こと を 得る 乎、 彼等の 學 問なる 者を視 よ、 彼等 は祌は 無しと 唱 へながら 神なら ざる 者を崇 

めて 神と して 祭る にあら すキ、 彼等の 行 爲を視 よ、 彼等が 倫现、 道德、 哲學 を：：： にしつ \ ある 間に 妬 

忌、 爭鬪、 詭譎、 讒害、 毀 B、 傲慢、 背約、 不 情の 諸惡は 絶えす 盛んに 彼等の に 行 はる X にあら す 

や、 文明の 名 は 美な り、 哲學 の聲は 高し、 然れ ども 實行は 如何、 曲學阿 *1、 不義 不德、 誰か 彼等 を 神 

の 義人と して 認 むる 者 あらん や、 否ら す、 神 は 彼等 を 義人と して 認め 給 はざる に 4- まらす、 彼の 怒 は 

彼等の 不虔 不義に 向 ひて 天より 顯 はる (一章 十八 節より 三十 三 節まで)。 

異邦人 は斯 くの 如し、 然 らば ユダヤ人 は 如何、 彼等 は恆に 異邦人 を資 め、 其 罪を呜 らして 自己の 清 

淨を唱 ふる 者な り、 然れ ども 敢て問 ふ、 神の 選民と 稱 はる. - ユダヤ人 は 3^ して 神の 前に 立て 義人た る 

を 得る 乎、 

汝 若し ユダヤ人の 名を檐 ひ、 律法 を恃 み、 神 を 誇り、 其 旨 を 知り、 律法に 習 ひて 事物の 是非 を辨 

へ、 自 から 瞽者の 案內、 暗黑に 居る 者の 光、 愚者の 師、 童 蒙の， 傅、 律法に 於て 智識と 眞理の 式 を 

得た る 者な りと 意 ふ、 然 らば 汝、 他を敎 ふる 者よ、 汝、 何故に 自己 を敎 へざる 乎、 

と (二 章 十七 節 以下 ：}、 ユダヤ人 は祌 より 律法 を 授かりて 之 を 守らない、 文明が 異邦人 を 救 はない やうに、 

律法 は ユダヤん を 救 はない、 單に 律法 を 有つ こと は 其 人を義 とする に 足りない。 

律法 を 聞く 者の 神の 前に 義と 爲ら る、 に 非す、 義 とせら る、 は 律法 を 守る 者な り广 十三 節) 

事 は玆に 止まらたい、 律法 は 反て 科 を增す 者で ある、 律法の 無い 所に ：4 はない、 ユダヤ人 は 完全た る 
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樣法を 有して 却て 之 を 破る の 危險に 居る 者で ある、 法 は 却て ユダヤ人 を 罪に 定 むる 者で ある。 

然 らば 如何、 異邦人 も 罪人、 ユダヤ人 も Siii 人、 倫理 道德は 人を義 とせす、 律法 も 亦 人を義 とせす、 

ユダヤ人 も ギリシャ 人 も 皆な 罪の 下に 在り (三 章 九 節)、 然 らば 義 とせら る、 の途は 無き 乎、 然り、 在 

り、 倫理 以外、 律法 以外、 神の 供へ 給 ひし キリス 卜に 於て 在り、 

令、 律法の 外に 神の 義は顯 はれたり、 ィ H スキ" スト を 信す るに 由る 神の 義是れ なり (一一 一章 サー. 

廿ニ 節) 

アブラハムが 義 とせられ たる も亦此 道に 由り て ある、 卽ち 信仰の 道に 由り て ある (第 四 章.)、 我等 

は 信仰に 由り てァ ブラ ハ ム の 眞實の 子孫と なる ので ある。 

以上が 第 H 早 十八 節 以下 第 四 章の 終りに 至る までの パゥ の 議論の 大意で ある、 卽ち 「義人 は 信仰 

に 由て 生くべし」 との 聖 語の 解說 である。  - 


人類の 救拯 

救 扬に三 段が ある、 其 第一 は義 とせら る k こと、 第二 は聖 くせら る、 こと、 第三 は 榮を賜 はる こと 

而 して 是れ な 神の 恩惠に 出て 彼に 由て 信者の 上に 施さる.^ ことで ある と は 羅馬書 第 ， 一 章 十七 節より 

第 八 章の 終りに 至る までの バウ B の 論旨で ある、 人の 救 扬は今 世 を以. て 終らたい、 来世に 於て 繼 緩せ 


らる、 救扬は 永遠に 涉る 神の 御 事業で あると は 余が 前囘の 講演に 於て 述べた 所で ある。 

然し 是れ 皆な 侗 人の 救 扬に 就て 言 ふたので ある、 バウ & は羅馬 書の 半分 を 個人の 救扬 論に 與 へたの 

で ある、 然し 救拯は 勿論 個人に のみ 限らる、 者で はない、 神 は 少数の 個人 を 救 ふて 其れで 滿 足し 給 ふ 

が 如き 者で はない、 

萬 人 の 救扬を 受け 眞理 を曉 るに 至らん こと は 神の 欲し 袷 ふ 所な り 

と ある (テ モ テ前 二の 四)、 神が 施し 給 ふ救扬 であれば 是れ 永遠に 涉 ると 同時に 叉 全人 類を懷 抱す る救拯 

でなくて はならない、 故に 。ハウ & は 個人の 救扬に 就て 論じ 悉 して 彼の 救 扬論を 結ばなかった、 彼 は 全 

人類の 救拯に 就て 一 言せ ざる を 得なかった、 是れ羅 馬 書の 第 九 章 以下 三 章に 渉り 彼が 爲す 所で ある。 

祌は 驚くべき 手段と 方法と を 以て 侗人を 救 ひ 給 ふ、 。ハウ & 自身 も 亦斯の 如くに して 救 はれた ので あ 

る、 然し 神の 救 扬に與 りし 彼れ バウ 口 は 利己 牛： 義者 ではたかった、 彼 は 己れ 一人 救 はれさへ すれば 其 

れで滿 足す るが 如き 者ではなかった、 彼 は 己の 靈魂を 重んじた、 故に、 神の 恩惠に 由て、 己が 霊魂の 

永遠の 救 扬に與 りし を 知る や、 

宇宙 萬 物 何物 にても 我等 を 我主ィ H ス キリ ストに 親れ る 神の愛より 絶ら する こと 能 はざる たり 

と絕 叫した ので ある (八 章 末節)、 然しながら 彼れ パゥ 口に は 己が 靈 魂よりも 更らに 貴い 者が あつたの 

O0OOO0O00O0  0  0  0  0  0  0  0  O0  0OOO0O0O0000 

である、 其れ は 彼の 同胞であった、 彼の 國 であった、 神の 造り 給 ひし 全人 類であった、 彼は是 等の 救 

扬を 望んで 止まなかった ので ある、 故に 彼は义 彼の 心の奥底の 切願 を 述べ て 言 ふた、 

• 我 は キリストに 羼 ける 者 なれば 我が 言 は 真にして，. 偽な し、 且つ 我が 良心 は 聖靈に 在りて 我に 大な 

る 憂愁 ある 事と 心に 耐 へざる 苦痛の ある 事と を證 す、 若し 我が 兄弟、 我が 骨肉の 爲 めな らんに は 
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我 は キリ ストより 絶れ 沈淪に 至らん も 亦 我 か 願な り 

と (九 章 ーー三節ソ、 宇 帘 萬 物： E: 物 にても 我 を 我主ィ H ス キリ ストより 結ら する こと 能 はざる なりと 言 ひ 

て 後、 直に 叉 「キリストより 絶 れん も 亦 我が 願たり」 と 言 ふ、 バウ „1 は 鼓に 虚偽 を 語りて 居る が 如く 

に 見 ゆれ ども 決して 雨う ではない、 彼 は 彼の 實驗 有の 俊 を 語って 居る ので ある、 己の 救扬に 就て 思 は 

んか、 彼 は 感謝、 歡喜、 讚美に 耐へ なかった ので ある、 彼の 國 人の 狀 態に 就て 思 はんか、 彼 は 憂愁、 

悲^、 苦痛 こ耐 へなかった ので ある、 自己に 就て は 天に も 舞り たき 程 嬉しく 感じた、 同胞 イスラエル 

ゥ リス チャン  I 

に 就て はお 4 に £ ^て 死にた き 程 悲しく 感じた、 バウ a は 基督 者であって 同時に 又愛國 者であった、 然 

り、 眞の 基督 者 で あ つ て 熟烈 なる 愛圃 者たら ざらん と 欲する も 能 はすで ある。 

イスラエル は 救 はるべ き！^ の 者で ある、 

神の 子と せらる. 1 事、 また 榮光、 また 契約、 また 律法、 また 祭儀、 また 約束、 是れ 皆な 彼等の も 

のな り、 列祖は 彼等の ものな り、 义肉體 に 由り て 言へば キリスト は 彼等より 出たり (四. 五節，)、 

イスラ H ルは斯 かる 資格 を 有する 者で ある、 然るに 事實は 如何にと 言 ふに、 彼等 は キリストの 救拯に 

與ら ざるの みならす、 反て 榮 光の 主 を 十字架に 釘け 其 僕 を 迫！！！ I して 止まない ので ある、 パゥ は此事 

を 思 ふて 怪訝に 堪えな か つたので ある、 彼 は 時に 己の 心に 問 ふて 曰 ふた 

神 は 其 民 を棄 たま ひし 乎 

と、， 十一 章 一節)、 然し 彼 は闞か 信す る こと は 出来なかった、 故に 彼は斷 乎と して 此 問に 答へ て 曰 ふた 

決して 然らす 

と (： 仝 y 神が イスラエル を 棄て給 ひしが 如くに 見 ゆる 其 中に. 深き 意味が 無くて はならない、 神は理 


由な くして 暫時たり とも 其 民 を 棄て給 ふ 害 はない、 而 して isal 思 沈究の 結果、 彼 は 其 理由に 思ひ當 つた- 

ので  ある、  其れ は 救扬が 異邦人に 臨まん がた めで あると 彼は覺 つた、 

つ ズ、  す ： ひ  せん ふ 

是れ 彼等の 墜落に 由り 教扬の 異邦人に 臨み 彼等に 羨 妬 を 起さん ためなり 

と ( 十 一章 ト 一節 r イス ラ H ル がー i 音 を 斥けし 其 理由 は！ i 音が 異邦人に 臨まん がた めであった、 

(ステ 。ハノ 死して 後) エルサレムの 敎 會に大 なる 迫害 起り、 使徒 等の 外 は 皆な ユダヤと サ マリヤ 

あ i ね 

の 地に 散らされたり ：：： 是に 於て 散らされ たる 者 等 循 く往 きて！ 幅 音 を宣傳 へたり - 

と ある (行 傳八章 一節、 E: 節，)、 イスラ H ルが幅 音 を 斥けた の は 實は之 を 異邦に 達らん がた めであった、 

人の 怒 は 時には 神の 義を行 ふ 者で ある、 イスラ H ルの 福音 排斥 はう 慧き 神の 攝理の 下に 人類 救拯の 一手 

段と なった ので ある、 故に パ ゥ 口 は羅 馬に 於け る 彼の 信仰の 兄弟に 告げて 言 ふたので ある、 

兄弟よ、 我れ 汝， 等が 自己 を智 とする ことな からん ために 此 奥義 を 知らざる を 欲ます、 卽ち 一部分 

の イスラ H ル の 頑 硬く せられし は 異邦人 全體の 入来らん 時まで なり、 而 して 後 イスラ H ル の 全體. 

は 救 はる \ を 得ん 

と 、サ五 * 廿六 節)、 卽ち、 バウ a は 言 ふたので ある、 

異邦人の 中より 撰 まれて クリスチャン たる を 得し 口 マに 於け る 我が 愛する 信仰の 兄弟 は、 汝 等が 

イスラエルに 先んじて キリストの 救扬に 入り たれば とて、 自 から 己 を 貴と し、 已を智 として はな 

ら ない、 其 事な からん がた めに 我は此 奥義 を汝 等に 示すべし、 卽ち 1 部分の イスラ H ルが其 心 を 

剛復 なにし、 神の 福音 を^け 其 使者 を逐 ひし は 其 中に 深き 攝理 が存 する ので ある、 是れ救 扬が先 

づ 異邦人に 臨み、 彼等 全 體 が 之に 人來 らんが ためで ある. 而 して 此 事の 成就せ し 曉には イス ラエ. 
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ルの全 體も亦 救 はる、 ので ある、 卽ち歷 史②此 順序た る 異邦人 を も 救 ひ、 亦 イスラ H ルをも 救 は 

ん との 神の 大智に 出た ので ある 

と、 パ ゥ £1 は义 同じ 事 を 他め 一；： n を 以て f;" ふた、 

そむ  ぁ丄れ ふ 

今、 彼等 (イスラエル) の 背ける は汝等 (異邦の 信者) の矜 恤を受 くるに 因りて (彼等 も) 亦矜 

恤を 受けん ため 也 、 

と (一一 一十一 節：)、 祌は 偏視る 者に 非す、 彼 は 特に 異邦人 を  <=ぉ して イスラ H ルを 憎み 給 はす、 祌は 等しく 

異邦人と イスラ H ルとを 愛し 給 ふ、 彼 は 世界 萬お を 愛し 給 ふ、 一人の 亡ぶ る こと を も 欲み 給 はす、 す 

ベての 人の 悔改に 至らん こ と を 欲み 給 ふ ( ぺ テ a 後一 一一 の 九)、 神 の 愛 は 之 を 全般的に のみ 解す る こ とが £■ 

來る、 部分的に 解す る こと は 出来ない、 全人 類 を 救 はんとす るが 彼の I 取 後の n 的で ある、 彼が パ 卩の 

心 を 剛愎に し 給 ひし も是れ がた めであった (九 章 十七 節)、 

神 は矜恤 まんと 欲 ふ 者 を矜恤 み、 剛^に せんと 欲 ふ 者を剛 irol にせり 

と 文字の 儘に 請んで (十八 節〕、 我等 は 神の愛 を 疑 はざる を 得すと 雖も、 而 かも 是れ 

我が 權能を はし、 叉 我 名 (其 名 は 愛な り) を徧く 世界に 傅 へん ためなり 

と 知りて、 神に 若し 氣傣勝 乎が あると する も、 是れ至 愛より 出る 氣俊勝 乎で ある. こと を 知る ので ある、. 

人 を剛復 にす る は 神に 取りて は 唯一 時の 手段に 過ぎない、 其の 最後の HI 的 は^ 恤 である、 故に バウ a 

は 九 章 W 下 三 章に 渉る 彼の 人類 救 拯論を 結んで 一一 一一 n ふた、 

夫れ 神 は 萬 人 を矜恤 まんがた めに 萬 人 を 不信に 閉 籠め 給 へ り 

と (十一 章 三十 二 節)、 大 なる 隠喩と は バウ a の此霄 である、 矜懷 まんた めの 閉籠 である * 惠 まんた め 


の 鞭で ある、 永久に 納 けんため の 暫時 的勘當 である、 萬 人 を矜恤 まんと する のが 神の 聖 意であって、 

造化の 目的、 歷史の 趨勢、 宇宙 萬 物の 歸着點 である、 イスラ H ル人 も、 異邦人 も、 歐羅 巴人 も- 亞細 HS1 

人 も、 日本人 も 支那 人 も、 人と 云 ふ 人、 闻 民と 云ふ國 民、 彼等 すべてに 愛なる 彼の 蛮 名 を 傅へ、 彼等. 

をして 同一 の 父 を 認め、 相" i に 兄弟 姉妹たら しめん 其お が 人類 全體の 歷史を 貫いて 働く 所の 神の 

善き 聖意 である、 此事を 思 ふて、 パゥ ロは彼の胸屮に^?$中1し、 抑えん と 欲して 抑 ゆる 能 はざる 讚美、 

感謝、 敬 嘆の 念 を兹に 吐露した ので ある、 

嗚呼 神の 智と識 と は 深い 哉、 其 判斷は 測り 難く、 其途は 索ね 難し、 ^^か主の心を知りし、 誰か 彼 

と共に 議 りし、 誰か 先づ 彼に 與 へて 其 報 を 受けん や、 そ は 萬 物 は 彼より 出で、 彼に 倚り、 彼に 歸 

れば なり、 願く は榮光 々神に あれ、 ァ ー メン 

とハ 十一 章 三十 三 節、 W 下ソ。  ， 

バウ 口 は 人類 を 二種に 分類した、 其 第- が イスラ H ル 人で 第二が 異邦人で ある， イスラ ヱ ル人は 一 

ユダヤ人であって 今日の 猶太 人で ある、 異邦人と は ユダヤ人 以外の 當 時の 文明 人種で あつ て 、 主 と- 

して 希臘 人並に 羅馬 人であった、  人類 舉 的に 一； 1:: へば 是れ 甚だ 不完全なる 人類の 分類法で ある、 乍然、 

バウ II は 宗敎衆 であって 人類 學者 ではたかった、 故に 彼 は 宗敎 的に 人類 を 分類した ので あ る 、 ュ ダ ャ 

人 は 神の 默 示に 與 かり、 律法 を 授かり、 特種の 指導 を 受けた 民で ある、 鬼 (邦人 は 良心と 智識の 指示に 

由り て 神に 近づかん とした 民で ある、 神の 臨在に 與 かりし 民、 神に 接近 せんとせ し if 宗敎 的に 人類 

を 分類 すれば 是れ 以外に 無い ので ある、 默示を 受けし： 神！： 學を 有する 尺、 神の 光に 歩む の： r 人の 
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智識に 倚る の 民、 ユダヤ人 は 前者であって、 異邦人 は 後者であった、 宗敎 的に 考 へて バウ 口 は 人類の 

分類法 を 誤らなかった. U 

而 して 宗敎 的に 觀 察して ユダヤ人 は 確かに 人類の 半分で ある、 其總數 今や 全世界 を 通う して 一 千 三 

百 莴に充 たす と雖 も、 然 かも ユダヤ人 は 八/日と 雖も猶 ほ 世界の 大勢 力で ある、 世界の 金力 は 猶太 人の 

手に I- 握 せらる、 歐洲 大陸の 新開 紙 は 多く は 猶太 人の 經營に 成る 者で ある、 人口に 比例して 猶太 人 ほ 

ど 阯# 的 大人物 を 産出した 民 はない、 樂譜 家と して は メン、 、テル ゾ ー ン、 神舉 者と して は ネアン デル、 

政治家と して はヂス レ ー リ、 新聞 通信員と して 大國の 宰相に も 劣らざる 大勢 力 を 揮 ひし ブ & 1 ヰッ ッ 

其 他 活動の 諸方 面に 於て^ 太 人が 産出せ し 偉人 大家 は舉 げて算 ふべ からすで ある、 近頃 完成せ し 『猶 

太 百科全書』 なる 者の 有名なる 『大英 百科 全咨』 に 勝 さるの 大冊で ある を 知て、 猶太 人の 人類 進步に 

貢獻 せし 事 如何に 多き 乎を豫 想す る ことが 出來 る、 而 して 猶太 人 は 世界に 在て 最も 古い 民で ある、 ァ 

ブラ ハ ムが カル デャを 出し 時に 始まり 連綿と して 五 干 年後の 个 日に 至りし 民で ある、 舊約 聖書 を 作り- 

新約聖書 を 作り、 ^界 最大の 文 舉と稱 せらる  聖書 を 作った 民で ある、 其れ丈け を 以てしても 彼等 は 

一大 民族と して 世界に 澗歩 する 资格を 有する 民で ある、 辆太 人は賁 に强烈 なる 民で ある、 惡 にも 强け 

れば又 善に も强き 3^ である、 若し 此民 にして 終に キリ ストの 福音 を受 くるに 至らん 乎、 是れ 確かに 福 

音の 復興、 萬 I 戊の 覺醒、 地上に 於け る 黄金時代の 到 來を吿 ぐる 事件で ある， 實に バウ 口の 言 ひしが 如 

し、  - • 

若し 彼等の 嚷 落が 世界の 富と たり、 其 衰退が 異邦人の 富と なりし ならば * 況して 彼等の 榮な るに- 

於て を や  . 


と (十 一章 十二 節)、 叉 

若し 皮 等の 棄らる 、 こと 世の 和らぎと ならば 其納 けらる、 は 死た る 者の 中より 生く るに 同じから 

す や 

と (仝 十五 節)、 猶太 人の 榮 ふること は 世界の 榮 ふること である、 彼等の 神に 納 けらる、 こと は 人類の 

復活す る ことで ある、 人類が 待望す る 事に して 猶太 人の 覺醒の 如き はない、 猶太 人が 彼等が 曾て 十字 _ 

架に 釘け し 所の ナザ レのィ H スを 神の チ、 人類の 救 主として 認 むる 時 は 世界に 道 德的大 革ん 叩の 起る 時 

である。 

而 して 斯 かる 時 は 終に 至る ので ある、 聖書 は 明かに 此事 を豫言 して 居る、 神 は 其 約束 を 忘れ 給 はな 

い、 而 して 五 千年間に 涉り其 撰 民 を 保護り て 今日に 至り 給 ふた、 異邦人が 悉く 幅 音に 人來 らん 後に 猶 

太 人が 入來 るので あると 言 ふ、 

救 者はジ オンより 出来らん  ， 

彼れ ヤコ ブの不 虔を取 除かん 

我れ 彼等に 立ん 所の 誓 は 是れな り 

我れ 其 時 彼等の 罪 を 除かん 

と ある (_ 十一 章 廿六節 y 猶太 人が 其 罪 を 取 除かれて 神と 和らぐ 時 は 必す來 る、 斯 くの 如くに して 全人. 

類 は 其 最後の 救扬に 近づく ので ある。 

*  ネ 

ホ  * 

神は斯 くの 如くに して 人類 を 救 ひ 給 ひつ、 ある、 一た び は イスラ H ルを棄 て 異邦人 を 救 ひ、 而 して 
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Bi パ 邦人 を 救 ふて 再び イスラ H ルを救 ひ 給 ふ、 人類の 歷史は 其 救扬の 過程と して 見る ことが 出来る、 國 

の 興亡、 民の 盛襄、 是れ 皆な 人類の 救 扬の進 I；；： に 外なら ない ので ある、 神 は 是を惠 んで彼 を 詛ひ給 ふ 

ので はない、 nlil を も 彼 を も 萬 民 を 救 はんとして 居た まふので ある。 

然れば 我等 召されて 神の 子と せられし 者 は 彼の 此心を W て 我等の 心と なし、 萬 民救械 のために 我等 

の 身を委 ぬべき である、 ^に は 勿論 阈家救 I が、 社會 改良と 唱 へて 己が 靈 魂の 救 を 省みざる 者が ある、 

,p と/, ヽ 

信仰 は 固々 個人的で ある、 神と 我との 關係 である、 髓 人的なら ざる；；； S 仰 は 根據の 無き 信仰で ある。 

噫、 我れ 困苦め る 人なる 哉、 此の 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は 誰ぞゃ 

と 言 ひて パゥ 口 と 偕に 叫んだ 事の 無い 人 は 神 を 其 最も 深き 所に 於て 知る 事の 出来ない 者で ある (七 章 

二十 四 節 」、 己が 靈 魂の 深き 所に 根據を 裾えざる 信仰 は、 以て 社會を も、 l;.:kA を も 救 ふこと は 出来ない。 

乍然、 我が 救拯は 我れ 一人の 救扬を 以て 成る もので はない、 我が 救 扱の 中に 人類 全體の 救拯が 含ま 

れて 居る ので ある、 我の 完全に 救 はる、 時 は 我と 北へ にん 類 全 體が救 はる-時 である、 人類 はー體 であ 

る、 我 は 其  一 K に過ぎない、 神の 目的 は 人類 全 體 を 救 はんとす るに ある、 彼が 我 を 救 ひ 給 ひし は 彼の 

此の IE 的 を 達せん がた めで ある。 

宗敎を 公的に のみ 見る の 危險が あると M 時に 乂之を 私的に のみ 解す るの 危險が ある、 乍然、 宗敎は 

私的に 始 つて 公的に 終るべき 者で ある、 完全なる；；^ 仰 は 魔 形で はない、 ^圓 敢 である、 自と 他との 二 

點を 中心として 畫 かれた る ものである、 自巳を 中心と 爲 さなければ たらない、 然し 自己の みで は 足り 

OOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOO 

ない、 他 を も 亦 中心と 爲 さなければ ならない、 キリストに 由て 救 はれし 自己が 同情 的に ゆ 3^ 的に 擴大 

000  0  0000000000000000000000000 

して 我 は 始めて キリストの 救 扬を實 得する ことが 出來 るので ある。 


兹に 於て 傳 道の 必要が 起る ので ある、 傳逝は 義務で はない、 我が 靈 魂の 救濟 上の 必要で ある、 人類 

の 救扬は 神の 目的で ある、 而 して 神の 子と 成る を 5£ し 我等に 又 父の 此 目的が 無くて はならない、 然ら 

ざれば 我等 は 子で はない ので ある、 

我 父 は 今に 至る まで 倒ら き 給 ふ、 我 も 亦^ くたり 

とィ H スは言 ひ 給 ふた (ヨハネ 傳 五の 十七」、 父の 働ら き 給 ふが 如く 我等 も 亦 働かざる を 得ない、 人類の 

救拯は 父の 事業で ある、 我等 も 亦、 此 事業 を 以て 我等の 事業と 爲さ る を 得ない。 

人類の I 扬、 ほ 本人の 救扬、 支那 人の 救扬、 逼羅 人の 救扬、 印度ん の 救扬、 土环 古人の 救扬、 嗚呼 

我等の 一 生 も 亦 多事なる 哉で ある、 我等の 事業 は 水の 大洋 を掩 ふが 如くに H ホバ の榮 光が 全世界 を 蓋 

ふまで は 終了らない ので ある、 是れが 基督 者た るの 特權 である、 信者 は キリストと 偕に 萬國を 治む る 

と 云 ふ 事は此 事で ある、 萬國の 上に 權威を 揮 ふと 云 ふ 事で はない、 萬國に 愛の 幅 昔 を (一 H. 傳 へて、 彼等 

と 偕に 窮り なく 神の 恩惠に 浴す る ことで ある、 バウ 口 の勸 せの 曾と して 傳 へられて ある テ モ テ. ^書 一 一 

章 一 節 は 基督 者 各自に 取て 最も 適切なる 一一 一一 n である、 

我れ 殊に 勸む、 汝等萬 人の ために 龥吿ひ Ik 禱り、 懇 求め、 感謝せ よ。 


人！ SSS の 敎；^  二 九 
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保羅の 基督 觀 

羅馬 書と 其 註 解 

緒 曾 

余 は 八/より 羅馬 書に 就て 余の 註解 を 試ん とする に當て 余の 無學、 不信. 不 淨を感 する や 切なり、 余 

は 基督 敎を 信じて より 玆に 二十 有餘 年、 幾囘 となく 此書 を通讀 せり、 或る時 は 註解 書 を 以て、 或る時 

は 註解 書な しに、 而 して 余 は 或る時 は 余 自身が 書きし 書翰の 如くに 容易に 此書を 解す る を 得たり、 又 

或 時 は 最も 精密なる 註解 書に 依りし も 少しも 其 眞義を 解す る こと 能 は ざり し、 余の 基督 敎的 信仰の 厚 

薄 は 余の 羅馬 書の 註解 力 如何に 由て 判別せられ たり、 過去 然り、 <f マ も亦然 り。 

羅馬書 は 難 書た るに 相違な し、 之 を 正解す る は 容易の 業に あらす、 基督 敎の 祌學 なる もの は 實に此 

書に 淵源す、 羅馬書 は神擧 書の 最始の ものにして 亦 最高の ものな り、 聖ァゥ ガス チンの 祌學 なる 者 は 

此 書より 出で、 ル ー テル、 カル ビンの 革命 亦此 書に 依て 起れ り、 人 多く は神學 なる もの k 高遠た る 到 

底 凡人の 智能の 及ぶ 所に あらす と 信す、 然れ ども 如何に 高遠なる 神 學と雖 も羅馬 書の 高遠な るに 及ば 

チ、 若し 吾人に して 羅馬 書の 眞髓に 達する を 得ば、 大神學 者の 神學も 決して 懼る i に 足らざる たり。 

羅馬書 は 雄 書な り、 使徒 保羅の IS 識は 總て牧 めて 此 書に 在りと 云 ふ を 得べ し、 然れ ども是 れ 素哲现 


を 傅 へんた めに 書かれし 書に あらざる たり、 是れ 保羅の 實驗の 書な り、 故に 之 を 解す るの 困難 は保羅 

の 有せし 學識の 有無に 關せ すして、 彼の 經 過し 来りし 心霊 的 實驗の 有無に 由るな り- 保羅 と共に 罪 を 

感じ、 基餐の 噴！ 1- の 力 を 感じて 此書を 解す る は 決して 難事に あらす と はす 。 

余 は羅馬 書に 關 すろ 多くの 註解 書を讀 めり、 然れ ども 余 は玆に 余の 獨立的 見解 を讀 者に 供 せんた め 

に此 註解 を 草す るに 當て 故ら に 他人の 作に たりし 註解 書の 一 を も 手に せす、 唯 千 八 百 七十 年英 國ケム 

ブ リツ ヂ大學 刊行 博士 ス ク ライブ ナ 10 つ. H.  S2..iv2l20 の 編 慕に 成りし 希嘰語 新約 書 本文と 千 八 

百 九十 八 年 費府ゥ ヱ ス ミ ン ス タ ー 印刷 刊行 博士 デビ ス (Jolm IX  Dilvis) 著 聖書 辭典に 親る のみ、 

然れ共 若し 夫れ 此 書の 健全なる 解 釋に余 を 導きし 故人の 名を揭 げんに は 余 は 主として バ ー ンス、 ホッ 

ヂ、 ライ トフ ー ト (重に 彼の 加 拉太書 註解に 依れり」 並に ミュ ルレ ル (彼の 『基督 敎罪惡 論』 に 依り) 

の 四 者 を 指名せ ざる を 得す、 曾て 正式の 神學を 修めし ことなき 余 は玆に 長き 書目 を揭 げて讀 者の 信用 

を 買 ふの 便宜 を 有せす。 

願く は聖靈 余の 心 を 導き、 余の 心の 苦闘に 於て 人き、 全體の 苦悶 を；^ まめ、 此 偉大なる 書に 依て 余 自身 

を 慰 る と 同時 に 亦 f 間 幾多 の に！^ む 者 をし て 甚督敎 の 平 康を得 るに 至らし めんこと を。 

第一章 第一 節 

イエ ス、 キリストの 僕 バウ 口 召れ て 使徒と なり 神の 福音の 爲に選 まる 「- 

「イエス、 キリスト」 イエス は ヨシ ユア (約 書亞) の轉 訛たり、 「救 は 神に あり」 との 意な り、 

丄ダん 中 普通の 名な り、 〇 「キリスト」 は希臘 語に して 希伯來 語の. <  シャ CMashiflh) の譯辭 なり、 
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受ま £ 救 を 意味す、 神の 使命 を帶 びて 聖， 民の 上に 王た る 者の 稱 たり、 ダビ ヂ、 ソロモンの 後 を 承け、 永 

遠 無窮の 靈の 王國に 王た る 者の 尊稱 なり、 〇 ナザ レ の 工匠 ョ セ フ の子ィ H ス、 神 を漬す 者、 . 國を齊 る 

者と して 十字架に 釘 けられし ィ H ス、 彼 は 神の 子に して 人類の 王な りと 云 ふ、 「ィ エス、 キリスト」 

の 名稱に 基督 敎の總 て は 籠れり と 謂 ふべ し。 

「僕」、 (豕僕 叉 は 家来の 意に 止まらす、 「僕」 doulos は 奴 僕な り、 奴隸 たり、 卽ち 意志な き、 en 

由な き、 權利 なき、 機具 同然の 者な り、 ォネシ モがピ レ モ ンに 於け る關 係、 奴 隸廢止 以前に 於け る 米 

圃に 於け る 阿 非 利 加 產の黑 人の 位 澄たり、 而 して パゥ I- は 曰 ふ、 彼 は 人に 對 して はき 主 自由 獨 立の 者 

なれ ども キリストに 對 して は 奴 僕な りと、 バウ 口 の 基 螯觀は 能く 此ー 半に 現 はる、 キリスト は 人たら 

ん乎、 其奴^な り-と 自 から 稱 せし 使徒 バウ II は 自己の 人格 を 否め たせし 者な り、 然れ ども 自由 思想の 張 

4^ 人な りし パゥ a にして 此 言を發 す、 キリスト は 神に あらす して 何ぞ や、 キリスト 神性 論なる もの、 

根據 は此遴 におす。 

「パゥ 口」、 初め サゥ n と稱 せり、 小-? S| 細亞 キリ キヤ 州 クル ソの 人な り、 ユダヤ人 なり、 紀元 一年 

頃に 生る (キリストより 若き こと 三 歳 餘〕、 同 七十 年頃に 死せ り、 熱誠なる 愛國 者な りし、 初め 茶し 

く 基督 敎徒を 迫害せ り、 然れ ども 後ダ マス コ 途上に 死して 輕 りし キリスト を視 てより 終に その 忠實た 

る 僕と なれり、 豹 は その 班 駁を變 ふること 能 はすと 云 ふ、 然れ ども 迫害者 サゥ は 使徒 バウ 口と 成れ 

n, 。ハカ 口 の 改信は 最も 著明なる 奇蹟の 一 なり。 

「召れ て」、 自 から 進んで 使徒と 成りし にあら す、 祌の 召命 を 受けて なり、 我 は 使徒た るの 價 値な 

き 者な り、 然れ ども 神强 ひて、 我 を 召し 給 ひたれば 我は辭 むに 辭 なくして 使徒の 聖職に 就きし 者な り 


と、 偽 はりの 傳道 師は自 から 進んで 其 職に 就き、 眞 正の 傳道師 は 神の 召命に 餘 儀な くせられ て傳 道に 

從 事す。  , 

「使徒」、 遣され し 者の 意な り、 キリストの 特命 を帶 びて 萬國の 民に 福 昔を傳 へんが 爲に 送られし 

^K-の稱なり、 然れ ども 凡ての 傳道者 は 使徒 0 モ 5rlos〕 にあらざる なり、 アポ B、 マコ、 ルカ、 テモ 

テ、 テ トス、 シ ラス 等 は 皆忠賁 なる 福 昔の 官ー傳 者な りし も 彼等 は 使徒と は稱 へられ ざり したり、 使徒 

は キリストの 直弟子の 稱 なり、 卽ち キリストが 曾て 定め 給 ひし 十二 弟子 をば 斯く稱 びし なり (馬 太傳 

+章 二、 三、 ra 節參 照)、 後 其 一人な りし イス カリオ テの ュダ、 ^を賫 りしに 由り 使徒の 榮職を 失 ひ 

てより 自餘の 使徒 は鬮を 取て マ ッ テアなる 者 を 選びて 其缺を 補へ り、 使徒と は 其 一 人なる ぺ テ a の 言 

に 依れば キリストの 復活の 證人を 指して 云 ひしが 如し (行傳 一章 二十 二 節)、 然れ ども 主の (议 活を 目擊せ 

し 者 は 使徒 を 除きて 他に も ありし 事 なれば 復活 證 明の 一 事の みが 使徒た るの 資格 を 作りし と は 云 ふ を 

得ざる べし、 若し キリストの 陳 ベら れ しが 如く 汚た る^ を逐 出し、 又 凡ての 病、 すべての 疾を醫 すの 

權を賜 ひし 者の みが 使徒たり しなら ば 余 は 未だ 十一 一 弟子 以外に 使徒たり し 者な しと 斷言 する を 得す、 

惟 ふに 使徒の 職 は 之 を信條 的に 判別し 得べ きものに あらざる ベ し、 然れ ども 其 初代の 5;^ 徒 間に 於て 特 

^の 意味 を 以て 認められし 職な りし こと は 疑 を 狭むべき にあら す、 叉 直接に キリストの 口より 福音の 

宣 傳に與 から ざり し 者 を 斯く稱 へ ざり しも 明かな り、 〇 然れ ども キリストの 死後 彼の 福音 を 信ぜし パ 

ゥ n が自 から 稱 して 使徒な りと 云 ひし は是れ 多くの 信徒の 肯ぜ ざり し 所な らん、 彼が ぺ テロ、 ョ ハネ 

蒙と 同時に キリ ス ト の 膝下に 在て その 敎訓 に與 から ざり し は 明かな り、 彼 は 亦 マ ッ テ ャめ 如く 使徒の 

選擇に 依て 其 中に 席 を 列す るに 至りし 者に あらざる も 明かな り、 然 らば バウ 口 は獨り 免許の 使徒に は 
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あら ざり しか、 彼の 敵對に 立ちし 時の 牧： 帥 傅 道師輩 は斯く 信じたり、 然れ ども 彼れ バウ 口 自身 は斷乎 

として 言へ り 「人よりに 非す、 又 人に 由ら す、 ィ H スキ リストと 彼 を 死より 趣ら し& 父なる 祌に 由て 

立ら れ たる 使徒 パゥ 口」 と (加 拉太書 一章 一節)、 彼 は 又 曰へ り 「我 は 使徒に 非す や、 我 は自. に 非す や、 

我 は 我 倚の 主ィ „H ス キリス 卜 を 見し にあら す や」 と C 舟 林 多 前書 九 章 一節)、 彼は吿 白して 「最後に 月た 

らぬ 者の 如く」 に 生れし 者な りと 云 ひし も 而も 彼の 使徒た るの 職 植を徘 持して 一 歩 も讓ら ざり し、 大 

膽 なる。 ハウ。 よ、 汝は狂 ひしに あらす や、 或は 汝の 目實に キリスト を しか、 汝の 耳實に 死して 甦り 

し キリス 卜の 言 を 聞きし か、 汝は 汝の吿 ，H の眞 偽を定 むる に汝の 行爲を 以てせり、 汝は羅 馬 帝 圃を敎 

化せり、 故に 余 は 他に 汝の 使徒たり し 現 實的證 據を發 見す る 能 はざる も、 汝に 超人 il 的權 能の ありし 

を 知る が 故に 汝の實 に 誠に 使徒たり し を 信じて 疑 はざる なり。 

「祌の 福音」、 福音 (eu21g.elioll)、 喜ばしき 又 美 はしき 音 づれ、 卽ち神 自身 此 世に 降り 給 ひて 人 

類 を その の線拽 より 救 ひ 給 ひて 之に 心霊の 自由 を 與へ袷 ふとの 昔、 是れ實 に 喜ばしき、 美 はしき 音 

信なら す や、 「彼 を 信じて 淚 ある ことなし 死 ある ことなし」 と、 W 物 か 之に 勝る の 福祉 あらん や、 英 

語に 福 昔の こと を Gospel と 云 ふ、 之を譯 せば GS1-H  spell 卽ち 「神の 音信」 なり、 而 して 祌の昔 信 

と は 金 跪の 發見、 叉は肺病治故特效藥の發見の如き吾人に©3時的歡喜を傅ふる昔；^^にぁらす、 是れ祌 

の 昔 信に あらす 、神の 昔 信と は 宇宙 萬 物の 造 主なる 神 は 永遠の 愛 を 以て 吾等 罪悪に 沈める；^ 類 を 愛し、 

その 永久に 淪び ざらん が爲 めに 其獨 子を此 世に 降して 吾等の 爲 めに 救 濟の道 を 開き 給 ひしとの 事是な 

り、 是れ實 に餘り 善き に 過ぎて 信じ 難き 昔 信な り、 然れ ども 是れ 事實 中の 事實 なり、 。ハウ 口：：： く  r キ 

リスト イエ ス 人 を 救 はんため に最に 臨れ りと は 信すべく 亦 疑 はすして 納 くべき 話な り」 と 广投摩 太 前 


書 一章 十五 節〕、 博士 ムン ゲル 曰く 「キリストの 降らざる Jg^ として 此世 を觀る 勿れ」 と キリスト を究 

めす、 キリスト を 信ぜす して 此 世に 就て 失 する 者 は 名 藥を懐 にして 苦悶 死に 就く 者 Q 類な り。 

「選ばる」、 特^に 拔擢 されし との 意な り、 豫言者 エレ ミヤが 母の 胎內に 造られ ざり し 先に 萬國の 

豫言 者と して 定められし 如くに 彼れ パゥ& も ft: の胎を 出し 時より 神 は 彼 を簡び 置き、 恩惠を 以て 彼 を 

召し 給へ りと 確信せ り (加 拉太書 一章 十五 節.)、 彼 は 召されて 使徒と なりし 者なる のみなら す、 亦 世の 基 

を 置 ざり し 先より 神の 選 擇に摇 りし 者な りと 信じたり、 是れ バウ II の妄斷 なりと て 笑 ふ 者 は 笑へ、 

J:- ども 此確 なくして パゥ ロは羅 馬帝國 を、 ル ー テル は 獨逸國 を、 コ 口 ムゥ H ルは 英國を 其根抵 より 

改造す る 能 は ざり しなり、 偶然に 此 世に 生れ 來 りしが 如くに 信す る當 世の 「志士」 の如き^><?が此*1に 

厶 ム  <1 厶 厶厶厶 A 厶厶厶 

於て 何事 を も爲し 得ざる は當然 なり。 

第 一 一、 三 節 

この 福音 は從 前よ リ其豫 言 者た ちに 託り て 聖書に 誓 ひ 給へ る ものに て 其 子 我 儕の-王 イエス キリス 

トを 指して 示せ リ。  、 

「豫言 者」、 prophetes、 神に 代て 語る 者な り、 必す しも 事の 起らざる 前に 之を豫 言す る 者の I おひ 

にあら す、 之 を豫言 者と 譯 して 其 露 意 を 誤り 易し、 解義 者、 示顯 者の 譯字稍 ゃ眞に 近し、 之 を 代 一一 HA 

と 云 ふ は、 能く 原意に 適 ふと 雖も、 而も 餘り 通俗に 過ぎて プ&フ H テスの 威 權を害 ふの 懼れ あり、 故 

に 吾人 は豫言 者の 字を存 して 之に 代言者の 意義 を附 して 用 ひんと 欲す。 〇 「豫言 者」 と は 普通 豫 一一 一一 C 者 

と稱 せらる、 者、 卽ちィ ザャ、 H レ ミヤ、 エゼキエル、 ァ モス、 ホセ ャ 等に 限らす、 サミュエル、 ナ 

タン、 エリヤ、 エリ シャ等 も 正統の 豫 一一 百 者な りしの みならす、 アブラハム、 ヤコ ブ、 ヨセフ、 モ ー セ- 
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ダビデ 等 も 亦豫言 者の 職を帶 びし 者な り， キリストの 降臨 は キリスト 以前の 神の 忠實 なる 下僕の 等し 

く 望み 且つ 豫言 せし 所な り。 

rs^ りて」、 神に 口な し、 彼 は 人に 託り て； おり 給 ふ、 彼に 手な し、 人に 託り て 誓 ひ 給 ふ、 神の 託る 

所と なる、 人類の 榮譽 之に 過るな し。 

「聖書」、 Ifl" 人の 今日 稱 する 舊約 聖書 を 指して 云 ふ、 其 歷史、 詩歌、 劇 曲、 豫言は 皆な キリスト を 

W て 理想と す、 新約 は舊 約の 解答な り、 豫言 者の みならす、 舊約 全體は キリストに 向て 注壤 す。 

「從 前より …… 誓 ひ 給へ る もの」、 キリストの 降臨の 誓約 は 始祖 ffi 落の 時に 始まれり、 「H ホバ神 

k に 首 ひ 給 ひける は 我 汝と婦 の 間お よび 汝の 苗裔と 婦の 苗裔の 問に 怨恨 を 置ん、 彼 は 汝の頭 を 碎き汝 

は晈の "一 i を碎 かん」 と (創世記 三 章 十五 節)、 神 は 人類 をして 終に 其 罪に 死せ ざら しむべし と は 彼が 多く 

の k ぎ をな し、 多くの 方 を 以て 豫言 者に より ュダ 人の 列祖に 吿げ給 ひし 所な り (希 伯來鲁 一章 一節」。 

「其 子 我 儕の 主ィ H ス キリ スト」、 キリスト は祌の 子に して 人類の 王な り、 彼が 神の 子たり しは單 

に 人と して 此 世に 生れ 給 ひしが 故の みに 由ら す、 彼 は 世の 創始より 父と 榮光を 共に せし お、 彼の^ 在 

し 給 は ざり し 時 あるな く、 亦た _t ^在し 給 はざる 時 はなき なり、 三， 记ー體 の 語 は神學 者の 鑄 造に 係りし 

者な りと 雖も、 其 事實は 能く 道理に 適 ひ、 神の 眞 性を究 むる に 當て免 かるべ からざる 結論な りと 言 は 

ざるべ からす、 事、 後に 詳論すべし。 

「指して 示せり」、 布臘 語の 前置詞 pel.i の解譯 なり、 「就て」 又 r 關 して」 と 譯す方 返て 明瞭な 

らん、 然れ ども その r 豫言 者」 に關聯 して 解すべき ものなる や、 或は、 第一 節に 溯て 「神の 福 昔」 に 

關 係すべき 詞 なるや、 詳 かなら す、 譯 文の 少しく 曖昧なる は 原文の 明瞭なら ざるに 依る、 然れ ども 二 


者 孰れに 關聯 して 讀むも 其 意味に 於て 大差な き は 明かな り、 原文に 在て は 第一 節より 第 七 節の 終りに 

至る まで 一 つの 結 點の認 むべき なし、 此の 如き 長文 章 を 日本語の 如き 關係 代名詞の 使用 を 許さ、. -る國 

語に 譯す るの 困難 は讀 者の 豫め 意に 留め置くべき 事な り、 英譯に 傚 ひ 第一 節 以下 を 左の 如く 譯 したら. 

んには 稍 や 明瞭なる ベ しと 信す。 

イエ ス キリストの 僕。 ハウ & 召れ て 使徒と なり、 神の 福 昔の 爲 めに 選 まる (この 福音 は從 前より 彼 

が 其豫首 者た ちに 託り て 聖書に 誓 ひ 給へ る ものな り)、 其 一 i 音た る 其 子 我 倚の 屮： ィ H ス キリスト 

に關 する ものにして、 彼 は 肉體に 由れば ダビデ の裔 より 生れ 云々 以 F 

第 三、 四 節 

彼 は 肉體に 由れば ダビ テの裔 より 生れ 聖 善の 靈 性に 由れ は 甦りし 事に よりて 明かに 神の 孑た る こ 

と顯 はれた リ。 

キリスト は 人に して 神な り、 彼 は 人な りし も 吾等の 如く に 汚れし 者に あらす、 彼 は 神な り、 然れ 

ども 獨り 高き に 在まして 吾等 の 荏 弱 を 思 遣 る こと 能 はざる が 如き 無情 無感 の祌 にあら す、 彼 は 人な り 

しが 故に 弱き 吾等の 兄弟たり、 朋友たり 得るな り、 而 して 祌 たるが 故に 吾等の 救 主たるな り、 吾等 は 

推察 を 要す、 然れ ども 推察の みは 吾等 を it ふに 足らざる なり、 吾等 は 救 主 を 索む、 然れ ども 彼 は 其 身 

に 於て 吾等の 悲痛 を感 する ものなら ざるべ からす、 ィ H ス キリス 卜 は實に 吾等 人類の 此大 要求に 鹿す 

る 者な り、 彼が 天下 唯一 の 救 主たる は 彼の 神人 兩性 におす、 キリスト を^の 聖人 君子と 同視す る 者 は 

未だ 人類の 要する 救濟の 何たる 乎 を 知らざる 者な り。 

「肉 體」、 X 布獵 語の 2lrx、 筋肉、 血、 骨 等 をのみ 指して 云ふ詞 にあら す、 肉體 に附隨 する 總 ての 感- 

保 羅の基 SS 親  一一： 七 


p マ *  w 究  マ： 八 

情、 是 をば 稱 して 「肉の 事」 と 云 ふなり、 キリストが 肉體を 有せり と は 彼に \ ^を 以て 觸 るべき 形體の 

有りし を 云 ふに 4- まらす して、 彼に 亦 喜 怒 哀樂の 情の 喚起、 ffi 抑すべき ありし を 示す、 彼 は 友人の 死 

に會 ふて 泣けり、 彼 は パリ サイ 人の 頑なる を 見て 怒れり、 彼 は 幾 囘か惡 魔に 誘 はれたり、 彼 は 小お の 

頑是無き を 見て 喜び 且つ 笑 ひ 給へ り、 ：： だれ 彼の 肉 體の然 らしめ し處 にして、 彼を稱 して 「人なる キリ 

ス卜ィ ェ ス」 C. 提摩太 前書 二 章 五節) と 云 ふ 所以の もの は 彼に 此 深き 人情の？^ したれば なり リ 

「ダビ.、 テの 裔」、 キリストが ダビデの 裔 たるべし と は豫霄 者の 暖々 吿 げし 所な り、 而 して 彼が ーェ 

匠の 家に 生れし に 係 はらす. k 王 ダビ、 デの裔 たる こと は 馬 太 路加 兩傳の 詳 載す る 所な り、 其 如何 な る 意 

味に 於て ダビデの 裔 なる 乎、 其 マリアの 子たり しが 故 か、 或は 戶籍上 ヨセフの 嗣子たり しが 故 か、 是 

れ 3 おに 余 の 詳論す るを^^ ざ る 所な り、 然れ ども， m 統を^£11んす るュダ 人の 屮に在 て 何人も 彼の ダ ビ デ 的 

血統 を 疑 は ざり し を 見て、 此 一 事の 明瞭なる 歷 史的 事 實 なりし を 知る を 得べ し。 

然れ ども 何故に 人類の 救キ； たるべき 者 は ダビデ 王の 裔 たるべき か、 是れ 吾等の 大に 攻究すべき 問題 

なりと す、 血統 は 重すべし とする も 人の 憒：； g は 彼の 血統に 依て お まる 者に 非す、 貴族の 家に 愚人 多き 

は 社餘舉 者の 一 般に認 むる 所に して 亦ル ー テル、 フォ ックス 等 民の 醒 制の 桎 槐を碎 きし 者 は 多く は践 

の 伏屋 にんと 成りし 者なる こと は 歴史の 則と も稱 すべき 事柄な り、 若し 人類の 救 濟は其 最下 層の 民 

より 始まる ベ きものと すれば、 キリス 卜の 王 〈"^に 生 れ來り し は 返て キリス 卜た るの 效 カを簿 くす る も 

のなら す や。 

余 は 信す 聖書 記者が キリスト を 以て ダビ デ の 裔 なりと 做す 所以 の もの は怫敎 者が 釋 迦を以 て 淨飯王 

の 子な りと 稱 すると 同一の 理 山に W でし ものに あらざる 事 を、 ダビデ 自身が H サイの チ にして、 エサ 


ィの家 又 ュダ國 に 在て 特に 名家と 稱 する ものに あら ざり し、 又 ダビデ 王の. 行 s は 如何 を 知る もの は 其 子 

孫た る を 以て 決して 道德的 名譽の 地位に あらざる を 知るべし、 之 を 修飾な き 列王紀 略の 記事に 讚んで 

グビヂ 王統の 歷史の 決して 名譽 の感史 にあらざる は 明かな り。  ，  ， 

キリ ストが ダビデ 王の 裔 たる は 彼が 彼の 肉體に 由れば 投範 的ュグ 人の ： 人た らんが 爲 めなら ざるべ 

からす、 彼 は 卽ち紛 ふべき なき ュダ 人に して 彼の 肉體に ュダ 人の 總 ての 强點 と！ 點 とを鍾 めし 者なら 

ざるべ からす、 彼 は 生れたがら にして 彼の 遺 傅 性に 於て、 彼の 现 想に 於て 最も 純粹 なる ュダ 人な りし 

たらん、 而 して 此ュダ 的 特性 を 養成し 且つ 保存 せんが 爲 めに 祌は 特^に ダビデの 家 を 指導し 給 ひしな 

るべ し。 

人 は 社 會を救 ひ、 國は 人類 を 救 ふ、 自由 を 人類に 供せ し^は リン コ ルンに 非す して 米國 なり、 然れ 

ども 米國 は" ン コ ル ンに 由ら すして 自由 を 世界に 普から しむる 能 は ざり し、 米國の 權 化 とも 稱す 

べき リン コ ル ンは 能く 米國 をして 其 天職 を 全うせし むる i^. 微を帶 びたり、 而 して ュダ國 をして 此職を 

全うする を 得せし めし 者 は校範 的ュダ 人たり し ナザレの ィ H ス なりし、 彼れ 若し 印度人と して 生れ 來 

りしなら ば 彼 は 東洋 を 救 ふに 止て 全^界 を 救 ふに 至ら ざり しならん、 彼れ 若し 日 木 人と して 生れ 來り 

しなら ば 日蓮、 親鸞と 其 勢力の iHll 域 を 同う せし ならん、 彼が 人類の 王た らんが 爲 めに は 彼 は ガリ ラャ 

の 地 ナザレの 村に 生る、 の 必要 ありし のみなら す、 亦 アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ、 ダビ， テ、 ソロ ェ」 

ンを 父祖と して 有つ の 必要 ありし なり、 キリストが ダビ デ の裔 たりし は 人類の 史， 上 必要 ありて なり。 

「ssl の靈 性」、 譯字 甚だ 弱し、 「神聖の 靈」 或は 「成聖 の靈」 と譯 すべし、 之 を 聖き靈 と 解す る 

も 又は 聖 なら— むる 靈と釋 くも 原語の 意味 を 害 ふこと なし、 〇 「明かに」、 譯字 足らす、 支那 譯に 
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「犬 能 を 以-て 明かに」 と あり、 能く 涼 語の 意義 を寫す ものと 謂 ふべ し、 〇 「難り」、 死より 起つ の 意 

なり、 { 设活 の； g 理 並に 現象に 就て は 余 は 他に 論す る 所 ありたり (『宗 敎 座談』 ー 本 全集 第 一 卷敉錄 —參 考〕。 

朽る 肉. 體に 由れば ダビデの 裔 にして 校範的 ュ ダ人 なり、 然れ ども 其 神聖なる 靈に 由れば、 彼 は 天よ 

り 降り 臨り し祌の 子に して、 彼が 神の 一子たり し は 彼が 死より 起ちし 事に 由て 大能を 以て 明かに 顯は 

れ たり、 彼 若し 靈に 於ても 肉に 於け るが 如く 人な りしな らん 乎、 彼 は 死より 起つ こと 能 は ざり しなら 

ん、 彼 は 生命の 王な り、 故に 死 は 彼に 勝つ こと 能 は ざり し、 彼の 復活 は 彼の 神性の 實證 なり。 

單に 「靈」 と 云 はすして 「神聖」 又は 「淸^ の靈」 と 云 ひ、 「大能 を 以て 明かに」 と 云 ふが 如き 共 

にパ ゥ &獨特 の文體 にして 其 クドく 敷に 關 はらす、 彼の 感情の 激越に して 彼の 信念の 深厚な りし を 

示して 餘り あり、 後編 此 類の 章句 甚だ 多し、 讀者其 文法的に 解し 難き の 故 を 以て 其 中に 存 する 言外の 

s 典 意 を 逸す ベ からす。 

我 懐 彼よ リ恩惠 と 使徒の 職を受 くこれ 其 名の 爲 めに 萬國の 人々 をして 信仰の 道に 從 はせんと 也 

「我； 4 め」、 「我」 と 云 はすして 「我 倚」 とい ふ、 使徒 全體を 代表して 云へ るな り、 彼。 ハウ 口 は惠の 

事 を 語る 時に 彼 一 人 之 を 存 せんとせ すして 彼の 朋聚 と共に 之 を 分 有せん とす、 彼の 愛 心と 謙 遞とは 

是 等の 小さき 一一 一一 II 葉の 上に 現 はる。 

「彼より」、 ィ エス、 キリス 卜より、 よりの 譯字 弱し、 「彼に 託り て」 と 請むべし、 キリストの 降 

誕が豫 曾 者 達に 託り て豫め 人類に 俾 へられし 如く、 總 ての 恩 ま 心と 特權と は キリストに 託り て 父なる 神 

より 吾等に 與 へらる、 キリスト は 五：： 等の 中保者な り、 神より 出る 總 ての 善き 賜 は キリスト を 通して 我 


等に 與 へらる、 我等の 祈禱の 父なる 神に 達する も 亦 キリストに 託り てな り、 我等 は キリストに 託り て 

祈り、 神 亦 彼に 託り て 其 恩惠を 我等に 降し 給 ふ、 〇 人 或は 首 はん、 れ 神と 人との 間 を 離隔す る もの 

なりと、 然り、 人は旣 に其自 から 簡 みし 罪の 生涯に 依て 彼 自身 神と 離絕 せし 者な り、 彼に して 神に 至 

らんと 欲し、 -祌 にして 彼 を惠ま んと 欲せば 必すー 一 者の ^に 介 立す る 巾 保 者 に 依ら ざ る ベ か らす、 基督 

敎の 中保 說を 嘲け る 者 は 未だ 良心の i-责 に 遭 ふて 忿怒の 神の 前に 立ちし 事な き 者な り。 

「恩 直と 使徒の 職」、 使徒の 職に 伴 ふの 恩惠、 卽ち 之に 耐 ゆるの 總 ての 能力と 智識と 信仰、 使徒た 

る は. V 任たり、 「誰か 之に 堪ん や」 と。 ハウ 口 は： W へり (哥林 多 後書 二 章 十六 節)、 然れ ども 昂宿 及び 參宿 

を 造り、 死の 蔭を變 じて 朝と なし、 晝を晤 くして 夜と なし 給 ふ 神 は 荏 fl! き 人に も 使徒た るに 足る 恩惠 

を 與へ給 ふなり、 「汝の 能力 は汝が 口々 に需 ると ころに 循 はん」 と 中-は u ひ 給へ り 05. 命 記 三十 三 章 二 

十五 節 ヽ祌は 決して 恩 惠の伴 はざる 责任を 吾人に 下し 給 はす、 彼が 使徒達に 病 を 癒す の 能力、 悪鬼 を 

逐屮 I すの 權能を 給 ひし 如くに、 亦 一 一十^ 紀の 八：' 口、 吾人が 此社 會に處 して 彼の 福音 を宜傳 する に 足る 

の 權能を 吾人に： トし給 ふなり、 「恩惠 と 使徒の 職」、 「恩 惠と雜 誌 記者の 職」、 「恩惠 と 政治家の 職」、 

吾等 キリ スト を i:^ する 者 は 彼に 託り て祌 より 來る 恩惠に 依る にあら ざれば 何事 を も 爲し能 はす、 亦祌 

の 恩惠に 依て 吾等の 爲し 得ざる 事 一 つも あるな し、 。ハウ 口 は 口  く 「我 は 我 を 愛する 者の 力に 託り て 何 

事 を も爲し 得べ し」 と、 〇 「使徒の 職」 の 何たる 乎 は旣に 前節の 註解に 於て 詳 にせり。 

「其 名の 爲 に」、 「彼の 爲 めに」 と 云 ふと； M じ、 神の 爲め キリストの 爲 めと 云 はすして 其 名の 爲め 

と 云 ふ.、 希伯來 人の 語法に 則りし ものにして、 他に 深き 意味の^ する にあら す、 バプ テス マ は 之 を 父 

と 子と 聖靈の 名に 依て 施すべし と 云 ひ (馬 太 傳サ八 章 十九 節)、 H ホバ は 彼の 大 なる 名 を 指して 誓 ひ 給 ふ. 
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と 云 へり (耶利 米亞記 四十 s 章 二 六 節)、 勿論 名 其 物に 特^の 權 能の 存 する にあら す、 然れ ども 名 は 之 を 

負 ひし 人の 總てを 代表す る ものな り、 キリス 卜の 名と 云へば 彼の 敎訓、 彼の 行跡、 彼の 心情の 總てを 

指して 云 ふに 均し、 斯く 解し て 基督 信者が 父な る 神に 祈 禱を捧 る に 其聖 名に 託る ことの 最も 適當な る 

を 知るな り。 

「萬 國の 人々 をして」、 高 國とは ュダ國 以外の 圃々 を 指して 云 ふ、 基督 敎の^ 界 的なる を 示す の 雷 

葉な り、 ュ ダは孤立の國なりしも其生みし基«^敎は宇內を敎化統 一 するの天職を以て生れたり、 之 を 

其 天稟の 性に 循て 普く 萬國の 民に 傳 へん こと は 使徒。 ハウ n の聖 なりし、 彼 は 哥羅 人に 書き送て 曰 

く 「此 福音 は 卽ち爾 前！： の 聞きし 所に して 且つ 旣に 天下の 萬 人に 傳 はりし ものな り」 と、 宗敎に 人類 的 

なると、 人種的な ると、 國 ぶ 的なる と あり.、 口 本の 神道の 如き は國家 的宗敎 にして 3： 人 も 之 を 普く 天 

下の 萬ん に俾 へんと する 者な し、 11： 々敎の 如き は 人種的 宗敎 なり、 ァラ ビヤ 人に 由て 建てられて 重に 

ァラ ビヤん と 同ん 種の 民の に 信ぜら る、 佛敎の 如き は 稍 や 人類 的た るに 近し と雖も 而も 其 亞細亜 的 

臭味より 全く 脫 する 能 はす、 其 建設の 常時より 萬 園の： i; の 敎化救 f め を 以て 目的と 定め、 人類 金 tUj 其 

敎 徒の 屮に 算入せ し 宗敎は * 督敎を 除いて 他に あるな し、 而 して 事赏は 宣言に 合 ひ、 八：' や 基督の 聖名 

は 水の 大洋 を掩 ふが 如く 全世界 を 蓋 ひつ k あり、 一一 一一 11 語 は 異なり、 政體は 異なり、 人種 は 異なる も 十ェは 

一 、 信仰 は 一 、 バ プチ スマは 一 なり、 基督 敎問 發の當 時に 於け るパ ゥ a の此 確信 は 謬ら ざり しなり。 

「信仰の 道に 從 はせんと 也」、 原文 を直譯 すれば 「信仰の 服 從の爲 め」 とい ふに 4:J る、 是を 意譯し 

て 反て 原意 を 害 ふの 虞れ あり、 故に 余 は 全 節 を 左の 如く 改譯 する の 要 ある を 見る、 

我 倚 彼に 託り て 恩惠と 使徒の 職と を受 く、 これ 其 名の 爲 めに 离國の 人々 の 中に 信仰の 服 從を說 か 


ん ためなり。 

「信徒の 服從」 と は 神 を 信仰して 彼に 服從 する ことなり、 卽ち 彼の 恩惠を 信じ、 慈愛 を 信じて 求 子 

が 其 父に 事 ふるが 如くに 神に 遵從 する ことなり、 神の 刑罰 を 恐れての 服從に 非す、 叉 其 威力に 壓 せら 

れ ての 服從 にあら す、 祌は 暴君に あら ざれば 彼 は 吾人より 此 種の 服從を 要求し 給 はす、 神の 要め 玉 ふ 

服從は 信仰の 服從 なり、 卽ち 彼の 愛に 勵 まされて 獨り 心に 定めて 喜んで 彼に 順 ふの 服從 なり、 服從は 

服從 たるに 相逮 なき も 神の 要求し 給 ふ 服從と 世の 君主 帝王の 要求す る服從 との 間に 天地の 差 あり、 基 

督敎 が 服 從を說 く に關は らす、 常に 自由の 友に して 稱 制の 敵た る は 其 要求す る 服從の 全く 自由 的なる 

に 因る。 

第」： is 

爾曹も 其 人々 の 中に 在て イエスキリストの 召 を 受けし 者な リ 

「爾 w」、 羅 馬に 在りし 信徒 を 指して 云 ふ、 〇 「其 人々 の屮に 在りて」、 曾て は 異邦人た りし 者、 

神な く 希望な く、 キリス 卜な き 者たり しとの 意な り (以弗 所 書 二 章 十二 節參考 )、 バウ B は 都 會に在 

るの 信徒 なれば とて 彼等に 阿諛の 言葉 を呈 して 其 異邦人た りし 事 を 包まん と はせ す、 〇 「召 を 受けし 

者な り」、 彼 バウ B 自身が 召されて 使徒と なりし が 如く、 彼等 羅 馬に ありし 信徒 も 神の 特^の 撰 搾 を 

蒙りて 神の 聖徒た る を 得し 者な り。 

第 七 節 

我す ベて ロマに 在る ところの 神に が *| しまれ、 召 を 蒙リ、 聖徒と 爲れる 者にまで 書 を 贈る、 爾曹願 

く は 我 儕の 父なる 神 及び 主 イエ ス キリストよ リ恩惠 と 平 庚と を 受けよ 
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「11 マ」、 羅馬 帝國の 首-:^ なり、 地中海の 中心 點に 位し、 當時 文明と 呼ばれし 國は智 悉く 此 海に i«i 

せし • 顷は實 に 宇內の 大權を 掌握す るの 地位に 居れり、 殊に バウ 口が 此 書翰 を 綴りし 頃 (紀元 五十八 年) i 

に は 帝王 ネ ー ti 位に 在り、 帝國 の統： m に 一 つの 缺 くる 所 あるな く、 衆 星の 北辰 を 指す が 如くに 天下の 一 

民 は 悉く 眼 を タイ バ ー 河 邊の此 帝都に 注げり、 共 人口 は 四百 萬と 稱 せられ、 世界の 富と 智識と 權 力と- 

は 凡て 此 所に $ ^れ り、 。ハウ n 今や 此書を 其 地の 信徒に 送りて 後、 自身 單獨、 心に 十字架の 福音 を 窗しー 

て 其 所に 赴かん とす、 基督 敎の 起原と バウ 口の 生涯と を 究めん と 欲せば 汎くロ マの 歷史 に涉ら ざるべ 

からす。  二 

「神に 愛 まれ」、 我 神 を 愛する に 非す、 神に 愛せられ しなり、 我 倚 神に 至りし にあら す、 祌、 逸 

倚 を 彼に 引き 附け給 ひしな り、 我 倚 人に 對 して は發 動的たり 得る も 祌に對 して は 受動的たり 得る のみ 

(約 翰 第 一 書 ra 奪 十 節參考 )。 

「召 を 蒙り 聖徒と 爲れる 者」、 或は 「聖徒と して 召 を 蒙りし 者」 と譯 する も 可たり、 卽ち 聖徒 (信； 

徒) たる 者の 全く 祌の 任意 的 撰 擇に摇 りし 者なる を 示して 云 へる 言辭 なり、 吾等 は 自身 努めて 富者 又. 

は 智者 叉は學 者 叉 は 君子と なる を 得べ し、 然れ ども 吾等が 基督 信徒た る を 得し は 全く 神の 恩惠に 依る j 

なり、 世に 「信者 を 作る」 の言辭 ありと 雖も、 是れ 基督 敎の 敎義と 全然 背馳す るの 言辭 なり。 ノ 

「我 倚の 父なる 神お よび 中； イエスキリスト」、 祌は我 倚の 父に して 恩惠は 彼より 出で、 キリスト は；" 

我 倚の キ： にして 恩惠は 彼に 託り て 下る、 キリスト は 我 倚に 父を顯 はせ し 者な り、 神 を 父と し 呼ぶ に 至：、 

りし は 基督 信者の 特墻 なりと す。  - 

「恩 惠」、 神 を 信す るの 力、 眞理を 見 分る の 力、 善を爲 すの 力、 艱難 を 忍ぶ の 力、 迫害に 耐 ゆるの 一 


力、 敵 人 を も 愛する の 力、 是皆我 儕の 要する 恩惠 なり、 而 して 我 倚 クリスチャン は 神に 愛し まれ、 召 

を 蒙りて 聖徒と なりし 者なる が 故に、 亦 我 倚の 信仰的 生涯 を繼績 せんた めに は 恩惠の 絶えざる 注入 を 

要する ものな り、 我 倚 は 恩惠に 由て 信じ、 恩惠に 由て 生き、 恩惠 に. m て 救 はる、 者な りぐ 以卯所 書 二 章 

八 節/永遠の 生命と て 永遠に 涉る 恩惠の 繼續に 外なら ざるな り。 

「平 康」、 恩惠の 結果 をい ふなり、 神の 恩惠に 接して 我 倚に 始めて 滿足 あり、 ^ち 聖書に 所謂る 

「祌 より 出て 人の 凡て 思 ふ 所に 過る 平康」 あり、 是れ必 しも 世の 所謂る 平和なる ものに あらざる なり- 

信仰の 平康は 時に 或は 境遇の 爭亂を 起す 事 あり、 是れ我 倚が 好んで 起す 所ろ の (伞亂 に 非す、 不安 は 神 

を 知らざる 者の 常態な り、 彼等 は 永遠の 巖に 頼りて 無窮の 平廢を 得し 者 を て 心安から す 感じ、 自己 

の 不安 を增 すと 同時に 我 儕 主に 在て 安き 者の 平 康を奪 はんとす るたり、 兹に 於て か (f!Hi 生す、 基督 敎 

が 時には 世に 擾亂 を惹き 起す を昆 一 】 吾等 は 其 之 を 信す る 者に 供す る平康 の 實體 的な る を 知 るた り。 

み  * 

以上 僅に 七 節、 而も パゥ B の 基督 觀 なる もの は歷 然として 其 中に 現 はる、 彼 は 基督の 人間以上の 實 

在 者なる を 認めたり、 彼 は 其奴 諫 なりと 表，：：： する を 恥と せ ざり し、 彼 は 神より 來る恩 惠は總 て 基督に 

託り て „: 基督 を 通して) 來る ものなる を 言へ り、 彼 は 基督の ュダ 人たり しも 自 から 甦りし 事に 由り て 

明かに 神の 子た る こと を證 明せられ し を 示せり、 彼 は 亦 基督 信者た る もの i 性格 を 明かに せり、 彼の 

信ぜし 處に 依れば 彼等 信者なる は 世の 所謂 聖- 人君 子と 類 を e: うする 者に 非す、 彼等 は自 から 努めて 善 

人となりし 者に あらす、 彼等 は 召 を 蒙りし 者、 神の 特^の 撰 擇に與 りし 者な りと なり、 彼 は 亦 神 は 我 

倚の 父な りと 云へ り、 卽ち我 倚の 造 主、 裁判人た るに 止まらす して 彼の 無 の 愛に 由て ィ H ス キリス 
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トに 在て 我 倚 を 生みし 者なる を 示せり、 バウ D が 「我 倚の 父なる 神」 と 云 ひし は 基督 敎 以外の 詩人 や 

析门學^|<?等が 神 は 人類の 父な りと 云 ひしと 異る、 是れ 後に 彼が 本書 に 於て 詳論す る 所な り〕 

以上 は 勿論 本 醫 の 一 小 部分た るに 過す、 然れ ども 部分が 能く 全體を 代表す る は 全體の 始終が  一 I ひす 

るの 證 なり、 吾等 は 漸を逐 ふて パゥコ の 深 所 を 探らん と 欲す、 然れ ども 彼の 偉 想の ； 片に 接して 其旣 

に 純然たる。 ハウ a 的香氣 を 放つ を覺 ゆ、 彼の 祌學說 を 非難す る 者 あらむ、 彼の 基督 觀 なる もの は彼パ 

ゥ 口 の 基督 觀 にして 四輻昔 者が 吾人に 傅へ しものに あらす と 云 ふ 者 あらん、 然れ ども 此 一 事 は 確な り、 

卽ち 彼の 基督 觀 なる もの」 終始 一 徹して 其 問に 些少の 瞹昧 なる 所な き事是 なり、 吾人 は 殆んど 天文 學 

を 舉 ぶの 精密 を 以て 彼の 神 學を窺 ふ を 得るな り、 ル ー テル 云へ る あり 曰く 「神與  1- は 音樂の ： 種な り 一 

と、 而 して 昔樂は 調和な り、 吾人 バウ n の 神舉を 究めて 其實に 宇宙 を 調和す るに 足る - 大 美音た る を 

細るな り。 


パゥ 口の キリスト 觀 

羅馬書 一 章 三、 四 節の 研究 

彼 (キリス 卜) は 肉體に 由れば ダビ、、 テの裔 より 生れ、 聖 善の 靈 性に 由れば 甦りし 事に よりて 明か 

に 神の 子た る こと 顯 はれたり r 羅馬書 一章 三、 E 節 )o 


いちじる 

是れ， ハウ の 一一 一一 1! として 最も 著しい ものである、 此數 語に 現 はれた る 彼の キリ スト 觀は 殆んど "吾 人の 

豫想 外と 稱 しても 可い 程で ある。 

キリスト は 「肉 體に 由れば ダビデの 裔 より 生れ」 と ある、 「裔」 と は 男系の 意で ある、 キリスト は 

ダビデより 男系 を 引いて 居る とのこと である、 然るに 馬 太、 路加 雨 傳に從 へば、 彼 は ssii に 由て 處女 

マリヤに 孕まれし 者であって、 彼に は 人なる 父 はな かりし との 事で ある、 然るに バウ 口 は 玆に キリス 

ト は肉體 に^れば ダビデの 男系 を 引きた る 子孫で あると 云 ふて 居る (X 布臘 語の sperlll!l)、 然 らば パ 

ゥ n は マリヤの 處女 懐胎 を 信じて は 居らなかった ので は あるまい 乎、 彼 は 彼の 霄 翰に 於て 此 事に 就て 

は 何も 明かに 示して 居らない、 吾人 は赏に キリ ストの 奇跡的 誕生の 設人 として 使徒。 ハウ a を箅 へる こ 

と は出來 ない ので ある。 

兹に 「生れ」 と ある は 「現 はれ」 の 意であって、 普通の 人の 場合に 於け るが 如く 「出生」 ではない 

との 說も あるが、 然し、 ダビデの 裔 (BR 系) と ある 以上 は、 人なる 父な くして 生れたり との 說は羅 -ilT 

書の 此ニ節 を 以て は 立たない。 

肉體に 由れば ダビ ヂ の 男系 を 引き 、 「聖善 の 靈 性に 由れ ば^り し 事に 由て 明かに 神の 子た る こと 顯 

はれたり」 と ある、 是れ 難解の 言辭 である、 深き 研究 を 要する。 

「聖 善の 靈性」 であって 架， 靈 ではない、 肉に 由て は ダビデの 裔、 靈に 由て は 云々 と. 5 事で ある、 肉 

と靈 との 對照 である、 人と しての 靈肉兩 性 を 指した る 言 辭 である。 

キリ ス 卜に 肉體の 有りし と 同時に 靈性 があった、 卽ち彼 は 其點に 於て 普通の 人と 少 L. も 違って！ 15 ら 

なかった、 但し 其 靈性は 「聖 善」 の それであった、 卽ち 著しく 聖く 且つ 善なる 靈 性であった、 キリス 
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トの靈 性が 普通の 人の 靈 性と 異 つて 居った 點は共 加. ^菩の 度に 在って、 其 性質の 差に 於て なかった、 「聖 

奔の靈 性」、 ドクトル • マイヤ ー は此ー 百辭を rs ま丧を 以て 滿ち充 たる 靈性」 と 解して 居る、 沟に適 註 

であると 思 ふ。 

次ぎ は 「甦りし 事」 である、 日本 譯に 大切な 字が 脫け てお る、 卽ち 死者の 一 字で ある、 「死者の 甦 

りし 襄に. E て」 と譯 されなくて はならない ものである、 而 かして 死者 (nekrtlm) と は複數 であって 單 

數 ではない、 「趣り し」 (過去〕 は 「甦る」 (現在) である、 故に 「死者の 甦りし 事」 と は 多くの 死 

^の 甦る 事であって、 キリスト 一 人の 復活に 就て 言った ので はない、 或 人 は 此語を 「死お に 代て 甦り 

し 事」 と 解 せんとす るが それ は 無 if な解釋 である、 文字 其 俊に 解釋 して 少しも 差 支 は 無い。 

「神の 子」 は 「神の 獨子」 ではない. 英語 を 以て 言へば a  son  of  God であって、 the  Son  of  God 

ではない、 キリストが 神の 惟一 の 子た る こと 顯 はれたり との 意で はたく して、 彼が 神の 子の 一 人た る 

察顯 はれたり との 意で ある、 キリ ス 卜 を 尊信して. まざる パ ゥ II の  一 W として 是れ亦 著しい  一一 一一 口で ある。 

「顯 はれたり」、 「おめら れ たり」 と は 原； fl2 の定譯 である (路加 傅 二十 二 章 二十 二 節. 使徒 行傳十 一章 二 

十九 節. 同 十七- 草ニ 十六 節 * 希 伯 來書四 章 七 節)、 乂  r 發 表される」、 「敍 任される」 の 意で ある、 「明かに 

祌の 一 子と して 發 表されたり」 と意譯 したならば 善く 原意 を 通す るで あらう。 

第 W 節 後半の 意 は 左の 如くで ある、 卽ち 

キリ スト は其聖 善の 充ち滿 たる 靈性 によれば 多くの 死者が 彼れ によりて 輕る ことに 由て 明かに 神 

の 子と して 發表 されたり。 

而 かして 此ー百 を發 せし パ ゥ 口 の 眞意は 之 を 探る に 難くない、 彼 は玆に キリ ス トを 先天的の 神の 子と し 


て 見て 居らない ので ある、 彼が 玆に羅 馬に 於け る 信徒に？ i 介 せんとす る キリスト は 其 死者 を 起せる 功 

績に 由て 神の 子と して 明かに 世. 界に發 表された る 者で ある、 卽ち 奇跡的に 胚胎され たる 先天的の 神の 

子で はなく して、 普通の 順序 を經て 生れ 出で、 普通の 方法に 由て 其 神 子た るを證 明せられ し キリスト 

である、 是れ實 に 前に も 述べし 通り、 バウ B の 首と して は 最も 驚くべき 者で ある。 

斯く バウ 口が 言 ひたれば とて 勿論 直に キリ ストの 奇跡的 R 胎を 担む に 及ばたい、 又 其 先天的 神性 は 

此 一一 一一 C に 由て 否定され ない、 讀 者の 善く 知る 如く、 余輩 も 一個人と して は、 處 女の 懐胎、 キリストの 先 

；大的 神性 を 信す るに 禱路 しない 者で ある、 i_ 一れ ども バウ の 道義心に 厚き、 彼 は キリストの 神性 を 物 

理 的に 證明 せんと はしなかった、 キリスト は祌 たるが 故に 奇跡的に 生れ、 奇跡的に 復活せ りと は 言 は 

なかった、 彼 は 其 反對に 屮： て、 キリスト は 人の子な りし も 冬く の 死者 を 起す ことに. H て祌の たる こ 

と顯 はれたり と 言 ふた、 資に氣高ぃ論法では^„„^ぃ乎。 ， 

而 かして 斯く キリスト を 觀れば こそ、 彼の 神性 は 永久に 壞 たれない ので ある、 八/や 世界 第一流の 聖 

書學 者に して キリス 卜の 奇跡的 屮 I 生と 復活、 昇天 を 疑 ふ 者 は 決して ii くないの である、 さう してお し 

彼 の 神性が 福音書に 錄 された る 彼の 出生と 復活と に 關す る 記事 の 上に 立つ 者-で あるたら ば、 其 記事 の 

批評 的非認 はやが て 彼の 神性の 非認に 及ぶ は 勿論で ある、 然し 如 W なる 批評 { 欽と雖 も 「死者の 醇り」 

に關 する キリストの 功績 を 否む こと は 出来ない、 是は 今、 目 F に 起り つ k ある 事實 である、 「死者」 

と は 勿論 肉體に 死した る 者で はない、 死に 關 する パ ゥ B の觀念 はそんな 淺 薄なる 散文的の もので はな 

かった、 「死者」 と は 其靈に 於て 神より 離れた る 者で ある、 さう して 「甦る」 とは斯 かる 死の 靈的 (仪 

興で ある、 卽ち以 弗 所 書 五 章 十 M 節に ある 通りで ある、 
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寐 たる 者よ 目を醒 し、 死より 起きよ、 キリスト 汝を 照さん。 

靈 的に 一 * ねたる 者 は 緩々 として キリ ストに. E て：：^ を醒 まされつ 、ある. 肉體の 復活より. も 更らに 有力 

なる _ 仅活は 彼に 由て 人の 靈 魂に 於て 行 はれつ k ある、 キリスト 降^ 以後の 世界 歷史 は此 事の 最も 明白 

なる證 明 者で ある、 而 かして 此^ ^に. m て キリ ストの 神の 子なる こと は：：^ も 明かに 顯 はれる ので ある。 

神の 子の 一人であって、 其 惟 一 の 子で ない と 云 ふなら ば、 キリスト は祌 ではなく して 人で はない 乎 

と 言 ふ 者が あら ふ、 然り、 人で ある、 一人の 人で ある、 然れ ども 如何なる 人で ある 乎、 聖善を 以て 滿 

充ち たる 人で ある、 是れは 普通の 人で はない、 寳に 多くの 死者 を 起す ことの 出来る 人で ある、 此人を 

指して 神の 子の 一 人と 云 ふ、 是れ キリストの 貴 尊 を 害 ふの 言で はなく して、 彼の 救 主たる 资格を 表明 

せんた めの 辭 である、 彼の 在世の 口 的 は 人 をして 悉く 彼の 如く 神の 子たら しめんと する にあった、 彼 

は 神の 惟一 の 子で あつたが、 市 I 人と 伍 を 同う せんがた めに， 遜りて 祌 0 子の 一 人と なった ので ある、 卽 

ち 聖書に 一一 一一 口 ふて ある 通りで ある、 

- それ 子等 は 偕に 肉と 血と を 具 ふれば 彼 も 同じく 之 を 具 ふ、 …… 實に 天使 等 を 助けす、 アブラハム 

の 子孫 を 助く、 是 故に 彼れ 神に 屬 ける 察に 就て 矜恤 ある 忠義なる 祭司の 長と なりて 民の 罪 を 贖 は 

ん ために、 彼が すべての ^f- に 於て 兄弟の 如くなる は. K ベな り、 そ は 彼れ 自 から 誘 はれて 艱難 を受 

けたれば 誘 はる、 者 を 助け 得るな り (希 伯來書 二い _ ^十 m 節 以下)。 

パゥ 口 は斯の 如くに キリスト を觀 た、 余！！^ も 亦 其 やうに 觀んと 欲する、 是れ 最も 健全なる キリストの 

觀方 である、 キリストの 神性 を 彼の 肉 體に關 する 記 -に 於て 認む るの は 甚だ 危險 である、 斯 かる 信仰 

は^ 時壞 さる 、か!： ら ない、 然れ ども 彼の 靈的 勢力に 由る 事 赏の觀 察と 實 験との 上に 立つ 信仰 は 永久 


に 安全で ある、 斯 かる 信仰に 對 して は 如何なる 批評家と 雖も之 を 如何と もす る 事が 出来ない、 斯く觀 

じたる キリ スト は 昨日 も 今 曰 も 永遠まで も變ら ざる 者で ある (希 伯來書 十三 章 八 節)。 

改 譯 

彼 は 肉體に 由れば ダビデの 裔 より 生れ、 聖 善の 靈 性に 由れば 多くの 死者 を 起す ことに 由て 明かに 

神の 子た る こと 顯 はれたり。 


羅馬書 第 八 章 


一 是 故に ィ H ス キリストに 在る 者 は せらる、 ことなし。 

是， 故に I キリスト 我等の ために 死に 給 ひたれば、 0、 我等に 代りて 雜 法の すべての 要求 を充 たし 給 

ひたれば、 彼 は 人と して 此 *1 に 生れし 者の 中に 唯一 人、 完全 無缺の 生涯 を 送り 給 ひたれば 云々、 「是 

故に」 は 前 七 章 全 體の意 を 接け て 云 ふ、 第一章に 始まり 第 七 章に 終りし 立論の 結局 は 終に 兹に 至ら ざ 

るべ からすとの 意な り。 0 ィ H ス キリストに 在 彼に 己 を 委ねし 者、 己 は 死して キリス 卜 彼に 在 

りて 生く る 者、 キリスト と共に 十字架に 釘 けられ、 もはや 彼れ 生く るに 非す して キリスト 彼に 在りて 

生く る 者 (加拉 太 二の 廿〕、 キリ ストに 在る は キリストの 中に 己 を 浸た す ことなり、 彼 を 以て 心靈 的空氣 

となし、 其 中に 動き、 生 を 保つ ことなり。 〇S?JI..I- る l-;IJ,y な U 罪を{1^^めらる、 ことなし、 雜 人と 
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して 神に 极 はる、 ことなし、 その 不法 を 免され 其 罪を蔽 はる. -福 ひなる 者 (四 章 七 節) となるべし、 人 

は キリ ストに 在りての み なき 者と なるな り、 依 式 も 修養 も 慈善 も 傳道も 彼 をして 斯 かる 幸福なる 者 

たらしむ るに 足らす。 

二 そ は 生命の 靈の法 は キリス トイ H スに 在りて 罪と 死との 法より 我 を 釋 き 放てば 也。 

生命 I の靈 靈 なり、 聖霊 一名 之 を 生命の 靈と いふ、 そ は此は 生命 を 供す る靈、 又は 生命の 源なる 

靈 なれば 也、 人の 潔 めら る V も 此靈に 由るな り、 彼が 輯 なき 者と して 神の 前に 立ち 得る も此靈 に， E る 

なり、 聖靈は^^潔の靈なり (彼得前書 一 章ニ節參考)、 故に 救辨の 動力な り。 〇 法 法 M なり、： 人则 

と 云 ふが 如し、 i 巧 蒸 もまた 或る 法則に 從 ひて 働き 給 ふなり、 彼の 我等の 裹に 臨み 給 ふや 風の 己が ま k 

に 吹き、 人、 其聲を 聞け ども 何 鹿より 來り何 處に往 く を 知らざる が 如しと 雖も、 然り とて 彼 は 或る 一 

^の 法則に 由ら すして は 人の 心に 臨み 給 はざる なり、 法則 は 束縛な りと 稱 して 全然 之 を 排斥す ベから 

ざるたり、 法則に 釋く 者と 縛る 者と あり、 而 して 生命の 靈の 法則 は 我等 を， 非の 線紲 より 釋 放たん ため 

の 法則な り。 〇 キリスト イエ スに I 在. = ^て 聖靈は キリストに 在りて 卿き 給 ふ、 彼 (キリスト) を 離れ 

て 働き 給 はす、 是れ 前に 云へ る聖靈 活動の 法則の ； なり、 尺 は キリ ストに 在りて 靈の 恩賜に 與 かる 

を 得べ し、 聖 靈は义 キリストに ありて 人の 心に 臨み 給 ふ、 キリストに 在りて # り、 キリストに 在りて 

降る、 キリスト 以外に 聖霊の 降臨 ある ことなし、 所謂る 詩人の インス ピレ ー シ ヨンと 稱し、 天然 を 通 

し、 义は人 を 通して 新 思想に 接する ことの 如き は、 是れ 基督 信者が 聖靈の 降臨と 稱 する 者に あらざる 

たり。 〇， 鎩ぉ— 死： ^7 の 法 ^と 死と を 宣告す る 法、 卽ち 律法な り、 使徒 パ ゥ 口 の 場合に 於て は 殊に モ ー 

セの 法な り、 殺す こと 勿れ、 殺す 者 は { さ 判に 干 からん と 一一 一一：： ふ 如き 者な り、 恐怖 を 以て 人 を 制する 法 


なり、 刑罰の 伴 ふ 命令な り、 人 をして 戰傈 せし むる 者、 其 下に 屈從 せし むる 者な り、 卽ち 奴？ f 根性 を 

薺 成す る 法な り。 〇 我を釋 放てば 也 法 を 釋く者 は 法な り、 生命の 法 は 死の 法を釋 き、 義の法 は雜の 

法 を 除く、 法に 由ら すして 法 を 除く 能 はす、 自由 は 法則の 撒 去に あらす、 其 革新な り、 生命の 靈の法 

を 以ての み 能く 懲罰 の 法 を 無用たら しむる を 得べ し、 キリストの 愛の 法 を 以ての み 能く 法文 を 以 て す 

るすべ て の 檢束的 道德を 魔す る を 得るな り。 

三 それ 律法 は 肉に 由り て 弱く、 其 爲し能 はざる 所 を 神 は爲し 給へ り、 卽ち 己の 子 を 罪の 肉の 狀 

にて のために 遺 はし 其 肉に 於て 罪 を 罰し 給へ り。 

律|法，5,肉に，^,,りて—；^^く 律法 は 肉 を 通して 働ら く 者なる が 故に； S し、 其 罰た る や 肉に 加 ふる 則な り、 

其； おた る や 肉に 供す る赏 なり、 律法 は 肉の 制限に 外なら す、 肉 を經， m せす して 律法 は 其 效カを 人に 及 

ぼす 能 はす、 律法 は 肉 を經て 働ら く 者なる が 故に 靈に 及ぼす 其 效カは 甚だ 微弱な り、 殊に 弱き 肉に 由 

りて 働ら く 者なる が 故に 更らに 微弱な り、 律法 は 神聖なる も-能力 ある ものに 非す。 0 其爲し 能！^ ざる 

所 云々 其 くして 不可能なる 所 を、 卽 * 其、 人の 靈に 達し 能 はざる 所 を、 雕を其 根抵に 於て 滅し能 

はざる 所 を、 新生 命 を 供し 能 はざる 所 を 云々、 律法 は 一 種の 强迫 なり、 內 なる 靈を 外より 抑制 せんと 

する ik_: なり、 律法 は 如何に 完全なる も靈と 心と を 改造す る 能 はざる なり。 〇 律法 は 微力な り、 之に 加 

ふるに 帝王の 威嚴を 以てする も、 國 民の 舆論を 以てする も 律法 は 法に して 能力 ある 者に 非す、 律法 

に衷を 化する の 力 あるな し、 法律、 法，^"、 勑令、 法文と、 其 名 は 異なれ ども 其實は 一 なり、 卽ち 威力 

を 以て 善行 を强 ふる 者な リ、 故に 靈を 化する こと 能 はざる 者な り。 〇 ^に 若し 律法 以外に 人 を 化する 

の 道な からん 乎、 世は壓 制と 偽善との 充ち滿 つる 所た るに 至らん、 然れ ども 神 は 律法 以上の もの を 世 
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に 賜へ り、 卽ち 律法に 由ら すして 律法の すべての； 要求 を充た すの 道 を備へ 給へ り、 之を稱 して キリス 

卜の 福音と いふ。 〇 己の 子 を キリスト を。 〇 罪の 肉の 狀 にて の 由て 働ら く 肉の 狀 にて、 SS ある 

肉の 狀に 非す、 そ は キリストに S§ なければ 也、 又罩に 肉の 狀に てに 非す、 そ は キリストの 肉 は Ifj:: 人の 

肉と 其 質に 於て 何の 異なる 所なければ 也、 の 肉と は 吾人の 肉の 如くに 罪に 感染し 易き 肉な り、 すべ 

ての 事に 於て 我等の 如く 誘 はれた る 肉な り (希 伯來書 四の 十五)、 彼 は 唯 だ 我等の 如くに 罪 を 犯し 給 は ざ 

りしの み。 〇 利 (かたち)， キリスト 顯 現の 狀 態な り (啡 立比杳 二-; 十六、 七、 八節參 考〕。 〇 罪 I ゆた 

めに 我等の 罪の 代- M として、 我等の 罪を喷 はんため に (希：^來書十^：ニハ、 八 節に 同じ、 原語 を 罪 祭 

と譯 しある を參證 せよ)、 神が キリスト を 遣し 給 ひし は 彼 を 祭の 供物と なさん ためなりと、 臢罪は 

新約聖書の 根本的 教義なる を 知るべし。 〇 其 肉に 於て キリストの 肉に 於て。 〇 罪 を 罰し 給へ り 我 

等の 扉 を 死刑に 處し 給へ り、 抓 を 犯さ りし 者の 肉に 我等 E 人の 受 くべき 剖 を 加へ て、 我等の 罪 を 無 

害なる 者と ならしめ 給へ り、 北ハ 如何にして 然る か は 我等の 知悉す 能 はざる 所なる べし、 然れ ども 其實 

に 然る は 我等の 賁驗 する 所な り、 キリストの 死により て 我等 彼 を 信す る 者に ありて は， 罪 は 能力な き 者 

となれ り、 之に 由り て 我等 は 罪と 其惯 なる 死より 免が る、 を 得たり (『求 安錄』 I 本 全集 第一 卷收錄 ー 

贖罪の 哲理の 章參 照)。 

四 是れ 律法の 義の 肉に 從 はで 靈に從 ひて 步む 我等に 成就 せんが ためなり。 

律法の I 義 律法の 要求す るすべ ての 正義、 モーゼの十誡なるべし。 〇肉に從^^で靈に從ひて歩む我 

鲖 基督 信者な り、 キリストに 由り て斯 くな す を 得し 者、 キリスト は 其 肉に 於て 我等の 賴を滅 し、 又 

我等に 聖靈を 降して 我等 をして 肉の 要求に 從 はで 霊の 要求に 從て步 む 者と ならしめ 給へ り。 〇， 成就せ 


：^— が だが— なり キリストの 死 は 其 肉に 於て 我等の 罪を滅 し、 我等 を 律法の 束縛より 釋 放たん ためなり 

と雖 も、 律法 其 物 を 毀たん ために あらす、 否な、 之に 反して 我等 をして 雜 法の 要求す るすべ ての 義を 

成就せ しめん ためなり 馬太傳 五の 十七)、 律法 は 律法の ほ 的 を 達する 能 はす、 ^法 以上なる 福 昔の み 能 

く 律法の 目的なる 正義 を 成就す る を 得べ し、 道德に 由て 道 德は行 はれす、 道德 以上の 宗敎に 由ての み 

道德の 目的 は 達せら る、 なり。 

五 肉に 從ふ者 は 肉の こと を 念 ひ、 靈に從 ふ 者は靈 のこと を 念 ふ。 

肉に 從ふ者 又は 肉に 依る 者、 に！^ されし 肉の 要求 を正當 なる 耍 求と 見做す 者、 卽 ち純粹 なる 俗 

人な り、 此世 以上、 肉の 要求 以外に 何等の 目的 を も 有せざる 者な り。 〇 斯 かる 者 は に 肉の こと， を， 念- 

ふなり、 何 を 食 はん 乎、 何 を 衣ん 乎、 如何にして 世の (A 讚 を 博 せん 乎、 如何にして 無爲 にして lls:i& を- 

保たん 乎と、 ， 念 ふ は 軍 に 思念の 意に あらす、 全心全カを注ぐの^！总なり、 肉に 從ふ^ 卽ち 俗人 は 肉の こ 

とに 其 全心 全力 を 注ぐな り、 彼等 は祌 のこと、 永生の こと、 教濟 のこと に 就て E 丈め を 凝らす こと 更ら 

に 無き なり。 〇 之に 反して 靈に從 ふ 者は靈 のこ リが， 念 ふなり、 「菝」 は此 場合に 於て は 「生命の 靈」 

卽 ち聖靈 なるべし、 キリストに 在りて 信者の 心に 宿り 給 ふ 者な り、 其 命 を 奉じ、 共 欲する 所に 從ふ者 

は、 全心 全力 を靈 のこと に 注ぐな り、 祌 のこと、 害の こと、 天國 のこと、 是れ 彼が 晝も夜 も 念 ふ 所 

の 事な り、 彼は必 すし も 世の 所謂る 完全 無缺の 聖人に は あらざる べし、 彼に 多くの 瑕瑾 あるなる べし- 

彼れ 時には 深き 懷 疑の 雲の 中に 迷 ふこと あるべし、 然れ ども 彼の 思念 の なる 题 目 は 利得に あ らす、 

蓄財に あらす、 榮 進に あらす、 神の ことなり、 靈 魂の ことなり、 永生の ことなり、 救^の ことなり、 

彼 は 傳道師 ならす と雖 も宗敎 問題 を 度 外に 置かす、 彼 は眞而 目に 之 を 究め、 其 明解 を SI- んで歇 まざる 
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たり。 

六 肉の こと を 念 ふ は 死なり、 靈 のこと を 念 ふ は 生な り、 平安な り。 

肉の T.-:o*^ 念— ふ I は 死なり 其 結果 は 死なり、 生命の 源なる 神 を 離れ、 心に 光明 絶えて、 な 在の 目的 

を 全く 失 ふに 至るべし * 之に 反して 鏖 のこと を 念 ふ IS, 生な り、 平安な 屮，、 其 結果 は 神との 和合な り、 

故に. 水生たり * 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安な り (腓立 比 書 四の 七 )o 〇 不信者と は 誰ぞ、 肉の こと を 

念 ふ 者な り、 信^|^とは誰ぞ， 靈 のこと を 念 ふ 者な り、 信者 不信者の 训は此 に 在り、 其 他に あらす。 

七 そ は 肉の こと を 念 ふ は 神に 乖れ ばな り、 是れ祌 の 律法に 服 はす、 又 服 ふこと 能 は ざれば なり。 

it に I 乖 I れ.： &り， 肉の こと を 念 ふ は 死なり、 其 故 如何、 是れ祌 に乖れ ばな り、 而ヒ ならす、 —是れ 

(肉 は〕 if,01tl に 服 は.^、 服.^ こと 能 は ざれば なり、 肉の 精 は 私慾な り、 神の 精 は 愛な り、 二者 

相反す る こと 北極と 南極との 如し、 故に 神 若し 生 なれば 肉 は 死なり、 故に 肉に 全心 全力 を 注いで 生命 

と- 个 和と あるべき 理 なし、 而 かも 無智の 人 は 曰 ふ、 肉 (罪に 汚れし 此肉 有の 俊 ：>  もまた 神に 造られし 

：11<； なり、 其 慾に 從ふは 天然の 要求に 從 ふこと にして また 神に 從 ふこと なり、 憤怒 も 天然な り、 敵 像 心 

も： 大然 なり、 故に 競爭 も- 大然 なり、 戰 (辛 も 天然な り、 之 を：！；： ふ も 3： のお か あらんと、 然れ ども 靳 かる 

^^^に對して聖書は言ふなり、 汝等世 を 友と する は 神に 敵す るなる を 知らざる か、 世の 友と ならん 事 を 

欲 ふ 者 は 神の 敵な リと (雅各 書 四 章 四 節〕。 

八 斯くて 肉に 居る 者 は祌を 喜ばす こと 能 はす。 

-lli— 居 1^ 者 キリス 卜に 在る 者と 相對 してい ふ、 肉の 要求 を充 たす を 以て 生涯の 方針と 定め、 肉の 

ために 學び、 肉の ために： „ ^リ、 肉の ために 貯 ふる^、 肉の 中に 浸. りて、 肉 を 其 活動の 卞宙 と定 むる 者、 


斯 かる 者 は、 tl を 喜ばす こと 能 はす、 神の 心に 適 ふこと 能 はす、 神は靈 なり 眞 なれば、 神に おへん と 

欲せば 肉 以外に 在て、 靈と眞 と を 以てせざる ベから す、 肉の • 要素 は 私慾な り、 神の 本性 は 無慾な り， 

愛な り、 肉に 在て 祌を 喜ばせん とする は 人 を 憎む と 同時に 彼 を 愛せん とする が 如く 難し。 

九の 上 然れ ども 若し 神の 靈、 汝 等の 衷に 住まば 汝等は 肉に 在らす、 靈に 在り、 

然れ ども 肉と 霊との 差^ は斯の 如くな りと 雖も。 oislir 汝 等の 衷に： お —ば 靈汝 等の 衷に 

宿らば、 ：i むは 永住の 意な り、 聖靈 永久に 其 居を汝 等の 中に い：： め 給 は 云々、 聖靈 一た び 人の 心に 降 

り：^ は 再び 其處を 去り 給 はざる が 如し、 約 翰 傅 卜 §: 章廿 一一： 節參 照。 〇 若し 聖. 靈 もし 汝 等の 衷に住 

むと すれば C 而 して 我 は 其 然る を 信じて 疑 はざる なり)、 原語の eiper に此 意味 あり、 之を譯 文に 現 

はすこと 難し。 〇 汝等 羅 馬に 在る 基督 信者。 〇 肉に 在ら. f 、  ！ lilil おり， 汝等は 世上 一般の 人と 異な 

る、 汝等は  <lr は 肉に 於て 在らす、 靈に 於て 在り、 汝等は 肉の. 耍 求を充 たす を 以て 人生の H 的と なす 者 

にあら す、 聖靈の 命に 從ふ 者な り。 

九の 下 凡そ キリ ストの 靈を 有せざる 者 は キリ ス 卜の 有に あらざる 也。 

^お 我 は 汝等は 肉に 在らす と 云へ り、 然れ ども 是れ 聚靈汝 等の 中に 住む が 故に 然るな り、 若し 汝 

等の 中に 聖靈の 降臨 を 受けす して、 肉 を 離れて 靈に 在りと 云 ふ 者 あらば 彼 は 虚偽 を 首 ふ 者な り、 そ は 

何人に あれ、 S15<;h の靈を 有せざる 者 は、 其 人 は， キリ ス ト のおに，， あ— らさ I がば 也、 卽 ちクリ ス チ 

ヤンに あら ざれば 也と、 キリス 卜の 靈 (精神に あらす) を 受けす して 基哲 信^た る 能 はす、 

たらす して 肉 を 離れて 靈に 在る 能 はす、 是れ バウ 口の 確信たり し 也、 而 して 是れ亦 我等の 實験 する 所 

たり" 〇 生命の 霊と 云 ひ、 神の 靈と云 ひ、 叉 キリストの 靈と云 ふ は 皆な 一な り、 卽ち 聖靈を 指して 云 
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ふなり、 聖靈の 宿る (永住す る) 所と ならざる もの は キリストの 有に あらざる なり、 基督 信者に あら 

ざるな りと、 狭隘の 如くに 見えて" 取 も確赏 なる 敎雜 なり。 

十 若し キリスト 汝 等の 衷に 在らば， 體は 罪の 故に 死し、 靈魂 は義の 故に 生くべし。 

若し， キ =:1<H 其 聖靈を 以て 汝 の衷に 在らば、 汝 等の |g は， IT の 故 叫 死す と 雖も汝 等の 

お^ TY, しと、 體 は肉體 なり、 iEf に 「肉」 と 云 ふと 異なる、 「肉」 は 主として 「肉 情」 を 云 ふなり、 肉. 

體共物 は祌の 造り 給 ひし^に して 聖き 者な り、 然れ ども 罪の 汚す 所と なりて、 種々 の 肉 情を發 する に 

至れり、 肉體は の 原因に あらす、 惡 誘導の 機關 となりし のみ、 神の »E み 給 ふ 所の もの は 肉 體に非 

すして 肉 なり、 神 は キリストに 在りて rsi^ の 肉」 を 滅し給 ふ、 然れ ども 靈魂を す體は 終に 之 を 救 

ひ給ふ。 〇m^s,&wis^ 體は の機關 となりし 故に 一度 は 死の 刑罰 を 受けざる ベから す、 死 

の 苦痛 を經 すして (仪活 の 恩 惠に與 かる 能 はす、 然れ ども 、翻 は キリストの 喷， の 結 として 今より 直 

に 生命 を受 くべ し、 キリストの 靈 は先づ 人の 靈 魂に： 卜り、 共 (キリスト) の義を 以て 之 (靈 魂) を活 

かし、 然る 後に 肉 體 の 復活に 及ぶ、 靈 魂の 救 は 前にして 肉 體の救 は 後な り、 靈魂は 今より 救 はれ、 肉 

體は 死後に 救 はる、 二者 等しく 終に は 救 はるべし、 然れ ども 肉體は 一た び 死の 苦しき 經 験を經 ざれば. 

救 はれざる べし。 

十 I 然れ ども 若し ィ H スを輕 らし k 者の 靈汝 等の 巾に 住まば キリスト を 死より 酷ら し. -者は そ. 

の汝 等の 屮に 住む 所の 靈を 以て 汝 等の 死の 體をも 生かすべし。 

1^,^ 云々 體は， 非の 故に 一 度 は 死ざる ベから す、 然れ ども ィ H スを ® らし & 者の 靈、 聖靈、 卽 

ち 父なる 神の 靈、 r^l- の l^:gs、 彼れ、 卽ち キリスト を 死より 廳 らし、^ は ぞ の Is^ S, 住— な 


^ 同じ 靈を 以て 汝 等の 死した る體を 1.^,^ す べしと、 卽ち 信者 の 中に 住み 給 ふ 祌の靈 は 其 (信者 の ) 

靈魂を 救 ふに 止まらす して 終に は 其 死した る 體をも 生かして 之 を 救 ひ 給 ふべ しと。 〇 肉 體と靈 魂 と は 

個々 別々 の ものに あらす、 二者 は 同一 物な り、 靈魂は 肉體の 中に して 肉 體は靈 魂の 外な り、 靈魂 若し 

肉體の 核と 稱し 得べ くんば 肉 體は靈 魂の 殼 なり、 故に 靈魂を 救 ふに 足る 能力 は 終に 肉 體をも 救 ふ もの 

ならざる ベから す、 然れ ども 靈 なる 者 は 前にして 肉なる 者 は 後な り (救 it の 場合に 於て は)、 祌は中 

より 外に 向て 救^ を 施し 給 ふ、 先 づ其靈 を 人の 靈に 下し、 靈 より 肉に 向て 其 救^ を 普及し 給 ふ、 故に 

肉體の 死す る は 外殼の 一時 枯衰 する のみ、 生命 旣に 心に 充實 する が 故に、 赛陽 來復、 生命の 主が. 再 

び此 世に 臨み 給 ふや、 主に 在りて 眠りし 靈魂 は； 冉び共 肉體を 着せられて 顯 はるべし、 深い かな 復活の 

奧魏、 然れ ども 是れ 我等の 揣 摩し 能 はざる 敎義に は あらざる なり C 哥林多 後書 五 章  一 I 五節 を 見よ)。 

十二 是故に兄弟ょ我等は負5^|者なり、 肉に 對 してに 非す、 肉に 從て 行むべき 者に 非す。 

是 故に 肉 は 我等に 何の 善き 事 をも爲 さぐる に反して、 靈は 我等に 靈 魂の 生命 を與 へ、 體の 復活 を 

供す るが 故に (前節 )o 〇負^^者$ 義務 を 負 ふ 所の 者な り、 责任を 要求 せらる k 者な り。 〇 肉に 對 

してに 非す 負 使者な り、 然れ ども 世の 人の 如く 肉に 對 しての 負愦 者に 非す、 肉の 束縛 を 受け、 其 命 

に從 ひ、 其 要求に 應す べき 者に 非す、 彼等 は 肉に 對 しての 負债 者に して 其奴 隸 なり、 我等 は 我等に 生 

命の 靈を 供し 給 ふ 祌に對 しての 負債者に して 其 子な り。 〇i:!2 從て 行む— ベ I き 者に 非 1.^ 肉に 對 しての 

負僙 者に 非す、 故に 肉の 要求に 應 じて 生涯 を 送るべき 者に あらす、 靈に對 しての 負 依 者な り、 故に 靈 

の 命に 從て日 を 過すべき 者な り、 人 は結對 的に 自 から 主たる 能 はす、 靈に從 は ざれば 肉に 從 はざる ベ 

からす、. 我等 基督 信者 も 亦 他に 負 ふ 所の 者な り、 然れ ども 神の 靈に负 ふ 所の 者に して 罪の 肉に 負 ふ 所 
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の 古に 非す" 

十三 i ムし 肉に 從 ひて 行 まば 死ぬべし * され ど-わし. ぶ， だ. E りて I の (t;: 爲を 殺さば 生くべし。 

死ぬべし 終に 死に 至るべし、 肉に 從ふも 八， 直に は 死せ ざるべし * 然れ ども 終に 死に 至る ゃ必 せり。 

〇i^ に 由り て 靈を 以て、 成 ひ は に 在て U 獨り 自ら iii- に 勝つ 能 はす、 靈を 以て、 或は 靈に 自己の 身 

を^^して勝っなり、 靈 は基哲 信者の 武器に して 义其 勝利の 境遇な り。 〇K の 〔！^爲 を 殺す r 體」 は此 

場 八 ：： に 於て は の 身なり (六 章 六 節^ 「肉」 とい ふと；！ E じ。 爲を 殺す と は 肉の 行動 を 制止す る こと 

なり、 我 慾 を 無き に 等しき 者と ならしむ る ことなり、 照より 其 肉的 牛 X 叩 を^ ふこと なり (加 拉太霄 五 

ゴほ 十： i-s 節參考 )" 〇 生 q べし 肉に 於て 死して 璽に 於て 生くべし、^ 的 生 .v.t を 保^し 其 發達を 遂るを 

e べし、 而 かも是 れ 難行苦行し 肉に 鞭撻 を 加へ て爲し 得る ことに 非す、 gr?^ に 由り て爲 すべ き^なり、 

^aKV 一して 爲 さしむべき なり、 基^ 敎は ゆに 所謂る 林 愁主 fi^ にあら す、 靈化 主義な り、 生命の 靈の 

働ら きを 以て 肉の 行爲を 殺す ものな り、 傅 士 チャル マ ー の 所 ii る 「新しき 愛の 排 力」 を 使用す る も 

のな り 0 

十四 そ はすべ て 神の 靈に ia- かる、 者 は I だれ 卽ち 神の 广 なれば なり。 

si 生くべし (前節)、 如何と なれば 神の 子 なれば なり、 神 は 死し 者の 神に 非す、 生ける 者の 神 

(S? 太博廿 ニ章卅 一 一^) なれば 祌 の，.^ は 永久に 生く る 者なら ざ る ベ か らす、 生く る^ は 神の たら ざ る ベ 

からすと、 バウ a 的 論法の ： なり。 oifQt^ に， ¥か ふ^ 肉に 從 ふ^に 非す、 靈に 導かる、 者、 M 

に 出て 衷 より 推進 せらる、 者、 s^l^,^lo,.^^o 神の 子た るの 赏證は 鼓に 有り、 神の、 f ^の.； S る 所 

となりて 其 指導す る 所と なる 者- 周れ の， SF なり。 


十五 そ は 汝等は び 憤を谈 かんた めの 奴隸 たるの 靈を 受けし に 非す、 否な、 子た るの 霜 を 受け 

たれば なり。 

そ は 神の 子たり OS 節」、 そ は 汝等は 子た るの 靈を 受け たれば なり。 〇：$|^ モ ー セの 時に 於け る 

イス ラエ ル人の如くに(希伯來|.¥ニ^;-十八—廿 -  so  Gs^ 後， ^か， ^めの， ^謙 Isi 霜に 卑屈 的の も 

の あり、 自. E 的の もの あり、 奴隸 の、 tIM あり、 自. E の靈 あり、 奴隸の は屈從 の^に I て义 恐怖の. おな 

り、 而 して 神が キリストに 在りて 我等に 賜 ひし til は斯 かる HA にあらざる なり、 卽ち戰 々競々 として 神 

に 近く 能 はざる 靈 にあらざる なり、 悸 ら ずして 至聖 所に 入る 事 を 得る HI- なリ (： 希 =mw ^十お 十九 JS)o 〇 

子— たかの 靈 我等 を 子と 成さし むる に 足る の靈 なり、 やまなり、 我等の 心に 降り 臨り、 之 を 化し、 終 

に 死すべき 我等の 體 を も 姓ら しむる に 足る の、 flM なり、 神 は 我等 を 子と 稱び給 ふに 止まらす、  と 成し 

給 ふ、 我等の 衷心に tt< 的 動作 を 起して、 我等 をして 赏は 的に 神の 子た る を しめ 給 ふ。 

十六 我等 アバ 父ょと頻ぶに.£て|,^靈自から我等の^^,惜に我^が神の子^たるを證す。 

我等 は 神の 子たり (前節」、 其證明 如 3:。 〇 アバ 父よ アバ は バウ！ "在世 常 のヒ ブライ； fIS たり、 父 

を 意味す、 バウ S が 幼時より 其 肉體の 父を稱 ぶに 使 ひし 語なる ベ 1,-、 邦： 詰の 「お父さん」 とい ふの 類 

なるべし、 英語に 父 を father とい はすして papa とい ふ も 之に：： I じ、 父に 對 する 親 昵を現 はす： おな 

り。 アバ 父よ、 アバなる 父よ、 親しき 甚 はしき 懊 しき 乂ょ。 C アバ 父よ，^, l^^-^ls^sc か， ら云々 

我等 は 今 は祌を アバ 父よ と稱 ぶな り、 小 兒が其 慈父 を稱 ぶの 一一 C を 以てす、 我等 は 今 は 彼 を 天地^物 

の 造 主なる エホバ の 神よ と唱 へ て 遠方より 彼 を拜し 奉らざる なり、 我等 は アバ 父よ と 叫びて；^ の 膝に 

51 るな り、 神と 我等との 此 接近に. m て、 我等の衷に{5り給ひし§\^靈は其{5る所となりし我等自身の.ゃ『^ 
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と 偕に 我等が 神の 子供なる を證 するな り、 アバ 父よ と 龥ぶ者 は 我等の 靈 なり、 我等 をして 斯く龥 ばし 

むる 者 は聖靈 なり、 我等 此變 を發 する を 得て、 聖靈は 我等の 霊と 偕に 我等が 神の 子なる を證 するな り * 

〇 神の 子供 前節に 謂 ふ 所の 神の 子と 異なる、 子 (huios,  son) は 法律上の 子な り、 子供 (tekn?  chil- 

llrell) は鍾 愛せら る、 子な り、 我等 は キリ ストに 由り て 子と して 法律 的に 神に 養 はれし に 止まらす、 

子供と して 彼の 聖 なる 家庭に 受けられ しなり、 故に 我等 は 憚らす して 彼 を アバ 父よ と龥び 奉るな り。 

十七の 上 若し 子供たら ば 又 後- 嗣 たらん、 神の 後， 1 にして キリストと 偕に 後嗣たり、 

子供た. SIR 後嗣た らん， 旣に 神の 子供たり、 共 後嗣たら ざる を 得す、 愛 は 名と 共に 實を 供す、 權 

利と 共に 權カ を附與 す、 神の 子供と なりて 其 後嗣たら ざる こと あるべ からす。 〇 神の 後嗣に. して 云々 

如何なる 後嗣 ぞ、 神の 後嗣な り、 亦 キリストと 偕に 後嗣な り、 大帝 阈の 帝王の 後-鋼た るに 優り、 其皇 

太子と 偕に 後嗣た るに-俊る、 名譽の 極、 榮 光の 極、 ri 祉 何物 か 疋に 優る 者 あらん、 キリストと 偕に 神 

の 天 國を嗣 ぐ こと、 是れ 卑しき 我等に 附與 せられし 椒利 なり、 我等 は 我等が 擔ふ此 絶大の 權能を I 曰覺 

する や、 去らば 何故に 世の 王公 責族を 羨む や、 「我等 は 王の 子な り」、 然り、 に 王の 子と 稱 すべき 

者 は 我等の 外に あらざる なり。 

十七の 下 我等 若し 彼と 偕に 苦 を 受けな ば、 彼と 偕に 榮を も受 くべ し。 

若 U  eiper 第 九 節 註解 參考。 〇 彼と 偕に 苦お I 受 げ^ ば I 云 I か， 我等 は キリストと 偕に 神の 後嗣た る 

べし、 然れ ども 何に 由て 我等に 此權 利の 附與 されし を 知る や、 キリストと 偕に 苦を受 くるに 由て なり- 

彼と 偕に 世に 迫害 せらる、 に 由て なり、 キリスト は 人に 苦め られて 神に 納 けられたり、 我等 も 亦 神に 

納 けられん と 欲せば キリストの 如くに 人に 苦め られ ざるべ からす、 迫害 は天國 承繼， の^ 證 なり、 我等 


此印 n;-^ を 持 行く にあら ざれば 天 國の門 は 我等の 前に 開かれざる なり、 世に 憎まれ、 國 人に 唾棄 せらる 

るに あら ざれば キリ ストと 共に 榮光を 頒っ能 はざる なり。 

十八 我れ 意 ふに 今の 時の 苦 は 後に 我等に 顯 はれん とする 榮に 比ぶべき に 非す。 

意 ふに 算定す るに、 靜 かに 計算す るに。 バウ：！ は 熱心 以て 斯く斷 言す るに あらす、 冷靜 以て 斯く 

判定す るな り。， 〇 令の 時の 苦 _ は 云々 今の 時の 苦 は 多し、 然れ ども 是れ 後に 顯 はれん とする 榮に 比ぶ 

べきに 非す、 榮の大 なる、 苦 を 忘却せ しむる に 足るべし、 今 は 歎き 悲む、 然れ ども 後に 笑ひ樂 むべ し. 

今 は 友な く獨り 地上に 彷徨 ふ、 然れ ども 後に 永久の 住居 を 得て 聖徒と 共に 交らん、 今の 苦痛 は 冬の 雪 

の 如し、 春の 到る と共に 我等 は 花の 絨氈の 上に 座 せん、 今の 迫害 は 後の 歡迎の 前兆な り、 我等 此事を 

意 ふて 我心、 衷に 躍る、 有名なる ジョン . 力 ルビン は 此聖句 を 口にしながら 死に 就けり。 

十九 それ 受造 物の 切なる 希望 は 神の 子 葷の顯 はれん こと を 待てるな り。  ン 

それ 榮は 後に 我等に 顯 はるべし (前節)、 我等 此亊を 靈の默 示に 由て 知る、 又 天然の 示顯に 由て 識 

る。 〇 受造物 無性 格の 天然 物な り、 山川 木石 昆蟲禽 if: 等 をい ふ、 靈性を 有する 人類 を 除く 外の 天然 

物總體 をい ふなり。 〇 切なる 希望 は 云々 無感覺 なる が 如くに 見 ゆる 天然 物 も 亦 人類の 今日の 悲境に 

對し 深き 同情 を 表するな り、 彼等 も 亦 神の 子 輩の キリ ス トと偕に榮を以て顯はれんこ—と^；^待！^るなり、 

翹ひ |i| するな り (切なる 希 と譯 された る llpclmradckia の 原意 は是れ なり)、 天然 は 人 を 離れて 存在 

する 者に 非す、 人と 運命 を 共に し、 毀譽を 共に す、 人、 汚さ るれば： 大 然も 汚され、 人、 崇めら るれば 

天然 も 崇めら る、 造化の 基の 置かれし 時には 晨星相 共に 歌 ひ、 神の 子等 皆な 歡 ひて 呼はリ ぬと いふ 

(約 百 記 一 11 十八 章 七 節)、 又祌の 選民の 贖 はる、 時には 山と 岡と は聲を 放ちて 前に 歌 ひ、 野に 在る 街 は 皆 
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な 手を拍 たんと あり (只 赛亞書 五十 五 章 十二 節〕、 是れ 詩歌 的に のみ 然るに あらざる べし、 人類と 犬 然と 

の 間に^す る 最も 親密なる 關係を 知る 者 は 一 一 者の 間に 此 同情 同感の^ する を 聞て 怪 まざる ベ し、 人 は 

其 罪 を 以て 同類 を- t かしめ しに 止まらす、 亦 天然 全 體をも 汚したり、 故に 神と 天使と が 人類の 救 はれ 

ん こと を 待 むが 如くに、 天然も亦この事を待ひ1^1むなりと、 深い かな 此言 や。 〇 希望 は 1； てると 云 ふ 

は へ ブ ラ ィ 的 語法な り、 希 の 切，々 なる を 云 ふ。 

二十 そ は受造 物 は {4,: 虚に附 せられ たれば なり、 自 から 欲んで にあら す、 之を附 せし 者に 因て な 

り、 ，|希^51*.:を以て。 

, そ は 天然 物 は 人類の 救 はれん こと を俟 ちつ k あり (前節)、 其 故 如何と なれば。 〇i 〈ェ 虚に附 せらる 

； 1^ 在の 目的 を 誤 まらる、 徒 空に 終らせら る、 人類の 落の 結 rai- として 天然 も 亦其受 造の 目的 を 穴. 一  くせ 

られ たりと。 〇 自 から 欲〃 でに あらす 天然 物自 から 求めて 此 悲境に 陷 りしに あらす、 天然 は 共 神よ 

り 受けし 完全の 發達を 遂げん とせり、 然れ ども 或る 者に 由て 妨げられたり。 〇^ を附 せし 者に 因て な 

^ 自 から 欲んで 空虚に 附 せられし にあら す、 斯く 命ぜられ しなり、 人類の 罪の 結 ra^ として 其： ほ" を祌 

に 負せられ しなり、 萬 物 は其靈 たる 人と 運命 を 共に せざる を 得 ざり き。 〇 希び li.: を 以て 天然 は 人類と 

共に 空虚に 附 せられたり、 其 布 在の 目的 を 空く せられたり、 然れ ども 恢復の 希 なくして 詛 はれし に 

あらす、 救濟は^^落當時ょり旣に約^せられたり(創^記三章十五節〕、 "大然 物の：？， "はれし も 亦 萬 物 複與 

(行傳 三章廿 一節)、 の 希 ひ-土 を 以てな りし、 祌は 永久に 其 受造物 を 詛ひ給 はす、 詛ふ も必す 希^ を 以てし 

給 ふ、 「希望 を 以て」、 簡單 なる 此 一句の 中に 無限の 慰藉せ す。 

廿 一 そ は 受造物 も 亦 收壞の 胖を 脫れて 神の 子供の 榮の 自由に 人ら しめらる ベければ なり。 


そ は 詛 はれたり しも 希望 を 以て 詛 はれたり (前節)、 そ は 受造物 も 神の 子供と 共に 救 はるべ ければ 

也。 〇 敗 壌の 霜粹 敗 壌に 終らざる ベから ざる 運命、 恰 かも 縛せられ て 空虚に 附 せられし が 如し、 敗 

壞、 空虚、 墮落、 呰な 同一 の 事 をい ふなり、 卽ち 人類の 罪の 結果の 天然 物に 及びし 影響 をい ふなり。 

〇 榮の. on 由 榮に伴 ふ 自由、 或 ひは榮 と共に 臨る 自由、 敗 壞の霜 胖を釋 かれて、 完全の 發 達を遂 ぐる 

自由。 天然 物 も 亦 人類の 救 はる-^ と 同時に 救 はるべし、 人類が 罪の 羈 粋を脫 がれ、 キリストと 偕に 榮 

を 以て 顯 はる & 時に、 天然 も 亦其榮 と、 之に 伴 ふ 其 自由と を 共に 享 くる を 得べ し、 天然が 天然ら しく 

なる は 人が 人ら しくた る 時な り、 山は復 たび 舊 時の 處女林 を 以て 蔽 はれ、 川は復 たび 其 岸 を 溢れす、 

毒 流 は 田野 を 浸さす、 禽獸は 人 を權れ す、 萬 物 悉く 堵に 安ん す、 神の 子供が 榮を 受けて 斯 世の 國がキ 

リ ス トの國 となる 時に 此事 ありと。 

廿ニ そ は 我等 は 萬の 受造物 は 今に 至る まで 共に 歎き 共に 苦む を 知れば なり。 

そ は 天然 物 は 人類と 共に 榮の 自由に 入ら しめらるべし (前節)、 そ は 其、 今に 至る まで 人類と 共に 

歎き 且つ 苦み て 自由 を 望みつ. i める を 我等 は 知れば なり。 0 共に 歎.^ 共に 苦む 天然 物 相 共に 歎き 云 

々、 叉 は 人類と 共に 歎き 云々。 〇 「歎き」 は {§ に附 せられし を 歎く の 意な らん、 「苦み」 は 產の勞 

劬 にして 新 天地 を產 出せん とする の 苦み なるべし (博士 ダイスの 說， )o 〇 今に 至る まで， 人類の 墮落 

と 同時に 詛 はれて より 今日に 至る まで。 〇 天然の 面に 悲痛の 相 あり、 其 河流に 疲 倦の 貌 あり、 共 山野 

は 林を據 がれて 貧者 裸體の 狀を呈 す、 禽獸相 食み、 人畜 相殺す、 人 は 人 を 敵と し、 天然 を 劫掠 や、 耳 

を 地盤に あて \ 聞かん か、 i. 吟の聾 は 全地に 響きて 神の 救濟を よび 求む るが 如し、 天然 は 小兒の 如し、 

是に 罪の 責む ベ き あるな し、 然れ ども 其 住人 の 罪 を 負 ひて 彼と 共に 歎き 且つ 苦む。 
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廿三 而 ビ ならす、 聖靈れ 始めて 給び し K を 有て る 我等 自身 も 已の衷 に 歎きて 子と 成らん こと、 

卽ち 我等の 身 體の救 はれん こと を俟 むな り。  —  ー 

而已な ら す 天然 物が 歎き 苦む のみな らす 節〕。 〇|^ 靈の 始め て 結 リ 1  貧 4^ 有 で—る我等自身.^ 

や； 靈 の初德 なる 我等 基督 信者 も。 我等 は ie 蠱 の初德 なり、 後の 牧極 を預 表する 者な り、 現世に 在て 後 

ゆに 於け る聖 にして 大 なる 〔糸 族 を 代表す る 者な り。 「初 稱」 と は： _ 取 初に 給べ る赏 の. i- んに 非す。 「實を 

有て る」 と は r 實 なる」 と 云 ふと じ、 ^^に架靈の實を有てる者は井賁となりし者なればたリ、 神 は 

震の 質 を 我等の 心に 賜へ り (コ リント 後事-一章 サニ 節) とい ふに ！：！： じ。 〇： 大 然も 歎き 我等 も 歎く、  ；^, 成 

らんと て 歎く、 卽ち 我等の I 體 3^ れて祌 の 子た るの 1  拭の 現 はれん こと を俟は マーむな りと、 キリス 卜の 

場合に 於ても 甦リし 事に ょリて 明かに 神の 子た る こと 顯 はれたり a 章 i: 節〕， 我等の 場合に 於ても (仪 

活體を 着せられて 明かに 我等の 子た る こと 顯 はる、 たり。 〇，^3S®< 我等の 欲き は 外なる 淺き 

歎きに あらす、 衷 なる 深き 歎きな り。 义は、 天然 は 物 を 以て 外に 歎き、 我等 は 心 を 以て 衷に 歎く。 

廿四 そ は 我等 は 希び 1.： を 以て 救 はれ たれば たり、 1111に見ゅる希は.^は希ぱ.^;に非す>  そ は 人 誰か 目に 

見る もの を tl-A む や。 

そ 我等 は 救 はれん こと を俟 むな り (前節〕、 そ は 我等 は來 f に 於け る救濟 を： III 的と して 現^に 

於て 救 はれ たれば なり。 offl^l 功 PI 救 信仰に 由ての 如く、 希 ti- に. S て 救 はれたり との 意 

に 非す、 希^ を 基礎と して、 或 ひ は、 希 を條 件と してとの 意な り、 X 布 tli^ 的に 救 はれたり と 一一 百 はん 乎、 

未だ 事實 的に 救 はれし に 非す、 救濟の I！： 約に 與 かりし のみ、 故に 其 E 的 物 を 獲ん がた めに 俟 んで止 

まざるな り。 〇 目に 見 ゆる X 裂-^^ に 非す 希^は目の達せざる所に^^す、 目にy^ぇて希ぼ^-は希^ 


たらざる に 至る、 待 は 基督 信者の 特性たり、 彼 は 乎に て 造られざる、 卽ち 肉眼 を 以てして は 見る ベ 

からざる、 神の 國を 待ち望 めばなり、 我等に 希 tlS の^す る は 我等に 尙ほ 獲得すべき 報 賞の 存 する ある 

を證 するな り、 我等が 待ち むは 當然 なり、 そ は 人、 II が 目に 見る もの を 望ん や、 我等 も 亦 目に 見る 

もの を 望まざる 也、 未だ 事 寅と なりて 現 はれざる 我等の 救^ を^び にむな り、 卽ち 我等の 體の救 はれん 

こと を 待 むな り。 

廿五 然れ ども 若し 我等 目に 見ざる 者 を. ぼ. 1 まば 忍耐 を 以て 待^む たり。 

M— れ も 我等 は 目に 見 ゆる もの を 待望まざる たり、 勿論の^ なり、 然れ ども 云々" 〇 若 等 見 

^ がの— を ^ま ば— 而 して 我等 は斯 かる もの を 望む 者たり— 我等 は 忍耐 を以 ^ん^ 、  M か 

るものは忍耐を以てせすして^1|^!み得るものにぁらす、 自 から 火に 勵み勉 めすして 懷き 得る 希 $1"^ に 非す、 

基督 信者の 希筌は 夢想に 非す、 是れ 寤寐の に 心に？ ひぶ： 大國の 影 象に あらす、 是れ また 戰て 得て 戰て 

守るべき ものな り、 ，忍耐1^以|1^待—^1}?1-;^.^—り、 多くの^惑を排しっ 、；^:$1-^1むなり、 は， えざる もの を 見る 

が 如くに 待 tlf.: むな り、 卽ち希 を現實 として 待 むな り、 之を爲 すに 多くの 勇氣と 努力と を 要するな 

り、 卽ち 忍耐 を 要するな り。 

サ六 其 如く 聖靈も 亦 我等の 荏 弱 を 助く、 そ は 我お  1^ は 祈るべき 所 を 知ら ざれ ども 聖靈自 かに；： H ひ 

難き の 歎き を 以て 我等に 代り て 求 むれば たり， - 

其 如く 天然が 外より 其 同情 を 以て 我等の 歎き を^く るが 如く  si 繫も亦 中より 我等の 弱き を 助け 給 

ふ。 〇| 我等の 荏 弱 下にい ふが 如し、 卽ち 無智 無識 の^::! S なり、 祈るべき 所 さへ も 知らざる 信仰的^ 

弱たり。 〇 そ— ゆ 前に言へる荏弱と神の拨助の說明。 〇那l^^へきl^.iリす 人 は 生れながら にして 
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其 祈るべき 所 を 知らす、 彼 は 身の 幸 幅、 心の 平康を 祈る と 雖も靈 魂の 救濟、 體の i 仪活を 得ん と は 祈ら 

す、 我等 は 唯 歎く のみ、 3： を IH 的と して 祈るべき 乎 を 知らす。 〇| 聖靈自 から 我等 は 祈るべき 所 を 知 

らす、 然れ ども 我等の 無識を 顧みす して、 ^^-靈自から進んで我等に代りて云々0 〇ー百ひ難.^2の欽き 

人の ilTl を 以てして は 首 ひ顯 はし 難き 歎き を 以て。 神の 我等に 關 はる 悲歎に 人の 一一 一一 口語 を 以てして は 言 

ひ盡し 難き もの あり、 天然の 我等に 對 する 同情 は 厚 けれども、 又 我等 自身の 悲歎 は 烈し かれ ども、 神 

の 我等に 關 して 懷き給 ふ 悲歎の 如くに^ しからす。 〇， sir に 代りて 求 1.^ れ， は I なり 我等 は 何 を 祈る ベ 

き 乎 を 知らす、 亦 我等 は 熱心に 於て 不足す る 所 あり、 然れ ども 架靈は 我等に 代り、 我等の 言語 を 以て 

して は 言 ひ盡 されぬ 聖靈 御自身の 熟 心 を 以て 我等に 代りて 求め 給 ふ、 代 請し 給 ふ， 執 成し 給 ふ。 〇 我 

等が 救 はれて キリストと 偕に 榮を 受けん こと は (十七 節)、 第一 に 天然 物の 切 に^む 所な り (十九 節)、 

^一、 一に 我等 自身の 待 tl- む 所な り (サ 一一 一節)、 第三に 聖靈が 我等に 代りて 神に 求む る 所な り、 我等の 待望 

は 外より 促され、 叉屮 より 助けら る、 我等 は 終に 救 はれ ざらん と 欲する も 得ざる べしと。 

廿七 而 して 人の 心 を 察た まふ 者 は 聖靈の 意の 何たる 乎 を 知り 給 ふ、 卽ち 神の 心に 遵 ひて 聖徒に 

代りて 求む る を 知り 給 ふ。 

0IL^ 聖靈は 我等に 代りて 父なる 神に 求め 給 ふ、 而 して 神 は 之に 應じ其 要求 を 納れ給 ふ。 此節は 

聖靈代請の結£^をぃふなり。 〇人—ゅ，^4^*^察たまふぉ 勿論 祌 なり、 人の 心 を 透察し 給 ふ 神 は 人の 心の 

何たると 聖靈の 意の 何たる 乎 を 能く 辨刖し 給 ふ、 彼 は 誤， りたる 人の 祈 を 斥く る こと あるべし、 然れど 

も 誤りな き 聖靈の 祈 を 斥け 給 ふこと なし。 〇1^靈の1^ 聖靈の 意志と 目的、 聖霊の 心の 狀態、 原語 

phronema の 意味 は是れ なるべし。 〇1^ 祌— の、 む  12 ま^ PIS' 聖靈の 心の 狀態 は是 なり、 其 意志と 


目的と は是 なり、 卽ち 神の 聖 意に 遵 ふこと なり。 〇 神 は 聖靈の 意の 何たる 乎 を 知り 給 ふ、 故に 其 代 

は 必す之 を 受納し 給 ふ、 聖靈が 我等に 代りて 捧 ぐる 祈禱に 誤謬 あるな し、 循て 祌に聽 かれざる もの あ 

るな し、 而 して 我等 は斯 かる 祈禱の 我等の 衷に 捧げら る、 を 知る、 故に 我等の 終に 救 はるべき は確實 

たり。 〇 外に 天然 物の 我等の 榮に 入らん こと を 切 する あり、 衷に 我等の. 靈の此 事 あらん こと を 待^ 

む あり、 而 して 聖霊の 此 切^と 待望と を 助く る あり、 三者 相應 じて 神に 求む、 祌は萬 有、 人類、 聖靈 

三者の 聲に聽 いて 終に 我等 を 救 ひ 給 は ざらん やと、 偉大なる 哉、 バウ & の此 言"： 

廿八 尙叉 すべての 事 は 神の 33 に循て 召された る 神 を 愛する 者の ために は 共に 働きて ハ优 をな す を 

我等 は 知る。 

尙— 叉 天然 は 外より 其 同情 を 以て 我等の 救 it を 促し、 聖 靈は衷 より 我等の ために 執 成し 給 ふ 「前節)、 

加 之、 尙又。 〇 すべての 事 は 外なる 天然と 衷な る聖靈 のみなら す、 すべての _si!f 物 は、 歡喜も 悲痛 

も、 敵 も 味方 も、 失敗 も 成功 も、 死 も 生 も、 事と いふ 事、 物と いふ 物 はすべ て^な 共に 働ら きて 信徒 

のために 5 钕を なすと。 〇 祌の Ihli 循て 云ん， 基督 信徒 を 謂 ふなり、 彼 は祌に 召された る 者に して 又祌 

を 愛する 者な り、 卽ち愛 を 以て 神の 聖 召に 應 じたる 者な り、 而 して 彼の 神に 召された る は 其 旨に 循て 

たり、 卽ち 其豫め 定め 給 ひし 聖圖 に循 てな り、 彼 は 目的な くして 召された るに あらす、 祌の聖 業の 一 

として、 又 之を贄 けんがた めに 召された るな り。 〇， 共に 働きて 共和して。 相應 じて。 名將の 下に 萬 

卒の 動く が 如くに、 萬 事 萬 物 は 神の 指定の 下にお 合一 致して 信徒の 進歩 完成 を赞 くと。 〇 益 をな す 

身の 利益 をな すに 非す、 靈 魂の 裨益 をな すなり、 其 救^ を赞 くるな り、 基督 信者に 取りて 「益」 と稱 

すべき 者 は 之 を 除て 他に あらざる なり、 キリスト と共に 榮を 受けん ことなり (十七 節)、 神の 子と 成ら 
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ん ことなり (サ三 節)、 彼の 此 終極の 目的 を赞 くる 者 はすべ て 彼に 取て は 益 ある 者な り、 而 して 萬 事 萬 

物 は 共同 一 致して彼をして此：^取終の目的を達せしむと。 0 我等 は 知る 我等 は此？ を知覺 す、 卽ち萬 

物が、 きも 惡 きも、 相 共に 相應 じて 我等の- il^ 魂の 益 を 謀る を 知る、 我等 は 實驗に 由て 此事を 知 

る、 我等 は 又す ベての 聖徒の 經 に 由て 此事を 知る、 我等 はまた 衷 なる 靈の吿 知に 由て 此事を 知る" 

, 我等， は It る、 我等 は 確信す、 卽ち萬 事 萬 物 は 神の 攝现 のド に， すべて 我等の 味方なる こと を。 

廿九 それ 神 は 其预め 知り 給 ひし 所のお は 亦 之 を 其 子の 狀に效 せんとて 預め定 め 給へ り、 是れ彼 

をして 多くの 兄弟の 中に 摘 子たら しめんが 爲 なり。 

そ.^ 萬 I ずい 物 は 悉く 共に 働きて；； の 益 をな すなり 「前節)、 今此^^-を_3&實に就て稽^せん乎、 ま 

ことにドの如くなることを1:3^ん、 卽ち神 は 世の 其」 を ざり し 先き より、 業に 已 に 其 目 を 我等の 上に 注 

ぎ、 我等 をして 其 子の 榮を 受けし めんがた めに、 萬 _ ^萬 物 を 所 1； し：^ ひし こと を。 〇， 預め 知り 給 ひし 

^ 祌の 嵐と して in を 留め 給 ひし 者、 信者 はん r 始めて 神に R:i されし 者に 非す、 ^々の 始 より 神に 知ら 

れし 2k? なり。 0 亦 之 を …… 預 め.： たか 給— へが 已に. u が屬 として 目 を 留め 給 ひし 者 は 亦 之 を 己が 屬 とし 

て (ルめ 給へ り、 卽ち之 を 他の 者より 151! 別し、 之 を 擁護し、 之 を 保^し 給へ り、 「おむ」 は "21:^ を.：^ む 

るの 意な り、 週 圍に墻 を繞 して、 外物のお 求" を 防ぐ をい ふ。 0 其 子の 狀に效 せんとて 信者 を 預め他 

の 者より- £1:^ し 給へ り、 其 目的 は 彼等 をして 終に 共 子 イエスキリストの 狀に效 せん ためなり、 卽ち、 

彼の如く！^；く、 彼の 如く 完全くなる を 得て、 彼の 受 くべき 榮を 受けし めん ためなり、 ニー 目 以て 之 を 一 W 

へば、 彼等 を s^, めん ためなり。 〇 劇 I れ I 柳 をし て 多くの 兄弟 云， T 信者 を據 護し、 之 を 保存す るの 目的 

は 之 を や， めん 爲 なり、 而 して 之 を や. むる の H 的 は キリスト を めん ためなり、 キリス 卜 をして 獨り榮 


i 受けし めすして、 多くの 兄弟の 中に； i 子と なりて、 ^ち聖 なる 天の.；. 豕 庭の 長子と たりて、 父の 榮光 

を檐 はし めん ためなり、 すべての 物 は 信者の ため、 ！：^£ 者 は キリストの ため、 キリスト は 神の ためたり、 

是れ 神の 制度に 於け る 萬 物の 順序な り (哥林 多 前 * 一一 一章 廿 一 節 以下)。 

三十 叉预め {疋 め 給 ひし 所の 者 は 之 を 召し 給へ り、 召し 給 ひし 所の 者 は 之を義 とし 給へ り、 義と 

し 給 ひし 所の 者 は 之に 榮を 賜へ り" 

之 を 召し 給へ り 預め 已の屬 として 聖別し 給 ひし 者 は 更に 進んで 之 を 基督 信者と して 召し 給 へり、 

一. 召し」 は 基督の 救 % に 招く の 意な り、 筵 席に 招く が 如し、 救辨の 宴に 招き 給へ りつ 馬太傳 二 章 >0 〇 

義 とし 給へ り キリス 卜の 贖罪の 恩 惠に與 からしめ 給へ り。 〇 榮を 賜へ り キリストと 共に 神の やた 

る を 得て 神の 後嗣た るの 榮を 得しめ 袷へ り、 是れ 勿論、 世の 最終に 於て 事實 とたり て顯 はるべき もの 

なりと 雖も、 信者 は 業に 已 に 此榮光 を擔ふ 者たり と 解して 可たり、 ；^仰の眼には\;?^1ェは旣成の事とし 

て 解 せらる。 

三十 一 然 らば 此 等の 事に 就て 我等 何 を か 一 百 はん 乎- 祌、 若し 我等の 味方たら ば 誰か 我等に 敵せ 

ん乎。 

然 らば 事實 若し 斯の 如しと たらば (而 して 我等 は その 斯の 如くなる を 信じて 疑 はざる なり)。 0 

此 等の 事に 就て 云々 我が 此害翰 (羅馬 書) に 於て 言 ふ 所の こと、 殊に 身の 困難、 迫害 等に 就て 我等 

M をか霄 はん 乎。 cp 神、 若し 我等の 味方たら ば 云々 我等に 苦難 多し、 妨卞" 多し、 は 靈に存 し (第 

七 ネ十ヒ 節 以下 y 荏 弱 は 身 を 纏 ふと 雖も (第 八聿 一節 以下； r 我等 何 をか懼 れん、 神、 若し 我等の 味方な 

らば 誰か 我等に 敵 せんや、 惡魔も 惡人も 神が 預め 我等に 就て 定め 給 ひし 善ェを 毀つ 能 はざる なり、 # 
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等 時には 我等の 救濟の 完成う せられ ざらん こと を懼 る.、 我等の 意志の 薄弱なる が 故に、 惡 魔の 勢力の 

强大 なる が 故に、 惡 人の 譎 計の 巧なる が 故に、 我等に 係 はる 神の 聖圖の 敗られん こと を 恐る、 然れど 

も 我等の 疑懼 は 無用な り、 祌は 我等の 味方な り、 彼 は 無窮の 過去に 於て 業に 巳に 我等に 其 慈愛の 目 を 

注ぎ 給へ り、 我等の 今日 ある は 決して 遇然 のこと にあらざる なり、 萬 事 萬 物が 悉く 相 共に 働きて 我等 

をして 今日 ある を 得しめ たるな り、 我等の 遣傳も 我等の 境遇 も、 我等の 祖先 も、 我等の 父母 も、 我等 

の 友人 も、 然 かり 我等の 敝人 も、 相 共に 働きて 我等 をして 今日の 福祉 ある を 得しめ たり、 我等の 地位 

は 安 ^ なり、 世に 我等に 係 はる 神の 聖 33 を 妨礙し 得る 者 一 人 も あるな し。 

三十 二 己の 子を惜 ますして 我等す ベての 者の ために 附 せる 者 は豈か 彼に 併せてす ベての 物 を 我 

等に 賜 は ざらん 乎。   

Hy の 子を惜 I ま- ^1 し 云， T キリスト は 神が 人類に 賜 ひし 最大の 賜物な り。 〇 我， ベ， て 人類 全體 

の 意なる べし。 〇 附， 利る 者 敵 人の 手に 附し、 之 を 十字架に 釘け しめて 我等の 罪を賵 はしめ し 者。 〇 

,豈 か 彼に 併せ， P 云 V 旣に此 大恩 惠を 下し 給 ひし 者、 など か 我等 彼 を 愛する 者に、 キリスト を 賜 ひし 

と 同時に 又す ベての 善き 物 を 賜 は ざらん や、 大恩 惠は 小恩惠 の保證 なり、 其 獨子を さへ も惜 ますして 

我等に 賜 ひし 者 は 其 他の もの を 我等に 賜 はざる の现 あらん 乎、 我等の 要する 忍耐、 智識、 然 かり 健康 

食物、 住所、 友人、 我等の 靈 魂に 益 をな すに 足る もの は 一 ッ として 之 を 賜 はざる の理 なし、 我等の 恐 

怖 は 無益な り、 餓死の 恐怖、 孤獨の 恐怖 等 はすべ て 無益な り、 己の 子を惜 ますして 我等 人類の ために 

恥辱の 死 を 遂げし め 給 ひし 神 は 何の 善き 物 を か 我等に. 賜 は ざらん 乎、 キリ スト を 有する 我等 は 萬 物の 

所有 主と 自 から 信じて 可な り。 


三十 三 祌の簡 びた る 者を訟 ふる 者 は誰ぞ や、 祌は義 とする 者に 非す や。 

神の 簡び たる 者 一 114 々， 基督 信者の 罪を算 へ、 之を神に訟へて彼を1^|-に陷れんとする者は誰ぞゃ、 彼 

れ惡魔 は 常に 此事 を爲 して 止ます、 彼 は ヨブ を 神に 訟 へて 彼と 神と を 離間 せんとせ り 「約 百 記 第 一章)、 

彼 は その 如く 今日 尙ほ 我等 を 神に 訴へ、 我等の 罪 を 摘 指して 我等 を 神より 離 結 せんとす、 斯くて 我等 

は 幾囘か 彼の 欺く 所と なり、 神 を 無慈悲の 裁判官な りと 誤解して、 彼 を 離れて 獨り自 から 己 を 潔う せ 

ん とせり。 〇 神 は 義と J?,w に I 非 や i 惡糜は 我等 を 祌に訟 ふ、 然れ ども 我等 は 今に 至て 知る、 其 子 

を 我等の ために 附た せ し 神 は 我等 を 罪 に定 むる 者に あらす して 反て 義 とする 者なる こと を、 惡 魔よ 汝 

は 汝の譎 計 を 綾く る も、 汝は 最早 や 我等 を 欺く 能 はざる なり、 かの 十字架の 上の 神の 羔を 見よ、 神 は 

罪を定 むる 者に あらす して 義 とする 者に あらす や、 汝の 吿訴は 無益な り、 我等 十字架 を仰瞻 て、 罪よ 

り脫 かる k を 得て、 亦 汝の讒 謹より 免 かる K を 得るな り。 

三十 四 罪を定 むる 者 は誰ぞ や、 キリスト は旣に 死に 給 ひしに 非す や、 然 かり、 iil りて 神の 右に 

在り 我等に 代りて 求め 給 ふに あらす や。 

罪を定 むる 者 Iffii おや， 罪を訟 ふる 者 は誰ぞ や、 惡魔 なり、 然れ ども 訴訟 を聽て 之に 判決 を 下す ベ 

き 神 は 罪する 者に あらす して 義 とする 者な り、 彼れ 惡魔 の 訴訟 は無效 ならざる を 得す (前節/ 人の 罪 

を訟 ふる 惡 魔に 對 して 之を定 むる 者 は誰ぞ や、 キリスト なり、 神 は 彼に 由り て 世 を 箱き 給 ふ、 然れど 

も キリスト は旣に 死に 給 ひしに あらす や 云々。 〇 キリスト は旣に 死に 給が し— にあら す や 人の 罪を鞫 

き、 其 罪を定 むべき 者 は旣に 十字架 上の 死 を 遂げ 我等の 罪 を 聰ひ給 ひしに あらす や、 旣に 我等の 靠を 

赦 せし 者が、 いかで 再び 我等 を 罪せん や、 惡 魔よ、 汝の 奸計 は 挫かれたり、 汝は 今や 我等の 罪 を訴へ 
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んと欲して訴ふるに所なきなり。 〇1,が—.^—、 lil^Npll^v キリスト は旣に 死に 給へ り、 人の 罪 は旣に 

聰、 はれたり、 然れど 事 は玆に 止まらざる なり、 を 履 ひし キリスト は 趣り て 今 は祌の 右に 座して 我等. 

のために 代 求し 給 ふなり、 斯 かる 者が いかで 我等 を， に 定めん 乎、 死せ し キリスト は 活ける キリスト 

なり、 我等の 續主は 同時に 我等の 辯護士 なり、 而 して 彼 はまた 我等の 裁判人な り、 惡 魔の 告訴 は必す 

彼の 敗！ _ ^を 以て 終るべし。  ■ 

三十 五 我等 を キリストの 愛より 離 絶ら せん 者 は誰ぞ や、 患難なる か、 或 ひ は 困苦なる か、 或 ひ 

は 迫害なる か、 或 ひ は 飢餓なる か、 或 ひ は裸裎 たる 乎、 或 ひ は危險 なる か、 或 ひ は刃劍 なる 乎 U 

我等 をキ. -1<| ト |の 愛より 云々 彼れ 惡魔 は恆に 我等の 告訴人と なり、 我等 を 神に 訟へ、 我等を55^に 

陷 れんと 計る、 斯くて 彼 は 我等 を キリストの 愛より 離 絶 せんとす、 然れ ども 能 はざる なり、 キリス 

トは其 身に 於て 我等の S 非 を 滅し給 ひて 惡魔 をして 我等 を訟 ふるに 途 なから しめ 給へ り、 然 らば 来れ、 

患難よ、 闲 苦よ 云々。 〇 嵐まリ urgf^ 內 なる 息 難と 外なる 困苦の 意 乎。 〇 基督 信者に 取りて はすべ 

ての 困難の 恐るべき は 其が 惡 魔に 由て 誘惑の 利器と して 用 ゐらる k に 在り、 然れ ども 旣に 彼の 權 威の 

殺れ たる 以上 は 世に 恐るべき もの 何も あるな し、 患難、 困苦、 飢餓、 裸複、 危險、 刃劍、 是れ惡 魔の 

誘惑 を 離れて は 僅かに 身 を 殺す に 止って、 魂 を 殺す こと 能 はざる 者な り (馬 太傳十 章サ八 節〕。 

ひね もす  わ a  しる 

三十 六 是れ 『我等 終日 汝 のために 死に 附 され、 屠られん とする 羊の 如く せらる』 と錄 された る 

力々. し 

れ 詩篇 第 S: 十四 篇ニ 十二 節の 言葉な り、 祌の 選- が 異邦のお に 困 めら る &狀を 示す 〇 廣ら れん 

:tl す— る 燔 祭の 犠牲と して 屠られん とする。 〇 我れ 日々 に 死す (哥前 十五 0 卅ー〕 と はまた 基督 信者の 生 


涯 なり、 彼 は 斯^に 在て は 最も 憐れなる^、  ^の 汚 綠 また 萬の 物の 塵 垢の 如くに 极 はる、 彼は內 に：：^ 

し、 叉 外より |权 さる、 彼 もまた キリストと 偕に 敵に 附 され 十字架に 釘 けられし 者な り。 

三十 七 然れ ども 我等 を 愛め る 者に 託り、 すべて 其 等の ことに 勝ち得て？ ばり あり" 

然れ ども 困苦 は 身の 內 外に 迫れり、 然れ ども。 〇我等を愛め，，る|^^ 我等に 生命の 靈を供 せんた め 

に 其 身 を 十字架に 釘け し 者。 〇^ り 其 力に 託り。 是れ あるが 故に。 〇 す I ベて 是等 のこと すべての 

忠難、 すべての 困苦。 〇 勝， ST て餘り あ，^ た，. -に 勝つ のみに 止まらす、 勝ち得て 餘り あり、 征服し 

得て 餘カ 尙ほ存 す、 死に 勝て 更らに 生に 人る、 困難 は 反て 歡 喜と 化す、 墓は榮 光に 入る の鬥 となる、 

M.,! れ せな 我等 を 愛め る 者に 託てな り。 

三十 八 そ は 或 ひ は 死 或 ひ は 生、 或 ひ は 天使 或 ひ は 執政 或 ひ は 有 能、 或 ひは个 ある 者 或 ひ は 後 

あらん 者、 

そ I は 世に 我等 を キリ ス ト の 愛より 離 絶し 得る 者 あるな し (第三 十五 節」、 そ は 我 は M く 此事を 信 すれ 

ば 也、 卽ち 云々 (本節 幷に次 節 ：}。 〇ir: …生 死の 苦痛と 生の 忠難。 〇 天使 …… 執政 …… 有能 人間 

以上の實在^！^たり、 天使 屬と稱 せんか、 執政 (S. つ ろ は 天使の 長 (archangels) ならん、 有能 は 其 

屮の. おらに 有力なる 者な らん、 天使に 善き 者と 惡き 者と あり、 此處に 謂 ふ 所の もの は 後者 を 指すな る 

べし、 以弗所 書 六 章 十二 節を參 照すべし。 〇^, る！^ …… がらん 者 今 ある 者 恐る \ に 足らす、 後 

あらん，、 义 S る 、に 足らす、 ^は 如何に 變 化する とも 我等 を キリストの より 離絕 する に 足ろ 者 あ 

るべ からす。 

三十 九 或 ひ は 高き 或 ひ は 深き、 また 他の 受造物 も 我等 を 我主ィ H ス キリストに 在る 神の愛よ リ 
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離絕 する こと 能 はざる を 我 は 信 すれば 也。 

高き …… 5; 天の 高き も 陰府の 深き も、 其 中に 在る すべての 物 も。 〇，.s まの 受造物 も 兹に枚 

擧 する 能 はざる 其 他の もの も。 〇叫.^_^^布^^神|の|^ キリストに 由て 顯 はれた る 神の愛。 た ぐに 

造物主と しての 神の愛に あらす、 ィ H ス キリストの 御 父と しての 神の愛より。 owlFt^ 離，^ る こと 

能 はざる なり 我 靈は受 造 物 を 離れて キリストに 在りて 祌に 結び 附 けられし 者 なれば、 祌に 造られし 

物 は 何物 も 之 を 造りし 神より 我等 を離絕 する こと 能 はざる なり。 

全 章約說 

〇 求むべき は 聖-靈 なり、 是れ キリストに 由り て祌 より 臨る 者、 卽ち 活かす 神の 靈 なり、 此靈を 受けて 

我等に 生命 あり、 £1.1 れ 肉と は 正 反對の ものな り、 死と は 他な し、 肉に 從ひ、 肉の こと を 念 ふこと なり" 

生と は 他な し、 活かす 神の 靈 なる 聖 靈に從 ひ、 共 こと を 念 ふこと なり、 生死の 训は靈 肉の 別に 存す、 

然れ ども 注意せ よ、 我靈 にあら す 祌の靈 なり、 我靈は 我 肉に 克 たんと 欲する も 能 はす、 神の 靈、 我靈 

と 偕に 在る に 及んで、 我等 は 能く 我 肉に 克っを て 神の 心に 適 ふこと を 得るな り ( 一 I 十 節)。 

〇 復活と は 聖ー靈 にぬりて 死ぬ ベ き 身體を 生か しめらる & ことなり、 祌の 子た る は 同じ 聖靈に 導かる、 

ことなり、 聖靈 我等の 靈に 宿りて 神と 我等との 間に 父子の 關係は 生す るな り (十一 I 十七 節)。 

〇 ^靈が 我等の 中に 在りて 爲し給 ふこと は 天然が 我等の 外に 在りて 我等より 要求す る ことなり、 天然 

は 我等の 救濟を 促し、 聖靈も 亦 我等に 代りて 之 を 神に 哀 求す、 外に は 天然の 我等の ために 歎き 悲むぁ 

り、 衷には 聖霊の 言ひ盡 されぬ 悲歎 を 以て 我等の ために 祈る あり、 天然の 聲は神 (聖靈 ) の聲 なり、 


我等 は 終に 救 はれ ざらん と 欲する も 得ざる 也 (十八— 廿七 節)。 

〇 事 は玆に 止まらざる なり、 萬 事 萬 物 は 悉く 相 共に 働ら きて 我等に 益 をな しつ.^ あり、 聖 靈は衷 より 

萬 物 は 外より 內 外相 應 じて 我等に か、 はる 神の 聖旨 を 成就し っ& あり、 然 らば 我等 何 を か 恐れん、 キ 

リストに 在りて 神の愛に 繞圍 せらる & 我等 は 神より 離れん と 欲する も 能 はざる なり、 昔の 詩人の 言 は 

今や 我等の 言と なりぬ、 曰く、 

我れ 何 處に往 きて 雨の 聖靈を 離れん や、 

我れ 何處に 行きて 爾の 前を遁 れんや、 

我れ 天に 昇る とも 爾は彼 處に存 し、 

我れ 我が 榻を陰 府に設 くると も 視ょ爾 は 彼處に 在ます、 

我れ 曙の 翼 を 借りて 海の 端に 住む とも、 

彼處 にて 尙ほ 雨の 手、 我 を 導き、 

汝の 右の 手 我 を 保ち 給 はん。 

(時 篇第百 一一 一十 九 篇第七 節 以下) 

世 を 離れ、 聖霊に 由り キリストに 往き 神に 還りて 世は壞 ると も 我等 は キリストと 偕に 生きん (廿 八— 

升 力 ざ。 
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(本文 は 自譯に 依る) 

一 我よ キリストに 在りて 眞實を 語る たり、 我は僞 はらざる たり、 我 良心 も 亦 聖靈に 在りて 我に 

あかし 

證す、  ，  にみ 

二 卽ち、 我に 火なる 憂 ある 事 を、 我が 心に 斷 えざる 痛 ある こと を。 

三 そは我は^？^-の兄弟にして肉にょれば我が同胞なる者の爲めならんには自身は午リ ストより 離 

れて アナ テ マた らんこと を 欲 へばな り。 

四 彼等 は實に イスラ H ル人 なり、 世 嗣叉榮 光、 契約 又 律法、 祭儀 叉 約束 は 皆な 彼等の ものな り" 

列 祖は又 彼等の ものな り、 而して肉體にょればキリ ス トも亦彼等ょり3^たり， 彼 は 萬 物の 上 

にあり て^々 讚美すべき 神な り。 ァ ー メ ン。 

六 斯く 言へ る は 神の 言葉 は 地に K ちたり と 謂 ふに あらす、 そ は イスラ H ル より 出た る 者 悉く ィ 

ス ラエル にあら ざ わば たり。 


七 亦 アブラハムの 苗裔 なれば とて 悉く 其 子た るに 非す、 唯 イサクより 出る 者汝の 苗裔と 稱 へら 

るべ しと 錄 されたり。  . 

八 卽ち 肉の 子た る 者、 祌の 子た るに 非す、 唯 約束の チ たる 者、 是れ其 苗裔と せらる、 也リ 

九 約束の 首は是 なりき、 卽ち期 到らば 我來 らん、 而 して サラに 31^ 子 あるべし と。 

十 而已 ならす、 リベ 力 亦 我等の 先祖なる イサク 一人に よりて 孕みし 時、 

十一 其 子 未だ 生れす、 叉 善 を も惡を も爲さ ざり し 時， 行に 由る に 非す、 唯 召し 給 ふ 者に 由る と 

の豫定 による 神の 聖圖の 存立 せんた め、 

十二 彼女に 言 ひ 給へ り、 長子 は 次子に 事 へんと。 

しる 

十三 锋 して 我 は ヤコ ブを 愛し、 H サゥを 憎めり と 有る が 如し。 


卜 ra 然 らば 我等 は 何 を 一 W はん 乎、 神に 不義 ある 耶、 勿論 無し。 

十五 彼が 乇，' セに言 ひ 給へ るが 如し、 卽ち 我れ 惠 まんと 欲する 者を惠 み、 憐 まんと 欲する 者 を 

憐 むと。 

卜 六 卽ち 欲する 者に も 由ら す、 走る 者に も 由ら す、 唯惠む 所の 者に 由る。 

十七 聖書 は又パ に 告げて 言 ふ、 我れ 是 故に 汝を 起せり、 卽ち汝 を 以て 我が 權能 を顯 はさんた 

め、 义汝 をして 普く 世界に 我が 名を傳 へし めん ためなりと。 

十八 斯の 如くに して 彼の 欲する 者 を 彼は惠 み、 又 彼の 欲する^ を 彼 は 頑 硬に 爲し給 ふ" 
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〇 我が 言 ふ 所は眞 なり、 そ は 我 は 獨り自 から 語る にあら す、 キリストに 在りて 語れば なり、 彼 は眞理 

なリ、 故に 彼に 在る 者は眞 ならざる を 得す、 我 を 疑 ふ も 可な り、 然れ ども キリストに 在る 我 は 疑 ふ 可 

らす、 そ は 我 は 彼に 在りて 彼の 眞實 なる が 如く 眞實 なれば なり。 (1〕 

〇 我 は 又 我が 衷に存 する 誠實の 有る たけを 以て 語るな り、 我 はた 我が 誠實を 以ての み 足れり と爲ざ 

るな り、 我を證 明す る 者 は 我れ 以外に 二位 あり、 キリスト なり、 聖靈 なり、 我 は 聖き兩 者の 證明を 得 

て 語るな り。 (1) 

〇 我 良心 も 亦 我が 一一 一一 口の 眞 なる を 證す、 然れ ども 良心の 證 なれば とて 我は必 しも 之 を 受けざる 也、 そ は 

祌を 離れた る 人の 良心 は厦々 吾人 を 欺く 者 なれば 也、 然れ ども 我が 良心 は 今や 聖靈に 在りて 我に 證す 

るな り、 其充 たす 所と なり、 又 其 照らす 所と なりて 我に 證 するな り、 斯 かる 良心の 證は 信す るに 足る 

なり、 而 して 我 は其證 を 得て 語るな り。 (1) 

〇 我が 證言 せんとす る 事は是 なり、 卽ち 我が 同胞、 我が 骨肉に 關 する ことなり、 彼等の 救 濟に關 する 

事な り、 此 事に 關 して 我に 大 なる 憂 あり、 心に 斷 えざる 痛 あり、 我れ 此事を 思 ふて 斷 腸の 念な から ざ 

る を 得す。 (2) 

〇 我 は實に 或 時 は 思 ふなり、 我の 兄弟に して 肉に よれば 我が 同胞なる 者の 救 はれん ために は 我 自身 は 

救 はれざる も 可な りと、 卽ち 或は 我が 救主ィ H ス キリストより 離れて 神に 呪， はれた る 者と なる も 可な 

りと、 我 は-天上 天下、 何物 も キリストに 在る 神の愛より 我 を 離 絶す る こと 能 はざる を 知る と雖 も、 而 


かも 我 は 或 時は此 無限の 愛 を 犠牲に 供しても 我が 同胞 骨肉 を 救 はんと 欲するな り、 視ょ、 神の 前に 我 

は 偽 はらざる なり、 我 は實に 我が 同胞 骨肉に 就て 此感 を读 くな り。 (3) 

〇 我が 同胞 骨肉と は 誰ぞ、 今 は 我が 敵たり、 我が 傳 道の 大 妨害 者た る イスラ H ル人其 人な り、 我 は 彼 

等が 我の 如くに キリスト によりて 救 はれん こと を 欲するな り、 彼等 は 實に其 救^に 與 かるに 足る 充分 

の资 格を備 へたる 者な り、 世 嗣と云 ひ、 榮 光と 云 ひ、 契約と 云 ひ、 律法と 云 ひ、 祭儀と 云 ひ、 約束と 

云 ひ、 是れ 皆な 彼等に 與 へられ、 彼等 を 以て 始まりし ものな り、 舊 約の 恩惠 はすべ て 彼等に 與 へられ 

しもの なり、 彼等な くして 世 は 神の 心と 賜と に 就て 知る 所な かりし、 彼等 は 神の 恩惠の 貯蔵 者な りき 

世に 惠 まれし 民と て 彼等の 如き は あらざる なり。 (4) 

〇 列 祖は又 彼等の ものな り、 アブラハムと 云 ひ、 イサクと 云 ひ、 ヤコ ブと云 ひ、 皆な 彼等 イスラエル 

人の 祖先な り、 彼等 は 聖き贵 き 血統 を 引く 者な り、 彼等 は 其遣傳 性より 考 ふる も キリストの 救濟 に；^ 

るべき 者に あらす。 (5) 

〇 而已 ならす、 兹に 彼等に 就て 著大なる 事實 あり、 卽ち萬 民の 救 主なる ィ H スキ リストの 肉體 によれ 

ば 彼等より 出し 事是 なり、 キリスト は イスラ H ル人 にして ュダ 人な り、 彼等 は 彼 を 木に 懸けて 殺した 

りと 雖も、 而 かも 彼 は ギリシャ 人 叉 は ロマ 人に あらざる なり、 キリスト は實に 其肉體 によれば イスラ 

エル 人な り、 彼等が 彼に 由り て 救 はれざる の理 あらん 乎、 而 かも 彼等 は 彼に 由て 救 はれん と は 欲せ ざ 

るな り。 (5) 

〇 イスラ H ル 人より 生れ 出し キリスト！ 彼 は 萬 物の 上に ありて 世々 讚美すべき 神な り、 ァ ー メン、 

實に然 り、 ュダ 人の 榮光此 上 あるな し、 祌 たる キリスト を產 みし イスラ H ル人！ 彼等が 救 はれざる 
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の理 あらん や、 而 かも 今 は 彼等 は 神に 詛 はれつ、 あるが 如し * 我が 衷に 耐え 難き 疑惑の 存 する は是れ 

が ためなり。 (5) 

〇 恩 惠の獨 占者と も稱 すべき イスラ H ル 人が、 は 取 後の、 而 して 最大の 恩惠 なる キリストの 救濟に 洩れ 

つ、 ありと 言 はんに は、 或 人 は 言 はん、 若し 然 らんに は 神の 言葉 は 地に 墮 ちたり と、 然ら ざるな り、 

我等 は 深く 聖書 を 究めん に は 其 事の 決して 然ら ざる を 知るべし。 (6) 

〇 我 は先づ 第一に 言 はんと 欲す、 イスラ H ル より 出た る 者 悉く イスラ H ルに 非す と、 卽ち 肉なる イス 

ラ H ル人 悉く 眞實の イスラ H ル 人に 非す と、 我れ 今 聖書に よりて 我が 此提曾 を說明 せん。 (6) 

〇 アブ ラ ハ ム の 苗裔 なれば とて 悉く アブ ラ ハ ム の 子に あらす、 我等が 先祖に アブ ラハ ム 有りと 言 ひて 

神の 選民 を 以て 自 から 任す る 者 は 未だ 深く 聖書 を 究めざる 者な り、 アブラハムに 二子 ありたり、 其婢 

ハ ガルより 生れし ィ シマ H ルと 正妻 サラ より 生れし イサクと El,! れ なり、 然るに 祌はァ ブラ 尸 ム に 一一 一一 口 ひ 

給 はく 唯 イサクよ リ 出る 者 汝の 苗裔と 稱 へらる べしと (創世記 廿 一章 十二 節)。 (7) 

〇 依て 知るべし、 肉の 子なる 者必 しも 祌の 子に あらざる こと を、 若し 然 らんに は イシ マ H ルと其 子孫 

も 神の 子なる べし、 唯祌の 約束に 由る 子の み 神の 子に して アブラハムの 苗裔た るな り、 イサクが アブ 

ラ ハ ム の 子と 稱 へられし はァ ブラ 厂 ム の 血 を 承け しが 故に あらす、 神の 約束に 由り て 其 恩 惠を繼 ぎし 

が 故な り。 (8) 

〇 イサクに 關 はる 約束と は 何ぞ、 神、 アブラハムに 言 ひ 給 ひける は 明年の 今頃 我 必ず 汝に 還るべし、 

汝の妻 サラに 男子 あらんと： 創世記 十八 章 十 節)、 依て 知るべし、 イサクの アブラハムに 生れし は 神の 特 

^の 賜と してなる こと を、 彼の 肉より 出しと 雖も 彼が 欲んで 得し 者に あらざる なり、 イサクが ァ ブラ 


ハ ム の 子た る は 神の 聖 意に 由て なり。 (9) 

〇 人 或 ひ は 曰 はん、 イシ マ H ルは婢 の 生みし 子な り、 故に 嗣子た る 能 はす、 イサクが アブラハムの 嗣 

子たり し は 彼が 正妻の 子たり しに 由る と、 然れ ども 正妻の 子た る者必 しも アブ ラ ハ ム の 苗裔に 非す、 

其 事 は 同じく 我等の 先祖なる イサクが 其 正妻 リベ 力に よりて 生みし 一 一人の 子の 場合に 照らし 見て 明か 

なり、 父 一人、 母 一人に て 生みし 二人の 子 は 如何にな りし ぞ。 (^) 

〇 其 等 一 一人の 子 未だ 生れす、 叉 善 を も惡を も爲さ r りし 時に 神 は 其 母 リベ 力に 言 ひ 給 ひしに あらす や- 

長子 は 次子に 事 ふべ しと (創卅 記 二十 五 章 二十 三 節)、 是れ 抑々 何が 故ぞ、 神の 言 葉の 地に iS ちす して 

{. 第 六 節)、 豫定 による 其 聖圖の 存立 せんた め、 卽ち 人の 簡 まれ 且つ 救 はる i は 彼の 行に 由る に 非す、 

彼 を 召し 給 ふ 者の 意志に 由る との 眞理の 存立 せんがた めに 非す や、 リベ 力の 一 一子 ャ コ ブとェ サゥ との 

場合に 於て 血肉の 關係は 以て 約束の 子た るの 資格 を 作る に 足らす との 眞理 は證 明され しに あらす や。 

〇 聖書 は 又 錄 して 言 ふ、 我 は ヤコ ブを 愛し エサ ゥを愴 めリと (馬 拉某書 一章 二、 一一 一節)、 卽ち神 は 事實上 

ャ コブの 子孫なる イスラ H ル人を 愛し、 H サゥの 子孫なる H ドム 人 を 憎み 給へ りと、 同一 の胎 より 同 

時に 出で し 二人の 兄弟と 雖も、 約束の 子の 子孫 は惠 まれ、 之れ なき 者の 子孫 は詛 はれたり。 (^2) 

〇然 らば 約束の ことに 就て 我等 何 を 言 はん 乎、 神に 不義 ある 乎、 神に 不公平 ある 乎、 是れ或 人の 言 は 

んと 欲する 所なる べし、 勿論 決して 否るな り。 (M) 

〇 祌はモ ー ゼに 何と 言 ひ 給 ひし 乎、 我れ 惠 まんと 欲する 者を惠 み、 憐 まんと 欲する 者を憐 むと (-出 埃 及 

記 三十 三 章 十九 節〕、 卽ち惠 む も 憐むも 神の 聖 意に 存 する に 非す や、 卽ち惠 まる、 は惠 まれん と 欲する 
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者の 意. Hi こも 行爲 にも 由る にあら すして、 唯惠 まんと 欲する 者の 聖 3:n に存 する に 非す や。 (13、  ^) 

〇 惠 まれし モ ー ゼに對 して は祌は 前の 如くに 言 ひ 給へ り、 叉詛 はれし 埃 及王パ 口に 對 しても 彼 は斯く 

一一 一一 口 ひ 給へ り、 卽ち、 我是 故に 云々 と (出 埃 及 記 九 章 十六 節〕、 パ 。が 歷史の 舞 臺に現 はれし は自 から 欲ん 

でに あらす、 神が 彼 を 起し 給 ひしに 由る、 パ n は 神の 權能 を顯 はし、 其 名 を 普く 世界に 傅 へんた めの 

機關 として^に！^ られ しなり、 モ ー ゼ然 り、 パ 然り、 善人 然り、 惡人然 り、 神の 聖旨に 由ら すして- 

善人 は 善 を 爲す能 はす、 惡人は 惡を爲 す を 許されす。 (J^) 

〇 斯の如 くにして 神 は 己の 欲する 者を惠 み、 叉 己の 欲する 者 を 頑 硬に 爲し給 ふ、 歷史は 祌の聖 きの 遂 

行なり、 人 ありて 事を爲 すに 非す、 神 ありて 寧 成るな り、 所謂る 聖史 なる 者 も、 亦俗史 なる 者 も、 其 

源を究 むれば すべて； 44- なり、 神の 聖意を 離れて 人類の 歷 史は考 ふべ からす。 (S) 

十九 然れ ば汝、 我に 言 ふならん、 祌何 ぞ尙ほ 人を責 むる や、 誰か 其 ぼに 逆 ふやと。 

二十 否な よ、 ォ ー 人よ、 汝 何者 なれば 神に 言 ひ 逆 ふや、 造られし 者 は 造りし 者に 向て 汝 w 故に 

我 を此く 作りし やと 云 ふべ けんや。 

廿 一 叉 陶器 k は 同じ 粘土の 塊 を もて 一 の 器 を 貴く 一  の 器 を賤く 造る の權^ るに 非す や。 

廿ニ 然れ ども 若し 神 其 怒を彰 はし 其 能力 を 示さん と 欲し 給 ふに も關 はらす， 滅亡に 備 はれる 器 

を 永く 耐え忍び 給 ひしに 於て は、 

廿三 叉榮 光に 預め 倫へ 給 ひし 憐愁の 器に 其 榮の璺 かなる を 示さん とし 給へば (我等 何の 一一 目 ふ 所 


あらん や 〕o 

廿 ra 憐愁の 器と は ユダヤ人の みならす、 亦 異邦人の 中よりも 彼が 召し 給 ひし 我等な り。 

廿五 ホゼャ の 書に 於て 言 ひ 給 ふが 如し、 

我 は 我が 民なら ざる 者 を 我が 民と 稱 へ 、 

愛せられ ざり し 者 を 愛せられし 者と 稱 へん。 

廿六 叉 汝等我 民なら すと 言 はれし 處に 於て、 

其處に 彼等 は 活ける 神の 子と 稱 へらる ベ し。 

廿七 又 ィザャ は イスラ H ルに 就て 叫で 曰 ふ 『イスラ H ルの數 は 海の 砂の 如く なれ ども 唯 少数者 

のみ 救 はるべ し、 

廿八 そ は 主 は 地の 上に 其 言 を 充分に 且つ 速 かに 行 ひ 給 ふべ ければ 也』 と。 

廿九 又ィザ ャが预 曾せ し 如し 

若し 萬 軍の 主我 等に 裔を I 退し 給 は ざり しなら ば、 

我等 はソ ドムの 如く 成りし ならん、 又ゴ モラと 等し かりし ならん。 

三十 然れば 我等 は 何と 言 はん 乎、 義を 追求め ざる 異邦人 は義を 得たり、 信仰に 由る 所の 義を得 

たり。 

卅 一 然れ ど義の 律法 を 追求め しィ スラ H ル は 其 律法に 達せ ざり き。 

卅ニ 何が 故に か？ 彼等 は 信仰に. E らす、 行 ひに 由て 達し 得べ しと 思 ひしが 故な り。 

卅三 彼等 は 躓の 石に 蹶 きたり、 聖書に 錄 されし が 如し、 卽ち . 
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視ょ、 我れ シ オンに 躓きの 石、 また 礙げの 磐 を 置かん、 

而 してす ベ て 彼 を 信す る 者 は 辱 か しめられ ざるべし。 

意 解 

〇 善人の 善た るも惡 人の 惡 たる も 神の 聖旨に 由る と 我が 言 ひしに 依て 汝 反問 者 は 直に 我に 問 ふて 言 ふ 

ならん、 然 らば 神 は 何故に 人の 罪 を 責め 給 ふや、 世に 神の 旨に 逆 ふ 者 は何處 にある や、 善人 も 惡人も 

神の 豫め {疋 め 給 ひし 所の 者な りと ならば 神に 人を責 むる の權 利な きに あらす やと。 (W) 

〇否 なよ、 人なる 反問 者よ、 汝の 反問に 理由 あるな し、 汝は 人に 就て 斯 かる 反問 を 起す を 得べ し、 然 

れど 神に 就て 之 を 起す を 得す、 造られし 人 は 造りし 神に 向て 汝 何故に 我 を此く 作りし やと 言 ふ を 得す" 

予 (バウ lO は 神 は 特に 惡人を 作り 給へ りと は 言 はす、 然れ ども 若し 神に 於て 斯 かる 事 ありし とする 

も 人の 限り ある 智を 以て 神の 限りなき 智を 量る 能 はす、 神 は 全能に して 全智な り、 彼 は絕對 的に 神聖 

にして 犯すべからざる 者な り、 一 國の 君主が 如何なる 事 をな すと 雖も 法律 的の 罪と ならざる が 如く、 

宇宙の 主宰なる 祌は 如何なる 事 を 爲し給 ふと も 我等 は 彼に 歸し 奉る に Sli 科 を 以てする 能 はす、 我等 は 

神 は 神と して 論ぜざる ベから す、 祌に 人に 對 する 責任 あるな し、 責任 ある 者は祌 にあらざる 也" (^) 

〇 之 を 陶器 師に 就て 思へ、 彼れ 陶器 師は 同じ 粘土の 塊 を 以て 一 つの 器 は 之 を 貴く 造り、 他の 器 は 之 を 

賤く 造る の權 あるに あらす や、 神 も亦然 り、 我等 は 神の 造り 給へ る 者な リ、 神が 人 を 如何に 造り 給 ふ 

と 雖も人 は 神に 向て 眩く を 得す。 

土器の 破片た るに 過ぎざる に 


その 造 主 t 爭ふ 者は禍 なる かな、 

つち，、 れ す rO: ものし 

土塊 は陶 人に 向 ひ r 汝何を 作る 乎」 と 言 ふ 乎、 

叉汝の 作りし 者 汝に向 ひ 「汝の 手に 由ら す」 と 一一 一一 a ふ 乎、 

父に 向 ひ 「汝 何故に 生みし や」 と 言 ふ 者は禍 なる かな、 

婦に向 ひ r 汝 何故に 產の劬 勞を爲 せし や」 と 言 ふ 者は禍 ひなる かな。 (以 赛亞書 四十 五 章 九、 十 節) 

先づ 神の 絕對的 主權を 認めよ、 然る 後、 神に 就て 論す る 所 あれ。 (？ 0 

〇 神の 主權は 犯す ベから す、 神 は 其 欲する が 儘 を 爲し給 ふ、 然れ ども 神 は 暴虐の 神に あらす、 憐愁の 

祌 なり、 彼 は 怒る こと 遲 くして 惠 むこと 速 かなり、 汝、 我が 反問 者 は 神は氣 儘なる 者な りと 言 はんと 

欲する が 如し、 然れ ども 神の 爲し給 ふ 所を視 よ、 彼 は 其 忿怒 を彰 はし、 惡 人の 上に 其 能力 を 示さん と 

欲し 給 ふに 關 はらす、 容易に 刑罰 を 行 ひ 給 はす、 滅亡に 備 はれる 器なる 彼等 惡人を 永く 耐え忍び 給； 4 

にあら す や、 神 若し 氣儘 勝手なら ば 暴虐 的に 氣 儘ならす、 慈悲 的に 勝手な り、 彼 は 其 絕對的 主， を 揮 

ひ 給 ふに 方て 常に 寬容 宥恕を 以て 之 を 行 ひ 給 ふ、 之をパ a の 場合に 於て 見よ、 其 他す ベて 心 を 頑 硬に 

して 神に 逆 ひし 者の 場合に 於て 見よ、 彼等 は 容易に 其 罪の 報 ひ を 受け ざり しなり、 彼等は彼等がル^；；し 

むる 者 をして 幾囘か 「主よ かくて 幾何 時を經 たま ふや」 の 聲を發 せしめたり、 神 は 或 時は惡 人に 對し 

て寬 にして 善人に 對 して 厳なる が 如くに 見え 給 ふ、 事 實に顯 はれた る 神 は寬に 過ぎた る 神に して 厳に 

過ぎた る 祌には あらざる なり。 (？ 3) 

〇. 51- 人に 對 して 寛なる 神 は 亦 善人に 對 して 恩惠豐 かなり、 彼が 終に 惡人を 罰し 給 ふ も、 是れ 彼の 恩惠 

の 更らに 善人に 及ばん ためなり * 彼が 爲し給 ふす ベての 事の 目的 は、 彼が 世の 基 を 澄 かざりし 前より 
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!w め榮 光に 備へ給 ひし 彼の 憐愍 を受 くべき 器に 彼の 榮光を 豊かに 顯は さんため なり、 卽ち萬 事 萬 物の 

目的 は 神に 召された る 者に 恩 惠の加 はらん ためなり、 世に 恩惠の さん ことが 造化と 歷史 との 目的た 

るな り、 予は 後に 至て 委しく 此^ を 論ぜん と 欲す (第 十一 章に 於て〕 (但し 績稿 なし— 編者)、 玆には 唯 

神の 中： 權に 就て 汝が 誤解せ ざらん がた めに 斯くー  言し 置くな り。 (§3) 

〇 憐愁の 器と は何ぞ や、 卽ち 祌が榮 光に 预め備 へ 給 ひし 者、 造化と 歷史 との 目的物、 此 地の 最後の 所 

有 主たるべき； i 取 もま-まれ たる、 キリストに 於て 神が 簡み 給へ る その 撰 民と は誰ぞ や、 之 を 二種に 別つ 

を 得べ し、 ユダヤ人の 中より 簡 まれし 者と 異邦人の 中より 簡 まれし 者と 是れ なり、 我れ 今 聖書 (舊 約) 

の 首に 1; らして 之 を 論ぜん、 我 は ii- づ 異邦人に 就て 語らん。 (Jo 

〇 預 言 者 ホゼャ の 書に 曰く 我 は 我 が 民なら ざる 者 (何 西 阿 書 二 章 二十 一 一一 節) 云々 と、 以て 知るべし、 異邦 

人の ガ" されて 神の 撰！ ii^ たるべき こと は n 十く 已に 神が K 一一 一一 口 者 を 以て 宣べ給 ひし 所なる を、 民なら ざる 者- 

民と なるべし、 愛せられざる 者 愛せら るべ しと、 卽 ち^ょり 西より 南より 北より アブラハムの 子なら 

ざる 者が なされて 神の 國に 入るべし と。 (g^) 

〇 同じ 何两阿 書 (一章 十 節) に 又 曰へ る あり、 汝等我 民なら ずと 言 はれし 處に 於て 云々 と、 卽ち 異邦人 

は 彼等の 生れし 異邦の 地に 於て、 ユダヤ人が 約^の 地な りと 稱 せし パ レ スチナ の 聖地に 詣る ことなく 

して 其處 に、 卽ち 異邦の 地に 居ながら 活ける 神の 子と 稱 へらる べしと、 卽ち聖 き 者 は ユダヤ人と ュダ 

ャ國 のみに 限らす、 すべての 民と すべての 國 とが 聖 めら るべ しとな り、 讚美すべき にあら す や。 (加) 

〇 聖書が 異邦人に 就て 言 ふ 所 は 此の 如し、 然 らば イスラ H ル 人に 就て 言 ふ 所 は 如何、 預言者 ィザャ 叫 

んで 曰く イスラエル の數は 海の 砂の 如くな りと 雖も 唯少數 者 の み 救 はる ベ し 云々 と (以赛 亞書十 章 一 一 十 


二 節)、 卽ち イスラ H ル人も 救 はるべし、 然れ ども 其 すべてが 救 はる \ に あらす、 其 中の 少数者の み 救 

はるべし とたり、 是れ 前に も 言 へ る 如く 神の 約束の 血統に 由ら すして その 聖旨に 循て 人に 臨まん ため 

なり (七一十三 節 〕o  S 

〇 ィザャ は 叉 曰へ り-王 は 地の 上に 其 言 を 充分に 且つ 速 かに 行 ひ 絵 ふと、 主の 言 は 行 はれ ざれば 止ます 

(以 赛亞甞 五十 五 章 十 * 十一 節)、 イスラ ヱル 人の 撰擇は 充分に せつ 速 かに 行 はるべし、 {番 判 は 彼等の 上に 

臨みつ k あり、 羊と 山羊と は 終に 分 たるべし、 エルサレムの 陷落、 ユダヤ 國の 滅亡 は 遠き にあらざる 

べし、 然れ ども 是れ 彼等の 中の 少数者が 救 はれん が ためなり、 我が 前に 述べし が 如し (二十 二 節.)。 

〇ィ ザ ャ义豫 言して 曰く 若し 萬 軍の-王 我等に 裔を 遺し 絵 は ざり しなら ば 云々 と、 實に然 り、 若し イス 

ラ ェ ル 人中 救 はるべき 少數^ 微 りせば H ルサレ ムは 其？ i サ：^ と共に ソ ドム の 如くなる べし、 ユダヤ 國は 

其 滅亡と 共に ゴ モラと 等し かるべし、 卽ち 消えて 跡な き 者 たるべし、 然れ ども 神 は 其 約束の 民 を 絶ち 

給 はざる べし、 而 して イスラエルの _ ^と は キリストに 由て 救 はるべき 其 中の 少數 者な り、 彼等に 由て 

眞 正の イスラ H ル 民族 は繼緩 せらるべし。 (g-) 

〇 我等 是 等の 預言に 對 して 何と 言 はん 乎、 之 を 約言 すれば 如何、 卽 ち是れ なり、 義を 追求め ざる 異邦 

人 は義を 得たり、 而 かも 彼等の 得し は特 極の 義 なり、 信仰に 由る 所の 義 なり、 之に 反して 義を 目的と 

する 律法 を 追求め し イスラ H ルは其 追求め し 律法に 達せ ざり きと。 (^、 

〇 何が 故に 然る 乎、 何が 故に 異邦人の 達せし 義に イスラ H ルは 達する を 得 ざり し 乎、 其 理由 は 探る に 

難から す、 彼等 イスラ H ル人は 信仰に 由ら す、 行 ひに. e て 之に 達し 得べ しと 思 ひたりし が 故な り、 彼 

等 は義に 達する の 途を誤 れり、 彼等 は自 から 義人と なりて 神に 義と せられん と 欲せり、 然れ ども 是れ 
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不可能 事な. り、 人 は 努めて 義人たり 得る 者に あらす、 彼等 は 自己に 依りて 神に 頼ら ざり しが 故に 神の 

義人た る こと 能 は ざり き。 

〇 彼等 イスラ H ル人は 躓きの 石に 蹶 きたり、 以赛亞 書 八 章 十四 節に 曰へ るが 如し、 叉 同じ 書の 二十 八 

章 十六 節に 曰く 視ょ 我れ シ オンに 躓きの 石 また 礙 けの 磐 を 置かん 云々 と、 願き の 石、 礙げの 磐と^ 十 

字 架 こ 釘 ナられ し ィヱス キリスト なり、 彼 は ユダヤ人に は 蒙く 者 ギリシャ 人に は. 愚かなる 者な り 

ち 信仰の 妨害物な り、 忿怒 を隨 し、 反抗 を 喚起す る 者な り、 然れ どもす ベて 此 磐に 親る 者は教 はるべ 

し、 此 恥辱の 死 を 遂げし 彼 を 信す る 者 は 恥辱 を 取らざる べし フ J. 字. 抑！？ に 釘 けられし イエスキリスト を 

信じてのみ最終の裁判の日に外の幽暗に逐5^されて其處にて哀哭切齒すること無かるべし。 (お) 


親愛 宥恕 の途 

羅馬書 十二 章 十四 節より 廿 一 節まで 

よく-し.'、  し， ゆ，、  しゅ，、  のろ  、-、 

十四、 汝等 を^ 害する 者 を 祝せ よ、 祝して 詛 ふべ からす 

十五、 喜ぶ 者と 偕に 喜び、 哀む 者と 偕に 哀む べし。 ：， 

十六、 相互に 對し 同一 の 事 を 念 ふべ し、 高き 思念 を懷 くべ からす、 反て 低き に 就く 

べし、 自己 を智 しとす る 勿れ。  


十七、 呵 人に 對 しても 惡を 以て 惡に報 ゆべ からす、 すべての 人の 善と 見做す こと は 

努めて 之を爲 すべし。  や はら 

十八、 爲し 得べ き 限り は汝 等より して はすべ ての 人と 相 和ぐべし。 

十九、 愛する 者よ、 自 から 警を復 す 勿れ、 返き て 主の 怒に 任せよ、 そは錄 して 「警 

を復 へす は 我に あり、 我 之 を 報 ゆべ しと 主 は 曰 ひ 給 ふ」 と あれば なり。 

二十、 否な、 汝の敢 若し 飢 なば 之に 食 はせ よ、 渴 かば 之に 飮 ませよ、 そ は 此く爲 し 

て 汝は熱 炭 を 彼の 首に 積めば なり。 

廿ー、 汝、 惡に 勝た るゝ 勿れ、 善 を 以て 惡に 勝つべし。 

十四、 「汝 等」 基督 信者に 對 して 日 ふ、 汝等 天國の 市民た る 者 は 斯く爲 すべし となり、 基督 を 信 

ぜ ざる 者 は 斯く爲 す 能 はす、 彼等に 敵 を 愛する の 深き 動機 あるな し、 彼等 は 復饕は 正 當の權 利な りと 

信す、 然れ ども 汝等は i らしき 律法 を學 びし 者な り、 汝 等の 道義 的 觀念は 全然 彼等の それと 異なる、 

汝等 主に ありて 無限の 肘寶を 天に 蓄 ふる 者は此 世の 事に 關 して は 全然 讓 退の 途 に出づ べし。 〇 「迫害 

する 者」 汝 等の 信仰の 故 を 以て、 汝 等の 爲す 所が 彼等の 爲す 所と 全然 その 趣 を 異にする が 故に、 汝 

等 を 忌み嫌 ひ、 且つ 汝 等が キリストの 敎へ給 ひし 無抵抗主義 を 守る が 故に、 汝等 を與し 易き 者と 見做 

し、 汝等 を蹴仆 し、 汝 等に 唾す る を 以て 快樂 となす 者 を 祝せ よと なり、 眞 正の 基督 信者 出て 始めて 迫 

害なる もの は あるな り、 基督 信者の 如く 弱くして 無慾なる 者の 3^ ざる 間 は 世に 迫害なる もの は 起ら ざ 
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るな り、 迫害 は 信者に 取りて は 彼が キリストに 在りて 新たに 生れし 事實 の確證 なり、 不信者に 取りて 

は 彼が. 科 生の 恩 惠に與 かり 得ざる を自覺 する より 來る 嫉妬と 怨恨との 發表 なり、 恩惠 臨みて 迫害 起る、 

恩惠 のな き 所に 迫害 あるな し、 世に §S ましき ものにして 實は 迫害の 如き は あらざる なり。 〇 「祝せ よ」 

その 爲 めに 幸福 を 祈れよ、 單に その ij; を 免す にて は 足らす、 進んで 彼が 幸福な らん 事 を 祈れよ、 彼の 

神に 受納 せられん こと を 祈れよ、 彼が 悔 改めて 父なる 神に 還り 來 らんこと を 祈れよ、 汝等 自身 も. 曾て 

一度 は 神に 逆 ひし 者、 善 を 憎み 惡を 愛せし 者卽ち 迫害者な りき、 然るに 祌は 今汝 等を惠 み、 迫害 さる 

る 者と ならしめ 給へ り、 今汝 等に 迫害 を 加 ふる：^ も 亦 IM 一  の 恩 惠に與 かり 得ざる の现 あらん や、 故に 

彼等の 祌に惠 まれん こと を 祈れよ と。 〇 「詛 ふべ からす」 祝せ よの 反對 なり、 惡 の 彼の 上に 落 來- 

らんこと を 祈る 勿れ、 咒詛は 復仇の 教も 甚だしき ものな り、 汝等 基督 信者 は 手 を 以て 仇 を 報 ゆべ から 

ざるの みならす、 亦 心に 於ても 復 ||2 の 念を懊 くべ からざる なり、 我等 は 思念に 於ても 行爲に 於ても 全 

然 我等の 敵を赦 し、 更らに 進んで その 幸福 を 祈 るべき なりと。 

十五、 同情 推察の 心 を 養成せ よ、 而 して 先づ 喜ぶ 者と 偕に 甚 ぶの 心 を 懐けよ、 是れ 基督 信者の 特に 

爲 すべき ことなり、 哀む 者と 偕に 哀 むは 不信者と 雖も 能く 之 を 爲すを 得べ し、 彼等 は 人の 悲哀に 沈む 

を 見て、 己の 人に 優って 遙 かに 幸； i なる を 知て 甚ぶ なり、 世人の 所謂る 同情 推察なる もの は 深く 其 源 

を究 むれば、 自尊 自足の 情に 外なら ざるな り、 憐偶は 多くの場合に 於て は 傲慢な り、 恩 を 人に 寶るこ 

となり、 自己の 繁； I 曰 を 人に 誇示す る ことなり、 是れ 勿論、 恩 を 施さ るに 優 さると 雖も、 而 かも 4^ 上 

の 同情と 稱 すべから す、 キリストの 愛 は 憐憫 以上な り、 是れ哀 む 者と 偕に 哀 むに 止まらす して、 進ん 

で 喜ぶ 者と 偕に 喜ぶ ことなり、 愛は妒 ます 誇らざる なり、 人の 资 遇の 己に 優る を 看て 之を妒 まざる の 


みならす、 反て 之 を 喜ぶな り、 人の 立身 を 開て 喜ぶな り、 人の 成功 を 見て 喜ぶな り、 人. の 己の 上に 立 

つに 至る を 知て 喜ぶな り、 而 して 汝等籍 を； 大國に 移せし 者に キリ ストの 此心 なかる ベから す。 

十六、 「相： A に對 し」 すべての 人に 對し、 殊に 信仰の 兄弟 it 妹に 對し。 or 同一 の 事 を 念 ふべ し」 

おも ひ  こゝろ 

汝等念 を 同う し、 愛 心 を 同う し、 意 を 合せて 念 ふこと を 一にすべし (腓立 比 書 二 章 二 節〕、 汝等 自己の こ 

とに 就て 念 ふ 如く また 兄弟の ことに 就て 念 ふ ベ し、 卽ち汝 等 の E わ 念に 自他 の 差別 あ る ベ か らす、 自己 

のこと は 兄弟の こと、 兄 のこと は 自己の ことたるべし、 汝 等の 行爲は 自己に 對 しても、 亦 兄弟に 對 

しても た 千遍 一律 たるべし、 卽ち 愛の 律 たるべし、 我等 各人 キリストに 於て ー體 たれば 亦 互に 其肢 

たる 也 U 巾 五節)、 手の 欲する 所 は 亦 足の 欲する 所に して、 足の 求む る 所 はまた 手の 求む る 所な り、 手 

と 足と は 同一 の 事 を 念 ふなり、 汝等 キリストに 在る 兄弟 姉妹 も 亦 その 如くな すべし。 〇 「高き 思念 を 

懐く ベから す 云々」 自己に 就て 高き 思念 を懊 くべ からす、 反て 自己 は 低き に 就くべし、 平和 一致 を 

缺 くこと にして 高ぶりの 心の 如き はなし、 自己 を 中心とし、 他 は 悉く 自己に 事 ふべき 者と 思 ひて 調和 

は破壞 されざる を 得す、 人 は 何人も 主人公た るの 思念 を拋雍 して 下僕た るの 覺悟を {ル めよ、 人に 奉仕 

はれん と 欲せす して、 人に 事 へんと せよ、 "だれ キリストの 心なり、 奉仕 を社會 より 要求し、 國 家より 

要求し、 家族より 要求して 平和 一致 は 望む ベから す、 家長 主義に 依て 成る 來洋 の國 家に 溫情和 樂の掬 

すべきな き は キリストの 此 心に 於て 缺 くる 所 あれば なり。 〇 「自己 を智 しとす る 勿れ」 箴言 三 章 七 

節の 言 を 以て 汝 等の 心と 爲 すべし、 己れ と 己の 價 値 を，； むる 勿れ、 神と 人と を 離れて 己に 就て 念 ふべ 

からす、 自己 は敎會 (キリ ストの 體) の 一 分子 ( 一 肢) なること を 忘る ベから す、 權利を 有する と 同 

時に 亦 義務 を擔ふ 者なる こと を 記憶すべし、 自己 を 特別に 聰明なる 者、 特別に 高貴なる 者と 念 ふべ か 
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らす、 人の £ に 相 異なる は 彼が 神より 賜 はる 所の 恩 惠に藉 りて 賜 を 異にする に 因る (第 六 節)、 王者、 

王者に 非す、 學者、 學者 にあら す、 各自、 共 信仰の 量に 循 ひて (八 0 神と 同胞との ために 盡す 者た るの 

み。 

十七、 「3: 人に 對 しても」 信者に 對 しても 不信者に 對 しても、 內國 人に 對 しても 外國 人に 對 して 

も、 人と いふ 人に 對 して、 汝等 キリストの 僕たり 天國の is 民た る 者 は惡を 以て 惡に報 ゆべ からすと、 

復 響 は斯 世の 人が 以て 正 當の權 利な りと 見做す 所の ものな りと 雖も、 斯 世の 者に 非ざる 基督 信者 は 之 

を 罪惡と CD- 做すべき なり、 世に 所 諮る 「基督； 者」、 英國 人、 米國 人、 露國 人、. 卽ち 敎會： 一:^ 者の 多数 

が (仪 轉を敢 てし、 之 を 正義な り 人道な りと 稱讚 する こと ありと 雖も、 我等 は 其 言に 耳 を 傾く るの 要な 

し、 我等 は 基赞の 一一 一一 口 其 儘 を 服 臍して 基督 信者た るの 職 责を盡 くすべき なり。 〇 「すべての 人の 善と 見 

做す こと 云々」 衆目が 視て 以て 善と なすこと は 努めて 之を爲 すべし、 人の 批評 は 之 を 顧みる に 足ら 

すと 做す 勿れ、 顧る に 足らざる 批； t あり、 顧る に 足る 批評 あり、 *1 の 公評 は 多くの場合に 於て は 神の 

聲 なり、 我等 は 完全に 達せん がた めに 3 力めて 世の 批評 を も 利用すべき なり、 我等が 期く する は-王の 前 

のみならず、 亦 人の 前に も 善 からん こと を 慮るな り (哥林 多 後書 八 章 二十 一節)。 

+ 十八、 r 爲し 得べき 限り は 云々」 平和 は 萬 事 を 犠牲に 供しても 保つべき 者に あらす、 世に 平和に 

優りて 更らに 貴重なる もの あり、 然れ ども 爲し 得べき 限り は、 屮 I 來 得る 限り はすべ ての 人と 相 和らぐ 

べきな り、 若し 我等の 財產を 提供す るに 依て 平和 を 保ち 5r へ くんば 之 を 保つべし、 若し 主義 信仰 以外 

の讓 退に 由て 之 を 維持し 得べ く A ば 之 を 維持せ よ。 〇 「汝 等より して」 平和 は 止む を 得す 之 を 破ら 

ざる を 得ざる こと あると も、 汝 等より して 之 を 破る 勿れ、 汝 等より して は S に 平和の 手段に 出で よ、 


： 若し 汝等. に 依て 和戰 孰れ か 決せら るべき 場合に 臨まば 汝等 は必す 和に 決せよ、 汝 よりして 戰を 挑む 

れ、 汝 よりして 爭鬪を 求む る 勿れ、 汝等 はドコ まで も 平和の 人 たるべし、 然り、 屮ぃ來 得べき 限り は、 

鲁攀鲁 鲁參  參鲁 餐》鲁#き鲁##參參 

汝 等より して は、 すべての 人と 相 和らぐべし。 

十九、 「愛する 者よ」 キリストに 在りて 信仰と^と 艱難と を 共に する 者よ。 〇 r 自 から 饕 を復へ 

す 勿れ」 若し 馨の復 すべき あらば 自 から 之 を復す 勿れ、 斯 世の 法律 に 於て すら 私人の 復柳 は 禁 ぜ ら 

る k にあら す や、 況して 天國の 法律に 於て を や、 汝は 如何なる 場合に 於ても 汝に寇 する 者の 上に 汝、 

自 から 手 を 下す ベ からす。 〇 「退きて 主の 怒に 任せよ」 汝の敵 は 之 を汝の 神の 手に 任 かせよ、 彼 

(神) は 唯一 の正當 なる 裁判人な り、 罰する の 權利は 彼に のみ 屬す、 彼の 怒に 私憤の 混す る こと ある 

なし、 彼 は 純愛 を 以ての み 怒り 給 ふ、 故に 彼の 怒に 觸れて 人 は 救 はれん がた めに 罰せら る k なり、 汝、 

自 から 纏 I を復 へさん とする か、 汝の敵 は 永久に 汝の 敵と して 存 すべし、 然れ ども 若し 神が 汝に 代りて 

汝の仇 を 報いん か、 汝の敵 は 其 を悔 ひて 終に 汝と 和らぐ に 至るべし、 汝の敵 を 神に 附 たす は 是れ更 

らに嚴 しく 彼 を 罰せん がた めにあら す、 彼 を 正義の 裁判に 附 して 彼 をして 汝と 和らがし めん ためなり。 

〇 「そ は錄 して 云々」 舊約 聖書に 此言 あるな し、 之に 類す る もの を t 命 記 三十 ニ章卅 五節たり とす、 

保 羅幷に X 布怕來 書の 記者 は 此語を 舊約聚 書 以外の 或る 書より 引用せ しが 如し (希 伯 來書十 章 三十 節)、 神 

の 言は必 しも 書に 限らす、 眞理 はすべ て 神の 言な り、 聖書 記者 は 自由に 聖菁 以外の 一一 目 を 引用して、 

神の 言の 聖書に のみ 限られざる を 諍 明せ り。 〇 「籌を % す は 我に あり」 復罄は 我が (祌 の) 事な り、 

人の 自 から 行 ふべき ことに あらす、 我 (神) は汝等 (人) に 依ら ざれば. 惡人を 罰し 得すと 思 ふ 勿れ、 

我に 火 あり、 また 水 あり、 我 はまた 直に 人の 良心 を責 むる を 得るな り、 汝 等は自 から 劍を拔 いて 我 
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(祌) に 代て 汝 等の 敵に 懲罰 を 加 ふと 稱 すれ ども、 我 は 背て 斯 かる 代 现を汝 等に 委ねし ことなし、 我 

は自 から 我が 伎なる すべての 人類 を 鹿 するな り、 汝等 何人 なれば 他人の 僕 を 審判す るか、 彼の 或 ひ 

は 立ち 或 ひ は 倒る. -は其 主に 由るな り (羅- ■ ^書 十四 章 四 節，)、 天に 代て 不義 を擊 つと 稱 する 汝等 自身の 手 

を し 見よ、 之に また 責 むべき の 不義 は存 せざる 乎、 此 故に 凡そ 人 を く 所の 者よ、 汝 言ひ遁 るべ！ 

き樣 なし、 汝、 他人 を i? く は 正しく 己の 罪を定 むる 也、 そ は i? く 所の 汝も之 を 行へ は 也 ニー 章 一節〕。 - 

二十、 「否な」 之に 反して、 It を復 すに 反して。 〇 r 汝の敵 若し 飢 なば 云々」 箴言 第廿 五章廿 

一 、 廿ニ 節に 依る、 舊約架 書の 此言を 其儘實 行せ よ、 敵に 對 する 新約の 敎 訓は舊 約の それと 異ならす _ 

〇 「熟 炭 を 彼の 首に 積む」 二様に S する を 得べ し、 惡に報 ゆるに 蕃を 以てして 汝の 敵の 心に 羞恥の 

念 を 起し、 以て 彼の 悔改を 促すべし と、 是れ此 言の 普通の 解釋 なり、 或 ひ は 惡に報 ゆるに 善 を 以てし 

悪 をして 一 厣 a 惡な らしめ、 以て  一 &, 曰 迅速に 汝の 敵の 頭上に 祌の怒 を 招くべし とも 解す る を 得べ し、 炭 一 

は 火 を 招く ための 導火線な り、 神の 怒に 觸れて 熱し、 懲 治し 難き 惡人 を燒盡 すに 至るべし、 蓋し 是れ 

彼 を 匡正す るた めの 唯一 の 方法なる べし、 彼 は 火よ リ脫れ 出る 如く 終に 救 はれん (哥林 多 前書 三 章 十五 一 

節)、 二者 孰れに 解す る も 敵に 惡意を 表する の 意に あらざる は 明かな り、 我等の 目的 は 敵 人の 改悛に 

在り、 其 他に 在らす。  J 

二十 一、 r 惡に 勝た る k 勿れ」 惡を 以て 惡に報 ゆる は惡に 勝た る& なり、 卽ち惡 の 刺戟 を 受けて. 

之に 應ぜ しなり、 惡の 刺戟 は 善 を 以て 之 を 挫かざる ベから す、 惡は 火の 如し、 火 を 以て 火に 對 すれば 

火 は ハ优々 熾な り、 惡の 火を熄 さんと 欲せば 善の 水 を 以てせざる ベから す、 而 して 火 を 娘す の途は 3： 人 一 

も 能く 之 を 知る、 然れ ども 惡に 勝つ の途は 智者 も 能く 之 を 知らす、 曰 く 懲罰、 曰く 懲誡 と、 而 して 之； 


を 加へ て惡は 益々 その 猛威 を逞 うす、 惡の懼 る、 もの は惡に 非す して 實は 辞たり、 而 して キリスト は 

己 を惡の 手に 附し袷 ひて 惡を其 根本に 於て 挫き 給へ り、 我等 彼の 弟子た る 者 も 亦 彼に 傚 ひ、 彼の 偉業 

を贊 けて 悪の 全滅 を 計るべき なり。 

待望の 生涯 

羅馬書 十三 章 十一 節 以下 

〇 此の 如く 行 ふべ し。 

政府の 要求 は 怨言く ことなく 悉く これに 應 すべし (七 節〕、 人に 愛 を 負 ふの 他 は 何物 を も 負 ふ 勿れ 

(八 節)、 全然 無愁の 生涯 を 送るべし、 此世は 之 を 無き 者と 見做すべし。 

〇 我等 は 時 を 知れ， -。  _ 

我等 は 現 時の 如何なる 時なる 乎 を 知れり、 時 は 夜な り、 キリストが 彼の 敵に 告げて 曰 ひ 給 ひしが 

如く、 今は汝 等の 時、 噔黑の 勢力な リ (路加 傳ニ 十二 章 五十 三 節)、 暴威と 僞 善との 横行す る 時な り、 聖 

善 を 求めて 之 を 得る 能 はざる 時たり、 萬物の^^始に於けるが如く、 政治に 於ても 宗敎に 於ても 黑暗淵 

の 面を掩 ふの 時な り (創世記 一章 二 節)、 斯 かる 時に 方り て 抵抗 は 無益な り、 现時は 我等の 時に あら ざれ 

ば、 我等 は此 時に 方り て 我等の 聖 望を充 たさんと 欲すべからざる たり。 
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〇 今は寢 より^むべき 時な. o。  _ 一 

今 は 夜な り、 然れ ども. 院は 近し、 今 は 暗黑の 勢力な り、 然れ ども 其 lii 折の 時 は逼れ り、 主 は 臨り 給 一 

はん、 光 は 臨まん とす、 今や 寢 より 寤 むべき 時な り、 復活の 朝 は 近し、 キ： に 在りて 旣に寢 りし 者 は 墓 一 

より 出て 彼と 偕に 臨らん、 而 して 生きて 此 世に^れ る 我等 は 化せられて 彼の 處に 至らん、 暗黑の 世に- 

勢力 を 揮 ふ はな f 暫時の み、 暫 らくせば 主、 號 令と 天使の 長の 聲と 神の 菰を 以て 自 から 天より 降り 給 は 一 

ん、 其 時 腿；：^ と 編 幅と、 其 他す ベて 暗黑を 愛する 輩と は 悉く 此 地より 取 除かるべし。 テサ 0  -ーケ 前書 一 

四 章、 以赛； C 儿書ニ 章 二十 節 以下。  一 

〇 そ は 信仰の 初よ. 0 更らに 我等の 救 は 近し。 

我等が 初めて キリスト を 信じて より 以來、 歳 を. 終る 幾 ：3、  ：！： を閱 する 幾 干、 幾：！ か 天 を 仰ぎて if- の 

臨る を俟 ち、 幾 囘か聲 を 投げて 「主よ、 斯くて 幾 M 時を經 たま ふや」 と 叫びたり、 我等の 敵 は 嘲け り 

て 曰へ り r 汝の祌 は 何處に 在る や」 と、 夜 は 長 かりき、 然れ ども 今や 我等の 救 は 近し、 我等の 義 とせ 

らる、 時 は 到りぬ、 待望の 時 は旣に 去て、 實 現の 時 は遍れ り。  一 

〇 夜旣に 深け て n 近づけり。 

暗 黑は旣 に 其 極に 達して 黎明 將 さに 東天に，：：： らまん とす、 惡人旣 に 其 罪に 飽きて^ 日將 さに 普く 一 

切 を 照らさん とす、 試練の 時 は旣に 過ぎて 報 賞の 時 は 到らん とす、 キリストが 世 を 治め 給 ふ 時 は 近づ- 

けり、  羔の 婚姻の 筵 は將に 開かれん とす。 

〇 故に 我等 暗 黑の行 を 去りて 光 叨の甲 を 衣るべし。  一 

新 郞は將 さに 到らん とす、 故に 我等 は 衣 を 整へ、 晤黑の 行 爲の寢 衣を脫 して 光明の 甲の 正義 を 着る 


べきな り、 寢衣は 光明の 筵に 應 しからす、 王 は 招かれし 客の 禮服を 着ん こと を 要め 給 ふ (馬 太傳 二十 二 

章 十一 節〕、 喑黑の 世に 在て は 人 は 暗 黑の行 爲を怪 ます、 然れ ども 將 さに 臨らん とする 光明の 世に 在り 

て は、 光明の 禮服を 着る にあら ざれば 王の 前に 立つ 能 はす 

王、 (招かれし) 客 を 見ん とて 来りけ るに、 玆に 一 人の 鱧 服 を 着ざる 者 ある を 見たり、 之に 曰 ひ 

ける は、 友よ、 如何 なれば 禮服を 着す して 此處 に來る 乎と、 彼れ 默然 たり、 王 遂に 其 俟に曰 ひけ 

る は、 彼の 手足 を 縛りて 外の 幽暗に 投 5,1 せ、 其處 にて 哀哭 又切齒 あらん (馬 太傳 二 章 十一 節 以下い。 

cx 仃を 正しくして 晝步む 如くす ベ し。 

晝に應 しき 行を爲 すべし、 我等 は 光の 子 なれば、 今尙ほ 夜な りと 雖も、 光の 子の 如くに 行 ふべ し、 

(な 弗 所 書 五 章 八 節)、 そ は 夜 は. に 明けて、 日光 倏 にして 我等の 汚辱 を 照らす ベければ なり。 

〇 饕饕醉 酒、 又奸淫 好色、 又爭鬪 嫉妬に 步 むこと 勿れ。  ； 

是れ iis な暗黑 の行爲 なり、 故に 盛んに 暗 黑の此 祉に行 はる、 然れ ども 我等 主に 招かれて 其 僕と なり 

し 者 は、 光の 子供 叉晝の 子供な り、 我等 は 夜に 歸 ける 者 暗に 屬 ける 者に 非す、 然れば 我等 世の 人の 寢 

るが 如く 寝る こと をせ す、 醒めて 愼 むべき なり、 そ は 寢る者 は 夜 寝り 酒に 醉ふ者 は夜醉 へばたり (テ 

サ Q  -ーケ 前書 五 章 五節 以下)、 然り、 爭ふ者 も 亦 夜 (米 ひ、 鬪ふ者 も 亦夜鬪 ふなり、 故に 暗闘と 云 ひ、 夜襲 

と稱 す、 暗黑の 政治と 暗黑の 敎會、 何れ か惡 魔の 支配す る 暗黑 の社會 なら ざらん や。 

〇 惟汝等 主ィ エス キリスト を 衣よ- -  . 

光明の 甲 を 衣よ、 主ィ H ス キリスト を 衣よ、 彼 は 光な り、 理 なり、 生命な り、 彼に 傚へ よ、 彼の 

靈を 受けよ、 彼の 歩み 給 ひしが 如くに 歩めよ、 彼の 如く 謙 返に、 彼の 如く 柔和に、 信と 愛との 胸當を 
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着、 救のび-^-を？；！とし、 以て 彼の 来り 給 ふを俟 つべ し。 

〇 肉 體の慾 を；， 仃 はんがた めに 其增修 を爲す 勿れ。 

キリ ストの.；^臨は此世の終末なり、 其 時 彼 は 此^の すべての 權カ を滅し 之に 代 ふるに 聖 父の 權カを 

以てし 給 ふ、 其 時^ 階 は 疲れ、 勳^=+は^り、 富は贵 をな さす、 權は威 を 作らす、 此 世の 形狀は 失せて、 

新ら しき 天と 新ら しき 地と は 願 はれん、 而 して 義其 中に 在り (彼？， W 後 害三聿 十三 節)、 其 時 有つ 者 は 有 

たざる 者の 如く、 富める 者は贫 しき 者と 異ならす、 惟信と tlf! と 愛との み^して 其 他 は皆禾 稿の 如くに 

K かるべし、 然 らば 我等 國 を承繼 ぐべき お、 ^で 肉 體の愁 を 行 はんがた めに 其 準備に 汲々 たるべ け 

ん乎、 貯蓄 は 明 n のために 必要なる べし、 或 ひ は來； ^のために 必要なる べし、 或 ひ は 更らに 延びて 來 

年の ために 必要なる べし、 然れ ども 永久の ために 必要なら す、 子孫の ために 必耍 たらす、 貪 装 は卽ち 

^像？. 拜 なり (コ。 サイ 書 手  1^ 五節)、 長き 將來 のために 準備す るは贪 焚の 雜を 犯すな り、 中； は 臨り 給 は 

ん、 而 して 汝の 常は廢 れん、 縱し主 は 未だ 臨り 給 はすと する も、 汝 自身が 彼の 召す 所と ならん、 而し 

て汝の 富は汝 自身に 取りて は 無き に 等しき ものと ならん、 或 ひ は 中： も 來り給 はす、 汝 自身 も 此^より 

召されす とする も、 汝の富 其 物が 銹び 腐れて、 或ひは^i?の如くにpl:を生じて汝の手ょり飛び去らん、 

或 ひ は汝の 懐の 巾に 在りて 腐蝕して 汝と汝 の 子孫と を 求： せん、 然り、 貪 焚 は S§ なる のみなら す 無智な 

り、 此 世の 何たる を 知り、 自身の M たる を 知り、 常 其 物の： E たる を 知る 者 は 之を蓄 へて 肉 體の慾 を 行 

はんがた めに 共 準備 を爲さ るな り。 

む さば  3 すび と 

故に 臼 ふ、 食 愤を拂 ふべ し、 愛 を 行 ふべ し、 贪る 勿れと、 明 口 ある を 知らざる 我等、 盜 人の 來 るが 

如くに 意 はざる 時に 主の 來り給 ふ を俟っ 我等、 此 世の 滅亡 を 期す る 我等、 而 して 萬 物の 改造 を^む 我 


等、 我等 爭 でか 此 世の 財に 戀々 して 之 を 握り 之に 縫り 以て 4 の 前に 立て 恥辱 を 取らん や、 愁は 之を絕 

たんと 欲して 絶つ 能 はす、 然れ ども 慾の 非理なる を 知て、 之 を 絶つ こと 甚だ 易し、 信者 は道德 として 

のみ 善事 を 行 はす、 智慧と して 之 を 行 ふ、 彼の 人生 觀と、 {H 由觀 と、 未來觀 とが 彼 をして 之 を 行 ふに 

容易なら しむ。 

亡ぶ る此世 朽 行く 我 身 

誠に 實に 此^ を 信じて 彼 は 利 慾の 念に 淡， 円 なら ざらん と 欲する も 能 はざる なり。 

信者 は 光の 子な り、 喑黑の 世に 在て 光の 到 來を俟 つ 者な り、 此^ は 其 政 W なると 敎會 なると を 問 は 

す、 すべて 悉く 暗黑 なり、 彼等 は 平和 を 講じながら 軍備に 急 はし、 彼等 は 愛を說 きながら： 立に 相 憎み 

相 排斥す、 而 して 此 普遍的 暗黑の 中に 在りて 少数の 信者 は 行爲を 潔う して 主の 到 來を俟 つ 者な り、 恰 

かも 小團を 作して 敵地に 陣を 張る が 如し、 或 ひ は 敵の m 園 を 受けて ：大；^ に^ 城 を 守る が 如し、 敵 は 外 

にあり、 時には 又 中に 在り、 信者と 稱 する 者 悉く 味方に あらす、 然り、 敵 は lif 々： 大使の 如くに 輝きて 

我等の 中に 在り、 今 は 誠に 暗黑の 勢力な り、 此 世の 在らん 限り 信者 は 其^ 誡を 解く 能 はす、 故に 少數 

の 彼等 は 深く 互に 相愛すべき なり、 懇切に 互に 相援 くべき なり、 敵の 重圃を 受けて 城 中の 小 5^ は 兄弟 

も啻 ならす、 喑黑の世に信仰の孤城を守りて信者は互に相愛サざらんと欲するも^^ルゃ、 斯 かる 場合 

に處 して 愛せざる は 信者に あらざる なり、 愛 は 彼等の 境遇の 然 らしむ る 所、 彼等 は 主義と しての み 愛 

する にあら す、 又 境遇に 强 ひられて 互に 相愛せ ざる を 得ざる たり。 

終りに 偽 はりの 信者に 注意せ よ、 彼等 は キリストの； 一:3 者な りと 稱 して、 キリストの 敵なる 此 世と 和 

し、 之に 媚び、 之を迎 へ、 之 を 助けて、 之と 共に 幸福の 域に 逹 せんと 欲す、 彼等 は戰爭 は 可な りと 
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へ、 は大に 作るべし と說 き、 此 世に 大 なる 勢力 を 得て、 其 政： を 行 ひ、 其 競^に 勝たん と 欲す、 彼 

等の 理想 は 此^の 理想な り、 彼等が 此 叱と 異なる 所 は惟敎 會に參 し、 讚美歌 を唱 へ、 聲を 揚げて 主よ 

主よ と 叫ぶ に 止まる、 而 して 神 は 彼等 を 裁判き 給 は ざらん や、 未来に 於て は 勿論、 現在に 於ても 神 は 

顯 明に 彼等 を 裁判き 給 ふに あらす や、 彼等の 中の 政治家 を よ、 世 を？^ くと 稱 して 返て 世の 欺く 所と 

なり、 ^の 設けし 穽に陷 りて 終に その 捕 ふる 所と なる にあら す や、 彼等の 巾の 實業 家を視 よ、 富 を 作 

りて 神 を 5.:- (むべ しと 稱 して、 返て 富の 誘 ふ 所と なり、 其 毒す る 所と なりて、 神 を？ 欲し、 聖名を 辱 かし 

むる にあら す や、 老 ヨハネ は誡 めて 口へ り 

此^ を 愛する 勿れ、 叉 世に ある 物 を 愛する 勿れ * 人 若し 此世を 愛せば 父 を 愛する の 愛 其衷に 在る 

なし 

と (ヨハネ 笫 一書 二 章 十五 節)、 然れ ども 敎會と 其 信者と は 聖書の 此明訓 に 其 耳を倾 けす、 返て 此世を 愛 

する を 以て キリストの 愛な りと 稱し、 キリストの 敵なる 此^と 和し、 之と 淫を行 ひて、 彼等と 等しく 

不義の愛を行はざる者を狹量なり偏屈なりと稱して^^むるなり。 

然れ ども キリストの 道は炳 として 太陽の 如し、 キリストの 道は此 世と 相 逆る、 キリスト を 信じ、 彼 

の 聖旨 を爲 さんと 1^ めて、 此 世と 此^の 敎# とに IE まれ ざらん と 欲する も 得す、 此^ は已に キリスト 

を 殺したり、 ，で 其 弟子 を 許容す ベ けんや、 我等 は 容易に 信者の 眞偽 を！： 別つ を 得るな り、 世の 憎む 

000  O00OOOOO  0OOOOOOO0  OOO0OOOOO 

所の 者、 是れ眞 の 信者な り、 ^の悄 まざる 所の 者、 是れ 偽りの 信者な り、 迫害 は 信者の 附隨 物な り、 

此 世の 迫害 を 身に 受けす して、 信者 は 信者に あらざる なり。 

我等の 國は 天に 在り、 我等 は 救 中： 卽ちィ H スキ リストの 其處 より 來るを 待つ、 彼 は 萬 物 を 己に 服 


はせ 得る 能に 由り て 我等が 卑しき を 化へ て其榮 光の 體に 象ら しむべし (腓立 比 書 三 章サ， 廿 一節) 

信者の現在の狀態と未來の希&^^とは明かに玆に示さる、 彼は此 世に 在りて 犬な らんと 欲せす、 又此拿 

の榮を 受けん と 欲せす、 彼 は 此^に 在りて は 異邦の 民たり、 彼の 幸福、 彼の 榮光 はすべ て 天に 在り、 

彼 は H 夜 腰に 帶 して 主の 其處 より 來るを 待つ 者な り、 

我等 此處に 在りて 恆 に^つ ベ き 都 城な し、 惟來 らんと する 都 城 を 求む (希 伯來書 十三 窣 十四 節 )o 

初代 敎會 の實例 

羅馬書 第 十六 章の 硏究 

日本語 を 以て 敎會 と譯 せられし H ク レジ ャの 3： である 乎 は 其 祌學的 定義に 依て は 解らない、 敎會は 

キリスト の體 である (コ 。サイ 書 一 の 十八)、 又 萬 物 を 以て 萬 物に 滿 たしむ る 者の 滿 てる 所な り (ェ ぺ ソ齊 

一 ノ廿 三) と 聞く も 其 何で ある 乎 は 能く 解らない、 敎 の 何んで ある 乎 は 其 如 3： なる 者で ありし 乎 を 知 

るに 由て 解る、 卽ち 之を歷 史的に 攻究して 解かる、 に 之 を神舉 的に 論究して 了 だの 結論に 達する こ 

と は 出来ない。 

加 拉太書 三 章 二十 六 節 以下に 曰く 

汝等は 皆 キリスト イエ スに 在りて 信仰に 由り て 神の 子たり …… 其 中に ユダヤ人 叉 は ギリシャ 人 あ 
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るべ からす、 共 中に 奴 隸乂は 人 あるべ からす、 共 中に 男 又は 女 あるべ からす、 そ は汝等 はすべ 

て キリスト イエ ス にあり て 一 なれば なり 

と、 是れ敎 \ 皆の 何たる 乎 を事資 的に 示した る 言 56 である、 キリストに 在りて 信仰に 由り て 神の 子と 成 

れる 者の 園體、 故に 其屮に 人種の 差^ あるべ からす、 主 從の差 ^あるべ からす、 然り、 男女の 差^す 

ら あるべ からすとの 革で ある、 敎會は キリ スト イエス に 在る 靈の 一 致に 由て 肉の 差^ を 取 除かれし 者 

の 一 團 である、 卽ち人 秤と 階級と 性^と を 超越しての である。 

バウ a の此 一一：  一！ ft を 更に 侗 人的に S 證 したる 者が 維瑪 第. H ジ rff 一  節より 十六 節まで 1- ある、 ； に 使 

徒 時代の 敎會の 組！！ と 精神と が遗憾 なく 示されて ある、 初代の 敎會の 如何なる 者な りし 乎 を 知らん と 

欲する 者 は け：" の斯 かる 筒 所に 注目すべき である、 に^^ 名 il の速投 なれば とて 之 を輕々 しく 看 逃 

すべきで ない、 ra: お 名詞 は 史的 事 K の ss; ほ據 である、 バウ 口 は 夢想 ，3!- ではなかった、 彼 は 軍に 现 想の 敎 

會を 夢み て、 其 赏現を 試みざる が 如き 者ではなかった。 

我れ 汝 等に 我等の 姉妹なる フィべ を 推 腐す、 彼女 はケン クレアに 於け る 敎會の (女) 執事な り、 

ふ r は  bi 

我れ 汝 等に 勸む、 汝 等が 徒た るに 應 しき 近 を 以て 主に 在りて 彼女 を迎 へ、 彼女が 汝 等より 需む 

る 所に 循ひ、 何事に よらす 彼女 を投 けんこと を、 そ は 彼女 自身 も 亦 今日まで 多くの 人を拨 け、 我 

れ 自身 も 亦 彼女の 援助 を 受け たれば たり Q 

キリ ス トイ ェ スに 在りて 我と 共に 勸 らくお なる ブ リス キラと アクラに 平安 を 問へ、 彼等 は 或 時 は 

我が 生命の ために 彼等の 頸 を 劍のド に) S けり、 共れ がた めに、 惟り 我れ のみなら す、 異邦人 

のす ベ て の 敎會も 亦 彼等に 感謝す、 又 彼等の { 糸に 在る 敎^ に 共 平安 を 問 へ 。 


我が 愛する ェ パ ィ ネトに 其 平安 を 問 へ、 彼 は アジ ャが キリスト に獻 げし 初械 たり。 

汝等 のために 多く 盡瘁 せし マリヤに 其 平安 を 問へ。 

我が 血緣の 者に して 我と 同囚の 徒なる アン デ 口 ニコと ジュ 一一 ャに共 平安 を 問へ、 彼等 は 使徒 等の 

中に 名聲 ある 者な り、 彼等 は 又 我より 先き に キリ ス ト を：！：？ ぜし 者な り。 

主に ありて 我の 愛する アム ピリア テに其 平 〈文 を 問へ。 

キリ ストに 在りて 我と 共に 働く ウル バノに 其 平安 を 問へ、 又 我が 愛する ス タクに も爾 かせよ。 

キリストに 在りて 銀鍊 へられた るァ ペレに 其 平安 を 問へ" 

アリス トブ n の 家の 場に 其 平安 を 問 へ 。 

我が 血緣の 者なる へ ロデオ ナに其 平安 を 問へ。 

ナル キソの 〔豕 の屬 にして キリ ストに 在る 者に 其 平 〈义を 問へ" 

主に 在りて 盡 せし 所の テルバ イナと テル ボ一サ に 其 平.：^ を^ ヘリ 

愛せら る、 ペル シ， に 彼女の 平安 を 問へ、 彼女 は 中： に 在りて 多く 盡痒 せり" 

主に 在りて 選ばれし ルポと 其 母と に 平安 を 問へ、 彼の： S は卽ち 我が はたり" 

ァスキ キリ トとビ リゴン こ ヘレ マと パト ロバと ヘレ メと、 又 彼等と 共に 在る 兄弟 等に 其 平安 を 問 

ピロ 口 コとジ ユリ ャ、 及び ネ リオと 其 妹、 及び オリ ムパ、 及び 彼等と 共に 在る すべての 聖徒に 其 

平安 を 問へ， - 

汝 等^き 接吻 を 以て 相互に 其 平安 を 問へ。 
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キリストの すべての 敎會汝 等に 平安 を 問 ふ。 

玆に 二十 七の 岡 有 名詞が ある、 卽ち 二十 七 人の 信者が 其 名 を 以て 稱 ばれて 居る、 彼等 は羅 馬に 於け 

る 基督 信者であった、 其 中 九 人が 女であって、 十八 人が 男で ある、 卽ち 「sf- あるな し、 女 あるな し」 

である、 今日の 日本に 於け るが 如く 男尊女卑の 昔時の 羅 馬に 於て 女が 男と 骄び稱 せらる、 は旣に 異例. 

である、 ケン クレア 敎會の 女 執事なる フィ ベ、 アクラの 妻なる ブ リス キラ、 ブ リス キラと アクラと あ 

りて、 此 場合に 於ての み 女の 名が 男の それの 前に 記して ある、 聖徒の ために 多く 盡瘁 せし マリヤ、 主. 

に 在りて 信仰の 戰鬪を 緩け し テルバ イナと テル ボ I サ、 ルポの 母に して パゥ & が 「彼の 母 は卽ち 我が 

母」 なりと 呼びし 老婦 人、 ピ &  口 コの 妻なる ジ ユリ ャ、 ネ リオの 妹、 …… 羅馬 敎會に 多くの 尊敬す ベ 

き 婦人が 居った、 彼等 は 皆な 柔和なる 靈 魂に キリストの 靈を 宿し、 接待、 慰藉の 努を 取り、 以て 內を 

溫め、 外 を 和らげた。 

若し 其 人種より 言へば ブ リス キラと アクラ は 猶太 人であった、 (使徒 行傳第 十八 章 一 節 以下 を 見よ)、 

アン デ は ニコと ジュ ニヤ 及び へ ロデオ ナはパ ゥ 口 の 血緣の 者で あると 記して あれば 彼等 も 多分 バウ 口 

と 同じく^ 太 人であった ので あら ふ、 然し 「血 緣の 者」 なる 言 辭は 菜して 字義な りに 解釋 すべき 者で 

ある 乎 否や は 疑問で ある、 パゥロ の 親戚の 中に 彼より 先き に キリ スト を 信ぜし 者 ありたり と は 受取り 

難い 事實 である、 若し 名稱の 語原に 由て 彼等の 人 極 を iHl 训 するならば 猶太 人なる は マリヤ 一 人で ある、， 

アン デ a  ニコ は 拉典人 (羅馬 人) であって、 其 妻 (？) ジュ ニヤ は 希 職人で ある、 アム ブリア ト、 ゥ 

ルバ ノ、 ルポ は拉典 人であって、 スタ キス、 ァ ペレ、 へ tr テオ ナ、 テルバ イナと テル ポ. I サ、 其 他 十 

ra: 人 は 希 職人で ある、 然し 羅馬 帝國の 如き 泥 合 人種の 國に 在て は 人の 屬 する 人 極 は 彼の 名に 由て は 判- 


明らない、 現に 我等 は アクラの 猶太 人で ありし こと を 知る と雖 も、 彼の 名 は拉典 語で ある、 猶太 人た 

りし タル ソ のサゥ 口 が羅馬 人と して 自か らパ ゥ a と稱 びし が 如くに、 當 時の 多くの. 猶太 人 は 希 臘語か 

叉 は拉典 語の 名 を 有った ので ある。 

然し 人の 名稱に 依て 確然と 彼の 人 極を定 むる こと は 出来ない とする も、 羅 馬に 於け る 基督 信者に し 

て バウ が兹に 指名せ し 者の 中に 希怕來 語の 名を帶 ぶる 者 あり、 希 職 語の 名を帶 ぶる 者 あり、 拉典語 

の 名を帶 ぶる 者 ありし を 見て、 異人 種の 信者が ありし と 同時に、 また 彼等の 問に 人種の 1511^ の 無 かつ 

たこと が 判明る、 羅 馬に 於け る バウ 口の 敎 友の 名簿に 依る も、 「其 中に ユダヤ 叉 は ギリシャ 人 あるべ 

からす」 との。 ハウ 口の 理想の 事實 として 現 はれて 居った 事が 判明る、 ィ H ス キリストの 御 父なる 眞の 

祌は^ 界萬 民の 神であって、 彼に 在りて 人種 も 其 一 R 別 を 失 ひ、 園 家 も 其 差別 を 去る に 至るべし とはパ 

ゥ n の la 々唱へ し 所で ある、 彼 は 同じ 羅馬 書に 於て 言 ふた、 

神 は 惟り ユダヤ人 のみの 神なる 乎、 叉 異邦人の 神なら す や、 然り、 又 異邦人の 祌 なり 

と (三 章 二十 九 節)、 我等 は羅馬 敎會の 組織に 由て、 千 九 百年 前の 昔時に 於て 異人 種が 相 猜疑し 相反 目 

する 弊の キリストの 福音に 於て 全然 取 去られし こと を 見る ので ある。 

初代の 敎會に 於て 階級 的 差^の 無った こと は 信者の 此 名簿に 依て は 能く は 判明らない、 然し 其 事 は 

腓利門 書に 依て 判明る、 其 慮に 奴隸ォ ネシモ の、 主人 ピ レモンと 信仰的に は 兄弟で ありし 事が 明かに 

示されて ある、 多分 羅馬書 十六 章が 記載す る 信者の 中に 富者 もあった らふ、 又 貧者 もあった らふ、 我 

等 は アクラと ブ リス キラの 中產 以上の 天幕 製造業 者で ありし を 知る、 私用の ために ギリ シャの ケンク 

レャ より 遙々 羅 馬に 往 きし フィべ は 貧しき 婦人で ありし 害 はない、 之に 反して アリス トブ IS の 「家の 
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_®」 と あり、 ナ ルキノの 「家の 1®」 と ある を 見て、 彼等が 富家の 從屬 にあら ざれば ォネ シモの 如き 奴 

隸 でありし こと を 察する に 難くない、 故に 玆に 富者 あり 又贫者 あり、 奴隸 あり 又 主人 ありで ある、 然 

かも バウ B は 彼等 を 呼びて 「我が 愛する 者」 叉 は 「主に 選ばれた る 者」 と 云 ふて 居る ので ある、 キリ 

ストの 敎會に 於て 貧富 上下の 差^ は 無い 害で ある、 此處に 於ての み 人 は 皆な 天父の 前に 於て 兄弟 姉妹 

である、 其 事が 「キリストの 體」 たる 所以で ある、 遠来の 貴婦人 フィ べを羅 馬の 信者の 一 同が ブ リス 

キラと アクラの 家に 在る 敎會 に迎 へし 時に、 其 處に眞 個の H ク レジ ャ があった ので ある。 

殊に 注意すべき は 敎會の 所在で ある、 

又 共 家に 在る 敎會に 其 平安 を 問 へ 、 

と ある、 今や 敎會と 云へば 必 す敎會 堂に 在る ものと m4 はれて 居る、 會堂 なくして 敎會 ありと は 今の 信 

者には解らなぃ^；^-でぁる、 然し 羅馬 帝國の 首府に して 人口 四百 萬 ありし と 云ふ羅 馬の 市に 於て 基督 敎 

會は 一人の 天幕 製造業 者の 家に 在った ので ある、 普通の.； 1^ である、 高 壇 ありし に 非す、 牧師館 ありし 

に 非す、 然 かも 敎會 はあった ので ある、 其處 にパゥ 口の 親友なる ブ リス キラと アクラと は 安息 曰 毎に 

兄弟 姉妹 を 招き、 キリストに 在りて 鍛 練られた るァ ペレ も 其 處に來 り、 ルポ は其老 ひたる 母の 乎を牽 

いて 至り、 ピ 口  & コは其 _ ^ジ ユリ ャ と共に、 ネリ ォは其 妹と 共に、 テルバ イナと テ ルポ. I サの 姉妹 は 

共に 乎を携 へ、 アリス トブ &の婢 僕と ナルキ ソの奴 隸 と は 何の 憚る 所な くして 名 展の 士女と 共に 一 窒 

に 集 ひし 時に、 キリスト は 彼等の 巾に 在まして ブ リス キラと アクラの 家 は 地上の 天國と 化した ので あ 

る、 而 して 信者の {豕 に 敎會の ありし 例 は 之に 止まらない、 使徒 行俾 十二 隶 十二 節に 依れば、 

彼れ (ベ テロ) ョハ ネ、 名 を マコと い ふ 人の 母なる マリヤの 家に 至りし に 多くの 人 此處に 集りて 


祈り ゐ たり 

と ありて、 エルサレム に 於け る 最初の 敎會が liil 可 傅の 著者の 母の に 於て ありし ことが 記されて ある 

叉： 羅西書 四 章 十五 節に 依れば 

汝等 ラオ デ キヤの 兄： 等と ヌンパ ス 及び 其.：^ に 在る 敎會に 平安 を 問へ 

と ありて、 此處 にも 亦 敎會が 信者の 家に 在りし ことが 錄 されて ある、 义膊利 門 書の 二 節に も 

OOO0OOO ふみ 

ァ ルキボ 及 び 其 家 の 內の敎 會に書 を 贈る 

と ありて 此處 にも 亦 一 信徒の 家庭が 一 敎 會を爲 して 居った ことが 示されて ある、 其 他 聖書に 記載 せら 

れざ りし 多くの 此 種の 敎會が あつたに 相 遠ない、 言 ふまで もな く 敎<^ は敎 食堂で はたい、 二人 三人 主 

の 名に 依て まる 所に、 其 所に H ク レジ ャは あるので ある、 其 意味に 於て 初代の 敎會は 純 乎た る キリ 

ストの 敎會 であった、 今日 露國ゃ 英國に 於て 見る やうな 宮殿に 等しき 敎 食堂 は 初代の 某 -督 信者の 夢想 

だ もしなかった 所で ある。 

敎會 堂がなかった、 叉敎 職が たかった、 ゲン クレアの 敎會に 女 執事が あつたと 書いて ある けれども 

是れ 今日 聖公會 でい ふが 如き デ アコ 職ではなかった、 ヂ アコ は は isf に 世話人であった、 之 を 今日 執 

事と 譯 して 誤解し 易い、 フィべ はケン クレアに 於け る敎. ^の^ 話 人な りと 譯 して 何の 差 支 もない ので 

ある、 殊に バウ 口が 玆に 指名せ る 一 一十 六 人の rfiit の 基 悟 信者の 屮に 一 人の 敎職 を帶 びた る 者の 無き こ 

と は 注目すべき 事實 である、 ブ リス キラと アクラと は 到る 所に 彼等の.； 1^^ を 敎會の 用に 供した (哥林 多 

前書 十六 章 十九 節參考 )、 然し 彼等 は： E の 敎職を も 執らなかった、 彼等 は 普通の 信者であった、 純然 

たる 平信徒であった、 天 慕 製造 を 以て 稼業と し、 バウ 0 を 其. 冢に迎 へて 彼が 同業者た るの 故 を 以て 

初代， tMSI の 宵 例  1 〇 九 
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「彼と 偕に ェを 作し ぬ」 と ある (；仃 傅 十八 < ^一一 一節)、 共 他 マリヤ は；：！ 人の 身 を 以て 羅 it に 於け る 信者の た 

めに 多く 盡瘁 したりと ある、 キリストに 在りて パ ゥ a と： E じく； i 昔の ために 勸 らく ウル バノも 亦 平信 

徒であった、 又 信仰 堅 W を 以て M えし ァ ペレ とても 刖に 牧^ 乂は俾 道 帥と 云 ふではなかった、 主に 在 

りて！^ 瘁 せし 所の テルバ イナと テル ボ— サの 1^ 人 も 亦 今 口 所 IS 女 傅近師 乂は聖 人ではなかった、 

主に 在りて 選ばれし ルポと ても^^と して 選ばれし に. まり、 監哲义 は.〕". 敎師 として 選ばれた ので は 

なかった、 使徒 バウ B が羅 馬に 在る 信者の 刚^ に 向けて 書簡 を 贈る に 方て 其 中に 一 人の 敎職 らし 

きお を 指名し なかった 事は斯 かる^の 共 巾に 一 人 も 無かった 事を證 明す るに 足る と 言 ひて 差 支 は 無い、 

後：：： に 至て はい ざ 知らす、 パゥ 口が 羅馬 If を li めし 時に 羅 -iJlT の 敎<& に 監^ もな く、 長老 もな く、 その 

純然たる 平 11:3 徒の 敎< ^であった こと は羅 lils" の此記 _ ^に 依て ra- て^ふべ くもない。 

合 堂な し、 敎職 なし、 循 て敎條 なし、 ^戒 なし， 然し 愛 は 溢る & ばかりにあった、 

汝等^^；き接吻を以て相亙に其平安を問へ 

と、 是れ 愛に 充ち たる 家族の 狀態 である、 バウ I- は 信お 各自に 問 安の 挨投 を述 ぶる に 方て、 何に か 一 

曾、 親愛の！！ を 加へ ざる を^なかった、 にェ バイ ネトの 名を稱 ばなかった、 「我が 愛する エバ イネ 

トと云 ひ、 「彼 は アジ ャが キリストに 獻 げし 初秘 なり」 と 云 ふ、 數： H 以て 彼れ ェ パイ ネトの 性格と 名 

赛とを 表 はし 5^ て餘り ありで ある、 にァ ペレと 云 はすして r キ： に 在りて 鍛練 へられた るァ ペレ」 と 

云 ふ、 信仰 を 以て 名 膝 ある もの、 老鍊 なる；！ 仰 的 戰士の 意で ある、 ルポ は 「丄に 在りて 選ばれし 

お」 殊に 「彼の は郎ち 我が 母な り」 と.： ムふ、 バウ はせ て 一 囘も， UJ 僴の 生みの 母 に 就て 語らす、 然 

かも ii^ 、に ルポの 母 を ぎんで 「我が 母」 なりと 云 ふ、 


我が 母 我が 兄弟 は 誰ぞゃ …… それ 神の It に從 ふ^は 是れ 我が 兄弟、 我が 姊妹、 我が 母な り 

との ィ H スの  一一 =1: を 思 起さし む (お 可傳 三ム： S 十三 節 以下」、 共他ピ n  & コを其 ぉシ ユリ ャ と共に 稱び、 ネ 

リオ を 其 妹と 共に 唱へ、 テルバ イナの 名 を テル ボ I サの 名と 聯 ねて、 夫： 兄妹、 朋友の 愛の 緊密 を 

授 くる 所、 赏に 用意周到と 稱 する 所 はない、 殊に Ef^ 子 を 呼ぶ に 「我が ゆ ヱ-' る fi々」 と 云 ふに 對し、 ； 

人の ペル シ. • を 呼ぶ に 方て は 「愛せら る、 ペル シ—」 と 云 ひしが 如き、 偉人 バウ 口の 言と して、 E 厳 

の狹 間に 石竹 花の ー莖を 見る が 如くに 感ぜら る、 赏に愛 は纖. < ^である、 能く 愛 を 解す る 者 は 深き 注意 

を 以て 之 を 語る、 個人の 救辨、 人類の救扬に就て；^jsり、 福 一 w の 奥 1^ に 徹底せ し 使徒 バウ a は 同じ 寄 簡 

の 中に 於て 一 婦人の 感 を 害 は ざらん こと を 努めた、 バウ 口の 偉大なる は玆に 在る、 彼 は 大事に 當て 

大 にして 叉 小 寧に 當て大 であった、 彼の 傅 迸 成功の..^ 訣は玆 に 在った、 彼 は 仰と 思辨 とに 於て 大な 

りしが 如くに 义 愛に 於て 大 であった、 彼に  一 人の 感情 を审： する の 紳士の： び 意が あった、 彼 は 到る 

處 に此溫 かき 優 さしき 愛 を 放ち、 到る 所に 堅き 愛の Ei^ を 結んだ、 斯 かる 愛に 觸れ て. 初代の 敎會は 起つ 

たので ある、 而 して 深き き 愛 を 基礎と して 起った 是 等の 敎<^ は 敎職依 式の 制度な くして 榮 えたので 

ある、 余！^ は羅馬 書の 末 章に 初代の 敎會の 赏例を 示されて、 今 n の 我國に 於て 其. 冉與を 見ん と 欲する 

の 熱き 希望 を 起さ f る を 得ない ので ある。 


初代の 敎會と 云へば 一 般に 使徒 行 偉一 一章 以下に 於て 其 起原と 行動と を 記述され て ある H ルサ レム 敎 

龠を 指して 謂 ふ 者なる かの 如くに 忍 はれて 居る、 乍然、 H ルサ レム 敎传 のみが 使徒 時代の 敎會 ではな 

かった、 而 して 又 H ルサレ ム敎 <w: は现 想の 敎< ^ではなかった、 共 中に アナ 一一 ャ とサッ ビラの 如き 信者 
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が 居った、 H ルサ レム 敎< ^の屮 に；；；^ はれし 愛 は 偽の ない 愛ではなかった、 其 中に 一 種の 壓 制が 行 はれ 

た、 言 仰 的^ 榮 とも 稱 すべき 者が あった、 アナ 一一 ャ夫^$|<は心にも無き慈善を行はんとして使徒等の^ 

责 する 所と なり、 終に 共生 命 を 失 ふに 至った、 H ルサ レム 敎 含に 就て 我等の 學 ぶべき 所 は 信者の 熱心 

である、 其 忍耐、 平和、 兄：？ S の 愛で はない、 「使徒 等の 言 を 聽き之 を 信ぜし 者其數 凡そ 五 千 人な り」 

と あり (四- 牮四 節〕、 「使徒 等大 なる 能力 を もて 屮： ィ H ス の^りし is?- を證 す」 と あり (同 三十 111 節〕、 又 

f 者 は 皆な ー處に 築り、 すべての 物 を 共に し、 . ^業と 其 所有 を！^ りて 各自の ^ に從 ひて 之 を分與 

へぬ、 口々 心 を 合 はせ て 殿に 在り、 又. 1 に 於て パン を 華き、 歡虚 li と 誠、 七 を もて 食 を 共に し、 神 を 

讚美し、 すべての K に悅 ばる、 主 救 はる、^ を 日々 敎會に 加へ 給へ り 

と ある (二 章 四十 四 怖 以下〕、 エルサレム 敎.^ はべ ンテコ ステの 日に 於け る焰、 の 舌 を 以て 起った 者で ある- 

故に 其 萬審が 激越で ある、 熱烈で ある、 非常識で ある、 余 は 其贵き 所以 を 知る と雖も 又其大 なる 缺 

點を 認めざる を 得ない。 

羅馬敎 會の建 設 者 

羅馬甞 第 十 六 章の 研究 

斤 It 人の 架 齊觀に 曰 ふ 「聖書 中には 特に 祌の御 心 を 傅へ たる 首 あり、 义然ら ざる もの あり、 聖書 は 


神の 一一 一一 口に 非す、 神の 言 は 聖書の 中に 在り」 と、 栗して さう である 乎、 若し 然 らんに は 聖書の 中には 神 

の 言なら ざる 者 も あるので ある、 而 して 之 を 神の 首と 別 せんと 欲して 畢党 聖^ を 他の 書と^ 刖 なき 

書たら しむる ので ある、 聖書 は 其 全 體が 神の 一一 百で ある、 其の 袋 も 乾燥無味と 思 はる. -  一一 H に 至る 迄 皆 神 

の  一一 一一 n にして 其 中に 深き 眞理を 含む ので ある。 

聖書の 或る 部分が 神の 言に 非す して 人の 言なる 事の 一 例と して 1® 々引用 せらる \ もの は 羅馬書 第 十 

六 章で ある、 本章 は 之 を 一 讀 すれば 軍に 人名の 羅列に 過ぎない、 「誰に 安き を 問へ」 と 言 ひて 卽ち今 

日の 語 を 以てすれば 「誰に せし く」 との 挨 接の 語の 繰返しに 過ぎない、 斯 かる 日常の 用語の 間に 何處 

に 神の 言が ある 乎、 然しながら 少しく 之 を 研究 すれば 本章に 現 はれた る 一 一十 七 個の 人名が 多くの 眞理 

を敎 ふる 事 を 知る ので ある。 

第 一 に バウ & は 己が 友人の 名 を 指す や 必す其 人が キリストの 爲に嶽 せし 功 勞を舉 ぐる 事に 注意す ベ 

きで ある、 然 り功勞 である、 而も 國の爲 め 又は 社 會の爲 めで はない、 又 勿論 我が 爲め ではない、 キリ 

ス トイ H ス の爲 めの 功勞 である、 彼等 各自が 自己の 地位に 在りて キリストの 爲 めに 盡 せし 其 功 勞をパ 

ゥロは 一 々認め 且覺 えて 居った ので ある、 此^！に於て彼の目は頗る銳敏でぁった。 

彼 は先づ 此 書翰 を 携 へて コ リントより 羅 馬に 使 ひせんと する ケン クレア 敎會の 女 執事なる フィ べに 

就て 曰うた 「汝等 聖徒の 爲 すべき 如く 主に 由り て 彼女 を 受け 共 求む る 所 は 之 を 助けよ、 彼女 はもと 多 

くの 人 を 助け 又 我 を も 助く」 と、 主に 在りて 多くの 人 を 助け 又パゥ 11 を も 助けたり との 紹介の 一 言 を 

得て 彼女 は 長途の 旅行の 末に 羅 馬の 兄弟 姉妹 等に 溫く迎 へらるべき 期待 を 抱いて 往く 事が 出来た。 

次に バウ 口 は 曰うた 「乞 ふ プリ ス キラと アクラに 安き を 問へ、 彼等 はィ H ス キリストに 屬 きて 我と 
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共に 勤む る 者な り、 又 わが 命の 爲に 己の 頭 を劍の 下に 置け り、 唯 我の みならす 異邦人の 凡ての 敎會も 

亦 彼等に 感謝せ り、 叉 其 家に ある 敎會 にも 安き を 問へ」 と、 プ リス キラ 及び アクラの 夫妻 はコ リン 卜 

にて 始めて。 ハウ 口 に 遇 ひて 之 を 助け 後义 H ぺ ソに 於て 彼と 共に 信仰の 爲 めに 戰 ひし 染物屋で ある、 彼 

等 は 或 時 は バウ の 傅へ し； 幅 音 を 辯 護 せんが 爲め其 生命 を 出した 事 もあった、 叉 彼等 は 自己の 家 を 

開いて 敎會に 使用した、 卽ち 彼等 は キリス 卜の 爲 めに 其 生命 及び 財 產を擧 げて之 を 提供した る 信仰の 

勇者で あつたので ある、 斯の 如き 夫妻 は何處 にあ りても 甚だ 稀 有で ある、 彼等 は實 に敎會 の名譽 であ 

る、 而 して。 ハウ 口が 玆に 彼等の 名と 共に 書き 加へ たる 數語は 教訓の 一一： 一：： を 以てする より W 上に 力強き 敎 

訓 であった。 

彼 は 叉 H  。ハ イネ 卜に 就ても 亦 一 言せ ざる を 得なかった、 「彼 は アジアに 於て キリ ストの 初めに 結べ 

る實 なり」 と、 一 町 又は 一 村に 於て すら 始めて キリストの 幅 昔 を 信す るの 如何に 困難なる か は 經驗ぁ 

る 者の 能く 知る 所で ある、 4,- や 我國に 於け る 基督 者 の 數 は 十 萬を以 て數 ふるに 至りし も 最初に 信者 に 

成りた る 人 こそ 特別に 惠 まれた る 人で ある、 其 キリ ストの 爲の 功名 は 戰爭に 於け る 所謂 一 番 槍の 功名 

に 比すべき である、 而 して H パ イネ トは 小アジアに 於け る 最初の 基督 者た るの 名 譽を荷 ひし 人で あつ 

たので ある。 

「我等の 爲に 多くの 苦勞 をせ し マリアに 安き を 問へ」 と、 苦 勞卽ち 苦闘で ある、 短き 一 首に 過ぎす 

と雖も福音の爲めに世ょり嫌はれし使徒等に對し特刖の同情と配慮とを吝まざりし^！人なる事を表は 

して 居る。 

「叉 我と 共に 囚人と なりし 我が 親戚なる アン デ 0 一一  コ とジュ 一一 ャに 安き を 問へ、 彼等 使徒 等の 中に 


名聲 ある 者な り、 我に 先 だち て キリス 卜に i5 りし 者な り」 と、 親戚と は 或は 同人種の 意な らんと いふ 

も 之 を 文字通りに 解す るの 明. 0 なる に 如かない、 バウ a の 親戚の 廣 かりし 事 は 使徒 行 傅 等に 由て 察す 

る 事が 出来る、 而 して 之 等の 親戚 中旣に 彼に 先 だち て 基督 者と なりし 者 ありて 使徒 等の 巾に 名 聲を有 

したりと い へば 其 事た る 唯に 其 人々 の 價値を 示す のみなら す 又 パゥ& の 生涯に 就き 多くの 光を投 する 

ので ある。 

其 他 アン ピリ アト、 ゥ ルバ ノ 及び ス タク 等に 就て 各 一 言 を 加へ たる 後 十 節に 至りて 彼 は 曰うた r キ 

リストに 於て 鍛鍊 なる ァ ペレに 安き を 問へ」 と、 「聖書に 精通せ る」 とい ふに 非す、 「多年 敎會に 出 

入して 諸 名士の 消息に 詳しき」 とい ふに 非す、 「キリス 卜に ありて 經験を 積める」 である、 卽ち キリ 

ストに ありて 永く 惡 魔と 戰ひ信 仰の 勝利 を 得た る 人で ある、 而 して 贵きは 實に斯 かる 基督 者で ある、 

此經驗 を 有せす して 如何に 神學の 知識に 富む と 雖も人 を 動かす 事 は 出来ない、 バ ン ヤン 或 時 一 牧師の 

言 說を聽 きし 後 其 感想 を 漏らして 一一？ つた 事が ある、 曰く 「彼 は學 者と して 優秀なる も 未だ 惡 魔との 鬪 

ひに 經驗を 有せざる 人で ある」 と、 我等より 見れば バウ 口の 如く キリストに ありて 毅鍊 したる 人な し 

と 思 はる i も其パ ゥ a 自身の 敬服に 値 ひした る 基督 者が 羅 馬の 敎 會に少 からす^ 在した ので ある。 

進んで ベル シ ー (婦人) の 名を舉 ぐるに 及び 彼 は 特に 「我が 愛する」 の？^lsを避けて 「愛せら る&」 

と言うた、 之れ 小事な りと 雖も 決して 無益の 禮義 ではない、 偉人 バウ a の 細心なる 紳士的 注意 は斯か 

る 處に表 はる \ ので ある、 之れ 3呉 に 尊敬 を 以て 人 を 愛する 者の 態度で ある、 而 して 之れ 亦 我等の 聖書 

より 學 ばざる ベから ざる 眞现の 一 である。 

次に 「主に 選ばれし ルポと 其 母と に 安き を 問へ」 とい ひて 彼 は 更に 附言して 曰く 「彼が 母 は 卽ち我 
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母な り」 と、 誠に 深き 情愛の 籠りし 一語で ある、 a 子 共に 主に 選ばれ 殊に 母 は 老いた る 良き 信者で あ 

つた、 而 して 彼女 は 己が 子 を 愛する と共に 亦 バウ 0 を も 子の 如くに 愛した ので ある、 バウ S は此 一老 

婦の 親切 を 深く 記憶して 居った、 而 して 今や 羅馬 書中 人類 及び 萬 物の 救 扬に關 する 最大 問題 を 論じ 來 

リし後 其 友人に 挨拶 せんとす る や 卽ち斯 かる デリ ケ ー ト (優雅) なる 語を發 したので ある、 彼の 心 は 

宇宙 的 問題 を 以て 充 つると 雖も尙 ほ 一 杯の 水の 親切 を も 忘れなかった ので ある、 之 を我國 今日の 政治 

家 等に 比較して 其 差 正に 幾何で ある 乎、 堂々 たる 紳士に して 婦人 を 侮蔑し 老媼を 無視す るの 罪 ゃ實に 

直大 である、 彼等 はパゥ 口 の 如き ハ ー ト (心) の 痕跡 を だに 有しない ので ある、 バウ 口 の 偉大なる 生 

涯は此 一 語の 有りし に 由て 全く 刖 個の 方面より 之を觀 察する 事が 出来る。 

人の 名 を 指す ゃ必 す其缺 點を算 ふる は 之れ 不信者の 特徵 である、 パゥ& が 其 兄弟の 名を擧 ぐれば 之 

に 隨ふ者 は必. f. 其 人の 美點 であった、 若し 羅馬書 第 十六 章が 他に 何の 敎 ふる 所な しとす るも此 一 事 は 

之を學 ばなければ ならない、 米國ァ マ スト 大擧前 總理シ ー リ ー 先生の 如き も 亦 此精祌 を 有せし 人で あ 

つた、 或る日 本人が 先生 を 煩 はして 英語 敎師を 雇 入れん としたる 時 先生 は 自己の 擧 生の 美 點を 列記し 

たる 名簿 を披 きて 一 々之 を 紹介せられ しとい ふ、 我が 爲 したる 些細の 善事 を 認めら る. -1 は 我に 對 する 

深き 愛の 表彰と して 人の 感激す る 所で ある、 而 して バウ P は 其 友人に 對 して 斯 かる 愛 を 抱きし 人で あ 

つた。 

第二に 本章より 學 ぶ ベ き は 如何なる 人々 が 羅 馬敎會 の 建設者な り し 乎で ある、 本章に 列記 せらる- - 

二十 七の 人名 中 一 も 知名の 敎師の 名 を 見ない、 之れ 皆 今日の 所謂 平信徒で ある、 而 して 一通の 書翰 能 

く 彼等の 間に 囘讀 せられし を 思へば 卽ち 彼等が 一 の 團體を 成した る 事 明白で ある、 羅馬 敎會の 建設者 


は實に 平信徒であった、 當 時に 於け る 世界の 中心地に 福 昔を傳 へし 者 は 染物屋た る プリ ス キラ 及び ァ 

クラ 夫婦 等であった、 使徒 バウ a の 彼 地に 渡る に 先 だち 旣に 彼等 平信徒 ありて 敎會の 地盤 を 作った の 

である。 

叉 二十 七 個の 人名 中 九 乃至 十 を 占む る もの は 婦人の 名で ある、 之れ 亦 著る しき 事實 である、 當時婦 

人 は 力無き 者の 如く 思 はれて 重視せられ す 事業 は 凡て 男子 之に 當 りし 時獨り 福音の 宣傳に 於て 多くの 

名譽は 婦人に 歸 したので ある、 ブ リス キラと いひ マリアと いひ 又 テル パイ ナ 及び テル ボサ 姉妹、 ペル 

シ ー、 ルポと 其 母、 之れ 皆 婦人であった、 殊に r フリス キラと アクラ」 と 言 ひて 妻の 名 を 先にせ る を 

以て 傳道 上に 於け る 彼女の 功勞の 夫に 勝る もの ありし を 知るべき である、 而 して 福音の 宣傳 に關し 置 

晨 最も 重要の 地位に 立ち 缺く ベから ざる 働き を爲す 者が 婦人なる 事 は 多くの 事 實の證 明す る 所で ある _ 

平信徒に して も 多数の 婦人 を數 へし 羅馬敎 食の 建設者の 中には 叉少 からざる 扠隸 があった、 當時 

奴隸 たる 男女の 間に 良き 基督 者の ありし 事はピ レモ ン 書に 徵 しても 之 を 知る 事が 出来る、 而 して ラテ 

ン語擧 者の 研究に 由れば 本章に 記さる、 アン ピリ アト、 ウル バノ、 ルポ、 ヘレ マ、 ピ BO ゴ、 ジ ユリ 

ァ等は 最も 普通の 奴隸 名であった とい ふ、 然 らば 卽ち バウ 0 が 「彼の 母 は 我 母な り」 と 言 ひし 老婦 人 

、？. C  VI な ザ まひ 

も 亦 扠隸の 母であって 所謂 裏店 住の 身 を 以て 偉人 バウ の 世話 を爲 したので ある、 斯く 世話 を爲 した 

る 婦人、 彼女 を 己が 母と 呼びし バウ cl、 兩者 共に 歎稱 すべきで ある、 而 して 今日に 於ても 社會の 下層 

に 位する 人に して 眞に 能く 祌を識 る 者 ある は 我等の 能く 知る 所で ある。 

然 らば 初代の 基督 者 は 地位の 低き 者の みなりし 乎と いふに 決して さう ではたい、 之 等の 人名 中に 又 

貴族の 名が ある、 アリス トプ 口 は ユダヤの 王族の 名で ある、 若し 之が 歷 史上 有名た る アリス トプ 口な 
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らば 彼 はへ II デ 大王の 嫡孫に して 羅馬 帝室に 仕へ たる 人で ある、 而 して 彼の 郞黨の I？ に 基督 者の あり 

し is^ は 明. C である、 叉 若し 之れ がへ n デの 孫なる ァ リスト プロに 非す とする も 均しく 名門の 家たり し 

に 相違な く、 而 して 其 家の 中に 旣に 信仰が 人って 居った ので ある、 次に ナルキ ソは羅 馬の 有名なる 高 

官の 名で ある、 彼 は クラウ ヂ ウス 皇帝の 寵臣に して ァグ リッパに 嫉 まれ 殺害せられ たる 人で ある、 而 

して 彼の 家に も 亦旣に * 督 者た る 者が あつたの である。 

羅馬 敎會は 世界 の 中心に 於け る 最初の 敎會 であった、 而 して 之 を 建設した る 者 は 平信徒に して 其 中 

に は 多數の 婦人 あり 又奴隸 あり 叉 名門の 家人が あった、 之 等の 人々 相 集まりて 唯 主に 在りて 一 の靈的 

團體を 作り 而し て 使徒 等 の 至らざる に 先 だち て 自ら 福音 の 證明 を爲し つ、 あつたの である、 以て 基督 

敎のジ 一一 ァス (素質) の 那邊に 在る か を 窺 ふ 事が 出来る。 

斯の 如く 聖書 中 最も 無意義な るが 如くに 見 ゆる 一 章に も 事實を 以てする 深き 敎訓が ある、 神 は 唯に 

言の み を 以て 眞理を 傅へ 給 はない、 聖靈を 受けた る キリ ス 卜の 僕婢 を 以てする 事 實的敎 訓も亦 聖書の 

傳 ふる 犬なる 眞现 である、 羅馬書 十六 章は此 意味に 於て 亦 貴き 神の 言で ある、 神の 言 は 聖書の 屮に在 

るので はない、 架 書卽ち 神の 言で ある。 

世に 書 は 甚だ 多く ある、 力 ー ライルの 書 あり トルストイの 書 あり 馬 琴の 書 あり、 之れ 皆 人の 書きし 

書で ある、 然れ ども 此處に 唯一 の 彼等と 全然 其 性質 を 異にする 書が ある、 ^ち 神 御自身の 書き 給 ひし 

書 之れ である、 我等 は 斯の書 を 手中に 握って 居る ので ある、 然 らば これ 誠に 重大なる 問題で はない 乎 • 

聖書が 其 一 一一 目 一 句 皆 神の 言なる こと を 信じて 我等 は 始めて 大膽 であり 得る ので ある、 假令僅 小なる 記 

者の 誤！^ 叉 は 飜譯の 錯誤 はありと する も 聖書 其 者 は 之れ 神の 言で ある。 


七時羅 こ羅 馬！^ 會は 無かった、 然し プリ ス キラと アクラの 家に ある 敎會 があった、 敎 會は會 堂で 

はない、 S 度で はない、 信仰 箇條 ではない、 二人 三人 主の 名に 由り て壤 まる 所に 敎會は 在る ので ある * 

初代の 敎會は 信者の 家に あった、 殊に 平信徒の 家に 在った、 アクラ 夫妻 は 到る 所に 其 家 を 敎會の 用に 

供した と 見える、 彼等 はコ リン トに 在りし 時も羅 馬に 在りし 時と 同じく 其 家 を敎會 となした (コ リント 

前書 十六 章 十九 節)、 其 他 ラオ デ キヤに 於け る ヌンパ スの 家に ある 敎會 があった C コ 。サイ 書 四 章 十五 節)、 

叉ピ レ モ ン にも 彼の 家の 內の 敎會 があった (ビ レ モ ン書ニ 節)、 斯くて 使徒べ テ & が羅 馬に 入りて 敎會を 

建設す る 前に 平信徒た る アクラ 夫妻の 家に 最初の 羅 馬敎會 があった ので ある、 玆に 於て か羅馬 天主 敎 

會の 主張 は 全く 立たない ので ある、 バウ 口 は羅 馬に 在る 名 ある 信者 を 列記す るに 當 りて ベ テロの 名 を 

擧げ なかった、 是 れぺテ C1 が羅馬 敎會の 建設者で ない 何よりも 善き 證據 である、 基督 敎の 精神に 背く 

者に して 敎主 政治の 如き 者 はない、 而 して 聖書 は 其 羅馬書 第 十六 章に 於て …… 注意せ よ 特に 羅馬 書に 

於て …… 羅馬 敎會の 建設者 中に ぺ テ の 名 を 掲げす して 法王 政治の 根 梹を轉 覆して 居る ので ある、 聖 

書に 在りて は 其 不語 無言まで が 犬なる 眞理 を傳 ふるもの である、 羅馬 書に ぺ テ „1 の 名 を さ へ 留めす し 

て 彼が 敎會の 首長た るとの 羅馬 天主 敎會の 主張 は 根本より 崩れて 了 ふので ある。 

「ルポと 其 母と に 安き を 問へ」 と ある 其 ルポ はィ H ス の 十字架 を 負 はせられ しク レネの シ モ ンの子 

であると は 昔よりの 傳說 である (馬 可傳 十五 章廿 一節 參 照)、 馬 可傳は §A マ 力に 由り て羅馬 人の ため 

に羅 馬に 於て 書かれた る 福音書で あるとの 事 なれば、 彼は羅 馬に 在る 兄弟 ルポに 對し 特別の 尊敬 を拂 
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はんがた めに 特に 「ァ レキ サン ヂル とルフ (ルポ) の 父なる ク レネの シ モンと 云へ る もの」 と 詳細に 

記した ので あらう、 然り とすれば 父が 主ィ H ス のために 負へ る 恥辱が 子 を 感動し 彼れ 亦 主の 善き 僕と 

なった ので あらう、 而 して ルポの と 云 ふはク レネの シ モンの 妻であって、 此關 係より して 彼女が パ 

ゥ B を 子の 如くに 愛せし 其 现由を 窺 ひ 知る ことが 出來 る、 I ち 書の 記す 所 は 甚だ 簡短 である、 然し 乍ら 

其簡 短なる 記事の 內に 多くの 歷史が 含ま れて： i5 る、 「天の F い づ くにて も 此福昔 の 宣傳 へらる \ 處 に 

は此 婦人の 爲 し.^ 事 も その 記念の 爲に宣 傅 へらるべし」 と丄 がマグ ダラ の マリヤに 就て 言 ひ 給 ひしが 

如くに クレ ネの シ モン の 名 も 亦 其 子 ルポの 名と 共に 期せす して i,? 寄に 由て 永く  I に傳 へらる 、 の であ 

る 0 

バウ „1 は 名 {冰 の 子であった、 故に 彼の 親戚 關係 は廣 くあった、 H ルサ レムに 於て 彼 を危險 のうちよ 

り 救 ひし 者 は 「パゥ 口の 姉の 子」 であった (行 傳サ 一一 一章 十六 節)、 故に 彼の 親戚 中 彼に 先んじて キリスト 

の 僕と なりし 者 ありたり との 事 は 信じ 難い 事で はない、 彼の 如き は 容易に 新 宗敎を 信す る 者で はない、 

而 して 彼の 親戚 中 ナザレ 人の 徒と なりし 者 ある を 見て 彼 は 如何に 憤慨した であらう 乎、 然し 乍ら 是れ 

亦 祌が彼 を 捕へ 給 ふ 一 手段であった、 祌は內 より 外より クル ソの サゥ n を其聖 子に 引 附け給 ふたので 

ある。 


羅馬 書の 研究 


メァ * ティ ケ， I シ ヨン 

八氺と M 時に キリ ス卜を 信じ 二 生涯 を 通う して 

信仰 を 共に し來れ る、：！： 校 S; 級 同 { せの 友な る、 

北海道 大舉 敎校现 wff 博士 ドク ト ルぉ部 金 せ ^ に 

舊 友の 渝ら ざる 愛 を 以て 此書 を 獻 ず。 


『羅馬 書の 硏究』 に附 する 序 

余に 一 生の 志望が あった。 それ は H 本 全國に 向って キリ ストの 十字架の 福音 を說か 

ん 事であった。 此 志望 は 余が 明治の 十一 年、 札幌に 於て 始めて キリスト を 信せ し 時に 

起った 者で ある。 爾來 na- 霜 四 十 年、 其實 現の 機會を 待つ も 到らす、 時に 或は 志望 は 夢 

として 消 ゆるので ば あるまい 乎と 思うた。 

然れ ども 機會は 終に 到來 した.) 神 は 余の 爲に所 を備へ 給うた。 それ は 束 京 市の 中央- 

内務省 正門 前、 近くに 宮城 を 千代 田の 丘に 仰ぐ 所、 大 U 本 私立 衞生會 の 講堂であった 

佘は此 所に 大正 八 年 五月より 同 十一 一年 六月まで 滿四 年に 涉り、 日曜日 每に 聖書 を講す 

るの 自由 を 許された。 建物 は獨逸 式の 宏莊 なる 者、 設備 完全に して、 震災 以前の 東京 

市に 於て 他に 得る 能 はざる 者であった。 聽衆は 凡ての 階級 を 網羅し、 基督 敎 各派の 信 

者、 敎會 以外の 信者、 又自 から 信者と 稱 せざる 者、 又 佛敎の 僧侶 さへ を も 其內に 見た 

實 に：！ I 本に 基督 敎が傳 へ られて 以來、 未だ 曾て 見た ことのない 聽 衆で あつたと 思 ふ。 

ss«3 の 研？ r:』 に W すろ 序  1 二三 
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其 熱心に 至って は、 彼等の 内に 或は 宇都 宮 より、 或は 名古屋 より、 每囘 列席せ る 者 あ 

りしに 徵 しても 判明る。 余 自身に 取りて は 余の 生涯の 最高潮に 達した 時であって、 五 

十九 歳よ b 六十 三 歳に 至る までの 問、 此樂 しき 事業に 從事 する を 得て 感謝 此上 なしで 

ある。 

余 は 大手 町に 於て、 ダ 二 ュ 〃番、 ヨブ 記、 羅馬 書、 並に 共観福音書の 一 部 を 講じた。 

其 内 余が 最も 深く 興味 を感 せし 者 は 維 馬 書であった。 使徒 バウ に 依て 口授 せられし 

此書は 基督 敎の眞 髓を傳 ふる 書で ある。 此書を 解せ すして 甚督敎 を 解す る こと は出來 

ない。 叉 余の 四十 七 年間の 信仰の 生涯に 於て、 余が 最も 注意して 硏究 したりと 思 ふ は 

此書 である。 余 は 羅馬書 を II じて 實は 佘， E 身の 信仰 を 語った ので ある。 故に 六十 囘に 

涉 りし 此 講義 は 余に 取りて は快樂 の連續 であった。 之 を百囘 又は 二百 囘 となす も 余 は 

倦怠 を覺 えなかった であらう。 神の 恩惠の 福音の 講述 である。 キリス トに現 はれた る 

*; 一  たハ し， ひ 

天父の 愛の 宣傳 である。 之に 優る の 愉樂の 他に 在り やう 答 はない。 余 は 第 六十 囘の最 

後の 講義 を爲し 終った 時に、 惜別の 淚を 禁じ 得なかった。 

著者なる 余 .Jnl,:^ が此 書の 不完全 を 最も 痛切に 感 する 者で ある。 余 は 編纂 者と 共に 最 


善を盡 したつ もりで あるが、 其 結果た る 理想に 遠く 及ばざる を遺诚 とする。 「我等 こ 

たから つちのう つ は もて  のこ 

の寶を lli- 器に 藏り」 と あるが 如く、 バウ ti の 遺せし 本文 は寶 玉で あるが、 我等が 之に 

ラ つ は  ま さ 

與 へし 註 釋は！ ^器に 過ぎない (哥林 多 後書 四 章 七 節)。 但し 器 は 無き に 勝るべし。 敢 

て 之 を 世に 提供す る 所以で ある。 

余 は玆に 過去 六 年の 間、 余の 講演の 席に 列り、 直接に 間接に 此聖 業に 參 加せられ し 

多數の 聽講者 諸君に 心よ b の 敬愛 を 表す。 又 藤井武 君、 黑 崎幸吉 君、 時 m 大ー 昨 

上 賢 造 君 等、 余と 講壇 を 共に せられし 諸君に 感謝す。 叉 其 音樂的 天才 を 以て 會衆ー 同 

を 讚美の 歌に 導かれし 故 吉澤重 夫君の 好意 を 記念す。 殊に 又聽講 者の 一 人なる 古我貞 

周 君が 本書 出版の 費用 を負擔 せられし を 感謝す。 人生 は 短 かし 眞理は 永し。 我等 此の 

短き 生涯に 於て 幾分な りと も 神の 福音の 眞理 の爲に 努力して、 其 永久性の 分與 にあ づ 

かりし こと を感 せざるを得ない。 願く は榮光 限りなく 聖靈に 由り ィ ュ ス キリスト の 御 

父なる 眞の 神に 歸 せんこと を。 

大正 十三 年 (一九二 四 年) 七月 五 曰  內村鑑 三 

m 馬 « の &究』 に附 する 序  ニー 五 
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例 言 

一 大正 十 年 (一九二 一年) 一 月より 同 十 一年 (一九二 一 一年) 十月に 至る まで、 一 一年に 近き 間、 本書の 

著者 內村 は、 東京 市 大手 町 所在の 私立 大日 本 衛生 會 講堂に 於て、 六十 囘に 亙りて 羅馬 書の 講演 をな 

した。 畔上^ 造 は その 講演 を 基礎と して、 之に 少しく 自己の 研究 又は 意見 を 加へ て 整理 編 基し、 許 

さる、 だけの 自由 を 以て 之 を 文に し、 內村 これ を修 柳し、 以て 『聖書 之 研究』 誌上に 連載した。 そ 

れに 多少の 修正 を 加へ て  一 S: に； i めた る ものが 卽ち此 書で ある。 故に 本書の 內容は 大部分 內 村の も 

ので あり、 その 文 .suf は畔 上の ものである。 

一 後篇に 牧め たる 『羅 馬， 講演 約說』 は、 第二 十九 講以ド (仉し 第二 十二 識、 第三 十三 講、 第三 十三 

講の約 說を缺 く) に 於て 內 村の 用 ひたる 講演の 稿に して、 村 自らの 起草した る ものである。 . 


第一 講 羅馬 書の 大 意 


基督 敎の經 典 は 云 ふまで もな く 新約聖書 である。 勿論 舊約 聖書 を も 加へ て创世 記より 默示錄 に 至る 

までに 於て、 神の 道の 啓示 は完 うせられ たので ある 故、 基替 信者の 據 るべき 經 典は舊 新約 兩書 である 

が、 嚴密の 意味に 於て 基督 敎の經 典と 云 ふべき は 新約 書で ある。 何と なれば 基督 敎 そのもの は、 其 

完き 形に 於て は、 キリストの 出現 を W て 始まった ものであるから である。 而 して 此 新約聖書 は 其 分量 

に 於て は 決して 謌 ゆる 大著 述と稱 せらるべき もので はない。 五號 活字 を 以て 四 六 版に 組みて、 僅かに 

數百 頁に 亙る に過ぎない。 之を佛 敎の經 典た る 火磁. 終に 比する に、 其 分量に 於て は 小 厘 を 以て 大厦に 

比する も尙 足りない。 叉 これ を囘 敎の經 典た るコ ー ランに 比する も 尙ほ其 半 量た るに 過ぎない。 其大 

さより 云 ふて {是 に 一 小 著述で ある。 然るに 此の 一 小 著述 中に、 全世界 を 幾度 も 改造した る 歷史を 有し 

尙ほ將 來も然 かする 力 を 具備せ る 一書の 含まる、 は、 に奇路 中の 奇 踏 であると 云 はねば ならぬ。 こ 

の 一 書 こそ 實に 我等の 今囘の 研究の 題目た る羅馬 書で ある。 

實に 聖書 は寶の 庫で ある。 その 中に 探て 以て 我等の 心 靈の糧 とす ベ きもの は^りな く 在る。 從 つ て 

我等 は 研究すべき 題目の 少 きに 苦ます して、 却て 多き に 苦む ので ある。 しかし 乍ら 福音の 中心た る 十 

字 架卽ち 贖罪 問題に つ いて 研究 せんとす る 時 は、 この 問題に 關 して 徹底的 說明を 提供した る 羅馬書 を 
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採る を 最上の 道と する こと 勿論で ある。 

ィ ェ スは其 公生涯の 終に 當 つて 自己の 死 を 弟子 等に 豫 示し 給うた。 馬 太 偉 十六 章 二十 一 節に 言 ふ 

「此 時より ィ H ス其 弟子に 己の エルサレムに 往 きて 長老、 祭司の 擧者 たちより 多くの 苦しみ を受 

け且 殺され 三日 目に 難るな ど、 爲 すべき 事 を 示し 始む」 と。 こ は 最後の ガリ ラャ 巡囘 中に 於け る 事で 

あった。 それ を 引き止め たるべ テロ は 「サタン」 と 呼ばれて 斥けられた。 主 は 動かすべからざる 決意 

を 以て 自ら 死 を 選み 給うた のであった。 何の 故の 死ぞ。 何故 彼 は 出来るだけ 長く 地上に 住みて 衆民濟 

度の 聚 業に 從 はんとせ ぬので あるか。 室に 怪 むべき の 至りで ある。 ィ H スは ガリ ラャに 於て 此事を 繰 

返して 弟子 等に 語りし と 見え、 十七 章廿 二、 廿三節 も 同一 の 事 を 記して ゐる。 彼 は H ルサ レムに 上る 

途中に 於て 復た此 事 を 彼等に 告げた (二十 章 十七 節より 十九 節 迄)。 そして 鼓に 初めて 自己の 死の 決心の 

意味 を 語った 「此 くの 如く 人の子の 來るも 人 を 使 ふために は 非す 却て 人に 使 はれ、 叉 多くの 人に 代り 

て 生命 を與 へ其聩 ひとな らん ためなり」 と (二十 章 二十 八 節〕。 そして 弟子と 最後の 過 越 節 を 守りし 時に 

「汝 等み な此 杯より 飮め、 これ 新約の 我 血に して 罪を赦 さんと て 多くの 人の ために 流す 所の ものな り」 

と吿げ 給うた。 ral- 然 彼の 死の 決意 は 萬 民の を 自己 一身に 檐ひ、 彼等に 代りて 自己の 生命 を與 へて 其 

頌 ひとなり、 以て 彼等の SS の赦し を據ん とする にあった。 實 に是れ 彼の 永久に 人類 全體を 包む 大 愛の 

發 動であった。 

イエ スは其 言 を 果して 十字架 上に 其 尙ほ壯 なる 生命 を獻 げた。 弟子 は 失望と 恐怖に 逃れ 去， つた。 し 

かし ィ H, スは 墓と 死に 閉ぢ 込めら るべき 者ではなかった。 父 は 彼 を 復活せ しめた、 そして. 昇天せ しめ 

た。 玆に 於て 弟子の 間に 力 ある 信仰が 勃然として 起った。 彼等 は 主の 生前の 敎を 想起した。 そして 之 


と 相 照して 其 十字架と 復活と を 眺めた。 かくて 彼等 は 先づィ H スの祌 性 を 明かに 信じた。 それに 合せ 

て 十字架の 暧罪を 信じた。 それに 合せて 中： の 再臨 を； 一:^ じた。 かくして 基督 敎は 成り、 かくして 其 *1 界 

的宣傳 は 開始 せられた。 

我等が ィ H スの贖 の 死の 豫 示と 己の 罪の 赦免の 切望と を 以て 十字架 を 見る 時、 贖罪の 信仰 は 生起 

する。 十二使徒 等 は それであった。 併し 彼等 は SSf 純朴 實の 民であって、 理論の 上に 其 信仰 を說 明し よ 

うと は 企てたかった。 兹に神 は 敵 人の 中より 使徒 バウ n を 起し 給うた。 彼 は 痛切なる 赦扉の 實驗と 深 

奥なる 贖罪の 理論と を 兼ね 有した 人であった。 多分 彼は此 事に ついて 父の 默 示に 接せん と 欲して、 幾 

年 かを瞎 野に 彷徨した ことで あらう。 遂に 彼 は 血と-;^ と を 以て 頤 11 の實 験と 其玴 il と を艘ね 獲る に 至 

つた。 父 は 彼に 之 を 示し、 彼はィ H スの 十字架に 理論的 根 抵を與 へた。 羅 Hit 書 は 卽ち贖 の 論 的 根 

柢を 開示せ る 大著で ある。 

W 臨 は 貴き 希望で ある。 併し 十字架 を 除きし. S 臨の 希 は 害 多くして 益 少ない。 人 は 十字架 を 信ぜ 

すして は、 又は 十字架に ついて 淺き 信仰に 止まる 限り は 再臨 を 信す る も 健全なる を 得ない。 げに 基督 

敎の 特色 は 再臨に 存せ すして 十字架に 存 する。 勿論 基督教の 再臨 及び それに 伴 ふ 世の 終末と 改造との 

內的 性質が、 他の 宗敎の 之と 相似た る ものと 比して、 全く 比較し 難き 高處に 立つ は事實 である。 しか 

し 其 事 は 他の 宗敎 にも 之に 似た る敎 義の存 する こと を 否定す る を 得ない。 例へば かの 大木 敎の 如き は 

謂 ゆる 終末 敎 であって、 近き 將來に 於け る 世界の 壊 敗と 改造と を 主張す る ものである。 故に 我等の- 冉 

臨 唱道が 往々 にして 斯 かる 宗敎を 信ぜる 人の 同感 贊成を 得て、 基督 敎の淺 き 見方 を 惹起せ し は 遺憾の 

0OOO0O0OO0OOOOOOOOOOCOC  0OO0OO 

至で ある。 再臨の 希望 は 贖罪の 土臺の 上に 築かれて 初めて 健全なる ので ある。 後者 を 除きた る 前者 は 
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沙の 上に 建てられ たる 家の 如くで ある。 雨降り 大水 出で 風 吹きて 其 家を揸 てば 終に 倒れて その 傾覆 大 

である。 否、 雨 降らす 風 吹かざる に 其，； は 倒れ 去る ので ある。 

基督 敎の尊 有的敎 義は喷 罪で ある。 もとより IS の 赦免 は佛敎 にも 在る。 淨土 眞宗の 如き は 之 を 以て 

生命と せる 宗敎 である。 さはれ 彼に なくして 我に 在る もの は、 實に キリストの 十. ¥架 である。 如何な 

る 宗敎か 其の 敎祖の 死の 上に 赦 罪の 信仰 を 立脚せ しむる ものが あるか。 唯の 赦 の 信仰で はない、 實 

に ィヱス キリストの 臢 罪に 依る 赦 罪の 信仰で ある。 これ 基 赞敎の 特有 物にして、 福音の 福 昔た る 所以 

また 赏に 玆に存 する ので ある。 故に 今日 此 信仰 を 提唱す る は 基 5^ 敎を 他の 宗敎と 截^せ しむる 效果ぁ 

ると 共に、 近時 唱道 せらる k 喷 拔 きの 基督 敎と 我等の 信す る 基督 敎 との 相違 を 明かなら しむる 最も 

有力なる 道で ある。 此 意味に 於て 羅馬 書の 研究 は 頗る 有價爐 であると 云 はねば ならぬ。 

人 は往々 にして 羅馬書 を 以て 猿 解の 害と なし、 此 意味に 於て 新約聖書 中 これ を 默示錄 と 併置す る。 

默示錄 は 記事 そのものが 不可解で あり、 羅馬書 は 其 中に 貴き 語 は 散見 すれ ど全體 として 解し 難しと 云 

はれて 居る。 菜して 此書 は然く 難解の もので あらう か。 先づ 注意すべき は 其 分量の 至極 小なる 事で あ 

る。 章に 分ち て 十六、 節に 分ち て ra 百 三十 三、 字の 數は希 職 原文に 於て 約 七 千 字、 英譯に 於て 約 八 千 

字、 日本 譯に 於て 約 一 萬 六 千 字 (假名 を 了 ¥ に 数へ て) である。 これ を 『聖書 之 研究』 誌上に 印刷 すれば、 

僅かに ニ十页 を 以て 事足る ので ある。 又 之 を 通 護す るに は 四十 分 を 以て 足る と 思 ふ。 到底 一時間 を 越 

ゆる 事 はないで あらう。 幾度 も 世界 を 改造せ し 書と 稱 せらる、 も、 その 分 Dj 瓜の 小なる こと に 驚く ベ 

きで ある。 故に 之 を 難解な りと する も、 其 小 W 子た る を 思へば、 之が 研究に 從 はんとの 勇氣は 自ら 生 

起せざる を 得ない ので ある。 もし 此書を 一 の 要塞に 譬 へんか、 もとより 堅 たるに は相途 なけ 化 ど、 


决 して 難攻不落と 云 ふべき 程の もので は あるまい。 攻む るに 道 を 以てすれば 此堅壘 も亦陷 落す る。 要 

は 我等の 熱心 如何に 存 する。 而 して 此 要塞が 堅 なりと 雖も 火なら ざる は、 之 を 攻略 せんとす る 我等 

に 取り 勿 計の 幸で ある。 記せよ 十六 章、 四百 三十 三 節、 一 萬 六 干 字。 難しと 雖も 僅かに 一 萬 六 干 字 を 

以て 成る 一 文章た るに 過ぎない。 

由來 貴重なる 書物 は 之を讀 むの みに 止めす して、 筆寫を 以て 理解 を 助く る を 最良の 方法と する。 我 

等の 祖先に 佛敎の 熱心なる 信者 多 かりし は 周知の 事實 なる が、 彼等が 熱心に 經文 を筆寫 したる 一事 は 

今人 の 遠く 及ばざる 事で あ る。 法 華經を 全部 筆寫 したる 人の 如き は數へ 得ぬ ほど 多數 であると 思 ふ。 

かの 宗敎 改革に 於て 貴く 重き 責を充 たした る メラン タトン は、 羅馬書 を 二 囘筆寫 したとの 事に て、 そ 

れが 西洋に 於て 珍ら しき 事と して 傳 へられて 居る。 併し 之 を 日本の 佛敎史 に 持ち 來れ ば、 少しも 珍し 

き 事で なく、 全く 普通の 事で ある。 羅馬 書の 如き 貴重に して 平易なら ざる 書 は 宜しく 之 を筆寫 すべ 

きで ある。 然る 時 は 唯の 通讀に 比して、 理解の 上に 十倍 もの 力が 加 へらる、 ことで あらう。 

英の 詩人に して 且文學 批評の 天才な りし コレ リツ. チは、 羅馬 書を稱 して 「世界最大の 書」 と 呼んだ。 

げに 人間の 筆に 成りし もの &中、 これ 程の 大著 作 はたい ので ある。 此書 ありした め 地球の 表面 は 幾度 

も 改造せられ たので ある。 もし 此 書な かりせば 如何。 我等 は 果して 今 見る 如き 世界 を 見得る であらう 

か。 此書 のために 起されし 幾度 かの 世界 改造な かりし とせば、 我等 は尙ほ 心霊 束縛の 暗き 境に 坤吟し 

つ、 あるで あらう。 ォ ー ガス チンの 羅馬敎 なく、 ル ー テルの プロテスタント 敎 なく、 クロム ゥ H ルの 

清敎徒 改革な く、 ゥォ シン トンの 米國 建設な き 時、 世界 は 果して 如何の 狀態 にある であらう か。 我等 

は 今 その 様 を 想像に 上す こと は 出来ない。 併し 恐らく は 今日に 比し 猶遙 かに 惡き 世界に 我等 は 住む に 
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ほさ ネ】 ない と 田： i ふ。 

今や 世界 改造の 聲は 地の より 果に 到る まで^り 森いて ゐる。 改造 は 人 問 生活の 各方 面に 向って 叫 

ばれつ- 1 ある。 併し乍ら 今日の 改造 說は 未だ 一 度も赏 地に 試みられざる もの、 從 つて 其 どよめき は 如 

何に 大 なる も、 其效 能の 明かなら ぬ ものである 事 は 否定し 得られない。 然るに 羅馬 書の 提示す る 改造 

の 原理 は、 嘗て 幾度 か 試みられて 其效 果の顯 著なる を 證據だ てられし 者で ある。 《^ 今日 流行の 改造 說 

は 唯 社會の 外部 的 制度に 關 する 者で あるが、 羅馬齊 の 改造 說は自 已心靈 の 改造 を 中-眼と する 者で ある。 

而 して 外の 改造と 内の 改造と、 孰れが 源に して 孰れが 宋な るか は 識者 を俟 たす して 明で ある。 故に 羅 

馬 窨の 提供す る 改造の 原理 は、 今日 流行の それに 比して、 遙 かに 深. 奥なる ものなる こと は 云 はすして 

明で ある。 外 か. S: か、 形 か 心 か、 肉か靈 か、 我等 は 後者の 一 を 以て 前者の 一 の 上に 置かねば ならぬ。 

而 して 古往今来、 人の 道 は 概ね 外と 形と 肉と に贯 きを 置き、 神の 道 は 永へ に. S と 心と 靈 とに 重き を 置 

く。 而 して 羅馬 書の 改造 說は 神の 道で ある。 故に 今日 流行の 人の 道た る 幾多の 改造 說と正 反對の 極に 

立つ ものである。 さりながら 問題 は 孰れが 正の 改造 說な るかに 存 する。 然り、 定 にさう である。 そ 

れ に相逮 ない ので ある。 

今 羅馬書 の 中より 二三の 有名な る 語 を 摘出して、 それが 右の 如き 意味に 於け る 改造の 原理た る こと 

を 示す ことにしよう。 第一 は 第一 章 十六、 十七 節で ある。 

我 は 幅 昔 を 恥と せす。 此ー i 昔 は ユダヤ人 を 始め ギリ シャ 人す ベて 信す る 者 を 救 はんとの 神の 大能 

たれば なり。 神の If は 之に 顯 はれて 信仰より： 一:! 仰に 至れり。 錄 して 義人 は 信仰に 由り て 生くべし 

と 有る が 如し。 


是れ 多くの 註解 者に よりて 羅馬 書の 主題と 見ら る、 重要なる 語であって、 羅馬書 全 |g を K1 拷 せし 如 

きもので ある。 時 は 千 五 百 十 一 年の 某月 某日の ことであった、 かの 北欧の 剛健 兒 マルチン . ル ー テル 

は 其 S する 宗派の 使命 を帶 びて 羅馬府 に 使した。 時に 彼 は 三十 歲の壯 齢に 於て あった。 彼 は 多くの 巡 

禮 者の 群に 投じて 「ピラトの 階段」 を 膝 を 以て 登りつ- - あった。 此 階段 はもと ピラトの 政 ii にあり し 

ものに て、 ィ H スの 昇りし こと ある ものと 傳 へられて ゐる (勿論 事實 ではない )o 故に 此 階段 を 聖な 

る ものと して、 巡禮 者が 敬虔なる 姿態 を 以て 登る ことにな つて 居た ので ある。 中途に して 彼の 心に 浮 

びし は 羅馬書 一章 十七、 十八 節であった。 殊に 「義人 は 信仰に よりて 生くべし」 の 句であった。 電擊 

の 如く 此 句が 彼の 魂 を 撃った。 彼 は 中途より 階段 を 引き返した。 彼の 心 は此時 羅馬敎 と結緣 したので 

ある。 彼 は 多くの 失望 を 以て 鄉國に つた。 しかし 新しき 生命 は此 失望の 中より 發 芽し 始めた ので あ 

る。 かくて プロテスタント 敎は 起り、 かくて 自由 は 全歐に 漲る に 至った。 彼に よりて 起り たる 宗敎改 

革 は 決して 單 なる 宗敎の 改革ではなかった。 又舊 敎に對 杭して 新敎が 起った と 云 ふだけ の 事で はな か 

つた。 實に 彼の 宗敎 改革 は當 時の 世界た る歐洲 全土の 大 改革であった。 げに基 蓊敎の 生起 を^と して 

宗敎 改革が 與 へた ほどの 大 改造 は 嘗て 此 世に 起らなかった。 羅馬 書が— 殊に 其の 一章 十七 節が— 斯の 

如き 大 改造の H となった ので ある。 不思議で ある、 しかし 事實 である。 

第二に 注意すべき は 第三 章 一 一 十 一 —一 一十 六 節で ある。 これ 雑 馬 書の 中心で ある。 殊に 其 中の 二十 三 

—  二十 五節 を 我等 は 見よう。 

凡ての 人、 罪 を 犯し たれば 神の 榮光 を受 くるに 足らす、 t 功な くして 神の 恩惠 により、 キリスト. 

イエ ス にある 贖 5!?- によりて 義 とせら る、 たり。 卽ち神 は 忍耐 を 以て 過 来し方の 罪 を 見 遁し給 ひし 
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が、 己の 義を顯 はさんと て、 キリスト を 立て、 其 血に よりて 信仰に よれる 宥の 供物と なし 給へ 

り。 (改譯 ) 

室に 人の 救 はる k は 行に 由ら す 信仰に 由る。 功な くして 唯 キリスト を 信す る 信仰の みに 由り て 祌 

の 恩惠を 受けて 義 とせら る。 これ ィ H スの 十字架の 贖罪 あるが ためで ある。 人 はた^ ィ H スを 信す る 

に 由り て 罪を欧 され 潔 めら る、 唯一 の 救の 道 は 信仰で あると、 これ 人 を 救 ひ、 國を救 ひ、 世界 を 救 n 

救. E の大 原理で ある。 もしが 記 十九 章 二十 五節が 約 百 記の 中心で あり、 且舊約 聖書の 中心で あるな 

らば、 羅馬書 三 章 一 一十 五節 は羅馬 書の 中心た るに 止まらす して、 叉實に 新約聖書の 中心で あるので あ 

る 0 

古來此 語に よりて 靈 魂の 平安 を 獲た る 人 は其數 無限で あると 思 ふ。 英の 詩人 ウィル ャム • クゥパ ー 

の 如き は 其 代表者で ある。 

それ は クウ パ，' が 絕ぱェ の 底まで 落ち こんだ 時であった。 彼 は 茶し く與 奮して 居室 を 右に 左に 歩みつ 

つあった。 . きに 彼 は 窓際に 腰 を 卸した。 其處に 聖書が あつたので、 何 かの 慰めと 力 を 見出し 得る か 

も 知れぬ と 思って 其れ を 開いた。 彼 は 一一 一一 C うて ゐる 「私の 眼に 觸れた 箇所 は 羅馬書 第三 章の 第二 十五 

節であった。 義の 太陽の 光 はこよ なき 豐 けさ を 以て 私 を 照らした。 私 は キリストが 私の 赦免と 全く 

義 とせら る、 事との ために 爲 せし 贖 ひの 完全 充足なる を 知った。 一瞬に して 私 は 之 を 信じ、 そして 

幅 音の 平和 を 受けた」 と。 彼 は 尙ほ言 ふ 「もし 全能者の 腕が 支へ なかったならば、 私 は 感謝と 歡喜 

とのた めに 壓 倒されて 了った ことで あらう。 私の 眼 は 淚に充 ち、 感極まって 聲は 出でなかった。 私 

よ 愛と 驚異 こ， り 益れ て、 唯靜 かなる 敬畏を 以て 天 を 見上げ 得る のみであった」 と。 「その 歡喜は 


言 ひ 難く 且榮光 あり」 (ぺテ 。前書 一 の 八) と は 正に 斯の 如き 聖靈の 働き を 云 ふので ある。 (テ エラ- li^ 

著 クウ パ —傳 より；) 

げに三 章 一 一十 五節の 如き は 聖書の 中心た る 著しき 語で ある。 聖書 は羅馬 書に 照して 見る 時 完全に 理解 

し 得る と カル ヴ ィ ン は 言うた。 我等 は 寧ろ 進んで 言 はう、 羅馬書 三 章 一 一十 五節に 照して 創世記の 始ょ 

り 默示錄 の 終まで を眞に 解し 得る ので あると。 眞に 偉大なる 言で ある。 

第三に 我等 は 第 十三 章 十 一 —十四 節 を擧げ 度い (讀者 は 聖書 を 開きて 此筒 處を讀 まれ 度し)。 こ は 

再臨の ベ 市 望に 根ざす 强き新 生活の 勸め である。 此 語に 勵 まされて 新 生涯に 入った 人の 數は 無限で ある 

と 思 ふ。 かの 羅馬 敎會の 最大 偉人、 ォ ー ガス チンの 如き は 其 好き 實例 である。 彼 は 如何に かして 信仰- 

生活に 人らん と 努めつ、 あつたが、 心に 荒れ狂 ふ 情慾 は 空しく 彼の 努力 を 嘲笑って 居た。 併し 期 は 遂. 

に 来た。 聖霊 は 彼の 切なる 願 を納れ た。 彼 は 一 日 博惱に 重き 胸 を 抑へ て 庭園 を 歩みつ、 あった。 時に 

何處 よりと もな く 細く 妙なる 聲が 彼の 耳 を 打った。 その 聲は 明かに 「聖書 を 開け」 と 聞え た。 天使の 

聲 か聖靈 の懾 きか、 孰れに しても 此 世の 人の 聲 ではなかった。 彼 は 直ちに 聖書 を 開いた。 其處は 恰も. 

羅馬書 十三 章の 終であった。 彼れ は 燃 ゆる 眼 を 以て 十 一 節 以下 を 一 氣に讀 み 下した。 玆に 強烈なる^ 

心 は 自らに して 彼に 起った。 玆に 「奮き は 去って 皆 新しくな」 つた。 其 熱烈なる 信仰の 叫びと 廣 博な 

る 思想と を 以て 世界に 大 感化 を 與 へし ォ ー ガス チン、 彼は斯 くして 生れた のであった。 羅馬書 十三 章. 

末 段はォ ー ガス チン を 通して 全世界に 大 感化 を與 へたので ある。 

その他 十八 世紀に 於て 世界に 强き靈 的 復活 を與 へたる ジ ヨン. ウェス レ ー の 如き は、 ル ー テルの 羅 

馬 書 註解の 序文 を讀 みて 信仰に 入れり と傳 へらる。 卽ち羅 馬 書が ル ー テル を 通して ゥェ スレ ー を 生ん 
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だので ある。 以上の 如く 世界 を 改造せ し大 偉人 を 幾度 も 起した る 羅馬書 は、 卽ち 世界 を 改造せ し 書と 

云 ふべき である。 先 づ人を その 根抵に 於て 改造し 以て 世界の 改造 を 促す もの は此 書で ある。 これ 今日 

までの 歷 史の證 明す る 所で ある。 

余 自身 また 此 書に 依って 救 はれし 一 人で ある。 儒 敎國に 育ちし 我等 は 基督 敎を 以て 聖人 君子た るの 

道と 考へ、 〈元 全なる 道 德的狀 態に 達せん こと を 信仰の 目的と 考へ 易い。 然る 時 己の 實狀が 己の "理想と 

副 はざる ため、 苦悶 恢悔の 襲 ふ 所と たるので ある。 余の 如き は 此雜の 悶えに 泣きし も、 日本 國に 於て 

之 を 解決す るの 道な く、 ために 遙々 米國 にまで 渡りて 此疑團 の 氷解 を 求めた ので ある。 時に 深切なる 

先生 あり 余に 敎 へて 曰く、  r 汝 自ら 義 たらん と^むる 勿れ。 そ は 恰も 小兒が 植木 を 鉢に 植 ゑて 毎日 引 

き拔 きつ &發育 如何 を 調 茶す る 類に して、 到底 來 得べき 事に あらす。 汝 自ら 聖 くな らんと 努めす し 
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て 唯 十字架の ィ H スを 仰げ、 然 らば 平安 汝に 臨まん」 と。 かく 敎 へられて 大に 悟る 所 あり、 且羅馬 書 

を精讀 して 遂に 平安に 達した ので ある。 仰ぎ 瞻 よさら ば 救 はれん と、 これ 羅馬 書の 提示す る 平安 獲得 

の 道で ある。 自ら 義 となりて 平安に 達せん とする は 幅 音と は 正 反對の 道で ある。 福音 は 唯一 つ、 卽ち 

1^ 仰に よりて 神に 義と せられて 平安に 入る ので ある。 我等の 研究 せんとす る 羅馬書 は 此道を 人に 敎ふ 

る 書で ある。 

最後に 羅馬 書の 骨子 を 述べよう。 一章 一節— 十七 節 は 前置で あり、 十五 章 十四 節 以下 十六 章まで は 

結尾の 挨拨 である 故 これ を 除きて、 一章 十八 節より 十五 章 十三 節まで を羅馬 書の 本體 とする。 之 は 左 

の 三 綱目に 分 たれる。 

I  、 人 は 如何にして 救 はる \ かの 問題 (一章 十八 節— 八 章) 


II、 人類 は 如何にして 救 はる- - かの 問題 (九 章 I 十 一 章) 

三、 此 救に 與 りし 者の 生活の 問題 = 信者の 實 踐道德 (十二 章— 十五 章 十三 節) 

右の 中 第一が 最も 大切であって、 是れ羅 馬 書の 主要部で ある。 そして 之 を 更に 左の 三 項に 分つ。 

第一 、 義 とせら る. -事 ( 一 章 十六 節 I 五 章) 

第二、 聖 めら る.^ 事 (六 章、 七 章) 

第三、 榮 化せら る、 事 (八 章) 

この 三つ、 卽ち義 とせら る &事、 聖 めら る、 事、 榮 化せら る \ 事 は 孰れ も 自己の 努力に 依らす 唯 信仰 

V, リ -.r せん  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

による、 仰瞻に 依て 與 へられる。 之 を細說 すれば 十字架の キリスト を 仰ぎ 瞻る 事に 由て 義 とせられ、 

OO00000000000000000O0  0OOOOOOO00OOO0OO  0  O0O  O 

復活せ る キリスト を 仰ぎ 瞻る 事に 由て 聖 めら れ、 再臨すべき 彼 を 仰ぎ 瞻る 事に 由て 榮化 せられる。 一 

として 自己の 功、 行、 積善、 努力 等に 由て 達成 せらる & もの はない。 凡て 凡て 彼 を 信す る 信仰に 由り- 

彼の 遂げ 給 ひし 功に 由る。 た 偏へ に 彼 を信受 し、 彼に 信賴 し、 彼 を 仰ぎ 瞻る 事に 由り て 我等 は義と 

せられ、 叉 めら れ、 叉榮 化せ しめらる。 此 事を敎 ふるが 羅馬 書の 主要なる 目的に して、 それに 添へ 

て 人類の 救拯と 基督 者の 實踐 道德 とを說 示す るので ある。 簡單 にして 明瞭， 解し 易き が 如くに して 而 

も 解し 難く、 解し 難き が 如くに して 而も 解し 易き が羅馬 書で ある。 げに此 偉大なる 書 は 我等の 熱心な 

る 研究に 値する ものである。 そ は 其 論す る 所が 世界人 類の 最大 問題で あるから である。 
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第一章 一節 ー 七 節の 研究 

前囘の 終に 羅馬 書の 骨子に ついて 說明 する 所あった が、 今少しく 之 を 補 ふ 必要が ある。 羅馬 書は秩 

序 整然たる 一大 書翰で ある。 勿論 近代の 意味に 於け る 書翰と は 其 性質 を 異にし、 書翰で あると 共に 其 

內容に 於いて は 一大 論文で ある。 其 規模の 宏大なる、 其 秩序の 一 絲亂れ ざる、 其內容 の莊麗 高貴なる、 

沟に之 を 一 の大 建築物 (大 伽籃、 大 殿堂) に譬 ふべき である。 羅馬書 は 七 千 字より 成る、 卽ち之 を 七 

千 個の 大理石 を 以て 造れる 一 大 建築物に 比すべき である。 羅馬書 を 研究す る は、 恰も 此の 一 大 建築物 

を 表門より 入りて 裏門に 出づ るまで 巡覽 する が 如き ものである。 全體 として 莊麗 であると 共に、 其 個 

個の 室が 亦莊麗 にして 吾人の 眼 を 驚かす ので ある。 今 これ を 左の 如き 圖を 以て 表 はす を 便と する。 

此大 建築物に 入る 我等 は、 其 門に 「義人 は 信仰に 由て 生く」 なる 標語の 揭 げられ ある を 見る であら 

う。 そして 我等 は先づ 表門の 莊麗整 美なる を歎稱 する ので ある。 これ 第一章 第一 節— 七 節の r 自巳紹 

介」 であって、 室に 稀に 見る 大文字で ある。 表門の 次に は 廊下が ある。 これ 一章 八 節— 十七 節の r 挨 

拶」 に相當 する。 これ も 亦 表門に 劣らざる 立派な 物で ある。 此 二つ を 通過して 愈よ 本館に 入る。 本館 

は 三楝に 分た る。 第一 の 本館 は 三楝中 最大の ものであって、 本館 中の 本館と 云 ふべき ものである。 そ 
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の 壯嚴 雄大 は 言語に 絶せ り と稱す ベ く、 人間 の 建築物 中 

7-i 他に 類例な きを 思 はしむ る 程の 物で ある。 これ 第一章 十 

八 節より 八 章の 終までに 至る 「個人の 救 ひ」 の 項で ある Q 

つ <i 次 は 本館 第二に して 其 美 また 第一 に 劣らぬ 宏壯 なる 建物 

である。 卽ち九 章— 十 一 章の 「人類の 救 ひ」 が 之に 當る 

ので ある。 本館 第三 は 十二 章より 十五 章 十三 節までの 

7-A1A 「信者の 道德」 に當 る。 我等 は 救扬の 問題の 後に 實踐道 

德に 移る ので ある。 先 づ救扬 あっての 道德 である、 道德 

あっての 敕扬 ではない。 この 第三の 本館 も此 世の 建物と 

丸 11 一  は 趣 を 異にせる 美 はしき ものである。 以上の 如く 三 棟の 

本館 を 巡覽し 終りて、 遂に 我等 は裘 門に 達する。 これ 十 

五 章 十四 節 以下 十六 章 末尾までの 「私用、 告別、 祝福」 

三 ー 一 五.' ーョ に當 る。 此 裏門た る や 亦 看過すべからざる 貴き もので あ 

る。 かくして 裏門 を 出で て 我等 は羅馬 書と いふ 一 大殿堂 

を 看 終 へる ので ある。 

一 五 ME—1r- 而 して 此の 大 建築物 は實に 「信仰より 信仰に 至る」 も 

ので ある。 之 を 組織せ る 七 千 個の 大理石 は 孰れ も 信仰の 

大理石で ある。 天井 を 仰ぐ も、 床に 伏す も、 壁 を 見る も 

1 一一 一九 
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1 として 仰に 立たぬ はない。 土臺其 もの も 亦 信仰より 成る。 空 氣其者 も 亦 信仰の 香 を 放つ。 その 一 

見して 信仰と 見えざる 部分 も、 精 すれば 明かに 信仰の 上に 立つ。 實に 信仰 —— 然 り主ィ H ス キリス 

トに對 する 信仰 は此大 伽籃に 漲り 溢る.^ 特徴で ある。 

我等の 羅馬 書を講 する は、 聽者 を案內 して 右の 如き 一大 殿堂 を巡覽 する ので ある。 もし 其 中の 個々 

の 石、 個々 の 壁 等に ついて 精細なる 說明 をな す 時 は、 容易に 此巡覽 を 終へ る ことが 出来ない。 故に 已 

む を 得す 重なる 部分の 說明を 以て 滿 足しなくて はならない。 羅馬 書の 一節々々 の 詳細なる 說明は 之 を 

註解 者に 讓り、 我等 は 大體の 精神、 重なる 場所、 骨髓を 成す 思想の 說明を 以て 滿 足しよう。 遺憾な が 

ら時は 之れ 以上 を 許さない ので ある。 

先づ 「表門」 に當る 自己紹介の 部、 卽ち 一章 一節— 七 節の 研究 をし 度い。 この 部 は 僅に 七 節より 成 

り、 原語 聖書に 於て 九十 三 語 (冠詞 を も 一語に 數 へて)、 英譯 聖書に て 百 二十 七 語 (冠詞 を も 加算し 

て)、 邦譯 聖書に て は 二百 六十 字を算 へる のみで ある (現行 改譁 聖書に て 二百 八十 九 字— 編者 註)。 併し 乍 

ら此 表門 は 此の世に 於け る 最も 美 はしき、 最も 貴き、 最も 良き 材料より 造られし ものである。 卽ち其 

1 字々 々が 悉く 大文字で ある。 一 語々 々が 悉く 大 問題 を 傳 へて ゐる。 誠に 稀 有なる 自己紹介 である。 

「使徒」 と 云 ふ 第が 一の 大 問題、 「異邦人」 と 云 ふ 事が 一の 大 問題、 「幅 昔」 と 云 ふ 事が 右の 二つの 

大 問題よりも 尙ほ大 なる 問題で ある。 更に 「其 子 (神の 子) 我等の 主ィ H ス キリス ト」 と 云 ふに 至つ 

て は 問題 は "化 々大 となる ので ある。 其 他尙ほ 偉大なる 文字と 重大なる 思想 は相鑌 いて 生起す る。 羅馬 

書 一章 一 節— 七 節 は、 巨大なる 大理石 を累々 積聚 して 成れる 比類な く壯大 なる 門で ある。 

凡て 大昔 譜、 大 詩篇に は 優秀なる 序曲 (preludco が ある。 そして 此の 序曲の 中に 全編の 思想 を壓 


摔 せる を 以て 名作の 特徴と する。 その 序曲の 中に 全篇の 精神 を收め 得ざる は 凡手で ある。 例へば 詩人 

テ |ー  ソンの In  Me ョ oriam  (追想 歌) の 如き は 偉大なる 詩篇と して 名 ある ものであるが、 その 四十 四 

行より 成る 序曲 は沟に 珠玉 を 連ねし が 如き 逸品であって、 能く 全篇の 精神 を 代表せ る ものである。 叉 

我等 は大 作曲家の 名譜に 接する 時、 その 序曲の 中に 全篇の 精神の 躍如と して 動きつ，^ ある を 知る ので 

ある。 使徒 パゥ £1、 彼 はもと より 文學 者で もな く、 詩人で もな く、 叉 作曲家で もなかった。 その 大作 

羅馬 書の 如き も、 之 を 謂 ゆる 文擧 者の 傑作と 見るべき もので はない。 しかし 乍ら 其 主題 は 宇宙人 生の 

根本 問題で ある。 その 所說は 深奥に して 剴切で ある。 その 論法 は銳峻 にして 徹底的で ある。 その 精神 

は 高貴に して 靈偉 である。 全篇 を 貫く もの は 脈々 たる 信仰の 寶流 である、 進みて 歇 まざる 心靈の 旋律 

である、 漲り 溢る k 生命の 應動 である。 かくの 如くに して 羅馬書 は 一 大 傑作たら ざる を 得ない。 而し 

て 其 序曲た る 初めの 七 節が 稀代の 作に して 能く 全篇の 精神 を 代表せ る は、 签々 以て 此 書の 名作た る を 

襄書 する ものである。 

何故に パゥロ は 劈頭 第 一 に 自己紹介の 擧に 出づる 必要が あつたの であるか。 そ は 彼と 羅馬府 の 信者 

とが 未見の 間であった (少數 の 者 を 除きて は〕 からで ある。 時 は 紀元 五十 七 八 年の 頃であった。 彼 は 

其の 第三 囘傳道 旅行の 途次 ギリシャの コ リントに 滯在 しつ k あった。 使徒 行傳 二十 章 二、 三 節に 「そ 

の 地 を經て 多くの 言 を 以て 人々 を勸 め、 ギリシャに 至り 此處に 三 ヶ月 留 りて」 と あるが それで ある。 

其 時に、 叉 其 時の 前から 彼の 心に 二つの 相 納れぬ 者が 潜んで 居た。 一は 以前より 胸に 祕め 居た 羅馬行 

の 希 は 1- であって、 一 は エルサレム 行の 責務であった。 二つ を 同時に 行 ふこと は 出来ない。 孰れ か 一 を 

先にし なければ ならぬ。 勿論 彼 は 責務 を 希望の 後に 廻す 人ではなかった。 彼 は先づ 責務 を果 さんと 決 
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意した。 然る 後 是非とも 羅馬 府を訪 ひ、 あはよ くば 羅馬" 时を 飛石と して 歐洲の 西 端 イス パ -I ャ まで 福. 一 

音 を 布かん と 志した。 かの 責任の ため 此希 おは 後 廻し となった。 しかし 彼 は 羅馬府 を I 殊に 其 1  なに あ： 

る 或數の 兄弟 姉妹 を— 忘れ 得る 人ではなかった。 よし 其 大部分 は 未見の 人な りと は 云へ、 靈に 於て は 一 

十 年の 知己に も 勝る 者で ある。 彼 は アデ リャ海 を 隔てて 遙 かに 羅馬 大帝 國の 首府 を懷 うた。 彼の 心 は 一 

愛 を 以て 燃え立った。 彼 は 遂に 一 の 公的 書翰 を 認めて 彼等に 送らん と 定めた。 併し 未見の 兄弟 姉妹へ 一 

の 書翰で ある。 故に 彼 は先づ 第一 に 自己紹介 のために 數節を 用 ひたので ある。 

かくの 如き 意味の 自己紹介 である。 故に 羅 馬の 信者と 自己の 問に 一 致點を 見出して 之 を 記さねば な 

らぬ。 これ 未見の 友に 書翰 を 送る に當 つて は當然 採るべき 道で ある。 一 章 一 節 I 七 節 は 種々 の 大眞理 一 

を藏 する 外、 未見の 兄弟に 自己 を 連結せ しむる 技巧の 點 より 見ても 注意すべき 所で ある。 げに バウ 口 

は ギリシャの コ リントより、 アデ リャ海 を 超えて、 ^太 利 半島の 羅馬府 まで 美妙く も 橋 を 架した るか 

な。 而 して 是れ 技巧の 生みた る 技巧で はない、 愛の 生みた る 技巧で ある。 主に ある 兄弟に 對 する 愛が 

彼 をして 知らす 識 らす此 技巧に 出で しめたの である。 故に 技巧 その ま、 の 技巧で はない、 聖 めら れた 

る 技巧で ある。 我等 は バウ Q が 種々 の 場合に 表 はした る聖き 技巧、 愛の 技巧 を贵む ものである —— た 

だの 技巧に 對 して は 蔑視の 眼を投 ぐれ ども。  一 

此事は 一 節より 七 節までの 思想の 動き を逐 へば 明かで ある。 第一 節 を 原語 聖書に 於て 見れば 先づー 

しもべ 

「ハウ 口」 と 己の 名 を 記し、 次に 「ィ H ス キリストの 僕」 と 記し、 次に 「召された る 使徒」 と 記し、 

次に 「神の 福音の ために 選ばれた る」 の 句 を 以て 「使徒」 なる 語 を 形容して ゐる。 彼 は 第一 節に 於て 一 

は專ら 己の 何なる か を 述べて、 先づ此 書翰の 發送 者の 性質 如何 を說 明した ので ある。  ：ー 


第一 節の 最後の 語 (原語 聖書に て〕 は 「神の 福 昔」 である。 。ハウ。 は 第二 節に 人り て此 福音の 何なる 

か を 述べる。 卽ち 「この 福音 は從 前より 其の (神の〕 預言者た ちに 託り て 聖書に 誓 ひ 給へ る もの」 な 

る 事 を 示して 居る。 そして 三 節 前半に 於て 此福 昔が 「其の (神の) 子 われらの 主ィ H スキ リスト」 に 

係る ものなる 事 を 述べる。 然 らば 此 キリストと は 何で あるかとの 疑問が 起る。 乃ち 三 節 後半と 四 節 は 

之に 封す る 答に して 「彼 は 肉體に 由れば ダビデの 裔 より 生れ、 聖 善の 靈 性に 由れば 魏 りし 事に よりて 

明かに 神の 子た る こと 顯れ たり」 と 彼を兩 方面より 說 明して ゐ る。 

かく ィ H スの 事を說 明せ し パゥロ は、 次に 彼と 自分 等との 關係を 述べて 第五 節 を 作った。 卽ち曰 ふ 

「われら 被より 恩惠と 使徒の 職を受 く、 これ 其 名の 爲に 萬國の 人々 をして 信仰の 道に 從は せんとな り」 

と。 萬國の 人々 と ある は 凡 一、」 の 異邦人の 意味で ある。 そして 此 「凡ての 異邦人」 なる 語より 羅馬府 の 

信者に 言 ひ 及んで (彼等 も 亦 異邦人の 一 部 なれば) 第 六 節 を 作り r 汝等も 其 人々 (： 異邦人) の 中に 在 

りて ィ H ス キリストの 召 を 蒙りし 者な り」 と 記し、 以て 此 書翰の 受信者の 性質 を 明かに して ゐる。 こ 

の 如くして 自己より 出發 して 愈々 羅 馬の 兄弟にまで 筆 を 運び 来りて、 彼 は 第 七 節の 語 を發し 得る に 至 

つたので ある。 七 節 前半に は 「我れ 凡て。 マに 在る ところの 神に 愛し まれ 召 を 蒙り 聖徒と 爲れる 者に 

まで 書 を 贈る」 と ある。 玆に彼 は 其 心の 手 を 遙か羅 馬府に 仲ば して、 其處の 兄弟と 握手した ので ある。 

もし 第一 節より 玆 まで を 一言に して 云へば 「パ ゥ&、  P マの 聖徒にまで 書 を 贈る」 である。 實は斯 く 

簡單に 記した だけで も 事は辨 する のであった。 其 好き 例 は 使徒 行傳 二十 三 章 二十 六 節の 「クラウ デヲ 

ルシア ス、 最も 尊き 方 伯べ リク ス の 安き を 問 ふ」 である。 しかし バウ tl は 口 マ の 聖徒と 一 致點を 見出 

すべく、 愛の 技巧 を 以て 右の 如き 異常の 迂囘 路を迎 つたので ある。 
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劈頭 第一 に 「パゥ „-」 と 己の 名 を 記して 後、 彼の 筆 は 一 語 又 一 語 次第に 遠く 脇路に 入る が 如く 見え 

た。 彼 は何處 まで れて 行く ので あるかと 讀者は 大いに 危む。 然るに 彼は鮮 かなる 手練 を 以て、 六 節 

より 七 節 前半に 及びて 遂に 受信者と 握手して 了 つ た。 されば 彼 は 最後に 於て 祝福 の §^ を述 ベ て此 異常 

たる 自己紹介 を 終った。 「汝等 願く は 我等の 父なる 祌 および 主ィ H ス キリストより 恩惠と 平康を 受け 

よ」 と 七 節 後半に 在る。 

この 偉大なる 「自己紹介」 について 英の 聖書 舉者ジ ヱ，.' •  H 1 • ビー トの 述べし 左の 語 は 誠に 美 は 

しき 說明 であると 思 ふ (ビ ー ト羅馬 書 註解 3 十八 頁〕。 

バウ 口 の 初めの 語 (一節より 七 節 迄 を 指す〕 の莊 美と 整齊に 注意せ よ。 それ は タル ソの 猶太 人 (パ ゥ。 を 

指す〕 と n マの 信者との 間の 深き 谷に 架けた 水晶の 弓形 橋で ある。 。ハウ B は先づ 巳の 名 を 記し、 次に 

己の 職の 權威を 述べ、 次に 其宣傳 する 福 昔に 首 及す る。 福 昔の 一語より 進んで 彼 は 福 昔の 犬なる 主 

問題た る 「ダビデの 子に して 神の 子た る キリスト」 にまで 上る。 これ 此 弓形 橋の 嶺 である。 兹 より 

彼 は W び 使徒 職に ついて 一 言し、 その 使徒 職の 働きの 範園 たる 異邦 萬 民に 首 及す る。 そして 遂に こ 

の 異邦 萬 民の 中に 在 羅馬府 の 信者 を 見 中1 すので ある。 彼 は 自己の 權 能キ： 張 を 以て 始め、 彼等の 權能 

を 認めて 終った。 深き 谷に 橋が 架かった。 民族 的^^の 河 を 超えて 彼 は 一 の 弓形 橋 を 投げた。 それ 

を 形造る 一 つくの 部分 は 生ける 眞理 であって、 其 要石 (中央の 石) は 人と 成りし 所の 祌の 子で ある 

(第 四 節 を 指す〕。 此橋を 渡して、 彼 は 彼の 父に して 彼等の 父なる 神、 及び 彼の 主にして 彼等の 中： なる 

キリス ト よりの 祝福 を 送った。 

淘に美 はしき i 最も 適切なる 說明 である。 


さて 此 弓形 橋の 第一 部 は 「ィヱ ス キリストの 僕 バウ lO である。 之 を 原語の 順序に よれば 

バウ 口 僕 イエスキリストの 

となる。 r ハウ 口」 と 第一 に 己の 名 を 記し、 次に 「僕」 と 記し、 次に 誰 人の 僕なる か を 示す ために 

「ィ ヱス キリストの」 と 記した ので ある。 かく 原語の 順序 を逐ふ 時、 この 語を發 した 時の バウ B の 思 

想の 動きが 知れる ので ある。 

「僕」 と譯 されし 原語 は tlculos  (ドウ In ス) であって 奴 を 意味す る。 パゥ& は 自己 を 以て ィ 

エス キリストの 奴隸 となした ので ある。 これ 大に 注意すべき ことで ある。 世に はィ H スの 弟子と 自稱 

する 人、 ィ H スの 兄弟と 自稱 する 人、 ィ H スの 友と 自稱 する 人が ある。 勿論 我等 は 彼の 弟子で ある、 

兄弟で ある、 又 友で ある。 そこに 何等の 誤謬 はない。 併し 問題 は 其 上に 更に ィ H スの奴 隸と云 ふ觀念 

を附 加す るかせ ぬかに 存 する。 此語を 以て 我等 は 彼に 對 する 絕對的 服從を 意味す るので ある。 もし 此 

第 四の 語 を 除きて 單に 彼の 弟子な らん か、 單に 兄弟な らん か、 單に 友な らん か、 勿論 我等 は 彼に 全然 

的 服從を しないの である。 弟子 は 全然 師に 服從 する 者で はない。 師に 背く こと も 師を棄 てること も 出 

來る。 師の 思想 を舊 しとして 批評す る こと も 出来る。 世に ィ H スのー 部 を 取りて 他を棄 つる 者 多き は、 

是れ 彼の 弟子た る ものにして、 彼に 身 を 任せた る 僕で はない。 又 イエスの 友と 云 ふに 止まらば、 或哼 

は 彼の 言に 從ひ或 時 は 彼の 一一 目 を 斥け、 又 我より 彼に 忠吿 を呈 する こと も 出來、 勿論 彼 を 批評に 上す こ 

とも 出来る。 世に 彼の 友た るに 止まる 者 甚だ 多い。 又 イエスの 兄弟 を 以ての み 居る 者 も、 右と 大同小- 

異 である。  到底 全部 を 獻げて 彼に 從 へる 者で はあり 得ない。 

我等 はィ H ス の 弟子で も あらう、 兄弟で も あらう、 友で も あらう、 しかし 何よりも 第 一 に 彼の 奴隸 
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でなくて はならぬ。 これ 必須なる 第一 要件で ある。 奴隸と 云へば 主人に 全然 服從 すべき ものである。 

水に 人れ と 言 はるれば 水に 入り、 火に 入れと 言 はるれば 火に 入り、 死せ よと 言 はるれば 死す。 主の 命 

維れ 服 ひ、 中； のために 死す る を 以て 己の 名譽、 特權、 幸福と する。 實に 基督 者 は キリストに 對 して 此 

種の 關 係に 於て あらねば ならぬ。 沟に 日々 十字架 を 負うて 彼に 從ふ 決心 ある 者に して、 初めて 基督 者 

たり 得る。 彼の 一 部に 服して 他に 服せ す、 彼の 命に 半ば 服して 半ば 服せ す、 彼の 命 を 或 時 は 守りて 或 

時 は 守らす、 これ 己 を 主として 彼 を 己の 從 たらし めんと する ものであって、 己 を 空しう して 彼に 事へ 

ん とする 者で はない。 此 1^ の 人 は 或は キリストの 弟子で あり、 友で あり、 兄弟で あらう、 けれども キ 

リストの 僕で はない。 そして キリストの 僕たら ぬ 者 は、 少 くと もパゥ 口の 眼に 於て は 基督 者で はない 

ので ある。 我等 は 自己の 有形無形の 所有 全部— その 生命まで を も— 彼に 獻 ぐる 心 ありて 初めて 基督 者 

たるので ある。 

バウ II は 誰 人に も 頭 を 屈せぬ 人であった。 その 事 は 彼の 全生涯と 全書 翰と が證 明して 居る。 人に 對 

して、 殊に 我 を 抑 へんと する 者に 對 して は、 彼 は 極端に 强剛 であった。 この 不屈の 氣性は 彼の 言動の 

隨時隨 所に 發 露して、 彼の 姿 をして 峻 崎なら しめて 居る。 然るに この バウ 口が キリストに 對 しての み 

は、 絕對的 服 從の道 を 選んだ ので ある。 實に 彼に 取って は、 人の 奴隸 たる は 死 を 以て も惯ひ 難き 最大 

の 恥辱であった。 「蓋 われ 誇る 所 を 人に 虚く せられん より は 寧ろ 死ぬ る は 我に 善き 事 なれば 也」 (コリ 

ント 前書 九の 十五) と は 彼の 素懐であった。 然し 乍ら キリストの 奴隸 たる は、 何物 を 以て も換へ 難き 最 

大 の榮譽 であった。 彼 はかの 恥辱の 道 を 取らす して 此榮譽 の 道 を 取った。 我等 また 彼に 傚 ふべき であ 

る。 人の 奴 隸には 決してなる まじ、 如何なる 事 あると も— よし 死 を 以て 脅かさる、 とも— 決して 成る 


0  0  0  0  0  0  0  0  0  ooooooooooooooooooooooo  0000 

まじ、 併し 神の 獨子、 人類の 救 主、 我等の 主たる ィ H ス キリストに は 全然 奴隸の 位置に 立たん と。 こ 

れ 我等の 悔改當 時の 決心で あらねば ならぬ。 又 一 生涯の 決心で あらねば ならぬ。 

然 らば 我等 キリストの 奴隸 となる 時、 われ 等の 尊重す る 自由 を 喪失す る 虞れ なき か。 否、 我等 キリ 

O0OO0OOOOOO000OO0OO0OO0OOO 

ストの 奴隸 となりて 初めて 自由 を 我物と なし 得る ので ある。 人の 奴隸 となる は 自由 を 喪失す る 所以で 

ある。 キリストの 奴隸 と. なる は 自由 を 確保し、 培養し、 之 を眞に 我の 永久 的 所有物たら しむる 道で あ 

る。 今人が 眞の 自由 を 有せざる は、 自由 を瘦 るの 道 を 知らざる ためで ある。 吾等 は キリストの 奴隸と 

なり そのみ 眞に 自由 を 我物と なし 得る。 然るに 今人 は 彼の 奴隸 たる を 好ます して 徒らに 自主た らんと 

欲して、 却て 何 か 他の 人 叉 は 他の物の 奴隸 となる の 巳むな きに 至り、 以て 獲ん とする 自由 を 却て 我と 

みづ から 追 ひやって 居る。 キリストに は 絕對の 服從、 人より は 絕對の 自由、 これが 眞の 基督 者の 雜り 

.,5^ き 姿で ある。 

「イエ ス キリストの 僕 バウ 口」 と、 卽ちィ H ス キリ ストの 奴 諫パゥ 口と、 かく 用 ひられて 奴隸 なる 

文字 も 率し き 意味 を傳 へざる 高貴なる 語と なる。 其 中に パ ゥ & の 信仰の 特徴が 美 はしく 表 はれて 居る 0 

而 して 人の 眞に 生く る 道を傳 へて ゐる。 

一 個の 石塊に 知り 盡し 難き 秘密 あり、 パゥ Q の 一 語に 無限の 意味 あり、 我等 先 づ羅馬 書 劈頭の 一 語 

に 深き 注意 を 注ぐべき である。 
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第三 講 パゥ 口の 自己紹介 三) 

第一章 一節、 二 節の 研究 

羅馬書 第一章 第一 節 を 原語の 順序の 俊に 記せば 

バウ 口 ィヱス キリストの 僕 召された る 使徒 神の 幅 昔の ために 選ばれた る 

となる。 之 を 文法的に 云へば r ハウ 口」 なる 語 を 三箇の 形容 句 (Adjective  phrase) を 以て 修飾 (mod- 

ify) したので ある。 英譯 聖書に 於て Paul, a  servant  of  Jesus  Christ  called  to  be  an  apostle, 

separated  imto  the  gdspel  of  Gcxl, と ある は 完全なる 譯 ではない が、 大體に 於て 原文の 文脈 は 保た 

れて 居る ので ある。 今 もし 之 を 分解 すれば 左の 如くになる。 

(第一 ) ィ H ス キリストの 僕なる バウ 口 

(第二) 召された る 使徒なる パゥロ 

(第三) 神の 福音の ために 選ばれた る パゥロ 

卽ち羅 馬 書 第一章 第一 節 は 右の 三思 想より 成る ものである。 その 中 第一 は 前講に 於て 說明 せし 通り 頗 

る 重要なる 意味 を 有する ものであるが、 第一 一 第三 も 亦 これに 劣らざる 重み を 有する ものである。 

バウ 口 は先づ 自己 を 「イエ ス キリストの 僕」 と稱 した。 これ コ リントより 遙か羅 馬府に 架した る 弓 


ぎ 橋の 第一 石で ある。 キリストの 僕と 云 ふ は廣き 語に して、 凡ての 基督 者 を 指す ものである。 キリス 

トの僕 (奴 隸) たる 覺悟 なき 者 は、 他に 如何に 優秀なる 特性 を 有すと も 基督 者と 稱 する こと は 出来な 

い。 羅馬府 の 信者に して 眞の 基督 者で ある 以上 は、 必す キリストの 僕で あるべき 害で ある。 キリスト 

の 僕た る點に 於て は、 バウ II と 彼等との 間に 何等の 差別がない。 よし 兩者は 他の 凡ての 點に 於て 相違 

せりと も、 少く とも 此一點 に 於て 全く 同一で ある。 パゥ 口 は先づ キリストの 僕と 記して、 何よりも 先 

に此 事が 彼の 第 一 特徵 である 事 を 示した ので あるが、 同時に また 羅馬府 の 信徒と 共通なる 此 一 點を先 

づ 記して、 彼と 彼等との 間に 一 脈の 溫流 を通ぜ しめたの である。 貴き 愛の 技巧よ！ 多分 羅馬府 の 信 

やすけ 3 あ .UN かふ 

徒 は 書翰の 劈頭に 此 句を讀 みて、 少 からぬ 安心と 溫味を 感じた ことで あらう。 

然し バウ n は 彼等との 共通 點に 何時までも 佇立して 居る こと は 出来なかった。 彼 は 進んで 「召され 

たる 使徒」 と 述べた。 これ 彼等と 自分との 第一 の 相違 を 明かに し、 併せて 神より 與 へられし 自己の 權 

能 を 示した ものである。 抑 も 「使徒」 の 意義 如何。 原語 apostclcs  (アポ スト ロス) は appst  (！ 116  (アポ 

ステ Bl) たる 動詞より 出で し 名詞に して、 此 動詞 は 「使者 を 遣る」 を 意味す る 語で ある。 されば ァ 

ボ スト n スは遣 はされ し 人、 使者、 特使 を 意味す る。 ビ ー トの羅 馬 書 註解 は 此語を 解して one  sent. 

on  some  special  business  (或 特別の 仕事の ため 遣 はされ し 人) となして 居る。 此 意味に 於て は此語 

は 聖書の 專有 語で はなく して 普通 一般の 語で ある。 しかし 勿論 聖書に ありて は、 之が 特殊の 意味 を 荷 

ふ ものと して 用 ひられて 居る。 之 は a  messenf^cr  of  Christ  to  the  wy.ld  (キリ ストより 此^へ の 

使者) の 意で ある。 然 らば 凡ての 時代に 於け る 凡ての 福昔宣 傳者は 悉く ァボ スト D ス であるか。 或 意 

味に 於て 然 り-〕 しかし 此語は 新約聖書に 於て は歷 史的 制限の 下に 記されて 居る 語で ある。 卽ち歷 史的 
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に 初代 敎會に 限られた 語と して あるので ある。 初代 敎會 以後に 於ても 多くの 優秀なる 傳道者 は 輩出し 

た。 彼等 は 明かに 「キリストより 此 世への 使者」 である。 しかし 新約聖書に 記さる 、アポ スト ロスで 

はない ので ある。 

かく i かと は 初代 敎會 特有の 語で あるが、 それに 叉 廣狹の ニ義が ある。 狹義に 於て は キリストの 生 

前に 使徒に 任ん 叩せられ たる 「十二使徒」 を 指す ので ある。 この 意味に 於て は バウ 口 は 勿論 使徒で はな 

い。 換首 すれば 彼 は 十二使徒の 一 人で はない。 次に 廣義に 於て は 使徒なる 語 は 第一 級の 傳道者 を 意味 

する。 「神 は 第一 に 使徒、 第二に 預言者、 第三に 敎師、 その 次に 異能を 行 ふ 者、 次に 病 を醫す 能を受 

けし 者、 救^す る^、 治理 者、 方 首 を 云 ふ 者 を 敎會に 置き 給へ り」 (コ リント 前書 十二の 二八) と あり、 

又 「その 賜 ひし 所 は 使徒 あり、 預言者 あり、 傳道者 あり、 牧師 あり、 敎師 あり」 (エベ ソ書 四の 十一〕 と 

ある。 卽ち 廣義の 使徒 は 敎會の 第一人者 を 意味す る。 バルナ バ、 主の 兄弟 ヤコ ブの 如き は此 意味の 使 

徒であった。 パゥロ も 十一 一 使徒の 一 人でなかった 以上、 先づ此 意味の 使徒で あつたので ある。 

かく 使徒なる 語 は 初代 敎會に 於て 凡ての 傳道者 を 指した 語で はなく、 或 種の 傳道者 を 指した 語で あ 

る。 比 意ぶ に 於て は 使徒 を 大使 (alnlKlssador) と 見る を 最も 便と する。 抑 も 大使と は自國 の主權 者の 

代理と して 他國に 赴け る 者で ある。 彼 は 異邦に ありて 自國 の主權 者の 代理^と して 立つ ものである。 

故に 四方に 使して 君命 を 辱めざる を 好箇の 大使と する。 塞に 貴き 地位で ある。 バウ & が 使徒で あると 

云 ふの. は キリストの 大使で あると 云 ふ 意味で ある。 そして 彼 は 特に 異邦人への 使徒で ある。 然り 異邦 

使徒 (gentile  apostle) である。 卽ち キリストより 異邦に 遣され し 者であって、 異邦人の 間に 於け る 

キリ ストの 代理者で ある。 


バウ。 は先づ キリストの 僕 (奴 隸) と稱し 次に キリストの 大使と 稱す。 一度 奈落の底に 落ちて 忽ち 

九天の 上に 登る が 如くで ある。 之を捉 へて 矛盾と 稱 して 彼 を^す る 人が ある。 その 思想 を 奇怪と して 

排 する 人が ある。 しかし 之 は 前後 矛盾で はなく して 對照 である。 奇怪で はなく して 奇勁 である。 げに 

バウ a は大 對 照の 人で ある。 其 人 自身が 種々 の 相反性 を 一身に 於て 兼ねた 人で あり、 從 つて 其 思想， - 

の 中に 種々 の 相反す ると 見 ゆる ものが 共 在して 居る ので ある。 さはれ 是れ對 照であって 決して 前後 矛 

盾で はない。 僕と 云 ふも眞 であり、 大使と 云 ふも眞 である。 彼の地 位 は 或 意味に 於て 極めて 低く、 或 

意味に 於て 極めて 高い。 從 つて 彼 は 或 場合に 於て 極めて 謙卑 であり、 或 場合に 於て 極めて 自信に 富む" 

彼は羅 馬の 兄弟た ちと 同じ 地位の ものであって、 叉^の 地位の ものである。 彼等の 爲に 奉仕す る 僕で 

あるが、 又 彼等の 上に 權を 取る 使徒で ある。 彼 は 「更に 多くの 人 を 得ん 爲に 自ら 己 を 衆ての 人の 奴隸 

となし」 た 人であった (n リント 前書 九の 十九 )o 併し 「我が キリストに 效ふ 如く 汝等 われに 效ふ べし」 

(同 十一 の 一) と 云 ひて、 己 を 信者の 師表と なす 程の 自信の あった 人であった。 

使徒で ある、 併し 唯の 使徒で はない 「召された る」 使徒で ある。 「召された る」 の 一 語 は 我等 をし- 

て イスラ  H  ルの 古き 偉人 を 想起せ しめる。  アブラハム は 「汝 の國を 出で 汝の 親族に 別れ 汝の 父の 家 を 

離れて 我が 汝に 示さん 其 地に 到れ」 との ェ ホバ の 召 を 受けて 「ェ ホバ の 自己に 言 ひ 給 ひし 言に 從 ひて 

出で」 往 いたので ある (創世記 十二 章)。 モ ー セは 神の 山ホ レブに 民族 救出の 聖召を 受けて、 辭 退し 又 

遂 巡せ しも、 遂に 之を受 くるの 餘儀 なきに 至った ので ある (出 埃 及 記 第三 章 )o ィザャ は M ホバに 5 非 を 潔 

めら れて 召されし ため、 其 召に 應 じて 立つ に 至り (ィザ ャ書第 六 章)、 エレ ミヤ は 「われ 汝を 腹に 造ら ざ. 

りし 先に 汝を 知り、 汝が胎 を 出で ざり し 先に 汝を聖 め、 汝を 立てて 萬國の 預言者と なせり」 との 招き 
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に應 じて、 一 度は辭 退せ しも 遂に 預言者の 聖職に 就いた ので ある (ェ レ ミヤ 記 第 一 章 )o 孰れ も 自ら 進ん 

で 其 重責に 當 つたので はない、 神に 召されて 辭 退せ しも 許されす 遂に 餘儀 なくして 就任した ので ある" 

自薦に 依らす 聖 召に 依る。 其處に 弱味が あり 又强 味が ある。 然り 人に よる 弱味が ある 故に 神に よる 强 

味が あるので ある。 

バウ 0 自身が 實に然 うであった。 彼 は 十二使徒 等と 同様 彼の 職に 召された ので ある。 「彼 は 自ら 好 

んで叉 は 偶然の 機會で それに 達した ので はない」 (マイヤ-〕。 そして 召されて 使徒 職に 就いた と 云 ふ 事 

は、 勿論 彼の 內 心に 神の 此聖召 を 感知した 事であって、 何等 外形的の 事象と して 現 はれた 事で はな か 

つた。 ために パゥ a は 自ら 偕して 使徒と 稱 すとの 批難が 所々 方々 にあった。 彼の 敵 人の 中には 此聲が 

格^に も 高く 擧 がった。 殊に 彼が 基督 敎 迫害者で あつたと 云 ふ 過去の 暗い 歷史 が、 彼の 位置 をして 益 

ハ 不利なら しめた。 さりながら 聖 召の 一事 は、 凡て 斯 かる 批難 攻， の 矢を拂 ひのけ 得て 餘り ある もの 

であった。 誰か 主の 召し 給 ひし 所の 者に 向て 僭越との 惡 名を與 へて 正しき を 得よう。 バウ a が 加拉太 

書の 劈頭 第一 に 「人よりに 非す、 又 人に 由ら す、 ィ H ス キリストと 彼 を 死より 甦らし & 父なる 神に 由 

りて 立てられ たる 使徒 バウ c」 と 高らかに 叫んだ の も、 哥林多 前後 書の 處々 に 己の 使徒 職に ついての 

辯 護 的 筆法 を 揮った の も、 これ 皆 我心の 前に 敵 人の 批難 攻撃 を 立た せての 戰 なので ある。 哥林多 前書 

九 章 を 見よ。 同 後書 三 章、 四 章、 六 章、 十 章、 十一 章、 十二 章 を 見よ。 戰廳濛 々たる 中に 於け る 彼の 

己の 使徒 職の 擁護 は實に 精彩 突々 たる ものが ある。 まことに 偉大なる 靈 魂の 心情 ありの ま i の發 露と 

して、 天然 其 者の 如く 純に して 美で ある。 羅馬書 を 記す 頃は此 擁護 戰は 略ば 下火と なった。 彼の 勝利 

はも はや 鮮か であった。 彼 は 今や 押しも押されもせぬ 大使 徒で ある。 しかし 彼 は 過ぐ る 幾年 かの 辛き 


經驗を 想 ひ 出さざる を 得なかった。 彼 は 幾年 も 用 ひし 同じ 武器 を復た 取りて 「召された る」 の 一 語 を 

添加せ ざる を 得なかった。 語 は 一字 (原語 タレ ー トス) である、 しかし 意味 は 無量で ある。 そして 此 

語 を 記し し 時の 彼の 感慨 も 亦 無量 であった こ とと 我等 は 思 ふ。 

敎 會に賴 らす敎 派を恃 ます 獨り 立て 福 昔 を 世に 布き たる バウ 口 は、 偉大なる 獨立傳 道 者であった。 

彼の 使徒た る は 「召された る」 とい ふ 一事 實の外 何等の 據所 なきものであった。 併し乍ら 俾道 者と し 

て 「無くて 叶 ふま じき もの」 は此 一事であって、 他の 凡て は 有る も 無き も 可き ものである。 そして 他 

の 凡て を 具備す ると も此 一 事な くば 傳道界 の 無資格者 である。 凡て 眞の傳 道 者 は 自ら 進で 傳道 者と な 

れる 者に あらす、 祌に 召されて 否應 なしに 此 務に當 るに 至りし 者で ある。 か&る 者に 於て は 形の 上の 

資格 は 有る も 可、 無き も 可で ある。 汝 正規の 神學校 を卒へ 牧師 試驗に 及第せ し 故に 眞の傳 道 者な りと 

云 ふか。 去れよ 斯る傳 道 者 は 神の 國に 用な き 者で ある。 汝 その 知識と 德 111? 一と 技能との 故に 好適の 俥 道 

者な りと 云 ふか。 .H^ れょ斯 る 傳道者 は 偕越虛 罔の 徒で ある。 唯 召されて 傳道 者と なりし 者の み、 よし 

其 外形 は 「世の 汚據 また 萬の 物の 汚坊の 如く」 なると も 眞の傳 道 者で ある。 而 して 實は單 に傳道 者に 

限らす、 凡て 眞の 基督 者 は 「召された る」 基督 者で ある。 自ら 成らん と 欲して 成りし に 非す、 父に よ 

りて 信仰 を與 へられ、 父の 聖召 によりて 信仰生活に 入った ので ある。 勿論 洗禮の 有無、 所 屬敎會 の 如 

何の 如き は 問題と ならぬ ので ある。 併し乍ら 「召された る傳道 者」、 「召された る 基督 者」 と自稱 する 

者必 しも 悉く 召された る傳道 者、 召された る 基督 者で はない。 その 中に 僞 はりて 斯く稱 する ものが あ 

り、 又 幻想に よりて 斯く 信す る ものが ある。 眞 ある 所、 偽 は 影の 如く 伴 ふ。 これ 大に 注意すべき 點で 

ある。 
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第一 節の 含む 第三 思想 は 「神の 幅 昔の ために 選ばれた る バウ Q」 である。 神と 云 ひ 福 昔と 云 ひ 選ば 

れ たると 云 ふ、 孰れ も 重要なる 語で ある。 「選ばれた る」 は 選^され たると 譯 する を 可とする。 原語 

aphcrismenos  (ァ フォ ー リス メ  ノス) は 別にせられ たる、 他より 分 たれた る、 選び 置かれた る 等の 

意 を 有す る 語で ある (英語 の separated ；  set  apal.t)。 或る時の 用の ために 前以て 選^し 置かれた る 

を 意味す る。 パゥ& は 福 昔 宜傳の 使命の ために 斯く 選別し 置かれし 器で ある。 これ 彼に 根深き 確信で 

あった。 然 らば 聖 召と 選刖の 如何との 問題が 起る。 この 問題に 光明 を投 する もの は數年 前に 彼の 

發 したる 語で ある。 卽ち加 拉太書 一章 十五 節に r 然れ ども 我 母の 胎を 出で し 時より 我 を簡び 置き 恩 を 

もて 我 を 召し 給 ひし 神」 と ある。 此 「簡び 置き」 は 羅馬書 一章 一節の 「選ばる」 と 同じ 語、 又 「召し」 

は 羅馬書 一 章 一節の 「召されて」 と 同じ 語で ある。 卽ち彼 は 豫め簡 び 置かれて 或 期間 を 經て後 召され 

たので ある。 彼 は元來 「神の 福音の ために 選別せられ たる」 器に して、 時來 つて 遂に 「召された る 使 

徒」 となりし 者で ある。 

人 は稷々 の 器と して 選ばる。 福音の ために 選ばれし 人の 中に も 或は 豫言者 あり、 敎師 あり、 牧師 あ 

り、 或は 全 敎會の 統率に 當る器 あり、 或は 事務 を 執り 又は 施^に 從ふ器 あり、 種 々様々 である。 そし 

て バウ 口 が 福音の ために 選ばれた と 云 ふ は、 勿論 幅 音宜傳 のために 選ばれた ので ある。 「福 昔」 は 原 

語に て eiiangelion  (ュ ー アン ゲ リオン) と 云 ふ。 實に美 はしき 語で ある。 美 はしき 思想 を 傅 ふる 語 

は 美 はしき 響 を 有す。 前に 「奴 隸」 と 云ふ慘 ましき (文字の 表面 は) 語を發 し、 次に 「福音」 のために 

選ばる と美 はしき 語 を 記す。 玆 に又パ ゥロ獨 特の對 照が あるので ある。 ュ ー アン ゲ リオン は 「善き 音 

信」 を 意味す。 英語に 於て gospel (ゴ スペル) が good  spell 卽ち 「善き 語」 を 意味す ると 似て ゐる。 • 


バウ 口 は實に 此の 善き 昔 信の ために 選ばれた ので ある。 神の 怒の 器と してで はない、 神の 刑罰 を 世に 

傳 ふる 使者と してで はない、 賁に 神の 善き 昔 信 を 世の 民に 傳 ふる 使者と して 選ばれた ので ある。 何者 

の 榮譽か 之に 如かん。 何等の 幸福 か 之に 比せん。 

羅馬 書の 劈頭に ュ ー アン ゲ リオン (福音) の 一語 ありて 此 書の 性質 は 明かで ある。 バウ。 が 福音の 

使徒たり と の 事 は、 羅馬 書が 一幅 音 の 大證明 書た る こ と を 示す ので ある。 而 して 幅 昔と は 喜び の 音信、 

歡 喜の 傳逹、 赦免と 恩惠と 平安と を 盛れる 一大 宣言で ある、 そして 之を述 ぶる が羅馬 書で ある。 歡喜 

を 以て 始まり 歡喜を 以て 終る は此 書で ある。 その 中に！^ の 指摘がない ではない が、 是れ 光明に 到達せ 

んが ための 前提た る暗黑 であって、 決して 暗黑を 以て 終る 所の 暗黑 ではない。 恩 惠は此 書の 基調で あ 

る。 歡 喜と 平安と は此 書に 漲 溢す る签氣 である。 これ. ハウ n 彼 自身が 恩惠の 上に 確立し 歡 喜と 平安と 

に 漲 溢せ る 人なる がた めで ある。 

一 節 を全體 として 囘顧 せよ。 パゥ 口 はィ H ス キリストの 奴 裁で あり、 召された る 使徒で あり、 神の 

福 昔の ために 選別 せられた 者で あると 言 ふ。 此 中に 彼の 謙遜 あり 確信 あり、 信賴 あり 覺悟 あり、 感謝 

あり 歡喜 あり、 實驗を 盛りし 語なる と 同時に 亦 敎訓に 富める 語で ある。 羅 馬の 信者 は 此の 書翰 を 開い 

て 先づ此 第一 節に 接せし 時、 恰も 戀人 よりの 便の 如く 言 ひ 知らぬ 喜 悅を味 はった ことで あらう。 曾て 

此の世が 產 みたる 最大の 基督 者、 最大の 傳道 者た る 異邦 使徒 バウ & の 書翰 冒頭の 語と して、 我等 は羅 

馬 書 一 章 一 節に 限りなき 興味 を覺 ゆる ものである。 

次 は 第一 一節の 研究で ある。 「この 福 昔は從 前より 其預 一一 K 者た ちに 託り て 聖書に J ^一：： ひ 給へ る ものに て」 

と 言 ふ。 豫言 者なる 語 は、 狭義に 於て は サム H ル 以後 豫 言の 聖職に 就きし 者 を 指す ので あるが、 廣義 
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に 於て はモ I  V まで 溯る ことが 來、 叉モ ー セ 以前の 所謂 「列 祖」 を 含む こと も ある。 而 して メシャ 

の 出現 の 豫言は 實に舊 約 聖書 全體を 通じて 存 する ものにして、 舊 約の 基調 は 明かに メシャ 豫 言 である。 

故に 第二 節の 「豫言 者た ち」 は 最大 廣義に 取るべき ものである。 沟に神 は 其豫言 者た ち を 通して メシ 

ャの 出現 を 聖書に 於て 誓 ひ 給うた。 されば ィ H スは 「汝 等の 先祖 アブ ラ ハ ムは我 日 を 見ん こと を 喜び」 

(ョ ハネ傳 八の 五六) と 云 ひ、 叉 「もし モ ー セを 信ぜば 我 を 信すべし、 そはモ ー セ 我事 を 記し たれば なり」 

(同 五の 四 六) と 云うた。 又 主の 復活 後 福 昔 宜傳の 最初に 於て ぺ テ ti は 使徒の 所信 を 代表して 云うた 「モ 

l セ 我等の 先祖た ちに 告げて 曰 ひける は、 主なる 汝 等の 神は汝 等の 兄弟の 中より 我に 似た る 一 人の 預 

言 者 を 起さん …… 叉 サム H ル より 以来 語りし 所の 預言者 も 皆 あらかじめ 此日を 指して 言へ り」 と。 か 

く 神 は 重ねく その 豫言者 を 通して 福 昔 確立の 日 あるべき を 誓 ひ 給うた。 それ は 我等が 舊約 聖書の 备 

處に發 見す る 所に して、 一度 豫言 者の 筆端 此 事に 觸る、 や、 その 想 その 辭 共に 高調に 達し、 花の 如き 

いろど  やな 

美 はし さと 蜜の 如きせ さとが 其 一一 一一 c 葉 を 彩りて、 妙なる 希望の 美 曲 を 奏で 出づ るので ある。 舊約 聖書 を 

して 希望 滿々 たる 書たら しむる は實に 之で ある。 げにメ シャ豫 言は舊 約の 肉の 肉、 骨の 骨、 髓 の髓、 

生命の 生命で ある. リ 

バウ ロは斯 くの 如き lnl 大 なる 舊約的 背景 を 第一 一節に 於て 記した ので ある。 そして 自己の 唱道す る 福 

音が 決して 自己 創造の 敎說 にあら すして、 古 へ より 豫言 者の 豫め 示した る 事— 豫言者 を 通して 神の 誓 

ひ 給へ る 事— なる を 主張した ので ある。 玆 にパゥ II の據り 所が ある。 玆に 過去 數 千年が 彼の 後援者と 

して 立つ。 彼が 聖書 を 以て 自己 宣傳の 福音 を 擁護せ しめし 處に 彼の 周到なる 用意と、 又眞 正の 傳道者 

たる 特徵 が存 すろ。 我等 は 古き 聖書に 據る時 最も 確實 である。 自己 發 明の 新說を 唱道す る 時： "取 も不港 


實 である。 そ は 古き 聖書の 敎 ふる 所 は 永久に 新しき に反して、 人間 所 造の 新說は 忽ち 舊說 となりて 路 

傍に 遺棄 せらる i がた めで ある。 今や 人 は 古き 聖書 を棄 てて 徒らに 新說 より 新說 へと 轉々 す。 そして 

聖書に 示さる i 神の 道 を 閑却して、 人の 所 造に か&る 種々 の 學說敎 義を說 明し、 講述 し、 研究し、 邀 

奉し 以て 得々 として 居る。 げに危 ふき 極みで ある。 あ、 人よ 早く 空しき 努力 を 去れ、 而 して 永久に 新 

且眞 なる 神の  一一 一一 n に 賴れ。  - 

最も 進步 的の 人な りし バウ a は 叉 最も 保守的の 人であった。 彼 は 古き 聖書に 賴り、 古き 舊き豫 言 を 

以て 最も 新しき 福音 を 擁護せ しめた。 彼を稱 して 矛盾の 人と 云 ふ 勿れ、 寧ろ 偉大の 人と 云へ。 進歩と 

保守と を 一 身に 兼ねて 人 は 初めて 偉大で ある。 凡そ 人類の 歷史に 一 大 時期 を 劃せ し 偉人 は 概ね 此 種の 

人で ある。 ル ー テル は 如何、 クロム ゥェ ルは 如何、 リン カン は 如何、 グラ ッ ドス トン は 如何。 グラ ッ 

ドス トン の 進 步的大 政治家た る は 誰 人 も 知る 所で あるが、 その 信仰の 頗る 保守的な りし も 亦 著明の 事 

實 である。 其他ル ー テル、 クロム ゥ H ル等 孰れ も 敬虔なる 使徒 時代 的 信仰の 所有者であった。 進歩と 

保守の 一致す る 所、 舊と 新との 融合す る 所、 そこに 眞醇 なる ものが 生起す る。 バウ：！ ほど 進步 的の 人 

はなく、 叉 バウ n ほど 保守的の 人はなかった。 これ 彼が 人類 中最 偉大の 人たり し 明かなる 證據 である。 
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第四講 パゥロ の 自己紹介 (三) 

第 一 章 三、 四 節の 研究 

一 節の 終に 「福 昔」 の 一 語 出でした め、 二 節 は 之 を 受けて 「此 福音 は從 前より 預言者た ちに 託り て 

聖書に 誓 ひ 給へ る ものに て」 と 述べ、 三 節 前半 は 「其 子 我等の 主ィ H ス キリスト を 指して 示せり」 と 

云 ふ。 これ 福 昔の 中心 問題が 「神の 獨子」 なること を 示した ので ある。 そして 三 節 後半と 四 節と は此 

の獨 子に ついて 記して 云 ふ 「彼 は 肉體に 由れば ダビデの 裔 より 生れ、 聖 善の 靈 性に 由れば 甦りし 事に 

よりて 明かに 神の 子た る こと 顯 はれたり」 と。 これ 使徒 バウ n の 基督 觀の 簡約に して、 此 自己紹介の 

中柩、 弓形 橋の 要石た る ものである。 

この 三、 四 節 は 原文に 於て 僅かに 二十 八 字、 英譯に 於て 四十 一字 (共に 冠詞 を も 加算して) より 成りて、 

一 節より 七 節に 互る 一 成文の 一 部た るに 過ぎない が、 其 內容の 莊大、 深遠、 高貴なる は 誰 人 も 認め ざ 

る を 得ざる 所で ある。 一節— 七 節 を 表門と 見た る 我等の 比喩 を 用 ふれば、 旣に 表門の 閾を 見、 鴨居 を 

仰ぎた る 縱覽者 は 測らす も： 大井を 仰ぎて 其處に 一 大 彫刻物 を 認めた るが 如き ものである。 r 大」 と 云 

ふ は其大 いさを 指さす して 實質を 指す。 まことに 類 稀なる 大 傑作で ある。 しかし 乍ら 凡て 大 傑作の 特 

徵 として、 之を領 得する こと は 容易で ない。 大體 をぎ むこと は甚 しく 困難で はない が、 其 全部 を 精密 


に且 正確に 知得す る こと は 至難で ある。 されば 此 彫刻物の 不可解な るに 困惑し 果てて、 遂に 本館に 入 

ら すして 此處 より 引返す 者 も 少なくな いので ある。 由 來パゥ B の 文章に は斯 かる 難所 少 からすして、 

此兩 節に ついては 大 註解 者が 各 その 說を 異にする 有様で ある。 ために 我等 も適歸 する 所に 迷 ふので あ 

る。 しかし 乍ら バウ コ は 固より 人 を 苦しめん ために 不可解の 文辭を 弄した ので はない。 必すゃ 或 重大 

たる 眞理を 提示す る を 目的と して、 彼 自身に 於て は 極て 明瞭なる こと を— あまりに 明瞭なる がた め— 

簡潔に 記した ので あらう。 故に 我等 は 此兩節 を 成るべく 能く 理解 せんこと を務 むべき である。 

日本 譯 聖書の 譯は 正確で ない。 今 原文 を 左の 如くに 譯 して 見よう。 

〔この 福音 は從 前より 其 預言者た ちに よりて 聖書に 誓 ひ 給 へ る ものに て〕 神の 子に 關 する ものな 

り。 彼 は 肉に よれば ダビデの 裔 より 生れ 聖 なる 靈 によれば 死よりの 復活 を 以て 明かに 神の 子た る 

こと 顯れ たる 者、 卽ち 我等の 主ィ H ス キリス ト なり。 

これ は 決して 完全なる 改譯 ではない。 た r 成るべく 邦譯 聖書の 譯文 を破壤 しない 程度で 試みた 假の譯 

である。 玆にィ H スが 唯の 偉人 叉 は 聖人と して 記されて 居ない こと はー讀 して 明かで ある。 難す る 者 

は 云 ふで あらう、 ィ H スは イエスで 可い、 單 なる 人、 偉人、 聖人、 ナザレの 預言者で 可い、 か k る 難 

かしき 基督 論 は 不用で ある、 まして 書翰 劈頭の 自己紹介 中に 斯 かる 面倒なる 神學的 命題 を 記す が 如き 

は バウ C 其 人の 意 を 知る に 苦しむ と。 

か- -る 立場より 見る 時 は、 この 三、 四 節に は少 からぬ 難問題が 含まる &の である。 大工の 子 イエス 

が ダビ ヂ 王統の 人な りしと は當 時の 猜太 人に も 異邦人に も 明かに 大 疑問であった。 勿論 彼等の 容易に 

承認し がた き 事で あつたに 相 遠ない。 然るに 此ィ H スは 神の 子で あると 云 ふ。 神の 子と は 神の 子た ち 
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の 意で はない、 神の 獨子 (The  Son  cf  God) の 意で ある。 然 らば 普通の 人と 全く 本質 を 異にせる 或 

る 存在者 を 指す に 相 遠ない。 故に 之 は 尙ほ難 かしき 問題で ある。 然るに 彼が 神の 子た る 事の 明かと な 

つたの は 復活に 依る と は、 益々 大 なる 難問題で ある。 復活 其 事が 旣に 信じ 難き 事で ある。 然るに 之 を 

以て ィ H ス 神性の 證據 とすると 云 ふ。 もし 何 か 他の 解し 易き 事— 例へば 彼の 人格と か敎訓 とか 業爲と 

かの 類— に 於て ィ H ス の 神性が 現 はれた とならば 之 を 理解す るの 道 も あらう。 然るに 極めて 疑 はしき 

彼の 復活 を 提げて 神性 を證據 立てん と は、 恰も 空虚の 上に 莊屋を 築かん とする 類で はない か。 併し 假 

に數 歩を讓 つて ィ H スの 甦り を 事 實と認 むる も 何故に 輕 りし 事が 彼の 神性 を 現 はした かが 明かに 一 の 

難問題と なる ので ある。 甦りと 云 ふ 事が 若し 在るならば 必 しも 彼 一人に 限った こと はなから う。 然る 

に 彼のみ 其 事の ために 神の 子た る こと 顯 はれた と 云 ふ は論據 頗る 薄弱で あると。 かく 見 来れば 此兩節 

中に 幾つ もの 難問題が 潜んで 居る ので ある。 

尙ほ 一 つの 問题が ある。 「ダビデの 裔」 と ある 裔は 原語 sperma  (スペルマ： >  で 男系の 裔を 意味す。 

然 らば ヨセフ を ダビデの 後裔と 見て 其 子た るィ H スを 「ダビデの 裔 より 生れ」 と 云うた ので あらう。 

果して 然 らば 福音書の 强調 する ィ H ス の處女 出生 はパゥ n の 否認す る 所で あるの かと。 これ 亦 聖書 解 

釋 上の 一難 問で ある。 現に マイヤ ー の 羅馬書 註解 (英譯 四十 五， 六 頁〕 は 之 を 以て ヨセフの 家系 を 示す と 

なし、 バウ！ 1 は處女 出生 を 其 文書の 何處に 於ても 支持せ すとの 頗る 明快なる 論定 を 下して ゐ るのに 對 

して、 ゴ ー ヂ，" は 其 羅馬書 註解 (英譯 百サ八 頁〕 に 於て 可成り 有力なる 根據の 上に 之 を マリアの 家系と 

見て、 マイヤ ー と 正 反對の 意見 を 提出して 居る。 孰れの 見方に も相當 の根據 ありて、 信仰 問題と して 

はい ざ 知らす、 聖書 舉 上の 舉問 として は 人 をして 取捨に 迷 はしむ る ものである。 


然り 難問題 は 羅馬書 一 章 三、 四 節に は 幾つ も 潜んで ゐる。 併し 聖書 は由來 信仰の 立場に 於て 讀むを 

本義と する。 辭義の 攻究！； より 肝要で あるが、 信仰の 眼 を 以てせす して は 聖書 は 謎の 世界で ある。 聖 

書 は 信仰の 書で ある。 そして 信仰の 書 は 信仰の 鏡に 照らされて 初めて 其 眞の姿 を 現 はすので ある。 靈 

の 事 は靈の 眼に しか 映らない。 我等 は 信仰な き 者の 奇怪と する 所、 S ェ書學 者の 至難と する 所 を も、 靈 

の 眼 を 以て 見 透さん との 房 猛心を 揮 ふ を 要する ので ある。 

「肉に よれば」 と は 何 を 意味す るか。 ゴ ー デ ー の 研究に よれば 聖書の 「肉」 (希 職 語 sal-x, 英語 

Heyh に當 る) に は三義 ある。 第一 は 骨 や 血に 對 する 肉の 意で 肉 それ 自身 を 指す。 第二 は體 全部 卽ち 

もろびと 

肉體を 意味す る。 第三 は 人間 を 意味す る。 此 第三 義の 例を擧 ぐれば 「諸人 (all  neslo こぞり て汝に 

來 らん」 (詩篇 六十 五の 二)、 「神の 前に 義 とせら る、 者 一 人 だに ある ことなし (直譯 —凡ての 肉祌の 前に 

義 とせられす ：}」(。 マ 書 一一 一の サ) 等 ある。 邦譯 聖書が 「肉 體」 と譯 したの は此 第一 一義 を 採った ので ある 

が、 バウ 口 は單に ィヱス の肉體 のみ を 意味した ので あらう か。 イエスに 祌 性と 人性の 兼有 を 信じ 居た 

る 彼 は、 寧 ろ此 場合 肉な る 文字 を 第三 義に川 ひたので あると 思 ふ。 

卽ちィ H スは 「人と して は」 ダビデの 裔 より 生れた ので ある。 これ 彼の 人的 半面で ある。 そして 

「聖 き靈」 によれば 神の 獨子 なので ある。 彼に は 神と 人との 二の 性質が あった。 彼 は 一面、 人で あつ 

て、 一面、 神であった。 彼に 於て は 人性と 神性との 兩 者が 融合して 一とな つて 居た。 これ パゥ n の 主 

張であった。 そして 羅馬書 一章 三、 四 節の 主意 は兹 にある。 之 を 形而上 學 的に 又は 神擧 的に 講究す る 

こと は 暫く 別と して、 單 純なる 基督 者の 信仰の 立場より 眺 むる とき は 之 は 是非とも 不可 缺の 事で ある。 

ィ H ス の祌 性が 否定 せらる \ 時 は 信仰の 據て 立つべき 土臺が 失せる。 我等 は 空 を 踏まへ て 信仰の 脚 を 
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立つ る こと は出來 ない。 彼を單 なる 人と 見る は、 理論 上に 於て は 或は 困難に 陷らぬ 道で あるか も 知れ 

ぬ。 之 を 合理的と 稱 して 誇る 人が 多い。 果して 事實上 合理的な るか は 一 疑問で あるが、 少く とも 合理 

的に 見える こと は糙 かで ある。 しかし 斯くて は 信仰 其 ものが 殆ど 有る か 無き かの 如く 稀薄と なり 去る 

を 如何。 感謝な く歡 喜な く 平安な く 詩な く 歌な きは此 種の 立場で ある。 事 實は雄 辯 以上の 雄 辯で ある。 

見よ ュ 一 1 テリ ヤン 敎の 如何に 乾燥無味な るよ！ 見よ ュ ！ー  テリ ヤン 敎 徒の 如何に 信仰的 潤 味を缺 ける 

よ！ 彼等に 種々 の長處 がないで はない。 さり 乍ら 最も 重要なる 靈的 生命の 中核 を缺 ける こと は、 彼 

等に 感謝の 詩な く歡 喜の 歌な きに 依て 明かで ある。 人の 最も 切に 求む る もの は、 理論の 純一 に 非す し 

て 魂の 純 一 である。 而 して 魂の 純 一 は 淚の伴 ふ 信仰に 依らす して は 得られない。 我等 は 勿論 理論 を 蔑 

喊 する もので はない。 た 理論に 囚 はれて 心 靈の光 を 鈍らす る 徒 を 蔑視す る ものである。 人よ 我等 を 

以て かの 狂信者 流と なす 勿れ。 

然りィ H スの 神性 を認 むる は 信仰 をして 信仰たら しむる 道で ある。 其 故 如何。 けだし 救扬 なき 處信 

仰 は 生起し ない。 而 して 人は單 なる 同類の 一人に 依て 救 扬に與 り 得べき 者で はない。 何と なれば 人 は 

如何に 偉大な りと も、 其 揮 ふ 能力に 制限が あるから である。 數年 前まで は 米の 大統領 ウィルソン は批 

界 の救濟 者の 如く 思 はれて 居た。 しかし 今や 果して 如何。 彼 は 令 日に 於て 寧ろ 世界の 壞亂 者たら ざる 

か を 思 はしむ る 程で ある。 世界に 於て 今や 唯一 人と して 彼に 依て 救 はれよう とする 者 はない。 さはれ 

是れ必 しも ウィルソンの 罪に あらす、 由來 人間に は 人間 を 救 ふ 力が 與 へられて 居ない。 救 扬は唯 萬 物 

の 主なる 神と 其 代理者た る獨子 キリストと のみより 来る。 その他の 誰 人よりも 眞の 意味の 救扬 は來ら 

ない。 ダビデよりも ソ ロモン よりも、 ィザ ャ よりも ェ レ ミヤよりも、 バウ 口 よりも ル ー テル よりも 救 


は 来らない。 ィ H ス若 し單 なる ダビデの 後裔であるなら ば、 如何に 絶倫 無比の 人格者 にても 到底 人 を 

救 ひ 得ない。 唯 彼に 神の 性が あれば こそ 人 を 救 ひ 得た ので ある、 又 救 ひ 得る ので ある。 人の 持たぬ 性 

が 彼に あれば こそ、 人の 持たぬ 力が 彼に 有りて 人類の 救 者たり 得る ので ある。 之 は 彼の 救に 浴した 者 

に 於て は、 極て 明々 白々 なる 實驗 上の 眞理 である。 此 事が 根抵 になく ば 基督 敎は 有る も效 なき 宗敎で 

ある。 淺く 民の 女の 傷を醫 やして 平康 からざる に平康 しくと 云ふ敎 である。 基督 敎がィ H スの 神性 

の 上に 立って 居らぬ 宗敎 ならば、 我等 は 一 刻 も 早く 此宗敎 を 去るべき である。 何と なれば この 宗敎を 

信奉せ しために 種々 の 苦痛 や 不便に 逢 ふ は、 愚の 極で あるから である。 もし 基督 敎が人 を 救 ひ 得る 宗 

敎 であるならば、 是非とも ィ H スの 神性 を 其根藉 として 持つ ものでなくて はならぬ。 故に 云 ふ、 イエ 

スは 明かに 神の 獨子 である、 その 神性 は 日の 如く 明かで あると。 

かく ィ H ス の 本質と して 神性 を認 むる 時 は、 彼 は 天の 榮位を 去り 身 を 下して 人と なった と 見る 外な 

いので ある。 卽 ちパゥ 口が 晚 年に 於て、 「彼 は 神の 體 にて 居りし かど も 自ら 其の 神と 等しく 在る 所の 

事 を棄て 難き ことと 思 はす、 却て 已を虚 うし 僕の 貌を とりて 人の 如く なれり」 (ピリ ビ書 二の 六 * 七) と 

言 ひし 如くで ある。 卽ち 神の 獨 子なる 彼が 人と して 人間 世界に 現 はれた ので ある。 然 らば 何故 この 事 

に 出づる 必要 ありし かとの 疑問が 起る。 之に 答へ る ものと して 我等 は 希 怕來書 四 章 十四— 十六 節を提 

示す る。 

然れば 我等に 雲霄を 通りて 昇りし 大 なる 祭^の 長すな はち 神の 子ィ H ス あり。 故に 我等 信す る 所 

の敎を 固く 持つべし。 蓋 われらが 荏 弱 を 體恤る こと 能 はざる 祭司の 長 は 我等に 有らす。 彼 は 凡て 

の 事に 我等の 如く 誘 はれ たれ ど 罪 を 犯さ ざり き。 是 故に 我等 恤みを 受け 機に 合 ふ 助と なる 恩惠を 
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受けん ために、 撣ら すして 恩寵の 座に 来るべし。 

神の 子が ィ H ス となり 大 なる 祭司の 長と なりて 人の 間に 幾年 か を 人と 共に 送り、 其 間、 息 難の 風に 吹 

かれ 辛苦の 雨に 打 たれ、 罪 は 犯さ ざり しも 屢々 人と 同じく 誘 はれ、 人の 荏 弱を體 W り 得る 立場に 己 を 

si^ き、 遂に は 萬 民の 罪 を 贖 ふために 十字架に 上り、 甦り、 空 を 通りて 昇り、 今や 祌の 右に 坐して 祭司 

の 長と して 人の 罪の ため 刻々 執 成の 勞を 取りつ.^ ある。 かるが 故に 我等 は 信す る 所 を 固く 保つべき で 

ある。 かるが 故に 我等 は 「恩 惠を 受けん ために 憚らす して 恩寵の 座に 來 るべ」 きで ある。 一 言に して 

云へば、 神の 子が 降^して 人となりし 故に 人の 救拯は 成立した ので ある。 これな くば 人 は 遂に 絶望の 

捕 慮と なる 運命 を脫 する こと は出來 ない。 ィ H スに 人性と 神性の 兩 面が 共 在し たれば こそ、 彼 は 人類 

0  0  0  0  0  0  0  000OO0OOOO00OOO0OOOO  0  0-0  0  0  0 

の 救 主たるの である。 羅馬書 一章の 三、 四 節に ついて 疑問と すべき 點は 幾つ も あるが、 その 主意 はィ 

OOO0O000O000O00O00O0O0  、：  >  、 ) 

ェ スの 人性 神性の 具有 を 示す にある は 明かで ある。 そして 此事は 彼が 救キ： たるべく、 必須の ことで あつ 

て、 從 つて 我等の 救扬 のために 必須の ことで ある。 頭腦の 上に のみ 福音 を 悟了 せんとす る 人に は 之 は 

躓きの 石で ある。 しかし 其の 全心 魂 を 擧げて 救 扬の實 得と 生命の 分 與に與 らんと 志せる 惱 める 魂に 取 

りて は、 洵に まことに 天来の 福 昔 である。 

イエス は ダビデの 裔 より 出 づ、 故に 人で ある、 史的 人物で ある、 卽ち 過去の 人で ある。 ィ H スは祌 

の 子で ある、 故に 主で ある、 今 在る 者で ある、 昔 在りん 「在り 後 在り、 昨日 も 今日 も 永遠まで も 變らざ 

る 者で ある。 

ィ H スは ダビデの 子で ある、 故に ュ ダャ 人の 王と して 生れし ものである、 約束の メ シャ、 イスラ H 

ルの 救出 者で ある。 イエ スは祌 の 子で ある、 故に 人類の 首と して 降りし ものである、 王の 王、 ^の 主 


人類 を 永遠 に 救 ひ 之 をして 永遠の 生命に 浴せ しむる 者で ある。 

然 らば 「死よりの 復活 を 以て 明かに 神の 子た る こと 顯 はれた」 との 四 節の 斷定の 意味 は 如何、 之 を 

二方 面より 眺 むる を 得と 思 ふ。 第一、 彼 は 初から 神の 子であった。 「太初に 道 あり、 道 は 神と 共に あ 

り、 道 は卽ち 神な り」 と 云 ふ。 然り彼 は 太初から I 生誕より 前に、 勿論 復活より 前に —神の 子で あつ 

た。 储 かに 然 うであった。 しかし 然 うあった のみで、 然ぅ表 はれなかった。 然るに 彼 は 人となりて 死 

する や 忽ち 復活した。 玆に 於て 彼の 神の 子であった ことが 初て 明に 人々 に 表 はれた ので ある。 見よ 彼 

の 使徒 すら 眞に彼 を 神の 子と 認めの は、 彼の 復活て ふ 一大事 實に 接せし 後であった。 その 以前に 於て 

「汝は キリスト、 活ける 神の 子な り」 との 彼等の 信仰 をべ テロが 述べた の は、 未だ 點睛 せざる 畫 龍で 

あった。 されば 彼等 は 復活 を 彼の 神性の 證據 として 揭 げた、 「旣に 祌はィ H スを 甦らせ 給へ り、 我等 

は 皆 その 證人 なり …… されば 凡て イスラ ェ ルの 全家よ、 汝 等が 十字架に 釘け し此ィ H スを 立てて 祌こ 

れを 主と なし キリスト となし 給 ひし 事に 確に 知れ」 (行傳 二の 三 二. 三 六) と。 實に 復活に よりて 彼の 祌 

の 子た る ことが 顯彰 せられた ので ある。 もとより 然 りしと 雖も、 其 然る 事が 之に 依て 事實 的に 表 はれ 

たので ある。 

第二に 我等 は 之 を 他の 方面より 見る ことが 出来る。 「明かに」 と譯 されし 原語 は en  dunasai  (ェ 

ン ドウ ナ マイ) であって、 之 を 英語に て with  powor  (力 を 以て) と譯 して ある。 「明かに」 は 勿 

論意譯 であるが 決して 充分な 譯字 ではない。 次に 「顯 はれた る」 は 原語 llol.ist-hentos  (ホリス セント 

ス) にして 之に 種々 の 意義 あるた め 孰れ を 採るべき かが 學者 間の 問題と なる ので あるが、 立てられた 

るとの 意に 取る こと も出來 るので ある。 然る 時 は 「死よりの 復活に より 權能を 以て 祌の 子と して 立て 
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られ たる 者」 と改譯 する 事 も 文字 上 優に 容 さる- -の である。 かく 見る 時 は 復活 後の キリスト は 或 特殊 

O0C0O000O00  O0000000OOO0O000000  OO0000O00O0 

の 位に 卽 いたのであって、 降 世 以前の 彼と は^の 或狀 態に 人った と 見る ことが 出來 るので ある。 

これ 神學 的に は大 問題で あるが、 聖書の 敎 ふる 所 は 储に玆 にある と 思 ふ。 卽ち 神の 子た る 彼が 一度 

人となり、 復活 昇天して 再び i« の 神の 子と なった ので はない。 降 世 以前の 彼と 昇天 以後の 彼の 間に 著 

しき 相違が ある。 實に 神の 獨 子の 降 世 は 永久に 彼が 人と なること であった。 彼 は 神た る こと を棄 てて 

人となり 了った ので ある。 コ 一位の 祌は其 一位 を 永へ に棄て 去った ので ある。 「その 神と 等しく ある 所 

の 事 を 楽て 難き 事と 思 はす 却て 己を虛 うし …… 人の 如くな り」 と は 正に 此事を 云うた ので ある。 故に 

三十 餘 年の 彼の地 上 生活に 於て 1  は、 彼の 本質 は祌 であって 現實は 人であった ので ある。 そして 「旣に 

人の 如き 形狀 にて 現 はれ、 己を卑 くし 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至」 つた。 r 是 

故に 神は甚 しく 彼 を 崇めて 諸々 の 名に 超る 名 を 之に 與へ 給」 うたので ある。 これ 卽ち榮 化で ある。 彼 

は 奮の 所に 歸 つて 悉く 人性 を脫 して 再び 舊の 「道」 となった ので はない。 人と して 榮 化して 神の 右に 

坐す るに 至った ので ある。 卽ち彼 は 今も尙 ほその 人た る 性を脫 せす して、 榮 化せられし 人と して— し 

かし 其 最高 位に— 在る ので ある。 

此意味に於ては我等も亦彼に^11"たる者となり得るのでぁる。 卽ち救 はれた る 者に 終に 與 へらる- 1 榮 

化 は、 現存の キリストに 肖た る 者と なること である。 彼 は 長兄たり 嫡子たり、 他の 者 は 皆 彼の 弟妹た 

る こと を 得る ので ある。 「それ 神は預 じめ 知り 給 ふ 所の 者 を 其 子の 形に 效 はせんと 預 じめ 之 を定 む、 

こ は 其 子 を 多の 兄弟の 中に 嫡子たら せんが 爲 なり」 (n マ 書 八の 二 九) と あるが 如き は 此事を 云うた ので 

ある。 其 他 新約聖書の 各箇 處を總 合して、 此 見方の 正しき こと を 我等 は 知る ので ある。 彼す でに 一 仅生 


の初穗 となり、 第一に 榮 化して 長兄と して 神の 右に 坐して 我等の ために 執 成せる 故、 「神す でに 主 を 

甦らせ 給 ふ、 又 その 能力 を もって 我等 を も 甦らす ベ」 き 事 を 信じ、 榮 化して 彼に 肖た る 者と なるべき 

事 を 信じ、 玆に 安心と 51  布 を繁 ぐので ある。 「死よりの 復活に より 權能を もて 神の 子と して 立てられ 

たる 者」 と 云 ふ。 意味 は 極めて 深遠で ある。 しかし 汲みて 盡 きせぬ 生命の 源が 兹 にある こと を 誰か 否 

定し 得よう。 

r 聖 善の 靈 性に よれば」 と 云 ふ は古來 幾多の 註解 者を惱 ましたる 一句で ある。 これ を 原文の ま 、に.. 

譯 すれば 「聖 なる 靈 によれば」 である。 「聖 なる 靈」 と は 何 を 意味す るか。 原語 pneuma lmg.i5sun?s. 

(ブネ ゥマ ハ ギオ ー スネ ー ス) は 英語の spirit  of  holiness に當 り、 聖淨 の靈の 意で ある。 聖淨の 

靈とは M を 指す か、 頗る 朦朧たる 語句で ある。 ために 幾つ もの 解釋が 生れた ので あるが、 大體に 於て 

之 を 左の 三 類に 分つ ことが 出来る。 

第一 ， 聚靈と 見る。 此 見方 を 取った 人 は タリ ソス トム、 フリッチ H、 ベ ッァ、 ト ルック、 ゴ ー デ l 

等で ある。 

第一 一、 神性と 見る。 此 見方の 人 は メラ ンク トン、 ベンゲル、 ガァ ヴィ、 ォ ルス ハウゼン 等で ある。 

第三、 靈 性と 見る、 卽ち 人と しての イエスの 靈性 (神性に あらす)、 しかし 特別に 聖 なる 故聖 なる- 

靈と 云うた ので あると。 之 を 主張す る 人 は マイヤ ー である。 

以上 三の 中 孰れ を 採る も 文字 上の 故障 はない。 卽ち 「聖 なる 靈」 とい ふ 語 は 以上の 孰れ を も 意味し 得 

る 語で ある。 從 つて 孰れ を 採るべき かと 云 ふ 事が 唯 意味の 上の 問題と なる。 是れ此 句の 解釋の 難しき 

理由で ある。 大聖 書學 者を惱 ましたる 此 種の 問題に ついては、 我等 は輕々 に 最後の 決定 を與 ふること- 
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を 避くべき である。 以上の 三 意 は 孰れ も 多分 原意に 近い もので あらう (よし 正解で ない としても〕。 

或は パゥロ は 此三義 を 兼ねた 積り で、 斯る廣 い 語 を 用 ゆた のか も 知れぬ。 孰れに しても 死と 共に 死せ 

ざる.； き^い^ を 指した こと は 明かで ある。 此或 者に よれば ダビデの 子ィ ヱ スは 復活 を 以て 神の 子 

として 現 はれた とパゥ P は 云 ふので ある。 卽ち第 四 節の 主意 は 其 含む 難句の 如何に 係らす 頗る 明晰で 

あると 5j ふ。 

第 四 節の 最後に は r 卽ち 我等の 主 イエスキリスト なり」 と ある。 之 を 原語の 順序の ま" に譯 せば 

イエス キリスト 我等の 主 

である。 「イエス」 はた 人と しての 名卽ち 彼の 人た る こと を 示す。 「キリスト」 はメシ ャ卽ち 受膏. 

^を 意味す。 ダビデの 子、 イスラエルの 王と して イスラエル 積年の 希笔 たりし 噴 ひ 中： である" されば 

キリストなる 名稱は 厳密に 云へば、 ユダヤ人に のみ 係り ある 語に て、 異邦人た る 我等に は 係りな きも. 

ので ある。 「我等の 主」 と は 萬 民の 主 を 意味す る。 萬 民の 罪を擔 ひて 十字架に 死し， 甦りて 神の 子の 榮 

位に 卽き、 神の 右に 坐して 永へ に 生き、 今 我等の ために 執 成し、 今 我等に 恩 惠と平 康を與 へ 生命と 力 

と を 賜 はり、 時滿 つれば 再び ii るべき 人類の 救 主 を 云 ふ。 以上の 三 性質 を 兼ぬ る 者が 「我等の 主 イエ 

ス キリスト」 である。 人で あると 共に ユダヤ人の 王で あり、 ユダヤ人の 王で あると 共に 人類の 主で あ 

るのが卽ち^|ー?- ス キリスト である。 「ィ H ス」 と 「キリス 卜」 と は 時間と 空間との 制限 を受 くる 史 

的 人物と して 彼 を 示し、 「主」 は 時間 空間 を 超越せ る 永遠 無碍の 存在者と して 彼 を 示す。 「主」 が最 

も 廣く且 重き 語で ある こと は 云 ふまで もない。 此語を 以て 彼と 人類との 關 係が 云 ひ 表 はされ るので あ 

る。 さ.^ ズ 福音 を稱 して キリスト 敎と云 ふ は實は 不充分で ある。 キリスト 敎は卽 ち メシャ 敎と云 ふ 4 


等しく 單に 猶太 人に 係 はる 語で ある。 「i」 を希臘 語に 於て キ リオスと 云 ふ。 故に 之 を s-^ れが 5^ と 

改稱 する 時、 初めて その 全人 類に 係 はる 救の 音信なる ことが 示さる \ の である。 それ は ともかく 「主 

ィ H スキ リスト」 なる 一 語 は 不用意に 發 せらるべき 語で はない。 彼の 本性 を 三方 面より 言 ひ 表 はせ し 

語と して、 其內容 の廣く 高く 且深 きに 注意せ ねばならぬ。 然るに 今や 此語を 無意味に 口にする 者 多き 

は 歎す ベ きで ある。 
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第一章 五— 七 節の 硏究 

三、 四 節はィ H スを 人と して 叉 神の 子と して 提示す る を 主眼と した。 第五 節 は これ を 受けて 「われ 

ら 彼より 恩惠と 使徒の 職を受 く」 と 記し、 次に 其 理由と して 「これ 其 名の 爲に 萬國の 人々 をして 信仰 

の 道に 從 はせんと 也」 と 記した ので ある。 

「恩 惠」 と は 何 を 意味す るか。 原語 cliaris  (カリス) は 英語 grace に當 り、 種々 の 意味 を 有す. 

る 語で ある。 しかし 祌叉は キリストの 恩 惠と云 ふとき は 「人に 對 しての 自發 的なる、 制限せられ ざる- 

愛」 を 意味す る (グリ —ンの 文法書に 據る )o そして 第五 節の 「恩 惠」 は刖に 他の 語 を 以て 限られて ない 

故、 廣義に 解すべき ものである。 マイヤ ー が 之 を 「凡ての 神の 恩惠」 (t-ho  entire  divine  gmceO と- 
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解した の は に 合 適で あると 思 ふ。 卽ち 救に 與り、 罪を赦 され、 生命に 浴し、 歡 喜と 平安 を 味 ひ、 永 

遠の ベ 布 sll^ を與 へらる k に 至りし 一切 を 指す ので ある。 一言に して 云へば 「救の 恩惠」 C ゴ-デ I) と 云 

ふこと も 出来る。 その 如何なる もので あるか は、 厦々 淚を 以て 此事を 感謝せ し 凡ての 基督 者の 知る 所 

である。 

先づ 一般的の 事 を 記し 次に 特殊 的の 事に 移る は、 バウ 口の 慣用す る 筆法で ある。 主より 恩惠を 受け 

し點に 於て、 筆者た る バウ u も讀 者た る 羅馬府 の 信徒 も 全く 同一 である。 彼 は 此の 兩 者の 共通 點を擧 

げて i^, づ溫 味を讀 者に 注ぎた る 後ち、 「使徒の 職 を 交く」 と 自己の 特異 點に 觸れ たので ある。 自己の 

權能を 記す 前に 先づ讀 者と 同列に 己 を 置く は r ィ H ス キリストの 僕、 召されし 使徒」 と 第一 節に 記し 

たると 同樣 である。 

「われら 彼より 恩惠と 使徒の 職を受 く」 と 云 ふ。 「彼より」 は キリス 卜で ある。 更に 精確に 云へば 

キリスト を 通して である (原語 の dia は 英語 の through に當る )o 賦與者 は 神で ある。 仲介者 は キ 

リストで ある。 凡ての 恩 惠は祌 より キリスト を 通して 降る ので ある。 これ 聖書の 敎 ふる 所に して 又實 

驗 上の 眞理 である。 近代の 信者 は 言 ふ、 我等 は 仲介者 を 以て 神との 關係を 間接に せらる、 を 忌む、 人 

は 各自 直接に 其 神に 連り 得べき ものである、 人 は 皆 神の 子で あり 神 は 凡ての 人の 父で ある、 父子の 關 

係 は 直接で あるべき であると。 淘に 尤もらしき 說 である。 しかし 乍ら 事 實が雄 辯に 此事を 否定す る を 

如何。 そ は キリスト を 除きて 神と 人との 關係を 近から しめんと する は、 却て それ を 遠から しむる 道で 

あるから である。 人 は キリスト なくして 神と 速らん とする も 事實上 連り 得ない。 キリスト を 間に 置き 

て 初めて 人 は 神と 結び 得る ので ある。 これが 心靈 上の 實験 的事實 である。 恰も 山 巔を究 むる に は 登山 


路 を攀ぢ 登らざる ベから ざる 如く、 電氣は 電線 を 通して 初めて 電燈を 照し 得る が 如くで ある。 キリス 

トを 問に 置きて 初めて 恩 惠は彼 を 通して 我等に 下る。 これ 實に 生命 獲得の 道で ある。 古來 敬虔 有力の- 

信者 は 悉く 此 道に 據 りたる を史に 眺めよ。 重ねて 言 ふ 我等 は 理論に 據らす 事 實に據 ると。 

五節 後半 は 五節 前半の 理由で ある。 「これ 其 名のた めに 萬國の 人々 をして 信仰の 道に 從は せんとな 

り」 と 云 ふ。 之れ を 改めて 「これ 其 名のた めに 異邦の 萬 民 をして 信仰の 服從に 入らし めん ためなり」 

とする 方 原意 二 斤】 い 0 

「其 名のた めに」 卽ち キリストの 名の ためにと 云 ふ。 何故 「萬 民 を 救 ふために」 と 言 はない ので あ 

るか。 人類に 對 する 幅音宣 傳は 人類 それ 自身の 救濟 のた めで はない か。 ィ H ス 自身 亦 全人 類の ために 

十字架の 死 さへ 受けた ではない か、 何故に バウ 口 は 萬 民の ためと 云 はすして キリストの 名のた めと 云 

うたの か …… これ 如何にも 近代 人の 出し さうな 抗議で ある。 さりながら バウ 口 の 心 を 常に 最も 强く占 

領 して 居た の は、 世界 萬 民に あらす して キリスト 彼 自身で ある。 從 つて 彼の 福音 宣傳は 彼の 名のた め • 

彼の 聖 名の 揚がらん ためであった。 勿論 萬 民 を 思はなかった ので はない、 牧者な き 迷 羊の 痛ましき 姿 

は、 鋭感なる 彼の 心 を 強く 動かした に 相違ない。 しかし 乍ら 此 痛ましき 姿よりも、 彼聖 なる 姿が より 

鮮 かに 彼の 心に 映った ので ある。 先づ キリストの ため、 然る 後 同胞 人類の ためで ある。 これ 主に ある 

健全なる 心の 態で ある。 バウ a の 言 は 常に 意表に 出づ るが 如くに して、 實は 決して 意表に 出で ない の 

である。 

「異邦の 萬 民 をして (凡ての 異邦人 をして)」 と ある は、 パゥ& が 異邦 傳 道の 使命 を 受けし 使徒な 

る 故で ある。 「信仰の 服從に 入らし めんた め 也」 と ある は、 原文 「信仰の 服從 にまで」 と あるの みな 
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る を袖譯 したので ある。 今や 服從 とい ふ 語 は 人の 忌み嫌 ふ ものである。 さはれ 吾人の 實験は 信仰の 服 

從 のみ が 人 を 自由 獨立 ならしむ る 事を敎 ふるので ある。 人 は 信仰 を 以て 神に 服從し て 初めて 自主の 民 

となり 得る。 この 服從を 斥く る 者 は、 何 か 他の 空しき 人 又は 力に 服從 して 其奴 隸 となる の已 むな きに 

至る ので ある。 見よ 服從 すべき 者に 服從 する を 厭 ひて、 絕對の 自由 境に 至らん と 志して、 却て 物慾の 

奴隸 となれ る 現代人の 慘狀 を。 實に 現代 は 凡ゆる 權 力の 支配 を 逃れん として 全然 無 服從の 生活に 情 情 

し、 國 家の 權 能より、 道 德の權 能より、 又 祌の權 能より 脫 せんと 焦燥せ る 時代で ある。 ゆし 乍ら 斯く 

の 如き 努力 は 人 をして 祌 よりも、 道德 よりも、 國家 よりも 遙 かに 低き 他の 何者かに 服從諫 腸せ しむる 

所以で ある。 人 は服從 すべき 者に 服從 して 初めて 自由 獨 立の 人たり 得る。 信仰の 服從 とは壓 制、 威 迫 

を 含む 事で はない、 最.^ 美 はしき 服從 である、 最も 貴き 服從 である。 

「異邦の 萬 民」 の 語が 五節に あるの を 受けて、 第 六 節 は 「汝等 も 其 人々 の 中に 在りて ィ H スキ リス 

トの召 を 受けし 者な り」 と 云 ふ。 羅 馬の 信者 は 第一 に 異邦の 萬 民の 一 部で ある。 そして 異邦の 萬 民 は 

バウ u が 福音 宜傳の 使命の 領域で ある。 此 意味に 於て、 彼等が 單に 異邦人の 一部で あると 云 ふ 事の み 

にても、 彼と 彼等との 問に 離れ 難き 關 係が ある。 然るに 第二に 彼等 は r ィ H スキ リストの 召 を 受けし 

者」 である。 彼 も 亦 一節に 記せし 通り 召されし 者で ある。 共に キリストに 召され、 共に 父なる 神を祌 

とし 主 イエスキリスト を 主と する 者で ある。 されば 彼と 彼等との 關係は 二軍； に 密接で ある。 二者の 問 

に は 離れん として 離れ 難き 關係 が^する ので ある。 誠に 共に キリ ス トに 召されて 人と 人との 友交 は不 

易で ある。 人と 人と 相 繋がらす キリストに 依て 各自 相つな がる。 間接の 如くに して 最も 密接なる 關係 

である。 兹に 凡ゆる 差異！？ II 別 を 打破して 立つ 眞の 友交が 存す るので ある。 


一 節より 六 節に 至る 迂囘路 を 取りて 羅馬 書の 送り手 は 其 受け手と 終に 握手した。 故に 送り手 は 第 七 

節の 前半に 於て 「我す ベて 口 マに 在る 所の 神に 愛 まれ 召 を 蒙り 聖徒と 爲れる 者にまで 書 を 贈る」 と 云 

うたので ある。 單に 「口 マに 在る 所の 聖徒」 と 云 はす 「神に 愛 まれ 召 を 蒙り」 と 添加した る 所に バウ 

口 式の 潤 味が ある。 歡 喜に 溢れし バウ n は 斯く云 はざる を 得なかった ので ある。 先づ 神に 愛 まる、 が 

第一、 そして 第二が 召 を 蒙む る ことで ある。 かくして 初めて 聖徒たり 得る ので ある。 神に 愛 まると 云 

なつ  おも ひで 

ひ 召 を 蒙る と 云 ひ、 共に 美 はしき 語で ある。 此ニ 句に 接して 羅 馬の 信者 は 感謝の 懊 かしき 思 出 を 以て 

其 悔改當 時を囘 想した ことで あらう— 今日の 我等 も 亦 然るが 如く。 

神に 愛 まれ 召 を 蒙りて 聖徒と なった ので ある。 信者が 信者 自身 聖徒と 稱 する 時 は、 俗人 は 之 を耩慢 

として 憎み 嘲け る、 曰く 信者 も 亦靠を 犯す にあら す やと。 然り 信者 も 亦 si- を 犯す、 卽ち 聖徒 も 亦 決 

して 聖 くないの である。 しかし 由來 「聖徒」 と は聖き 徒卽ち 聖淨無 班の 徒 を 意味す る 語で はない。 原 

語 聖書に は llas.ici  (ハギ オイ〕 と ありて、 hiios  (ハ ギオ ス) より 出で し 語で ある。 そして 兹に注 

意すべき は此ハ ギオ スと llcsios  (ホシ ォス) との 別で ある。 ホシォ スは事 實上聖 きを 意味し、 ハギ 

ォス は聖き 事に 用 ひられる を 意味す。 ホシ ォスは ー點の 汚れな きを 示し、 ハ ギオ スは只 祌が聖 き 目的 

のために 用 ふる を 示す。 この 二 語 は 頗る 似て 而も 大に 異なる ものである。 そして 聖徒 はハ ギオ ス であ 

る。 完全に 聖き 者で はない。 聖き 事の ために 用 ひらる、 者で ある。 神の 選^と 聖 召と を 受けし 者、 世 

より 選び出されて 聖別 せられし 者で ある。 

神殿に 於て 用 ひらる、 素燒の 土器 は 器と して は 甚だ 無價 の ものである。 しかし それが 神事に 用 ひ 

らる、 が 故に 貴い ので ある。 此 意味に 於て それ は聖 器で ある。 「我等 この 寶を 土の 器に 藏り」 とパゥ 
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tl は 云うた。 我等 は眞に 土の 器で ある。 價値 なき、 脆き、 壞れ 易き 者で ある。 しかし 神に 聖刖 せられ 

て聖 事に 用 ひらる k 意味に 於て 聖徒で ある。 故に 我等の 積 s^ii? 汚 は 我等の 聖徒た るに 於て 何等の 妨げ 

をな さぬ ので ある。 否 罪の 增す 所恩惠 は彌增 すので ある。 我等 は 斯くー 百うて 自己の 罪 を 辯 護 せんとす 

るので はない。 罪 を 犯さ ざらん こと、 聖 きに 至らん こと は 基督 者の 念々 刻々 の 希 願で あるべき である „ 

罪 を 犯して 恥ぢ ざる もの は 基督 者で はない。 さはれ 聖徒なる 文字の 意義 は 明確に 了知して 置かねば な 

らぬ。 此 一事 を 知らざる ため 自己の 罪 多き に 失望して 效 なき 煩悶 を 重ね、 曾て 受けた る 聖召を i 仝 無と 

感じ、 失 の 極、 信仰 を 喪失す るに 至る 人が 少なくない。 摯實 なる 魂の 所有者に 却て 此危險 が ある。 

これ 聖徒の 意味 を 誤解せ るより 起る ことで ある。 聖徒 卽ち 基督 者 は 決して 今 聖淨無 班なる もので はな 

い。 唯 聖召を 受け 聖別 せられて 聖 事に 用 ひらる &者 たるに 過ぎない。 然 らば 基督 者 は 何時までも 聖く 

なり 得ぬ 者で あらう か。 否 基督 者 は 永久に 聖く なり 得ぬ 者で はない。 その切に願ふ所は全き^^潔でぁ 

つて、 其 遂に 到達す る 所 は 全き 聖潔 である。 しかし 是れ 自己の 力に よって 到達す るに 非す、 遂に 神に 

依て 聖 化され 榮 化さる、 ので ある。 其 時の 歡喜； it 難 果して 如何なるべき。 想 ふだに 心 躍る は 其 時の こ 

とで ある。 それ迄 は 基督 者 は 「聖 からざる 聖徒」 である。 けれども 疑 ひもな く 「聖徒」 である。 

以上 一 節より 七 節 前半までに 於て、 コ リントより 口 マまでの 大ァ ー チは 愈々 出來 したので ある。 ァ 

1 チの 渡されし 距離 は 遠くして 而も 關係は 頗る 密 である。 共に 神より キリス トを 通して 召されし 者、 

共に 恩惠を 受けし 者で ある。 卽ち バウ 口 も 彼等 も キリストに 在りて 一 なる ものである。 かく キリスト 

に 在りて 一 なる 者の 一 人より 他の 者に 書 を 贈る ので あると パ ゥ n は 言 ふ。 見事に ァ ー チの 造られし か 

な。 かくて 此ァ ー チを 越えて 甲 は 乙に 祝福 を 送る ので ある。 卽ち七 節 後半に 曰 ふ 「汝等 願く は 我等の 


父なる 神 及び 主ィ エス キリス ト より 恩惠と 平康を 受けよ」 と。 

「恩 惠」 は 第五 節の 恩惠と 同義に 用 ひられし ものと 思 はる。 神と キリストよりの 凡ての 賜 を 指す の 

である。 その 内容 は 基督 者の 實驗上 熟知せ る 所で ある。 「平 康」 は 英語 peacc、 原語に 於て eil.c-nc>  (ァ 

ィレ ー ネ ー) である。 これ 恩惠に 接した る 結果と して 起る 一種 言 ひ 難き 微妙なる 心の 平安 を 云 ふ。 

「神と 和ぎ しため 心に 與 へらる \ 深き 靜謐叉 は內的 安心の 感」 とゴ ー デ ー は 之を說 明して 居る。 その 

虫 貝 さは 之 を 味へ る 者の 熟知せ る 所で ある。 

この 恩惠と 平康が 「我等の 父なる 神 及び 主 イエスキリストより」 來 るので ある。 神 を 「我等の 父な 

る 神」 と 呼び、 イエス を 「主ィ エス キリスト」 と 呼ぶ。 甲 は 父に して 乙 は 主で ある。 最も 美 はしき 意 

味 深き 稱號 である。 恩惠と 平康が 神と キリストとの 雨 者より 来る のか、 又は 第五 節の 解義に 於て 說明 

せし 如く 神より キリスト を 通して 來 るか、 これ 一 の 疑義で あると 思 ふ。 字義の 上より 見る 時、 英語の 

fvil に當る upo  (アポ ー) なる 前置詞が 祌と キリストとの 兩 者に 係れる 故 を 以て、 二者 を 恩 惠と平 

康の 源泉と 見る 前說を 採る 人が ある。 併し 此 字義 上の 關 係が 祌を 源泉と し キリス トを 仲介者と する 事 

實を 少しも 妨げぬ と斷 じて、 乙說に 固執す る 人 も ある。 孰れに せよ 恩 惠と平 康が祌 と キリスト とより 

來 ると は實驗 上の 事實 である。 そして 神の み を擧げ なかった 所に パ ゥ 口 の 特色が 存す るので ある。 祌 

のみ を擧 ぐれば 足る と 云 ふ は 近代 人の 理論た るに 過ぎない。 信仰の 偉人 使徒 バウ E1 は、 其實験 上より 

神と キリストとの 雨 者を擧 げざる を 得なかった。 そして 近代の 信者と 雖も、 理論より 靈的實 験 を 重ん 

する 者 は 亦 然るので ある。 

七 節 後半 は 原文の 通りに 譯 せば 「願く は 我等の 父なる 神と 主ィ H ス キリスト とより 汝 等に 恩 惠と平 
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*g あらん こと を」 となる。 卽 ち是れ 祈りの 語で ある。 兄弟に 向っての 祈りと して、 最も 美 はしき もの 

であると 云 ふべき である。 併し乍ら 或は 云 ふ 人が あるで あらう、 書翰に 於て 「平安 を 祈る」 と 云 ふ 意 

味の 語 を 記す は 不信者 も 亦 能くし 得る 所でない かと。 答へ て 言 ふ、 不信者の 祈りの 語と パゥ & の此語 

との 間に は 第一 に 意味 上に 大 なる 相違が あり、 第二に 實 際に 祈らぬ と 祈る との 相違が あると。 徒らに 

「平安 を 祈る」 と 書翰に 記す も 事實上 祈らざる は 不信者で ある。 バウ & の 如き 人 は 單に斯 く 記す に 止 

つた 人で はない。 必すゃ a マの 兄弟の ために、 その 恩 惠と平 康とを 數多度 熱心に 祈った に 相違ない。 一 

かく 思 ふとき 此 語に 一 暦 力 を 感知す るので ある。  - 

然 りパゥ J1 は 世界の 中心 B マ」. W を 忘れ 得る 人ではなかった。 そして 其處に 住む 所の 少數の 信者 を 忘 一 

れ 得る 人ではなかった。 彼が コ リントに ありて 此書を 認めし 前、 小 細 ：=S の 各地 を 廻りつ、 ありし 時、 

彼 は n に 幾度と なく 心 を 西方に 向けて カイ ザ ルの都 口 マ府を 想った ことで あらう。 そして 其處の 聖徒 

のために 篤き 祈 を 祌に獻 げた ことで あらう。 彼 は 世界の 屮 心に 立つ 彼等の 基督 者と しての 責任の 軍； 大 一 

を 痛切に 思った に相逮 ない。 キリストの 聖 名の 揚 らんこと を 生涯の 願と した 彼が、 斯く思 はぬ こと は 

出来なかった に 相違ない。 從 つて 彼等の 信仰の 堅 立 は單に 彼等 自身の ため のみでな く、 キリストの 聖 

名のた め、 神の 榮 光の ため、 幅 音の *1 界に弘 まらん ため、 全世界 人類の 救 ひの ために 頗る 必要な こと 

であった。 されば 祌を思 ひ、 キリスト を 思 ひ、 福音 を 思 ひ、 世界人 類 を 思 ふパゥ a は：： マの 信徒の た ； 

めに 切なる 祈を默 げざる を 得なかった。 彼等の 信仰の 堅 立 を 祈り、 彼等の 上に 父なる 神と 中： イエ スキ _ 

リ ス ト とより 恩 惠と平 康の來 らんこと を 祈らざる を 得なかった ので ある。 

以上 を W て 自己紹介 の 部 を 終る。 其 中に 幾つ もの 貴重な る眞理 含ま る。 之 を 能く 解せ し 人 は 福 昔 其 


もの を 了解せ し 人で ある。 眞 に是れ 基督 敎の 縮寫圖 である。 その 一 語々 々に此 世の 他の 處に 於て 見出 

し 得ぬ 特異なる 眞 理が存 する。 

一 章 一節— 七 節の 直譯 

1 バウ Q ィ H スキ リストの 僕、 召されし 使徒 神の 福音の ために 選別せられ たる、 2 此福昔 は 

彼の 預言者た ち を 通して 聖書に 於て 從 前より 誓 ひ 給へ る ものに て 3 彼の 子に 關 する ものたり、 

彼 は 肉に よれば ダビデの 裔 より 生れ 4 架き 靈 によれば 死者の 復活 を 以て 能 を 以て 祌の 子と 

して 立てられし 者 卽ち 我等の ィ H スキ リストな り、 5 彼 を 通して 我等 恩惠と 使徒 職 を受く 凡て 

の 異邦人に 於け る 信仰の 服從 にまで 彼の 名のた めに 6 汝等も 其 人々 の 中に ありて ィ H スキ リス 

トに 召されし ものな り、 7  ロマに ある 凡ての 祌に 愛せられ 召されて 聖徒た る 者にまで。 汝 等に 恩 

惠 と平康 あれ かし 我等の 父なる 神 及び 主ィ H スキ リストより。 

右の 意譯 

1 我れ バウ 口、 ィ H ス キリストの 奴隸 たる 點に 於て は汝 等と 全く 等しき もの、 併し 特に 召されて 使 

徒と なりし もの、 叉 神の 福音の ために 前以て 選^し 置かれし 者、 2 此 福音 はな マ 突然 現 はれし ものに あ 

らす、 叉 我 自身の 創說 にも あらす、 祌が舊 約 聖書に 於て 其 出現 を 古くより 其 預言者た ちの 口 を 通して 

約束し 給へ る ものに て、 3 神の 子に 關係 せる 所の ものな り、 神の 子と は 誰か、 肉に よれば ダビデ 王統 

の裔 として 生れ、 4 聖き靈 によれば 死者の 中より 復活せ しために 神の 子なる ことが 力 强く表 はれし も 
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の (叉 は 權能を 以て 神の 子と 立てられし もの〕 卽ち 我等の 主なる ィ H ス キリス ト なり、 5 此ィ エス キ 

リスト を 通して 我等 は 救に 浴して 各種の 恩惠を 受け、 其 上使 徒 職 を 受けたり、 そ は 彼の 名の 揚がらん 

ため 異邦 萬 國の民 をして 信仰の 服從 (信仰に よりて 神に 服從 する こと) に 人ら しめん 爲 なり、 6 而し 

て 汝等は 實に此 異邦 民 中の 一 部に て、 且 我等 同樣ィ H ス キリストに 召されて 信者と なりし ものな り、 

7  (第一 節 を 受けて〕 « マ 特に 今 住める 所の 神に 愛せられ 召されて 聖徒と なりし 者にまで 此 書翰 を 達る- 

祈る 願く は 我等の 父なる 神 及び 主ィ H ス キリス ト より 汝 等に 恩 惠と平 康と來 らんこと を。 


附 言 

第 四 節 r 聖 善の 靈性 によれば 甦りし 事に よりて 明かに 神の 子た る こと 顯 はれたり」 と ある は 全節悉 

く 難解で ある こと 上述せ し 通りで ある。 其 中 「甦りし 事に よりて」 は 原語に は 「死者 (複数〕 の 復活に 

よりて」 と ある (ex  aiiastase6s  nekroroo 普通 は 之 を 「死者の 中よりの 復活」 と 見て キリストの 復 

活を 指す と 解して. <3 る。 これ は 事實を 文字の 中に 讀み 込みし ものである。 文字 上より 云へば 「キリス 

トが 死者 を 復活せ しめ 給 ふ 事に よりて」 と 解す る 方が 寧ろ 自然で あるか も 知れない。 

もし パゥ 口の 意味 玆 にあった とすれば、 それ は靈的 死者 を靈 的に 復活せ しむる こと、 卽ち 多くの 者 

を 新生 命に 入れる 事 を 意味す る ことと なる (靈的 死者と 明示 はして ない が ：}。 何と なれば 此 場合 は旣 

往の 事故、 未来に 起る 肉體の 復活 を 指さたい 事 は 明かで あるから である。 然る 時 は 第 四 節 は 人々 を靈 

的に 甦らし める 事 を 以て キリス ト 神性の 證據 となした 事になる ので ある。 もし パ ゥ 口 の眞 意が 兹 にあ 


、つたと すれば、 彼は此 場合 餘りュ -ー テリ ヤン 的で はない かとの 批難が 起る かも 知れぬ。 

しかし 思 ふべき は バウ 口の 特性で ある。 彼 は 一 面敎理 家に して 一 面實驗 家で ある。 敎理の 主張の 半 

面に 必す 活ける 靈的實 驗が伴 ふ。 キリスト 復活の 主張 は 或 意味に 於て 教理の 主張で ある。 しかし 魂に 

於て 死せ る 者の 今の 靈的 復活 は實驗 である。 . 今 後者の 起り 得る は 前者が 事實 なる がた めで ある。 主の 

復活 は 人々 の靈的 復活の 原因で ある。 後者 は 前者 あるが ために 起り 得る ので ある。 この 兩者は 一木の 

絲の兩 端で ある。 故に キリスト 神性の 證據 として 後者 を 提出す る 時 は、 前者 も自 から 其 中に 含まれ 居 

ると 見るべき である。 故に 人々 を靈 的に 復活せ しむる 事に ょリて キリストの 祌の 子た る ことが 顯 はれ 

たと 云 ふ も 少しも 差 支ない と 思 ふ。 かく 云うても キリストの 復活が 其 神性の 證據 となって 居る ので あ 

る。  . 


第六講 羅馬 訪問の 計畫 

第 一 章 八 —十五 節の 研究 

第一章 一節 I 七 節の 「自己紹介」 は宠に 重要なる 简處 であった。 それ を 通り 来りし 我等 は、 恰 かも 

累々 たる 寶 石の 問 を 踏み わけつ 、來 たやうな ものである。 然るに 我等 は 又 第 八 節より 全く 別の 世界に 

導き 入れられ るので ある。 前より 用ひ來 つた 比喩に よれば、 壯歷 雄偉なる 表門 を 通過し 終った 我等 は 
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愈々 本飽に 入る ことと 豫 期せし に、 然 はなくて 玆に 一 つの 廊下の あるに 會 したので ある。 この 廓 下 は 

寳玉を 鏤めし 如き 表門に 比すれば 寧ろ 簡素 僕 谆と稱 すべき ものである ため、 心なき 者 は 性々 にして 平 

凡と して 之 を 着 過す る 有様で ある。 併しながら 果して 是れ 平凡で あらう か。 精密なる 注意が 先づ 之に 

向って 注がれねば ならぬ。 

8 まづ汝 等の 信仰 を 世 こぞり て傳揚 めた るが 故に、 ィ H ス キリストに 賴 りて 汝等 衆人に 就き 我 神 

に 感謝す。 9 我 その子の 福音に 於て 心 を 以て 事 ふる 所の 祌は 我が 斷 えすな んぢら を， 懷 ふ其證 なり。 

W われ 祈禱 ごとに 終に は 神の 3in 意に 適 ひて 平坦なる 途 をえ、 速 かに 汝 等に 到らん こと を 求む。 ； ！！ 

われ 汝等を 見ん こと を 深く 願 ふ は、 汝等を 堅固う せん 爲に靈 の 賜を予 へんと 欲へば 也。 $3 卽ち我 

なん ぢらの 中に 在らば 互の 信仰に よりて 相 共に 安 慰 を 得べ し。 $3 兄弟よ 我れ S 々志 を 立てなん ぢ 

らに 到り 他の 邦人の 中に 在る 如く 汝 等の 中より 51^ を 得ん とせし かど も、 今に 至りて 尙ほ阻 げらる。 

此を汝 等が 知らざる を 欲ます。 W 我 は ギリシャ 人 及び 異邦人 また 智 人 及び 愚 人に も 負へ る 所 

あり。 S 是 故に 我れ カを盡 して 福 昔 を汝等 II マに ある 人々 にも 傳 へん こと を 願 ふ。 

ー讀 して 受けた 印象に 於て は、 此箇 處は單 なる 挨搜の 語に て 他に 奇 なきが 如く 思 はれる。 义 文字 上に 

於ても 次の 十六、 十七 節が 容易に 了解し 難き 所なる に反して、 十五 節まで は 平易 明瞭に して 其 意味 は 

容易く 摑み 得る ので ある。 然 らば 我等 は 此箇處 を 平凡 無味の 所と 見做して、 特刖の 注意 を拂ふ 要はな 

いで あらう か 0 

之 を 山中の 水に 譬 へる。 樹の根 を 潜り 草の葉 を 渡り て^に 猿り、 幾つ もの 谿 川が 凹地に 注ぎ、 下よ 

り 湧き出 づる 水と 合して 一 の 湖 を 造る。 その 湖の 深さ、 靜 けさ、 淸ら かさ は； 大に向 ひて 開きた る 澄め 


る 瞳に 譬 へつべき ものである。 その 責 さは 誰し も認 むる 所で ある。 湖の 水は靜 かに-/, \ 下方に 移動し 

て、 艢て湖 口より 川と なりて 流れ出 づる。 其 川 は 湖に 比すれば 狹 くして 淺ぃ。 た^-岩に激しっ\水が 

低き に 向って 流れ ゆく のみで ある。 されば 淺き觀 察 者 は 此川を 閑却して 唯 か の 湖の 奥床し さの み を 讚 

へる。 しかし 乍ら 實は此 川に 又少 からぬ 趣きと 味 ひとが あって、 かの 湖に 於て 見出せし 所と は 異なる 

別箇の 贵 さが 在る ので ある。 其 水の 流れ、 其 岩の た. -す まひ、 其兩 岸の 姿、 その 淺流、 その 碧潭 …… 

その 凡ての ものに 他に は 無い 所の 風趣が あるので ある。 羅馬書 一 章 一 ，—七 節 を 貴み て 八— 十五 節 を 平 

凡と して 棄て 去る 人 は、 山中の 流を棄 てて その 湖の み を 愛する 淺き 人で ある。 因に 言 ふ、 一度 川と な 

りて 湖より 流れ出で し 水が、 纏て 突如と して 一大 瀑布の 壯觀を 作り、 又 川と なり、 叉 湖と なり、 又瀑 

布と なり、 数多 度 姿を變 へつ、 遂に 洋々 浩々 たる 大河と なりて 海に 注ぐ が 如く、 羅馬書 全體は 幾度 も 

姿を變 へ て讀 者の 前に 現 はれ、 そして 其 何れの 姿に も それ/ 特殊の 趣き ありて 遂に 終 尾に 至る ので 

ある。 之 を讀む もの は 其 一語々々 に、 其 一句々々 に、 其 一 節々 々に、 其 一 章々 々 に、 其 凡ての 箇處に 

細心の 注意 を拂 はねば ならない。 一 として 不用 叉 は無價 値の もの はない ので ある。 

まづ 注意すべき は、 一章 八 節— 十五 節 はパゥ 口の 人格 發露 であると 云 ふこと である。 一節— 七 節 は 

自己紹介で はあった が、 其 內容は パゥロ の 基督 敎觀の 綱目の やうな ものであった。 卽 ちパゥ 口の 神擧、 

パゥ 口の 人生 觀の 縮圖 であった。 そして 自己の 哲學、 自己の 所信 を發 表する に 甚だ 念であって、 決し 

て 自己 自身 を 現 はさ じと する 人が 世に は 多い。 自己の 情緒、 感激、 意圖、 心 持 等 を さながらに 發 表し 

て、 自己の 有りの ま、 の 姿 を 人の 前に 露呈す る こと を黽 めて 避ける は 貴から ぬ 人の 常で ある。 然るに 

パゥ& は 自己の 信念と 併せて 自己 其 儘の 姿 を 赤裸々 に 人の 前に 現 はして 少しい 悔いない 人で ある。 兹 
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に 彼の 偉大 さが 存す るので ある。 叉 美 はし さが 存す るので ある。 八 I 十五 節 は 卽ち此 純なる 自己 發表 

である。 

我等が 此 所を讀 みて 彼の 性情に 觸れ、 彼の 心の 動き を 見得る とき、 一種 微妙なる 心の 絲が 彼と 我等 

を 紫ぐ こと を實感 する。 のみなら す 之に て 偉大なる 基督 者の 人格 を 知り 得る 事 は、 我等に 取り 種々 

の 意味に 於て 少 からぬ 幸福と 利益で ある。 世界 を 動かせし 大使 徒の 人格 如何、 最も 大 なる 愛 を キリス 

トに 捧げた る 偉人の 性情 如何、 我 を も燬き 誰さん とする 如き 熾烈 敏感なる 魂の 所有者の 偽りな き 姿 如 

何、 之 等 を 知る は 信仰 上の 實學 として 其似少 からぬ ので ある。 もとより 此箇處 を 以て パゥ& の 性情 全 

部 を 知る こ と は S 來な い 。 他 に 哥林多 前後 書 の 如き 此 意味に 於て 極めて 有力なる 材料 を 併せ 見るべき 

は 當然の 事で あるが、 少く とも 此箇 處の眞 價の玆 にある こと を 先づ明 知して 置かねば ならぬ。 

第 八 節 前半 を 原文 の 順序の ま&に 記せば 

先づ 第一に 感謝す 我祌に ィ H ス キリスト を 通して 汝等 凡てに つきて 

となる。 「第一に」 と 記す も 八 節 以後に 第二 も 第三 も 出て 来ない。 恰も 頭あって 尾な きが 如くで ある „ 

文法的に 又 文章 學 的に 之 を 推賞す る こと は 出来ない。 併し 此 種の 文法 無視 は バウ I- に は 有りがち のこ 

とで ある。 彼の 書翰 中より は、 此 種の 缺陷を 幾つ も發 見す る ことが 出来る。 主語あって 說明 語た る 動 

詞 なき 場合の 如き も、 一再に 止まらぬ ので ある。 勿論 此 種の 不注意 は 殊更に 眞 似すべき 事で はない。 

しかし 文法的 不注意 は 平然として 爲 せし バウ 口 が、 大切の 事に 於て は實 に遣憾 なき 注意 を 用 ひたる 一 

事 は 我等の 充分に 學 ぶべき ことで ある。 所詮 文法 は形體 のこと にして 孰れに しても 可なる もの、 生け 

る 精神 は 生命 たれば 形體の 如何に 係らす 沸々 として 文字の 外に 溢れ出 づ るので ある。 パゥ 11 が 注意 を 


用 ふべき 事と 用 ふる を 要せぬ 事との 差別 を 立てた る は、 大小 緩急 を 各々 適 當に辨 別し 且處 置した る贲 

務的 手腕の 一 片影で あると 思 ふ。 

「先 づ 第一 に 感謝す」 である。 挨 の 最初が 感謝で ある。 人に 對 する 感謝で はない、 祌に對 する 感- 

謝 である。  パゥ 口が 歡 喜に 溢れた 人であって、 歡びを 唯 己の 歡び とせす 之 を 神への 感謝と 云 ふ 心 持に 

於て 味 はった 事 は 注意すべき である。 且又 神 を懷ふ 事が 常に 心の 先頭 を 占めて 居った 故、 か、 る 挨拶 

の 最初に 「第一 に 神に 感謝す」 と 云 ふ 語が 自然と 出た ので ある。 實に美 はしき 心、 慕 ふべき 魂の 淸さ 

ではない か。 先づ 感謝す るので ある。 先づ 神に 對 して 感謝す るので ある。 しかも 自己の 事業の 成功の 

故で はない。 己の 名譽が 揚がった からで はない。 實に 人の 事に ついて、 而も 人々 の 信仰の 事に ついて、 

福音 それ 自身の ことにつ いての 感謝で ある。 純に して 貴き 感謝、 且 常に 神と 共に 歩める 人の 心の 反映 

としての 感謝で ある。 

次に は 「ィ H ス キリスト を 通して」 の 一 句 あるに 注意すべき である。 これ パゥ ロ特 愛の 句であって、 

彼の 信仰の 性質 を 示す ものである。 卽ち 神と 己の 間の 仲介者と して キリスト を 見る ので ある。 これ 前 

囘に說 明せ し點 である 故玆に 反覆 を 要さない ので ある。 其 次に は 「汝等 凡てに つきて」 の 句が ある。. 

パゥロ の 感謝 は 己に ついての 感謝で はなく、 在 B マの 凡ての 信徒— 信徒 全體— についての 感謝で ある • 

ことが 分る。 

第一に ィ H ス キリスト を 通して 我 祌に汝 等 凡てに つきて 感謝す ると 云 ふ。 何 を 感謝す るの か 何のた 

めの 感謝 か、 之 を 示す もの は此 節の 後半 (原文に 於て は) である。 卽ち 邦語 聖書に 「汝 等の 信仰 を ft こ 

いひ ひろ  、ひひろ 

ぞ りて 傳揚 めた るが 故に」 と ある ものである。 之 を 正確に 云へば 「汝 等の 信仰が 全世界に 傅揚 めら れ 
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たる こと を」 である。 パゥ 口 は 此事を 神に 感謝した ので ある。 全世界に u マ 信徒の 信仰が 言傳 へられ 

たと 云 ふ は 誇大に 過ぐ と 難す る 人が あるか も 知れぬ。 勿； i 此 種の 用語に 於て 人 は 數學的 正確 を 期す る 

こと は出來 ない。 全^界と 云 ふ も當時 世界に 生きて 居た 凡ゆる 人間 を 含む と 見る こと は 出来ない。 し 

かし 「世界」 と 「地球上」 と は 決して 同一 の 範園を 指す 語で はない。 世界と いふ 語の 指す 範圍は 常に 

時代に 由て 異なる。 當 時の 世界 は 卽ち羅 馬 世界で ある。 羅" ぬ 帝國の 政令と 文化との 行き 亙って ゐた世 

界 である。 未だ 獨 逸の 大 森林が 中 歐蠻挨 の根據 地であった 時、 未だ 露 西 £ ュの大 平原が 野人と 野獣との 

住所であった 時、 未だ 英島國 が 北 人 爭錄の 舞 辜： であった 時、 勿論 来 だ 北米 南米 兩 大陸 は 發見 せられす 

して 東洋 文明 は^ 世界の ものであった 時、 この 時に 於ての 全^界 は 地中海 を 中に 挿む 所の 謂 ゆる 羅馬 

世界で あつたの である。 

かくの 如きが 當 時の 全世界であった。 そして 口 マ^ は 其 中心であった。 山巔の 水が 流れて 麓 を 霜 ほ 

す 如く、 池の 中央に 投ぜ られし 石が 波 を 岸まで 漂 はす 如く、 首都の 事象 は 嘴の 波に 乘 りて 自づ と羅馬 

いひ ひろ  誊誊 攀看誊 »  »  »  »  » 

世界 全體に 聞え るので ある。 「傳揚 めら れる」 の 原語 は 一一 K 傳 へらる と稱揚 せらる との 兩義を 有する 語 

である。 卽ち a マ 信徒の 信仰が 單に 言傳 へられた るの みならす 稱揚 せられた ので ある。 勿論 不信者 は 

之 を稱揚 しなかった であらう、 倂し 信者 は 皆 これ を稱揚 したので ある。 首都の 信者の 信仰が 羅馬 世界 

の 基督 敎徒 全部に 聞え て、 其 稱揚を 得 その 信仰 を勵 ました こと は 勿論、 又 不信者の 側に 於ても； 判 は 

可な り 高くな つたこと と 思 ふ。 當時 基督 敎は 未だ 今日の 如く 文明 國の 宗教と して は 認められなかった 

と は 云へ、 ともかくも 猶太 人の 間より 出で し 一新 宗敎 として、 漸く 世人の 注意 を惹 くに 至った 時で あ 

つた。 此時 首都 II マに 若干の 信徒が 現 はれて、 而 かも その 信仰の 堅 Ml にして 操守の 厳正であった 事 は、 


恰も 燃 ゆる 焰に 新たなる 薪 を 投ぜし 如く、 羅馬 世界の 不信者 をして、 よし 好感 を 以てせす とも 少 くと 

も 驚異の 眼 を 以て 此新宗 敎に對 する に 至らし めた ことと 思 ふ。 

中央の 信徒の 信仰的 堅 立 は 全世界の 信徒 を獎勵 する 道と なり、 又 全世界の 不信者 をして 新 宗敎に 注 

意 を 向けし むる 所以と なった。 此ニ事 を 含めて バウ B は 感謝した ので あると 思 ふ。 前者 は 勿論 感謝の 

充分なる 動機たり 得る が、 後者 は 果して 如何との 疑問 も 出で よう。 しかし バウ B が 唯の 評判 を 喜ぶ 人 

でなかった 事 は 言 はすして 明かで ある。 彼は斯 くして 福音が 次第に 全世界に 浸透すべき を 思うて、 躍 

り 立つ 胸の 歡びを 感じた に 相違 ある ま い。 神の 福音 を 全世界に 弘 流せ しむる 大志 望 を 其 燃 ゆ る 魂に 漲 

らせ 居た る 大使 徒パゥ 口 の 心 を 思 ふ 時、 われら は 第 八 節の 感謝の 動機 を 知る に 於て 難くない と 思 ふ。 

何れ に せよ 中央 の 信徒の 重き 責任 を考 へ 、 そ の -U 置 に對 して 適當 なる 價値 の 認識と 敬意と を 以てした 

るパ ゥ 口 の 細心 は 注意す ベ き 事で ある。 

第 九 節に 於て は バウ 口 は 彼が 斷 えす a マの 信徒 を愫 ふ其證 者と して 神 を 指し示す ので ある" r …… 

神 は 我が 斷 えす 汝等を 懐 ふ其證 なり」 と 云 ふ。 原文に よれば 「我が 證人は 神な り」 である" バウ 口が 

n マの 信徒 を斷 えす 懷 うて 居た こと、 そして 何とかして 彼等 を訪 はんもの をとの 切なる^ を 抱いて 居 

たこと、 其 事 は 彼の 心の中の 事實 であって 彼の 最も 能く 知って 居る ことで ある。 多分 彼の 二三の 友 は 

彼の 此心を 彼より 聞いて 知つ て 居た であらう。 しかし 誰よりも 最も 能く 此事を 知って 居る もの は 神で 

ある。 人 は 之 を 疑 ふか も 知れぬ、 しかし 神 は その 證者 である。 そして 世に 神に まさる 證 者が あらう か- 

人の 中に 一 人の 證 者な くも 宜しい。 我證 人は祌 なりと 眞實を 以て 言 ひ 得る だけの 自信 あれば 足りる の 

である。 寇に バウ 口 式の 雄勁な 語で あると 思 ふ。 
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この 神 は 如何なる 祌ぞ。 彼 は 言 ふ 「われ 其 子の 福 昔に 於て 心 を 以て 事 ふる 所の 神」 と。 「心 を 以て」 

は 原文 「我靈 に 於て」 と ある (英語 in  my  spil.it)、 われ 魂に 於て である。 バウ 口 は 己が 心靈に 於て 

神に 事へ るので ある。 そして 「其 子 (キリスト を 指す) の 福 昔に 於て」 神に 事へ るので ある。 パゥ 口が 

神に 事 ふるに 二つの 特質が ある。 第一 は その 魂に 於て、 第二 は 神の 子の 一 i 昔と いふ 或る 限られた 範圍 

に 於て 事 へる ので ある。 

實に此 二つ は 我等の 神に 事 ふるに 於て 缺 くべ からざる ものである。 我等 は 己が 心靈に 於て 神に 事 へ 

ねばならぬ と共に、 又 キリストの 福音に 於て 事へ ねばなら ぬので ある。 そして 此 二つの 制限 を 超え ざ 

る 限に 於て、 我等の 神に 事 ふる 事 は 自由で ある。 然るに^に は 此事を 知らざる 基督 者が 多い。 「神 は 

靈 なれば 拜 する 者 も 亦 靈と眞 を もて 之を拜 すべきな り」 との イエスの 敎訓を 忘れし が 如くに、 络虛な 

る 形式 を 山と 積み ®J ねて それに 於て 神に 事 ふる を 常と する 者が 多い。 複雜 なる 俄 式に 依り 煩瑣なる 手. 

續を經 て 初めて 拜 神の 道 を 全うすと 誤 想せ る 宗派と、 それに 屬 する 信徒 多き は 歎すべき である。 かく 

の 如き は實に 異敎的 形式と 稱 すべき 者で ある。 基督 者 は 唯 その 心靈に 於て、 叉 神の 子 キリストの 福音 

に 於て、 自由自在に， 神に 向って 活ける 奉仕 を爲 すべき ものである。 プ t "テス タント 敎の 生起 は 實に斯 

くの 如き 純なる 拜 神の 要求に 根ざす ものである。 然るに 今や 末流 獨 りて、 不純なる 拜祌に 心身 を 疲ら 

する 者 多き は 歎すべき 事で ある。 我等 努めて 原始の 純 を 追 はんと 志せる もの、 パゥ a の此 語に 於て 彼 

が 我等の 味方なる を 知りて 喜びに 堪へ ぬので ある。 

次 は 十 節で ある。 バウ 0 は 祈る 毎に 口 マ行の 願の 充 たされん こと を 求めて 居る と 云 ふので ある。 邦 

譯 聖書に 於て は 十 節 は 九 節と 分離して 譯 して あるが、 實は九 節と 十 節 を 一 として 凡そ 左の 如く 譯 さな 


くて は 原意 は 通じない ので ある。 

O0O0O00OO0OO0O0OOOOOOOOOOOO0DO00OOOOOO  00OO 

そ は 我れ 如何に かして 遂に は聖 意に 由り て 安らかなる 道 を 得て 汝 等に 到らん もの をと、 我 祈禱ご 

とに 願 ひて、 斷 えす 汝等 を； m ふ 事に つきて は、 其 子の 福音に 於て 我靈を もて 事 ふる 祌が 我證 人た 

るな り 0 

右の 中 圈點を 施せし は 原文に 於ての 十 節、 他 は 九 節の 分で ある。 右 は 假の譯 であるが、 併し 之に 依て 

原文の 意 は 知り 得る と 思 ふ。 卽ち神 は 唯 バウ II が 口 マ 信徒 を懷ふ 事の 證者 たるので はなく、 その 口 マ 

行の 希望 を强く 抱いて 居る 事、 祈 禱の度 毎に 此 希^の 實現を 神に 求めた 事の 證者 であると 云 ふので あ 

る (邦語 改正 譯を參 照の 事〕。 

クす ら. ；， 

「平坦なる 道 を 得」 について は 種々 の 解釋が あるが、 大體に 於て 「行くべき 道の 開かれて」 と 云 ふ 

程の 意味で ある。 上 揭の譯 に 於て 「如何に かして 遂に」 と譯 し、 邦譯架 書に 於て 「終に は …… 速 か 

に」 と譯 せし 原語 は ei 155s  MC-  poto  (アイ ボ ー ス ェ ー デ ー ボテ) である。 之 は 他の 國 語に 譯 

し 難き 句で あるが 「もし 出来るならば 速 かに 併し 時 は 不明」 と 云 ふ 意で ある。 洵に 奇妙な 言 ひ 表 

はしと 云 ふべき である。 

我等 は此 奇妙な 言 ひ 表 はし を 用 ひた パゥ 口の 細心 を 賞す る ものである。 彼の ロマ 行 は アイ ボ ー 

ス (もし 出来るならば) である。 彼 は 行かん と 志し、 祈禱 ごとに 神に 祈り、 神 は 多分 此祈 を聽 くで あ 

らうと 思 ふ。 しかし 彼れ 若し 許し 給 はすば 行く こと は 出来ぬ、 故に もし 出來 ならばで ある。 次はェ 

1 デ ー (今、 速 かに) である。 今にも 速 かに、 遲 くも 近き 未来に 行き 得る であらう と 思 ふ。 しかし 神 

たらぬ 身の 斷言は 出来ない。 祌 許し 給 はすば 速 かに 行く こと は 出来ない。 依て ボテ (いっか は 一度、 
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時 は 不明) である。 甚 しく 曖昧の やうに 見える が 實は然 うでない。 眞の 信者 は 斯く云 ふ 外ない ので あ 

る。 誰か 明日の 事 を 知り 得ん、 誰か 聖 意 を 悉く 知り 得ん。 事 は 如何に 進み 行く か、 如何に 變り ゆく か、 

到底 人に は 解らない。 未来の 我 行動に ついて 斷.： 足的霄 語 を 用 ひざる ものが、 實は强 き 信賴に 住む 信者 

である。 我等 は此 短き！ 句に バウ 口の 信仰の 性質 を 知り 得る こと を 喜び、 且 これ を 自己の 龜. i とすべ 

きで ある。 

十一 節に 於て バウ 口 は B マ行 を 切 する 理巾を 述べた。 「われ 汝等を 見ん こと を 深く 願 ふ は 汝等を 

堅固う せんた めに 靈の 賜を與 へんと 欲へば なり」 と ある。 靈の 賜を與 へて、 彼等の 信仰の 發達を 促し 

其 堅 立 を 計らん ことが、 彼の 口 マ行 切^の 動機で あつたので ある。 「深く 願 ふ」 の 原語 epipothe5 

(H ピ ボセォ ー) は 切に 願 ふ を 意味す。 此 場合 彼等 を 見ん と 願 ふ 情緒の 頗る 切々 たる を 雷 ひ 表 はすの 

である。 げに 情の 人 バウ n は 如何に 强く 彼等 を懷 うたこと であらう。 口 マの 信徒の 信仰が 如何に 純良 

堅 であっても、 大使 徒パゥ 口より 見て 尙ほ發 達の 餘地 ある ものであった こと は 云 ふまで もない。 彼 

等 は 文明の 大 都に 幾多 有力なる 不信者に 固まれつ、、 强烈 なる 誘惑の 風に 襲 はれつ i 其 信仰の 孤城 を 

守って ゐる。 しかも 彼等 を 指導すべき 有力なる 師 はない。 そして 資任は 無限大で ある。 我に は 彼等に 

與 ふべき 靈の 賜が ある。 彼等 を訪 うて 之 を分與 する 時、 彼等の 信仰の 堅！： となり 靈的 生命の 豐强 とな 

る は當然 である。 彼 は 小 亜 細亞の 丘陵より 叉 ギリシャの 海邊 より、 西の方 タ 陽の 春く 邊を遙 かに はお 見 

して、 彼等に 到らん との 切望に 心燬 かれて、 幾度 か 熱き 祈り を 父に 獻げ たこと であらう。 美 はしき か 

な 情の 人 バウ ：！ よ！ 

この 十 一節と 比して 十二 節 は 特に 注意すべき 節で ある。 之 を 原文に 忠 實に譯 せば 


卽ち汝 等の 中に ありて 汝 等と 我との 互の 信仰に よりて 相 共に 慰められん ため 也 

となる。 「卽 ち」 の 原語 は touto  de  estiu  (トウ ー ト デ H ス ティ ン) である。 換言すればと 云 ふ 

日本語に 略 ぼ 近いので あるが、 前の 言が 不適 當 或は 不充分なる 時、 更に 適切に 又は 充分に 一一 一一 II ふと 云 ふ 

場合の 發語 である。 此 場合の 如き 「十 一節の 一一 目が 稍々 不適 當 なる 故 更に 適 當の言 ひ 方 を すれば」 と 云 

ふ 意になる ので ある。 

ゴ I デ ー は 此句を 「又は 更に 適切に 云へば」 (or  to  speak  more  properly) と譯 し. マイヤ I は 「かく 云 ふ も 

左の 如く 意味す るに 過ぎず」 の 意で あると なして ゐる。 日本 文に 於て 一 の 語句 を 記した 後， 更に 適切なる 語句 

を 記す 時 「否」 の 一 語 を 挿む のが， 多分 此 場合に 該 5 おして ゐ ると 思 はれる。 卽ち必 しも 前言 を 打消す のでな く 

て、 之をょり能く言ひ^51さぅとする の である。 

バウ 口 は 何故に か- -る言 ひ 直し を やった ので あらう か。 けだし 十 一 節に 於て は 彼 は 彼等に 對 して 師た 

る 態度 を 取って 居た。 併し 彼 は此時 彼と 彼等の 關 係に 不圖 想到して、 彼等が 彼の 純粹の 弟子で はなく 

て 寧ろ 大部分 未見 の 人で ある こ と を 思 ひて 、 玆に 友人た るの 態度 を 取る の 適當 なる を 思 つたので ある。 

玆に 於て 斯 かる 發語を 用 ひて、 我れ汝等に到らんと切^!1^-するは實は相互の信仰に，.^りて相共に慰めら 

れ勵 まされん 爲 であると 言 ひ 直した ので ある。 兹に バウ a の 謙遜と 愼 慮と を 見る。 偉大なる 彼に して 

—彼等の 師 たる 资 格の 有り 過ぎる 程 有る 所の 彼と して— 此事 ある は寇に 奥ゆかしき 限で ある。 その美 

はしき 禮 讓と纖 細なる 心情と は、 彼が 人格の 香氣 をして 彌が 上に も芳 酷なら しむる ものである。 自己 

を 偉と せす 自己 を 高き に 置かざる が 偉人の 特色で ある。 

情緒の 濃 かなる 十 一 節と 謙遜に 美 はしき 十一 一節と を 併せ 見て、 パ ゥ n の 貴 さは 今更の 如く 感ぜられ 
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る。 之 を 自ら 高し として 異邦 信徒の 兄弟たり 得ぬ 今 曰の 歐米 宣敎師 達に 比して、 如何に 犬なる 相違 ぞ 

厶厶  < "厶 A 厶厶 △<"△△△ 厶厶 △<!<-△ 厶厶ム 厶 厶厶 

や。 師 たる を 知って 友た る を 知らぬ 所に 眞の傳 道の 行 はる k 苦がない。 バウ B の 偉大 を 以てして 尙ほ 

喜ん で 此 態度 に 出た 事 は、 今日に 於て 大に 注意す べき 事で ある。 

十三 節 は 口 マ府傳 道の 志望 は 今日まで 盛な りし も 事情が 之 を 許さ ざり し 事、 今 も 尙ほ或 事の ために 

く はだ. て 

妨げられつ、 ある 事 を 示す。 思 はざる に 非す 許され ざり しなり と 云 ふので ある。 企業が 爲 され ざり し 

に 非す 阻 せられた るな りと 云 ふので ある。 

十 g: 節 は 十三 節の 理由 提示と も 云 ふべき もの、 大 M の 中に 小 岡 を 包みし 如き バウ Q 式 論法で ある。 

「我 は ギリシャ 人 及び 異邦人、 また 賢き 人 及び 愚なる 人に も 食へ る 所 あり」 と 云 ふ。 此 場合の 「異邦 

人」 は野蠻 人の 意で ある。 ギリシャ 人 は 文明 人で ある。 バウ II は 文明 人に も野蠻 人に も、 擧者 にも 無 

擧者 にも、 福 昔宣傳 をな すべき 責務 ありと 云 ふので ある。 之 を さぬ 中 は 愤務を 負うて ゐる、 之を果 

して 初めて 負 を 償却した ので ある。 この 大賫任 を 負 はせられ たれば 自分 は當然 凡ての 人に 傳道 すべ， 

き 義務 ある ものであると 云 ふので ある。 定に氣 宇の 宏大、 貴 任感の 熾烈 比 ひなき 壯大 なる 語で ある。 

文明 人に も野蠻 人に も 智者に も 愚者に も！ i 音 宣傳の 義務 を 負 ふと 云 ふ 語の 裡に は、 福 昔が 文明 人に 

も野蠻 人に も 智者に も 愚者に も 凡ての 人に 適する 敎 なること が 暗示され てゐ る。 徇に然 うで ある。 福 

OOOOO0OO00  00000  0000 〇  OO0OO  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0〇000 

音 は 世の 萬 人に 適する。 國籍の 差別、 文化の 相違、 階級の 高下、 知識の 有無、 賢愚の 差、 老若男女の 

O0OO0O0OO0OOO  000O0O00C  0  0  0  00000000000  00  (：  000 

^は 福音の 前に は 皆無で ある。 一 i 音 は 萬 人の 信受に 適する。 故に こそ 祌の 福音で ある。 凡ての 人 を 救 

はんとの 神の 力で ある。 パゥ El は此大 なる 責任感 を 述べた る 後ち 十五 節に 於て 「この 故に 我れ カを盡 

して 福音 を汝等 C マに ある 人々 にも 傳 へん こと を 願 ふ」 と 記して 此 著しき 挨按の 部 を閉ぢ たので ある。 


この 挨拶 を全體 として 見る。 其 中に バウ & の 感謝 あり、 心の 願 あり、 祈の 題目 あり、 切なる 情の 發 

表 あり、 美 はしき 謙遜と 禮讓と あり、 高大なる 責任感 あり、 文字 は 平坦 なれ ども 其 內容は 千 姿 萬 態の 

趣 あり、 殊に 彼の 情 性の 偽らざる 發表 として 其 値の 大 なる を 思 はざる を 得ない。 

バウ e は a マ の 信徒に 對 して 右の 如く 謙遞 であった。 かくの 如き は 彼を輕 蔑の 的と して 彼等の 前に 

提出す るが 如き もので はない か。 彼等の 中には 斯 かる 言に 接して、 パゥ p を賤 しむる に 至った ものが 

或はあった かも 知れない。 バウ 口 が 自己に 輕蔑を 招く 危險 をまで 冒して、 强 ひて 謙遲な 態度 を 取った 

こと は 愚の 極で はない か。 然り 愚の 極で あるか も 知れない。 しかし 彼が 斯く 自分 以下の 者に 對 して 謙 

遞 であった の は、 彼の 魂の 淸 さと キリスト 的 精神の 豐 けさと を 示す ものである。 獨の 文豪 ゲ ー テは言 

うた、 . 

. 最も 普通の 宗敎は 自己 以上の 者 を 祟む る宗敎 である。 これ 多數 者の 宗敎 である。 これより 高き 宗敎 

. は 自己と 同等の も のを崇 むる 宗敎 にして、 これ 卽ち 哲學 者の 宗敎 である (所 請 人類 的 思念と 稱 して 人が 

0OOOO000OOOOOO00O0OOO0O 

人 を 自已と 同等の ものと して 崇 むる 人生 觀を 指す )o され ど 最上の 宗敎は 自己 以下の 者を崇 むる 宗敎 であ 

0  OOOOO0OOOO0 

る。 これ 卽ち 基督の 敎 である。 

と。 ゲ ー テを稱 して 眞の 意味の 基督 者と は 云 ひ 得ない が、 彼の 高秀 なる 天才 は 彼 をして 此 深き 評語 を 

發 せしめた ので ある。 己より ffi き 兄弟に 對 して 謙遜と 禮讓を 守り 且 切なる 愛慕の 情 を 披瀝した る 使徒 

バウ 口 の 態度が、 如何に キリストの 心に 似た る ものなる か は說明 を俟た すして 明瞭で ある。 
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第 一 章 十六、 十七 節の 研究 

一— 七 節 は 自己紹介、 八— 十五 節 は挨授 であった。 此の 挨拶 は 前講の 如く 頗る 意味 深き ものである 

が、 それにしても 一 の挨 接と して 述べし 語た るに 過ぎない。 然るに 十六、 十七 節に 入って パゥ a は 重 

大 なる 語を揭 出して 我等 を 驚かす ので ある。 多くの 擧者は 此兩節 を 以て 羅馬 書の 主題の 吿知 であると 

なして 居る。 沟に羅 馬 書の 主題が 玆に 提出され たので ある。 曰 ふ 「我 は 福音 を 恥と せす、 此の 福音 は 

ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人す ベて 信す る 者 を 救 はんとの 祌の大 能 たれば 也。 神の 義は此 に 顯れて 信仰 

より 信仰に 至れり。 錄 して 義人 は 信仰に よりて 生くべし と 有る が 如し」 と。 

先づ 注意すべき は此 問題 提出の 仕方で ある。 バウ は 第 十五 節に 於て r 是 故に 我 カを盡 して 福音 を 

汝等 B マに ある 人々 にも 俾 へん こと を 願 ふ」 と 記し、 次に 十六 節の 劈頭に gar  (何と なれば) なる 一 

語を揷 みて、 十五 節の 理由と して 十六 節の 第一 句 を 述べた 事 を 示して ゐる (邦譯^^-書には此接鑌詞を 

省いて あるが 英譯 聖書に は for の 一語が ある )o 卽ち 彼は挨 1^ を旣に 終へ しが 如く 未だ 終へ ざるが 如 

くにして、 ぎ 時と はなしに 主題の 提起に 移り行く ので ある。 表面に 主題 吿知 とせす して、 挨拶の 中と 

も 外と もっかぬ 邊 りに 極めて 自然に 之を爲 したの は、 沟に滑 かな 遣 方で ある。 之 は 知らす 識ら すの 間 


に讀 者に 心の 準備 を與 ふる 道であって、 バウ 口 の 練達せ る敎育 家なる こと を 示す ものである。 

尙ほ 注意すべき 一事が ある。 此書を 認めし 頃 は、 パゥ 0 が 信仰に 入りて 後旣に 二十 餘年 を經 過して 

ゐた。 そして 彼は此 期間の 大部分 を傳 道に 用 ひた。 從って此時までに於て反對者と論ー^_^を爲せしli:数 

は 無數に 達した に 相違ない。 執拗なる 猶太 人と 理知に 强き希 職人と に 園 まれての 彼の 孤 獨の奮 鬪を思 

ふ 時、 その 論戰の 激し さは 推し測らる、 ので ある。 彼の 書翰 は 多く 斯 くの 如き 戰 塵の 濠々 たる 間に 記 

された ので ある。 從 つて 自 から 其 處に 砲煙の 香り、 彈 雨の 響き を留 むる ので ある。 味方に 達る 書翰に 

於ても： 彼 は 自然と 敵 を 前にして 論陣 を 張る が 如き 趣き を 示し、 何時 如何なる 所から 論敵が 現 はれても 

攻擊の 隙 を 見出し 得ない やうな 論法 を 採る ことが 多い。 かくの 如き 緊張 味 を 以て 記されし 彼の 書翰な 

れば、 理の無 蜜藏 たるので ある。 其 上 羅 馬 書の 如き は 彼の 五十 歳臺の 作と して、 旣に 二十 餘 年の 戰 

を經し 後の 書 なれば、 人生の 戰を 長く 爲 せし 勇士の 筆の 常と して、 一語 一句 一 節の 中に も 眞理が 豊か 

に包藏 せられて ゐ るので ある。 徒らに 冗長なる は 戰の經 驗少き 未熟者の 筆で ある。 老雄の 筆は簡 勁に 

して 力と 生命と に 富む。 この 十六、 十七 節の 如き は、 一章 劈頭の 自己紹介 と共に 其好檫 本で ある。 

先づ 十六 節 を 原文の ま \ に譯 する 時 は 

そ は 我れ 福 昔 を 恥と せす、 何と なれば 是は ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人に も、 信す る 凡ての 者に は 

救扬に 至るべき 神の 力 たれば 也 

とな る。 今 之 を 原文の 順序 を逐 うて 記せば 左 の 如くなる。 

そ は 我れ 恥と せす 福音 を、 M となれば 是は (此福 昔 は) 神の 力 たれば なり 救扬に 至るべき 

信す る 凡ての 者に は、 ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人に も。 

第七講 rags の S! 出 (一)  1 九 三 


羅 馬 SE の w  一九 四 

羅馬書 を 認めた る 時 は、 バウ D がコ リントに 於いて 傅 道して 居た 時であった (使徒 行傳 二十 章 二、 三 節 

を よ〕 。假 にパゥ 11 が 右の 語 を II マの 信者なら で、 コ リントの 聽 衆に 向て 發 したと して 見よう。 必す 

種々 の 批評が 起った ことで あらう。 コ リントと 云へば 人 n 七十 萬 を Ip^ る大 都に して 實 業の 都で ある 

と共に 折 〔學 文藝の 都であって、 富者 あり 贫者 あり、 自由 2^ あり 奴隸者 あり、 舉者 あり 無學者 あり、 赏 

業 家 あり 藝術家 あり、 誠に 各階 級の 人 を 網羅せ し 都であった。 されば パゥ& の 讀者も 亦 多種多様 であ 

つたに 相 遠ない。 

か &る聽 衆に 向って 先づ 「そ は 我れ 一 i 昔 を 恥と せす」 と 云うたならば、 各種の 批評が 現 はれた こと 

であらう。 信者の 或 者 は 之 を 以て バウ 口に 似合 はぬ 弱き 語と なして、 不滿に 感じた であらう。 r 姦惡 

こと： ii  つか ひ 

なる 此 世に 於て 我と 我 道 を 恥 づる者 をば、 人の子 も 亦聖き 使と 共に 父の 榮光を もて 來る時 これ を恥づ 

べし」 と は イエ スの， めであった、 福 昔 を恥ぢ ざる は 基督 者に 於て 固より 當然 のこと である、 今更 こ 

れを更 めて 宣言す る 必要が 何處 にあら うか、 これ 無用の 一 百た るの みならす 义實に 弱々 しき 語で ある、 

「我 は 一幅 音 を譽れ とす」 と 積極的の 一一 目 ひ 方 をせ すして、 「恥と せす」 と 消極的に 言うた の は 力なき 態 

虔 ではない かと。 多分 信者の 中 にても、 無擧 なる 者 又は 淺 薄なる 者 は 右の 如く 評した であらう。 併し 

多少の 思慮 ある 者 は、 此 語を聽 いて 却って パゥ 口 に對 する 敬意 を增 したで あらう。 又 不信者の 中に も 

之 を 弱き 語と 見る 者 も あり、 或は 又 謙遜なる 語と して 却て パゥロ を 推賞す る 者 もあった であらう。 沟 

に 問題と なるべき 語で ある。 

次に バウ！ 1 は 右の 理由と して 「何と なれば 是は 神の 力なれば 也」 と 云うた。 聽衆 中の 哲學者 は 直ち 

に 抗議 を 提出した であらう、 「力」 と は 何事 ぞ、 力に は 善き 力 も あり 惡 しき 力 も ある、 力た る 事 は 決 


して 其 事の 眞理 たる を 示さない、 もし 基督 敎が 大體系 (gsilt  system) であると 云 ふなら ば、 我等 は 

もれに 特刖の 敬意と 注意と を拂 はう、 併した^ 力で あると 云 ふ 事 なれば 其 低級なる 敎 たる こと 明かで 

あると" 次に 其 力 は 「救拯 に 至るべき」 力で あると 聽 いて、 彼等 は 叉 救 扬とは 無意義な 事で あると 評 

する であらう。 「信す る 凡ての 者に は」 と 云へば、 信仰なる もの は 迷信で ある 場合 多く 到底 識者の 貴 

ぶ もので はない と 云 ふで あらう。 そして 最後に 「ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人 を も」 と 云 はるれば、 此 

全く 異なる 一 一人 種 を 一 括して 一 と 見し バウ 口 の 態度に 不服 を唱 ふるで あらう。 かく 十六 節 は 種々 の批 

評 を 喚起し 得べき 語で ある。 不信者より は 勿論、 信者の 或 者より さへ も。 

然 らば 次の 十七 節 は 如何。 これ 凡ての 人 を 首肯せ しむべき 善き 語で あらう か。 今 これ を 原文の ま- - 

こ ffls する 時 ま 

そ は 之に 於て 神の 義は顯 はれて 信仰より 信仰に 至れば なり、 錄 して 義人 は 信仰に よりて 生きん と 

あるが 如し 

とな る。 更らに 原文の 順序の ま \ に 之を譯 せば 左の 如くで ある。 

そ は 祌の義 は 之に 於て 顯 はれ たれば なり 信仰より 信仰にまで、 かく 錄 されし が 如し r 義 

人 は 信仰に よりて 生きん」 と。 

此 十七 節に 對 しても 讀者は 勿論 種々 の 批評 を 下す ことで あらう。 或 人々 に 取って は 第一 「神の 義」 と 

い ふ：^！^が^だ喜ばしからぬ語でぁる。 祌 の恩惠 とい ひ 神の愛と 云うて 初めて 福音の 本義 を 表 はし 得べ 

きに、 神の 義と云 ふ は卽ち 神の 怒、 神の 懲罰と 一 致す るら しき 語に して、 最も 厳 はしき 語で あると 云 

ふで あらう。 神の 恩惠と 愛の み を 喜び 其義を 好まぬ 者 は、 必す 右の 如く 云 ふに 違 ひない。 次に r 顯は 
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れ たり」 と は 人間の 努力の^ 果 到達した のと は 全く 正 反射であって、 上より 啓示され たと 云 ふので あ 

る 故、 人類の 眞理 探究て ふ 貴 K なる 努力 を 無 する 嫌が あると 云 ふで あらう。 また 「信仰より 信仰 ま 

で」 と 旨^ を 以て 終始す る 如き P 調 は 最も 舰は しきもの であると 1^ する であらう。 そして 最後に 聖句 

を 引いて 自說を 支持せ しめし を 見て、 聖書の 言 を 無 批評に 眞理 とする は 唾棄すべき 盲目的 態度で ある 

と g^- する であらう。 

以上の 如き 反對ゃ 批評 を 起し 易き 語 を パゥ" が 鼓に 羅馬 書の 主題と して 揭 出す るの は、 如何にも 拙 

劣なる、 叉 は 意地 惡 きぼ 方で ある やうに 思 はれる。 さり 乍ら 不思議なる は バウ 口の 首で ある。 理論に 

於て は反對 すべき 幾つ もの 箇所 を 見出す 人と 雖も、 どこか 其處 に或贵 きものが 在る 如く 感ぜられて、 

我に も あらで 彼の 言に!^ きつけられ るので ある。 多分 コ リントの 多くの 聽 者は斯 くの 如き 心理 狀 態に 

於て 彼 を 離れ 得なかった ので あらう。 此 十六、 十七 節の 如き は 糙に此 バウ P 的 特徵の 色 濃き もので あ 

ると 云 ふべき である〕 

「我 は 福 昔 を 恥と せす」 の 一語 を以. て 弱し となす は淺き 見方で ある。 これ をパゥ P の 學識と 經驗と 

ヒ te;-:!- との 背景に 於て 眺めて、 其の 强烈 なる 語た る ことが 解る。 彼 は 世界 を 知らす して 獨り已 を 高し と 

する ユダヤ人ではなかった。 彼 は 時代の 文化の 偉大 を 知らす して、 我 信す る敎の 偉大 をのみ 知る 無學 

漢 ではなかった 。彼 は f 界を 知って 焐 た。 彼 は 希瞭の 文化と 羅 馬の 政 制の 優秀なる を 知って 居た。 其 

哲舉と 科 擧と藝 術との 偉大 を 知って 居た。 其內に 港む 思想に 於て、 その外に 現 はる \事| ^、に b 於て、 當 

時の 文 匕 は 凝と して 日月と 其 光輝 を爭 はんとす る概 があった。 盲者 蛇に 怖ぢ すと 云 ふ。 盲者なら ぬ 彼 

は 蛇に 對 する 警戒 をせ ねばならぬ。 勿論 彼の 信す る 福 昔は默 示に 基づく ものであって、 人間 探究の 成 


果 ではない。 此點に 於て 人間の 努力の 總 積に 名を與 へたる 文化て ふ 者と は、 全然 性質 を 異にせる 者な 

る こと は 彼に 於て 極めて 明白で あつ. た。 しかし 乍ら 當 時の 文化の 偉大 を 知り、 且或 意味に 於て 之に 敬 

意 を 抱け る 彼 は、 福音 を携 へて 此 文化の 中心に 投 ぜんとして 如何に 精到なる 考慮と 準備と を 要した こ 

とで あらう。 凡ての 哲學 思想に 訴 へても 福音 的 宇宙観の 優 逸なる を證 し、 有 ゆる 科擧的 探究に 比して 

も 幅 音 的眞理 の確實 なる を 示し、 此 世の 有りと 有 ゆる 力に 較べても 幅 昔の 力の 絶倫なる を唱 へんが 爲 

に は、 勿論 それ 相當の 準備た きを 得ない ので ある。 口 マ府を 志せし 彼は遙 かに 此 知識と 能力の 中心地 

を 望み 見て 自己の 小た る を 痛感し、 或 時 は 恰も 一 個の 爆 彈を携 へて 百 萬の 敵軍に 突入す るが 如き 戰慄 

を 感じた ことで あらう。 未だ 幅 音が ユダヤの 一 地方 敎と 見做され 居た る 時に 於て、 羅馬 大帝 國の 凡て 

の 文化と 權 力と を 敵と して、 それ 等 を排逐 して 代るべき 人生の 原理と して： i 音 を 提示 せんとす。 人の 

眼より 見て 如何に 妞 一 謀の 極であった であらう。 されば 流石の 彼 も 幾度 か 怖れ、 躇ひ、 苦み、 |i んだこ 

とで あらう。 しかも 斯 くの 如き 心の 經過を 味 ひて 後ち、 遂に 準備 悉く 整 ひ 確信 全く 成りて 「我 は 福音 

を 恥と せす」 の 一句 を發 す。 げ に壯烈 高貴の 語と 云 ふべき である。 

此 世の 知識に 富み 人生の 經驗に 豊かな りし 彼れ パ ゥ a が、 其の 抱け る 凡ゆる 知識と 經驗 とに 訴 へ て 

福 昔の 確 實性を 了知し、 此 世の 力と 云 ふ 力 を 悉く 築めた るら しき 龙然 たる 大帝 國を 前にして、 身 は 一 

己B^賤たる天幕ェを以てして 「我 は 福音 を 恥と せす」 の 一語 を 發す。 これ を 今日に 於て 讀 みて 我等 は _ 

此 語の 貴 さ を 知る と共に、 此 語を發 したる 彼に 百 萬の 援兵 を 見出した るが 如き 感た きを 得ない。 

然 らば 福音 を 恥と せざる 理由 如何。 「何と なれば ー是は 神の 力 たれば なり」 と 先づ云 ふ。 福音 は 「力」 

である。 そして 人の 力で はたい、 「神の」 力で ある。 此 世の 折：： 學と 比せよ。 「力」 と 云 ふが 旣に 特異 
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なる に、 更に 「神の」 と附 加して 二 ffi の 特異と なる ので ある。 「それ 十字架の 敎は 亡ぶ る 者に は 愚な 

る もの、 我等 救 はる- - 者に は 神の 力た るな り」 (コ リント 前書 一 の 十八) と パゥロ は 曾て 云うた。 福音 は 

哲學に 勝る 大宇宙 觀 である。 しかし 福音 は 哲擧の 如き 單 なる 思想の 體系 ではない。 福 昔 は實に 神の 力 

である。 玆に 福音の 特 €1 が 在る。 バウ 口 は 思想家であった。 しかし 思想家た る 以上に 實驗 家であった" 

故に 思想の 完全と か 徹底と か 云 ふこと よりも、 先づ 求む る 所 は 人生に 於ての 力の 有無 如何に 存 した。 

「ギリシャ 人に は 愚なる もの」 と 見 ゆる も、 それ は 福 昔の 力た る を 知らぬ 人の 淺き 見方で ある。 故に 

一度 これが 人 を 救 ふ 力た る 事 を 知りし 上 は、 之 は 「ギリシャ 人に も …… 神の 力また 神の 智慧」 たるの 

である。 

幅 音 は 力で ある、 神の 力で ある。 「力で ある、 そ は 福音 は 或 事 を爲し 得る からで ある。 神の 力で あ 

る、 そ は その 凡ての 約束 を 2^ し 得る からで ある」 (ホフマン )o 「神の 力と 云 ふ、 大 にして 榮 ある もので 

ある」 (ベ ン ゲル〕。 悔改、 信仰、 慰藉、 愛、 平安、 歡喜、 勇氣、 希望— 此 世の 哲學 倫理の 供し 得ざる 

もの— 之を與 ふる 力が 幅 昔に 在る。 幅 昔に 此 力が あると 云 ふ 事が 其 神の 眞理 たる 一 證 である。 世の 哲 

舉者は 福音 を敏 なる ものと 見る。 しかし 基督 信徒の 有する 熱心に 對 して は 推賞 を惜 まぬ 者が ある。 恐 

くは當 時の 哲擧 者、 思想家 等もパ ゥ a に對 して 其 所說を 嘲りつ 、も， 其 熱心と； 氣に 驚愕の 眼 を瞠っ 

たこと であらう。 實に 彼の 生涯 其 者が 福 昔の 有する 力 を實證 する ものであった。 彼 は 此カを 深く 自己 

に 於て 味 ひたる が 故に、 文明と 幅 力の 都 a マ を 前にして 「我 は 福音 を 恥と せす」 と 云 ひ 得た ので ある- 

「力」 の 原語 は dunamis  C. ドウ ナ ミス) である。 英語 dynamics  (力 學) dynamc  (發 電機) 等 

は此 語より 出で たもので あり、 又 かの ュ ysslite  (爆裂 彈) もさう である U ダイナマイト は 元 來罪惡 


遂行の 器と して 發 明せられ たもので はない。 文明の 問發を 目的と して 發 明せられ しもので ある。 近代 

の 文明が 如何に 鐵 道に 負 ふ 所 多き かを考 ふる 時 は、 鐵路を 通すべく 厳 石 を碎く ダイナ マイトの 偉功 を 

稱 へざる を 得ない。 一 小片 を 以て 巨大なる 岩石 を 微塵に 碎き 得る は 之れ である。 故に ダイナ マノ- トは 

力の 絶好なる 代表者で ある。 福音 は實に ダイナマイトの 如き 力 ある ものである。 之に 比して は 倫理 道 

德は 鶴嘴 を 以て 堅 岩を碎 かんとす るが 如き 迂遠なる 道で ある。 福 昔の ダイナ マイト 一 度 我 を 打つ や、 

倫理 道德を 以て は 到底 除き 得 ざり し 執拗なる 我執の 巌も 飛散し 去る ので ある。 

福音 は 神の 力で ある。 故に パゥ II は 幅 昔 を 恥と しないの である。 然り寇 に 福 昔 は 神の 力で ある。 0 

し 其の 神の 力なる 事 は 其 力に 觸れ てみ て 初めて 解る ことで ある。 そして 或 人 は 之に 觸れ或 人 は 之に^ 

れ ない。 從 つて 福 昔 は 或 人に 取って は 力で あり、 或 人に 取って は 力で ない。 然 らば それ は 如何なる 人 

人に 取て 力で あるか。 パゥ B は 云 ふ、 「信す る 凡ての 者に は」 其 人の 救 を 生むべき 神の 力で あると。 

paiiti  t5  pisteuonti  (to  every  one  that  Islieveth) である。 信す る 者 は 一 人殘ら す， I 其 一人々々 に 

0  0  ぁづ. h  、 

取って —福音 は 救に 至らす る 力で ある。 信仰 ー 之が 救 濟に與 るに 要する 唯一 の條件 (もし 條 件と 稱レ 

得べ くば) である。 他に 條件は 一 もない、 た 信す ると 云 ふだけ の條 件で ある。 そして 其 信仰 は必し 

も强 きを 要しない ので ある、 勿論 强 きを 貴ぶ けれども、 弱き 信仰 とても 苟も 虚偽の 信仰たら ぬ 限り は 

其の 持主 をして 救 ひに 至らし め 得る ので ある。 たぐの 信仰、 神と キリスト とに 對 する 信仰、 神 を 父 と- 

し キリ  ス トを 主として 仰ぎ 膽る 事、 それだけで 救 ひに 入る ので ある。 

O00O0O0  O0OOO0OOO0OOOOOO0OOO0OO00O  00000  0  000 

實に 商- m である、 長き 努力に 依て 悟道の 妙 境に 到達して 救 はれる ので はない、 一生涯の 努力 を 以て 

ご COCOO0OOO000000O  0  0  0  0  0  0  0  OOC-.-OCC0O0OOO 

善行 を 山と 積んで 救 はれる ので はない。 たぐの 信仰、 信賴、 それに 依て 救 はれる ので ある。 「信す る- 
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凡ての 教」 である。 信す る 者 は 誰でもで ある。 その は 傅の 如何 は 勿論 問題と ならぬ。 其 知識、 人格、 

ね 一 17 等 も 勿論 HTP とならぬ。 如何なる 惡 しき 祖先 や 父母 を 有する 者に も、 不幸に して 其 脈管の 屮に汚 

？ g の 血 を うる 者 にても、 li^lli:^ 由て 救 はれる。 其 人格に 於て 低き 者と 雖も 唯の 信仰に 由て 救 は 

れる。 信仰に 入りし 後に 於て 共 人格の 向上 を 生むべき も、 そ は 叉^ 箇の 問題で ある。 同時に 人格に 於 

て 高等なる 者と 雖も 信仰な くば 救 はれない。 人格の 高下と 云 ふ 事 は、 救 ひとい ふ 事 を 離れて、 他の 標 

準に 於て 眺 むる 時 は 充分に 問题 となる ので ある。 た、.^ 救 ひの 事に 於て は 之 は 問題と ならぬ ので ある。 

共 他 知識、 德行、 技能 等 いづれ も 問題と はならぬ ので ある。 

「信す る 凡ての 者」 の 一 句 を .史 に 次の 十七 節と 合せ 見て、 羅馬 書の 主題の 性質が 信仰 中心なる こと 

が 察知 せられる。 この 兩節は 本 の 入口に 揭 げられ たる 大 標語で あるが、 之を讀 みし 者 は 未だ 本館に 

人ら すして 本館の 中心が 信仰に ある こと を 窺知す るので ある。 

育す る 凡ての 者が 救 はると 云 ふ。 宽に 福 昔 の 幅 昔た る 所以が 鼓に？^ する。 この 事の 容易 に 受け 納れ 

00000  00000000  0-00000  0  0  00  )  ^  :f  >  J  -  -  ：  -  £■  -  f  •  -  .b 1 r  1 1 

，き 理由 は、 それが 餘 りに^り 難き ことなる 故で ある。 多くの 人 は 何 か 自己に 於て 资格を ：5= りて 後お 

ひの 門戶に 受け入れられようと 計る。 從 つて 自己の 無资格 を疝嘆 哀哭す るう ちに、 幾年 かの 貴き 歳月 

を 空しく 流れさす るので ある。 又 先天的 缺陷を 有する 者 は 此缺陷 の蔽ひ 難き を 感じて、 救 ひに 關 して 

は 全き 絕^ に陷 るに 至る。 併し 共に 是れ 誤れる の甚 しきもの である。 遣 傅に 依る 惡事、 先天的の 病患、 

後天的の 諸惡、 知識と 德 行と 品性との 不足、 自己の 上に 積み S なりし 雜 悪の 深 重— いづれ も 是れ我 救 

の 妨げと なる もので はない。 た^の 信仰に よりて 救 はる。 その 信仰の JiS きさへ も 救に 至る に 於て は I 

其 信仰が 持 緩 さへ すれば— 妨げと ならぬ ので ある。 


かく； i 音 は 信す る 者に は 救拯に 至るべき 力で ある。 此 事が 本館の 戶 口に 大書せられ ある を 見て、 我 

等 は先づ 少なからぬ 歡 喜と 平安との 豫感を 味 ひ、 本館 內 部の 性質 を も 察し 得る が 如く 思 はれて、 かく 

の 如き， 一 i 昔 なれば 我の 如き 罪人 を も 救 ひ 得との 希^ を兹に 抱く ので ある。 


第八講 問題の 提出 三) 

第 一 章 十六、 十七 節の 研究 

バウ B は 「我 は 幅 昔 を 恥と せす」 と. S した。 そして 其理， B として、 福音 は 神の 力で あると 云うた。 

力と 云 ふ も 善き 力 あり 惡 しき 力が ある。 歐 洲戰亂 以前に 一時 歐洲人 を 支配す るが 如く 見えし 謂 ゆる 

「力の 福音」 と 云 ふが 如き は此惡 しき 力の 方で ある。 其 惡きは 結 が證 明した ので ある。 之と は異っ 

て 福 昔 は 神の 力で ある。 勿論 善き 贵き 力で ある。 卽ち 「信す る 凡ての 者に は 救扬に 至るべき」 力で あ • 

る。 「信す る 凡ての 者」 に 就て は 前講に 於て 述 ぶる 所あった。 次に 起る 問題 は 「救 扬」 の 意味 如何で 

ある。 

救 扬とは 今日 頗る 廣義の 語と して 用 ひられて 居る。 福 昔 以外の 種々 なる 救^ 事業に 於て 此語は 常に 

廣く 使用され て 居る。 社會的 意味の 救が あり、 道德的 意味の 救が あり、 叉 思想 上の 救が ある。 又 基督 

敎の 救に ついて もん マ 日の 人の 考 ふる 所 は 頗る 茫漠たる 者に して、 惡 しき 行の 改まりし 事、 或は 幅 音に 
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心 を 寄す るに 至りし 事 位 を 以て 救と 見做す 人が 多い。 基督 敎の倚 道 師と稱 する 者の 中に さへ、 此 種の 

淺き 見方 をす る 者が 多く、 洗禮を 受けて 敎會に 加入せ し 事 を 以て 救と 做して 安心し、 其 後の 心 靈の發 

育 如何に 關 して は 何等の 考慮 をも拂 はざる 者が ある。 眞に甚 しき 誤りで ある。 

併し 「救」 と は 元来 かくの 如き 淺 きもので はない。 原語 s5t?ria  (ソ ー テ ー リア) は 新約聖書に 於 

て は 永久 的の 內容を 抱く 所の 語で ある。 今此 語に 關 する 一 ニニの 大家の 解釋 を參考 のた め 左に 摘記して 

見よう。 

(ィ) ソ ー テ ー リアと は メシャ 王國に 於け る 永遠の 救 を 言 ひ 表 はす 語で ある (マイヤ ー)。 

(p) ソ ー テ ー リア は ニ義を 併せ 有す、 卽ち 一面 減 亡よりの 救出 を 意味し、 他面 神と 共なる 永生の 

交附を 意味す る (ゴ ー ヂ ー)。 

(ハ) ソ— テ— リア は メシャ 的 救出 を 意味す る 語で、 猶太 敎に 於て は 民族的の 狭き 語で あるが、 基 

督敎に 於て は 高き 希望 を傳 ふる 語で ある。 後者の 意味に 於て は 此語は メシャ 的 救出の 全範園 —— 卽 

ち 消極的に は 全人 類に 臨める 神 怒よりの 救^、 積極的に は 永遠 生命の 賦與を 包含す る ものである 

(サン * テ. 1)。 

OOOOO000OO00O0O000  0  0  0  0  0  0 

卽ち 救と は 唯の 悔改を 意味す る 語で はない。 此 世に 於て は 罪に 死して キリストに 生き、 罪の 結果た る 

0  0  0  00  0OOOO  000000000000000  OOO00OOO0O00O00 

死 (神 怒、 滅亡〕 より 救 はれ、 復活して 主の 榮に 似た る榮に 浴し、 永遠の^ 界に 永遠の 生命 を受 得す 

る これ 卽ち 救で ある。 新約聖書の ソ ー テ ー リア は 之れ 以外 を 意味す る もので はない。 これ 忘る ベ か 

ら ざる 事で ある。 

此事は 新約聖書に 於て 極めて 明瞭で ある。 「誰か 救を受 くべき や」 との 弟子の 問に 答へ て、 ィ エス 


は 「我と 福 昔の ために 家 或は 兄弟 …… を捨 つる 者 は …… 後の に は 限な き 生命 を 受けん」 と 答へ 給う 

た (マコ 傳十 章〕。 もし 新約聖書 中の 各 書翰より 救の 永遠 的 意味 を立證 せんとせば、 我等 は 其 引用す ベ 

き 語の 多き に 苦む 程で ある。 左揭の 如き は 其 最も 代表的なる ものである。 

讚むべき かな 神 我らの 主ィ H スキ リストの 父、 かれ 其 犬なる 矜恤を もて 我等 を 再びせ み、 我等 を 

して ィ ェ ス キリス トの甦り給ひし事にょりて活ける&^^を得させ、 亦 我らの 爲に 天に 蔵め ある 朽ち 

す 汚れす 衰 へざる 嗣業を 得しめ 給 ふなり。 なん ぢら 信仰に よりて 神の 能に 護ら れ、 已に備 へ ある 

所の 末の 時に 顯 はれん とする 救 を 得るな り (彼 得 前書 一 章)。 

以て 新約聖書に 謂 ふ 所の 救の 意味 を 知るべき である。 

救と は實に 右の 如き ものである。 人 は往々 にして 淺く 見ん とし、 「神の 己 を 愛する 者の 爲に備 へ 給 

ひし もの は 目 未だ 見す 耳 未だ 聞かす 人の 心 未だ 思 はざる 者」 である こと を 知らぬ。 今や *1 界に充 つる 

は淺き 救の 聲 である。 そして 救 を說く 者に して 未だ 一 人たり とも 救 を實現 ー. た 者がない。 救の 本義 を 

に 向って 示すべき 重責 を 持つ 基督 敎會 までが、 穩々 の 社會的 施設に 沒 頭し、 之に 依て 救を實 現せん 

と 企てつ、 ある は 何の 陋態 ぞ。 救と は 實に人 をして 永遠の 榮 光に 浴せ しむる ことで ある。 かくの 如き 

救に 人 を 至らし むる 力が 福音に あれば こそ、 パゥ 口 は羅馬 大帝 園の 光輝 を 前にして 「我 は 福音 を 恥と 

せす」 と 云 ひ 得た ので ある。 一時的なる 此 世の 救濟の 如き は縱し 遺憾な く實 現せら る& とも、 人の 魂 

を その 根柢に 於て 救齊 する こと は 出来ない。 基督 敎の 救が 斯 くの 如き 淺 きものな らば、 それ は 我 持て 

る 一 切を棄 てても 獲得すべき 値 ある もので はない。 それが ために 「& 宅、 或は 兄弟、 或は 姉妹、 或は 

父、 或は 母、 或は 妻、 或は 兒女、 或は 田 疇 を 拾つ る 者」 ほど 愚なる 者 はない。 併し乍ら， 1 昔の 供す る 
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救が 永遠の 榮を 意味す る もの なれば こそ、 「一切 を 捨てて」 も 之に 與 からん とする ので ある" 「彼 

(キリスト) と 其 g 《がへ. か 力 を 知り、 其 死の 有 樣に循 ひて 彼の 苦に 與り、 とにもかくにも 死にた る 者の 甦 

へる こと を 得ん がた め」 なれば こそ、 パゥロ は キリスト のために 「凡ての 物 を 損せし かど 之 を 糞土の 

如く  li」 うたので ある。 福 昔の ために 犠牲の 心 を 起さす 熱心 を も 燃やさざる は、 呰 これ 其の 供す る 救 

の 如何に 大 なる ものなる か を 知らぬ からの である。 

京 文り i 序 こよれば、 十六 節の 最後に は 「信す る 凡ての 者に は、 ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人に も」 

の 二 句が ある。 之に ついては 前講に 於て 說く 所あった が、 更に それ を 袖 ひ 度い ので ある。 今 十六 節の 

思想 を 解剖す るに、 先づ 「我 は 幅 昔 を 恥と せす」 と斷 じて、 次に 其 理由と して 左の 四つ を 擧げて 居る 

ので ある。 

1 福 昔 は 力で ある。 

2 福 昔 は 神の 力で ある。 

3 福 昔 は 救に 至らし むる 神の 力で ある。 

4 福昔は^.^:?>„$^5§^1.&  (ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人 を も) 救に 至らし むる 神の 力で ある。 

信す る 者 は 誰 人 にても 救 はれる ので ある。 信仰と いふ 條 件が 一 つ 要る のみで ある。 そして 信仰と いふ 

もの は 其 本質 上 誰 人で も 抱き 得る ものである。 故に 「ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人に も」 である。 世界 

の 人 悉く 此 唯一 の條 件に 由て 救に 至る ので ある。 信仰 は 實に萬 人 向で ある。 されば こそ 特に 貴い ので 

ある。 一部の 人の 有し 得る ものが 貴い ので はない、 ^人の 手の 屆く範 園に ある ものが 貴い ので ある。 

ダイヤモンドよりも {4i 氣は 貴く、 爵位よりも 水 は 貴い ので ある。 前者 は 無用の 贅物、 後者はなくて な 


らぬ 物なる 故、 そして 萬 人の 用 ひ 得べき ものなる 故 殊更に 貴い ので ある。 

之 を肉體 の 醫 療に譬 ふれば 信仰 は 種痘 の 如き ものである。 其 事の 本質 上 萬 人に 用 ひられ 得べき もの 

である。 種痘の 如き 安價 にして 簡單 なる 道 を 以て 病を豫 防し 得る もの は、 醫療の 道と して は 最も 理想 

的で ある。 萬 人が その 利益に 浴し 得る。 之に 反して ラ. チウ ム 療法の 如き は 頗る 高價 なる 物にして、 少 

數の 富者が 其 利益に-浴し 得る のみで ある。 もし 行の 優秀、 人格の 高責、 理の 完全なる 悟 得 等 を 以て 

救の 條件 とするならば、 そ は 恰も ラヂ ゥム 治療の 如く 少數 者に 限らる \ ものと なる ので ある。 行 は 潔 

からす 人格 は 高から す而 して 眞理の 悟 得 完全なら すと も、 たぐ 赤兒の 如く 父に 信賴 する 時に 於て 救の 

第 一 歩に 迎へ 入れられ るので ある。 宽に 詩人 テ 一一 ス ン の 道破せ し 如く、 

信仰に より、 信仰の みに よりて 汝を 抱く 

證 明し 得ぬ 所 を 信仰 もて 信じて 

である。 

かく 信仰 は 萬 人の 抱き 得る ものである。 「ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人に も」 である。 信す る 凡ての 

者に は 救に 至るべき 神の 力で ある。 「ユダヤ人 を 始め」 と ユダヤ人 を眞 先に 出した る 事に ついて、 學 

者 は 種々 の 意見 を 提出す る。 併し 之が ユダヤ人の 救に ついての 優先 橫を 認めた 語で ない こと は 明かで 

ある。 若し 然ら すば 國籍の 別が 救に ついての 一 種の 條件 となる ことと なって、 明かに 救 扬の根 本義に 

背く ことになるの である。 故に 之 は 唯 福 昔の 光が 先づ ユダヤ人に 現 はれ、 後ち 異邦人 を 照らす に 至つ 

たと 云 ふ 史的 視點の 立場よりの 語で あると 思 ふ。 「ギリシャ 人」 とは此 場合 廣義に 用 ひられて 異邦人 

全部 を 指す 語で ある (行傳 十四の 一， 哥 前書 十の 一一 三參 SDO 
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凡ての 人 をして 凡ての 人の 持ち 5^ る 信仰て ふ 一條 件 を 以て 救に 人れ しむる は 福音で ある。 か" る 力 

がー。 m 音 こ： t.u る。 簡 にして 而も 深遠、 普遍的に して 而も 一" 2 貴、 まことに 人の 敎 にあら すして 神の 幅 

音で ある。 人が 努力の 結 到達せ し 悟 近に あらす、 神が キリスト を 以て 1 殊に 其の 苦難と 十字架と を 

以て— 啓示し 給 ひたる 神の 道で ある。 歡^„:〔の福昔、 絶大の 恩 惠、 類例な き 貴き ものである。 福音"^ 

かる 神の 力で ある。 故に こそ バウ 口 は 之 を 恥と せぬ と 云 ふので ある。 歎美すべき は 唯一 節の 中に 此大 

思想を能め得たるパゥ：^の^^火でぁる。 これ^^,ぉの，器に篓感の語を盛りしものにして、 露に 神の や 一口と 

稱 すべ きもので ある。 

信仰の 行爲 * 人格. 悟 得 等と 異 りて IS! 人の 持ち る もの 故， 救 扬の條 件と して 教も^ a 的で あり 從 つて 最も 简 

易で あると 述べた。 之に 對 して r 然れ ども 求. K 上 信仰 を 抱け る 者 は 世に 少なく して. 從 つて 救に 浴し べき 者 

も 少な，， ではない か」 との 伉讓が 出る であらう。 併し乍ら 之 は 一時の^ 象 を 以て 永 「おの 原理 を蔽ふ 見方で ある。 

その本&<に}^|へて^ふる時* 信仰は^？人のトむち？^：るものなるに反して， 行 はの 完全. 人格 的 淨 * 悟逍の 完成 

等 は 其 本赏上 (少 くと も此 世に 於て は) i« 人の 持ち る もので はない。 今 n の赏 際に 於て 信仰 を 持てる 者の 少 

i いこと は-我と みづ から 心 塞の 戶を 閉ぢて 信仰の 入る 餘地 なから しむる 者の 多い 事 を 示す のであって， おし 

て 信仰 其 者の 非 普遍性 を 示す もので はない。 信仰 は 其 本 a 上 i»s 人の 持ち 得べき ものである。 故に 赞遍 的の もの 

である。 故に 救の 倏作 として H 取 も St- 想 的の ものである。 此^ は 1^ 理 として 最も 叨. H である 

7- 上を以 つて 十六 節の 研究 を 終る。 次 は 十七 節で ある。 パゥ は 十六 節に 於て 福 昔が 萬 人 を 救 ふ 神 

の 力なる こと を 示し、 十七 節に 於て は 其 理由 を.： 小して 云 ふので ある 「そ は此に 於て 神の 義は顯 はれて 

信仰より 信仰に 至れば なり」 と。 


先づ 起る 疑問 は 何故 「神の愛」 と 云 はすして 「神の 義」 と 云うた かで ある。 十六 節に 於て 唯 信仰の 

みに 由て 救 はるとの 恩 惠の語 ありて、 讀者 は當然 「神の愛」 なる 語を豫 期すべき に 「神の 義」 と ある 

ために、 意外の 感に打 たれる ので ある。 「義」 は 原語 (likaiosunc- (ディ カイ ォスネ ー)、 英！？ に 於 

て は l.€ltecllsnes8 である。 又 juHtis である (正義、 公道、 公義、 正道)。 その 眞意 如何、 乂其 

十六 節との 關係如 3： は 次囘の 問題と し， 玆には 二三の 注意 を述 ぶる を 以て 止め 度い ので ある。 

かの 淨土宗 の 如き は 彌陀の 赦免の 慈悲 を 高調す る點に 於て、 頗る 基 敎に 類似せ る宗敎 である。 法 

然、 親鸞 等が 彌陀の 本願に 安心の 根據を S きし は 他力 救お の 秘義に 徹した る 者に して、 其 信仰の 芳 

味 は 我等の 稱 讚を吝 まぬ 所で ある。 さり 乍ら 我等が 若し 此 他力 宗の與 へし 見方 を 以て 基督 敎に對 する 

ならば、 そは大 なる 過誤で ある。 彌陀宗 の 根抵は 慈悲で あるが、 福 昔の 根柢 は r 義」 である。 前者 は 

徹頭徹尾 慈悲の 上に 立ちて 慈悲 を 通 徹せし むる 宗敎 であるが、 後者 は 飽くまで 義の 上に 立ちて 慈悲 を 

築 成す る宗敎 である。 兩 者の 類似 は 其 外 現に 於 て^する のみであって、 其 根柢に 於て は 天と地との 相 

違が ある。 然るに 此 一事 を 知らす して、 前者 を 以て 後者 を 律 せんとす る 者が 世に 甚だ 多い。 これ 幅 音 

より 其 极柢を 除去す る 事であって、 凡 }n の 過誤と 不徹" とが 其處に 胚胎す るので ある。 

福音 は義を 根柢と する。 公義、 正道 は先づ 慈悲 赦免の 前に 於て 在らねば たらぬ。 然 らば 人 は 自ら 公 

義を 實行實 現した る 後に 於て、 初めて 赦免と 救扬 との 恩惠に 浴す るので あるか。 然り とせば 福 昔 も 亦 

一種の： ト 体法敎 にして 「重く0:^負ひ難き荷を括りて人の135に负はせ」 る D^,i 君で ある。 玆に 「神の 義は此 

れ (福 昔) に 於て 顯 はれ たれば なり」 と あるに 注意すべき である。 「顯 はれたり」 と は 探究の 結果と 

しての 到達 を贵ぶ ギリシャ 人に は かと 兑 ゆる ものである。 併し 神の 義が 人の 努力の 結 EK の 獲物に あ 
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ら すして、 神より 顯 はれた ものであると 云 ふ は、 大に 注意すべき 事で ある。 神 は 或 道 を 取って 其義を 

顯 はし 給 ひつ i ある。 是は 福音の 中に 顯 はれつ i ある。 或 事に 於て 神の 義は顯 はれて 居る。 卽ち或 方 

法 を 以て 神 は 其義を 提供し 給うた ので ある。 「其 義を神 は 凡ての 信者に 賜 ふて 區刖 なし」 (三の ニニ) 

である。 卽ち人 は 自ら 努めて 義人と なりて 救 はる、 にあら す、 神 は 其義を 以て 人に 臨みて 必罰の 鞭 を 

下さん とする にあら す、 或 事に 於て 神の 義は顯 はれ、 そして 信す る 者 は 神の 提供す る義を 信仰 を 以て 

我 f とする ので ある。 「今 律法の 外に 神の 人を義 とし 給 ふ は顯 はれて 律法と 預言者 は其證 をな せり。 

卽ちィ H ス キリス ト を！；：； E する に 由り て 共 義を神 は 凡ての 信者に 賜 ふて^ 別な し」 と ある。 

英の； t 論.： M 且 詩人た る マシュウ • ァー ノル ドは、 人間 生活の 少く とも 四 分の 三 (或は 五分の 四 か 六 

分の 五 か) は conduct  (道德 的 行爲) であると なし、 そして conduct は宗敎 的に 云へば 卽ち right- 

eousness (正義) であると 云うた (ァ ー ノル ド著 『文學 と 敎義』 第一章 を 見よ ：}。 ァ ー ノ ルドの 義 

覜は羅 at 害の 如く 徹底した 者で はない が、 彼が 人生の EI 分の 三 以上 を 正義と 見た る は 流石に 卓見で あ 

ると 云 はねば ならぬ。 義 なき. 3i! に 高貴 はない。 義 なき 處に si^ も 善 も 美 もない。 我等 は 義の範 圍を脫 し 

て 其 趣に 赦， 免と 5;;^ 束" と 救 とに 與 からう と は 願 はない。 た r 赦免、 た 恩惠、 た^ 救^との み 願 ふ は 

00  0  0*0  000000000000  OO0OOOO00OO0OO 

不^全なる 魂の 叫びで ある。 義の範 園に 於て 罪の 赦免に 與 かり 度し、 義の範 図に 於て 恩 を 受け 度し 

きき^ i に 於て 救 か を 得度し、 これ 吾人の 心靈が 健全なる 時に 於て は必す 抱く 所の 願で ある。 

かの 義 なくして 徹頭徹尾 赦免と 恩惠 のみに 終始す る宗敎 が、 其處に 信仰的 潤 味の 美 はしき もの ある 

にも 係らす、 德然 たる 高 氣を缺 きて 動もすれば 生命の 沈滞 を 惹起す る は、 これ その 健全に 於て 缺 くる 

所 ある！； は 左で ある。 義 は！： H 非と もなくて はならぬ、 ；！^^は是非とも備はらねばならぬ。 義の 上に 愛 あり 


愛の 中に 又義 ある は、 人生 本 具の 要求と して 缺く ベから ざる ものである。 義 なき 愛 は 我等の 願 はざる 

所で ある。 

但し 義は 人の 義 でない、 「神の 義」 である。 神の 義が此 福 昔に 於て 顯 はれた ので ある。 如何にして 

神の 義が 福音に 於て 顯 はれし か は 後の 問題と して、 我等 は 神が 義を顯 はした と 云 ふ 一 事 を 今 は 注意せ 

ねばならぬ。 神 は 先づ義 を發揚 し、 樹立し、 確保し、 其 上に 於て 人を義 とする の 道 を 取り 給うた ので 

ある。 そして 人 は 神が 義を 發揚、 樹立、 確保し、 其の上に 赦免と 救 W と を 得ん と 願 ふので ある。 た 

罪を赦 されん と 願 ふので はない。 唯 救 を 得ん と 焦る ので はない。 赦免の 與 へらる、 理由 を 充分に 知り、 

救に 浴し 得る资 格が 或 道に 於て 成立した る を 示された る 上に 於て、 赦免と 救^と に與 かり 度い ので あ 

る。 これ 人の 內 心の 要求で ある。^ 全なる 心 靈は斯 く 願 ひ、 そして 此 願の 充 たされて 後 5 めて 滿 足す 

るので ある。 

そして 神 は 人の 此 要求に 應 する 道 を柘き 給うた ので ある。 卽ち 義の顯 はれて 同時に 愛の 顯 はれん 事 

を 望む 要求 は、 義を顯 はして 同時に 愛を顯 はさんとの 意と 合致した ので ある。 神 は 愛の神で あると 

共に 又義の 神で ある。 彼 は 愛の み を 以て 人に 對 して 少しも 義を 示さぬ こと は 出来ない。 人の 要求に 於. 

て 然るが 故に 之に 應 すると 云 ふの みで はない、 神 は 其 本質 上 この 兩者を 以て 人に 臨まねば ならぬ ので 

ある。 そして 人に 於て は 到底 不可能なる 此事を 神 は爲し 給うた ので ある。 彼 は 或 道 を 取って 其 義を顯 

はすと 共に 其 愛を顯 はした ので ある。 卽ち 人の 1% を 所 5^ すると 共に 其 を赦 したので ある。 只 所 罰 を 

以ての み 止む る こと は 出来ない。 又只赦免をのみ與ふる^3^-は出來ぬ。 卽ち或 道 を 以て 雨 者 を 同 時に 顯 

はした ので ある。 
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然 らば 种 Q 義は 如何にして 發揚 せられし かとの 疑問が 起る。 しかし 乍ら 之 は羅馬 書の 本館に 入りて 

明示 4- ら る.， 問題で ある。 今 は 唯羅馬 書の 主題と して その 輪廓 を さへ 知れば 足る ので ある。 


第九講 問題の 提出 (三) 

第一章 十六、 4- 七 節の 研究 

前講に 於て 說 きし 如く 第 十七 節の 中心 問題 は 「義」 である。 神の 義 がー i 音に 於て 顯 はれた と 云 ふの 

が 其 主眼で ある。 原文に 於て r 義」 なる 語が 眞 先に 出て 居る に 注意すべき である。 神の 能 も 恩 惠も其 

義を 離， て は 加 へられぬ と 云 ふので ある。 福 昔を單 なる 恩 惠叉は 愛の 敎と 解すべき でな I 梦カ 5^ 然 

として 其根祗 をな して 居る ので ある。 そして 軍 に此 十七 節が 然るの みならす、 羅馬書 全 體が此 「義」 

を 根柢と して 居る ので ある。 

「神の 義」 の眞意 如何、 叉 如何にして 夫が 福音に 於て 顯 はる k か、 此 問題に 就て は擧者 間に 諸說紛 

紛 たる 有様で ある。 委細 は 第三 章 後半に 至て 明瞭と なる 事で ある 故、 玆 では 一 の 注意 だけに 止めて 置 

く。 抑 も 「我 は 福 昔 を 恥と せす」 と斷 じたる バウ a は、 其 理由と して 「此 幅 音 は ユダヤ人 を 始め ギリ 

シャ人 凡て 信者 を 救 はんとの 神の 力 たれば なり」 と言うた。 然るに 彼 は 之 を 以て 尙ほ 不充分な りと 感 

じて、 「神の 此に顯 はれて 信仰より 信仰に 至れば なり」 と附 加した ので ある。 幅 昔 は 萬 人 を 救 ふ 


；! §办 であるの みならす、 此， 1 音に 於て 神の 義が 顯彰 せられて 居る と 云 ふの が 彼の 主張で ある。 

神の 力で ある、 叉 彼の 義 である。 義 であるが 故に 力で ある。 神に 在りて は義 ならざる 者 は 力で ない- 

福音 は 神の 力で あると 云 ひて、 勿論 彼の 腕力で はない。 亦此 世の 所謂 權カ ではない。 祌の義 である。 

故に 其 力の 顯彰 である。 人に 在りて は 力が 義と 離れて 存在す る 場合が 尠 くない。 然れ ども 神に 在りて 

は 力 卽ち義 である。 義卽ち 力で ある。 キリストの 幅 昔が 人 を 敕ふ爲 の 唯一 の 力で ある 理由 は、 それが 

最も 瞭 かに 神の 義を顯 はすから である。 義を 以て 鋤く 力で あるが 故に、 バウ 0 は 福 昔 を 恥と しな かつ 

たので ある。 

「1^ 仰より 信仰に 至れり」 と邦譯 聖書に ある 句 は 原語 聖書に 於て は 唯 「信仰より 信仰にまで」 と あ 

ェク 。ヒス  ー了ォ I ス 7,1 ス ビス チン 

るの みで ある (ek  pistecj  eis  pistiu 英語 frcn  faith  to  flutloo かく 簡單 なる 一 句なる がた め、 其 

解 釋區々 たる 有様で ある。 或は 「素朴なる 信仰より 精練せられ たる；^ 仰にまで」 となし、 或は 「信仰 

より 出發 して 信仰 を 以て 終る」 となし、 或は r 舊約的 信仰より 新約 的 信仰にまで」 となし、 或は 「祌 

が 人 を 信す る 事より 人が 神 を 信す る 事にまで」 となし、 或は 「(神の 義は〕 信仰より 發し 信仰 を 以て 

獲得 せらる」 となす。 其 他異說 頗る 多い。 之に 決定的 判 斷を與 ふる は 難い ことで あるが、 其 中-^ とす 

る 所 は 不明で はない。 . 

邦譯 聖書が 「神の 義は 此に顯 はれて 信仰より 信仰に 至れり」 と意譯 せる ため、 「信仰より 信仰に 至 

れり」 の 句 を 「神の 義」 と 引き離して、 單 なる 信仰の 進步を 意味す となす 通俗的 見解が 起った。 ^し 

原文に 於て 「神の 義は 之に 於て 信仰より 信仰にまで 顯 はる」 と ある を 見れば、 信仰 云々 の 句 は 神の 義 

の 顯彰と 密接に 關係 せる こと は 明かで ある。 且又 原文の 文脈に 照らして 見る 時、 「信仰の 進步」 と 云 
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ふ 見方 は此 場合に は 不適 當 であると 云 はねば ならぬ。 玆に 於て 我等 は 思 ふ、 バウ II は此 句に 於て 神の 

養 は 信&に 依て 受け、 信卬に K て 保ち、 信仰に 依て 完成す る ものなる 事 を 意味した ので あると。 

前に も說 きし 如く 「神の 義」 と は 神より 人に 與 へらる &義、 神より 顯 はし 給 ひし 義 であって、 人の 

努力の 産物た る 人の 義 ではない。 人 は 自己の 行 や 功に 依らす して、 唯 信仰の みに 依て 神に 義 とせら 

る.，， ので ある。 卽ち 神の 義を 信仰に 依て 受ける ので ある。 これ 人に 與 へらる、 大 なる 恩惠 にして、 又 

人の 抱け る大 なる 特權 である、 如何なる 人と 雖も 一 度飜 つて 父なる 神と 主ィ H ス キリス トとを 信す る 

に 至れば、 その 信^と いふ 一事 を 以て 鹿 を赦 されて 義 とせら る i 恩惠に 浴す るので ある。 然 らば 此恩 

惠 の繼績 のために は 自己の 努力 を 必要と する か。 否、 た 5^ 主 キリスト を 仰ぎ 瞻る 信仰 を 以ての み 足る" 

卽ち義 を 持 緩す る 道 は、 そして 聖 めら れ 進む 道 は 唯 信仰 を 保つ のみで ある。 換言すれば 信仰に よって 

#K とせられし 後の 生-!^ は、 信仰に よって 聖 めら れ るので ある。 卽ち 神の 義を 信仰に 依て 保つ ので ある- 

然 らば 此義は 如何にして 完成 さる、 か。 人の 努力に 依る か。 否然ら す。 唯ィヱ スを 仰ぎ 瞻る 信仰の 結 

朵 として 與 へらる。 換首 すれば、 信仰に. 依て 義 とせられ 信仰に 依て 聖 めら る i 生涯 は、 其 終に 於て 信 

仰に 依て 榮 化さる- -の である。 榮化 は義の 完成で ある。 卽ち祌 の義は 信仰に よって 完成 さる、 ので あ 

る 0 

右の 如く 神の 義は 信仰に よって 受け、 保ち、 完成 さる。 これ 「神の 義は 信仰より 信仰にまで (顯は 

る ヒ の 意味で ある。 信仰 を 以て 始まり、 信仰 を 以て 進み、 信仰 を 以て 終る。 其 最始に 於て 其 中道に 

於て 其 最終に 於て— 共 凡てに 於いて 信仰 中心で ある。 信仰に 入り 其 信仰 を持績 すると 云 ふ 唯の 一線の 

上に、 宇宙 間に 於て 凡そ 人に 加 へられ 得る 最大の 幸福が 與 へられる ので ある。 これ を傳 ふるが 福音で 


ある。 故に 餘 りに 良 過ぎる 音信で ある。 從 つて 之 を 信す る を躊路 する 人が 多い。 併し 神の 恩惠は 宇宙 

に充 ちて 居る ではない か。 神の愛 は 萬 物に 溢れて 居る ではない か。 天より 露 を 下して 草木 を- m ほし 野 

の 鳥に 生の 歡喜 を聲 高く 歌 はしめ 給 ふ 神 は、、 無限の 恩寵 を 人に 與 へんと して 常に 準備し 給 ふので ある。 

た r 之を受 くべき 人が 心 足らす して 或は 頑 執 を 以て 之 を 斥け、 或は 空しき 努力の 幽谷に 彷徨して、 受 

くべき 唯一 の 資格に 思 ひ 到らない ので ある。 受 くべき 唯一 の 資格なる 信仰 を 抱かざる 時に 於て は、 與 

へんと して 待ち 給 ふ 天 父 も 遂に 與 ふるに 道がない ので ある。 

然 りた 信仰で ある。 信仰 を 以て 始終 一貫す るので ある。 「地獄に 落つ ると も 飽くまで キリストに 

依り 賴 まん」 とバ ン ヤン は 叫んだ。 此 世に 於ても 後の世に 於ても キリス トに 依り 賴 みて 變ら ざる 信仰 

である。 此 信仰の 持鑌 ありて 義 とせられ、 聖 めら れ、 榮 化せら る。 言ひ換 へれば 信仰の 故に 義は與 へ 

られ、 保績 せられ、 完成 せらる。 救 ひ は義を 根柢と し 信仰の 故に 實 成す るので ある。 然 らば 此義は 何 

故に 信仰に よりて 與 へられ、 保 たれ、 完成 せらる X か。 此義と 神の愛との 共存す る现由 如何。 之 を 明 

白に 解明した のが 羅馬 書で ある。 羅馬書 研究の 價 値と 與 味と は 兹に 在る。 委細 は 後に 出づる 所、 今 は 

唯 問題と して 提起せられ たので ある。 

パゥ u は 十七 節の 最後に r 錄 して 義人 は 信仰に 由り て 生くべし と 有る が 如し」 と 云うた。 彼 は 例に 

依て 聖句を 引き 来って 其 所說を 裏書せ しめたの である。 彼 は 其 書翰の 凡てに 互って 聖句を 引用す る こ 

と實に 多い。 これ 彼が 舊約 聖書に 熟 通して 居た こと を 語る のみなら す、 彼が 如何に 聖書 を 神の 言と し 

て 尊敬して 居 たかを 示す ものである。 彼 は 常に 自己の 斷定を 支持す るた めに 聖句を 用 ひ、 聖 句に 斯く 

ある 上 は 其 事に 疑な しと 云 ふが 如き 筆法 を 用 ひるので ある。 
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「義人 は 信仰に よりて 生きん」 と は 哈巴谷 書 二 章 四 節よりの 引用で ある。 パゥ 0 は 同一 の 句 を加拉 

太 書 三 章 十一 節に 於ても 引用して ゐる。 多分 これ は 彼の 特 愛の 句に して、 彼が 暗 黑を脫 して 光明に 入 

るに 於て 大に 力と なった 語で あると 思 ふ。 哈巴谷 書 一 一章 四 節 は 云 ふ、 

視ょ 彼の 心 は 高ぶり 其 中に ありて 直から す、 され ど義 しき 者 は 信仰に よりて 活 くべ し 

と。 「彼」 と は 誰か。 或 人 は カル デャ 人と 見、 或 人 は 不信の ユダヤ人と 見做す。 何れにしても 「義し 

き 者」 と對 立す る 心 高ぶれる 鞏を 指す ので ある。 されば r 義 しき 者」 と は 信仰に 立つ ユダヤ人 を 指し 

たので ある。 高ぶれる 徒 蒙が 直から すして 滅亡に 向て 急ぎつ i あるに、 義 しき 者 は 信仰に 由て 生きん 

と 云 ふので ある。 神に 背く 者に 來る 必滅と、 彼に 依賴む 者の 受 くる 生命と は、 預言者の 語に 於て 鮮か 

に對 比せられ たので ある。 r 義 しき 者 は 信仰に よりて 活く べし」 と、 語 それ 自身が 偉大なる 語で ある- 

そして 之 を 汚濁なる^ 相 を 前にして 發 したる 預言者の 確信と して 眺 むる 時、 その 傳 ふる 精神の 壯烈と 

思想の 高貴と は强く 我等 を 打つ ので あるつ バウ &は此 偉大なる 語 を 引用し 来って、 之 を羅馬 書の 大精 

神と して 揭 出した ので ある。  一 

「政治家 は 政略に よりて 生く」 と 云 ふ 語 を 以て 現代 政治 界の實 狀を云 ひ 表 はすこと が 出来る。 曾て 

は 政略に よりて 生きざる 政治家の あった 事 も あるが、 今や 之 を 見出す こと は 殆ど 不可能で ある。 孰れ 

も 政略 を 以て 終始し、 之に より 巧なる 者 はより 拙なる 者に 勝つ が 政界の 實狀 である。 又 「商人 は 利益： 

によりて 生く」 と 云へば 能く 彼等の 實狀を 道破した ので ある。 物的 利益 は實に 彼等の 唯一 の 目的に し- 

て、  彼等の 一 擧手 一 投足 は專ら 之が 爲に 動く ので ある。 同じ 意味に 於て 「軍人 は 武力に よりて 生く」 

と 云 ふこと が 出來、 r 學者は 知識に よりて 生く」 と 云 ふこと が 出来る。 之 等 は 孰れ も社會 の實狀 であ 一 


る。 今 之 等の 語と 相對 して 「義人 は 信仰に よりて 生きん」 との 語 を 見よ。 その 高貴なる 語なる こと は 

極めて 明瞭で ある。 

今や 基督 信徒と 稱 する 者に して 政治家の 如く 政略に よって 生き、 商人の 如く 事 功 をのみ 贵び， 軍 入 

の 如く 此 世の 力 を 重んじ、 學 者の 如く 此 世の 知識に 親る 者少 からぬ は 憾の 至で ある。 これ 實に此 世 

す が. U  二、 ろみ 

に降參 して 「此 世の 子等」 の 姿態 を學 ぶこと ではない か。 ィ H スは 荒野の 試 誘に 於て、 惡 魔の 勸 むる 

此 世の 智慧 や 手段 を 悉く 斥け 去った。 彼 を 信す る 者亦然 あらねば ならぬ。 只 信仰の みに 生きん と は 我 

等の 堅き 決心でなくて はならぬ。 信仰の ために 如何なる 不利益に 陷り 如何に 多くの 犠牲 を拂 ふと も、 

之 を 以て 一 生涯 を 貫かん との 強固なる 覺悟は 基督 者の 日常の 所有物でなくて はならぬ。 「淚の 谷 を 過 

ぐれ ども 其處を 多くの 泉 ある 所と な」 し、 r 惡の 幕屋に 居らん より は 寧ろ 我 神の 家の 門 守と ならん」 

事 を 切に 願 はねば ならぬ。 キリストの 爲に迫 めら る、 を 以て 大 なる 歡喜 となし、 「我 は 永へ に エホバ 

の宮に 住まん」 との 更らぬ 決意 を 抱かねば ならぬ。 この 心 あれば、 政治家た る も 商人た るも學 者た る 

も 可な りで ある。 然る 1& は 政略に 由て 生きす、 利益に 由て 生きす、 知識に よって 生きす、 實に 信仰に 

よりて 生く るので ある。 我等 は 如何なる 職業に 從ふ とも、 信仰に よりて 生く る 人たら ねばならない。 

「義人」 の 意義 如何、 又 「生きん」 の 意義 如何。 如何なる 罪 ある 者 も 信仰に よりて 罪 を赦 されて 義 

つみび-一 

とせら ると 云 ふので あるから、 寧ろ 「罪人 は 信仰に よりて 生きん」 と 云 ふ 方 可な りと 思 ふ 人が あるか 

も 知れぬ。 又 「世の 人 こぞり て 神の 前に 罪 ある 者」 である 以上、 一人と して 義人 はない 害で あると 云 

ふこと も 出来る。 併し乍ら 玆に バウ 口が 義人 を 以て 意味す る 者 は、 かの 自ら を 以て 義 とする パリ サイ 

的 義人で たいと 共に、 何等 罪 を 犯す ことなき 道德 的に 完全なる 者で はない。 完全に 義 しき 人は此 世に 
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於て は 一人 もない。 仰も羅 馬お：" は 信仰 を 以て 魏 とせら る、 事 を 說くを 以て 主眼と する。 故に 此場 合豫 

曾お ハバ クタの 語 を 引用せ し 際に 於ても、 パゥロ は 「義人」 の 一語の 中に 此 一事 を 含蓄せ しめたに 相 

違ない と 思 ふ。 卽 ち道德 的に 神の 前に 完全に 義 しき 義人に あらす、 信仰 を 以て 神に 義 とせられ たる 義 

人で ある。 パゥロ は それ を 意味した ので あると W わ ふ。 次に 「生きん」 の 語に 於て 意味す る 所 は、 現代 

人の 意味す る 所の 如く 茫漠たる もので はない。 「生命」 の 一 語 は卽ち 永生 を 意味す るので ある。 され 

ば 「生きん」 の 一 語 は 「^りなく 生きん」 を 意味す るので ある (ョ ハネ！ ^六 章 五 七、 五八 參照 )o 卽ち滅 

亡 を 免 かれ て 永遠 の 生命に 入る こ と を 意味す るので ある。 

「義人 は；！^ 仰に よりて 生きん」 を 5^ 文の ま-に 排列す る^ は、 

義人 は ii^ 仰に， e り (由る) ^きん 

となる。 「信仰に. H り (.S る)」 の 句は眞 中に あるた め 之 を 「信仰に， m る 義人 は 生きん」 と； H む も 文 

^5的には合理でぁる。 されば 「義人 は 信仰に 出り て 生きん」 と 讀むも 「信仰に 由る 義人 は 生きん」 と 

讀む も、 文法 上に は 何等の 故障 はない ので ある。 從 つて 意味の 上に 於て 孰れ を 採るべき かの 判斷 をす 

る ことと なる ので ある。 英譯、 邦譯 共に 前者 を 採って 居る が、 後者 を 採る 方 バウ a 祌學に 適 ふと 做す 

學者も 相當に 在る ので ある。 ハバ クタの 意味が 前者に あった 事は學 者の 一様に 認 むる 所で あるが、 之 

を 引用した 時の パゥ u の 意味に ついては 二つの 見方に 分れる ので ある。 されば 此 引用文の 讀み方 如何 

は、 舉者 間に 於て は 可成り 面倒な 問題の 一 である。 

思 ふに 「信仰に. E り (由る〕」 の 句 を 前に も 後に も關 係せ しめて 「1::^ 仰に 由る 義人 は 信仰に 由り て 

生きん」 と讀 むは、 バウ 口の 眞 意に 最も 近き もので は あるまい か。 文法的に 斯くー  の 句 を 二度 讀む i 


とが 許さる \ か 如何 は 知らす、 た 時に 文法に 拘泥せ ざる バウ 口の 眞意を 探らん とせば、 此讀み 方が 

最も 合 適で あると 思 はれる。 抑 もパゥ tl の 意味す る 義人 は 「信仰に 由る」 義人で ある。 信仰に 由り て 

義 とせられし 義人で ある。 か k る 義人 は 叉 「信仰に よりて」 生く るので ある。 信仰に 由り て義 とせら 

れ 信仰に 由り て 生く。 これ バウ J1 的 意味に 於け る 基督 信者で ある。 

もし 此 見方に して 成立す るなら ば、 此 一 語 は 實に羅 馬 書の 主要部た る 第 一本 館 (一 章より 八 章まで) 

の 主意 を 表明した ものである。 そして 第一 本館 は 實に羅 馬 書の 最 主要なる 部分なる が 故に、 此 一語 は 

li 馬 書の 大 趣意 を 表明した ものであると 云 ひ 得る ので ある。 そして 前に も說 きし 通り 第 一 本館 は、 

第一、 義 とせら る&事 (一章 十八 節— 五 章) 

第一 一、 聖 めら る&事 (六 章、 七 章) 

第三、 榮 化せら る&事 (八 章) 

の 三に 分た る \ ので あるが、 「信仰に 由る 義人」 の 一句 は 第一に 當り、 「信仰に 由り て 生きん」 の 一 

句 は 第二 第三に 該當 する ので ある。 卽ち 「信仰に 由る 義人」 と は 信仰に 由て 義 とせられし 基督 者 を 指 

す 者に て、 一章 十八 節 I 五 章に 當り、 「信仰に 由り て 生きん」 は此 世より 來 世に 亙る 永生 を 意味す る 

者に て、 聖 めら る、 事と 榮化 せらる、 事 (六 章より 八 章まで) に當 るので ある。 されば 「信仰に 由る 義 

人 は 信仰に 由り て 生きん」 の 一 語 は、 實に羅 馬 書の 第 一 本館の 模型と 云 ふべき 者で ある。 此 一 語 を 先 

づ揭 げたる パゥロ は、 之 を 引き 仲して 第 八 章までの 大 論述 を 爲 したので ある。 そして 一章— 八 章は實 

に羅馬 書の 主體 であって 九 章 以下 は 其附隨 物で あるが 故に、 此 一 語 は 實に羅 馬 書 を歴拷 せし ものと 稱 

し 得る ので ある。 十六、 十七 節 は羅馬 書の 主題 提示で 羅馬 書の 縮圖 であるが、 その 主題の 最後に ある 
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此 一 句 は更こ 小なる その 縮 圖と云 ふべき ものである。 我等 は此 一 小 句に 深甚なる 注意 を拂 ふべき であ 

る 0 


第十講 異邦人の 罪 (一) 

第 一 章 十八 ー 三 二 節の 硏究 

バウ "は 一章 劈頭に 於て 先づ 挨拶 を 兼ねて 自己紹介 をな し、 次に 八 節— 十五 節に 於て 感謝 を 以て 初 

おひ づ 

めて 羅馬 訪問の 計畫 について 語り、 十六、 十七 節に 入りて は自 から 羅馬 書の 主題に 移り ゆきて、 偉大 

なる 語に 包みて 偉大なる 思想 を揭 出した。 挨桜を 終へ、 感謝 を 終へ、 問題の 提£ を 終へ て、 玆. に此大 

書翰 は 其 序言 を 終った ので ある。 されば 一章 十八 節より 愈々 本論に 入る ので ある。 卽ち 我等の 用ひ來 

りし 比喻 によれば、 本館 第一 に 入る ので ある。 

然 らば 此大害 翰の 本論に 於て 先づ 我等の 會 する 語 は 何ぞ。 人 問 救 拯の福 昔 を 盛れる 第一 本館に 於て 

先づ 我等の 眼 を 打 もの は 何ぞ。 そ は 神の 恩 惠を傅 ふる 語 か。 否祌の 怒を俾 ふる 火の 如き 語で ある。 

それ 神の 怒 は 不義 を もて 眞理を 抑 ふる 人々 の 凡ての 不虔 不義に 向 ひて 天より 顯 はる 

と 十八 節 は 言 ふ。 誠に 是れ 吾人 の 意表 に 出づる ことで ある。 併しな が ら 福音 は先づ S§ 惡 の 指摘 を 以て 

始まる。 罪の 指摘 あり 而 して 罪の 悔改 ありし 後なら では 救 扱の 與 へらる、 素地がない。 輝く 如き 福 一-首 


の美屋 は陰慘 なる 罪 戻 指摘の 土臺の 上に 立つ。 美 はしき 花 は黑き 土よ り^き 出 づる外 はない。 キリス 

トの福 昔の 傳 へらる、 に 先ち て、 「主の 道 を 備へ其 路線 を 直く」 すべく、 バプ テス マの ヨハネの 罪惡 

詰責がなくて はならなかった。 罪を责 めすして 先 づ恩惠 を說く は、 土臺 なきに 〔糸屋 を 建つ る ことで あ 

る。 か k る 愚かなる ェ師の 今や 世に 少 からざる は 歎すべき 事で ある。 パゥロ は 人 を 救 ふ 道 を 熟知して 

居る。 その 順序 を 誤る が 如き 事 はしない。 彼 は 恩 惠を說 く豫備 として、 玆に 其鋭烈 なる ベ ンを 揮って 

物す ご き 罪惡 指摘 に 入る ので ある。 

十八 節 最初の 語 「それ」 は 焚 は 「そ は」 と譯 すべき ものである。 卽 ち 1 '八 節 は 十七 節の 理由と して 述べられた 

形に なって 居る。 けだし 救の 必要なる 理. S は 神の 怒が 人の 上に 臨みつ 、あるから であると 云 ふ 意で あらう。 

「祌の 怒」 の 一 句に 接して 之を顿 はしき 語と なす 人が あるで あらう。 併し それ は 「怒」 の 一 字を以 

て 人間の 怒 を 想起した からの ことで ある。 人の 怒 は 多くの場合に 於て、 感情の 亂れを 意味す る 厭 はし 

き 語で ある。 しかし 神の 怒の 狀 態が 人の それと 違 ふこと は 云 ふまで もない。 そして 祌 怒の 表顯は 事實 

として 此 せに 臨む こと を 我等 は 認める。 これ 理論に あらす、 實に 事實の 問題で ある。 

「不義 を もて 眞理を 抑 ふる 人々」 は 卽ち謂 ゆる 罪人で ある。 善 を 善と 知り 之 を 行 はざる ベから すと 

知り 乍ら、 敢て之 を 抑. して 不義に 歩む 者で ある。 神の 祌 たる 事 を 知りながら、 心の中に 實驗 せらる 

る 此眞现 を 阻みて 其 發動を 抑 ふる 者で ある。 換霄 すれば 眞理 を眞理 として 知りながら 之に 從 はす、 不 

義を 不義と 知りつ k 之に 從ふ 者、 これ 卽ち 罪人で ある。 人 自身 は 此事を 認めない であらう。 しかし 

罪より 救 はれて 神に 生く るに 至りし 人 は、 自己の 過去 を 顧みて 一様に 認知す るので ある。 

か k る 人の 凡ての 不虔 (神に 對 して 背く 事) と 不義 (人に 對 して 道德 的に 義 ならざる 事) とに 向て 
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神の 怒 は 灭 より 顯 はる- -の である。 恰も 子の 不義に 對 して は 父 は 怒らざる を 得ざる が 如き ものである „ 

：顯 はる」 の 原語 apokaliiptetai  (アポ カルプ テ タイ) は 英語 is  revealed に當り 現在 動詞で ある。 

故に 今 旣に祌 怒が 顯 はれつ i ある を 意味す る。 然 らば 何 を 以て 祌 怒の 現れと なす か。 此 問題に ついて 

學者は 種々 の 意見 を 提出す る。 併し 其 中设も 合理的なる もの は、 二十 闪 節 以下に 描かる k 荒 濫の狀 態 

其 者が 卽ち神 怒の 發表 であると なす 見方で ある。 然る 時 は 十八 節の 總括 的斷定 を 十九 節 以下が 解明し 

たこと になる ので ある。 

此 十八 節 は 異邦 入の み を 指した か 又は 人類 全體を 指し たかは 學 者の 間に 議論の ある 所で ある。 もし 與 邦人の み 

を 指した とすれば 此節は 第二 章に は 全然 關係 なきものと なリ て. 只 一章 十九 節 以下の 異邦人の 罪惡 指摘の 序霄 

にの み 止まる ので ある。 もし 又此 節が 人類 全體を 指した とすれば. 。ハ ゥ 。 に先づ 人類の 全部 を见 波して 此總括 

的斷 定をド し、 然る 後人 類 を 異邦人と ユダヤ人 とに 二分して， 先づ 一章 十九 節 以下に 於て 異邦人の 罪 を 指摘し- 

次に 二 章に 於て ュ ダャ 人の 罪 を 指摘した ことになるの である。 卽ち 一章 十八 節 は 一章 十九 節— 三 章 二十 節の 序 

言と なる ので ある。 後の 見方 は 頗る 組織的に 見える ので 近代の 聖書 學者 たる サ ンデ —の 如き は 之 を 採用して ゐ 

る。 然 かし 「不義 を もって 眞理を 抑 ふる」 と 云 ふ 心现は 全然 異邦人 式で あると 云 ふ 理由 を 以て 前の 見方 を 採る 

人に ベンゲル、 マイヤ ー. ゴ ー デ I, ビ I 卜 等の 大家が ある 事に 注意せ ねばならぬ" もし 此方の 見方 を 正しと 

せば， 十八 節 は 全然 異邦人に 關 する 語と なる ので ある C コ —デ ー 羅馬書 註解 英譯百 六十 八 頁に 於け る 明晰なる 

分解 を 見よ)。 

一 章 十九 節— 三 1 一節 は 三 段に 分ち て 見る を 便と する。 第 一 段 は 十九— 一 一三 節で ある。 玆に 異邦人の 

偶像 崇拜の 心理 は 頗る 適確に 擧 示せられ たので ある。 


？-蓋 人の 知るべき 所の 神の 事情 は 人に 顯明 にして、 旣に神 これ を 人に 顯 はし 給へば なり。 ^それ 

人の 見る こと を 得ざる 神の 永 能と 其 神性と は、 造られた る 物に より 創世より 以來 悟り 得て 明か 

に 見るべし。 是 故に 人々 推諉 るべき やうな し。 ？一 旣に神 を 知りて 尙ほ之 を 神と 崇めす、 亦 謝する 

こと をせ す、 反て 其 思念 を 亂し其 愚なる 心 蒙昧 なれり。 g,】 自ら 智 しと稱 へて 愚魯 なる 者と なり、 

§5 朽壞 ざる 神の 榮光 を變 へて 朽壞 つべき 人 及び 禽獸 昆蟲の 像に 似す。 

「人の 知るべき 所の 神の 事情」 と は 何 を 意味す るか。 之 を 原文の ま &に譯 せば 「神に 關 して 人の 知り 

得べき 事」 叉 は 「神に 關 して 人に 知らる i 事」 となる。 其の 意味す る 所 は、 何等 特殊の 天啓に 依らす 

して、 自然と 人に 知らる、 所の 神 的 知識 を 指す ので ある。 卽ち 唯一 の 神の 存在す る こと、 及び 其 神の 

大體の 性質 (例へば 善 を 愛し 惡を 憎む 事、 又 その 限りなき 力の 所有者なる 事 等) は 異邦人の 間に あり 

て も 極めて 明かで ある。 神 は 旣に之 を 彼等に 顯 はし 給うた ので ある。 神 は 彼等に 人た るの 本性 を與 へ、 

理性と 良心と を與 へ、 且 宇宙 萬 物て ふ 材料 を 供して 彼等に 神 的 知識 を 得しむ る 道 を 開き 給うた ので あ 

る。 殊に 彼等の 間の 哲舉 者、 宗敎 家、 智者、 識者 等比 校 的 優秀なる 頭腦と 感受性 を 有する 者に は、 神 • 

に 關 する 知識が 或 程度 ま で は 當然備 は る ベ き 害 である。 

誠に 然り、 神に は 限りなき 力 (永遠に 亙る 力 ：>  が ある。 彼 は 偶像 神の 如き 無力なる もので はない。 

宇宙 を 支配し 萬 物 を 動かす 永への 力が 彼に 在る。 そして 彼に は 又 明かに 「神性」 が ある。 彼 はかの 多 

神敎の 神々 の 如き aj. 俗なる 性能の 所有者で はない。 眞に萬 物の 造 主たる 所の 神た る 性 を 具有して ゐる 

ので ある。 そして 神に 此 力と 此 神性との 備 はれる 事 は、 宇宙 萬 物に 明かに 記されて ゐる。 虚心 平氣に 

して— 多 祌敎的 偏見 を脫 して— 此 宇宙 萬 物に 對 する 時、 誰 人 か 神の 神た る を悟識 しないで あらう か。 
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よし 神の 特殊の 默 示に 接せざる 異邦人と 雖も、 一度 その 本性 を 開いて 神の 造化 を 見れば、 彼等 は 宇宙 

唯 一 の 神と 其 力と を 知り 得べき 害で ある。 

然るに 彼等 異邦の 民 は r 旣に神 を 知りて 尙 これ を 神と 崇めす、 亦 謝する こと を」 しない。 彼等 は 心 

に與 へられ 居る 眞理を 我と 自ら 抑 塞して、 神 を 認めつ 入 而も 神 を 否認す るので ある。 何者が 彼等 をし 

て此 矛盾に 出で しむる か。 その 動機 は 様々 であらう。 併し 彼等が 惡 魔の 嚼 きに 聽從 したる 一 事 は 明か 

である。 かくて 其 思 は 亂れ、 其 心 は 暗くな り、 自ら 智者 を 以て 居る も實は 愚者に して、 朽ち 果 つべき 

人 及び 禽獸蟲 魚の 像 を 以て 神を劍 み、 以て 偶像 崇拜 の低卑 と醜怪 とに 墮 して 居る。 これ 實に 彼等 異邦 

人の 實狀 である。 見よ ギリシャ、 & マの 多神教 を。 彼等の 神々 は 人の 如き 情慾、 放恣、 復裤 等に 走る 

ものである。 これ r 朽壞 てざる 神の 榮光 を變 へて 朽 壌つべき 人」 となす もので はない か。 又 見よ エヂ 

ブト、 カル デャの 動物 崇拜敎 を。 牛、 猫、 蛇、 鰐 魚 等を拜 する 彼等 は 正に 「神の 榮 光を變 へて …… 禽 

獸昆蟲 の 像に 似す」 る もので はない か。 文化 を 以て 誇る 民が、 心靈 問題に 於け る 其 愚昧 は 沙汰の 限り 

である。 而 して 心- 靈 問題 は 人生の 最 根本なる 問題で ある。 源 濯り て 末淸き 害がない。 心靈に 於て 愚 味 

なる 彼等 は 其 凡てに 於て 愚昧な ので ある。 

バウ a は 偶像 崇拜の 心的 經過を 右の 如く 描いた。 近代の 謂 ゆる 宗敎學 者と 稱 する 輩 は 彼の 此斷定 を 

担 否す るで あらう。 しかし パゥ B は 深く 人の 心の 內 部に 穿った ので ある。 そして 心の奥 深く 存 する 靈 

魂の 問題と して 之 を 見た ので ある。 然る 時 心 靈の錢 に 映りし 神 的 知識 を 我と 自ら 打ち消して、 自己の 

欲望 を 彼に 移して 眺 むる 時に、 偶像 拜跪 は自 から 生起す る ものなる 事 を 知る ので ある。 バウ 口 は 罪に 

生れて 罪に 住む 人間の 心の 傾向 を 眺めて、 一 神の 知覺 より 偶像 崇拜 へ の 墮落を 其 心の中の 經過 として 


認めた ので ある。 實 に大膽 にして 深刻なる 斷 案と 云 ふべき である。 

神 を知覺 しつ，. 而も 偶像に 走る は 悟性の 亂れ である。 悟性の 亂れの 次に 起る は 情 性の 亂れ である。 

卽ち 彼等が 眞の祌 を 斥けて 偶像 を 信す るに 至りした め、 情 性の 荒 亂は當 然の結 として 起った ので あ 

る。 これ を 記述す るの が 二十 四— 二十 七 節で ある。 これ 第二 段で ある。 まづ 二十 四 節 は 言 ふ、 

是 故に 神 は 彼等 を 其 心の 慾 を縱肆 にす るに 任せて 互に 其 身 を 辱し むる 汚穢に 付せ り 

と。 r 是 故に」 と ある 語に 我等 は 注意せ ねばならぬ。 前節に 於て 偶像 崇拜を 描き 今 これ を 受けて 「是 

故に」 と 云 ふ。 されば 二十 gl 節 は 偶像 崇拜の 結果と して 情 性の 汚穢に 陷 りし 事 を 意味す るので ある。 

そして 「神 は 彼等 を …… 汚據に 付せ り」 と ある を 見れば、 此節は 神 怒の 顯 はれと して 此事を 記した も 

ので ある 事 明かで ある。 

「付せ り」 の 原語 は 1 ミ rwlOkon (パレ ド ー ゲン〕 である。 二十 六 節の 「任せ 給へ り」 も 此字を 用 ひて ある。 英 

語 聖書 は 之 を lip と譯 して ゐる。 付して しまったと 云 ふので ある" 彼等が 偶像 拜 跪の 結果， 道義 的敗壤 

に陷 つたのに 對 して， 祌は敢 て 阻止 又は 警戒の 手 を 加へ ずして， 其 儘に 放任して 了った と 云 ふので ある。 彼等 

が 肉 愁てふ 船に 乗りて 汚穢の 海 を 走りつ、 ある を、 其爲 すが 儘に 任せ 給うた ので ある。 かくて 彼等 は 滅亡に 向 

つ て 急 走す るより 外に 道な きこと となった ので ある。 彼等の 罪 屍の 激甚が 遂に 此 結果 を 生んだ ので ある。 これ 

卽ち祌 の 怒の 現 はれで ある。 

由來 偶像 崇拜に は必す 道德的 腐敗が 伴 ふ。 パ ゥ 口 が 羅馬書 起草 當時滯 在し 居た る コ リントの 如き は 

偶像お • -拜の 盛た ると 共に、 其 道德的 敗壤を 以て 名高き 所であった。 一 方に 哲學 者が 超 高なる 敎を說 き 

つ.. ありて、 人々 は爭 て其講 筵に 列せ しに 係らす、 此講 筵に 列す る 人 自身が 亂 倫の 巷に 彷徨して 敢 
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て恥ぢ ざるの 有様であった。 實に 偶像 崇拜に 道德的 腐敗の 附隨 する は、 甲の 結果と して 乙の 起る 實證 

である。 日 木に 於ても 其實例 は 決して 少なくない。 佛敎其 者 は 贵き敎 であるに 相違ない が、 之に 偶像 

的 信仰が 伴 ひ 易く、 而 して 偶像 的 信仰の 起る 所必す 風紀の 敗 額が 生れる ので ある。 

進んで 二十 六、 七 節 を 見る に 其處に 人性 逆用の 醜陋 なる 罪悪が 舉 げられ て 居る。 聖書に 斯る首 ある 

を異 とする 人が あるか も 知れぬ が、 パゥ II は^ 像崇拜 の 結果た る 情 性の 昏亂を 述べん ために は、 當時 

盛に 行 はれた る此 種の 罪惡を 指示す るの 止むな きに 至った ので ある。 希職羅 馬の 社 會に此 種の 腐敗の 

基し かりし は、 舊 記の 明記す る 所で ある。 しかし 乍ら 我 國と雖 も、 亦 此の 點に 於て 決して 淸 きもので 

はない。 實に 偶像 崇拜は 人間 悟性の 亂れ であると 共に、 叉 情 性の 亂れを も 惹起す る 所の 恐るべき もの 

である。 

悟性 亂れ情 性 亂れて 意志 も 亦亂れ ざる を 得ない。 一 一十 八 節 以下に 記さる & 各種の 不義 は 何れも 皆 人 

が 人に 對 して 犯す 罪 であって、 卽ち 意志 の 昏亂を 意味す る もの である。 

羅馬書 一 章 十八— 三 一 一節 は 異邦人の 罪戾擧 示で ある。 そして 心靈の 鏡に 映りし 一 神の 姿 を 打消して 

多 神 を崇拜 する に 至りし 所の 偶像 崇拜を 以て、 凡ての 雜惡 不義の 根源と 見る のが 其特微 である。 バウ 

"は擧 者の 如く 區々 たる 論 證を賴 りと して 論理の 筆 を 行ら す、 豫言 者の 如く 神の 人の 如く 確信の 語 を 

力強く 吐露す るので ある。 故に 犯し難き 權 威の 其 全體を 貰け る を 否定す る こと は 出来ない。 赏に 偉大 

な る 思想 であり 偉大なる 論述で ある。 併し乍ら 彼 の 此權威 を 認め ざ る 者 は 必す彼 の 所論に 抗議 を 提出 

する ことで あらう。 併し パ ゥ 口 は斷 乎と して 之 等の 抗議 を排し 去りて 飽くまで 其 確信 を 固執す るので 

ム厶厶 厶厶厶  <"厶厶<  厶厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<3<1<3<"<1 厶厶  <"<1 厶 

あらう。 假に 今日 彼 をして 我 日本に 在らし めんか 必す 現代 社會の 底知れぬ 腐敗と 不義との 原因 を 我 民 


埃の 偶像 尊信に 置く であらう。 そして 如何なる 抗議に 對 しても 耳 を 借さぬ であらう。 

バウ n の 玆に云 ふ 所 は卽ち 聖書 全 體の敎 ふる 所で ある。 偶像 崇拜が 凡ての 不義 腐敗の 原因な りと は 

凡ての 舊約豫 言 者の 異ロ同 昔に 唱 ふる 所であって、 新約に 入っても 亦 此事は 其 各所に 强 調せられ で 居 

る。 祟むべき 所の 者 を 崇めす して 崇 むべ からざる 所の 者を崇 むる は、 心靈の 病的 狀態 である。 心靈旣 

に 病まば 其 人の 凡てが 病む 外 はない。 かくて 諸々 の 不義 汚行 は 起ら ざらん とする も 能 はない。 そして 

偶像と は 凡て 神 以外の 崇めら る &者を 指す。 利 慾、 權勢、 虚名 等 も 亦 偶像の 一種で ある。 凡て 神 以外 

の 者に 賴るは 偶像 崇拜 である。 そして 凡百の 不義 汚濁の 源泉で ある。 人類 數 千年の 歷史は 明かに 此事 

を證 明して 居る。 而 して 人類の 歷史に 於て 常に 社會を 支へ、 潔め、 保つ 力と なりし 者 は聖き 唯一 神の 

信仰で ある。 げに キリストの 福音 こそ 人類 を 慰め、 勵 まし、 改めつ \來 つた もので はない か。 こは簡 

かに 過去 二 千年の 人類史に 筆太に 記さる i 一  大事で ある。 之 を科學 者、 哲學 者、 詩人、 政治家 等の 备 

種類の 人に ついて 見る も、 神 を 知る 人の 方 神 を 知らぬ 人よりも 多くの 感化 を *1 に與 へし 事 は 否認し 難 

き事實 である。 されば 我等 は 云 ふ、 人類 幾千 年の 經驗は 明かに バウ 口の 一一 一一 II を 裏書す る ものであると。 

以上の 如く バウ ri の 罪惡擧 示を眺 むる 時、 我等 も 亦 此の 罪人の 一人な りとの 感の 生起す る を 免れな 

い。 今や 幸に して 神を祌 として 認む るに 至りし と雖 も、 神 を 認め ざり し當 時に 於て 犯せし 各種の 揮 惡 

は 想起す る だに 怖ろ しい。 そして 今や 神に 歸す るに 至りし と雖 も、 尙 全く 聖き 人た る を 得る に 至らす 

して、 罪は尙 悉く 我 を 去った と 云 ふこと は 出来ない。 あ \ 罪よ 罪よ、 汝は斯 く 我 一 生涯 を惱 ます 残酷 

なる 暴君なる か。 我 は此殘 酷なる 暴君の 奴隸 として 一 生を拘 縛の 屮に 送らねば ならぬ ので あるか …… < 

罪の 指摘に 會 つて 苦悶 は 一 入 高まる のみで ある。 しかし 乍ら 豫ー 一一 一口 者 ィザャ は 一一 一一 口 ふ、 
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エホバ 一一 一一 口 ひ 給 はく、 いざ 我等と もに 論ら はん、 汝 等の 罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く 白くな り、 紅 

の 如く 赤く とも 羊の \ ^の 如くに ならん a 聿十八節) 

と。 げに 慰め 深き 豫 言なる かな。 緋の 如き 雜も 消えて 雪の 如く 白くな り 紅の 如き 罪 も 去りて 羊の 毛の 

如く 純白になる と 云 ふ。 罪人に とりて 此上 なき 犬なる 歡 びの 豫示 である。 そして 主ィ H スの福 昔 こそ 

寳に此 豫言を 達成す る ものである。 彼 は 十字架に 於て 萬 民の 罪 を 負 ひ、 ために 我等の 雜は 如何に 重く 

且 深く とも 春の 日の 淡雪の 如く 消え去る ので ある。 そして 我等 は， 4 を 其 根抵に 於て 除かれて 唯ィ H ス 

を 信す るの みに て 「功なくて 義 とせら る-」 ので ある。 罪 あるに 罪な しとせられ、 義 ならざる に義と 

せらる。 げに 至大の 恩 惠と云 ふべき ではない か。 而も 未だ 雪の 如く 羊の 毛の 如く 白くな つたので はな 

い。 玆に尙 ほ 不満が ある、 故に 希 が ある (滿 ちて 了へば 希望 はない〕。 キリスト 臨って 我等の 復活 

し榮 化する 時 I 其 時 我等 は 全く 純白の 衣 を 1- ひ、 手に は 勝利の 印た る 踪橺の 紫 を 持ちて 寶 位と：！ の 前 

に 立つ に 至る ので ある (默 示錄 七の 九)。 其 時 は豫言 者の 豫 首の 全く 成就す る 時、 福音が 其 目的 を 達せ 

し 時で ある。 其 時 救 は 完成し、 祌の義 と 人の 義と相 一致す るので ある。 これ" 弊が 事實 的に 痕跡 もな く 

失せて 義 のみが 凡てに 漲る 時で ある。 然 り只義 のみが 凡てに 漲る 時で ある。 

バウ B は 之 を 知る が 故に、 叉 これ を說 く豫備 として 先づ罪 惡の擧 示に 其强 きべ ンを 揮った ので ある。 

彼が 罪を責 むる ゃ實に 峻烈 を 極む る觀が ある。 しかし 之に 添 へ て 赦免の 道 を必す 提示す るので ある。 

そして 人 は 誰 人と 雖も 先づ 赦免の 實感に 入る こと は 出来ない。 まづ 罪の 彌增す を實感 して 堪 へがた き 

苦痛 を 心に 得た る 後、 遂に 福音 的 赦免 を受 得して 心に 安き を 味 ふに 至る ので ある。 これ 自然の、 そし 

て 健全なる 順序で ある。 故に 始の 苦悶 は 決して 恐る i に 足りない。 これ やがて 後の 歡喜を 生むべき 第 


一歩で ある。 故に バウ II は 悼ら す逞疑 せす して、 先づ 激しく 異邦 萬 民の 罪惡を 指摘し 且 詰責した ので 

ある。 バウ B の 此心を 知る は羅馬 書の 一章 後半、 二 章 全部、 三 章 前半 を讀 むに 於て 甚だ 大切で ある。 
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第 一 章 二八 I 三 二 節の 研究 

羅馬書 一 章 十九— 三 一 一節 は 前講に 於て 說 きし 如く 三 段に 分つ ことが 出来る。 卽ち 左の 如くで ある。 

第 一 段 (十九— >  ニニ 節〕、 悟性の 亂れ (偶像 祟拜) 

第一 一段 (一 一四 丄 一七 節)、 情 性の 亂れ (汚 據) 

第三 段 (1 一八 I 三 一 ks、 意志の 亂れ (不義.) 

卽ち バウ II は 異邦人の 罪 を 悟性、 情 性、 意志 三者の 昏亂に 於て 眺めた ので ある。 そして 悟性の 亂れ卽 

ち 偶像 崇拜を 以て 情意 兩者 昏亂の 原因と 見做した ので ある。 眞に 深刻に して 正確なる 心理的 解剖と 云 

ふべき である。 今 意志の 亂れを 述べた る 二十 八 節 以下 を 見る に 左の 如く 記されて 居る。 

おかれら 心に 神を存 むる こと を 願 まざれば 神 も 彼等が 邪 僻なる 心 を K きて 行 まじき 事 を 行す に 任 

- , , , V  .V へて  あ，、.：，、 .1 一ん らん ！？ 「こん  ir, けつ こ-、 は： A. 

せ 給へ り。 諸の 不義、 惡慝、 貪婪、 暴 很を充 たす 者、 また 妬 忌、 凶 殺、 爭鬪、 説譎、 刻薄 を盈 

たす 者、 ^また 讒害、 毀 謗 をな し、 神 を怨む 者、 狎侮、 傲慢、 矜夸、 謖詐、 父母に 不孝、 ？s 頑梗、 
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背約、 不情、 不 慈なる 者、 凡て 此等を 行 ふ 者 は 死罪に 當 るべき 神の 树定を 知りて、 なほ 自ら 行 

ふの みならす、 亦 これ を 行 ふ 者 を も 喜べり。 

之 を 前 の 數 節と 併せ 讀み て宽に 峻烈なる 業彈 詰で あ ると 云 ふべき であ る。 異邦 世界 の 醜惡 なる 姿 は 

さながらに 目前に 現 はる、 の感 なき を 得ない。 されば 之に ついて 研究す るよりも 寧ろ 之に 額 を 背く る 

を 以て 得策と すと 云 ふ 人が あるか も 知れぬ。 さりながら 聖書の 一一 一一 I！ は 何事に 關 せる ものな りと も、 聖書 

の 言なる が 故に 研究すべき 値が ある。 加 之 この S 非惡 指摘 は郭惡 指摘の ための 罪惡 指摘で はない、 赦免 

の恩惠 にまで 導く 中道と しての 靠惡 指摘で ある。 換言すれば 罰せん がた めの ものに 非す して 救 はんが 

ための ものである。 之を譬 ふれば、 滅亡の 谷に 導く に は 非す して、 生命の 山歸に 到らし むる ために 峻 

絕 なる^ 阪 を攀づ るが 如き ものである。 故に 苟も 救扬の 達成 を 我に 於ても 人に 於ても 望む 者に 取って 

は、 見落すべからざる 箇處 である。 

罪惡の 醜狀を 描く こと 斯の 如く 赤裸々 なる は バウ 口 にも 似合ぬ と 云 ふ 人が あるか も 知れない。 

な 力ら 赦免 を 深 一 に 味 ひたる 人 は 罪 を 見る こと も 頗る 深刻で ある。 赦免の 味 ひ 方 淺き人 は 罪に 對 する 

見方 も 頗る 緩慢で ある。 罪惡が 如何に 恐ろしき 者なる か は、 其 赦免の 恩惠に 接して 初めて 知る ので あ 

る。 深く 此恩惠 を 味 ひたる パゥ n が賴惡 it 責に 於て 峻烈と 見 ゆる は 岡より 當然 のこと である。 まして 

それが 殺す ためなら で活 すため の 罪惡舉 示なる を や。 

二十 八 節を讀 みて 「無慈悲なる 神 かな」 と 云 ふ 人 あらば、 其 人 は 全然 此 節の 眞意を 誤解せ しもので 

ある。 神 は 決して 「邪 僻なる 心 を 抱きて 行 まじき 事 を 行す」 處 まで 彼等 を逐ひ 込み 給うた ので はない 0 

彼等が 「心に 祌 を；：^ むる こと を 好まざる」 結 Si< として— 卽ち神 を 認めながら 强 ひて 之れ を 心の 外に 排 


逐 しつ i., けし 當然の 結果と して I 次第に 惡の 深みに 入り 進み、 警告と 懲戒と を 以て 反省 を 促さる. -に 

も 係らす、 頑として 罪の 筵 を 去らざる がた め、 遂に 神 は 一時 其 乎 を 引きて 彼等 を 放任す るに 至り ノ 

「彼等が 邪 僻なる 心 を 抱きて 行 まじき 事 を 行す に 任せ 給」 ふに 及んだ ので ある。 「任せ 給へ り」 の 原 

語 は pared5ken  (パレ ド ー ケン) にして、 二十 四 節の 「付せ り」 と 同 語で ある (前 講參 照：)。 の甚 

しき 時 は 遂に 此種 の 神 怒 を惹き 起す に 至る ので ある。 これ 眞に 神に 見放された とも 云 ふべき 狀態 であ 

つて、 刑罰の 甚 しきもの である。 さはれ 我等 は 之 を 以て 神 を 無慈悲と 見るべき でない。 何と なれば 刑 

罰の g: 的 は 常に 反省の 心 を 起さし むる にある。 刑罰 は 愛の 半面で ある。 そして 刑罰 は 常に 當然の 結果 

として 起る。 一 一十 八 節 は 異邦人の 意志 昏亂 の. s: 的 意味 を 最も 合 適に 且 深刻に 言 ひ 表した 者で ある。 

1 一十 九— 三十 一 節に は 幾つかの 罪惡 が列擧 されて ある。 パゥ ti は斯く 異邦人の 罪 惡を擧 示しつ、 彼 

等の 良心に 向って 肉迫す るので ある。 之 を 我等 は 罪の 目 錄と名 づける。 そして 新約聖書に は尙 この 外 

にも S§ を擧 示す る處が 可成り 多い ので あるが、 其 中 重なる もの は 左の 1 一で ある。 換言すれば 新約聖書 

中 罪の sn 錄は 少なくな いので あるが、 其 中 大目 錄と稱 すべき もの は、 羅馬書 一章 二 九 I 三 一節の 外に 

尙左の 一 一つが あるので ある。 

こ、 フがふ  xlf せつ  あ,、 と C 

馬 叮傳七 章 一 二、  ニニ 節 人の 心より 出づる もの は惡 念、 姦淫、 苟合、 兇 殺、 盜竊、 貪婪、 惡慝、 

？ けつ  i^.f-uvz  け-ひ- 1\ぅ .？ やう i- ン 

詭譎、 好色、 嫉妒、 誇 一 i、 驕傲、 狂妄 なり。 

あら は  - 7.- がふ い 

加 拉太書 五 章 十九— 一 一 一 節 それ 肉の 行は顯 著な り、 卽ち苟 合、 汚據、 好色、 偶像に 事 ふること、 

ふじゅつ き- フ こん  と き  ふんど  i- リ しつ 

巫術、 仇 恨、 爭鬪、 妒忌、 忿怒、 分爭、 結黨、 異端、 婿嫉、 兇 殺、 醉酒、 放蕩な どの 如し。 

馬可傳 所載の 罪の 目 錄はィ H スに 依って 與 へられた もので、 最も 組織的なる ものである。 その 擧 げし 
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罪の 數は 十三で ある。 加拉太 書の もの は 雜の數 十 穴を箅 へる。 此兩 者に 比して 羅馬 書の 罪の 目 錄は數 

最も 多くして、 一 一十 一 の 種目 を揭 げてゐ る。 

羅馬書 の雜の 目錄は 寧ろ 罪人の 目錄 とも 云 ふべき ものであるが、 亦 罪の 目錄 にもな つて 居る ので あ. 

る。 そして 之 はた 雜然 と^を 列擧 したので はない。 之に 整然たる 系統 ありて、 正確なる 順序の 下に 

揭 げられ たもので ある。 八/これ を 左の 如き 表 を 以て 表 はすこと が 出来る。 

抓の 總稱 = ^不義 

S§ の總體 = 暴很、 惡愿、 貪楚 

嫉妬の 罪 = 妬 忌、 兇 殺、 爭鬪、 詭譎、 刻薄 

.1  肆誣の 罪 = 纖害、 毀 謗 (怨 神？) 

傲慢の 罪 =狎 侮、 傲慢、 矜夸 (畿詐 ) 

不實の 罪 = 不孝、 不法、 不信、 不情、 不慈 

此 表に ありて は 和譯 聖書の 文字 を 改めし ものが 二三 ある。 卽ち 「祌 を怨 む」 と ある を 便宜上 「怨 神」 

と 云 ふ 熟語に 改め、 次に 「頑 梗」 を 不法と 改め、 「背約」 を 不信と 改めて ある。 叉 此目錄 中 馬 可傳に 

於て ィ H スの與 へたる 目錄に 含まる、 ものと 同じ 罪 は 兇 殺、 貪婪、 惡慝、 詭譎、 嫉妒 (妬 忌) の 五で 

ある。 他の 十六 は 皆 バウ 口 の 新たに 舉げ しもので あるのに 注意すべき である。 

バウ a は先づ 「凡ての 不義」 と 云 ひて 罪の 總稱 を揭 げたので ある" 抑 も 二 九 I 三 一節 は、 人の 意志. 

昏亂の結果としてのs^^業を記したものでぁる。 そして 意志の 昏亂は 人間が 相互に 對 する 不義と して 現 

はれる。 謂 は ゆる 倫理 上の 罪で ある。 故に 之 を總稱 して 「凡ての 不義」 と 云 ふ は 頗る 適切で あると 一 K 


ふべき である。 貝 原 益 軒が 「仁と は 善の 總名 なり」 と 云 ひて 仁 を 以て 凡ての 善 を 一括せ しと 相似て、 

バウ II は兹に 不義の 一 語 を 以て 人間 相互に 對 して 犯す 諸 罪 を 一括した ので ある。 かく 先づ 概括 的の 誇 

を揭げ 然る 後 分析 的說 明に 人る は パゥ& の特徵 である。 

次に バウ p は 「惡 愿、 貪婪、 暴很」 と 云うた。 この 三つの 罪の 順序 は 原本に 依て 相 遠 あるた め 種々 

の說が あるが、 多分 「暴 很、 惡慝、 貪婪」 と あるの が 正確で あると 思 ふ。 そして 此三 は實に 「罪の 總- 

體」 と稱 すべき ものである。 凡ての 不義 を 分ち て此 三に する ことが 出来る。 この 三の 中に 人間 相互 間. 

の 凡ての 罪惡を 分類し 得る ので ある。 卽 ち是れ 罪の 總體 である。 

暴很 (原語 kakia, 英語 maliciousness) は 未だ 行と して 現 はれざる 心の中の 惡毒を 云 ふ。 惡 行で 

なくして 惡性 である。 內に 潜む と雖も 種々 の惡行 を產み 易き ものにして、 惡 事の 根 原と も稱 すべき も- 

のである。  これ 心中に 蹯 まる 苦き 毒に して、 內に 潜みて は 心 を 汚し 外に 現 はれて は 人 を 傷つく る もの 

である。 眞に 恐るべき 惡の 根で ある。 

惡慝 (原語 po&ria, 英語 wickedness) は 惡が行 として 現 はれし もの を 云 ふ。 不義の 源なる 暴很ょ 

り 出 發し來 つて、 事實 的に 人 を 傷つく る 所の もの を 指す。 しかも 利愁 のために 悪事 を 行 ふに あらす し- 

て悪の  ために 惡を行 ふ 事、  卽ち他 を 苦む る を 以て 快樂 とする 所の 惡事 遂行で ある。 最も 根深き、 最も 

執拗なる、 最も 罪深き 所の 惡行爲 である。 

貪婪 (原語 pleslexia, 英語 covetousness) は 他人の 所有物 を 我物と したしと 願 ひ、 且此 願を實 

現せん とする 事で ある。 これ 人の 所有 權を害 ひ 人の 物 を 我物と なさん とする 罪に して、 今の 社會に 最.. 

も 廣く行 はる & 所の ものである。 これ 正道 を 踏ます して 物慾の 飽滿を 願 ふこと にして、 其 含む 範園 0- 
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廣き 罪で ある。 卜誡第 卜條は 「汝 その 隣の 家 を 貪る 勿れ」 と 特に 此罪を 戒めた ので ある。 

以上 暴很、 惡愿、 貪 焚 は 罪の 總體 である。 凡ての Si; 惡は此 三の 中に 含有され てゐ る。 パゥ a が 妬 忌 

以下に 記した る 十七 罪 は、 此 三者の 詳密なる 分類と 見る ことが 出來 るので ある。 その 第一 類 は 「嫉妬 

の！ §」 にして 其 中に 妬 忌、 兇 殺、 爭鬪、 詭譎、 刻薄の 五 種 を 含んで 居る。 妬 忌 は 普通に 謂 ゆる 嫉妬で 

ある、 卽ち 嫉妬 系の 罪の 中の 主體 である。 嫉妬の 罪が 未だ 外に 現 はれす して 心の中に 潜んで 居る 時が 

妬 忌で ある。 人の 良き 物 (有形無形の) に對 して 惡 しき 服 を 向け、 人の 優秀 强所を 見て 心に 暗黑 なる. 

S ひ を 抱く こと を 云 ふので ある。 この 妬 忌が 外に 現 はれて 最も 甚 しきに 至った ものが 兇 殺で ある。 人 

を 殺す 罪で ある。 妬 忌 は 進んで 憎惡 となり、 憎惡は 進んで 兇 殺と なる。 妬 忌 を 徹底せ しめし ものが 

殺で ある。 力 インが 其 兄 アベル を 殺した る は、 其の 最も 好き 例の 一 である。 

パゥ& は 嫉妬 系の 罪の 五 種を擧 ぐるに 當 つて、 先 づ其內 に 潜む 形な き 所の 妬 忌 を 擧げ、 次に は其最 

も甚 しきに 至った 所の 兇 殺を舉 げた。 かく 彼 は 初より 出發 して 一 足 飛に 終に 至った。 然る 後囘 顧して 

初と 終との 中道に ある 所の 三の 罪 を舉げ るので ある。 其 第一 は爭鬪 である。 妬 忌の 外に 發 して 殺 ほ 

ど甚 しきに 至らぬ 時 は爭鬪 として 績 いて ゆく。 小 は 個人 間の ハ. ^f- より 大は國 家 間の 爭に 至る まで— 其 間 

に 家と 家との 爭、 村と 村との 爭、 政黨 と政黨 との 爭等 幾つ も 爭鬪が 介在す る I 多く は 妬 忌の 結果で あ 

る。 口 を 以て、 筆 を 以て、 劍を 以て、 其 他 種々 の 道 を 以て、 人 は 其競举 者に 對 する 妬 忌の 故に 爭鬪に 

耽る ので ある。 次 は詭譎 (英語の deceit) である。 を 以て 人 を 欺く こと、 陰險 なる 手段 を 廻らす 事 

等 を 指す。 之 は 敵 を 倒さん ために 用 ふる 惡 事であって、 つまり 妬 忌の 外に 現 はれし 姿の 一 である。 次 

は 刻薄で ある。 之の 原語 を kakor-theia  (カコ HI サイ ァ) と 云 ふ。 惡意を 以て 凡ての 事柄に 對 する 


事 を 云 ふ。 如何なる 善に 對 しても 其 動機 及び 其 性質の 中に 惡を 充分に 認める 事で ある。 これ 卽ち妬 忌 

の然 らしむ る 所であって、 人の 良 善 を嫉む あまり 其に 惡の 衣 を 着せす して は 心安き を 得ない ので ある、 

換言すれば 嫉妬の あまり 凡ての 物事 を惡と 見る が此 罪であって、 是れ卽 ち 自己 心中の 惡を 他に 投影し 

たので ある。 

次に パゥロ は 護 害、 毀 謗の 二 罪 を 掲げた。 これ を總 括して 「謹 誣の 罪」 と 見る ことが 出来る。 讒害 

と は 謂 ゆる 薩ロ である。 公然として 人 を 罵る にあら す、 蔭で こそ. \ と 人の 惡評 をす る 事で ある。 こ 

れ 密かに 人の 耳より 惡毒を 注入す る 事であって、 間接に 他 を 傷け る 罪で ある。 之に 對 して 毀 誇と は 公 

ひそ 

然 人の 惡を傳 へて 正面より 人の 名譽と 地位 を 傷け る 事で ある。 卽ち私 かに 行 ふ 翳 誣が謹 害であって、 

公け に 行 ふ 讒誣が 毀 誇で ある。 共に 人 を 傷 けんとの 惡 意より 出で し 罪で ある。 讒， 趣 系の 此の 二つの 罪 

はパゥ 口 を 常に 取り 圍ん だもので ある。 彼 は 常に 敵 人の 中傷 讒誣に 煩 はされ た 人であった。 殊に パゥ 

口の 敵 人たり し 猶太 人なる 者 は、 元來 この種の 罪に 秀でた 民族で ある。 彼 は 執拗に して 而も 巧妙なる 

讒 害と 毀 謗の ために、 幾度 か 其 事業と 名 譽とを 傷 けられん としたの である。 哥林多 後書の 如き は 格 S 

にも 此事を 明瞭に 語る 文書で ある。 

次に 揭 げらる、 は 「祌 を怨 む」 罪で ある。 原語 theostugeis  (セ ォスッ ガイス) は 「神 を 憎む 者」 

と譯す こと も 出来、 「神に 憎まる &者」 と譯 する こと も 出来る。 其た めに 畢者 間に 種々 の 見方が 起つ 

た。 そして 「神 を 憎む 者」 と 云 ふ も 「神に 憎まる &者」 と 云 ふ も、 如何た る 人 を 指す か 共に 餘り 明瞭 

でない。 とにかく 玆に 一 つの 解し 難き 語が 挿 まって 居る ので ある。 

ゴ ー デ I は r 祌を 僧む 者」 と 見て 最大なる 傲 馒卽ち 神の 上に 已を 置く 者 を 指す と 解して ゐる。 然るに マイヤ- 
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は 「神に 惯 まる、 者」 と 見て、 バウ。 は 之まで 異邦に 行 はれる 各種の 罪 を 舉げ來 つて 自ら 其の 醜狀に 呆れし. 

く、 嫌 惡の情 に^へ 兼ねて r 祌に憒 まる、 者よ！」 と間投 的に 言うた ので あらう と 推定して ゐる。 ビ I トはマ 

ィャ ー に间 意して ゐる。 成 は又パ ゥ 0 が 讒害毀 謗と 二つ の 罪 を 舉げ來 つた 時、 自己の 上に 多年 加 へられし 此罪 

を 想起し， 根 も 葉 もな き惡 評が 如 ：！： に 彼の 傳道を 妨げし か を 思 ひて. そ の 辛き 經驗の 上に 敵 人 の醜惡 なる 姿の 

鲜 かに 映れる を 見て r 祌に惯 まる、 者よ！」 と 思 はず 一語 を 揮んだ ので あるか も 知れない。 

次 は 「傲慢の にして 其 中に 三つの 罪が 含まれて 居る。 狎 侮と は 人 を賤視 し、 人に 辱め を 加へ、 

人に 非 禮の事 をな し、 人 を 愚弄して 快と する 罪 を 云 ふ。 傲慢 雜が惡 意 的に 人に 向って 發 せられた もの . 

である。 傲慢 (狭義に 云 ふ) は 謂 ゆる 高ぶりで ある。 卽ち 自己の 優越の 感を 心の. 中に 抱く ことで ある。 

高ぶりが 心の中に 止まって 居る 間 は 別に 人に 對 して 害を爲 さぬ ので あるが、 自己 自身 は 之が ために 種 

稲の 損害 を 受け、 間接に 秘々 の 不義の 源と なる ので ある。 又 外に 發 して 狎 侮と なって 人 を 害し 易き も 

ので ある。 そして 此 傲慢 を：：： を 以て 外に 發 表する が矜夸 である。 己 を 高し とし、 人 を 侮り、 大言壯 語- 

して  SI  ら快 とする 罪で ある。  傲慢 卽ち 高ぶりに 對 して 之 を 誇りと 云 ふこと が屮 I 來 ろ。 

傲慢 系の 罪た る此 三者 を揭 げし 後、 バウ は 幾詐の 罪を擧 げた。 之 は 傲慢に 屬 する 罪で あるか も 知 

れぬ。 或は さう でない かも 知れぬ。 此 點を定 むる こと は 困難で あるが、 人 は 傲慢の 結 菜往々 にして 惡 

の 遂行に 陷る ものである 故、 之れ を 傲慢 系の 罪と 見て 大過な からう と 思 ふ。 識詐と 云 ふ 譯字は 不充分 

である。 原語 は 「惡 事の 計畫」 の 意で ある、 一生涯の 間 他人に 對 して 悪事 を爲 さう と 謀り 績 ける こと 

を 意味す る (ゴ I デ —〕。 まことに 罪 惡の甚 しきものであって 惡魔 的で あると 云 ふべ きで ある。 

最後に 記されし は r 不實の 罪」 である、 卽ち誠 實缺乏 の 罪で ある。 此 系統の の 第一 は 不孝で ある。. 


父母に 對 して 從 順たら ざる 事、 實 意の 足らざる 事、 愛の 缺乏 せる 事で ある。 第二 は 不法で ある。 これ 

は 法に 適 はざる 無 儘な 行爲に 出づる 事であって、 社會の 秩序 安寧 を亂す 結果 を 生み 易き ものである。 

社 會に對 する 誠 實缺乏 の 罪で ある。 第三 は 不信で ある。 約束 を 縱 に 破り 信任 を 裏切る 事であって、 

友人 同僚 等に 對 する 不實の 罪で ある。 第 は不 情で ある。 之 は 人間 自然の 愛情 を缺 ける 事 を 意味す る 

語であって、 親が 子に 對し 子が 親に 對し、 夫が 妻に 對し 妻が 夫に 對し、 兄弟が 相互に 對 して 實 意と 愛、 

を缺 ける 事で ある。 卽ち 家族 間に 於け る 誠 實缺乏 の 罪で ある。 第五 は不 慈で ある。 之 は 謂 ゆる 不人情 

の S 非であって 冷酷 を 意味す る 語で ある。 社 食に 於け る 人間 相互の 關 係に 於いて I 殊に 憐み を與 ふべ き 

地位の 者より 憐み を受く ベ き 地位の 者に 對 して 憐 みを與 へざる 罪で ある。 奴 隸に對 して 暴 壓を加 へ レ 

主人、 鬪技 を觀て 快と せし 上流 人士 等、 いづれ も是 れパゥ ti の 時代に 於け る不 慈なる 者であった ので 

ある。 

以上が バウ 口 の 「罪の 目錄」 の大 體の說 明で ある (委細 は 『研究 十 年』 三 五三 頁 0- 下に 明かで ある。 —本 

全集 第 八 卷收錄 )o そして 此目錄 を 一見した 時、 如何に それが 「モ ー セの 十誡」 と 聲息相 通す る もので 

あるかが 分る。 揭 げし 罪の 多く は 畢竟す るに 十誡の 孰れ か 一 に 背く ことで ある。 以て パゥ& の 心に 深 

く 十 誠の 存せ しこと を 知る に 足る ので ある。 

バウ ti は 右の 如く 二十 一種の 罪 惡を摘 示した 後に 於て、 一 の大 なる 斷案を 下して 云うた 「凡て 之 等 

を 行 ふ 者 は 死罪に 當 るべき 神の 判定 を 知りて 尙 自ら 行 ふの みならす、 亦 これ を 行 ふ 者 を も 喜べり」 と。 

これ 三十 一 一節で ある。 忘るべからざる 事 は 之が 異邦人の 罪 を 責めし 箇處の 最後の 語で ある ことで ある 。• 

さらば バウ p の此 言は餘 りに 嚴酷 ではない か。 異邦人 は 果して 「之 等 を 行 ふ 者 は 死罪に 當 るべき 神の 
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判定」 を 知って 居た ので あらう か、 これ 明かに 一 の 問題で ある。 

玆に 「死罪」 と ある は 寧ろ 單に 「死」 とすべき である。 死罪の 語は此 世の 法律上に 於け る 死刑 を 意 

味す る ものと 思 はる. 1 嫌 ひが ある (改譯 聖書 も 依然 死罪の 譯字を 用 ひて 居る の は 遺憾で ある)。 之 は 

is- に 「死」 と譯 すべき 場合で ある。 そして 此 「死」 は靈魂 上の 滅亡 を 意味す る 語で あるに 相逮 ない。 

何と なれば 前揭の 二十 一種の 罪惡 中、 肉 體の死 (卽ち 法律上の 死刑〕 に該當 すべき 罪 は 極て 少 いから 

である。 而 して 異邦人と 雖も、 不義の 結果 は靈 魂の 滅亡 を 生むべし との 神の 判定 を 決して 知って 居な 

かった ので はない。 彼等の 中の W: 人 賢者 は 此事を 知りて 此事を に敎 へ、 彼等の 中の 宗敎家 は 死後の 

刑罰 を說 きて 現抵に 於け る 道義の 勸め をな した。 歷史は 明かに 此事を 我等に 示して 居る。 のみなら す 

凡そ 人 問と しての 本 具の 感覺の 上に、 祌の此 律法のお 在 はおの づと 察知し 得らる & 事であった。 然り 

彼等 は隨に 不義 を 行 ふ 者に 滅亡の 臨むべし との 神 法 を 知って ゐた。 然るに 彼等 は 此事を 知りながら 此 

等の 不義 を 敢て行 ふの みならす、 之 を 行 ふ 者 を も 喜ぶ とい ふ 昏迷の 中に 住んで ゐる。 あ k その 迷 ひの 

深さよ！  の 恐ろし さよ！ パゥ & は 半の 憤りと 半の 憐 みと を 以て 斷案を 下した ので ある。 

人よ 彼れ パゥ を稱 して 峻酷 となす 勿れ。 又 同情の み を 以て 此 不信 社會を 見る 勿れ。 彼の 强き斷 案 

その ま V が 現代 社會 の實狀 なる 事 を 我等 は 認めざる を 得ない ので ある。 我利の ために 凡て を 犠牲に し 

て らざ る社會 の 醜き 姿 は、 その 各種の 不義が 其 人 々 を 靈 魂 の 滅亡に 導く だけ の 充分の 力 あ る 事 を 我 

等に 敎 へる。 食の 人 はこの 刑罰と しての 死 を 豫感し 或は 知悉し つ &も、 渴 ける 者が 水を吞 むが 如くに 

敢て 不義 を吞 みて 憚らぬ ので ある。 そして 我と 等しく 不義 を 行 ふ 者 あれば 之 を 見て 大に 喜ぶ ので ある _ 

これ 實に バウ & 時代の 異邦 社會 の實狀 であり、 又 今日の 不信 社會 の實狀 である。 バウ a の 言 は 決して 


過酷で はない ので ある。 

最後に 殘 されし 一 の 問題が ある。 我等 も 亦 か \ る社會 の 一員に して 同じ 不義 を 犯す 者で はない か、 

若し 果して 然 らば 我等 は 如何にしたならば 可い ので あるかと。 これ 明かに 一 の 問題で ある。 我等 はパ 

ゥ B の數 へし 二十 一 の 罪 を 悉く 犯す 者で ないか も 知らぬ。 しかし 五十歩百歩の 爭は此 際 不用で ある。 

とにかく 我等 は 明かに 不義 を 犯す 者、 我等 は 罪人で ある。 然 らば 如何にすべき、 甘 じて 滅亡の 未来 を 

待つべき か。 そ は堪へ 難い。 然 らば 死を變 へて 生と なすの 工夫 は何處 にある か。 これ 重大なる 疑問で 

ある。 

そして 勿論 此 疑問に 答へ る もの は 聖書で ある、 福音で ある。 我等 はィ H スの 十字架 を 仰ぎ 瞻て靠 の 

赦免 を 得る と共に、 叉ィ H スを 仰ぎ 瞻て 罪を脫 する の 道に 入るべき である。 自己の 努力 如何に 强烈を 

加 ふる も、 我等 は 罪 を 取 除く こと は 出来ない。 主ィ H スを 心に 迎 へて 彼が 我の 主人公と なった 時、 彼 

が 我に ありて— 換言すれば 我が 彼に ありて— 罪を脫 する ことが 出来る、 義を行 ふ 事が 出来る。 心に 神の 

國が 建設 せらる、 時 我等 はおの づと 怨恨 を 忘れ、 嫉妬 を 除かれ、 傲慢 は 失せ、 不實 より 離る、 に 至る- 

故に 我等 は 自力 を 以て 一 つ-/, \の 罪より 脫 しょうと すべきで ない。 之れ は 百年 河淸を 待つ の 類に して- 

努 むれば 努 むる ほど 却て 深みに 陷沒 する 事で ある。 我等 は 唯主ィ H ス キリスト— 神の 獨子 にして 又 人 

類の 主なる、 そして 惡魔を 征服し 罪と 死の 權威を 滅ぼして 勝利の 榮冠を 得た る彼ィ H ス キリスト を 信 

じ、 頼み、 仰ぎ 瞻 るべき である。 我心 靈の戶 を 充分に 開きて 彼 を 我心に 迎へ、 彼 をして 全く 我 を 占領 

せ しむべく 計れば よい。 其の 時 神の 靈 我れ を 環り 照らして 我 は 不義 を 脫し善 を 行 ひ 得る ので ある。 

基督 敎は 果して 今の 社會に 於いて 實 行し 得らるべき 宗敎 なる か、 その 道 德律は 到底 現代の 如き 物質 
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本な Q 社會に 於て 守り 得べき 者で ない ので は あるまい かと。 これ 喂 落せる 現代が 其 代 者た る 識者 を 

して 發せ しむる 一 百で ある。 答へ て： ：！ ふ然 りと、 又 曰 ふ 否と。 基督 敎道德 は 到底 我等が 自己の 力 を 以て 

：&實 行し 得る もので はない。 しかし 乍ら 一 度 我等に 眞の 信仰 起り て、 ィ H ス の靈來 つて 我等に 代る に 

至らん か、 これ 自然と 實 行し 得らる、 事で ある。 


第 十二 講 ユダヤ人の 罪 (二 

第二 章の 研究 

前講 及び 前々 講 にて 述べし 如く、 一  章 十八 節 以下 三十 一 一節まで は專ら 異邦人の 罪惡を 指摘せ しもの 

である。 パゥ & は 強剛なる 首 を 以て、 希臘 人の 智慧と 羅 Bil 人の 力と を 打ち 碎 いたので ある。 かくして 

彼 は 進んで 第二 章に 於て は、 自己の 同胞た る ユダヤ人の 扉 惡を擧 示せん とする ので ある。 勿論 彼 は 憎 

んで其 同胞 を惡し ざまに 云 ふので はない。 愛する がた めに 之 を 道義の 法廷に 訴へ るので ある。 彼 は 其 

^0, その 骨肉の ためな らんに は 「或は キリストより 絶れ 沈淪に 至らん も」 敢て 厭はなかった。 同胞 

の 救 はれざる 中 は 彼に r 大 なる 憂」 と 「心に 耐 へざる の 痛」 とがあった。 そして 人 は 救 はれん ために 

は 先 づ罪を 示されねば ならぬ。 罪人 救^の 歡 びを俾 へる 福音 は、 i§ 人た る を 自認せ る 人に のみ 受 得せ 

られ る。 パゥ c は 其 愛する 同胞 を 福音の 滋雨に 浴せ しむべく、 先づ 之を彈 劾す るので ある。 まして 彼 


は 「世の 人 こぞり て 神の 前に 罪 ある 者と 定まらん」 (三の 十九〕 こと を 其 立論の 第 一段とす るので あれ 

ば， 旣に 異邦人の 罪惡を 指摘した るん マ は、 當然 ユダヤ人の 惡を 指摘すべき 順序と なった ので ある。 

此 事が 今日の 我等の 心に 鮮 かに 映らん ために は、 我等 は玆に 想像の 翼 を 借りて 干 九 百年の 昔に 歸り 

大使 徒 バウ U が 多島海の 周 邊に雜 多の 種類より 成る 聽 衆と 相 對 せし 姿 を 心に 描かねば ならぬ。 聽 衆の 

種類 は雜 多で あつたが、 之れ を 其國籍 よりして ユダヤ人、 異邦人と 二 大^す る ことが 出來 たで あらう- 

其 異邦人に 向って、 バウ は先づ其罪惡の深贯と；^敗の激甚とを豪宕激越なる1^12調を以て摘示したで 

あらう。 この 激烈なる 叱 貴 を 浴びて 彼等 は 一 一言 もな くして 面 を 伏せた であらう。 其 問 g| 衆 中の ユダヤ 

人 は 如何に 小氣 味よ く 感じた ことで あらう。 平生 「選民」 を 以て 自ら を 高う し、 神と 律法 ある を 以て 

誇り、 之な き 故 を 以て 異邦人 を 蔑視し 居た る 倨傲に して 執拗なる ユダヤ人 は、 バウ ti の此 異邦人 排擊 

に 接して 心 ゆく ばかりの 痛快 さ を 味った ことで あらう。 しかし 乍ら バウ a は兹 にも 亦、 その 慣用 乎 段 

なる 局面 一 變を用 ひたで あらう。 そして 此度 は聽衆 中の ユダヤ人に 向って 其 鋭き 鋒 を 向けた であらう- 

自ら を聖 しとして 異邦人の 罪を責 むる 彼等が 實は 同じく 罪 を 犯しつ i ある 事實を 指摘して、 却て 彼等 

の 罪 惡が聖 善の 假面を 装 へ る だけ それだけ 尙ほ 深刻なる 事 を論斷 したで あらう。 其 時 ユダヤ人 も 亦 首 

を 垂れる 外に 道がなかった であらう。 そして バウ 口 は 異邦人 ユダヤ人 雨 者の 罪 を斯 く斷定 したる 上、 

人類 全體を 心の 前に 置きて 「義人な し、 一人 も あるな し」 と 高らかに 且 力強く 叫んだ ことで あらう。 

右の 如き 姿 を 心に 描きた る 上に て、 我等が 羅馬書 第二 章に 對 するとき は、 その 前後 關 係の 上に 明か 

なる 光が 投げられ るので ある。 パゥ a は 第一章 後半に て 異邦人 を 責め、 玆 に舞臺 をー轉 せしめて 第二 

章に 於て ユダヤ人 を 責める ので ある。 そして 然る 後、 人類 全 體に對 して 罪人た るの 恪印を 押した ので 
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ある。 E し 第二 音 十に 於て 我等 は バウ の 特異なる 論法に 注意す る。 此章は その 第 十七 節に 至って 明か 

に 筆の 調子が 變 つて ゐる。 十六 節までに 於て は バウ 5- は 「之 等の 事 を 行 ふ 者を赛 判き て 同じく 之 を 行 

ふ 人」 を责 めて ゐる。 誰 人と 特定 的に 云 はすして、 唯 一般的に 此 種の 人々 の 矛盾と 偽善 を 指示して 居 

る。 そして 十七 節 以下に 於て は e; 正面より ユダヤ人 を資 めて 居る。 前半 も 暗に ユダヤ人 を 責めた もの 

である こと は、 學者 間に 强 ひて 之れ を 否定す る 者 あるに も 係らす * 極めて 明白の 事で あると 我等 は 思 

ふ。 然る 時 はパゥ II の 論法 は、 先 づ砲擊 を 以て 敵の 陣營を 毀ちた る 後ち 歩兵の 突 擊戰に 移る 近^の 攻 

擊 法の 如き ものである。 先づ 原理 を揭 3,: して、 然る 後 これ を ユダヤ人に 適用す。 まことに 彼等の 死命 

を W する， 法で ある。 兹 にパゥ II の 周到なる 用意と 聖 用せられ 力る 技巧 を 我等 は 認めざる を 得ない。 

加 之 その 勇氣、 その 公平なる 態度— 塞に 神の 忠實 なる 僕た るに 相應 しきもの である。 

先づ 一 節より 三 節まで を 左に 記して 見よう。  は 

1 是 故に 凡そ 人 を 一ぎ i く 所の 人よ、 汝 言ひ遁 るべき なし。 汝 他人 を 審判く は 正しく 巳の 罪 を定む 

る 也、 そは赛 刺く 所の 汝も 同じく 之 を 行へば 也。 2 此の 如く 行 ふ 者 を る 神の 審^ は 眞理に 合 

へりと 我等 は 知る。 CO 此 等の 事 を 行 ふ 者 を-!^ 判き て 同く 之 を 行 ふ 人よ、 汝 神の 寐判を 免れん と 意 

ふ 乎。 

一節の 最初に 「是 故に」 と ありて 前との 連絡 を 保た せて ある。 第一章 末節に は 「凡て 之 等 を 行 ふ 者 は 

死に 當 るべき 神の 判定 を 知りて 尙ほ 自ら 行 ふの みならす、 亦 これ を 行 ふ 者 を も 喜べり」 とあった。 自 

ら之 等の si- を 行 ふ 外、 更に 之 を 行 ふ 者 を 喜ぶ の は、 實に 律法 を 知らざる 異邦人の 罪の 特色で ある。 然 

らば 敢て問 ふ、 之 等の 雜を行 ふ 者 を.！^ 判き 乍ら 實は私 かに 自ら 之 を 行 ふ は 尙ほ大 なる 罪で はない か。 


か i る 人 は 單に罪 を 行 ふの みならす、 其 上に 尙ほ 偽善と いふ 虚偽 を 重ねる ので ある。 これ 律法 を 知れ 

る 者の 犯す 罪で ある。 知識 を 有し、 倫理 を學 び、 惡の 避くべく して 善の 行 ふべき を 知れる 者の 陷る 罪 

は卽 ち是れ である。 矛盾と 虚偽と を 伴 ふだけ それだけ 却て 深刻なる 罪で ある。 

一章 末節に は 「行 ふ」 の 語が 三つ あり、 二 意に 入りても 三 節までに 此語が SI つ ある。 邦譯 聖書に 於 

て は 常に 同一 の 語 を 用 ひて あるが、 原語 聖書に 於て は 二つの 異なった 文字 を 使 ひわけ て 居る ので ある。 

卽ち prassr) (ブラ ソ ー) と、 Pcie5  (ボイ H ォ ー) の 二字 を 用 ひて ゐる。 そして 英譯 聖書 は 前者 を 

practise と譯し 後者 を (10 と譯 して 居る。 プラソ I は 習性と しての 行 爲に係 はる 語であって * 習慣 的 

に 或 事 を 行 ふ 事 を 意味す る。 卽ち或 期間 續く 所の 其 人の 狀態 について 云 ふ 語で ある。 之に 反して ボイ 

H ォ ー は 外に 表れし 其 時 其 時の 外部 的 行 爲に係 はる 語であって、 或 事 を事實 的に 爲す こと を 意味す る 

語で ある。 卽ち 前者 は 人の 行爲を 線と して 見た もので、 後^1<?は之を點として兑たものでぁる。 もし 漢 

字の 「行」 が 前者に 當り 「爲」 が 後者に 當る とするならば、 先づ 一章 三十 二 節 を 左の 如く 改める 事が 

出来る。 

凡て 之 等 を 行 ふ (習性と して) 者 は 死に 當 るべき 神の 判定 を 知りて 尙ほ 自ら 之 を爲す (倘々 の 行 

爲 として) のみなら す、 亦 これ を 行 ふ (お 性と して) 者 を も 喜べり。 

以て 此 節の 意味 を 明かに する 事が 屮 I 來 るので ある。 

今 二 章の 一節より 三 節までの 間に 於て 「行」 と譯 せられし 文字 を、 原語 架 ま i 又は 英語 聖書に 據てニ 

種に 分けて 見る 時 は、 其 意味が 明確になる ので ある。 卽ち 一節 最後 は 「そ は 審判く 所の 汝も 同じく 之 

を 行へば 也」 は 習性と しての ユダヤ人の 惡行を 云うた ので ある。 又 二 節の 「此 くの 如く 行 ふ 者」 も 同 
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樣 である。 次に 三 節 は r 此 等の 事 を 行 ふ (習性と して) 者 を 審判き て 同じく 之 を爲す (個々 の 行爲と 

して) 人よ」 となる。 卽ち ユダヤ人 は 異邦人が 習性 的に 行 ふ 雜悪を 責めながら、 自分 等 も 個々 の行爲 

として 同一 の 罪 惡を爲 すので ある。 

バウ & は 三 節 後半に 於て 「汝 神の 寐判を 免れん と 思 ふや」 と 暗中に 匕首 を篛 すが 如く 同胞に 向って 

肉迫した。 そして 此 肉迫 は 四、 五節に 至って 更に カを增 して 来た。 彼 は 彼等が 神の 「豐 厚なる 仁慈」 

に狎れ て、 その 仁慈の 故に 彼等の 罪惡も 無限に 宥 さる i が 如く 思惟し、 叉 は その 仁慈た る を 悟らす し 

て 神に 罪 を 罰する 力なし と 誤 想せ る 彼等の 淺 愚と 驕慢と を 責める。 彼等 は 神の 仁慈が 彼等 を悔改 せし 

めんが 爲の聖 慮に ST 、つる を 悟らす して、 益々 心 を 頑な にして を 悔い 改 むる 事 をし ない。 彼等 は 愛 を 

lit けて、 の 底 なき 谷に 向って 一歩 は 一歩より 深く 落ち ゆく。 かくして 「己の ために 神の 怒 を 積みて 

其の 義き 審判の 顯 れん 震 怒の 日に 及ぶ」 ので ある。 神 はやが て 彼等 を 罰し 給 ふで あらう。 その 震 怒の 

曰 一度 來 らば、 彼等 は 自ら 蒔きし 種よりの 實を刈 取る より 外な きに 至る であらう。 あ k かの 恐るべき 

{番 剌のョ よ！ 其 時に 於け る 我 同胞の 悲慘 なる 運命よ！ あ、 其 時 我 眼 盲 ひて それ を 見 ざらん こと 

を！ 我 耳 閉ぢて 其 叫び を 聞か ざらん こと を！ 併し 祌の 律法 は嚴 乎と して 存 する。 來 るべき 者は遂 

に 来らねば ならぬ。 パゥ 0 は 同胞の ために 深く 憂へ つ、、 而も _大{ 仝の 如く 明かなる 神の 眞理 を嚴 かに 

揭 げ出づ るので ある。 

次の 六 節に 於て 彼 は 「神 は 人の 行に 循 ひて 各人に 其 報を爲 すべし」 との 强き斷 定を與 へたる 後 次の 

七、 八 節に 於て 左の 如く 言 ふ。 

7 耐へ 忍びて 喜 を 行ひ榮 光と 尊貴と 不朽と を 求む る 者に は 永生 を もて 報いん。 8 然 ども ハサ 鬪を爲 


し眞 1 に 順 はす 不義に つく 者に は 報 ゆるに 忿と 怒と 患難 辛苦と を 以てす。 (此 中患籙 辛苦の 語 は 九 節 

に 馬す べき も Q であるが 便. 2 上 八 節の 中に 含めて fi いた)。 

七 節 は 右の 譯 にて 過ちな しと 思 はる。 た、 2 「報いん」 の譯 字が— 六 節の 「其の 報 をた すべし」 と共に 

—や、 報 賞 的の 臭味 を傳 ふる を 遺憾と する。 永生 は 決して 善き 生涯の 報酬と して 與 へられる もので は 

ない。 永生の 賦與は 徹頭徹尾 「恩 惠」 である。 併し 此 節に 於て は 永生の 賦與が 報酬で あるか 恩惠 であ 

るか は 問題と してない。 問題 は 唯 善き 生涯 を 達り たる 者に、 父より 永生 を與 へらる、 事 を 主張す るに 

あるので ある。 

併 かし 尙ほ 注意すべき は 八 節で ある。 右に 掲げし 如き 現行 譯に據 る 時 は、 神は惡 しき 生涯 を 送れる 

, 者に 向って 其 當然の 報と して 「憤りと 怒と 患難 辛苦と を」 與 ふる 者で ある 如く 見える。 然 らば 祌は罪 

人を憐 むこと なくして 之に 患難 辛苦 をのみ 報 ゆる 神なる か。 然る 時 は 「それ 天の 父 は 其 日 を 善き 者に 

も惡き 者に も 照らし、 雨を義 しき 者に も義 しからざる 者に も 降らせ 給へ り」 とい ふ 主の 貴き 語 (マタ 

ィ傳五 章) と 矛盾し ないで あらう か。 叉 人の 患難 辛苦 は 悉く 自己の 罪惡の 結果で あらう か。 かくて 罪 

悪と 患難の 關係 についての 面倒なる 問題が 玆に 生起 せんとす るので ある。 之 は 現行 邦語 聖書の 誤譯ょ 

り 起った 事であって、 此節は 改めて 正に 次の 如く 譯 すべき ものである。 

され ど爭鬪 をた <  し 眞理に 順 はす 不義に つく 者に は 憤りと 怒と 患難 辛苦と あらん。 

祌は 不義 者に 憤りと 怒と 息 難 辛苦と を 報いようと はしない。 併し 不義 者に は 不義の 自然の 結 として 

之 等が 臨む ので ある。 神 は 有 意識的に 彼等 を 苦め ようとな し 4? はない。 しかし 不義 は 其 本性 上、 おの 

づと祌 の 憤りと 怒と 息 難 辛苦 を 招く ものである。 特別に 刑罰が 降らす とも 自然と 刑罰が 不義に 伴 ふの 
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である。 不義 者 は祌に 罰せられす とも、 自分で 自分 を 罰して 居る ので ある。 永生 は 神より 與 へらる k 

もの、 刑罰 は 自ら 之 を 招く ものである。 これ 八、 九 節の 解 釋上大 に 注意すべき 點 である。 

r 眞 现に顺 はず 不義に 屬く 者」 は 大體に 於て 良譯 であるが 寧ろ 「眞 理に顺 はず 不義に 順 ふ 者」 とする か， 又は 

r 眞 理に壩 かず 不義に 屬く 者」 とする を 可とする。 卽ち 同一 の 動詞 を 否定と 肯定に 川 ふべき である。 英 譯犁： 書 

に は き not  obey と obey を 川 ひて 居る。 IE 〈现に 馬かず 不義に 屬 くと いふの は 單に 個々 の 行爲を 指して 云う 

た 語で はなく して、 其 人の 生活 原理 を 指して 云うた である。 卽ち其 人の 生活の 根本 方針が 不義に 諫屬 せる も 

のなる を 示す ので ある。 不義 を 主として 奴隸の 如く 之に 從屬 する のが 「不義に 屬く」 である。 卽ち. a 已 自身 

を 罪の ャ；$ 酒に 浸し、 人生の 原理と して 不義に 其 身 を 任せる 事で ある。 これ 實に 罪の 中の 罪であって 諸惡の 根源 

である。 これよ リ 離れて 眞 理に屬 くに 至る が侮改 である。 眞理に 屬くか 不義に 屬く か、 人 は 何れ か 一 を 採り 得 

るの みで ある。 

憤りと 怒と 息 難 辛苦と は 「ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人 凡て 惡を行 ふ 人に 及ぶ」 ので ある。 之に 反し 

て 「ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人 凡て 善 を 行 ふ 人に は榮 光と 尊貴と 平康 と」 が與 へられる ので ある (九、 

ほ t れ 

十 節)。 「榮 光」 は 天の 光に か やく 全き 潔き 狀態、 「尊貴」 は 父の 嘉賞の 下に 永への 释を 有つ こと、 

「平 康」 は右兩 者に 伴 ふ 魂の 狀 態であって、 此 世に 於て 味 ふ ものの 更に 進展 完成せ る を 指す。 卽ち三 

者と も來 世に 於て 實 得せら る k ものである。 そして 更に 注意すべき は、 悪 を 行 ふ 者と 善 を 行 ふ 者との 

受 くる 各々 の 結果 は、 人の 國籍に 依て 少しも 左右せられ ない 一事で ある。 ユダヤ人 なりと も 善 者 は 賞 

せられ 惡者は 罰せら る。 異邦人な りと も 善 者 は 賞せられ 惡者は 罰せら る。 兹に 人類 は 善惡の 二つに 分 

たれて 各々 その 運命 を 異にすと 云 はれる。 國籍の 相 遠 は 小さき 誇りと 侮りとの 所 因たり 得べき も、 人 


の 永遠の 運命に 對 して は 全く 係 はりな きもので ある。 この 事に ついては、 彼が 如何なる 民 埃の 一員で 

あるか は 少しも 問 はれない ので ある。 そして バウ B は 十一 節に 於て 「これ 神に は偏視 なければ なり」 

と 云 ひて 其 理由 を與 へて 居る。 

異邦人と 云 ひ ユダヤ人と 云 ふ、 事 は 千 九 百年の 昔に 屬 して 今日の 我等に 係 はりな しと 云 ふ 勿れ。 神 

を 有し 其 律法 を 有て る 者 は 如何なる 時代に ありても 「ユダヤ人」 である。 神 を 知らす 其 律法 を 有た ざ 

る 者 は 時の 世に ありても 「異邦人」 である。 然 らば 今の ユダヤ人 は 誰ぞ、 これ 謂 ゆる 「信者」 であ 

る。 今の 異邦人 は 誰ぞ、 これ 謂 ゆる 「不信者」 (叉 は 未信者) である。 使徒 バウ 口にして 現代に 再生 

せんか、 彼 は先づ 「不信者」 の昏 冥と 罪 惡とを 責める であらう。 併し 若し これに 對 して 信者が 快哉 を 

叫ぶならば そは餘 りに 曰 干 計で ある。 何と なれば 彼 は 直ちに 鋒を轉 じて 「信者」 の 虚偽と， 5^ 惡とを 責め 

厶 <3<3 厶 厶厶厶 <"<3<1 厶 厶厶厶 △△△ ム厶厶 △<!△△△  ニム. J 厶  <1厶<3厶 

るで あらう。 そして 信者た ると 不信者た るとの^ なく  I 洗 禮を受 けたと 受けぬ との^な く—. 敎會 員た 

△  AA<1  厶 厶厶厶 <3<" 厶厶 <JA 厶厶厶 厶厶丄厶ム厶厶 二- J<J<1 厶厶 <"<3厶丄 厶厶厶 

ると 然ら ざるとの 別な く— 凡そ 如何なる 人たり とも 善 を 行 ふ 者に は 永生 與 へ られ惡 を 行 ふ 者に は 滅亡 

來 ると 論斷 して 憚らない であらう。 今日の 信者が 祌を 知る と 云 ふ 事、 福 昔 を 持って 居る と 云 ふ 事、 敎 

會に 馬して 居る と 云 ふ 事な どを恃 みとして 天 國の榮 光 期して 待つべし と 做し、 不信者 を 蔑視して 地獄 

の 子と なすが 如き 事 あらば、 そ は 迷 ひ 深き 驕慢で ある。 人の 環境 は 決して 其 人に 榮光叉 は 滅亡 を與ふ 

る もので はない。 人 を 永へ に 活かし 叉 は 殺す もの は 其 人の 心の 在り 場所、 及び それより 當然 生る- -生 

活の狀 態で ある。 我等 は 今日 バウ a の 語 を 己に 當て はめて 三思すべき である。 

然 らば 人 は 行に よって 救 はる、 か、 パゥ & は 左の 如く 言 ふ。 

神 は 人の 行に 循 ひて 各人に 其 報を爲 すべし (六 節， }。 
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…… 凡て 善 を 行 ふ 人に は榮 光と 尊貴と 平 康とを 以て 報 ゆべ し (十 節 )o 

凡そ 律法な くして 罪 を 犯せる 人 は 律法な くして 亡び、 律法 ありて 罪 を 犯せる 人 は 律法に よりて 審 

钊を受 くべ し (十二 節〕。 

神の 前に 義 とせら る 、 は 律法 を聽く 者に 非す、 義 とせら る 、 は 律法 を 守る 者な り (十三 節)。 

之 等の 語に ついては 學 者の 間に 種々 の 見方が ある、 それが 「信仰に よりて 義 とせら る」 と 云 ふ 羅馬書 

の 根 本義と 表面 矛 管せ るた めで ある。 そして フ リツ ッ ェ の 如く 到底 この 矛盾 は 調和し 得すと 斷 ずる 學： 

むづ か 

者 も あるが、 多く は 何等かの 解決 を與 へんと 努めて 居る ので ある。 我等 は 兹に此 難しき 問題に ついて 

煩载 なる 解說を 試みようと はしない、 唯 率直に 我等の 信す る 所 を 述べて 置き 度い。  一 

先づ 注意すべき は 行に 由る 塞 判が 聖書 的 原理の 一 なること である。 「そ は 我等 は 必す皆 キリストの 一 

喜： 前に 出で て、 善に も あれ 惡 にも あれ、 各々 身に 居りて 爲 しし 所の 事に 循ひ其 報を受 くべき 者 なれば 一 

なり」 (コ リント 後書 五の 十〕 と あり、 パゥロ 文書の 外に も 「彼等お の，/ \ 其 行に 循 ひて 審判 を 受けたり」 - 

(默 示錄 二十の 十三) などの 語が ある。 又 イエス 自身の 敎 としても 約 翰 傳には 「善事 を 行し し 者 は 生 を 得 一 

るに 甦り、 悪事 を爲 しし 者 は 審刹を 得る に 甦るべし」 (ヨハネ 傳 五の 二 九) と あり、 且 最後の.：^ 刺 を 描 一 

くや 必す 行に 由る 生と 死と を說 くので ある。 馬 太 傳七章 二十 一節 以下 を 見よ、 又 二十 五 章 十四 節 以下 一 

の 比喩、 及び 三十 一節 以下の 審判の 光景 を 見よ、 此事は 極めて 明瞭で はない か。 行に 由る 審判が 聖菁ー 

的 原现の 一 なる 事 は 一 毫の 疑念 を 挾む 餘地 もな く確實 である。  一 

次に 注意すべき は、 羅馬書 二 章 前半が ユダヤ人の 蒙 を 啓く を 以て 所說の 目的と せる 一事で ある。 ユー 

ダャ 人と 云へば 祌を 信じ 居る を 以て 恃 みとせ る 民で ある。 併し 其 信仰 は眞の 信仰で ない。 彼等 は 信 仰_ 


ありと 誤 想し 又は 誇稱 して、 罪惡の 底な き 沼に 溺れて 居る ので ある。 か \ る 人に 向って 其 罪 を 悟らし 

むる に は、 「行に 由る 審判」 の 原理 を 說くを 以て 當然の 順序と する。 彼等 もし 先づ 信仰に 由る 義を說 

かれん か、 益々 其 抱け る 誤れる 信仰に 滿 足して 彌が 上に も靠の 深みに 陷る であらう。 行に 由る 寐執は 
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偽りの 信仰に 恃 める 人に 向って は 殊に 强く說 かれねば ならぬ ので ある。 {是 にさう である。 

卽ち行 は 信仰の 試金石で ある。 信仰の 眞偽を 知る に は 行 を 以てする 外 はない。 樹は 其果を 以て 知ら 

る，， ので ある。 眞の 信仰 は必す 善き 行 を 生み、 僞の 信仰 は 之に 反す。 然り人 は 信仰に 由て 救 はれる、 

しかし 偽りの 信仰に 由って は 救 はれない。 眞の 信仰に 由ら では 救 はれない。 そして 眞の 信仰 は 必す行 

を 伴 ふ。 此 意味に 於て 人 は 行に 由て 救 はると 云 ひ 得る。 審判 は 行に 由て 加 へられる ので ある。 「それ 

キリス トイ H ス に 在りて は 割 禮を受 くる も 受けざる も 益な く 唯 愛に 由り て 働く 所の 信仰の み 益 あり」 

と パゥロ は 加拉太 書に 於て 言うた (五の 六 )o 又 言うた 「それ キリス トイ H スに 於て は 割 禮を受 くる も 

受けざる も 益な く 唯 新たに 作られし 者の み 益 あり」 と (六の 十五)。 愛に 由て 働く 所の 信仰— 卽ち 善行 

として 現 はる i 所の 信仰— これが 眞の 信仰で ある。 此 意味に 於て、 人 は 善行に 由ら すして は 救 はれな- 

いので ある。 卽ち 不義に 屬く 生活 を 去りて 眞理に 屬く新 生活に 入り、 その 新たに 作られし 結果と して 

當然 善果 を 結ぶ 事— 此事 があって 人 は 遂に 救 はれる ので ある。 信仰が 善き 行を產 むに 至らぬ 中 は 空し 

き 信仰で ある。 偽りの 信仰で なくば 死せ る 又は 眠れる 信仰で ある。 眞の 信仰 は 眞の行 を 伴 ひ、 眞の行 

は眞の 信仰に 伴 ふ 。畢竞 これ 同一 事象の 表と 裏で ある。 故に 人 は 信仰に 由り て 救 はる、 又 人 は 行に 由 

りて 救 はる。 共に これ 眞理 である。 何と なれば 要するに 是れ、 同一 の 原理の 異なれる 表現た るに 過ぎ 

ぬからで ある。 
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右の 意.^ に 於て 人 は 其 行 を 以て， 判 かる k ので ある。 例 を 舉げて 之を說 かう。 人 を 赦すは 至 美に し 

て 叉 至難なる 事で ある。 さりながら 人 を赦し 5£ ざる 者が 菜して 祌の 赦免 を 贏ち 得る であらう か。 人 を 

し 得る に 至らす して は 未だ 眞に 救に 浴した 者と は 云 ひ 得ない。 嚴密な る 意味 に 於て は 人 を赦し 得ざ- 

る 者 は 基&き 口 者で はない。  r 祌は 人の 行に 循 ひて 各人に 其 報を爲 す」 所の 神で あれば、 人 を 赦し得 ざ 

る 者 は 恐く は榮 光の 中に 攝 取せられ ないで あらう。 しかし 變 ふる を 要せす、 我等に 眞の 信仰 與 へらる 

る 時 は 人を赦 すに 於て 難くない ので ある。 キリストに 義 とせられて 彼の 靈が 我に 宿る に 至れば、 我 は 

人 を赦し 得る に 至る。 自己 一人の 努力 抑制 を 以て は 到底 人 を赦し 得ない ものが、 此の キリストの 鍵 心 _ 

に充 つる 時 tA^ つからに して 人 を赦し 得る ので ある。 問題 は 彼の 靈が 我に 宿る か 如何に ある。 彼の 靈が 

我 こ. {； ^る 時 は、 我の 難しと する 事 を 我に も あらで 行 ひ 得る ので ある。 これ 我が 之 を 行 ふに あらす、 彼 

が 我に ありて 行 ふので ある。 されば 彼は敎 へて 言うた 「我 は 葡萄 樹、 汝等は 其 枝な り。 人 もし 我に 居 

り^^^？れ^^彼に居らば多くの實を結ぶべし。 そ はもし 汝等 われ を 離る &時は 何事 を も 爲し能 は ざれば な 

り」 と (ョ ハネ傳 十五の 五 )o 叉 同一 の 事 を 使徒 パゥロ は其實 験と して 言うた 「我 は 我に カを與 ふる キリ 

ストに 因りて 凡ての 事 をな し 得るな り」 と。 バウ J1 の キリスト は 叉 我等の キリスト である。 我等 眞の 

信仰 を 抱き、 眞に彼 を 我心に 迎 へまつ りて、 彼に ありて 諸々 の 善 をな し 得る に 至らねば ならぬ。 我等 

偏に 彼 を 仰ぎ 瞻て、 彼の 靈を眞 正面より msl かに 受 くる 者と ならねば ならぬ。 神 は 必す此 願を充 たし 給 

ふので ある。 


第 十三 講 ユダヤ人の 罪 三) 

第二 章の 研究 

前講に 於て 我等 は 第二 章 前半の 大意 を 研究した。 今少しく それ を 補 ひ 度い ので ある。 我等 は 先づ第 

一 節に 向って 再び 眼 を 注いで 見よう。 

是 故に 凡そ 人を赛 刺く 所の 人よ、 汝ー 一一 1C ひ遁 るべき なし。 汝 他人 を {# 判く は 正しく 己の 賴を定 むる- 

な り。  そ は 審判く 所の 汝も 同じく 之 を 行へば 也。 

と ある。 先づ 注意すべき は 審判に 公私の 別 ある ことで ある。 公の 審判と は國 家の 名 を 以てする 刹官 の 

司法 上の 裁判、 社 會の名 を 以てする 記者の 道義 上の { 尊 判、 及び 神の 名 を 以てする 預言者の 宗敎 上の 審 

判の 類 を 指す ので ある。 斯る 公の 審判 は 必要なる 審钊 である。 判官 は 國家を 代表して 惡人 を礼彈 せね 

ばなら ぬ。 記者 は 社會に 代りて 人の 不義 を 剔抉せ ねばならぬ。 預言者 は 宇宙の 司宰 者の 代理人と して 

世の 人の 不義 悖 戻を彈 詰せ ねばならぬ。 孰れ も是れ 公義 を 維持す る 所以の 道で ある。 我等 もし^ 官た 

らば、 記者たら ば、 預言者た らば 公義の ために {# 判に 從 はねば ならぬ。 これ 神に 許された る 審判の 施 

行で ある。 之に 反して 私の 審判 は 許されない。 私情より sr 、つる 所の、 何等 公義に 係 はりな き 所の 審判 

は 神の 許し 給 はざる 所で ある。 これ 明， 门に 罪で ある。 「人 を議 する こと 勿れ」 と 主 は 之 を 戒め 給うた Q 
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r 汝人を 審判く は 正しく 己の 罪 をお むるな り」 と パゥロ は 言 ふ。 これ 人 を 審判く 積り にて 發 する 言 は 

實は 自己 を 審判いて 居る ので あると 云 ふ 意で ある。 例へば 「何某 は斯 く-/ >\ の 罪 を 犯せり」 と 言定す 

る は、 卽ち 「我 は斯 く-/, \ の 罪 を 犯せり」 と 云 ふと 等しい ので ある。 刃を树 つて 人 を 刺さん とする は 

實は 自己 を 刺す 事で ある。 實に人 を 審判き て 其 罪を定 むる は、 自己 を 審判き て 其 罪を定 むる ことで あ 

る。 共理 如何、 パゥ 口 は 言 ふ 「そ は 審判く 所の 汝も 同じく 之 を 行へば なり」 と。 是れ實 に 人間の 心理 
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を 穿てる 言で ある。 けだし 人が 他 を 審判く は 多く は 自己の 心に 同一 の 罪の 經驗 ある 場合で ある。 人 は 

自己の 罪 を 自ら 能く 知る。 行と して 現 はれた る 罪 は 他人に も 明かに 知ら るれ ど、 自己 心中の 私 かなる 

罪 は 自己の み 之 を 知る ので ある。 そして 自己の 此罪を 獨り自 から 恥 ぢ且厭 ふので ある。 然るに 人 あり 

て 之と 同 一 なる 罪 を 犯した るら しき 場合に は、 彼 は 4^ も 自己の 心に 祕め たる 自己の が 陽に 外に 屮 I で 

たる 如き 感を 起して、 それに 對 する 嫌惡の 情が 激しく 心中に 釀 さる. -の である。 そして 遂に 其 人を審 

刹き 其 罪 を 定めす して は滿 足しない ので ある。 されば 人の 罪 をお むる は、 實は 自己 も 之 を 犯した 經驗 

の ある 場合が 多い ので ある。 されば 人 を 審判き て 其 罪を定 むる は、 實は 己の 罪の 吿， 曰 であると 見る こ. 

とがで きる。 玆に 於て か 「人 を 審判く は： 止しく 己の 罪 をお むる」 ものなる 事 を 我等 は 知る。 故に 「凡 

そ 人 を. 雜 判く 所の 人よ、 汝 言 ひ遁 るべき なし」 である。 

第二 節に は 「斯 くの 如く 行 ふ 者 を 罪する 神の 審判 は 眞理に 適へ りと 我等 は 知る」 と ある。 尙ほ三 節 

以後 十六 節まで は、 行 を 標準と する 所の 神の 審 刹の 提唱で ある (前 講參 照)。 そして 十六 節に は 「それ 

審判 は …… 祌ィ H スキ リスト を もて 人の 隱れ たる 事を鞫 かん 日に 成るべし」 と ある。 全體 を通讀 して 

極めて 明瞭なる 事 は、 パゥ £1 の 謂 ゆる 審判 は來 世の 審判なる 事で ある。 現^に 於ても 神の 審判がない 


ので はない、 しかし それ は 未完成の ものである。 故に 現世 だけ を 以て 藩 判の 範圍 とする 時 は、 其 審判 

は 可成り 不公平と して 終る ので ある。 併し乍ら 眞の 審判 は 「祌ィ H ス キリスト を もって 人の 隱れ たる 

事を鞫 かん 日に 成る」 ので ある。 卽ち これ 未来の 裁判で ある。 其 時 綿羊と 山羊と を 分つ が 如く 人類 は 

1 一分 せらる と 主は敎 へた。 その時父がその獨子を以てする此裁判は完全にして„!1^最後的の裁判でぁる< 

或 者は此 時より 其 運命 を 永へ に拓 かれ、 或 者 は 永へ に 閉ぢら る-ので ある。 怖るべき 其 曰よ！ 惠ま 

れ たる 其 日よ！ 

審判と それに 伴 ふ 怖れと は宗 敎の缺 くべ からざる 要素で ある。 今や 人 は 来世 を 思惟す る を 好ます、 

まして 其 赛判を や。 基督 信者と 稱 し怫敎 徒と 稱 ふる 者 さへ、 多く は來 世と 審判と に 心 を 用 ひょうと せ 

ぬので ある。 かくて 宗敎は 現世 だけの ものと 成って 居る。 しかし 元來 「死 ある 所宗敎 ある」 ので あつ 

て、 宗敎 なる もの は 其 木質 上 来世 的たら ねばなら ぬので ある。 来世 を說 かぬ 宗敎 は， M が 其 味 を 失 ひし 

ものである。 審判の 怖れな き 處に眞 正なる 宗教心 は 起らない。 此事を 認めぬ 者に は 二 章 前半の 眞意は 

分らない。 審判 を此 世の みの 事と 誤 想す る 人に は、 パゥ& の 之 等の 言 は 只 一 の 謎た るの みで ある。 我 

等 もし 法然 上人、 源 信愤都 等の 立場に 立ちて 眺めん か、 バウ 0 の 語 は 力強く 我等の 心境に 波及し 来る 

であらう。 

基督 敎史と 佛敎史 とに 共通せ る 一 事が ある。 それ は 来世 的 信仰の 最も 旺盛な りし 時が 其 宗教の 最も 
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純正 且强 盛な りし 時で あつたと 言 ふ 一 事で ある。 靜に 日本の 佛敎 について 思へ。 地獄 を 怖る i の 想 ひ 

最も 盛な りし 時 は、 是れ卽 ち 佛敎其 者の 最も 盛な りし 時ではなかった か。 かの 法然、 親鸞、 日蓮 等の 

俊 哲が厥 起して 等しく 寂 光 土の 榮 光と 地獄の 苦 忠を說 きし 時に 於て、 如何に 宗敎的 生命が 我 日本 民族 
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の 間に 芳烈な りしよ。 今日の 怫敎 { 糸が 佛敎を 以て 忠君 愛 國の敎 と 做して、 只管 此 * の 事に 拘 はりつ \ 

ある は、 佛敎が 其 衰退の 様に ある 事の 明かなる 證左 である。 

曾て は 我國に 於ても 源 信 僧都の 『往生 要 集』 の 如き を產 みたる 時代が あつたの である。 地獄と 極樂 

を 描きた る此 書の 如き を 今日の 佛敎 家の 現世 的 著作に 比して、 其處に 根本的の 相違 ある 事 を 見ざる を 

得ない ので ある。 此 書に 描かれた る 地獄の 怖し さよ、 そして 最後に ある 極樂の 姿の 美し さよ。 其全體 

の 結構に 於て ダンテの 神曲に 酷似し、 n 本人の \1 ^に 成りし 書中 最も 犬なる 物の 一 つで あると 思 はる。 

今の 日本人が 此書を 頼みざる は大 なる 損失で あると 云はなくて はならない。 

來世を 怖れて 初めて 深刻なる 宗敎心 起る。 バン ヤンと 云 ひ、 ル ー テルと 云 ひ、 ジョナ サン. H ドヮ 

1 ヅと云 ひ、 凡そ 偉大なる 宗敎家 は 一 度 は 審判の 恐怖に 痛く 心 を 脅かされし 人で ある。 審判 を 怖れす 

して 眞の 敬虔 は 起り 得ない。 神 を 畏れ 未来 を 怖る \に 至って、 初て 人の 魂 は 目 醒めた ので ある。 十九 

世紀に 於け る 日本の 大 政治家 陸奥宗 光 は 同じ 英國 の大 政治家 グラッドストンに 會 して、 彼が 本心より 

基督 敎を 信じ 居る 一 事に 驚愕した と傳 へられて 居る。 この グラッドストン は 政治 上に 種々 の 大事 を遂 

げたる にも 係らす、 自己の 爲 したる 唯一 の 仕事ら しき 仕事 は 監督 バ ッ トラ ー の 『アナ &ジ， -』 (Anal- 

ogy) の 編 S であると 做して ゐた。 そして バ ッ トラ ー の此書 は來世 存在の 哲 學的說 明で あるので ある。 

以て グ 氏の 心 に^せし 現世の 事と 来世の 事との 著しき 輕 重の 差 を 知る ので ある。 由 來 日本人 は 宗敎を 

以て 濟 民の 方便と 考ふ。 故に 来世の 審判の 如き は 全く ai- 民^ 度の 道で あると 做す ので ある。 かくして 

死 を 怖る &も 審判 を 怖る \ の 道 を 知らす、 宗 敎に會 すれば 凡て 之 を 現世 的 事 功の ii 型に 牧 めんと する。 

歎す ベ き 至りで ある。 


旣に來 世 あり、 從 つて 永生と 滅亡と あり、 從 つて 未來の 審判 ありと せば、 我等 如何にして 此怖 るべ 

き 審判の 日に 對 すべきで あるか。 罪深き 已を思 ひ、 行 を 以て 箱く 神の-!^ 判 を 思うて は、 我等 は 深き 絕 

望と 赛 縮に 囚 はれざる を 得ない。 自己 一 身の 力 を 以てして は 到底 を 悉く 贖 ひて 全き 聖 潔に 至る こと 

は 出来ない。 併しながら 罪の 醜 姿 を擔 へる ま、 にて 祌の審 刺の 座に 立ち 得る であらう か。 玆に 深き 恐 

怖が ある。 しかし 此 恐怖 ありて； i 昔の 貴 さは 解る。 此 恐怖 あり， て 初めて 救扬の 深みに 徹する。 之な き 

時には 人に 深き 信仰 は 起らない ので ある。 

キリスト は 何が 故に かの 如き 痛烈なる 苦難 を 味 ひ、 かの 如き 絶大なる 犧 牲を拂 つたので あるか。 そ 

は 云 ふ 迄 もな く 人類 を 救 はんがた めで ある。 そして 人類の 救と は 其 徹底的 意味に 於て は來世 § き；! む 

ある。 換言すれば 審判の 座に 堪 へて 限りなき 榮 光の 境に 攝取 せらる k 事で ある。 然るに 人類 は 今や 此 

榮に 入るべく、 餘 りに 韻に 深く 沈んで ゐる。 隨落は 洪水の 如く 世界の 全 野を蔽 うて 居る。 怖るべき 未 

來の 審判に 堪へ 得る 人と て は 一 人 もない。 而 して ィ H ス の敎に 順って 悔改の 幸 幅に 入る 者 は 極て 少く 

多く は 神の 獨 子なる 彼 を 斥ける。 ィ H スは 深く 此事を 憂へ た。 遂に 人類の 深 罪 を 己に 負 ひて 自己 を權 

牲の祭 擅に 上 ぼせ、 苦き 杯 を 心 ゆく ばかりに 味 ひて 以て 人類の 罪 を 贖 はんとした。 この 悲壯 なる 心事 

の 下に 神の 獨子は 一 介の 死刑囚と して 死した。 何等の 曲事 ぞ！ さはれ 此 曲事の ために 人類 救 扬の道 

は 開かれた ので ある。 

此 十字架 を 我等が 仰ぎ 瞻る 事に は 種々 の 意味が ある。 或 意味に 於て は 信仰生活の 全部 は 十字架 を& 

ぎ瞻る 事で あると 云 ひ 得る。 しかし 特に 十字架に 據 るべき は 怖るべき {| 判の 座に 臨みて \^.y^,?s。 其 時 

何等お のれに 恃 むべき ものな く 一 言の 言ひ遁 るべき もない。 唯 主の 十字架 あり、 これ 我等の 唯一 の隱 
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れ場 である。 我等 は 彼の 十字架の 蔭に 隱 れて寐 判の 筵に 臨む ので ある。 我等 は 千歳の 巖に我 身 を圍ま 

れて * 判の 日に 至る ので ある。 そして 十字架に 據り 十字架 を 仰ぐ は眞の 信仰で ある。 そして 此の 十字 

架 を 仰ぎ 瞻る眞 の 信仰 は 審判の 恐怖より 生起した ものである。 人は此 恐怖より 出發 して 誠に 十字架に 

賴 るに 至り、 幅 昔の 救に 浴す るに 至り、 眞の 信仰に 入る に 至る。 先づ なくて ならぬ もの は 審判の 恐怖 

である。 

傳 道の 不熱心 は 今や 基督 信徒の 通弊で ある。 そして 其 原因 は實に 自己 及び 他人の 前 程に ある 所の 亡 

びの 危險を 充分に 感得し ないから である。 己れ 先 づ來^ の銳 き感覺 あり 從 つて 審判の 强き 恐怖 あり、 

そして 十字架 を 以てする 亡びよりの 救 ひ を 信す るに 至って 平安の 境に 入らば、 他人の 運命の 危殆 を 痛 

切に 感ぜざる を 得ざる に 至りて、 此危險 より 彼 を 救 はんとの 道 を 探る に 至るべき である。 而 して 彼 を 

滅亡の 否運より 救 はんため の 唯一 の 道 は、 彼に 福 昔の 救扬を 示して 彼 をして 之 を 信ぜし むる 事で ある。 

この 外に 人 を 救 ふ 道 はない。 かくて 傳 道心 は II 判の 恐怖の ために 燃 ゆべき ものである。 此 恐怖 を 己の 

ために も 人の ために も 感じない 者に、 眞の傳 道心の 起る 害 はない ので ある。 

バウ B の敎の 背景と して 彼の 强き來 觀を 見なくて はならぬ。 そして 之に 伴 ふ * 判の こと を 深く 心 

に 置かねば ならない。 然ら ざる 時 は 到底 パゥ n の敎を 解す る こと は 出来ない。 然り 福音 其 者 を 解す る 

こと は 出来ぬ。 聖書 は 地獄の 火に 照して 讀 むべき ものであると 云 ふ 言が ある。 狗に來 世の 鋭き 感覺、 

審判の 强き 恐怖 を 以てして 聖書 を 眞に讀 むこと が 出来る。 羅馬書 第二 章の 如き は 特に 然ぅ である。 こ 

れ 忘るべからざる 重要 事で ある。 


バウ a は 一 一章 十七 節より 全く 態度 を 一 變 した、 十六 節までに 於て は 彼 は專ら 抽象的 原理の 說 明に 沒 

頭して ゐた。 人 を 審判きながら 自ら 同じ を 犯す 者の 自家 撺 着と 偽善 を 責め、 神の 寐判を 恐れざる 其 

厚 額 無恥 を 指摘し、 如何なる 國の 民と 雖も— よし 選民た る 優位に 立つ ユダヤ人と 雖も— 惡を なす 者に 

は當然 惡果の 及ぶべき 事 をカ說 した。 彼の 此所說 の 目的 は 勿論 ユダヤ人 を責 むる にあった。 しかし 彼 

は 陽に 彼等 を責 むる 事 をし なかった。 誰 人と 名 指さす して、 た 人 を 審判き 乍ら 自ら 同じ 罪 を 犯す 所 

の 者 を 責めた。 そして それ を單 なる 原理の 提唱と して 說 いた。 そして 此の 原理に 對 して 全く 反 對の餘 

地な からしめ た。 そ は 誰 人と 雖も 承認せ ざる を 得ざる 明々 白々 の 原理で あるから である。 

かく 十六 節までに 於て 原理 を說 きたる 彼 は、 十七 節 以下に 於て 之 を ユダヤ人に 適用した ので ある。 

かくて ユダヤ人 をして 言 ひ遁 れの餘 地な からしめ たので ある。 せ ii- に 名將の 攻城 法の 如く 精緻に して 巧 

妙で ある。 されば 十七 節より 愈々 公然として 眞 向より 其 愛する 同胞 を 責めた てるので ある。 

^汝 もし ユダヤ人と 稱へ 律法 を 恃み神 ある を 誇り 53 其 3 口 を 知り 律法に 習 ひて 是非 を辨 へ^ 自ら 瞽 

者の 相、 黑 暗に 居る 者の 光、 g 愚なる 者の 師、 童 蒙の 傅と 思 ひ、 叉 律法に 於て 眞理と 知るべき 事 

との 式 を 得たり とせば、 何故 人を敎 へて 自己 を敎 へざる か、 なん ぢ 人に 竊む 勿れと 勸 めて 自ら 

竊 する 乎、 なん ぢ 人に 姦淫す る 勿れと 論して 自ら 姦淫す る 乎、 なん ぢ 偶像 を 憎みて 自ら 殿の 物 

を 干す 乎、 なん ぢ 律法に 誇りて 自ら 律法 を 犯し 祌を輕 しむる 乎、 神の 名は汝 によりて 異邦人 

の 中に 謗 蕭 されたり と錄 されし が 如し。 

まことに 火の 如き is の 叫びで ある。 汝は ユダヤ人、 イスラエル、 神の 選民と 稱し、 律法て ふ 神より 

の敎を 抱け るを恃 み、 自國 民族の 守護神と して 全智 全能の H ホバ神 ある を 誇って ゐる。 そして 其 神の 
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聖 ils を 知り、 又^ 法に 照らして 事の 是非 善 惡を辨 ^する 能力 を 持って 居る。 せ  1- に 汝は眼 開ける 者で あ 

る、 光明の 中- 卞  11^ る 者で ある、 贤き 者で ある、 ， 成人で ある。 汝 より 見.^ ば 朱 だ 神の 光に 浴せ ざる 異邦 

の 民は糙 かに 替者 である、 黑 暗に 居る^ である、 Eg なる 者で ある、 童， S である。 故に 汝は 自已を 以て 

彼等 異ま 人の 手引、 光、 師 傅で あると 做して ゐる。 且又 その 雄 法に 於て 宗敎的 S; 理と靈 的 知識の^ 

を 有すと 做して 居る。 然り爲 正の ユダヤ人 は眞に 然るべき である。 さりながら 自ら 選；^ と稱 する も、 

其實際 上の 资 格に 於て 之を缺 きながら、 誇るべき 赏 なくして 誇る 者 は 如：^。 之 等 は 偽りの ユダヤ人で 

ないか。 汝は 右の 如く 誇る と雖も 人を敎 へて 已を敎 へす、 人に i む 勿れと 云うて 自ら. g„ をな し、 人に 

姦淫す る 勿れと 論して 自ら 惑^し、 偶 象 を 泔むも 自ら 偶像の 殿に 默 げられ し 物 を 私し、 律法 を 誇る も 

自ら 之 を 犯して 神を輕 しめて ゐる。 あ、 斯 くして ユダヤ人と いふ 汝の名 は 異邦人の 問に 汚さる-.. ので 

ある。 

。ハウ a は 右の 如く 其 同族た る ユダヤ人 を資 めた。 彼 もし 今の 世に 甦りし ならば、 彼は此 儘の 語を以 

て 其 同族た，^ 丄督敎 徒を資 むる に 相違ない。 S<J: もし 右の 語の 屮の 「ユダヤ人」 を あ^ Iff^ と 改め、 

「律法」 を 幅 昔と 改め を 不信者と 改めて む 時 は、 大^に 於て それが 今日の m ゆる 基督 信 

者を資 むる 語と して 頗る 適切なる を覺 ゆるで あらう。 .E ら信者 を 以て 誇りて 不： 一； C 者 を 蔑 5;^ しながら、 

實は 不信者と 等しき、 又は 尙ほ甚 しき 醜 さを呈 して 居る 者が 今や 世界に 頗る 多い。 彼等 は 皆 バウ P 時 

代の ユダヤ人 である。 正に バウ 口の この 叱資 を受 くべき 輩で ある。 

次に バウ 口 は 左の 如く 一一 一一！： うた。 彼の 同胞 I は 尙ー步 深く 入る ので ある。 そして 正しき 異邦人 を 曲 

れる ユダヤ人の 上に 置く ので ある。 


ぉ汝 もし 化 法 を 行 はば 割 禮は益 あり。 もし 化 法 を 犯さば 汝 が割禮 は割禮 なきが 如くなる べし。 リー 

是 故に 割 禮 なき 者 も 若し 律法の 義を 守らば 其 割 f なき も割禮 せりと 謂 はざる を 得ん 乎。 

性の ま k 割禮 なくして 律法 を 守る 者 は、 儀 文と 割禮を もて 尙ほ捸 法 を 犯す なん ぢを蕃 判かん。 

割 鱧と は 如 3;、 これ ユダヤ人の 心の m -^ を 標徴す る 形の 架^で ある。 割禮の 本體は 肉に 在る ので はな 

くて、 靈に 在る ので ある。 故に 律法 を 行 ふ 人に 於て 初めて 割禮は 有意 味で ある" 從 つて^ 法 を 犯す 人 

に 於て は、 割禮は 有る も 無き が 如き ものである。 之に 反して 割禮 なき 異邦人、 もし 其 良心に 抱く 不文 

め 律法に 照らして 自ら 律法の 命す る 義を行 ふ 時 は、 此人は 形の 上に 割禮 なく も 心の 上に 割禮を 受けし 

奢で ある。 そして 割禮 は元來 心の 上に 在るべき ものである 故、 か、 る 人 は割禮 ある 者と 云 ひ 得る ので 

ある。 されば 此 ti の義 しき 異邦人 は、 不義なる ユダヤ人 を {| 判き 5£ る 充分の 资 格を備 ふるもの である- 

前者の 後者に 遙 かに 勝る 事 は 云 はすして 明かなる 事で ある。 

若し 右の 語の 屮 「律法」 を 福 昔と 改め 「割 禮」 を 洗 禮と改 むる 時 は、 今日の 基督 敎 徒に 反省 を 促す 

に 足る 頗る 有力なる 語と なる であらう。 基督 信者に して 却て 幅 昔の 本義 を 行 はす、 不信者に して 不知 

不識の 間に 之 を 行 ふ 者 ある 時 は、 甲 は遙に 乙に 劣る ものであって、 寧ろ 甲 は事資 上の 不信者で あり 乙 

は事實 上の 基督 信徒で あると 云 ふべき である。 

右の 如く 述べ 来って バウ B は兹に 當然 左の 如く 云 ひ 53： るに； 4.- つたので ある リ 

お 明に ュ ダャ 人た る も實の ュ ダャ 人に 非す。 明に 身に 割禮 ある も實の 割禮に 非す U  g, 一反て 隱に ュ 

ダャん たる 者 は實の ユダヤ人たり。 义割 t- は靈に 在りて^ V に 在らす。 心の 割 禮は眞 なり。 其の 

Ifj れは 人に 由ら す 神に 由れ り。 
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外部 的に ユダヤ人 たる も眞の ユダヤ人 ではない。 外部 的に 身に 割禮 ある も眞 の割禮 ではない。 却て 內 

部 的に ユダヤ人 たる ものが (それが 何 處の圃 人た るに も 係らす) 眞の ユダヤ人 である。 由來割 禮は靈 

に 在りて 儀 文に 無い。 心に 刻まれし 者が 眞の 割禮 である。 儀 文の 規定 通りに 行 ひしと て 之をぽ 〈の 割 鱧 

と 云 ふこと は出來 ぬ。 かくの 如き は 抑 も 末の末で ある。 眞の 割禮は 心に 在る。 心の 割 禮は眞 である。 

. I かく バウ II は論斷 して、 谈 文と 形式と 環境と に恃む ユダヤ人の 蒙 を 啓かん としたの である。 我等 

は バウ 口 の 此の 靈 的の 深み、 人類 的の 廣 さに 對 して 深き 敬意 を拂 はねば ならない。 

我等 は 叉 これ を 左の 如くに 書き 換 へ て 之 を 今日に 活かす ことが 屮： 來る。 

明に 基督 信者た る も實の 基督 信者に あらす、 明に 身に 洗禮 ある も實 の洗禮 にあら す。 却て 隱に基 

督信 者た る 者 は 貧の 基督 信者たり。 叉 洗 禮は靈 に 在りて 偶 文に 在らす。 心の 洗 禮は實 なり。 その 

譽れ はんに 由ら す 神に 由れ り。 

基督 信者と は 誰ぞ。 洗禮を 受けて 敎會 員と なりし 者必 すし も ii;^ 者で はない。 內部 的に 神の 変 33 を 行 ふ 

者 —栗實 的に ィ H スを 主として 信從 する 者— それが 基督 信者で ある (よし 形式 上の 形と 名 は 何で あつ 

て も)。 眞の洗 禮は靈 (聖靈 3 の 恩 化に 浴せ し 事 を 云 ふので あって、 满 文の 形式に 從 つて 受けし もの 

ではない。 故に 心の 洗禮 のみが 眞 の洗禮 であって、 その 譽れは 人に 由ら す 神に 由る。 人の 判斷 如何に 

係らす 神 は 之 を 賞で 給 ふので ある。 人 は 外 を 見、 H ホバ は. r を 見る。 外 を毘る 人の 輕侮 又は 怪評 は數 

ふるに 足らす、 に 向って 與 へ らる、 神の 嘉賞の み贵 いので ある。 


第 十四 講 人類の 罪 二) 

第三 章  一— 二十 節の 研究 

一章 十八 節より 本論に 人り し バウ a は、 先づ 異邦人 の^を 舉げ 次に ユダヤ人の 凍 を 責めた。 その 論 

述の 順序の 正當 なる は 勿論、 その 筆法 頗る 巧妙に して、 ユダヤ人 を 責めし 場合の 如き は先づ 間接 射擊 

K  < ふ  ^* る ど 

を 以て 威嚇し、 次に 決河の 如き 勢 を 以て 肉迫す る。 {S 疋に巧 さと 銳 さと を 兼ね 合せた 攻撃であって、 之 

に對 して は 如何に 執拗なる ュ ダャ 人と 雖も  一 IB の遁辭 なしと 思 はれる。 故に パ ゥ 口 は 之より 直ちに 全 

人類の 有罪 を 斷定し 得る ので ある。 恰も 今日 先づ 不信者の をお め 次に 信者の 罪 を 定めし 上 は、 直ち 

に 全人 類の 罪 を 定め 得る が 如くで ある。 併し乍ら パ ゥ & の 周密 性は玆 にも 亦 現れた。 彼 は ュ ダャ 人の 

中より 尙ほ 二三の 抗議 あるべき を豫 想して、 自ら 彼等に 代って 二三の 反問 を 出し、 そして 之に 射して 

それぐ 簡潔なる 答を與 へて 居る。 この 部分が 三 章の 一節より 八 節 迄で ある。 ユダヤ人 問題に ついて 

は バウ n は 九、 十、 十一 章に 於て 自己の 見る 所 を 精細に 發 表して 居る。 故に 今 は 頗る 簡單 に此 問題に 

觸れ るの みで ある。 其 様 恰も 大道 を 歩める 時に 道に 橫 たはる 一 一三の 石 を 一 蹴し 去る が 如くで ある。 

第一 一章の 所論に 對 して ュ ダャ人 は先づ 質問 を發 して 云 ふで あらう 「然 らば ュ ダャ 人の 長る 處は 何ぞ 

耶. 叉 割禮の 益す る 所 は： E ぞ耶」 (第一 節〕 と 。そして パゥ 口 は 之に 對 して、 ユダヤ人に 何等の 長所な 
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しと 云はなかった。 彼等に は 種々 の 長所が ある。 しかも 此 長所 あり 神より 多く 惠 まれ 居る にも 係らす、 

惡に 其の 身 を 任す 所に 彼等の： 能の 特色が 存す るので ある。 されば パゥロ は 此の 問に 對 して 答へ て 一一 H う 

た 「そ は 凡ての 事に 於て 益お ほし、 先づ 第一 は 神の 論 を もて 彼等に 託ね 給へ る こと 也」 (笫ニ 節) と。 

「論」 の 原語 logion  (n ギ オン) は 英語の oracle  (託宣) に當 る、 卽ち 神より 人へ の默 示の 內容を 

云 ふので ある。 使徒 行 傳七章 三十 八 節に て は 此語を 以て モ ー セ律を 意味し (「道」 なる 譯字を 用 ひて 

ゐ る〕、 X 布 伯 来書 五 章 十二 節に 於て は 此語を 以て 幅 昔 を 意味して ゐる (「 敎」 と譯 して ゐ る〕。 語の 性 

質 上、 場合に 依て 內容を 異にし 得る 語で ある。 羅馬書 三 章 二 節の 場合に 於て は舊 約の 敎 全部 を 指す と 

も 見られ、 又 第三 節に 照して 判斷 する 時 は メシャ 預言の み を 指す とも 見られる。 この 狭義の 方の 見方 

を 採る 擧者も 少なくない。 何れにせよ 之 を 委ねられ たる isT これ ユダヤ人 優秀の 第一 點 である。 

彼等の 長所の 「先づ 第一 は」 は 之で ある。 然 らば 第二 第三 は 如何。 パゥ II は 之を擧 ぐる を 忘れし 如 

くに 第三 節に 於て 直ちに 第二の 質問 を揭 げた。 けだし 彼 は 早く 此筒處 を 終へ て 本 問題に 入らん ために 

其 步みを 早めた ので あらう。 彼 は此際 丁寧なる 解答 を 答 ふるの 煩に 堪 へなかった ので ある。 卽ち 第一 二 

節に 云 ふ 「爱に 信ぜざる 者 あれ ど 其 を 如何、 その 不信 は 神の 信を廢 つべき 乎」 と。 これ ユダヤ人の 第 

二の 反問で ある。 玆に 「信ぜざる 者」 と ある は、 キリスト を 信ぜざる 者の 意で あるに 相違ない。 何と 

なれば 神 を 信ぜす 又は 神の 約束 を 信ぜざる 者 は、 ユダヤ人の 中には 當然 一 人 もなかつ たと 推定 さる \ 

からで ある。 彼等 は メシャ 降臨の 約束に 與れる 民で あるに、 其 約束に 應 じて キリスト 來れば 之 を キリ 

ストと して 信ぜす、 却て 彼 を 十字架に 釘け た。 しかも 彼れ 復活して 其 キリスト たる こと を實證 し、 使 

徒た ちが 其證 人と して 立ちても、 彼等の 中には 尙彼 を； 3 じない 者が 多い。 かく 彼等の た 多数が 不信で 


ある 上 は、 神 も 亦 ユダヤ人に 係 はる 將來の 救の 約束 を 破り 給 ふで あらう か。 これ 三 節の 意味で ある。 

そして バウ P は 之に 封して 「非す、 凡ての 人 を 偽と する も 祌を眞 とすべし」 (第 四 節) と 頗る 簡明なる 

解答 を與 へて 居る。 之 を 原語の ま &に譯 せば 「斷 じて 然ら す、 祌 を眞實 とし 萬 人 をき 偽者と せよ」 と 

なる。 人 は 悉く 虛僞 者で ある。 そして 神 は絕對 に眞實 である。 不信と か 虚偽と か 云 ふ 思想 は 神と いふ 

觀 念と 兩立 しない。 神が 其 約束に 對 して 不忠 實 であると 云 ふ 如き は、 神の 本質 上 到底 あり 得ない こと 

であると、 かく バウ II は 答へ る。 簡單 にして 雄勁、 白日の 光の 如く 强き 語で ある。 

バウ C は叉ュ ダャ 人に 代りて 第三の 質疑 を 起して 一一 K うた 「我等が 不義 もし 神の 義を彰 すと せば 我 何 

を 言 ふべき か、 怒 を 加 ふる 神 は 不義なる や」 (笫 五節〕 と。 ユダヤ人 は 不義 不信に して 神に 背いて ゐ る。 

然るに 祌は義 にして 永へ に變ら ない。 然 らば ユダヤ人の 不信 は 偶々 以て 神の 眞實を 表 はす 機緣 となつ 

たので ある。 然り とせば 神 は 寧ろ ユダヤ人に 感謝すべき ではない か。 もし 彼等に 對 して 怒 を 加 ふるな 

らば、 却て 恩人に 向て 鞭 を 加 ふる 如き 不義と なり はしまい かと。 これ 第五 節の 意味で ある。 恰も 放蕩 

息子 あるが ために 親の 愛 心が 發 現された とせば、 其 親 は 寧ろ 其 子に 感謝すべき であって 罰すべき では 

ない と 云 ふ 論法で ある。 この 詭辯の 如き 抗議 を假に 設けて パゥ 0 は 之に 對 して 答へ て 云 ふ 「然る こと 

冇ら じ、 若し 然る こと 有らば 神 如何にし て^を 勒 かん 耶」 と。 不義 者 を 罰せざる 如き 神なら ば 如 3： に 

して *L を 精く ことが 出来よう か。 神が 審判の 祌 である 以上 は 到底 不義 者 を 罰せざる を 得ない ので ある。 

第 ra の 反問 は 七 節に ある。 「もし 神の 眞 わが 偽に 因りて 顯 はれ 其 榮光 いや 增 さば， 我れ 何で 尙ほ 罪 

人と 爲ら れん 乎」 と ある。 其 意 は 第五 節と 略 ぼ 同様で ある。 そして バウ 0 は 之に 答へ て 「如 此 あら 

ば 我等が 誣ら る. - 如く、 善を來 らせんと て惡を 作す は宜 からす や、 此を 我等が 言と 云へ る 者 あり」 (八 
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節 前 牛〕 と 云うて 居る。 當 時パゥ 口 の 徹底せ る 福 音 主義 を 誤解して 彼 は 「善 を來 らせんと て惡を 作す 

は {fl^ し」 と宜傳 して 居る と 做す 輩が あった" けだし 如何なる 罪人と 雖も 信仰に 由て 義 とせら ると 云 ふ 

敎義 は、 淺薄者 流の 誤解 を 招き 易き ほど 革命的な もので あつたので ある。 そして バウ n は 今 己の 受け 

し 此攻轚 の 語 を 其の ま、 ユダヤ人に 向けて 反擊 したので ある。 第 七 節の 如き 抗議 は實は 「善 を來 らせ- 

ん ため 悪 を 作す は 宜し」  と 云 ふと 同じであって、 露に 無意義の 極、 背理の 至で あると 彼 は 云 ふので あ 

る〕 そして 彼 は 最後に 「斯る 人の 罪せら るべき は宜 なり」 C 八 節 後半) と 云 ひて、 愚 言 を爲す 者に、 短 

き、 併し 强き 叱責 を 加へ たので ある。 

以上 。ハウ n は ユダヤ人の 立場より 四 偶の 抗議 を屮 I して、 一 々之に 答 ふる 所あった。 彼 は此四 抗議 を 

輕く拂 ひ 退けた ので ある。 多分 彼 は 之に 對 して 詳細なる 辯 明を爲 すは餘 りに 愚なる 事と 思った ので あ 

らう。 彼 は 額に 微笑 を洪 へつ i 之 等の 語 を 記した ので あらう。 實に彼 は 輕く愚 一 百 を 斥けた ので ある。 

しかし 銘刀 は その 輕き 一 閃 を 以て も 敵を斃 すに 足る。 之 等の バウ の 答は輕 く、 併し 敵の 急所 を 見事 

に 刺した ものと 云 ふべ きで ある。 

第 九 節より バウ P は 後た 本論に 歸 つた。 旣に 異邦人 は 悉く 罪人と えまり、 ユダヤ人 も 亦 悉く 罪人と 

お まり、 後者より 出づ べき 二三の 抗議 を 斥けて、 鼓に 愈々 人類 全體 を， 罪人と おむべき 時と なった ので 

ある。 先 づ云ふ r 然 らば 如何 ぞ耶、 われら 勝れる か、 決て なし、 蓋 われら 旣に ユダヤ人 も ギリシャ 人 

も^ 罪の ドに 在る こと を證 せり」 (笫九 節) と。 「われら」 は ユダヤ人 を 指す。 然 らば ユダヤ人 は 罪人 

なる a? に 於て 異邦人に 勝る 所 あるか、 卽ち 異邦人 以上の" 罪人で あるか。 否々、 罪人た る 一 點に 於て は. 


彼等と 異邦人の 間に 何等の 15 ^別がない。 旣に 一 章 後半と 一 一章と を 以て 證 せられし 如く 「ユダヤ人 もギ 

リシ ャ人も 皆 罪の 下に 在る」 ので ある。 そして 此兩 人種 は當 時の 人類の 二 大^  (其 文化の 性質より 見 

て) であるが 故に、 凡ての 人類が 悉く 罪人な りと 證 せられた 事になる ので ある。 されば パゥ は 次の 

十 節 ー.;- 八 節に 於て、 聖 句の 引用 を 以て 自己の 九 節の 斷案， に裘 書せ しめたの である。 これ バウ 口 の壞 

S 用 ふるところの 惯 用法に して、 當時 において 極て 有力なる 辯證 法であった ので ある (今 も 然るが 如 

く )o 今 これ を 少しく 改めて 左の 如く 記して 見よう。 

義人 あるな し 一 人 も あるな し 

悟れる 者な し 神 を 求む る 者な し 

皆 曲り て 誰も 彼 も 邪と なれり 

善 を 行 ふ 者 あるな し 一 人 だに あるな し 

其 喉 は 開けし 墓な り 

其 舌 は 詭詐を 語り 

其簧の 下に は 腹の 毒 あり 

のろ ひ じ-か  . — 

其 口 は詛と 苦き とに て滿っ 

其 足 は 血 を 流さん として 疾し 

ifa と 災難と は 其 道に 遣れり 

彼等 は 平和の 道 を 知らざる たり 

祌を 長る 、の 懼れ其 目の前に あるな し (と錄 された る 如し) 
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之 は 詩篇、 以赛亞 書 等の 备處 より お を 引き 來っ たもので ある。 そして 注意すべき は 之が 聖句 を唯羅 

列した ものではなくて、 或 順序 を逐 うて 擧 げたる ものである 事で ある。 最後の 句 は 第一 の 句と 遙 かに 

照應 する 者に て、 「義人 あるな し」 の 理由と して r 祌を畏 る、 の 懼れ其 目の前になければ なり」 と 云 

ふので ある。 そして 其 間に 揷 まれし 十 句 は 「義人 あるな し」 の說 明と 云 ふべき ものである。 卽ち之 は 

聖句を 集めて 一 の 纏った 思想 を開說 したので あって、 筆者 バウ 口の 鮮 かな 手腕 は 驚歎の 外ない ので あ 

る。 「義人 あるな し 一 人 も あるな し」 は 萬 人 有罪の 事 實の總 括 的斷定 である。 そして 次に 萬 人の 罪の 

狀態を 仔細に 描く に當 つて、 第一 に 「悟れる^ なし 神 を 求む る 者な し」 と 云 ひて" 5^ の 根源の 在る 所 を 

摘 示す (悟れる 者と は眞に 聰明なる 者 卽ちぼ 〈に 神 を 知れる 者 を 意味す るい。 次に は 「皆 曲り て 誰も 彼. 

も 邪と なれり、 善 を 行 ふ 者 あるな し 一 人 だに あるな し」 と 人の 全體の 行の 惡し きを 述べ、 それより 更. 

に 細說に 人り て 喉、 舌、 得、 口の 惡し きを 描く。 これ 言語 を 以てする 人の 罪 を 述べた ものである。 そ. 

して 次に は 「其 足 は 血 を 流さん として 疾し」 と 云 ひて 實 行の 上に 現 はる、 罪 を 述べ、 次の 二 句 を 以て. 

其 結果 たるま 態 を 示し、 そして 最後に 全 體を總 括す ると 共に 第一 語の 现由 提示と して r 祌を畏 る&の 

懼れ其 の 前に あるな し」 と 記す。 整然たる 思想の 順序 を逐 うて 此 有力なる 聖句 引用 をな し、 以て er 

己の 所 說を强 めた るパ ゥ 口 の 手腕 を 我等 は 認める。 眞に 有力なる 且 模範的なる 聖句 引用と 云 ふべ $ 

ある。 

右の 中 「其 喉 は 開けし 墓な り」 と ある は. 。ハ レ スチナ 地方の 自然の 岩穴 を 以て 墓と せし 物 は、 それ を蔽ふ 所の 

ふに 

石の 签が 除かれて 中の 醜 さ を 露 はす 事，：： あるに 譬 へたので ある。 

鼓に 當然： の 疑問が 起る。 人類 は斯 くも 腐敗せ る 者で あるか、 義 しき 人 は 一人 だ にないの であるか、 


これ 或は。 ハ ,v  n の 過. 言で は あるまい かと。 しかし これ は 議論の 問題に あらす して 第實 如何の 問題で あ 

る。 比較的の 善人 は 比較的の 悪人と 等しく 人間 *1 界に 多い。 し絕對 的に 善なる 者義 なる 人が 一 人で. 

も 有る であらう か。 よし 極めて 稀に 此 種の 人が あると する も それ は 除外例であって、 謂 ゆる 除外例 は 

總 則を證 明す る ものである。 如何なる 人に も 不善 不義の 分子が 混入して -ゐ る。 外に 之が 現 はれな くと 

も、 心に は必す 之が 潜んで ゐる。 人生 を 長く 經驗 せる 老年 者 は その 經驗の 上に 立脚して、 一様に バウ 

口 の 斷定を 是認す るで あらう。 

義人 或は 少し は此 世に あるか も 知れぬ。 併し それ は 人より 見ての 義人で ある。 神より 見ての 義人と 

は 云 ひ 得ない。 「エホバ 天より 人の子 を み 見て、 悟る 者、 神 を 探ぬ る 者 あり やと 見 給 ひしに、 皆 逆 

き 出で て 悉く 腐れたり、 善 を 爲す者 一人 だに なし」 と 詩篇 十四 篇に 在る。 然り、 エホバ 天より 人の子 

を 望み 見る 時に 爭で 一人と して 義人が あらう や。 人の 心 腸 を 探る 彼に 於て、 頭髮の 一 つ/ \ を 數へ給 

ふ 彼に 於て、 我等の 凡てが 裸に て 其 前に 現 はる. - 彼に 於て 爭で 一 人たり とも 義人が あらう か。 ク w ム 

ゥ ヱ ルの 如き 偉大 者 も 己の 罪 を 充分に 認めて 居た。 他 は 推して 知るべし。 あ、 凡ての 人 は 罪人で ある。 

義人 は 一 人 もない。 曾て 一 人 もなかった。 t 1 人 もない- —至聖 なりし 彼れ ナザ レ の 人 を 除いて は。 
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第一 一； 章  一— 二十 節の 研究 

三^ 九 節 —一 一十 節 は 全人 類 を s§ 人と えめし 筒處 である こと 前述せ し： 迎り である" そして 全人 類と 云 

へば、 勿論 其 中に 自己の 含まれ る こと を 認めざる を 得ない。 然 らば OI 己が 罪人と 定まりし は 厭 ふべ 

き 事で あるか。 否 これ 却て 祝すべき 事で ある。 雜の なき 所に 救 はない。 そして 罪の 感覺 の淺ぃ 所に は 

救の 喜び も 浅く、 抓の 感覺の 深き 所に は 救の 喜び も 深い。 深く 恩 惠の資 泉に 汲まん と 志す 者 は、 先づ 

鋭利なる 解剖 刀 を 以て 自己の 心 を 切り さかねば ならぬ。 されば II の 認知 は 信仰の 礎石と して 極めて 重 

要なる ものである。 我等 は. 称び 十 節 I 卜 八 節 (卽ち 花 S 約 i\ ま 2 よりの 引用句 を 直ね し 茵處) に 注意す る 

所 あらねば ならぬ (前 0 參 照 ：}o 

「義人 あるな し： 人 も あるな し」 と、 第一 語 は 先 づカ强 く 我等の 胸に 迫り 來る。 これ して 人類の 

赏狀 であらう か。 我等 は然 りとの 斷ぉ を敢て 下す ものである。 之 を 現代に 於て 見れば 米 國の前 大統领 

ウィルソンの 如き は、 人，' の 世に 珍ら しき 理想家と して 比較的 正しき 人に は 相違ない が、 講 和 會議に 於 

て- u 己の 提案た る 國 際聯 案の 通過 を 計らん 爲に 他國の 不義に 赞 せし 如き、 到底 義人と 稱し ぬ明證 

である。 かの ク 。ムゥ H ル ならば、 如何に 善き 交換 條件を 以てする も 到底 斯る 不義に 同意し なかった 


であらう。 併し 此 偉大に して 義烈な りし ク ri ム ゥヱル さへ、 自已の 罪 を認 むる こと 頗る 痛切に して、 

臨終に 際して は 其 一 生を囘 顧して 一 時 は 失望に 陷 つた 程で ある。 ぁ& 凡ての 人 は IS 人で ある。 義人 は 

一 人 もない ので ある。 

此大斷 定を敢 てな せし パゥロ の 大膽と 深刻 は 云 ふ を 待たない。 さはれ 彼の 論議 は 凡て 殺す ためなら 

で 生かす ためで ある。 否、 人を救はんためには先づ其人に！^^；；人たるを自覺せしめねばならぬ故、 當然 

の 順序と して 此萬人 有罪の 大斷定 を 敢て爲 したので ある。 そして 然る 後 救 ひの 道 を 開示 せんとす るの 

である。 聽 者の 罪 を 責めす して 只管 其 歡心を 買 ふの 言說に 終始す る は、 救 ひの 道 を 知らざる 淺 き敎師 

の 事で ある。 救 はんとす る 者 は、 そして 救の 道 を 知れる もの は 先づ萬 人の 有罪 を 高く 叫ぶ ので ある。 

次に は 「悟れる 者な し 神 を 求む る 者な し」 の 語が ある。 「悟れる 者」 は 原語 ll?slmie>u  (ホ ス 二 

ォ ー ン) であって、 此 場合 單に 悟れる 者の 意で はなく 祌を 知れる 者と いふ 意で ある。 次の 「神 を 求む 

る 者」 と 相對— て 前者 は 悟性に 於て 祌を 知る 者 を 意味し、 後者 は 意志に 於て 神 を 慕 ひ 求む る 者 を 意味 

する ので ある。 

右はゴ I デ ー の 解釋を 採った ものであるが * 他の asf 者の 見方 も ぼ同樣 である。 例へば マイ ャ I は 「悟れる 者」 

を 敬 虎なる 者. 「神 を 求む る 者」 を 思想 や、 努力が 祌の 方に 向へ る 者と 解して ゐる 3 又 或る 辭典に は rlw れる 

者， 一 を宗敎 的に 明 IP なる 者と 解して ゐる。 孰れ も 大同小異と 云 ふべき である。 

悟れる 者な く 神 を 求む る 者な しとの。 ハウ n の 此斷定 は、 架して 事實に 適った もので あらう か。 古今 束 

两 を尋 ぬるに 少数な りと も 聖者 賢 折 ！： なる 者が 在る。 支那に も 印度に もあった" 彼等は^！に明達の士で 

あり、 叉 神 を 求む る 者であった。 道と 義 とに 對 しての 彼等の 熟 愛 は 其 一生 を 通じて 鮮やかであった。 
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そして 其 奉す る 所の 者に 對 しての 獻 身と 犠牲と は嚴 かにして 強く あった。 ファラ ー の 名著た る 『神 を- 

求めし 人々』 (seekers  after  God) は H ピクテ トス、 セネ 力、 マルクス. ァ ウレ リウスの 評傳で あ 

るが、 孰れ も 貴き 境地 を路 める SSi 者で ある 屮 にも、 H ピクテ トスの 如き は 眞に至 聖と云 ふべき 値 あり. 

と 思 はる、 程で ある。 かく 考へ來 る も 我等 は^。 ハウ n に 同意して 「悟れる 者な し祌を 求む る 者な し」 

と 云 はねば ならぬ ので あらう か— 世に 數 多から ぬ 聖人 賢者に 對 する 我等の 尊敬 を 傷け てまで も。 

併し乍ら 問題 は 彼等が 眞に 悟れる 者なる か、 露に 神 を 求めし 人なる か 如何に： する。 熱誠の 熾烈な 

りしと 獻 身の 强 固な りしと は 我等 储 かに 之 を 一？ I める。 さはれ 彼等の 「悟り」 は 果して 全くあった であ 

らう か。 卽ち 彼等 は 文字通り 悟れる お— 眞に神 を 知れる 者— であった であらう か。 我等 は 彼等に 何 か 

しら 或る ものの 缺 けたる を 感ぜざる を 得ない。 n には赏 ひ 表 はし 得ぬ 或る 「物 足らな さ」 を 感ぜざる 

を 得ない。 彼等 は 神 を 知らぬ ではない が 其 知り 方 は 充分で はない。 彼等 は 廣 の祌を 知った 人で はな か 

つた。 卽ち神 を眞に 知った 人ではなかった。 これ 彼等 を して 云 ふので はない、 彼等の 眞相を 語らん 

とする ので ある。 勿論 彼等が 貴き 人であった こと は 云 ふ 迄 もない。 叉 彼等に 對 して 我等が 敬意 を 表す 

る こと も事實 である。 价し^^ー書的意味に於ては彼等も亦雕人でぁったこと、 そして 此 一 點に 於て は 彼 

等 は 其 同族た る 他の 人 問 と 全く 同一 であつ た^を 我等 は 認める。 そして 注意すべき は 彼等が 人類 中の 

極 少数者であった 一事で ある。 而 して パゥ 口 が 聖書の 首 を 借りて 此斷定 を敢て 下した る 時に 於て、 彼 

は 勿論 この 極 少数者 を 眼の 前に 置いた のではなくて、 人類 全體を 眼の 前に 置いた ので ある。 それだけ 

バウ n の此斷 {ii- の 力と 合 適と を 我等 は 認めざる を 得ない ので ある。 

次 は 第 十一 一節で ある。 「^曲り て 誰も 彼 も 邪と なれり。 善 を 行 ふ 者 あるな し 一 人 だに あるな し」 と 


云 ふ。 「曲り て」 は脫 線しての 意、 「邪と なれり」 は 5 化， なき 者と なれり の 意で ある。 人 は 皆 誰も 彼 も 

正しき 道より 脫 線して 益な き 者と なって 居る と 云 ふので ある。 これ 菜して 事實 であらう か。 其 次の 

「善 を 行 ふ 者 あるな し 一人 だに あるな し」 と共に 承認し 難き 斷定 であると 見られ 易い ので ある。 之に 

對 して は 前節の 疑義に 對 すると 同様の 答 辯 を 我等 は與へ 度い ので ある。 卽ち眞 に 善 を 求む る 者 にあ 

るか、 叉 眞の善 を 求む る もの 世に あるかとの 問 を發し 度い ので ある。 その 動機の 中に 一毫の 私心 を も 

混へ すして、 眞に— 完全なる 純潔 を 以て— 柯 等の 計 策な くして、 心より 自然に 而 して 至純に 善 を 求め 

る 者が 世に ^する か。 又眞の 善、 唯 ー眞 正の 善 (tls  gcsl) を 求める 者が あるか、 神が人に求むる^=r 

祌の獨 子 キリストに 現 はれた るが 如き 善、 か k る 最上 善 を 求む る 者が 世に あるか。 かく 問 はる、 時 は、 

00O0O0OOO0OC00OOO0OOOOO0OO 

ナザレの ィ H スを 除い て は 古 も 今 も 善 を 行 ふ 人 一 人 もな しとの 斷案を 下す の已 むな きに 至る ので ある。 

大哲 カント は 云うた 「最も 善き もの は 善き 意志で ある、 故に 此 善き 意志より 出で しもの が眞の 善で 

ある」 と。 此 意味に 於け る 善卽ち 眞 なる 善 を 行 ふ 人が *1 に 3^ して 在る であらう か。 其 動機に 一 Iffi た 

りと も 不純 を 混へ ない 所の I 純粹に 善き 意志の みより 發 する 所の 善 を 行 ふ 人が 菜して 世に 在る であら 

うか。 他人から 見れば 善人と 見 ゆる 者 も、 其 人の 心の 巾に 分け入て 見る 時 は、 其 處に善 以外の ものが 

潜む に 相違ない。 故に 善人 を 以て 我 も 人も容 せし 如き 人に して、 後ち キリストの 救に 入りて 鋭利なる 

解剖 を 自己の 上に 加 ふるに 至る や、 自己の 罪と 不善との 姿が ttl かに 自己の 心に 感得 せらる、 に 至る の 

である。 

-r-t れなが ら  5t ゆつ， }x-。 

然り性 来の 人に は{是 に 善 は 行へ ない。 性來の 人の 巾に 善人 はない。 人 は性來 にして 怒の.^、 肉の 慾 

に循 ひて 日 を 達る 者、 愆と罪 を 行 ひて 日 を 送る 者で ある (エベ ソ書ニ 章 )o 比较 的の 惡 人と 相對 して 比較 
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的の 善人 は ある。 比較的の 惡に對 して 比較的の 善 は ある。 勿論 後者 は 前^より 貴い、 併し 性來の 人に 

^眞の 善の 行へ ぬ 事に は變り はない。 さりながら或時人は^^眞の^^！を行ふことがぁる。 それ は キリス 

ト の靈來 つて 其 人 を 充分に 占領した 時で ある。 その 時 は 人 は 我に も あらで 露の 善 を 行 ひ 得る ので ある。 

巾 世紀に 於け る獨 逸の 名高き 說敎^ タウ レル は、 有力なる 俾道 者と して 幾年 かを經 過せ し 後 も、 尙ほ 

眞の善 を 行 ひ 得ぬ を 感じて 悶々 の 情に 堪 へす、 或時ス トラ ス ブル グ 市の 郊外 を ライン 河に 沿うて 漫歩 

しつ & あった。 時に ； 人の 老人の 歩み 來 るに 會し、 

私に 取って は 凡ての 日が 善き 口で ある。 

惡 しき 日 は 一 日 とてもない。 

との 老翁の 歡 喜の 語 を 聞きて 不思議に 思 ひ 「若し 神汝を 地^に 落し 人れ なば 如何」 との 問を發 した。 

老翁 は 其 時 快活に 答へ た。 

地獄と は 何で あるか 私 は 知らない。 

併し 私 は 主が 私 を 離れ 給 はぬ 事 を 知って ゐる。 

一 の 腕なる 嫌遞は 彼の 人間性 を 抱き 

他の 腕なる 愛が 彼の 神性 を搁 む。 

それ 故 私の 注く 所 は何處 へ でも 彼が 往く。 

O0O00OOOO0  0OOOOO 

彼な くして 黄金の 天國 にある よりも 

000000000000000000 

彼と 共に 火の 地獄に 居る 方が 後って ゐる。 

老翁の 此語を 聞いて タウ レルの 眼より 淚は进 つた。 彼 は此？ 純なる： 一:? 賴に 住む 老翁より 「烦琪 な祌學 


者た ちの 決して 知らざる 智慧」 を敎 へられた ので ある (詩人 ホイ ツチ ャ作 「タウ レル」 より )o 地 猿に 落つ 

る も キリス トを 離れ じとの 信賴は 至純なる 信賴 である。 -大圃 に 人る ために キリスト を 信じ 善を爲 すと 

云 ふ 心に は 兎角 不純が 混り 易い。 結 架の 善き にも 惡き にも 係らす して 神 を 信じ 善 を 選ぶ と 云 ふ は、 0 

乎と して 酷なる 魂の？ 货 である。 混り なき 寶 玉の 如き 美し さが 其^に 在る。 此 老翁の 如き は此 域に 達し 

て 居た ので ある。 キリストの 靈 我等 を 潔む る 時、 われら も亦此 被の 善に 到達し 得る ので ある。 併し 乍 

ら 勿論 これ は 人類 中の 或 特別の 變化を 受けた 人の みに 係 はる。 性來 のん に は 到底 眞の 意味の 著 は 行 は 

れ ない。 「善 を 行 ふ 者 あるな し、 一人 だに あるな し」 である。 

次に バウ 0 は 尙ほ聖 句 を 引用して 云うた 「其 喉 は 開けし 慕な り、 其 舌 は 詭詐を 語り、 其 薺の 下に は 

嫂の 毒 あり、 其 口 は詛と 苦と にて 滿っ」 と。 是れ n 舌 を 以てする 罪惡 である。 卽ち言 語 を 以て 人 を 欺 

き、 苦め、 罵り、 幾る 所の 罪で ある。 その Sii: が 如何に 人 §1 に 普通なる か、 如何に 地上の あらゆる 人種 

に 行き わたれる か は 人の 皆 知る 所で ある。 極めて 普通なる、 そして 小なる が 如く 見えて 實は大 なる 罪 

である。 

次に は 「其 足 は 血 を 流さん として 疾し、 殘 害と 災難と は 其 道に 遣れり、 彼等 は 平和の 道 を 知らざる 

なり」 と ある。 これ は 行 爲に現 はる、 罪— 生活の 狀 態としての 罪— を 述べた 語で ある。 「其 足 は 血 を 

流さん として 疾し」 と は 其 生活が 他 を 苦め て 己 を 益 せんた めに 營 まれつ、 ある を 示す。 「殘 害と 1-^ 難 

は 其 道に 遣れり」 は 人を殘 害しつ k 歩みし 跡に 慘愴 たる 状の 遺れ る を 意味す る。 「彼等 は 平和の 道 を 

知らざる なり」 と は、 平和が 彼等の 本性に 非す 叉 彼等 は 平和の W たる 乎 を 知らざる 事 を 云 ふので ある。 

以上 口舌と 行爲 との ej- 及び 其 狀態は 世に 常なる 事で ある。 M 時の 代に も M の國 にも 之 は 常に ある 事 
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である。 實 にこれ 人類の の 姿 その ま k の描寫 である。 ^に 其 激しき は 戰爭の 前 及び 戰爭の 最中で あ 

t^。 戰將 さに 問 かれんと して 其の 風聲 全地に 鳴り ひ J- く 時、 及び 戰 いよく 開かれて 慘 たる 流血が 全 

土に 漲る 時、 その 時 こそ 實に 此處 にある 文字通りが 事實 である 時で ある。 如何に 民と 民と が 毒舌 を以 

て 相 する ことよ。 如何に 惡 魔の そ、 のかす 詛の 叫が 世に 充 つる ことよ。 如何に 憎惡 そのものの 如き 

言 薬が 瀧の 如く 流る、 ことよ。 極度の 詛 ひと 憎しみが 富 葉と なりて 外に 表 はる、 有樣 は、 實に 人が 化 

して 惡魔 となった ので はない かと E 心 はる、 程で ある。 而 かも 戰ハザ 終結す る や、 此の詛と苦とにて其^: 

を充 たせし 熱狂者 等 は 忽ち 化して 平和の 使徒と なり、 W て 人類 平和 促進の 運動に たづ さはる 如き は 却 

て 其 罪惡と 昏迷の 深き を 思 はしむ る 事で ある。 先般の 歐洲 戰亂に 於て 聯合 國が 敵國を 呼 ぶに 惡魔 を以 

てし、 一人な りと も 多く 敵 を 殺す を 以て 正義 人道に 奉仕す る 所以な りと し、 其 宗敎家 等が 神と キリス 

トの名 を 以て 此事を 高調し 宣傳 せし 有樣を 思へ。 如何に パゥ& の 語 その ま、 なる よ。 そして 獨 澳と雖 

も 此點に 於て 勿論 その 敵國に 劣らなかった ので ある。 殊に 獨 逸に 於て は カイ ザルに - ふる を 以て 神に 

事 ふると 同一な りと 見、 自國の 戰爭を 以て キリストの ためにす る祌聖 戰爭と 見做し、 從 つて 敵 W を以 

て 神の 聖業 を妨 ぐる 惡 魔と 做す 如き 思想の 根深 かりし を 思へ。 あ.^ 共に 正義 人道の 名に 據り、 共に 神 

と キリストと のために 謂 ゆる 惡 魔に 對 して 戰 をな したので ある！ 「其 舌 は 詭辯 を 語り、 其 得の 下に は 

腹の 毒 あり …… 其 足 は 血 を 流さん として 疾し、 殘 害と 災難と は 其 道に 遺れ り」 とは直 に 彼等に 於て 文 

字 通り 眞 であった ので ある。 

然 らば 人類 は戰に 際しての み斯く 毒舌と 惡 行に 充 つるか。 否 然らす 平時に 於ても 亦然 り。 たぐ 戰に 

際して は 一 人 著しく 現 はる、 のみで ある。 今日 北米 合 衆國其 他が 日本 民族に 對 して 極度の 惡ロを 弄し 


-jg 云 ふ 所 多く は 虚構の 誣言なる 如き は 其 一 例で ある。 其 他 民と 民の 問に、 人と 人の 間に 常に 恐るべき 

悪 一一 一一 n 非行の 交換され つ k ある は 人智 自ら 能く 知る 所で ある。 あ-.。 ハウ 口 の 言 をして 偽りなら しめよ。 

.然 らば 人類と 其 社 會とは 如何に 幸福なる ことよ。 され ども バウ p の 言が 事實其 儘の 記述なる を 如何。 

ぁ 、 人類 の si^: と迷 は實に 深き か な|古 に 於 て 又 今 に 於 て 、 然り古 に 於 て 叉 今 に 於 て 。 

1. 八 節 は 「其の 目の前に 神 を 長る & の懼れ ある ことなし」 と 云 ふ。 これ 前！^ に 述べし 如く 全 體を總 

括す る 語で ある。 「神 を 畏る& の 懼れ」 と は 祌に對 する 敬虔 を 桁す。 祌 と其聖 33、 その 一き 判 を 心に 感 

する こと を 意味す るので ある。 「其 目の前に ある ことなし」 と は 勿論 心の 狀態を 形に 託して 述べた； 跆 

であって、 心に 留めす と 云 ふ 程の 意で ある。 或は 神の 前にな しとの 意であって、 彼の や 前に 出る も懼 

る、 ことなし とも 解す る ことが 出來 る。 これ 彼等の 深 „4 の總 括で あり、 又 原 因 である。 

以上 パゥ ：！ は舊約 聖書の 一語 句 を 巧みに 排列して、 「人類 悉く 罪 あり」 との 自己の. Hi 張の 裏書と なし 

た。 彼 は先づ 異邦人の 悉く 罪 ある こと を 述べ、 次に ユダヤ人 も 亦 悉く 罪 ある 亊を 述べ、 然る 後 三 章 九 

節に 於て 「然 らば 如何に ぞ耶、 我等 勝れる か、 決めて なし、 蓋 われら 旣に ユダヤ人 も ギリシャ 人 も 皆 

罪の 下に 在る こと を證 せり」 と斷定 して、 「人 皆す でに 罪 を 犯した」 る こと を 明 {n に 主張した る 後、 

0000000000000000000000000000000 

此聖句 引用と なった ので ある。 故に 兹に 我等 は當然 自己 一 人に ついて 考 へざる を 得ざる に 至った ので 

ある。 何と なれば 人類 全體と 云へば、 其 中には 云 ふまで もな く 自己 も 含まれて 居る からで ある。 その 

時 我等 は 羅馬書 一、 二、 三 章に 於て 描かれし 如き 罪 を 犯さす と 辯す る も 何等の 辯 解と ならぬ ので ある。 

OOOOO0OO  OOOOOOOOOCOOOOOO  -フち OOO0C00O00OO 

3： となれ は 聖書に 謂 ゆる 罪 は、 人の 外に 表 はれし 行爲 よりも 寧ろ 其衷に 潜む 心の 姿に 係 はる もので あ 

. るからで ある。 心に 於て 不義 を 行 ひ し 者 は 不義 者で ある。 心に 於て 不善 を 行 ひし 者 は 不善 者 である。 
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心に 於て 凶 殺 をな せし 者 は 凶 殺^で ある。 心に 於て 姦娃を 犯せし 者 は姦娃 者で ある。 其 他パゥ の 列 

舉 ij し 凡ての 雜は 我等が よし 行に 表 はさす とも、 心に 於て 行 ひ 叉 は 行 はんとす る 所の 罪で ある。 然り 

我 は 明に 罪人で ある。 神 は 明に 此事を 示した。 聖書 は 明に 此事 を敎 へた。 神 を 知らす ば宜 かりし もの 

を！ 聖書 を舉 ばす ば宜 かりし もの を！ 併し 今や 旣に 如何と も爲す こと は 出来ない。 我 罪の 醜き 姿 

は 我 眼の 前に 今 は些の 曇りな く 明かで ある。 われ 願 ふ 所の 善 は 之 を 行 はす 却て 願 はざる 所の 惡は之 を 

行 ふ。 善なる もの は 我に 卽ち我 肉に 居らざる を 知る。 我を擄 とする の 法は储 かに 我に 在る。 そして 

我が 心の 法 を 抑へ てゐ る。 「あ k 我れ 惱 める 人なる かな」。 然りぁ k 我れ 惱 める 人なる かな。 

併し乍ら 「此の 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 との 叫び 一度 起る 時 は、 卽ち 自ら 己 を 救 はんと 

せす して 他の 我 を 救 ふ 者 を 見出さん とする に 至る 時 は、 晚 かれ 早 かれ 「これ 我等の 中： ィ H ス キリスト 

なる が 故に 祌に 感謝す」 との 歡聲 を擧 ぐるに 至る ので ある。 そして 自己の 雜惡深 重なるす ら尙ほ 5!^ を 

赦 されて 救に 浴す る を 知りて、 感謝の 無限なる と共に、 亦 誰 人 も 救に 入り 得る ものなる 事 を 悟りて 强 

おの ジ  O000O0O0OOO0OOO0OOOO0 

き傳 道心 は自 からにし て 生起す る ので ある。 然 らば 凡ての 良き 事の 根抵に 自己の TOi- の 認識 が^す る。 

之な くして は 一 も 良き 事 は 生れない。 歡 びの 花 は Ml き 土より 生ひ屮 r つる 外 はない。 人類 凡ての 人な 

る こと、 そして 自己の 罪人なる こと、 此事 は先づ 明かに 認められ ねばならぬ I 巳の 爲 にも 又 人の 爲に 

も。 故に バウ tl は 救の 奥義 を說 示せん として、 先づ此 事に 其 鋭利なる ぺ ンを 揮った ので ある。 


第 十六 講 律法の 能力 

第三 章 十九、 二十 節の 硏究 

前講に 於て 說 きし 如く、 バウ は舊約 書の 引用 を 以て 萬 人有雜 のキ： 張を裹 書せ しめし 後、 左の 如き 

强き語 を 以て 此茵處 を 結んだ。 

S それ 律法の 言 ふところ は 其 下に ある 者に 示す と 我等 は 知る。 こ は 各人の 口 塞がり 叉 世の 人 こぞ 

り て 神 の 前に 3^!:ぁ る 者と 定まらん 爲 なり。 ^ 是故 に 律法の 行に 由り て 神の 前に 義と 爲ら る、 もの 

一 人 だに 有る ことなし。 蓋 律法に 由り て 罪 は 知らる k 也。 

是れ羅 馬 書に ある 重大なる 語の 一 にして、 眞に 革命的なる 思想の 發 表と 云 ふべき である。 そして 之 は 

一 章 卜 八 節より 始まった 人類 皆 罪の 說 論の 總括叉 は 結論と 云 ふべき ものである。 實に。 ハウ C は 此の 二 

節 を 言 ひ 得ん がた めに 今まで 筆 を 進め 來 つたので ある。 彼れ いかで 故な くして 異邦 及び 自國の 《^ の^ 

き 姿 を 描き出さ うや。 彼は此 重要なる 結論に 導き 至らん ために、 かの 醜き 姿 を敢て その 畫 布の 上に の 

ぼせ たので ある。 今 これ を 左の 如く 改譯 したい。 

それ 律法の 言 ふ 所 は 律法の 下に ある 者に 語る と 我等 は 知る。 是 凡ての 人の n 塞がりて 全世界の 

神の 前に 罪に 定められん 爲 なり。 ^何故と なれば 律法の 行爲 によりて は 肉の 人 は - 人 だに 神の 前 
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に義 とせられ ざれば なり。 そ は 律法に. m りて の 認識 あれば 也。 

「義人 一 人 もな し 云々」 と は 十八 節までの パゥ C1 の. 張であった。 しかし 十 節 I 十八 節の 引用句 は 多 

く 異邦人に 關 せる ものである。 然る 時 は、 ユダヤ人 は 之 等の 聖句 によりて 罪 を 定めら る、 理由な しと 

の 反 鼓が 起る かも 知れぬ。 その 反 に對 する 答 を 兼ねて、 今までの 所說に 結論 を與 へた ものが 卽ち此 

十九、 一 一十 節で ある。 

1 九 節の 「律法」 は 何 を 指す かにつ いて 三つの 說が ある。 第一 は廣く 道德律 (イスラエル 以外 を も 

含めて) を 指す と 見、 第二 はモ ー セ律义 は それ を 含める 『モ ー セの 五書』 を 指す と 見、 第三 は 舊約聖 

書 を 指す と 見る ので ある。 此の 場合 は 前後の 關係 上、 第三 說を 採る より 外に 道がない と 思 ふ。 そ は 前 

の 十 節— 十八 節の 引用が 詩篇、 以賽 IS: 書、 箴言 等から 爲 された ものであるから である。 (尤も 此節を 

前の 引用に 直接の 關係 なしと 見る 時は此 「律法」 はモ ー セ律 又は 『モ ー セの 五書』 を 指す とも 見得る 

ので ある)。 「律法」 が舊約 聖書 全體を 指す ことの ある 例と して 擧 ぐべき は、 哥林多 前書 十 §: 章 二十 一 

飾で ある。 其處に 「律法に 錄 して」 と 以賽亞 書より 引用して ある。 又 約 翰 傳十章 三十 四 節で ある。 其 

處に 詩篇より 一句 を 引きて 「汝 等の 律法に …… と錄 されし にあら す や」 と ある。 (その他 約翰傳 十二 

章 三十 四 節、 同 十五 章 二十 五節 等 も 好き 例で ある)。 

故に 个 十九 節の 前半 を 「それ 聖書 (奮 約) の 言 ふ 所 は 聖書の 下に ある 者に 語る と 我等 は 知る」 と 書 

き 直す と 意味 は 明瞭と なる ので ある。 パゥ C の 引用句が 多く 異邦人 攻擊 なる を 機と して 「故に 我等 ュ 

.ダ ャ 人 は 罪 人な らす」 と の 言 遁 れの 起らん こと を氣づ かひて 彼 は  一一 一一 u ふので ある。 聚 書に 記さる \ 凡て 

の 言 句 は、 卽ち 聖書の 下に ある 者— 卽ち ユダヤ人— に對 して 語られし ものである。 よし 其 外形 は 異邦 S 


人を贵 めし 如き Ifis にても、 同時に ユダヤ人 にも 反省 を 促さん ために 記されし ものである。 卽ち ユダヤ 

人が 異邦人と 共に 戒められ たので ある。 律法の 下に ある 民と 彼等 は 常に 誇稱 して ゐる。 然 らば 其 律法 

の 云 ふ 所に 伏すべき ではない か。 其處に 罪が 責められて ある 以上、 よし それが 異邦人の 節 を 責めた の. 

であっても、 彼等 も 亦 深く 之に 鑑み 之 を 自己に 引き 當 つべき ではない かと。 これ 十九 節 前 中の 意味で. 

あろと 思 ふ。 マイヤ ー は 頗る 簡潔に 此 意味 を 言 ひ 表 はして 云うた 「律法の 範圍內 に 生 を 保てる 者 は 律 

法が 何と 云 ふと も— もとは それが ユダヤ人に 對 して 云 はれた もので も 異邦人に 對 して 云 はれた もの で- 

も— 自己に 對 して 言 はれた ものと 見做すべき である」  と。 是れ 確かに パ ゥ 口 の 眞意を 穿ちし 語で ある- 

と  田 じふ。 

之 を 今日の 事 を 以て 例示しょう。 新約聖書に は 人の 罪が 責めて ある。 信者の 或 者 は、 それ は 不信者 

の！^ど責めしものでぁるとして安んじて居るかも知れぬ。 そして 自己 を 以て 聖き 者と なして 誇って 居 

るか も 知れぬ。 其 時 或 人 ありて 彼に 吿 ぐるに、 聖書 は 聖書の 下に ある 者卽ち 信者の ために 記された も 

ので ある 故、 よし 不信者の 罪が 責められし 所 を も 信者 は 自己に 當て はめて 反省せ ねばなら ぬと 語った 

とせば、 これ 正に パゥ 0 の此 態度に 酷似せ る ものと なる ので ある。 

卜 九 節 後半 は 云 ふ 「これ 凡ての 人の 口 塞がりて 全^界の 神の 前に 罪に 定められん 爲 なり」 と。 自已 

の 無 を 主張す る 凡ての 口 塞がりて、 何等 杭 辯の 餘地 なきに 至れば、 全世界 は 神の 前に 罪人と 定まる. 

ので ある。 先づ 異邦人の 口 塞がり、 次に 言 遛れに 巧みなる ユダヤ人の 口 も 塞がりて、 全世界が— 卽ち 

異邦人 も ユダヤ人 も 誰も 彼 も —神の 前に 罪人と 定まる こと、 是れ卽 ち 奮 約 律法の 目的で ある。 故に 舊 

約せ， 書 は 異邦人の 罪 を 責めつ、 同時に イスラ H ルの罪 を 責める。 「こ は の 人 こぞり て 神の 前に 罪 あ 
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る^とお まらん 爲」 である。 旣に m  (邦人の 罪 は 明で ある。 されば ユダヤ人 さへ M じく  人なる ことが 

解れば 全人 類が 罪人と おつたわけ である。 然るに 舊約 ^^蒈 は其ド にある ュ ダャ 人に 示す もので あれば、 

： ' .  ：  . -  ,  ooooooooooooooo〇ocoooo「、 

欠 ^り 彼等 の 卵 を 示した ものである。 されば 鼓に 書の 光に 照らさる k 時 凡ての 歡の人 は 罪人と 定ま 

るので ある。 —これ バウ B の 論法で ある。 彼 もし 今日に 生れし ならば 先づ聖 害に 照 らして 不信者の gi- 

を 責め、 次に 書 は其ド にある 信者の 爲に 書かれし 書なる 现由を 以て 同様に 信^の 罪 を 定め、 そして 

入に 人類が— 15 者 不信者と もに— 神 の 前 に li- 人な る こ と を斷定 す るで あ らう。 

「神の 前に」 である、 「人の 前に」 ではない。 人の 前に は 如何 やうに 兑 えても パ ゥ 口 の 問題と する 所ではな い 0- 

. ^は 樂 人 も あり » 子 も あり. は聖き 信徒 も あり 偉 火なる 信仰 家 も あるで あらう。 或は 人格の 高贵- 識見の 傑 

奥 等の 姿 も あるで あらう。 併し それ は 孰れ も 「人の 前に」 である。 人の 眼に 映ず る腌 11 のこと である、 「神の 

前に」 ではない。 卯ち 地の  一^より 同じ 地上に 翻く 諸 象を觅 たのであって- 天より 地 を 俯瞰した ので はない。 

しかし 「H ホバ： 人より 人の子 を 望み C^J る 時 は 人 は^ 罪人な ので ある。 「神の 前に は」 伏の 人 こぞり て 罪人な 

ので ある a 

一 一. T 節 は 十九 節の 理由 提示で ある。 「3: 故と なれば 法の 行爲 によりて は 肉の 人 は 一 人 だに 神の 前 

に義 とせられ ざれば なり」 と 其 前 华は言 ふ。 法の 行爲」 とはモ ー セ 律の 命す る 所の 行爲を 意味す 

る。 「八：' イスラ H ルょ 我が 汝 等に 敎 ふる 法度と 法 を！！ きて 之 を 行へ、 然 せば 汝等は 生く る こと を 得」 

(巾 八 の 一〕 と は 一 售約雄 法の 根本的 基調であった。 然し 乍ら 誰 人 か 凡ての 「"法 k と %^」 を 完全に 

-:v り よう。 よし 形に 於て 完く 守り ると も、 心に 於て 完く IV り 得る 人の ある 苦 はない。 そして 心に 

於て 行 ひ 得ぬ もの を 形に 於て 强 ひて 行 ふ は、 決して 純眞 なる 近な $的 行爲 ではない。 神の 光 は 架 照^の 


如く 我心 を 照らす。 我の 義 ならざる は 極て 明かで ある。 律法 的 行爲に 於て 人 は 完き能 はす、 故に 律法 

の行爲 によりて 神の 前に 義 たり 得る 人 は 一 人 だ にないの である。 他に 人の 神に 義と せらる，^ 道 あらば 

-OOOOOCOOOOOOOOOCOOOO0OOOOOOO  000000000 

卽ち 可し、 併し 律法の 行爲 によりて は 一人 も 神の 前に 義 とせられな いので ある。 故に 律法 はむしろ 萬 

人 を 罪人と 定めん ための ものである。 律法 は 人に 行 ふべき 行爲を 示す。 しかし 之 を 行 ふに 要する 力 を 

少しも 與 へない。 人 は 律法 を與 へられて 却て 自己の 罪 を 悟る のみで ある。 そして 是れ實 に 律法の 主 目 

的で ある。 律法 は 罪に 沈める 全世界の 人 を 神の 前に gt 劾す る ものである。 されば パゥ a は 二十 節 前半 

の理. m として 後半に 於て 一一 一一 a ふ 「そは^^法にょりて1^§の認識ぁればなり」 と。 雜 法の 鏡に 照らされて 人 

は自 巳の 罪 を 認識す る。 卽ち槔 法 は 人 をして 罪 を 悟らし むる ものである。 故に 谁 法的 行爲に 由り て祌 

の 前に 義 たらん こと は 望み 得べ くも あらぬ 察で ある。 

以上 は 十九、 二十 節の 大意で ある。 靜 かに 其 含む 思想 を 味 ふ 時、 その 革命的 大 思想なる こと を 誰か 

思 はぬ こと を 得よう。 バウ a は 此語を 以て 其の 萬 人 有 s^s; 說の 結尾 を 飾り、 兹に 本論の 第一 段 を 結びて、 

愈々 次 節より 新 局面 を 打開して 救 扬の福 昔 を 提示 せんとす るので ある。 ^窮 すれば 自ら 通す。 律法 的 

救^の 全然 不可能なる 事が 斯く强 く斷定 せられて、 玆に 新たに 福 昔 的 救^の 新 局面が 展 II し來 らんと 

する ので ある。 此 意味に 於て 此兩 節の 羅馬 書に 於て おむ る 位置の 甚だ 重要なる こと を 我等 は 忘れて は 

ならない。 

「律法」 と は 如何。 十九 節に 於け る 如く 舊約 聖書 を 指す 場合 も あるが、 多く はモ ー セ律 (叉 はモ— 

セ^^を其主要なる內容とせるモーセの五書) を 意味す るので ある。 「律法と は 能 ある 權 威に 依って 命 

ぜられ 且必耍 の 場合に は 罰 を 以て 强 ひらる、 所の 行 爲の规 則で ある。 これ 架， 書に 於け る 所の 此語 の ま 
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なる 意味で ある」 (デ 1 ビ ス 氏の 聖書 字典より)。 能 ある 權 威と は ィ スラ ェ ルに 於て は 勿論 ェ ホバ 神 を 指す。 - 

雜法 は. S 來彼 の 命令に 出づる もの である。 こ れ雜法 の く 正 しく 且 善なる 所以 である ( 。 マ 書 七の 十二)？ 

そして 罰 を 伴 ふが 律法の 特色で ある。 卽ち之 を 守る 者は裕 かなる 祝福に 與 かるに 反して、 之に 背く も 

の は 或 li を 加 へられる (H ホバ彼 自身より、 叉 は 彼より 王の 手を經 て)。 これ ユダヤ 律法の 特色で あ 

つた。 ち 賞罰の 豫示を 以て 命ぜら る V 行 爲の规 則— 換曾 すれば 恐れ と^みと を豫 期せし むる 所の 命- 

ヘリの  一^ I 是れ卽 ち 律法で ある。 

:、t  二 ゝ」、 |>1-:、.. ) -J  9.-^,  9、o,pooooooooooooooooooooooo 

され は 律法 は 卽ち道 Ir.:s である。 故に 此 律法に 關 して バウ n の 玆に云 ふ 所は廣 く道德 律に 關 しても 同.： 

様で ある。 彼はモ ー セ 律に 育てられ たる 人に して、 キリストの 福 昔はモ ー セ 律に 代る ものと して 猶- 

太の  岡より 生れ 屮  I  でた るが 故に、  彼 は ^st" らモ ー セ雜 について のみ 其 論述 を 行る ので あるが、 彼の 此 所- 

說 そのもの は 勿論 原现 として 凡ての 道德 律に 適用 さるべき である。 換言すれば 彼 は兹に モ — セ iff に つ 

いて； おって、 凡ての 道德 律に ついて 語って 居る ので ある。 異邦に も 勿論 道德 律が ある。 或 K 族に 於て ■ 

は それが 一 の 形 ある 條文 又は 敎 となって 居り、 他の 民族に 於て は それが 單に 良心の 木 能 的實感 として 

不文^と なって 居る。 そして 如何なる：^ 族の 一 員 にても、 其 道德を 以て は義 とせられな いので ある。 

T  - ： - ケ、 1- ： ,1、 ゝ ，， 、 、 0、  0  ^.  0„  J-  p」 ， ジ 0、  0  .0.  0  .0: 力、 0  -0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0.  0  0  C  0  0  0  0 

更に ；般 的に 云へ は 人と 云 ふ 者 は, 人と 離 も 道德の 行に 由り て 神の 前に 義 たる こと は 出来な ハ ので 

0  C  0OO0O0O0OOOOOO00OO0OOOOO 

ある- ち眞の 意味に 於て 救に 入る こと は 屮： 來な いので ある。 何と なれば 人 は道德 的に 完全なる こと 

を 得ない からで ある。 道徳に 依て 人の 罪 は 知られる ので ある。 道德は 「世の 人 こぞり て 神の 前に あ 

る X と 定まらん 爲」 に 神より 人類に 與 へられた る ものである。 これ 道徳 を^す るので はない、 却て 其： 

木 性 を 明かに して 其惯 をお むる ので ある。 


我等 日 木 人 は 殊に 道德の 窟內に 育てられし：^ 族で ある。 骨て i 、一り 八， も 然るので ある。 社會に 於て 最- 

も 濃厚な  る は 道德的 の 空氣 である。 (かく 云 ふ は 我：！^ 族が 道 的に 優秀で あると 云 ふ 意味で はない。 

そ は ^も 宗敎 的空氣 の 濃厚なる 歐米各 民 挨が必 しも 宗敎 的に 優秀で ない と 同様で ある)。 從 つて 萬 事. 

萬 物に 對 する 判斷の 尺度 は 主と し て 道德律 である。 忠孝 仁義 は 〈さ 娃敎育 及び 學校敎 育 の 基調で ある。 

これ 道德 が— たと ひ 表面に 於ての みなりと— 我 社 會のは 取 上 者で ある 證據 である。 然るに 玆に 「道德 は 

人の を 示す ものにして 人 を 救 ふ ものに 非す」 との 提言 あらん か、 其 革命的 思想の 提供なる こと は 云 

はすして 明かで ある。 もし 此提言 にして 眞 なりと せんか、 道德 を根抵 とせる 家庭 敎育、 道徳 を 以て 人. 

を 救 はんとしつ、 ある 學校敎 育 及び 社 會敎育 は 空しき 努力の 蓄積と して、 土臺 なき 家屋の 如く 土 崩 冗 

解し 去る ことで あらう。 卽 ちそ は道德 本， 位の 社 會に對 する 靈的 isK 叩の 提唱で ある。 道徳の 救^ 屮： たら 

ぬ を 示して、 之 を 以て 立つ 人と 其 社會を 其根抵 より 改め、 仰の 上に 之 を .冉 建 せんとす るので ある。 

茶して 然 らば バウ 口 の 此首は 道 德 を 基礎と して 立つ 人と 社會 とに 取って は、 輕々 に 看過し 難き 大問 題- 

の  提出で  ある。 

8: し 基督 敎の 主張 は 極めて 明瞭であって、 些の 疑義 を 挿む 餘 地がない。 「基督 敎 のみが 道德に 依て 

人 は 救 はれす と 主張す る敎 である」 と 或 學者は 云うた。 寇に 至言で ある。 基督 敎は 要するに 最高 道德 

の 提供で あると 云うて、 福音の 最大 特徵を 其 優秀なる 道 德觀に 置く は、 これ^の 誤解 を 避けん として 

の 安 協 的 態度で ある。 基督 敎の 優秀なる 道德は 其附隨 物にして 決して ド： 體 でない。 人 は 道德に 依て 救 

はれぬ もの 故に、 人 を 救 ふ 所の 福 昔 は 如何にしても 道德 本- 亿 であり 得ない ので ある。 人 は道德 的に 完 

全なる 能 はす 故に 道德的 行爲に 於て 神の 前に 義 たる 能 はすとの 中： 張 は、 救 を 中心 義 とする 福音の 極力， 
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主張せ ざる を 得ざる 所で ある。 げに バウ 口 は此. f^- 張の ために 幾度 かの 執拗なる 迫害と 耰誣 中傷と に i^. 

した。 彼の 敵 は 彼の 赴く 所に 影の 如く 隨ひ來 つて、 陰に陽に 彼と 彼の 敎說と を 打ち 碎 かんとした。 し 

かし 彼 は 萬 難を排 して 其 中； 張 を 維持し 且 高調した。 暗き は 光に 追 ひ 迫らん とする も 光 は 益々 其 輝を增 

し 進んだ。 彼 は 人 を 救 はんがた めに— 然り人 を 救 はんがた めに こそ- 1 此 心霊の 坦火を 絶えす 焰々 とレ 

て點 じつ 、あつたの である。 

或る 祌學者 は 言 ふ 「パゥ 口 は キリストの 單 純なる 敎を 化して、 複雜 なる 祌學 的敎義 となした ので あ 

る。 彼 もしな かりせば、 基 螯敎は ユダヤの 山地に 舉 がりた る 美 はしき 道德敎 として 遺った ことで あら. 

う」 と。 果して 然ぅ であらう か。 我等 は 今 之に ついて 長き 論議 をす る 時 を 持たない。 た f 人生の 實験 + 

として 見る 時、 パゥ 口の 此 主張の 活ける 事實 その ま、 なる を 認めざる を 得ない ので ある。 道 德は聖 に 

して 正しき ものである。 しかし 之 を 完全に 行 はんとして 我等 は 其 不可能なる を發 見し、 その 標準に 照： 

らして 自己の 義 ならざる を實感 する に 至る ので ある。 「十誡」 の 如き 道德 律と して は實に 完全なる も 

のながら、 人 は 決して 之に 依て 救 はれる に 非す、 却て 之に 藩 かれて 律法 的 行爲に 於て は義 たり 得ぬ 事. 

を らし めら る. 1 ので ある。 此時 我等 を 襲 ふ もの は實に 罪の 悶えで ある。 そ は^も 魂の 奥底より 湧き 

屮 いでし が 如くして、 拂 はんとす る も拂ひ 得ざる 心靈 の. i 'きで ある。 故に 小なる 理窟 を 以て 此實感 を 打 

ち 消す こと は 不可能で ある。 完全に 律法 を 守る 聖淨の 生活 を 送らん との 決心 は 牢乎と して 我に あれ ど、 

问 時に 律法 を 守り 得ざる 我の 道德的 不能の 姿の あさましく 映す る を 如何せん。 決心と 實狀、 理想と 實 

際との 距離 は 天空に きらめく おと；； 化との それの 如く 遠く ある。 故に 道德は 決して 人 を 救 ひの 歡 びに 至 

らしむ る もので はない。 道 德律は 優秀で あれば ある 程、 却て 人 をして 及び難き を 感ぜし むる もので あ 


る。 故に 律法の 行爲に 依て 救 はれざる こと は 人の 實驗上 極めて 明瞭なる 事實 である。 

然 らば 道德の 要は 何で あるか、 曰く それ は 人 をして 罪の 識認を 起さし むる に 在る。 「そ は 律法に よ 

りて 罪の 認識 あれば なり」 と パゥロ は 云うた。 勿論 道德の 目的の 一半と して は、 人と 人との 間の 行爲 

の 標準の 擧示を 見ない わけに は 行かない。 けれども 道德の nl 的と して は e§ の 識認の 生起 を 充分に 認め 

ねばならない。 基督 敎を 知らん として 先づ 「山上の垂訓」 を讀 み、 その美に 打 たれて 之を實 生活に 於 

て實 現せん と 試みて 其 不能なる を見屮 I す や、 基督 敎を 至難の 敎 となして 離れ 去る 人が ある。 これ 某- 督 

敎を單 なる 道 德敎と 思 ひ 過り しためで ある。 「山上の垂訓」 は 天阈の 律法に して 救 はれし 者の 守る ベ 

き 道 を 示す と共に、 又 實に之 を 讀む者 をして 己の 罪 を 認めし めん 事 を 目的と して ゐる。 然り 律法 は 人 

をして 「律法の 行に よりて 神の 前に 義 とせら る k 者 一人 だに 有る ことな」 きを 知らし むる を 目的と す 

る。 卽ち道 德は人 をして 罪 を 悟らし むる に 有力であって、 人 を 救 ふに は 全然 無力で ある。 然り 道徳の 

00000O00000O00O000000  00000000O 

力と 無力と は玆に 明かで ある。 道 德は人 を s§ 人と. おむ るに 於て 極て 有力で ある、 しかし 其 他の 點に於 

て は 全く 無力で ある。 これ バウ 口の 力 を こめて 主張せ し 所、 そして 人の 實驗に 於いて— 眞 面目に 道德 

を 行 はんとせ し 人の 實驗に 於て— 白日の 如く 明かなる 露理 である。 唯 かの 道 德を淺 く 外部 的に 見、 從 

つて 自己 を 其 外面に 於ての み 眺めて 淺く且 輕く道 德.； 1^ を 以て 任ぜる 人々 の 如き は餘 りに 輕佻、 あまり 

に 浮薄、 到底 共に 人生の 根本 問題 を 語り 得ざる 人た ちで ある。 

玆に思 ふべき は 我 日本 國の旣 往數十 年の 敎 W の失肷 である。 八.' や 明治 大正の 忠^ 愛 S を 基調と せる 

道 德的敎 育の 失敗に 歸 せし は、 誰 人も認 むる 所で ある。 ために 敎育は 行き詰りの 狀 態に ありて、 如何 

にかして 新生面 を拓 かんと 苦心し つ、 ある 有樣 である。 げに 現代の 日本人 ほど 至れり 盡 せりと も 云 ふ 
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べき 倫理的 敎育を 1  乂け たもの はない ので ある。 歐 米の 識者 は 明かに 此^ を 認めて 居る。 然るに 其 結 朵、. 

は 如何。 今や 國を 擧げて 腐敗と 不義と 荒濫の 濁水に 溺れん とする が 如き 狀？ 仏の 下に あるで はない か。 

不良， 少年、 不良 靑 年と 相 競 ふが 如き、 不良 壯年、 不良 老年の 跋扈 を 如何。 節義 地 を 拂ひ德 操 跡 を隱す • 

は 現代の 實狀 である。 げに 道德的 破産の 淵に 瀕せる の は 現代の 我社會 である。 

あ、：： だれかの 凡ての 道 德的敎 養の 結 菜なる か。 然 り是れ かの 凡ての 道 德的敎 養の 結 架で ある。 道德： 

は 之 を 行 はしむ る 力 を 本 具して ゐ ない。 故に 道德 だけ の 敎養は 人 をして 惡を 避け しむる 何等の 力と も- 

なら ぬので ある。  道 德は人 をして を識認 せし むる ものである。 故に 道 德的敎 育の 結 3^ は 人 をして 自： 

O0O00OO0OOOO  0OOO0OOO0OOO0OOO0OOOOO 

己の 罪 を 悟らし むる と共に、 又他人の.5^|;をも悟識し得るに至らしむるのでぁる。 自 巳の 群 惡をも 充分- 

に  認 むる  と共に、  他人の 雜惡 に對 して 鋭き 眼 を 向けて 其 指摘に 沒 頭し っ& ある 現代の 狀態は 、まこと- 

に 能く 道 德的敎 養の 性質 及び その 結果 を實證 する ものである。  卽ち道 的 敎養は 人 を 少しも 道德 的に- 

向上せ しむる _a ^はなく して、 唯 自己 及び 他に 對 する 道 德的批 钊 を 鋭敏なら しむる までで ある。 ：， 河に。 ハ 

ゥ 口 の斷 言せ し 通り、 律法に よりて ss- の 認識が 生れる ので ある。 

倫理 道德の 標準に 照す 時 全世界 は 神の 前に S 兆 人と 定まる ので ある。 fff 法的 行爲に 依て は 一 人 だに 義.. 

たりん むぬ ので ある。 然 らば 人 は 全く 玆に 行きつ まった ので あるか。 然り玆 に 人 は道德 的に は 行きつ 

つたので ある。 換言すれば 道 德を以 て 救 はれん とする 人類の 企 畫は鼓 に 行きつ まった ので ある。 ^し 

00O00OOO00OOOO0000O  OOOOOO000O0OO0000O0 

乍ら 人の 行きつ まり は 神の 行きつ まりで はない。 神 は 人 を 救 はんため に 新 局面 を 打開き 給 ふ。 卽ちナ > 

節 以ドに 於て 强調 する 如く 「^法の 外に 神の 人を義 とし 給 ふ 事」 が顯 はれた ので ある。 これ 卽ち 信仰 

の 道で ある。 かくて律法に於て祭へ死せる我等は！！；^仰に於て甦るのでぁる。 律法 的に は義 ならざる 者が 


11^ 仰に よりて 義 とせら る、 ので ある。 玆に救 は 人に 臨み、 歡 喜の 露 は その 靈を潤 ほす ので ある。 

バウ U は 此の 新 原理 を 提唱 せんた めに、 人類 皆 罪の 主張 を 一章 十八 節より 揭げ來 つたので ある。 面 

を 背け 度き 人類の 罪 を わざと 摘出せ しも 實に此 結論に 導かん ためであった。 その 爲に は障礙 となる ベ 

き 途上の 大石 小石 を 撥ねの けつ &、 遂に 三 章 十九 節 二十 節に 至って 一 先づ 第一 段の nM 的 地に 到達した 

ので ある。 そして 凱歌 を 奏する が 如くに 此兩節 を 高らかに 叫んだ ので ある。 何故の 凱歌 ぞ、 霄 ふ 迄 も 

なし、 そ は 福音 的 救^の 山に 導くべき 野の 最終 點に逹 したから である。 


第 十七 講 神の 義 (一) 

第三 章 二十 一節の 硏究 

第三 章 二十 節 は旣說 する 所を總 括して 「是 故に 律法の 行に 由り て 神の 前に 義と 爲らる K もの 一人 だ 

におる ことなし、 蓋 律法に 由り て 罪 は 知らる k 也」 と 云うた。 道德 的に 完全なる 人 は に 一 人 もない。 

人 はル" いづれ も 罪人で ある。 そして 律法 は 道德的 完全 を 交換 條件 として 救 を 約 _ ^する ものである。 故 

に雜 法の 行に 由り て 神の 前に 義 とせら る ；は 一 人 もない ので ある。 實に 律法の 川 は 人 をして 其 1§ を 

悟識 せし むる にある。 されば 雜法は 人の 救^者で はなく して 其彈劾 者で ある。 道義の 法廷に 人 を彈劾 

して、 人 の^人と 定まる を 見て 滿 足す るは雜 法で ある。 
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バウ U は 其靈的 經驗に 於て 或 時 此事を 痛切に 味った に 相 遠ない。 パリ サイ 學徒 としての 彼 は 律法 殿 

守 を 以て 唯一 の 生命と なした。 彼が 後年 自 から 「律法に 在る 所の 義に. m れば坫 なき 者な り」 と， 誇稱し 

たの を 見れば (ピリ ビ書 三の 六)、 彼の， 律法 恪 守が 如何に 嚴肅を 極め たかを 察知し るので j§ る。 しかも 

. 形の 上に 律法の 規定 を 守る に 於て は砧 なかり し 彼 も、 兩 刃の 劍 よりも 利く して 心の 念と 志 意 を s_ ，な. る 

所の 神の 言に 接して は、 律法の 行に よりて 神の 前に 義 たらざる を 知り、 同時に 自己の 罪人た る 事 を 明 

かに 示された るので ある。 そして 彼は此 窮地に 陷 りて 後、 ー轉 して 救の 道 を 示されて 平安に 入った の 

である。 彼 は 自己の 此經 驗を囘 想し つ、 三 章 二十 節の 一一 H を 記して 律法 を 人類の 彈 劾^と 定め、 そして 

1 一十 一 節より は银法 以外に 救の 道 ある 事 を 述べん として、 玆に 一一 1 口 ひ 難き 安 慰 を 味 はった ことで あらう。 

バウ a は 人類^ 罪 ある 事を强 調して 遂に 雜 法の 眞 性 を斷 おし、 それが 決して 人類 を 救 ふ 者に あら 

ざる 事 を 明 曾した。 然り律法は^^かに人を救ふ^ではなぃ。 之 を 社會を 治む る 道で ある 所の 法律に つ 

いて る も、 文明 諸國が 毎年 毎年 新しき 法律 を 作る にも 係らす、 其 社 < ^が惡 化 こそ すれ 毫も 善 化せ ざ 

るに 依ても、 雄 法が 人と 社き との 救濟 者たら ざる 事 は 明かで ある。 .5 來 新約の 极木的 基調 は 律法に よ 

る 救なら で恩惠 による 救で ある。 しかし 誰 人 も 一 度 は 之 を 体 法的に 見る 故雜 法の 行に 依て 救 はれん と 

努力す る。 仉し 全く 聖き 信者た らんとの 切なる 願 を 朝に 抱きて 努力す る も、 夕に は  一 n を囘 想して 徴 

痛の 一お を 流す が 常で ある。 かくて 同一 の 決心と、 同一 の 努力と、 同一 の懺^^を幾度も幾度も繰返すだ 

け を 以て 終る ので ある。 これ 實に 行き詰り である。 そして 良心の 鋭き 者 は 必す此 行き詰り を經驗 する 

ので ある。 ァゥ ガス チンが さう であった。 ル ー テルが さう であった。 バ ン ヤンが さう であった。 共 他 

無数の 人が さう であった。 そして悲むべき！；^-は、 此律 法に よる 行き詰りまで 來 つて、 新 局面の 打 11 を 


見ざる 屮に 早く 旣に福 昔と 自已 とに 失 して、 遂に 基督 敎を棄 て 去る 人の 決して 少 からざる 一 事で あ 

る。 彼等 は 何故に 羅馬書 を 三章廿 節まで 讀 みて 屮 止した ので あるか。 何故に： i= 一  節 以下の 救拯の 福音 

を 味 解 せんとし なかった ので あるか。 惜 むべき 事で ある。 

節に 口 ふ 「今 律法の 外に 神の 人を義 とし 給 ふこと は 顯れて 律法と 豫言者 は其證 をな せり」 と。 

之 を 原文に 從 つて； 止しく 譯 すれば 

然れ ども 今 律法 を 離れて 神の 義は顯 はれ、 律法と 说ーーーーロ 者と によりて 證 せられたり 

となる。 「然れ ども 今」 と先づ 記して、 局面の ー變が 暗示せられ るので ある。 ケま では 律法の 束縛の 

下に 暗黑の 彷惶を 綾け て 居た 者が、 玆に 俄然と して 全く 训の 世界 ある 辜 を 示される ので ある。 その 一は 

き 世界より 明るき 世界への 轉 移の 境目が 「然れ どもん？.」 の 一 語で ある。 短き^？；^でぁる (原語 Nunide 

英語 13utncw)。 しかし 重大なる 語で ある。 實に羅 nil 書 三 章卄ー 節の r 然れ ども 八，」 は 其 前と 後と を 

餘 りに 鮮 かに 截 別して ゐる。 前 は 世の 壞亂、 5^-の詰责、 律法に 因る 滅亡で ある。 後 は 1;^- の 赦免、 義の 

00, 福音に 因る 救扬 である。 この 兩者を 明暗の 差異の 如く 明かに 151:^ したの が 「然れ ども 今」 の 一 

語で ある。 誠に 「然れ ども 个」 である。 きて は 13^ の 認識の みあった、 然れ ども 今 は 1§ の赦 しが 臨んだ。 

て は 律法に 依る 喑黑 のみあった、 ■ 然れ ども 今 は 福音に 依る 光明が 臨んだ。 「然れ ども ケ」 は 實に新 

世界の 曉を吿 ぐる 鐘の音で ある。 

そして 此 新世界 出現 は キリス トの 降臨に 基づく ので ある。 彼の 降臨 ありて 初めて 舊き 律法の 束縛 は 

失せ、 自由の 救 it は 我等の 間に 臨む に 至った ので ある。 彼 れ^に 來 りしが 故に 人の 心 は 一 變し、 從っ 

てんの 人に 對 する 道 は 一 變し、 從 つて 社會が 一 變 したので ある。 是れ實 に 新しき 紀元の 開始であった。 

第 十七 講 神の K  (一)  二八 七 


s 馬 * の K 究  一一/八 

之が 眞 正の 改造 を 促した ので ある。 叉 促しつ、 あるので ある。 之に 比すれば 今日 贡界に 喧しき 「改造」 

. の 叫の 如き は 言 ふに 足らざる ものである。 今 口の 改造の 叫び は 八， の 社會の 律法より 解放され て^の 银 

法 を 立てん とする 事で ある。 故に解放と云ふも實は^び他の或束縛に身を任せる^？-でぁる" 改造と 云 

ふ も-再び 他の 律法に 縛らる-事 である。 之に 比して キリストの 敕は餘 りに 相違して ゐる。 キリストの 

法と 全然 絕緣 する 事で ある。 道德 及び 律法より 全く 解放 せらる &事 である。 然 らば 無政府 狀態 

に陷 るか。 否な、 儀 文に 事 ふる を歇 めて 靈に事 ふるに 至る ので ある。 死せ る 形式の^ 縛を脫 して、 活 

け る 或 靈に秘 り 活ける 或 原理に 從 ふに 至る ので ある。 

故に 「然れ ども 今 律法 を 離れて 神の 義は顯 はれ」 たので ある。 雜法を 全く 離れて— 律法 以外に I 律 

法に 全然 無關 係に て、 神の 義は顯 はれた ので ある。 律法と 云 ふ 者の 支配して ゐる 世界 を 全く 離脫 して" 

^に 神の 義が顯 はれた ので ある。 大 改革で ある、 根本的の 大 改革で ある。 律法 を 悉く 無用と し 道德を 

全く 無視して 而も 決して 亂れ す、 活ける 靈に 導かれて 自 から 節に 適 はし めんと する は卽ち キリストの 

救で ある。 人の 意に 過ぐ る 或 特殊の 大 改革で ある。 しかし 福 昔 は 之で ある。 之れ 以： 卜の もので はない- 

多くの 基督 敎 信者 は 此事を 悟らす して、 幅 昔 を 律法と 问 一視して、 全然 律法に 仕 ふる 身と なって 25 

る。 又は 信仰に 立つ 人と 雖も 之に 律法 を 加味して、 信仰 を 抱きて 雜 法に 事 ふる を 以て 正しき 道と なし 

てゐる 人が 多い。 これ 無用なる 軛を 自己に 加 ふること である。 かの 基督 敎道 德と稱 する もの は 決して 

律法と して 我等 を 縛る もので はない。 靈に 於て 活 くる 者の 行爲の 標準 を 示す ものた るに 過ぎない。 全 
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く 律法 を 離れて 信仰 だけの 人と なった のが 眞の 基督 者で ある 信仰の 偉人ら を 見よ。 彼等 は 皆 等しく 

S ひきって 聿 法を脫 して 全き 恩惠の 世界に 移った 人々 である。 之 は 危險と 見えて 決して 危險 ではない- 


放膽 なる が 如くして 實は愼 重で ある。 子が 親に 頓 るに 律法の 其 間に 介在す る 要はない。 律法 は 却て 信 

頓の 純粹を 滞す ものである。 他の 何者 をも雜 へない 所の 全く 純なる 信賴 —これが 徹底した 信仰で ある。 

功 を 要しない、 功を條 件と しない、 た の 無 邪 1^ なる 信賴 である。 律法 は 人 をして 自己 を晃 つめし む 

る ものである。 しかし 自己 を 見つめて 人 は 罪の 外 何等 良き もの を 見出し 得ない 0 上 を 仰ぐ こと、 神の 

義を 仰ぎ 瞻る こと、 これ 唯一 の 救の 道で ある。 

律法 を 離れて 神の 義は顯 はれた と 云 ふ。 「神の 義」 と は 何 を 意味す るか。 又 それが 「顯 はれ」 たと 

は 何の 事 を 指す か。 學者は 種々 の 意見 を 提出して ゐる。 しかし 人の 義 (律法に よる 義) の 立ち 難き を 

明示した る 後の 語で ある 故、 神より 人に 賜ふ義 であると 見る が 正しい。 人が 自ら 義 たらん とする 努力 

は 空しき 努力で ある。 人 は 到底 義を實 現す る を 得ない。 故に 人の 義 たり 得る 唯一 の 道 は 他の 者より 義 

を與 へらる、 ことで ある。 祌は實 に 悔いし 碎 けたる 心 を愍み 給うて 義を其 人に 賜 ふので ある。 自己に 

よりて 義 たり 得ぬ を 知りて 我に 何の 善き を も 認めざる に 至り、 しかも 義 たらす して は 心靈の 空虚 滿た 

し 難き に澳惱 せる 人に 向って、 神 は 其義を 賜うて 彼を義 とし 給 ふので ある。 されば 玆に云 ふ 所の 「神 

の義」 は 神より 人に 賜ふ義 である。 換言すれば 神が 人を義 とし 給 ふ 事で ある。 この 神の 義が 今や 旣に 

顯 はれた ので ある。 そして それが キリストの 十字架の 顋 li- に依據 する 事 は 云 ふまで もない U 

さ氣ゃ 日光 は 人の 生 布に 缺 くべ からざる ものである。 しかし 人力 を 以て 造り 出す を 得ざる もので あ 

る。 されば 造 物 者より 與 へられて それ を 我物と する 外に 道 はない。 神の 義も亦 これに 似た る もので あ 

る。 人の 努力 を 以て 之 を 得る こと は 出来ない。 神より 與 へられて 人が 之 を 享受す るので ある。 故に 人 

は 唯 空氣を 充分に 吸 ひ 日光に 充分 其 身 を さらせば 宜ぃ。 淸ぃ 空氣と 輝く 日光 ほど 人の 肉體を 健康なら 
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しむる もの はない。 同様に 神の 義の 中に 己 を 投げ入れて 豐 かに 之 を 享受す る ほど、 靈魂を 健康なら し 

むる もの はない ので ある。 

かの 狹き 暗き 窒內に 常に 陋 居して、 汚れた る 空氣と 薄き 光線の 中に 在る 事が 肉體の 健康 を 害 ふこと 

であるならば、 律法の 陰 霞なる 窟內に 蟄居す る こと は 我と みづ から 心靈の 健康 を 破る 事で ある。 戶を 

排 して 外に 出で よ、 そこに 日は歷 かに 輝き 風 は淸く 流れて ゐる。 此日を 浴び 此風を 受けて 肉 體は頓 に 

生氣 を闾復 する。 律法の 窟內 にあり て は 魂 は錡び 傅る ばかりで ある。 出で よ、 出で よ、 出で て 恩惠の 

光と 風と に觸れ よ。 然 らば 苦悶 は 失せ、 心靈は 魁り、 歡 喜の 膏は 魂の 骨と 髓 とを霑 ほし、 十 枝の 琴 を 

以てする 感謝 は髙 く-天に 向って 發 せられる であらう。 これ 己の 力に 依る にあら す、 全く 恩惠の 救の 中 

に 我 を 投げ入れし 結果で ある。 これ を餘 りに 良 過ぎて 信じ 難しと 云 ふか。 併し 父が 子に 對 して 如何に 

多く 恩惠を 施す も 誰か 之 を怪む ものが あらう か。 {是 にさう である。 事は實 に簡單 にして 明瞭で ある。 

然るに 此の 簡易なる、 そして 唯一 の 救の 道に 來る もの は隨の 星の 如く 少ない。 世の 多くの 人 は 道德と 

律法と 事業と を高唱 する。 そして 人の 努力の 總 積の 上に 人類の 救 は 成る と考 へて ゐる。 今日の 基督 敎 

阈と稱 する ものが 亦實に 之より 以外 を 知らぬ ので ある。 其 結 菜 は 事實が 幾度 も 示す 通り 決してく 人 

類の 救と はならない。 今や 人類 は 事業の 强調、 道德の 高揚と 速 かに 絕緣 して 福音の 單 純に 歸 るべき 時 

である。 兹に眞 正の 救が あると 共に 亦眞 正の 事業、 眞 正の 道 德も隨 伴す るので ある。 これ 今日の 人類 

にと りて 最 緊要なる 眞の 信仰 復興で ある。 

二十 一節の 最後の 句 は 「律法と 豫 一一 一一 11 者と によりて 證 せられたり」 である。 上述せ し 所の 神の 義の顯 

揚は 其證明 者と して 律法と 豫首者 を 持つ とい ふので ある。 「律法 を 離れて 神の 義は顯 はれ」 と 云 ふか 


と 思へば、 忽ち 「律法と 豫言 者と によりて 證 せられたり」 と 云 ふ。 律法 を 全然 離れ 去りし 事 を 高調し 

て 奮き 束縛の 律法 を 全く 彼方に 投げ やりし 如くに して、 忽ち 叉此 律法 を 神の 義の證 明 者と して 携 へ來 

るので ある。 例に 依て 端 睨すべからざる バウ 口 式 論法で ある。 さきに 彼 は 一 章 一 節に 於て 自己が 福音 

のために 選ばれし 事 を 記せし 後、 第二 節に 入りて 「この 福音 は從 前より 其豫言 者た ちに よりて 聖書に 

誓 ひ 給へ る ものに て」 と 云うた。 彼は大 なる 進歩 家で あると 共に 大 なる 保守 〔豕 であった。 神の 義の新 

たなる 顯揚は 全く 律法 を 離れた る 純 恩惠の それで ある、 併し 其 事を證 明す る 者と して は 律法と 豫首者 

が あると、 これ バウ a の 主張で ある。 彼 は 聖書 を 神の 書と して 重ん する 人であった。 故に 聖書の 裏書 

を 得て、 初めて 安んじて 新 眞理を 唱道す るので ある。 

律法と 豫言 者と 云へば、 舊約 聖書の 全部で ある。 然 らば 如何にして 舊 約は此 新しき 祌の義 の 宣揚 を 

證す るか。 曰 ふ舊約 は舊き 新約に して、 新約 は 新しき 舊約 である。 舊 約の 中に 新約 は 未完成の 形に 於 

いて— 其 萌芽に 於いて I おし、 新約の 中に 舊約は 完成の 形に 於いて I 其 美 はしき 成熟に 於いて —存し 

てゐ る。 舊 約の 進み 来って 圓 成せし ものが 新約で あり、 新約の 未だ 圓成 せざる ものが 舊約 である。 一 

は 大人で あり 一 は小兒 である。 しかも 同一 の 生命の 連續 である。 故に 律法と 豫言 者の 中に 福音の 義を 

豫 表せし 所 ある は 自然の 事で ある。 モ， -セの 五書に、 以賽亞 書に、 耶利米 亜記に、 其 他の 諸 書に 此豫 

表 は 決して 少なくな いので ある。 。ハウ 口 が 第 四 章に 於て 此の 神の 義を證 すべく 用 ひし アブ ラ ハ ム の 故 

事の 如き は 其 一 例で ある。 加 之 これ を 全體の 上より 眺 むる も、 律法が 罪 を 悟らし めて 福 昔の 義の 準備 

をな し、 豫言 者が 主の 救 を 幾度 も 幾度 も 預言せ る 如き は、 共に 是れ 新しき 義を 直接 問 接に 證 明せ しも 

のと 云 ひ 得る ので ある。 全く 新しくして 而も 古き に 萌芽 を 置く、 全然 新たなる 啓示なる と共に 亦 古き 
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預 言 の 完成で ある。 これ 實に 幅 音 の 福音た る 所以で ある。 

日本に 於て 法然親 f4 等の 他力 救^ 宗が廣 く 平民の 心に 訴 ふる 所 ありて、 此 時より 我國の 佛敎が 初め 

て 2^ 衆の 世界に 人り 来りし は 人の 知る 所で ある。 人の 行に 依らす 全く 彌陀の 本願に 基づく 所の 他力 救 

濟の敎 が斯く 民衆の 心に 速 かに 透 入した る は、 人が 皆 本能 的に 律法に よる 義の實 現し 難き を 感知せ る 

が爲 であった。 故に 佛敎 徒にして 法然 親鸞の 心 を 能く 知れる 者 は、 福音の 根 本義 を 聞く 時 これ を 理解 

し、 之に 共鳴し 得る ので ある。 されば 我國の 古き 宗敎も 亦 或 意味に 於て 福 昔を證 明す と 云 ひ 得る ので 

ある。 何れにせよ 神の 義は 旣に顯 はれた ので ある。 律法の 義 にあら す 行の 義 にあら す、 神より 人に 賜 一 

はる 所の 義、 神が 人を義 とし 給 ふ 所の 義、 行に よらす 唯 キリス トイ H スに對 する 信賴の 故に 賜 はる 所 一 

の義 は、 旣に キリストの 十字架 以後、 新 原理と して 世に 臨んだ ので ある。 祌は之 を 宜 示し 給うた ので _ 

ある。 されば 人々 ょ舊き 律法の 槃ぎ を脫け 出で て 早く 神の 義の 恩惠に 浴せ よ。 そこに 淸き空 氣と 輝く 

日光と を 受けて 早く 魂の 輕 りと 强き歡 喜と を受 得せよ。 人の 救 はる.^ 道 は此ー つの 外にない ので ある- 
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ださ 

第一 一十 一 節 は 律法 を 離れて 神の 義の顯 はれし こと、 及び 律法と 預言者が それ を 裏書す る こと を說ぃ 


た。 この 神の 義 について 更に 說 明す るの が廿ニ 節で ある。 邦譯聖 寄に は 

卽ちィ H ス キリス トを 信す るに 由り て 其 義を神 は 凡ての 信者に 賜 ふて 區別 なし 

と ある。 キリストに 對 する 信仰の 故に 神 は 其 義を區 別な く 誰 人に も與 へる と 云 ふ 意で ある。 もし 之 を 

原文の ま k に直譯 すれば 

〔卽 ち〕 神の 義 イエスキリストに 於け る 信仰に 由り て、 凡ての 人に 向 ひて 凡て 信す る 者の 上 

に、 そ は Izi! 训 なければ 也〕 

となる。 最後の 「そ は 151;^ なければ なり」 は 一の 成句 (clause) にして、 主語 あり 說明語 ありて 一 の 

纏まった 思想の 發表 となって 居る。 然るに 初めの 四 は 何れも 一 の 句 (phrase:} たるに 止まって ゐる。 

パゥ は兹に 四の 句 を 並べた だけであって、 必. 要なる 說 明の 動詞 は 全然 省かれて 居る ので ある。 故に 

之 を 補 ひて 意味 を 完了 させねば ならぬ。 先づ 次の 如くして 大過な からう と a 心 ふ。 

卽ち 神の 義 〔は顯 はれたり〕 

イエ ス キリストに 於け る 信仰に 由り て 〔受けら る- - 義〕、 

凡ての 人に 向 ひて 〔發 せられし 義〕、 

凡て：^ する 者の 上に 〔止まる 義 なり〕、 

そ は區^ なければ 也。 

右の 如く 括弧 內の語 を 補 ひて、 ， 初めて 此 節の 意味が 明かと なる ので ある。 

「神の 義」 は 前囘に 講ぜし 通り 人の 義 ではない、 人が 自力 を 以て 達成せ し義 ではない、 神より 信す 

る 者の 上に 賜 はる 義 である。 祌は 此義を キリスト を 信す る 者の 上に 賜うて 彼を義 とし 給 ふので ある。 
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卽ち 「ィ H ス キリストに 於け る 信仰に 由り て」 受けら る、 義で ある。 信仰 を 以て 此義を 受ける ので 

ある。 人が 神の 義を受 くる 唯一 の條作 I もし 條 件と 云 ひ 得べ くば— は 信仰で ある。 キリストに 於け る 

信仰、 これ 神の 義を受 くる 唯 だ 一 つの 道で あり、 從 つて 之な き 人 は 祌に義 とせられ 得ない ので ある。 

此義は 「凡ての 人に 向 ひて」 發 せられし 義 である。 卽ち神 は 凡ての 人類に 向って、 ィ H スの 十字架 

の 故 を 以て 此信 仰の 義を發 し 給うた ので ある。 目的 は 凡ての 人が キリ スト を 信じて 此義を 我 有と する 

にある。 決して 或 一部の 人を義 とする を 目的と して 發 せられし 義 ではない。 故に 此義は 凡ての 人に 向 

ひて 發 せられし ものである。 

「凡ての 人に 向 ひて」 の 句 は 或 isi 本に ありて 或 原本に はな い。 從 つて 此ー 句 を 保つ べき か 除く ベ きか は 學者間 

に 議論の ある 所で ある。 英語 聖書 は unto  all と 之 を 保存して ゐ るが， 其 改訂 聖書 は 之 を 除いて ゐる。 邦 譯聖 

書 は 現行 譯改譯 ともに 之 を 除いて ゐる。 しかし 玆には 暫く 之 を 保存して いた。 

然り 凡ての 人に 向って 發 せられし 義 である。 けれども 「凡て 信す る 者の 上に 止まる 義」 である。 此 

義を 我物と する は 信す る 者に 限る ので ある。 萬 人の 取る を 目的と し、 萬 人の 取る に 任せられ たる 生命 

の 水で は あるが、 之 を 取らん と 欲して 汲 器 を 持ち 來る 者に して 初めて 之れ を實 得し 得る ので ある。 こ 

れ 注意すべき 一事で ある。 キリストの 血 は 萬 民の を赦 さんと て 流せし 所の 契約の 血で ある。 彼の 十 

字 架 は 萬 民の 罪 を 噴 ふための ものである。 併し 彼 を 信じた る 者に 於て 初めて 此罪 の頌 ひが 事實 となる 

ので ある。 神の 人を義 とする 義 には此 特有 性が ある。 然ら すして は 悔改も 信仰 も 全く 不用と なる ので 

ある。 然り 神の 義は 凡て 信す る 者— キリスト を 信す る 者— の 上に 止まる 義 である。 

以上の 中， 後の 三 句に は 何れも 前置詞が 附て 居る。 凡そ ギリ シ ャ文を 讀む時 は 前置， W は 特別の 注意 を拂 はね ぱ 


ならぬ。 「イエスキリストに 於け る 信仰に 由り て」 の 由り て は dil 一であって 英語の through に 相 常す る。 「凡 

ての 人に 向 ひて」 の 向 ひて は ciH であって 英語の unto に相赏 し、 「凡て 信ずる 者の 上に」 のど ひ は.！ ^Iri であ 

つて 英語の upou に 相 常す る。 ； K 三 句の 如き 一 の 動詞 を も 用 ひずして 唯 前置詞 を 以て 意味 を 明かに 述べた ので 

ある。 故に 一 の 前置詞に も 充分の 重味が 加って 居る ので ある。 

1  一士 一節の 最後に は 「そ は區 別なければ 也」 と 云 ふ 一 成句が ある (英語 for  there  is  no  distiuctioloo 

簡潔なる 一 句で あるた め 何の 一?!: 別がない ので あるか 定かで ない。 故に 前後 關 係の 上から、 若しくは パ 

ゥ 口の 思想 全體に 照して 其 意味 を定 むる より 外に 方法 はない。 要は パゥ 口が 此語を 記した 時、 心の中 

に 於て.^ の 15£ 別を考 へて 居た かに 在る。 信す る 者の 上に 神の 義が與 へらる. -に區 別がない と 言 ふので 

あるから、 勿論 人の 15!:^ がない の を 意味す るに 相違ない。 此事は 誰 人に も 直に 推定 せらる &事 である Q 

卽ち バウ & は 如何なる 人と 雖も 信仰 を 以て 義 とせら ると 主張す るので ある。 

されば 「區刖 なし」 と 云うた 時 バウ 口 は先づ 猶太 人、 異邦人の iHi: 別な き 事 を 意味した であらう。 曾 

て は 猶太 人の みが 選民と して 神に 救 はる \ 事 を 確信し 居た る パリ サイの 人サゥ n も、 キリストの 匕す 

る 所と なりて は、 國籍の 區別は 空しき ものと して 消え去つ たので ある。 故に 國籍 の區^ なくして.^. H 

信仰 だけ を 以て— 如何なる 良き 民族の 人 にても 惡き 民族の 人 にても— 義 とせられ ると 主張す るので あ 

る。 そして 國籍の 區刖に 止まらない、 老若男女の 區別 もな く、 學 者無學 者の 151： 別 もな く、 智者 愚者の 

1?!; 別 もな く、 富者 貧者の 區^ もない。 更に 進んで 義人と 罪 人の 區^ もな く、 善人と 惡 人の 區^ もない 

ので ある。 義 しき 人、 善なる 人の み 救に 與 りて、 罪 ある 者、 惡 しき 者 は 亡ぶ と は 普通の 見方で ある。 

然るに 福音 は 善人 惡人、 義人 罪人の 間に lES: 別 を 置かぬ ので ある (信仰 さへ あれば 義 とせら る.， と 云 ふ 

第 十八 講 AS の iK 二)  一一 九 £ 


羅馬 の 究  二 九 六 

0000O000000O00O00O000000  000000000000 

ー點に 於て は)。 悔 改めて 神に 歸屬し キリストに 信從 する に 至りし 者 は、 た 其 事の みに 依て 祌の義 

OO00O00O 

を 賜 はるので ある。 

「そ は IHS^ なければ 也」 と は實に 偉大なる 言で ある。 かの 何事に も 差別 を 認めた る 時代に 於て 此徹 

底せ る 信念に 立ちし パ ゥ 口 の^^ょ！ そして パ ゥ 口 に此 徹底せ る 信念 を與 へ し 福 昔の 偉よ！ 誰 人と 

雖も信 仰に 依て 義と せらる。 故に 救の 一 點に 於て は 人間の 間に 存 する 有りと 有らゆる 差別が 差^と な 

ら ぬので ある。 故に 如何なる 罪人と 雖も 信仰 さへ すれば 救 はれる ので ある。 かくて こそ 我等 は 初めて 

安らかで ある。 何と なれば 自己の 深き 罪人た る は、 自己 自身に 於て 最も 明かな 事で あるから である。 

以上 は 一 一十一 一節の 大意で あるが、 此節 について 二三 注意すべき 事が ある。 先づ 「ィ H ス キリストに 

於け る 信仰に 依りて」 の 句 は 原文の 意譯 であって、 之 を直譯 すれば 「ィ H ス キリス トの 信仰に 由り て」 

である (英語 Ijy  faith  of  Jesus  cln-ist)。 されば 或 人 言 ふ、 是れ キリスト 自身の 抱き 居た る： マ"^ を 

意味す るので あって、 此句は 我等 また 彼の 抱き 居た る 信仰と 同じ 信仰 を 抱きて 救に 浴し 得る 事 を 云う 

たので あると。 卽ち キリスト を校範 として、 其 信仰に 傚 ひ 其 行 を 學ぶ者 は 祌に義 とせら る-^ と 云ふュ 

一一 テリア ン的敎 義を此 節に 於て 見出す ので ある。 

文字 は 明かに 「イエスキリスト の 信仰」 と ある。 之 を キリス トの 抱きし 信仰と 見る も、 キリストに 

對 する； 5^ 仰 (キリスト を 信す る 事) と 見る も、 文字 上に て は 少しも 故障ない ので ある。 (英語 

cf  Jesus  Christ が 孰れに も 解し 得る を 見よ)。 從 つて 此 取捨 は 繁 つて 意味の 適否に 存 する。 そして 

前後 關 係の 上に 見る もパゥ B 思想 全體 より 見る も、 「キリストに 於け る 信仰」 と 見る を 選ぶべき であ 

る。 學 者の 多く は 之 を 採用し、 現に 英語 改訂 聖書の 如き は through  faith  in  Jesus  Christ  (ィ H ス 


キリストに 於け る 信仰 を 通して) と 思 ひきった 譯し方 をして 居る 程で ある。 バウ 口の 强き 福音 主義 は 

誰 人 も 知る 所で ある。 キリストに 向っての 信 從は彼 を 際立た しむる 最も 太き 線で ある。 その パゥ 口が 

玆に のみ ュ - 一 テリ ヤン 主義 を唱 へたと は 不可 有の ことで ある。 此 一 句の 意味 は 極て 明確で あると 思 ふ。 

信仰 さへ あれば 如何なる 罪人、 如何なる 惡人 にても 救 はると 云 ふ は、 信仰 さへ あれば 如何に 多く 罪 

を 犯す も 可な りと いふ 思想 を產 まぬ であらう か。 かく 疑 ふ 人が ある。 卽ち 福音 主義 は 人 をして 安んじ 

て S§ を 犯さし むる ものであると 云 ふので ある。 そして 史上の 事實 として、 我國の 他力 宗も パゥ a の 福 

音 主義 も 共に 此 種の 放縦 者 を 起した ので ある。 けれども 一 部の 弊害 を 以て 全般 を 蔽ふは 誤って ゐる。 

如何に 貴き 原理 もんの 誤解す る 所と なりて は 弊害 を 生す。 これ 其 敎の惡 しきに あらす 其 人の 惡 しきた 

めで ある。 

先づ考 ふべき は 信仰 ある 者に 祌の義 が 臨む と 云 ふこと、 卽ち 凡て 信す る 者の 上に 神の 義が 止まる と 

云 ふ 事で ある。 これ 我等が 先づ義 とせられて 次に は 義を爲 し 得る に 至る 事 を 暗示す る。 人 は 罪 を 責め 

られ 常に SS の 呵責に ありて は 決して 善 を 行 ひ 得す、 却て 恐れつ k 益々 罪に 沈む ので ある。 之に 反して 

信仰の 故に 罪を赦 されて 義 ならざる に義 とせら る k 時 は、 心に 歡び充 ち 生命 湧きて 却て 義を行 ひ 得る 

に 至る ので ある。 これ 信仰 上 及び 心理 上の 事實 である。 されば 單 なる 信仰に 依りて 義 とせら る、 と 云 

ふ敎 は、 決して 人 を S 々罪に 陷な \ もので はない。 否 却て 人に 善と 正と 義とを 行 はしむ る 動力 を 供給 

する ものである。 た 此 福音 主義の 救 ひ を心靈 の事實 として 把握せ すして、 之 を鵜吞 みに して 得々 た 

る 者の 如き は、 その 怠慢と 無 誠意の 當然の 結果 を 刈り取る 外ない ので ある。 か.^ る 人達の 常に 有りが 

ちなる にも 係らす、 福音 主義 そのもの は 永へ に 人間 心 靈の闇 を 照らす 燈火 として 立つ ので ある。 然り 
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燈火 として 立つ ので ある。 

又 「神の 義」 と 云へば 其 中に 愛 も 含められて 居る ので ある。 抑 も 人に 對 して 惡を爲 せし 者 も 一度 悔 

改 むる 時 は 之 を 赦すを 以て 義 しとす と は、 人の 間の 普通の 思想で ある。 或 場合に は 人 を 罰する 事なら 

で、 人 を赦す 事が 却て 義 しいので ある。 故に 神 も亦義 しき 神なる 故に 人 を 赦し人 を 愛すとの 思想が 舊 

約 時代に あった。 詩 五十 一 篇 十四 節 を 見よ。 

神よ、 わが 救の 神よ、 血 を 流し & 罪より 我 を 助け出し 給へ。 我 舌は聲 高らかに 汝の義 を 歌 はんと 

ある。 これ 愛と 赦免と を 以て 義と 見る— 少 くと も義の 一部と 兄る ので ある。 又 詩篇 第 百 四十 三篇 一節 

I  二 節に 云 ふ、 

汝の 眞實、 汝の 公義 を もて 我に 答へ 給へ。 汝の 僕の 審判に か >- つら ひ 給 ふ 勿れ。 そ は 活ける 者 一 

人 だに 聖 前に 義 とせら る、 はなし 

と。 これ 亦 公義の 中に 赦免 を 見る ので ある。 故に 新約に 於ても 約 翰 第一 書の 一 章 九 節に は 

もし 己の 罪を認 はさば 神 は信眞 なる 公義 者なる が 故に 必す 我等の 罪を赦 し、 凡ての 不義より 我等 

を 潔む ベ し 

と ある。 義な るが 故に 父 は 我等の 罪を赦 すと 云 ふので ある。 

かく 神の 義は愛 を 含有す る。 故に 祌の義 を 受けし 者 は 此愛を も 同時に 受けた ので ある。 そして 神よ 

りの 愛 を 受けし 故に、 兄弟 を も 愛し 得る に 至る ので ある。 「われら 神 を 愛する に 非す、 祌 われら を 愛 

し 我等の 罪の 爲に其 子 を 遣して 挽 囘の祭 物と せり。 是 すな はち 愛な り。 愛する 者よ、 此の 如く 神 われ 

らを 愛し 給へば 我等 も 亦 互に 相愛すべし」 と ある (ヨハネ 壹書 四の 十 * 十一)。 信仰に よりて 義 とせられ 


て 人 は 人 を 愛し 赦し 得る に 至る。 信仰に よる 義を 受けて 其 中に 籠れる 父の 深 愛 を 味 得する に 至り、 求 

めざる 感激 は自 から 我に 起り、 比 ひ 難き 生命 は自 から 我に 湧きて 人に 封しても 亦 愛 を 起し 愛 を 行 ふに 

至る ので ある。 先づ 愛して 父に 愛せら る、 にあら す、 先づ 父に 愛せられて 愛する に 至る ので ある。 

附 1  一一 一 u  . 

羅馬書 一一 一章 一 一十 一 節丄 一 十六 節 は 僅かに 五節より 成る 所で あるが、 其 中に 福音の 眞 髓が敎 へられ 居 

ると して 有名で ある。 然るに 何故か 文辭 あまりに 簡翠 である。 バウ 口が 若し 之 を 引き伸して 長い 論文 

となし 置かば、 研究者に 取りて は 塞に 幸で あるのに、 不幸に も 意地 惡 しと 思 はる k 程 その 文字 は簡單 

なので ある。 

何故に 斯く彼 は 重大な 眞理を 短く 云うた ので あるか。 彼 は 恩 惠の救 を說く 前に、 當然 順序と して 萬 

人の 皆 罪 ある 事 を 強調した。 彼 は 早く 救 を說き 度き に、 逸る 心 を 抑へ つ-/, \- して 厭 はしき 罪の 姿を畫 

いて ゐ たので あらう。 そして 愈々 それ を畫き 終へ て、 律法の 行に 由て は 一 人も義 とせられぬ 事 を 結論 

として 述べ 終る や、 玆に 今まで 支 へられ 居りし 大水が 俄に 堤 を 破りて 流れ出 づ るが 如く、 心の中に は 

ちき れんと する 恩惠の 首辭が 決河の 勢 を 以て 进り 出で たので あらう。 故に 委しき 說明 をす る餘裕 など 

なく、 恰も 久し振り にて 遇 ひし 親友 間の 語の 如く、 論理的 聯絡に 頓着せ すして、 きれ，^ に 甲より 乙、 

乙より 丙と 眞理が 迸 出した ので あらう。 故に 言 は 短く して 意 は 長い。 文法的 又は 論理的に は 不充分に 

して 而も 偉大なる 言で ある。 之 は 深く バウ tl の 心に 中まで 穿ち 入りて 初めて 解し 得る 語で ある。 西洋 

風の 論理的の 見方よりも、 東洋風の 味讀 的の 方法が 此際 役立つ ので ある U 
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第 十九 講 神の 義 (三) 

第三 章 二十 三、 二十 四 節の 硏究 

，今 雜 法の 外に 神の 義が顯 はれた と は 一 一十 一 節の 主張であった。 この 神の は キリス 卜 を 信す る 者に 

區^ なく 與 へらる- -とは 一 一十一 一節の.； f- 張であった。 然り祌 の義は 律法 以外に 現 はれ そして キリスト を 

信す る： 5^ に與 へらる の ものである。 M 故に 斯 くの 如き 義が顯 はれ 斯 くの 如くに して 義が與 へらる 

るか、 この 疑問に 答 ふるものが 二十 三、 §： 節で ある。 邦譯 聖書に は 「そ は 人み な 旣に罪 を 犯し たれば 

神より 榮を受 くるに 足らす、 只 キリス トイ H ス の 頫に賴 りて 神の 恩 をう け 功なくて 義 とせら る、 也」 

と ある。 大體に 於て 原文の 精神 を捉 へた 譯 では あるが、 原文の 譯は 左の 如くで ある。 

おそ は 人街靠 を 犯し たれば なり 

其れ故に 神の 榮に 達せす  . 

^:^=^に義とせられっ 、 

；し i もの 

奢 賜と して 

其の 恩惠に 由り 

キリスト イエ スの 贖に り て。  ？ 


かく 二十 三、 四 節 は 短き 句 又は 語 を 接ぎ 合せた やうな 文章で ある。 殊に 二十 四 節の 如き は 語と 句 を 並 

ベた と 云 ふまでの もので、 一 の 成文と なって 居ない。 上 揭の直 譯は此 兩節を 假に六 行に 分けて 記した 

ので あるが、 原文に て 其 第一 行 は 三 字より、 第二 行 は 六 字より、 第三 行 及び 第 四 行 は 共に 一字より、 

第五 行 は 三 字より、 第 六 行 は 七 字より 成って ゐる (共に 冠詞 を も 加算して )o 全部 合せて 二十 丁 平で ある 

(二十 三 節 は 九 字、 二十 四 節 は 十二 字)。 かく 短く とぎれ，/ \ の 語 を 以て、 人類 永遠の 運命に 關 する 

大眞 理が說 かれた ので ある。 そ は 恰も 電報の 如くで ある。 語 は簡單 であるが 意味 は 頗る 深長で ある。 

先づ 二十 三 節 を 見る に、 其の 二十 二 節の 理由 を 提示せ しもの たる や 明で ある。 二十 二 節 は 神の 義が 

信す る 者に 與 へらる、 事を說 く。 卽ち これ 自ら 起す 所の 義 にあら すして、 他より 與 へらる k 所の 義で 

ある。 然 らば 何故に 人 は 自ら 義 たる を 要せす して、 他より 義を與 へらる、 に 至った ので あるか。 之に 

二十 三 節 は 答へ て 先 づ云ふ 「そ は 人 ル：： gs を 犯し たれば なり」 と。 旣往に 於て 人 は^ 罪 を 犯した からで 

あると 云 ふので ある (一 一十三 節の 前半 句の 動詞 は 過去であって 後半 句の それ は 現在なる に： ば 意せ よ )o 

人 は 皆、 誰 人と 雖も 一 人 らす旣 に 罪 を 犯した ので ある。 人は孰れも旣{疋的に&!^;;人でぁる。 故に 律法 

の 行に 依て 義 たらん とする も 不可能で ある。 自ら 義を 立てて 神の 前に 己れ 義 たらん とする も、 そは旣 

に 破れし 紙 を 本通りに せんとし 溢れし 水 を舊に 返さん とする が 如く 不可能で ある。 故に 斯る 人類て ふ 

者が 義を 得べき 唯一 の 道は此 義を祌 より 與 へられる より 外に はない ので ある。 卽ち 人は呰 罪人 なれば 

信仰の 故に 神より 義 とせら る >- 恩 惠を受 くる 外ない ので ある。 これ 實に義 ならざる に義 とせら る \ 唯 

一 の 道で ある。 かく 二十 三 節 は 二十 二 節の 說明 を與 へて ゐ るので ある。 

二十 三 節 後半 は 「それ故に (人 は〕 神の 榮に 達せす」 と 云 ふ。 「それ故に」 原語 kai  (カイ) は英 
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語の and  (アンド、 そしての 意) に當 る。 そして アンドが 種々 の 意味 を傳 ふると 等しく カイ も 亦 種々 

の 意味 を傳 へる 語で ある。 此 場合の 如き は 「それ故に」 (その 結果と して〕 の 意を傳 へて 居る ことと 

思 ふ。 卽ち人 は告罪 を 犯した る 故— 犯した る 結果と して— 神の 榮に 達しない と 云 ふので ある。 さらば 

r 祌の榮 に 達せす」 と は 何 を 意味す るので あるか。 之に ついて 種々 の 見方が あるが、 其 中の 重なる も 

のとして 二つ を 擧げる ことが 出来る。 第一 は、 キリスト 再臨の 時に 於て 神より 榮を受 くる こと を 得な 

い、 榮光を 冠せられ 榮 化する こと を 得ない 事 を 意味す ると 見る ので ある。 卽ち人 は 皆 罪 を 犯した る 故 

當然 滅亡す ると 云 ふ 意味になる ので ある。 之 は 懐かに 一 の 有 方な 見方で あるが、 文字 上の 故障の ため 

に 之 を 採用し 難しと 做す 人が あるので ある。 

玆に 於て 第二の 見方が 生れる。 之に 依れば 人 は元來 神に $3： せられて 造られた る 者で ある。 創世記 一 

章 二十 七 節 は 曰 ふ 「神 その 像の 如くに 人 を 創造り 給へ り、 卽ち 神の 像の 如くに 之 を 創造り …… 」 と。 

故に 人 は元來 神の 榮を 着て 居るべき ものである。 然るに アダム 先づ罪 を 犯し、 凡ての 人 亦 彼に ありて 

罪 を 犯せし 故に 此榮光 は 彼等 を棄て 去った ので ある。 彼等が 祌を棄 つると 共に 此榮も 彼等 を棄 てた の 

である。 見よ 彼等の 面に 現 はる、 悲雾の 影 を。 見よ 植々 相 さまよへ る 彼等の 力なき 姿 を。 彼等 は糙か 

に 神の 榮を失 ひし ものである。 天より 逐 はれて 地の 泥に 塗る、 に 至りし 者で ある。 されば 彼等 は 皆 罪 

を 犯した るが 故に 神の 此榮を 失った ので ある。 卽ち人 皆 罪 を 犯した るが 故に 神の 榮に 達しない ので あ 

る。 これ 第一 一の 見方で ある。 

邦譯 ill 書が 「祌の 榮を受 くるに 足らず」 と譯 したの は 第一 の 見方に 依った ので ある。 併し 「受 くるに 足らず」 

の 原； 箝は 達せず 叉は缺 くと 云 ふ 意味で ある 故 (英譯 *s 書に fall  short  of と ある を 見よ〕. 第二の 見方 も 優に 


成立す るので ある。 ゴ I デ I の 如き は 此の 動詞の 意味から 見て 第一 の 見方 は 到底 成立 しないと 斷定 して 居る 程 

である。 

第二の 見方の 熱心なる 主張者た るゴ I デ I は 云 ふ 「神の 榮 とは祌 自身より 發 出し 來る 所の— そして 祌 と共に 

在る 所の 人に 彼が 與 ふる 所の— 聖 なる 輝きで ある。 祌は之 を與へ 得る。 そ は 彼 自身が それ を 持って 居り- それ 

が 彼の 本性に 屬 せる ものであるから である。 初め 彼が 人 を 淸き者 且つ 幸な 者と して 創造した 時には- 卽ち此 輝 

きの 一部 を 人に 送った のであった。 そして 人が 無罪より 聖淨に 進む に從 つて 此 輝きが 益々 光輝 を^す やうに し 

て 置いた ので ある。 然るに 人 は 罪に 陷 つたた め • その 受けて 居た もの 及び 之より 受けん とする もの を 兩方共 失 

つてし まった。 王位 を 失った 王で ある。 王冠が 頭より 落ちて しまったの である」 と。 

第 一 の 見方と 第二の 見方の 中 いづれ が 正しい か は 容易に 定め 難い。 卽ち 「榮に 達せす」 と は 後に 起 

る 滅亡 を 指す か、 或は 今 在る 所の 噴 落の 狀態を 指す か 明かで ない。 けれども 雜を 犯す 事 その 事が 人 を 

神の 榮 より 遠ざける ものである 事 は 極めて 明瞭で ある。 人 は 罪 を 犯した、 そのために 本 具の 榮を 喪失 

したので ある。 或は 人 は 罪 を 犯した、 そのために 後に 受 くべき 榮を 受け 得ない ので ある。 これ 實に人 

間の 實狀 である。 何 か 或 ものが 此狀態 を 破らない 限り は、 人 は 此の 悲慘 なる 運命より 解かれ 得ない の 

である。 

人 は 皆 罪 を 犯して 祌の榮 に 遠ざかって 居る。 人 は 律法の 行 を 以て 神の 前に 已を義 とする こと は出來 

ない。 故に 律法の 外にん/神の 義が顯 はれた。 神 は キリスト を 信す る 者に 其 信仰の 故に 義を賜 ふ。 卽ち 

人 は キリスト を 信 すれば 其のた めに 罪人 たるま 、にて 義 とせら る \ の である。 これ 一 一十  一 —一 一 十三 節 

の說 きし 所であった。 然る 時 は 何故に 斯 かる 恩 惠の 救が 人に 臨む に 至った かと 云 ふ 疑問が 當然玆 に 生 
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起せざる を 得ない。 我等 は此 疑問に 答 ふるもの として 二十 四— 二十 六 節 を 見る ので ある。 

併しながら 此の 二十 ra— 一 一十 六 節 は 文章と して は餘 りに 簡潔に 過ぎて、 た^ 若干の 句 を 並べた だけ 

の ものである。 バウ 口 は 自己の 義 とせられし 實 感を囘 想して 感謝の念に 堪へ 難く、 感激の あまり 心よ 

り發 する 純なる 叫び を 其 儘に 並べ 記した ので あらう。 故に 其 包む 生命力 は 外装た る 不備の 文字 を 破つ 

て 躍り 屮 I でて 居る ので ある。 恰も 甘露の 一滴 又 一滴 天より 降る が 如く、 一語一語、 一句 一句に 言 ひ 難 

き 力と 生命と が 籠って ゐる。 之 を 解す るた めに は 意味 を 補足す る 外ない ので あるが、 如何 やうに 補足 

されても 意味の 中心 點には 大差がない ので ある。 

先づ 二十 四 節 を 見る に 第一 に r 義 とせられつ i」 の 語が 立つ。 英語に て は being-  justified と 二字 

に譯 して あるが 原語 は dikaioiimenoi  (ディ カイ ゥ ー メ ノィ) の 一 字で ある。 これ 文法 上の 謂 ゆる 現 

在 分詞で ある。 故に 「常に」 とい ふ 意味 を 含んで ゐる。 されば 「常に 義 とせられつ k」 と譯 して 始め 

て 原意 を 充分に 表明した ことになる. ので ある。 僅かに 一 語で あるが 其 中に 限りなき 恩惠と 慰藉と を 我 

O0O0OOO0OOOOO  OOOO0OOOOOOOOOOOOOOO00O0O 

等は感 する。 我等 は 常に 義 とされつ、 ある。 我等の 義 とせられ るの は 一 時の 事に 限られないで 繼檨す 

る 事で ある。 我等 は 單に悔 改めた 時义は 十字架の 贖 ひの 信ぜられた 其 時に 一 時義 とせられて 已 むので 

OO0O0OO000O0OOOO0O00 

はない。 常に 義 とせられつ、 彼 時にまで 至る ので ある。 

我等 は悔 改めて 神に 歸す るに 至った 後と 雖も、 決して 全き 聖淨 無罪に 達する もので はない。 波 潤 重 

疊は實 に 信仰生活の 常の 姿で ある。 比較的 聖 きこと も あるが に陷 りて 悲む事 も 亦 度々 である。 一度 

誘 ひに 克 ちて 喜びに 溢る、 も、 直ちに 叉 之れ に 負けて 深き 悲歎と 重き 憂 1^ に 襲 はれる。 罪 を 犯して 後 

はいたく 之を悔 ゆる。 しかし 悔いし Ki- を 叉 忽ち 行 ふに 至る。 我等の 信仰生活に 於て 理想と 實 際との 相 


去る こと は 千里 も 啻ならぬの である。 これ 基督 信者 特有の 苦惱 である。 その 爲に 自己 を 偽善者と 見て 

大に 失望し、 其 極 遂に 信仰 を棄 つる 者 も 決して 少なくない。 或 人は悔 改めし 後の 生涯に 於て は 人 は 決 

して を 犯さない と 云 ふ。 しかし 不幸に して 是れ 我等の 實 際の 經 験と 相反して ゐる" 人 は 信仰に 入り 

て も 常に 罪 を 犯しつ、 あるので ある。 故に 「常に 義 とせられつ.^」 行く 必要が 起る ので ある。 人の 信 

仰 生活に 於て 爲し 得る 事 は筢對 的に 罪 を 犯さない ことで はない、 十字架の キリスト を 仰ぐ ことで ある。 

そして 此 信仰の 故に 人 は 「常に 義 とせられつ k」 行く ので ある。 人 は 常に を 犯しつ、 常に 赦 されつ 

つ 行く ので ある。 故に 「常に 義 とせられつ k」 卽ちヂ イカ ィゥ ー メノィ の 一 語 は、 に惱 める 基督 信 

者に とりて は大 なる 慰めの 語で ある。 かくして 初めて 我等に 爲の 安心が 臨む ので ある。 一 度義 とせら 

れ しだけ にて 後 は 自ら 義 たらねば ならぬ と 云 ふ 事なら ば、 我等の 生涯 は 軍： 荷の 壓 迫に 清え 果っ る だけ 

め ものである。 常に 義 とせられつ、 進み 行く は此 上な き 恩惠、 類例た き 慰藉で ある。 

かく 云 ふ 時 は 人 は 如何に 多く 罪 を 犯しても 宜 いと 云 ふこと にたって， 其 結 * は 只 人 を放縱 におれ るの みで ある 

と 云 ふんが ある。 けれども 之に 此審 を實驗 として は 味 は-さる 人の 抗議で ある。 此事は 成 は 偽りの 信者に は そ の 

おの づ 

放 縱を辯 護す る好辭 柄と なる かも 知れない。 しかし そ は自 から 別 筒 C 問題で ある。 苟も 眞に侮 改めた る * そし 

て 主の 十字架 を 負 ひて 從 はんとしつ、 ある 誠赏 なる 信徒に 取って は， これが 健全に して 且强 力なる 慰め を與ふ 

る こ と 言 ふ 迄 もな い。 

；に I も R 

二十 節の 第二 語 は 「蒉 賜と して」 である。 英譯 書 は 之 を f-.<><-ly  (無代 價 にて、 價 たくして) と 

譯 し、 邦譯 聖書 は 「功なくて」 と譯 して ゐる。 この 原語 (lc>l.eful (ド ー レ アン) は dol.ea  (ド— レア) 

卽ち 「賓 賜」 と 云 ふ 一語の 一 變 化であって r 賓賜 として」 を 本来の 意味と する 語で ある。 簣賜 である 故 
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こ ^..-:k.s で 叉 功なくて 得る ことに はなる が、 「赛^ として」 が 本來の 意味で ある。 卽ち祌 よりの 義は 

「资 賜と して」 與 へらる. 1 ものである。 報で はない、 報酬で も 給料で もない、 た f 賜と して 子， が 3： か 

を， § より 貰 ふ 如くに 貰 ふので ある。 卽ち赏 ひに 行き さへ すれば 自由に 與 へらる" 所の ものである。 實 

に 絶對の 恩惠、 何等 人の 功に 依らす、 來る 者の 汲む に仵 する 所の 生命の. H 水なる 「神の 義」 である" 但 

し 信 &てふ 汲 器 を 持ち 來ら ざる 者は此 A 水より 生命の 水 を 汲取る を 得ない。 故に 人々 よ 忘る" 勿れ 汲 器 

をず ゾ へて 来る こと を。 如何に 「赛 賜と して」 無料に て與 へらる、 生命の 水な りと も、 汲 器な き 者 は 之 

を 我お とする を 得ない ので ある。 

この 「sii のとして」 の 原； IS ド— レア ンは 新約聖書に 八 W ほど 川 ひられて ゐる。 そして 其 多く は 「恨た しに」 と 

して ある。 かの Kg 太 傳十章 八 節に ある r 汝等惯 なしに 受け たれば 亦 恨な しに 施すべし」 も此語 を 用 ひて ゐる， 

丧賜 として 受け たれば 亦-焚^と して 與へ よとの 意で ある。 其 他 コ リ ント 後書 十 1 章 七 節、 テサ 。一一 ケ 後書 一一 一章 

八 節. 觖示錄 二十 一章 六 節、 廿ニ章 十七 節 等に 何れも 「愤 なしに」 と譯 して ある。 これ 焚 賜と して」 の 

意で ある。 「願 ふ 者 は 恨な しに 生命の 水 を 飲むべし」 と ある 如き 其 一例で ある。 

「变 賜と して」 の 次に は 「其の 恩惠 により」 の 句が ある。 「神の 恩 班-により」 の 意で ある" 賜物 を 

與 ふるに も 種々 の 意味が ある。 人の 世に 於て 行 はる k 賜物の 賦與 は、 多く は 之を受 くべ き 或 理由 ある 

場合に 限らる、 ので ある。 家臣が 或 功 を 立てした め 君 公より 或 賜物 を與 へらる k 如き、 學 生が 成績の 

«^.^-なるため賞與に與かる如き—此の種の場合が人間世界には多ぃのでぁる。 然るに 賜物と して 與へ 

ら る、； 1 'の 養. H. 全く 「恩惠 として」 與 へらる、 ので ある。 神の 恩惠 これ 卽ち 此の 賜物の 與 へらる k 意 

来で ある、 神 は 其 義を義 ならざる 者に 與へ賜 ふ。 恩惠 として 之を與 ふるが 神の 祌 たる 所以で ある U  0 


は 其の 子に 對す るに 尊ら 恩惠を 以てす、 これ 愛の 故で ある。 神 は TO^ ある ものに 對す るに 專ら恩 惠を以 
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てす、 これ 愛の 故で ある。 彼は此 親心 を 以て 人に 臨み 給 ふ。 た 恩惠 より 出で て 賜物と して 義を 人に 

與へ給 ふ。 その 爲に 人は義 ならざる に義 とせられて 神の 前に 立つ 事が 屮 Z 來る。 人 は 「资 賜と して 其の 

恩惠 によりて」 常に 義 とせられつ 、行く と。 これ バウ Q の强 く！ fi 張した 全 恩 惠の福 昔で ある。 

一 一十 四 節の 最後の 句 は 「キリ ス トイ H ス の 贖に 依りて」 である。 人 は 何故に 價 なくて 唯の 恩 惠に由 

りて 義と せらる、 かと は、 當然此 際 起る ベ き 疑問で ある。 この 至大の 特權が 人に 與 へらる、 は 何故か。 

あまり 良 過ぎて 信す るに 難しと 思 はる & 程に 之 は 人の 思に 過る 絕大 の恩惠 である。 此恩惠 の根抵 如何、 

之に 答 ふるが 此の 一句で ある。 「キリス トイ H スの喷 に 依りて」 と 言 ふ。 これ 人の 義 ならざる に義と 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOCCOOOO 

せらる、 事の 根抵 である。 卽ち キリストの 贈 あるに 依りて 人 は 唯 信仰の み を 以て 《s に義 とせられつ 、 

行く ので ある。 キリストの 十字架 を 萬 民の SI の赠と 見る は、 赏に幅 昔 主義の 根柢と して 缺く ベから ざ 

る 者で ある。 今や 新しき 祌學が 之を舊 思想と して 排 しつ、 あるに も 係らす、 贖 s§ 其の ものの 貴重なる 

實は 永へ に 魂の 傷を醫 やす 靈藥 として 立つ ので ある。 神の 獨 子の 贵き 血が 萬 民の 爲に 流され、 其の 死 

が 萬 民の 罪 を 一身に 擔 ひての 贖の 死で あれば こそ、 wl^ ある 我等 も 罪な きものと して 兑 られ、 義 なら ざ 

る 我等 も義 なる 者と 見做さる、 ので ある。 されば キリストの 喷 5^ は 實に幅 昔の 根柢で ある、 これ 實に 

バウ S1 主義の 基調で あるの みならす、 他の 使徒た ち も 之 を 信じ：： d 說き、 又當 時の 信^も 智之を 信じた。 

實に噴 3^ は 新約の 幅 昔 其 者の 根柢に 橫 たはる 一 大事 實 である。 ： 太の 高き が 如く 地の 廣 きが 如く 此 一 事 

は 明かで ある。 
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第二 十講 神の 義 (四) 

第三 章 二十 五、 二十 六 節の 硏究 

^^法を離れて今神の義は顯はれた、 卽ち キリスト を 信す る 者に 神 は 其の 義を賜 ふ、 そ は 人 は 皆 罪 を 

犯した る 故 自ら 義 たる 能 は ざれば、 只 神の 恩惠を 受け 功な くして (惯 なくして、 奢 賜と して〕 義 とせ 

らる、 これ キリス 卜の.；^ 罪に 依る ので ある、 11 かく バウ" は 二十 w 節までに 於て 說 いた。 兹に 於て 

一 の 問題 は 生起 せざるを得ない。 の 故に 赠^§ の 必要 ありし か、 晴 ：4 なく も 罪の 赦免 は 可 有なる 如く 

恩 はる.. に、 殊更に 賤雜て ふ乎績 きを 要した る 理由 如何と。 この 問題が 提出せられ しと 考へ、 そして 

其 答と して 二十 五、 六 節 を 見る 事が 出來 る。 卽ち此 刚 節は頫 の 意味、 必要、 理由 等を說 いた もので 

ある。 換言すれば 喷雜の 内面的 觀察 である。 .  、 

邦譯 聖書に は此兩 節を譯 して 「神 は その 血に よりて ィ H スを 立てて 信す る 者の 挽 囘の祭 物と し 給へ 

り。 そ は 神 忍びて 旣往の 罪 を寬容 にし 給 ひし 事に 就きて 今 其 義を彰 さん 爲め、 卽ちィ H スを 信す る 者 

を義 とし 尙 自ら 義 たらん が爲 なり」 と 記して ゐる。 ケ之を意譯して左の如くにする；5^-が出來る。 

神はィ H スを 立てて 宥めの 供物と なし 給へ り C 是れ 信仰に 巾り て 受けら るべき もの、 其 血 を 以て 

提供せられ しもの なり) …… 是れー に は 神が 忍耐の 屮に 旣往の を 見逃し 給 ひし 事に つきて 其義 


を彰 はさんた め、 二に は 今の 時に 其 義を彰 はさん ためなり。 造れ 祌自 から 義 たり、 而 して 同時に 

亦ィ H スを 信す る 者を義 とせんが ためなり。 

實に 此の 兩節 は羅馬 書中 最 重要の 句と 言 ふべき である。 詳細 は 他 ョに讓 り、 鼓に は 大意 を述 ぶる だけ 

に 止め 度い。 

古來 如何程 多くの 人が 此兩 節に 就て 考へ たこと であらう。 古來 聖書 學者 にして 此兩 節に ついて 註解 

を 試みた 人の 數は箅 へ 難い。 まして 平信徒に して 之に ついて 幾度 か 思 ひ を こらし、 或は 疑 ひ 或は 信じ 

或は 喜び 或は 悲 みし 人の 數は 如何 ほど 多くあった 事で あらう。 之れ は 決して 平易な 箇所で はない、 難 

かしと 雷へば 储 かにむ づ かしい。 ^しながら 聖書 は 萬 人の 靈 魂の 爲に 書かれた 書で ある 故、 又 神の 敎 

を說き 記した ものである 故、 其 中の 難 かしき 所と 雖も其 主 服點は 普通の 乎 信徒に 解し 得られる。 た..' 

主耍 ならぬ 部分に は 解し 難き 所 あり、 種々 の解釋 ありて 孰れ を 採るべき か 定め 難い 所が ある。 しかし 

それ は 如何に 定まっても 全體の 上に 差した る 影響 はない。 此兩 節の 如き も此 意味に 於て 其 大意 は 明で 

ある。 仍し之 は 福 昔 を 信す る 者に ついて 云うた ので ある。 i!:;r せざる 者に 取って は 之 は 到底 不可解の 謎 

である。 故に 福音 を 信 じない 者に 之 を 解き明かす こと は 到底 不可能で ある。 同時に 信者に して 之 を 解 

し 得ざる は大 なる 恥辱で ある。 之 を 解し 得ざる 者 は 信仰の 道に 於て は 兒 である。 何と なれば 此の 兩 

節 は赏 に 幅 音 の 根本 を說 きし も ので あるから である。 

こ の 兩節を 見る に、 說き方 は 一 一十 四 節 同様 頗る 簡潔で ある。 一 一 卜 四 節が 十一 一字より 成る こと は前講 

に 於て 述べた が、 la- に 二十 五 字 を 見る に 二十 二 語より 成り、 二 卜 六 節 は 二十 六 字より 成って ゐる (冠 

15 を數 へなければ 此の 数 は- w ほ 減ずる： )o 大眞理 —福音の 廣髓— を說述 せし ものと して は 甚だしく 簡潔で 
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ある。 卽ち これ 眞理の 結晶 體を 並べた だけの 者であって、 そ の 個々 の 結晶 體 について は 何等の 解說を 

も 加へ て 居ない ので ある。 卽ち之 は 现の 提示で あつ て 其說明 ではない。 故に 讀む者 は 之 に 說明を 加 

へ て讀 むより 外に 道 はない ので ある。 

前 せし 通り 此刚 節は廿 w 節に 出で し 「賤 ひ」 の說 明で ある。 そして 共 中先づ 明瞭なる こと は 左の- 

三 事で ある。 

一、 神はィ H スを 以て 1： 人の ための 挽囘の 供物と なし 給 ひし こと。 

二、 神 は 今まで は 寛大であった が、 今 は 愈々 其 義を顯 はすに 至りし こと。 

一：；、 そして 右の E 的 は 信す る 者を義 とすると 共に 又 神 御自身が 義 たらん 爲 である こと U 

委細の 點は 別と して、 此の 三つ だけ は此兩 節を讀 みて 直ちに 了知し 得る 事で ある。 かく 先づ 明かな 事 

を 先に めて m5- くこと は、 全體を 理解す る 上に 大に 役立つ ので ある。 

次に 上祸 せし 此兩 節の 意譯の 大意 を 述べ 度い。 この 全 體を卽 坐に 了 得する こと は 多くの 人に 取って 

は 多分 困難で あると 思 ふ。 か、 る 人 は 先 づ其始 と 終 だけに 注意 を 向ける を 便と する。 卽ち 「神 は イエ 

スを 立てて { 有 めの 供物と なし 給へ り」 と 云 ふ 最初の 句に ついて 先づ考 へ、 次に 最後の 「是 れ祌 自ら 義 

たり、 而 して 同時に 亦ィ H スを 信す る 者を義 とせんが 爲 なり」 の 句に ついて 考へ るので ある。 この 二. 

つの 意味が 分り、 そして 其 聯絡が 分れば、 其 中間の 語の意味 も 略 ぼ 分って くるので ある。 

r 祌はィ H スを 立てて.； 一?： めの 供へ 物と なし 給へ り」 と は 何 を 意味す る 語で あらう か。 「{ 布め」 と は 

議が誰 を 宥め る こと を 意味す るので あるか。 神が 人 を 宥め る こと を 意味す るの でない こと は 明かで あ 

る，」 何と なれば 之 を 此^の 親子の 關 係に 於て 見る とき、 子が 惡を爲 して 而 かも 怒りし 場合 親より 子 を 


宥める とい ふ 事 は 出来ない からで ある (甚 しく 愚かな 親で なくして は斯 かる 無 思慮の 事 は 決して 爲 3- 

ぬし。 神と 人の 問に 距離が 出來 たからと て、 而も それ は 人の^に 根 原 を 置く もので あれば、 到底 神よ 

りん を 有め ると 云 ふ 事の あり 得る 害 はない。 

然 らば 人より 祌を 宥める ので あるに 相違ない。 然 らば 神 は 宥められて 初めて 人の を赦す もので あ 

るか。 もし 此 有め が 無い とすれば 神 は 永久に 人 を赦し 得ない のか。 然る 時 は 神 を 以て 愛の神と 稱し得 

ようか。 { 有 めら れて 初めて 赦す 如き 神 は慘虐 なる 暴君の 如き もので ないか。 宥めの 供物な ど はなく と 

も 自 巾 に 人の 罪を赦 し、 義 ならざる 人を義 とし 得て こそ 神 は 愛の神で ある。 然るに 宥め を 要する と は 

何故かと、 疑問 は强く 起らざる を 得ない。 さはれ 古來 多くの 優秀なる 基督 者が 主の 十字架 を 「宥めの 

供物」 として 見た る は事實 である。 ル ー テル 然り、 カルビ ン然 り、 クロム ゥ H ル然 り、 ミルトン 然 り- 

バ ン ヤン 然り。 その他 彼等と 所信 を 等しう せし 者 は無數 である。 彼等 は 一 様に キリストの 十字架な く 

ば 1 まの 赦免 ある 害な しと 信じた ので ある。 

此； について 兹に 少しく 考へ てみ 度い。 子が 親に 對 して 罪 を 犯した る 場合に、 子が 謝罪した とて 親 

は 直に 赦 すべき もので あらう か。 此際 親が 直ちに、 そして 易々 と赦 したならば 子 は 其れにせ へて 其 後 

は 平 氣で罪 を 犯す ことになる。 卽ち 一 言 謝靠 しさへ すれば 必す赦 さる、 と 子が 親の 心を讀 むに 至る 時. 

は、 子 は 平 氣で罪 を 犯し、 そして 悔いる ことなくして 唯 口先で 謝罪す る ことになる であらう。 もし 此- 

...:<1厶<1<:厶ム厶厶<"厶<5厶<"厶<1厶厶  厶厶 <5厶<1 △<"△<;,:; 厶厶 厶厶  <1厶  <1 

際 親 は 子の S 非の ために 大 なる 苦み を 受け、 此 苦み ありて 後ち 初めて 赦し 得る と 云 ふこと であれば、 子 

んー厶 厶厶厶 厶厶厶 △△<"△△ 厶厶厶 厶厶  厶 △△<! 厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 △△ 厶厶厶 △ 厶厶 

は 我 の 恐し きを 悟りて 眞の悔 改を爲 し、 以後 は 決して 罪 を 犯さ じとの 決心 を 起す に 相違ない。 然. 

ば 鋭 は 愛の 爲 めに 却て 輕 々しく 子 を赦す こと は 出来ない。 子の ために 計る 親と して は、 子の 益々 惡に 
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沈む やうな 道 を 取る こと は 出來な い。 子が 再び 惡に 陷らぬ やうな 道 を 取る は、 親と して は 當然の 事 で 

ある。 これ 云 ふまで もない 事で ある。 

之を國 家の 事に 於て 見る も、 凡ての 犯罪者 を 唯 悔いた と 云 ふ 一 事の みで 赦 したならば 如何。 彼等 は. 

益々 安んじて 惡を なし、 そして 其 度 毎に 口先の 悔改を し て ^ます であらう。 かくて は國 家の 秩序 は 失 . 

せ 惡人橫 行の^と 化する こと 必然 である。 玆に 殺人者 ありと せよ。 彼 は 犯行の 後ち 多分 悔ゅ る で あ ら 

う。 しかし 悔いた と 云 ふ 一事の み を 以て 直ちに 此 殺人者 を赦 したならば 其 結果 は 如何。 主權 者の 威嚴. 

は 失せ、 國 法の 權威は 落ち、 犯， は 全 固に 充 ちて、 國を 擧げて 無秩序の 狀 態に 陷 るで あらう。 のみな 

らす斯 く 易々 と赦 さる X 事 は、 犯罪者 彼 自身に とって 大 なる 不幸で ある。 かくて は 到底 露の 改梭は 起- 

らない。  そして 更に 惡を 重ぬ る ことに 成り 易い。 玆に 是非とも 刑罰の 必要が ある。 これ 彼の 眞の 改悛 

のために 必要で ある。 否、 殺人者に して 眞に 改悛したならば、 其 犯せし 抓の 恐し さに 慄 へて 寧ろ al ら 

死 を 願 ひ、 以て 其 犯行の 申譯 をす ると 共に、. 此 場合に 於て 國 法の 同く 維持 せられん こと を 飽くまで： 望. 

むこと 必お である。 

祌は輕 々しく 罪 ある 者 を赦し 得ない。 彼 もし s§ 人 を無條 件に て赦 すなら ば 彼の 威嚴は 失せ、 彼の 公； 

義の權 威 は 落ち、 彼の 宇宙の 秩序 は 破る &に 至る。 卽ち 神は祌 ならぬ^ となって 了 ふので ある。 神の 

威 殿 は 是非とも 保 たれねば ならぬ。 彼の 公義の 權威は 是非とも 保 たれねば ならぬ。 彼の 宇宙の 秩序 は. 

是非とも 保 たれねば ならぬ。 神 は 是非とも 神でなくて はならぬ。 故に 「罰」 は 是非ともなくて はなら- 

ぬ。  公義 は 是非とも 維持せられ ねばならぬ。 公義 は嚴 として 立つ。 祌と雖 も 公義 を 宇宙の 外に 排逐 し- 

去る こと は出來 ない。 故に 公義 は祌を さへ 束縛す るので ある。 彼 は 公義 を自 から 立てて 其 公義に 縛..？ 


る k ので ある。 ^も 一 國 の主權 者が 自 から 憲法 を 立てて 其 憲法に 縛らる、 如き ものである〕 此 公義 あ 

る 以上、 祌 はた.. -罪 を赦す こと を 得ない。 罰 は 當然伴 はねば ならぬ。 換賈 すれば 神 は義を 以て 人の 罪： 

を 赦す外 はない。 加 之輕々 しく 罪の 赦 さる &事は 罪人 自身に とって 不幸で ある。 彼 は 此のた めに 顆を. 

輕視 し、 安んじて 罪 を 犯す に 至り、 益々 罪の 樂 みに 耽る に 至る 惡結 5^ を 生む。 されば 祌は 罪人 を唯赦 

す こと は 出来ない。 これ は 神が 祌 たるた め、 公義 維持の ため、 又 人 自身の ために 極て 必要た る こと- 

で ある。 

神 は 罪人 を赦 さんと 欲す、 併し 罰な しに は赦し 得られたい。 もし 罪人に 對 して 正常なる 罰 を 以て 臨 

まん か、 人類 は 誰 一 人と して 滅亡の 非運 を 免 かる k を 得ない、 併しながら 是れ 神の 人に 對 する 愛の 忍. - 

びが たき 所で ある。 義 のために は 罰せねば ならぬ、 愛の ために は赦し 度し と E わ ふ。 滅ぼすべき か 生か 

すべき か。 永遠の 死 か 永遠の 生か。 永遠の 否つ Dil か 永遠の 肯定 か。 永遠の 暗黑か 永遠の 光明 か" 永遠の- 

呪詛か 永遠の 祝福 か。 永遠の 悲哀 か 永遠の 歡喜 か。 永遠の 絶望 か 永遠の 希望 か— 孰れ を 選ぶべき か 事 

は 頗る 至難で ある。 一 を 選ぶ 時 は 他を棄 てねば ならぬ。 ーを棄 てての み 初めて 他 を 選ぶ ことが 出来る？ 

義を 立てん か 愛 を 行 はんか、 この 相 納れぬ 二つ を 一に 納める こと は、 恰も 火と 水と を 抱いて 兩 者の 共 

に 全き を 計る 類で ある。 これ 人に は 到底 5,1 來ぬ ことで ある。 然るに 「人の 爲し 得ざる 所 は 神の 爲し得 

ると ころ」 (： ルカ 傳 十八の 二 七) である。 祌は 「その 生み 給へ る獨 子」 を 世に 遣 はし、 彼 を 十字架に つけ、. 

彼に ありて 人類の 凡ての 罪 を 永へ に處 分し、 以て 人の 罪の 赦 さる X 道 を 開き、 我等 彼 を 信す る 者 は 彼 

にあり て 罪 を 罰せられ、 彼に ありて 義 とせられ、 彼に ありて 復活し 得る に 至った ので ある。 げに 人の 

见 ひに 過ぐ る 偉大なる 智慧よ！ あ k 祌の智 と 識の富 は 深い かな。 彼 はこの 至難なる 難問 を其獨 子の 〈 
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降 ゆと 受難と を 以て 見事に 解き 給うた ので ある。 ために 美 も 立ち 义愛も 行 はる。 罪 は 罰せられ そして 一 

赦 さる。 人 は 亡ぼされ そして 叉 永へ に 生く る。 人 は キリストに ありて 永遠に 亡ぼされ、 そして キリス 二 

ト にあり て 永遠に 生く るので ある。  ； 

此事を 認めし 上に 於て 上掲の 意譯の 最後の 句なる 「是れ 神 自ら 義 たり、 而 して EI 時に 亦ィ H スを信 一 

する 者を義 とせんが 爲 なり」 に對 する 時 は、 其 意味 は 明瞭と なる。 卽ち神 は イエス を 立てて 宥めの 供！ 

物と なし 給うた。 . 彼 を 十字架に つけ 以て 彼に ありて 人 を 罰する と共に 叉 人を義 とし 給うた。 卽ち彼 は 

自己の 義を顯 はして 人類 を 罰する と共に、 人類の を赦 して 之を義 とする 道 を 開き 給うた。 罰する と- 

赦 すと、 i に定 むる と義 とすると、 二つの 事 を キリストの 十字架 を 以て 同時に 行った。 卽ち r 祌自か 

ら義 たり、 而 して 同時に 义ィ H スを 信す る 者を義 とせんが ため」 である。 自己の 義 を顯揚 すると 共に. 

叉 人を義 とする ので ある。 併し 何故に 「人類 全體」 と 云 はすして 只 「ィ H スを 信す る 者」 と 限った の- 

か。  勿論 原现 として は 萬 人が 十字架に 於て 義 とせられた。 しかし 原理 は侗々 の 場合に 適用 せられて 一切」 

めて 其 値 を 生す る。 卽ち キリスト を 信す る 似々 の 人が 事 實上義 とせら る、 ので ある。 卽ち罪 を 悔いて- 

神に 服歸し 中； イエ ス キリス トに： is 從す るに 至っての み、 人 は 初めて 神に 義 とせられ るので ある。 信仰つ 

に 依ての みこの 特殊の 義 —卽 ち義 ならざる に 受く る義— を 我 有と する を 得る ので ある。  _ 

されば 主の 十字架 は 天地の 隔て を 除く 唯一 の 道で ある。 十字架 は 地に 立ちて 其 預きは 天の 高き に ま.」 

で 屈いて 居る ので ある。 十字架. あるが 故に 祌は 自由に 人を赦 し、 人を義 とし 得る に 至る。 そして 人 は 一 

卵の 消 除の ために 祌 より 我 を隔 つる もの を 除かれて、 恐怖 を 去り、 悼ら すして 恩. M の 座に 上り 得る に 

至る。 卽ち 神と 人との 問の 隔離 は 十字架 を 以て 除かれた ので ある。 其た めに 神と 人と は 公々 然として 一 


近づき 得る に 至った ので ある。 げに msi; は 怖し きもので ある。 之れ ありて は祌と 人と は 離れ ざらん とす 

る も 能 はない。 此 罪が 消 除せられ ての み祌と 人の 間に 平和 は 生れる。 そして 人 は 共， が 祌の獨 子の 死. 

に： jg する ほど 重大なる ものなる を 知りて、 以後 は 3^ を 犯さ ざらん と 力む るに 至る。 恩惠 に狎れ す、 却 

て平和と希§^^ と光明 と の與ふ る歡喜 の 故に、 感 恩の 獻 物を捧 ぐる 生涯 を 送らん とする に 至る。 げに 祝 

すべ き は 主の 十字架な るかな。 

ケ や 人 は往々 にして 言 ふ、 祌は 愛なる 故に 悔改 する 者 は 直ちに 赦 さる、 何等 十字架の 噴 i,; を 要さな. 

いと。 併し 此 種の 言 は 唯 尤もらしき 理窟で あると 云 ふに 止まって、 何等 活ける 生命の 事 實に觸 れぬも 

ので ある。 か-. る淺き 理窟 を 以てせる 安心の 如き は、 口舌の 遊戲 たる 類で あるに 過ぎない。 人の と 

は 沟に底 深き ものであるつ そのために は 是非とも 聰 ひがなくて はならぬ。 これ 神の 公義の 求む る 所 又 

人類の 本能 性の 要求す る 所で ある。 キリストの 噴 罪 あるが 故に 祌は 自ら 義 たり 得、 叉 同時に キリス 卜 

を 信す る 者を義 とし 得る ので ある。 「祌 はィ H スを 立てて 宥めの 供物と なし 給へ り」 と、 深き かな 貴. 

きかな 此 事！ 

おの づ 

W 上の 如く  二十 五、 六 節の 始と終 を 知る 時 は、 其 間に 揷 まれし ー觀 念の 意味 は自 から 明かと なる の 

である。 「是れ 一 に は 神の 忍耐の 中に 旣往の 罪 を 見逃し 給 ひし 事に つきて 其 義を彰 はさんた め」 であ- 

る。  キリスト 以前の 人類の 間に も 神の 刑罰 は 或 程度まで 行 はれて 居た。 併し 其 罰 は 其 罪に 比すれば い 

と輕 くあった。 もし 祌が 人類に 向って 其 に相當 する 罰 を 以てするならば、 卽 坐に 全人 類の 滅亡 ある- 

の  みであった。  然るに  此  事なくて  罪  は輕く  恩惠は  重く  あった。  然るに  神  を  知らざる  彼等  は  神の  此寬恕 

を 悟らす して、 I まを以 て 死に當 る 如き 恐る ベ き 者と は 思 はすして 益々 之に 耽る の 有様 を呈 した。 今：： x- 
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人が 祌の 罰なる！^ -i を 聞く も 深く 意に 留めざる は、 卽ち此 精祌と 等しき ものである。 俳し 乍ら これ 此上ー 

たき 大曙 想で ある。 li- の惯は 死で ある。 卵 ある 所 死 は必す あるべき である。 然 らば 何故 人類 は 早く 旣 

に 威 亡せ ざり しぞ。 答へ て 曰 ふ れ 神の 寬恕に 依る と。 卽ち 「忍耐の 巾に 旣往の 罪 を 見逃し 給」 うた". 

ので ある。 ひい 一い iti 心 1^ 他の 道 を 以て 人類 を 罰せん とし 給 ひつ、 ありした めで ある。 卽ち時 来る や 

彼 は 其 獨子を 人の 形 を 以て 降し、 其 十字架の 死 を 以て 人類の 深？ -を處 分し 給うた ので ある。 卽ち 「其.. 

義を彰 はさんた め」 である。 

また 「今の 時に 其 義を彰 はさんた め」 である。 愈々 時來 つて キリストの 降れと なり、 共 十字架の 死- 

と なって 玆に祌  の 義が彰 はされ たので ある。  故に 人 は^ 唯 キリス トを 信す る；： 仰のみ に 依て 義と せら- 

れて 生く るに 至った ので ある。  かくして 義と 愛と が 共存す る を 得た。 神 は 十字架の 故 を 以て 罰し 且赦 M 

し、 滅し且 救 ひ 得る ので ある。 義の 範函に 於て 憐みを 施す は 父なる 神の 明かなる 特徴で ある。 

ュヒの 如く 救 は專ら 神に 由り 人に. E らぬ、 借 仰に 依り 行に 依らぬ。 K に 絶大なる 恩惠 である" 故に： 

人に は； も 誇る 所 はない。 これ パゥ 口が 二十 七 節に 於て 「然 らば 誇る ところ 安に 在る や、 おる ことな 

し」 と斷 言し、 以下 これ を 敷衍して 說 きし 所以で ある。 行 を 以て 義 とせら る、 ならば 義 とせられし 人 

は 誇り 得よう。 W し 誰 人と 雖も 行で は義 とせられす 只 信仰の 故に 義を賜 ふので あれば、 人 は 毫も 誇り- 

得ない ので ある。 


第二 十一 講 永世 不變の 道 

彼 得 前書 一 章 二三— 二 五節、 及び 以弗所 書 五 章 十八 節に 就いて 

今秋 (大正 十 年 秋) も 亦 前に 引きつ 1. きて 羅 li. ^得の 研究 をな さんと 欲する。 第三 章 は 前！： を 以て 研 

究を 終へ たこと とし、 これより 第 TO: 章の 研究に 人り 度い ので あるが、 今日は 先づ 今秋の 研究 開始の 序 

として、 聖書 全體の 性質に ついて  一 一一 一一 n して 置き 度い ので ある。 

先づ 見るべき は 彼 得 前書 一 章の 二十 三 節より； 一十 五節まで である。 

汝 等が 再び 生る、 は (生れし は) 壊つべき 稀に 由る に 非す、 壞 つべ からざる 種すな はち 窮 りな 

く 存っ祌 の 活ける 道に 由るな り。 ； 5 それ 人 は旣に 草の 如く 其榮は 凡ての 草の 花の 如し、 草 は 枯れ 

その 花 は 落つ、 ぉ然ど 主の 道は窮 りなく 存 つたり.。 汝 等に 宣傳 ふる 幅 音 は 乃ち この なり" 

右の 巾、 二十 四 節 は舊約 聖書よりの 引用であって、 人の 榮の うつろ ひ きを 花に たと へて 述べた もの 

である。 その 前後の 二 節 は、 それと 比して 福音の 永久 的なる こと を 述べた ので ある。 

今夏 信 濃 沓掛の 高原に 滞在して、 草と 花と について 強く 感ぜられ しこと は 第一に その美で ある。 こ 

れ實に 高原に if: 臥せる 間の 最大の 慰めであった (他に も 極々 の 良き 慰め を 得た が )o 高原 地の 特徵は 

第一 に 〈4.: 氣の淸 澄で ある。 第二に 日光の 芳烈で ある。 その 結 として 彼 地に ありて は 草と 云 ふ 草が 凡 
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て 美 はしく、 花と 云 ふ 花が 悉く 佳麗で ある。 特^に 良き 草と 良き 花と を 求む るに 及ばない。 平地に あ 

りて は 少しも 人の 目を奄 かぬ 普通の 草と 花と が、 山地に ありて は 異常の^ 美を呈 して 我等の 眼 を牽く 

ので ある。 山莊 にあり て 前の 原に 眼 を やる 時. そこに 立つ 凡ての 野生の 草と 其 花が 異常なる 美の 集圑 

である。 杖を曳 いて 外に 屮 Z づれば 路傍に 生え 出で し 名 もな き 雑草が 妙なる 榮と 光の 羅列で ある。 野に： 

も 山に も 庭に も路 にも 我等 はかく 植生の 美に 園 まる、 ので ある。 平地に ありて 平凡なる 者が 高原に あ 一 

り て 斯く 佳歴な る は、 云 ふまで もな く {41- 氣 の淸 さと n 光の 芳し さと に 基闪す る もので あ る。 

祌の靈 は淸き 空氣 である。 祌の愛 は 芳しき 口 光で ある。 之に 包まれ 之に 接して は、 人の ゆに 於て は： 

如何に 劣れる と 見 ゆる 人 も 美と 光と を 放つ ので ある。 あ」 思ひ屮 I づる は： 大國の 光景で ある。 そこの 

0, そこの 日光、 神の靈 と 愛と 光と を眞 正. 面に受 くる 時の 人の 輝き は 如 3:。 高原に あらば 美 はしかる 

ぺ き 花 も 平 地に ありて は 平凡 無味で ある。 こ れ{41^|^燭 り 日 光惡し き た め で ぁ る " 此^ は靈的 意味に 於 一 

て { 八， -1; ^^り：！： 光惡 しき 所で ある。 故に 此 世に ありて は、 天國 にて は 優秀なる ベ き 人 も _w 劣 凡愚と 見 ゆ.； 

るので ある。 げに此世にては或特別の天才^|<?の外は孰れも呰な雜草でぁる、 あるに 3. 斐 なきもの であ 

る。 併し乍ら 世 革 まりなば 如何。 新しき 天と 新しき 地と 出現し なば 如： E。 その 時 こそ、 其 世界に 於て 

こそ 雜 草の 一 つ/ \ が 妙なる 光 を 浴びて 立つ ので ある。 何の 見ば え もなかり し 者が 靈 妙の 光 を 以て 輝 

き出づ るので ある。 高原の 空氣と 光と は 凡ての 雜 草の 眞の 値を發 揮す る。 天國の 签氣と 光と は 其處に 

住む 凡ての 靈 魂の 眞の 俯を發 揮す る。 されば 失望す る 勿れ、 此 世に 於て 榮 なき 者よ！ 時 一た び 来ら- 

ば汝の 平凡 は 非凡と なり、 汝は 或は 珠と して、 或は 金剛石と して、 或は 碧玉と して 燦 たる 輝 光 を 放 一 

つ に-t^^,るでぁらぅ。 それまでの 此 世の 旅 は 忍耐で ある、 忍耐 を 以てする； 一:^ 仰の 持 綾で ある。 


花 を 基督 者に 比して 其の fK 國的價 値 を 思 ふと 共に、 之 を 此^の 實 相に 比して 微笑の 禁じ 難い ものが 

ある。 花の 榮の 如く.！ 一. ふ 速に 消長す る もの はない。 或る時 は 一 の 花が 他の 凡て を懸 して 全盛 を 誇る。 そ 

れは 正に 王の 榮 であって 他の 花 は あれ ども 無き が 如くで ある。 しかし 其 期間 は 長くない。 或 もの は數 

s  、或 もの は 一日、 そして 他の 者に はられる ので ある。 シモッ ケサゥ より メタ カラ カウ、 シン ウド 

より キ キヤウ、 マ ツム シサゥ より カル カャ、 ッリ フネ サゥ より ス ス キ へと 代り 行く ので ある。 かくし 

て 各自の 全盛期 は 極て 短く 甲より 乙、 乙より 丙、 丙より 丁へ と 常に 移り行く ので ある。 これ 此 物質 世 

界. の 常の 姿で ある。 此處に は 何もの も 常なる はない。 無常が 卽ち此 物質 世界で ある。 全盛期 は 極て 短 

時日、 そして 他に 代 はられる ので ある。 政治 界を 見よ、 文藝 界を昆 よ、 謂 ゆる 思想界 を 見よ〕 常に 流 

行の 問題が あり、 全盛の 人が ある。 そして 短時日に して それが 他に 移り ゆく。 昨の 王 は 今の 奴 僕で あ 

る。 今の 天才 は 明の 凡愚で ある。 變轉萬 化、 常な きことの 如 M に 著しき よ！ 

新人の 新 思想と よ！ 然り或 時 は オイケン、 或 時 は ベルグ ソン、 或 時 はタゴ ー ル、 或 時 は ラッセル、 

其 著書の 寶行大 なる は 批の大 なる 評判と なり、 其の 新 思想 出で て 遂に 人類の 救 ひ 成れり と 思 はる、 程 

である。 その 時 奮き 福音 は 何となく 光彩 を 失 ひし 如く 感ぜられる。 パ ゥ a の唱 へ、 ォ ー ガス チ ン の 立 

て、 ル ー テルの 改め、 ミルトンの 堅く 信じた る 此福昔 は、 遂に 世 を 救ふ敎 にあらざる かとの 疑惑が 起 

-, つ 二,. -, つ iljil 

る。 併し乍ら 「昨日 も 令 日 も 永遠 變ら ざる」 もの は キリストの 幅 昔であって、 昨日 も 今日 も. 水 遠變り 

つ k ある もの は此 *1 の 思想で ある。 見よ 新人の 忽ち 舊人 となる を、 义新 思想の 忽ち 舊 思想と なる を。 

デモ クラシ， -の聲 は 一時 世界 を 覆へ す 如くで あつたが、 其 後勞働 問題 全盛の 世と なり、 今や 勞働 問題 

も旣に 下火と なりつ、 ありと へらる。 恐く は是れ また 到底 人力 を 以て 解き 難き 問題と して、 倦怠の 
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うちに 忘れ去らる k ことで あらう。 此次 は宗敎 問題 か、 或は さう であらう。 よし 宗敎 問題 全盛の 世と 

なりても、 勿論 これ 幅 昔 全盛の 世と なった ので はない。 これ 此 罪の 世の 謂 ゆる 宗敎 問題であって、 決 

し て 我等 の 云 ふ 所の 宗教 問題 ではない。 これ 神が 人 を 救 ふ 所の 幅 昔 の 敎とは 全く 相 反する もので あつ 

て、 人が 人 を 救 はんとす る 愚なる 計 畫の聲 たるの みで ある。 かく 世の 思想 は 常に 變轉 する。 そして 此 

の に變轉 しつ 、來 りし I の 思想と は 全く^の 流 をな して、 千 九 百年の 間變ら すして ベ/に 至りし もの 

が卽ち キリストの 福音で ある。 これ 實に 歷史の 頁に 刻み こまれし 强き 基督 敎證據 論で ある。 幅 昔の 强 

. ^は斯 く歷史 の 上に 證明 せられた。 他の 凡て 變る 中に ありて 常に 變ら ざる； i 昔 の 慣 を r 九， お 年の 歲 

が立證 する。 恆に變 る は 人の 敎、 S 久にレ て變ら ざる は 神の 敎 である。 

この 事 を 知りて 彼 得 前書 一 章 一 一三 丄 一 五節 を讀 めば 其 意味 は鮮 かに 我等の 心に 人る。 肉に つける 生 

活は 死で ある。 故に 再生 は 是非ともなくて はならぬ。 併し： 冉生は 新生で ある。 これに は適當 なる 種子 

を. 耍 する。 福 昔 は 新生 を 促す 所の 種子で ある。 しかも 「朽 つべき 種」 ではない、 r 朽っ ベから ざる 種」 

こと 

である。 卽ち りなく 保つ 神の 活ける 道」 である。 これ 卽ち福 昔で ある。 そして 之 を 文字 を 以て 示 

せし は 聖書で ある。 そして 人 は 草の 如き もの、 その 榮は 草の 花の 如き ものである。 「草 は 枯れ その 花 

は 落つ」、 人 は 枯れ 其榮は 落つ る。 人と 其榮は 常に 亡び、 常に 消え、 常に 移り ゆく。 た 「中： の 道 は 

翁り なく 保つ」 ので ある。 主の 道と は 何ぞ、 これ宣 俾 へらる & 所の； i 音で ある。 そして それ を 文字に 

て 現 はせ し は 聖書で ある。 

こふ は 

架 書の 研究と は 他な し、 他の 凡て 保たざる 巾に ありての 此の 「琼 りなく 保つ 神の 活ける 道」 の 研究 

である 。かく 限りなく 保つ 祌の 一一 一一 E の 研究 なれば こそ、 Si 書 研究に は 特殊の 惯 値と 歡 びと が 伴 ふので あ 


る。 ：i 昔 は *1 の 表面 を 動かさす して 其 f を 流れて ゆく。 活ける 泉 は 何の 時代に 於ても 俗眼の 達せぬ 所 

に 潜んで ゐる。 そして^の 外面が 常に 變 りつ、 ある §1 を、 終始 一 貫して 久の 姿を呈 しつ- - ある は 幅 

音で ある。 げに 神の 爲し給 ふ 所と 人の 爲す 所と に は： 大地の 差が ある。 靜 なる 水 を 以て 徐ろに 谷 を 掘り 

岩 を彻り 以て 地の 姿 を 變へ給 ふ 神 は、 靜 かに 幅 昔を此 世の 奥に 潜ませて 之 を 以て 徐々 として、 しかし 

不斷 に、 永久 的に 聖 圖 を 進め 給 ふので ある。 この 福音の 研究で あれば、 又此 限りなく 保つ 神の 活ける 

語の 研究で あれば、 我等 叉靜 かに、 しかし 怠らす 橈ます して 進み ゆくべき である。 

然 らば この 神の 活ける 語の 研究 法 如何。 この 問題に 答 ふる 語と して 以弗所 書 五 章 十八 節 を 見る こと 

が 出来る。 

また 酒に 醉 ふこと 勿れ、 之 を 爲すは 放蕩な り、 宜しく 靈に滿 さるべし 

と ある。 これ は 聖書が 酒 を 禁じた る 所と 見られ 得る。 菜して 然 らば i 疋れ 禁酒 運動 の 標語と して 頗る 適 

切なる を 思 はしめ る。 しかし 「酒に 醉 ふこと 勿れ 宜しく- 靈に滿 たさるべし」 と 酒と 聖靈と を對照 させ 

たの は して 如何で あらう か。 聖靈は 人の 魂の 内 底に 加 へらる \ ものである 故、 これに 相對 して 「酒 

に醉ふ 勿れ」 と 云へば 實 際の 醉 酒の ことに 止まらす、 すべて 外部の 刺戟に 醉ふ 勿れの 意で あると 思 は 

る、 卽ち 人力の 工夫 を 以てする 外部 的の 刺戟に 心 を 奪 はる \ 勿れの 意で あらう。 此 意味に 於て 酒に 醉 

ふ は 「放蕩」 であると 云 ふ。 放蕩 は 今日 日本語に 於て は 放縦 汚行 を 意味す る 語で あるが、 英語 聖書に 

は riot と譯 して あり、 原語 は as5tia  (ァソ ー チア〕 であって 過度、 亂れの 意味 を 有して ゐる。 外部 

的の 刺戟に 醉ふは 「亂 れ」 であると 云 ふので ある。 

此^の 事 は 多く は 酒に 醉 ふこと 卽ち 人力 を 以てする 外部 的 刺戟に 醉 ふこと である。 殊に 此世 i 入り 

？ル 二十 ー講 永世 不 51； の 近  一一 三 一 


羅馬 書の s 究  三 ニニ 
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換り 立ち 換 りて 起り て强く 世人の 注意 を牽く 所の 政治 運動、 社 < ^運動、 思想 運動、 宗敎蓮 動の 類は概 

ねこれ 酒に 醉 ふこと である。 人 的 工夫に 訴へ 外部 的の 刺戟 を 以て 元 氣と熟 情と を 煽る 事であって、 

一 時爐 然として 火の 如く 燃えた て ど 後ち 叉遽 然として 消滅し、 後 は 石の 如き 冷枯と 死の 如き 疲憊 ある 

のみで ある。 これ 卽ち 「放蕩」 (過度、 亂れ〕 である。 聖書の 研究に は 此の 如き 外道 的 刺戟の 道 は 全 

然棄て 去るべき である。 

「酒に 醉ふ 勿れ …… 靈に滿 さるべし」 と 云 ふ。 酒と 聖靈 とが 對 照され、 又醉 ふと 滿 さると が 對照さ 

れてゐ る。 醉ふ 勿れ、 寧ろ 滿 されよ である。 外部 的 手段より 刺戟 を 受けて 醉は すして、 魂の 中に 聖靈 

を 以て 滿 されよ である。 底 深く 神の 靈を 貯へ滿 たして 心の底より 力 を 養へ よで ある。 恰も 淸く爽 かな 

る 空氣の 中に 我 肉 體を滿 して 何となく 身 も 心も滿 たされし を感 する が 如く、 聖靈の 中に 我 靈魂を 深々 

と涵 して 之 を 以て 魂の 髓と膏 と を 養 ひ DH- 滿 たさる 、ので ある。 かくする 時 は 今まで 不可解な りし 一書 

も 解し 得られ、 今まで 眞と 信じ 得 ざり し奇 lis も眞と 信ぜられ、 今まで 疑惑 を以 つて 對し來 りし 幅 昔の 

根本的 敎義 も、 恰も 陰！^ 一なる 雨期の 後に 秋 空の 蔓 然として 霽れ わたりし を 仰ぐ が 如くに、 鮮 かに 感得 

せらる- - ので ある。 

聖靈を 受けす して 唯學 者と し ての み 聖書 を 擧ぶは 害 多くして 益少 い。 聖書 を 舉問的 に 研究す るに も 

聖 靈に充 たされす して は眞の 研究 は 出来ない。 まして 信仰的の 研究 を や。 實に^^へ靈を受けて研究して 

初めて 聖書 を 解し 得る ので ある。 之な くして は、 萬卷の 註解 書 も 我等 をして 聖書 を 眞に味 解せ しむべ 

く 不適 當 である。 但し 世に は リバ ィバ ルと稱 して、 聖 靈に醉 ふこと を 以て 信仰の 主眼と する 人が ある. > 

併し 以弗所 書の 明 示す る 通り 聖靈は 魂を滿 たすべき ものであって、 之 を 以て 我を醉 はしむべき もので 


はない。 聖靈 降れり と稱 して 狂喜 亂舞、 ぁらゅる騷？„^^を演するは健全なる道ではなぃ。 これ 果して 眞 

に 聖靈に 動かされ たので あらう か。 むしろ 是れ 酒に 醉ひ しもので は あるまい か。 卽ち 人間の 工夫 を以 

てす る 外部 的 刺戟の ー變 態で は あるまい か。 聖 靈は靜 かに 深く 滿 さるべき ものであって、 決して 淺く 

騷 がしく 醉 はさるべき もので はない。 酒に 醉 ふこと 勿れ、 之 をな す は 放蕩な り、 宜しく 聖 靈に滿 さる 

べし、 である。 醉 ふこと は 凡て 過度と 亂れ である。 我等 は 何物に も 何 運動に も— よし 聖 靈と稱 せらる 

る ものにさへ も— 醉 つて はならない。 宜しく 靜 かに 深く 聖 靈に滿 さるべき である。 これ 聖書の 研究に 

ついて 肝要なる 注意なる と共に、 叉 信仰的 生活 全體 についての 誡め として 反覆 考察すべき 一 事で ある。 

聖書 は 永久 變ら ざる 書で ある。 他の 書 は 廢れて も 聖書 だけ は廢ら ない。 然り、 他の 書 は 悉く 廢れて 

聖書 だけが 殘 るので ある。 聖書 は 我等の 擧 ぶべき 唯一 の 書で ある。 

第二 十二 講 神の 殿 

詩篇 百 三十 三篇、 使徒 行 傳ニ章 一 ー 十三 節、 約翰傳 十五 章 一— 八 節、 

及び 3? 弗 所 書 四 章 一 —十六 節參 照。 

羅馬 書の 研究 を繼績 して 第 四 章に 入る 前に 當 つて、 尙 ほ豫備 として 述べた き 一事が ある。 それ は 

r 神の 殿」 なる 問題に ついて である。 之 は 今夏 中に 反覆 考察せ し 問題の 一 であるが、 今まで 之に つい 
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て 誤解し 居た る ことに 自ら 氣が附 いた， ので ある。 又 人々 も 多く 此事 について 正しき 理解 をして 居らぬ 

こと を發 見した。 哥林多 前書 三 章 十六、 十七 節 を 見る に 左の 如く 記して ある。 

みク  みヒ i  r"  i  ゃニ丄 

汝等は 神の 殿に して 神の 靈 なん ぢらの 中に 在す こと を 知らざる 乎。 もし 人 神の 殿 を 毀た ば 神 かれ 

を 毀たん。 そ は 神の 殿は聖 きもの なれば 也。 

兹に 「神の 殿」 なる 句が 三度 用 ひられて 居る。 普通の 見方 はこれ を 個々 の 信者と 見る ので ある。 基督 

5 ち 

者 は衷に 聖靈を 宿す ものである 故 神の 宿り 給 ふ 所、 卽ち 「神の 殿」 である。 故に r 聖 きもの」 である 

されば 此の 聖き 神の 殿卽ち 基督 者 を 毀つ 者 は必す 神の 毀つ 所と なる。 手 を 以て 造れる 祌殿 は是れ 決し 

て 神の 住み 給 ふ 所でない。 「至高き 神 は 手に て 造れる 所に 居 給 はす」 (行傳 七の 四十 八) と ある。 今や 神 

の靈 おのく の 基督 者に ii? りて 备自が 一人々々 「神の 殿」 である。 此 意味に 於て 我等 备々 は聖 く、 貴 

く、 永久 的の 他 ある ものである。 人よ 基督 者 を 毀つ 勿れ、 基督 者よ 自ら を 重んじて 汚す 勿れと、 これ 

はパ ゥ 口 の 意味で あると なすの が 普通で ある。 

然るに 此兩節 を 精 譲して 見る と、 右の 見方の 少しく 誤れる ことにぐ C 、つくので ある。 そして それが 僅 

の 誤りの 如くであって、 資は大 なる 誤りで ある こと を 知る ので ある。 日本語に は 名詞に 單複の K 刖な 

きため 此點 不明で あるが、 原文 聖書 叉 は英譯 聖書に 依れば r 汝等」 と 云 ふ 主語 は複數 であるのに 「殿」 

と 云 ふ 客語 は單數 である。 卽ち 十六 節に は ye  are  a  temple  of  God と あり、 十七 節の 最後に は ilich 

00  00  0  0  0  0  や OO00  00  0  0  00 

temple  ye  tire と 記されて ゐる。 之に 依て a れば汝 等の 一 人々 々が 各々 一 の^で あると 云 ふので はな 

く、 汝等 凡てで 一 の 殿 を 形造って ゐ ると 云 ふので ある。 卽ち 基督 者の 或 一 圑 (此 場合に 於て は コ リ ン 

トの敎 含〕 が聖靈 の 宿る 所であって、 換霄 すれば 一 の 「神の 殿」 であると 云 ふので ある。 此事を 知ら 


ざる かと コ リントの 信者に 云 ひたる バウ n は、 今 もし 我等の 間に ありと せば 我等に 對 しても 问 様に 断 

く 云 ふで あらう。 實に汝 等 は 一 の 神の 殿なる こと を 知らざる かと。 旣に 充分に 知り 居るべき 害の 此道 

理を 知らざる かと。 

葡萄 樹の枝 は 其 樹を離 るれば 枯死す る。 人體の 各肢體 (目、 一:^r、 手、 足、 指 等.) は 其 體を離 るれば 

死滅す る。 枝た る もの、 肢體 たる もの は、 生きん ために は 是非とも 其 本 體に繁 がり 居らねば ならぬ。 

OO0000O00O  OO0000OOOO0OOO0O0OO  OO0O0O0O00OOO0 

聖， 靈は 團體の 上に 降る。 兄弟 姉妹の 集合せ る處に 神の 殿 は 成り立つ。 故に 聖靈を 受けん ために は 此の 

神の 殿の 一 部と 成らなくて はならぬ。 そして 神の 殿に ありて 共に 聖靈の 滋雨に 浴さねば ならぬ。 神の 

殿 を 離れて は. 本體 より 切り放されし 肢體の 如く 死滅す る 外 はない。 是非とも 兄弟 姉妹と 共に 一 圑と 

なりて、 其 中に ありて 聖靈 の 雨 を 浴びねば ならぬ の で ある。 

此事を 裏書す る ものと して 我等 は 詩篇 第 百 三. H 二 篇を引 川し 度い ので ある。 

1 視 よはら から 相睦 みて 共に 居る は、 いかに 善く 如何に 樂し きかな。 2 首に 注がれた る 貴き あぶ 

ひけ 

ら 鬚に 流れ、 ァ a ン の 鬚に 流れ、 その 衣の 裾にまで 流れ 滴る が 如く、  CO また ヘル モン の 露く だり 

てシ オンの 山に 流る &が 如し。 そ は H ホバ かしこに 福祉 をく だし、 翁り なき 生命 を さへ 與へ 給へ 

是れ實 に 簡潔に して 優美なる 詩と して、 最も 代表的の ものである。 第 一 節 は 兄弟 姉妹の 美しき 團居を 

述べし ものであって、 如何に 獨立を 愛 重す る 者に も 此の 一節の 贵 さは 充分に 感知せられ るので ある。 

第一 一節 は 我等 日本人に は 少しく 奇怪なる 形容の 如く 見 ゆる けれども、 髮，々 として 垂る& 美しき 鬚 を 有 

する シヱム 人種の 間に ありて は、 如何に 良き 形容と して 感ぜられた ことで あらう。 ァ ロンの 首に 注ぎ 
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たる 贵 き香膏 がその 鬚に 流れ 下り、 それより 垂れて 衣に 及び、 更に 衣 を 流れ くだりて 遂に 其 裾に 及ぶ 

と 云 ふので ある。 これ 聖靈の 降る 樣を譬 へたので ある。 第三 節 上半 は、 ヘル モン 山に 流れ 注ぐ 瀧の 如 

き 雨が 遂に 乾け るシ オンの 山 をまで 潤 ほす の 意であって、 これ 亦 聖霊の くだる 有様 を 描いた もので あ 

か、 ひべ に ほひ あぶら  そ、 V, あてり 

る。 ァ 口 ンは 祭司 長の 就任式に 於て モ ー セ より 其 首に 香 臂を 注がれた。 r モ— セ …… 叉灌 膏をァ 

口 ン の 首に 注ぎ 之に 膏を そ、 ぎて 聖別め たり」 (利 未 記 八の 十二) と あり、 それより さき モ— セは M ホバ 

より r 灌膏 をと りて 之 を 彼 (ァ。 ン) の 首に 傾け 濯ぐべし」 (S 埃 及 記 二 九の 七) と 命ぜられて ゐる。 溢る 

るば かり 注がれし 香油 は 衣の 裾にまで 流れ 下る ので ある。 北の方へ ル モン は 露し げき 山で ある。 傅へ 

聞く スリャ の 夜に は强雨 多く、 殊に へ ル モン 山に は 豪雨 瀧の 如く 降りて 雪と 共に 流れ ド ると 云 ふ。 南 

の方シ オン は 乾け る 地に 立つ 乾け る 山で ある。 其缺 くる 所 は 露なる が 故にび K む 所 も 亦 露で ある。 あり 

、つる  かう ベ  あ， や.；' 

餘る ヘル モン の 露はシ オン の 山 をまで 潤 ほす ので ある。 ァ ロン の 首に 液 がれし 膏の 如く、 ヘル モン 山 

に 降りし 露の 如く、 聖靈は 流れ くだりて 會 衆の 上に 止まる ので ある。 されば 其處に 福祉が あり、 限り 

なき 生命が ある。 第三 節 後半 「そ は M ホパ かしこに (其 集 曾の 上に) 福祉 をく だし、 窮 りなき 生命 を 

さへ 與へ 給へ り」 と ある は 之で ある。 

されば 此歌 は、 神の 靈 あぶらの 如く 叉 露の 如く 上より 降りて、 一 團の會 衆の 上に 臨む 有様 を 描いた 

ので ある。 聖 靈は膏 である、 聖靈は 露で ある。 魂の 傷 を醫し 魂の 渴を潤 ほす。 その 會 衆の 上に 降る 有 

樣を美 はしく 描きた る 此歌は 「神の 殿」 を 歌へ る 歌と して 最も 優れし 者で あると 云 はねば ならぬ。 

次に 此 問題に ついて 見るべき は、 使徒 行傳 第一 一章の 有名なる ベ ンテ コ ステの 記事で ある。 

1 ペンテ コス テの 曰に 至りて 弟子た ち 皆 心 をき せて 一 處に 在りし に 2 俄に 天より 迅 しき 風の 如き 


響 ありて 彼等が 坐す る 所の 窒に 充てり。 3 哉の 如き もの 現 はれ 岐れて 彼等 各人の 上に 止まる。 4 

是に 於て 彼等 はみ な聖 靈に滿 たされ、 その 聖靈の 言 はしむ るに 從 ひて 異なる 諸國の k 言 を 言 ひ 始 

めたり。 

玆に 代表的なる 聖靈 降下の 叙述が ある。 この 問題に ついて 最も 有名なる 此箇處 は 第三 節に 於て 明記 さ 

る、 如く  r 焰の 如き もの 現 はれ 岐れて 彼等 各人の 上に 止まる」 と 云 ふ。 卽ち 聖靈は 初から^々 に 一 人 

一 人の 上に 降った ので はなく して、 先 づ焰の 如き 一 の ものと して 現 はれ それが 岐れて 各人の 上に 止ま 

つたので ある。 「岐れ て」 は意譯 である。 改譯 聖書に 「火の 如き もの 舌の やうに 現 はれ」 と ある は 原 

意に 忠 ならん と 力めた ので あらう が 不正確な 譯 である。 「恰も 火の 分れし 舌の 如く」 とで も譯 すべき 

であらう。 卽ち 一 の 火が ありて、 それより 幾つかの 舌が 出で て、 其 一 つくの 舌が 各人 一 人々 々 の 上 

に 止まった と 云 ふので ある。 火 は 一 としてく だる、 そして 幾つ もの 舌 を 出して 各人の 上に 止まる) こ 

れ 使徒 行傳 第一 一章に 記さる X 聖靈 降下の 姿で ある。 

聖靈 を受く る こ と は 基督 者と し て 最も 大切な る 事で ある。 此事 なくして は 如何に 聖書 を 反覆 熟讀す 

る も、 如何に 萬卷の 註解 書を讀 破す る も、 如何に グリ ー ク、 へ ブライの 原語 を精究 する も心靈 上に は.. 

些 の效果 がない。 否 却て 心靈を 毒す るの みで ある。 不消化の 知識 は 今や 日本人 を 苦しめつ、 ある。 知 

識を 山の 如く 貯 へ て而 かも 人生の 方向に 迷 ひつ- - ある 人の 如何に 多き。 殊に 聖書の 研究に 於て は聖靈 

を 伴 はざる 知識 は 有害無益 である。 「人 聖靈に 感ぜ ざれば ィ H スを 主と 謂 ふ 能 はす」 I 哥前 十二の 三) 

と ある。 我等 は 聖靈を 受けて 基督 者と なり 得、 又 聖靈を 受けて 信仰生活の 維持 進展 をな し 得る ので も 

る。 聖 靈を受 くる は 信仰的 生涯の 最 必要事で ある。 
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然 らば 如： E にして 聖靈を 受けん か、 これ 問题 である。 密室の 熟烈 なる 祈り、 獨り 山中に 分け入りて 

谷川の 調べと 鳥の 歌に 合せて 獻 げらる &靜 かなる 祈り、 それ も贵 くも あり 叉 必要で も ある。 併し 之の 

みに て は 聖靈の 恩賜に 與る事 は 出来ない。 -之 のみに 訴 ふる は 甚だ 不充分で ある。 前に も說 明せ し 通り 

神の 靈 は 「神の 殿」 に 下る。 集 食の 上に 膏と 露と 焰とは 下る。 そして 之が 會 衆の 上に 岐れて 降る ので 

ある。 過去に 於て 聖靈は 概ね 斯 くの 如くに して 降った。 故に，^ r に 於ても 然り、 また 將來に 於ても 然る 

であらう。 集會の 必要、 祈 禱會の 必要、 共に 福 昔 を學び 共に 父に 祈る の 必要 は玆に 於て か 起る ので あ 

る。 孤立 は大 なる 禍 である、 ^靈の 下賜 を妨 ぐる ことで ある。 我等 は 相 つらなり 相 結びて 全體に 於て 

一 の 「神の 殿」 を 形造り、 此 殿の 上に 一 として 降る 変靈を 各自が 分與 せらる k やう 努めねば ならぬ。 

それが 余輩の 長年 iP へ來 りし 無敎會 中： 義に 背かざる か 如何 は 別の 問题 である。 それが 如何で あっても • 

聖靈 降： 卜の 道 は 過去の 事實に 1^ へて 明かで ある。 會衆相 結びて 一 の 「神の 殿」 を 造り、 そして 各自が 

祌の 靈を受 くべき である。 

聖靈は ffl 體の 上に くだる を 常 則と する。 その 良き 例 は 我等の 此の 安息日 毎の 會合 である。 安息日の 

十 時より 此集會 が 開かる i ゃ祌は 我等 を憐み 給うて、 我等の 祈に 應 じて 此處に 其靈を 降し 給 ふ。 故に 

1 種の 言 ひがたき 靈氣が 此處に 漲ぎ る。 人々 は 此堂を 動かす 一 種の 靈氣 を 呼吸 せんとして 斯く 多く ffi- 

ひ來 るので ある。 

全世界に 神の H クレ ー シャは 唯一 つ ある。 祌は之 を 殿と して 其內に {佰 り 給 ふ。 而 して 人 は 何人も 此 

ェクレーシャに聯りてのみ§^靈の恩賜に與ることが出來る。 其 意味に 於て 「靈は 一 つ、 主 一つ、 信仰 

1 つ、 パブ テス マ 一 つ」 である。 叉 其 意味に 於て 奮き 敎會の 唱道に 誤り はない、 曰く  r 敎會 以外に 救 


濟 あるな し」 と。 然し 乍ら あれが 眞 の敎會 なる 乎、 其れが 問題で ある。 而 して 敎會は 天國の 如くに 

「此 所に 見よ が 所に 見よ」 と 言 ひて 指定し 得る もので はない。 敎會は 靈的實 在 者で ある。 故に 靈 的に 

のみ 其實 在を認 むる 事が 出来る。 人 は 聖靈を 受け ざれば ィ H スを 主と 稱び まつる 事が 出来ない やうに、. 

聖靈を 受け ざれば 信者 叉 は 敎會の 眞偽を 判別す る 事が 出来ない。 神の 靈に 由ての み 神の 事 を 知る 事が 

出来る。 俗人に も 不信者に も認 むる 事の 出来る やうな、 そんな 敎會は 何れの 世に も 弁 在し 得ない ので 

ある。 そんな 敎會を 建-鼓し ようと 欲 ふが 故に、 多くの 僞 はりの 敎會が 成立して 人 を 偽 はり 世 を 欺く の 

である。 目に 見 ゆる 眞の 敎會は キリストが 再臨し 給 ふ 時に 成立す る。 其 時まで は 成立し ない。 然しん マ 

は 眼に は 見えない が 存在す る 事 は確實 である。 而 して 信者 は 今 は 眼に 見えざる 主 を 仰ぎつ、、 眼に 見 

えざる H クレ ー シ ャに聯 りて 其 信仰的 生活 を營 むので ある。 然り 眼に は 見えぬ が 略 ぼ 知る 事が 出来る 9 

oofjoooocooooooooooooooooooo  , 

眞の 信者 は 相 食して 略 ぼ 相互に 其眞の 兄弟 姉妹なる 事 を 知る。 未だ 完成され ざる 此^に ありて 誤 察 は 

免 かれない。 肉に 在りて 信者と 雖も今 鏡 を もて 見る 如く 見る 所昏然 である。 され ど 彼の 時には 面を對 

せて 相 見る ので あるつ コ リント 前書 十三の 十二 )o 信者 は 大衆で ある、 而 して ー圑 である。 其 事 は 確實で 

からすむぎ 

ある。 其 中に 僞 信者 は 居らない と は 限らない。 稗 子は麥 と共に 牧穫の 世の 終まで 存在す るで あらう と 

の 事で ある。 然れ ども 其 事 あるに 係らす、 神 は 此の 暗き 世の 內に 彼の 選び 給へ る H タレ ー シャを 有ち 

給 ふ。 而 して 人 は 之に 加 はりての み 神が 人に 賜 ふ 最大の 恩賜なる 聖 靈を受 くる 事が 出来る。 玆に眞 正 

の 聖徒の 交際が ある。 一 つの 靈の分 賜に 與 るが 故に 信者 は眞に 兄弟 姉妹で ある。 
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第 四 章の 大意 

以上 二 I！ の 準備 研究 を 了へ たれば、 これより また 羅馬書 本文の 研究に 入る。 羅馬書 は 第三 章までに 

於て 先づ 一 段落 を吿 げたので ある。 萬 人の 罪人なる こと、 故に 人 は 到底 行 を 以て 神の 前に 義 たり 得ぬ 

こと、 從 つて 只 神より 義を賜 はる 外に 道な きこと、 そして 神 は 此義を 我等に 賜うて 義 ならざる に義と 

する 道 を 柘き給 ひし こと、 そして これ は イエスの 十字架の 噴 mtl; ありし に 由る こと、 されば 今 われら は 

唯 この キリス トを 信す る 信仰の みに 依て 義 とせら る k こと， 故に 人に は 何等 誇る ベ きな く 凡ての 良き 

事 は 皆 キリス トに 於て ある こと —— 是れ 第三 章までに 於て パ ゥ a の說 きし 所で ある。 

彼 は 進んで 第 Hi 章に 於て、 イスラ H ルの 始祖 アブ ラ ハムの 信仰に 就て 說述 する ので ある。 イス ラエ 

ルの 始祖と 今の 我等と 何の 係 はりあらん やと 云うて、 此章を 不用 視 する 者 あらば そは大 なる 誤 であ 

る。 その 甚だ 重要なる 茵 所なる 事 は此章 を熟讀 してみ て 解る ことで ある Q 我等 は 充分に 此章を 重要視 

すべきで ある。 

先づ此 章の 構想 を 窺 ふに、 略 ぼ §： 段より 成って 居る こと 明かで ある。 第一 段 は 一 節より 八 節までで 

ある。 その 說く所 は、 アブラハムが 行の 故に 義 とせられ たので はなく して 信仰の 故に 義 とせられた Q; 


である 故、 これ 純粹 なる 恩惠 であって 幸福の 極で あると 云 ふに ある。 玆に アブラハムの 信仰の 性質が 

示された ので ある。 次の 第一 一段 は 九 一 S より 十一 一節 迄で ある。 その 主眼 はァ ブラ ハ ム は 割 f を 受けざる 

前に 義 とせられ たので ある 故、 彼の 信仰の 實例 は實に 全人 類に 向っての 信仰の 模範で あり、 從 つて 異 

邦人 も ュ ダャ人 も 悉く 彼 を 信仰の 師父と して 仰ぐ ベ きで あると 云 ふに ある。 形 を 見す して 心 を 見る パ 

ゥ B の 深さが 玆に現 はれて 居る ので ある。 第三 段 は 十三 節より 十六 節までで ある。 世界の 嗣子た る は 

律法に 依る アブ ラ ハ ム の 子孫に 約束せられ たこと ではない。 凡て アブ ラ ハ ム の 信仰に 傚 ふ 者— 卽ち靈 

魂に 於け る 彼の 子孫— に 約束せられ たこと である。 換霄 すれば ァ ブラ ハ ム の 信仰に 傚 ふ 者 は卽ち 世界 

の 嗣子で あると。 これ 第三 段の 主眼で ある。 そして 第 w 段 は 十七 節以 F である。 兹にァ ブラ ハ ム の 信 

仰が 神の 約 を 確信す る 信仰で ある こと、 及び 我等 も 亦 彼の 如く 「我 主ィ H スを 死より 趣へ らしし 神 

を」 眞に信 すれば 彼と 同様に 義と せらる  >- ことが 說 かれて 居る。 まづ 以上の 如き 思想 を 骨格と して、 

第 四 章 は 成り立って 居る ので ある。 

羅馬書 第 四 章の 意味 を 充分 領 得せん ために は、 豫め 創世記 第 十 一 章 以ドに 於て アブ ラ ハ ム の 生涯 を • 

學 ばねば ならぬ。 まづ父 テラと 共に カル デャの ウル を 出で て ハランに 移り 住みし 事より、 エホバの 命 

に從 つて ハラン を 出で て 力 ナンに 入り、 更に 南に 移り、 遂に 飢 謹に 禍 せられて 沃饒 なる H ヂ ブトに 移， 

住し、 再び 力 ナンに 歸り、 其處に 甥の ロトと 別れて 住み、 エホバより 大 なる 約束 を 受け、 叉 イサク を 

與 へられ、 そして 其 イサク を 一度 獻 げんと せし 等、 彼の 生涯 は 波 瀾 多く 興味 津々 たる ものである。 そ 

して 彼の 生涯 を學 ぶこと は 單に羅 馬 書 四 章の 研究に 役立つ のみで はなく、 神 を 信仰す る 生涯の 好校範 

として 基督 者に 取って 甚だ 益 多き 事で ある。 否た に 基督 敎 徒に 限らない、 如何なる 人に 取っても ァ 
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ブラ ハ ムを 知る は 頗る 有意義の ことで ある。 何と なれば 彼はル ー テル や、 ミルトン や、 ゥォ シン ト\ 

等と 同様に 世界的 人物の 一 人で あるから である。 彼の 如き^ 界的 人物の 生涯と 信仰と 其 精神と を 探る 

こと は、 ，人に とっても 有價 他な ことで ある。 現代人 はァ ブラ ハ ム の 如き 人物 を舊 しとして 顧みす、 

カント、 ゲ ー テ、 シ ルレ ル等 近代の 人 をのみ 知る こと を 貴んで 居る が、 近代の 優秀なる 人物 は 多く は 

ァ ブラ ハ ム 及び 其 子等の 弟子で ある こと を 知らない。 そして 源泉 を 忘れて 末にの み 汲んで ゐる。 何故 

溯って 歷史を 太く 流れつ、 ある 一 大生 命の 源 を 究めん とせぬ ので あるか、 怪訝の 至りで ある。 

前述せ し 通り 第 S! 章はァ ブラ ハ ム の 信仰に 就いて 說述 せし 所で ある。 之に 對 して 今日の 人 は 云 ふで. 

あらう、 我等 はパゥ 口より 救の 道 を 更に 尙ほ 聞かん とする ので ある、 イスラ H ルの祖 たる アブラハム 

に 就いて 我等 何の 學ぶ 要が あらう か、 我等 は 唯 キリストと 其 福 昔に ついて 知れば 足る、 他 は 全く 我等 

に 系 はりな き 事で あると。 倂し 乍ら これ パ ゥ 0 を 知らす 叉 アブ ラ ハム を 知らざる 事で ある。 抑もパ ゥ 

口 は ユダヤ人 である。 そして ァ ブラ ハ ムは 如何なる ユダヤ人に とっても、 肉の 始祖で あると 共に 叉靈： 

の 始祖で ある。 卽ち 信仰の 偉大なる 師表で ある。 八：' まで。 ハウ a は 福音の 中心 義が 信仰の 義 であって 行 

の義 でない と 說き來 つた。 之に 對 して 彼の 同胞 は r 然 らば 信仰の 師表た るァ ブラ ハ ム の 場合に 於ても 

亦 然る か」 と 問 ひたぐ すに 相違ない ので ある。 もし アブラハムの 場合 も同樣 であれば バウ 口の 所說は 

完全なる 褒書 を^た ことと なる が、 もし 然ら ざる 場合 はパ ゥ 口 の所說 より カ强き 支柱が 取 去らる i  ，> 

ととなる ので ある。 之 を  一 一一：  一 n にして 云 へば、 ユダヤ人 たる パゥ Q として は、 ァ ブラ ハ ム の 支持な くし 

て 此大眞 理を强 く 主張す る こと は不 1^ 能であった ので ある。 これ 彼が 第 ran 早 全 體をァ ブラ ハ ムの 信仰 

を說 くに 用 ひた 现由 である。  - 


曾て 說 きし 如く、 バウ B は 偉大なる 進歩まで あつたと 共に 亦 偉大なる 保守 家であった。 革新と 守舊 

と は 彼の 表裏と なって ゐた。 そして 此方 面 を 一 身に 具有す る ものが 卽ち 健全なる 人で ある。 孰れ か 一 

に 偏す る は 健かに 不健全の 徵候 である。 根な き 所に 花 はない と 等しく、 過去な き 所に 現在 未來 はない。 

過去の 或る 確實 なる ものに 根柢 を 置く は 眞现の 特徴で ある。 バウ II の說く 福音が、 アブラハム 及び 多 

くの イスラ H ルの 優秀なる 豫言者 や 詩人の 善き 信仰と 思想と に 根柢 を 有して、 初めて 健全で あり 確實 

であり、 且眞に 革命的な ので ある。 人類 過去の 經驗 を褢誓 として 有つ は眞理 の眞理 たる 所以で ある。 

福音 は此 意味に 於て 他の 凡ての 宗敎ゃ 思想 や 信仰に 打ち勝つ ので ある。 之 を 我等 日本 民族 だけに 於て 

見る も、 福音 もし して 神の 爲理 ならば 我 2! ^族の 過去に 於て 抱 有せし 凡ての 良き 信仰、 良き 思想、 良 

き 精 祌を充 たす ものでなくて はならぬ。 卽ち後者が前者の裘^^^らねばならぬのでぁる。 そして 我等 

は 其 事を然 りと 斷定 する ものである。 實に 我等の 祖先の 抱きた る 最も 贵 きもの は、 更に 酷 化せる 姿に 

於て 福 昔の 屮に 見出さる k ので ある。 革新 は卽ち 守舊、 進歩 は卽ち 保守、 パゥ ri は 古き 舊きァ ブラ ハ 

ムの 歷史に 於て— 時の 流を隔 つる こと 幾千 年なる 悠遠の 過去の 中に— 新時代 を 導くべき 神の 福音の 好 

證明を 見た ので ある。 げに 最も 舊 くして 最も 新しき は 神の 眞理 である。 これ 永遠 性 を その 特徴と せる 

がた めで ある。 

先づ 第一 段た る 一 節— 八 節 を 見る に、 前述せ し 通り、 之はァ ブラ ハ ム の 信仰の 特質 を 述べし 所で あ 

る。 第 一 節 は r 然 らば 肉體 につける 我等の 先祖 アブ ラ ハ ム は 何の 得し 所 ありと 一一 一一 C はん」 と改 むべき で 

ある。 肉に ついての ユダヤ人の 始祖た るァ ブラ ハ ムの 場合 は 如何と、 先 づ第四 章の 問題が 玆に 提起 さ 

れ たので ある •( 此 問題 をパゥ 口 が 提起せ し 理由 は旣に 述べた〕。 そして 云 ふ、 アブラハム は 行に 由て 
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義 とせられす t 仰に 由て 義 とせられ たので ある、 故に 恩惠 である、 故に 幸； i であると。 

2 もし アブ ラ ハ ム 行に 由り て義と 爲られ たらん に は 誇るべき 所 あり、 然れど 神の 前に は 有る こと 

なし 0  3 そ は 聖書に 何と 云へ るか、 アブラハム 祌を 信す 其の 信仰 を義と 爲られ たり (と 30  4 ェ 

を 作す 者の 價は 恩と 稱 はす 受 くべき もの 也。 5 然 れどェ なき 者 も 不義なる 者を義 とする 神 を 信じ 

て 其の 信仰 を義と 爲られ たり。 

之に 依って、 ァ ブラ ハ ムが 行を義 とせられ たので なく 信仰 を義 とせられ たので あるとの バウ 口 の 主張 

を 知る ので ある。 創世記 十五 章 六 節に 云 ふ 「アブラハム、 H ホバを 信す、 H ホバ之 を 彼の 義と爲 し 給 

へり」 と。 これ を パゥロ は 第三 節に 引用した ので ある。 兩者を 比較して 字句に 多少の 相違 は あるが、 

之 は バウ n が舊約 聖書の ギリシャ 譯 より 引用した からの 事で 其 意味 は 孰れ も 同様で ある。 卽ちァ ブラ 

ハ ムは 神より 其 信仰 を 義と數 へられた ので ある。 ^の 語に て 云へば、 神はァ ブラ ハ ム の 信仰 を 義と數 

\ 給うた と 云 ふので ある。 

いさをし は にら irj 

若し 普 道 通 德に循 つて 云へば 善行 (行の 義、 功、 ェ) あって 卽ち義 が ある。 故に 人 は 善行に 由って 

義 とせられ るので ある。 しかし ァ ブラ ハ ムは 行よりも 寧ろ 信仰に 由て 義 とせられた。 卽ち其 信仰 を 其 

義 として 數 へられ、 認められ たと 云 ふので ある。 數 へられた と 云 ふの は 甲 を 乙と して 數 へられた と 云 

ふので あって、 他の物 を 以て 其 物に 代へ た 意味で ある。 數 へたと 云 ふの は 恰も 帳簿に 記入した と 云 ふ 

ことに 當 るので、 例へば 人と 人との 關 係に 於て 甲 を 受取るべき 場合に 乙 を 受け取って、 之 を 甲 を 受け 

たこと として 帳簿に 記入した と 云 ふやうな 意味になる ので ある。 アブラハムの 場合に 於て は、 行の こ 

と は 別と して、 H ホバが 彼の 「信仰」 を 其の 帳簿に r 義」 として 記入した と 云 ふので ある。 故に これ 


恩惠 である。 もし 行 を 以てしたならば 當然 エホバより 其 報と して 義 とせら る、 ので あるが、 信仰 を義 

と數 へられた と 云 ふので ある 故 一 切 は恩惠 となる ので ある。 

かく アブ ラ ハ ムは 信仰 を 義と數 へられた。 然 らば 斯く義 と數 へられし 彼の 信仰の 性質 は 如何。 これ 

當然 起るべき 問題で ある。 信仰と 云へば 之を單 なる 「熱 信」 と 思 ふ 人が 多い。 忠實に 集會に 出席す る 

人 を 見て 熱心の 信者で あると 評する は 人の 常で ある。 併し それ は 唯 禮拜に 出席す るのに 熱心で あると 

云 ふだけ のこと で、 果して 其 人が 異の 信仰 を 持って ゐ るか 如何 は 分らない ので ある。 世に は 日常の 實 

際 生活 は 全く^に して、 卽ち 自己の 生活の 上に 少しも キリストの 精祌を 持ち 來ら すして、 全く 不信者 

と 同様 または 其 以下の 低卑 なる 生活 を爲 しつ、、 た 會に 熱心に 出席す る だけ を 以て 信仰と 考へ、 

こ の 信仰 だ にあら ば義 とせら る、 と考 ふる 人が ある。 此 種の 人 は 宗敎と は 唯 安息日 に崇嚴 なる 儀式 を 

營む事 及び それに 出席す る 事で あると 考 へて ゐる。 從 つて 安息日 以外に 於て は、 不信者と 全く 同様な 

る 精神 を 以て 同様なる 生活 を 送る ので ある。 これ 詩人 ホ イツ チヤの 謂 ゆる 「一週 日の 中 一日 だけ を祌 

に、 他の 六日 を 財 神に 獻げ る」 ものである。 これ 信仰なる もの を 全然 誤解した ものである。 又 信仰 を 

以て 或る 一列の 敎義を 知識 的に 了 得する 事で あると 考へ、 正統派の 信仰 を 抱く を 以て 誇と し、 此 信仰 

を 以て 義 とせら ると 考 へる 人が ある。 此 種の 人 は その 知的 確信に 於て は 頗る 强 固であって、 他の 信仰 

を 異端と して 排す るに 甚だ 熱心で ある。 從 つて 宗派 心が 頗る 強烈で ある。 しかし 人を義 とする 信仰 は 

決して 此 種の 信仰で はない。 知的 確信 は 決して 人を義 とする 信仰で はない ので ある。 

ァ ブラ ハ ム の 信仰 は 決して 右の 如き 信仰ではなかった。 「アブラハム 神 を 信ず 其 信仰 を義 とせられ 

たり」 と 云 ふ。 ァ ブラ ハ ム神を 信す と 語 は 極めて 簡罩 である。 しかし 深き 叉强き 語で ある。 神 を 信す 
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とは祌 自身 を 信す る ことで ある。 祌に關 する 或 事 を 信す る ことで はない。 全然 神に 信頓 する ことで あ 

つて、 其 他の 或 者 または 或 事 を 信す る ことで はない。 親子の 關係、 師弟の 關係、 友人の 關係 等に 於て 

最も 理想的な の は 相互の 全 き信賴 に 立つ ものである。 互に 信す ると 云 ふ 所に 至って 其關係 は眞に 理想 

的と なる ので ある。 アブラハムが 神 を 信じた と 云 ふの は 全然 神 を信顿 したので ある。 少しの 疑 もな く 

叉吱 きもな く 全く 神 を 信じて 一 切 を 任せ 奉った ので ある。 ァ ブラ ハ ムは此 意味に 於て 祌を 信じて 其 信 

仰を義 とせられ たので ある。 

ァ ブラ ハ ム の 信仰が 此 種の 信仰であった 事 は 彼の 生涯が 證明 する。 ハ ラ ンを 出で よと 云 へば 命 これ 

從ひ、 H ジプト を 出で よと 云へば 命 これ 從ひ、 獨子 イサク を獻げ よと 云へば 又 命 これ 從ふ。 何の 謹 

も 何の 疑 もない。 そこに 面倒が あっても、 不都合が あっても、 戎は义 人情と しての 悲痛 哀苦 があって 

も、 それ こ， 頓着す る ことなくして 神の 命に 直ちに 從ふ。 これ 眞に神 自身 を 信じて 居た からの ことで あ 

る。 神に 信 賴し祌 御自身 を 信す る 事、 これ 卽ち 信仰で ある。 此 信仰 ありし 故に ァプラ ハ ムは それ を義 

と數 へられた ので ある。 

信仰 は 信じ 仰ぐ ことで あると 云 ひて、 上の み を 仰ぎて 自己の 狀 態を贫 みないの は危險 である。 信仰 

と は祌を 信す る ことで ある。 故に 神の 命の ま、 に 動く ことで ある U 信仰の 生涯と は 神 御自身 を 信じ 奉 

りて 聖 意に 從 つて 世 を 送る 生涯で ある。 黄金が 萬 能と 思 はれつ k ある 今の 時代に 住める 我等が、 同じ 

く此惡 精祌を 抱きつ & ありて は、 如何に 祌を 信す と 思 ひ 居る も此 種の 信仰に. m ては義 とせられな いの 

である。 か、 る 時代の 惡精祌 を 振りす てて、 神の 意に 從 はんとす る 信仰でなくて は義 とせられない。 

艾 國際戰 爭の惡 にして 避くべき ものである こと は、 今や 誰 人 も 感知せ る 所で ある。 そして 平和の 招來 


を 促す もの は實に 軍備の 撒廢 である。 各國の 會議を 開きて 軍備の 縮小 を議 する も、 戰 (辛廢 止の 實 現せ 

られ ざる は 勿論 軍備の 縮小 それ 自身 すら 到底 實現 せらるべく もない。 實に 平和 は 會議に 由て 來らす 信 

仰に 由て 來る。 神 を 信じて 全く 任せ 奉らば 軍備縮小の 如き は卽 座に 實 行し 得らる、 害で ある。 世界の 

各國が 絕對的 平和 を 願 ひつ、、 而 かも その 實 現の 不可能なる は、 是れ祌 を 信す る 信仰が I 殊に 基督 敎 

國 と自稱 する 國に 於て— 充分に 無い からで ある。 其 他 個人の 事に 於ても、 信仰 ありと 稱し 乍ら 明白に 

惡 しき 所の 職業 を棄て 得ざる が 如き も、 これ 亦 眞に祌 を 信じない からで ある。 勞 めす 舫 がざる 野の 鳥 

を も 養 ひ 給 ふ 神 は、 いかで 彼 を 信す る 一 人 を 餓死せ しめよう。 眞に神 を 信ぜば その 御 保護に 信賴 して、 

惡 しき 職業の 如き は 直ちに 棄て 得る 害で ある。 

以上の 如きが 神 を 信す る 信仰で ある。 之が 義 とせら る i 信仰で ある。 アブラハム は 此點に 於て 信仰 

の 師表で ある。 我等 また 宜しく 彼に 傚 ふべき である。 

第二 段 (九 I 十二 節) の 主意 は 初めに 述べた 通りで あるが、 之 は割禮 問題に 觸れし 所なる 故、 ュ 

ダャ 人なら ぬ 我等に 係 はりな しと 云 ふ は 誤って ゐる。 之 を 洗禮と 見て 我等に 充て はめて 考 ふべき であ 

る。 アブラハム は 割禮を 受けし 後ち 義 とせられ たので はない、 その 前に 義 とせられ たので ある。 同樣 

に 我等 は 洗禮を 受けた からと て義 とせられ るので はない、 義 とせられし 故に 其 印と して 洗禮を I もし 

受 くべき もの なれば— 受 くるので ある。 英國國 敎會の 如き は、 洗禮の 儀式 それ 自身に 大 なる 功德 あり 

とし、 之 を 受けて 人 は 初めて 義 とせられ 叉聖 靈を受 くと 主張す。 これ 形式に 大 なる 値 を 置く 事で あつ 

て、 靈 的なる べき 所 を 形式に 墮 したので ある。 信仰 は 信仰で ある。 神と 其獨子 キリスト を 信す る 事で 

ある。 この 信仰 あれば 聖書の 明示せ る 如く 義 とせられ るので ある。 洗 鱧 は 形式の 事で あれば 之に 伴 ふ 
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も 可、 伴 はざる も 可で ある。 ミルトン、 クロムウエル、 ヂ 3 1 ジ. フォッ クス 等の 信仰 は 實に此 種の 

信仰で あつたので ある。 

第三 段 (十三— 十六 節) の 主意 も 初めに 述べて 置いた。 凡て アブラハムの 信仰に 傚 ふ 者 は 世界の 嗣 

子と せらる &と云 ふので ある。 彼の 肉の 子孫 はた 力 ナンの 地を與 へられた のみで ある。 しかし 彼の 

靈 の 子孫— 彼 の 信仰 を學ぶ もの —は 世界 萬 物を與 へらる べしと 云 ふ。 「萬 物は汝 等の 物な り ：•：• 或は 

世界、 或は 生 (ある 者)、 或は 死 (せる 者)、 或は 今の もの、 或は 後の もの、 是 みな 汝 等の 屬 なり」 

(コ リント S 書 三の ニー、  ニニ) と ある。 世界 萬 物の 嗣子た る は 信仰に 由て 義 とせられし 者の 特權 である 

と 云 ふので ある。 

第 四 段 (十七— 一 一十 五節) は 第 一 段に 似て アブ ラ ハ ム の 信仰の 性質 を說 いた ものである。 彼 は 「死 

にし 者 を 生かし 無き 者 を 有りし 如く 稱 ふる 神」 を 信じ、 汝の 子孫 は 天の 星の 如くなる べしとの 神の 約 

束 ありし 故に、 「望むべく も あらぬ 時に なほ 望みて 多くの 國 人の 父と 爲 らんこと を 信」 じた。 イサク 

を獻げ よとの 命に 接しても 「神 は 死より 之 を 復活し 得る と」 (へ ブル 書 十 一 の 十九) 思 ひて 遲疑 する 所な 

かった。 無より 有 を 起し 死を變 へて 生と なす 神 を 彼 は 信じた。 此 信仰が 義 とせられ たので ある。 r 祌 

は 其の 約束し 給 ふ 所 を必す 成し 得べ しと 心に 決む、 是 故に 其 信仰 義と 爲られ たり」 と ある。 

我等 も 亦 彼の 如く 「死にし 者 を 活かし 無き 者 を 有りし 如く 稱 ふる 神」 を 信すべき である。 此神を 信 

じて 死 を 思 はす 生 を 思 ひ、 無 を 思 はす 有 を 思 はねば ならぬ。 愛する 者の 死に 會 して 直ちに 其 復活の 朝 

を 思 ひ、 キリスト 甦りし 如く 彼に 在る 者 も亦輕 るべ しと 信ぜねば ならぬ。 げに死 を 否定して 生 を 肯定 

する 所に 基督 者の 特徵 が存 する。 アブラハムの 此 信仰、 それに 我等 も 傚 はねば ならぬ。 そして 信す る 


者に 復活の 恩 惠を賜 ふ 神 を 堅く 信ぜねば ならぬ。 「我等 もし 我主ィ H スを 死より 甦らし し 神 を 信ぜば 

同じく 義 とせら る.. 事 を 得べ し」 と 云 ふ。 ィヱス を 復活せ しめし 神、 ィ H スに 在る 者 をい つか は 復活 

せしめ 給 ふ祌、 その 神 を 信じて 死 を 以て 死と せす 限りなき 生命の 門 戶と思 ふ 者、 永生の 中に 死 を 忘る 

る 者、 か、 る 人は此 信仰の 故に 義 とせら る-. -の である。 
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第五 章 一— 十一 節の 研究 (上) 

羅馬書 は 第三 章までに 於て 信仰に 由て 義 とせら る &と云 ふ 救扬の 根柢 眞理 を說 き、 第 四 章に 入って 

は 信仰の 模範 アブ ラ ハ ムを 此眞理 の證明 者と して 擧 げた。 先 づ說き 次に 證明を 揭げて 玆に此 敎理は 確 

立した。 かくて 人が 信仰に 由て 義 とせら る- -事 は旣に 明々 白々 となった。 兹に 於て か、 義 とせら る- 

0O0O0000O00000O00 

事の 結果 如何 を 記すべき 順序と なった。 これ 第五 章 以下で ある。 

第五 章の 一節に 曰 ふ 「是 故に 我等 信仰に 由り て義 とせられ たれば 神と 和ぐ こと を 得たり、 此は我 主 

ィ H ス キリストに 親り てな り」 と。 これ は旣說 全部の 反復と 見るべき ものである。 我等 は 信仰に 由り 

て義 とせられた。 旣に 罪を赦 され 義人と して 神に 受け 容れら る \ に 至った ので あれば、 是れ卽 ち 神と 

和ぐ 事 を 得た ので ある。 そして 此事 たる 全く 「我 主ィ ヱ ス キリストに 頼りて」 である。 彼と 其 十字架 
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の 犧牲に 頼りて である" バウ n は 第 ral 章までに 於て 此事を 精細に 說 いたので ある。 然 らば 何故 彼は斯 

く 精細に 之を說 いたので あるか、 そ は 之が 寳に 信仰生活の 基礎で あり 又救拯 の根抵 であるから である。 

凡そ 根元 的 露 理 は先づ 精細に 說 かるべき ものである。 恰も 生物 學を說 くに 當 つて は、 先づ 組織の 單元 

たる 細胞 (cell) の 事 を詳說 する が 如くで ある。 一度 細胞の 性質 構造 等が 明白に なれば、 餘は 自然に 

理解し 得らる &の である。 故に バウ a は 第 四 章までに 於いて 信仰の 義 をカ說 し、 詳說 したので ある。 

も は此 事が 一度 信受 さるれば 他の 事 は 比較的た やすく 領 得せられ、 もし 此 事が 信受 されぬ 時 は 他の 事 

は 到底 領 得し 得られな いからで ある。 

されば バウ 口 は 第五 章に 入って 先 づ旣說 せし 所 を 一 言の 下に 要約し、 そして 第一 一節より は 愈々 他の 

問題に 移り行かん とする ので ある。 他の 問題と は 他な し義 とせられ ー 事の 結 菜た る 信仰生活の 特徵で 

ある。 我等 は 前に 三 章 二十  一— 二十 六 節 を 研究した。 そして それまで 萬 民 を 罪人と して 道義の 法廷に 

彈 劾し 緩け ねばならなかった パゥ £1 が、 云 はんとして 恢へ來 つた 赦罪の 福音 を 玆に堰 を 除かれし 大水 

の 如く 液ぎ 出した こと を 見た。 五 章 二 節 以下 また 之に 酷似して 居る。 バウ a は 早く 信仰生活に 加 へら 

る &恩惠 を 語らん と 願 ひし も、 その 前提と して 「信仰に 由て 義 とせら る- -事」 を 是非とも 說 かねば な 

ら なかった。 且 これが 單純 では あるが 容易く は 信受し 難き 敎義 であるた め、 ァ ブラ ハ ム の 故事まで も 

引用して 充分に 此 一 義を說 明せ ねばならなかった。 恩惠の 大水 は 避け 難き 且必要 なる 堰を 以て 暫し止 

めら れてゐ た。 今やい よく 此の 堰を撒 開すべき 時が 来った。 恩惠の 大水 は滔々 として 奔流し 來 らん 

とする。 これ 第五 章 二 節 以下で ある。 

第二 節に は 「亦 われら 彼 (キリスト) により 信仰に よりて 今 居る 所の 恩惠に 人る こと を 得、 かつ 神 


の榮を sli" みて 欣喜 をた す」 と ある。 キリスト により 信仰に よりて 來る ものの 中 第一 は 「恩 惠」 である。 

第一 一は 「神の 榮を 望みて 欣喜 をな す」 j*、 卽ち X 布 望の 喜びで ある。 これ を 第 一 節と 合せ 考 ふれば 第 一 、 

義 とせられて 神と 和ぐ 事、 第二、 恩惠に 入る 事、 第三、 希望の 喜び を受 くる 事と なる ので ある。 此三 

段の 順序に 我等 は 注意す べきで ある。 

罪を赦 され 義 とせら る \ や 恩惠に 入らざる を 得ない。 恰も 親に 背き つ --ぁりし子が親に^^されて其 

許に 歸る や、 親 は 長く 抑へ 居りし 愛 を 一時に 注ぎ、 子 は 其 加 へらる &恩惠 の 思 ひの 外大 なる に 驚く が 

如き 類で ある。 げに 信仰に よりて 義 とせられし 結果と して 受 くる 恩惠は 驚くべき ものである。 其の 事 

はこの 恩惠を 受けつ k ある 其 人 自身が 誰 人よりも よく 知って ゐる。 罪の 苦悶 は 拭 ふが 如く 失せ、 心に 

は 云 ひ 知らぬ 平和 來り、 天國 を^び て 現世の 患難に 塔へ、 天 よりの 生命 を 受けて 確信 を 以て 働く、 父 

は 我 祈に 應 じて 可し と 云 ひ 給 ふが 如く、 我 は 全世界の 凡ての 良き 人と 天使と 萬 物と 相 融合す るの 境に 

入りし を 感じ、 萬 物の 悉く 我 有なる を (コ リント 前書 三の 二 一.) 思 ふに 至る。 まことに 測り 知られぬ 恩惠 

である。 

義 とせられて 恩 惠を受 くる 狀 態に 入りし 人 は 「神の 榮 を^み て 欣喜 をな す」 に 至る。 神の 榮を む 

と は 何 を 意味す るか。 神が 榮を本 具し 給へ る 事 は 云 ふまで もない。 この 榮を. ば If 一む と 云 ふの は此 榮に與 

らんこと を^む 意で あるに 相違ない。 神の 本 具し 給 ふ 所の 其榮の 輝き を 己 も 亦 浴びん との 望で ある。 

「愛する 者よ 我等い ま 神の 子たり、 後い かん、 未だ 露 はれす、 其の 現 はれん 時には 必す祌 にぎん こと 

を 知る」 (ョ ハ ネ夸： 書 三の 二) と ある 所の 希. ば である。 人が 神と ならん とする ので はない、 神に 肖た 者に 

化せられん とする ので ある。 一言に して 云へば 完成 榮 化の 希望で ある。 この 大希 を 胸に 抱いて 歡び 
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躍る は、 祌に義 とせられて 恩惠の 領域に 入りし 者の 受 くる 大 なる 特權 である。 

義 とせら る k や 恩惠を 受け、 更に また 榮 化の 大希 を與 へられて 喜び 躍る。 これ 一 に主ィ H ス キリ： 

ス トを 信ぜし と 云 ふ 一 事に 由る ので ある。 彼の 十字架 あるが ために、 唯 信仰の み を 以て 此大 なる 特權： 

と歡 喜と を 我 ものと する に 至る。 單 なる 信仰の みの 故に— 何等 功 を 立つ る 事な くして— 罪人の 上に 一 

かく 恩 惠を與 へ 給 ふ 神の愛の 大な るかな！ 「われら 神 を 愛する にあら す、 祌 われら を 愛し、 我らの 

罪の 爲に其 子 を 遣して 挽 囘の祭 物と せり、 是 すな はち 愛な り」 (ョ ハネ壹 書 四の 十) と ある 通りで ある。 一 

義 とせられて 恩惠を 受け 51  布ば HI を與 へらる &事、 この 事 を 三 節 以下が 細說 する ので ある。 卽ち 第一 節 一 

は 旣說の 要約で あるが 同時に また  一、 二 節 を 合せて 第三 節 以下の 大意 揭 出と 見る ことが 出来る。 先づー 

述べん とする 事の 主意 を 簡單に 掲げて 然る 後ち その 細說に 入る は、 バウ 口の 文章の 特徴で ある。 一 

第 一 節、 第一 一節の 如き 言 をパゥ 口が 其聽 衆に 向って 發 せし と假定 してみ よう (之 は S 莨 上あった こ 一 

とで あらう )。 或 人々 は 勿論 感服した であらう。 しかし 中には 無遠慮に 彼に 向って 一一 一一 G うた 人 もあった 

であらう 「バウ 口よ、 汝の首 甚だ 可し、 併し 汝の 現狀は 如何、 世に 何等の 肘 もな く 僅に 1  が 働 を 以て ロー 

を 糊し、 敵は敎 會の內 外に 雲の 如く 多く、 國 人より は 異端者と して 斥けられて 孤獨 窮乏の 中に ある 慘. 一 

狀を 如何、 汝の所 言と 實 際と あまりに 相違せ る もの あるで はない か」 と。 併し乍ら 斯る 批難 は、 彼の i 

人コ 立てる 堅 壘を覆 へ さんに は餘 りに 脆弱であった。 パゥ n は揚々 たる 意氣を 以て 直に 之に 酬 ゆる 所 あ 一 

つたで あらう。 卽ち三 節— 五節が それで ある。  ； 

3 第 これ 耳なら す 患難に も 欣喜 をな せり。 蓋 患難 は 忍耐 を 生じ、 4 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希 一 

slfvj 生じ、 5 X 布 Slf: は羞を 来らせざる を 知る。 こ は 我等に 賜 ふ 所の It 靈に 由り て 神の愛 われらの 心； 


に灌 *f ヂ V! なり。 

義 とせられて 恩惠を 受け、 希^！ェに溢れて喜ぶ。 た 之の みに 止まらない、 患難に あっても 亦 欣喜 をな 

すと 云 ふ。 息 難の 原語 は thlipsis  (ス リブ シス) である。 聖書に 於て は 主として 信仰の 故に 受 くる 所 

の 迫害、 犧牲、 苦難、 痛苦 を 意味す る 語で ある。 必 しも 謂 ゆる 迫害の み を 指さす、 凡そ 信仰の 故に 受 

くる 一 切の 不利益、 損失、 誤解、 及び 拂 はねば ならぬ 權牲 等を總 括して 「患難」 と 云 ふので ある。 卽 

ち 基督 者に 臨む 特殊の 患難 を 云うた ので ある。 

三 節 後半、 四 節、 及び 五節 は 患難に も 欣喜 をな す 所の 理由 提示で ある。 まづ 「そ は 患難 は 忍耐 を 生 

じ」 と ある。 忍耐と 云へば 我國の 用法に 於て は 唯 或る 事 を耐へ 忍んで ゐ るの を 意味し、 131- ら 消極的の 

ものである やうに 見える。 漢字の 原意 如何 は训 として、 とにかく 之れ を 消極的に；^ へて ゐる _sl- と 見る 

が 普通の 見方で ある。 然るに 原語 Impcmcnc- (ヒ ュボ モネ ー) は 消極的に； » へて 居る 事 を 意味す る 語 

ではない、 積極的に 堅く 立ち 强く 進む 事 を 意味す る 語で ある。 堅忍、 剛毅、 不屈、 不撓 等の 意味 を 包 

含す る 語で ある。 迫害の 中に ありて 信仰 を 維持す るの みならす、 毫も 屈する 所な くして 進んで 神の 道 

を 行 ふ 進取 邁進 を 云 ふので ある。 バウ 口と シ ラスが ピリ ピ にて 町 を摱す 者と して 執 へられ、 はげしく 

鞭 たれ 「奥の 獄に 入れて 桎を かけ」 られ たるに も 係らす、 勇氣 益々 身に 滿 ちて 夜半 頃 「祈禱 をな し且 

祌を 讚美」 し、 遂に 獄吏 をして 其 前に 俯伏す に 至らし めしが 如き { 足に 好 ヒ ュボ モネ ー の 一例で ある。 

「忍耐 は 練達 を 生じ」 と ある。 忍耐が 忠 難の 生む 所で ある 如く、 練達 は 忍耐の 生む 所で ある。 然ら 

ば 練達の 意味 如何。 英語 聖書に は experience  (實驗 ) と あり、 其の 改譯 聖書に は probation  (立 證) 

と ある。 原語 は dokimS  (ド キメ ー) にして 元 來赏驗 に 由て 得た る 證明を 意味す る 語で あり、 從 つて 
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斯く證 明せられ し 狀態を 云 ふに も 用 ひられる。 これ 忍耐の 結果と して 福音の 價 値が 益々 實證 せられて、 

我心に 一 種 犯しが たき 信仰的 確信の 起り たる 狀態を 指す ので ある。 忍耐の 結果と して 心に 起り たる 此 

確信 は 山の 如く 不拔 である。 これ 賁に 忍耐 持 綾の 中に 得た る實 驗の產 物で ある。 故に 世の 學者 がその 

學術的 研究 を 以て 福音に 反對し 又は 福 昔に 批判的 研究 を 加 ふると も、 元來 信仰 上の 確信 は斯 かる 擧術 

的 研究と 何等の 關 なきもの であれば、 彼等の 言說を 心に 留めす して、 余 は キリストと 其 福 昔 を 確信 

すとの 境地 を 他の^ 犯 を 許さす して 心に 保つ ので ある。 信仰の ために 受 くる 多くの 患難に ありて 忍耐 

を持績 する 時 この 確信が 生れる。 故に 其 人 は 練達の 域に 達する。 百 戰を經 し 老兵の 域に 達する。 卽ち 

不動の 域に 達する。 これ 卽ち 練達で ある。 舊き 者の 表面 を 塗り かへ て此 世が 絕 えす 提供す る 所の、 謂 

ゆる 新 思想、 新 運動の 類 —— か- -る 者に 信仰の 境地 を 犯されて 動搖 常な き 者の 如き は、 未だ 信仰 上の 

練達に 至らざる 者で ある。 

「練達 は 希望 を 生じ」 と ある。 練達の 境に 入って 我に 確 ra: たる 希^が 具 はるので ある。 堅 信、 練達、 

確信 益々 增し 進む や、 神の 榮を 望む の 希^ は 殆ど 我 身 我心の 如く 我； 4= 在の 一 部と なる に 至る。 患難の 

巾に 忍耐 を 以て 神の 道に 歩む や 忍耐 は 練達 を 生み、 そして 練達 は 希望 を 生む。 この 希望、 永生の希^！卞：、 

榮 化の 希ば s、 これ こそ 基督 者の 至寶 である。 そして これ 實に 患難の 產物 である。 患難が 忍耐 を 生み、 

忍耐が 練達 を 生み、 練達が 希 sli.; を 生んだ ので ある。 故に 「患難に も 欣喜 をな す」 ので ある。 

一 、 二 節 及び 三、 SI 節の 相 平行せ る ことに 我等 は 注意す る。 前者は義とせられ恩惠に入り希&^！を與 

へられて 喜ぶ と說 き、 後者 は 忠難は 忍耐 を、 忍耐 は 練達 を、 練達 は 希望 を 生む が 故に 喜ぶ と 云 ふ。 甲 

は 純 信仰の 生み 起す 希望の 喜び、 乙は實 生活の 生み 起す 希 &マ： の 喜びで ある。 かく 兩 方面より 希 の 喜 


びが 說 かれた ので ある。 二 節に 於て 「欣喜 をな す」 と 一 百 ひ 三 節に 於て 「欣喜 をな せり」 と 言 ひし 原語 

は 共に kauchasllai  (カウ カオ マイ) である。 之 は 英語の rejoice  (欣 ぶ) bslst  (誇る) gl2.y  (榮 

0O0000OO0OOO000OO0O0OOO0 

とする) 等 を 意味す る 語であって、 勝ち得て あまり ある 所の 其 勝利 を 喜ぶ とい ふ 意で ある。 「我 は； i 

音 を 恥と せす」 と 云 ひし パゥ 口の 心境、 「此 ほか 別に 救 ある 事な し」 と 叫びし ぺ テロの 確信、 これ 卽 

ち カウ カオ マイで ある。 信仰の 道 を 堂々 と濶步 して 自信 充 ち勇氣 溢る，^ 充足の 感 である。 欣喜 をな す 

と 云 ふも單 なる 欣喜で はない、 勝ち誇る 喜び を 云 ふので ある 。バウ 口が 如何に 豊かに 此 喜び を 抱いて 

居 たかは、 彼の 全文 書と 全生涯との 立證 する 所で ある。 

一 節より ra: 節まで を 反復 熟讀 せよ、 信仰生活の 特徵 は遣憾 なく 此數 語の 中に 示されて ゐる ではない 

か。 之 を 靈的領 得の 上より 見れば、 神と和ぎ恩惠に入り妙なる希ぱ1^.:を與 へられて勝ち喜ぶ心境でぁり、 

之 を實際 生活の 上より 見れば、 患難に ありても 其 生む 所が 忍耐、 練達、 希望なる が 故に 勝利の 光榮に 

醉ふ 生涯で ある。 これ 卽ち 「四方より 患難 を受 くれ ども せす、 訟方盡 くれ ども 望 を 失 はす、 迫害ら 

るれ ども 棄 てられす、 跌倒 るれ ども 亡び」 ざる 生涯で ある。 退轉 せす 萎靡せ す 進んで 已 まざる 生涯で 

ある。 積極的、 進取 的に して 光明と 生命と を 具有す る 生涯で ある。 平和 溫良 無害の 人と なる が 決して 

信仰の 目的で はない。 生命と 力 を 以て 進擊 する 生活が 眞の 信仰生活 である。 併し乍ら 注意すべき は是 

れ 自力 を 以て 努力 奮 進して 然るに あらす、 主として 救 主の 十字架より 流れ出 づる 所の 生命の 源に 汲ん 

で 然るので ある。 我 本 具の 生命に 依る にあら す、 專ら 彼の 大生 命に 浴して 然るので ある。 信仰生活 は 

謂 ゆる 努力の 生活で はない。 十字架の 故に 罪の 赦免に 浴し 義 ならざる に義 とせら る、 に 至りし 大恩 惠 

に 接し、 感謝 心に 滿 ちて 自 から 力 ある 步み を惹き 起す 生活で ある。 源あって の 末で ある、 原因あって 
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の 結果で ある。 これ 忘るべからざる 事で ある。 その 故に こそ 感謝 は 益々 大 となる ので ある。 


第二 十五 講 義 とせら る、 事の 結果 (二) 

第五 章  一 I 十一 節の 研究 (下) 

羅馬書 第五 章の 一節 —五節 は 或 意味に 於て 崇高なる 詩と いふべき 箇處 である。 もとより バウ U が專 

門の 詩人で あるから ではない。 凡そ 偉大なる 信仰の 士は 宗教家に して、 哲學 者に して、 且 詩人で ある 

からの ことで ある。 前講に 於て 我等 は 第 四 節まで を 窺った ので あるが、 實は三 節— 五節が 一 の 成文 を 

爲 して ゐ るので ある 故、 玆に爲 す 所の 第五 節の 研究 は 前講を 補足す る ものと なる ので ある。 

まづ 五節の 初に は 「希望 は羞を 来らせざる を 知る」 と ある。 こは此 希望が 必す實 現せら るべ くして 

決して i 仝^に 終らぬ こと を 意味す る ので ある。 此 世の 事に 於て 人々 は 種々 の 希望 を 抱く を 常と する。 

しかし 其 希望の 多く は實 現せられ すして、 其 人々 は 終に 羞を 抱く に 至る ので ある。 恰も 砂漠の 溪川を 

V 、み. a びび i  たびびと  よ V 

み t| ひし テマの 隊 旅客、 シバの 旅客が 其枯渴 せる に會 して 「彼等 これ を 望みし によりて 使 恥 を 取り 

彼處に 至りて その 面 を 銀く す」 る 類で ある (ヨブ 記 第 六 章〕。 しかし 乍ら 基督 者が 迫害 を經て 練達し、 

練達の ために 生れし 希望 は 決して 空しく 終る もので はない。 かの 時に 至って 必す實 現 成就 せらるべき 

ものである。 此事は 基督 者が 自 から 能く 知って ゐ るので ある。 


然 らば 問 ふ、 この 希望が 空 望と して 終らぬ 證據 は何處 にある か。 答へ て 云 ふ 「こ は 我等に 賜 ふ 所の 

聖靈に 由り て 神の愛 われらの 心に 灌漑ば なり」 r 五節 後 牛) と。 今 これ を 原意の ま、 に 充分に 且つ 正確 

に譯 出せん とせば、 左の 如くに 改譯 すべき ものである。 

こ は 我等に 賜 はりた る 聖靈に 由り て 神の愛 われらの 心に 灌 がれて 存れ ばな り。 

「我等に 賜 はりた る 聖靈」 である。 聖靈を 賜 はりた る 事 は 基督 者に とりて 過去の ことで ある (勿論 現 

。こ 

在 を 除外し ない けれども)。 そして 此聖靈 に 由て 神の愛が 心に 灌 がれて 今存 つて ゐ るので ある。 そし 

て此 事が 實 にかの 希望の 羞を 来らせざる 事の 證左 たるので ある。 凡そ 希望なる もの は 其 本性 上 將來に 

係 はる ことで ある 故、 愈々 其 時が 來ら なくて は此希 $1- 實 現の 成否 を 完全に 知る こと は 出来ない。 しか 

し 乍ら 神の 榮を 望む 希望の 確實 なる 事 は、 基督 者の 靈 魂の 上に 實 得せられし 過去 現在の 心的 經驗 が-後 

に 之 を實證 して ゐ るので ある。 聖靈 我に 降りて 神の愛 大水の 如く 沛然と して 我心に 濯がれ、 其 愛がん マ 

も 止まれる こと は 我心の 活ける 實驗 として 固より 疑 ひ 得ぬ 事實 である。 此事賁 を 一 方に 抱きながら、 

與 へられし 希望の さ 無と して 終らん こと を 他方に 思 ふこと は 不可能 それ 自身で ある。 愛 を ゆたかに 我 

に 注ぎ 給へ る 神が、 さしき 希 §1- を與 へて 我等に 羞を 取らし め 給 ふことの あるべき 箸がない。 神の愛 は 

我等 を し て 彼 を 信ぜ しめる。 彼 を 信 すれ ば 彼の 與へ し 希望 の 必す實 現 さるべき を も 信ぜざる を 得ない 

ので ある。 

バウ 口 を 嘲る 者 は 彼に 向って 云うた であらう、 汝は歡 喜と 希望に 充 ちて ゐる、 これ 大に 可し、 され 

ど汝の 窮乏 孤獨の 實狀を 如何、 汝は 希望に 生く と廣 言して 撣ら ない が、 抑 も 希望なる もの は 其 時に な 

ら すして は 成否の わからぬ ものである 故、 汝の 希望 も 亦 遂に *1 に數多 ある それの 如く 空 無と して 了る 
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もので は あるまい かと。 しかし パゥ B は 之 等の 一一 目 を 一蹴し 去る が 如くに、 神の愛 ゆたかに 我に 液 がれ 

し 故 我は與 へられし 希^の 必す實 現さるべき を 信す と 答へ るので ある。 簡單 なれ ど 力強き、 意味の^.^ 

だ 深き、 多年の 實驗 を觀拷 したる 贵き雷 であると 云 はねば ならぬ。 

此 意味に 於 て 信仰 は 純 中- 觀的 の ものである。 賜 はりし 所の 聖靈 によりて 神の 愛 を灌が れ て 今 も殘 る 

こと を 心に 於て 實驗 する ので ある。 この 實驗 ある 上 は、 遂に 完全に 救 はれて 榮 化の 域に 達すべき 事 を 

疑 はんとす る も 疑 ひ 得ない ので ある。 かく 自己の 確信で あり、 實驗 であり、 純キ： 觀 のこと であるが 故 

に、 他よりの 批評、 攻擎、 嘲 篤の 如き は 我に 於て 何等 問題と ならない。 恰も 1  おに 向って 放 たれし 矢の 

如く 矢 はたぐ 撥ね かへ る 外ない ので ある。 叉 基督 敎ニ 千年の 歷史に 於て、 信仰 上の 迫害が 毫も 信徒の 

信仰 を擾す ことなくして 却て 益々 熱心 を 燥り し 如き、 固より 然か あるべ き 事で ある。 

神に 救 はれし 證據は 何で あるか。 或 人 は 事業の 成功で あると 云 ひ、 自己の 致 富 榮達を 以て 救 はれし 

證據 となす 人が ある。 信仰の 結 ra^ として 勤勉 を 生み 爲に 致富榮 達に 至る 人がない と は 云へ ぬ。 併し 乍 

ら詐 偽と 詭識と を 以て 致富榮 達に 至る 人 も ある。 或は 又 幸運が 成功 を もたらす 事 も ある。 故に 救 はれ 

し 證據を 此^の 成功に 置く は 大體に 於て 誤って ゐる。 叉 健康 を 以て 救 はれし 證據 となす 人 も ある。 信 

仰 は 健康の 源た る 心の 平和 を 生む ものである 故、 健康が 救 はれし 證據 である 場合 もないで はない。 併 

し 乍ら 枕に は 無 信仰で あっても、 天賦の 强 健なる 肉體に 溢る X ばかりの 健康 を 盛って ゐる人 も ある。 

又 神に 救 はれし 者 にても 病弱 を 免 かれぬ 場合 も ある。 故に 健康 を 以て 救 はれし 證據と 見る こと は 不正 

確で ある。 その他 概ね 此類 である。 

神に 救 はれし 者は此 救の 完成 さるべき 希 を 抱く、 卽ち榮 化 完成の 希望で ある。 然 らば 救 はれし 證 


據、 叉 救の 完成の 希望の 確實 なる を證 する 證據は 何で あるか。 これ 成功に あらす、 健康に あらす、 其 

他 一切の 外部 的徵證 にあら す、 心中 深く 抱かる \ 所の 聖靈に 由る 神 愛の 實驗 である。 我等に 賜 はりし 

所 の 聖靈 に 由り 神 の 愛 ゆたか に 注がれて 今殘 る こと を 如 實に味 ひたる こ と、 此實驗 が 最も 確實 なる 希 

^の 證據 である。 救 はれし ことの 證據 であると 共に 救の 完成 せらるべき 事の 證據 である。 卽ち 希望の 

確實 性を證 する ものである。 

そして 此 貴き 實驗は 忠難卽 ち 迫害 を經 て來る ものである。 迫害 は 忍耐— 練達— 希望 の 母で あると 共 

に、 义神愛 感得の 實驗を 生み 起す 所の ものである。 兹に 於て か 患難 迫害の 基督 者に 取りて 益々 歡迎す 

べき ものた る こと を 知る ので ある。 そして 迫害と 云へば 昔 ありし 謂 ゆる 迫害の 類に 限らす、 信仰の た 

めに 受 くる 一 切の 不利益、 苦痛、 損害、 犧牲を 指す ので ある。 此 種の 迫害 は 今 も 頗る 多い。 否 信仰の 

在る ところ 必す此 迫害が 伴 ふ。 併し乍ら 迫害の 結 栗と して 希 ^11- 生す ると 共に、 叉聖靈 降りて 神の愛 わ 

れに充 ち 以て 此 希^の 羞を 来らせざる 事 を 示す ので ある。 されば 歡迎 すべき かな 迫害 苦難！ これ 我 

等の 完成 せら る、 ために 是非とも 来らねば ならぬ もの、 卽ち 貴き 天 の 使で ある。 

聖靈を 賜 はりて 神の愛 来り 止まる。 聖靈の 我等 を 導く は、 卽 ち聖靈 に 由り て 神の愛が 我等に 灌 がる 

る 事で ある。 六 節 以下 バウ 口 は 進んで 尙ほ 神の愛の 內 容を說 かんとす るので ある。 先づ 六— 八 節 は 左 

の 如くで ある。 

6 我等な ほ 弱 かりし 時 キリスト 定まりた る 日に 及びて 罪人の ために 死に 給へ り。 7 それ 義人の 爲 

に 死ぬ る もの 殆ど 少なり。 仁者の ために は 死ぬ る こと を廢 はざる 者 もや 有らん。 8 され ど キリス 

トは 我等の なほ 罪人た る 時 われらの 爲に 死に 給へ り。 神 は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ。 
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キリスト は 罪人の ために 十字架の 死 をと り 給うた。 これ 卽ち 神の愛で ある。 神の 特別の 愛が 之に 由 

て S は たので ある。 之 を 人間の 社會に 於て 見る に、 義人の ためなり とて 我 生命 を獻 ぐる もの は 皆無 

と 云 ふべき ほど 稀で ある。 仁者 は 義人と 異なり、 慈悲と 救 恤とを 以て 人に 對 する 者で f,f。 されば 其 

愛に 感激して 或は その 爲に 生命 を獻 ぐる 者 も 少し は 在る かも 知れない。 さはれ 固より 稀 有の に.； 

る。 然るに キリスト は 仁者の ために 死した ので はない、 叉 義人の ために 死した ので はない。 實に 罪人 

罪人の ために 我 生命 を與 へて 罪人に 生命 を與 へたので ある。 人 は 己に 仁 を 

拖 した 人の ためなら では 生命 を與へ 得ない。 併し それすら 頗る 稀で ある。 然るに キリスト は 罪人の た 

めに 生命 を獻 げたので ある。 これ 實に キリストの 十字架の 死であった。 彼 は 自己の 死 を 以て 萬 民の 死 

に 代へ、 自己 死す る 故に 萬 民の 生きん こと を 計った ので ある。 これ 彼の 自ら 選びとりし 十字架の 意味 

であると 共に、 神 御自身が 罪人の ために 其 獨子を 賜うて 罪人の ために 十字架の 死. 就かし ^ たので あ 

る。 「神 われら を (尙ほ 罪人なる とき〕 愛し、 我等の 罪の ために 其 子 を 遣 はして 挽 囘の祭 物と」 した 

ので ある。 されば 「神 は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給う」 たので ある。 卽ち 罪人の ための キリストの 死 

は 神の愛の 著しき 顯彰 であるの である。 

=y  二ん 首 一 上の 難問題 は 少なくない。 目下の 世界 問題の 如き 其 一 である。 併し 事 は 人が 眞に人 を 愛す 

1^.^.&|：^  i^^i^^'-JQ 體 のために 自己 を犧牲 にして 盡 さんとの 徹底的 愛 心の ある 所、 難問 は 難 

問でなくなる ので ある。 しかし 此 種の 愛 心 は 神の愛に 感激して のみ 起る 所の ものである。 「主 は 我等 

の爲に l^ii^ て 給へ り。 是に 由り て 愛と いふ 事 を 知りたり。 我等 また 兄弟の 爲に 生を捐 つべ し」 (ョ ハ 

ネ壹書 一一 一の 十六) と ある 如く、 キリストの 十字架— 神の愛の あら はれ— に 感激した る 所に のみ、 同胞 人 


類こ對 する 無私の 愛 は 生起す るので ある。 この 無私の 愛 世界に 充 つるに 至れば、 凡ての 難問題 は 晴れ 

たる 日の 朝露の 如く 忽ち 消え去る ので ある。 

次に 九 節 を 見る に 「今 その 血に 賴 りて 我等 義 とせられ たれ ば^して 彼に 由り て 怒より 救 はる" 事な 

からん 乎」 と ある。 キリスト は 我等の なほ 罪ん なる 時 われらの 爲に 死に 給うた。 其 故に 我等 は 罪を赦 

さる.. -に 至った。 卽ち 我等 は 彼の 血 (死) によりて 義 とせられた 者で ある。 我等 罪人で あるに も 係ら 

す 彼の 死により て旣に 義人と せられた。 然 らば 旣に義 とせられて 義人た るに 至りし 我等 は、 彼に より 

て 神の 怒 (卽ち 永遠の 刑罰) より 救 はる k こと は當然 であらう。 かの 事 すら 我等の ために 爲し給 ひし 

愛の神が、 それより If 易き 此事を 我等の ために 爲し給 はぬ 害がない。 恰も 全力 を 擧げて 軍： 病 を 治療し 

くれたる 良醫 は、 それ 以後の 健康 增進— それ は 治療よりも 頗る 容易い ことで ある— のために 配慮し く 

れる こと 當然 であると 云 ふに 等しい。 

十 節 は 九 節の 反復で は あるが、 併し その 說き 方が 九 節よりも 積極的な るに 注意すべき である。 卽ち 

「若し われら 敵たり し 時に 其の 子の 死により て 神に 和ぐ こと を 得た らんに は、 沉 して 和ぎ を 得た る 今 

その 生ける に賴 りて 救 はる、 こと を 得 ざらん 乎」 と ある。 九 節 は 罪人た る 者が 義 とせられ たる を 云 ひ- 

十 節 は 敵た る 者が 神と 和ぐ に 至りし を 云 ふ。 叉 九 節に 於て 「怒より 救 はる、 事な からん や」 と ある を 

十 節に は 「救 はる、 事 を 得 ざらん や」 と 云 ふ。 同一 の 事 を 云 ふのに 異なる 發 表を爲 せし に 注意すべき 

である。 

十 一 節に 曰 ふ 「た 此のみ たらす 我等に 和ぎ を 得させ 給 ひし 我主ィ H ス キリス トに賴 りて 亦 祌を喜 

ベり」 と 。九 節、 十 節の 如く 神 愛の 深さ を 以て 救扬の 確實を 推知す るが 爲に、 勝利の 歡 喜は自 から 生 
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起せざる を 得ない。 卽ち 「神 を 喜べり」 は 神に ありて 勝ち誇れ りの 意で ある (原語 は 前 講に說 きし 如 

く カウ カオ マイで ある )o 單に 怒より 救 ひ 出さる i に 止まらす、 救 はれて 勝ち誇る に 至る。 辛うじて 

せまれ.， こので ま U よい、 優に 改 はれて 雜と 死と に 勝ち得て 餘り あるので ある。 そして 之 は 「我等に 和ぎ 

を 得させ 給 ひし ィ H ス キリストに 賴 りて」 の 事で ある。 

五 章 一 節— 十 一 節 は歡喜 と 勝利の 速糗 である。 その 傅 ふる 靈的 事實の 如何に 贵く 有難き よ！ そし 

て その 凡て の 根 はは 信仰に. S て義 とせられ しと 云 ふ 一 事 に^する。 そして 是れ 己の 功に よらす 審ら神 

の 愛に 基づく ことで ある。 感謝すべき かな 主の 恩惠、 讚美すべき かな 神の 榮！ 
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第五 章 十二— 廿 一節の 研究 (上) 

羅馬書 第五 章 は 一節より 十一 節までに 於て 專ら キリストに 依る 救 拯を說 いた。 信仰に 依る 恩惠、 信 

仰の 生活に 與 へらる、 力、 及び： 仰の 結果た る 救 扬はカ 强く說 かれた。 十二 節より パゥロ は アダムと 

キリストの 比較に 人る。 アダムと キリスト は 各人 類の ニ大 代表者で ある。 全世界 を蔽ふ 二つの 大 なる 

流の 源 頭に 二人 は 各々 立って ゐる。 扉と 死との 源 頭に は アダムが、 義と 生との 源 頭に は キリストが 立 

つてね る。 人類の 罪と 死 は アダムより 来り、 人類の 翁と 生と は キリストより 來る。 此 事を說 きし もの 


が 十二 節— 一 一十 一 節で ある。 原語 聖書に 於て は 語数 一 一 百 四十 八を算 する に過ぎないの であるが、 之に 

ついて 古来より 註解 又は 解說の 試みられ しこと は 幾許なる を 知らす、 その 費され し 字數は 到底 數へ難 

いので ある。 玆には 細密なる 註解に わたる を 避けて、 重なる 點に のみ 注意 を 向け、 以て 大體の 主旨 を 

辟ら うとす る ので ある。 

最も 重要なる 句 は 十一 一節と 十八 節と である。 邦譯 聖書 は 之 を 左の 如く 譯 して ゐる。 

^然れ ば是れ 一人より 罪の 世に 入り、 罪より 死の 来り、 人み な 罪 を 犯せば 死の 凡ての 人に 及びた 

るが 如し。 

S 是 故に 一 の 罪より 罪せら る i 事の 凡ての 人に 及びし 如く、 一 の義 より 義 とせられ 生命 を 獲る こ 

とも 凡て の 人に 及べり。 

人類の 始祖 アダムが 墮罪 のために 死を受 くるに 至り、 其爲 めに かれの 子孫に も 同一 の 悲運が 臨んだ 事 

を 十二 節 は 述べる。 かく 一  の 罪より 罪せら る >- 事が 凡ての 人に 及んだ。 しかし キリストの 義は彼 を 信 

する 凡ての 人に 義と 生命と を與 へる。 人 は キリストに ありて 罪を赦 され、 義 とせられ、 限りなき 生命 

を受 くるに 至った。 アダム 一 人の ために 罪と 死が 人類 を 襲 ふに 至りし と 相似て、 キリスト 一 人の ため 

に義と 生と が 人類に 與 へらる、 に 至った。 此 事を說 きし ものが 卽ち 十八 節で ある。 

別の 語 を 以て 此事を 云へば、 「人類 は 一人に よりて 樂園を 失 ひ、 叉 一人に よりて 之 を 恢復せ り」 と 

云 ふこと である。 アダム も 人類の 代表者、 キリスト も 人類の 代表者で ある。 祌は いづれ の 場合に 於て 

も 代表者 を 以て 人類に 相對 した。 アダム を 以て 人類の 代表者と 見なせし 故、 その 墮罪を 人類 全 體の墮 

罪と 見て 之に 死を與 へ、 同様に キリスト を 人類 全體の 代表者と 見なして、 其の 義の 故に 人類に 永生 を 
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賜 ふに 至った と バウ ：！ は 主張す る。 卽ち 人類の 運命 は 係って その 代表者の 上に ある。 第一 の 代表者の 

罪の ために 「罪せら る k 事」 が 凡ての 人に 及び、 第二の 代表者の 義 のために 「義 とせられ 生命 を 進る 

事」 が 凡ての 人に 及んだ。 人類の 運命の 縮まりし も拓 かれし も 一 に 其 代表者に 基づいた ので あると。 

これ パ ゥ 口 の說く 所で ある。 

此 說に對 して 先づ 人類 擧 上の 故障が 提出され る。 進化論に 據れば 人類の 祖先 は 「猿人」 である。 然 

るに 創世記 は アダム を 完全なる 人と 見て、 その 處 より 人類の &• 落せし を 主張す る。 科擧は 人類の 動物 

より. の 進化 を 見、 聖書 は 人類の gf, 境よりの 隨落 を. 張す る。 この間に 明白なる 矛盾が ある。 この 矛盾 

を 除去 せんと 欲して 腦漿を 絞りし 神 學者は 幾人 あるか を 知らない。 叉 次に は 倫理 學 上の 故障が ある。 

人 は 各々 自己に 對 して 責任 を 有つべき 害で ある。 自身 罪 を 犯さば 自身 罰 を 受け、 自身 義 なれば 自身 賞 

を受 くべき 害で ある。 然るに 他の 或 一 人が 自己の 知らぬ 問に 自己 及び 他の 凡ての 人の 代表者と せられ、 

彼の 罪の 故に 自己 も 亦 (他の 凡ての 人 も 同様に) その 罰と して 死 を 受けねば ならぬ とは餘 りに 不合理 

である。 同様に 或 一 人が また 全人 類の 代表者と 見られて、 彼の 義の 故に 自己 も 亦 (他の 凡ての 人 も 同 

様に) 永生 を 以て 報いられ ると 云 ふの も 不合理で あると。 かく 倫现學 上よりの 反對が ある。 そして 又 

これに 對 する 祌擧 者よりの 辯 解 も ある。 

問题は 決して 簡易で はない。 パゥ& の 所說の 深き と共に、 それに 對 する 疑問 も 亦 深し と 云 はねば な 

らぬ。 そして 我等の 取るべき 態度 は、 先 づパゥ 口の 主張 を 明確に 探知す る ことで ある。 然る 上に て 採 

るべき は 探り、 棄 つべき は棄 てねば ならぬ。 バウ 口の 所說の 全部 叉 は 或 部分が 明 おに 背理で あると 解 

づた 時に も、 尙ほ之 を 固執す る は 頑愚で ある。 同時に 其 中に 深く して 眞 なる 所 ある 場合に も 之 を 斥く 


る は 同じく 頑愚で ある。 今日。 ハウ n にして 再生 せんか、 上述の 如き 疑問 を 以て 彼に 迫る 人 は其數 少な 

く あるまい。 併し乍ら 彼 は、 近代の 人類 學ゃ 倫理 學は當 時 問題と なら ざり し 故 今 も 亦 問題と ならす と 

稱 して、 た 5^ 其 確信 を 反復 强說 する に 止まる であらう。 さり 乍ら 我等 は 令 日の 科學 なる もの を 全然 無 

視 して はならぬ。 叉 無視す る こと は 出来ぬ。 宗敎と 科 學とを 全然 分離して 考 ふると 云 ふ 近代の 精神 は 

我等の 採らざる 所で ある。 科學 より 見て 聖書の 所說の 合理と せらる、 時 は、 後者に 强き 支柱の 與 へら 

れし 時で ある。 勿論 聖書の 敎は 天啓に 立つ が 故に、 科 學の證 明 を 得て 初めて 眞理 となる ので はない。 

然し 乍ら 聖書の 所 說を科 學も亦 裏書す る 事と なれば、 それに 一 署 の確實 性と 光輝と が與 へられる ので 

ある。 叉 頭腦を 以ての み 研究 せらる \ 科學が 聖書 的 眞理を 悉く、 又 完全に 證明 する こと は 岡より 不可 

能で ある。 それに も 係らす 科學 者が 科擧 上より 見ても 亦 聖書の 所說の 誤謬なら ざる 事、 又は 眞理と 見 

ら るべき 事 を 明かに せんとす る は實に 貴き 努力で ある 。有名なる-一 ユウ トン は 言 はす もがな、 比较解 

剖擧の 元祖た る佛の キヴィ H 1、 偉大なる 動物 學者 たる 米の ルイ • アガシの 如き 孰れ も 深き 科學 者に 

して 深き 基督 者であった。 彼等 は 宗教と 科學の 調和 を 計りした めに 兩者を 深く、 且 正しく 解し 得た の 

である。 宗敎 的に も 叉科學 的に も 充分に 眞理を 探究し、 眞理 なる 以上 は 確く 之に 立つ と 云 ふ 態度 を 我 

等 は 取らねば ならない。 

バウ n の 主張 は 神 は 人類に 對す るに 其 代表者 を 以てする と 云 ふに 在る。 之に 就て 誰 人に も先づ 明白 

なる 一事 は、 人類が 一 の 種で あると いふ 事で ある。 白色人種、 黄色人種、 銅色 人種、 黑色 人種 等の 別 

あれ ども、 各人 種 間の 結婚の 可能、 及び 其 間に 必す 子の 生る &事は 人類の 一 なること を 語る もので あ 

る。 叉 一人 種の 子が 小 兒の時 他人 種の 間に 居れば、 其國 の純粹 なる 語 を 語り 得る が 如き、 或は 叉 ffi き 
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社 會道德 の 間に 育てられて 道德觀 念の 頗る 稀雜 なる 野蠻 人が、 一 度 福音 を 信す るに 至れば 全く 別の 人 

となる が 如き、 いづれ も^ 人類 一如の 眞 理を傳 ふるもの である。 人類 は 一な りと は 人類 學と 聖書と が 

等しく 主張す る 所で ある。 又 「この 神 は 凡ての 民 を 一 の 血より 造り」 とパゥ ロはァ テンスに 於ての、 

あの 有名の 說敎の 中に 說 いた (行 傳 十七の 二十 六)。 

次に 我等に 知らる & 明白なる 一 事 は 人類の 共同責任 (さ liclarity〕 とい ふこと である。 之は學 問の 問 

題で はなく して 人生の 實際 問題で ある。 事實の 上に 於て 人類の 共同責任 は 儼として 存 して ゐる。 之 を 

好む も 好まぬ も、 事實は 飽くまで 事實 である。 之より 脫 せんと 力む る も、 人 は 到底 脫し 得ない ので あ 

る。 昆ょ 一家に 於て 其戶 主の 所業 叉 は 現狀は 家族 全體に 影響 を與 へる ではない か。 戶主は その 家族の 

代表者で あるが ためで ある。 同様に 町村 長の 言行 は 其 代表す る 町村の 全體に 影響し、 縣 知事の 一一 一一 II 行 は 

その 代表す る縣民 全體に 影響す る。 また 大臣 或は 使臣 は國 民の 代表者で ある 故、 その 言 ふ 所行 ふ 所 は 

全國 民に 必す 影響し 來 るので ある。 戰 ハサの 破裂せ し 場合の 如き 國民全 體の受 くる 災禍 は 非常で あるが 

而 かも 彼等 自身が 直接 その 種 を 蒔いた ので はなく して、 主として 大臣の 政策 又は 使臣の 行動が 開 戰に 

厶厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶厶 さ厶厶  厶厶 厶厶厶  <1 厶  <1厶厶<3<1厶<1<:厶<厶<1<" 

導いた ので ある。 或 事を爲 すの は 代表者であって、 其 結果 を 受け 責任 を 負 ふの は 凡ての 人で ある。 之 

を 不公平と して 咬く こと は 人の 自由で ある。 併し 人類 社 會が斯 る 原理の 上に 成立して ゐる 事實は 明か 

に 認められねば ならぬ。 卽ち必 す 代表者 あり、 又必す 共同責任が ある。 家庭、 社會、 固 家、 いづれ も 

皆 この 事實の 上に 立って ゐる。 之 を 否認す る は 家庭、 社會、 國家を 否認す る ことで ある。 之がなくて 

は 人の 圑體 とい ふ 者は存 しない。 之 ありて こそ 家庭 も あり、 國. 冢も あり、 社會も あるので ある。 團體 

の 各員 は その 代表者の 行 ふ 善に より 叉惡 により、 或は 利益 を 受け 或は 損害 を受 くる。 凡ての 人 の團 


體の 底に 此 原理が 流れて ゐる。 此事は 充分に 又 明白に 承認せられ ねばならぬ。 

以上に 依て 二の 事 は 明かと なった。 第 一 は 人類の 一 なること である。 第一 一は 代表者の 存在と 總 員の 

共同責任 である。 旣に 人類 は 一 である。 人類 は全體 にて 一 の 社會を 形造って ゐる。 玆に 於て か 人類 全 

體を 代表す る 者がなくて はならぬ。 神 は先づ 始祖 アダム を 人類の 代表者と して 造り 給うた。 彼 を 以て 

其 後に 生るべき 凡ての 人類の 代表者と 見なし 給うた ので ある。 アダム は 罪な き 者と して 造られた。 彼 

が もし 原始の 聖淨を 失はなかった ならば、 人類 は 彼に ありて 如何に 祝福され たこと であらう。 併しな 

がら サタン は 成功し 彼 は 失敗した。 彼 は 其 妻と 共に 罪に 陷 りて 人類の 代表者た る 責務 を 汚した。 神 は 

巳む を 得す 彼に 死の 悲み を與 へ、 そして 彼 は 人類の 代表者た る 故 全人 類に も 死の 悲み を與 へた。 人類 

は 一 にして 總 員の 共同責任が 原理と して 存 する 以上、 これ は實に 止む を 得ざる ことで ある。 

O00OOO0OO00O0O000000OOO  OOO0O0OO00O0O00O0O00 

併し 共同責任の 原理 は 人類に 禍 のみ を潇さ なかった。 代表者の 罪に 因りて 死 を 受けし 人類 は 玆に又 

OOO0OOO0O0O0OOOOOOO000  00000  OO0O00O0  0OC0O0OO0 

代表者の 義 によりて 生を受 くるに 至った ので ある。 祌は アダム の 失敗 を 補 ふべ く 其 獨子を 人と なして 

O000  00000000  0  0O0O0O  C0OOO0OOOOCOO0O000O00O00 

世に 降し、 彼 を 人類の 新たなる 代表者と なし、 彼 をして 人類に 代って 罪の 罰 を 受けし めて 人類の 罪 を 

00  OOOO0OOO0O0OO0OO000OO0OOOOOO0OOOO0000  C  000 

赦し、 彼 をして 人類に 代って 義を 成就せ しめて 人類に 永生 を與 ふる 道 を 取り 給うた ので ある。 人類の 

OO0000OOOOOO000O0OOO00  000  000  0O00000000000000 

一 體 なる 事と 代表 及び 共同責任の 事と を事實 として 認 むる 上 は、 この キリストの 人類 代表と 彼 一 人よ 

C000000O00O0O00O0O0OO000000OOOO0 

りして 恩惠が 全人 類に 臨みし 事との 決して 不合理 ならぬ を 知る ので ある。 十八 節の 前半 は赏に 悲しき 

音 Sin である。. 「この 故に 一 の 罪より 罪せら る、 事の 凡ての 人に 及びし」 と讀 みて、 我等 は 人類 共同 責 

任の 恐し さに 慄へ るので ある。 さりながら 後半の 如何に 嘉き 音信なる よ。 「一 の義 より 義 とせられ 生 

命 を 護る 事 も 凡ての 人に 及べり」 と 云 ふ。 キリスト 一 人の 義が義 と 生命と を 全人 類に 及ぼす ので ある。 
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感；^ す ベ きかな！ 

かくて 今や 光明の 時代で ある。 始祖の 墮落 のために、 陰 暗の 彷徨 を績 けねば ならなかった 人類 社會 

に、 今や はや 義の 太陽 は 昇り 来って 眼 くらむ ばかりの 光輝 を 放って ゐ るので ある。 キリスト 旣に 我等 

に 代って 揮の 罰 を 受け 義を 成就せ しがた めに、 我等 は 今 かれ を 信じさへ すれば 罪 を 消され、 義を與 へ 

られ、 永への 生命 を 以て 惠 まる i ので ある。 「祌罪 を識ら ざる 者 を 我等の 代りに 罪人と せり、 是れ我 

等 をして 彼に ありて 神の 義 となる こと を 得しめ ん爲 なり」 と ある (コ リ ント 後書 五の 廿 一)。 實に 今や 恩 

惠の 時代で ある。 此絕大 の 幸福が 我に 與 へらる K 事 を 思へば、 人間 世界に 尙ほ存 する 所の 災禍、 愁苦 

哀痛の 如き は 云 ふに 足らない。 まことに 然ぅ である。 義の 太陽 は旣に 上り、 恩 惠の光 は 人類の 全 野 を 

照らして 居る。 然るに も 係らす 未だ この 光の 人類の 全部に ゆき 互らぬ は 何故で あるか。 云 ふまで もな 

く、 それ は 我心 靈の戶 を 閉ぢて 此光を 導き 入れぬ 人の 甚だ 多い からで ある。 光が 普く 照らさな いので 

はない、 普く 照らして 居る のに 之 を 我 魂の 前より 斥けつ k ある 人が 多い ので ある。 されば 凡ての 人よ 

速 かに 靈 魂の 戶を撤 して 赫耀 たる 靈界の 光 を 導き 人れ よ。 凡ての 善き 事、 幸なる 事、 惠 まる、 事は此 

一事より して 起り 來 るので ある— 凡ての 惡き 事、 禍 なる 事、 呪 はる、 事が 彼 一事より して 起り 来りし 

が 如くに。 
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第五 章 十二— 廿 一節の 研究 (下) 

前囘に 引きつぐ き 五 章 十一 一— 廿 一 節の 研究で あるが、 この 場所 は 短き 語の 中に 無量の 眞理 をき ませ 

た處 である 故、 文章と して は 不備の 點 多く、 全部 を 正確に 了 得する こと は 中々 困難で ある。 邦語 改譯 

聖書 は 在 來の譯 より 正確で ある 故、 之 を參考 とする 事は少 からす 理解 を 助ける ので ある。 又 前 囘に說 

きし 如く  (第一) 人類の ー體 なること (第二〕 祌は 人類に 對す るに 其 代表者 を 以てし 給 ふこと、 此の.. 

二つの 眞理 は先づ 心に 貯 へて 置かれねば ならぬ。 ： 

十四 節の 最後に 「アダム は 卽ち來 らんと する 者の 模 なり」 とい ふ 句が ある。 「来らん とする 者」 と 

は キリス トを 指す。 卽ち アダムと キリ ストと が 人類の 一 一大 代表者で あると 云 ふので ある。 神 は 人類 中 

の 最上なる 者 を その 代表者と して 選び 給うた ので ある。 そして パゥ 口の 兹に說 く 所 は、 大體に 於て W, 

の 一 一つに 分つ ことが 出来る。 

第一、 アダム は キリストの 模 である。 アダム 一人の 墮， より 人類に 罪と 死が 及んだ。 同様に キリス 

ト 一 人の 義 によりて 義と 生と が 人類に 及んだ。 甲 は 死の 源で あり 乙 は 生の 源で ある。 此の 意味に 於 

て 一 一人の 人類に 對 する 關係は 酷似して ゐる。 

第二、 併し乍ら 此 二人の 對 人類 關 係に 於て 相 異なる 點も亦 ある。 その 相違 點を擧 ぐれば 大凡 左の 三 • 

項で ある。 

(ィ) アダム は 純然たる 人で ある。 然るに キリスト は 神が 其 獨子を 人の 容に 於て 世に 降した もの 

である。 
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(口) アダムに 因る 人類の 死 は 神の 審判より 出で たもので あるが、 キリストに 因る 人類の 救 は 神 

の 憐愍より 出で たもので ある。 

(ハ) アダムの ために 人類に 臨んだ もの は 死で あるが、 キリスト のために 人類に 臨んだ もの は 永 

生で ある。 

かく アダムと キリ ス トとは 似て 居つ て而 かも 大に相 遠して ゐる。 そして その 相違 は實に 根本的の 栢 

違で ある。 甲より 出で 來っ たもの は、 罪と 死— 永への 詛ひ である。 然るに 乙より 出で 來っ たもの は、 

此 永久の 詛ひを 打破る 義と 生と 永久の 祝 ii とで ある。 似て 居る が 故に、 前者 を眞理 として 受 くる 者 は 

後者 を も眞理 として 受けねば ならぬ。 叉 相違せ るが 故に、 甲に 因る 我等の 死が 乙に 因る 生に 於て 打摧 

かる、 に 相違ない。 されば 我等の 救 は確實 である。 人々 よ 早く 来って 此救を 受けよ と バウ ロは勸 める 

ので ある。 (右の 第 一 の 類似 點を說 くが 十一 一 —十四 節、 第一 一の 相違 點を說 くが 十五— 廿 一 節で ある) Q 

之 はパゥ ロ祌學 なれば 我等の 關 する 所に あらす と 云 ふ 人が ある。 W しそれ は大 なる 誤りで ある。 先 

づ 我等 は舊約 聖書に 於て 左の 如き 語に 接する ので ある。 

我れ H ホバ汝 の 神 は 嫉む神 なれば、 我 を惡む 者に 向 ひて は 父の 罪 を 子に 報いて 三 四 代に 及ぼし、 

我 を 愛し 我 誡命を 守る 者に は 恩惠を 施して 千代に 至るな り (出 埃 及 記 二十 章 五 * 六 節)。 

M ホバ を畏 る、 者に H ホバ の 賜 ふ 其 憐憫 は大 にして 天の 地よりも 高き が 如し。 その 我等より 短 を 

遠ざけ 給 ふこと は 東の 西より 遠き が 如し (詩 百 〇 三篇十 一 ， 十二 節)。 

めぐみ  0O0OO0OO00O000O00 

エホバに 感謝せ よ、 エホバ は恩惠 ふかく、 その 憐愍 はと こしへ に絕 ゆる ことなし (詩 百 十八 篇 一節) Q 

その 怒 はた 暫時に て その 惠は 生命と 共に 永し、 夜 は 夜もすがら 泣き 悲む とも 朝に は 喜び 歌 はん 


(詩 三十 篇 五節)。 

我れ しばし 汝を棄 てた れど大 なる 憐愍 を もて 汝を あつめん。 我が 忿恚 あふれて 暫く 我が 面 を汝に 

隱 したれ ど 永遠の 恩惠を もて 汝を憐 まんと。 こ は 汝を履 ひ 給 ふ H ホバ の聖 言たり (ィ ザャ書 五十 四 

章， 七， 八 節 )o 

以上の 五つ は 最も 代表的の ものであるが、 他に も 之に 類似せ る 語句 は 無数に ある。 雅各書 二 章 十三 節 

の 語 を 以てすれば 是れ 「憐愁 は 審判に 勝つな り」 である。 審判 はもと より 無くて はならぬ。 しかし 憐 

愍は 審判 以上に 在る。 審判 は 三 四 代に 及び 恩惠は 千代に 及ぶ。 怒 は 暫時に して 憐愍 は 永久で ある。 神 

は 固より 怒と 罰 を 與へ給 はねば ならぬ。 併し 彼 はおと 罰に 熱心で はなく して 是れ已 む を 得ざる に 出で 

しもの、 そして 憐愍と 恩惠 とに ついては 眞に燃 ゆるが 如き 熱心 を 起し 給 ふので ある。 これ 舊約 時代よ 

りの 明かなる 敎 である。 

神の 此心は 今の 人間の 心と 正反對 である。 憤る 事、 責 むる 事、 毀つ 事に は 全 精力 を盡す も、 赦す 事、 

忍ぶ 事、 建つ る 事に は 充分の 力 を 用 ひない。 凡ての 惡に對 して は 熱心 を 燃やす も、 善に 對 して は 最も 

冷淡で ある。 これ 人類 墮 落の 有力なる 證據 とも 云 ふべき 者で ある。 かくの 如く 人の 心と 神の 心と は 全 

く 違 ふ。 神 は 怒る こと 遲 くして 惠 むこと 早い。 彼は責 むる に 熱心なら すして 赦 すに 熱心で ある。 故に 

けんえん 

今日の 人と 雖も神 を 信じて 聖靈を 心に 迎 ふるに 至れば、 亦 善に 對 して 熱心に して 惡に對 して 嫌 厭たり 

得る ので ある。 

この 神の 心 を 知りて 我等 は 十五 節を讀 まねば ならぬ。 r 然れど 罪の こと は 恩賜の ことの 如きに あら 

す。 もし 一 人の s:^ によりて 死ぬ る 者 多からば、 況して 神の 恩と 一人の イエ ス キリストに 由れ る 恩の 賜 
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とは多くの人にき.£^-らん乎」 と 云 ふ。 神 は アダム 一 人の 雜の 故に 全人 類に 對す るに 容判を 以てした 

れ ども、 これ 巳む を 得 ざるに 出で たのであって、 彼が 此 事に 熱心で あるから ではない。 彼が 熱心 はキ 

リストに S る 全人 類の 救に ある。 キリスト 一人の 篛の 故に 惠の 賜が 多くの 人に 溢る、 に 至る。 こ、 に 

神の 特^の 熟 心が 注がれた ので ある。 キリスト 一人より 全人 類に 生命の 及んだ とい ふ 事 は、 神の 此特 

^の 性質 を 知れば 決して 不可解の ことで はない。 これが 了 得しが たく 思 はる X の は、 人が 自己の 善に. 

不熱心に して 惡に熟 心なる 心 を祌に 映して 眺む るからの ことで ある。 

次に 十六 節 は 「賜 は 一 人より 来る 罪の 如きに 非す。 そ は {# 判 は 一 の 罪より 5,1 でて IS せらる k に 至り 

賜 は 多くの 罪より 出で て義 とせら る \ に 至る」 と改譯 すべき ものである。 前節 同樣 アダムに 因る 審判 

と、 キリストに 因る 恩惠 との 對照 である。 甲 は 全人 類の 罪せら る k に 至りし 事、 乙 は 全人 類の 義 とせ 

らる、 に 至りし 事に て、 此の 兩 者の 間に は 天地の 相違 ありと 云 ふので ある。 卽ち 審判 は 一 の 罪 を出發 

點 として 出で、 賜 は 多くの 罪 を 出發點 として 出で て 救に 至った と 云 ふので ある。 

次の 十七 節 は 曰 ふ 「若し 一 人 S 非 を 犯しし により 死 この 一 人に 由て 王た らんに は、 況して 溢る & 恩と 

義の 賜を受 くる 者 は 一 人の ィ H ス キリスト により 生に 在りて 王たら ざらん 乎」 と。 此 節の 對照は 死と 

生と である。 一人の アダムの 墮 罪の ため 死の 支配 を受 くるに 至り、 一人の キリストの 義の 故に 生に あ 

OOOOOOCOOCCOOOOOOOO  0000000  00000 

りて 支配し 得る に 至る。 死の 支配 を受 くると 生に ありて 支配す ると、 その 差 は實に 無限大で ある。 ァ 

ダム のために 人類 は 死に 支配 せらる、 の 不幸に した。 しかし 神 は 第二の アダムと して キリス トを賜 

うて、 彼の 義の 故に、 彼 を 信す る 者に は 何人に 限らす、 永生に ありて 支配す るの 幸 一 i を與 ふる 道を拓 

き 給うた。 神 は 罰する に 熱心で はなく、 惠 むに 熟 心で ある。 


^上に 於て アダムと キリス トの比 铰は略 ぼ 明かに なった ことと 思 ふ。 まことに キリストの 救 は大な 

る 救で ある。 神 もし 人類の 一 人 一 人が 義 となる 時 初て 永生 を もて 酬 ゆると ならば、 人生 は 永久の 絕笔 

たる ほかない ので ある。 自分の 罪を考 へよ、 又 人類の 罪 を考 へよ、 その 深き を 思へ よ、 人い かで 自ら 

完き 義人たり 得よう。 各人 自ら 全き 義を實 現せす して は 生命 を與 へられす とせば、 人 は 滅亡 を 其 前途 

に 期す る 外 はない。 さり 乍ら 神は憐 むに 熱心なる 祌 である。 故に 其 獨子を 人と して 世に 降し、 彼 をし 

て 人類に 代って 義を實 現せし め、 彼れ 義な るが ため 人類 も亦義 とせられて 生を受 くるに 至る 道 を柘き 

給うた。 こ. -に大 なる 惠が あり 叉 人類の 據り 所が ある。 この 外に 眞に救 はる、 道 はない。 從 つて 此外 

に眞に 安心に 入り 得る 道 はない。 

この 義 とせられて 生を與 へらる、 惠に 入りて 初めて、 又 事 實上義 を 行 ひ 得る に 至る ので ある。 卽ち 

道德 より 信卬に 入る にあら す、 信仰より 道德に 入る ので ある。 義 となりて 義 とせら る \ にあら す、 # 

ぃ：&.^.^むきぃ|4§^.^^？。 完き 人と して 取极 はる- 惠に 人り て 初めて 完全に 向て 進む ので ある。 

故に 第 一 に 必要な ろ こと はィ ヱス キリス トを 信す る ことで ある。 この 信仰 ありて 義 とせられ、 義 とせ 

ら れて義 となる ので ある。 信仰！ これ 實に 現代の 最大 缺乏 物であって 叉 最大 必要物で ある。 如何に 

して 此社會 を 救 ふべき か、 又 如何にして 個々 の 人 を 救 ふべき か、 そ は 孰れ も 信仰に 依りて である。 午 

リストに 對 する 信從の ある 所、 人 も 救 はれ 叉 社 會も救 はる。 先づ 必要なる もの は 信仰で ある。 

以上 を 以て 五 章 十一 一— 廿 一 節の 大意 を說 明し 終った。 遼遠の 古に 於け る 始祖 アダムの 墮落は 遂に 祌 

の獨 子の 降 世 を 必要なら しめたの である。 始祖の 墮罪は 人類の 受けた る 最も 犬なる 創痍であった。 た 

だ 之を醫 やして 餘り ある キリストの 救あって、 我等の 歡 びは盡 くる 所 を 知らないの である。 この 雨 者 
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の 對照を バウ Q は 力強く 記して 我等に 示す ので ある。 今 こ、 に 有名なる ミルトンの 『失樂 園』 (l)ara- 

dise  Ifest) が アダムの 墮落を 如何に 描きし か を 見よう。 これ 羅馬書 第五 章の 解 釋を大 に 助く る もの 

である。 多分 その 最も 良き 註解で あらう。 

ミルトンの 『失 樂圚』 は 創世記 第三 章の 詩的 註解であって、 始祖 墮 落の 最も 深き 說 明と 稱 すべき 者 

である。 事 は 第 六、 七、 八、 九、 十 章に 審 である。 先づ サタン は 蛇の 形 を 取って アダムと H バとを 

罪に 陷ぃ ん とする。 彼 は 男よりも 欺き やすき 女 を 選び、 エバに 近より て 「美 はしき 創造者に 似た る 

最も 美 はしき 汝ょ」 と 云 ひて、 彼女に 甘き 詔 ひの 語 を かける。 サタン は 女の 陷り 易き 虚榮 心と 好奇心 

の兩 方より エバ を 惑 はさんと する ので ある。 かく エバ は 先 づ虚榮 心に 滿足 を與 へられ、 そして 何故に 

蛇が 人語 を 語り 得る かとの 疑問 を 起す。 これ 卽ち 好奇心の 生む 所で ある。 蛇 は エバが 思 ふ壺に はまつ 

たの を 喜んで、 或 樹の果 を 食 ひした め 人語 を 解す るに 至った と 答へ る。 H バ 好奇心に 驅られ て 蛇 を 促 

し 至り 見れば、 菜せ るかな それ は 禁ぜられて ゐる 樹の果 であった。 蛇 は 云 ふ、 神が 之 を 禁じた のは獸 

が 之 を 食 すれば 人の 如くなる と共に 人が 之 を 食 すれば 神の 如くになる からで ある、 神 は 人が 己と 等し 

き 者と なる を嫉 み、 永久に 人 を 己に 隸屬 せしめん と 欲して 之 を 禁じた ので ある、 故に 之 を 食す るは少 

しも 差 支ない のみ か 却て 大 なる 幸福 を 持ち 來 すので あると。 この 巧みなる 誘 ひの 語に 惑 はされ て、 ェ 

バは 遂に 知識の 樹の果 を 食す るに 至る ので ある。 

之 を 貪し みれば 案の定 心に 言 ひ 知らぬ 喜と 新なる 力と が 臨んだ。 彼女 は 此カを 用 ひて アダムと 等し 

きもの 叉 は アダムより 優れた 者と 己 を 見做して、 アダム を 下に 抑へ ようと 云 ふ 心 を 起した。 併し 又 思 

ひ 直した、 自分 は旣に 禁令 を 犯した ので ある 故 多分 罰と して 死を受 くるので あらう、 然る 後 は アダム 


に は 新ら しき 妻が 與 へられる であらう、 これ は堪へ 難き ことで ある、 故に 寧ろ アダム を 誘 ひて 同じ 罪 

を 犯さし むる 方が よいと (男 を 屈服 させようと 願 ひながら 又 男に 賴ら ねばならぬ 女性の 弱味が 心理的 

に 描かれて ゐ る〕。 乃ち 自己の 墮罪を アダムに 打ち あける。 アダム は 犬に 驚き 又 失望した。 しかし 女 

の 愛に ひかされて r 汝 なくして いかで 我れ 生くべき や」 と 遂に 同じ 罪 を 犯す に 至った ので ある。 

斯 くして 二人 は 遂に 墮 落した。 一 一人 は 一 時の 歡樂 より 醒めて 失 ひし 所の あまりに 犬なる に 驚いた。 

墮 落の 狀 態の みじめ さが 浸々 と 感ぜられた。 アダム は 殊に 激しき 失望に 襲 はれた。 彼 は 二人の 現狀に 

ついて 痛恨の 呻き を發 した。 彼 は銳き 批難の 矢 を H バに 向け、 彼女の 薄志 を 以て 墮 落の 凡ての 原因で 

あると 詰った。 エバ は 之に 對 して、 アダムの 薄志弱行 にして 彼女の 誘惑に 勝つ 能 は ざり し を 責めた。 

而 して 二人 は 遂に 相爭 ふの 愚なる を 悟って、 共に 悲慘 なる 運命 を 甘受す るに 至った。 彼等 は 他の 凡て 

を 失 ふ も 一 一人の 愛 だけ は 失 はじと 決心す るに 至った。 

斯く ミルトン は 人格 噴 落の 心理的 解剖 をな した。 人類 &- 落の 動機、 及び 戀 愛の 爲には 凡て を棄 てて 

も 厭 はすと 云ふ墮 落せる 人間の 心 は 遺憾な く 描かれて ゐる。 實に 人間 は— 殊に 現代の 人間 は— 戀 愛の 

ために は 凡ゆる 罪 を 是認 せんとす るので ある。 十二 節に r 然れ ば是れ 一人より 罪の 世に 人り、 罪より 

死の 来り、 人み な 罪 を 犯せば 死の 凡ての 人に 及びた るが 如し」 と ある 如く、 人 は 皆 アダムに ありて 罪 

を 犯し、 叉 アダムと 同じく 死す るの. である。 「人 皆 罪 を 犯せば 死の 凡ての 人に 及ぶ」 ので ある。 人類 

が墮 落して 祌を失 ひ、 男 は 女よりも 叉 女 は 男よりも 良き 者が なきに 至って 其 醜 さが 一 層 明かに 現れる 

ので ある。 如何にして 此隨 落より 脫 すべき か。 いかにして 失 ひし 樂園 を囘復 すべき か。 ミルトンが 其 

の 『樂園 恢復』 ct^aradise  Kegained) に 於て 說 ける 如く、 そ は 一 に キリストに 依て である。 
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バプ テス マの 意義 

第 六 章 一— 十四 節の 硏究 

六 章 一 —十四 節 は 決して 解し 易い 箇處 ではない。 さりと て 全然 不可解の 處 ではない。 大體の 精神 を 

摑 むこと は 少しく 注意 すれば 屮 I 來、 旣に 大體の 精神が 分れば 各 句、 各 語の意味 も 亦お のづ から ほ 理 

解せられ るので ある。 そして 其 爲には 我等 は先づ 前後の 關係を 見て、 パゥ a の 思想 排列の 順序 を 探ら 

ねばならぬ。 

抑 も 六 章と 七 章 は 何 を 記す を 主眼と する ので あるか。 曾て 說 きし 如く 羅馬 書の 三大 問題の 第一 たる 

「個人の 救」 は (第一) 義 とせら る &事、 (第二) 潔 めら る k 事、 (第三〕 救 はる、 事の 三 項に 分ち 

て 述べられて 居る。 この 中 第 一 の義 とせら る \ 事 は 一 章 後半より 五 章に 至る までの 主题 であって、 我 

等 は 今迄に それ を見來 つたので ある。 其 主眼 は 人の 義 とせら る&は 決して 行の 義 によらす、 神より 云 

へば 恩惠、 人より 云 へば 信仰に 因る と 云 ふに ある。 そして 「只ィ H スキ リス トの 讀に賴 りて 神の 恩 を 

うけ 功なくて 義 とせら る &也」 0 二の 二 四〕 と ある 如く、 此大 なる 特權は 偏に キリス トの 十字架に 依る 

と 云 ふので ある。 これ ^ かに 福 昔で ある。 


併しながら 玆に 一 の 疑問が 當然 起る。 もし 行に よりて 義 たる 能 はす 信仰に よりて 義 とせら ると 云 ふ 

ならば 行 は 如何で も宜 いこと となる。 換言すれば、 信仰が 義 とせら る、 事の 唯一 の條 件で あれば 行 は 

如何に あっても 問題と ならぬ。 何 をし なくと も宜 いと 共に 亦 何 をしても 宜ぃ 事になる。 然る 時 は 信仰 

至上 主義の 敎義 は實際 道德の 上に 大 なる 危險を もたらす ではない かとの 疑問で ある。 パゥ ロは此 疑問 

を假 想して 六 章 一節に 於て 「然 らば われら 何 を 言 はんや、 恩み の增 さん 爲 めに 罪に 居るべき 乎」 と 云 

ふので ある。 罪の ある 所に 惠が加 はるならば 惠を 益々 受けん ために は 罪の 中に 居る を 宜しと すべきで 

はない かとの 疑問で ある。 バウ 口 は 第二 節に 於て 此 疑問 を 一 蹴し 去って 云 ふ 「非す 我等 罪に 於て 死に 

し 者なる に、 いかで 尙ほ其 中に 於て 生きん や」 と。 我等す でに 悔 改めて 赦 罪の 惠に 浴せ し 者、 罪に 於 

て 死にし 過去の 慘狀は 想起す る だに 恐ろしき ものである。 然るに 今に 至て 惠の增 さんため とて 再び 罪 

の 中に 死の 生活 を續 けんとす る 如き、 到底 思 ひ 得ぬ ことで あると バウ！ 1 は 云 ふ。 斷乎 として 愚なる 疑 

問 を 斥ける 彼の 熊 度 は 例に 依て 强烈 である。 

この 一語 は 愚なる 疑問 を 一敏し 去る に は 充分で ある。 しかし バウ B は 之 を 機と して、 信仰生活の 特 

徵 たる 「潔め」 の 問題に 入る ので ある。 これ 第三 節 以下で ある。 もし 彼が 此 問題に 入る 必要が なかつ 

たなら ば、 第二 節に 於て 疑問 を 一蹴し 去って 直ちに 第 八 章の 「救 ひ」 の 問題に 入るべき であった。 し 

かし 彼 は 「潔め」 のこと を說 明す る を 必要と した。 故に 六 章 七 章に 於て 之を說 いたので ある。 何故に 

彼 は 之を說 かねば ならなかった か。 そ は 「潔め らる& 事」 が 信仰生活 上に 不可 缺の 事で あるから であ 

る。 「義 とせら る k 事」 と は 人の 罪が 赦 され、 神と 人の 間の 隔てが 失せ、 義 として 神に 受けら る \ に 

至った ことで ある。 恰も 家 を 離れて 徨ひ 居りし 子が 父の 家に. 戻る に 至った と 云 ふだけ の 事で ある。 神 
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の 子と せられた ので ある、 けれども 未だ 名實備 はる 神の 子と なった ので はない。 之から は名實 共に 備 

はる 神の 子と ならねば ならぬ。 これ 卽ち 「潔 めら る、 事」 である。 これ M の 神の 子になる ために 是非 

ともなくて はならぬ 事で ある。 

之を譬 へて 云へば 「義 とせら る、 事」 と 云 ふの は、 恰も 王家 を 離れて 永く 漂浪の 旅に ありし 王子が 

W び 王家に 戻り 來 つたと 云 ふだけ の 事で ある。 彼 は 名 だけ 王子と なった のであって、 未だ 王子た るの 

實を備 へて ゐ ない。 永き 放浪 は 彼 をして 庶民の 如くなら しめた。 彼が 王子た る 品性と 威嚴 を囘復 せん 

に は 其 上 尙ほ幾 歳月 を-要す るので ある。 基督 者は義 とせられ 神の 子と せられた 後、 更に 神の 子た る實 

に 向って 進み ゆかねば ならぬ。 これ 卽ち 「潔め」 である。 更に も 一 つの 比喩 を 以てせば、 重病 を醫ゃ 

された ものが 直ちに 健康者と なること は 出来ぬ。 病の 去りし は事實 であるが 未だ 衰弱 は殘 つて ゐる。 

或 月日 を Mi て 後 この 衰 へが 失せて 健康 囘復 し、 初めて 健全 者と なる ので ある。 この 健康 囘復 の經 過が 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <△ 厶厶厶 厶 AAA 厶  厶 厶厶< "厶厶 △ 厶厶厶 

卽ち 「潔め」 に相當 する ので ある。 義 とせられし 者 は義と 見做された だけで、 未だ 義 となった ので は 

ない。 これから は 眞に義 となるべき である。 されば 信者 は祌の 子の 完全 を 志して 進むべき である。 小 

キリスト とならん との 努力、 之が 信仰生活の 常の 姿でなくて はならぬ。 此事を 知らす して 唯悔 改めし 

事、 た^-義とせられし事、 只 洗 鱧 を 受けし 事、 これ だけ を 以て 滿足 する 者が 多い。 基督 信者の 無力、 

基督 敎會の 腐敗 は 概ね 玆に 基づく ので ある。 之 を 至難の 事、 不可能の 事と 見る 人が あるか も 知れぬ。 

併し 至難で あるか 不可能で あるか は刖 問題と して、 これ 基督 者に 缺く ベから ざる 事で あり、 且又 信仰 

の與 ふる 歡喜も 希望 も 之がなくて は 充分なる を 得ない ので ある。 然り、 得られな いので ある。 

此の 潔め のこと を說 明す るた めに、 バウ n は 三つの 例 を 引いた ので ある。 第一 はバプ テス マの こと 


へ 一 節 2rT)、 第一 一は 奴隸の こと (， 十五 節 以下)、 第三 は 婚姻の 事 (七 章 一 節 、以下) である。 バ ブ テ ス マ は 初 

代 敎會に 於て は 全身 を 水に 浸す 式であった (今日 浸 禮敎會 にて 爲す 如く)。 之れ に は 意味が ある。 卽 

ち 全身 を 水に 埋める の は キリス ト と共に 死して 葬られし 事 を象徵 し、 そして 水より 引出さる &のは 彼 

と共に 復活した 事 を 象徴した ので ある。 故に パ プテ ス マを受 くるに 當 つて 必要な ものが 一 一つ 在った。 

厶厶厶 <△<! 厶厶厶  厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 AA<J<:  厶<3<1厶 △△<"<:△△△ 厶厶厶 

第一 は キリストの 死 (勿論 贈 罪の 死) と 復活と を 信す る ことで あり、 第二 は 自身 亦 キリスト と共に 罪 

に 死にて 義に 甦へ りし 事 を實驗 する 事であった。 この 第二の 實驗を 形に 現 はした のが バプテ ス マ であ 

るが 故に、 自然 バプ テス マ は 亦 第一 の 信仰 を も 表，； I： する ものと なる ので ある。 3： となれば 第一 の 借 仰 

. な くして は 第二の 實験は 起り 得ない からで ある。 バプ テス マと は斯 くも 意味 深き ものであった。 キリ 

ストの 復活と いふ 客觀的 實を認 むる と共に、 彼と 共に 死し 彼と 共に 復活せ して ふ屮： 觀 的經驗 を象徵 

した ものであった。 かく も 意味 深き パプ テス マが 今日 輕き 事と して 行 はれ 居る は 痛 歎の 至で ある。 

右の 事 を 知りし 上に て 三 節 以下 を讀 むと き は、 意味 は 大體に 於て 明瞭と なると 思 ふ。 先 づ三節 I 五 

節 は 左の 如くで ある。 

3 ィ H ス キリス トに合 はんとて バ プ テス マ を 受けし 者 は 卽ち其 死に 合 はんとて 之 を 受けし なる を 

汝等 知らざる 乎。 4 故に 我ら 其 死に 合ふバ プ テス マ に 由り て 彼と 共に 葬らる \ は、 キリス ト 父の 

あゆ 

榮に 由り て 死より 甦へ されし 如く、 我等 も 新しき 生命に 行むべき 爲め なり。 5 若し われら 彼の 死 

よみが へ" 

の狀に 等しからば、 亦 かれの 復生 にも 等し かるべし。 

我等 は 旣にバ プテ ス マ を 受けた。 想起せ よ 我等が 此 式に 與 かった の は、 キリ ス ト と共に 死し キリス ト 

と共に へりし 實驗 を象徵 した ものである 事 を。 我等が 信仰生活に 入った と 云 ふ は キリス ト と共に 
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新しき 生命に 甦った ことで ある。 生れ 變 つて 「新しき 生命に 歩む」 こと、 是れ卽 ち 信仰の 生涯で ある。 

然 らば 如何にして 舊き 罪の 生涯 を 綾け る ことが 出來 ようか、 如何にして 「罪の 中に 生きる」 ことが 出 

來 ようか、 と バウ 口 は 云 ふので ある。 更に 六 節に は 曰 ふ、 

我等の 奮き 人 かれ (キリスト) と共に 十字架に 釘 けらる i は 罪の 身 減りて 今より 罪. に 役へ ざるが 

爲 なる を 我等 は 知る 

と。 我等の 舊き人 は旣に 主と 共に 十字架に て 死した。 これ 雜の身 亡びて 以後 は 罪に 役へ る 事な きため 

である。 基督 者 は旣に 罪と いふ 舊 主人の もと を辭 して 之に 事へ ぬ ものであると 云 ふので ある。 更に 九 

節— 十 一 節 を 見よ。 

9 キリスト 死より 輕 りて 復た 死なす、 死 も 亦 彼に if; とならざる を 知れり。 W 是れ 其の 死にし は 罪 

について 一 度 死にし なり、 その 生く るは祌 につ いて 生く るな りり H 如此 なん ぢ らも 我等の 主ィ H 

ス キリ ス ト により， に 就いては 自ら 死ぬ る 者、 また 神に 就い て は 生ける 者な りと 意 ふべ し。 

キリストと 基督 者の 靈的 合致 は玆に 記されて ゐる。 旣にバ プテ ス マ を 受けて キリス ト と共に 死し 共に 

甦へ りしと いふ 實驗 あらば、 彼が 罪に ついて 死せ し 如く 我等 も i^si; について 死せ る 者、 彼が 神に ついて 

今生け る 如く 我等 も 神に つ いて 生ける 者で あるべ き 答で ある。 我等 は旣に 罪と サタン に 事 へ る 生涯 を 

棄 てて、 義と 神と に 事へ る 生涯に 入った ものである。 然り 健かに さう である。 併し乍ら 此 一義 を 人 は 

往々 にして 忘れん とする。 この 潔 めら る、 事 を 忘れて、 唯義 とせられし 恩惠 のせ 夢 を 貪るべく 午睡 を 

接 けんとす る。 故に バウ 0 は 十一 一、 十三 節に 於て 勸 めの 語 を 述べた ので ある。 

この 故に 汝等 gs!: を 死ぬべき 肉. g に 王たら しめて 其 慾に 從ふ 勿れ。 また 汝 等の 咬體を * 个義の 器と な 


して 罪に 獻 ぐる こと 勿れ。 死より 甦へ りし 者の 如く 己 を 神に 獻げ、 また 肢體 を義の 器と なして 神 

に 事 ふべ し。 

S 非 をして 肉體を 支配せ しむる 勿れ、 肢體を 罪て ふ 主人に 獻げて 不義の 器と なす 勿れ、 キリスト と共に 

死より 輕 へりて 新 生涯に 人り しもの なる 以上、 己 を 全く 神に 獻げ眩 體は之 を義の 器と なし、 專ら 神の 

僕と して 義に奉 ii する 生活 を營 むべ しと。 これ バウ 口 が 全力 を こめて 兹に勸 むる 所で ある. リ 

信仰と は キリストと 合致す る 事で ある。 故に 彼と 共に 輕 へる 事で ある。 罪に 死して 義に 甦へ る 事で 

ある。 凡て を 以て 神に 從ひ義 に 事 ふる 生涯、 これが 潔 めら る、 生涯、 これが 潔 めら る、 事で ある。 パ 

ゥ 口 は 哥林多 後書 三 章 十， 八 節に 於て 云うた 「凡て 我等 帕子 なくして 鏡に 照す が 如く 主の 榮を 見、 榮に 

榮 いやまさりて 其の 同じ 像に 化るな り、 これ 主 卽ち靈 に 由り てな り」 と。 キリスト を 仰ぎ、 眺め、 信 

する 生涯 は 次第に 聖 化せられて キリ ス トと 同じ 像の ものと なる。 そして 之 は 自力に よるに 非す 全く 聖 

靈 によるの であると パゥ 口 は 玆に云 ふので ある。 かく 聖靈 によって 化せられて 次第に キリ ス トに 似た 

る ものと 成り 進む が 「潔 めら る \ 事」 である。 健全なる 信仰生活 は 常に この種の 生活で ある。 赫々 た 

る 光明の 希望に 生く る 生活に あるべき 我等、 いかで 奮き 罪の 中に 生く る を 得よう か。 いかで 舊きェ ジ 

ブトに 歸り ゆく を 得よう か。 た 義 とせられし 事の みに て晏 如たり 得よう か。 否々 我等 は 益々 潔め を 

g ゃ靈に 依て 實現 せらるべく 祈り、 且 求めなくて はならない の である。 

附 さ 曰 

バプテ ス マ の 意味 は 前述せ し 通りで ある。 た 問題と なる の は、 斯る 新生に 入った ものに バプテ ス 
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マの 式の、 仏 要 あるかな きかと 云 ふこと である。 或 人 は 有りと 云 ひ、 或 人 は 無しと 答へ る U 何れに して 

も 之 は 根本 問 《r 主要 問題、 第一義 的 問題で はない。 そして 我等の 主張 は必 しも 形の 上の 儀式 を受く 

る 要な し (或は 受けた 方が かい 良い かも 知れぬ が) と 云 ふので ある。 「無くて 叶 ふま じき もの U 一  」 

である。 他 は ある も 可し 無く も 可し である。 しかし 之 を 施す 以上 は、 充分に 之 を 施さる & だけの 資格 

ある 者に 對 しての み爲 すべきで ある。 輕々 しく 之 を 施す は 今日の 犬なる 弊風で ある。 

第二 十九 講 潔 めら る 、事 (二) 

僕 役の 生 涯 

第 六 章 十五 ー 二十 三 節の 研究  . 一 

【參 考】 太傳 十二 章 二十 九 節、 約翰傳 二十 一 章 十八 節 

前述せ し 通り 六 車の 問題 は 「潔め」 である。 卽ち 基督 者 は葡勵 欲求して 全き 神の 子 たるべく 進まね 

ばなら ぬ、 全き 聖 潔に 達せん との 理想 は 全き 聖潔 を與 へらる" 時 あるべ しとの 希 S で： と 相 結ばねば なら- 

a、 た 義 と見玫 されし のみに て滿 足す る は 怠慢で あると いふので ある。 信仰 は 勿論 第一 に 必要で あ 一 

る 0 そして 此 信仰 は 希筌を 伴って 生きて くる。 しかし 之に 止まって はならない。 此 外に 更に キリスト 一 

の靈ヒ になして、 次第に 彼に 化せられ ると 云 ふ實驗 がなくて はならぬ。 神に 祈り、 S や 靈の恩 化に 浴し 


て、 &s 潔に 向 はんとす る 欲求 は、 常に 信者の 信仰生活 を 生々 せし むる ものである。 之がない 時には 信 

仰 は 生氣を 失し、 遂に は 有る か 無き かの 有様に 立ち至る ものである。 贖罪の 信仰、 永生の 希望の みに 

て は 足らぬ。 其 上に 此 「潔め」 の 欲求 及び 實驗を 必要と する。 故に 此の 「潔め」 は往々 一 方に 於て は 

極端に 又 偏して 强調 さる- "こと あるに も 係らす、 叉 他方に 於て は 全然 輕視叉 は 無視 さる、 に 係らす、 

その 健全なる 姿に 於て は 如何なる 信者に も缺 くべ からざる ものなる 事 を 認めねば ならぬ。 

ィヱ スは山 h の 垂訓に 於て 敎へ 給うた 「心の 淸き者 は 幅な り、 其 人 は祌を 見る こと を 得べ ければ な 

り」 (マ タイ 五の 八〕 と。 パゥロ はテサ n 一一  ケ 前書に 於て 「叉 願 ふ主汝 等の 愛を增 し且滿 たしめ、 汝 

等 をして 一!:.; に 愛し、 衆の 人 を 愛する こと 我等が 汝等を 愛する 如くなら しめて、 汝 等の 心 を 堅く し、 我 

等の キ； ィ H ス その 諸の 聖徒と 偕に 來 らんと き、 汝等 をして 我等の 神なる 父の 前に 潔くして 責 むべき 所 

なから しめん 事 を」 (三の 十二、 十三) と。 叉へ ブル 書に は 「なん ぢら 凡ての 人と 和ぐ こと をな し、 自 

O0O000O0OO0  OO00O00O000000O0O000O 

ら潔 からん こと を 務めよ。 人 もし 潔から すば 主に 見 ゆる こと を 得ざる なり」 (十二の 十四) と ある。 信 

仰の 生活 は サタンとの 限な き 鬪爭の 生活で ある。 サタン を 斥け、 罪に 打 勝ち、 聖潔を 成し 遂 ぐる 努力 

の 連鑌が 信仰の 生涯で ある。 r 汝等 罪と 戰へ、 勝て、 聖 潔に 至れ、 神 は その 聚靈を 以て 充分に 汝 等の 

努力 を 助け 給 ふ」 と、 これ 羅馬書 六 章 七 章の 精神で ある。 

此 あたりの バウ 口の 筆 はかなり 難しく して、 之 を 解 せんとす る 者を少 からす 苦め る。 ために 或 人 は 

疑 ふ、 或は バウ ri 自身が 此事 について 未だ 其 思想が 熟して 居なかった ので はない かと。 しかし 是れ大 

に 誤って ゐる。 彼 はもと より 此 事が 充分に わかって 居た。 た^^彼の苦んだ事は、 如何にして 之 を簡單 

に說明 せんかに あつたの である。 彼は說 くべき 事を數 限りなく 持って ゐた。 彼の 信仰の 經驗は あまり 
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に豐 かで あり、 彼の 思想の 囊は あまりに 多き 內 容を以 つて はちきれん 許りであった。 されば 一 の 問§§ 

について 懇切 丁寧なる 說明を なすこと は、 到底 彼に 於て 許されなかった。 彼 は 次より 次へ と 新しき 問 

題に 移り ゆかねば ならぬ。 故に 一 の 問題に ついては 簡 單に述 ぶる より 外なかった ので ある。 これ 彼の 

筆に 難解の 處 多く、 羅馬 書の 如き 大 問題の 績出 する ものに 於て は 殊に 然る 所以で ある。 我等 は 精密な 

る 注意と 深き 思考と を 以て 彼の 筆に 對 さねば ならぬ。 

六 章 十五 節より 問題 は 少しく 變 つてく る。 先づ 十五 節 を 見よ。 

然 らば 如何、 われら 恩の 下に ありて 律法の 下に あらざる が 故に 罪 を 犯すべき か 

との 設問が ある。 バウ 口 は 旣に六 章 第一 節に 於て 「然 らば 我等 何 を 一一 目 はんや、 恩の 增 さんため に 罪に 

居るべき 乎」 との 疑問 を 11^ けて 「然ら す」 と 之 を 否定し、 a その 理由 を 述べた。 然るに 復 たこ、 に 同 

じ やうな 疑問 を 出した の は 何故で あるか。 答へ て 曰 ふ、 一 節と 十五 節 は 同 一 の 疑問で はない。 仔細に 

此の 二つの 節 を 較べて 見る に 明かに 二つの 相違が ある" 一節に は 「恩の 增 さんため に」 と あり、 ト五 

節に は 「恩の 下に ありて 律法の 下に あらざる が 故に」 と ある。 卽ち この 雨 節 は その 疑問の 理由に 於て 

相異 つて ゐる。 次に 一節の 疑問 は 「韻に 居るべき か」 であって、 十五 節の それ は 「罪 を 犯すべき か」 

である" 文字の 上に 斯く 明かに 相違が あるの は、 此兩 節が 意味に 於て 相違せ るが ためで ある。 

信者と なること は大 なる 變化を 受ける ことで ある。 心に 根本的の 革命 を 起す のが 信仰で ある。 東が 

西と なり 天が 地と なる のが 信仰で ある。 神より 來る 生命 は 之 だけの 事 を 人の 魂に 爲 さんと する ので あ 

る。 併しながら 人 は 其の 受 くる 變 化の あまりに 革命的な るに 今更の 如く 樊驚 する。 かくて は 我 生活が 

根抵 より 破壤 される であらう と 思 ふ。 そして 成るべく 比變 化より 逃れよう とする。 それでも 恩惠 だけ 


は 受けたい と 思 ふ。 卽ち變 化は受 くる ことなく、 奮き 生活 を 綾け しま i にて 恩惠 だけ は 益々 多く 受け 

度し と 願 ふ。 これ &• 落せる 人間の 特徴た る 自己 本-佗の 心 持で ある。 この 心 持 を 表 はした ものが 第一 節 

である。 「恩 惠の增 さんため に S 非に 居るべき か」 と 云 ふ。 卽ち舊 き 罪の 生活 を 絞け て恩惠 だけ は 益々 

多く 受けん との 願で ある。 

之と 十五 節との 間に は 明白なる 相違が ある。 一節 は 「罪に 居るべき か」 である。 罪の 生活 を續 ける 

べき かとの 疑問で ある。 十五 節 は 「罪 を 犯すべき か」 である。 個々 の雜を 犯すべき かで ある。 罪の 舊 

生活 を棄 てて 義の新 生活に 入った ので は あるが、 併し 一 つや 二つ 罪 を 犯しても 宜ぃ ではない かとの 疑 

問で ある。 「われら 恩惠の 下に ありて 律法の 下に あらざる が 故に」 と ある。 旣に 信仰に よりて 義 とせ 

られて 今や 我等 全く 恩惠の 下に ある。 今 はは や 律法 は 我等 を 縛らない。 我等 は 律法の 支配 を 受けて は 

居ない。 神 は 今や 恩惠の 中に 我等 を 置き 給 ふ。 その 愛 は 我等 を 取 かこんで ゐる。 故に 少し 位 は 罪 を 犯 

しても 宜ぃ ではない か。 祌が 赦す祌 である 以上 われ 等 少し は 罪 を 犯す も赦 さる.^ 害で ある。 まして 今 

日の 如き 腐敗 を 極めた る社會 にあり て强き 誘惑に 圍 まれて ゐる 者が、 そして 抓の 遺傳を 受けて ゐる者 

が 潔き 生活 を途 ると いふ は 不可能の ことで ある。 遣 傅と 境遇と は 我等 をして 必然的に 罪 を 犯さし める。 

これ 實に 已むを得ない ことで ある。 然る 上 は 我等 奮き 生活 を棄 てた とて 全然 新しくなる 必要 は ある ま 

い。 舊き 生活に 於て 爲 したる 罪 を 少し は續 けても 宜ぃ では あるまい か。 全き 潔き 生活 を 理想と して 努 

力 奮 進す る 如き は、 寧ろ 不可能 を 試む るが 如き 事で は あるまい かと。 これ 十五 節の 意味で ある。 

バウ n はこの 疑問に 對 して 先 づ 「然ら す」 と 答へ、 そして 十六 節より 其 理由 を說 明す るので あるが、 

順序と して 先づ 前に 歸 つて 第 十一 一節より 解釋 せねば ならぬ。 
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：：：だ 故に 汝等罪 を 死ぬべき 肉體に 王たら しめて 其の 慾に 徇ふ 勿れ 

と 第 十二 節 は 一 百 ふ。 S§ を 肉體に 王たら しむる 勿れ、 罪 をして 肉體を 支配せ しむる 勿れ、 肉體 をして 釋 

て ふ 王のお 僕たら しむる 勿れと 云 ふ 意味で ある。 實際 罪の 支配の 下にない ものが 信者であって、 罪の 

支配の ド にある 者が 不信者で ある。 罪 を 王と して 僕 役の 生活 を 送って ゐる ものが 不信者であって、 義.： 

を 王と して 僕 役の 生活 を途 つて ゐる 者が 信者で ある。 共に 支配 さる、 生活で あるが、 支配す る 者が 全： 

く 遠 ふので ある。 信者に なった とて あまり 變ら ぬで はない かと I は 基督 者 を 批評す る。 基督 者 自身 も 

亦 餘り變 つた やうに 思 はれぬ ことがある。 併し 玆に 根本的の 變化 があった ので ある (もし 信者が 眞の 

信者であるなら ば )o 不信者の 時 は 罪が 王と なって 我 を 支配して ゐ たのであって、 信者と なった と 云 ■ 

ふの は此 支配 を脫 した ことで ある。 

之に ついて 見るべき は 第二 十 節で ある。 「そ は汝等 罪の 僕な りし 時には 義に 事へ ざれば 也」 と ある。. 

これ 罪 をして 王たら しめて 居た 不信者 時代の 事 を 云うた ので ある。 「義に 事へ ざれば なり」 は 原文 を 

+肚譯 すれば 「義 より 自由な りき」 と ある (英 譯聖 誓參考 のこと)。 義 より 解放せられ 居る 生活が 不信 

者の 生活 —揮 をして 王たら しめて 其の 支配の 下に ある 生活— である。 義 より 自由で あると いふの は、 

義の 支配 下に 居らぬ こと、 全然 義 より 離れ 居る ことで ある、 これ 卽ち 不信者の 生活で ある。 不信者と. - 

云うても 種々 の 程度の 人が ある けれども、 彼等の 生活 原现を 見る とき は、 斯く云 はざる を 得ない ので 

ある。 之に 反して 信者 は義の 支配 下にあって 旣に 卵の 支配 を脫 した 者で ある。 罪 をして 王たら しめて. 

居ない 者で ある。 約 翰 第一 書 三 章 六 節に 「凡そ 彼 (キリスト) に 居る 者 は 罪 を 犯さす、 凡そ 雜を 犯す 

もの は 朱 だ 彼 を昆す 未だ 彼 を識ら ざるな り」 と ある は卽 ち：^ 意 を 表 はした もので、 共 意味す る 所 は P 


侗の罪 を 一 も 犯さす と 云 ふので なくて、 習慣 性と して 罪 を 犯さす 卽ち 罪に 歩む こと を 生活の 原理と せ 

すと 云 ふので ある。 まことに キリスト にある 者 は、 罪 を 王と して 其 支配 を 受けて 居ない ので ある。 罪 

の 僕 役た る 生活 を棄 てて 義の僕 役た る 生活に 入った ので ある。 

十三 節 は 十一 一節と 續 けて 讀 むべき 語で、 其 精神 は 全く 等しい ので ある。 

また 汝 等の 肢體を 不義の 器と なして S 非に 獻 ぐる こと 勿れ。 死より 甦へ りし 者の 如く 己 を 神に 獻げ、 

また K 體を義 の 器と なして 神に 事 ふべ し。 

と ある。 肉體を 罪の 扠僕 たらしめ ざるの みならす、 叉 肉體を 不義の 器と して^に 獻 ぐる 勿れ、 己 を 神 

に獻げ K 體を義 の 器と して 神に 獻げ よと 云 ふので ある。 そして 十四 節に は 左の 如く ある。 

蓋なん ぢら 恩の 下に ありて 律法の 下に あら ざれば、 罪は汝 等に 主と なること 無ければ 也。 

その 意 は 基督 者 は旣に 恩惠の 下にあって 律法の 下にない 故 揮が 彼等 を 支配す る— 罪が 彼等に 王たり：^ 

等が 罪の 奴 僕た る i こと は 全然ない ので あると 云 ふに ある。 

今 此の 十四 節と 十二 節 及び 十三 節と を 比ぶ るに、 其處に 明白なる 矛盾が ある やうに 見える。 もし ト 

四 節 に 云 ふ 如く 信者が S 非に 支配 せらる、 事ない ものであるな らば、 十二 節 十三 節の 如く 罪 をして 王た 

らしむ る 勿れと いふ やうな 勸め をす る 必要 はない 害で ある。 之 は 旣に然 ある 者に 向て 然 あれと 命令す- 

る ことで、 恰も 男. に 向って 男 たれと 云 ひ 女に 向 ひて 女 たれと 云 ふ 如く 無用の ことで あると 思 はれる。 

然し 乍ら 努力 を 勸め叉 原理 を 示す は 決して 前後 矛盾で はない。 例へば 男に 向って 「男らし かれ、 汝は 

旣に男 なれば 也」 と 云 ひ、 又 女に 向って 「女らし かれ、 汝は旣 に 女 なれば 也」 と 云 ふが 如き は 是れで 

ある。 これ 決して 不合理で も 前後 矛盾で もな く、 却って 頗る！？： 力なる 勸 めの 道た るので ある。 
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の 僕た る 勿れ、 汝等は 罪の 僕に あら ざれば なりと 云 ふ は 之で ある。 祌は 命令 を 下す と共に 之を實 

行し 得る 狀 態に 人 を 置き 給 ふので ある。 た の 命令で はない、 命令に 赏 現が 伴 ふので ある。 潔くなら 

ん と^めよ 神 は必す 潔くなら しめ 給 ふと 云 ふので ある。 之 ほど 力 ある 勸 めが 何處 にあら うか。 サタン 

と戰 ひて 勝つべし 勝利 は 必す汝 等の 者な りと 告げられて、 誰か 勇氣 百倍 以て 强 敵に 當 らんとの 勇猛心 

を 奮 ひ 起さぬ 者が あらう か。 之に 反して、 サタンと 戰 ひて 勝たん と 力めよ 或は 汝は 負く るな らんと 云 

はれん か、 これ 勇氣 をいた く 沮喪せ しめらる、 事で ある。 似し 努めよ と 云 ふ も 勿論 單 なる 自力で はな 

い。 神が 我等に 命令し 且實 行せ しめ 給 ふので ある。 卽ち 命令す ると 共に 力 を 賜 はるので ある。 此事を 

知らざる 時に 或は 事の 難き に 失望し、 或は 僅かの 成功に 高ぶる に 至る 危險が あるので ある。 

神の 我等に 對 しての 要求 は 全く 潔く なれで ある。 凡て を 獻げて 神に 事へ、 義の僕 たれで ある。 そし 

て是れ 不可能 を 要求す る 如く 見 ゆれ ど、 この 命令に 添へ て 聖靈を 以て 實行カ を 賜 はるので ある。 彼 は 

あらゆる 道 を 以て 我等 を 助け 給 ふので ある。 されば 我等 努む べし、 勵む べし、 ゲ J 力 蜜 進すべし。 神 は 

必す 我等の 志す 所 を 遂げし め 給 ふので ある。 

た^ 義 たれ 義 たれと 命令す るは此 世の 道德 である。 之 は 唯 命令す るの みで 力 は 少しも 供給し ない の 

である。 先づ義 ならざる 人を義 として 攝め 取り、 其 s;; の 苦み を 除き、 心に 歡びを 漲らし めて、 自ら 篛 

たらん との 志 を 起さし め、 聖靈を 賜う て 其 實現を 助く る と 云 ふの が 福音 である。 


第三 十講 潔 めら る 、事 (三) 

恩惠の 支配 

第 六 章 十五 ー 二十 三 節の 研究 (つ > き) 

【參 考】 帖撒 羅尼迦 前書 四 章 三 ー 八 節 

この 「潔 めら る、 事」 について は 充分なる 思考 を 加へ ねばならぬ。 叉 極めて 靈大 なる 問題なる 故、 

之 を 各方 面より 考究せ ねばならぬ。 一面の みより 見る 時 は、 とかく 誤りに 陷 るので ある 。バウ 口 は 六 

章 前半 に 於て は先づ 顔の 支配より 離るべき こと を說 き、 後半に 於て は 恩惠の 下に 己 を 置く ベ き 事を說 

き、 更に 七 章に 入って は 罪 を 悟らし むる も 罪 を 除く 力 を 有たぬ 所の 律法 を 全然 棄て 去るべき を說 き、 

そして 八 章に 入って は— 其 の TO: 節以 下に 於い て— 聖靈 の 助けに 由り て 潔 めら るべき ものな る 事 を說く 

ので ある。 いづれ も 重大なる 問題に して、 「潔め」 の缺 くべ からざる 各方 面と して 深き 注意 を拂 ふべ 

き 事柄で ある。 

六 章 十四 節に ついては 前講に 一 言す る 所あった が、 更に 此の節に ついて 充分に 考へ 度い ので ある。 

「蓋汝 等 恩の 下に ありて 律法の 下に あら ざれば 罪は汝 等に 主と なること 無ければ 也」 と 云 ふ。 此語は 

不信者に は 到底 理解 せられぬ ものであって 頗る 難解で ある。 それだけ 其 革命的なる 點に 於ても 著しい 
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ので ある。 抑 も 法と は 何で あるか。 これ ユダヤに 於て は 普通 モ ー セ律を 指す 語で ある。 モ ー セ律と 

云へば 其 中に 拜 神の 式典 も 含まれて 居る が、 其 主たる 所 は 寧ろ 道德 である。 卽ち 人の 踏むべき 道、 行 

ふべき 道で ある。 故に パゥ II の 此語を 今の 人に 分り やすくす る爲 に、 その 前半 を 「そ は 汝等恩 惠の下 

にあり て 道德の 下に あら ざれば」 と 改める ことが 出來 る。 基督 者 は 恩惠の 下にあって 道德の 下に あら 

ぬと 云 ふので ある、 卽ち 道德の 支配 を脫 して ゐ ると 云 ふので ある。 以て その 如何に 革命的の 思想なる 

か を 知る ので ある。 

普通に r 敎」 と 云へば 多く は 人の 踏むべき 道を敎 へた もので、 卽ち 道德敎 である。 これ， -\ の 事 は 

なすべし、 これく の 事は爲 すべから すと 敎 ふるもの である。 宗敎と 云うても 神 又は 佛を 信じて 道德 

を 守る ことと 敎 へられて、 とかく 道德 中心で ある やうに 考 へられろ。 然るに 玆に バウ B は 基督 敎を說 - 

明して、 人 をして 此道德 の 支配 を脫 して 恩惠の 下に 入れし むる 者で あると 云 ふ。 {是 に 人の 思 ひに 過ぐ 

る 見方で ある。 この 見方の 適否 は 別と する も、 その 革命的に して 人の 意表に 出づる ものなる と共に、 

かくして 宗教と 道德 との 刖が 判然と 立てら る、 と 云 ふ 事 は 認められねば ならぬ。 

或 人 は 云 ふで あらう、 かく 信仰 は 道德の 支配 を 去らし むる ものである ならば 道 德は旣 に 用な きもの 

である、 然 らば 道德を 守る とい ふ 必要 も なくなり、 叉 不德を 行っても 毫も 差 支ない と 云 ふ 事に なり は 

しない かと。 現に 斯く考 へて 不德を 行 ふに 至った 信者が 昔から 少 くなかった。 それほど 甚 しきに 至ら 

すと も、 之に 似た 思念 を 抱け るた め其實 生活に 於て 緊張 味 を 失 ひ、 怠慢 無力に 陷る 者が 少 くない。 > 

れ實に パゥ口 思想の 誤解から 出た ものであって、 悲しむべき 事柄で ある。 

十 w 節 後半 「鹿 は汝 等に 中； となる こと 無ければ 也」 の 句 を 忘れて はならぬ。 旣に 律法の 支配 ドを 


して 恩惠の 支配 下に 移りし 上 は 罪 は 決して 基督 者に 主と なる— 王と なりて 支配す る I ことなしと 云 ふ 

ので ある。 卽ち 基督 者 は旣に とい ふ 王の 臣 僕たら すと 云 ふので ある。 かく 罪て ふ 者の 支配 を脫 して 

之と 無關 係の； 5^ 置に 入った ので あるから、 罪 を 離れて ゐ ると 云 ふの が 其 常態で あるべき である。 罪 を 

如何 ほど 犯しても 宜ぃ とか、 いくらでも 犯す やうになる 危險が あると か 云 ふ 苦 はない。 卜 節 及び 其 

前後 を 精細に 讀ん でみ て、 バウ n の 眞意を 誤解す る 害 はない ので ある。 

バウ は 六 章の 最初に 「恩 惠の增 さんため に 罪に 居るべき か」 との 問題 を 提出し、 そして パプ テス 

マの 式に 論及して 之に 答へ てゐ る。 バプ テス マ を 受けし 者 は、 旣に キリスト と共に 舊き 生命に 死して 

新しき 生命に 復活した 者で ある。 罪に ついて 死し 神に ついて 生く るに 至た 者で ある。 かく IJi- に 暇を吿 

げて刖 の 世界に 入った 者が 罪に 居るべき 害 はないで はない か。 舊き埃 及 を m でた 者が その 埃 及に 居る 

べき 箬 はないで はない かと。 かく バウ ロは說 いた。 彼 は 十四 節に 於て 云 ひ 出で し 「律法よりの 脫出、 

恩惠の 支配」 を 十五 節 以下に 於て 說 明すべく、 やはり 此バプ テス マに 論及しても よかった。 けれども 

彼 は 思想の 豊かに、 視界の 廣ぃ 人であった。 故に 刖の事 を 以て その 說明 をな した。 先づ當 時の 奴隸制 

度に 依って 此 事を說 明し、 次に は 七 章に 入って 結婚 制度の こと を 借りて 說 明す るので ある。 

先づ 十五 節に 於て 一 の 疑問 を 提出し、 十六 節より 之に 答へ る 意味に て 說明を 進める ので ある。 十五 

節の 意味 及び これと 第 一 節との 差異に ついては 前講に 於て 述べた。 依て 玆には 十六 節より 說 かう。 ま 

づ 十六 節 は 左の 如くで ある。 

しらべ  しもべ 

なん ぢら身 を獻げ 僕と なり 誰に 從ふ とも 其の 從ふ 所の 僕た る を 知らざる か。 或は 罪の 僕と ならば 

死に 及び、 或は 順の 僕と ならば 義に 及ばん。 
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すでに 身 を 獻げて 奴 僕と なった 以上 は、 その 從ふ 所の 一人の 主人の 奴 僕で ある。 主人で はなく して 飽 

くまで も 奴 僕で ある。 奴 僕でなくて はならぬ。 そして 人に は雜の 僕た るか 順の 僕た るかの 二つの 中 一 

つが あるの みで ある。 「人 は 二人の 主に 事 ふること 能 はす」、 一人で 雨 者に 同時に 事 ふること は出來 

ない。 そして 罪の 僕と して 一 生 を Ss§ て ふ 主人に 仕へ て 終る もの は 死に 及び、 順の 僕と して 一 生 を 神に 

順 ひて 送る 者は義 たるに 至る ので ある。 

此 節に は 「順の 僕」 と あり、 十八 節 等に は 「義の 僕」 と あり. 二十 二 節に は 「祌の 僕」 と ある。 文字の 意味に 

多少の 相違 は あるが， いづれ も 基督 者 を 指して 云 ふたので ある。 第一 の 語 は 「不 « の 僕」 と相對 する 意味に て" 

神に 對 して 信 順なる 僕の 意、 第二の 語 は 「罪の 僕」 に 射す る 語に して， 義に步 む を 生涯の 极本 方針と する に 至 

りし 者の 意、 第三の 語 は 「サタンの 僕」 に對 する 語に て， 神と いふ 主. i., の 奴 僕と なった 者 を 意味す るので ある" 

0 とも 意味 を gj; ハ にして 同 一 の 事 を 云 ふの で あ る。 

人に は 罪の 僕た ると 順の 僕た るとの ニ途が ある。 基督 者と は 幸に して 前の 途を 悔いて 後の 途に $ ^つ 

たもので ある。 十七、 十八節は此|5^-を云ふのでぁる。 

然れ ども 我れ 神に 感謝す、 汝等は 素 罪の 僕たり しか ど、 今 は旣に 授けられし 所の 敎の範 に 心より 

服 ひて、 罪より 釋 され 義の 僕と なれば 也。 

罪の 僕たり しもの、 悔い改めて 福音に 順 ひ、 罪を赦 され、 義の 僕と なる に 至った。 僕た るに 於て は 同 

一 であるが、 主人 を 代へ た點に 於て 其 變化は 根本的で ある。 感謝すべき かな。 

十九 節 前半 「我れ いま 人の 言 を藉 りて I 一 c へる は汝 等が 肉體 弱き 故な り」 は、 汝 等の 靈的 理解力 弱き 

故 この 世の 奴隸 制度の こと を 借りて 說明 すると 云 ふ 意味で ある。 これ 註記で ある。 そして 卜 九 節 後半 


より また 本論に 人る。 これ を 左の 如く 少しく 改めねば ならぬ。 

汝等そ の 肢體 を獻げ て 汚 猿の 僕と なり 悪より 惡に 至りし 如く、 今 また 其 狭體を さ &げ義 の 僕と な 

りて 聖 潔に 至るべし。 

基督 者 は旣に 汚據の 僕た るを棄 てて 義の 僕と なった ものである。 併し乍ら 彼等の 中 此事を 忘れて 惡を 

犯して 意と せぬ 者が ある。 故に 全き 獻 身と 聖 潔に 至る ベ き 銜勵と を兹に 促す ものである d 

以 U 'バウ 口 は 更に 此 二つの 生涯 を對 照す るので ある。 二十、 二十 一節 は 一一 目 ふ。 

蓋なん ぢら 罪の 僕な りし 時には 義に 事へ ざれば 也〕 汝等 いま 恥づる 所の 事 を 行 ひし 其と き 何の 果 

を 得たり しゃ。 此 等の 事の 終 は 死なり。 

と。 に 仕へ ゐ たる 時の 有 樣を玆 に 想起せ よ。 何の 果を 結びた るか。 そ はた 死 を 持ち 来す のみで は 

ないか。 然るにん；' にして 再び 舊き埃 及 を 思 ふ 者 ある は 何故 ぞ。 義の 僕た る 者の 狀態 及び 特權は 實にニ 

十二 節の 如く、 

.^,0  .? よ  >:  はて かぎりなき いのち 

然れど 今 罪より 釋 されて 神の 僕と なりたれば 聖 潔に 至る の 菜 を 得たり、 且 その 終 は 永 生 なり 

ではない か。 聖 潔に 至る の果を 得、 そして 15:^ に 永生 を與 へらる、 もので はない か。 實に大 なる 特權、 

この 上な き恩惠 である。 故に 我等 退きて 沈 倫に 及ぶべき もので はない、 信じて 靈 魂の 救 を 得べき 者で 

ある。 かく バウ n は勸 めの 意味に 於て 說き來 り、 遂に 一 一十三 節に 於て は 罪の 生活と 義の 生活と を 一 言 

にして 對 比して 云 ふので ある。 

菲の價 は 死なり、 神れ 賜 は 我等の 主ィ H ス キリス トに 於て 賜 はる 永生な り 

と。 R 非の 價」 は 罪の 給料と 改譯 すべき ものである。 扉と 云 ふ屮： 人 は 己に 事へ 居る 僕に 給料 を拂 ふ。 
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しかし それ は 喜ぶべき 給料で はなく して 赏に 「死」 とい ふ 忌 はしき、 怖るべき 給料で ある。 然るに 神 

.ui もの 

が 己に 事へ 居る 僕に 與 ふるもの は 給料で はなく して 「賜」 である。 卽ちィ ヱ ス キリストに 於て 賜 はる 

永生で ある。 祌は斯 くの 如き 良き 賜物 を 賜 はるので ある。 揮と いふ 主人 は 其 僕に 對 して 死と い ふ 給料 

を支拂 ひ、 祌と いふ 中； 人 は その 僕に 永生と いふ 賜物 を 賜 はると、 實に 意味 深き 語で ある。 

？ f" のぼ 

以 h パ ゥ 口 の 說く所 を 充分に 味 解 せんた めに は、 我等 は 想像 を 一 一千 年の 古に 遡らせて {"S 時の ギリ シ 

ャ、 口 マの 世界に 至り 見ねば ならない。 そして 記者た る パゥロ 及び 讀者 たる a マ 人の 環境の 中に 己 を 

立た せねば ならぬ。 當時は 奴 隸の數 は獨立 民の 數に數 倍して ゐた。 その 奴 隸と云 ふの は 多く 戰收國 の 

捕 慮であって、 必 しも 未開 叉 は 野 蠻人稷 ではなかった。 卽ち當 時 は 大抵の 人 は奴隸 たりし ゆ 代で あつ 

た。 大抵の 人 は 自由 尺た る を 得 ざり し 時代であった. - 從 つて 基督 者の 中に も 亦 奴 裁が 多かった。 か& 

る 時代に 於て か k る 人々 に 幅 昔の 根 本義 を 説く ために、 それ を奴隸 制度に 擬 へたと；" ム ふの は 極めて 自 

然の ことで あり、 叉 最も 能く 讀 者に 訴 へ る 道であった ので ある。 

^ち バウ 口 は 二つの 主人 を 立てた ので ある。 第 一 の 主人 は 「罪」、 第一 一の 主人 は r 義」 である。 人 

は 此の 二つの 主人の 中の 何れ かに 從は ねばならぬ。 そして 基督 者と は、 扉と いふ 人の 許 を 去って 義 

と 云 ふ 主人に 事 ふるに 至った ものである。 旣に 主人 を變 へた 上 は 今更 如何と もす る こと は出來 ぬ。 旣 

に 甲 を 去って 乙に 從 ふに 至った 上 は、 全く 甲の 事 を 忘れて 乙に のみ 忠實 熱心に 事 ふべき である。 舊き 

主人 は 我 をして 自由に 惡 を！， 仃 はしめ、 其 給料と して 死を與 へた。 新しき 主人 は 我 をして 聖 潔に 至らし 

め 遂に 永生 を與 へる。 然 らば 我 は 全 精 祌を獻 げて新 主人に 事 ふべき ではない か。 舊き罪 は 思 ふだに 怖 

ろしと して 之 を 我より 引き離すべき ではない かと。 これ パ ゥ n の說く 所の 精神で ある。 


パゥ a が^ 人と 奴 裁の 事に 擬 へ て此 事を說 明した のは當 時の 社會狀 態に 依った ものであるが、 之 は 

人；' 日の 我等に も 充分 あ て はまる 事で あると 思 ふ。 實際 1§ の 中に 住む 狀態は 罪と い ふ 者 の 奴隸 とな つ て 

ゐる狀 態で ある。 全く 束縛の 中に あって 自由の きかぬ 狀態 である。 自身 は道德 より 解放され てゐ ると 

か、 舊 き傳統 より 自由にな つて ゐる とか、 何 か 尤もらしき 事 を 云うて ゐる。 しかし 解放で も 自由で も 

ない、 全く 罪に 縛られて 身動きの^ 來 ぬ奴隸 である。 之 を 飾る 言葉 はいくら でも ある" しかし 事實は 

3： か 他の 或 者に 引 きづら れて惡 を 犯す 生活であって、 徹頭徹尾 罪の 奴隸 たる 生活で ある。 然 らば 此生 

活を棄 てて 信仰の 生活に 入った の は、 全き 自由に 人った ので あらう か。 否 我等 はや はり 奴隸 たる 點に 

於て は 前と 同様であって、 唯 主人 を 取り 換 へたに 過ぎない ので ある。 信仰生活と は 多くの 人の 思 ふ 如 

く、 自己の 意力 を 揮 ひ 起して 克已礙 S 鬪 以て 惡に克 ち 善 を 行 ふ 生活で はない。 或 者に 引 きづら れて惡 が 

自 から 厭 はしくな り 善が 自 から 喜ばしく 慕 はしくな つて、 行 はれる 生活で ある。 自分の 意志に 因る の 

ではなく、 或 他の 意志に 支配され て營む 所の 生活で ある。 是れ卽 ち 或 他の 者の 奴隸 たる 狀態 ではない 

か。 卽ち 基督 者 は r 義の僕 (奴 隸)」 である。 義 の奴隸 たるに 至って 信仰が 眞の 信仰に なった ので あ 

る 0 

今や 人の 厭 ふ 語に して 「奴 隸」 とい ふ 語の 如く 甚 しきもの はない。 何者に も從 はす 何者 を も 主と せ 

す 凡ての 權威を 否認す とい ふ 矯激なる 思想 は 現代の 流行 物で ある。 併し 我等 は義の 僕、 祌 の奴隸 た-^ 

を 以て 理想と する。 我等 は 全然 己 を 空しう して 神に 隸屬 して 了 はねば ならぬ。 自分の 意志が 全くな く 

なって、 聖意 のま、 に 引き 廻 はされ るの が眞の 信仰生活 である。 一 々の 事件に 對 して 我意 志 を 用 ひて 

• 制斷 して 處理 すると 云 ふので はない 。自然の 傾向と して 叉 習慣 性と して、 惡が蔽 はれ、 善が 慕 はれ、 
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事の 判 斷が行 はれて 行く のが、 神の 僕た る ものの n 常 生活で ある。 

非戰 問題の 如き は 现裔は どちらに でも 立つ であらう。 平和の 贵 いもので あると 共に、 戰爭も 必要の 

もの かも 知れない。 併し 神の 僕た る 者に は キリストの 心が 宿って ゐる。 此 キリストの 心 は 到底 彼 をし 

て 戰爭を 是認せ しめない ので ある。 勞働 問題と 云 ひ义其 他の 難問題と 云 ひ 何れも 同様で ある。 神の 僕 

たる 者に は キリストの 心が 宿って ゐて、 3： が 神の 喜び 給 ふ 所で あるかが 自 から 分り、 其 思想 も 行爲も 

自然と 之 でき まって 行く ので ある。 

「恩惠 の 下に ありて 律法の 下に あらす」 とい ふ。 律法に 縛られて ゐる時 は 却て 律法に 反抗して 罪 を 

犯して み 度くなる。 そして 相 當の剥 を 受ける ので ある。 然るに 此の 律法の 支配 を脫 して 恩 惠のド に 移 

つたと せば 如 3:。 旣に人 を 恩惠の 下に 攝取 せし 上 は、 神 は 唯 だ 雜を問 *! し 給 ふだけ ではす まない。 旣 

に 人 を 子と して 受け 人れ たので ある 故、 親が 子に 對 する 關 係の 更に 深き ものが 共 になくて はならぬ _ 

故に 只の 責罰を 以て 終る 害がない。 必す神 は 一 人の 罪 を 犯す 者 あらば、 其 爲に堪 へ 難き 苦み を 味 ひ 給 

ふに 相違ない。 ^ち 恩惠の 下に ある 者の 雜に會 ひて は、 神 は 罰する よりも 先づ 御自身に 於て 深き 苦み 

を 嘗め 給 ふので ある。 これ 實に 親心で ある。 律法の 時代 は 人の 罰せら る、 時代、 恩惠の 時代 は 父が 獨 

り 心 を 痛め 給 ふ 時代で ある。 

そしてん， ゃ赏に 恩惠の 時代で ある。 今や 我等の 犯す 只 一 の 罪、 た 一  の 不信の 言行が いたく 父 を 苦. 

める ので ある。 されば 我等 雜を 犯さぬ やう 力めねば ならぬ。 御 心 を 痛め 奉らぬ やう 心がけねば ならぬ _ 

我 を 愛し 又 我 を 愛する 父 は斯く すれば 喜び 斯く すれば 悲 むと 知りながら、 父の 喜び 給 ふ 事を棄 てて 悲 

み 給 ふ 事 を 行 ふ は 不信の 至りで ある。 故に 我等 E を 犯すべき でない、 ハ 々聖 潔に 向って 進まねば なら 


ない。 神の 僕た る 者 は 常に 斯 かる 心 を 抱かねば ならぬ。 これ 律法の 支配 を脫 して 恩 惠のド に. 取り 牧め 

られし 者に 於て 當然 起るべき 心で ある。 かくして 我等 は 罪より 自由なる を 得、 卽ち 神の 奴隸 となって 

初めて サタンより 自由なる を 得る ので ある。 神の 奴隸 たる は 實は本 當に自 中： たる 道で ある" 


第三 十 ー講 潔 めら る  事 S) 

雞 法の 廢棄 

第 七 章  一 I 六 節の 研究 

【參 考】 哥羅西 書 二 章 十四 節 

第 七 章に 人って パ ゥ 口 は 尙ほ聖 潔の 問題 を 取扱って ゐる。 第 六 章に 於て 彼はバ プテ ス マ の 事 及び 奴 

隸の例 を 引いて、 雨 方面より 此 問題 を 說 明した。 いま 七 章に 入って は- 冉婚 問題 を 引例し 來 つて、 更に 

同一 の 問題 を說 かんとす るので ある。 

六 章 十四 節に は 「蓋なん ぢら 恩の 下に ありて 律法の 下に 在ら ざれば 罪は汝 等に 主と なること 無 けれ 

ば 也」 と ある。 此 語の意味 は前講 及び 前々 講 に 於て 說 いたが、 今 こ.^ に 注意すべき は 基督 者 は 律法の 

下に 在る 者で ない と 云 ふ 一 事で ある。 律法が 全く 廢 減して 了 ふか 又は 我等が 律法に 觸れぬ ほど 潔 まる 

か、 執れに しても 律法なる ものと 事實 上絕緣 してし まう と 云 ふ 事が 必要で ある。 一 一一 K にして 云へば 

第一 二十 5 潔 めら ろ>-事 S  S 八 七 


羅馬 書の ^  •  一二 ハ八 

道德不 川で ある。 故に 頗る 革命的で ある。 從 つて 之 を 誤解 するとき は 可成り 危險 である。 併し乍ら 誤 

解 を 虞れ て此 大切なる 眞现を 敬遠す る こと は 出来ない。 人は實 に道德 不用の 境地に 一度 到達せ すして 

は眞の 信仰の 歡 しさ、 贵さを 知る こと は 出来ない。 勿論 「聖 潔」 は 道德不 W の 境で ある。 されば 道德 

廢楚は 人 をして 眞の 信仰と 聖 潔と に 至 ら しむべ き必貌 なる 要因で ある。 道德 の 下に あるとき 人 は 巳の 

扉 を 悟らされる のみで、 決して 信仰の 歡 びと 聖 潔の 福 ひとに 至る こと は 屮 I 來な い。 この 道德 を廢棄 し 

たる 所に 生命 も 安心 も 歡喜も 起る ので ある。 七ゴュ =f 一  1 六 節 は 更に 尙ほ 此道德 不用の 主張で ある" 

この 問題 は 七 章に 入って は 更に 徹底的に、 更に 大膽 に說 かる k ため、 或 種類の 人 は 之 を 誤解して 道 

德的 無政^の 狀 態に 陷る 危險が ある。 叉 他の 種類の 人 は 之を现 解し 得すして、 依然として 道德 本- 仅の 

生活に 囚 はれる ので ある。 甲 は 横に 外れし もの、 乙 は 及ばざる ものである。 此 二の 中間に 正しき 道が 

ある。 その 道 を 取て パゥ 口 の 理を 握り、 又 これ を 事實の 上に 味 はねば ならない。 彼は此 一 問题 のた 

めに 加拉太 誓と い ふ 大書 翰 を 認めた ほどで ある。 その 重大に して 肝要なる 問題た る こ と 云 ふま で もな 

、 0 

今 聖書の 記す 所の 意味 を說 明しょう。 先づ 一節より w 節まで は 左の 如くで ある。 

んぉょ 我い ま 律法 を 知れる 者に 一一 一一 n はん、 律法 は 人の 畢 生 その 主たる を 知らざる 乎。 2 夫 ある 

:t は 律法の 爲 めに 夫の 生ける 間 は それに 梨が るれ ど 夫 死なば 其 律法より 釋 さる。 3 然れば 夫の 生 

ける に 他の 人に 適 かば 淫婦と 稱ふ べし。 もし 夫 死なば 其 律法より 釋 さる. -が 故に 人に 適く とも 

淫婦に は 非す。 4 然れば 我 兄弟よ、 汝等も キリストの 身に より 雜 法に 就いて 殺されし もの 也。 こ 

れ训 人すな はち 死より 睡 され 給 ひし 者に 適き て祌 のために 5^ を 結ばん となり。 


パゥ& は 基督 信者に 於け る 律法 不用 を 主張すべく、 此 世の 普通の 律法の 性質 を說 くので ある。 抑も晋 

通の 律法なる もの は、 人 を 其の 生存 中 だけ 支配す る ものた るに 過ぎない。 法律に 依って 權 利を與 へら 

れ 義務 を 課せら る k と 云 ふ も、 それ は 人の 生存 中に 限らる、 事であって、 死せ し 人にまで 法律の 手 は 

屆き 得ない ので ある。 例へば 負 俊の 如き 生存 中 こそ 償却すべき 責任が あるので あって、 死せ し 人が 其 

責任 を 負 ふと 云 ふこと は 事實上 不可能で ある。 又 如何なる 大罪 を 犯す とも、 死して しまへば 罰せら る 

る 箸がない ので ある。 かの 宗敎 改革者 ジ ョ ン • ウィクリフの 死後 その 墓を發 きて 其 骨 を 灰と せし 如き 

は、 徒らに 後世の 嗤笑を 買 ふ 道であって、 之に 依て ウィクリフ を 罰し 得た と は 誰も 思 はない ので ある- 

卽ち 律法なる もの は 人 を 其 生存 中 だけ 支配し 得る ものた るに 過ぎない ので ある。 

この 原理 を 夫婦 問題に 宛て はめた のが 二 節、 三 節で ある。 夫 ある 婦は 夫の 生存 中 は 飽くまで も 夫の 

妻で ある。 彼女が もし 斯 かる 狀 態の 下に ありながら、 他の 一 人 を刖に 夫と せば 卽ち 姦娃 である。 卽ち 

妻 は 夫の 生存 中 は 其 夫 だけ を 夫と せねば ならぬ。 これ 卽ち 律法の 命す る 所で ある。 併し乍ら 若し 夫が 

彼女に 先ち て 死したならば、 彼女 は 自由に 他の 夫 を 新たに 有つ ことが 出來 るので ある。 未亡人と なつ 

た 彼女が 再婚した とて 之 を さぶ 娃と稱 する こと は 出来ない。 卽ち 夫の 生ける 間 は 其 夫に のみ 事 ふべ しと- 

は 襟 法の 命す る 所で あれば、 夫の 生ける？ 1 だけ 此 律法に 繁 がれて 居る ので ある。 併し 夫 死なば 此 律法 

は 旣に效 力 を 失 ふたので、 彼女 は旣に 人妻で はなく、 一個の 獨 立した 婦人と なった ので ある。 故に 法 

律 的に 云 へば 自由に 他の 人に 嫁す る こと を 得る ので ある。 他の 人 を 夫と しても 法律 的に は 全然 合法な 

ので ある。 (三、 四 節 は 再婚 を 法律 的に 違法に あらす と 云 ふた だけの 事で ある。 決して 他の 意味に 於 

ける 再婚の 可否、 又は- 冉婚の 時期 等に 一一 百 及した の で は な い )。 
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バウ 口 は 次の 第 w 節に 於て 愈々 その 主張 を說 くので ある。 「汝等 も キリストの 身に より 律法に つい 

て 殺されし ものな り」 と 前半 は 言 ふ。 そして 「これ 卽ち 別人すな はち 死より 甦 へらされ 給 ひし 者 (午 

リスト) に 適き て (嫁して) 神の ために 果を 結ばん となり」 と 後半 は 言 ふ。 けだし パゥ& の 意味 は、 

夫に 死^せし 妻が 他人に 嫁す る 如く、 基督 者 は 旣に舊 き 夫た る 律法の 死滅に 會 せし 故 第二の 夫た る 午 

リストに 嫁せ し 者で あると 云 ふに ある。 た 問題と なる の は、 何故 此の節の 前半 を 「律法 は旣に 死滅. 

したり」 と 記さなかった のかと 云ふ點 である。 かく 記して 初めて 前の 二、 三 節と 此節 とが 首尾 一 貫す 

るので ある。 思 ふに パゥ II は雜 法の 死滅せ し 事 を自づ から g: 節 前半の 中に 含ませた ので ある。 そして 

律法す でに 死滅し、 之と 同時に 基督 者 は 律法に つい て 殺されし 者で あると 云 ふ 一 一意 を 含ませた ので あ 

らう。 夫た る 律法 死せ し 上 は 妻た る 我等 は 全く 律法より 自由と なった ので ある。 そして キリスト とい 

ふ 新しき 夫に 嫁して、 その 新婦と なり、 熱心 彼に 事へ、 彼に 在りて 「祌 のために 果を 結」 ぶべき 者と 

なった ので ある。 

故に ti^ 四 節の 主意 は 律法の 廢滅、 律法よりの 解放 は事實 であるが、 併し 基督 者と は 之 だけに 止る 者 

ではなく、 更に 他の 新しき 夫た る キリス トの新 嫁と なり 彼に 事 へて 菜 を 結ぶべき ものであると 云 ふの 

である。 以て 律法 不用 を 高調す るパゥ 口の 建設的 半面 を 知るべき である。 嘗て 彼が コ リントの 兄弟た 

ちに 向って 「われ 神の 熟 心の 如き 熱心 を もて 汝等を 念 ふ。 我なん ぢらを 二人の 夫に 聘定 せり。 是 なん 

ぢらを 潔き 女と して キリ ス トに獻 げんと する 也」 (コ リ ント 後書 十 一 の 二) と 云 ひし 心を玆 にも 亦 我等 は 

見る の である。 

かく キリスト に^するに 至りし 後の 生活と 前の 生活と を對 照せ しもの が 五、 六 節で ある。 


5 われら 肉に 在りし 時 は 律法に 因れる 5 非の 慾 われらの K 體に 働きて 死の 爲 めに 果を 結べり。 G 然 

ふ ,0  ？  あたらし？ 

ども 今 われら を繁げ る 者に 於て 死に たれば 律法より 釋 され、 儀 文の 舊樣に 由ら す 霊の 新 様に 由り 

て 事 ふ。 

曾て 肉に ありし 時 は、 S 非の 諸 慾 我う ちに 働きて 死の ために 果を 結ぶ のみであった。 併し キリ ス トに歸 

する に 至って、 律法に 於て 死にた る 故 律法より 釋 放せられ、 今 は 何等 奮き 儀 文 (文字、 規則、 條文) 

の 我 を 煩 はす ものた く、 唯 祌の靈 の 新たなる に 浴して キリストに 事へ つ、 ある。 前の 生活と 今の 生活 

1 律法に 支配され 居た る 時の 生活と キリス トの 支配に 身 を 任せ 居る 今の 生活 ー との 對比 を、 バウ 口 は 

言外に 深き 感謝 を こめて 玆に 記した ので ある。 

以上が 羅馬書 七 章 一 節— 六 節の 大意で ある。 今 之と 同 一 趣意の 事 を 簡單に 言 ひ 表 はせ し 所と して、 

哥羅西 書 一 一章 十四 節 を 擧げる ことが 出来る。 

しる 

(され ど 神汝等 をして 凡ての 罪を赦 し、 彼と 偕に 生かしめ) かつ 手に て錄 しし 所の 我等 を攻 むる 

規條の 書卽ち 我等に 逆 ふ もの を 塗抹し、 これ を 中間より 取 去り、 釘 を 以て 其 十字架に 釘け 給へ り 

と ある。 改譯 聖書に ありて は 之よりも 尙ほ 明瞭であって 左の 如く ある。 

(神 は 汝等を 彼と 共に 生かし、 我等の 凡ての 咎を赦 し)、 かつ 我ら を責 むる 規の證 書 を、 すな は 

ち 我らに 逆 ふ 證書を 塗抹し、 之れ を 中間より 取り去りて、 十字架に つけ …… 。 

此の方が 簡單 にして 正確で ある。 神が 我等 を責 むる 规の證 書た る 律法 を 塗抹して 十字架に 釘け てし ま 

つたと 云 ふので ある。 卽ち 律法の 破棄で ある。 「證 書」 と改譯 したの は-まし いと 思 ふ。 今 これ を 例へ 

て 借用 金證 書と 見れば 解し 易い。 借用 金證 書と いふ 者 は债務 者を甚 しく 苦め る ものである。 債務者の 
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身と なりて— 姊に 綺麗に 全部 を 返^して 了 ふ 力の ない 债務 者の 身と なりて 此證書 ほど 厭な もの はない。 

此證 書が 實に彼 を 苦め るので ある。 之 さへ なくば 彼 は實に 自由で ある。 む は 誰 力が 何 力の 方法で 

之を廢 焚して くれる 事で ある。 自力 を 以て 返金し 得ぬ 者に 取って は 之れ ほど ぼ- A ましき こと はない。 も： 

し 誰かが 之 を 終^して くれ i ば 彼の 感謝 は 止まる 所 を 知らす、 歡甚は 限りなき に 至る に 相違ない。 

； ^itj^ に iafs なしと 云 ふ 勿れ。 我等 は 神に 對 して 犬なる 負偾を 負うて ゐる。 爲 すべき 事を爲 さぬ のみ 

ならす、 爲 すべから ざる 事を爲 して 共 愤ひは 少しも 出来て 居らぬ。 我等の 神に 對 しての 借用 金證 書の 

額-, S ま： g る 巨額で ある。 そして 自力 を 以て 之 を 支 拂ふ道 は 全然ない。 故に 誰 人 かが 代って 之 を支拂 ひ. 

？  I  O00O0000  0  O00000  0000.5>,ト9  0,ぱ-0  0-.^-で 

て 其 $1- 書 を 破棄 せん 51?- を 切に 願 ふ。 そして キリスト は 實に此 人で ある。 彼 はた r 證書を 破棄した ので * 

^^.^OSSS^^^E^^S^^^^S^^O これ 一に 彼の 功に 依る ので- 

ある。 されば 我等た 彼 を 信じ 彼に 在り さへ すれば、 彼の 功の 故に 我等の 負 俊が 支拂 はれた ことと な 

る。 從 つて 我らの 證書 は事實 的に 践棄 せられる ので ある。 これ 躍る ばかりの 歡び ではない か。 これ 一す 

身の 赤心 を もて 感謝すべき 事で はない か。 

かく 律法 は旣 に魔棄 された。 そして此雜法を夫とし我等はその妻としてせて_5^-へて^たのでぁる。 

されば 夫た る雅 法が 死 すれば 妻た る 我等 も 亦 死した ので ある。 律法の 妻た る範 園に 於て は 我等 も 亦 死 

したので ある、 且又 我等が 肉 を 離れ 罪に 死して 靈に事 ふに 至れば、 雜法は 有る も 無き に 等しい ものと ■ 

なる。 卽ち 事實上 法 不用と なる ので ある。 律法の 命令 を 以て 强 ひられて 行 ひ 禁ぜられて 行 はぬ と 云 

ふ は 器械 的な、 他 的な、 生命の ない 事で ある。 律法と は 全く 關 はりな くして、 自由に 善 を 行ひ惡 を.. 

避け 得る が 生命の 特^で ある。 いづれ にす る も 律法の 下に ある は 束縛で ある。 のみなら す 律法に 縛ら. 


ュ  <1< "ム厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 <J< ！厶厶 <3<1<3厶  •  •  ：： 1  - I 

る、 時 は 却て 之 を 破って 見た くなる のが 人の 性質で ある。 この 意味に おいて、 律法 は？ f て を蹈 ます. 

ものである。 決して S 非を少 くす る もので はない。 されば 律法より 釋 放せられ て 自由と なる 事が 極めて 

必要で ある。 律法 は 我等の 靈的發 達 を 止む る もので あれば、 まづ その 把^ を脫 せす して は 潔に 達す 

る こと は出來 ぬ。 その 践 棄は 一 見危險 なる が 如くに して、 實は：^取も他全有效の15^-でぁる。 

A る  ふる 5  あ.； いらし s 

かくして 六 節の 「律法より 釋 され、 俊 文の 舊 様に 由ら す 霊の 新 様に. m りて 事 ふ」 るの 幸福に 入らね 

ばなら ぬ。 律法— 文— 規則が 全く 不用と なり、 紙上の 文字が 我等 を 1： る ことなくして、 たに It 靈の 

導く ま、 に 行動す るが 3呉 の 自由の 道で あり、 叉眞の 信仰の 道で ある。 唯 キリスト を 夫と し 其 妻と して. 

事 ふるだけ で、 頗る 簡 § 単で ある。 併し 鼓に 凡ての 良き 事が 存し义 起る ので ある。 この 靈の 生活に 於て. 

は 事實上 律法 は 不用で ある。 律法 は 死し 我等 も 亦 死した ので ある。 そして キリストの 巾に 新しく 甦つ 

たので ある。 律法の 魔棄 (律法よりの 釋 放)、 そして キリス ト への 場， I これが 信仰の 道义 潔の 道- 

で  ある。 

以上の 事を學 びて、 如何に 使徒 バウ B が 革命的 思想の 提 1? 者なる か を 知る ので ある。 雜法 不用と 一 

と：： に 云へば 事 は 頗る 簡 ssu^ るが 如くで ある。 しかし 乍ら 其の 含む. s: 容の 如何に 重大で あつたか は、 

今日 これ を道德 不用と いふ 語 を 以て 云ひ換 へ てみ て 稍 や 察知し 得る ので ある。 我國に 於て 道德 とい ふ 

廣ぃ 語の 中に 如何に 多くの 重要なる もの、 貴重なる もの、 神聖 せらる、 ものが 含まれて 居る か は 人. 

の 知る 所で ある。 之 を 悉く 不用と 稱し、 その 錢棄を 高らかに 叫ぶ のが パゥ B である。 かの ユダヤに 於 

て 神より 與 へられた る 者と して 神聖 ig せられ 居た る 律法 を、 彼 は 「旣 に錢棄 せられたり」 と 高調し た- 

の  である。  彼の 革命的、 獨創 的に して、 靈界の 開拓者た る 面： H の玆に 躍如たる を 思 ふので ある U 
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彼の 此の 大膽 なる 屮： 張 は敎 伶の. 5： 部に 恐るべき 敵 を 作った。 彼 を 2^ も 執 糊に 苦め た^は、 不：； H 者よ 

り も 寧ろ 信^と 稱 する 人た ちであった。 キリス ト を：^ する も！： く雜 法に 拘 着して ゐた ユダヤの 信者 屮 

に は、 パ ゥ n を 背 神の 贼 として 極度に 憎惡 した ものが 多かった。 彼等の 或 者 はみ h も 影の 形に 添 ふ 如く 

バウ n の 跡 を追隨 して、 到る 處に 彼の 仕事 を 破壊した。 勿論 信者なら ぬ ユダヤ人 等 は 悉く バウ を雜 

法の 敵と して 究めた。 かく 彼 は 同胞の 迫害 を 乎 ひどく 受けねば ならなかった。 それでも 彼 は 益々 聲を 

高く して 律法 不用 を 叫んだ。 その 姿 は 5- 壯 であると 云 ふよりも 寧ろ 悲壯 であった。 

何故に 斯く爲 した か。 そ は 律法よりの 釋 放が なくして は 3 ^に キリストに 歸 1^ する ことが 出來 ぬから 

である。 儀 文に is^f へ！ 15 る^ 縛の 屮 にあり て は、 S: に靈の 新しき に 事 ふこと は屮 Z 來な い。 舊 きおの 支配 

を脫せ すして は、 新 き^の 支配 ドに己 を 場せ しむる こと は出來 ない。 今や 旣に 恩惠の 時代に して 律法 

の 時代で はない。 キリスト による 恩^ は 法に よらす して、 ^靈 によりて 裕 かに 流れ 下る ので ある。 

この 時舊き 律法 はた 妨 本：： 物た るの みで ある。 されば パゥ S1 は 神の ため、 眞现 のた め、 萬- i< の 救 ひの 

ために、 凡ての 障害に 屈せす して 此^ を 明かに 說 いたので ある。 
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第 七 章 七 I 十四 節の 硏究 

七 章 七 節に 於て バウ 口 は 言 ふ 「然 らば 我等 何を霄 ふべき か、 律法 は si- なるや、 非す、 律法に E らざ 

れば 我れ 罪の 罪た る を識る ことなし …… 」 と。 かく 彼は此 節より 「我れ」 なる 語 を 用 ひて 此 章の 最後 

にまで 及んで ゐる。 見よ 七 節より 廿 五節までに 於て 「我れ」 又は 「我が」 なる 語 を 用 ふること 一 i に 三 

十八 囘の 多き に 及んで ゐる" 彼 は玆に 何等 隱す所 悼る 所な くして、 自己 を 有りの ま、 に さらけ出して 

居る ので ある。 實 にこれ 彼の 特微 として 注意す ベ き 所で ある。 

令 この 箇處 を學 ぶに 當 つて、 順序 上前 講の 大意 を 復習す る 必要が ある。 七 章 一節 I 六 節に は 二つの 

重要な 事が 含まれて ゐる。 第 一 は 律法が 死せ しこと、 第一 一は 我等が 罪に 死せ しため 律法に 對 して 死せ 

しこと である。 第一 と 第二と は 是非 伴 はねば ならぬ。 第一 の雜 法^ 棄 のみに て は危險 である。 道德不 

用と なりて 自己が 罪に 死せ ざるに 於て は SS; をして 益々 跋ー M せし むる 事と なる。 故に 律法が から 不用 

となる やうに、 我等 自身が 罪に 對 して 死なねば ならぬ。 我等 自身が 罪に 死ねば 律法 は 自然 不必- 要と な 

りて 存在の 要な く、 從 つて 我等が 「律法に ついて 殺されし もの」 となる ので ある。 の 生活に 入れば 

律法 は自 から 不用と なる。 故に 律法 不用 は の 生活の 缺 くべ からざる 要素で ある。 

此事は 今日に 至って さへ 基督 敎會に 於て 未だ 充分に 了 得せられない。 まして ユダヤ人の 間に 於て は 

パゥ n は 律法の 敵、 神の 敵と して 詛 はれて ゐる。 今日に 於て 尙 この 有様で ある。 彼が 初めて 此事 を？？ 

道した 當 時に 於て、 敎 會の內 外に 潮の 如き 敵 を 起せし は 當然の 事で ある。 もとく 律法と は ユダヤ w< 

族の 國祖モ ー セがシ ナイ 山に てェ ホバ 神より 與 へられた ものである。 之れ は それほど 神聖な もので あ 
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る。 然るに パゥ B は敢て 大膽に それの 魔棄 を高唱 した。 以て その 如何に 革命的な りし か を 知る ので あ- 

る。  =^叉彼に無數の敵のぁりし现由を知るのでぁる。 

然し乍ら彼の：^:張は§^-なる律法終^^ではなかった。 律法の みに 事 へて は 却て 体 法 を 行 ふこと は 3, ぃ來. 

ぬ。 律法 を廢棄 して li 昔に 從 ふに 至って、 初て 却て 雅 法の 眞 精神 を 充 たし、 行 ふこと が出來 ると 彼 

は卞 ：- 股す る。 卽ち棄 つる は 寧ろ 拾 ふ 道で あり、 破る は 却て 之を充 たす 所以で あると 彼 は 曰 ふ。 律法の 

みならす 凡ての 宗 敎道德 に對 して 彼 は 此事を 云 はんとす るので ある。 棄 つる は卽 ちそ れを實 現す る 道- 

である。 凡て； i 昔に 從ひ キリストに 第 ふるに 至て 他の 敎を 全く 棄 つると き、 人 は 他の 敎を 事實 的に 行 

ふこと を 得る。 福.||::を！1^3ぜすして他の道^:似ゃ宗敎に從ひ：^^5る時は、 却て 之 を 行 ふこと が 出来ない。 後 

者を去って前者に從ふ時初めて前^をも充たし5^ると彼は主張するのでぁる。 

さて 七 節 後半 を 見る に 「律法に 由ら ざれば 我れ 卵の 罪た る を 知る ことなし。 それ 律法に 貪る 勿 わと- 

言 は ざれば、 我れ 貪愁 の！： たる を識ら ざる 也」 と ある。 そして 以下 パゥ J1 は 自己の 罪悪感の 吿， n をな 

して る。 「食る 勿れ」 と は 人 も 知る 如く 十誡の 第十條 である。 彼 は此誡 めに 由て 貪愁の S§ なること- 

を 知った と 云 ふので ある。 玆に？ E 題と なる の は、 何故 彼が 鼓に 貪慾の， のみ を 舉げて 他の， 非に 言及 レ 

なかった のかと 云 ふ 一 事で ある。 或 人 は 答へ る、 これ パゥ 口が 殊に 貪慾の 心の 强ぃ 人であった からで- 

あらう と。 併しながら 是れ 徒らに 彼を惡 しく 見る 偏頗 心に 囚 はれし； ij<? である。 八 節 以下に 於て 我等が 

彼の 深刻 痛烈なる 罪の 齿 ，ョ に 接する 時、 そして 彼が 旣往干 九 K:! 年 問 最大の 基督 信者で ある 事と 思 ひ 合 

せる 時、 彼の誠實なる人格と^^火なる靈魂に對して深き敬意を拂はざるを得なぃ。 或 人 は パゥロ を 罪 

の 人と して 蔑み、 或 人 はパゥ & に斯 かる 苦悶 を與 へし 基督 敎を 力；； i しとして 贬 する であらう。 W し 乍 


ら 我等 は 彼の 如き 偉大なる 人物に 此 深き 苦悶 ありし を 知りて、 同じ 苦悶の 中に も大 なる 握め を感 する 

. の である。 罪に 苦む 事 これ 決して 神に 棄 てられし 事で はない。 否 之 こそ 人が 神の 國に收 めら る& 前提 

であって、 之 を 通過して 初て 眞の 平安と 歡 喜の 中に 入る ので ある。 彼れ。 ハ ゥ 口 の 如き すら 貪慾の 罪に 

深く 苦み しと 云 ふ 事 は、 種々 の 意味に 於て 强く 我等 を 慰める ものである。 

抑もモ ー セの 十誡 中、 その 第 十條は 頗る 注意すべき ものである。 「汝 貪る 勿れ」 と は實に 人の 內 心 

に關 する 戒めで ある。 人が其心に於て他人の物をほしがる^3?-これが貪る事でぁる。 これが 外部に 表 は 

れて 場合により 種々 異 つた 行爲 となる ので あるが、 唯 心の中 だけで 愁心を 抱く のが 貪慾で ある。 十誡 

ODOOOOO0-OO  0  000  0^-  00  C0O0O0O0  0  000OCO0O  00000000O0 

は 其 第 十條に 至て 人の 內 心の 慾 を强く 戒めて 十誡 全 體の极 冗に 横 はる ：2： 部 的 性質 を 表示す るので ある。 

外に 表 はる k 諸々 の 罪 を 戒める こと は、 耍するに€:に潸む貪慾を戒める^3^-でぁる。 贪愁は 凡ての 雑惡 

の 源で ある。 そは凡ての1^と惡の行爲は皆心中の惡念から起るからの_^^-でぁる。 十誡 第十條 「汝 へ. 0; る 

勿れ」 は 實に此 意味に 於け る 戒めで ある。 (『モ ー セの 十誡』 —本 全集 第三 卷收錄 —參 照) 

パ ゥ ロはモ ー セの 十誡 を 以て 常に 其 心 を 照らしつ、 あつたで あらう。 靑年 にして 熾烈なる 宗敎心 及 

び 道 德心を 抱きし 彼れ バウ 口が、 十誡の 各條 と相爭 ひし 有様 は 悲壯を 極めた であらう。 そして 彼 は 多 

分 第一 條 より 第九條 まで は 守り 得たり との 確信に 達した かも 知れぬ。 併し乍ら 其 時 第ト條 「汝^ る 勿 

れ」 の 一句が 恐し き 力 を 以て 彼の 面前に 迫り 來 つたで あらう。 そして 彼の 心の 醜 さ を摘屮 I する 恐る ベ 

き 解剖 刀の 如く 働いた であらう。 そして 第九條 まで は 守り 得との 確；：：^ にあり し 彼の 心の 堅城 を 物の a 

事に 打碎 いたで あらう。 彼 は 此の 第 十條の 鋭き 攻撃に 會 ひて は 遂に 降參 する 外はなかった であらう。 

もして 「我 は 罪人のう ち 首な り」 と 數多度 叫び、 又 「この 死の 照より 我を敕 はん 者 は 誰ぞ」 と 幾 鹿 も 
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幾度 も哀 求した ことで あらう。 

「殺す 勿れ」 との 誡は 守り 得る と 云 ふ、 叉 r 态淫 する 勿れ」 との 誡は 守り 得る と 云 ふ、 然 り{是 にさ 

うで ある。 さり 乍ら 心の中に 於て 惡 念の 生起す る は 如何と もす る ことが 出来ない。 そして 旣に 心中に 

悪念の 生起す る 上 は、 心の中に 於て は 明かに 殺し 或は 姦淫した ので ある。 かく 考 ふれば 「貪る 勿れ」 

との 誡 めが 守り 得ぬ 以上 は、 他の 凡ての 誡めを 守り 得る とも それ は 外部 的 だけの ことであって、 內部 

的に は 凡ての 誠 を 犯した 事と 同様にな るので ある。 故に 此第 十條を 以て 責めら る」 時 は 誰 人と 雖も言 

逃る-' を 得ない。 キリスト を 除いた 他の 凡ての 人 は、 狂人なら ざる 限り、 玆に 自己の 罪を認 白せ ざる 

を 得ない ので ある。 ァゥ ガス チン もさう であった、 ル ー テル もさう であった、 バン ヤン もさう であつ 

た。 十誡 第 十條を 以て 自己 を 照らす 時、 誠 赏の士 にして 誰か 自己の 雜を 悟らぬ 者が あらう か" されば 

バウ 口 は此 場合 彼 一 人 特有の 貪愁 1钋 について 云うて ゐる わけで はない。 むしろ 萬 人の 心に 巢喰ふ 貪り 

の罪惡 について、 自己 を 活ける 實 例の 一 として 提出した ので ある。 卽ち彼 は 萬 人の 雜人 である こと を 

一一 一一 c 外に 含ませて 自己の 罪人なる こと を吿 お し、 そして 凡ての 罪惡の 根源なる 貪慾の 罪 を 擧げて 凡ての 

を 代表 させた ので ある。 

バウ 口 は 八 節より ハ倫々 明かに 自己の 經驗を 記す ので ある。 八 節 前半に は r 而 して 罪 は 誠の 機に 乘り 

て 我 中に 各樣の 貪慾 を 起せり」 と ある。 貪る 勿れとの 誡は贪 慾の 罪なる こと を 明かに 示す けれども、 

併し パゥ a の 心 は 禁ぜられて 却て 刺戟 を受 くるが 如く、 却て 益々 貪慾の 罪 を 行 ふに 至った。 もとより 

誠が 罪の 起因で はない。 心の底に 潜んで ゐる 様々 の 貪慾が、 此 誠に 會 ひて 明かに 擦 頭し 始めた ので あ 

る。 故に 誡 がない とすれば はあって も 眠って ゐ るので ある。 之 を パゥロ は 八 節 後半に 於て 說 いて 曰 


ふ 「律法なければ 雜は 死ぬ る ものな り」 と。 罪 は 死ぬ ると は 全然 OTI- を 犯さない と 云 ふので はない、 罪 

が 眠って 居る と 云 ふので あり、 叉 罪 を 犯しても それが 罪と して 意識せられ ない と 云 ふので ある。 實に 

律法なき時は5^|-は死ぬるものでぁる。 

バウ 口 は 進んで. 節に 於て 「われ 昔 律法な くして 生き たれ ど、 誡命來 りて 罪は活 きかへ り 我 は 死ね 

り」 と 云うて 其 年少き 時を囘 顧した。 彼が 年少に して 未だ 律法 を 知らなかった 時 は、 何等 罪の 意識の 

彼 を 苦しむ るな くして、 潑劍 たる 生氣が 彼の 小さき 心の 內に充 ちて 居た。 しかし 長 じて 律法 を 學び誡 

を 知る に 至て、 靠は 明かに 心の 意識に 上って 來た。 そして 此 罪の 自覺は 烈しき 苦悶 を 以て 彼を擊 ち、 

彼 を 殺した。 彼 は 生 くれ ども 死せ るが 如き 人となりて、 唯茫々 乎と して 日 を 送る のみであった。 「斯 

くて 人 を 生かさん 爲の誡 は 反て 是れ われ を 死なし むる 者と なれり。 如何にと なれば は誡の 機に 乘り 

ど.，， i 

て 我 を 誘し、 その 誡を もて 我 を 殺せり」 と バウ 口 は 更に 十、 十一 節に 於て 一一 目うた。 これ 反復で あり 又 

結論で ある。 その 意味 は上來 記す 所に 依て 自 から 明瞭で あると 思 ふ。 

「称 法」 と 云 ひ 「誡」 と 云 ふ。 律法 は 此の 場合 狭義に 用 ひられて 十誡 だけ を 指した もので あら-う。 誡は 十誡の 

各條を 指した ものであるが、 此處 では 單數を 以て 記されて ゐ るから， 前後 の 關係上 その 第十條 のみ を 指した も 

のと 思 はれる。 

以上に 於て パゥ £1 は 律法の 性質 及び 律法と 雜 との 關係を 自己の 赏驗 として 記した ので ある。 誡が眠 

れる雜 を 誘起す る ものである 事 は、 明確なる 心理 上の 事實 である。 誡卽ち 道德の 命令が あれば それに 

反抗して み 度くなる のが 人の 心で ある。 權威 あり 命令 あれば 反抗 心 は 自然 誘起 さる &の である。 今 口 

の， 界を 見よ、 反抗的 過激 キ： 義は 到る 處に 瀰漫 して ゐる ではない か。 凡て 植 成と いふ もの を 否認 せん 
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と 欲し、 今 在る 所の 權 威に は 飽くまで 反抗 せんとす るの が 現代の 風 湖で ある。 これ 律法が を 抑へ す 

して 却て 眠れる 雜を 誘起す る ことの 好き 證明 である。 たと ひ 善き 命令な りと も、 貴き 道德的 戒律な り 

とも、 權威を 以て 强 ひらる k 時 は 之に 叛逆し 度くなる のが 人 問 岡 有の 惡 しき 癖で ある。 兹に 人間の 罪 

の 深さが 見える。 これが 人類 噴 落の 證據の 一 である。 

作法の ある 所 必す罪 は 多く 行 はる. -の である。 道 德的敎 養の 盛なる 社 < ^は 然ら ざる 社 會 より 却て 罪 

が 多く 行 はれる。 文明 人 は 却て ^蟹 人 以上の 扉惡 敢行 者なる こと は事實 である。 之 を 我阈に 於て 見る 

も、 現代 ほど 國ぉ 近德— 忠^ 愛 國の道 ー の敎 へられた 時 はない。 然るに 忠君 愛 國を强 くく 敎 へられ 

し 後の 日本人 に 於け る 其 心の 滅返を 見よ。 これ 誰 人に も 明. C な 事で はない か。 愛 國の敎 を 以て 育て 

られし 現代の 中年者、 靑年 者の §1 に 果して どれ 程の 愛國 心が あるか。 今や 愛國 心の 衰退の 著しき は 誰 

人 も 知る 所の 明. E なる 事赏 である。 國を 愛せよ と 道德を 以て 命ぜられて、 人 は 却て 此命 <^ に 背く ので 

ある。 玆に 人の gi; の 底知れぬ 深さが 兄え る。 故に 律法 は 人の 罪を默 明に する ものである。 心の^^に潜 

んでゐ る 罪 を 心の 表面まで 浮き 上げる ものである。 卽ち 「誡 に. E りて， の：^ しき 審は現 はる-'」 (十三 

節) ので ある。 律法に よりて 罪の 意識が 生る、 ので ある。 これ 雜 法の 倒き である。 ^法 は 之 だけの 働 

きをす る。 併し 之れ 以上の こと を 働き 得ない ので ある。 

然 らば 律法と は惡 しきものな るか。 否 「それ 律法 は聖 し、 誡も聖 く 公義し く 且つ 善 也」 (十二 節) で 

ある。 棒 法 は 人 を 救 はない、 しかし 人 を 救 ふ 準備 をす る。 3： となれば 人 は 救 はれん 爲には 自己の 罪 を 

痛切に 認めねば ならす、 そして 之 を 認めし むる が 律法で あるから である。 人は^^法にょりて罪に定め 

られ る。 そして キリス ト によりて 此， きょり 救 はれる。 救 者 は 勿 il^ ィ H ス キリスト である。 彼の ほか 


に 人 を 救 ふ もの はない。 さり 乍ら 彼の 來る 前に、 先 づバプ テス マの ョ ハネが 来らねば ならぬ。 專ら道 

德的 命令 を 以て 人々 の 眠れる 心 を 打ち 醒 ます 彼れ ョ ハネが 来らねば た * らぬ。 ョ ハネは 道德を 以て 人々 

を 責め 人々 をして 己の 罪 を， 白 さしめ る。 然る 後ち キリス トは其 救の 御 業 をな すので ある。 重ねて 云 

ふ、 律法 は 人 を 救 はない、 しかし 人 を 救 ふ 準備 をす る、 そ は 律法 は 人 をして 罪 を 意識せ しむる もので 

あるから であると。 これが 律法 I 誡— 道德 とい ふ 者の 本性で ある。 
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第 七 章 十四： 二十 五節の 研究 

信仰 は 元來侗 人的で ある。 他人の 信仰 を 語る ので はない、 敎會の 信仰 を 語る ので はない、 叉 人類 全 

體の 信仰 を 語る ので もない、 自分の 信仰 を 語る ので ある。 「我等が」 ではない、 「吾人が」 ではない- 

「人類 叉 は敎會 が」 ではない、 「我が」 である、 「私が」 である。 複數 ではない、 單數 である。 第二 

人稱 又は 第三 人稱 ではない、 第一 人 稱單數 である。 バウ & は 大宗 敎 家であった が、 今日の 宗敎 家の 如 

くに 單に 一 般的 信仰 を 述べなかった。 彼れ 自身の 信仰 を 述べた。 自身 を 信仰の 實驗 物と して 他人の 觀 

つよみ  0  0 

察に 供す る を 恥と しなかった。 玆に 彼の 信仰の 强 味が ある。 「我 は 肉なる 者に して 罪の 下に 賣られ た 
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り」 と U 「6れ願ふ1^のもの我れ之を行さす、 我が惡む所のもの我れ之を行す」 と。 「あ \ 我 れ闲苦 

る 人なる 哉、 この 死の カ體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と。 我れ、 我れ、 我れ と 自分の 實驗を 以て 宗敎 

的眞 理を證 明す、 之よりも 確かなる 事 はない。 而 して 此 信仰な きもの は 信仰 又は 宗敎を 語る ベから す 

である。 而 して 大 なる 宗敎家 はすべ て 此實驗 を 有った 人で ある。 ァゥ ガス チン、 ル ー テル、 バン ヤン 

等は智 この種の 人であった。 「我れ」 と 一一 目 ひ 得すして 「吾人」 と 言 ひて 人類 全體の 背後に 己 を 隱す者 

の 如き は、 到底 眞理を 的確に 紹介し、 人 を 確 實に救 ふことの 出来る もので ない。 

二重人格と いふ 言葉 は 心理 學 より 出で たる ものである。 卽ち人 は 一 人に あらす して 二人— 或る 場合 

に 於て は 二人 以上 1 より 成る とのこと である。 同一 の 人に 於て 惡人は 善人に 伴 ひ、 肉の 人 は靈の 人に 

槃 がると 云 ふので ある。 これ 決して 美 はしき 審 ではない。 人 は 一 人た る を 要する。 善人 は 全部 善人た 

るべき である。 彼 は 其 半面に 於て 惡 人であって はならない。 二道 人格の 人 は 決して 理想の 人で はない _ 

彼 は 偽善者に 類す る 者で ある。 而 して 使徒， ハウ &も亦 二重人格の 人で あつたと 云へば、 大抵の 基督 信 

者 は 之 を 承認 しないの である。 

然るに 羅馬書 七 章 七 節 以下に 於て、 バウ 口 は 明かに 自己の 二重人格 について 述べて ゐる。 勿論 一 一重 

人格なる 文字 を 用 ひない、 併し その 事實は 明かに 語って ゐる。 「我れ 願 ふ 所の 善 は 之 を 行 はす 反て 願 

はざる 所の 惡は之 を 行 ふ」 と 云 ひ、 又 「我れ 自 から 心に て は 神の 法に 服 ひ 肉に て は 罪の 法に 服 ふなり」 

と 云 ふ は、 確かに 彼に 二重人格 のあった 事を證 明す るので ある。 卽ち タル ソのパ ゥロは 一人の バウ 口 

ではなかった。 薪き バウ 口と 共に 惡き バウ 口が あった。 靈 なる バウ 口と 共に 肉なる バウ 口が あった。 

內 なる バウ 。と共に 外なる バウ 口が あった。 神の 律法 を樂 しむ バウ n と共に 罪の 法に 從ふ。 ハウ 口が あ 


つた。 

玆に 於て か說 をた す ものが ある、 曰く 是れ バウ 0 が 自己に ついて 語った 言で はない、 バウ 口と も 云 

ふべき 人が 斯く ありよう 害がない、 然り斯 くあって はなら たい、 バウ n は玆に 不信者 を 想像し、 其 心 

中の 苦悶の 狀態を 述べた ので あると。 しかし 乍ら 言 辭は餘 りに 明白で ある。 彼 は玆に 「我れ」 と 言 ひ 

て 「彼等」 と は 言 はない。 彼が 不信者の 有様に ついて 述 ぶる 時には 明， 曰に 彼等 を 指して 雷うて 居る 

(一章 十八 節 以下 を 見よ〕。 兹に 於て か 更に また 說を なす 者が ある、 曰く 是れパ ゥ が 彼の 不信者 時 

代 の 狀態 を 述 ベ た る 言 である、 一た び 信者と なりし 以上 彼に 斯 かる 悶 苦闘の 有りよう 害がない と。 

然し 若し さう であるならば 彼 は 何故 明白に さう 記さない のか。 彼 は 何故 玆に 過去 動詞 を 使 はないで 現 

在 動詞 を 用 ひて 居る ので あるか。 何故 明白に 「我れ 願 ふ 所の 善 は 之 を 行 はす (現在 動詞)、 反りて 願 

はざる 所の 惡は之 を 行 ふ (現在 動詞、 邦語§^:書に行へりとぁるは誤譯でぁる)」 と 記して 居る ので あ 

るか。 バウ 口 は兹に 明白に、 今 口 マに 在る 兄弟た ちに 向って、 此 一一 31 をな して 居る ので ある。 其 時 彼 は 

確かに 現在 を 忘れ 得なかった に 相違ない。 

されば 羅馬書 七 章 後半 は バウ ti 自身の 實験、 しかも 其當 時の 實驗を 述べた ものと 見る ほかない ので 

ある。 それ は文辭 そのものの 上から 見て 明かで ある。 他人の こと を 想像して 記した 場合に 斯く 生々 し 

た 言葉の 出る 害 はなく、 叉 過去の 追懷の 記述が 斯 くの 如き 鮮 かさ を 保つ 害がない。 殊に。 ハウ 口の 如き 

正直なる 人に 於て は、 目下 實驗し 居らざる 事 を 實驗し 居る 如く 記す こと は 全く 不可能で ある。 敬虔 質 

實 なる 註解 者に して 之をパ ゥ 口 の 其 時の 實驗と 見る ものが * カルビ ンを 初めと して 其の 以降 かなり 多 

い。 余 は 全然 彼等に 同意し、 彼等と； S じ 見方 を 採る ものである。 
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文辭 の解擇 上より 我等 は 右の 見方の 正しき を 思 ふ 者で あるが、 更に 進んで 之 を 基督 信者の 實 驗に訴 

へて みる 時、 か. -る 二重人格の 苦悶が 事實上 基督 者に ある こと は 頗る 明白で ある。 苟も 基督 者が 眞の 

基督 者で ある 以上、 理想と 實驗の 矛盾より 起る 言 ひ 難き 苦悶 を 必す擔 ふに 相違ない ので ある。 信仰に 

人り し 後ち 一 囘も此 種の 苦悶 を 味 はすと 誰か 敢て言 ひ 得る ものが あらう か。 卽ち 神に 從 はんとす る、 も 

と 肉に 從 はんとす る 心と が 共に 我 衷に存 して、 そこに 激烈なる 戰が行 はれつ i ある 事 は 凡ての 基督 者 

の 實驗 する 所で ある。 これ 謂 ゆる 內 心の 分裂で ある。 ァゥ ガス チンと 云 ひ、 ル ー テルと 云 ひ、 クロム 

ゥヱル と 云 ひ、 バ ン ヤンと 云 ひ 凡そ 模範的の 信^ は 何れも 之 を經驗 したので ある。 之 あれば こそ 靈を 

肉に 宿せる 所の 人で あると 云 ひ 得る。 之な き 者 は 人で ない。 人 以上 か 或は 人 以下で ある。 

此 事を述 ぶる に當 つて、 余 は 他人の 實驗を 幾つ も 紹介す る ことが 出来る。 併し 實は其 必要がない。 

なぜと 云 ふに 余 は 玆に余 自身 を 此實驗 を 味へ る 者と して 提屮 Z し 得る からで ある。 余 は 基督 者と たりて 

後ち 凡そ 五 年を經 て、 初めて キリスト にある 平和 を與 へらる、 に 至った ものである。 そして 此 以前に 

於て は 勿論、 此 以後に 於ても、 バウ C1 が 此處に 記せる 如き 苦き 經驗を 味 はざる を 得なかった ので ある- 

卽ち 基督 者と なりて 後ち 此 苦悶 あり、 キリスト にある 平安 を 權し後 とても 多 かれ 少 かれ 此 苦悶 は存し 

たので ある。 今 も^す るので ある。 斯く首 ふ は 決して 恥で はない。 又 信者の 威嚴を 損する ことで はな 

い。 これよ， 聖靈 心に はたらく 時に 必然 起る 所の 心中の 波満、 魂の 呻きで ある。 これ 基督 者 を 見舞 ふ 嵐 

である。 バウ ロも此 -M の 襲来 をした k かに 受けた 人で ある。 これ は 毫も 怪 むに 足らぬ 事で ある。 

問題 の^かる i 所 は 第二 ト四、 五節で ある。 「噫 われ 困苦る 人なる 哉、 この 死の 體 より 我 を 救 はん 

者 は誰ぞ や」 と 二十 ra 節に は ある。 信者 は 勿論、 不信者 にても 良心の 鋭敏なる 人 は、 此 苦悶の 哀聲 を. 


茫々 たる.： 于宙に 向って 發 せざるを得ないの である。 人 は 如何なる 人と 雖もー 一重 人格者で ある。 人に は 

神の 律法 を 喜ぶ 半面と 喜ばざる 半面と が ある。 自己と 自己と が戰 ひつ、 あるの が 人で ある。 自己の 中 

にて 光と 暗と が爭 ひつ，^ ある 故に、 上よりの 光が 人に 臨めば 臨む ほど 却て この 心中の 矛盾、 苦悶 は激 

烈 深刻と なる ので ある。 

我 を 救 はん 者 は誰ぞ やとの 此 疑問に 對 して 普通人 は 「一 人 もな し、 全 宇宙に 一 人 もな し、 人生 は斯 

厶厶 △<!△△  厶厶 A ム厶厶 <3厶<3.1厶<1 厶 A  \1 厶厶厶 A 厶厶厶 <3<J  A  A  A  A  A 

かる ものな り、 矛盾と 苦惱が 人生の 常の 姿な り、 故に 永久に 戰 はんの み、 戰 はんの み」 と 答へ る。 こ 

れ 可成り 勇ましき 決心で ある。 しかし 之れ ほどの 決心 を 起し 得ざる 者 は、 人生 はか、 る ものなる 以上 

この 問題 を 解かん とする は 愚、 從 つて 斯る 疑問 を 起す は a3 なりと 考へ るので ある。 これ 普通人の 態度 

であって、 人 を この 惱 みより 救 ふ 者 は 一 人 もな しと 云 ふので ある。 然るに 玆に 少しく 自信の 强き 人々 

が ある。 彼等 は 「誰 ぞゃ」 の 疑問に 對 して は 「た^-我ぁるのみ」 と 答へ る。 彼等 は 言 ふ、 人 は 自分で 

自分 を 支配せ ねばならぬ、 自分の 惡 しき は 自分で 之 を 改めねば ならぬ、 之 は 自分の 責任 として 當然爲 

さねば た らぬ ことで ある、 他 の 者に 頓り て 改めて 貰 ふと 云 ふ 如き は 無 貴 任 である と共に 不可能で あ る 

と。 此言は 甚だ 壯 である。 併し乍ら 事實は 言葉 以上に 雄 辯で ある。 彼等 は 自己の 力 を 以て 自己 を 改め 

ん とする も 事實上 全き 失敗に 終り、 依然として 爲 すべから ざる を爲 し、 爲 すべき を爲 さざる 狀 態に 止 

まる を 以て 終る ので ある。 それに も 係らす 彼等 は 口 だけにて は 唯 「我 あるの み」 を 繰 返す ので ある。 

この 苦惱 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ やとの 疑問に 對 して 或 人 は 「誰もな し」 と 答へ、 或 人 は 「我の 外 

になし」 と 答へ る。 价し 二者 いづれ も 失望 を 以て 終る 點は 同一 である。 然 らば 基督 者 は 如何なる 答 を 

5  -  )  -.  )  t  X-  3  0  ^  0  ^  0  ^  ^  I  O0OOOO  O0O0OOO  00C  000O000  0  CO 

爲 すので あるか。 我 を 救 ふ 者 は 誰か。 自己で はない。 他の 人で もない。 如何なる 偉大なる 哲 者 かも 

第一 一一 十一 一； 講 潔めらろ、^*  (六)  e;〇 五 
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ない。 如何なる^ii大なる思想家宗敎家でもなぃ。 過去に ありし 凡ての 人、 今 ある 凡ての 人 —— 何人と 

雖も此 苦悶 澳惱 より 我 を 救 ひ 得る もの はない。 た、 2 一人、 人に して 人なら ざる 者、 神に して 神なら ざ 

る 者、 一た び 神性 を脫 して 人となり 今 は 神の 右に 榮 光の 座に ある 者、 卽ち キリス トイ エス、 彼のみ が 

O00000O0000  C0OO0OO0000O00 

能く 此 深刻た とへ 難き 苦惱 より 我 を 救 ひ 得る ものである。 「是 われらの； f: イエ ス キリストな るが 故に 

神に 感謝す」 である。 神の 子に して 人類の 救 主たる ィ H ス キリスト のみが 我等の 內 心の 分裂 を醫 し、 

苦 11 を 除きて、 我等 を 幸 幅に 導き 得る ので ある。 彼 を 仰ぎ 彼に 依り 賴む とき 内心の 調和 I 苦悶の 中に 

哀求 せし 所の 調和— この 調和が 與 へられる ので ある。 故に 「神に 感謝す」 るので ある。 

玆に 一 の 問題が 起る。 余 は此 苦悶 を 以て 基督 者の 信仰に 入りし 後の 實驗 であると 云うた。 パゥ p は 

之 を 記せし 時に 於て 確かに 此實驗 を 味 ひつ & あつたの であると 云うた。 然るに 玆に また キリ ストに 依 

り顿 めば 此 苦悶より 救 はると 云 ふ。 この 二つの 考の 問に 矛盾 はないで あらう か。 然り 矛盾 はない。 此 

二つ は 共に 吾人の 赏驗 上の 事資 である。 人 は キリ ストに 依りて 明かに 一 一軍； 人格の 苦悶より 救 はる- -幸 

福に 入る ので ある。 しかし 基督 者の 信仰生活 は 此の 幸福の 絶えざる 速 緩で あると は 云 ひ 得ない。 &;|： 

ocoopoooooooooooo〇o〇oooo  O0O0OOO0OOOO00OO0OOO 

にス りし 者と 雖も上 を 仰がす して 自己 を 見つめる 時 は —信 ro よりも 良、.： ：！ と道德 とが 多く 問題と なる 時 

0  000OOOO000OOO0O0000O0OO 

は I また 舊の憐 むべ き 一 一 宽， 人格の 苦悶に 陷 いるので ある。 故に 信仰生活 は此 幸福と 此 苦悶との 交錯で 

あると 云 ひ 得る。 苦悶に 入りて 之より 救 ひ 出され、 又 同じ 苦悶 を 繰返し 义 同じ 救 ひ を 繰 返す、 これ 實 

に 信仰生活の 常の 姿で ある。 もとより 信仰の 進歩 は此 苦悶の 度 を 弱くする。 內心 分裂の 苦み は 信仰の 

進む と共に 次第に 强さを 減じて くる。 叉 苦み に陷 りても より 早く 之より 救 ひ 出さる \ ことが 出來 る。 

それ は 終 驗ヒの 明 in なる 事實 であるが、 此事は 決して 苦悶の 消滅 を 意味し ない。 度合 は 弱くな り、 時 


は 短くな つても、 苦悶 はや はり 苦悶た るに 相違ない ので ある。 いづれ の 基督 者 か 其 理想 を 完全に 實現 

し 得る も のぞ。 旣に實 際が 理想までに 達せぬ 以上 は 其處に 或る 自己 不滿、 或る 焦慮、 或る 煩悶 は ある 

ベ き 害で ある。 しかし 主に ありて は 救 はる、 道 は 常に 備 へられて 居る の である。 

バウ 0 の 玆に述 ぶる 所 は 彼の 屢々 陷 りし 所の 心的 狀態 である。 彼 も 又 繰返しく 此 苦き 經験を 嘗め 

たので ある、 嘗めざる を 得なかった ので ある。 我等 これ を讀 みて 彼と 我等との 苦悶の 共通 を 知りて、 

彼 も 亦 弱き 一 個の 人な りし こと を學 ぶと 共に、 叉 彼より 平和 歡 喜の 人となり 得る 祕訣を 誤りな く敎へ 

らる X 事 を 喜ぶ ものである。 

附記して 云 ふ。 バウ p は玆に 決して 單 なる 自己の 苦悶 を訴 へたので はない。 彼 は 現在 も亦此 苦悶の 

中に ある こと を 述べた けれども、 それ は 決して 唯の 失 ひ If: 惧 惱の聲 ではない。 彼 は 明かに 玆に キリスト 

に 因る 救を說 いて 浯 るので ある。 故に 之 は肷戰 の哀號 ではなく して 勝利の 凱歌で ある。 呻きつ i、 悶 

えつ.^、 苦み つ，^ 而 かも 高らかに 發 する 所の 凱歌で ある。 實にカ ある 奏曲、 眞 正の 意味に 於ての 大文 

字で ある。 深く 鋭く 強く 人の 肺 俯 を 突く。 けれども 絡 の哀聲 でない。 故に 決して 人 をして 失望せ し 

めない。 强 く/ \ 人 を 慰める。 彼 は 呻きつ.^ 勝鬨を あげて 走った 人で ある。 偉大なる かな 彼れ！ 凡 

ての 基督 者の 最上の 模範た る 彼れ！ 彼の 名の 永へ に 讚 
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第三 十四 講 救の 宪成 (一) 

筘八章 全 tes の 大意 

羅馬書 は 十六 章より 成る が 故に、 分 的に 見る も 第 八 章 は 其 中心で ある。 之 を 一 の 山に 響 ふれば 第. 

八 章 は實に 登りつ めた 所、 卽 ち絶顶 である。 そして 九 章より は 下りと なる ので ある。 羅 "il 書 は 新約 聖. 

書の 屮心 であり、 その 第 八 章 は羅腐 書の 中心で ある。 故に 羅馬書 第 八 章 は 新約聖書の 中心で ある。 か 

の獨逸 敬虔 派の 創始者 スピ ー ネルの 一一 一一 11 として 俾 へらる \ 所 によれば、 「もし 書 を 指輪に 比するなら 

ば r ま 馬 書 は其寶 石で あり、 第 八 章 は その 寶 石の 輝點 (sparkling  point) である」 との 事で ある。 實に 

こ れ聖書 の 最高 點で ある。 近く 天を摩せん とする 所の 絡- S である。 

八/八 章の 第 一 節 を 見る に 「是 故に ィ H ス キリス 卜に 在る もの は 罪せら る、 事な し」 と ある。 そして. 

つ か .？  つ，、.. t- れ しらの 

八 ネの 最終 句 は 「そ は 或は 死 あるひ は 生 あるひ は 天使 あるひ は 執政 …… また 他の 受造者 は 我ら を 我 主 一 

イエス キリス 卜に 頼る 神の愛より 絶ら する こと 能 はざる 者なる を 我 は 信ぜり」 と ある。 罪せら る \ 事 

たしと は 健かに 恩惠 である。 併し 之 は 恩惠の 消極的 方面であって、 た 5- 罪せられな いと 云 ふだけ であ- 

る。  然るに 八 章の 終 尾 は 何者 を 以てする も、 何事 を 以てする も キリストの 愛 (キリストが 我等 を 愛す 

る 愛) より 我等 を 離ら し 得ない と 云 ふので あって、 明かに 恩惠の 積極的 方面 を說 いた ものである。 因 ゆ 


惠 は先づ 消極 を 以て 始まり 遂に 積極の 絡 頂に 及ぶ ものである。 これ を 記せし が 第 八 章で ある。 最初の 

句が 恩惠 最後の 句が 恩惠 であるが 故に、 その 間に 挿 まる 各 節が 悉く 恩惠を 記せし ものである。 羅馬 *T 

八 章 は實に 「恩惠 記」 である。 

おの づ 

次に 八 章 全體を 見る に 其 處に自 から 論述の 順序と い ふ 者が ある 故、 これ を 数 段に 分ち て 見る こと if 

解釋 上に 益す る 所が 多い ので ある。 そして 註解 學者は 何れも 最上の 分析 をな さんと 競 ふため、 今日 ま 

で 幾つかの 分ち 方が 發 表せられ たので ある。 今一 々これ を 紹介す る は 益な き 事で ある 故、 こ、 には羅 

馬 書 註解の 最高 權 威の 一 人た るゴ ー デ ー の それ を 用 ふること にす る。 ゴ ー デ ー は 左の 如く 五つに 分け 

たので ある。 

(第一 段 j 一節— 四 節、 罪より 免 かる、 事。 

(第一 一段) 五節， I 十 一 節、 罪と 其 結果た る 死と より 免 かる x_3!if。 

(第三 段) 十二 節— 十七 節、 神の 子と せらる、 事。 

(第 M 段) 十八 節— 三十 節、 世嗣 とせら る、 事。 

(第五 段) 三十 一節— 三十 九 節、 大 讚美" 

但し 精し く 云へば、 ゴ ー デ ー は 一節より 十一 節まで を 第一 段と 見て、 それ を 又 二つに 分けた ので あつ 

て、 從 つて 全 體を四 段に 分けて 居る ので あるが、 玆には 便宜上 彼の 心 を 採って 全體を 五つに 分ける 事 

にした ので ある。 

第 一 段 は その 第 一 節に 於て r ィ H ス キリス ト にある 者 は 罪せら る、 事な し」 と斷定 し、 その 根據， C 

して 二、 一：； 四 節 を 記して ねる。 「活かす 靈の 法」 を 以て 律法に 代るべき ものと 見て、 聖書の 働きに 
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重き を 置いた のが 其 特徴で ある。 

第一。 一^ は 罪の 結 たる 死より 免 かれて 永遠の 生命 を與 へらる、 幸福 を說 く" これ 亦聖靈 に 依る ので 

ある。 「もし ィ H スを 死より 睡 らしし 者の 靈汝 等に 住まば、 キリスト を 死より 甦らし し 者 は 其なん ぢ 

らに 住む ところの 靈を 以て 汝 等が 死ぬべき 身 體をも 生かすべし」 と 卜 一節に ある 通りで ある。 

第三 段 は 聖靈に 依て 神の 子と せらる、 こと を 主 股と する。 「凡そ 祌の靈 に 導かる、 者 は是れ 卽ち祌 

の 子な り」 と 十四 節に あり、 「聖 靈みづ から 我等の 靈と 偕に 我等が 祌の 子た るを證 す」 と 十六 節に あ 

る。 人類 は 悉く 祌の 子で あると は 能く 聞く 所の ことで ある。 W し 乍ら パゥロ に 依れば、 或 特別の 狀態 

にある 者の みが 神の 子で ある。 それ は 人類の 全部で はなく して 其 幾 部分で ある。 卽ち キリスト を 信じ 

て靠と 死と より 免 かる 、特別の 恩惠に 接せし 者の みが 神の 子で ある。 この 恩 惠と幸 幅と に 接しない も 

の は、 それが 如何なる 聖人、 哲人で あっても 決して 神の 子で はない。 それ はたぐ の 人の子 I 人間で あ 

る。 祌の 十と は、 普通の 人より 一 轉 して 全く 別な 或る 他の 者と 成った 者 を 云 ふので ある。 

第 §1 段 は世嗣 たる 事を說 く。 「我等 もし 子たら ば 又 後嗣た らん」 と 十七 節に 一 百 ふ。 神の 子た る 者 は 

叉世嗣 たるに 至る とい ふので ある。 た 神の 子た る 名 稱と资 格 を 得た と 云 ふの みに 止まらない、 或賁 

物 を賦與 せらる.^ と 云 ふので ある。 神の 子と せられし 者 は、 祌の 子と して 止まる 以上 は、 必す 或る 箕 

物 を 神より 與 へらる、 ので ある。 卽ち 「神の 後嗣に して キリスト と共に 後嗣た る 者」 である。 然 らば 

何 を 父より 讓り與 へらる、 ので あるか。 答へ て 言 ふ 改造せられ たる 宇宙— 全^界 萬 物— を與 へらる 、 

ので あると。 刖の語 を 以て 云へば、 全 宇宙と 共に 救 はれて 其の 全 宇宙の 主人公と なる ので ある。 實に 

壯大 なる 希望で はない か。 これ 實に 神の 子た る 者が キリス 卜と 共に 世嗣 となりて 受けん とする もので 


ある。 玆に 至って バウ 0 の； II:- 仰、 思想、 希望 は絕 頂に 達した ので ある。 基督 者 は 復活して 榮化を 纏 ひ 

て 改造 完成せられ たる 全 宇宙の 主人公と なると 云 ふ。 これが 基督 者 を 待つ 所の 最大の 榮譽、 また 救の 

完成で ある。 ぁ& 偉大なる 思想よ。 人類の 抱き 得る 思想に して 之れ 以上に 出づる こと は 到底 出來 ない 

ので ある。 

兹に 至って 第五 段の 壯 匿なる 讚美の 歌 は、 自 から バウ B の It を衝 いて 流れ出た ので ある。 流れ出 ざ 

る を 得なかった ので ある。 之 は 決して 作った 詩で はない。 大希？ 」-1 大 感謝の 溢れ 漲れる 心より 自然と 流 

れ くだりし 大歡 喜の 滴りで ある。 

以上が 第 八 章の 大意で あるが、 兹に尙 ほ 注意すべき 一 つの 事が ある。 それ は 七 章 以前の 全部と 第 八 

章との 相違 點 である。 七 章までに 於ても 勿論 救 ひは說 かれて あるが、 之 を 八 章の それと 比較す るに 大 

に 於 て 外部 的で あると 云 はねば ならぬ 。 勿論 救 ひのこと であるから 之 を靈魂 に 受く る點 より 云へば 

內部 的で あるが、 しかし 八 章のより 內部 的なる に 比すれば より 外部 的で あると 見ねば ならぬ。 卽ち七 

章までに 於て 說 かる、 救 は 重に 人の 外に 在る 事 を 信す るので ある。 卽ち 十字架に 於け るィ H スの贖 ひ 

を 信す るので ある。 叉ィ H スを 仰ぎ 瞻て それ を 型と して 潔 めら る X ので ある。 その他 何れの 點 より 見 

る も、 信者の 外に 於て 在る 事 を信受 すると 云 ふので ある。 之に て 救 は 全うせら る、 であらう か。 否、 

更により 内部的なる 一 事が 必要で ある。 神 御自身が 聖靈 として 我等の 衷に 下り こ、 我等の 靈 と合體 し- 

以て 我等 を 助け 我等の 救 を 完成し 給 ふ 事、 この 事が 是非ともなければ ならない。 これ 內 部よりの 救で 

あって 實に第 八 章の 主題で ある。 神は內 外より 我等 を 救 ひ 給 ふので ある。 外に 神の 御氣を 示して 我等 

を 救 ふこ と— 之れ 第 七 章 ま での 主題で ある。 內に 聖靈を 働かし めて 我等の 救 を 完成す る こ と— 之れ 第 
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八 章の 主題で ある。 

バウ 口 は 加 拉太書 三 章 一 節に 於て 「ES なる 哉、 すでに ィ H ス キリストの 十字架に 釘 けられし 事 を 明 

かに 其 目の前に 現 はされ たる ガラ テャ 人よ、 誰が 汝等を 誑かしし 乎」 と 云うた。 十字架の イエス を 明_ 

かに 目の前に 現 はさる k 事、 此 事に 依て 人 は 自己の 罪の 赦免 を 悟りて 魂の 平安 を 得る ので ある。 義な 

ら ざるに 義 とせら る k 事を學 びて 歡 喜の 人と なる ので ある。 又 彼 は iHjF 林 多 後書 三 章 十八 節に 於て 「す 

ベて 我等 帕子 なくして 鏡に 照す が 如く 主の 榮を 見、 榮に榮 いや 增 りて 共お なじ 像に 化る 也、 これ 主す 

な はち 靈に 由り てな り」 と言うた。 之 は 己の 外に 在る 主の 榮を 常に 仰ぎ 瞻る 事に 依て 己 も 亦 それに 似 

ると 云 ふので ある。 義 とせら る \ と 云 ふ 事、 潔 めら る、 と 云 ふ 事、 これ は 共に 重要なる ことで あるが、 

自己 以外の 或 者、 或 事が その 主要 素と なって 居る ので ある。 故に 比較的に 云へば 外部 的で ある。 之が. 

羅馬 書に 於て 七 章 迄に 說 かれた る ことで ある。 

かく 始まりし 救 は. 2： 部 的に 完成せられ ねばならぬ。 聖靈が 内より 信者 を 化さねば ならぬ。 これ 八 

の 特に 敎 ふる 所で ある。 その 十六 節に 「聖 靈みづ から 我等の 靈と 偕に 我等が 神の 子た るを證 す」 と 云 

ひ、 又 ニト六 節に 「f や 靈も亦 われらの 荏 弱 を 助く、 我等 は 祈るべき 所 を 知ら ざれ ども 聖靈 みづ から 言 

ひがたき の 慨歎 を 以て 我等の 爲に 祈りぬ」 と ある 如き、 共に 此章の 特色 を 示す 一一： 一口 葉で ある。 gslM が 信 

者の 心 を^ 領 して 內 部より 彼 を 動かし、 勵 まし、 敎へ、 カ附 け、 以て 外よりの 關 係を內 的に 完成、 成 

就す ると 云 ふので ある。 

なほ 他の 語 を 以て 云へば、 七 章まで は 神と 人の 關係 を說 き、 八 章 は 神と 人の 合一 を說 いた もので あ 

る。 關係 は關係 だけに 止まって は 未完成で ある。 この 關 係の 發展 すると ころ 遂に 合 一、 一致、 融合に 


まで 至らねば ならぬ。 そして 此の 合 一 は 實に靈 と 靈の合 一 を 以て 起らねば ならぬ。 先 づ靈と 靈が合 一 

す 丁ば 相互の 最も 深き 所に 於て 合一 したので ある 故、 その他の 合一 も 當然實 現さる、 ので ある。 そし 

て 祌の靈 は キリストの 靈 である、 又聖靈 である。 この 聖靈が 信者の 心に 臨んで その 靈と 一 致 融^す る 

時、 謂 ゆる 神人 合一 は實 現せら る \ の である。 之を說 きし ものが 第 八 奪で ある。 


第三 十五 講 救の 完成 三) 

第 八 章 一 節の 硏究 

羅馬書 八 章の 大意 は 前囘に 於て 述べた。 之より 备 節の 研究に 入る に當 つて、 羅馬 霄 全體の 研究に つ 

きて 一 の 注意 を與 へたい。 羅 馬 書 を 研究し つ、 玆に來 つて、 我等 は 同一 の 事 を 反覆し 来った やうな 感 

を 免れない。 問題 は 「義 とせら る、 事」 と 云 ひ 「潔 めら る、 事」 と 云 ふが 如き 二三に 止まって 實に單 

純で ある、 否單 調で ある。 如何に。 ハウ tl が 熱誠 をつ くして 述 ぶる とも、 反復と 單 調と は 到底 免 かれ 難 

い。 之 を 現代の 如き 進步 せる 複雜 の社會 にあり て、 種 々雜 多の 問題に 圍繞 せらる、 者より 見て、 如何 

にも 不調和の 感を 免れない。 世の 思想と 事業と が 凡て 進歩して 複雜 となれ るに、 信仰の 事の み 斯く單 

純なる は、 あまりに 現代と 沒交涉 では あるまい かと、 これ 起り やすき 疑惑で ある。 

之に ついて 思 ひ 起す は 昨冬 來、 米國ヮ シ ン トン^^！に於て開かれっ .-ぁる 「軍備制限 會議」 のこと で 
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ある。 今や *1 界の 視聽は 悉く 此會議 に 向って 注がる &が 如き 觀が ある。 こ-に^ 界备國 の 第一流の 政 

治 家が 會 合して 精力 を 傾注して 商議し、 备國の 新聞紙 は 其 模様 を 細大と なく 精細に 報告して ゐる。 こ 

れ 今や 實に 現下の 世 最大の 問題で ある。 然 らば 此會議 の 主題 は 何で あるか。 新 問題 か、 新 研究 か、 

新發 明か、 否、 否、 否、 依然として 古き 奮き、 人 問 社 會の釗 まると 共に 起り し 問題で ある。 しかも 其 

I? 題 は 決して 複雜 ではない。 極めて 單ー 、 たぐ 一 の 問題で ある。 卽ち 人と 人との IT 社會 と社會 との 

國 〔\A と國 家との 間に 如何にせば 正義が 行 はる k かの 問題で ある。 もし 此の 正義が 行 はれぬ 時 は、 

他の凡ての良き事が|文明世界の凡ゅる公益も；§^益も|空しきに歸せしめらる&危險がぁる。 故に 此 

正義が 行 はれぬ とき は、 他の 凡ての 良き 事 は 有る も 無き に 等しい。 されば 如何にせば 正義が 人の 社會 

に 行 はる K か は、 赏に 人間 世界の 最大 問題で ある。 

他の 多くの 書が 廢れ つ k ある 中に 書の みは 何故に 廢れ ない ので あるか。 何故 羅馬書 は聖， 書 の 中心 

として 常に 信者の 注意の 焦點 となって ゐ るので あるか。 これ 人間 社會に 於け る 正義 實 行の 問題 を その 

深き 根柢に 於いて 解く 者 は、 聖書、 殊に 羅馬 書で あるから である。 けだし 人？？ 相互に 對 する 正義 實行 

の 問 1 一 は當然 遡って 個人の 正義 實 行の 問題と なり、 個人の 正 義實行 の 問題 はまた 當然 遡って 神の 前に 

義た る 道 如何 の 問題と なる ので ある。 何と なれば 神の 前に 義 たる 人に して 初めて 個人と して 正義の 實 

行者で あり 得、 M 人と して 正義の 赏 行者で ある 者に して 初めて 人 11 相互に 對 する 正義の 實 行者で あり 

得る からで ある。 故に 如何にせば 人間 社會 に. 止 義が行 はるべき かの 問題 は、 その 究竟に 於て は、 如： 1： 

O00O0OO  0  0000000 

にして 人 は祌の 前に 義 たるべき かの 問 题に歸 着す るので ある。 

故に 人類 間の 平和 問題 は、 つまり 祌人 の 平和 問題で ある。 人と 人との 間の 正義の 問題 は、 つまり 


神と 人との 間の 正義の 問題で ある。 ワシントン 會議に 於て は、 我 日本人が 如何 ほど 此 問題に 心 を 傾け 

て 居る かが 試驗 せらる i ので ある。 固より 會議に 列れ る 歐米备 固 人が 悉く 篤信の 基督 信徒で あると は 

云 はない。 併し乍ら 長年 歐米 民族 を 養 ひ 来りし 聖書 は 彼等の 感情と 精神と を 今尙ほ 支配し つ k あらぬ 

と 誰か 云 ひ 得よう。 先祖 は 如何、 傳統は 如何。 彼等と 雖も 自國の 利益 を 思 はないで はない が、 外に 一 

種 犯し難き 正大の 公義 的 精神 を 深く 持てる は事實 である。 やはり 問題 は 聖書の 問題で ある。 聖書の 中 

心 問題が 彼等の 心の 深い 所 を 動かして 居る ので ある。 然り或 意味に 於て 聖書 は 依然として 彼等 を 支配 

しつ、 あるので ある。 ワシントン 會議が 今の 世界人 類の 第一 問題で あるの は、 つまり 聖書の 問題が 世 

界 人類 の 第一 問題で あるので ある。 この 意味 に 於 て 聖書 は 依然と して 人類 を 支配して ゐ ると 云 ひ 得る。 

曾て 或 人の 言うた ことがある、 r 豫 一一 一一 n 者 ィザャ が 以赛亞 書に 於て 平和の 豫ー H をな せし 以ー來 一 一千 六 百年 

間、 人類 世界 は 依然として 戰を歇 めない けれども、 併し 如何に かして 戰を歇 め 度し とい ふ 希 願と 理想 

と を 抱きつ、 來 つた」 と。 平和 は實に 聖書 問題で ある。 聖書の 精神 は 平和 實 現の 日 を 見す ば已 まじと 

云 ふに 在る。 人類 を 最も 强く 動かしつ 、ある もの は 聖書で ある。 故に 人類が 最も 熱心に 研究せ ねばな 

らぬ もの は 聖書で ある。 

羅馬書 八 章の 骨子 は 前講に 述べし 如く 罪より 免 かる \ 事、 死より 免 かる &事、 神の 子と せらる \ 事、 

世嗣 とせら る、 事で ある。 そして より 免 かる、 事 は 一節— -ra 節の 主題で ある。 まづ 第一 節 を 見よ。 

u 冗 故に ィ H ス キリ ス トに 在る 者 は 罪せら る、 事な し。 

と ある。 之 を 原文に 忠 實に譯 せば 

この 故に 今や キリス トイ H スに 在る 者 は S 非 せらる， ュ事 なし 
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と 改めねば ならぬ。 

ifii ば 頗る 簡單 である。 之 を 分析 すれば 「この 故に」 「人.' や」 「キリス 卜ィ H スに 在る 者」 「3^^-せら 

る、 事な し」 とい ふ ra つの 語句より 成って ゐ るので ある。 かく 語 は簡單 である、 しかし 意味 は 決して 

簡單 でない。 殊に 此 一 節 を 前後の 意味との 速 絡 上から 眺め わば、 決して 平易 簡明と い ふこと は 出来な 

いので ある。 

「この 故に」 (ギリシャ 語の g.a> 英語 therefore) は： を 受けての 語 かが 先づ i しい 問題で ある" 

普通 この 語 は 一 般に 直ぐ 前の 語 を 受けて 云 ふ 語で あるから、 七 章の 末尾 を 受けた と 見る が 自然で ある- 

し かし 斯く 見る とき は 七 章の 末節と 如何に 連絡す るかが 問題と なる。  七 章 最後の 語 は r 然れば 我れ み 

づ から 心に て は祌の 法に 服 ひ、 肉に ては^の 法に 服 ふなり」 である。 之 を 受けて 「この 故に」 と 云う 

たと は 少しく 不合理で は あるまい か。 一 ー宽 人格の 狀 態に 於て ある 故 キリス トに 在る 者 は， せらる、 事 

なしと は、 意味 を爲 して 居る であらう か。 或は 肉 は の 法に 服 ふ も 心 は 神の 法に 服 ふ 故 —換言すれば 

行の 實際は 低^ なれ ども 理想 だけ は 高遠なる 故— キリ ス トに 在る 者 は 揮せられ ぬと 云 ふ 意味 か。 然る 

時 は 基齊 信者 は 理想 だに 高く 持てば 實狀は 如何 やうで も 良い と 云 ふ 事になる のか。 これ は 誰 人 も肯ぜ 

ぬ 所で あらう。 

斯く 「この 故に」 は 七 章 末尾 を 受けし ものと 認められぬ 以上 は、 どこか 他に 適 當な所 を 見出さねば 

ならぬ 察と なる。 之が 明瞭に せられぬ 時 は、 道德 的に 見ても 由々 しき 問題と なる ので ある〕 故に 僅に 

一句の 問題と 云 ひて 之 を輕視 する 事 は 出来ない ので ある。 ゴ ー デ ー 其 他の 註解 者 は、 此語を 以て 七 章 

六 節 を 受けた ものと 見て ゐる。 然ると き は 七 章 七— 二十 五節の 苦悶の 吿. C は 一 の 挿入文と 見られる の 


である。 勿論 揷 人文と 見る の は單に 文法 上の！ 方であって、 そのために 其 意味 を輕く 見る ことに はな 

ら ぬので ある。 揷 人文と 雖も、 此箇處 の 如き は 主文に 優るとも劣らぬ 重要の 所で ある こと は 云 ふまで 

もない 0 

七 章 六 節 を 見る に 「然れ ども 今 われら を 藥げる ものに 於て 死に たれば 律法より 釋 され、 俄 文の 舊き 

に 由ら す靈の 新しき に 由り て 事 ふ」 と ある。 これ を 八 章 一節の 「この 故に」 が 受けた とすれば 意味の 

連絡 は 頗る 合现 的で ある。 儀 文を棄 てて 架靈 によりて 事 ふるに 至りし 故に キリ ス トに 在る 者 は 罪せら 

る，， なしと 云へば、 誰に も 意味が 明瞭と なる ので ある。 由 來七章 六 節 は 前段の 結論た る 重き 語で あ 

る。 此ー 語に 其 前の 凡ての 敍 述が總 括され たと も 云 ひ 得る。 そして 今や 第 八 章に 人らん として 此語を 

受けて 先づ 「この 故に」 と 云 ひて、 前との 關係を 保持し つ K 新 問題 は 提供 されん とする ので ある。 義 

とせら る、 道、 潔 めら る、 道が 旣に 論ぜられ 終りし 故、 それ を 受けて 八 章との 境界線の 上に 立ちて， 

「この 故に」 と 云 ふので ある。 いよ， 之より 救の 完成、 全き 榮化を 論ぜん とする 分水嶺 上の 「この. 

故に」 である。 一 の 小さい 語で あっても、 其， 钲置は 決して 小さくな いので ある。 

「今や」 はん：' に 於て はで ある。 キリスト すでに 我等の 罪を擔 ひて 十字架に か \ りし 今 は、 キリスト 

旣に 復活して 神の 右に 坐す る 今 は、 此の キリス トを 信じて 義 とせられ 潔 めら る&に 至りし 今 は …… で 

ある。 

「キリスト イエ ス」 と 改めねば ならぬ。 日本 譯の 「イエスキリスト」 は誤譯 である。 この 兩 語の 間 

に 一 お^が あるで あらう か。 「ィ H ス」 と 云 ひ、 殊に 「ィ H ス樣」 と 云へば 其處に 一 種の 親み が 湧く。 

艾 「キリス ト」 と 云 へば M となく 崇高く 貴い 感じが する。 今 「キリ ス トイ ェ ス」 と 云 へば キリ ス トと 

！: S 一二 十 W: 講 救の 完成 (二〕  H 一七- 


羅馬 書の w 究  E 一八 

いふ 感じが 先に 立ち、 「イエスキリスト」 と 呼べば ィ H スと いふ 感じが 强 くなる。 「キリス トイ H ス」 

と 云へば キリストと 云 ふ 位に 立つ 所の ィヱ スを 意味す る。 卽ち 復活 昇天して 令 神の 右に 在りて 權 能の 

位に 坐す る 所の、 しかし 我等に 親しき 所の ィ H スを 意味す る。 然るに 「イエスキリスト」 と 云 へば、 

我等の 友なる ィヱス とい ふ 観念が 第一と なりて、 權能 者と いふ 觀 念が 第二と なる ので ある。 、 

「キリス トイ H スに 在る 者」 と は 何 を 意味す るか。 勿論 基督 者 を 意味す る 語で は あるが、 キリスト 

-の 僕と 云 はす 叉 キリス トを 信す る 者と 云 はす キリストに 在る 者と 云うた のに は 意味が ある。 之 は キリ 

ストと 信者との 最も 深き 關係を 語る 言葉で ある。 キリスト を 仰ぐ とか 信す ると か、 叉 は キリストの 僕 

とか 云へば、 未だ キリストと 己と を^に 見た ので ある。 キリストに 在る と 云 ふの は、 己 を キリストの 

中に 人れ てし まった 狀態 である。 キリストの 大 なる 靈の 中に 我が 小なる 靈が這 入って、 二者 一 となつ 

たこと である。 恰も 理想的の 君臣、 理想的の 夫婦の 如く、 乙が 甲の 心の中に 飛び こんで 了った 有様で 

ある。 キリストに 在る と は キリストとの 合體 である。 故に 信仰の 最も 徹底せ る ものである。 基督 信者 

は 勿論 キリスト を 信す る 者で あり、 又 キリストの 僕た る 者で ある。 しかし キリストとの 最も 深き 關係 

を 示す 語と して は 「キリストに 在る 者」 である。 實に美 はしき 語で ある。 

「キリスト イエス に 在る 者 は 罪せら る&事 なし」 とい ふ。 雜 せられぬ と 云 ふこと、 神より 滅亡の 宣 

吿を與 へられぬ と 云 ふこと、 罪の 果たる 死滅 を 課せら， れ ぬと 云 ふこと、 これ 人た る 者の 最上の X 布願且 

努力でなくて はならぬ。 故に キリストに 在る 者 は 罪せられ すと いふ は 實に大 なる 幅 音で ある。 キリス 

トに 在り さ へ すれば" 罪の 果たる 罰 を 免 かる k と 云 ふので ある。 實に大 なる 特櫬、 至大の 惠み である。 

刑罰の 恐怖 は 眞實に 祌を懐 ふ 者に 於て は 免 かれ 難き 所で ある。 神の 大法の 神聖 嚴肅 なる を 知り 叉 自己 


め 罪の 深 重 夥多なる を 知りて は、 良心の 鋭敏なる もの 誰か この 恐怖な きを 得よう。 故に 罪せら る、 事 

なき を 知りて 此 恐怖の 失する 時、 首 ひ 難き 平安 は 人の 魂に 漲る ので ある。 

八 章 一節 は 短 けれども 偉大なる 言葉で ある。 この 語が 實驗 上の 事實 として 味 はれ、 心の底より 自分 

の 語と して 發 せらる、 は赏に 幸なる 時で はない か。 何者 を 以て も 我 は 罪せられす 自己の 深き 罪 を 以て 

して さへ 罪せられ すと 知りて、 何らの 幸 か 之に 過ぐ る 者が あらう か。 旣に 神より 罪せら る、 事な しと 

の聲を 聞いた ので ある。 されば 天上 天下 如何なる 事が 我に 起り 如何なる ものが 我 を 襲うても、 息 難、. 

迫害、 飢餓、 危險、 刀劍其 他の あらゆる 惡 しき 事が 来ても、 死が 來て さへ も、 未来永劫 罪せら る X 事 

なしとの 確信が 起る ので ある。 かの バ ン ヤンが キリストに 身を隱 せし 者に は 刑罰の 臨む 香な しと 堅く 

信じて、 神 を さへ 挑む の 大膽に 達せし 如き、 まことに 此實驗 の 芳烈なる を 語る ものである。 我等 は羅 

馬 書 八 章 一 節 を單に バウ II の 語と して 反復す るに 止まらす、 又 これ を 研究して 其 貴 さ を 知る に 止まら 

UT, 之 を 自己の 實驗 として 體 得し、 自己の 靈 魂の 聲 として 發し 得る に 至らなくて はならぬ。 


第三 十六 講 救の 完成 (三) 

第 八 章 一 ー 十一 節の 研究 

八 章の 一 節より 十 一 節まで を 研究す るに ついて、 先づ 一 言すべき は其备 節に ついて 精密なる 研究 を 
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する 事の 殆ど 不可能で あると 云 ふこと である。 俊秀なる 幾多の 舉 者が、 备節各 語の 解釋 について、 種 

の異 つた 意見 を提 して 居る 有様で ある。 其 中の 一 を 採る と 云 ふこと は 可成り 難しく あり、 更に S 

に獨創 的の 解 釋 を提屮 U すると 云 ふ 事 は尙更 困難で ある。 しかし 聖書の 言で ある 以上、 信仰 を 以て 見れ 

ば その 大様の 意味 は 論に でも 解る ので ある。 又 各 節が 大切なる 深き 眞理を 語って ゐて、 一節と して 重 

要なら ぬ はない。 恰も 寶 石の 山に 人り しが 如くで ある。 もし 我等が。 ハウ 口 の 心 を 我心と して、 彼の 立 

場に 立て 眺 むる 時 は、 どの 節 を 取りて 究 むる も 彼の 思想の 中心に 達する 事が 出來、 もし 斯く 一節 を 能- 

く 究 むれば 他の 節 も 自然と 割合にた やすく  解 せらる、  ので ある。  フィリップ ，ブルックスの 言と し 

て、 「也 上 の點 より 掘る も 垂直に 掘れば 地球の 中心に 達す」 と 云 ふ 語が ある。 此の 箇所の 如き、 

:E れの 一 節 を 取りても、 之 を 深く， 掘れば バウ B 思想の 中心に 達する ので ある。 

第一 節の 意味 は 前講に 於て 說 いた 通り 頗る 重要で ある。 キリストに 在る 者 は， 罪せられ すと 云 ふは實 

に大 なる； i 昔 的眞理 である。 次に 二 節 三 節 四 節 …… と 十一 節まで 順次に 各 節に ついて 考 へよ。 各 節と 

もに 半ば 解りし 如く 半ば 解らざる が 如き 感を免 かれない。 そこに 眞 理は隱 見す る けれども、 其 本體を 

明確に 國ん だと 云 ふ 感じが 起り にくい。 併し乍ら バウ a の 心 を 我心と して 眞 面目なる 思考 を 加へ、 且. 

自己の 赏驗 に 照らし て 之 等の 各 節 を 解せ ん と^むる 時 は、 其 大意 を摑 むこ と は 決して 不可能で はない 

ので ある。 

比較的 解し やすき 節と して は 第五、 六 節の 如きが ある。 まづ 五節に は 「肉に 從ふ者 は 肉の 事 を 念 ひ 

靈に從 ふ 者 は 靈の事 を 念 ふ」 と ある。 各 語の 正確なる 意味に ついては 諸說 あると する も、 其 大意 は 誰 

人に も峪ぼ 明かで ある。 赏に 肉に 從ふ もの は 肉の 蔡 のみ を 思 ふ。 今や^の 問題 は 概ね 物質 上の 問題で 


ある。 社會 改造の 問題と 云 ひ、 經 it 政策の 問題と 云 ひ、 文化 生活の 問題と 云 ふ も 概ね これ 衣食住の 間 

題で ある。 ^し 乍ら 國.！ としても 又倘 人と しても 肉の 事 をのみ 思 ふ は、 死— 滅亡— を惹き 起す ことで 

ある。 史上の 國 にして 何等 國 家に 大 精神、 大 理想な くして、 唯 だ 富 國强兵 等の 物質的 方面に のみ 走り 

しもの は、 何れも 遂に 亡滅 若しくは 衰頹の 悲運 を 招かぬ はない。 強固なる キ： 義、 正大なる 精祌 なくし 

て國は 興り 又 立たぬ ので ある。 個人 も 亦同樣 である。 故に 六 節に あるが 如く 「肉の 事ナ ど 念 ふ は 死なり- 

い，^ ち やすき  お のづ  じ J*5 えい 

靈の事 を 念 ふ は 生な り 安な り」 である。 靈の事 を 念うて 生命と 平安と は自 から 充 盈し來 るので ある。 

國家然 り、 社會然 り、 個人 然り。 これ 史上の 事實、 また 倾人實 験 上の 事實 である。 

次に 十、 十一 節の 如き を 見よ、 その如何に5^1^尚なる眞理の提示なるかは 一 讀して明かでぁる。 「若 

し キリスト 汝 等に 在らば 體は 罪に 緣 りて 死に 靈魂は 義に緣 りて 生きん」 と ある。 キリストの 靈 我等に 

住まば、 肉 體は罪 の 故に 死す る も、 靈魂は 永へ に 生く ると 云 ふので ある。 しかも 十一 節に 至れば 說明 

in 步 進みて、 祌は 其靈を 以て r 汝 等が 死ぬべき 身 を も 活かすべし」 と 云 ふ。. 卽ち (仪活 である。 こ 

れ皆 基督 者に 宿る 聖霊の 働きに 因る ので ある。 永遠の 生、 永生への 復活： それ をパ. ゥ ti は 確言し、 主 

張し、 高唱 する ので ある C げに 貴重なる n 典理の 提示と 云 ふべき である。 

其の 他の 各 節を鮮 する に當 つて 注意すべき は、 バウ 口 の 言が 論理的で なくして、 重疊 的で あると 云 

ふ 事で ある。 近代 人の 文 は 論理と 分析 を 特色と し 凡て 正しき 連絡 を 保ちて 記される。 然るに パゥロ や 

ヨハネ は 論理に 頓着せ すして、 心中に 潜む 眞理 を續々 として 累積 的に 注ぎ 出す。 乙 は 甲の 上に 重なり 

**  ！ズ ゆ 

丙 は 乙の 上に le^ なり、 &!々 相 重なりて 見る 者 をして 眩から しむる。 これ 聖書に 於て 初代 敎會の 偉大な- 

る 文字に 接す  る と き に 忘る ベ か ら ざる 1* で ある。 
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第一 節に は 二つの 大きい 觀 念が ある。 第一 は キリス トイ H スに 在る 事、 卽ち キリストと 合體 する 事、 

1^ 一 一は 斯 かる 人 は 罪せら る、 事な しとの 事で ある。 或 意味に 於て 八 章 全體は 此の ニ大觀 念の 敷衍で あ 

ると も 云 ひ 得る。 キリストに 在る 事と 云へば、 卽ち キリストの 靈 (聖靈 ) が 信者に 宿れる 事で ある。 

そして 聖靈の 信者に ありての 働き は、 實は八 章の 力 を こめて 說明 する 主眼 點 である。 又 罪せら る、 事 

なしと は 恩惠の 消極的 半面で は あるが、 消極 は當然 進んで 積極に 至るべき ものであって、 此 消極より 

積極 への 恩惠の 進展 は 卽ち八 章の 主題で あると も 云 ひ 得る。 故に 八 章 全 體は實 に その 第 一 節 を 引きの 

ばした ものである とも 云 ひ 得る。 從 つて 二 節 以下の 各 節 は 凡て 第 一 節の 證明 であると も 云 ひ 得る ので 

ある。 

先づ 第二 節の 意味 は 如何。 「そ は 活かす 靈の 法はィ H ス キリストに 由り て 罪と 死の 法より 我 を釋せ 

ばな り」 と 云 ふ。 これ 第一 節の 「キリス トイ H スに 在る 者 は 罪せら る.^ 事な し」 の 理由と して 揭 げら 

れし 語で ある。 されば 第一 節の 語に 對 して は 前講の 如く 七 章 六 節が 理由と なって ゐる と共に、 此の 第 

二 節 も 亦 理由と なって 居る ので ある。 「罪と 死の 法」 と 云 ふ。 法と は 何 を 云 ふか。 此 場合 は 律法の 意 

ではなく、 一  の 方 則、 一 の 原理 を 意味す るので あるが、 今 これ を權 能と 見る が解釋 上に は 最も 便利で 

ある。 罪と 死との 權能 ほど 人 を 力強く 把握して ゐる もの はない。 人の 生涯 は 罪 を 犯しつ &死を 前に 望 

む 恐怖の 生涯で ある。 罪の 苦悶と 死の 恐怖と、 この 二つ は 人が 墓まで 携へ ゆくべき 道 連で ある。 免 か 

れんと して 免 かれ 得ざる 恐るべき 運命よ！ げに 「罪と 死の 法」 は 人 をし かと 抑へ て- 身動き も出來 

ぬ やうに して 居る ので ある。 此の 恐るべき 法、 この 拂 ひのけ 難き 權能、 これより 免 かる k 道が 何處か 

にある であらう か。 罪 を 晚し死 を 免 かる \道 あるか 如何、 これ {是 に 人生の 至難なる 問題で ある。 


而 して 此 問題に 對 して 第一 一節 は 答を與 へ てゐ るので ある。 「キリ ス トイ H ス にある 生命の 御 I 巫の 法 

は、 汝を 罪と 死との 法より 解放し たれば なり」 (改譯 聖書〕 と。 現行 譯 より は 改譯の 方が 正確で ある 0- 

但し 此 文の 目的格 を 「汝 を」 とすべき か 「我 を」 とすべき か は、 原本に 依て 相違せ るた め 容易に 定め 

難いので ある。 併し r 汝を」 でも 「我 を」 でも 「我等 を」 でも 此 節の 主意に は^ 段の 影響 はない。 注 

意すべき はパゥ p が 「解放し たれば なり」 と 云 ひて 之 を 過去の 事と して 記せる 點 である。 パゥ B は玆 

に 我 (又は 人) の實驗 として 此事を 記した ので ある。 罪と 死との 權 能より 免 かる.^ は 唯 「キリス トイ 

H ス にある 生命の 御霊の 法」 に 依る。 この 御靈の 法が 我 (又は 人) を 死と 罪との 法より 解き放つ たと 

云 ふので ある。 

實驗の 語 を 理解す るに は赏 驗に訴 へる を 最上の 道と する。 余 は 曾て 罪と 死との 苦悶の 中に 換惱の 幾. 

年月 か を 送った ものである。 罪と 死と は 放た じと 余 を 抑へ てゐ た。 然るに 遂に キリストの 十字架 を 仰； 

ぎ瞻る や、 不思議に 此 恐るべき 罪と 死との 權 能より 免 かれた。 苦悶 は 失せ、 罪と 死との 壓迫は 去り、 

歡 喜と 自由 は 一身に みなぎる に 至った。 その 理由 は 充分に 解し 難い、 しかし 其 事實は 空に 日の 照る 如. 

く 明かで ある C この 實驗 に照らして 第二 節に 對 する 時 は、 別に 何等の 思考 を 要せす して 其 語が 其 儘に 

自然と 味 得せら る、 ので ある。 

然り キリストの 十字架の 躓 罪 力に 觸る \ 時、 人 は 誰 人 も 罪と 死と よりの 釋放を 味 ふので ある。 併し. 

乍ら 「キリス トイ H スに ある 生命の 御靈の 法」 と ありて、 鼓に 聖靈の 働きが 記されて 居る のに 注意せ 

ねばならぬ。 聖靈 は卽ち キリストの 靈 である、 叉 生命の 御靈 である。 この キリストの 靈が 人の 心に 入 

る や、 罪と 死の 權能は 如實に 心中より 驅逐 せられる。 これ 實驗 上の 事實 である。 美しき 情感、 けだか 
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き 思想 を 傅 ふる 所の 詩文 を讀 むと き、 人 は 一時な りと も 感激に 心の 淨 化せら る、 を感 する。 此 世の fs- 

人 文士の 靈 すら 一 時な りと も 人を淨 める。 まして キリストの 靈の 人に 及ぼす 力 幾許 ぞ。 彼の 靈 一 度 人 

の 心に 入る や、 聖 淨の靈 なる が 故に 罪の 法 を 排除し、 生命の 靈な るが 故に 死の 權能 を驅逐 する。 あ、 

人よ キリストの 靈を 受けよ。 然 らば 我 を 抑へ ゐ たる の 力 はも はや 我に 對 する 支配力 を 失 ひ、 我 を 脅. 

して ゐ たる 死の 權能は 失せて、 永への 生命の 我 前途に 無限に 展開せ るを感 する であらう。 蘇國 の祌學 

者 チャル マズは 「新き 愛の 排逐 力」 (Expulsive  power  (>f  new  ai¥eo*ion) なる 語 を 用 ひた。 新き 愛が 

入れば 舊き愛 はおの づ と排逐 せられる。 此 世と その物と に 對 する 愛愁が 人の 心 を 占領して、 彼 をして 

と 死との 法に 服せ しめて ゐる。 そこに キリストの 靈來れ ば、 新き 神の 國の愛 は 此の 揮の 愛 を 排し斥 

ぞ ける。 これ 自然の 順序で ある。 故に 曰 ふ、 キリス トイ H スに ある 生命の 御 靈の法 は 罪と 死との 法よ 

り 我 (又は 汝) を 1^ 放したり，、 と。 

「それ 律法 は 肉に 由り て 荏ぎ く、 その 能 はざる 所 を 神 は爲し 給へ り」 と 三 節 前半 は 言 ふ。 律法 その 

もの は 聖且義 では あるが、 肉が 人 を 抑へ 居る 故 律法の 義は行 はれたい。 卽ち 人が 肉に 妨げられ 居る 故 > 

律法 は 無力たら ざる を 得ない ので ある。 兹に 於て 神 は 律法の 能 はざる 所 を 他の 方法 を 以て 爲し 給うた 

ので ある。 然 らば 如何なる 方法 ぞ。 三 節 後半 は 言 ふ 「卽ち 己の 子 を 罪の 肉の 狀 となして 罪の ために 遣- 

はし 肉に 於て i| を 罰しぬ」 と。 これ 彼が 其 獨子を 人の 形と なして 世に 遣 はし、 人の 罪 を 剖す る 代りに 

彼 を 罰し、 以て 人の 罪を處 分し、 彼の 死 を 以て 蹟ひ となし、 而 して 人 はた 彼 を 信じ 彼 を 仰ぎ さへ す 

れば 罪を赦 されて 義 とせら る、 の 道 を 開き 給うた 事 を 云 ふので ある。 これ 羅馬 書が 三 章、 ra 章、 五享 

等に 於て 極力 主張した 十字架の 福音の 反復で ある。 


併し乍ら 十字架の 受難 は單 なる 聩罪 の爲 のみで はない。 彼の 死と 復活と 昇天と ありて § ゃ靈 人に 臨む 

に 至り、 人 は 此聖靈 を 宿す ために、 我の 故なら で 聖霊の 故に 力 を 得て 律法の 義を行 ひ 得る に 至る ので 

ある。 されば 獨 子の 受難 は 人 をして 義を實 現せし むる の 道を拓 いたので ある。 これ 第 四 節の 言 ふ で 

ある。 卽ち 「これ 肉に 從 はす 靈に從 ひて 歩む 我らの 中に 律法の 義の完 うせられん 爲 なり」 (改譯 聖書) 

と ある。 げに 「靈 に從 ひて 歩む 生活」 (聖靈 を 心に 宿して 其 力に 導かれて 步む 生活) は 主の 十字架 を • 

源と して 流れ出で しもので ある。 

以上 を 以て 一節より TO: 節までの 研究 を 終る。 さて 玆に 一言すべき は 罪の 問題で ある。 外に 現 はる & 

は 個々 の OTJi: の 行で あるが、 その 源 は 心の底に 深く 橫 はる 汚 耽で ある。 後者 ありての 前者で ある。 前者 

ありての 後者で はない。 然るに 普通の 人 は 罪の 行が 源であって 其れ を 重ねし 結 rai- 心に 汚 敗が 臨んだ と ■ 

云 ふ。 之に 對 して パゥロ は 心の底に 橫 はる 汚 敗が 罪の 行の 源で あると 云 ふ。 そして 此汚 敗の 源 は 神よ 

りの 離絕 であると 云 ふ。 別言すれば 神よりの 離 絶が ある 故 心の 汚 敗が あり、 心の 汚肷が ある 故 罪の 行 

が あるので ある。 {是 に 曾て 或 人の 云 ひし 如く、 先づ diHl.upticn  (分離— 神よりの 分離) ありした めに 

sorrupticu  (汚れ、 心の 腐肷) が 起り、 comlptisl 起り しために eruption  (爆發 —罪の 爆發— 心の- 

汚れが 出口 を 見出して 外に 爆發 せし もの 卽ち倾 々の 罪が) 起る ので ある。 

故に 人 を 罪より 救 ふ 道 は、 その 源に 遡って 神との 離絕を 恢復して 先 づ祌と 和が しむる に 在る。 然る 

時 は 自然と 心の 腐れが 醫 され、 心の 腐れが 醫 さる i 時 は 自然と 罪の 行より 遠ざかる ので ある。 福音の 

敕濟 法は實 にこれ である。 末に 走って は 努力 奮 鬪も效 菜がない。 源に 至って 初めて 事績 は擧 がる。 人 

J ^神 を 示し、 人 をして 神との 離絕を 恢復せ しめ、 人 をして 神に 和が しむる が 福音の 救濟 である。 故に 
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も有效 なる 最も 徹底せ る 救^で ある。 何故 キリスト は 十字架に 死す るの 決心 をな せし か。 何故 神 は 

その 獨子を 世に 降して 之 を 十字架の 犠牲と せし か。 そは斯 くしての み 神と 人と が 和ぐ に 至る からで あ 

る。 十字架 を 通しての み 人の 神よりの 離 叛が醫 さる \ からで ある。 そして 此源を 正す 事に 依ての み 末 

なる 罪が 除かれる からで ある。 人が 神に 立ち 歸る ため、 人と 神と がー 致す るた め、 聖靈が 人に 降る た 

め. 卽ち 罪が 除かれ 人が 救 はれん ために は此 十字架の 窄き路 より 外に 路 はない からで ある。 然るに 世 

人は此 最も 根本的なる 救 一 £ を棄 てて、 徒らに 末にの み 走って ゐる。 然し 乍ら 十字架の 源 を 以てせす レ 

て は 到底 人 は 救 はれない ので ある。 


第三 十七 講 救 の 完 成 S) 

第 八 章 五 ー 十三 節の 研究 

羅馬書 八 章の 一節より 十三 節まで を讀 みて、 誰れ にも 明かなる こと は 「肉」 なる 文字の 多い ことで. 

ある。 此語は 第三 節より 出始めて、 十三 節までに 實に 十三 囘の 多き に 達して ゐる。 バウ 口 は 何故に か 

ooooooooooooooooooooooo.o  o^  o^o 

く數 多く 此語を ffl ひたので あるか。 それ は靈の 反對は 肉なる 故に 肉に ついて 知る は 卽ち靈 に 就て 知る 

き^^.^ 54.^^.^ る。 換首 すれば 靈の事 を 明 S ならし めんた めに は、 肉に ついて 知る を 要する から. 

である。 


尙ほ 注意すべき は 羅馬書 八 章 を 研究す る 時の 心得で ある。 此章は 救の 完成に ついて 說ぃ たもので パ 

ゥ a の 信仰の 結 頂で あり、 極致で ある。 從 つて 之 を 理解す る こと は 容易で ない。 しかも。 ハ ゥ 口 は 今 ま 

でと 違って 之に 數章を 費 さすして 僅に 一章 を 用 ひたの みで ある 故、 文字 は 頗る 壓縮 されて 居り、 理解 

は 一 層 困難と なる ので ある。 理解に 難き もの を 人に 向って 解 釋し說 明 せんとす る は尙ほ 更に 困難で あ 

る。 叉 解 釋を聽 いたと て それだけで 解る もので ない。 か \ る 大文字に 對 して は、 聖霊の 指導に より 信 

仰の 實驗を 重ねて 味 解す るより 外に 道 はない。 卽ち說 明 や 解 釋を經 すして 唯 パゥロ の 文字 その ま&が 

心に 味 得せられる 時 を 待つ 外 はない。 しかし 此時 を招來 する ために 二つの 豫備 行爲を 要する。 第一 は 

此の ま &此章 を 諳記して 置く ことで ある。 之は此 文字 を 其 儘 味 ふ 方法で ある。 第二 は 誤解す る ことな 

き やうに、 誤解し さうな 箇所に つ いて 注意 をして 置く ことで ある。 

本 講は此 意味に 於て 「肉」 なる 語を說 明し、 之に ついての 誤解 をた ぐす を 目的と する。 我等 は 先， 、つ 

左の 如き 語に 注意す る。  . 

肉の 事 を 念 ふ は 死なり (六 節)。 

そ は 肉の 事 を 念 ふ は 神に 乖 るが 故な り C 七 節〕。 

肉に 居る もの は祌の 心に 適 ふこと 能 はす (八 節)。 

もし 肉に 從 へ 役へ なば 死ぬ ベ し (十 三 節)。 

人は此 世に ありて 肉體に 包まれて 生きて ゐる。 最も 責 しと 云 はる、 其 靈魂さ へ も 肉體の 中に 宿って ね 

る。 肉體を 保持す るた めに 飮食、 衣服、 住居の 必要が ある。 もし 肉の ために 計る ことが 惡 いと 云 ふな 

らば、 人 は 一時 も 生存して ゐる ことが 出来ぬ。 然 らば バウ 口の 右の 語 は、 恰も 我等に 向て 「自殺せ よ」 
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と 云 ふと 同じで は あるまい か。 もし 然り とせば、 是れ 人に 向って 不可能 を强 ひる 梨で あると 云 はねば 

ならない。 

單に 右の 語の みに 止まらない。 聖書 中には 禁慾 キ： 義 を獎勵 せし 語と 思 はる- - 所が 他に も隨分 多い。 

まづィ H ス の 語に ついて 見る も 山上 垂訓 中に 「生命の ために 何 を 食ら ひ 何を飮 みまた 身體 のために 3： 

を 衣ん と 憂慮 ふ 勿れ」 (マ タイ 傳 六の 二 五) の 語が あり、 肉の 生命 を棄 つる 事を勸 めし 如く m 心 はる、 語と 

して は 「我がた めに 共生 命 を 失 ふ もの は 之 を 得べ ければ 也」 (マ タイ 傳 十六の 二 五〕 の 如きが あり、 又獨 

身 生活 を獎勵 せし 如く 思 はる、 語と して 「天國 のために 自 から 成れる 寺 人 あり」 (マ タイ 傳 十九の 十， 二) 

の 如き ものが ある。 その他 一 々擧げ 難い。 叉ィ H ス の敎訓 以外に も 之に 類す る もの 可成り 多く、 その 

中パゥ 口 の 語た る r 汝 等の 地に ある 肢體を 殺すべし」 C コ 。 サイ 書 三の 五) の 如き は 明かに 禁愁獎 勵の語 

なる が 如く E わ はれ やすいた めに、 基督 敎を 禁慾 ま義の 宗教と 考 へる 人々 が ある。 か、 る 人々 は 右の 如 

き 聖語を 引用して 自己 の 所信 の 裏書き とする ので ある。 

斯く 基督 敎を 禁愁 主義、 隱遁 中： 義の敎 と 見る 人 を 大^して 二種と する ことが 出来る。 第一 種の 人 は 

不信者の 中に ある。 彼等 は 基督 敎を 禁慾 隠遁の 敎と斷 じ、 到底 實行 不可能な りと し、 故に 到底 信受す 

る ， J と 能 はすと 云 ふ。 彼等 は 基督 敎を 以て 天 然 の 法則 を 無視し 存在 の 根本 を 脅す も のと考 ふるので あ 

る。 叉 一 度び 此敎 を信受 せし 者に して、 斯く考 へて 之 を棄て 去りし ものが 多い。 彼等 は 云 ふ、 基督 敎 

は 禁慾 主義に して 到底 實行 できぬ 敎 である、 故に その 信者と 稱 する 者 も 勿論 之 を 行って ゐ ない、 行 ふ 

ことが ai 來な いので ある、 從 つて 信者と なる は 偽善者と なること である、 行 ひ 得ぬ 事 を 信じて 之 を 行 

つて ゐる やうな 額 をす る ことで ある、 これ 明かに 偽善者で ある、 か \ る 偽善の 生活に 堪へ すして 我等 


は此 敎を棄 てて 自然人と なった、 我等 は 令 自然人と なって 自然の ま&の 生活 をして ゐる、 かの 偽善者 

輩 は 我等 を卑 める が、 偽善者と して 己 を 欺き 人 を 欺く よりも 自然人た る 方が 遙 かに 正直で あると。 か 

く 云 ひて 彼等 は 基督 敎を K し、 以て 自己の 立場 を 擁護して ゐる。 

基督 敎を 禁愁の 宗敎と 見る 第二 種の 人 は 信者 中の 或 者で ある。 之 は 昔より 今に 至る まで 一 の 流 をな 

して 歷 然として 存 して ゐる。 基督 敎の 歷史を 見れば、 時 を 異にし 處を 異にして 禁慾 的 傾向の 出現す る 

を 見る。 實に 基督 敎を 禁慾の 敎と 解して、 禁慾 實 行に 其 心身 を 委ねた 人 は 古 來隨分 多い ので ある。 中 

世紀に 此倾 向の 如何に 著し かつ たかは 人の 知る 所で ある。 沙漠に 隱遁 して 難 業苦 行に 從 ひし 人の 多 か 

りし こと、 僭院の 盛な りし こと、 何れも 著しき 事實 である。 そして 多く は 痛ましき 破船の 歷史を 好き 

敎訓 として 後^に 遺せし にも 係らす、 今尙ほ 禁愁的 生活に 從ふを 以て 聖意を 行 ふ 事と なす 人が 少なく 

ない。 現に 今日 米國に 於て さ ヘシ ヱ ー 力 ー 派なる 禁慾 主義の 一派が あり、 叉 舊敎に 於て は 僭 職 は獨身 

者に 限る ほどで ある。 そして 單に 基督教に 於ての みで はない。 佛敎の 歷史を 見ても、 又囘々 敎 の歷史 

を 見ても、 禁愁 厭世の 色彩 は必す 伴って ゐる。 個人と して 禁慾 生活に 沒頭 せし 者 も 頗る 多く、 又 一 の 

宗派と して 之 を 重んぜし もの も少 からす 現 はれた。 凡そ 宗敎と 云 ふ宗敎 には此 傾向 は 免 かれざる もの 

と 見える。 

然し 乍ら 基督 敎は 果して 禁慾 隱遁 の宗敎 であらう か。 バウ 口が 斥けし 所の 「肉」 なる 語の意味 は 如 

何 やうに 解すべき であらう か。 これ 明かに 一 の 問題で ある。 先づ 注意すべき は 基督 敎の 根本 精神が 決 

して 禁愁賊 に 無い ことで ある。 キリス トが 屡々 婚姻の 例 を 引きて 自己 を 新 郞に譬 へたる は 周知の 事 

寳 である。 「新郎の 友 其新郞 と共に 居る うち は悲 むこと を 得ん や」 (マ タイ 傳 九の 十五) と 云 ひて 自己 を 
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新郞 にたと へ、 叉 自己の 再臨 を 新郎の 入来に 譬 へた (マ タイ 傳ニ 十五の 六〕。 キリスト は 新郎であって、 

信者 は 新郎の 友で あり、 或は 新婦で あると 云 ふので ある (バウ P が 林 多 後書 十一 章 二 節に 於て 「我 

,! "つ i いひな-つけ  ；. 1+" め 

なん ぢらを 一人の 夫に 聘定 せり、 是 なん ぢらを 潔き 女と して キリストに 獻 げんと するな り」 と 云 ひし 

を 見よ ：}。 又ィ H スは 其實際 生活に 於て、 ヨハネの 禁慾 生活と 對 照せられ て 「食 を 嗜み酒 を 好む 人」 

と 云 はれた ほどであった。 叉ョ ハネ の：？ S 子 や パリ サイの 人の 斷 食す るに 對 して、 彼の 弟子 は斷 食し な 

かった と ある (マ タイ 傳 九の 十四〕。 彼の 生活に は 何とも 云 ひ 難き、 一 種の 美 はしき 自然 さがあった。 そ 

れは斷 食 その他の 禁慾 的 行爲を 以て 宗敎の 要諦と 考 へて ゐた パリ サイの！ と 著しき 對照 をな した。 ィ 

ェ スの 敎訓と 生涯と を 見て、 基督教が 禁慾の 宗敎 ならざる こと は 明かで ある。 

厶<3 厶 厶厶 <1 厶厶厶 A 厶厶 <!△△△△  厶厶<3<3厶< ：厶厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶 

基督 敎は 禁愁 主義の 宗敎 でない のみなら す、 却て 禁慾 主義 を 排斥す る宗敎 である。 パゥ a は 晩年に 

於て 信徒の 間に 禁慾 的 傾向の 起った 時 之を誡 めて 一一 一一 口 うた 「汝等 もし キリスト と共に 死にて 此 世の 小 學 

を 離れし ならば 何ぞ 世に ありて n を 送る 者の 如く 人の 誡 命と 敎 とに 循ひ、 捫る 勿れ 嘗ふ 勿れ 觸る、 勿 

れと いふ 律法の 下に ある や ：••： 」 と (コ n サイ 書 二の 二十 I〕。 これ 禁愁を 主と する 舊き 律法の 下に ある 

を 批難せ し 語で ある。 叉 彼 は 結婚 を禁 する 一 派 を 異端と して 排 した (テモ テ前四 章〕。 「娶る こと を 禁じ 

食 を斷っ こと を 命す る」 敎を 「人 を 惑 はす 靈と惡 鬼の 敎」 となして 排し、 「それ 神の 造りし 物 はみ な 

美き なり、 感謝して 受 くると き は つべき 物な し、 そ は 神の 言と 祈禱 によりて 潔く なれば なり」 と敎 

へた。 されば パゥ B を禁愁 主義の 主張者の 如く 見る は 彼の 片言隻語 を とらへ て誤讀 せし 結 菜で ある。 

基督 敎は 禁慾 主義の 敎 でない。 さりと て 其 正反對 なる 放縦 主義の 敎 でもない。 基督 敎は 主義で はな 

い、 生命で ある。 卽ち 死せ る 原理 や 律法で はない、 活ける 一 の 生命で ある。 生命なる が 故に 固形した 


規則 や 主義 法則 はたい。 常に 潑淛 として 動く ものである。 いま 羅馬書 八 章 十三 節 を 見る に 「もし 肉に 

從ひ 役へ たば 死ぬべし、 もし 靈 (聖靈 ) によりて 身 體の行 爲を滅 さば 生くべし」 と ある。 生命の 動く 

00O0C00  OO0O0O0O0  OO0OOOOO0OOOOO 

所 まことに 斯 くの 如くで ある。 {是 に 自力 を 以て 肉 を 殺す ので はない、 律法と して 肉が 禁ぜられ るので 

はない。 聖靈の 力 を 以て 適當に 肉を處 分す るので ある。 「身 體の行 爲を滅 す」 と ある も 人と しての 固 

有の 慾 を禁壓 してし まふと 云 ふ 意味で はない。 肉 をして 人 を 支配せ しめない やうに 爲る 事で ある、 卽 

00000000000000  000000000000000 

ち 肉の 支配 を脫 する ことで ある。 聖靈の 力 を 以て 肉の 支配 を脫 し、 聖靈の 指導の 下に 適宜に 愁 を處理 

して ゆく。 これが バウ ：！ の 意味す る 所で ある。 「靈 (聖靈 ) に 由り て」 とい ふ 一句に 深い 意味が ある。 

此 句がなければ。 ハウ" も 普通の 禁慾 的 信者と 選ぶ 所がない。 此 一 句に 基督 敎の 特殊 的 性質が 含まれて 

居る ので ある。 

聖靈は キリスト を 信じ キリスト を 仰ぎ 瞻る 結果と して 與 へらる。 この 聖靈 を與 へられて 其 指導と 力 

の 中に 己 を 委ねる 時、 人 は 肉に 支配され ないで 肉 は 適當に 支配され る。 禁愁 とい ふ 一方の 極端に 行か 

す、 放縦と いふ 他方の 極端に 走らす して、 宜しき に 適 ふに 至る ので ある。 聖靈を 以て 肉 を 支配して 行 

く 道 は、 第一 に は有效 的で あると いふ 長所が ある。 自力に よらす 聖靈の 力に 由る ので ある 故、 自力の 

如く 失敗に 終る 虞れ がない。 これ 卽ち 有效 的なる 所以で ある。 そして 第二の 長所 は此 道に よる 時は自 

然 にして 無理な く 叉 見苦しから ぬと 云ふ點 である。 謂 ゆる 宜しき に 適 ひて 自 から 則 を 超えす である。 

この 一 一つ は 明かに その 長所で ある。 

故に 基督 敎は謂 ゆる 「特^に 潔き 事」 (形の 上に 潔き を 行 ふこと〕 を 要求し ない。 特別に 或る 潔い 

生活 ー 普通の 人の それと 形 を 異にした 所の 生活— たと へば 獨身 隱遁 等の 生活 を營む 必要 は 少しもない。 
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普通人の 普通 生活 を 送れば よい。 た 信仰 を 以て 之 を 美化す る 事が 要求され るの 違が ある。 これ 卽ち 

&も靈 の 下に ある 生活に して、 眞の 潔き は 却て 此 生活の 上に 存す るので ある。 かの 形の 上の 潔き を 貴ぶ 

禁慾 隠遁の 謂 ゆる 修道生活が 人 を 潔くす る 能 はすして 却て 大 腐敗 を 持ち 来せし は、 佛敎、 囘敎、 そし 

て *#敎 の 歷史 にも 顯 著なる 事 實で ある。 人 は 如何な る 禁慾 的 の 難 業苦 行 に 從ふ とも 到底 そ の 慾を滅 

ぼし 得べき もので はない。 この 不自然に 訴 へる 者 は 却て 慘儋 たる 失敗 を 招く ので ある。 聖靈を 受け 聖 

△  厶厶厶  <<1<1<!厶<3< 厶厶厶 厶厶 <3 厶厶厶 厶厶厶 △<! 厶 <3厶 

靈の 指導 を 以て 適宜に 肉を處 分して ゆく より 外に、 人が 肉に 克っ道 はない ので ある。 

然 らば 慾 は 如何の 程度に 於て 制限すべき か。 答へ て 曰 ふ、 自己 を義 とせざる 範 園に 於て 行 ふべ しと。 

例へば 慈善 は 自己の 或 物を棄 てた のであって 一種の 制 慾で ある。 此 慈善 をな して 自己 を義 として 潔し 

とし 美き 事を爲 したりと 誇る やうで は 誤って ゐる。 誇り 得ざる 程度 內 にて 施すべき である。 自己 を 潔 

しとせ ざる 程度に 於て、 卽ち 自然に 出来る 程度に 於て 施すべき である。 但し 変靈の 指導の 下に ありて 

行 はねば ならない。 故に 時に 從 つて 變 化が あり 增 減が ある。 聖靈 ゆたかに 下らば 施 濟の度 も 亦 ゆたか 

0  00  00O00OO  00000000  o〇 00000  OOOOO0O 

となり、 聖靈の カを感 する こと 小なる 時 は、 施 it の 度 も 亦 小と なる ので ある。 

規 M ではない、 主義で はない、 鞭撻で はない、 聚靈に 導かる、 生活で ある。 故に 禁慾と いふ も 普通 

の 禁慾で はない。 禁酒 禁煙と い ふが 如き も 我等 はキ： 義ゃ 律法と して 之に 支配され て 行 ふので ない。 靈 

<3<:厶厶<3厶<3< 厶厶厶 厶<-<1<3,1 厶 厶厶厶 <!△  厶厶厶 <!△<!< "厶 A 厶厶 △△ 厶厶 厶厶厶 <!△ 

が充 されて 心に 平安 滿悅を 味 ふ 自然の 結 菜と して、 おの づ から 酒 や 煙草が 不 ffl となった ので ある。 之 

が 基督 信者の 禁慾 (もし 禁慾と 云 ひ 得べ くば〕 である。 


第三 十八 講 救の 完成 (五) 

第 八 章 十四.— 十七 節の 研究  ， 

羅馬書 研究の 困難なる は、 我等が バウ a の 心 持に 入る ことの 困難なる に 基因す る。 もし 彼の 居る 立 

場に 我等 も 立ち 得れば、 彼の 思想 は 決して 了解し 難くない。 然るに W 時と はなしに 自己の 舊き 立場に 

歸 りて、 そこから 彼を眺 むる 故 不可解と なる ので ある。 されば 時々 旣說 せし 所 を 振り かへ りつ  >, 前に 

進む を 必要と する。 第 八 章の 研究に 當 りて は、 我等 は 時々 七 章までの 論述 を 想起し 反復すべき である。 

今 こ 、に R 非」 とい ふ 問題に ついて 旣說 せし 所 を 想起し 度い。 普通 個々 の 惡の實 行 を と考 へる も 

のが 信者に も 多い。 併し乍ら バウ & をして 云 はし むれば、 又 基督 敎 をして 云 はし むれば、 ^^-とは甲の 

惡事、 乙の 不德の 問題で はない。 祌を 離れて ゐる事 これが 卽ち 罪で ある。 卽ち 基督 敎 にて 云 ふ ixjs- 

道德的 ではなく し て 宗敎的 である。 人と 人の 間の 善惡 の 問題で はない。 專ら 神と 人との 關 係の 上に 成 

り 立つ 事で ある。 舊約 聖書 を讀 むと き 我等 は 常に 此事を 忘れて はならない。 其^! に 於 て は罪 とは常に 

神よりの 離 絶で あるが 故に、 雜を 犯せし 際 は 如： e: にして 神に 立ち 歸 るかと 云 ふ 事が 問題と なる ので あ 

る。 此 見方より する 時、 利 未 記に 記載され ある 各種の 祭事の 如き は 頗る 有意 味と なる。 何と なれば 之 

等 は實に 神と 人との 離隔 を 除きて、 二者の 關係 を復舊 せんた めの 企で あるから である。 實に 神に 立ち 
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歸る ことが 第 一 の 問題で ある。 謂 ゆる 道德 的の 善惡 問題 は 第 一 問題で はない。 

雷. 球 は 其の ま X にて は 何等の 光 を 放たない。 これ を 電線に つなぎて 初めて 光 を 放ち 得る。 人 は 電球 

の 如き ものである。 獨り ありて は 暗々 黑々 たるの みで ある。 これ 卽ち 罪で あり、 不信で ある。 故に 神 

につな がり さへ すれば、 恰も 電球が 電線に 繁 がりし 如く 卽 座に 輝 光 を 放ちて 周圍を 照す ので ある。 電 

球 は 電線 を 離れ 居て は、 如何に ひとりで 努力し 工夫しても 光 を 放ち 得ない。 人が 神 を 離れての 努力、 

修養、 工夫 は 如何に 積り 重なると も 零の 加重で ある。 我等 は自已 一切の 考量、 工夫、 計 策、 努力 を棄 

てて 唯 生命の 源なる 神に 歸れ ばよ いので ある。 これ 悔改、 復歸 である。 罪 を 離れる 事で ある。 かくす 

れば 線に 繁 がれし 電球の 如く、 求めす して 光 を 放ち 得る ので ある。 

日に 三度 己 を 省る と 云 ふ。 それ は 普通 道德 として は贵 いこと でも あらう。 けれども 基督 敎に 於て は 

無效 である。 反省と 云 ひ 修養と 云 ひ 自己 改善と 云 ふ、 これ を 毎日 毎時つ けても 無效 である。 恰も 汚 

れし 水の 沼より 淸水を 得ん とする が 如く 無效 である。 一度び 此迷 ひを棄 てて 神に 歸す るに 至れば、 こ 

れ 生命の 本源に 槃 がった ので ある 故、 何處 から ともなく 新しき 生命と 光明との 我に 臨み 來るを 感知す 

るので ある、 神に 己 を 任せ 奉り キリスト を 仰ぎて 我の 「義」 となす が 最上の、 最大の、 最初の 事で な 

くて はならない。 人 は 自立して は 暗黑と 死滅 あるの み。 故に 今 も 後 も 永遠の 未来まで も 神に 從 ひ.. 居ら 

すば 光 を 放ち 得ない。 来世に 於いての 完成と 云ひ榮 化と 云 ふ も、 それ は 決して 神 を 離れて 自立す る 意 

味に 於ての 完成 榮化 ではない。 神 は 永へ に 光と 生命の 本源で ある。 玆に造 物 者た る 神の 榮が ある。 人 

は 永久に 神に 從 ひて 此 光と 生命と に與 るので ある。 こ \ に 被 造 物た る 人 問の 榮が ある。 かの 反省、 修 

養、 努力 を 以て 信條 となす 者の 如き は 此簡單 なる 一事 を 忘れて、 人 は 自立して 光と 生命と を發し 得べ 


しとの 思念に 囚 はれし 人々 である。 卽ち被 造 物た る 人間の 位置 を 忘れて、 造 物 者の 位置に 己 を 高めん 

とする ことで ある。 これ 道 德の範 園に 於て は 善で あるか も 知れぬ が、 宗敎 的に 云へば 不幸に して 「無 

謀」 の 名 を 以て 稱 する 外ない ので ある。 

悔 改めて 神に 歸す るに 至れば、 卽ち 「神の 子」 となった ので ある。 「我等 神の 子たり」 と 約 翰 第一 

書に ある。 「凡そ 祌の靈 に 導かる \ 者 は 是れ卽 ち 神の 子な り」 と 羅馬書 八 章 十四 節 は 云 ふ。 然 らば 神 

の 子と なる の 道 如何。 約翰傳 一章 十二 節に 云 ふ 「彼 を 接け 其 名 を 信ぜし 者に は 權を賜 ひて 此を 神の 子 

と爲 せり」 と。 ィヱス を 受け、 彼 を 神の 獨子 として 信受 せし 者に は、 其 信仰に 應 じて 聖靈を 賜うて 

之 を 「神の 子」 と 爲し給 ふので ある。 2^ し 乍ら 斯く 成りし 者と 雖も、 一 度 キリストとの 連結 絕 ゆる 時 

は 神の 子でなくなる ので ある。 彼 は 祌の獨 子なる キリス トに 連って ゐる 限に 於て 祌の 子た るので ある- 

卽ち人 は 神の 獨 子に ありて 神の 子た るので ある。 約翰傳 十五 章の 葡萄 樹の敎 が 能く 示す 如く、 神の 子 

と は 幹なる 獨 子の 枝た る 事で ある。 そして 幹に 充 つる 所の 生命の 液汁 を 受け、 幹と 同體 となりて 生長 

する 事で ある。 これ 神の 子た る 者の 性賈 である。 羅馬書 第 八 章 十四 節 以下 を學 ぶに 方って、 此 事を豫 

め 知って 置かねば ならない C 

基督教と は 人類 の な 神 の 子なる 事、 從 つて 人類が 皆な 兄弟 姉妹 である 事 を敎へ る宗敎 である と 思 

つて ゐる 人が ある。 其傳道 者と 稱 する 人々 の 中に すら 斯く說 く 人が 多い。 併しながら 聖書 は 生れな が 

らの人 を 決して 「神の 子」 と は 呼ばない、 た 「人の子」 と 云 ひ 叉 「アダムの k」 と 云 ひ 又 r 此 世の 

子ら」 と 云 ふ。 そして キリ ス トを 信じ 神に 歸屬 して 神の 國に 人る に 至りし 者の み を 「神の 子」 と 云 ふ 

卽ち 「神の 子」 と は 人類の 全部 を 指さす して 其 小 部分 を 指して 云 ふ 語で ある。 かく 言うた とて、 人類 
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の 小 部分の みが 神の愛の 中に 住み 他 は 悉く 神に 憎まれて 居る と 云 ふので はない。 た 聖書に 記さる、 

文字の 意味 を 明かに したので ある。 

少しく 前に 歸 つて 第 九 節 を 見る に、 共 處に 注意すべき 語句が ある。 「もし 祌の靈 なん ぢらに 住まば 

汝等は 肉に 在らで 靈に 居らん。 凡そ キリストの 靈 なき 者 は キリストに 衝 かざる 者 也」 と ある。 外に 

r 聖靈」 なる 語が 十六 節、 二十 三 節、 二十 六 節 其 他に 幾度 も 用 ひられて ゐる。 卽ち兹 に 神の 靈、 キリ 

ストの 靈、 聖靈の 三つが ある。 しかし？' ら此 三つ は^々 の ものなる が 如く、 义 同一 者 を 指せし が 如く 

に i らの  C-  つとめ  C-  は. ti.b き 

に 見える。 哥林多 前書 十二 章に も 「賜 は殊 なれ ども 靈は 同じ、 職は殊 なれ ども 中 • は 同じ、 また 行爲は 

殊 なれ ども 一切の 事 を 衆の 人の 中に 行 ふ 神 は 同じ」 と ありて、 こ k に 聖靈、 キリスト 、神の 三者が ふ 

しぎに 並べられて 25 るので ある。 神 は 一 にあら すして 父、 子、 聖靈の 三より 成る とい ふ 謂 ゆる 三位 一 

體の敎 が玆に 示されて ゐ るので ある。 約 翰傳十 TO: 章に 「ィヱ ス曰 ひける は、 おし 人 われ を 愛せば 我 言 

を 守らん、 …… 我等き たりて 彼と 偕に 住むべし」 と ある。 これ は 三位の 祌が 信者に 宿る こと を 意味し 

たものと 見る 外に 見方 はない の である。 

0000000000000000000000000000O00 

羅馬書 八 章に 依て 見る に、 人の 救 はる.^ は 實に此 父なる 祌と キリス トと 靈 との 共同 事業で ある。 

換言すれば 三位 ー體の 神の 業で ある。 何故 三が 一 であるの か、 一が 三で あるの か 其现論 的說明 は出來 

ない。 之の 比 論 (Analogy) を 天然 界 より 取る こと は出來 るで あらう。 叉 その他に 了 得 を 助く るた め 

の 多少の 說明は 供し 得よう。 併し乍ら 問題 は 要するに 賁驗の 上の 事實 であると 云 ふ 事で ある。 之 は 神 

の 力 を 味 ひ、 主の 導き を 知り、 聖靈の 助け を 感じた 者の 靈 魂に 於て 實 得せら る k 眞理 である。 實に自 

己の 救が 此 三者の 共同の 上に 成り立つ を赏驗 し、 そして 三と いふ も 賁はー の 中の 三で ある こと を實感 


せる 者に 向て は、 三位 ー體 とい ふ敎義 ほど 滿足 を與 ふるもの はない ので ある。 父 は 上より、 獨子は 似 

より、 聖靈は 下より 働きて 人の 救 は 成る。 卽ち甲 は 召し、 乙 は 助け、 丙 は 擡げる ので ある。 これが 人 

の 救 はる \ 唯一 の 道で ある。 

兹に 一 の 家族 ありて、 其 中の 一 子が 家 を 去りて あらぬ 道 を 走りし として 見よう。 その 時 は 家中 總が 

かりで 此子を 家に 取り 戾 さんと する。 父 は 威厳 を 以てする 愛、 母 は 慈悲 を 以てする 愛、 兄 は 同情 を以 

てす る 愛に 依りて、 三方 面よりの 共同 働 作 を 以て 其 子 を 救 はんとす る。 か k る 三者 共同の 愛 あらん か 

頑 硬なる 不幸 兒と雖 も 遂に は 悔いて 立ち 歸ら ざる を 得ない。 神 は 人の 弱き を 知り 給 ふ。 人 は 三方 面よ 

りの 愛の 包圍攻 擊に會 せす して は 容易に 神に 歸り 得ない ので ある。 玆に 神の 靈が 父の 如く、 聖靈が 母 

の 如く、 主 キリストの 靈が 兄弟の 如くに して、 上より、 下より、 侧 より 共働して 初て 人 を 救 ひ 得る の 

である。 恰も 人の 肉 體に病 息 あらん か 全 肉 體が總 が、 りに て 之を醫 さんと て大 活動 を爲 すが 如く、 一 

人の 迷 へ る 子の 救の ために は 三位の 神の 全體的 活動 を 要する ので ある。 かくて こそ 人 は 神の 子と せら 

る k ので ある。 以て 神の 子た るの 特權と 榮譽と 幸福と 恩寵と を 知 るべき である。 そして 此三は 三に し 

て 一 であると いふの が 三位 一 體の敎 である。 

三位 一 體とは 理論の 上に は 容易に 理解し がた きこと である。 併し乍ら 此の 理由 を 以て 此の 大切なる 

眞理を 否定 せんとす るは大 なる 愚で ある。 凡て 眞理 とい ふ もの は— 殊に 宗敎 的眞理 は— 頭腦で 解った 

からと て眞に 解った ので はなく、 頭腦で 解らぬ からと て W. 〈に 解らぬ ので はない。 頭腦 はた^ 理論と い 

ふ 表面の 事 を 知る だけの 作用し か 表 はさない。 靈 魂に 於て 實 得する と 云 ふの は 之と は 犬に 異なる 事で 

ある。 靈 魂の 求む る 所 は 理論で はたい、 實感 である。 三-化 ー體 とい ふが 如き も 理論の 說明は 充分に 出 
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來 ない。 頭腦 では 容易に 解らない。 併し乍ら 神の 子と せられた 者 は、 實驗の 上に 此眞理 を 味 得する の 

である。 

神の 靈に 導かる、 者 は 神の 子で ある (十 ra 節)。 此靈は アバ 父よ と 呼ぶ 靈 である (十五 節)。 聖靈 

は 我等が 神の 子た る こと を證 する (十六 節 )o かく 旣に 神の 子と せらる。 然 らば 子と して 何 か 讓り受 

くる 嗣 業が あるか。 十七 節に 曰 ふ 「我等 もし 子たら ば 又 後嗣た らん、 卽ち 神の 後嗣に して キリストと 

偕に 後嗣た る ものな り」 と。 神の 子と せられし 者 は キリスト と共に 後嗣と せらる と 云 ふ。 然 らば 嗣業 

として 何 を 賜 はるので あるか。 答へ て 云 ふ 嗣業は 改造せられ たる 宇宙 萬 物で あると。 神の 子 は 改造せ 

0OOO0  0O0OOO  ooooo〇o〇oooo〇o〇oooo〇〇〇o 

られ たる 體を與 へられて、 改造せられ たる 全 宇宙 を嗣 業と して 受ける ので ある。 之が 神の 子の 特權で 

あり、 榮光 である。 全 宇宙 を 改造して 之 を 彼 を 信す る 者に 與 へんと する が 神の 聖意 である。 三十 二 節 

に 「己の 子を惜 ますして 我等 衆の 爲に之 を 付せ る 者は豈 かれに 併へ て 萬 物 を も 我等に 賜 は ざらん 乎」 

と ある を 見よ。 萬 物と 云 ふ。 我等 は 宇宙 萬 物の 下賜 を 事實に 於て 望んで ゐ るか。 我等の 希望と いふの 

は どれ 程の 希望で あるか。 我等 人間 は實 につまらぬ 物 を 最大の 望と して 居る ではない か。 恰も 小兒が 

小さき 玩具 を與 へられて 滿 足し、 親が 更によ き 物を與 へんとの 心 を 有つ も 之 を 知らぬ が 如く、 人類 は 

狭き 地上に 於け る 小 地位、 小名 譽、 小 资財を 得ん ために 營々 努力して、 神が 全 宇宙 を與 へんと して 待 

ち 給 ふに 氣 がっかない。 小 玩具 を 得て 全き 滿足 を感 する 子 を 見て 親が それ を 偶む 如く、 神 は 小さき 物 

を 得て 得意げ に滿 足す る 人間 を 愍み給 ふので ある。 實に全 宇宙 を 賜 はる 光榮が 人類の 前に ある 事 を 知 

ら すして、 遙 かに 小なる 地上の 一 得 一 失に 悲喜 哀苦 する 事の 愚か さよ！ 

改造され たる 宇宙 萬 物の 賦與、 之れ が 神の 側より 視 たる 人の 救で ある。 救と は 之れ 以下の 事で はな 


い。 神の 子と せられた の は、 卽ち 基督 者と せられた の は 之を與 へられん が爲 である。 罪より 救 ひ、 死 

より 救 ひ、 遂に 全 宇宙 を 賜 ひて 其處に 限りなき 生命 を附與 する 事 これ 卽ち 救で ある。 神の 心 は 常に 之 

である。 然るに 人は玆 まで 到らない。 基督 者と 稱 する 者 さへ も 多く は 小さき 修養、 道德的 改善、 社會 

奉仕、 淺 薄なる 愛の 實行を 以て 滿 足せる 有樣 である。 これ 實に 基督 者た る 事の 意味 を 知らざる こと、 

神が 人 を 神の 子と せし 御 心 を 知らざる ことで ある。 我等 菜して 此大希 を 抱きて 其のた めに 聖書の 研 

究 をして 居る か。 小道 德ゃ小 改善 や 社 會救濟 位 を 目的と して 聖書 を 研究して 居る か。 我ら 深く 省察す 

ベ きで ある。 

「神の 後嗣に して キリスト と共に 後嗣た る 者な り」 と 云 ひて、 パゥ II の心は右の如き大希^11;|に躍り 

立った に 相違ない。 そして 自ら 描きし 天 國の榮 光に 却て 眼く らまん とする 如く 感じた に 相違ない。 光 

の大 なる は 人 をして 眩惑せ しめる。 そして 夢より 醒めし 如くに、 基督 者の 此 世に て受 くる 苦み を 想起 

して 彼 は 言うた 「我等 もし 彼と 偕に 苦み を 受けな ば 彼と 偕に 榮を も受 くべ し」 (十七 節 後半) と。 此 

# に 於て キリスト と共に 苦む は 基督 者の 當然の 運命で ある。 今の 苦難、 後の 光榮、 これ は連績 せる 一 

事の 前と 後と である。 又 この 苦難 はかの 榮 光の 反面で あると 云 ふ 事 もで きる。 故に 苦み を訴 へて 哀聲 

を 放つ ので はない、 榮 光の 反面と しての 苦み を 思 ふので ある。 そして 此 「苦み」 たる 基督 者 特有の 苦 

みで ある。 此 「歎き」 たる 基督 者 特有の 歎きで ある。 あまり 大 なる 榮 光なる がた め 歎きが 伴 ふので あ 

る。 故に 宇宙と 共に 歎く 悲歎、 祌 と共に キリスト と共に 聖靈 と共に 歎く 悲歎で ある。 か i る 深刻 莊大 

なる 歎きが 他の 何處 にあら うや。 如何なる 文舉者 か此大 悲歎 を 筆に し 得べき。 深く して 大、 到底 筆に 

も 言語に も 表 はしが たい ものである。 
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さり 乍ら 「われ 意 ふに 今の 時の 苦み は 我等に 顯 はれん 榮に 比ぶべき に 非す」 と 十八 節に 在る。 凡て 

の 基督 者の 苦み も、 後に 賜 はらんと する 榮に 比して は あまりに 小で あるので ある。 それほどに 賜 はら 

ん とする 榮は大 であるの である。 あ、 謡 かこの 榮に心 躍らざる べき。 誰か 此榮の 約束に 歡 喜の 膏全、 や 

をうる ほす を 禁じ 得べ き。 ， ^歡 喜の 歌 は 口 をつ いて 出で ざる を 得ない ので ある。 


. 第三 十九 講 救の 完成 (六) 

第 八 章 十八 ー 二十 二 節の 研究 

种の 子と ら^し^ は、 キリスト と共に 後- 1 たる ものである。 卽ち 改造せられ たる 宇宙 萬 物 を受く 

おら- 

る ものである。 此大 なる 榮光 を受 くべき 基餐者 にん r 在る もの は 「苦み」 である。 しかし 乍ら 「我れ 意 

ふに 今の 時の 苦み は 我等に 顯 はれん 榮に 比ぶべき に 非す」 (十八 節) である。 榮 より 苦み へ、 苦み よ 

り榮 へと 思想 はー轉 しー乂  W 轉 する。 恰も 雲の上に 雲が 湧き出で て 重なり、 叉 其 上に 雲が 湧き出で て 重 

なる 如く、 偉大なる 思想 は績々 生起して 請 者 を 眩惑 せんとす る。 しかも 之 だけに.^ まらす 益々 進みて 

大 思想 は大 思想 の 上に m なって 起る ので ある。 

* 督 者に 今 在る もの は 苦み である、 後受 くる もの は 宇宙 萬 物で ある。 此事を 心に： まきて 我等 は 十九 

節 以下 を讀 むべ きで ある。 


S それ 受造 者の 切 0 は祌の 諸子の 顯 れんこと を俟 てるな り。 ^そ は受造 者の 虚空に 歸ら せらる 

る は 其の 願 ふ 所に 非す。 卽ち 之れ を歸ら する 者に 因れり。 また受 造 者み づ から 敗 壌の 奴た る こ 

と を脫れ 神の 諸子の 榮 なる 自由に 入らん こと を 許されん との 望み を 有た されたり。 萬の 受：？ 3 者 

は 今に 至る まで 共に 歎き 共に 勞苦 むこと ある を 我等 は 知る。 

兹に 「受造 者」 と ある は 何 を 意味す るかが 問題で ある。 原語 ktisis  (クチ シス) は 創造の 行爲を 指す 

か、 または 創造され し 物 (卽ち 宇宙 萬 物」 を 指す 語で ある。 しかし 後者の 場合に 於て、 此語は 宇宙 萬 

物の 中より 其 一 部 を 除きて 殘部 のみ を 指す ことがある。 例へば 哥羅西 書 一 章 一 不三 節に 於て は 此語を 

「萬 人」 と譯 し、 馬可傳 十六 章 十五 節に は 「凡ての 人」 と譯 して ある。 之と 反對 に、 人類 を 除きて 他 

の 無生物 有 生物 全部 を 指す 場合 も あり 得る ので ある。 卽ち此 語 は 全 宇宙 を 指す か、 人類 だけ を 指す か- 

叉 は 人類 以外の 有 生物 全部 卽ち 「天然」 を 指す か、 此 三の 中の 一 でなくて はならない。 そして 此 場合 

に 於て 此語は 「神の 諸子」 に對 立して 用 ひられて ゐ るから、 少く とも 「神の 諸子」 は此 語の 中に 含ま 

れて 居ない ので ある。 又 不信者が 信者の 榮 化さる、 時 共に 榮 化さる、 と 云 ふ 事 は 聖書の 原理に 反する 

ことで あるから、 不信者 は 除いて 見ねば ならない。 信者と 不信者 を 合せれば 全人 類と なる。 故に 玆の 

「受造 者」 は 人類 を 除きた る 宇宙 萬 物卽ち 「天然」 を 指した ものと 見る 外見 方 はない ので ある。 (マ 

ィャ ー の 羅馬書 註解に 於け る 明晰なる 說明を 見よ)。 そして 此 見方 は 古來 多くの 優秀なる 舉者 によつ 

て 支持せられ たる ものである。 敎父 時代の 大擧者 タリ ソス トム を 始め、 宗教改革 時代の 學者 として は 

エラスムス、 カル ビン、 近世の 擧者 として は トル ック、 ホ フ マ ン、 マイヤ ー、 ゴ ー デ ー 等 一 流の 聖箐 

學者 にして 此 見方 を 採る 人が 甚だ 多い ので ある。 
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(  むなしき 

然 らば パゥョ は玆に 天然 物の 深き 筝： と 歎きと を 述べた ので ある。 彼等 は 今 虚空に 歸ら せられて 居る 

が、 それ は 固より 自 から 望んでの 事で はない。 た^ 人類 噴 落に 起因 を發 して 彼等に 此の 否運が 臨んだ 

ので ある。 故に 彼等 は 神の 子た ちの 榮化 と共に 自ら も 亦 (议興 完成 せんこと を 切に 望んで ゐる。 彼等 は 

今に 至る まで 苦み っ&、 歎きつ &、 切に 望みつ &、 自由に 入らん 日 を 待ちつ、 あるので あると。 これ 

パ ゥ 口 が 羅馬書 八 章 十九— 一 一十一 一節に 於て 說述 せし 所の 大意で ある。 

バウ a の 文に は 人事よりの 比喩が 甚だ 多い。 彼 は 信仰の 生涯 を 度々 徒歩 競爭 にたと へた (哥 前書 九 

章 二 ra 以下、 f ュ比書 三 章士丁 十四、 提 後書 四 章 六— 八 等)。 信者の 圍體を 人 體に譬 へた (哥 前書 

士 一章 等)。 又 信者の 働き を 兵卒、 角力 者、 農夫 等の 仕事に たと へた (提 後書 二 章 三 I 六)。 彼 は 人 

間と 其 活動と に 深き 興味 を 感じた 人であった。 しかし 彼 は あまり 天然 物に ついて 記さない。 又 天然 物 

を 人が 複製した る 所の 美術に ついて 記さない。 故に バウ n は 天然と 美術と に 冷淡で あつたと 云 ふ 人が 

ある。 美術に ついては 玆に曰 はす、 天然に ついては 果して 彼 は 冷淡で あったら うか。 成る ほど 彼 は 個 

0000000000000000  00000000000 

個の 天然 物に ついては 餘り 記さない。 しかし 彼に 深いく 天然 觀 があった。 彼 は 天然の 表 を 見す して 

深く 其 内 を、 其 心 を 見た 人であった。 之 を 示す ものが 羅馬書 八 章の 此數 節で ある。 彼 は 心 を 潜めて 天 

然の 呻きの 聲を 聞き、 その 悲慘 なる 實狀を 痛感し、 その 復興 完成の 望 を 高調す る。 實に 宇宙 萬 物の 代 

辯 者なる が 如くに、 彼 は玆に 切々 たる 呻吟 翹び w の 歌 を 奏でた ので ある。 彼の 天然 觀は 預言者 ィザャ の 

それで ある。 近代 文人の 天然 觀に遙 かに 勝る ものである。 

天地 萬 有 は 今 「敗 壞の 奴」 であると 云 ひ、 虚空に 歸ら せられて 居る と 云 ふ。 二十 節に 「受造 者の 虛 

さに 歸ら せらる、 は」 と ある は歸ら せられし はと 改譯 すべき 者で ある。 卽ち旣 成の 事と して 記された 


ので ある。 然 らば 何時、 如何にし てと 云 ふ 問題が 起る。 之に 答 ふるもの は 創世記 三 章 十七、 十八 節で 

ある。 曰く  r 汝、 我が 命じて 食 ふべ からすと 言 ひたる 樹の果 を 食 ひしに 因りて 土  (地) は汝 のために 

r  A  ； y あざみ 

詛 はる …… 土 は 荊棘と 薊と を汝 のために 生すべし」 と。 これ 神が アダムに 吿げ給 ひし 語で ある。 卽ち 

一な し *.」  や ぶ れ しもべ 

始祖 B: 落の ために、 地 も 亦 虚空に 歸 せしめられて 敗壞の 奴と なった と 云 ふので ある。 實に 天然と 人と 

は 不思議の 絲を 以て 繁 がって ゐる。 人 死して 天 然も 亦 死し、 人生き て 天然 も 亦 生きる。 人類の 噴 落 は 

明かに 天然の 敗 壞を惹 き 起した ので ある。 人と 萬 物と は 運命 を 同う する。 人が 罪の 捕囚と なって 墮落 

して、 萬 物 も 亦 虚空に 歸 せしめられつ & ある。 人と 天然と を 一 貫して 一 の 心が 流れて ゐる。 天然 は 人 

と共に 苦み つ、 今に 至った ので ある。 斯くて 萬 物 は 人と 等しく、 その 創造 せられし 目的 を 達する 能 は 

すして 苦悶の， 呻吟 を績 けて ゐる。 これ 天然 界の 實狀 であると。 これが パゥ C1 の 天然 觀 である。 

「それ 受造 物の 虚空に 歸ら せられし は 其 願 ふ 所に 非ず、 卽ち之 を歸ら せし 者に 因れり」 (サ節 改譯) と ある 中. 

最後の 句の 意味に つ いて は 諸說が ある。 之 を歸ら せし 者と は 何 を 指す かが 問題と なる ので ある。 或 人 は r 祌」 

と Hr 或 人 は 「サタン」 と 見 • 或 人 は 「アダム」 と 見る。 何れにせよ、 バウ 口 は 萬 物 败续の 原因 を 人類 墮 落に 

置いた ので あるが- 萬 物 を 虚空に 歸せ しむる 力 は サタンに も アダムに も 無い 故. やはり r 祌」 と 見る を 正しと 

すると 田； J ふ。 

や ぶ H しもべ 

天然 を 敗瓌の 奴と 見る バウ a の 天然 觀は、 普通人の それと は 全く 異なる ものである。 普通人 は 天然 

を 以て 美の 充溢す る 所と なし、 それに 對 して 人の 汚れ を 歎じ、 天然に 恆 久不變 を 見て 人の 世のう つろ 

ひ 易き を悲 む。 しかし 是れ淺 き 天然 觀 である。 天然 は 美 なれ ども それ は 表面 だけの ことで ある。 一歩 

深く 其內に 入れば 醜怪、 混亂、 殘害、 爭鬪 である。 百花 美 はしく 咬き 揃 ふ 叢の 中に 恐ろしき 生存の 戰、 
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殺伐なる 弱肉強食が 行 はれて ゐる。 彼等 は 凡て 己よりも 弱き もの を 虐げて 己より 强き 者に 虐げら る \ 

の悲慘 なる 有様に ある。 地の 上の 到る 處に 之が 行 はる V と共に、 水中の 到る 處に 同じく 之が 行 はれて 

ゐ る。 しかも 之 は單に 自己の 生^に 必要な 範 園に 止まらす して、 唯 他の 生命 を 絶ちて 快と する 殘虐に 

まで 達して ゐる。 鼬が 鶴 を 襲 ふ 場合の 如き は卽ち これで ある。 卽ち唯 他の 生命 を 絶ちて 快と する ので 

ある。 叉 猫が 鼠 を 弄 殺す る 如き は、 他の 苦む を：： て 快と する 慘虐 性の 發露 である。 その他 数へ あげれ 

ば 限りがない。 實に 天然 # 界 より は 苦悶の 叫びが 口に 夜に 登って ゐる。 彼等 は 皆 一様に 自己の 解放と 

自由 を 希って ゐる。 そして 神の 子た ちの 榮化 と共に 已等も 復興し 完成 せんこと を 切望して ゐる。 實に 

パゥ& が兹に 記せし 通りで ある。 

實に 人類の if 落 は 地の S- 落 を惹き 起した。 人 は 如何に 地 を 荒した ことで あらう。 又 荒しつ、 ある こ 

とで あらう。 今 地 を 母と し 人類 を 其 子と せよ、 母なる 地 は 如何に 豐 富なる 物資 を 子の ために 備 へて 置 

いた ことで あらう。 先 づ其ー として 石炭 を 擧げる ことが 出來 る。 之 は 幾 萬 年間の 年月の 產 物であって 

再び 得が たき 貴き 物資で ある。 然るに 人類 は 其利愁 のために 之 を i や： 費す る こと 激甚に して、 もはや 百 

二十 年後に は 地中に それ を 見る 能 はすと 云 はれて ゐる。 石油 も 同様であって、 近 來の此 濫用 は その 盡 

きる 時の 近き を 思 はせ る。 之 等 は 皆 戰爭、 及び 平生の 戰備、 或は 工業の 爲に用 ひられる ので あるが、 

善用 さる k 場合 は 少なく、 多く は 人間の 愚なる 好戰 心、 利愁 心、 企業心の ために 濫費 せられて 居る の 

である。 之 等 は  一 二の 實例 たるに 過ぎない。 墮 落せる 人類が 自然界 を 征服す ると 稱 して、 破壞 しつ 、 

來り しこと は餘 りに 明瞭なる 事で ある。 

比の 敗壞 されし 天然 は 人類の 完成と 共に 完成 せらる と パゥロ は 言 ふので ある。 以賽 書 十 一章 一節 


—九 節に 於け る 預言者 ィザ ャの大 希望が、 卽ち羅 馬 書 八 章 十九— 廿ー 一節に 於け る 使徒 パ ゥ n の大 希望 

である。 これ 使徒 行 傳三章 二十 一節の 「萬 物の 復興」 である。 此完き 平和、 萬 物の 救の 完成の 希望 を 

迷信と して 嘲る 人 は 多い。 併し 我等 は此事 を敢て 確信す る ものである。 人に 天然 を 支配す る 力 ある こ 

と は事實 である。 フランシスの 如き 架き 人が 能く 動物 を 制御し 得し を 思へ。 故に 人が 良くなる 時 は 天 

然も 良くな り、 人が 完く救 はる k 時 は 天然 も 亦 完く救 はると 見る は、 決して 不合理で はない ので ある。 

あ k 神の 力 は 無^で ある。 宇宙 萬 物の 運命 は 未だ 縮らない。 或 時 来らば，： 千宙の 改造 は 人類の 完成と 

共に 起る ので ある。 神の 造り 給 ひし {H 由 萬 物の 根 抵には 今尙ほ 復興の 力が 潜んで ゐる。 勿論 神に は 全 

能の 力が ある。 今日の 自然 科擧も 宇宙に 潜在す る 一種の 高大なる 目的 を 認知して、 この 聖書 的 希望 を 

否認せ ざるの みか 却て 裏書す る狀 態で ある。 祌は或 時 その 無限の 力 を 以て 吾..^ を 復活せ しめ、 同時に 

；大然 を 復活せ しめ、 かくして 宇宙 萬 物 を 創造し 給 ひし 最初の 目的 を 完成し 給 ふに 相違ない。 神 は キリ 

ストに ありて 我等の 深き 罪を宥 して 我等 を義 とし、 我等 を聖 め、 旣に大 なる 恩惠を 雨の 如く 我等に 注 

いだ。 この 恩惠は 我等の 完全なる 救にまで 至らす ば已 まない ので ある。 我等 は 叉 それまで 至らす ば滿 

ち 足らない。 今迄 受けた る恩惠 より 推して 更に 大 なる 此恩惠 を 賜 ふこと を 我等 は 信す る。 そして 我等 

は 天然の 敗壞を 深く 悲 むが 故に 天然 も 亦復與 せんこと を^む。 而 して 神 は その 所 造た る 天然の 荒廢を 

必す醫 やし 給 ふので ある。 かくて 人と 天然と 共に 救 はれて 萬 物 悉く 完成し、 たぐ 平和と 歡喜 のみが 全 

天 全地に 充 つるに 至る ので ある。 

此大希 なくして 福音 は 福音で はない。 この 大實 現な くして 祌は 神で ない。 もし 福音が 之れ 以下の 

ものなら ば！ i 昔 は 幅 音で はない。 もし 神が 之れ 以下の もの なれば 祌は 神で ない。 人と 天然と 共に 救 は 
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る、 事、 これ 實に 福音 的救濟 である。 玆に 人類の 希望が 懸かって 居る ので ある。 

第 四十 講 救の 完成 (七) 

第 八 章 二十 二 I 二十 七 節の 硏究 

羅馬書 八 章の 如き は 其 各 節が 大 思想の 醒 縮であって、 备の 一 節が 優に 一 囘の 講演の 題目たり 得る も 

ので ある。 殊に 今日 研究の 箇處の 如き は 其 感を强 うする 所で ある。 しかし 乍ら 今日は 「三つの 啤き」 

と 云 ふ 事 だけ を 主題と して パ ゥ の 心 を 探る ことにする。 之に て 彼の 云 ふ 所が 全部 は 解らない まで も 

可成り の 度合まで は 解る ので ある。 今 左の 聖 句に 注意し 度い。 

萬の 受造物 は 今に 至る まで 共に 歎き (呻き) 共に 勞苦 むこと ある を 我等 は 知る。 

みづか  曹ま, 厶 

た ^ 此 等の ものの みならす、 聖靈の 初て 結べる 資を 有て る 我等 も 自ら 心の中に 歎きて (呻 

きて) 子と ならん こと 卽ち 我等の 身 體の敕 はれん こと を俟 つ。 

§ 聖靈も 亦 我等の 荏 弱 を 助く。 我等 は 祈るべき 所 を 知ら ざれ ども 聖靈 みづ から 一一 百 ひがたき の 

慨歎 を以、 て (呻き を 以て) 我等の ために 祈りぬ。 

「慨歎」 と譯 する よりも 「呻き」 と譯 すべき ものである。 二十 二 節と 二十 三 節に は 動詞、 二十 六 節に 

は 名詞に 用 ひて あるが 三つと も 「呻き」 である (英語 聖書 groan;  groaning.s〕o 卽ち玆 に 三つの 呻 


きが 說 かれて 居る ので ある。 第 一 は 萬 物の 呻き、 第一 一は 基督 者の 呻き、 第三 は 聖靈の 啤 きで ある。 

「萬の 受造 物」 の 呻きに ついては 前！ i にも 述べた 通り 實に 偉大なる 天然 觀 である。 二十 二 節の 「， 勞 

苦む」 は 產の劬 勞を爲 す 意味で ある。 大なる 母た る 宇 {由 萬 物 は 冲 きて 產の 劬勞 をな して 居る と 云 ふの 

である。 何のた めの. i. 吟 痛苦 ぞ、 曰く 救 はれて 榮 化せられた 神の 子た ち を 生まん ためで あり、 それと 

同時に 自身 も 亦 救 はれて 復興 完成 せんた めで ある。 我等 今 この 大 なる 母の 胎內に 抱かれて 自己の 出產 

を 待ちつ- -、 母の 苦悶の 聲を 耳に 受けて 居る ので ある。 かくの 如き 心 持に てパゥ n は此言 を爲 したの 

であらう。 げに 雄大なる 思想、 深奥 莊 美の 天然 観と 云 ふべき である。 天然の 奥 ふかく 分け入りて 其處 

に 痛切なる 苦悶の 叫 を 耳に 受け、 而も その 苦悶が 結 望の それならで 希望の それなる こと を認 む。 その 

深さよ！ その美 はし さよ！ 

而 して 近時の 自然 科學も 亦、 萬 有 は 自己の ためにお せす して 或大 なる 目的の ために 存 する もので あ 

るとの 事 を 認め 始めた ので ある。 萬 物は必 しも 自己の ためにの み存 せす 各々 他 を 助く る 意味に て 存在 

し且 働く、 そして 相 協力し っ&或 共通の 目的に 向て 進みつ \ あると、 これ 近時の 改造せられ たる 自然 

科 擧の敎 ふる 所で ある。 故に パゥ の 玆に說 く 所の 萬 物 完成の 希望 は、 必 しも 一宗 敎熟心 者の 夢と し 

て 斥くべき 者で はない。 近頃の 科學 がそれ に 裏書 こそ すれ、 決して それ を 斥けようと は爲 ない ので あ 

る。 我等 もし バウ 0 の 此心を 以て 天地 萬 有に 對 せんか、 その. i 'きの r 產の 苦み」 たる を 知りて、 春 待 

っ人の心の如く云ひ難き希^11^;の樂しさに心躍るでぁらぅ。 然ると き は 野に、 あく 一  莖の野 花に も、 空に 

ひ 5^ く 雲雀の 歌に も、 希望の 色と 歌と を强 くく 味 ひ 得る であらう。 

第一 の. §■ き は 天然 萬 物の 呻きで ある。 第二の 呻き は 信者の 砷 きで ある。 之 を 記せし が 右に 掲げし 二 
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.r 一一 一節で ある。 ri^f, 靈の 初て 結べる 實を 有て る 我等」 は 「御靈 の 初の 實を もてる 我等」 と改譯 すべき 

である。 此 語が 基督 者 を 指す ものである こと は 明かで あるが、 それが 初代 信者 を 指した のか 或は 一般 

的に 凡ての 信者 を 指した のかが 問題で ある。 H ラス ムス を 初と しォ ルス ハウゼン、 マイヤ ー 等の 甲說 

を 採る 舉者も 少なくな く、 ク リソス トム を 初と し カル ビン、 ト ルック、 ゴ ー デ一等 乙說を 採る 舉者も 

亦 多い ので ある。 甲 說に從 ふ 時 は 「御靈 の 初の 實」 と は 初代 敎會に 降りし 恩惠を 後批の それと 對 比し 

て抬 した ものと なり、 乙 說に從 ふ 時 は 信^ の此 世に て 受く る 恩惠を 後に K 乂く ベ き 恩 惠と對 比 して 指し 

たこと になる つ 永久 的眞理 を說く をキ； 眼と せし パ ゥ n の 心に！^ ふる 時 は 乙 說の方 有力な りと 思 はれる。 

此の 基督 者が 心の中に 呻きて 子と ならん こと、 卽ち 我等の 身 體の救 はれん こと を 待つ と 云 ふので あ 

る。 「子と ならん こと」 と は 天 つ 御 國に迎 へられて 神の 子と しての 實を備 ふに 至らん ことで ある。 今 

すでに 神の 子で は あるが、 更に 名實 共に 備 はれる 祌の 子と ならん こと、 卽ち キリストに 似ん 事で ある。 

そして 此事を 云 ひ 直せば 「我等の 身 體の救 はれん こと」 である。 身 體 まで 救 はれて 全部 救 はれる ので 

ある。 我等の 苦み 我等の 歎く ことの 最大 原因 は、 此： 1:5 き 肉體の 中に 靈 魂が 閉ぢ こめられて 居る 事で あ 

る。 「その 魂に は 願 ふなれ ど肉體 よわきな り」 (マ タイ 傳ニ 六の 四 一〕 である。 此 體 まで 潔め られ すして 

は 救 は 完成した のでない。 かく パゥ n も考へ 我等 も考 へる。 彼に は-非の 歎き あり 乂體の 歎きが あった。 

故に 彼 は旣に 完全に 救 はれた と は 決して 云はなかった。 「信仰の 初より 更に 我等の 救 は 近し」 ( a マ 書 

十三の 十一) と 云 ひて 只管に 救の 全く 成る 日 を 待ち^んだ。 その 時 體も亦 救 はれる、 卽ち榮 光の 體を與 

へられる と 彼 は 確信して 疑はなかった。 

この 復活 體を與 へらる，^ こと を 望みて. ！■  く、 これ 基督 者の f- きで ある。 (仅 活に關 して は科學 的に 或 


は 反對が あるか も 知れぬ" 併し乍ら 此 不自由なる 體に圍 まる i 人の 魂に 深き 呻き-— 歎きの ある 事 は 事 

實 である。 この 呻き、 歎き は 何 を 意味す るか。 これ 體も亦 救 はれ、 榮 化し、 以て 身 も 魂 も 完全に 達せ 

ん こと を哀求 しつ、 ある 所の 呻きで はない か。 げに魂 は 永久に 朽ちざる 幕屋、 榮 光の 體を與 へられす 

ば滿 足しない ので ある。 故に 我等 は キリストの 復活 を 信じ、 且 彼に 在る 者の 復活 を 信す る。 そして 呻 

きつ，^ 忍耐して 其 日 を 待つ。 悲歎の 呻吟で はない、 產の 苦み の 呻吟で ある。 希望に 躍り 乍ら 苦む 所の 

苦で ある。 故に .i- きつ、 待つ ので ある。 されば 二十 四、 五節に 曰 ふ 「我等が 救 を 得る は 望に よれり。 

然れど 望 を 見ば 亦 望な し。 旣に見る所の者はぃかで尙ほ之を§"^!まんゃ。 もし 我ら 未だ 見ざる 者 を tiM ま 

ば 忍びて 之 を 待つべし」 と。 「忍び」 と は 迫害の 中に ありて 變 らす且 堅く 信仰に 立つ こと を 意味す る 

(サン デ ー〕、 此 忍び を 以て 偏に 其 日 を. i- きつ k 待つ ので ある。 

天然の 呻き あり、 信者の. i. き ありて、 更に g^lK の 呻きが ある。 これ 第三の 呻きで ある。 上揭の 二十 

六 節は卽 ちそれ である。 聖靈も 亦 われらの 弱き を 助ける。 そして 我等 は 祈るべき 所 を 知らないが (如 

3： にして 何 を 祈る が眞の 祈なる か を 知らす して、 祈る ベ からざる を 祈ったり 又 祈る ベ きを 祈らな かつ 

たりして 居る が〕 聖 靈みづ から 言 ひ 難き の 呻き を 以て 我等の ために 祈る とい ふので ある。 3： たる 深き 

言葉、 何たる 大 なる 思想 ぞ。 筆舌 を 以て 之を說 明す る こと は 出来ぬ。 た^ 此言葉 を 我等の 魂に 於て 味 

はんの みで ある。 

抑 も 「冲 き」 と は 如何。 呻きと は 云 ひがたき 感情の 發 露で ある。 文法 上 間投詞 (lutel.jeeticlo と 

云 はる、 r ァ、」 「 ォ、」 の 類 は 卽ち啤 きで ある。 人の 外に 發 する 者の 中 最も 深き もの は 雄 辯で はな 

い、 「冲 き」 である。 死の 場合、 生の 場合、 其 他 一 大事の 場合、 大 感情に うたれ し 場合、 大 思想の 湧 
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起せし 場合、 大希. ぼ S に 心お どる 場合、 凡て か k る 時に 於て は 言語 は 心の 發表 を爲し 得すして、 唯 呻き 

の 間投詞の みが 役 だつ ので ある。 凡て 言語に 移し 得ざる 場合、 卽ち 口に 一一 目ひ盡 されぬ 場合に r 冲き」 

が 出て くるので ある。 t 'きと は斯 くも 深き ものである。 この 冲 きを； 大地 萬 有が 發し、 基督 者が 發し、 

聖靈 も亦發 すると 云 ふ。 崇高の 極み、 壯大比 ひなし と 云 ふべき か。 

「^^：靈自から言ひがたき冲きを以て我等のために祈る」 と改譯 すべきで ある。 我等 は 何 を 祈るべき 

か 知らない、 祈りても 眞の 祈と ならぬ ことが 多い。 この 足らざる を聖靈 が 補 ひ 給 ふ。 此 場合の 祈る は 

原意 執 成す である。 聖靈は 信者の 弱き 故に 之 を 助け、 その 祈の 足らざる 故に 彼のた めに 父に 執 成す の 

である。 これ 赏に 信者の 心に 於ての 深き 實驗 である。 聖 靈我衷 にあり て 我の 弱き を 助け、 我の 祈の 足 

ら ざる 故に 我の ために 父に 執 成す。 我の のために 父に 謝し、 我の 救の ために 父に 乞 ひ、 一一 一一 a ひがたき 

呷き を 以て 父に 向って 我に 代りて 祈る。 か&る 時の 祈 は 勿論 rf- き」 である。 た の 呻きで ある。 し 

かし 數萬言 に まさる 冲 き、 無量の 思 ひ を こめた る 呻きで ある。 この 聖靈が l- きつ k 我等の 衷 にあり て 

祈り 且執 成す。 實に神 御自身が 我 を 救 はんとして 常に 我と 共に ありて 働く ので ある。 かく 知って 我等 

何 を 以て か 感謝しょう。 唯 感謝の t- きのみ、 然り 感謝の i- きのみ！ 

二十 七 節に 曰 ふ 「人の 心 を 察 給 ふ 者 は^ 靈の意 を も 知れり。 そ は (聖靈 は) 神の 心に 5^ ひて 聖徒の 

ために 祈れば 也 (執 成せば 也ヒ と。 「人の 心 を 察 給 ふ 者」 と は 神 を 指して 云 ふ。 詩 七篇九 節に 「た 

だしき 神 は 人の 心と と を 探り 知り 給 ふ」 と ある。 この 祌は 勿論 「聖霊の 意」 を 能く 知り 給 ふ。 信者 

を 助けて 其 足らざる を 袖 ふ 架靈の 意、 聖 靈の冲 きの 意味 は 彼 はよ く 知り 給 ふ。 我等の ための その 執 成 

はま さしく 彼の もとに 達す るので あ る。 もと/ \ 聖靈は 唯 自身 の 心の み を 以て 聖徒の ために 祈る ので 


はない。 實に 「神の 心に 從 ひて」 聖徒の ために 祈る ので ある。 卽ち卯\1:靈が呻きて信者のために^^成す 

の は 全く 祌の聖 意に 從 つての 事で ある。 され ば 其 祈、 其 執 成 の 限な き 效 ral< を 我等 は 思 は ざ る を 得な い 

の である。 

OOO0O0000O0  00  ®®®©©®®® 

眞の 祈り は 唯の 祈りで はない、 一種の 預言で ある。 卽ち必 す 成就すべき 事 を 前以て 語に 表 はすこと 

である。 「神の 心に 從 ひて 祈る」 と 云 ふ 祈は此 種の 祈で ある。 然 らば 殊更に 祈りて 祈願の 意 を 表する 

必要 はないで はない かとの 反對が 起る であらう。 併し乍ら 眞の祈 は 祈願と 云 ひて 或 事 を 願 ひ 求む る こ 

とで はない。 之 は 實に靈 魂 の 呼吸で ある。 萬感充 ちて それが おの づと 外に 表 はれし だけの もので あ る- 

徒らに 長き 語 を つらねて 幾つ もの 事柄 を 数へ 立てる のが 決して 眞の 祈で はない。 宗敎的 K 落に 陷りゐ 

たる パリ サイ 人 は 「いつはり て 長き 祈 をな す」 (マ タイ 傳 二三の 十四) を 以て その 特徵 とした。 又 眞の神 

を 信ぜざる 異邦人 は 重複 語 を 言うて 祈った (同 六の 七 )o これ は 共に 中： の 嫌 ひ 給 ふ 所であった。 偽の 信 

者と 偶像 信者と は 共に 謂 ゆる 熟 心なる 祈 をな す ものである。 同一 の 事 を 反復して 長き 時 を 人の 前に 祈 

る ものである。 これ h 百 多き を もて 聽 かれんと 意」 ふからで ある (同 六の 七〕。 祈と いふ ものの 本質 を 

全く 誤解し て 、 祈と は 人間的 熱心 を以 て 神の 心 を 動かして 我 願 を 適 へても らう ものと 思 ふからで ある- 

か くの 如き は 謂 ゆる  「御 祈禱」 である。 決して 祈で はない。 眞の祈 は 神の 心に 從 ひての 祈で ある。 成 

就す ベ き 事 の 預 一一 K である。 祈の 聽 かれた と 云 ふの は 成就 さる べき 亊を 祈った だけの ことで ある。 聖靈 

が 人の 衷 にあり て 其 人に 代りて 神の 聖 3 曰に 適 ひて 祈る こと、 之が 眞の 祈で ある。 三つの 犬なる 呻き— 

t てれ は 三つの 犬なる 預言の 聲 である。 成就す るかせ ぬか 不定なる 事 を 希 願して 呻く ので はない、 必す 

成就すべき 大 完成の 日 を {-H 由と 信徒と 聖靈 とが 1- きつ k 待望して ゐ るので ある。 確信 を 以て、 恰も 嚴 
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冬に 於て 誰 人 も 後に 必す 春の 來るを 確信して 待つ が 如く 待つ ので ある。 大 完成の 日、 然り大 完成の 日 

宇宙の 完成、 人類の 完成、 新 天地 出現の 日、 その 日 を 全天 然と 基督 者と 聖靈 とが 確信 を 以て 呻きつ、 

待^す るので ある。 これ 現下の 狀態 である。 なる 哉此 事！ 


第 四十 I 講 救の 完成 (八) 

第 八 章 二十 八 ー 三十 節の 研究 

萬 物と 基督 者と 聖靈と は 同 一 の 或 一 事 を 待望して 呻く。 1- きつ k 或 一 事 を 待望す る。 或 一 事と は 救 

の 完成で ある。 換 富 すれば 、 基督 者 の 救の 完成 を 望み ての ！■ きは天 然と &ゃ靈 との. i. きに 依て 助けられ 

る。 かくて 我等の 究極に 向っての 歩み はカ附 けられる ので ある。 されば パゥ 0 は 次の 二十 八 節に 於て 

自 から 左の 如く 一一 一一  n ふに 至った ので ある。 

また 凡ての 事 は 神の 3 曰に 依りて 召 かれた る 神 を 愛する 者の 爲 めに 悉く 働きて 益 をな す を 我等 は 知 

之 を 完全なる 譯と云 ふこと は出來 ない。 しかし 乍ら 我國 人が 邦譯の 聖書 を讀み 始めし より 数十 年、 旣 

に 若干の 聖語は 我等に 親しき ものと なりて、 それ を改譯 せぬ 方が 却て 我等に カを與 ふるので ある。 こ 

の 節の 如き は 卽ち斯 かる 聖 語の 一 である。 


「神の 旨に よりて 召 かれた る 神 を 愛する 者」 と は 基督 信者の ことで ある。 バウ a は單に 基督 信者と 

云 はすして、 多く は 別の 語 を 以て 之 を 云うた。 これ 彼の 特徵の 一 である。 或は 「神に 愛し まれ 召 を 蒙 

り 聖徒と なれる 者」 (。 マ 書 一 の 七) と 云 ひ、 或は 「イエス キリス トに 在る 者」 (。マ 書 一 の 八) と 云 ふ。 

其 他 種々 ありて、 何れも 意味 深き 稱呼 である。 いま 二十 八 節の 此語を 原語の 順序に 從 ひて 譯 せば 「祌 

を 愛する 者、 C 卽ち) 神の 33 によりて 召 かれた 者」 となる ので ある。 基督 者 は 「神 を 愛する 者」 であ 

る。 けれども 之 は 我等から 先づ發 心して 神 を 愛する に 至った ので はない。 先づ 神が 其 によりて 我等 

を 召き、 キリストに ありて 我等 を義 とし、 我等 を 神の 子と する の 恩惠を 加へ 給うた ので ある。 此 愛に 

感激して 神 を 愛する に 至った ので ある。 卽ち 彼の 我等に 對 する 愛が 前であって、 我等の 彼に 對 する 愛 

は 後で ある。 誰 人 も 自ら 努めて 神 を 信じ 神 を 愛する こと は 出来ない。 神まづ 我等 を 召し 其 愛 を 以て 我 

等の 不信 頑冥なる 心の 岩 を 打ち 碎 くが 故に、 其處 より 祌を 愛する 生命の 水が 滚々 として 送出す るので 

ま ね 

ある。 かく 神に 召 かれて 斯く彼 を 愛する に 至りし 者が 基督 者で あると パゥ 口 は 玆に云 ふの である。 

斯 かる 者の ために は 「凡ての 事が 働きて 签を なす」 と 云 ふ。 「凡ての 事」 は 萬 事 萬 物で ある。 世の 

謂 ゆる 良き 事の みで はない、 惡 しき 事 も 勿論 含まれて ゐる。 その 凡ての 事 0 ら thillss) が 信者の た 

めに 働きて 益 をな すと 云 ふので ある。 「我等 は 知れり」 と. バウ 口 は 此事を 自分の 確實 なる 知識と し 

て 述べた ので ある。 實に 驚くべき 大 なる 確信で あると 云 はねば ならない。 

併しながら 之は必 しも バウ n 一  人の 確信で はない。 令 日まで 數 多の 基 香 信者が 其 生涯の 實驗 として 

之 を 知った ので ある。 確實 なる 信仰生活 を 長年つ f けたる 者 は、 誰 人と 雖も此 事 を 知る ので ある。 之 

は實驗 上の 事實 であって、 理論の 如何に は 全く 關 係がない。 普通人の 考へは 理論的には 頗る 合理で あ 
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る。 卽ち友 は 我 を 助ける もの 敵 は 我を妨 ぐる もの  >  成功 は 我 を 助け 失敗 は 我を妨 ぐる もの、 幸運 は 我： 

を 助け 災禍 は 我を妨 ぐる ものと 考ふ。 故に 敵と 失敗と 災禍と は 彼等の 極度に 嫌忌す る 所で ある。 併し； 

基督 者に とって は 友 も 敵 も、 成功 も失肷 も、 幸運 も 災禍 も 悉く 己 を 助く る ものである。 陰險 なる 敵の 一 

に 逢 ひし 時 は 誰 人と 雖も心 持 あしき ものである。 併し 後に 至りて 見れば 彼 も 亦 我 を 助けし もの、 i 

祌 より 我 を 助くべく 遣 はされ しもの、 彼 あり たれば こそ 却て 我 は 助かった ので あると 感悟 せざる を 得. 一 

ない。 叉 失敗 困窮 苦難に 會 して は 憂悶 やる 方な く 偏に 孤獨 無援の 身 を憾む も、 後に 至り みれば 是れ祌 

の 愛の 訪づれ にして、 之 ありて こそ 我の 天國 への 歩み は 幸に 緩き 來 つたので あると 思 ふに 至る。 又 愛 

する 者 を 失 ふ 悲痛の 如き 到底 筆舌に 靈し 難く、 此祈 にして 聽 かれす ば 寧ろ 全 宇宙が 破壞 されよ と 思 ふ 

ほどの 熱烈なる 祈も效 なくして、 絕 &ま抶 苦が 離れ じと 我心- M に 食 ひ 入る ので ある。 併し 後に 至って 靜ー 

に 思へば、 此 悲痛 ありした めに 現在の 信仰の 歡 びが あり、 此哀苦 ありし 故に 我靈 は天國 につな がれて 一 

離れない ので ある。 實に祌 を 愛する 者に は 凡ての 事 倒き て 益 をな す。 他の 謂 ゆる 惡 しき 事が 来れば 來. 

る ほど 神の 恩惠は 多く 加 はるので ある。  _ 

以上の 說明を 以て 廿八 節の 大意 は 明かで あるが、 更に 此節を 精細に 調 ぶれば パゥロ の 意味の 尙 一 暦 一 

ふかき を 知る ので ある。 先づ 「凡ての 事」 が 倒き て 益 をな すと 云 ふが 「凡ての 事」 と は 何 を 意味す る 一 

ので あらう か。 原語 panta  (パ ンタ) は 「凡て」 を 意味す る。 故に 其內容 として 有 ゆる 事と 有 ゆる 物： 

と を 含み 得る 語で ある。 從 つて 前後 關 係の 上から 其 含む 內容を 推定す る 外ない ので ある。 しかし ゴ丄 

デ— の說 明の 如き は 最も 當を 得た ものであると 思 ふ。 彼 は 此語を 註解して 言 ふ 「我等の 上に 起り 來るー 

一 切 を 指す。 殊に 今の 世の 不完全と^ 人の 罪との 結 * として 起る 痛苦の 一 切 を 指す」 と。 「凡て」 は 


萬 事で 善惡 ともに 含まる、 語で あるが、 此 場合 は 世の 謂 ゆる 惡き 事の 方が 重に 筆者の 心 を 占めて 居た 

と 推定 さる、 ので ある。 

この 凡ての 事が 「悉く 働きて 益 をな す」 とい ふ。 「悉く 倒き て」 は誤譯 である。 共に 働きて と改譯 

すべきで ある (原語 sunel.g や 英語 WC1.1C  tog.ethel.)c 凡ての 出来事 の 一 つくが 倒き て 益 をな すの 

ではない、 凡ての 出来事が 共同して 一 の 目的の ために 働く ので ある。 信者の 益の ために 凡ての 事が I 

殊に 世 人の 災禍 苦痛と 稱 する ことが 協同して 働く ので ある。 凡ての 事 は 神が 我等の 益の ために 備へ給 

うたので ある。 息 難 も 痛苦 も 災禍 も 迫害 も …… 凡て 我が 腸 をし ぼる が 如き 一 切の 事 は 彼が 我の 益の た 

めに 備へ給 ひし 貴き^ 備 である。 かく バウ は 敢て云 ふので ある。 かく 我等の 實験 は敢て 叫ぶ ので あ 

る 0 

祌を 愛する 者の ために 凡てが 共に 働きて 「s をた す」 と 云 ふ。 之 はむしろ 善 をな すと 譯 すべきと こ 

ろで ある (原語 cis  agaulsl, 英語 for 否 ml)o 玆に 於て 誰の 善 を 指す かが 問題と なる ので ある。 

勿論 信者の 善の ためにと 云 ふ 意味 を 含んで ゐ るに は 相違ない。 然し 果して それだけ であらう か。 もし 

信者の 善の ためとの み 言うて は 信者 を 不當の 誇に 導く 虞れ が ある。 信者 は 宇宙の 主權 者で はない、 叉 

宇宙の 中心で はない。 叉 信者の 救が 祌と 宇宙の 全 目的で はない。 莴物は 基督 者の ものであるが 基督 者 

は キリストの ものである C コ リント 前書 一一 一の 廿ニ、 廿三 )o 故に 人間 中心で はない、 神 中心で ある。 され 

ば 善 をな すの 句に 於て 我等 は 神の 善を考 へねば ならない、 祌の 目的の 成就 これ 卽ち 善で あると 考 へね 

ばなら ない。 

此 意味に 於て 我等 は此 節の 最後の 句 (原文に 於ての) に 注意す る。 原文に 於て は 最後の 句 は 「神の 
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旨に よりて 招かれた る 者に は」 である。 2 曰」 は 目的で ある。 原語に 於て 之 を prothesis  (プ 口 セシ 

ス) とい ふ、 卽ち 神の 預め 定め 給 ひし 目的 を 指す。 信者 は此聖 目的に よりて 召された ものである。 こ 

の聖 目的 は卽ち 善で ある。 凡てが此の神の目的のために働くのでぁる。 た^-信者だけの善ではなぃ、 

神 は その 豫め 定め 給 ひし 善き 目的の ために 凡て を攝 かする ので ある。 これ 卽ち萬 事が 善に 向って 勵く 

ので ある。 祌の大 なる 善き 目的の 中に 人の 善 も 含まれて ゐる。 凡てが 神の 犬なる 善の ために 倒く 時、 

それ は 基 # 者 のために も 善に 向つ て 倒いて ゐ るので ある。 

然 らば 神の 此 善なる 目的 (プ ti セ シス) の內容 如何。 提摩太 後書 一 章 九 節、 羅馬書 三章廿 闪 節、 以 

弗 所 書 一 章 三— 十 一 節 等 いづれ も 此の 神の 目的の 說明 であるが、 こ、 では 次の 卄九 節が 此 目的 を說明 

して ゐ るので ある。 卽ち 「それ 祌は預 じめ 知り 給 ふ 所の 者 を 其 子の 狀に效 はせんと 預 じめ 之を定 む、 

此は其 子 を 多くの 兄弟の 中に 摘 子たら せんが 爲 なり」 と ある。 これ 神の 豫め おめた る 計畫、 HI 的、 卽 

ちブ ロセ シス である。 萬 事 萬 物 は 神の 此大 目的に 向って 共に 働く ので ある。 神 は豫め 知る 所の 或 人々 

を 其 子 キリストに 肖る ものと せんとして、 卽ち 完全なる 救に 達せし めんと して 豫め. おめる。 その 目的 

は 其獨子 キリ ス トを 多くの 彼に 肖た る 者の 中に 嫡子たら せんとす るに 在る。 卽ち 神の 主 目的 は キリ ス 

トの榮 化であって 信者の 榮化 ではない。 神 は キリスト を 嫡子たら せんこと を 主と し、 其從 として 信者 

を 救 ふので ある。 これが 神の ブ Q セ シス、 世の 創始より 立て 給 ひし 神の 目的で ある。 この 祌の 善なる 

目的に 應 じて 信者 は 召され、 義 とせられ、 潔め られ、 そして 榮化 せしめられ るので ある。 信者の 救 は 

る、 の は 神の 此聖 目的の ため、 叉 キリ ス トの榮 のた めで ある。 徹頭徹尾 キリ ス トが 主であって、 信者 

は從 である。 信者 は 聖國に 於て キリス ト とい ふ 王の 民 たるべく 救 はれる ので ある。 卽ち キリ ストの 榮 


のために 信者 は 救 はれる ので ある。 されば 三十 節 も亦此 意味に 於て 讀 むべき 語で ある。 曰く 「叉豫 め 

定めた る 所の 物 は 之 を 召き、 召き たる 者 は 之を義 とし、 義 としたる 者 は 之に 榮を 賜へ り」 と。 

斯く 云へば 神 は獨裁 君主の 如く、 人 はた 其 器械と して 利用 さる、 に 過ぎぬ 如く 思 はれる。 併し 乍 

ら 宇宙の 主宰者に して 絕對 者た る 彼に 獨裁權 がな くして は、 宇宙 は 壊 亂に陷 るに 至る。 そして 信者 は 

神の 立て 給へ る此 大目 的の ために 救 はる i が 故に、 其 救 はる、 事が 確實 なので ある。 換言すれば 自己 

のために 救 はれる， に 非す して、 神の ために 叉 キリスト のために 救 はる.^ が 故に その 救 は確實 なので あ 

る。 もし 救 はた 信者 を 目的と する もので あり、 そして 萬 事 萬 物が そのために 協力し っ& あると 云 ふ 

ならば、 それ は 自己の 無 價値を 能く 知れる 我等に とって は 受け 納れ 難き ことで ある。 よし 一 父け 納れ得 

て も、 自己の 無價 値と 罪惡深 重と を 思 ふごと に 深き 不安が 必す 襲ひ來 る。 そして 自分の 如き 者 は 到底 

救 はれす との 絶望的 結論 を 下す に 至る。 これ 良心の 鋭敏なる 者に 於て は當然 のこと である。 然るに 自 

己の 救 は 自己の ためで なく、 祌は キリスト 王 國の民 を 得ん ために 特に 罪人 を 招きて 救 ふと 聞きて 我等 

の歡 喜、 安心、 感謝 はい や 益々 高まる ので ある。 基督 者の 眞の 安心 は兹 にある。 其 安心の 深く して 大 

0000000000000000000000  0  000000000 〇o 

なる 理由 は玆 にある。 己の 救 はれし 理由 を 少しも 己に 於て 發 見せ やして 神の 聖 なる 目的に 於て 見る。 

OOCCOOOCOOOOOOOOOO 

かくして 我 救 ひの 絕對性 を 知る の である。 

然 らば 神 は獨裁 君主と して 全く 自己本位 であるか。 否然ら す。 已を棄 つる 大 犠牲の 精神 は 彼の 特徴 

である。 彼 は 其 唯一 の 獨子を 賜 ふ ほどに 世の. 人 を 愛し、 獨子は 人 を 救 ふために 己 を 十字架に つけ、 こ 

の大 なる 神と 獨 子との 犧牲の 愛に 感激して、 人 は 神の ため 叉 世の ために 己 を犧牲 にせん とする。 「わ 

れら神 を 愛する に 非す 神 われら を 愛し 我等の 罪の 爲に其 子 を 遣して 挽 囘の祭 物と せり、 是 すな はち 愛 
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なり。 愛する 者よ 此 くの 如く 神 われら を 愛し 給へば 我ら も 亦 互に 相愛すべし」 (ョ ハネ壹 書 四 章) と ある 

通りで ある。 叉 他の 方面より 見れば 神は獨 子の ため、 獨子は 人の ために 其 全 愛 を 注ぎ 出す が 故に、 人 

は 之れ を 受けて また 神の ために 其 全 愛 を獻げ る。 神 はまた 之 を 受けて 獨 子に 己 を 渡し、 獨子は 人に 己 

を 渡し、 人 は 神に 己 を 渡す。 かくして 愛の 流れ は 上より 下に 及び、 下より 上に 行き、 絕 えす 環 をな し 

て 巡 環す る。 これ 愛の 環で あり、 恩惠の 循環で ある。 實に 天と地と を 貫く 美 はしき 靈的關 係と 云 ふべ 

きで ある。  . 

以上の 如く パゥ は 救 扬の眞 意味 を 示されて、 言 ひ 難き 大安 心 を その 心靈に 於て 抱きた るが 故に、 

感謝と 歡善は 心に 充盈 して、 遂に 力強く 外に 迸し り出づ るに 至った ので ある。 これ 三十 一節 以下に 記 

さる、 大勝 利の 凱歌で ある。 


第 四十 ニ講 救の 完成 (九) 

第 八 章 三十 一 節 以下の 硏究 

前 講に說 きし 如く 八 章 一 一十 九 節に 於て、 パ ゥ II は 神の 主 目的 は キリス トを 多くの 兄弟の 中に 嫡子た 

らせん ためにして、 キリストの 榮 化が 主、 信者の 榮 化は從 であるとの 奥義 を說 いた。 次の 三十 節に 於 

て 彼 は 言 ふ 「叉 あらかじめ 定めた る 所の 者 は 之 を 召き、 召き たる 者 は 之を義 とし、 義 としたる 者 は 之 


に榮を 賜へ り」 と。 これ 神の 人 を 救 ふ 順序 を 述べた ものである。 之 を 一 一十 九 節と 合せて、 第 一 は豫め 

知る 事、 第二 は 豫め定 むる 事、 第三 は 召く 事、 第 四は義 とする 事 (キリストの 十字架の 故に S 非 を 消 除 

して 義 とする 事)、 第五 は 榮を賜 ふ 事 卽ち榮 化せし むる 事で ある。 此中ー より 四まで は 人の 過去 現在 

に關 する ものであるが、 第五 は 未来に 於て 與 へらる、 ものである。 しかし バウ II は 未来の 榮 化が 餘り 

に確實 であり、 a それ を 望みて 生く る 現在の 歡 びが あまりに 大な るが ため、 思 はす 知らす 「榮を 賜へ 

り」 と 之を旣 成の 事なる が 如く 記した ので ある。 

豫め 定める と 云 ふ 事 は r 預定の 敎義」 と 呼ばれて 普通に 難 かしい ものと 思 は， れてゐ る。 令 これにつ 

いて 細說 する 時 を 有たぬ が 「豫 め定 むる」 の 原語 プロ オリ ゾ ー (proorizro は豫め 境界 を 立てる、 豫 

め はっきりお めて 置く 等の 意 を 有する 語で ある。 卽ち 神が 或 人 を 救 はんとして 前以て 定めて 置く とい 

ふので ある。 之 を 卑近の 例 を 以て 說明 すれば、 木 曾の 山中に 於て 「御 神木」 を 得る ために、 十 數年前 

より 或樹を 定め 置きて 之に 境界 を 立て 他より 區 別して 保護し、 剪定し、 修 形して 其 成育 を 助け 行く が 

如き ものである。 これ 神が 人 を 救 はんため に 前以て 爲し給 ふところ である。 之 を敎義 として 見て 理論 

上の 困難 あるに も 係らす、 基督 者の 個人的 實驗 として は 値 高き ものである。 

三十 節まで 記し 来て パゥ ti の歡 喜は絕 頂に 達した。 救の 完成、 全き 勝利、 かぎりなき 生命、 義の 冠、 

榮 光の 體を與 へらる &事、 それ は 一 點の疑 もな き 確實の 事と なった。 今まで 與 へられし 所 すら 感謝 測 

り 難き に、 更に 義の冠 は 今や 手 を 仲ば せば 屆 かんと 思 はる \ほ どの 近くに 見える。 あ、 樂 しき 勝利の 

豫感 よ、 叉 勝利の 實感 よ！ バウ B の此 漲り 溢る、 心より 三十 一節 以下の 大 凱歌 はおの づ から 迸 出し 

たので ある， 先づ 初めの 二 節 を 見よ。 
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然 らば 此 等の 事に 於て 何 を か 言 はん。 若し 祌 われら を 守らば 誰か 我等に 敵 せん 乎。 g:? 己の 子 を 

すべて  ， つに  たど.？ t  そ 

惜 ますして 我等 衆の 爲に之 を 付せ る 者 は、 豈 かれに 併へ て 萬 物 を も 我等に 賜 は ざらん 乎。 

「もし 神 われら を 守らば」 は 神 もし 我等の 味方たら ばと 改譯 すべきで ある。 神 は 其 大目 的 を 達成す る 

ために 我等 を 救 ふので ある。 されば よし 全世界が 我等に 反對 して 起つ とも、 此 神が 旣に 我らの 味方た 

る 上 は 何の 恐る & 所が あらう か。 誰か 神 を 味方と する 者に 敵對し 得よう か。 竿 を 提げて 天に 達し 得ぬ 

以上 は、 祌を 味方と する 者に は 到底 敵す る を 得ない ので ある。 そして 神 は其獨 子なる キリスト を さへ 

惜 ますして、 我等 凡て (信者 全體) のために 死に 付せ し 程の 祌 である。 か、 る祌 のこと であれば 萬 物 

を も キリス 卜に 併せて 賜 はるに 相違ない。 最も 貴き 獨子を さへ 惜 まざりし 彼 は、 それ 以下の 萬 物を少 

しも 惜 むこと なくして 彼の 子た ちに 與へ るに 相違ない。 —— かく パゥ C1 は 力 ある 言辭を 以て 力 ある 希 

望 を 述べる ので ある。 

こ、 に 「萬 物」 と ある は 何 を 指す であらう か。 或 人 は 我等の 救に 必要なる 凡ての 事 實と見 (サン デ 

1)、 或 人 は キリストに 於て 與 へらる-^ 凡ての 恩 惠と見 (マイヤ ー)、 或 人 は旣說 せし 凡ての 恩惠と 

見 (ゴ ー デ ー)、 或 人 は 我等に 取りて 善き 凡ての 事と 見 (ビ— ト)、 叉 或 人 は 我等の 幸， 一 i に 必要なる 

凡ての 事と 見る (ジョン • ブラウン〕。 何れも 大同小異 である。 何々 を 指す と 限定す る こと は 困難で 

あるが、 凡ての 恩惠を 指した ものなる こと は 明かで ある。 

神す でに 我等の 味方で ある、 誰か 我等に 敵し 得ん、 祌 すでに 獨子を 我等に 賜 ふ、 など か 彼と 共に 萬 

物 を 賜 は ざらん やと 述べた る バウ 口 は、 尙ほ 進んで 勝利の 確實を 高く 叫ぶ ので ある。 

お 神の 選びた る 者を訟 へん 者 は誰ぞ や、 義 とする 神なる 乎。 Ms!- を定 むる 者 は誰ぞ や、 死にて 復 


よみが へり 神の 右に 在りて 我等の 爲に禱 吿し給 ふ キリス ト なる 乎。 お キリストの 愛より 我等 を 離 

や ，ひ  ：る しみ  €  *  う ゑ  *—>  "一  か  あや ふき  つ る デ 

らせん 者 は誰ぞ や、 患難なる か、 或は 困苦 か、 迫害 か、 飢餓 か、 裸 程 か、 危險 か、 刀劍 なる 乎。 

この 三つの 節 は その 各々 がー の 質問で ある。 しかし 第三の 質問た る 三十 五節の 中には 七つの 質問が 含 

まれて ゐる。 故に 全體で 九つの 質問が あるので ある、 …… 誰ぞ や、 …… 誰ぞ や、 …… 誰ぞ やと バウ 口 

は玆に 挑戰的 態度 を 以て 質問 を連發 し、 無し、 無し、 無しとの 答 を 言外に 含ませて 居る ので ある。 

八 章の 初めに 於て パゥ 0 は 「イエ ス キリスト にある 者 は 罪せら る \ 事 たし」 と 云うた。 そして 神の 

恩 惠の數 々を 舉げ 救の 完成の 希^ を 歌 ひつ- -三 十二 節にまで 來 つた。 兹に 至って 再た び 「罪せら る- - 

事な し」 と 云 はん は、 彼に 漲 溢せ る 勝利の 歡 喜が 承知し なかった。 依て 筆は自 から 挑戰 的に 動きて、 

r …… へん 者 は誰ぞ や」 「 …… 罪に & むる 者 は誰ぞ や」 …… と 質問 連發に 出で、 / 1， ノ ー、 ノ ー 

との 强き 否定 を 文字の 中に 含ませた ので ある。 由 來パゥ p を^し く 苦め し は 罪の 問題であった。 如何 

にして 神の 前に 義 たらん か、 如何にして 審判に 於て 罪 を 定められざる やう 成り 得べき か、 これ 彼を最 

も 苦め し 難問題であった。 彼が 少壯 有爲の パリ サイ 學 徒たり し 時に 於ても 之 は 彼 を 激しく 苦め， た。 後 

ち キリストの 聖姿 を拜 して 信仰に 導き 入れられ しも 此 問題 は 依然として 彼 を 强く惱 ます ものであった。 

寳 にパゥ & を 常に 神の 前に 訴 うる 執拗なる 敵が あつたの である。 如何にして 此の 大敵 を 打ち破るべき 

か。 如何にして 此 大敵の 訴へ を無效 ならしむべき か。 之が 彼の 長き 年月の 最大 關 心事で あつたの であ 

る。 ぁ&誠 實眞摯 なる 魂の 苦闘よ！ 神 は 彼の 惱み を愍 みて 遂に 信仰と 歡 喜と を 以て 彼 を 包んだ。 彼 

を 苦む る 敵 は 見事に 打ち 碎 かれた。 勝利の 聲は自 から 揚がらざる を 得ない。 自己の 行に 賴 りての 勝利 

ではない。 自己の 意志 を ふる ひ 起しての サタン 征服で はない。 か、 る賴み 難き もの を 以てして 人 
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力 以上の 大敵 サタン を  し 得よう。  幸なる かな 神の 子 キリスト、 我に 代りて 蛇の 頭 を 打ち 碎 いた。 我 

今や， r リストに？ 3- めば、 擦 利の 連 镜と恩 惠の雨 下 あるの みで ある。 今まで は サタンに 攻められて 苦 

戰に 苦戰を 重ねた。 防禦 戰の みじめ さを强 かに 味 はせられ た。 しかし 之から はもう 敗走す る 敵 を逐ふ 

追， 戰 である。 故に 「罪せら る k 事な し」 ではない、 「罪に 定 むる 者 は 誰ぞゃ …… 」 である。 逃ぐ る 

敵の 後ろより 挑 戰の矢 を 放つ ので ある。 

追撃 戰の偸 快 さよ。 軍人と して 戰 場に 立たん か、 苦戰 力闘の 後 勝ちて 追 擎戰に 移る 時 ほど 偸 快なる 

はないで あらう。 ダンバ ー に 於け るク ロム ゥェ ルの 蘇國兵 追擊、 義 家の 良 任 追撃の 如き 如何に 愉快な 

もので あったら うか。 併しながら 此 *1 の戰 はどうで もよ い。 人生の 最大 戰爭に 於て、 サタンとの 決死 

の戰に 於て 防禦 戰の 苦し さ を泌々 と 味って ゐた 者が、 或 時 天より 光明 臨みて 敵 は 忽ち 肷 走し 去り、 之 

を 後ろより ふ IK て 移りし 時の 快 さ、 樂 さは 如： E ばかりで あらう か。 パ ゥ „1 が人生の最大戰ハ；^^に於て 

追撃戦に 移りし が卽ち 三十 三 節 以下で ある。 この 追 擊戰の 餘裕と 快適と は實に 勝ち得て あまり あると 

云ふ狀 態で ある。 されば 三十 七 節に 雷 ふ 「され ども 我等 を 愛しめ る 者に 賴 りすべ て此 等の 事に 勝ち得 

て餘り あり」 と。 

尙ほ 三十 三 ー 三十 七 節に ついて 說明を 加へ て 置かう。 「神の 選びた る 者を訴 へん 者 は誰ぞ や、 義と 

する 神なる 乎」 と 三十 三 節 は 言 ふ。 誰が 神の 選んだ 者 を訴へ 得よう か。 宇宙の 絕對 者た る 神の 選んだ 

者 を 誰か 神に 訴 へる ことが 出來 ようか、 ( 一 國 の主權 者が 赦免した 罪人 を 誰か 訴 へる 力 を 有ち 得る で 

あらう か )o 人の 中に 訴へ 得る 者 はない。 さらば 神が 神に 訴 へる であらう か。 しかるに 其 神 は 罪人 を 

「義 とする 神」 ではない か。 義 とする 神が 如何にして 訴へ 得よう か。 宥す 神が 如何にして 同時に 罰し 


得よう か。 不可能 事、 ィ ムボシ ブル、 とても 有り得ぬ 事、 笑 ふべき 事、 ばからしき 事、 そんな 事の あ 

るべ き 害がない ので ある。 

三十 ra 節 は 言 ふ 「罪 を定 むる 者 は誰ぞ や、 死にて 復 よみが へり 神の 右に 在りて 我等の 爲 に禱告 し 給 

ふ キリストなる 乎」 と。 今や キリストに 在る 者に 向って 罪を定 むる もの は何處 にある か。 彼に 滅亡の 

宣 吿を與 ふる 者 は 誰で あるか。 それ は キリスト であるか。 あ k 不可能の 事よ。 キリストと は 我等 を義 

とせんた めに 死に、 甦り、 今や 神の 右に 坐して 我等の ために 執 成を爲 しつ、 ある 者で はない か。 此者 

が 我等 を 雜に定 むる と 云 ふが 如き は考 ふること も屮 I 來ぬ ことで ある。 そんな 不合理な 事が どうして 起 

り 得よう か。 

パゥロ の 追 擊戰は 正に 酣 である。 此の 大 なる キリストの 愛より 我等 を 離ら する 者 は 何で あらう か。 

患難で あらう か、 非す (患難と は 外より 襲 ひ 来る 苦み である)。 困苦で あらう か、 非す (困苦と は內 

より 湧き あがる 苦み である)。 迫害で あらう か、 非す (迫害と は 信仰の ために 受 くる 凡ての 困苦 艱難 

を 指す)。 飢餓で あらう か、 非す (迫害の 結果た る 飢娥— 生活の 缺乏 脅威 を 云 ふ )。 裸裎 であらう か、 

非す (迫害の ために 起る 衣服の 缺乏 )。 危險 であらう か、 非す (危險 叉 危難で ある、 哥林多 後書 第 十 

一 章に ある 河の 難、 盗賊の 難、 同族の 難 …… の 類で ある)。 刀劍 であらう か、 非す (刀剣と は 殉敎の 

死 を 意味す る)。 之 等の 凡ての 事 は 到底 我等 を キリストの 愛より 離ら する を 得ない。 我より 彼への 愛 

ならば 知らす、 彼より 我への 愛 なれば 此 愛より 到底 我 を 離ら し 得ない ので ある。 

「われら 終日なん ぢの爲 に 死に わたされ 屠られん とする 羊の 如くせられ たり」 と 古 へ の^：吋人は悲痛 

の 叫 を あげた (； 詩篇 四 四の ニニ )o 基督 者の 實狀 は實 にこれ である。 患難、 困苦、 迫害、 飢餓、 裸 程、 危 
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險、 刀剣の 連 綾で ある。 バウ II の 時に 於て 勿論 然り、 今に 於て さへ 何等かの 形 を 以て 信仰の ための 苦 

難 は 信仰の 人 を取圍 むので ある。 之に 對 して 或 人 は 忍耐 を 以て 辛うじて 勝つ であらう。 或は 思慮に よ 

りて 幸に 勝ち得た と 安心す るで あらう。 しかし バウ 0 は 言 ふ 「我等 を 愛しめ る 者に 賴 りすべ て此 等の 

事に 勝ち得て 餘り あり」 と (三十 七 節)。 「我等 を 愛しめ る 者」 と は 神 を 指す か キリスト を 指す か、 議 

論の^ する 所で ある。 併し 三十 五節に 「キリストの 愛」 と ある を 見れば 之 を キリス トと 見る 方正し き 

如く 思 はれる (ゴ ー デ ー、 マイヤ ー、 サン デ ー、 ビ ー ト等 優秀なる 學者 にして 之 を キリストと 見て ゐ 

る 人が 多い)。 そして キリストに 賴 りて 之 等の 事に 勝ち得て あまり あると 云 ふので ある。 辛うじて 勝 

つので はない、 只 勝つ ので はない、 勝ち得て あまり あるので ある。 勝ちて 尙餘カ あり、 餘裕綽 々たる 

有様で ある。 ^も 大人が 赤 兒の手 を扭る 如くら くらくと 勝ち得る と 云 ふので ある。 如何にして 斯 くも 

容易く すべての 難 痛苦に 勝ち得る か。 それ は 自力で 戰 はないで、 キリストの 薩に 自己 を隱し 彼に 代 

つて 戰 つて 頂く からで ある。 努力 奮 鬪は效 ない、 唯 キリストに 隠れよ、 彼が 代って 戰 ふに 住せよ、 然 

らば 恐るべき 强敵は 自然と 潰え 去る ので ある。 されば 信仰の 生涯に 於て 恐るべき もの は 一 つもない。 

キリストに 隱れ さへ すれば 事 は^むの である。 故に 信仰 を隱す 勿れ。 大 膽に吿 白し、 そして 嚴 肅眞摯 

なる 信仰生活に 入れよ。 然ると き 迫害 は 種々 の 形 を 取って 來る であらう。 併しながら 「我 を 愛しめ る 

者」 の 中に 已を隱 しさへ すれば、 勝ち得て あまり あるので ある。 

三十 三、 三十 四 節に ついては 尙ほ 外に 第二の 讀み 方が ある。 邦語 改譯 聖書 は 之に 據 つて ゐる。 英譯 

聖書 も 欽定 譯改譯 ともに 之 を 採って ゐる。 ギリシャ 原文 は 文字 上 何れに も 採る ことが 出來 るので、 此 

兩 つの 中 一 をお むる こと はや k 困難で ある。 しかし 近代の 擧者は 多く 第二の 方 を 採って ゐる。 この 第 


一 一に 據れば 左の 如く 譯 する ことになる。 

神の 選び 給へ る 者を訴 へん 者 は誰ぞ や、 義 とする 者 は 神な り。 罪を定 むる 者 は誰ぞ や、 死にし 者 

は キリスト なり、 然り 彼は輕 へりし 者、 神の 右に ありて 執 成し 給 ふ 者たり。 

義 とする 神 ある 上 は 誰か 我等 を訴へ 得ん、 我等の 揮の ために 死に、 甦り、 今 神の 右に ありて 執 成しつ 

つ ある キリスト ある 以上 誰か 我等 を 罪に 定め 得ん と、 これ 此兩 節の 意味と なる ので ある。 右の 中 第一 

を 採る も 第二 を 採る も 言葉の 趣意に 相違 はない が、 第一 は 意味の 上に 一 の 反語，.、 一 種の 諧謔が ある 點 

に 於て 第一 一より 面白い ので ある。 

最後に パゥ II は 三十 八、 三十 九 節に 於いて 偉大た る 確信 を發 表して 云うた 「そ は 或は 死 あるひ は 生、 

或は 天使 或は 執政、 或は 有能 者、 或は 今 ある もの 或は 後 あらん もの、 或は 高き 或は 深き、 また 他の 受 

造 者 は 我ら を 我主ィ H ス キリス トに 賴れる 神の愛より 絶ら する こと 能 はざる ものなる を 我 は 信ぜり」 

と。 三十 一節より 始まりし 凱歌の 結語と して 實に旺 たる 語で ある。 「死」 は 肉體の 死で ある。 「生」 

は 生に 伴 ふ 患難と 誘惑で ある。 「執政」 は 天使の 一階 級に て大 天使と も 云 ふべき もので あらう。 「有 

能 者」 は 地上に 於け る 權カ者 を 云うた もので あらう。 されば 天使、 執政、 有能 者と 並べて 天上 天下の 

あらゆる 植能者 を 意味した ので あらう。 「今 ある もの」 は 現在 ある 凡ての 事と 物、 「後 あらん もの」 

は將來 起る 所の 凡ての 事と 物 を 指す。 「或は 高き 或は 深き」 は 天界と 地獄と に 如何なる 神秘、 異象、 

無知の 力が 存 して 居ても と 云 ふ 意で あらう。 以上の 何者 を 以て も 我等 を 神の愛より 離ら し 得ない とパ 

ゥ & は斷 言す るので ある。 而 して 以上 を 以て 此宇 の 事 を 云ひ盡 せし 故、 更に もし 別の 宇宙が あって 

其處に 別の？^ 在 物が ある とても、 それら も 到底 神の愛より 我等 を 離ら し 得ない と 云 ふので ある。 卽ち 
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「また 他の 受造者 は …… 」 と ある は 之で ある。 

右 はパゥ B 時代の 宇 窗觀を 知って 讀む とき、 そして 更に 叉 之 を 現代 科 舉の與 ふる 宇宙 觀に 照して 讀 

むと き 興趣の 盡 きぬものが ある。 天使の 各階 級の^ 在は當 時の ユダヤ 祌學 の信條 であった。 叉 天上 地 

上に 如何なる 神祕 怪奇の 力が 存 して ゐ るか も 知れぬ とは當 時の 普通の 考 であった。 然るに 今や 分光器 

による 天界の 研究 や ラヂゥ ムの發 見に 因せ る 物質 原素の 新 研究に よりて、 天に も 地に も 同 一 物質の み 

存在す る こと を 知り、 叉 物質 は 凡て 單ー の 素より 成る ものなる 事が 判明して、 玆に 天上 天 下 凡て 一 の 

力の 發 源なる ことが 分った。 されば 神の愛より 我等 を 離ら する 恐し き 怪奇 力 はも はや 何處 にもない こ 

とが 分った。 實に バウ 口 の兹に 述べた る 基督 者の 確信 は 今や 更に 幾 倍 かの 强さを 加へ たので ある。 

パゥ n は 凡ての 事物 を列擧 せし のち 「 …… 我等 を 我主ィ H ス キリストの 愛より 離ら する こと 能 は ざ 

る を 我 は言ぜ り」 と 云 ふ。 「信ぜり」 は 信ぜ しめられ たりの 意で ある。 自分から 信じた ので はない、 

實驗上 信ぜざる を 得ざる に 至った ので ある。 應 なく 信ぜねば ならぬ やうに なった ので ある。 餘 儀な 

く 信す るに 至った ので ある。 實驗に 依て 信ぜ しめられ たので ある。 之は信ぜりと云ふょりは^；^^かに强 

い 語で ある。 

バウ 口の 此 雄偉なる 聲に 接して、 兹にー の 問題が 起る。 我ら 自身の 罪 は 我ら を 此の 神の愛より 離ら 

す こと はないで あらう かと。 他の 凡ての 事物 はも はや 健かに 神の愛より 我ら を 離ら さない。 併し if は 

如何。 我 罪が 祌の 愛より 離ら する こと ありと せば、 罪人た る 我等 は 不斷の 不安の 中に 住まねば ならな 

い。 然 らば 信仰生活 は堪 へがた き 重荷で ある。 しかし 乍ら 今までの 神の愛 は、 我らの 罪 も 亦 われら を 

之より 離し 得ない 事 を 信ぜし める。 我を豫 知し、 豫定 し、 召し、 義 としたる 神 はいかで 最後に 至って 


我を棄 てるで あらう か。 「汝 等の 心中に 善き ェを 始めし 者 これ を 主 イエ ス キリストの 日までに 全うす 

ベ しと 我 ふかく；；； I す」 (ピリ ビ書 一 の 六〕 とはパ ゥ 口 の 確信であった。 我 は屢々 罪 を 犯した ものである。 

疆々 聖旨に 背いた ものである。 そして 今 も 然り後 も 然る かも 知れない。 弱き 我の ことと て 自己に 就て 

何の 保證を も爲し 得ない。 併し乍ら 神の愛 は 我 を 堅く 護り て 離れない。 我の 深き 雜と 雖も此 愛より 我 

を 遠ざけない ので ある。 

然 らば 天上 天下の あらゆる 物、 過去 現在 未來の 凡ての 事、 叉 他の 宇宙の 凡ての 事物 も、 又 我 自身の 

限りなき 罪さ へ も 我 を キリスト による 神の愛より 離ら し 得ない の である。 さらば 我が 救 はる こと は 

今や あまりに 確實 である。 我が 救の 完成、 我が 勝利、 我が キリストの 如き 榮を衣 せらる.^ 事、 それ は 

今や あまりに 確 莨なる 事で ある。 されば 歡べ 人々、 感謝せ よ 人々、 十鉉の 琴に 合せて 歡 びの 凱歌 を 高 

ら かに 歌へ！ 


第 四十 三講 ュ ダ ャ 人の 不信と 人類の 救 ( 一 ) 

第 九 章 一 —五節の 研究 

羅馬書 研究の 初めに 當 つて、 我等 は此 書の 主文 を 三つの 本館に たと へた。 其 中の 第一 本館 は 最大の 

ものである。 我等 は 八 章までの 研究 を 終へ た、 卽ち ともかくも 此 第一 本館の 大様 を 眺め 終った ので あ 
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る。 そして 其 結構の 大と內 容の莊 美と に 驚いた ので ある。 之 より は 第二の 本館に 足 を 踏み 人れ ねばな 

ら ない。 換言すれば、 第 八 章までに 於て 個人の 救 は 論じ 盡 され たれば、 第 九 章より は イスラ H ル 及び 

人類の 救の 問題に 入る ので ある。 

羅馬 書は大 著述で あると 言 ふ、 たしかに 然ぅ である。 併し 之 は內容 より 云うた ので、 分量より 云う 

たので はない。 日本 文に 於て ニ萬餘 字、 これ を 『聖書 之 研究』 誌上に 印刷 すれば 其の 三分の 一 を滿た 

すに 過ぎない。 文字に 含まる & 思想 は 高大 深遠で あるが、 文字の 數 よりのみ 云へば 一 小論 文た るに 過 

ぎない。 或は 多忙の 生涯 を 送った バウ 口 のこと であるから、 一 日 を 以て 一 氣呵 成に 草し 終つ たかとも 

思 ふ。 當時 彼はコ リント 市に 滞在して 居た ので ある。 第 十六 章 二十 二、  二十 三 節に 左の 如き 挨拨 が述 

ベ て ある。 

此書を Sf ける テリ テオ 我れ キリ ス トに 於て 汝 等に 安き を 問 ふ。 我と 全會の 寓主ガ ョ ス汝 等に 安き 

** ち , 、らっか さ 

を 問へ り。 邑の 庫司 エラ スト また：： 儿弟ク ワルト 汝 等に 安き を 問へ り。 

彼はガ ヨスと 云 ふ 相當の 身分 あ る 人の 家に 客と なって 居た。 そして 或 日 書記 テリ テオに 口授して 此書 

くらつ かさ 

翰 を 認めし めた。 多分 主人 ガ ヨス、 市の 庵 司 (今日の 語で 云へば 牧入 役、 き 計 課長 等の 類 か) H ラス 

ト等 は傍聽 しつ i あつたで あらう。 パゥ& は 個人の 救 を 論じて 次第に 高調に 達し、 遂に 八 章 末尾の 大 

凱歌と なって、 一先 づ休 憩した であらう。 

休憩の 後ち バウ I- の 口授 はまた 始まった。 書記 テリ テオ も 傍聽者 も、 彼の 熱情 益々 燃え たつこと と 

思った であらう。 然るに 意外なる かな、 彼の 様子 は 全く ー變 して ゐた。 言 ひがたき 苦悶が 彼の 心 を 占 

めつ、 あるが 如く 見えた。 悲痛が 彼の 表情に 漲った。 人々 は 皆 その 意外に 驚いた であらう。 その 驚き 


を 破る が 如くに、 彼 は先づ 次の 如く ロ投 した。 

我 は キリストに 在りて 眞實を 語る、 我 は 偽らす、 我が 良心 は 聖霊に ありて 共に 證す、 我に 犬なる 

憂 ある 事 を、 我が 心に 絶えざる 痛 ある 事 を。 我 は 思 ふ、 我が 兄弟、 我が 骨肉の ためな らんに はキ 

リストより 絶れ て アナテマ (詛 はれし 者、 滅亡に 定められし 者) たる も 可な り。 (一— 三 節改譯 ) 

彼 は先づ 自己が 眞實を 語りて 虚偽 を 語らざる こと を强 調す る。 「キリストに ありて」 眞實を 語る と 云 

ひ 我の 「良心」 が 其 事柄の 證明 者で あると 云 ひ、 しかも 其の 證明は 「聖靈 にあり て」 の證 明で あると 

云 ふ。 然 らば 彼が キリ ストに ありて 眞實を 語り、 そして 彼の 良心が 聖靈 にあり て證 する 事柄 は 何で あ 

るか。 それ は 彼に 「大 なる 憂」 が あり 叉 彼の 心に 「絶えざる 痛」 の あると 云 ふ 一事で ある。 此事は 人 

は 認めす とも、 叉 人の 中に 一 人の 證明者 はたく とも、 これ 我心の 實 際の 感情であって、 我 良心と 聖靈 

と は 健に 之 を 知り 之を證 すると 彼 は 云 ふので ある。 然 らば 彼の 此憂、 この 痛 は 何のた めの 憂、 何の 故 

の 痛ぞ。 

パゥロ は 其の 事 を 明白に は 云 はない。 感情の 火 彼のう ちに 機え て、 彼 は 直ちに 第三 節の 强き 語を發 

してし まった ので ある。 此 節に ついては 種々 の 見方が ある。 しかし その 同胞た る イスラ H ル 民族の た 

めに は、 自分 は キリストより 離れて 滅亡に 至る も 敢て厭 はぬ との 意味に 相違ない。 この 語に 依て 直ち 

に 推知 さる &の は、 彼の 憂と 痛との 意味で ある。 彼 は 同胞の 大部分が キリスト を 担 斥し つ k ある 不信 

を 歎き、 その 未來の 運命 を 思うて 痛切なる 憂苦 を 胸に 抱いた ので ある。 そしても し 自己が 滅亡に 陷る 

事に 由て 彼等 を 救に 入れ 得べき ものなら ば、 彼等の ために 自己の 幸 を 全部 棄 てて キリス 卜より 離れ 滅 

亡に 陷るも 亦 可な りと 云 ふので ある。 
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八 章 を 口授し っ& ある 時、 バウ 口 の 歡びは 倍加し 倍加し つ、 進んだ であらう。 そして 其 末尾の 大奏 

曲に 至って は、 彼の 歡びは 彼の 胸 を 張り さく ほどの 絶頂に 達した であらう。 併しながら 此歡 びの 後 彼 

は靜 かに 思うた であらう。 此歡び は キリスト を信受 せし 者に ついての 歡び である。 然るに 彼の 同胞 は 

如何。 少数者 を 除きて は 皆 この 歡 びの 外に ありて、 詛 はる、^ となりつ、 あるで はない か。 彼 は 之 を 

思うて 急に 大 なる 憂悶 を 心に 感じ、 その 憂悶の 己に ある 事 を 虚偽なら すと して 强 調しながら 萬感 胸に 

迫りて 其理 * を述 ぶる 餘裕 なく、 直ちに 三 節の 如き 犠牲的の 愛國的 熱情 を 吐露した ので ある。 律法の 

破毀 者と 誇られ 國を 忘れし 者と 篤ら れてゐ た 彼に、 かくの 如き 强烈 なる 愛國 心の ある ことが 兹に 示さ 

れ たの である。 

冷淡なる 批評家 は 云 ふで あらう、 自己の 救に ついて あれほどの 大 凱歌 を あげたる 彼が 忽ち 自己の 滅 

亡 を 可な りと する は 何等の 矛盾で あるかと。 淺 きかな 此 見方！ バウ B の 無私なる 愛 國心を 思うて、 

彼が か k る 自己犠牲の 大 なる 語を發 したる に 向って 寧ろ 敬意 を 表すべき ではない か。 彼 は 自己 及び 救 

はる. 1 者に ついて 大歡喜 を 味 ふと 共に、 亡ぶ る 同胞の ために 大 痛苦 を 感じて、 自己 を 以て 彼等に 代り 

得べ くば 自己 を滅 してな りと 彼等 を 救 はんと 願った ので ある。 我等 は 彼の^く が 如き 愛國の 熱情 を 敬 

ふ ものである 0 

一— 三 節に 於て 右の 如き 憂 國の强 き 情 を 述べた る 彼 は、 四、 五節に 於て 又ー轉 して イスラ ヱ ルの特 

權を擧 ぐるので ある。 子と せられし 事、 榮光、 盟約、 律法 を與 へられし 事、 祭儀、 約束み な 彼等に 屬 

する 所で ある。 之に て イスラ ェ ルに 六つの 特有 物が ある。 然 のみなら す 列祖ァ ブラ ハ ム、 イサク、 ャ 

コブは 彼等の 先祖で ある。 更に 之に 加 ふるに、 主 キリ ス トイ H スも其 人間的 方面に 於て 云へば 彼等 民 


族の 一 員で ある。 バウ a は斯く イスラ ェ ルの 優秀なる 點 八つ を 擧 げたる 後ち、 最後の キリス ト につい 

て 云 ふ 「彼 は 萬 物の 上に ありて 世々 讚美 を 得べき 神な りァ ー メン」 と。 卽ち キリスト を 神と して 彼 は 

. この 讚美 をな したので ある。 これ 注意すべき 事で ある。 まことに 徹底せ る キリスト 神性の 主張が 之に 

含まれて ゐ るので ある。 

かくの 如く 神の 犬なる 恩 惠を 受けつ.^ ある イスラ H ルが 今の 不信の 有様 は 如何。 あまりに 大 なる 矛 

盾で はない か、 か、 る 民の 不信 なれば こそ。 ハウ 0 は 痛恨 堪 へがた くして、 彼等の 救と ならば 自己 をァ 

ナテ マと せんと 云 ふので ある。 實 に愛國 心の 絶頂と 云 ふべき である。 故に パゥ 口 の 此語は 我等に 强く 

訴へ るので ある。 由來 我ら 日本人 は愛國 心の 强 きを 以て 鳴る 民で ある。 余 は玆に はしなくも 余 等の 靑 

年 時代 を 想起す る。 當時余 等 は 信仰に 入りて 大 なる 歡びを 味 ひし も、 亦 忽ち 自己の 愛する 雨 親兄弟 乃 

至國 人が 此 光に 未だ 浴せ ざる を 見て は 悲痛 措く 能 はす、 愛國の 心に 燃えて 同胞の 救濟、 日本 國の敎 化 

のために 一 生を獻 げんと 決心した ものである。 我等 は 自己 及び 共に 主に ある 者の 勝利に ついて 大に歡 

ぶ。 その 故に 大 凱歌 を あげる。 しかし それだけで 歇ん ではならない。 直ちに 同胞の 大部分が 暗中に さ 

まよ ひつ & ある 此迷亂 の 狀態を 深く、； "に 置きて、 同胞の 救の ために 粉 骨碎身 せんとの 愛國的 熱情 を 起 

さねば ならない。 自己の 救の みに 耽りて 同胞の 不信 を 愛へ す、 叉 同胞の 救の ために 熱情 を 起さざる は 

未だ 信仰 淺 しと 云 はねば ならない。 

ル ー テル、 ミルトン、 ク Q ムゥ H ル等を 見よ。 基督 者の 中に 眞 正の 愛 國者 があった。 深き 愛 國心は 

神 を 知らぬ 者の 抱き 得ぬ ところで ある。 自國に 神の 與へ給 ひし 使命 ある を 見、 同胞 を 神の 道に 導く た 

めに 凡ゆる 努力 を麼 はじと 云 ふ。 これ 最も 聖き 愛國 心で ある。 i 呉の 愛 國者は バウ p の此 心がなくて は 
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ならぬ。 今日 我國に 於て 愛國 心の 衰額 いちじるしき は、 深き 信仰的 基礎が 人々 の愛國 心に 存 しない 力 

ら である。 單 なる 國 自慢、 民族的 偏狭、 愚かなる 敵 g 心、 しき 民族的 矜誇 1 これらの み を 抱いて 愛 

國 心の 所有者と 自任せ る 者の 可笑し さよ。 斯る者 は ある も效 なし、 叉 ある も 忽ち 衰へ 去る。 そして 人 

自己中心の 利 慾 的 動物と なる ので ある。 福 昔は必 しも 愛國を 高調し ない。 併しながら 福 昔 は 人の 心 

を その S 柢 から 動かす も のなる 故、 こ れを 受けし 者に 爲 にして 深き 愛國愛 民の 心が 生ま る \ の である" 

實にー i 昔 は 人 ilMH^ の 愛 國の情 を 高め、 深め、 潔め る ものである。 

今や 日本人の 愛 國心は 著しく 衰 翻した。 日本人 ほど 愛 國心を 鼓吹 せられた 國民 はない。 愛 國心は 日 

本國 民の 宗敎と 云 はる 程程であった。 然るに 今や 愛 國心は 地を拂 つて 去った。 人々 は 今や 國を思 はす 

社 會を思 はす、 世界人 類 を 思 はす、 唯 自己 一身の 幸福 瘦 得に のみ 全 精力 を 注ぎ 居る 有様で ある。 實に 

我 ri ^埃 は i かの 年月 の^に、 一方の 極端より 他方の 極端にまで 走った ので ある。 しかし 是れ 不思議の 

.i- くにして、 不思議で はない。 國 のために のみ 國を 愛する 愛國 心、 卽ち 他に 何等の 基礎 を 有せざる 淺 

き 愛國心 の 運命 は 皆 かく の 如き ものである。 

眞 の愛國 心と は 軍なる 愛國 心で はない、 深い 廣ぃ或 精神の 外に 發 せし 一 表現で ある。 神の愛 を 味 ひ 

その 愛に 勵 まされて 神 を 愛すと 共に 人 を 愛し 全人 類 を 愛する に 至りし 結果と して、 自 から 湧 起す る 所 

の國と 同胞と を 愛する の 心— これ 卽ち眞 個の 愛國 心で ある。 此の 種の 愛 國心は 決して 年と 共に 變らな 

い。 否 年 を經て 益々 盛になる ので ある。 此 意味の 愛 國心を 豊かに 抱いて ゐ たの は、 イエスキリストで 

あった。 彼が 橄權 山より ェ ルサレ ム城を 下瞰し 共 運命 を 思うて 「あ、 H ルサ レムよ M ルサレ ムょ ：：： 

•:」 と 萬斛の 熱淚を 注ぎ 出した る を 見よ。 深き 深き 人類愛に 根ざした 愛國 心が 彼の 心 をお 領 して ゐた 


ので ある。 バウ 口 の 愛 國心も 亦 これであった。 神 を 愛し 人類 を 愛する 基礎に 立ちての 愛國 心であった。 

その イエスの 愛國 心、 叉パゥ 口の 愛國 心、 それが 以後 凡ての 眞の 基督 信者に 傳 はった ので ある。 

故に 愛國 心の 模範的 實例 は、 偉大なる 基督 者の 生涯に 於て 求むべき である。 英國に 於て は 最も 純粹 

なる 愛 國心を ミルトンの 詩に 求むべく、 獨 逸人の 愛國 心はル ー テルに 由て }f 養せられ、 5- 太 利 人 は 今 

に 至る も愛國 者の 模範と して サボ ナ 口 1 ラを 仰ぎ、 米圃 人の 愛國 心はピ ル グリム 祖先より 發 生し 来り、 

叉 新興 國ゼ コ 1 • ス ラバ キヤ は 初めて 國を與 すに 當 つて 宗敎 改革の 犧 牲者ョ ハン • フ ッス の愛國 心に 

勵 まさる &所大 であった。 皆 これ 深き 福音 的 信仰 を以 て 養 はれた る 基督 敎 徒の 愛國心 に 源泉 を發し て 

ゐ るので ある。 福音 を 源と して 湧き 立ちし 愛國 心の みが 永遠に 盡 きざる、 淸き、 廣き熟 情 を 保ちて、 

永 へ に國を If ほす の である。 

而 して キリストの 愛國心 は、 叉舊 約の 偉大なる 預言者に 源を發 した ものである。 愛國的 思想 及び 情 

感の 最も 純粹 なる 模範 を 見ん と 欲せば、 今な ほ 之を舊 約の 預言 書に 於て 見出し 得る ので ある。 故に 云 

ふ 聖書 を 除いて 眞 正の 愛 國 心が 起り 得る や 疑問で あると。 我國に 於ても 此 源泉に 至らぬ 中 は、 眞 正の 

愛 國心は 起り 得ない ので ある。 此 H 民の ために 玆に此 事 を 言 ふ。 

同胞の 不信 は バウ 口 を 憂へ しめ 痛ましめ た。 しかし 彼 は 失 を 以て 終る 人で はない。 故に イス ラエ 

ルの 救が 或 形 を 以て 或 時 遂に 行 はる i を 信じた。 此事を 記した のが 九 章、 十 章、 十一 章で ある。 卽ち 

これ パゥ B の イスラ H ル救扱 論で ある。 彼 は イスラ H ルの救 はるべき 時 ある こと を 信じて、 こ k に 失 

望より 發 して 希望に 終る ので ある。 我等 も 日本 民族に 就て 思 ふ、 今 彼等が 自己中心に 陷 りて キリスト 

を 拒否して は 居る が、 神 は 必す或 方法 を 以て 我等の 愛する 此民を 救 ひ 給 ふで あらう と。 故に われら は 
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喜び を 以て 刈り取る 日の 必 すいつか 在るべき を 思 ひて、 今淚を 以て 種 を 蒔きつ- - あるので ある。 國人 

の 無情と 輕簿と 冷淡と に 屈せす して、 主の 道を說 きつ k あるので ある。 日本人の 現狀は 我等 を 大に悲 

ましむ る。 併し 我 民族 は 曾て は 優秀なる 宗敎 家と 宗敎 信者と を數 多く 出した 民で はない か。 。ハウ 口が 

同胞の 優秀 點を數 へ あげし が 如く 我等 も 亦 同胞の それ を數へ 得る。 神 は 遂に 我等の 愛する 所の 日本 民 

挨を救 ひ 給 ふで あらう。 かく 思 ひて 我等 は 希望 を 以て 働く。 日本 國 のみなら す 東洋 全體 に、 水の 海& 

蔽 ふが 如く 神 を 知る の 知識が 充 つる 時を遙 かに 51- み 見つ &、 今 は 憂 H の 情と 同胞の ための 熱心と を以 

て 日々 に 働く ので ある。 而 して イスラ H ルの 救が 人類 全體の 救と 相 係 はりて 離れざる 如く、 日本 民族 

の 救 も 全人 類の 救と 係 はる 所 深き もので あらう。 故に 日本人の 救の ために 働く は 又 全世界の 救の ため 

に 働く ことで ある。 我等 福音の ため、 わが 愛する 日本 國の ため、 叉 世界人 類の ために 日々 に 働かん か 

な。 然り 日々 に 働かん かな。 


第 四十 四講 ユダヤ人の 不信と 人類の 救 三) 

第 九 章、 第 十 章の 大意 

羅馬書 九 章、 十 章、 十一 章 は 一 の 連 綾した 思想の 發表 である。 その 說く所 は ユダヤ 民族、 延 いて 全， 

人類の 救に 關 する 重大なる 問題で ある。 故に 讀者は 此點に 第一 の 注意 をな さねば ならぬ。 然るに 九 章 


六 節 あたりより バウ n の 說く所 は 謂 ゆる r 豫定」 の敎 である。 此の 解し 難き 事が 玆 にある ため 人々 は 

此ー 問題に のみ 全 注意 を 注ぎ、 之 を 思索の 中心とし 議論の 焦點 として、 其のた めに 九、 十、 十一 章の 

趣旨 を 逸し 去る ので ある。 これ パゥ& の 意 を 解す る 道で はない。 先づ此 三つの 章全體 を通讀 して その 

主眼た る 所に 注目し、 その 大意 を 了 得する ことが 第一 の 問題で ある。 そして 然る 後 初めて. K 章 所說の 

難問題 を 考察の 題目と すべきで ある。 そして 此 三つの 章の 趣 33 は、 ユダヤ人の 救 は 何時、 如何にして 

行 はる & かの 問題に 對 する 解答で ある。 彼 は 第 九 章の 四、 五節に 於て ユダヤ 民族の 特權を 幾つ も揭げ 

た。 か k る 特權を 神より 與 へられ 來 りし 民族が、 今や その 犬なる 救の 恩惠 より 遠ざかって 居る の は 何 

故で あるか。 是れ 罩 に 同胞 イスラ H ルの 問題た るの みならす、 叉 實に祌 の 攝理の 問題— 神が 如何 やう 

に 世界 を 統べ ゆく かの 問題で ある。 これが 解決せられ ざる 時 は、 彼 は その 同胞 を餘 所に 異邦^ 界 にの 

み 幅 音 を 宣傳す る その 使徒 職 を 執り 得なかった ので ある。 彼が 三年の 間ァラ ビヤに 過せ しと 云 ふ 沈思 

祈禱の 歳月 は、 多分 この 大切なる 問題の 解答 を 得ん こと を も 其 重なる 内容の 一 とした ことで あらう。 

それほど 之 は 大切なる 所で ある。 

彼 は先づ 「呻き」 を 以て 此大 切なる 問題 を 始めた。 「我に 大 なる 憂 ある 事と 心に 耐 へざる の 痛み あ 

る 事」 を 述べた。 その 憂と 痛と は、 同胞た る イスラ H ルの救 はれざる 事に ついて であった。 そして 彼 

は 同胞の 救 はれざる 理由と して 三 を擧げ る。 第一 の 理由 は 九 章に、 第二の 理由 は 十 章に、 第三の 理由 

は 十 一 章に 記される。 彼等の 救 はれざる 第 一 の 理由 は 神の 御 心に 因る ので あると 云 ふ 事、 第二の 理由 

000OO000000O0  OO00C  0-0000  O000O0000 

は 彼等の 不信仰に 因る ので あると 云 ふ 事、 第三の 理由 は 異邦人が 救 はれん ため、 且 その 結 として 全 

人類が 救 はれん ためで あると 云 ふ 事で ある。 
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九 章 は (精確に 云へば 九 章 六 節— 廿九節 は) 右の 第一 の 理由 を 述べし 所で ある。 その 主眼 は、 救 は 

れるも 救 はれぬ も 尊ら 神の 意志に 基づく と 云 ふに ある。 「肉に 由り て 子た る 者 これら は 神の 子た るに 

非す、 惟 約束に 由り て 子た る 者 は 其 苗裔と せらる i 也」 と 八 節 は 云 ふ。 叉 H サゥと ヤコ ブが 母の 胎に 

あった 時、 母 リベ 力 は 「兄 は 弟に 服 へん」 との エホバの 聲を 聞いた。 これ 「其 子い まだ 生れす 亦善惡 

を 行 さ ざれ ど、 神の 選び 給 ひし 聖 き は變る ことなく、 行に 由ら で 召に 由る を彰 はさんと て」 であった 

C.I ！ I 十三 節 ：}。 また 十五 節に 曰 ふ 「祌モ ー セに曰 ふ、 われ 矜恤 まんと 欲 ふ 者 を矜恤 み憐润 まんと 欲 

ふ 者 を憐澗 むと」 と。 尙ほ 十八 節に 曰 ふ 「然れ ば 神 は 憐憫まん と 欲 ふ 者 を あはれ み、 剛愎に せんと 欲 

ふ 者 を 剛愎に せり」 と。 實に 人の 救 はる k も 亡ぶ る も、 すべてが 神の 絕對の 意志と 絕對の 力と に依據 

する ので あると 云 ふ。 {是 に大膽 なる 斷定 である。 そして パ ゥ 口 は 尙ほ此 事の 合理的 根據 として 一 一十 一 

すゑ ものし  つちくれ  うつ は 

節に 於て 「陶人 は 同じ 塊 を もて、 一 の 器 を 貴く、 一  の 器を賤 く、 造る の權 あるに 非す や」 と 云うて ゐ 

る 0 

救 はる、 者 も豫め 定まり、 救 はれぬ 者 も 豫め定 まって ゐ ると 云 ふ。 卽ち謂 ゆる 豫定 の敎義 である。 

かく 人の 運命が 至上 者の 心に 於て 定まって 居る ものなら ば、 人に は 何等の 責任 もない ことと なり、 努 

力 裔勵の 必要 は 全くな く、 傅 道 は 無益の 業と なって しま ふとの 疑義が 當然 起る。 然り豫 定の敎 義は理 

論 上に は 幾つ もの 困難 を 有す。 しかし 是れ 人生の 一 の 見方なる こと は 明かで ある。 卽ち或 人 は 自己の 

事 を かく 見る ので ある、 見ざる を 得ない ので ある。 卽ち これ 實驗 上の 眞理 である。 自己の 旣往を 同 顧 

するとき 一 切の 出來 事が 我 救 ひの ための 準備であって、 祌は我 を 救 はんこと を豫め 定め 置きて 此 目的 

に 向って 我 を 進めた ので あると 考 へる。 我 救 ひ は 決して 我 努力の 所產 ではない。 幾度 も-, \ "神 を 葉て-. 


て 他に 走らん と 願 ひし も、 彼 は 遂に 我 を 離し 給 はない。 卽ち我 は 神に 捉 へられた ので ある。 其 理由 は 

我に は 解らない。 た 其 事實が 我實驗 として 存す るので ある。 然る 時 バウ 0 の 「我が 母の 胎を 出で し 

時より 我を簡 びお き惠を もて 我 を 召し 袷 ひし 神」 (ガラ テャ書 一 の 十五 ，} との 確信が 自 から 生れる。 豫定 

の 敎義を 我より 離して 考 ふる 時 は 解し 難き 點が ある。 何故に 神 は 或 人 を 恩惠の 中に 攝 取し 或 人 を 不信 

の 中に 閉ぢ こむ るの か、 其 理由 は 解らない。 しかし 自己の 問題と して、 神と 我との 關 係の 上の 問題と 

して 見る とき、 之 は 明々 白々 たる 眞理 となる ので ある。 

バウ 口 は 同胞 イスラ H ル について 思 ふ。 彼等の 今 救 はれざる は 神の 聖旨に 因る ので ある。 救 はれる 

も 救 はれざる も 凡て 祌の 心より ar つ。 神 は 救 はんと 欲する 者 を 救 ひ 滅ぼさん と 欲する 者 を 滅ぼす。 こ 

れが 彼の 爲し給 ふ 所で ある。 舊 約の 歷史に 於ても 此事は 度々 記されて ゐる。 故に イスラ H ルの 今の 不 

信は悲 むべき では あるが、 聖旨で あれば 亦 已むを得ないと。 かく 考 へて 彼 は その 悲歎 を 慰める ので あ 

る。 然 らば イスラ H ルの救 はれざる 事に ついては、 彼等に は 全然 責任がない であらう か。 否 彼等の 救 

はれざる は 亦 彼等の 責任で ある。 卽ち 彼等の 不信仰が 彼等の 亡び を惹き 起しつ、 あるので ある。 かく 

バウ 口 は考へ て 之 を 第 十 章に 於て 記した ので ある。 

然 らば 九 章と 十 章と は 相 納れぬ 二つの 眞 理を說 いた もので はない か。 その 間に 明白なる 矛盾が ある 

ではない か。 人の 救と 亡びと は 全然 神の 意志に 基づく と 云 ふの は 九 章、 人の 意志からの 信 不信に 基づ 

くと 云 ふの は 十 章で ある。 甲 は 凡て を 神の 意志に 置きて 人の 責任 を 無視す るが 如く、 乙 は 人の 意志に 

重き を 置きて 人の 資任を 問 ふが 如くで ある。 兹に 矛盾が あると 云 へば 撻 かに 矛盾が ある。 併し 此 矛盾 

の 中に 人生の 與趣も 亦 在る。 如. 3： にして 此予 盾が 調和 せらるべき か、 卽ち 神の 意志と 人の 意志との 併 
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存を 如何 やうに して 認 むべき か、 に 人生の 面. m 味が 存す るので ある。 

イスラ H ルの 不信 は 神の 意志より 出で 又 人の 意志より 出づ ると 云 ふ。 然 らば イスラ H ルは 永久に 神 

の 斥く る 所と なる ので あるか。 否と バウ 口 は 答へ る。 彼 は 十 一 章に 於て 說 きて 曰 ふ、 イスラエルのお 

の 不信 は 福音 の 光の 異邦 に 臨まん ためで ある。 彼等が 福 昔 を 斥 けした めに 今 福 昔 は 異邦 の 暗き 谷 を 照 

し、 そこに 異邦人 は 緩々 として キリス 卜に 歸 しつ、 ある。 而 して 異邦の 人 救 はれし 後ち 福音の 光 は 再 

び イスラ H ルを 照し、 「イスラ H ルの人 悉く 救 はる k を 得」 るに 至る。 かくして 全世界に 生命の 光 ゆ 

きわたり、 地上の 全 民族に 救 は 臨む ので ある。 故に 今の イスラ H ルの福 昔 拒 斥 は、 やがて 全世界が 之 

を信受 する 豫備 であると。 これ バウ 51 の 世界 救扬 論で ある。 實に深 妙なる 歴史 哲學、 莊 美なる 世界の 

大觀、 雄大なる 未 來の豫 言と 稱 すべき ものである。 玆に 一 切の 矛盾、 疑義が 神の 大 愛て ふ 一 義の 中に 

美 はしく 調和 融合せられ るので ある。 

この バウ 口 の大 希び S の豫 一一 一一 II に 接して、 我等 は 現在の^ 界の狀 態に ついて 大に 慰められ るので ある。 

今や 世界の 壞亂は その 極に 至った かと 思 はれる。 今や 人 は 善悪と 云 ふ簡單 なる 道德的 差^ を さ へ 認め 

ない 時代で ある。 一切 を 自己と 自己の 快樂 のために 用 ひて 之 を恥ぢ ざるの みか、 之 を 誇りつ.^ あるが 

現 人の 心理で ある。 そのために 人類 社會 の醜陋 ffi 落 は、 急轉 直下の 勢 を 示して ゐ るかと 思 はれる。 

巴 里、 们林、 紐 育 等の 文明 都市の 大腐 败は此 事の 著しき 徴 である。 これ 實に 人の 意志より 出で たもの 

であって、 同時に 祌の 意志より 出で たもので ある。 卽ち これ 明白に 神の 審判で ある。 併しながら 神 は 

又必す 此の 暗き を 通して 新たなる 光明の 世まで 人類 を 導き 給 ふで あらう。 ユダヤ人の 不信が 遂に 全 世 

界の救 ひ を 起す との バウ n の豫ー 百に 傚 ひて、 我等 も 亦 今の 世界 壞亂は 遂に 全世界の 救にまで 導かる >- 


と 預言し 得る であらう。 人 は 今 神の 法 を 破りつ、 あるが 如くで あるが、 實は祌 の 法 は 人に 破らる k 如 

き臉 弱た る もので はない。 祌の 法は嚴 として 千古に 立って ゐる。 彼 は 依然として 全世界 救扬の その 聖 

計畫を 進めつ K ある。 やがて 聖圖の 成る 時 は 必す來 る。 恰も 我の 罪 を 通して 神 は 我 を 光明の 境にまで 

導き 來り給 ひしが 如く、 全世界の 今の 罪惡を 通して 彼 は 之 を その 聖 目的の ある 處 まで 導き ゆき 給 ふで 

あらう。 その 事 を 思うて 我等に も 亦 悲歎の 屮 に大. ^る 慰藉が ある。 

以上の 如く. K、 十、 十一 章の 大意 を 見る ことが 甚だ 肝要で ある。 卽ち 我等 は 主なる 着眼 點を 全人 類 

の 救と いふ 處に 置かねば ならぬ。 然ると き は 九 iisf の豫定 問題の 如き も亦自 から 解け 去る ので ある。 豫 

定 問題の み を 摘出し、 之 を客觀 的眞理 として、 理論の 上に 於ての み撿 茶す る 故 解らない ので ある。 之 

を 更に 廣き 視野に 於て 眺める 時 は、 決して 難問題と して 人 を 苦め ない ので ある。 卽ち 神が 如何 やうに 

世界人 類 を 導きつ V あるか、 如何にして 人類の 救 は 成るべき か、 この 大 問題 を 心に 置きて その 一部と 

して 豫 おの 敎を 見る 時 は、 この 難 かしき 敎義と 思 はる k 者が 自然と 解けて しま ふので ある。 

これ 九、 十、 十一 章の 大観で ある。 然 らば 我等 は 前に 歸 つて 十 章の 大意 を 見よう。 これ イスラエル 

不信の 第二の 理由で ある。 卽ち 彼等の 不信 は 彼等の 責任で あると 云 ふ 主張の 提起で ある。 「彼等 は 神 

の義 を識ら す、 己の 義を 立てん こと を 求めて 祌の義 に 服 はざる 也」 と 三 節に ある。 叉 「凡て 信す る 者 

の義 とせられん 爲に キリスト は 律法の 終と なれり」 と 節に ある。 律法の 行に よって 自ら を義 とせん 

と は、 キリスト 以前の 事で ある。 律法の 行に よりて 卽ち 自己 を義 として 救 はる- -と は舊き 原理で ある 0 

キリストが 十字架に 於て 亡ぼした る 原理で ある。 今 はた？^ 信仰 だけで 義 とせられ るので ある。 これが 

「神の 義」 である。 然るに キリスト を 知らざる 彼等 は 此簡單 容易なる 義の 道を棄 てて、 かの 複雜 困難 
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なる 義の 道に 執着して ゐる。 彼等 は 奮く して 劣れる もの を 固く 抱きて 新しくして 優れる もの を 斥けて 

ゐる。 自己の努カ裔闘に依て律法の；！^^を行ひ、 以て 神の 前に 己を義 とせんと して、 信仰に 依て 與 へら 

る& 所の 神の 義を 顧みない。 玆に 於て か キリストと 其 十字架と を 受けない ので ある。 見よ 信仰の 道の 

如何に 簡單 なる か を。 「道 は汝に 近く 汝の 口に あり 汝の 心に ありと、 是れ卽 ち 我等が 宣 ぶる 所の 信仰 

そ は  い ひ あ ら 

の 道な り。 蓋 もし 汝：： にて 主 ィ H スを認 はし、 又汝 心に て 神の 彼 を 死より へらしし を 信ぜば 救 はる 

べし。 それ 人 は 心に 信じて 義 とせられ 口に 認 はして 救 はる、 なり」 と ある (八 ー 十 節 )o この 簡易なる 

信仰の 義を 採らす して、 かの 難 7；! なる 行の 義に 依れる こと、 れ ユダヤ人 不信の 理由で ある。 かくば 

かり 平易 簡明なる 恩 惠の道 を すら 採らない。 故に 不信の 責任 は 彼等 自身が 負 ふべき ものである。 

實に 信仰の 義は簡 ：；^ である。 只 信仰 さへ すれば 義 とせら る、 ので ある。 ユダヤ人、 ギリシャ 人の 區 

よびち と 

^はない。 「凡て 主の 名を龥 求む る もの は 救 はるべし」 である (十三 節 )o た ^<乂 なる 神に 頼り さへ す 

れば よい。 己の修^;^ 工夫、 努力、 計 度に よって 自己 を義 とせんと する 自立 的 態度 を 神 は 喜び 給 はな 

い。 た^ キリスト を 心に 信じ 之 を 口に 吿， 日す る だけで 義 とせられる。 然るに 哲學と 叫び 神 舉と唱 へ、 

何 か 自己の 工夫 を 以て 偉大なる 心境 を？ 1 柘し祌 架なる 境地に 己 を 持ち ゆかう とする 故、 日に 夜に 勞し 

て 得る 所は勞 苦と 失 §n! のみで ある。 法然 上人の 『選擇 集』 は 信仰に よる 救を證 明せ し 大著で ある。 行 

に 因る 道 を 難行道と 名け、 信仰に よる 道 を 易 行 道と 呼ぶ。 難行道 は峻險 なる 急坂 を 喘ぎ，/ \. 登る 如き 

もので あり、 易 行 道 は 舟 子の あやつる 船に 己の 身 を 任す る 如き ものであると 敎ふ。 沟に その 通りで あ 

る。 唯 キリス トを 信じて 一 切 を 任せれば、 それだけで 救の 船に 乘 せられて 天の 國 まで 連れられて 行く 

ので ある。 人 は その 生涯に 於て 如何に 多くの 善行 を 積んだ とて 救 はれる ので はない。 只 信すべき 者 を 


信じ、 依り 頼むべき 者に 依り 賴 みて、 且 この 信仰 を吿 白す る 生涯 をつ けて 救 はれる ので ある。 

この： W 義を 知らす して イスラ H ルは キリスト を 斥け、 令の 文明 人 も 亦 同様にして キリスト を 斥けて 

ゐる。 この 簡易なる 信仰の 道に 人生の 平安、 歡喜、 偸悅、 生命、 及び 永生の ある こと を 知らす して、 

人間の 努力 を 以て 何 か 良き もの を 人の 心に、 人の 社 會に產 み 出さん として 狂奔 亂擊 に陷 り、 凡て 失望 

を 以て 終る の慘 狀を呈 して ゐる。 卽ち 彼等 は 昔の ユダヤ人と 全く 同じ 心理^態 にある。 故に 基督 敎國 

と稱 せらる &國々 に 於ても 大部分の 者 は キリス トを 信ぜす、 又 異敎國 に 於ても 同様に その 極小 部分の 

みし か 彼 を 信じない ので ある。 今日の 文明 人 は。 ハウ P 時 t! の ユダヤ人 その ま、 である。 自ら 立たん と 

欲する が 故に、 キリスト を信受 しないの である。 バウ B は ユダヤ人に 悔 改めよ と 叫んだ。 我等 も 今の 

文明 人に 向って 同様の 叫び を發 せざるを得ない。 
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第 十 一 章の 大意 

ユダヤ人 は 今 キリスト を 斥けて ゐる、 それ は 第一 に 神の 聖旨に 基づく ことで あり、 第二に 彼等が 己 

の義に 執着せ るからの ことで ある、 かくて 今 イスラエル は 救の 外に あると、 これ 九 章、 十 章の 大意で 

ある。 之 を 受けて バウ 0 は 十一 章の 劈頭に 於て 先 づ問ふ 「然ば 我い はん、 神 は 其の 民を棄 てし や」 と 
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s^-*  い.！ 'じ  する！ 

もして 直ちに 答へ る 「決て 然ら す、 何と なれば 我 も 亦 イスラエルの 人、 アブラハムの 裔、 ベ 一一 ャ ミン 

の 支 派な り」 (一節) と。 純粹の ユダヤ人 たる 我 自身が 旣に 神に 招かれて 其 恩惠に 浴した、 しからば 他 

め ユダヤ人 もまた 同一 の 恩惠に 浴し 得ない 害 はない と、 これ パゥ 口の 意で ある。 エホバ は 預言者 エリ 

ャに 向って 「われ 自己の 爲にバ アルに 跪づ かざる 者 七 千 人 を^せ り」 と吿げ 給うた (四 節 )o 「是の 如 

く 今 もた ほ 恩の 選びに 由り て 遣れる 者 あり」 と バウ n は 云 ふ (五節.)。 今 も 民 挨全體 の 不信の 中に ごく 

少数の 除外例が ある。 僅少の 同胞が ともかくも 一 i 昔 を 信じて ゐる。 これ は 「遺れ る 者」 である。 此者 

が 根と なって やがて 救の ユダヤ 全 民に 臨む 時が 來 ると、 バウ n は 確信した ので ある (一節より 十 節 ま 

で)。 

我 日本 民族に ついても 我等 は 同様の こと を考 へる。 彼等 を 民 挨全體 として 見る とき、 福音 を 明白に 

担 否して ゐる。 彼等 は 自己の 利害の ために 焦慮して、 神の 福音に ついては 無關 心で ある。 日本 國は佛 

敎國 である。 各地に ある 所の 寺院 巨刹 を 見よ。 死す る時營 まる V 葬式 を 見よ。 よし 佛敎の 活ける 精神 

は 多く 失せたり と は 云へ、 其 形式 は尙ほ 固く 我 民族 を 把握し っ& ある。 草と 樹が 日本の 全國土 を蔽へ 

る 如くに、 不信者 は 日本の 全社 會を蔽 うて ゐ るので ある。 そして 表面に 於て は 基督 信者であって 實は 

然ら ざる もの、 又 一度 信ぜし も 之を棄 てし 人々、 之 等 は 其數に 於て 甚だ 多い。 私 かに 虞る、 神 は 我 日 

本を棄 てし にあらざる かと。 併し乍ら 又 思 ふ、 我の 如き 頑梗深 罪の もの すら 神の 恩惠に 浴した ではな 

いか、 然 らば 他の 日本人の 救 はれぬ 理由が どこに 在る かと。 叉 思 ふ、 少数の 日本人 は 旣に祌 の 招く 所 

となった、 その 數は 少なし と は 云へ 是れ 日本 民族の 一部で ある、 かく その 一部が 救 はれた 以上 は その 

全部 も 遂に 救 はれる に 相違ない と。 これ 我等が パゥ u に 傚 ひて 我が 同胞に ついて 抱く ところの 希望で 


ある。  ， 

次に は 十 一 節— 十六 節 を 見るべき である。 十 一 節に 曰 ふ r 然ば 我い はん、 彼等 (イスラ ヱ ル) が 囅 

-coirs  は r^i 

き は 倒れに 及びし や。 然ら す、 反て 彼等が 錯失 により 救 は 異邦人に 及べり、 これ イスラ H ルを激 させ 

んが爲 なり」 と。 福音 は イスラ H ルの担 斥す る 所と なって、 其 目標 を轉 じて 異邦人に 向った。 そして 

ら ろて 

神の 光に 未だ 浴せ ざり し心靈 の暗黑 世界より、 兩手を あげて 神 を 呼び 求む る 者が 繽々 として 起る に 至 

つた。 之 は イスラ H ルを勵 まさん ためで ある。 彼等の 侮り ゐ たる 異邦^ 界に 心鎏の 覺醒大 なりと 閜か 

ば、 彼等 は 之に 勵 まされて キリストに 歸す るに 至る であらう。 曾て は 彼等が 異邦人の 師 であった。 し 

かし 之から は 異邦人が 彼等の 師 となって、 幅 昔 は 彼等の 國に 逆輸入せられ、 玆に救 は 彼等の 上に いと 

滋く 臨む に 至る であらう。 かくして 全人 類が キリストの 光に； ぬする に 至る であらう と。 これ バウ 口の 

確信であった。 

ん マ この 事 を 今日に 喩 へて 見る なれば、 丁度 我 日本 民族 は當 時の ユダヤ 民族の 位置に ある。 福 昔我國 

に傳 へられて より 旣に幾 十 年、 その 間に 盡 されし 人の 努力と 費され し 財帑は 少 ではない。 しかも 日 

本人 は 福音に ついては 頗る 冷淡で ある。 偶々 熱心なる 者 ある も 多く は靑年 時代の 夢と して 終る。 米國 

の祌學 校に 米國 人の 资を 以て 學 びし 日本の 青年の 多く は傳 道の 職を棄 てた。 日本人 は 自己の ために 幅 

音 を 利用す る も、 決して 福音 を 受けようと はしない。 歐米人 は 日本人に ついて 著しく 失望した。 その 

結 菜と して 支那 人と 朝鮮人と に 多大の 注意 を拂 ふに 至った。 今や 歐米 諸國は 此兩民 埃に 向て 鑌々 とし 

て- iH; 敎師を 派遣す る。 そして 其效 raK 頗る 著しい と 一 百 はれて ゐる。 東洋の 敎 化が 日 木より 始まらん こと 

は 我等の 多年の 願であった。 今 も此願 は變ら ない。 先づ蝠 音が 日 木の 全土に 臨み、 ^も 水の 低き につ 
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くが 如く 日本より 支那、 朝鮮に 流る k 時 我等の 喜悅 はいかば かりで あらう か。 併し乍ら 日本人 は 幅 昔 

を 斥ける。 そのために _ ^-は 支那、 朝鮮に 及びつ、 ある。 卽ち 日本人の 不信 は 支那 人、 朝鮮人に 信仰の 

與 へらる.^ 機緣 となった。 然る 後ち； i 昔 は 彼等より 日本に 傅 へられて、 遂に 全 東洋が 救 はれる ので あ 

<1 厶厶厶 <3厶<:厶<1<"<3 厶厶 △△△△<" 厶厶厶 A  厶<3.1 厶厶 △ 厶厶厶 厶厶厶 

らうと 思 はれる。 卽ち祌 は 東洋 全 體にー i 昔の 光 を 普ね からし めんた めに、 先づ 日本人 を 不信の 中に 閉 

ぢ こめた ので ある。 故に 日本 民族 は 決して 棄 てられた ので はない。 後ち 必す大 なる 救に 浴す るので あ 

る。 卽ち 最後に 日本が 救 はれて 東洋 全 體が救 はれる ので ある。 

是れ 固より 東洋の 救 拯に關 する 我等の 想像で ある。 然り 想像で ある。 しかし 必 しも 空想と 云 ふこと 

は 出 來 ない。 日本人 は 東洋の 兄？ 5- たる 支那 人、 朝鮮人 を 蔑 ii しつ 、来た。 今 も 依然として 蔑 瞬して ゐ 

る。 中には 彼等 を 虐げる を 以て 快と して ゐる 者が ある。 祌は 高ぶる 者を卑 くし、 卑き者 を 高く し 給 ふ- 

日本人が 彼等に 先ち て歐 米の 物質文明 を吸牧 し、 其のた めに 一 等國の 列に 入りて 東洋の 兄弟 を輕 しむ 

る 時、 祌は その 物質文明 を 日本に 與へ 置きて 其 幅 昔 を その 手より 奪 ひ、 之 を 支那 人、 朝鮮人に 與へ、 

然る 後ち 彼等 を 以て 輻 音に 於け る 日本人の 師 となし、 遂に 生命の 光 を 全 東洋に 漲らし むる の 道 を 取り 

給 ひつ 、あるか も 知れない。 何れにせよ、 バウ 口が 其 同胞た る ユダヤ 民族の 救に ついて 失^し なかつ 

たやう に、 我等 も 亦 同胞た る 日本 民族の 救に ついて 失 51- しない。 神 は必す 何等かの 方法 を 以て 全 東洋 

を 救 ふと 共に、 全日 本： 族 を 救 ふで あらう。 全世界 を 救 ふと 共に、 全 ユダヤ 民族 を 救 ふで あらう。 我 

等はパ ゥ n と共に、 希 sli! の歡 びの 中に 我 痛みつ、 ある 心 を 安息せ しむる 者で ある。 

次の 十七— 一 一十 ral 節 は 有名なる 橄楷の 接 木の 比喩で ある。 普通の 接 木 は 良き 實を 結ばざる 基  1g に 良 

き赏を 結ぶ 樹の枝 を 接ぎ、 以て 其 樹全體 をして 良き 實を 結ばし むる ものである。 然るに 橄^ の 樹には 


特殊の 接 木 法が あった。 それ は 野性の 橄攬樹 の 枝 を 栽培せ る 橄攬樹 に 接ぐ ので ある。 然る 時は兩 者に 

とって 良き 結 5^ が 起る。 卽ち 橄欖の 老樹 は精氣 を囘復 して 若々 しくな り、 野生の 枝 は 栽培 せられし 橄 

欖ハ 枝の 如くに 醇化す るので ある。 (我國 に 於ても 有名なる 近 江の 唐 崎の 松 は、 若き 松 を 傍らに 植ゑ 

られる 事に 依て 精氣を 恢復し つ、 來 つたと 言 ひ傳 へられる。 事實 なる か 如何 は 知らす。 只 それが バウ 

P の 玆に說 く 接 木 法に 似た る 所に 興味が ある)。 イスラ H ルは 神の 庭に 多年 栽培 せられし 橄懂樹 であ 

る C もとより 野に 放置せられ 来りし 野生の 橄欖 たる 異邦人と 比すべき もので はない。 併しながら 幾 干 

年の 問 神の 道 を 抱き 来って、 今やいた く 疲れた。 靈 的の カ衰 へて、 主の 福音 を さへ 斥く るの 悲境に 入 

つた。 玆に 於て か 神 は 野生の 橄懂 たる 異邦人 を 拔き來 つて 之に 接 木した。 これ 兩 者に とって 幸な 事で 

あった。 そのために 異邦人 は 神の 光に 浴して 心霊の 醇化 更生 を 遂げた。 そして それに 勵 まされて ュダ 

ャ人も 亦靈的 に 復興す るので あ る。 

異邦人 中には 生命の 流れ 滾々 として 異邦の 野に 注げる を 誇り、 我と みづ から 之 を 遮りた る ユダヤ人 

を 蔑む ものが ある。 併し乍ら 「誇る こと 勿れた、. -戒 憤れよ」 (二十 節) と バウ 口 は 彼等に 向って 警吿を 

發 する。 「もし 搬數の 枝 を 折られた るに 汝 野の 橄^ なる それ を 其 中に 接がれ、 共に 其 根に より 共に 其 

汁 I 永を受 くるならば、 原の 枝に 向 ひて 誇る 勿れ。 假令 ほこる とも 汝は根 を 保た す 根 は汝を 保てり」 と 

十七、 十八 節に ある。 かく バウ 口 は 異邦人 をして 誇る 餘地 なから しめんと する。 同時に 彼等が 神に 背 

きて 棄 てら &る日 を招來 する ことなき やう、 信仰と 敬虔の 確保 を 促して 曰 ふ 「蓋 神 もし 原樹 のお を さ 

へ惜 ますば 恐く は汝 をも惜 まじ」 (二十 一節) と。 又 曰 ふ 「汝慈 に 居らば 其 慈 は汝 にあらん。 然ら 

ざれば 亦 汝も斫 離さるべし」 (二十 二 節) と。 
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イスラ H ルの救 はれざる は 不信仰の ため、 異邦人の 救 はる、 は 信仰の ためで ある。 故に イスラ ェ ル 

と雖も 信仰に 入れば 救 はる. - に 相違ない。 元來 不信仰なる 異邦人 さへ、 ー轉 して 信仰に 入りし 故敕は 

れた。 まして ゃ元來 信仰に 立つ イスラエル のこと とて、 今 は 不信な りと は 云へ 一度 立ち 歸 りて 主 を 信 

受 せば 忽ち 救に 浴す る こと は當然 である (二十 節 及び 二十 三、 四 節 )o 兹に 於て か バウ 口 は容を 改め. 

姿 を 正して、 異邦の 信者に 向って 左の 如く 吿げ る。  . 

兄弟ょ我れ汝等が^5己ヒ智しとする事無からん爲に此奥義を知らざるを欲ます。 卽ち 幾分の イス 

ラ ェ ルの i^jl は 異邦人の 数盈 つるに 至らん 時まで 也。 然して イスラ H ルの人 悉く 救 はる.^ を 得ん 

…… 昔なん ぢらは 神に 背きし が 八，' 彼等が 背ける に 由り て汝等 衿恤を 受けた るが 如く、 今 か^らみ め ♦ 

背ける は汝 等の 矜恤 を受 くるに 冈 りて 亦 矜恤を 受けん ため 也。 そ は祌は 衆人 を憐 まんがた めに 咸 

これ を 不服の 屮に 入れ かこめり (二 五 II 一三 節)。 

今 イスラエルの 大部分 は 不信の 中に ある。 しかし 之れ は 救の 異邦に 臨まん ためで ある。 やがて 救 はる 

べき 異邦人が 皆 救 はれた 時には、 福音 は ユダヤに りて イスラエル は 悉く 救 はる、 であらう。 曾て 神 

に ぼきつ- - ありし 異邦人が ユダヤ人の 不信の ために 今 神に 從 ふに 至りし 如く、 今 背きつ.^ ある ユダヤ 

、よ 具 1 人の 信の ために. 冉び 神に 復歸 する に 至る であらう。 故に 今の イスラ ェ ルの 不信 は 後の 信の た 

めで ある。 觀じ來れば何れの0^^族と雖も 一 度は不信背戾の中に閉ぢ込められる。 しかし 是れ 後に 於て 

救 を 施されん ためで ある。 かくて 神の 支配の 下にあって は、 凡てが 光明へ 向っての 進展で ある。 

斯く 思うて バウ 口の 心に 大 なる 慰安が 臨んだ。 彼 は 同胞の 救 はれざる ために、 大 なる 憂と 心に 耐へ 

ざるの 痛 を 抱いた。 如何に かして 彼等 を悔改 しめんと 願った。 これ 彼の 愛國愛 民の 至誠から であった _ 


彼 は 異邦人の 緩々 として 神に 歸 しつ」 あるに 對 して、 同胞の 執拗なる 不信 を 見る に 忍びなかった。 け 

れ ども 彼 は 眼 を 全人 類の 未来に 向って 注いだ。 そして 全人 類の 救の 日 を 期待し、 且 その 一部と して 最 

後に 起る イスラ H ルの救 を豫覺 した。 萬 事の 終る 所 は 光明で ある。 世界人 類の 前途に は滿々 たる K 布 望 

が ある。 神 は 一度 何れの 民族 を も 「不服の 中に 入れ かこむ」 と 雖も是 れ卽ち 後に 憐みを 施さん ためで 

ある。 冷き 冬の 後に 暖き春 は 必す來 る。 今 は ユダヤ 民族の 冬で ある。 併し乍ら 是れ 後に 到來 する 所の 

春の 光明と 生命と を豫 示す る ものである。 かくして 祌は その 聖旨 を 行 ひ 給 ふので ある。 

バウ 口 は 右の 如くに 考 へた。 そして この 偉大なる 思念の 中に 先の 憂と 痛と は 失せ去った。 殘る所 は： 

唯 讚美の みで ある。 三十 三 節 以下に 於て 彼 は 歌 ふ。 

あ、 神の 智と識 の 富 は 深い かな。 其 霧 判 は 測りが たく 其^ 跡 は 索ね 難し。 孰 か 主の 心 を 知りし。 

孰 か 彼と 共に 議る 事を爲 しゃ。 孰 か先づ 彼に 施へ て 其 報 を 受けん や。 そ は 萬 物 は 彼より 屮 I で 彼に 

倚り 彼に 歸れ ばな り。 願く は 世 々榮れ 神に あれ ァメ ン。 

是れ 偉大なる 讚美の 歌に して、 八 章 終 尾の 讚歌と 相對 して 其の 美 を 競 ふ ものである。 彼 は 救の 確賁な 

る を 知りて 擧 げたる 凱歌、 是は 神智の 宏大なる を 歎美した る 11^ 欲、 共に 稀に 見る 所の 莊大 なる 辭 であ 

る。 攝理の 中に 凡て を 見る がその 特徵 である。 まことに 九 章より 十一 章に 亙る 人類 救拯 論の 結尾と し 

て相應 しきもの である。 

世界の 現狀 如何、 叉 我 日本 國の 現狀 如何、 涵濁 迷亂の 極と 云 ふべき である。 神 は 何故かく の 如く 人 

類 を 導き 給 ふか、 何故 これ を 放置し 給 ふかとの 疑問が 起らざる を 得ない。 之に 對 する 說 明の 第一 は祌 

の 聖旨に 依る との 事で ある。 第二の 說明は 人類の 意志に 依る との 事で ある。 人類 は自 から 神と 眞理と 
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に 背き 來 つた。 之に 對 して 彼等 は 袁任を 持たねば ならぬ。 乃ち 神 は 之に 對 して 相 當の罰 を 加へ て、 彼 

等 を 此滑亂 の 中に 入れ かこめた。 併し乍ら 暗中に 光 を 生み出す 祌は、 必すゃ 此清亂 醜 汚 を 通して 人類： 

を 光明の 境に？ き ゆく であらう。 バウ n がん：' の 世に 生れたならば 斯く 信じた に 相 遠ない。 我等 亦 かく 

信じ、 かく， ぎ； みて、 バウ 口と 共に 祌の智 と識の 富と を 讚美しょう。 

之 を 矛盾と 見做す 人が ある。 然り、 然ら す。 純理の 上に 於て は そこに 矛盾が 存 する。 しかし 愛は现 

論 以上で ある。 愛 は 全 宇宙 ほど それほど 大 である。 愛の 中には 一 切の 矛盾が 調和 せられる。 神の愛 は 

春の 光の 如く 柔 かに 全人 類を蔽 うて ゐる。 人 は 神の愛の 如何に 犬なる か を 知らない。 併し乍ら 時來っ 

て 新しき； 大と 新しき 地の II かる \ 其 (仅活 の 朝に 於て 如何。 その 時與 へらる- -恩ま ^ の あまりに 犬なる に 

驚かざる もの して 幾人 ぞ。 その 時 神の愛の 絶大に 眼く らまざる 者 * して 幾人 ぞ。 其 時 自己の あまり 

に 弱 かりし を恥ぢ ざる もの si- して 幾人 ぞ。 實に 神の愛 は 人の 目 未だ 見す 人の 心 未だ 思 はざる もの を與 

へんと する ので ある。 此大 愛の 中に 世界の 現在と 將來と を 見た る バウ a の救扬 観、 それ は實に 宏大な 

る！ ^望， に 波う つ 魂の 叫びで ある。 此大 思想の 前に 此 世の^ 舉は 煙の 如く 失せ去る ではない か。 人間の 

理智を 以てする 小 懷疑は 微塵に 打ち 碎 かる- - ではない か。 そして 殘るは 唯 神 智に對 する 讚美の 歌の み 

である。 
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第 十二 章 一節の 研究 

前講を 以て 第 十一 章の 研究 を 終へ た。 これから は 第 十二 章 以後の 研究に 入る ので ある。 その 內容の 

慣 値から 云へば、 羅馬書 は 第 八 章 を 以て 絶頂と する。 しかし 其. 2： 容の 性質から 云へば、 十一 章と 十二 

章の 間が 分水嶺と なって 居る。 卽ち 十一 章までに 說 かる、 は敎 美で あるが、 十二 章から は 全く 面目 を 

異にして 專ら 實踐道 德を說 くので ある。 故に 羅馬書 を 二 大部に 分って、 十一 章まで を 第一 部、 十二 章 

以後 を 第二 部と 見る ことが 屮1 來る。 併し 又 全 體 を 三 大部に 分ち て、 個人の 救 を 主題と する 一— 八 章 を 

第 一 部と 見、 人類の 救 を 主題と する 九— 十 一 章 を 第一 一部と 見、 實踐道 德を說 く 十一 一章 以ドを 第三 部と 

見る こと も 出来る 0 

かく 其 書翰の 前半に 於て 福音 的敎 義を說 き、 後半に 於て 實踐道 德を說 く は羅馬 書の みに 限らない。 

バウ & の 他の 書翰に 於ても 之が ある。 その 最も 鮮明な の は羅馬 書の ほか 以弗所 書で ある。 此書は 第一 二 

め し • ひど 

章までに 於て 信仰に 關 する 深き 教義 を 說き、 第 m 章より は r 然れば 主に 在て 囚人と なれる 我なん ぢら 

に勸 む、 汝等 召されし 召に 符 ひて 行 はんこと を」 と說き 始めて 專ら 實踐道 德を說 明して ゐる。 哥羅西 

書 も 此點が 可成り 明瞭で ある。 一、 二 章に 於て 含蓄璺 かなる 敎 義が說 かれし 後ち、 第三 章より は 「旣 

に汝等 キリスト と共に 甦り たれば 天に 在る もの を 求むべし」 と說き 出して、 專 ら道德 的の 注意が 與へ 

ら れてゐ る。 その他 加 拉太書 は 第五 章 一節より、 帖撒 羅尼迦 前書 は g: 章 一節より、 同 後書 は 三 章 六 節 

より 孰れ も實踐 道德に 入って ゐる。 パゥ 口 の 書翰の 半数が 此特 徵を擔 つて ゐる事 は 注意すべき 一 事で 

ある。 
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普 Ja の 道 を 以てすれば 先づ 人を敎 ふるに は 道 德を說 くべき である。 これ 解し 易き のみなら す、 實 際- 

生活 上 主たる 注意 を 行爲に 置く は當然 であるから である。 然るに パ ゥ 口 は 何故 解し 難く して 且實際 生. 

活 には緣 遠し と 思 はる、 敎義 —多くの 人々 に 神秘的と 云 はる、 もの— を 第一 にカ說 して、 然る 後より 

解し 易く してより 緊切と 思 はる. > -道德 の 事を說 くので あるか。 これ 一 の 疑問で ある。 併しながら パゥ 

u を 以て 見れば 教義 は 源に して 道德は 末で ある。 敎義は 根幹に して 道 德は花 葉で ある。 義 とせら る \ 

事と 云 ひ、 聖 めら る i 事と 云 ひ、 救 はる、 事と 云 ひ、 又 人類 救拯の 次第と 言 ひ、 これ パゥ a に 取って 

は 人生の 第 一 問題で ある。 神と 人との 關 係の 根本 をな す 問題で ある。 故に 之が 解明に 多くの 文字 を 費 

して、 然る 後ち 初て 道德 倫理の 問題に 入る ので ある。 普通の 人は考 へる、 世に は實際 問題が 多い、 社- 

會圃 家人 類に 關 する 切實 緊要なる 問題が 山の 如く ある、 之 等の 解決の ために 人 は 今や 日 も 亦 足らざる 

狀態 にある、 何 を 苦しんで か 神人の 關係 など 云 ふ 問題に たづ さはらん と。 然るに パゥ 口に 取って は 神 

人關 係の 問題が 人生の 第一 問題で ある。 之 さへ 解けば、 他の 凡ての 難問題と 稱 せらる K 物の 如き は自ぃ 

然と 解け 去る と 云 ふので ある。 

根な くして 薬の 茂り 花の 開く 苦がない。 然るに 此 世の 人 等 は、 營々 として 此の 不可能 事に 從 事して 

居る。 さりながら 敎義は 人生の 第一 問題の 解明で ある。 神と 人の 關 係が 先づ義 しくされ なくて は、 傅 

の 凡ての 事は義 しくされ ない。 基督 敎道德 は 基督 敎敎義 を 根幹と して 立つ 花 葉で ある。 故に こそ 根幹 

より 養 汁 を 受けて 榮 ゆるので ある。 根柢な くして 只獨り 立つ 所の 倫理 道德 は、 恰も 瓶に 植 ゑし 花の 如 

く 親み 果 つる 外ない。 此點に 於て 基督 敎道德 は 普通の 道德と 根本的に 相違して ゐる。 自己の 義 とせら. 

る i 事、 聖 めら る &事、 救 はる k 事の 奥義 を學 び、 進んで 全世界に 關 する 聖 圖の祕 義を學 びて 歡 喜と 


希望の 歌が 高く 揚がる I 然る 後ち 實際 道德に 入る ので ある。 我等 心の 根本に 生命 を 供給せられ すば、 

如何に 擾秀 なる 道 德と雖 も 之を實 行す る 道がない。 人生の 根本 問題が 解決され、 罪の 苦悶が その 根抵 

より 醫 され、 神の 前に 義 とせら る k に 至り、 榮 化の 聖 望に 心 おどりて 歡 喜と 平安 わが 全身 を 霜 ほす に 

至る とき は、 心は自 から 生命と 力に 充 ちて 道德は 求めす して 行 はれる ので ある。 これ 道德的 生活 を實 

現す る 最上の 道で ある。 故に 道德の 前に 敎義 あり、 敎義の 後に 道德 ある は、 少しも 怪 むに 足らざる 當 

然の 事で ある。 

基督 敎道德 と 云へば 大 問題なる 如く 思 はれ、 之に ついて 大部の 著述 をな す學 者が ある 程で ある" 如 

何 やうに も 之 を 精密に 論す る こと は 出來 るで あらう。 しかし 羅馬 書の 十二 章、 十三 章 を 以て 基督 敎道 

德の 大綱 は ほ 盡 きて 居る と 云 ふこと が 出来る。 人の 人に 對 する 務、 人の 社會國 家に 對 する 務等、 各 

方面に 1 りて 精細に 說 明され てゐ る。 人生に 心 要なる 倫理 道德 はほ^ 網羅され て 居る と 云 ふこと が 出 

來る。 故に 一字一句に 注意して 丁寧に 研究 するとき は、 我等 基督 信徒の 日常生活の 完全なる 指針と な 

るので ある。 

先づ 十二 章 第一 節 を 見る に邦譯 聖書に は 「然ば 兄弟よ 我れ 神の 諸の 慈悲 を もて 汝 等に 勸む、 その 身 

を祌の 心に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と して 神に 獻げ よ， 是れ 當然の 祭な り」 と ある。 今 これ を 原文の 順序 

のま k に譯 せば 大體左 の 如くな る。 

されば 汝 等に 勸む、 兄弟よ、 神の 諸々 の 慈悲 を もて、 その 身 を獻げ よ、 神の 心に 適 ふ聖き 活ける 

祭 物と して、 これ 當然の 祭な り。 

資に其 一 字 一 句が 意味 深き 語で ある。 これ 實に 基督 敎 倫理の 根本原理 である。 實に此 一 節 を 以て 倫理 
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入門と 稱 する ことが 出来る。 

第 一 に 立つ は 「されば」 である (原文に 於て は 第 一 に勸 むの 語が あり 次に されば が あるが、 之 

文字の 性質 上 然るので あって、 意味の 關 係に 於て は 勿論され ばが 第一に 立つ ので ある〕。 この さ 

は 何 を 受けての 語で あるか は 一問 題と されて ゐる。 マイヤ ー の 如き は 十一 章 三 卜 五、 六 節 を 受けた の 

であると 中： 張す る。 然し 乍ら 多くの 擧者は 此語を 以て、 一章 十七 節 以下の 旣說 全部 を 受けての 語で あ 

ると 見て ゐる。 この 語 は羅馬 書の 敎義 部と 道德 部の 間に 立つ 所の 「されば」 である。 故に 敎義 部の 全 

體 を 受けての 語で あると 見る が 最上の 見方と 思 ふ。 卽ち 「汝等 キリスト によりて 義 とせられ 神と 新し 

き關 係に 入ら しめられ たれば」 の 意で ある (サン デ -〕o 義 とせられ 聖 めら れ 救の 希 を 有た せられた 

れ ば— か く數 々の大 なる 直に 接し たれ ば I 言 ひ 難き 歡び と 安 きを 與 へられ たれば … … と 云 ふ 意で ある。 

かく 「されば」 を 以て 呼び 起さる k 道 德の勸 めで ある。 たゾ爲 すべし 爲 すべから すの 誡め ではない。 

充分の 根柢 ありて 自 から 現 はれねば ならぬ 勸め である。 次の 第一 一節 以下 十五 章の 終まで 說く所 多岐に 

亙って ゐ るが、 何れの； 1 めと 雖も その 前に この 「されば」 を 冠す る 所の 誠め である。 この 如き 意味の 

「されば」 を 冠す る道德 にして 初て 道德 としての 攸が ある、 叉赏 行せられ 得る。 卽ち 充分なる 心霊 的 

根柢と 生命の 源泉と を 有する 所の 道德 である。 羅馬書 十一 一章 以後の 基督 敎道 德を學 ぶに 當 つて、 我等 

の 常に 心得 置くべき は 此の 「されば」 である。 

r 汝 等に 勸む、 兄弟よ」 と 云 ふ。 「兄弟よ」 と はパゥ & が 何 か 重大な 事、 意味の 深い 事、 自己の 至 

情な ど を 改まって 云 はう とする 前に 發 する 慣用の 語で ある。 例へば 十 章 一節に 「兄弟よ 我心に 願 ふ 所 

と 神に 祈る 所 は イスラ H ルの救 はれん こと 也」 と ある 如き、 また 哥林多 前書 十一 一章 一 節に 「兄弟よ 靈 


の 賜に ついては 我れ 汝 等が 知らざる を 欲ます」 と ある 如き を 見よ。 情の こもった 語、 兄弟が 兄弟に 對 

して 云 ふ 語で ある。 バウ 口 は兹に 兄弟の 態度 を 以て、 親み を B マの 信徒に 向って 注ぎつ &、 溫き心 を 

以て 道德 的の 勸め をな さんと する ので ある。 僅に 一 語 を 加へ ただけ であるが、 其 中に 筆者 バウ，" の當 

時の 心搆 へが 充分に 見える。 そして 偉大 なれ ども 緣細 なりし 彼の 心 を、 我等 はこ- -に 見る ので ある。 

r 勸む」 と 云 ふ、 命す ではない。 「モ ー セは 命じ パゥ B は勸 める」 と ベンゲル は 言 ふ。 モ. I セ律は 

權威を 以てする 命令で ある。 そして 之 を 行へば 幸福 來り之 を 破れば 刑罰 臨む と 云 ふ。 卽ちモ ー セ律は 

幸福の 約束と 刑罰の 威嚇と を 以てする 命令で ある。 然るに 今や 時來 つて 福音の 時代と なった。 先づ與 

へらる、 は恩惠 である。 然る 後ち 「されば ：：： 勸む」 である。 道德的 命令 を 新たに 課さう とする ので 

はない。 恩惠に 浴し て 感激す る 結果 當然ぁ る ベ き 事 を 念 のために 勸め るので ある。 勸 めなくて も讀者 

の 當然實 行すべき 事で は あるが、 或は 忘る k 者 も あらう かとの 心 遣 ひより 改めて 勸め るので ある。 故 

に 自然に 起る ベ き 事 を ひ き 起す だけ のこと で ある。 故に 少しも 命令と し て 威嚇的に 臨む 必要 はない。 

たく 勸 めた だけで 充分で ある。 

「神の 諸々 の 慈悲 を もて」 勸め ると 云 ふ。 第 十一 章までに 於て 說く所 皆な 神の 「諸々 の 慈悲」 であ 

る。 殊に 一章— 八 章に 於け る 救扬の 本義 は 徹頭徹尾 神の 慈悲で ある。 そこに 著しき は 人の 罪と 神の愛 

との 對照 である。 人に は 唯 罪の 深き あるの みに て 何の 功な く 只 信仰に よって 義 とせられ、 聖 めら れ、 

救 はると 云 ふ 神の 慈悲で ある。 この 神の 慈悲 を もて バウ B は獻 身を勸 める と 云 ふので ある。 慈悲に 感 

あや. -- 

激して 自ら 爲 すに 至る 獻身を 念のために パ ゥ B は尙勸 める ので ある。 「祌の 慈悲に 過た す 心 動かさる 

る 者 は 其 凡ての 聖 3 曰に 從 ふに 至る」 とべ ン. ゲル の 云 へ るに 注意せ よ。 
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神の 諸々 の 慈悲 を もて パゥ n は 何を勸 める のか。 曰く 「その 身 を獻げ よ」 である。 バウ" が 兹にそ 

の 身 (身 體〕 を默げ よとの み 云 ひて、 全身 全靈 を獻げ よと も、 汝 自身 を獻げ よと も 云はなかった 事に 

ついては 種々 の說が ある。 しかし 乍ら その 身卽 ち肉體 を獻げ よと 明示して ある 上 は、 それが 肉 體的獻 

身 を 意味す る こと は 勿論で ある。 パゥ 0 は 何故 此 事に 重き を 置いた ので あるか。 彼 は 第二 章に 於いて 

「心 を 化へ て 新に せよ」 と勸 めて ゐる 故、 第一 節に は專 ら身體 のこと を 云うた ので あらう。 抑 も 人の 

肉 體 なる もの は 人間が 事 を 行 ふ 道具で ある。 之 を以. て 人 は惡を もな し 叉 善 を もな す。 之 を サタンの 誘 

ふま i に 濫用し 惡 用す るが 世の常で ある。 其 最も 甚 しき 例 は旣に 一 章 末 段に 記された。 この 惡 用され 

易き 又 罪の 機關 となり 得る 肉體 を、 神に 獻げて 彼のた めに 用 ふる は、 心 を 潔む ると 共に 叉 肉 體を聖 む 

る 道で ある。 神の ために 此肉體 —此 頭、 手、 足 を 用 ふるが 兹に バウ 口の 云ふ獻 身で ある。 その 身を獻 

げ よと は 卑近なる が 如くに して、 實は 深き 勸め である。 

「神の 心に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と して」 獻げ よで ある。 祭 物と は 勿論 ユダヤに あって は 犠牲と して 

祭壇に 供 ふる 物の 意で ある。 ユダヤに は H ホバを 祭る 數 種の 祭が ある。 幼き より 之 等の 諸 祭に 親しみ 

ゐ たる バウ n は 極めて 自然に 「祭 物と して 默げ よ」 との  一一 一一 II を發 したので あらう (自國 の 祭に 對 する 一 

種の 親み を 以て )o 潘祭は 前であって、 酬恩祭 は 後で ある。 共に 犧牲を 獻げる 祭で あるが、 甲 は 罪の 

ため 乙 は 感謝の ためで ある。 而 して 信者の 場合に 於て は、 キリスト は 我等に 代りて 「世の 罪 を 負 ふ 神 

の羔」 として 自 から 燔 祭の 壇に 已を 亡ぼせし 故、 我らの 燔祭 は旣に 了り て 今や 感謝 を 表する 酬恩祭 を 

獻 ぐべき 時と なった ので ある。 併し乍ら 今や 牛 や 羊を獻 ぐる は 神の 心に 適 ふ 所ではない。 今默 ぐべき 

犧牲は 自己の 肉體 である。 聖き 活ける 祭 物で ある。 死せ る 牛 や 羊 は 今や 祭 物た る價を もたない。 活け 


る 我 身體を 全部— その 肢體 と共に 全部 I 獻げて 了 ふこと、 是れ 「神の 意に 適 ふ」 祭 物で ある。 これ を 

我ら は 感謝の 意味に 於て、 恩 惠に酬 ゆる 意味に 於て 獻 ぐべき である。 そして 神の 聖き御 業の ために 我 

身體を 全部 用 ふべき で ある。 

バウ 口 は 右の 如く 全き 獻身 をす、 めて 後ち 「これ 爲 すべきの 祭な り」 と 附記した。 此獻身 は 基督 者 

として 當然爲 す ベ きの 祭で あると 云 ふ 意味で ある。 「爲す べき」 の 原語 を log.ikos  (ロギ コス〕 と 云 ふ。 

之 は 合理的と 譯 する が普逋 では あるが (英語 rational:- また 靈 的と 譯 する こと も 出来る (英語 spiri- 

tual) 0  合理的と 見れば、  以上の 如き  恩惠を 受けた る 基督 者が その 身を獻 ぐる は  當然の  祭で あると 云 ふ 

意になる。 實に理 に 適った、 無理の ない、 當 然の獻 身で あると 云 ふので ある。 是れ 普通の 見方で ある リ 

そして 此 見方に は 何等の 故障 もな くして 文字 上、 意味 上 自然にして 無難なる 見方で ある。 し 又靈的 

と 見る 方に も 捨て 難き 點が ある。 同一 の 文字が 彼 得 前書 二 章 二 節に 用 ひて あって 「靈の 眞の； 3^」 (改 

譯 聖書) と譯 して ある C 現行 譯 聖書に 心 を 養 ふと ある は 稍々 意譯に 過ぎて ゐる )o 叉 同じ 二 章 五節に 

0  0 そな へ も G 

は 「イエスキリストに 由り て 神に 悅 ばる、 靈の祭 物を獻 ぐべ し」 と ある。 この 方 は 別の 文字 を 用 ひて 

は あるが 此 節の 意味が 羅馬書 十二 章 一節と 酷似せ る は 見逃し 難き 點 である。 或は パゥロ は 「これ 靈的 

の 祭な り 一 と 云 ひて、 猶太 諸 祭の 物赏 的なる に對 比せ しめたの かも 知れぬ。 殊に 此頃 民と 祭司との 墮 

落の ために、 ユダヤ 諸 祭 は その美し き 意味 を 忘れられて、 專ら 物質的、 形式的の 祭と 化し 去って ねた 

ので ある 故、 バウ 口 は 殊に 力 を こめて 靈 的の 祭な り，. J 云うた のか も 知れない。 何れに 定まっても、 そ 

の 主意 は 同 一 である。 

基督 者に も 亦 祭が ある。 それ は旣に 形式 化した る ユダヤの 諸 祭儀の 如き もので はない。 叉 異邦に 行 
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まる k 所の かの 俗の 俗た る 祭の 類で はない。 そして 又 曰 を 定めて 或 一 曰 叉 は數日 をのみ 祌 のために 用. 

ふる 祭で はない。 基督 者の 祭と は その 當然爲 すべき 祭で あり 叉靈 的の 祭で ある。 それ は 其 身 を 「神の 

、いこ， 適 ふ 潔き 生ける 祭 物と して 獻ぐ」 る 所の 祭で ある。 一度 その 身 を 獻げて 口々 に 連 緩して 其 身を獻 

げっ. - ゆく 祭で ある。 別の 語 を 以て 云へば 信者 は その 生涯 全部が 祭で ある。 彼に は 此^の 謂 ゆる 祭 は 

ない。 け， ども 祭が 全くない と 云 ふ は 誤って ゐる。 否 祭 を 最も 多く 營む者 は 彼で ある。 M となれば 彼 

は 毎日々々 祭 をす るからで ある。 否 その 全生涯が 祭の 速- 續で あるから である。 否 その 全 生活が 卽ち祭 

であるから である。 故に 我等 は 他に 特训の 祭 をす る 要がない ので ある。 

以上 を 以て 十二 章 一節の 解 を 終る。 まことに 右の 如きが 基督 敎道德 である。 基督 敎道德 は 全き 獻身 

を先づ 第一 とする。 それより 凡て 行 爲の細 末に わたるの である。 然し 獻 身と 云 ふも單 なる 命令で はな 

い。 まづ 神の 恩惠に I 一  t: に 浴し、 人生の 根本 問題 を 解かれて、 歡喜 滿悅の あまり 當然爲 し 得る 獻身 のす 

十め である。 かくして 深められ たる 心より 自發 的に 起る 所の 愛の 行と 生涯で ある。 何の 根柢な き道德 

ではない、 根抵を 明かに せられし 故 合理的に 爲し 得る 所の 道德 である。 理に 適って 心から 行 ひ 得る 道 

德 である。 賦課で はない、 心から 爲し 得る 獻身、 喜んで 爲し 得る 獻身、 及び その 結 菜と しての 行爲で 

ある。 これが 基督 敎道德 である。 僅に 一節の 中に 基督 敎道 德の大 體が說 かれた ので ある。 
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第 十二 章 二 節の 研究 

羅馬書 第 トー 一章 は 信者の 一 人と して の 道、 十三 章 は 社會の 一 員と しての 道を說 示した もので める。 

冬して 十 ra 章、 十五 章 は 同じく 實踐 上の 問題に 係 はって は 居る が、 特に 羅馬 敎會 特有の 事柄に ついて 

注意 を與 へた ものである。 故に 一般的の 基督 敎道德 と 云へば 十二、 十三 章 を 以て ほ f 其 大綱 を盡 して 

ゐ るので ある。 而 して 前 講に說 きし 如く、 十二 章の 第一 節 は 基督 敎道德 の根抵 であると 共に、. また そ 

れが實 行の 動機で あると 云 ふこと が 出来る。 卽ち 神の愛に 感激して 全き 獻身 をな せよ とのこと である- 

もし 此事 さへ 充分に 出来れば、 他の 事は學 ばす とも 自 から 明瞭と なる ので ある。 しかし。 ハウ B は 念の 

ため、 尙ほ 諄 々 と し て 基督 敎道德 の 全般 を 語らん とす る の で あ る 。 

第一 節 は 基督 敎道德 の根抵 である。 之に 對 して 第二 節の 說く所 は それの 性質で ある。 そして バウ 口 

は 彼れ 特有の 習慣と して、 先づ その 消極的 半面 を說 き、 然る 後 その 精 極 的 半面 を說 くので ある。 消極 

的 半面と は 二 節の 前半で ある。 臼く 

叉 この 世に 效ふ 勿れ  . 

と。 そして 積極的 半面と は 二 節 後半で ある。 曰く 

汝等 神の 全く 且善 にして 悅 ぶべ き \;h を 知らん が 爲に心 を 化 へ て 新， にせよ 

と。 楚 に此兩 方面 を 併せる 時、 そこに 基督 敎道德 の 性質 は 遺憾な く 知らる i ので ある。 健全なる 道德 

は 一 方に 於て は 此^の 潮流に 對 する 反對、 他方に 於て は 心の 革新で ある。 此兩者 を 兼ねる 所に 基督 敎 

道德は 成立す る。 然ら ざる 所に は某督 敎道德 はな いので ある。 
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r 此 世に ふ 勿れ」 と 云 ふ。 此 * に效ふ 所に は 基督 敎道德 はない。 基督 敎道德 は柯處 から 見ても 非 

現 # 的で ある、 非 習俗 的で ある。 今 これ を實際 問題と して 見よう。 基督 敎會 なる もの は 兎角 此 世に 效 

ひ A> すく、 そして 其爲 めに 噴 落し 易き ものである。 しかし 眞の敎 食 は Church-militant である。 卽 

ち， A^il と 1 ふ敎會 である。 此^との 戰を罷 めて 此 *1 の 風潮に 效ふ ときには、 敎會の 生命 は 失せて ^51 に 

無力と なり 墮落 する。 バウ II は 基督 敎道德 の 内容 を細說 する 前に 當 つて、 まづ 「此批 に效ふ 勿れ」 と 

1K ひて、 此 骨と 其 惡に對 する 熊 度 を 明かに 示した ので ある。 これで 基督 敎道德 の 性質 は 可成り 明かと 

なった ので ある。 

更に 此の r 效ふ 勿れ」 とい ふ 原語の 意味 を 研究す る 時 は、 此 語が 尙ほ  一 &! 意味 ふかき 語なる を 知る 

, の である。 「效 ふ」 は 原語 を sunschfmatiz^  (スン スケ， - マチ ゾ ー) と 云 ふ。 これ scllc-ma  (スケ ー マ. 

英語の scheme) より m でし 語で ある。 スケ ー マと は 此^の 移り ゆく 棵を云 ふ 語、 ス ンスケ ー マチ ゾ 

1 は此 多り ゆく 様と 共になる こと を 意味す る。 故に 「效ふ 勿れ」 は 此^の 移り ゆく 樣、 流行、 風潮に 

加 はる 勿れと いふ 意味で ある。 ^は 常に 風の 如く 流れ 潮の 如く 動く ものである。 恰も^ 人の 服装の 流 

行が 流行と いふ 文字が 示す 通り、 絶えす 流れ 行く が 如きが IS ゆる 此^の 風潮で ある。 時代 思想な ど 云 

ひて 之 を 貴ぶ 人が 多い。 しかし^の 最も 高 尙と見 ゆる ものまで がスケ ー マ (流行) である。 帝 國卞： 義 

の 時代が あり、 平和主義の 時代が あり、 社 食 運動の 時代が あり、 謂 ゆる 宗敎的 熱心の 時代が ある" 何 

れ もこれ 婦人の 衣裳の 類で ある。 昨是今 非、 變轉き はまりな く、 何の 贲 さもな く、 風の 如くに して 3： 

等 捉へ 所の ない ものである。 

然 る に 基督 敎會 の 多くが、 又 基督 信者 の 多くが 此の^の 流行に 效 ひつ」 あ る は 痛歡す ベ きこと であ 


る。 變り ゆく 比 世の 相に 已を 似せ、 周圍の 色の 變る ごとに 之と 同じ 色に 塗り かへ 世が 帝國 主義 を 高 

唱 する 時 は 之に 同じ、 世が 社會 運動に 熱狂す る 時 は 叉 之に 加 はり、 もし 斯く 世に 效 はざる 時 は 敎會义 

は 信者の 生命 は衰 ふべ しと 考 へる。 併し 世に 效 はざる 所に 敎會 及び 信者の 生命が ある。 世 は 敎會に 向 

つて 己に 效 ふべき を 要求 すれ ど、 少しく 時日 を經過 すれば 巳に 效ふ 者を賤 むる ので ある。 然ると き は 

味 を 失 ひし 鹽の 如き もの、 後 は 用な し 外に 棄 てられて 人に 踐 まる k のみで ある。 然るに 此 事に 氣づか 

すして、 浮 草の 如く 潮流に 流されつ k ある 現代 敎會の 愚か さよ。 見よ 海中に 吃 然として 立つ 岩 を。 滿 

潮のと き 潮 は 高鳴りし つ、 陸に 向って 押しよ せ 押しよ せ、 海に 漂 ふ 凡ての もの を 共に 動かし、 岩に 向 

つても 云 ふ 「共に かの 陸に 向って 行かす や」 と。 しかし 岩 は 海底 ふかく 根 をお ろして 毅然として 動か 

ない。 又 退潮のと き 岩に 向って 「共に 沖に 出です や」 と 誘 ふ も敢て 顧みない。 これ 正に 基督 者の 此世. 

の 風潮に 對 する 態度でなくて はならない。 此世は 亡ぶべき もの、 その 根本 精神 は物愁 追求に ある。 神 

を 信じて 永遠 の 國を懷 ふ もの は、 斯 かる 世 の 流行 風潮 の 外に 超然と して 獨自の 境 を 守 つ て 居なくて は 

ならぬ。 故に 云 ふ r 此 世に n まふ 勿れ」 と。 

次の 積極的 半面 は 「心 を 化へ て 新に せよ」 である。 こ i の 「心」 は 原語 n£-z  (ヌ ー ス〕 と 云 ふ。 

ヌ ース は pneunm  (ブネ ゥマ〕 の ごとく 魂 を 意味す る 語で はない。 心 思 (マインド) を 意味し 判斷カ 

(ァ ンダ スタン ヂ ング) を 意味す る。 善と 眞とを 見 分る 力、 これ 卽ちヌ 1 ス である。 故に 心 を 化 へ て 

新に せよ と 云 ふの は、 人生 觀を 一 變し 一 新せ よとの 意で ある。 物の 見方 を 全然 改めよ との 意で ある。 

バウ II が 玆に魂 (スピ リツ ト.) と 云 はす 心情 (ハ ー ト) と 云 はざる に 注意せ よ。 彼 は 勿論 必要なる 場 

合に は 「魂」 を 云ひ义 「心情」 を 云 ふ。 しかし 玆には 特に 刺斷 力の 變改を 促した ので ある。 人 は 心情 
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だけ 良いで は 足らぬ。 判 斷カも 亦 良ぐな くて はならぬ。 心 思 も 亦 養せられ ねばならぬ。 かの 福音 を 

以て 單に情 を. 潔め る ものとの み 見なす 者 は 誰ぞ。 これ 一方に 偏せ る 見方で ある。 情が 涵養 せられても 

知性が 養せられ ない 時 は、 信仰的 生涯に 確 岡た る默 味が 加 はらない ので ある。 我等 は 心 思、 判斷 力、 

常識 を 養はなくて はならぬ。 そして 此^の 人の それと 異なる 或 新しき 世界 へ 心の 眼 を 向けねば ならぬ。 

普通の 心 は 「肉の 心」 9 羅西書 三の 十八、 己の 心と ある は 誤譯) である。 故に 之 を 化へ て靈 的の 心 

とせねば ならぬ。 かく 心を變 革す るた めに は靈 魂の 改造、 情 性の ti 養が 必要で ある。 併し。 ハウ a の特 

に兹 にカ說 する 所 は 知的 刹斷 力の 改新で ある。 卽ち心 を 化へ て 新たに せよ である。 これ 眞に 重要なる 

誡め である。 

何故 心 をが へて 新に すべき か。 そ は 「神の 全く 且善 にして 悅 ぶべき 3 ほ を 知らん がた め」 である。 こ 

こに 神の 33  (，聖 i 思) と 云 ふ 語に 對 して、 三の 形容；^ が 用 ひて ある。 第一 は 「善なる」 である。 第二 は 

「悅 ぶべき」 である。 第三 は 「全き」 である (原語の 順序に よるい。 神の 善なる 意、 悅 ぶべき 意、 全 

き 意で ある。 か i る 神の 聖旨 を 知る こと は、 基督 者の 實際 生活に 於て 常に 最も 必要なる 事で ある。 之 

がた めに は 先 づ心を 化 へ て 新に せねば ならぬ ので ある。 

然 らば 神の 3ni を 知る の 道 如何。 或は 天然の 屮に 或は 世界の 推移の 中に これ を 探る ことが 出来る。 併 

し先づ 第一 に は 聖書の 研究で ある。 聖書の 中には 明かに 神の 御 皆が 記されて ゐる。 之 を 「心」 を 以て 

—化 へられた る 新たなる 心 を 以て— 學び、 そこに 示された る を 知らねば ならぬ。 由來 基督 信者と 

稱 する 者に して 聖書^ 充分 に讀 まざる 者 、聖書の 研究に 頗る 冷淡なる 者 多き は 彼等の 大 通弊で ある。 

そして 神の 御 3n: と 云へば、 唯 「愛」 であると 考 へて 居る。 しかし 其 愛と は 如何と 問へば、 明瞭なる 答 


をな し 得る もの 果して 幾人 か ある。 神の 御 心た る 愛 は、 かく  一  口に 人の. 云 ふ ほど 簡易なる もので はな. 

い。 愛と は 如何なる ものなる か を 知る. ために、 聖書の 全 體を學 ぶ 必要が ある。 健全なる 知的 理解力 を- 

以て 聖書 を 充分に 研究し 精讀 せす して は、 神の 善に して、 悅 ぶべき、 全き 3ほ を 知る こと は 出来ない。 

もし 斯 くして 充分に 聖書 を 學ぶ時 は、 そこに 示された る 神の 御 心の 全く 豫想 外な. るに 驚く ので ある。 

されば 我等 普通の 心 を棄て 肉の 思 ひ を 去り、 變 革せられ たる 新たなる 心 を 以て 聖書 を學 び、 以て 神の 

全き 旨 を 探るべき である。 ^^書の硏究は決して知的遊戲ではなぃ。 それに 依て 活ける 聖旨 を 知り、 之 - 

を賁際 生活に 於て 行 ふための ものである。 

今 第二 節 を全體 として 見る に、 全く 此 世の 人の 意表に 出 づる誡 めで ある こと を 知る ので ある。 此世 

に效ふ 勿れと は先づ 人の 意外とす る 所で ある。 此^の 風潮と は 多数決で ある。 多數決 は眞理 であると 

人は考 へる。 然るに パゥ &は兹 に先づ 此^に 效ふ 勿れと 云 ふので ある。 また 人 は宗敎 問題に 於て は 知 

性よりも 第一 に 情 性で あると 考へ、 情 性の 涵養 だけで 足る と考 へる。 然るに バウ 口 は 知性 を變^ し改 

新して 祌の心 を 知れと 敎 へ る。 そして 神の 心と 云へば 愛 を 指す のであって 解りき つて 居る との 普通の 

考 に反して、 右の 如き 新たなる 知性 を 以て 之 を 究め 擧 ベと 勸 める。 かく 第二 節 全體が 悉く 人の 意表に 

出 づる誡 めで ある ことに 注意せ ねばならない。 

赏に 神の 誡めは 人の 意表に 出づる ものである。 その 實例は 次の 第三 節以 である。 こ、 に 信者の 實 

踐道德 についての 聖 意が 記されて 居る が、 それ を精讀 して その 全く 豫想 外なる に 驚く ので ある。 決し 

て 漠然たる 愛と 云 ふが 如き もので はない。 「我が 思は汝 等の 思と 異なり、 我 道は汝 等の 道と 異なれり」 

み ィザャ 書 五 五の 八) と ある 通りで ある。 之 を 精密に 研究して 初めて 神の 聖意を 知る ことが 出来る。 然ら 
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すして は 基督 敎道德 の 何たる か を 知り 得ない ので ある。 

^ほ 注意すべき 二三の ことがある。 第一 は 「效 ふ」 とい ふ 文字と 「化へ る」 とい ふ 文字との 比較で 

. ある。 。ハウ 口 は此 世に 效ふ 勿れ 心 を 化へ よと 勸 める。 效ふは 前述す る 如く ス ンスケ ー マチ ゾ— 卽ち此 

の賺に "之.^ ことで ある。 此 世の 様 は 卽ちス ケ. -マ であるし そして 「化 へ る」 の原語をョ61§12:.1>110^^ 

二-メタ モルフ ォォ— ) とい ふ。 これ mm.ph::- (モル フユ一) より 出で し 語で ある。 モル フエ ー は 形 を- 

意味す る (英語 fonloQ  メタ モルフ ォォ— は 形 を 化へ よの 意で ある。 パゥ 口の 勸め は、 此 世の スケ ー 

マ に從ふ 勿れ 心の モルフ ヱ ー を 化 へ よと 云 ふので ある。 今スケ ー マと モルフ ェ ，- と を 比較す るに、 ス 

ケ ー マ は前說 せし 通り 移り ゆく 世の 相であって 變轉き はまりな きもので ある、 之に 對 して モル フ ェ 1 

は確闹 たる 形で ある。 甲 は 表面 だけの 形で 常に 變り ゆく もの、 乙 は或觀 念が 自然に 取る 所の 形で ある „ 

卽ち心 ありての 形で ある。 甲 は 何等 確實 なる 极據 なく、 た 新奇 を 好む 人心に 從 つて 變轉 しゅく 浮薄 

なる 外装で ある。 然るに 乙 は 心が 變り しために それに 應 じて 自 から 變る 外の 形で あり、 從 つて 心が 不 

變 なる 時 は 常に 不變 なる 形で ある。 されば 此形 卽ちモ ル フ ェ ー を變 へる こと は 容易の ことで はない〕 

これ メタ モルフ ォォ I.S ちモ ル フ ェ ー を 化 へ る ことの 困難なる 理由で ある。 W し 乍ら 一 度 これ を 化 へ 

た 上 は、 叉 容易に 動かざる ものである。 「心 を 化へ よ」 と は先づ 精神 を 改め 観念 を 新たに して 形まで 

も自 から 變る こと を 云 ふ。 此^の スケ ー マ卽ち 變轉き はまりな き 外相に 從 ひて 己 も 亦變轉 する 勿れと- 

これ 此 世に 效ふ 勿れの 意で ある。 心の モルフ  >-1 (形) を變 へて 新しき モルフ HI となし、 確 Ml 不拔 

再び 動かざる 形 を 取れと、 これ 心 を 化へ て 新に せよ の 意で ある。 一方に 於て 位の 諸相の 移り ゆく あり- 

他方に 於て 基督 者の 心の 變ら ざる あり、 ，の 動きつ X ある 間に 一 度 化へ たる 後 永久に 變ら ざる 我等の 


人生観 あり、 その 對 照が 此 節の 屮に、 殊に 此ニ 語に 充分に 表 はれて 居る ので ある。 

次に は 「效 ふ， 叨れ」 「化へ よ」 とい ふ 二つの 動詞の 態 (voice) に 就て 注意すべき である。 人の 普？ t 

知る 所 は 能動態 (a (ま ve  voice) と 受動態 (passive  voice) である。 日本文法に は 態 は 此の 二つの みし 

かない。 能動態と は 働き かけで ある。. 「與 ふ」 「打つ」 の 類で ある。 受動態と は 受け身で ある。 「與 

へらる」 「打た る」 の 類で ある。 甲 は 全然 自力、 乙 は 全然 他力で ある" 甲に は 自分の 意志の みあり、 

乙に は 他人の 意志の みある。 然るに ギリシャ 語 その他の 國 語に 屮態 (middle  voice) とい ふ ものが あ 

る。 之 は 他力と 自力の 結合 を 示す 態で ある。 卽ち 自分に 意志 は あれ ど 力なき 場合、 或る 他の 者の 力に 

己 を 任せ、 其 力に よりて 我が 意志の 遂げら る、 を 待つ と 云 ふやうな 場合に 用 ひらる. 1 ものである。 

■ 此 世に 效ふ 勿れ、 心 を 化へ よは、 原語に 於て は 共に 此中態 を 用 ひて ゐ るに 注意すべき である。 卽ち 

自力の み を 以て 此^に 效 はす 心 を 化へ よと 云 ふので はない。 かく 云 はる \ 時 バウ & の 此勸め は 不可能 

を强 うる ものである。 さりと て 叉 全然 自分の 意志な く 全く 受動的に 斯く なれと 云 ふので はない。 自己 

の 意志 を 少しも 動かさす して 唯靜 かに 受身の 態度 に 已を 置いた のみで は、 此勸 めの 赏現 せらる、 時 は 

ない。 此 ゆに 效 はない こと、 心 を 化へ て 新に する こと、 之 は 自力と 他力の 結合の 上に 初めて 行 はる & 

ものである。 ^に效 はじとの 決意、 心 を 化 へんとの 努力、 それ を 抱いた ま& にて 神の 犬なる 能動の 中 

に 己を投 する ので ある。 そして 神の 力に 浴して 我 決意 を實 現し 我 努力 を有效 ならしむ るので ある。 こ 

れ が此誡 めの 實行 せらる i 道で ある。 基赞敎 道德を 自力 本位に のみ 解す る 勿れ。 然ると き は堪へ 難き 

m, 荷と なる。 又 恩 惠を樂 むの あまり 全然 他力 的と なる 勿れ。 かくて は 緩怠 弛 魔の {4U 湫 いと 濃き を 加へ 

るで あらう。 宜しく 自己の 努力と 神の 力との 一致 融合の 上に 之 を 建つべき である。 これが 基督 敎道 igi 
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を 行 ふ 所の 道で ある。  . 


第 四十 八講 基督 敎道德 の 第一 謙遜 ， 

第 十二 章 三— 八 節の 研究 

第 十二 章の 第一 節 は 感激より 起る 默身 を說 く、 これ 基督 敎道德 の 根柢で ある U そして 第二 節は此 世：. 

に效ふ 勿れと 云 ひ 心 を 化へ て 新に せよ と勸 める。 これ 某： 督敎 道德の 性質で ある。 この 二つの 節 を 以て < 

基督 敎 道徳の 根本的 精神 は盡 きて ゐ. る。 第一 二 節 以下 は 之が 適用で ある、 叉 基督 敎道德 の 細則で ある。 

勿論 第三 節以ド 十三 章の 終まで を 以て 全部 を盡 すと 云 ふこと は 屮1 来ない。 しかし 其 重なる もの は 略 ぼ： 

舉 げられ てゐ る。 卽ち バウ ロは玆 に、 基督 敎 道徳 中 大切な りと 信す る もの だけ を 選り 拔 いて 記した の- 

で ある。  我等 は 此心を 以て 注意 深く 之に 對 すべきで ある。 

第二 一節より 八 節まで は 謙遜で ある。 甚督敎 道德と 云へば 直ちに 「愛」 と 人 は 云 ふ。 故に バウ 口 は 此- 

場 八：： まづ 第一 に 愛を說 くべき であると 考 へる。 W しパゥ の 爲す所 は 少しく 普通の 信者と 違 ふ。 彼 は， 

第一に 謙遞 について 記して 然る 後ち 愛に 說き 及ぶ。 これ 特に 注意すべき 事で ある。 

第三 節の 初めに 於て パゥ n は先づ 一一： ほふ 「我れ 受 くる 所の 恩に 藉 りて 汝等各 入に 告げん」 と。 この 發， 

語の 頗る 謙遞 なる を见 よ。 彼 は 使徒の 一 人で あり 殊に 其 最も 大 なる ぶであった。 彼 は 或 場き に は 「我： 


は：^ 事に も 最も 大 なる 使徒た ちに 劣らす と 思 ふなり」 (コ リ ント 後書 十 一 の 五) と 公言せ し 程であった〕 

殊に 異邦 傳 道の 直责を 神より 委託せられ たる 彼であった。 故に 「我れ 命す」 と 云 ひても 何の 差閊 はな. 

かった。 或は 「我 權能を 以て 吿ぐ」 と 云 ひても 誰も 怪む ものはなかった。 然るに 彼 は 我れ 受 くる 所の 

恩に よりて 吿 げんと 言 ふ。 勿論 此 場合の 「恩」 は 使徒 職た る资 格を與 へられ 居る こと を 意味す るので" 

あるが、 わざと 「恩」 とい ふ 語 を 選びし は 彼の 美しき 謙遜 を 語る ものである。 謙遜の 敎を說 くに 當っ 

て先づ 謙遜の 態度 を 取る、 {是 に 美 はしき 心事と 云 ふべき である。 

謙遜に ついて 聖書の 敎 ふる 所 如何。 それが 日本人の 普通に 考へ 居る 所の ものと 根本的に 相違して ゐ. 

る ことに 注意すべき である。 日本に 於いて は 謙遜と 云へば、 主として 外形 上の ことで ある。 卽ち 態度 

言語に 關し たこと である。 その 心の 狀 態の 如き は 敢て問 はす、 た 外に 現 はれた 形を捉 へて 謙遞 とい 

ふ。 その 心 如何に 祌に對 し 叉 人に 對 して 謙遞 なる もので あっても、 一一 目 語 や 態度 に 於 て 恭謙な ら ざる 者- 

は 傲慢と して^せられ、 その 心 は 驕 投 にても 表に 謙遜 を裝ふ もの は德 器と 稱 せられて、 決して 偽 tl 者 

と 云 はれない ので ある。 我阈に 於て 謙 過なる 道 德が斯 く 表面的に 淺く 見られ Si5 る は、 慨 はしき 事で あ 

る。 自己の 能力 を 用 ふべき 場合 にても 人の 前に わざと 隱す こと、 叉 は 集會に 於て 席の 譲り合 ひに t 半し- 

く 時間 を 費す こと、 之 等 を 以て 謙遜の 美徳と 考へ 居る ため、 それに 由り て我國 人の 受 くる 損害 は 一通" 

りで はない。 か&る 誤れる 謙遞は 百害あって 一利ない。 我等 は 宜しく 之を棄 てて、 聖書の 敎 ふる 眞 の- 

謙遜 を學 び、 之 を 行 ふ ベ きで ある。 

パゥ 口の 敎 ふる 謙遜と は 如何。 。ハウ 口 は 言 ふ 「心 を 高ぶり 思 を 過す こと 勿れ。 祌の 各人に 賜 はりた、 

る 信仰の 量に 從 ひて 公平に 思念 ふべ し」 と。 之が 彼の 敎 ふる 所の 謙遞 である。 第二 節と ひとしく 前來 
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は 消極的の 「勿れ」 であって、 後 牛 は 積極的の 「べし」 である。 謙遞の 消極的 半面 は 「心 を 高ぶり 思 

を 過す こと 勿れ」 である。 之 は意譯 であって 原文に は 「自己に ついて 正 當に思 ひ 得る 以上に 思 ひ 過す 

勿れ」 と ある (英：^|^|^^-書參照〕0 之 を 一 言に して 云へば 「思 ひ 上る 勿れ」 である。 自己 を 正しく 知る. 

こと、 自己の 値 打 を 正しく 知る こと、 それが 先づ 第一 である。 そして 其 自己の 價値 以上に 自己 を 思 は 

ない こと、 これ 卽ち 謙遜の 消極的 半面で ある。 神に 對 して 己の 無知 無力なる こと、 キリストに 對 して 

己の？^-深く穢れ多きことを知りて、 人 は 心に 謙遜 を 抱くべき である。 ナ 、學者 一一 ュ ー トンが 宇宙の 大に 

對 して 自己の 知識の 淺小を 充分に 認め 居た るが、 最も 美 はしき 謙遜の 實例 である。 屮：； 來る事 を 出来ぬ 

と 云 ひ 知れる 事 を 知らぬ と 云 ふ は 虚偽に して 謙遜で はない。 自己に ついて 思 を 過さない ことが 謙遍で 

ある。 深く 學 ベる もの は、 自己の 知識の 限度 を 能く 知りて 謙遜で ある。 眞の擧 者 は 皆 謙遜で ある。 同 

樣に眞 の 信者 は 皆謙遞 である。 僅少の 知識 を 誇る もの、 不純なる 信仰 を 以て 得意と する 者、 か-る 人 

たち は 自己に ついて 思 ひ 上りて、 自己の 淺慮を 人に 示して 居る ので ある。 

謙 遞の精 極 的 半面 は 「神の 备 人に 賜 はりた る 信仰の 量に 從 ひて， 公平に 思念 ふべ し」 である。 「信仰 

の 量」 と は 信仰の 分量で はなく、 信仰の ことにつ いて 與 へられた る 力の 分量で あると 思 ふ。 卽ち 信者 

として 自己の 爲し 得る 働き、 信者と して 自己に 與 へられし 或 技能 を 指す と 思 ふ。 この 倒き、 この 技能 

相當に 自己に ついて 公平に (思 ひ 過さぬ やう、 謙遜に、 正確に、 眞 面目に) 思 ふべき である。 自己に 

與 へられし 賜物 を 其 儘に、 その 値 だけに 評慣 せよ である。 人に 皆 いづれ も 天賦の 技能が ある。 如何な 

るん と 雖も何 を も 持た すして 生れ 來る もの はない。 そして 彼が 基督 者と なれば、 神 は此犬 賦を發 達せ 

しめ、 S れ， 化せし め、 尙 ほその 上に 種々 の 能力 を 賜 はるので ある。 これ r 與 へられた る 信仰の 量」 であ 


る^ かく 與 へられた る 能力 ある 以上 は、 それ を 無な りと 考 へて はならぬ。 いかに 自己の 罪 は 深く とも 

神 は 我に 能力 を 賜 ひて 益々 之を聖 化せん とし 給 ふ" 信者 は此 賜物の 與 へられ ある こと を 認めて 感謝し、 

之 を 神 のた め 中-のた め 又 人の ために 用 ふべき である。 謙 遞と云 ふ こと は 自己 を眞價 以上 に 見ない と 共 

に 叉 眞價以 ドに兒 ない ことで ある。 正 當に認 むべき だけに、 公平に、 正確に、 差 支な き 程度に 於て 自 

己の 賜物— 與 へられ ある 能力— を認 むる 事で ある。 

以上 第三 節の 說く所 は 謙 遞の眞 性質で ある。 心 を 高ぶり 思 を 過す 勿れ 信仰の 量に 從ひ 公平に 思 ふべ 

し、 卽ち 自己 を眞慎 以上に 見る 勿れ、 叉眞價 以下に 見るな かれ、 自己に 賜 はれる 能力 を その 儘に 認 む- 

べ しと 云 ふので ある。  自分に 凡ての 能力が 具 はって ゐ ると 思うて はならない、 叉 自分に 一 も 能力がな- 

い  と 思うて はならない。  自分の 能力 を 正確に 知れる 者 は、 驕慢なる ことなくして 能く 謙遞 たる を 得る 

ので ある。 かく パゥ B は說 きて 四 節 以ドに 於て、 此 謙遜の 敎を實 際に 當て はめて 說 明す るので ある。 

ま づ^、 五節に 於て 言 ふ 

え つ  つとめ 

卽ち 我等 一 っ體に 多くの K あれ ども 皆 その 用 を 同う せざる が 如く、 各人 キリストに 於て 一 たれ 

ば 亦 互に その 肢 たる 也 

と。 キリストに 於て 一 體 たる もの 是れ 基督 者で ある。 そして 人 體の备 部が 皆 その 用 を 同う せざる 如く 

信者 も 亦 互に その 働き、 その 能力 を 異にして 居る ので ある。 人 體には 色々 の K が ある、 腦、 目、 鼻、 

口、 手、 足、 その他 內臉等 各々 勸 きを 異にして ゐる。 何れも 相 助け 相補って 人體 とい ふ 一 の祖織 をな 

して ゐる。 目 は 見る こと だけ は出來 る。 しかし 目 は腦の 働き を なすこと は 出来ぬ。 叉 乎の 代りと なる- 

こと は  s£  來ぬ。  もし 目が 乎 や 足の 働き をな し 得る と m 心へば 之 は 高ぶりで ある。 同時に 見る こと も出牵 
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ぬと 云べば 之 は 偽 はりの 謙遜— 日本 流の 謙遞— である。 目 は 見る ことの 出来る 自己の 能力 を； 止當に 1^ 

め、 それ 以上に も それ 以ド にも 自己 を 認めない のが 眞の 謙遲 である。 

一 っ體の 各肢體 たる 信者 は 自己に ついて 斯く 認めねば ならぬ。 自己に ある 能力 だけ を 認め、 その 能： 

力 を 働かして 他の ために 盡し、 他人. の 有て る 能力 を 貴びて その 値 を 認め、 互に 相 推賞して 謙 遞の美 を 

發 It せねば ならぬ。 哲學者 ライプ 一一 ッッは 「有機 體とは 其 各部が 同時に 手段に して 且 目的た る ものた チ 

り」 との 定義 をド した。 目 は 自己 を 以て 目的と して はならない、 他の 各 肢體を 目的と して 之に 仕へ ね 

ばなら ぬ。 しかし-斗より 見れば 目が 又 目的の 一 たるので ある。 信者 各自 は 自己 を 以て 目的と せす 互に. 

他 を 以て 目的と すべきで ある。 故に 自己 は 自己より 見れば 他の 手段で あるが、 叉 他より 見れば 一 の HI 

的で ある。 か、 る 精神が 凡ての 信者に あれば 其敎會 は實に 理想的の 團體 となる ので ある。 

。ハウ 口 は此 事を當 時の 敎會 の實 例に 照して 說 明した。 これ 六 節より 八 節までで ある。 

然れば 賜 はる 所の 恩に 藉 りて 各々 賜 を 異にせり。 或は 預言 あらば 信仰の 量に 從 ひて 預言 をな し、 

或は 從事 あらば 其 役 事 をな し、 或は 敎誨 をな す 者 は 其の 敎歸 をな し、 勸慰 をな す 者 は 其の 勸慰を 

なし、 爛辨 をな す 者は吝 なく 施し、. 治理 をな す 者 は 懈らす 治め、 矜恤 をな す 者は歡 びて 憐む べし Q 

と ある。 敎會は 各員 皆な 神より 賜 はれる 技能 を 異にして ゐる。 或 人 は！ H たり、 或 人 は n たり、 或 人 は 

足た るので ある。 兹に バウ 口 は預曾 以下 七つの 務め を擧 げてゐ る。 これ 當 時の 敎 會の實 際で あつたの 

である。 故に 之 は 謙 遞を敎 ふる 說明を 助く るに. まらす、 初代 敎會 の實？ W を 知る 一 資料と して 興味深 

いもので ある。 

第一 は 「預言 をな す 者」 である。 豫言 とは祌 より 直接に 啓示され し廣理 を 人に 向って 語る ことで あ- 


る。 預言者 は 初代 敎會に 於け る 第一 の 職で はない、 尙 その上に 「使徒」 があった。 哥林多 前書 十二 章 

二十 八 節に 「神 は 第一 に 使徒、 第二に 预言者 ：：： を 敎會に 置き 給へ り」 と あり、 以弗所 書 四 章 十 一節 

にも 「使徒 あり 預言者 あり …… 」 と ある。 使徒の 次 は 預言者で ある。 そして 預言 をな す もの は 「信仰 

の 量に 從 ひて」 なさたくて はならぬ。 信仰に 相應 する やうに 預言 をせ ねばならぬ。 (玆に 云 ふ 信仰の 

旦， 里に 從 ひて は 第三 節の niE 仰の 量に 從ひ てと は 原語 を 異にする。 英譯 聖書に 於ても 同様で ある。 然るに 

邦譯 聖書が、 改譯に 於て まで も、 兩 者に 同じ 譯字を 用 ひたの は 粗漏と 云 ふべき である。 此の方 は 信仰 

に 相應す る や うと 譯 する 方 原意 に 近いと 思 ふ )o 

信仰に 應 する やう 預言せ ねばなら ぬと は 何 を 意味す るか。 玆に云 ふ 信仰と は W の 信仰 か。 これ 舉者 

間にむ づ かしき 問題と なって ゐる 所で ある。 しかし 幅 昔に ついての 正しき 信仰と 見て よいと 思 ふ。 正 

しき 信仰に 應 する やう 預 一一 一一 口す べし、 これが 眞の預 言 である。 預 首 に 何の 標準 もな く 何 を 云うても 宜ぃ 

と 云 ふ 害 はない。 正し き 信仰 は 聖書 に 記されて ゐる。 聖書の 範 園に 於ての 預言なら す して は眞の 預言 

でない。 神の 示す 所 は 漸次 的であって、 神の 啓示 は 前進 的で ある。 神 は突發 的に、 全然 旣往 と關 係な 

しに 新 眞理を 啓示し 耠 はない。 それ は舊約 時代より 新約 時代への 過程が よく 說 明して ゐる。 されば 今 

までに 示された る敎の 基礎に 立てる 新眞理 の 提唱が 預言 である。 兹に 預言 の 眞偽を 判刖す る檫 準が あ 

るので ある。 

預言の 次 は 「役 事」 である。 原語 dillkcllia  C チア コ- ーァ) は 英語の millistj.y に當 る。 有形無形の 

賜物 を 信者に 頒っ こと、 敎會員 全體を )- 仗 せんた めに 實際 的の 役目に 當る こと、 今日の 語に て 云 へ ば牧 

飾と 執事の 職 を 兼ねし 如き もの を 指す ので ある。 これ は敎會 全體の 健全 及び 發 達に 係 はる 重き 役目で 
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あって、 預言の 次に 位する ものであった。 

次 は r 敎識」 である。 之 をな す もの を敎 帥と 云 ふ。 敎師 は預官 者と 等しく U を 以て 働く ものである" 

しかし 敎師は 預言者の 如く 新 默示を 語る もので はない、 旣に 示された る眞 现を說 明し、 敷衍して 人々 

め 了解 を 助く る ものである。 卽ち敎 现の說 明 者で ある。  • 

敎師の 次に は 慰 をな す 者」 があった。 之 は 人々 を激勵 し、 慰 論して、 より 强き 信仰生活に 進ま 

しむる 役目で ある。 敎識 は專ら 知性に 訴 へる もの、 勸慰は 中： として 情意に 訴 へる ものである C 熱烈な 

る說敎 をな して. V 曾 衆 を激勵 する もの、 を こめた る 詩を陚 して 人々 を 慰む る もの、 何れも これ 「勸慰 

をな す 者」 である。 

以上 e: つの 役目 は、 主として 敎會員 及び 其敎 會に屮 I 席す る 求道者の みに 係 はれる ものである。 そし 

て 以下の 三つの 役目 は敎 會の此 世に 對 する 卿き (今日の 語に て 云へば 社會 奉仕) に 係 はる ものである" 

もの 第一 は r 爛濟 をた す 者」 である。 卽ち 「分け 與 ふる 者」 である。 以弗所 書 m 章 二十 八 節に 「貧者 

に 施さん ために 勵 みて 手づ から 善き ェを 作すべし」 と あると 原語 は 同一 である。 故に 慈善の 事務に 當 

る 人 を 指さす して、 自己の 財を頒 ちて 貧者 を IS ほす 者 を 指す ので ある。 「吝 なく 施すべし」 は r 單純 

む 施すべし」 の 意で ある (英語 with  Hirnplicit30。 慈善 をな すに 單純 率直なら すして、 種々 の 條件を 

附 する は 我國の 通弊で ある。 慈善 は 全く 無條 件に なすべき である。 これ 對手を 尊重し 且つ 自. H を與へ 

る ことで ある。 又 對手を 信じ 且 愛する 時 は、 慈善 は無條 件なら ざる を 得ない ので ある。 慈善 を單 純に 

施して、 其 結 菜に 注意 を拂 はざる の 慈善で ある。 「なん ぢ施濟 をす る 時 右の 手の 爲す こと を 左の 手 

に 知らす る 勿れ」 (マ タイ 傳 六の 三) とは此 種の 慈善 を 云 ふので あらう。 


次 は 「诒理 をな す 者」 である。 之 は 人 を 助く るた めの 稲々 の 事務に 當る もの、 慈善 その他 善事の 實 

行に 當る 役で ある。 敎會に 於て 行 ひ 居た る 種々 の 慈善 博愛の 事業の 處理者 を 意味す るので あらう。 

「懈ら す 治め」 と ある は 「迅速に 治め」 の 意で ある。 愛の 事業の 處理は 迅速 を 貴ぶ。 迅速なら ざる 時 

は效 菜が 少ない。 迅速 熱心 は此 種の 業の 要訣で ある。 

最後に 擧 げられ し は 「矜恤 をな す 者」 である。 之 は 慈善 以外の 愛の 業 を 指す。 病 者 を 見舞 ひ 苦め る 

者 を 慰める 等の 精神的の 矜恤 をな す 者 を 云 ふ。 そして 「矜恤 をな す 者は歡 びて 憐む べし」 である T 歡 

びて」 は 歡びを 以て、 飛びた つば かりの 歡びを 以て、 浮々 した 輕き心 を 以ての 意で ある。 原語 は 英語 

の witti  hiliirity に當る 語で ある。 額に も 態度に も樂 しさ、 喜ばし さの 充溢れ る 者なら すして 此 事に 

営り 得ない。 實に 苦め る 者に 矜恤を 表 はす 場合に は、 此 注意が 最も 肝要で ある。 

初代 敎會に 右の 如き 各種の 役目が あった。 そして 其备々 に 適する 人が あった。 併し 一 人で 凡てに 適 

する 人 はない。 謙 遍とは 己に 適せる 働き を 認めて 熟 心 を 以て 之に 從ふ と共に、 自分に 適せざる 役目 を 

適する 如く 誤認す る ことなく、 他人の 適任なる は 充分に 之 を 認めて 敬意 を 表し、 各々 の 働きが 一 っ體 

の肢 として 肝要なる ものなる 故 互に 高ぶる ことなく、 同時に 自己に 與 へ られし 技能 を隱 さすして 闬ふ 

る こと I これ 卽ち 謙遜で ある。 心 を 高ぶる 勿れで ある、 同時に 自己に 與 へられし 才能に ついて 公平に 

思 ふべ しで ある。 そして 一 っ體の 一 の肢 として 其 才能 を 用 ひよ である。 半ば 消極的に して 半ば 積極的、 

これ 基督 敎的 謙邏 の特徵 である。 普通 道德 家の 云 ふ 謙 返に 比して 其 差の 如 M に大 なる よ！ これ 基督 

者の 行 ふべき 謙遍 である。， 
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第 四十 九講 ^督敎 道德の 第二 愛二) 

第 十一； 章 九、 十 節の 硏究 

前 讅に說 きし 如く、  * 将敎 道德の 第一 は 謙遜で ある。 そして 謙遞は 何人に も 勿論 必要で あるが、 殊 

に， 或 物 を 持てる 者に 取って は格训 にも 必要で ある。 卽 ち學識 ある もの、 智能 ある もの、 资肘 ある 

もの、 地位 ある もの 等 は 特に 謙遜の 德を行 ふべき である。 故に バウ & は 特に 敎< ^中の 有力者に 向って 

此德を 强く說 いたので ある。 謙遞の 次に. ハウ n は 愛を說 く。 そして 愛の 特徴 は それが 維人に も 必要な 

る點 にある。 有力^ 無力 者の^ なく、 如何なる 基赞 信者に 取っても、 敎會の 如何なる 一員に 取っても 

常に 行 はねば ならぬ もの は此德 である。 

^ づ 九 節と 十 節と に 注意す るを耍 する。 邦 譯架害 に 於て 見る に 左の 如く ある" 

愛 は 偽る こと 勿れ、 惡は 憎み 善 は 親み、 兄？ の 愛 を 以て 互に 愛し、 鱧 儀 を もて 相讓り 

と ありて、 行文 頗る 簡潔で ある。 バウ 口 は 羅馬書 を 論文と して 認めないで、 書翰と して 認めた ので あ 

i 勢 ひ 言葉 は 簡潔なら ざる を 得ない。 はっ敎^^の說明に可成りの字數を用ひたる後でぁるから、 終 

. を 急ぎ し と 見え、 用語 は 洽も 電文 の 如く 簡潔で ある 。併し 短き 語の 中に 深刻 ぼ つ 高遠な る 眞理が 含ま 

れ て 居る。 注意 深く 一  語 一 語 を 研究す る 時は少 からす 敎 へられる ので ある。 


「愛 は 偽る こと 勿れ」 と ある 一句 は、 英譯架 一書 は 五 字 を 用 ひて 居る けれども、 ギリシャ 原文 は 僅に 

一 一字より 成って ゐる。 卽ち 「愛」 とい ふ 字と 「偽りな し」 と 云 ふ 字より 成って ゐ るので ある。 從 つて 

「愛 は 偽りな し (偽りな きものな り)」 とも 解す る ことが 出来る。 しかし 「愛に 偽り ある 勿れ」 との 

誡 めと 解す るの が 正しいで あらう。 偽り ある 勿れの 原語 は 偽善 ある 勿れの 意で ある。 僞善 (英語 hy- 

Pccric30 は 假面を 意味す る 語で ある。 そして 假 面と は 元來演劇ょり起り し；^js である。 我國に 於ても 何 

れの國 に 於ても、 最初の 演劇 は 俳 1^55 が 假面を 被りて 舞臺に ：3g ぜ しもので ある。 故に 愛に 偽善 ある 勿れ 

は、 愛 を 俳優 的に 演劇的に. る 勿れの 意で ある。 人 は 心に 惡意を 抱いて ゐて も、 外に 愛を裝 ふこと が 

屮 Z 來る。 此 世に 於て 行 はる k 愛と いふ ものの 如き は 概ね 此類 である。 卽ち 愛の 假面を 面に かけた だけ 

である。 人生に 於け る 愛の 交換 は 多く は假面 劇で ある。 不信者 は 勿論 然り、 信者の 屮 にさへ 之が 甚だ 

多い ので ある。 我等 は此 弊に 陷らぬ やうに 心せねば ならぬ。 假 面の 愛 を 以て 人に 對 せぬ やう 注意せ ね 

ばなら ぬ。 

是れ 愛に 關 する 一般的 注意で ある。 之より 更に 細密なる 注意 を 述べる ので ある。 先づ 一般的の こと 

を 述べ 次に 細密に 互って 述べ、 雨々 相俟って 了解 を 助く るが バウ B 式 叙述 法で ある。 r 惡は 憎み」 と 

いふ、 まづ此 事を勸 めし は 注意すべき である。 愛の 敎の 細則 を說 かんとして 第一 に 憎 惡を說 く は、 人 

の 意表に 出づる ことで ある。 愛と い へば 全然 愛に して、 其 中に 憎の 一 部分な りと も 含まるべき でない 

と 普通の 人は考 へる。 しかし 乍ら 眞の愛 は 悪に 對 する 憎- 惡を 充分に 含む ものである。 假面 的の 愛 又は 

淺き 愛は惡 を 憎む こと を 知らない。 けれども 深き S 典なる 愛 は斯く ある こと は 出来たい ので ある。 强く 

惡を 憎む 人なら では 強く 善 を 愛する を 得ない。 キリ ストの 愛が 此 種の 愛なる こと は 四 福音書に 明示 さ 
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る、 所で ある。 そして 凡て 彼れ の忠箕 なる 弟子 はこれ であった。 ダンテ、 ミルトン 等 高貴なる 精神に 

燃えて ゐた 人の 詩文 を 見よ。 いかに 惡に對 する 激烈なる 憎. B が 表明され て 居る か。 彼等 は 悪と 虚偽と 

偽 養と に對 して は 憤激 措く 能はなかった ので ある。 か、 る 有様 なれば こそ 神に 對し 理に對 して 熱愛 

を 抱き、 又 人に 對 しても 深き 愛 を 抱き 居た ので ある。 これ 吾人の 學 ぶべき 事で ある。 强き 憎み を 抱か 

すして 强き愛 を 抱き 得る 普がない。 博士 ジ ョ ン ソンが 憎み 得ざる 者 を 其仍樂 部員に 加へ なかった とい 

ふの は、 此事を 知って 居た からで ある。 されば 云 ふ 强く惡 を 憎めよ、 然ら すして は a- の 愛の 何たる か 

を 知り 得ない と。 

li^i^Eiは愛の^m極的牛而でぁる。 次に は 例に 依って その 精 極 的 半面が 記さる。 卽ち 「善 は 親み」 

である。 之 を邦譯 i^-al の 如く 「惡は 愤み善 は 親み」 と譯 して は 頗る 語に 力の なき を憾 む。 憎みの 原語 

apostuge6  (ァ ボス ッ ュゲォ ー) は 「嫌惡 を 感じて 退 縮す」 の 意で ある。 又 親み の 原語 kolla6  ( コラ 

ォ I ン は r 黎着 す」 の 意で ある。 共に 强き感 の飽 りたる 語で ある。 惡を 見て は 蛇に 逢 ひし 如く 嫌惡 

を覺 えて 退 縮し、 善を兒ては膠を以てする如くそれに^:^15すべしと云ふのが此誡めでぁる。 愛 は此要 

伞； を缺 いて はならない。 人 を 愛する と 云うても、 共 人の 爲す _i ^お をも恶 を も 共に 愛して はならぬ。 これ 

眞の 愛で はない。 眞の愛 は 其 人の 惡を强 く 憎む と共に 其 善 を强く 愛する ので ある。 從 つて 惡に 向って 

は 充分 忠言 を與 へ、 共の 善に 向って は 充分の 助力 をな すので ある。 資に バウ 口 式の 勸め である。 彼れ 

自身が 斯る 人であった こと は 彼の 生涯の 行動、 义 彼の 害き し 物— 殊に 加 拉太寄 や 林 多 後書 等— が 明 

示して ゐる。 しかし 之 はた 氣 質の 問题 ではない。 眞に 神の 靈に 占領せられ たる 者 は、 何れも 斯くぁ 

るので ある、 斯く あらざる を 得ない ので ある。 


善に 對 しても 悪に 對 しても 平然たる は 不信^の 常で あるが、 殊に 日本人に 此 傾向の 著き は 痛 歎の 至 

である。 自己の 利益に 關 する 事 なれば 非常なる 熱心 を 表 はし、 」ぉ 食 を 忘れて 狂奔す る。 けれども； 止義 

に對 して 少しも 熱烈なる 赞成を 表 はさない と共に、 不 魏に對 して は 何等 著しき 反對を 示さない。 善に 

向っても 悪に 向っても 常に 冷々 淡々、 も刖 *1 界の 事柄に 對す るが 如くで ある。 社會 全^に 漲る 不眞 

面目と 倦怠、 公義の 念の 缺乏、 人生に 對 する 嚴肅 なる 態度の なき 眞 正なる 友誼に 乏しき 事 等、 い 

づれも 皆 か i る 心理 狀 態の 產物 である。 この 邦人の 通弊 は、 基赞 信者と なりし 者の 中に も往々 にして 

殘存 する。 故に 我等 はパゥ 口の 此誡 めに 深き 注意 を拂 はねば ならぬ。 そして 大に 省る 所なくて はなら 

ぬ。 「愛」 とい ふが 如き は 解りき つた 車と E わって ゐる 人が 多い。 しかし バウ 口の 此誡 めに 接して 愛の 

眞性 を學ぶ 時、 いかに それが 人の 意表に 出づる ものである かを^ ゆ。 赏に 自ら 能く 知れり と 思へ る 者 

は 未だ 其 知るべき ほど も 知らないの である。 注意せ よ 人々！  ^将敎 的 愛の 如何なる ものなる かを學 

ベ！ そして 之を實 行し 得る やう 祈れ！ 

愛に 偽りが あって はならない。 そして 愛の 要素と して 缺 くべ からざる 事 は、 惡を强 く 憎み 菩を强 く 

愛する 事で ある。 然 らば 次に 必要なる 事 は 何 か、 それ は 「兄弟の 愛 を もて： A に 愛し、 儀 を もて 相 譲」 

る 事で ある (十 節)。 「兄弟の 愛」 と は 謂 ゆる 弟！ g 妹の 愛の 意で はない、 肉 身の 兄弟の 愛の 意で ある。 

原語 Philadelphia- (フ イラ デル フ ィァ) は此 意味で ある。 「互に 愛し」 は 原：？ を philcstel.gci  (フ ィ 

n ス テル ゴィ) とい ふ、 家族に 對 する 情 的の 愛情 を 意味す る 語で ある。 故に 「兄弟の 愛 を 以て 互に 愛 

し」 は 兄弟、 肉親、 骨肉の 間の 愛の 如き 愛 を 以て、 深く 强き 愛着の 心 を 以て 愦 的に 相愛せ よとの 意で 

ある。 基督 信者の 間の 愛 は斯く あらねば ならぬ。 fi; の 基 赞者は 相互に 對 して 此愛を 抱く。 この 愛の 行 
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はる X 所が 卽ち rn ク レジ ャ」 である。 初代の 敎會は 之であった。 叉 福音の 思 ひの 外 早く 世界に 擴が 

りし 理由の 一 は、 初代 信者 間に 赏 在した 此愛 のた めであった。 我國に 於ても 明治の 初めに 於て 一 時 幅 

音が 盛であった 顷は、 信者 間の 愛 は 眞に美 はしく、 か. 1 る 潔き 愛の 行 はる、 處に我 も 加 はり 度し との 

考 から 敎會に 加入した 人が 多かった ので ある。 

あ kgl 十 年 前に 於て は、 我國 にも 此美 はしき 信者 間の 愛が あつたの である。 然るに 近時 は 如何、 ど 

こに 此 種の 愛が 行 はれて 居る か。 兄弟 姉妹と は 口に 上せる 一一 一一 n 葉た る だけに 止まって 其實 は何處 にある 

か。 信者の 間に 存 する もの は 嫉妬、 憎惡、 悪感、 惡首、 陷穿 等で ある。 敎會 堕落の 有様 如何、 實に痛 

歎すべき 限で はない か。 共に 主に ある 者 は當然 この 愛 を 以て 結ばるべき であるに、 事實然 ら ざる は 是 

れ其 信仰に 何 かの 缺陷が ある 證據 である。 我等 は 信仰 を 深く 養 ひ、 心の底より 兄弟 姉妹に 對 して 深き 

愛情 を 感じ、 此愛を 以て 互に 相愛す る やうなら ねばならぬ。 而 して 理想的 H ク レジ ャ の 建設 を 計らね 

ばなら ぬ。 

.Is 美 歌 三百 二十 三番 は 博士 J  . フォ ー セットの 作に して、 此 兄弟 姉妹の 愛 を 歌 ひし ものと して 有名 

である。 殊に 博 土が 此歌を 作りし 由來を 聞いて、 一 暦 美 はしき 歌と なる ので ある。 博士 は 英國バ プチ 

スト 敎會 の敎師 であって、 擧識 深く 人格 高潔の 傳道 者で あつたが、 永く 田舍 の小敎 會を牧 して 何等 名 

聞 を 求む るな く、 貧しき 生活に 安んじて 無欲 淡， u の 生 を 送って ゐた。 併し 博士の 擧識と 信仰と は、 博 

士 をして 首都の 大都會 の 牧者たら しむべく 充分であった。 a ン ドン の 大敎會 は 博士 を迎 へんと した。 

博士 も 亦 中央に 於て 主の ため 充分に 働き 度くな り、 且田舍 の 其 村の ために 盡す こと 旣に 多年に して、 

略ぼ盡 した ことと て、 遂に 此招 に應 する ことと なった。 やがて^る i 時は來 つた。 最後の 安息日に 


敎會に 於て 爲 したる 最後の 說敎 は、 一同 をして 淚を 絞らし めた。 かくていよ く^る、 時は來 た。 村 

人 一 同 は 博士 夫妻 を 村 境まで 途り來 つた。 愈々 最後の 別離の 時と なった。 老幼 男女より 成る 此 一 群 は 

理想的の 牧者に 別る、 の 悲しみに 堪 へなかった。 牧者 を 失った 後ち の 淋し さ を 思 ひて 胸に 少 からぬ 痛 

み を 感じた。 遂に 一同 は 言 ひ 合せた 如くに 泣いた。 この 淚を 見て 博士 夫妻 も 亦 泣いた。 妻 は 夫に 向つ 

て 言うた 「此 順良なる 村人 を棄 てて 都に 赴任す る ことが 出來 ようか」 と。 夫 は 聲に應 じて 答へ た r 不 

可能」 と。 かくて 荷物 を 運び 行く 馬車 は 家に 歸る こと を 命ぜられ、 博士 は 叉 その 村の 牧者と して 止ま 

るに 至った。 村人の 愛 は 深く 博士の 心 を 動かした。 其 時 作った のが 此歌 であると 云 ふ。 「神に よりて 

いっくし める、 友の 交ら ひ はいと も樂 し」 と 云 ふ。 時 は 千 七 百 八十 二 年、 今 を 去る こと 百 ra 十 年 前の 

事であった。 之 を 今に 於て 見ん とする も 見る 能 はざる 美 はしき 出来事で ある。 信者 間の 愛の 稀薄と な 

れる 今日、 我等 は 殊に 此美 はしき 事件と 此美 はしき 歌と を 想起 せざるを得ない。 

次 は 「禮儀 を もて 相讓 り」 である。 之 は意譯 であるが、 大體に 於て 原意 をよ く傳 へた 譯 である。 英 

語 聖書に は III  llcnour  preferring-  CIS  §Lot-hcr と ある。 名譽に 於て は 互に 他 を 己に 勝.：：^ 1 りと せよ 

の 意で ある。 名譽の 原語 を timS  (チメ ー) とい ふ、 むしろ 尊敬の 意で ある。 人が 人に 對 して 抱く 敬 

意 を 云 ふ。 故に 此 場合に 於て は 「信者が 兄弟に 對し、 彼 も 己と 等しく キリストに 噴 はれて 神の 子と な 

りし 者と して 抱く 所の 尊敬の 念 を 指す」 ので ある 广 ゴ-デ -)。 此語を 羅馬書 二 章 七、 十 節、 希 伯來書 

五 章 四 節 等に は 「尊貴」 と譯 し、 馬 太 傳廿七 章 六 節に は 「債」 と譯 して ゐる。 卽ち 他の ものに 對 して 

抱く 價 値の 感を 指した ので ある。 兄弟に 對 する 敬意に 於て は 互に 他 を 己に 勝れり とせよ と 云 ふ。 卽ち 

兄弟に 對 して 充分の 敬意 を 抱き 自己 以上の 人と して 相對 せよ と 云 ふ 意で ある。 後年 パ ゥ 口 が ピリ ピ の- 
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信者に 對 して 「备 謙 りたる 心 を 以て 互に 人 を 己に 愈れ りと せよ」 C ヒリ ビ 二の 三〕 と勸め たの は 全く 之 

と 同じ 心で ある。 

「愛 は 非 禮を行 はす」 と ある (コ リント 前書 十一 一一の 四 )o 狎る、 は 愛の 乏しき 證據 である。 兄弟に 對し 

て 深き 眞の愛 を 抱く 時 は 互に 他 を 己に 勝れり として、 その 間に 美 はしき 禮讓が 生れざる を 得ない。 兄 

第の 缺點 のみに 着目す る は 愛の 足らぬ ためで ある。 キリストに 履 はれし 者、 神の 子と せられし もの、 

後に は キリストに 似る 榮の 姿に 化せられん とする 者、 これ 卽ち 兄弟 姉妹で ある。 故に 先づ 抱くべき は 

尊敬 を 含みた る 愛で ある。 愛の 中に 宿る 禮儀、 禮讓 である。 たにの 人 すら 神に 造られし 者と して、 又 

心靈的 存在者と して 之に 敬意 を 抱く を當 然とす る。 まして キリ ス トが 其-^ に 命 を 菜て て 噴 ひし 兄弟 姉 

妹に 對 して は 特別の 尊敬 を もつべき である。 

今や 信者 間 に 愛の 缺乏 著しき は 信仰の 衰頹 に 基く こ と當然 であるが、 叉 實に此 注意 を 忘れし も その 

一因で あると 思 ふ。 尊敬の 念な き 所 人々 相狎る i に 至り、 相狎 るれば 相 (奇 ふに 至る。 卽ち 愛に 禮 儀の 

缺 くると き は、 其 愛 自身が 消え失せ るので ある。 禮懷 尊敬 は 今や 却て 不信者の 間にあって、 信者の 間 

にない。 從 つて 信者 間に 信用の なき こと 著しい。 基督 信者と 稱 する 者が 同じく 信者なる 主人に 仕へ る 

場合の 如き、 主人と 己と を 同様と 思 ひ 又 特別の 愛 を 要求し、 何等の 禮儀を も 表 はさざる 我 儘 は 我等 を- 

して 犬に 不快 を 感ぜし める。  かくの 如き は我國 信者 間の 大 通弊で ある。 

以上 九、 十 節 を 反復 精讀 せよ、 いかに 深き 叉 行き届いた 誠め であるか。 先づ 「愛 は 偽る こと 勿れ」 

と 一般的 注意 を與 へ、 次に は 細則に 入りて 其 第一 に 「惡を 憎み」 と 大切なる 注意 を與 へて 人々 の 怠り 

がちなる 點を 警め、 次に は 「善 は 喜び」 と 注意し、 そして 尙ほ 「兄弟の 愛 を もて 互に 愛し」 と 積極的 


の勸め をな し、 次に は r 禮儀を もて 相讓 り」 と 人の 忘れ 易き 點に 注意 を 促す。 沟に 至れり 盡 せる 愛の.. 

敎 である。 

第五 十講 基督 敎道德 の 第二 愛三) 

第 十二 章 十  一 I 十五 節の 研究 

前講に 於て は 愛の 性質に ついて 說く 所があった。 まづ 愛に 偽り あるべ からすと 云 ひ、 .h- に 細則に 入 

りて、 惡を 憎み 善 を 親むべき 事、 兄弟の 愛 を 以て 五に 愛すべき 事、 禮儀を もて 相讓 るべき 事 を あげた。 

大體に 於て 愛の 內部的 方面で ある。 卽ち 心の 內の 働きと 見ての 愛で ある。 併しながら 愛 は 心の中に 働 

くの みに 止まるべき もので はない、 外に 現 はれて 働く ものでなくて はならぬ。 外に 現 はれざる 愛 は、 

愛と しての 效果を 未だ 充分に 表 はさぬ ので ある。 この 愛の 外的 表現に ついて 敎 へ たる ものが 十 一 節以 

下で ある。  、 、 、 、 

十 一 節に 云 ふ 「勤めて お らす心 を 熱く して 主に 事へ」 と。 「勤めて 惰ら す」 は 熟 心に して 惰ら すの 

意で ある。 そして 此誡め は 自己の 事に ついて ではなく 他人の 事に ついての 誡め である。 卽ち 自分の 事 

について 熱心に して 怠る 勿れで はない、 他人の 事に ついて 熱心に して 怠る 勿れで ある。 此誡 めの 前後 

が 他に 對 する 愛の 敎 である 故、 この 誡めも 亦 他に 對 する 道で あるに 相違ない。 人 は 自己の 事に は 自然 
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熟 心なる も、 他人の 事に 就て は 不熱心に 陷り やすき ものである。 故に 少しく 注意 を 怠れば、 他人の 事 

について は 兎角 怠慢に 流る、 嫌 ひが ある。 さりながら 自己に ついての み 熱心なる は、 愛の 首 一 ではない 9 

又 キリストに 在る 者の 爲 すべき 事で はない。 之 は 不信者の 行 ふ 所で ある。 キリストに 在る もの は、 他 

人の 事に ついても 自己の 事に ついての 如くに 熱心で たくて はならぬ。 これ 愛の 道で ある。 故に 云ふ勒 

めて 惰る 勿れと。 

次に は 「心 を 熱く して 主に 事へ」 と ある。 心 を 熱く すると は 心 を 煮えた \ せ るの 意で ある。 原語 

ze5  (ゼォ ー) は元來 煮え立つ (英語 l5io を 意味す る 語で ある。 燃え 上り 沸き立つ 如き 熱心 を 云 ふ 

ので ある。 愛の ために 煮えた つ 如き 熱心 を 起す こと を、 バウ 口 は玆に 望んだ ので ある。 基督 lua 者と 云 

うても 此 種の 人 は あまり 多くない。 しかし 時に か、 る 人に 會ふ ことがある。 その 愛に 黄え 立てる 有 藤、 

^も 母親が 子の 愛の ために 心 を 燃やして 居る が 如くで ある。 これ 深く キリストの 心 を 宿せる 人の、 いの 

狀態 である。 

「心 を 熱く して 主に 事へ」 と 一 の 句の やうに 譯 して ある けれども、 之 は 正確に 云へば 「心 を 熱く し、 

主に 事へ」 と 二 句に 譯 すべき ものである。 何故 こ、 に 兄弟に 事へ よと 云 はすして、 主に 事へ よと 云う 

.  0000000000000000000000000000 

たので ある 力。 そ は 兄弟に 事 ふること が卽ち 主に 事 ふること であるから である。 いと 小さき 兄弟の 一 

人に 爲 したの は、 卽ち 主に 對 して 爲 したので ある (馬 太傳ー 一十 五 章 三十 一 節 以下の 美 はしき 訓話 を 見 

よ)。 主に 事 へ る こと は 人 を 愛する ことで ある。 我等 は 兄弟に 事 へ て 主に 事 へる ので ある。 故に こ 

に 主に 事へ よと 記して、 兄弟に 事へ よとの 意味 を 暗示した ので ある。 

或 原本に は 「主に 事へ」 を 「時に 事へ」 として ある。 時に 事へ よと は、 時に 已を 適應 せしめよ との 意で ある， 


卽ち 場合々々 に應 じて そ わ ん\ 適 常 に 行動せ よとの 意で ある。 こ れ 兄弟 に對 する 愛の 赏行 に 於て 甚だ 有益なる 

戒 であると 思 ふ。 從 つて マ ィ ャ-、 ゴ —デ I の 如き 一流の 學 者に して， 前後 關 係に 訴へ て 此讀方 を 採用す る 人 

が ある。 これ 據 かに 棄てが たき 讀方 であると 思 ふ。 併し 大抵の 原本に は 時と あらず して 主と あるの である 3 

次 は 第 十二 節で ある。 「望みて 喜び、 .11, 難に 耐へ、 祈 禱を恆 にし」 と 云 ふ。 こ、 に 前節 同様 また 三 

つの 相 連絡せ る誡 めが あるので ある。 希望 を 抱く がた めに 喜び、 患難に 會 して は 忍耐 を 以て 之に 處し 

凡てに 於て 祈 禱を恆 にせよ と 云 ふの は、 基督 者に 對 して 極て 適切の 誡め である こと 云 ふまで もない。 

ホフ マン 此節を 解きて 曰 ふ 「望むべき 理由 あらん か 我ら をして 喜ばしめ よ。 苦むべき 理由 あらん か 我 

等 をして 忍耐せ しめよ。 祈禱の戶我等に向って開けんか我等をして祈りをっ ^-けしめょ」 と。 沟にそ 

の 通りで ある。 

殊に 此の節 は 兄弟 姉妹の 中 罪 に 陷れる 者 ありし 場合に、 最もよ く 適用 せらる \戒 めで ある。 か \ る 

場合に 罪の 人 を 審判き、 賤め、 遠ざける は大 なる 過ちで ある。 かくて は 彼 は 失望して 遂に 亡びの 道に 

奔り 去る に 相違ない。 か&る 際に は先づ 望みて 喜ばなくて はならぬ。 卽ち 彼が 悔 改めて 再び 健全なる 

信仰の 狀 態に 立ち 歸り、 舊き罪 を 洗 ひ 流されて、 尙ほ 良き 信仰に 進み 得る 時の やがて 來 るべき を 望み 

喜ぶ ことが 大切で ある。 決して 彼に つい て 失望す べきで ない。 か \ る 際に 失望 落膽は 最大 の 禁物で あ 

る。 宜しく 彼の 前途に ついて 滿々 たる 希望 を 抱いて 先づ 喜ぶべき である。 信者と 雖 もこの 危險 にして 

誘惑 多き 世に あって は、 測らす も 罪に 陷る ことがある。 か &る時 必す用 ふべき は 愛で ある。 愛 を 以て 

彼のた めに 慮る ことで ある。 パリ サイ 人の 態度 を 學んで 彼 を さばいて はならぬ。 先づ 彼の 復活すべき 

時 ある を 望みて、 滿々 たる 希望の 喜び を 抱きて 彼の 爲に 計るべき である。 而 して 彼のた めに 種々 の 困 
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難が 起るべき も、 この 「息 難に 堪へ」 る こと を 努めねば ならぬ 。波瀾の 通過す るまで 靜 かに 困難に 堪 

へる こと を 力めねば ならぬ。 叉 殊に 必要なる は 「祈 禱を恆 にす る 事」 である。 祈り は 凡ての 場合に 必 

要で あるが、 斯る 場合に は 殊に 必要で ある。 過ちに 陷れる 兄弟の ために、 又 他の 凡ての 兄弟 姉妹の た 

めに、 熱誠なる 祈りが 天に 向って 上らねば ならぬ。 以上の 三 は 兄弟に 對 する 愛の 道と して— 殊に を 

犯せる 兄弟の ありし 場合に は— 極めて 大切なる ことで ある。 

i もしき に y は  たびびと ねん-. にろ 

十三 節に 至って パゥ II の誡は 益々 具體 的になる。 曰く 「聖徒の M 乏 を娠恤 し、 遠 人 を 態 動に せよ」 

と。 「賑恤 し」 の 原語 Isin5ne5  (コ イノ ー ネオ 10 は、 同情 叉 は 援助 を 以て 自己 を 人に 結びつける 

事 を 意味す る 語で ある。 聖徒の 窮乏に 對 して、 同情と 援助と を 以て 己 を 彼 叉 は 彼等に 結びつけ よと 云 

ふ敎 である。 これ 實に 基督 信者 問に 於け る 美 はしき 關係 である。 初代 敎會の 初めに 於て、 敎會 がー 種 

の 共 產社會 の 姿を呈 せし は 聖書の 明記す る 所で ある。 共產 的なる と 否と を 問 はす、 兄弟 姊 妹の 間に 於 

て 餘れる 者が 足らざる 者 を 暇恤す こと は、 愛の 表現と して 美 はしき 亊 である。 實に 基督 敎的 愛が あれ 

ば 兄弟の 缺乏を 互に 相補 ふとい ふ 事 は當然 あるべき 所の 事で ある。 

近時 は 社 會キ： 義 的の 精神が 次第に 勢力 を？ J っ& ある やうに 思 はれる。 これ 贫 富の 丼 を 打破し、 凡 

ての 人 餘れる もな く 足らざる もな き 社會を 造り、 以て 萬 人 一 家族た らんと する を 以て 理想と せる 思想 

である。 その 實行 せられ 得べき か 如何 は 知らす、 併し乍ら 人類 間に 愛の 缺 けたる 時に 於て 形の みに 愛 

を 行 はんとす る は 如何。 我等 同一 の 主に ある 兄弟 姉妹 は、 先づ 我等の 間に 愛の 遺憾な き 實現を 計る ベ 

きで ある。 その 形 は 何れにせよ、 有無 相 通す るの 實を擧 ぐるが 愛の 道で ある。 今日の 敎會が 信者 間に 

於け る 愛の 實現を 計らす して、 唯 世に 向って 社會 政策 を 施す 事に 熱中し つ、 ある 如き は、 本末 を轉倒 


せる の甚 しきもの である。 祌を 信す る 兄弟 姉妹の 間に 愛の 道が 行 はれす ば、 不信者の 間に それが 行 は 

る.、 普がない ので ある。 我等 基督 者 は 兄弟 姉妹に 對 する 愛の 道と して、 何等かの 形に 於て 互に 缺乏を 

補 ふの 態度 を 取 る ベ き で あ る。 

「聖徒の 匱乏 を賑恤 し」 と あるが、 聖徒と 云へば 初代 敎會に 於て 信徒 を 指す 語と なって ゐる。 しか 

し 或は 此の 場合 殊に 敎師を 指した ので あるか も 知れない。 何れにせよ 教師の 缺乏を 補 ふと 云 ふ 事 は、 

0O000000O00000O00  0  0000000 

信者と して 常に 心がけねば ならぬ 事で ある。 眞 正なる 福音の 敎師は 概ね 窮乏に 惱 まさる k ものである" 

バウ n の 如き は 勿論 さう であった。 ル ー テル も 生涯の 大部分 は 貧しく あった。 もとより 福音の 師は此 

世の 安樂 致 富 を 希って はならぬ。 窮乏 は 寧ろ その 喜ぶ 所でなくて はならぬ。 さりながら 信者に して 師 

の 缺乏を 少しも 念と せざる 如き は、 愛の 缺乏の 著しき ものである。 彼等に 其師を 富ます 必要 はない、 

けれど も其缺 乏を補 ふだけ の 心掛は 常になくて はならぬ。 

「遠 人 を 態 動に せよ」 と は 謂 ゆる ホス ビタリ チ ー (hospitality) の敎 である。 卽ち 見知らぬ 人 を 客 

として 親切に 待遇す る こと を 云 ふので ある。 原語 】)lliloxenin, (フィ a クセ i ーャ) は 未知の 人に 親切 

なる を 意味す る 語で ある。 旅館の なき 國、 旅館の なき 時代に 於て は 民家に 宿す るより 外に 道な く、 從 

つて ホス ビタリ チ ー とい ふ 美風が 起った ので ある。 我國に 於ても 蓮月尼が 

宿 かさぬ 人の なさけに 旅の空 

おぼろ 月夜に 花の した 露 

と 詠 じたる 如き は、 旅館な き處 にての 作と して 見て 初めて 面白味が 解る ので ある。 今日に 於ても ァラ 

ビヤ、 メキシコ、 露領 沿海州 等に 於て は 旅館な くして 此 美風 を 1:3- る ことが 出来る。 殊に ァラ ビヤ 人間 
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に 於て 此 美風の 盛な りし は、 昔より 名高き ことで ある。 而 して 初代 敎會の 時代に 於て は、 甲 地の 信者 

が 乙 地に 旅する や 其處の 信者の 家に 客と なりて、 主人 一家の 歡待を 受け、 信仰と 愛と を 交換して 主客 

ともに 大 なる 慰め を 得た ので ある。 實に美 はしき 風習であった。 故にパゥ！！は基督敎的愛の^^現の 一 

として、 兹に 之を數 へたので ある。 尙ほ彼 得 前書 四 章 九 節、 X 布 怕來書 十三 章 二 節、. 提摩太 前書 五.； 1= 十ト 

節、 提多書 一章 八 節に も 同様なる 敎訓が ある。 以て 此 事が 初代 敎會 時代に 於て、 如 3: に 美 はしき 德と 

して 見られた るか を 知る ので ある。 我國に 於ても 明治の 初め、 基督 敎會の 初 現時代に は、 斯 かる 美 は 

しき W の 多少 行 はれた ことがあった。 併し 忽ち 此 美風 は衰へ 去った ので ある。 默 すべき 事で ある。 

次 は 十 ra 節で ある。 「汝等 を 害 ふ もの を 祝し、 之 を 祝して 詛ふ ベから す」 と ある。 九 節より 十六 節 

まで 主として 信者 間の 愛を說 きつ k あるに、 その 間に 揷 まる 十四 節が 獨り 敵に 對 する 敎を說 く は不思 

議 である。 これ は 寧ろ 十七 節 以下の 愛 敵の 中に 加 はるべき ものであると 思 ふ。 併しながら 敎會の 腐敗" 

信徒の lire 仰の 墮落は 旣に當 時に 於て 萌して ほた の であれば、 同じ 敎會員 と稱 する 者の 屮 にさへ 他の：： 小 

弟 姉妹 を 毀 謗し、 鼯 寄し、 陷萍 する 者が あつたと 思 はれる。 故に 汝等を 害 ふ もの を 祝せ よと 云 ふ 戒め 

は、 不幸に して 對信者 道德の 一 部 を 形造る ことと なって 居た かも 知れない ので ある。 

十五 節 は 之に つ いて 言 ふ 「喜ぶ 者と 共に 喜び 哀む 者と 共に 哀む べし」 と。 これ 一 見 平凡なる 敎な 

るが 如くして 實は 深き 敎 である。 又 キリストの 靈に浴 さすして は 到底 實 行の 出来ざる 敎 である。 人の 

心 は 自然と 人の 悲 みに 對 して は 同情す る。 人の 不幸、 災禍、 哀苦を 知りて は、 如何に 冷淡なる 人に て 

も 少し は 同情 を感 する。 これ 人間の 天性で ある。 故に 基督 者と なっても、 兄弟 姉妹に 對 して 同情 (英 

語 sympathy 卽ち悲 み を 共に する こと) を感 する こと は 比較的 容易で ある。 卽ち 「哀む 者と 共に 哀 


むべ し」 とい ふ 誡めは 割合に 實 行し 易き 誠め である。 併しながら 人の 難しと する 所 は 喜ぶ 者と 共に 喜 

ぶこと である。 他人の 成功、 繁榮、 立身 等に 會 して は 喜ばざる を 人情の 常と する。 如何に 自己に 親し 

き 者と 雖も、 其 成功 は 却て 嫉妬 を 起さし むる。 或る 場合に は 其 失敗が 却て 我の 喜びと なる ことがある。 

これ 罪の 子た る 人に 於て は 自然の ことで ある。 從 つて 信者と なりし 後と 雖も、 その 實行は 中々 困難で 

ある。 兄弟 姉妹の 失敗 過誤 を 見て 却て 一種の 快感 を覺 ゆると 云 ふ 如き 事が、 たと ひ微 なりと も 起り 易 

きもので ある。 併し 是れ 兄弟 姉妹に 對 する 道で はない。 我等 は 宜しく 喜ぶ 者と 共に 喜ぶ の 域に 達し 得 

る やう 祈らねば ならぬ。 聖靈の 感化 を 祈り 求めて、 心の 悪しき 嫉妬 を 去り、 兄弟が 成功し 繁榮 して 喜 

ぶ 時 は、 ：fE も 我れ が 成功し 繁榮 せし 如く 共に 喜ぶ やう 力めねば ならぬ。 この 爲し 難き を 主の 靈を 受け 

て爲 さんと する 所に、 信仰生活の 力が 存す るので ある。 悲む 者と 共に 悲 むだけ では 足らぬ、 喜ぶ 者と 

共に 喜ばねば ならぬ。 換言すれば 共に 主に ある 者 は 常に 悲喜 哀樂を 共に せねば ならぬ。 これ 兄弟に 對 

する の 道で ある。 

以上 十 一 節より 十五 節まで を 反復 熟讀 せよ、 何れも 簡單 なる 戒めで あるが、 然し 一 として 意味の 深 

からぬ もの はない。 我等 基督 者 は 何れも 搏 思し 三考し て その 眞意を 深く 味 ひ、 そして 之を實 行し 得る 

やう 祈り 求めねば ならぬ。 
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第五 十一 講 基督 敎道德 の 第二 愛 (三) 

第 十二 章 十六— 十八 節の 研究 

十五 節まで は 前講に 於て 說 いた、 更に 之に 加へ て 十六 節 を 見ねば ならぬ。 そ は 十六 節まで は 信者 間 

に 於け る 愛の 道で あり、 十七 節 以後 は 不信者に 對 する 愛の 道で あるから である。 勿論 信者に も バウ 口 

の 謂 ゆる 偽の 兄弟が ある 故、 十七 節 以下 も 或る 場合に は 信者に 對 する 道と なること も ある。 併し それ 

は 或 特殊の 適用であって、 十七 節 以下の 目指す 所は對 不信者、 對社會 である。 故に 先づ 十六 節 を前囘 

の繼績 として 講じて 對 信者の 愛 を 終へ、 然るの ち 十七 節 以下に 對 不信者の 愛 を 探る ことにする。 

十六 節 を 原語 聖書 もしくは 英語 聖書に 於て 見よ、 それ は 左の 如く 三つの 成文より 成り立って 居る の 

である。 

相互に 意 を 同う せよ。 

尊大 志 をな さす、 反て 卑微 に附 けよ。 

自己 を智 しとす る 勿れ。 

そして 之 は训々 の敎 ではなく、 互に 相關聯 せる 誡め である。 「相互に 意 を 同う せよ」 を 解して 「相互 

に對 する 關 係に 於て 調和 的 なれ」 となす 人が あり (サン デ 1)、 また 「各々 が 他と 同じ 思 ひ 及び 努力 を 


もつ 所の 愛の 調和 を 意味す」 となす 人 も ある (マイヤ I〕。 異體 同心と も 云 ふべき 信者 間に 於け る 美 は 

しき 靈的 一 致を勸 めた 語で ある。 而 して 此 一 致を妨 ぐる もの は、 各自の 抱く 尊大の 心 1 ある。 高き 位 

置 を 望む 野心で ある。 故に 第二の 戒めと なった ので ある。 「尊大 志 をな さす」 は 高き 事 を 思 ふ 勿れ、 

髙； y 地位 を 望む 勿れの 意で ある。 これ 敎會內 に 於て 高位に 上り、 又は 名譽 ある 職に 就かん との 野心 を 

戒めた 語で ある。 次に 「却て 卑微に 就けよ」 と 云 ふ。 微賤 低 卑と思 はれ 居る 地位 或は 让 事に 從 へよ と 

の 意で ある。 卽 ち敎會 €： に 於て 好んで 低き 地位に 就き、 微賤なる 仕事に 從 へと いふ 誡 めで ある。 人々 

が 高き を 望んで 使き を 避ける 時 は、 到底 敎會內 に靈的 一致 は 起らない。 之に 反して 各自が 低き を 望ん 

で 高き を 避く る 時 は、 謙讓の 美は自 から 信者 間の 一致 を惹き 起す ので ある。 

一 致 は 謙遜 を 伴 ひ、 謙遍は 一 致 を 生む。 之 を 羅馬書 十一 一章 十六 節が 說き、 又 腓立比 書 一 一章 前半が 說 

く。 後者の 第二 節に 言 ふ 「なん ぢら念 を 同う し 愛 心 を 同う し 意 を 合せて 念 ふ 事 を 一 にし 我 喜び を充滿 

しめよ」 と。 そして 三 節 後半に 於て 「各々 謙 りたる 心 を もて 互に 人 を 己に 愈れ りと せよ」 と 云 ひ、 

以下 ィ H ス の 謙りの 例 を 引き 来って 人々 に 謙遜 を勸 めて ゐる。 平和 一 致 は 信者 間の 關 係に 於て 最も 大 

切なる ものである。 そして 之の 實現は 各自の 謙遍に 依て 成る。 人々 が 他 を 己に 愈れ りと し、 他 を 尊敬 

し 他 を 推 重す る 態度に 出 づれば 自然と 平和 一 致が 生れる。 故に 高き を 願 はすして 卑 きに 就く こと を 念 

となし、 以て 信者 間の 平和 實現を 計るべき である。 

高き を 思 はす 卑 きに 就けよ と は、 普通 道德 としても 貴き 敎 である。 人 は 誰 人 も斯く あり 度き もので 

ある。 今や 世の 人が 何れも 高き を 競 ひつ & ありて、 其れが ため 嫉妬、 紛爭、 擾 亂の絕 えざる は 慨かは 

しき 事で ある。 さり 乍ら 基督 者 は 之 を學ん ではならぬ。 基督 者は卑 きに 就く を 以て 常の 心がけと せね 
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ばなら ぬ。 神 は 人類 を 救 はんとす るに 當 つて、 其 獨子を *!. き 人の 形と して 降した。 而 かも 羅馬 世界の 

片田舍 たる ユダヤ 國に、 ユダヤ 國の 片田舍 たる ナザレ 村に 降した。 祌の獨 子た る 彼 は 「神の 形に て 居 

りし かど も 自ら 神と 匹し く 在る 所の 事 を棄て 難き ことと 思 はす、 却て 己 を 空しう し 僕の 形 をと りて 人 

の 如く 成」 つた。 父なる 神の 爲す 所、 また 子なる 神の 爲す 所す でに 斯 くの 如くで ある。 然 らば キリス 

トイ H スの心 を 以て 心と すべき 基督 者た る もの は、 宜しく 此 態度 を學ば ねばならぬ。 高き に 就く は 信 

仰の 衰 へたる 時の ことで ある。 信仰の 盛なる 時、 卽ち 比較的 キリストに 近く ある 時 は、 低き に 就く を 

以て 喜びと する こと 當然 である。 

註解 者の 中には 此語を 解して 「高き 所に 目 を 着けす 卑き人 と共にせ よ」 とい ふ 位に 取る 人が ある。 

ゴ ー デ ー の 如き は 其 一 人で ある。 當時敎 會の墮 落 やう やく 兆して、 會 員の 中 徒らに 敎會內 の 高位 を 望 

むん があった。 バウ a は 之 を 戒めて 高き 地位に 目 をつ けす 卑き人 と共にせ よと 勸め たので あらう。 高 

き 地 位 を 貴 び高贵 の 人に 近づく を 望み、 卑賤 微小 なる 人に 遠ざかる 如き 態度 を 取 る は 信仰 の 低落 で あ 

る。 基督 者 は 常に 高き 地位 を 思 はす 低き 人の 友でなくて はならぬ。 使徒 ヤコ ブが 信者 を 戒めて 「もし 

人 金環 を はめ 美 はしき 衣服 を 着て 汝 等の 會 堂に 来り、 叉 貧しき 人 汚れた る 衣服 を 着て 來 らんに、 な 

よきと ころ すわ 

んぢら 美しき 衣服 を 着た る 人 を 顧みて 汝 この 榮 位に 坐れ と 曰 ひ、 叉 貧しき 者に 汝彼處 に 立てと 言 ひ 或 

は 我 足下に 坐れ と 曰 はば、 汝等は 各人のう ち 151!„讪 を 立て また 惡念を 以て 人 を 分つ 者に 非す や」 と 述べ 

たる を 見よ。 初代 敎會が 早く 旣に 此の 弊風 を 生みて、 信仰 衰頹の 兆 を 示した る は 歎すべき 事で ある。 

信仰の 健全なる 所、 必す 高き は 望まれす して 卑 きが 思 はれる ので ある。 

平和の 道 は此謙 だり の 心より 行 はれる。 この 心 あれば 不和の 生る、 餘地 はない。 爭の 起る は 人々 が 


上 へ 上 へと 頭 を もたげん とする からで ある。 下 へ 下へ と 低き に 就かん とする 所い かで 爭の 起る 餘 地が 

あらう か。 我等 は 此心を 以て 不斷の 心と なし、 以て 平和の 實現を 計るべき である。 

第三の 戒め は 「自己 を智 しとす る， 勿れ」 である。 これ 箴言 三 章 七 節に ある 「自ら 看て 聰明と する 勿 

れ」 を 引用せ しもので ある。 併し 勿論 無意味に 此句を 引用した ので はない、 この場合に 適切なる 戒め 

として 擧 げたので ある。 今 箴言に 於て 此句を その 前後の 語と 併せ 記す に 左の 如くで ある。 - 

汝心 をつ くして M ホバ に 倚り 賴め、 おのれの 聰明に 倚る こと 勿れ。 汝 すべ ての 道に 於て H ホバ を 

認めよ、 さらば 汝の道 を 直く し 給 ふべ し。 自ら 着て 聰明と する 勿れ、 H ホバを 長れ て惡を 離れよ。 

卽ち祌 に賴ら すして 自己 を 過信す る こと を 戒めた ので ある。 そして 神 を 信す る 者の 中に も、 往々 にし 

て餘り 自己 を 信じ 過ぎる ものが ある。 之 を 。ハウ n は 戒めた ので ある。 却て 信仰の 强 しと 云 はる k 人の 

中に 此 種の 人が ある。 自己の 判斷を 以て 絕對の 正と なし、 之 を 祌の聖 意と 誤信して、 他人が 之に 從は 

ん こと を 求め、 之に 從は ざ る 場合に は 其 人を以 て 神の 聖意 に 背く もの— 基督 者と して 不純な る もの i 

と考 ふる 人が ある。 「誰か 己の i 失 を 知り 得ん や」. (詩篇 十九の 十二〕。 誰か 自己 を 以て 常に 智 しとな し 

得ん や。 誰か 自己 を 以て 常に 正しと なし 得ん や。 我等 宜しく 謙 だり て 相推獎 すべきで ある。 

兄弟 姉妹 間の 協同 一致の 美 を 破る もの は、 此 自己 を智 しとす る 心で ある。 己の 判 斷を絕 對の眞 とし 

て 他に 讓ら ざるの 態度で ある。 福 昔の 根 本義に ついては、 何が 眞 であり 何が 虚 であるか は 聖書の 明示 

する 所で ある。 しかし 人生の 實際 問題に ついては、 一 定 せる 規定 を 立てが たきもの である。 人々 思 ふ 

所 を 異にする こと 當然 である。 從 つて 斯る際 は 交讓の 美德を 以て 事 を {疋 めねば ならぬ。 各々 自己の 所 

見 をのみ 正しと せば 歸着 する 所 を 知らす、 又 互に 寐判 くこと となりて 忌 はしき 不和、 紛爭、 分裂 を惹 
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き 起し、 百害 ありて 一 利ない。 我の 思 ふ 所と 彼の 思 ふ 所と 一 致せざる 場合、 いづれ が 正しき か は 唯 だ 

神の み 知り 給 ふ 所で ある。 基督 者 は 常に 祌の聖 意 を 探りて、 之 を 行 はんこと を 心が くる を 要す、 而し 

て 我 も 信者で あり 彼 も 信者であって、 我と 彼との 忍 ひの 一致せ ざる 場合 は、 何れ を 以て 神の 聖 33 と定 

めよう か。 この 際 我等 は 宜しく 謙遞 でなくて はならぬ。 あまりに 自信が あり 過ぎて はならぬ。 或は 彼 

の 思 ふ 所が 正で、 我の 思 ふ 所が 誤で あるか も 知れぬ。 故に 深く 自 から 考察して 彼の 意見 を も 亦 充分に 

參 酌し、 自己の 意見に ついて 幾度 も 省み、 又 兄弟 姉妹 各自の 思 ふ 所 をも參 酌して、 最後の 決定に 到着 

せんと 力めねば ならぬ。 これ 決して 微温き 安 協 を 好む ので はない、 謙遜と 愛との 生む 當然の 態度で あ 

る。 あ、 人 誰か 己の 正しき を 知り 得ん や。 我等 は 宜しく 自己に ついて 或 程度までの 自己 不信 を 抱く ベ 

きで ある 0 そして 愛の ために は 喜んで 自己 を棄 つる 心 を 抱くべき である。 自己 を智 しとす る 態度 は、 

愛の 一致に とって 最大の 妨害物で ある。 

宗敎 的に 偉大なる 人 は 決して 自信の 强ぃ 人で はない。 否 却て 自己 不信に 强き 人であった。 モ ー セは 

ェ ホバ に 召されて イスラ H ル 救出の 大業に 從は しめられん とする や、 到底 己の その 器に あらざる を 思 

ひて、 種々 の. E. し譯を 作りて 只管 召命に 應ぜ ざらん とした。 そして H ホバが 如何に 論す も、 頑として 

それに 應 じなかった。 「わが 主よ 願く は 遺 はすべき 者 を 遣 はし 給へ」 と 云 ひて、 飽くまで 自己の 不適 

任 を 云 ひ 張った。 H ホバ 遂に 憤り を發 する に 至って、 モ， - セは已 むな く 立つ に 至った ので ある。 事 は 

出 埃 及 記 三、 四 章に 精細に 記されて ゐる。 ィ ザャ、 H レミ ャ等も 亦 自己の 不適任 を 認めし も、 H ホバ 

の强 ふる 所と なって 已むを 得す 立った ので ある (ィザ ャ書六 章、 エレ ミヤ 記 一章 を 見よ〕。 又ル ー テ 

ル の宗敎 改革の 如き、 決して 自已に 力 ありと なして 企てた 事で なく、 已むを 得すして 立ちし 結果が、 


籲ら すして 宗敎 改革と いふ 大事 業にまで 進展した ので ある。 自己 不信の 人、 へ igi^ る 人、 愈々 立つ まで 

に は 長き 罈躇 を經驗 せる 人、 か&る 人が 宗敎的 偉人で ある。 かの 徒らに 自己の 信す る 所こ强 列： 頑 司 こ 

して、 他の 人の 思 ひ を 悉く 排し、 以て 我れ 獨り聖 意 を 得たり とせる 翠の 如き は 一 種の 妄相 J 者に L て. Y ふ 

敎的づ 人と 云 ふべき ものである。 我等 キリストの 心に 傚 はんとせば、 宜しく 自己 不信と 謙 遞とを 以て 

相推讓 し、 以て 平和の 道 を 全うすべき である。  - 

十六 節の 含む 三つの 誡めは 上述の 如くで ある。 これ を 心に 留めて 之 を 行 はんと 力む る 所、 H 

と は 漲る ので ある。 かくて 無益なる 爭ひ、 愚かしき 分裂、 及び 幾多の 紛議 や 不快 は 起ら すして すむ の 

である。 

十六 節まで は 兄弟 姉妹に 對 する 道、 十七 節から は 不信者に 對 する 道で ある。 十七 節の， P こ 言 ふ 「惡 

を もて 惡に報 ゆる 勿れ」 と。 是れ敵 臭す る 道で ある。 故に 之 は 十九 節 以下 i 敵の 敎と 合せて 見る 

べきで ある。 次に は 言 ふ 「衆人の 善と する 所 を 心に 記め て 之 をな し、 し 得べき 所 は 力 を 欺して， i 

と睦み 親むべし」 と (十七 節 後半 及び 十八 節 )o これ 不信者に 對 する 道と して 頗る 適切なる 敎 である。 

不信者の 爲す 所、 思 ふ 所、 信す る 所 を 徹頭徹尾 否認して、 信者の み 正しと なす は 狂信者せ I のこと で 

ある。 かお 置に 囚 はれした め、 狹蓦 執 非驩 となりて 對 社會の關 係に 於て 徒らに 粉亂 にず、 或 

は 之れ がた めに 苦惱し 或は 迫害に 會 へりと て 得意と する 者が ある。 これ 誤れる の甚 しきもの である。 

基督 者 は 平和の 民でなくて はならぬ。 成るべく 掌 を 避ける やう 心がけねば ならぬ。 

に背きス 泰ふ。 しかし mf 限り は 他に も 善き 所を發見 して、 之 を 採り 之 を 2 やう 力むべき r 

る。 爭 のために 爭ふ 奇矯の 徒と なって はたらぬ。 武士道に も、 儒敎 にも、 佛敎 にも、 又此 世の 道德習 
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慣 にも 良き 所が ある。 强 ひて 之に 反對 して 爭ふ 必要 はない。 衆人の 善しと する 所に は 何 かの 意味が あ 

るに 相違ない。 勿論 衆人の 善しと する 所が 明 A に キリストの 精神に 背いて 居る とき は、 之 を 採る こと 

は 出来ない。 しかし さう でない 限り は、 卽ち 主に 背かざる 限り は 世人の 善しと する 所 は 行 ふべき であ 

る。 行って 何 かの ハ俊 ある 時 は 勿論、 行って 別に 害の ない 場合に も 世人の 行 ふ 所に 從 ふべき である。 基 

督者は 小 問題に ついて 世と 爭 ふべき ではない。 根本 問題に あらざる 限り、 枝葉 問題に ついては 主に 背 

かざる 限り 世と 行動 を 共に して 宜しい。 否 共に する 方が 宜しい ので ある。 他に 爭 ふべき 重大な 問題が 

ある。 爭 ふべき 重大な 場合が ある。 何れで も 良き 事に ついては 世に 從へ、 そして 精力の 浪費、 無益の 

衝突 を 避けよ。 卽ち 「爲し 得べき 所 は カを竭 して 人々 と睦み 親むべし」 である。 

バウ 口 は 此事を 人に 勸め、 叉自 から 實行 した。 彼 は 熱心なる 信者で はあった が、 狹量 頑固 奇矯なる 

狂信 家ではなかった。 彼に 廣ぃ 心が あった。 彼に 深い 思慮が あった。 彼に 敎養 ある 紳士の 品位と 餘裕 

とがあった。 コ リント 敎會の 姉妹た ちの 間に、 社會の 風習に 背いて 男子と 同じ 位置に 已を 置かん とす 

る 風の あった 時、 彼 は それ を 戒めて 彼等 をして 飽くまで 當 時の 婦人 道德を 守らし めようと した (哥林 

多 前書 九 章 )o 純粹の 理論から 云へば、 女子に 尙ほ 多くの 權を 認め 得る かも 知れぬ。 又當 時の：^ 人の 

習慣が^に 良い ものと 云 ふ 程でなかった かも 知れぬ。 しかし 斯 かる 事に 於て は、 社會の 風習に 從 ひて 

無益， なる 紛議 を 避くべき である。 出来る かぎり は 世人と も睦み 親むべき である。 故に こそ 彼 は 斯く戒 

めた ので ある。 叉 彼 は ユダヤ人の 社き にあり て は ユダヤ人の 如く 行 ひ、 ギリシャ 人の 間に ありて はギ 

リシ ャ 人の 風俗^ 慣 のま、 に 行った。 之 は 「更に 多くの 人 を 得ん」 と 云 ふ 大目 的が あつたた め、 ，よ. り 

小なる 事に ついては 世に 從 ひて 「自ら 己 を 凡ての 人の 奴隸 とな」 したので ある。 「いかにもして 彼等 


人 を 救 はん」 との 高き 心 ありした めに、 より 小なる 事に ついては 「又す ベての 人に は 我 その 凡て 

の 人の 樣に循 へり」 とい ふ 態度 を 採った ので ある。 

バウ 口 の 此心は 今 又 われらの 心と ならねば ならぬ。 愛の ために は 出来る かぎり は 世の 人と 睦み親 ま 

ねばならぬ。 平和 を 愛する 人、 心の 廣き 人、 他に 對 して 相當の 敬意 を もつ 人 * これ 眞に キリストに 在 

る 人で ある。 この 心 を 以て 基督 者は此 世の 生涯 を營 むべき である。  - 

基督 者 は 出来る かぎり 世に 從ふ。 しかし 世に 降る ので はない。 根本 問題に 於て はいかで 此世こ り 

得よう。 主に ある 以上い かで 此 世の 人と 全く 同じき を 得よう。 出来る かぎり は 世と 共た らんと 力む る 

も、 心に 於て は此 世の 人との 問に 天地の 差が あるべき である。 故に 此# の 人は往 々にして 基督 者 を 敵 

となして 迫害し 来る。 か X る 場合 は 如何にすべき か。 か \ る 場合 も 亦 愛 を 以てせよ。 愛 を 以て 憎に 勝 

てよ と。 これ 十 丸 節 以下の 敎 である。 


第五 十二 講 基督 敎道德 の 第二 愛 (四) 

第 十二 章 十九— 二十 一節の 研究 

愛の 敎は九 節より 始 つて 章 尾の 二十 一 節まで 綾く。 そして 最後に 記さる. 1 が 愛 敵 ゆ； £ にして、 十. 

節 以下が 卽 ちそれ である。 しかし. ハウ 口 は 十九 節 以前に 於て 一 一度 この 問題に 觸れ てゐる C その 第 一 は 

第五 十二 講 港 g め 第二  gas)  El 一一 三 


羅馬； s  G  w 究  五一 一 In 

十四 節に して 「汝等 を 害 ふ もの を 祝し 之 を 祝して 詛ふ ベから す」 と あり、 其の 第二 は 十七 節 前半に し 

て 「惡を もて 惡に酬 ゆる 勿れ」 と ある。 叙述の 順序から 見れば、 之は糙 かに 亂れ てゐ る。 愛 敵の 敎を 

全部 まとめて 一 箇所に 記す 方が 叙述と して は 整って ゐる。 しかし 玆に バウ 口 の 心が 見える。 彼 は 九 節 

より 愛の 敎を說 きつ k 進んで、 一刻も早く 愛の 絶说 とも 云 ふべき 愛 敵の 勸 めに 入りたかった。 故に 第 

十四 節に 於て 一 度 それに 入った。 しかし 入り 方が 早 過ぎた。 尙ほ愛 敵の 勸 めの 前に 云 ふべき ことがあ 

ぎゃくら ど 

つた。 依て 第 十五 節から 問題 を逆戾 りさせ た。 併し 同じ 心の 働きより して、 十七 節 前半に 於て 二度 愛 

敵の 勸 めに 入った。 それで 叉 問題 を後戾 りさせ た。 そして 第 十九 節に 至って 愈々 正式に 愛 敵の 敎に入 

つたので ある。 まづ 「我が 愛する 者よ」 と 呼びかけて 充分の 注意 を 促して 後ち、 左の 如く 述べて ゐ る。 

その 仇 を 報 ゆるな かれ、 退きて 主の 怒 を 待て。 そは錄 して 「主の日 ひ 給 ひける は 仇 を 復すは 我に 

在り、 我 必す之 を 報いん」 と あれば 也。 是 故に 汝の仇 もし 飢ゑ なば 之に 食 はせ、 もし 渴 かば 之に 

飮 ませよ。 汝如此 する は 熱 炭 を 彼の 首に 積むな り。 なん ぢ惡に 勝た る& 勿れ、 善 を もて 惡に 勝つ 

ベ し。 

「その 仇 を 報 ゆる 勿れ」 と先づ 一 般 的に 說き、 次に 「退きて 主の 怒 を 待て」 と 云 ふ。 原語に は 「怒 

に 場所 を與 へよ」 と ありて、 特^に 誰の 怒と も斷 はって ない。 然し 五 章 九 節に もた 5- 「怒」 とのみ あ 

りて、 神の 怒 を 意味して ゐる。 且 十九 節 後半の 舊約 引用に 照して 見ても、 之 は 明かに 神の を 意味し 

て 居る ので ある。 神の 怒に 所を與 へよ である。 神 をして 充分に 罰すべき を 罰せし めよ。 我 を 苦む る 敵 

に對 して は 我より 報 ゆる 勿れ。 神に 其 怒 を 注ぐべき 餘 地を與 へお け。 敵 は必す 神の 罰に 會 する であら 

う。 故に 我等 は 敵に 對 して 何ら 報復の 道 を 取る を耍 しないと 云 ふので ある。 之が 正しい 見方と 思 ふ。 


この 怒 を 人の 怒と 見る 學 者が ある。 その 中 甲 は 之 を 「敵の 怒」 と 見て 敵 をして 勝手に 怒らせて 置け との 意に 取 

り. 乙 は 「汝の 怒」 と 見て 汝の怒 C 卽 ち復簪 心) を 抑へ よとの 意で あると 見る。 しかし 前後 關 係の 上から 此兩 

說は 共に 謬って ゐ ると 思 ふ。 怒 はや はり 此 場合 「祌の 怒」 でなくて はならない。 

「仇 を 復すは 我に あり、 我れ 必す 報いん」 との 舊約 引用 は 申命記 三十 二 章 三十 五節 (ギリシャ 譯) 

である。 祌は惡 をな す 者 を必す 罰すと いふ 意味 を傳 へた 語で ある。 惡き 者に 對 して 處分を 施す は 神の 

ことで ある。 我 を 苦む る惡 しき 者 を 彼 は必す 罰し 給 ふ。 故に 之が 處分を 一 切 彼に 任せて、 我等 自身 仇 _ 

を かへ す こと は差控 へよ とい ふ 意味で ある。 次に 二十 節の r 汝の仇 もし 飢ゑ なば 之に 食 はせ …… 」 は 

箴言 二十 五 章 二十 一、 二 節よりの 引用で ある。 最後に パゥロ は 「なん ぢ惡に 勝た る、 勿れ、 善 を もて 

悪に 勝つべし」 との 有力なる 語 を 述べて、 此 重要に して 美 はしき 勸 めの 語 を閉ぢ たので ある。 

敵 を 愛する の 敎は必 しも 基督 敎に 限らない。 他の 宗敎、 他の 道德に 於ても 之れ は 美と して 勸 めら れ 

てゐる。 た^^注意すべきは、 基督 敎に 於て は キリストの 生涯が 愛 敵の 結晶で ある ことで ある。 パゥロ 

が 羅馬書 十二 章に 此敎 を說 いたの は 勿論 彼の 創始で はない。 キリストの 敎訓 及び 生涯に 傚っての こと 

である。 キリスト は 山上の垂訓 中、 馬 太 傳五章 四 十三 節 以下に 於て 明白に 愛 敵の 敎を說 き、 叉 それに 

似た る こと を 同 三十 八 節 以下に 於て 說 いて ゐる。 之 は 彼の 敎 であるが 故に、 羅馬 書に 於け るパ ゥ a の 

敎 より は 勿論 美 はしく 且 意味に 深みが ある。 そして 雨 者 を 照して 見て、 基督 敎の愛 敵の 精神 を 知る こ 

とが 出来る。 キリストの 生涯が 愛敵實 行の それなり しこと は 誰 人 も 知る 所で ある。 されば 彼 を 信す る 

もの は 彼の 生涯に 傚 ひ 又 彼の 敎訓に 適 ふやう、 愛 敵の 道に 於て 遺憾な からん こと を 力めねば ならぬ。 

祈って 聖靈の 助 を 受け、 以て 之を實 行し 得る に 至らねば ならぬ。 
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然るに 遺憾なる は 泰西 二 千年の 歷史 である。 基督 敎を 阈敎 として 選び、 敎會を 立てて 宗敎敎 育 を 施 

し、 王 は キリストの 道 を 守る こと を 誓 ひて 卽 位し、 叉異敎 國を敎 化せん として {E- 敎師を 派遣す。 然る 

に 愛 敵の 道に 於て 全然 缺 けたる は 何故で あるか。 敵と あれば 極度の 憎惡を 以て 之 を 1  且 さんと し、 自己 

の 利 權を拖 護す るた めに 不義の 戰を 起して 龜 くる 時 を 知らない。 共に キリ ス ト にある 兄弟 姉妹で あり 

乍ら、 各 民族の 間に 憎惡 嫉妬の 心強く、 互に 他 を 苦め て 已を利 せんとして ゐる。 而 して 事 は 之の みに 

止まらない。 力なき 半開 叉 は 野 蠻人を 苦め て、 自國 及び 自國 民の 利 慾を逞 うしつ \今 に 至った。 近世 

期の 初め 西班牙が アメリカ 及び メキシコに 土人 を 虐げし を 始めと して、 英、 怫、 獨、 米 相 競って I 界 

到る 處に 弱き 民 を 虐げつ &來 つたので ある。 愛 敵 は 愚か、 何等 我に 敵對 せざる 平和の 民 を捉 へて 白刃 

を楝ひ 銃丸 を 放った ので ある。 基督 敎國と は 名のみ である。 彼等にして基督敎國；^^^らば惡魔も亦天 

使た るので ある。 彼等の 賴惡は 歷史の 頁の 上に 鮮 かに 淺 りて、 永久に その 不信 背 逆 を 物語って ゐ るの 

である。 

然り謂 ゆる 基督 敎圃は 眞の基 脊敎國 ではない。 福 昔 を 委託せられ たる 歐米 民族 は、 却て 福 昔の 明白 

なる 敎訓に 背いて ゐる。 併しながら 此事は 聖書の 愛 敵の 敎の他 を 一 毫も 減す る もので はない。 信者と 

稱 する 者が 之 を 行 はすと も、 之 は 是非とも 行 ふべき ものである。 他人 は 如何あって もよ い、 我等 は 之 

を 行 ふべき である。 行 はねば ならぬ ので ある。 キリストの 誡な るが 故に 之れ を 行 はねば ならぬ ので あ 

る。 そして 是れ 決して 退嬰的の 弱き 道德 ではない。 -ーィ チェが 之 を 者道德 として 按 斥した の は、 共 

眞意を 知らなかった からで ある。 之 は 復仇す る 以上に 力 を 要する ことで ある。 人間 自然の 情に 任せる 

は 難しき ことで はない。 自然の 情 は 憎みに 報 ゆるに 憎み を 以てせん とする。 然るに 曾に 報 ゆるに 愛 を 


以てする の は、 自然の 情に 打ち克って、 聖靈の 恩 化に 浴して 初めて 可能なる 事で ある。 敵の 憎の 力に 

打ち勝つ だけの 力が 我に あって、 初て 敵 を 愛し 得る ので ある。 故に これ 頗る 積極的、 進取 的の 道で あ 

る。 之 を 消極的、 退嬰的と 見る 者の 如き は、 此の 敎の眞 意味 を 知らざる ものである。 

「汝 かくする は 熱 炭 を 彼の 首に 積むな り」 と は 何 を 意味す る 語で あるか。 熱き 火 を 首に 積む と 云 ふ 

こと は、 激しき 苦痛 を與 へる と 云 ふこと である (へ ブル 人、 ァラ ビヤ 人の 間に 於て は此 語を此 意味に 

て 用 ひしと 云 ふ )o しかし 何の 意味の 激しき 苦痛で あるかが 問題で ある。 或 人は祌 より 來る 刑罰と 見 

る。 卽ち 「仇 を (仪 へす は 我に あり」 と ある 如く 祌は必 す 敵 を 罰し 給 ふ 故、 自ら 仇 を 報いざる は 神 をし 

て 彼の 上に 大苦 罰を與 へしむ る 所以で あると 見る ので ある。 けれども 之 は 果して 敵 を 愛する 道で あら 

うか。 之 は 却って 敵 を 呪， ふこと ではない か。 且つ 叉 次の 節の 「善 を もて 惡に 勝つべし」 との 敎と 矛盾 

する。 故に 多くの 學 者の 云 ふ 如く、 敵に 激しき 苦痛 を與 へる と 云 ふの は、 敵 をして 深く 懒愧 せし むる 

事 を 意味す るに 相違ない。 パゥ& は 云 ふので ある 「汝 敵に 復響 せんと 欲する か、 然 らば 玆に 最上の 道 

が ある。 決して 憎み を 以て 敵に 對 する 勿れ。 むしろ 敵に 對す るに 愛 を 以てせよ。 飢ゑ なば 食 はせ 渴か 

ば飮 ませよ、 これ は 熱き 火 を 彼の 首に 積む ことで ある。 卽ち 彼に 慚汗背 をうる ほして 身の 置き所 もな. 

き ほど 痛悶 せし むる ことで ある。 この 時の 彼の 良心の 苦痛 は 如何に 激しい ことで あらう か。 かく 彼 を- 

苦 めれば 汝の役 仇の 目的 は 達した ではない か、 然 らば 敵 を 愛する は 敵に 復仇す る 最上の 道で ある。 故 

に 復仇 を 望まば 敵 を 愛せよ、 而 して 彼 をして 慚悔 せしめよ」 と。 卽ち善 を 以て 惡に 報いて 敵の 首に 痛 

恨の 熱 火 を 起せよ と 云 ふので ある。 

最後に パゥロ は. 云 ふ r 汝惡に 勝た る& 勿れ、 善 を もて 惡に 勝つべし」 と。 敵の 加へ し惡に 負けて 惡 
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をな て惡 こ. 報 ゆる 態度に 出づる 勿れ、 汝の 愛と 善と を 以て 敵の 惡を 征服せ よとの 意で ある。 惡に酬 ゆ 
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るに 惡 を^て する は 惡に 負けた ので ある。 何 を も 報いない で 唯 忍んで 居る のは戰 はない ことで ある。 

善 を 以て 悪に 對 する のが 惡と戰 つて 勝つ ことで ある。 怨に酬 ゆるに 德を 以てし 憎に 對す るに 愛を以 

てし、 惡に對 する に 善 を 以てする 事、 これが 愛 敵の 敎 である。 故に 愛 敵 はた 敵 を 愛する と 云 ふ 事 だ 

けに 止まらない。 惡と戰 つて 之 を 亡ぼす と 云ふ壯 快なる 戰の 意味が 主と なって 居る ので ある。 

この 敎は實 行して 初めて 値 あり、 叉實驗 して 初めて その 眞 なる を 知り 得る ものである。 敵に 會 して 

は 愛 を 以てする が 最上の 道で ある こと、 人生の 實驗に 照して 明かで ある。 惡に對 する に惡を 以てすれ 

が 底止す る 所 を 知らない。 敵の 惡は 益々 增大 し、 自己の 惡も亦 益々 增大 する。 相互の 憎惡 憤怒 は その 

激怒 を增 すの みで ある。 敵に 對 して 愛 を 以てせよ、 我 を 憎む 者 を 愛し、 我 を 呪 ふ もの を 祝し、 我 を 苦 

むる ものに 幸福の 至らん こと を 祈れ、 我が 愛 心 を 注ぎ 出して 彼のた めに 盡せ。 然ると き は 敵の 惡は. ^ 

むで あらう。 或は 進んで 懺悔の 淚が 彼の 眼より 流れ 下る であらう。 そして 是は 推測で はない、 幾人 か 

の實 際に 經驗 せし 所で ある。 まことに 恨に 對 して は 愛 を 以てする ほか 道 はない ので ある。 

此の 愛 敵の 敎の美 はしき 物語と して、 詩人 口 ー H ルの 作なる .Yussouf  (ュ ス ー フ) なる 一 章 を 鼓に 

紹介し 度い。 これ 恐く はィ H ス 及び バウ p の 愛 敵の 敎に對 して 與 へられた る、 幾多 學 者の 註解に まさ 

る 最上の 註解で あると 思 ふ。 ュス ー フ (へ ブル 名の ヨセフ) はァラ ビヤの 酋長であった。 恰も 約 百 記 

の 主人公 ヨブの 如く、 其 富と 信仰と 德 行と を 以て 聞え し 人であった。 ある 夕 見知らぬ 人が 彼の 幕屋に 

來た。 そして 云うた 「私 は 私の 生命 を 求む る 者に 逐 はれて 死の 危險の 中に ある 者で ある。 逃れ 来った 

けれども 枕す る 所がない。 それで 私 は 善人と 綽名され て 居る あなたの 處に來 たので ある。 どうか 一 夜 


の 宿りと 糧とを 惠んで 下さい」 と。 之に 對 して ュ ス ー フは 答へ て 云うた 「此 幕屋 は 私の ものである。 

しかし 亦 神様の ものであります。 お 這 入り 下さい。 そして ゆっくりと 憩んで 下さい。 そして 私が 祌樣 

の 物 を 自由に 頂いて 居る やうに、 あなた は 私の 物 を 何でも 自由に 御 取り 下さい。 彼 は 私共の 此 幕屋の 

上に 夜と 晝の美 はしい 大空 を かけて ゐ ます。 そして 彼の 戶ロ では 誰 人 も 否と 担 まれた こと はあり ませ 

ん」 と。 ュ ス ー フは 神の 大 愛の 下に あるが 故に、 叉 誰 人に 向っても 愛 を 注がん とする ので ある。 かく 

して 逃避 者 は 彼の 手厚き 保護の 中に 受け 容れ られ たので ある。 

其の 夜ュ ス ー フは心 を こめて 客人 を歡 待した。 翌朝 未だ ほの 暗き 中に ュ ス ー フは客 を 起して 言うた 

「こ \ に 黄金が ある。 又 第 一 等の 駿馬に は旣に 鞍が 置かれて ゐる。 早くお 逃げなさい。 日の出ぬ 中に 

早く，^」 と。 昨夜よりの 餘 りの 親 S に 客の 心 は 動かされた。 言 ひ 知らぬ 感動が 彼れ の 心 を 波うた せ 

た。 彼の 心の中に は 嵐の 如き 動搖が 起ったら しく 見えた。 彼 は跪づ いて ュ ス ー フの 手の 中に その 前額 

を 埋めて 歐 欲しながら 云うた 「私 はかう して 此處を 去る こと は 出来ない。 私 は あなたに 報いねば なら 

A<1 厶么 △△△△△<" 厶厶厶 厶厶厶 厶<1  △<"△<"<"  • 

ぬ。 私 こそ あなたの 一子 を 殺した イブラヒム (へ ブル 名の アブラハム か) であります。 どう 力 私の 命 

を 取って 復 響して 下さい」 と。 ュス ー フは 知らす して 其 子の 仇敵 を隱 まひ 且歡 待した のであった。 け 

れ ども 彼 は 靜 かに 云うた 「その 黄金 を 三倍に して 與 へよう。 之で あなたと 共に、 私の 惡念も 亦 沙漠の 

方に 行って 再び 歸ら ないで あらう。 私 は 殺された 子の こと を 忘れす、 又 仇 を 討た うと 長年 考 へて ゐた_ 

しかし 今 その子の 敵 を 厚遇した ことが 卽ち 復仇した ことで ある。 之が 最上の 復膽 S である。 之で もう 私 

のい やな 心 も 失せて しまった。 實に 有りが たいこと である」 と。 そして 叉 死せ る 子の こと を 想起して 

云うた 「わが 長子よ、 凡て 神の 定め は 正しい。 お まへの 復馨は 今 立派に 出来た。 どうか 安らかに 眠つ 
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て くれ」 と。 之が 此 詩の 語る 所で ある" 僅に 三十 行より 成る 短詩で は あるが、 其の 敎 ふる 所 は 深いの 

である。 

印度 獨立 運動の 指導者 ガン ヂ ー が 最近 捕 へられた と 云 ふこと である。 彼 は 三 憶の 印度人 を率ゐ て、 

印度 を英國 より 獨 立せ しむる 事の ために 努力 闘して ゐる。 彼の 獨立 運動 は 曾てな き ほど 英 政府 を 震 

駭 せしめて ゐ ると 云 ふ。 彼はィ H ス の 愛 敵の 敎に 堅く 立って ゐる。 決して 武器 を 以て 英國 に對 して 反 

抗 はしない。 卽ち叛 亂と云 ふこと を 堅く 避けて ゐる。 彼 は 平和的に 獨 立の 實 現さる、 日 を 待ち望んで 

其の 招來 のために 苦闘して ゐる。 彼 は英國 宫 敎： 帥の 敎 ふる 所の 聖書の 敎に從 つて 堅く 無抵抗 を 主義と 

して ゐる。 決して 英 政府と 其 官吏と に 反抗し ない。 そして 此 主義 を 極力 印度人に 向って 吹き こんで ゐ 

る。 凡て 英 官吏の 命令に 服せ、 凡ての 課稅の 要求に 應ぜ よ、 壓 制であって も 暴虐で あっても それに 反 

杭せ すして 之に 服せ よと 敎 へ る。 彼は英 政府の 印度に 於て 爲す 所が 全然 聖 書の 敎に 背ける こと を 主張 

して ゐる。 しかし 此 暴虐に 對 して は 全然 抵抗 しないと 宜 言して ゐる。 又 さう 敎 へて ゐる。 實に 無抵抗 

主義 を 以てする 獨立 運動で ある。 

三月 廿 九日 (一 九 ニニ 年〕 發 行の アウト ル ック 誌に よれば、 ガン ヂ ー は设 近に 於て 六茵 年の 禁銅を 一一 一一 a 

ひわた された。 その 審問に 際しての 彼の 態度 は實に 見上げた ものであった。 彼 は 言うた、 自分の 行が 

罪に 値する と 判事が 認めたならば 如何様に 處 罰されても それに 服す る、 けれども 出獄の 後 は 無抵抗 を 

信條 として 獨 立の，〕 n: 傳を 緩け ると。 そして 英 政府 は 此不當 の 所 罰 を 彼に 課した けれども、 印度の 民 は 

彼の 平生の 敎 により 3： 等 叛亂を 起す やうの 事な くして 靜肅の 中に 暮 して ゐ ると 云 ふ。 彼の 感化 衰へざ 

る 限り、 印度人 は キリストの 愛 敵の 敎を實 行し つ ける であらう。 かくして 此 iii 敎訓は 初て 國際 的に！ 


實 ほされん として ゐ るので ある。 謂 ゆる 基督 敎國に 於て 未だ 國際 的に 實行 されない 宗敎 が、 こ、 に 彼 

等の 蔑说 しつ、 ある 未開の 異敎 徒に 由て 國際 上に 實行 されん とする ので ある。 恥ぢょ 有名 無實の 基督 

敎徒 等よ！ 

かの 徒らに 信仰 箇條を 高調し、 敎義の 純正 を 誇る も、 敵 を 愛する の 道 を 顧みざる 者の 如き は、 未だ 

キリストの 心 を 知らざる 者で ある。 敎義の 純正 を 誇る 神學者 何者 ぞ。 キリス トは 一 度 も か、 る 事 を 誇 

つたこと はない。 しかし 彼 は 愛の ため 其 凡て を 1 その 生命 をまで— 獻 げた。 彼 を 信す る 者 は 愛の 人に 

ならねば ならぬ。 敵 を 愛し 得る 人に たらねば ならぬ。 然 ら すし て は敎義 の 穿 整 も 聖書 の 研究 も 凡て 無 

签 である。 愛 敵の 人なら すば 基督 敎 でない ので ある。 然るに 今や 基督 敎國 と自稱 基督 信者と は 少しも 

之 を 行 はない。 これ 自己の 偽善 を 暴露して ゐ るので ある。 

第五 十三 講 基督 敎道德 の 第三 政府と 國 家に 

對 する 義務 

第 十三 章 一 ー 七 節の 研究 

第 十一 一章に 於て 個人 間の 道 德を說 いた パ ゥ 。 は、 第 十三 章に 入って 政府と 國 家に 對 する 道 德を說 く 
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ので ある。 かく 云へば 十三 章 は 十二 章と は 全然^な 誠め の 如くに 思 はれる が實 はさう でない。 バウ 口 

は 十二 章の 愛の 敎の 懺績 として、 十三 章の 對國 家の 道を說 いたので ある。 人 を 愛すべし、 我 を 苦む る 

人 を も 愛すべし、 國を 愛すべし、 我 を 苦む る 國をも 愛すべし と、 これ 十二 章、 十三 章 を 一貫して 流る 

る 精神で ある。 

十二 章 は 九 節より 愛の 敎に 人り、 それより 愛 敵の 敎に說 き 進み、 その 最後に 於て は 「なん ぢ惡に 勝 

たる & 勿れ、 善 を もて 惡に 勝つべし」 との 偉大なる 語を發 した。 羅馬書 は その 處々 に 於て 論述の 高調 

に 達する を 見る。 三 章 二十 四、 五、 六節の贖！！^；；提唱の如き、 八 章 末尾の 凱歌の 如き、 十一 章 末尾の 讚 

美の 如き 之で ある。 そして 此の 十二 章 末尾の 如き も 正に 實踐 道德の 絶頂に して、 其 想其辭 ともに 高調 

に 達せり と 云 ふべき である。 人の 道德は 到底 これ 以上に 出づる こと は 出来ぬ。 實 にこれ 人間 道義の 絕 

頂で ある。 「蒂を もて 惡に 勝つ」 と は 心中の 戰を 云うた ものである。 人より 惡を 受け、 其惡に また 惡 

を もて 報いん との 心 を 起す は、 卽ち惡 に 負けた ので ある。 この 復轉 心と 戰 つて 之 を 抑へ、 其 惡に對 す 

るに 善 を 以てする が 卽ち善 を 以て 惡に 勝った ので ある。 惡を 以て 惡に對 して 敵 を 屈服せ しむる は、 悪 

に まけた ので ある。 惡に堪 ふるのみ ならす、 進んで 敵 を 愛する に 至る が惡に 勝った ので ある。 キリス 

-.' の 十字架 は此 勝利の 極と して 著しき ものである。 彼 は 敵 人の 包 圍に會 つて 之に 抗 せす、 其 儘 十字架 

の 悲運 を 甘受し、 しかも 我 を 殺す 敵の ために 宥め を 父に 祈る 程の 愛 心を發 した。 かくの 如き 人 を 主と 

仰ぐ 者 は 常に 此心を 以て 人に 對 さねば ならぬ。 愛 敵の 心 盛なる 所、 社 會には 平和 漲り、 國と國 との 間 

に は爭は 起らない ので ある。 

十二 章 末尾の 此 精神 を 以てすれば、 十三 章の 對國 家の 道 はたやす く 了 得し 得られる ので ある。 先づ 


第一 節に 言 ふ 「上に 在りて 權を 掌て る 者に 凡て 人々 服 ふべ し、 蓋 神より 出で ざる 權 なく、 凡そ 有る 所 

の權は 神の 立て 耠ふ所 なれば 也」 と。 これ 此 世の 政治的 權 能に 服 從 すべし との 勸め である。 そして 其 

理由と して、 此 世の 政治的 權 能と 雖も亦 悉く 神の 立て 給うた ものであると 强 調した ので ある。 基督 者 

は 神に のみ 服從 すべきであって 此 世の 權 能に 對 して は 毫も 服從 する 要な しと 主張す る 者 を、 バウ 口 は 

戒める ので ある。 故に 二 節に 於て 言 ふ 「是 故に 權に悖 ふ もの は 神の 定に 逆くな り、 逆く 者 は 自ら 其審 

判を受 くべ し」 と。 此 世の 權 能に 逆 ふ は 神の 立て 給 ひし 權 能に 背く ので あれば、 卽ち祌 の 規定に 背く 

ので ある。 故に 其 審判 を受 くるに 至る こと 當然 であると 云 ふので ある。 全世界に わたれる 神の 铳治を 

認め、 制度 尊重、 秩序 保績の 健全なる 精神 を バウ n は玆に 鼓吹す るので ある。 

次に 三、 四 節 を 見よ、 「有司 は 善行の， 長に 非す、 悪行の 畏 なり。 汝權を 畏れざる こと を 欲 ふ 乎、 唯 

善 を 行へ、 然 らば 彼より 褒を 缝ん。 彼 は 汝を益 せん 爲の祌 の 僕な り。 若し 惡を行 さば 長れ よ、 彼 は 徒 

らに刃 を 操らす、 神の 僕 たれば、 悪 を 行 ふ 者に 怒 を もて 報 ゆる 者な り」 と ある。 此 世の 權 威に 對 する 

道 は 只 善 を 爲し惡 を 避ける だけの 事で ある。 善 を爲す もの は 有司より 賞せられ、 惡を たす 者 は 罰せら 

る。 有司 は 神の 僕で ある 故、 善 を 賞し 惡を 懲らす 役目 を 行 ふ。 されば 善 をな す 者 は 少しも 此 世の 權能 

を 長る \ の 必要がない。 正しき を 行 ふ 者に 恐怖の 襲 ふ 理由 は寸 毫もない。 併し 惡を なせば 必す 有司の 

罰が 来る。 されば si^ をな す 勿れと パゥ 口 は 警める ので ある。 依て 進んで 五節に 於て 一一 一一 II ふ 「故に 之に 服 

へ、 た 怒に 緣 りての み 服 はす 良心に 緣 りて 服 ふべ し」 と。 卽ち 刑罰の 畏懼に 依ての みならす 亦實に 

良心より して 權 能に 服 へと 勸め るので ある。 

次の 六、 七 節 は 以上の 原理の 適用と も 云 ふべき 所で ある。 「是 故に 汝等貢 を 納めよ。 彼等 は 神の 用 
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人に して 常に 此職を 司れり。 汝ら受 くべき 所の 人に は 之に 予ょ、 貢を受 くべき 者に は 之に 貢し、 稅を 

受 くべき 者に は 之に 稅し、 畏 るべき 者に は 長れ、 敬ぶべき 者 は 之 を 敬べ」 と 云 ふ。 その 意味 は 說明を 

待た すして 明かで ある。 たぐ 貢と^と の^に ついて 一言しょう。 獨立國 の 民 は 稅を納 むれ ども 貢は納 

めない。 いかに 重稅を 課せられても 稅 だけで ある。 然るに 古代に あって は、 屬國の 民 は 稅を納 むる 外 

に、 尙ほ 貢なる もの を納 むる 必要が あった。 これ 服 從忠順 を象徵 する 所の ものであった。 されば 羅馬 

本 國の民 は 稅を納 むる だけ を 以て 足りた けれども、 ュ ダャ人 は 稅と貫 と を 兼ね 納めねば ならなかった。 

故に パゥ II が玆に 貢の 納入 を勸 めた の は、 征服 國の 政府が 被 征服 國の 民に 向って 課する 藝壓 にも 服從 

せよ との 意味で ある。 

以上の 如く 一  節より 七 節まで 其 意味 は 至極 平易で あるが、 之れ に關聯 して 二三の 重要なる 問題が 起 

るので ある。 まづ 近代 人 は バウ Q の 此敎に 抗議 を 提起して 云 ふ、 これ 古代 尊 制 治下に 於ての 誠め であ 

つて 現代の K 本 政治に 於て は 全然 無 川なる もので はない かと。 否然ら す。 いかなる 時代の 如：^ なる 政 

治 組織の 下に 於ても、 ー國の 秩序 を 維持す るた めの 權能 は必す あるべき である。 そして パゥ& は此權 

能に 服して、 以て 秩序 を贯 んじ駿 接を惡 み、 平和 順良 を 愛する 民 たれと 勸め るので ある。 從 つて 此誡 

め は 如何なる 時代に 於ても 廢 るべき もので はない。 また バウ n の 此國權 服從論 は、 十二 章の 愛 及び 

愛 敵の 敎 よりおの づ から 引き出された ものである" 卽ち 如何なる 人 を も 愛し 我 敵 を も 愛する が 基督 者 

の 道で ある 以上 は、 良き 國 家に 對 しても 惡き國 家に 對 しても 服從と 愛と を 以て 對し、 たと ひ暴壓 治下 

にあ りても 尙ほ 我を虐 ぐる 權能 者に 服 ひ、 且 これ を 愛する の 心 を 抱くべき であると 云 ふので ある。 從 

つて バウ n の 此國權 服從の 根柢に 横 はる もの は、 基督 的 愛の 大 精神で ある。 兹に 於て か 知る 彼の 此の 


誡 めの 永久に 魔らざる 誡め として 残れる こと を。 

基督 者と は その 國籍を 天に 移せし 者で ある。 「我等の 國は 天に 在り」 (ビ リビ書 三の 二十〕 と ある 通り 

である。 故に 此 *1 の 事は實 はどう あっても 宜 いので ある。 何とな れ ば是れ 彼に とって は、 人生 第一義 

の 問題で はない からで ある。 故に 强 ひて 此 世の 描 能に 反抗す る ほどの 熱心が 起らない。 何れで もよ い 

事で ある 故む しろ 服從を 以て 此 世の 權 能に 對す るので ある。 今 これ を 近時む づ かしき 問題と なりつ、 

ある 勞働 問題に ついて 考 へて 見よう。 今や 勞働者 は 資本家の 横暴 殘忍を 攻撃し、 資本家 は勞働 者の 怠 

慢 無謀 を 攻撃して ゐる。 我等 基 5^ 者は资 本家が 横暴 なれば 勞傲 者に 同情す る。 しかし 又勞働 者が あま 

りに 無謀 なれば 資本家に 同情す る。 基督 者 は あらゆる 場合に 於て 正 者の 味方で ある。 併し もし 彼が 資 

本家の 一人であるなら ば、 勞倒 者の 暴擧 のために 損害 を 受けても 之 を あまり 問題と しないの である。 

又勞働 者の 一 人であるなら ば、 到底 熱心に 資本家 攻 擊に從 ひて 牧入增 加の ために 奮鬪 する の 心 を 起し 

得ない のを當 然とす る。 彼 は 旣に財 を 天に 貯へ たもので ある 以上、 この^の 財の ことに ついては 餘り 

大 なる 熱心 を 起し 得ない ので ある。 此 世の 事に 重き を 置かぬ もの は、 此 世の 事に は 無頓着で ある。 そ 

して 斯く此 世の 利益 問題に 無頓着なる 故 無益なる 抗爭、 反抗、 騒擾 等に 從ひ 得ない ので ある。 愚かな 

る 怒 や 自己の 小利 害の 故に 此 世に 於て 爭を 起す ことなき が、 基将 者の 健全なる 狀態 である。 勿論 神の 

ため、 又 平和の ため 大 なる 運動 を 起し、 又は それに 携 はる 場合がない と は 云へ ない。 けれど それ は 稀 

のこと である。 平素は 平和、 服從、 秩序、 權能 尊重の 民た るので ある。 

されば 基督 者 は 平和の 民で ある。 世に ありて 革命、 騷擾、 叛亂を 起す こと を 厭 ふ。 眞の 基督 者に し 

て 社會の 秩序 を紊 した もの ある を 聞かない、 叉 自ら 好んで 革命 叛亂を 起した もの ある を 聞かない。 歐 
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来の 諸國が S 督敎 w と稱し 乍ら、 展々 醜陋 なる 戰に從 ふごと き は 虚偽の 極で ある。 併し 玆に 一 の 問題 

が 起る。 もし 圃の 政府が 腐敗 を 極めて 明白に 民の 敵と なりたる 時の 如き、 もしくは 自國が 壓制國 の 版 

11 に 場して 暴虐 横恣の 下に 惱む 場合の 如き は 如何、 か i る 際に は 之に 反抗して 革命 獨 立の 旗 を 飜すを 

可とすべき ではない かと。 例へば クロム ゥ H ル の英國 革命 戰 (命、 ォレ ン ジ公ゥ イリヤ ム のネ ー デル ラ 

ンド 獨立戰 (；！ -、 ジョ ウジ • ワシントンの 米 國獨立 戰爭の 如き は、 何れも 不義の 跋扈 を 抑 ふるべく 義の 

ため 愛の ために 起った ので ある。 故に 之 は義戰 として 稱揚 せらるべく、 叉 基督 敎 徒の 當然携 はるべき 

性質の ものと 認めら るべき では あるまい か。 叛亂と 云へば 叛亂 であるが、 之 は 基督 敎 的に 推奨— 少く 

とも 是認 せらるべき 性質の もので は あるまい か。 

この 問題に 對 して 先 づ 注意すべき は、 斯 かる 場合の 甚だ 稀で あると 云 ふ 一事で ある。 そして 稀なる 

或 場合に は 或は 政權 反抗が 正しく あると しても、 そのため 常の 場合の 反抗が 正しい と 云 ふこと に はな 

ら ない。 パゥ は玆に 基督 者 平素の 心得 を敎 へたので あれば、 平素の 場合に 於て は 政 權服從 を 可とす 

ると 云 ふ 原理 を 述べた ので ある。 然 らば 右の 如き 或 特^の 場合に 於て は 如何。 パゥ a は 一般の 原理 を 

述べた だけで 特別の 場合に は 言及して 居ない。 けれども 彼の 精神の ある 所 を 見、 殊に 主ィ H スの 心に 

訴 へて 見て 斯 かる 場合に 際しての 最上の 道 を ほ 知り 得る と 思 ふ。 卽ち 政治の 非違 その 極に 達して 民 

ル：： 苦む 場合の 如きに も、 基督 者 は 平和的 手段に のみ 訴 ふべき である。 先づ 謙遜と 靜 和と を 以て 權能者 

に 向って 抗議すべき である。 幾度 もく 繰返して 抗議し、 其 他 平和 を 超えぬ 範圍に 於て は 凡ての 道 を 

取るべき である。 百 折 不撓の 心 を 以て 目的の 貫 達 を 祈るべき である。 併し乍ら その 目的が 達せられす 

とて、 武器に 訴 へて 叛亂を 起すべき ではない。 平和的 手段 だけに 限りて、 成敗 は 悉く 大 能の 手に 住せ 


奉るべき である。 

然 らば 基督 者が 正義の ために 抗議せ し 場合、 それが 罪に 問 はる.， 如き ことと ならば 如, 己の  >を 

すべきで ある。 この 點に 於て は ギリ、； 一き〃 ハむク ハム 54 おき £ia.^iH 土 £ 一 £6 や 

彼 は 政府の 批 政に 對 して はた 抗議す る だけであった。 捕 へられて 死刑の 宜吿を 受ける や、 無 實の罪 

にしても、 政府が 合法なる 機關を 通して 爲 したる 判決で あると 云 ふ 故 を 以て 潔く 之に 报 しと。 そして 

ブ 人人 等が 準備 を 悉く 整へ て脫 牢を勸 むる や、 國 法に 背く の 不道理 を唱 へて 之 を 峻拒した。 彼の 場な 口. こ 

於て は國 法の 適用 は 誤つ て は 居る が、 國 法の 命す る處に 背く は 彼に 於て 全然な し 得ざる 所であった。 

そして 彼 は、 悲み 泣く 弟子ら に靈魂 不滅の 敎を說 きつ k 毒 杯 を 傾け、 最後の 瞬間に 至る まで 諄々 とし 

て說 いて 變ら なかった。 げに壯 美の 極と 云 ふべき である。 神の 獨 子の 死た る キリストの 十字架 は 別と 

して、 人と して、 ソクラテス 以上に 美しき 死 を 見る こと は出來 ない。 されば 國 法服 從の ー點に 至って 

は ソクラテス は オレンジ 公、 クロム ゥ ル、 ワシントンに 遙 かに 勝る と 云 ふべき である。 而 して キリ 

- f ^ ル? IJ^ 於て ソ クラ テ ス に似て、 又ソ クラ テス 以上であった。 彼 は 何等 反抗の 手段に 出です して、 

機能 者の 審ー くま、 に 死に 就き 給うた。 我等 は キリストに 傚 ふべ く、 又 ソクラテスに 傚 ふべき である。 

此點に 於て 印度 革命 者 ガン ヂ ー の 無抵抗 的 革命の 如き は、 正に キリスト 的で ある。 在来の 武器 を以 

てす る 革命 は キリストの 心に 適 はざる ものである。 壓制 者に 向って 武力 を 以て 抗 ハサす ると 云 ふ は、 彼 

等に 對 する 憎 惡の發 現と 云 はざる を 得ない。 基督 者に して 壓制 者に 武力 的に 反抗せ しもの は、 皆 か，. 

らを 神の 敵と して 憎 惡呪咀 した。 しかし 壓制者 を も 愛 を 以て 赦す 態度 こそ 基督 者の 採るべき 態度で あ 

第五 十一 一一 講 基 g 敎道德 の 第一 一一 政府と 園 家に する £s-.y 
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る。 彼等の ために も 祈る 心 を 抱く に 至らす して は、 眞の 愛と 云 ふこと は 出来ない。 クロム ゥ ヱル、 ミ 

△  <"<"△<" 厶厶厶 <-<"<! 厶<! 厶厶 厶厶厶 AAA 厶厶厶 厶厶厶 厶< "厶  <1  △△△△△△A,.?>.a.^"<3":;J.' 

ル トン 等 は 偉大 雄烈 なる 基督 者に して 我等の 深く 尊敬す る 所で あるが、 此點に 於て は 到底 我らの 模範 

とす？ Si3 足りない。 その 黨派 心、 抗爭 心の 盛に して 權能服 從の心 乏しく、 愛 敵の 道に 於いて 足ら ざり 

しは惜 むべき の 至りで ある。 此點に 於て は 我等 は 彼等に 傚 はない。 全然 ナザレの ィ H スに傚 はねば な 

ら ない。 權 能に 服し 國法を 重んじて 死に 就き、 われ を 殺す 敵の ために 祈る の大 精神 を發 揮した るナザ 

レの イエス に 傚 はねば ならない。 

最後に 注意すべき は、 パゥ II の羅馬 政府に 對 する 態度で ある。 十三 章の 權能服 從の語 は、 事實 的に 

は羅馬 政府に 對 しての 服 從を勸 めた ものである。 史家の 認 むる 如く 羅馬 帝國の 政治と 云へば、 地上の 

政治と して は 最も 完備した 政治であった。 凡ての 點 より 見て 人間の 力 を 以て 之れ 以上に 整備せ る、 之 

れ 以上に 威力 ある、 之れ 以上に 巧妙なる 政治 を 見る こと は 出来ない。 故に 是れ 民が— たと ひ 屬國の 民 

なりと も I 喜んで 服從 すべき 政治であった。 殊に 此 政治 は 基督 敎の 世界的 傅播 にと りて 大 なる 助と な 

つた。 か、 る 完備せ る 政治 組織の 下に、 福音 は その 盛なる 交通網に 乘 りて、 羅馬全 版圖に 早く も弘ま 

つたので ある。 されば 此帝國 も 亦 これ 神の 攝理の 中に 現 はれし ものである。 故に バウ 口 は 此の 政府に 

對 して は、 多くの ユダヤ人の 如く 憎惡を 抱かす、 廣く 高き 視點 よりして 之に 大 なる 好意 を 寄せて ゐた 

ので ある。 これ 彼の 博大なる 精神より 出で たこと であった。 彼の 權能 服從 論の 背景と して 此事 ある を 

我等 は 忘れて はならない。 

然 らば 我等 は 日本の 政治に 對 して 如何に 考 ふべき であるか。 もとより 其 有する 種々 の 病弊 は 痛 歎す 
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べきで あるが、 大體 より 見て 比較的 良 政で あると 認めねば ならない。 これ 外國 漫遊の 後 故 國に歸 りし 


日本人の 抱ね 認 むる 所で ある。 叉 日本に 滞在せ る外國 人に して 之を認 むる 人も少 くない。 生命 肘產の 

安全、 信仰の 自由、 或 程度までの B わ 想の 自由 等 は 健に 此國 に存 する。 此國 にあり て 我等 は 平和の 中に 

福音 を 研究し、 且宣傳 する こと を 得る。 もし パゥ 口にして 今日 我國に 生れたならば、 此國に 於け る 福 

音 宣傳の 自由と 便宜との 故 を 以て 深く 日本 政府 を德 とする であらう。 そして 一 節 I 七 節の 如き 政權服 

從 論を唱 へる であらう。 不信者の 營む 政治な りと て、 直ちに 之 を サタンの 政治の 如く 思 ふ は 過って ゐ 

る。 之を始 から 敵と 見て 反抗 せんとす るは賤 愚で ある。 良心 を 以て I 心より— 服 從の德 を 以て 對 すべ 

きで ある。 神の 定には 服 ふべ し、 敵な りと も 愛すべし、 出来 得べき かぎり は 人々 と睦み 親むべし、 不 

信 社 會に生 を 送る 我等 は强き 信仰の 人た ると 共に 宏量、 坦懐、 寛大、 慎 慮の 人たら ねばならな いので 

ある。 

第五 十四 講 基督 敎道德 の 第 四 社會の 一 員と 

しての 愛 

第 十三 章 八— 十 節の 研究 

バウ B は 十二 章に 於て 愛の 道を說 き、 その 最後に 於て は 愛 敵の 勸 めに 入り、 これに 促されて 十三 章 
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に 於て は 政 權服從 の 大義 を 唱道し、 其 終に 於て 「汝 等受 くべき 所の 人に は 之を予 へよ。 貢を受 くべき 

者に は 之に 貢し、 稅を受 くべき 者に は 之に 稅し、 長るべき 者に は 長れ、 敬ぶべき 者 は 之 を 敬べ」 (七 

節) と 云うた。 そして 彼 は 次の 八 節より 十 節までに 於て 再び 愛の 敎を說 く。 併しながら 彼 は 新 題目に 

移る に 方て 前との 連 終 を たちきりて 全く 筆 を 改める 事 を餘り 好まない。 自然と 滑り こむ が 如くに %: 時 

と はなしに 新 題目に 入る を 以て 特徵 とする。 故に 八 節より 新 題目に 入った ので あるが、 意味に 於て は 

そ は 

七 節の 緩き である。 E く 「汝等 互に 愛 を 負 ふの ほか 凡ての 事 を 人に 負 ふこと 勿れ、 蓋 人 を 愛する 者 は 

律法 を 全うすれば 也」 と。 稅を 納めよ、 贯を 納めよ、 拂 ふべき 者に は 凡て 拂へ、 愛の ほか は 凡ての 事 

に 於て 人に 負 ふ 勿れ、 一 切の 負 俊 義務 貴 任 を h: 永せ よと 敎へ るので ある。 

八 節 ー 十 節 は 十一 一章 後半と 同様に 愛の 敎 である。 從 つて パ ゥ 口に 反復 叉 は 冗長の 罪を歸 する 人 も あ 

る。 併しながら 十一 一章の 愛 は 一 個の 人と して 隣人に 對 して 抱くべき もの を 云 ひ、 十三 章の それ は國家 

の 一員た る 者に 取っての 法律の 實行 力と しての 愛で ある。 同一 の 愛に しても、 全然 異なる 立場より 眺 

めら れ たもので ある。 甲 は 個人 道德 としての 愛で あり、 乙は國 民道德 としての 愛で ある。 之 は 前後の 

關 係より 見て 極めて 明かなる ことで ある。 

八 節 前半 「汝等 互に 愛 を 負 ふの ほか 凡ての 事 を 人に 負 ふこと 勿れ」 の 一語 は、 パゥ &の發 せし 偉大 

なる 語の 一 である。 之 を 正確に 譯 せば 「何人に も 何物 を も 負 ふこと 勿れ、 た^ 相互に 對 する 愛 だけ は 

別な り」 となる。 何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れ、 負债は悉く^s却し義務は悉くra^せ、 ffi し 愛 を 負 ふこと 

だけ は 全く 別で ある。 愛の 義務 は 一 生 負うて 居るべき ものであると 云 ふ 意味で ある。 

愛の ほか 何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れと は、 人生の 一 軌範と して 沟に 大切なる ことで ある。 政府に 對 


し 社 會に對 し 隣人に 對し 菜すべき 義務 は 之 を 速 かに 菜せ。 或は 物質 を 以てする 義務、 或は 身體を 以て 

爲 すべき 責務 は 出来るだけ 正確に 菜せ。 例へば 納稅の 如き 之 を 怠りて 何時までも 負債と して 止め 置く 

勿れ。 期限 內に 正確に 納入して 負 ふ 所な きに 至れ。 又 借財の 如き は斷 じて 之 を 避くべき である。 已む 

を 得すして 之に 陷 りたる 時 は、 一 刻 も 早く 償却すべく 努力すべき である。 食懂の 中に ある は 健全なる 

生活の 犬なる 支障で ある。 そのため 人に 對 する 獨立心 を 喪失し、 卑屈 陰柔の 生活に 陷る 虞れ が ある。 

或は そのために 親族 故舊の 間の 友誼 を 妨げ 誤解 を 生み、 人 を も 我 を も 害し 苦む る 恐し き 結 ra^ を 起し 易 

きもので ある。 バウ n の 如き は 最も 之を麼 ひし 一人で あつたと 思 ふ。 負僙を 避ける と 云 ふ 事 は、 人と 

して 大切なる 處^ の 道で ある。 基督 者と して 尙更 である。 之 は 自他の ために 大切なる 心得で ある。 

さりながら 「負 ふ 勿れ」 と は單に 借財 を 警めた 語で はない。 之 は 頗る 廣義に 於て 人生の 全般に 關す 

る誡 めで ある。 負 ふ 勿れと は 義務 を 菜た さぬ ま-^ にして置く 勿れの 意で ある。 人 は 世に 生れ 來て 各方 

面に 對 して 爲 すべき 義務 を 抱いて ゐる。 主權 者に 對 して は 忠誠の 義務、 師長に 對 して は 尊敬の 義務、 

親に 對 して は 服從の 義務、 人に 對 して は 奉仕の 義務 を 抱いて ゐる" その他 此 世に 生を享 け、 家挨の 一 

人と して、 又 社會の 一員と して、 又國 家の 民と して 各種の 義務 を雙 肩に 檐 つて ゐる。 これ 人と して 自.. 

然 のこと である。 人 はこの 義務 を 承認し 之 を 立派に たすべき である。 これ 卽ち 負债 償却で ある。 何 

人に も 何物 を も 負 ふ 勿れと は、 此の 負債 償却 ー 義務 遂行— を 怠る 勿れとの 意で ある。 然るに 現代の 多 

くの 人 は 義務 は 少しも 果 さう としない。 卽ち 多くの 事 を 多くの 人に 負 ひし ま、 にて 平然として ゐる。 

負债の 中に ありて 冷然と して 知らぬ が 如くで ある。 然し 乍ら 權 利の 行使 及び 仲 張に は 驚くべき ほど 熱 

心で ある。 實に 自己中心の 極で ある。 何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れとの パ ゥ a の 誠め は、 現代人に 取つ 
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て は 正に 口に 苦き 良藥 である。 さあれ 彼等 は 此良藥 を 取らう と はしない。 そして 益々 滅びの 淵に 向つ 

ての 進度 を 早めつ k ある。 あ 

然り 何物 を も 何事 を も 負 ふ 勿れ、 貴 任 未濟の 中に ある 勿れ、 義務 は 悉く 之 を 架せ。 併し 「愛」 の 一 

事に 至りて は 全く 刖 である。 愛 は 相互に 對 して 負へ る ま、 にて 可い ので ある。 愛 は 到底 某し 得ない 負 

债 である。 人 を 愛する 事に は 限界がない。 或 程度まで 又は 或 時期まで 愛した からと て、 愛の 負债は 償. 

却され ない。 愛 は 一 生涯 有ち つ けねば ならぬ もの、 故に 一 生涯 か \ りても 拂 ひつく されぬ 負債、 果 

しつくされぬ 責務で ある。 故に 愛 を 施すべき 責任 は 常に 持ち 緩く るべき ものである。 卽ち愛 だけ は 負 

ふの がよ いので ある。 愛 を 負 はすと 云へば もはや 全く 愛さ なくなつ たので ある。 されば 相互に 對 する 

愛 だけ は、 飽くまで 熱心に 負 ふべき ものである。 

人と 人との にあり て は、 相互に 對 する 義務 は 完全に 果して 貸借な しの 關 係に 於て あるべき もので 

ある。 けれども 何もかも 皆な 果し盡 して は、 彼我の 間に 何等の 關 係の 殘らぬ 憾みが ある。 何 か 一 の 負 

债 だけ ありて 互に 負 ふ 所 あるた め、 彼我の 關 係の 槃 がる &を 可とする。 而 して 此 役目に 當 るべき もの 

が 愛の 負債で ある。 人 を 愛する こと は 止むべき 時がない。 故に 愛と いふ 負 後は拂 ひつく せぬ 負债 であ 

る。 いくら 拂 つても 拂 つても 拂ひ盡 せない ので ある。 故に 彼我の 間に 此負俊 あれば 一生涯 相互の 關係 

は 絶えない ので ある。 されば 人 は 相互に 對 して 愛の 負债を 抱きて、 共 關係を 一生涯っ^  くるべき であ 

る。 もと/ \ 我等 は 神に 對 して 爲 すべき 務を果 さすして、 重き 負 俊の 中に 陷沒し 居た る ものである。 

然るに 神 は その 獨 子の 死 を 以て 我等の 負 僙を消 除した ので ある。 換言すれば 獨 子が 我等に 代って 負愤 

を辨 償し くれし 故、 我ら はも はや 祌に對 して は 自身 負債 償却の 道に 入る 必要が 失せた ので ある。 玆に 


於て か 神に 對 して 拂 ふべき を、 人に 移して 拂 ふに 至るべき である。 刖の語 を 以て 云へば、 神す でに 我 

等の 罪 を キリストの 故に 赦免した る 故、 われら 此大 愛に 感激して 人 を 愛する の 態度 に ar つ る を當然 と 

する ので ある。 これ 卽ち 愛の 負愦 である。 愛さねば ならぬ と 云 ふ 義務で ある。 これ 一生涯 か、 りても 

到底 拂 ひつく せぬ 負 僮で ある。 之 だけ は 有りて 名譽、 無き は 不名譽 である。 

何人に も 何事 を も 負 ふこと 勿れ、 負債に 陷る 勿れ、 義務 不履行の ま& にある こと 勿れ、 これ 獨立尊 

重の 信仰生活に 於て 缺く ベから す。 併し乍ら 愛 だけ は 常に 負債と して 抱け、 この 負債 だけ は 償却し 盡 

さざる を 可し とすると、 これ 八 節 上半の 敎 である。 英語 聖書に 於て は 十字、 原語 聖書に 於て は 僅かに 

八 字より 成る 一成 句で あるが、 其の 含む 內容 の廣 さ、 深さ は 比類の 少 きもので ある。 處 世の 指針と し 

て— 殊に 此複雜 なる 社 會に處 する 人 々に 取って— 沟に絕 好の 敎で あると 信す る。 

ねす  いつ：： i り あかし  この 

九 節 は 云 ふ 「それ 奸淫 する 勿れ、 殺す 勿れ、 竊む 勿れ、 妄の證 を 立つ る 勿れ、 貪る 勿れと 曰へ る此 

餘 なほ 誡 あると も、 己の 如く 汝の隣 を 愛すべし と 曰へ る 首の 中に 包り たり」 と。 玆 に列擧 せし 五つの 

禁條は 十誡 第六條 以下で ある" 己の 如く 汝の隣 を 愛すべし と は、 利 未 記 十九 章 十八 節に ある 誡め であ 

る。 ィ H スは 此誡め 及び 神 を 愛すべし との 誡めを 以て、 凡ての 律法 中の 最大なる ものと 做し、 「凡て 

の 律法と 豫 一一 一一 a 者は此 二つの 誡 めに 因れり」 とさへ 言 ひ 切られた (マ タイ 傳 ニニの 四十〕。 パゥ n も 亦 この 

精神に 傲うて、 此誡め を 以て 十誡 第六條 以下 卽ち對 人道 德を 一括せ しめたの である。 沟に然 り。 人に 

對 する 道 を列擧 すれば 十誡の 第二 部 (第 六條 以下) を 初めと し此 世の 道德、 此 世の 法律、 その 數をさ 

へ數へ 得ない ほど 多く ある。 併しながら 「己の 如く 汝の隣 を 愛すべし」 と 云へば 之 等の 凡て を盡 して 

ゐる ではない か。 隣人 を 愛する こと 我 を 愛する 如く すれば、 如何なる 場合に 於ても 對 人道 德は充 たし 
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得る ので ある。 故に 凡ての 道德ゃ 法律 は 失せ去っても 宜ぃ。 たぐ 「己の 如く 汝の隣 を 愛すべし」 との 

誡 めだに あれば 足る ので ある。 

八 節 後半に は 「蓋 人 を 愛する 者 は 律法 を 完全 すれば 也」 の 句 あり、 叉 十 節 は 「愛 は 隣 を 害 はす、 是 

故に 愛 は 律法 を す」 と ある。 こ&の 「律法」 なる 文字に は 定冠詞が 附 いて 居ない。 故に モ ー セ律 

叉 は舊約 律法の み を 指した ので はなく、 凡そ 法律と いふ 法律、 道德 とい ふ 道德を 不定 的に 言うた もの 

である。 法律と は 人々 の 權利を 維持して その 侵略 を 防ぐ ための ものである。 故に 法律の 種類、 その 無 

數の條 文、 それの ために 生^す る 裁判官と 辯護士 …… 何ぞ複 雜の甚 しき。 唯 愛 あれば 隣人の 利 を 計る. 

も 害 を 計らない。 故に 愛 ある 所 法律 は ある も 無用で ある。 愛に 依て 他人の 生命 や 所有物が 確保 さるれ 

ば、 法律の 要は なくなつ たので ある。 如何にして 法律 を 民に 厳守せ しむべき か は、 一 の 難しき 問題と 

見られて ゐる。 しかし バウ B の玆に 提出す る 道 は 愛で ある。 「人 を 愛する 者 は 律法 を完 うすれば なり」 

は フ …： しだ.^^1なり」 の 意味で ある。 人 を 愛せし 者 は事實 上す でに 法律 を完 うして しまったと 云 ふ 

ので ある。 そして 法律 を完 うして しまへば、 法律 は その 目的 を 達した ので ある。 

國に對 する 道 如何、 國 家の 一 員と しての 責務 如何。 まづ權 能服從 である。 次 は 凡て 愛 を 以て 人に 對 

する ことで ある。 この 愛さへ あれば、 法律の 备個條 はおの づ から實 現される ので ある。 愛の なき 所に 

は 法律 は 如何に その 威 權を增 す も、 充分に は實 行せられ ない。 卽ち愛 は 社會の 一員と して 社會 的の 義 

を 行 ふ 道で ある。 殊に 基督 者に 於て は 此事を 明確に 悟り 居らねば ならない。 誡めは 至極 簡單 なれ ども 

意味 は 深長、 效31^は明確でぁる。 古來幅 音の よく 行き 亙れる 社會に 於て は國 法の よく 守られた る は、 

此 ffl- 由に よるので ある。 服從と 愛と を 以て 國 法に 從ひ 且つ 之を完 うした からで ある。 法律 を 守る 事 は 


oooooooooooo  ooooooo  oooooooo 

法律 以上の 愛の 上に 立ちて、 法律 を 超越して、 初めて 可能で ある。 之 を 超越せ る 故 これに 拘泥せ す、 

却て 之 を 守り 得る ので ある。 

パゥ 口に は尙ほ 記すべき 幾つかの 實 踐敎訓 があった であらう。 けれども 最早 書翰 を 終結せ しむべく 

急がねば ならぬ。 卽 ち實踐 倫理の 箇條 書き は 十 節 を 以て 打ちき りて、 十一 節より 大希 提示に 入った 

ので ある。 「此の 如く 行すべし」 と は 以上 一 切の 實踐敎 訓を實 行すべし との 意で ある。 そして 「我等 

は 時 を 知れり、 今 は寐 より 寤 むべき の 時. なり、 蓋 信仰の 初より 更に 我等の 救 は 近し」 と 云 ひ、 以下 有 

0000OC10000000000  0  0O00OO000O000 

名なる 大文字と なる ので ある。 これ 卽ち w 臨の を 以て 道德の 實行、 行爲 の 緊張 を 迫 つたので ある- 

もろ，、 カは，.： み 

飜 つて 十二 章の 初 を 見る に 「されば. 一 と 云 ひて 恩 惠の救 全部の 說明を 受け、 「神の 諸の 慈悲 を 以て 汝 

等に 勸む」 と 云 ひて 專ら 道德 の土臺 として 信仰に 由る 恩惠を 置いて ゐる。 そして 今 最後に は 再臨 救濟 

の 希 を 以て 道德實 行の 獎勵 者と なして 居る。 行 は 信と i^l^ の 間にある。 信 を 以て 土臺 とし 望 を 以て 激： 

勵者 として 行は擧 がる。 そして 基督 敎に 於て 行と 云へば、 愛と いふと ほ 同一 である。 首 だけにて は 

足らす、 望 だけにても 足らす、 雨 者 兼ね そな はりて 愛 は 初めて 行 はれる ので ある。 これ 卽ち。 ハウ ロ特 

愛の 三連 語と して 彼の 書翰に 散見せ る 「信、 望、 愛」 の敎 である (その 最も 著しき ものが コ リント 前 

書 十三 章に ある は 人の 知る 所で ある)。 信 を 以て 義 とせられて 感謝の あまり 愛の 生活に 入る。 しかも 

何 か或鮮 かなる 目標の 前 程に 聳 ゆるな くして は、 愛の 歩み はと も すれば 弛緩し やすい。 卽ち こ、 に 救 

の 希望が ある。 救の 日 は 信仰の 初より 益々 近 よれり との 實感 は、 一脈の 緊張 味 を 愛の 步 みに 與へ るの 

である。 かくて 信 愛 は 信仰生活の 三 要素と して 缺く ベから すで ある。 沟に 完全なる 敎、 至れり 盡せ 

る 人生の 指針と 云 ふべき である。 我等 は いつまでも 父、 子、 聖靈の 神 を 信じて、 信、 5HI、 愛の 三 標語： 
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を 守らん かな！ 


第五 十五 講 日 は 近し 

第 十三 章 十 一 ー 十四 節の 硏究 

十三 章の 十一 節 以下 は 世の 終末、 キリストの 再臨、 信者の 復活 榮化 等の 大間 題に 觸る k 重要なる 箇 

處 である。 十二 章の 一節より パゥ& は 基督 者の 實踐 道德を 提示し、 先づ對 個人 道德 として 謙遜と 愛と 

を詳說 し、 次に 對社 會道德 として 權能 服從と 愛と をカ說 する。 そして 愈々 最後に 至って W 臨の 希 &lt.; に 

首 及す るので ある。 從 つて 十三 章 十一 節 以下が、 十二 章 一 節より 十三 章 十 節までに 何 かの 深き 關係を 

有つ こと は、 曾 はすして 明かで ある。 

而 して 前講の 最後に 於て 說 きし 如く、 基督 者の 道 德實行 を 助く る もの は 信仰と 愛で ある。 トー 章 ま 

でに 説きし は 信仰、 そして 十三 章 十一 節 以下 は 希望で ある。 キリストと 其 噴 ひ を 信じて 其大 なる. 恩惠 

に 感激す る は、 人 をして 愛の 行に 出で しむる 根源で ある。 しかし 乍ら 之 だけにて は 根 抵の强 き ある も 

激勵の 足らざる を憾 む。 こ- -に主 再臨の 希望 ありて 其 時 迫れり との 實感 より 强き 刺戟が 加 へられ、 自 

からにして 緊張せ る 信仰 生涯が 生れる ので ある。 卽ち信&^^愛は常に相離れすして、 信 は 愛の 极祗 たり 

望 は 愛の 激勵 者た るので ある。 然るに 現代 は 信と 望と を祌祕 不可解と なして 排し只 愛の みを說 く。 不 


信者 は 勿論 然り、 信者と 稱 する ものまで が 亦 然る 有様で ある。 併し 唯の 倫理 敎 ほど 無力なる もの はな 

い。 之 はた 人に 愛 を 賦課す るの みに て 少しも 愛 を 行 はしめ ない ので ある。 故に 信と なくして は 愛 

は 立ち 得ない ので ある。 此事は 過去 千 九 百年 間の 人類の 經驗に 因て 明白で ある。 信と 望の 稀薄と なり 

し 時に 愛の 充分に 行 はれし 例 はない。 愛の 盛なる 所に は必す 信と 望と が 伴 ふ。 凡て 醇眞 なる 基督 者 は 

皆 この 事 を 自己の 生涯に 於て 實驗 したので ある。 

十三 章 十 一 節 以下の 趣 3曰 は 暗黑の 時代た る 現代 は旣に 終と ならん とし、 今や^も 夜す でに 更けて 日 

昇らん とする 如き 狀勢 にあれば、 基督 者 は 此の 主-再臨 後の 時代に 適應 する やう、 暗黒の 業 を 避けて 光 

明の 業 をな すべし と 云 ふので ある。 十一 節 前半 は 「かくの 如く 行すべし、 我等 は 時 を 知れり、 今は寐 

より 寤 むべき の 時な り」 と ある は譯 として や、 不正確で ある。 改譯 聖書に は 「汝等 時 を 知る 故に、 い 

よいよ 然 なすべし、 今 は 眠より 覺 むべき 時な り」 と ある は 多少の 改善で あると 思 はれる。 原意 は 「汝 

等 は 今の 時期が 眠より 覺 むべき 時で ある こと を 知れば 以上の 如く 行 ふべ し」 との 意味で ある。 卽ち以 

上に 述べし 所の 凡ての 道德的 行爲實 行の 理由と して 終末の 近接 を揭 げたので ある。 

「われら は 時 を 知れり」 と 云 ふ、 「時」 と は 何 を 云 ふか。 之 をた 5- 普通の 意味の 時と 見て はならぬ。 

英語 聖書に 之 を time  (時) と譯 せる を、 同 改訂 聖書 は season. (期) と 改めて ゐる 如き 注意す べきで 

ある。 原語 kairos  (カイ 1! ス〕 は 或る 定まった、 短い、. はっきりした 時期 を 指す 語であって、 聖書に 

於て は キリスト W 臨の 前の 或る 期間 を 云 ふに 用 ひられて ゐる。 哥林多 前書 七 章 二十 九 節に 「今より 後 

の 時 はち まれり」 と ある 如き を 見よ。 卽 ち此處 にい ふ 「時」 は 「1 音の 時代」 である。 福 昔の 宜傳 

せらる & 時代で ある。 旣に キリスト 出現し、 その 十字架の 犠牲 成りて、 今や 舊 約の 時代 は 去り 新約の 
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時代と なった。 しかし 此の 福音 宜傳の 時代 は 決して 永久に 績 くもので はない、 之に は必す 終が ある。 

しかも その 終た る や 決して 永き 未来の 事で はない。 比 絞 的 近い 中に 之が 來 るので ある。 そして 此 時代 

は 一面に 於て は 福音 宜傳の 時代で は あるが、 叉 その 眞 性より 云へば 暗黑の 時代で ある。 ィ H スは己 を 

捕/ ん とて 来りし 祭司の 長、 ^司、 長老 どもに 言うた 「今 は汝 等の 時 かつ 黑 暗の 勢な り」 と (ルカ 傳ニ 

十二の 五三， }o ISp が ^琶 し、 不善が 横行し、 眞と義 とが 至て 力なく 見 ゆる 時代で ある。 しかし 此 時代 は 

J  . '、れ -r-Q 

、灰く はない。 旣に 間もなく 終らん として ゐ るので ある。 卽ち黑 暗の 夜 は旣に 更けて 東天 は 早く も 紅 を 

呈し、 義の 太陽 は その 赫耀 たる 輝き を 以て 全世界に 照り 出 でんと して ゐ るので ある。 

されば 「信仰の 初より 更に 我等の 救 は 近し」 (十一 節 後 牛) である。 我等の 救 はる、 其 日、 キリスト 

W 臨の 日、 判の 日、 怖るべき 日、 しかし 我等の 救 はる、 復活 榮 化の 日、 其 日 は旣に 近づける 故 信仰 

に 人り し 初の 頃より 我等の 救 は 近くな つたので ある。 卽ち 「夜す でに 央 けて 日 近づけり」 (十二 節 前半) 

である。 暗 黑の夜 は 更けて 光明の 時代 は 近づいた ので ある。 故に 左の 如き 誡 めが 當然 キリスト を 信す 

る 者に 向って 說 かる i ので ある。 

故に 我等 i¥ の 行 を棄 て、 光明の 甲 を 衣るべし。 行 を 端正して 晝 あゆむ 如くすべし。 黎餮醉 酒、 

また ハス 狄淫 好色、 また 爭鬪 嫉妬に 歩む こと 勿れ。 惟なん ぢ ら主ィ H ス キリス トを 衣よ。 肉 體の慾 を 

行 はんが 爲に 其の 偏 を なすこと 勿れ (十二 節 後半より 十四 節まで〕。 

日ょ^^に昇らんとしてゐる、 キリスト はすで に來 らんと して 幕の 彼方に 待って ゐる、 此 故に 暗 黑の行 

よ, J. 'ひ 

爲は棄 つべき である。 そして 光明の 甲 を 以て 装 ひ、 晝歩 むが 如くに 何人から 見ても 正しき 行に 歩む ベ 

きで ある。 凡ての 肉 慾 陶醉を 避けよ、 肉體の 慾に 耽る ために その 備を なす 勿れ、 た イエスキリスト 


を 衣よ、 然 り只ィ H ス キリス トを 衣よ とパ ゥ ロは勸 める ので ある。 

こ、 に 三種の 惡が擧 げられ てゐ る。 第一 種は饕 餮と醉 酒、 卽ち 暴食と 暴飲で ある。 これ は 貪欲の 放 

縱 である。 第二 種 は 奸淫と 好色、 これ は 性欲の 放縱 である。 第三 種 は 爭鬪と 嫉妬、 これ は 所有 欲 又は 

自利 中心 主義の 放縱 である。 この 三種の 荒 亂に或 一人が 悉く 從 ふこと も あらう。 しかし 多くの 人 は 全 

部 を 行 はすして、 大抵 その 一種に 從 へる ものである。 卽ち 暴食 暴飲に 從 ふか、 然ら すば 奸淫 好色 か、 

然ら すば 爭鬪 嫉妬 かに 己 を 任せて 居る ので ある。 けれども 全部 を 行 ふが 惡 である 如く、 一部 を 行 ふ も 

亦惡 である。 これ は 皆 夜の 行で ある。 はや 日 は 近づかん として ゐる。 早く 夜の 行 を 去れ、 早く 光明の 

中に ある 如く 行へ ：：： かく パ ゥ B は 叫ぶ ので ある。 

終末 近し とならば 誰 人も眞 面目ならざる を 得ない。 終末の 近き を 明 知して、 その 生活と 精神と 共に 

緊張せ ざる もの はない。 自己の 死 近き を 知れば 失望の 中に も覺 悟して、 凡てに 於て 立派なる 熊 度 を 示 

す 人が 少なくない。 信仰の 人 は 勿論、 無 信仰の 人と 雖 もさう である。 まして 世の 終末の 近接 は 單に終 

末の 近接で はない。 また 實に 新しき 時代の 到来、 慕 ひつ i 待ちし 主の 顯現、 自己の 救の 完成、 復活 榮 

化、 光明と 榮 光と 生命との 充ちぁ ふる \ 時の 来る ことで ある。 この 望 ありて 如何なる 基督 者 か 不眞面 

HI なる を 得べき。 不信者 すら 何 かの 望 を 前にして は 奮勵し 努力す る。 まして 絶大の 恩惠を 受けん とす 

る 大救濟 の 其 日 を-ば 1^1 む 者 を や。 

併し乍ら 反 對者は 云 ふで あらう、 理論と して は 沟に然 らん も、 事 實千九 百年 間 待て ども 待て ども キ 

リ ス トの 再臨な かりし は 如 3:、 これ 空しき 望 を 以て 人 を 警め 若しくは 勵 まさん とする もので はない か 

と。 果して 然る か。 千 九 百年と は 人の 思 ふ 程 永き 時で あらう か。 永遠の 時に 比して は實に 一 瞬時に 過 
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ぎないで はない か。 されば 永遠 を 手に 握り 給 ふ 宇宙の 主宰者に 於て， は、 それ は 我等の 一 日に も 足らぬ 

ので ある 0 「主に 於て は 一日 は 千年の 如く、 千年 は 一日の 如し」 と ある (ぺテ 。後書 三の 八) 。時の 長し 

と 云 ひ 短し と 云 ふ 如き は、 要するに 比較的の ものである。 一人に 於ても 其 經驗に 於て 必 しも 同一で は 

ない。 苦悶の 八 時間 は 幾 箇月の 如く 長く、 熟睡の 八 時間 は 一 瞬間で ある。 キリストの 再臨 後れたり と 

て 何 か あらん。 そのため 墓に ある 時が 長くな りたり とて 何 か あらん。 墓に 眠れる 間 は 幾千 年 にても 幾 

萬 年 にても 眼覺 めし 時 は 之 を 一 瞬時と 感す るに 相違ない。 故に 待つ こと は 如何に 永く も 敢て厭 はない 

ので ある。 

そして 今や 鬼に も 角に も 世が 其 終に 近づきつ i ある 事— 信仰の 始 より 我等の 救の 近くな りし 事— そ 

れは 明瞭に 過ぎる ほど 明瞭で ある。 世界 大戰 中に 始まりし 世界の 墮落 は、 戰 後に 至って 益々 甚 しくな 

り 進んだ。 その 荒 濫敗顏 の實狀 はげに 凄まじき 限りで ある。 か、 る狀態 にて 世が 尙ほ 永鑌 すると はい 

かで 信じ 得よう。 今 は 世界が その 終末に 向って 急速に 步 みつ，^ ありと は、 多くの 識者の 一致して 認む 

る 所で ある。 神 世界 を 治め 給 ふ。 か、 る 荒濫の 長び く 害 はなく、 さりと て改 t! の 曙光 は 何處に 於ても 

發 見せられない。 世 は 終末に 近づきつ k ありと 認む るが 最も 自然の 見方で ある。 歐洲各 國の眞 面目な 

る 思想 {豕 にして 廣き 知識の 立場より、 叉冷靜 なる 學者的 思索の 立場より 世の 終末 近き を認 むる ものが 

多い。 まして 我等 基督 者に して 聖書に 於て 主の 約束と して、 叉 使徒の 敎 として 此 事が 明白に 敎 へられ. 

ある を 知る 者に 於て を や。 われら 聖書 的の 此 希望 を 疑 ふこと なく 益々 それに 於て 堅くな り、 以て 希望 

に激勵 せらる & 愛の 行に 勵 むべき である。 

信仰に 由ての み義 とせら る... の 恩惠、 それより 起る 愛の みに て 事足る か。 希望 を 否認す る もの は 信 


と 愛の み を高唱 する。 これ 信 をまで 斥け 去る 現代に 於て は、 少し は 良き 部類に 屬 する 方で ある。 しか 

し是れ 頗る 不完全の 道で ある。 人 は 弱き ものである、 過ち やすき は 人で ある。 この 弱くして 過ち やす 

き 人に 向って、 信に 由て 救 はる-だけにて 足る と 云へば、 兎角 その 行に 於て 弛み を來 しゃすい。 悔改 

めて 信 すれば 足る と敎 ふる 我 國淨土 門の 敎の 起す 弊害 は 周知の 事實 である。 殊に 親鸞の 淨 土眞宗 に 至 

つて 完成せ りと 云 はる k 此 他力 救 濟の敎 は、 遂に 如何なる 放恣 邪 行 を も 是認し、 人間 一切の 罪 を煩馏 

の 業と なして 寬假 せんとす るの 傾向に 陷り、 その 極 如何なる 醜陋の 行爲も 信仰と 並立し 得る ものと 做 

すに 至る C 見よ 此 信仰 叉 は 思想 中に 漲れる 汚氣 を！ これ 信 だけ を 立てて 望 を 抱かざる より 起る 弊害 

である。 人 は 信 だけ を 以て 良き 行の 人となり 得る 害で あるが、 人の 弱き や 到底 かく 成り 得ない。 玆に 

§卞： を 以て 之 を 補足す る 必要が ある。 W 臨 薪 判の 期待に 由て 長 怖 を 抱いて 其 行に 緊張 嚴肅を 加 ふると 共 

に、 主の 憐 みに 由て 其 時 刑罰 を 免 かれて 救に 入れら れんとの 信頼の 中に 敬虔の 態度 を 取り、 叉 希望に 

伴 ふ 救の 喜びに 溢れて 自 から 善行に 出づる 事、 これ 此の X 布 tiW の 結果で ある。 故に 信 愛 は 基督 者 の 健 

全なる 生活の 三特徵 であらねば ならぬ。  .- 

世の 終 を 信す る は 果して 迷 愚で あるか。 今や 世 は 終末に 近づきつ、 ありと は、 識者 を 以てせす して 

も 何とた く 感ぜら る \ 事で はない か。 世界の 荒亂、 全世界に 充 つる 陰 暗なる 空氣、 凡ての ものが 病的 

に 過度に 陷れる 如き 現狀、 如何なる 放恣 邪 行 も 何 かの 美名 を 以て 是認 せらる 、今日— この 凡て は 菜し 

て 終末の 豫感を 人に 與 へないで あらう か。 八 年 前の 世界と 今日と を 比較して 果して 如何。 八， や 露獨の 

紙幣の 如き は 世界に 於て 殆ど 無價 値の ものと なった ではない か。 誰か 八 年 前に 今日の 此事 ある を 思つ 

たか。 八 年 以前 を囘 顧せ よ。 その 時 露 圃はザ ー ルに 無限の 權能 ありて 政權も 敎權も 彼の 一 手に あり、 
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彼の 下なる 官權は 世界 無比の 權能を 以て 民 を 成 壓.， ^、 少數の 革命運動 者 を 除い て は 何れも 之に ST 版し 

つ i あつたの である。 誰か 此時 露國の 帝政が 一朝に して 崩壊し、 勞農 政^が 起り、 その 紙幣が 無慣値 

に 等しき ものと なる を 思 ひ 得た であらう か。 獨逸帝 國と雖 も 八 年 前の 勢威 は 如何な りし ぞ。 その カイ 

ザルの 威風と、 その 整然たる 軍國的 設備と、 其 旺盛なる 科學的 工業と は 以て 世界 を風讓 する の 力 を 有 

して 居た ので ある。 誰か その 時に 於て 此 大帝 國が 衰微して その マルクが 今の 如き 低落 を 示す を豫 知し 

得た か。 世の 變動は 今や かく も 急激 を 極む るに 至った。 さらば 今より 八 年後の 世界 を 今に 於て 誰か 豫 

知し 得る も のぞ。 八 年の 後 世界 备國の 紙幣が^ 無惯航 となりて、 娥李 全地 球の 表に 充 つるの 日な しと 

誰か 斷 言し 得る も のぞ。 かくて 誰か 世に 終末 來ら すと 言 ひ 得る も のぞ。 

世の 終末と よ！ 然り其 時 は 今まで 貴ばれし ものが 凡て 賤 きものと なり、 今まで 賤 まれし ものが 凡 

て 貴くなる 時で ある。 然り價 値 願 倒の 時、 これ 卽ち 骨の 終で ある。 その 時 は 人の 贵 ベる 时贊の 如き 何 

の 俯 すら 有たない、 一夜に して 皆 形 もな く 失せ去る ので あらう。 その 時 今の 世の 權者 富者と 稱 せらる 

る もの— 卽ち 暗き 夜た る 今に 於て 跌息 跳梁せ る， 蝙蝠 族、 .* 族、 驟 S 族 等 は 東天紅 を呈 すると 共に 其の 

姿を隱 し、 夜に 於て は 何の 勢力な かりし" 雲^、  MM,  ザ は義の 太陽の 登 上と 共に 歡 喜に 充 ちて 哏ひ 

叉 跳り、 こ K に 世界 は 全く 轉 倒し、 新世界 は 生れ、 人類と その 社會と 宇宙と は 鼓に 一朝に して 完成す 

るので ある。 この 世界 完成の 希望 こそ、 我等 此 世に ありて 力なき 者を勵 まして 愛の 行爲に 出で しむる 

最大の 動力で ある。 

世の 終末 は 如何なる 形に 於て 來 るか、 それ は 明 でない。 しかし 如何 やうに しても 來り 得る こと は 

確實 である。 文明の 破壤、 地の 變動、 地球の 壤滅、 太陽系の 變動 …… いかにしても 世の 終末 は 來り得 


る" この 何時 變 動し 何時 覆滅す るか 測り 得ぬ 地上に ありて、 永久の 安固 を 願 ふ 人の 愚 さよ。 この 恃み 

がた き 地上に 藏を增 し 加 へ て 財 寳を貯 へ 「斯て靈魂に向ひ靈魂ょ多年を過すほどの許多の^|1^か^を有ち 

たれば 安心して 食 ひ 飮み樂 めよ と 言 ふ」 ものの 愚か さよ。 「然るに 神 これに 曰 ひける は S 一知なる 者よ 

今夜 汝が靈 魂 取らる k 事 あるべし」 と 云 ふ (ルカ 傳 十二の 十六 —二十〕。 然り 沟に然 り。 然るに み 維き 

地上に 賴 みがた き 物 を 積み、 賴み 難き 權カ にあ こがれて 蠢動す る ことの 愚なる かな。 營々 として 努力 

し紛々 として (世鬪 し、 そ. して 得る 所 は 遂に 滅亡 あるの みで はない か。 「剛愎に して 悔 なきの 心に 循ひ 

己の 爲に 神の 怒 を 積みて 其義 しき 鞫 きの 顯 はれん 震 怒の 日に 及ぶな り」 (r" マ 書 二の 五) と は 卽ち比 事 

である。 我等 信に よって 義 とせられ たる 者 は 希望 を 併せ 抱きて、 この 信と この 望と に勵 まされて 此時 

代に ありて 「光明の 子」 として 愛の 生活 を營 むべき である。 暗き 夜に ありて 決して 失望， r す、 黎明 

きを！ じて、 光明の 甲 を 着て 歩むべき である。 


第五 十六 講 小 問題の 解決 

第 十四 章 以下の 精祌 

羅馬書 は 第十コ 一章 ま で を 以 て 福音 に關 する 大切なる 問題 は說き 了へ たので ある。 同、., ュ如 1?  ,a> うこ 

して 救 はるべき か、 人類 は 如何 やうに して 救 はるべき か、 人 は 基督 者と して 道德 的に 如 V なる 行爲を 
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なすべき か、 凡そ これ 等 重要なる？ 0§ に 封して は、 旣に 充分に 解答が 與 へられた ので ある。 そして 十 

四 章 以後 は 比較的小なる 义 n マ敎會 特有の— 他の 敎會に 無い と は 云 はぬ が— 問題 をのみ 取扱って 居る 

ので ある。 故に パゥ 口 は此 等の 問題に 入る ぶお 化め て 十三 章 を 以て 此の 大書 翰 を閉づ べきであった。 よ 

し 叉 彼が 十四 章 以後 を 記した 事に は 意味が あると しても、 旣に 根本 問題 を 研究し 了へ たる 我等 は兹に 

研究 を 中止す る を至當 とすべき では あるまい か、 かく 思 ふこと も 出来る。 併し乍ら 小 問題 また 之 を 閑 

却すべき ではない。 人の 生涯に 屡 々生起す る もの は 小 問題で ある。 その 解決 如何 は 信仰 生涯の 健全な 

る 歩みの 上に 影響す る 所 決して 小で はない。 故に バウ が 小 問題解決に 用 ひし 精神 を 學ぶは 我等に 取 

りて 亦 頗る 有益 R 必要なる 事で ある。 或 意味に 於て 大 問題の 解決と 等しき ほど 重大で あると も 云 ひ 得 

る。 我等 はや はり 十四 章 以下 を 研究すべき である。 

まづ十 ra^ を 見よ。 その 全體が 食物 問題で ある。 これ 小 問題で は あるが 基督 的 愛の 問題に 關係 する 

所大 なる 點に 於て は 決して 小 問題で はない。 パ ゥ I- が此 問題 を 基督 的 愛の 高所に 立ちて 解決した る は 

頗 る 注意す べき 點 であると 云 はねば ならぬ。 次の 十五 章 前半 は 十 四 章と 同じ 精神 の繽 ける もので あり ■ 

その後 半 は バウ Q の 羅馬敎 會に對 する 態度 及び 福音 宜傳の 上の 覺 悟の 披瀝の 如き ものである。 そして 

十六 章に 入って は 全く 個人的の 挨拶と なる。 兹に バウ a は 幾人 かの 友人に ついて 記し、 その 一人々々 

について 簡潔 適切なる 紹介 をな して 居る。 玆に 彼の 友人 觀を 知る ことが 出來 るので ある。 彼の 如き 大 

宗教家が 如何なる 友 を 有つ て：^ たか、 叉 その 友に ついて 如何なる 細かき 又 良き 見方 をな して 居た か、 

その 一 つ— -を 見て 偉大なる 胸中に 潜める 婦人の 如く 纖細 優雅なる 愛 を 窺 ふこと が出來 る。 まことに 

注意す ベ き 所で ある。 そして 十六 章 は 最後に 至って 一 一十 五節 W ド の壯大 なる 讚美と なって 玆に 愈々 此 


の 大書 翰 は 結了す るので ある。 

キリスト は 神で ある、 又 人で ある。 彼は此 世の 聖人の 如く 神ら しき 人、 叉 は 人に して 神の 如き もの 

ではない。 彼に は 二つの 性質が あった。 曰く 神性、 曰く 人性、 卽ち彼 は 全き 神であって 又 全き 人で あ 

つた。 某 督者は 勿論 純然たる 人で あるが、 叉 キリ ス トの 宿る 所と なった もの である。 故に 唯の 人と は 

遠 ふ。 キリス トに 在りて 「皆 新しく」 なりし 者で ある。 彼の 中には キリス トが 在る。 故に 彼に 神 心が 

あると 共に 人心が ある。 優れたる 基督 者 は强く 神ら しく  (intensely  divine) あると 共に 又强く 人ら 

しく  (intensely  human) ある。 努力 修養に 依て 人ら しき 所 を 殺して 謂 ゆる 聖人と なった もので はな 

い。 特刖の 修養 工夫に 依て 此 世 を 超越し 人間性 を脫 却す ると 云 ふ 事が 佛敎の 理想で あると するならば、 

此點に 於て 基督 敎と 怫敎 との 相違 は 甚だ 著しい ので ある。 特^に 聖き 生活に 人る 事、 特^に 聖き 事に 

從ふ 事、 卽ち 形の 上の 聖 さは 基督 敎に 於て は 少しも 要求され て 居ない。 基督 者 は 形に 於て は此 世の 人 

と： E 等 異なる を 要さない。 心 も 亦 人ら しくあって 宜 いので ある。 唯 その 人ら しさが 祌の靈 に 依て 深め 

られ て、 强く乂 深く 人ら しくなる を 要する ので ある。 バウ 0 の 如き は 偉大なる 基督 者な りし 故 その 神 

らしき 方面 も 人ら しき 方面 も 共に 深刻 强烈 であった ので ある。 羅馬書 十四 章 以下の 三 章 は 彼の この 人 

間 的 方面の 發露 として 見て、 限りなき 與 趣が 存す るので ある。 

人に 缺 くべ からざる は 此ー 一つの 方面で ある。 Divinity  (神ら しき 方面) と Humanity  (人ら しき 方 

面、 これ を 人 味と 譯 すべき か y 天に 關 しての 熱心と 地に 關 しての 熱心、 この 二つが 互に 相補って 

眞の 人が 生れる。 一方に 偏 するとき は— 乙の 方に 偏す るの は 勿論、 たと ひ の 方に 偏す る にても— そ 

の 人 は^ 全 を 失った 人で ある。 我が 日本 民族の 如き は 人間味に 豐 かにして 祌的與 味の 甚 しく 缺 けたる- 

第五 十六 講 小 問題の 解？； i  五六 五 


iS 馬 》  G  w 究  五六 六 

民で ある。 故に 人と して 键全 を缺 くの みならす、 その 人間味 さへ も亦荼 だしく 淺 薄に 流れ やすいので- 

ある。 よその 固 語 は 情 を 表 はす 美 はしき 語に 富め ども、 神聖 嚴肅 なる 事 を 言 ひ 表 はす 語に 甚だ 乏し 

きこと を" 人 は 此の 兩 方面 を 具備して 初めて ilw の 人た るので ある。 バウ a がその 宗敎的 偉大の 故を以 

て 人間味の 缺乏 せる 者の 如く 思 はる、 は 犬なる 誤解で ある。 彼が 宗敎 的に 偉大なる 事 その 事が 彼の 人 

00O0000000  OO00O00O0OOOOOOO 

間 的に も 亦 偉大なる こと を 示す ので ある。 何と なれば 凡そ 人間味に 於て 缺 けたる 者が 宗敎 的に 偉大な 

00000-00000 

る 害 はない からで ある。 

羅馬誓 は 偉大なる 祌學 W と稱 せらる。 そして 實に 偉大なる 祌學 誓で ある。 個人の 救と 人類の 救と 實 

踐道德 とに 關 する 完全なる 敎の 提唱で ある。 到底 これ 以上の 神學 書が 此 世に 現 はる、 事 はない。 羅馬 

書 以前に 羅 書 な く 、 羅馬書 以後に 羅馬霄 なきもの である。^ しながら 此 書が もし 祌學の 提示の み を- 

以て 終るならば、 あまりに 莊高 嚴肅に 過ぎて 人 をして 近づく を 得 ざら しむる ものと 成る に 相違ない。 

然るに 故に 十四、 十五、 十六 章が ある。 これ は 彼と B マの 信者との 個人的 關係を 一： 小す ものにして、 彼 

の 人間味の 美 はし さが 遺憾な く 表 はれ てゐ るので ある。 之 あ るが ために 羅馬 書が 我等に なつかしき 書 

となり、 又 バウ n 彼 自身が 親しき 人と なる ので ある。 十四 章 以下 はこの 意味に 於て 賁 重なる 部分で あ 

ると 共に、 其. e: 容の傳 ふる 敎訓 から 見る も 亦 頗る 貴重なる 所で ある。 我等 は 之 を輕視 して はならぬ。 

十四 章 は 第一 節に 於て 先 づ言ふ 「信仰の 弱き者 を納 けよ、 然れど 其 意 ふ 所 を 詰る 勿れ」 と。 これ 全. 

章の 精神で ある。 信仰 上の 根本 問題に ついては 爭 はねば ならない。 しかし 生活 上の 小 問題に ついては 

他の 信者の 意 ふ 所 を 詰って はならない。 彼 をして 其の 信す る ま k に 行 はしめ なくて はならない。 そし 

て 彼 を.！^ かすして 兄弟の 一 人と して 愛 を 以て 納 けねば ならない。 人の 小 問題にまで 干涉 して 彼 をして 


お， 《 ひ 

我の まこ" 之 はし めんと して はならない。 人お の./ \ 見る 所 あり、 然るが 故に 互に 人の 意 を 尊重し、 そ 

の 自由 を 認容し、 寛き 愛の 心 を 以て 互に 相納 くる こと を 心掛けねば ならぬ" 

「或 人 は 凡ての 物 を 貪 ふべ しと 信じ 或 人 は 弱くして 只 野茱を 食へ り」 と 第二 節に 在る。 こ、 に 信者 

に 肉食 をな す 者と 之 を 避ける 者との 二種 類が あつたの である。 そして 後者が 肉食 を 避けた 理由 は 今日 

の 菜食主義者と は 目的 を 異にして ゐた。 當時 希臘、 羅馬 等の 諸 都市に 於いて は、 偶像の 宫に獻 げし 肉 

類 を 商人に 拂ひ 下げ、 商人 は 之 を 他の 肉と 混へ て 布に 賣る 風習が あった。 從 つて 肉食す る 時 は 偶像に 

獻 げし 肉 を も 食す る 虞れ があった。 こ k に 於て か當然 信者の 間に 二種 類の 人が 出で た。 謂 ゆる 「信仰 

の强き 者」 は 偶像に 獸 げし 肉 を 貪 ふこと を 少しも 虞れ たかった。 彼等 はィ H スの語 (lis 太傳 十五 章 十 

六— 十八 節) を 引用して n より 5r つる もの は 人 を 汚せ ど 口より 入る 者 は 毫も 人 を 汚さす と 主張した で 

あらう。 彼等 は 形式の 事に 拘泥し ない 强ぃ 信仰と 强ぃ 人格の 所有者であった。 パゥ& 自身の 如き は 勿 

論 之に 屬 する 人であった。 然るに ゆる 「信仰の 弱き者」 があった。 彼等 は 慎み深い 人 か 或は 氣の小 

さい 人であった。 ュホバ 神 を 信す る 以上 偶像に 獻 げし 物 を 食す る は 信仰的に 不純で あると 考 へた。 こ 

れを 不徹底と 云へば 云へ る。 けれども 人に は备 々生来の 性向 や 過去の 境遇 や 遺俾が ある。 凡ての 人が 

謂 ゆる 強き 信者と なる 事 はできたい。 弱き 信者の 思 ふ 所に も 亦 一 理 ある。 その 良心の 鋭敏なる と 偏へ 

に 敬虔な らんと 力む る 心 はまた 大に 採る ベ きで ある。 

t さ  いづれ 0 ひ _ 

又 日 を 守る 守らぬ の 問題が あった。 「或 人 は 此日を 彼 日に 愈れ りと し、 或 人 は 諸 日 も 皆 同じと す」 

(五節) と ある。 「或は 節 期、 或は 月朔、 或は 安息日の 事」 (コ 。サイ 書 二 章 十六 節) にっき 舊き 律法 を そ 

のま k に 守る 人が あった。 彼等 は 謹みて 日 を 守らす して は 神の 御 心に 背く と 思 ひて 日 を 守った ので あ 
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る。 然るに 或 人に 取って は 凡ての 日が 同じであった。 彼等 は 或 日に は 特^なる 或 奉仕 をす ると 云 ふや. 

うな 形式 中； 義を脫 して ゐた。 凡ての 日に 於て 同様に 神に 事 ふる を 以て、 必要 且 充分で あると なした。 

前者 は 謂 ゆる 弱き 信者、 後者 は 謂 ゆる 强き 信者であった。 

右の 如く 强き 信者が あり、 又 弱き 信者が あった。 かくて 二 稲 類の 人の ある 事 は^に 困った 事で はな. 

厶 <3 厶厶 <1<3< "厶厶  < "厶厶 <:<3A<1A 厶 <3<3厶<<1<"<<3  、  .  rr  ^  、、，* 

い。 困った 事は兩 者の 間が とかく 愛の 一 致を缺 いた 事であった。 强き者 は 弱き者 を も 者と して 嘲り- 

てわざと 其の 前に 食す る やうな 事 をな し、 弱き者 は 强き者 を 不敬虔 不謹慎と なして 行動 を 共に する を 一 

恥ぢ、 その 間に 厭 ふべき 乖離が 起り つ k ある 狀况に 於て あった。 その 暗雲 は 多分 まだ 色 濃く はな かつ 一 

たで あらう、 それでも 暗い 雲の 起って 居た 事 は事實 である。 

そして バウ II は勸 めて 言 ふので ある、 此の 小 問題の 不一致 を問题 とせす して 愛に 於て 一致せ よ、 互 

に審 かす 叉輕 しめす、 小 問題なる が 故に 相讓り キリストの 愛に 於て 一 たれと。 殊に 强き 信者に 向って 

彼 は 特に その 注意 を 喚起す るので ある。 强き 信者に とって は 食物 や 日の 問題 は 自由の 問題で ある。 ど 

うで もよ い 問題で ある。 肉 は 食しても よい、 故に 或 理由が あれば 食さなくても よい。 彼等に 於て は ど 

うにで も 出来る 事で ある。 故に もし 肉 を 貪す る 事が 愛の 道に 適 はぬ 場合 は 肉 を 食すべき でない。 「肉. 

を 食 ふ 酒 を飮む 何事に 由ら す汝の 兄弟 を 倒し 或は 礙 かせ 或は 懦弱く する は宜 からざる 也」 (二十 一節) 

と あるが バウ n の 意で ある。 食物 問題 は 小 問題で ある。 しかし 愛は大 問題で ある。 小 問題の ために 大" 

問題 を 犠牲に して はならぬ。 小 問題に 於て 自分の 意地 を 通す ため 大 問題た る 愛の 道 を 破って はならぬ „ 

日 は 守る もよ し 守らぬ もよ し、 肉 は 食 ふ もよ し 食 はぬ もよ し、 しかし 愛 は 是非とも 行 はねば ならぬ 事 i 

である。 故に 愛の 道に 適 ふやう に 日 を 守るべし、 又 肉を禁 すべし である。 兄弟 を 愛する が 故に 日 を 守 


り 肉を禁 すべし である。 「そ は 神の 國は飮 食に 非す、 惟" 義と 和と 聖靈に 由れ る歡樂 びに あり」 (十七 

節」 である。 故に飮食問題を主要問題としてハ^！^-ふなく、 か K る 小 問題 は 愛の 故に 讓 りて、 に 義と和 

と歡 びとの 實現を 計るべき であると、 かく パゥロ は勸め 戒める ので ある。 まことに 小 問題の 如くで あ 

るが、 その 解決 如何 は 決して 小 問題で はない。 事は大 問題に 波及し 來 るので ある。 故に 小 問題が 大間 

題と なる ので ある。 

觀劇 如何の 問題、 禁酒 禁煙 等の 問題が ある。 観劇が 絕對に 悪い と {疋 める こと は 出来ない。 叉 小量の 

飮酒 樊 煙 は 場合によ つ て は 却つ て 保健の 道で あるか も 知れな い 。 之 等 を 行 つた もの は 罪 惡を行 つた も 

ので あると 云 ふこと は 出来な い。 併し乍ら 之 を 禁ぜ る 兄弟の 前にて 殊更に 之 を 用 ふる 如き は 愛の 道に 

適 はない。 かくして 人を礙 かせば これ 明白に 罪で ある。 殊に 信者に して 飮酒樊 煙す る 如き は 同信の 靑 

年を礙 かせ 易き ことで あり、 叉 未信者 をして 幅 昔 を 誤解せ しめ 易き ことで ある。 共に 愛の 道に 適 はな 

い。 故に 凡て 此 種の 實際 問題に 於て は、 何れで も宜 きもの 故、 愛の 道に 適 ふやう に 行 ふべき である。 

故の 礼 幌農學 校 敎頭ゥ イリヤ ム .s . クラ— クは 日本に 來る際 健康 維持の 必耍上 ダ ー スの 純良 ブ 

ランデ ー を 携へ來 つた。 これ 醉 うて 樂 しむ 爲 にあら す、 時々 小量 づ&用 ひて 疲勞 を醫し 健康 を 維持せ 

ん ためであった。 然るに 品 川より 小 得への 船中、 飮 酒が 如何 i^i 日本人— 殊に 日本の 靑年を 毒し つ、 あ 

るか を實見 して 大に感 する 所 あり、 日本 を 救 ふために 禁酒 獎勵 の 必要 を 感じ、 札幌に 着く ゃ先づ その 

ブラ ンデ ー を棄て て 自ら 禁酒の 實を たす と共に 禁酒 會を 起し、 以 て 禁酒の 必要 を 熱心に 官ー傳 する 所 あ 

つた。 此 一 事に よりて 先づ 禁酒の 美風が 我國に 入り、 以てん：' 日 盛なる 禁酒 事業の 一 源泉と なった ので 

ある。 何れで もよ き 事で ある 故に 愛の 標準に 照して 定む ると は、 正に かくの 如き を 言 ふので ある。 
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謂 ゆる 信仰の 强き者 は 小 問題に 於て は き 者に 讓 るの 心得 を 要す る。 これ 愛 をして 全から しむる 道 

である。 叉 弱き者 は 强き者 を ま 判いて はならぬ。 「食 はざる 者 は 食 ふ 者 を 審判す る 勿れ」 と 三 節に あ 

り、 尙ほ 次の HI 節に 於て は 强き語 を 以て 之を誡 めて ゐる。 叉 弱き者 は强き 者に 向って 愛の 要求 を爲し 

\^^^.,^.J4。 愛の 不足 を 貴め 愛の 尙ほ多 からん こと を 要求す る 如き は 卑劣の 行爲 である。 强き者 は 弱 

き 者 を 許して 愛の 故に 彼を輕 しむる 勿れ" 弱き者 は强き 者の 行 爲に對 して 愛の 故に 審判 かざれ。 かく 

せば 兩 者の 間に 差训と 乖離 失せ、 キリストに ありて 一 體 たる 兄弟 姉妹と して 美 はしき 愛の 團結を 緩け 

得る ので ある。 

信仰の s 本 問題に 於て は强烈 無比、 一歩 も讓ら ざり し 剛漢。 ハウ 口が、 愛にっ い て^|-る所の ぃかに周 

密纖 細な りし か を 見よ。 人生の 實際 問題に ついての 彼の 解決の 如何に キリス ト的 愛に 根ざす か を 見よ" 

4^ は その 確信に 於て 巖の 如く 堅く、 その 感情に 於て 婦人の 如く 細かく 行きと f いて 居た" 彼 は 强く神 

きなりし と共に 亦强 くん 的であった。 第三の 天に 携へ 行かれて 人の 語る まじき 首 を 聞く ほどに 宗敎的 

に韋大 なりし 彼 は、 一 人の き 信者に 對 しても 妻が 夫 を 思 ふ 如き 熱愛 を 以てする ほどに 人間的で あつ 

た。 そし. て 多くの 信仰の 偉人 は 皆 さう であった。 之が 靈的 偉人の 靈的 偉人た る 特色で ある。 靈 的に 大 

なると 共に、 人間味に 富める こと、 弱き 兄弟の ために 自己の 自由 を 制限 せんとす る 心遣り、 これが M 

のさ 一 n 者 ニ存 する ものである。 われら 亦 深く パゥ „1 の此 心に 汲み、 强 く宗敎 的た ると 共に 又强く 人間的 

なる、 资 味の ゆたかなる、 愛に 於て 纖 細なる 人と ならねば ならない。 


第五 十七 講 パゥ ni の傳道 方針 

第 十五 章 十四 節 以下の 研究 

第 十二、 十三 章 を 以て 一般的の 實踐道 德を說 き、 十四 章より 羅 馬敎會 特有の 問題に 入った こと 前述 

せる 通りで ある。 そして バウ 口 は 後者 の ために 十五 章 十三 節 ま で を 用 ひて 熱心 に 說く所 あ つた。 そし 

て 最後に ェを予 ふる 神の 汝等 をして if 靈の 能に 由り 其の 望を大 にせん が爲 に、 汝 等の 信仰より 起る 

諸の 喜 樂と平 康を充 たしめ 給 はんこと を 願へ り」 と 述べて 結んで ゐる。 羅 馬 書の 本文 は玆に 一 先づ終 

つたと 見る 事が 出来る。 一章の 十六 節より 十五 章 十三 節まで を 以て、 敎義の 解明 及び 赏踐 道德の 提唱 

は 結了した ので ある。 故に 殘る は餘論 又は 挨拶の 如き ものである。 これ 卽ち 十五 章 十 ra 節 以下で ある。 

十五 章 十四 節より 章 尾まで は專ら 自己に 係 はる 事の 說明 である。 これ 一 種の 挨 桜の 如き ものである。 

しかし 其 中に バウ n の傳道 方針が 判然 表 はれて 居る。 われ 等 は 之に 注意すべき である。 

先づ 十四、 十五 節に 曰 ふ 「わが 兄弟よ、 われ 汝 等が 仁慈に 滿ち 凡ての 智に充 ちて 互に 勸め 得る こと 

を 信す、 然れ ども 兄弟よ 我れ なほ 汝 等に 憶； 1^ させんた め 揮ら すして 略汝 等に 書きお くれり」 と。 こ、 

に 見る は バウ B の大 なる 謙遞 である。 彼れ もとより 羅 馬の 信者に 敎 ふるに 足る 充分の 力 あり、 彼等 ま 

た 彼より 敎を受 くべき 人た ちであった こと 勿論で ある。 しかし 乍ら 此敎會 は 彼の 創設した 敎會 ではな 
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かった。 その 中に 彼の 知れる 信者 ありし と は 云へ、 大部分の 敎會員 は 未知の 人で あつたに 相違ない。 

こ k に 適 當の禮 節と 謙遜と を 要する 现由 が^する。 故に 「汝等 は 我より 敎 へらる i 必要な き 人た ちに 

して、 ま" 仰と 行と に 秀でて 居る けれども、 尙ほ 知れる 事 を 思 ひ 起さし めんた めに 斯く 永々 と IE いたの 

である」 との 意味 を先づ 述べる ので ある。 彼の 如き 種々 の 事に 於て 優秀なる 人物が、 叉 謙邏に 於ても 

優秀な りし は 注意すべき 點 である。 謙遜の 要な きに 謙遜す る 所に 彼の 偉大が 存 する。 もし 彼に 此美點 

がなかったならば 他の 幾多の 長所 も 亦 輝 きを 薄く したに 相違ない。 この 美德ぁ りて 他の 凡ての 長所が 

1 層 光輝 を增 すので ある。 これ 明かに 彼の 靈的 偉人な りし 特徴で ある。 ために 彼の 人格が  一 i! の 美し 

さと 偉 さと を 加へ るので ある。 われ 等 は 直しく パゥ 口の 此 態度 を學ぶ べきで ある。 加 之、 かく 人の 感. 

情 を 重んじ、 人の 誤解 を 避けん ため、 叉 良き 感じ を 起さし めんた めに 細心の 注意 を拂 ひたる 用意周到 

を 見よ。 益々 以て 彼の 偉大 を 示す もので はない か。 

十五 節の 最後に は 「これ 神の 我に 賜 ふ 所の 恩に w るたり」 と ある。 卽ちロ マの 信者に 向って 福音 を 

說 きし は 神より 賜 はりし 恩惠に 因る と 云 ふので ある。 この 恩 惠とは 何ぞ、 これ 卽ち 特に 彼に 賜 はりし 

異邦 it 道 職で ある。 彼 は 十六— 十九 節に 於て 之を說 明した。 彼 は 神に 招かれて この 大任 を 授けられ、. 

え yT」 しゃ  し. 1 ヒ. A は 

キリストの 役者と なりて 尊ら 異邦人 敎 化に 從ひ、 キリストに 助けられて、 「異邦人 を順從 しめん 爲に 

休 徴と奇 i の 能と 祌の靈 の 能 を あら はし、 一一 目と 行と を 以て H ルサレ ム より 徧くィ ルリ コに 至る まで」 

福音 を 宜傳 した。 これ 八， まで 彼の 爲 せし 所であった。 そして 此 異邦 傅 道 は 之 か らも 益 々熱心に 爲 さん 

とする 所、 卽ち 彼の 一 生の 業で ある。 故に n マの 信者に 向って 福 昔を說 くも、 亦 これ 此 職分に 忠實な 

らんが 爲 である。 口 マの 敎會が 異邦に ある 敎會 なる が 故に、 その 敎會に 向って 彼が M ハ邦 使徒た るが： 


に 敎を說 くので ある。 

二十 節に 於て バウ P は その 傳道 上の 大方 針 を 披瀝した。 卽ち rH- われ 慎みて 他人の 置きし 土 臺に建 

て じと ィ H スの 名の 未だ 稱 へられざる 所に 福音 を官； 傳 へたり」 と 云 ふ。 彼 は 主として 心靈 未開の 野の 

開拓に 從 事した。 未だ 人の 斧 を 人れ ざる 樹木 を 伐り 倒し、 未だ 人の 鋤 を 入れざる 地 を 耕して、 そこに 

福音の 播種 をな す を 以て その 一 生の 大方 針と した。 故に ユダヤ 傅 道に は 乎 を 下さざる のみたら す、 異 

邦に 於ても 他人の 建てた 敎會は 力めて 之 を 避けん とした。 彼 は 福音の 全く 入り 居らざる 地、 一人 も 信 

者の なき 地 を 選んで 其 處に幅 音 を宣傳 したので ある。 「慎みて」 は正譯 ではない、 「ケ1 めて」 と譯し 

て P 、、原語の 意味 を 表 はし 得る。 しかし 「野心 を 抱け り」 との 意 を 原語 は傳 へる。 卽ち 「他人の 置き 

し 土臺に 建て じと ィ H スの 名の 未だ 稱 へられざる 所に 福 昔を宣 傳 せんとの 野心 を 抱け り」 である。 彼 

は 此事を 自分の 野心 (Ambition) となし、 又名譽 となし、 心から 之 を 喜び 求めた ので ある。 こ &に彼 

の獨立 心が 見える。 叉 他の 信徒の 領分 を 侵さぬ とい ふ 武士 的 廉恥心が 見える。 又 世界 を傳道 iHi; 域と す 

る 其の 聖 望の 偉大 さが 見える。 

心靈 未開 の 地 は 全世界に 充 ち/ \ てゐ る。 バウ n は その II 拓 に從 事して 日 も 亦た 足ら ざる 有樣 で あ 

つた 故に、 ロマに 到らん とする も 到る 時 を 有たなかった ので ある。 r 是 故に S ば 阻 げられ て 我れ 汝等 

に詣る こと を 得 ざり き」 と 二十 二 節に 在る。 次に 彼 は 言 ふ 「今 この 地に 俾 ふべき 處 なし。 われ 年来な 

つ いで  い.；！  そ はす ひ、 

んぢ らに往 かんと 願へ る 故に、 イス パ -ーャ に 赴かん 時に 汝 等に 就るべし。 蓋經 過る 時に 汝 等に 遇 ひ ほ 

ぼ 意に 滿足 こと を 得て 叉汝 等に 送られん こぶ を？ 一 ぶめば 也」 (二十 三， 二十 四 節〕 と。 彼 は小亞 細- =0-、 ギ 

リシ ャ 方面に もはや 福 昔を傳 ふる 餘 地が なくなった 故い よ./ \ロ マに 行く ことに 定めた と 云 ふ。 しか 
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し B マ行 は B マ行 を 目的と する ので はない。 イス パ 一一 ャ (スぺ イン) に 行く とき 序に 口 マに 立ち寄り、 

ある 期間と まりて 心充 ちた る 後ち 0 マ を 出立して イス パ ニヤに 行かう と 云 ふので ある。 彼 はかくの 

如く 遠大なる *1 界傅 道の 計畫を もち、 且 それ を 實 現せん と 努めた ので ある。 

羅馬 敎會は バウ の 建てた 敎會 ではない。 故に 彼 は 之に 對 して 適 當 なる 遠慮と 禮儀を 表 はした。 他 

んの 事業に 係 はる 事で ある 故、 綿密なる 注意 を 以て 之に 對し、 專ら 他の 權限內 に 自己 を 入る i やうの 

* を 避けた。 まして 他人の 業 を 自分の ものと する 如き 横領 的の 心 は 少しも 彼に はなかった ので ある。 

li 馬 敎會は 文明 世界の 中心に 立てる 敎會 である。 これ を 我 有と する は、 恰も 高山の 頂より 山 下の 全 野 

を 俯瞰す るが 如き ものである。 世界 傳道を 以て 天職と せる 彼 は、 もし 此敎會 を 以て その 本據 としたな 

らば 如何に 萬 事に 好都合であった であらう。 しかし バウ 口 は 努めて 他人の 置きし 土臺に 建て じと 決心 

せる 人であった。 故に 飽 くま で 或る 遠慮 を以 て 此敎會 に 對し、 充分の 禮節を 義すを 忘れす し て そ ダ 〕 に 

美 はしき 謙 遞の表 はる \も のがあった。 バウ 口の 此 心事 を 知りて、 口 マの 信者 は 却て バウ 口 を 自己 敎 

會の 監督と して 迎 へ 度し との 心 を 抱いた かも 知れない。 しかし 乍ら パゥロ は 他人の 建てし 土臺に 建つ 

る を 潔しとしない。 彼の 思 ふ 所 は西陲 イス パ 一一 ャ である。 小 亞細亞 と ギリシャとの 傳道を 了へ たる 彼 

は、 スペイン 傳道 のために 其殘 生を獻 げんと 志した ので ある。 しかし a マ行 は 多年の 宿望で あれば、 

スペイン 行の 序で を 以て 1- マに 立ち寄り、 そこに 或 期間 を 愛の 交換に 送りて 後ち、 0 マの 兄弟の 祈禱 

に 送られて スぺ イン に 行かう と 志した ので ある。 

以上の 如きが バウ の 傅 道計畫 である。 當 時の 文明 世界 全體を 掌に 握る が 如き 氣 宇の 宏大なる を 見 

よ。 赏に 彼の 異邦 使徒 職 は 全 異邦 を 傳道嵌 域と して 有つ 所の ものであった。 彼の 大 なる 到底 これ 以下 


を 以て 滿足 する こと は出來 なかった。 彼 はこ の 大方 針に 從 つて その 三十 年の 傅 道 生涯 を 送った。 彼が 

その 計畫 せし 如く イス パ ニヤまで 行きたり しゃ 否や は、 全然 推測の 範圍に 止まる 問題で ある。 或は 行 

き 得た かも 知れぬ。 或は 未だ 行かざる 中に 迫害の 手に マ府に れた かも 知れぬ。 いづれ にせよ 彼の 

傳道 事綺を 知る に は、 彼の 残存せ る 凡ての 書翰に 合せて 使徒 行 傳に據 る ほか 道 はない。 この 使徒 行傳 

は その 半ば 以上 を バウ &の傳 道 記録に 用 ひて ゐる。 これ 聖書 中 最も 興味深き 文書で ある。 當 時の 地理" 

人情、 風俗 等 を 研究して、 これらの 背景の 前に 此 書の 記事 を 立た せて 見る とき 此 書より 無限の 興趣が 

湧き 立つ の で あ る 。 由來良 き 旅行記 は 基督 者に 淸き樂 みを與 へる ものと して 最も 歡迎 すべきで ある。 

之 を 近時 緩々 として 出 づる片 々たる 文學 物の 如き を讀 むに 比して は 其 差 實に干 鬼で ある。 リビ ング ス 

トン の 阿弗利加 傳道 旅行記の 如き は その 代表的なる ものである。 そして 使徒 行 傅 は 凡ての 旅行記 中最 

も 優秀の 旅行記で ある、 我等 は羅爲 書 十五 章 後半に バウ a の 世界 傳 道の 精神 を學 ぶと 共に、 その 具象 

化せる ものと して 使徒 行 傳の 記事に 深甚な る 注意 を拂 はねば ならない。 

。ハウ n は此 世界 を 家と する 傳道 者であった。 萬國の 民に 福音 を宣傳 せよ との 主の 命令 を 彼は實 現せ 

んと 欲した。 從 つて 他人の 拓 きし 所 を 避けて、 專ら 光の 照らぬ 野に、 谷に 光 を 照らさし めんと した。 

これ 彼の 一 生 抱きて 變ら ざり し聖 望であった 故に 彼 は 異邦 世界の 各 要地に 播種し つ. - 進み 進んで 遂に 

當 時の 世界の 西陲 なる スぺ イン を 志す に 至った ので ある。 思 ふに 彼 は 平生 世界 地圖を 眺めつ i 頻りに 

此意圖 の實現 方法 を 考案した ことで あらう。 そして 常に 若々 しき 希望に 心 を 躍らして 居った ことで あ 

らう。 勿論 彼 は 特^の 意味に 於て 選ばれし 器なる が 故に、 誰 人 も 彼の 如く 世界に 傳道 する 人と なるこ 

と は出來 ない。 けれども 彼の 此大 精神に 效 ふこと は 出来る。 他ん の据 ゑし 土臺に 建て じとの I 來慨、 心 
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靈 未開 の 地 を 選み て その 暗 黑を柘 かんとの 志、 それ は 彼より 學び得 る ことで ある。 

何故に 指頭の 如き 小天地に 互に 派 を 立てて 相 鬩ぎ相 侵す ので あるか。 何故 眼 を 南方の 洋上に 注ぎて 

そこに 在る ボル ネオ、 一一 ュ ウギ I 一  ャの靈 的 未開地 を 思 はない ので あるか。 何故 北方の 曠漠 無限の 如き 

大シ ベリ ャを 閑却す るので あるか。 其 沿海州 だけに 於ても 廣 きこと 如何ば かり ぞ C 誰か ャプ ロノ ィ、 

ス タノ ボイ 兩 山脈の 峰に 福音の 旗 を 高く 北風に 飜す もの は 無き か。 近く 隣邦た る 支那に 眼 を 注ぐ も、 

我 島 帝 國の幾 倍 かの 地が 誰 人 か 来って 之 を 福音 的に 占領す る 日 を 待ちつ i ある。 魂の 未開地 は 全世界 

に 充ち充 ちて ゐる。 その 廣 さは 測り 得ぬ ほどで ある。 その 中の 一 部 を我區 域と して 賜 はりても、 日本 

全土 を 我 有と する に 勝 さる こと 萬 々である。 か\る聖^1^!に燃ぇたっものはぁらざるか。 祌 はか、 る 勇 

放なる 僕を耍 し 給 ふ の で あ る 。 

然るに 今の 日本人の 考 ふる 所 は 何 か、 その む 所 は 何 か。 その 最大 問題 は 物質 問題、 經濟 問題で あ 

る。 その最も^111|む所は自己の牧入の些少の墦加でぁる。 叉 は 自己中心の 小さき 戀愛 問題で ある。 その 

最も 好んで 讀む もの は 遊戯的の 愛欲 を 題材と した 片々 たる 小說の 類で ある。 自己の 小利 害— 之が 現代 

の 日本人 を 支配して ゐる 凡てで ある。 實に佚 儒の 集合と 云 ふべき は 我 民族の 現狀 ではない か。 そして 

基督 者と 稱す る ものまで が 此惡風 に 染みて、 多く はた 5^ 自己の 小 慰安 のために のみ 福 昔 を 信じ っ&ぁ 

る は 痛 歎すべき 極みで ある。 かく 己 を 主と する 信仰 は 決して 眞の 信仰で はない。 己 を 忘る \ 信仰 こそ 

眞の 信仰で ある。 己 を 忘れて 世界 を 思 ふこと、 之 を 我等 は 日本 今日の 基督 敎 徒に 勸 める。 廣漠 なる 世 

界、 そこに は 未だ 福音の 光に 觸れ ざる 民が 何 億と なく 存在して ゐる。 幅 音の 光に 照らされざる 地が 幾 

千 萬方哩 となく 存 して ゐる。 此事を 常に 忘れて はならない。 もとより 世界 傳 道の 使命 を受 くる ことな 


くして 世界 傳 道の 旅に 上る こと は 出来ない。 故に 傳道者 は 特別の 人に 限る。 た 凡ての 信者に 要求せ 

らる、 こと は、 自己の 慰安 を 主と する 信仰 を棄 てて 世界 を 思 ふ 信仰 を 抱く ことで ある。 かくして 一身 

の 利害得失 を 忘れて、 我 信仰生活の 性質 を 向上 させ その 內容 を豐 富に する 心掛を 持たねば ならぬ。 

故に バウ „! の 傳道計 畫を擧 び、 その 傳 道の 方針 を 探る こと は單 なる 史的 研究で はない。 之 は 亦實に 

自己 を覺醒 さする 爲の 研究で ある。 我等 は 深く 彼の 心に 汲み、 强く 彼の 心に 傲 ふこと を 力むべき であ 

る 0 
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第 十六 章  一 —二十 四 節の 研究 

パ ゥ は 自己の 傳道計 畫を說 明して 第 十五 章 を 了へ た。 そして その 最後に 「平安の 祌 なん ぢ 

共に 在さん こと を 願ふァ メン」 と、 恰も 此大 書翰 を 結ぶ が 如き 一 語 を 下した。 彼 は此時 はもう 筆 を 

擱か うとして 居た のか も 知れぬ 。しかし 此 書翰の 持參 人なる フィべ を 一 言 P マの 信者に 紹介す るの 必 

耍を想 ひ 起して、 十六 章 一、 二 節の 語 を 成した。 そして 更に。 マに 在る 彼の 友人 を 想起して その 名 を 

K 記し 11. 女き を 問へ」 の 連發を 以て 十六 節までに 至った ので ある。 

「安き を 問へ」 は 日本語の 「宜しく」 に. 相當 する。. 希：^ ^ 人の 挨 接の 語 は 「シャ 口  — ム. ァレ ー ケ 
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ム」 であって、 i か 平安 汝等 にあれ を 意味す る。 彼 は 0 マの 信者 中より その 知れる 人々 を 想起して、 

1 々 「宜しく 傳 へよ」. と全會 衆に 向って 注文した ので ある。 勿論 こ k に列擧 せられし 人々 も此 書翰の 

讀み 手の 中に 加 はって 居た ので あるから、 殊に かく 云 ふ 必要 はない やうで あるが、 彼 はかく 述べて 全 

會 衆が 此人々 に 注意 せんこと を 望んだ ので あらう。 とにかく 之 は 人名の 速 緩に して、 特に 研究す る必 

耍 ありと は 思 はれぬ。 歷 史的に は 多少の 意味 あらん も 信仰的に は^に 研究の 要 あら じと 人 は 云 ふで あ 

らう。 併し これ 淺見で ある。 敬虔 を 以て 之 を 研究せ よ。 言葉の 裏に 潜む 深き 意味 を 探り出せ。 然る 時 

はこ X- 亦 確かに 神の 言の 一部に して、 人の 信仰 を 助く る 文字なる こと を 悟る であらう。 不注意に 之 を 

讀む とき は 恰も 砂漠 を 旅する が 如く 感す るで あらう。 しかしながら 砂漠 は 決して 無價 値の もので はな 

い。 その 中に 僅か 在る 所の 草花、 昆蟲の 類 は 博物 學 者に とって は 無限の 興趣 を 荷 ふ ものである。 聖書 

の 研究に 要する もの は 敬虔の 心で ある、 又 深く 探る 精神で ある。 

バウ 口 は先づ 「ケン クレアに ある 敎會の 執事なる」 フィべ を 「我等の 姉妹」 として 彼等に 紹介した" 

そして 「なん ぢら 聖徒の なすべき 如く 主に 緣 りて 彼女 を納 け、 その 需 むる 所 は 之 を 助けよ」 と勸 め、 

次に フィ ベの 爲人を 簡潔なる 語 を 以て 述べて 「彼 は 素お ほくの 人 を 助け、 また 我 を も 助く」 と 云うた _ 

僅かに 二 節で は あるが 實に 至れり 盡 せりと 云 ふべ き 紹介 の 語で ある。 

次に 安き を 問 ふべき 在 B マ の 人々 を列擧 せんとして 先づ第 一 にブ リス キラと アクラ を擧 げた。 プリ 

ス キラ は 妻、 アクラ は その 夫で ある。 使徒 行 傅 十八 章に 於て 此 夫妻の こと は 明かで ある。 彼 はもと B 

マの 人で あつたが、 一時 コ リントに 滞在し、 此の 時パゥ U と 職業 を 共に し I 彼等 は 天幕 ェ であった ー 

又 福 昔の ための 勞苦を 共に したので ある。 後ち 又パゥ 口と 共に H ベ ソ に 到って 同様の 働き をな した。 


其 後 この 夫妻 は c: マ」 おに 還りし と 見え、 バウ a は 幾人 かに 挨拶す るに 當 つて、 誰よりも 先に 此 二人 を 

擧 げたので ある。 實に 彼等 は それに 充分 値する 人た ちであった。 「かれら はィ H ス キリストに 屬て我 

と共に 勤む る 者たり。 叉 わが I 命の 爲に 己の 頸 を劍の 下に 置け り。 た^^ゎれ而已ならす異邦人の凡の敎 

會 もまた 彼等に 感謝せ り」 と 記す。 短 かき 語 を 以て 璺 かなる 事實が 示された ので ある。 バウ 口 は 彼等 

と共に 勞苦 せし 年月 を 想起して、 萬感 胸に 迫る の感 あり、 彼等に 對 して 抱け る 感謝の念が おの づ から 

此の 美 はしき 推 讚の 辭 となって 表 はれた ので あらう。 

ff- に擧 げらる、 はェ。 ハイ ネトで ある。 「かれは アジアに 於て キリ ストの 初に 結べる 實 なり」 と 云 ふ- 

アジア は 小 亞細亞 の 一 州の 名、 H ベ ゾ は卽 ちその 首.；^ である。 多分 H パ イネ トはパ ゥ 口の ヱべ ソ傳道 

の 時 最初に 悔 改めた 人で あらう。 この 一事 實の 中に ヱ パイ ネトの 人物と 信仰の 性質が よく 見える。 パ 

ゥ 3 は 彼の 名譽 のために 此事を 特に D マ の 信徒に 吿 げたので あらう。 

次に は 「我等の 爲に 多くの 苦勞 をせ し マリアに 安き を 問へ」 と ある。 この 婦人に ついて 委しき 事 は 

少しも 分らない が、 た 此 一 語に 依て 彼女が 信仰の 戰士 であった ことが 分る ので ある。 次に はァ ンデ 

口 一一  コ とジュ 一一 ャを 擧げ る。 この 二人 は バウ 0 と共に 或 期間 獄舍に 住みし こと あり、 叉 使徒の 間に 名 

高き 人々 であり、 且パゥ a よりも 早く 悔 改めた 人で あると パゥ& は 記して 居る。 此數 語で 彼等が 如何 

なる 人物で あつたか は 分る ので ある。 尙續 いて アン ピリ アト 以下 十數 名を舉 ぐるに 當 つて、 出来る だ 

け 其 人の 特徴に ついて 一 首せ るに 注意すべき である。 「キリストに 屬て 我等と 共に 勤む るゥ ルバ ノ」 

と 云 ふ 如き、 「キリストに 於て 毅鍊 なる ァ ペレ」 と 云 ふ 如き、 「彼等 は 主に 於て 苦勞 せし 女な り」 と 

云 ふ 如き、 何れも  一 一一 一一 口 を 以て 其 人の 特徵を 語れる ものである。 
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は 上の 如くして、 n マの 信 鹿が その 中の 重なる 人々 に 敬意 を 表すべき を慫慂 したる のち、 バウ a は 

： ちつ： h  す： て 

ト六 節に 於て 一先 づ此 挨拶 を 閉ぢん として 「汝 等き よき 接吻 を 以て 互に 安き を 問へ。 キリストの 諸の 

敎會 なん ぢらに 安き を 問べ り」 と 記した。 前半 は 口 マの 信徒 各自の 間に 於け る 愛と 敬意との 交換 をす 

すめし もの、 後半 は 他の 敎會 より 傳言を 一纏めに して 取次いだ ので ある。 

右の， 挨 接の 語 は n マに 於け る バウ n の 友人 錄 である。 彼 は 口 マに 右の 如き 善き 友人 を もって 居た の. 

である。 凡そ 人 は 何等の 目的な くして 如何に 獨坐 工夫 を 凝す も 決して 大 思想 を 抱き 得る もので はない- 

OO0O0OOOOOOOOOOOO00  #5  00000000000  •  -: 

大 思想 は 人 を 助けん とす る 愛に. 機 ゆると き自づ と 湧 起す る も ので ある。 羅馬書 の 內容が 基督 敎的 救扬 

の 完全なる 說明 たる は 云 はす もがな、 之 を 一 の 宇宙観、 人生 觀 として 見て 偉大、 深奥、 莊 美なる 大思 

想た る は 誰 人 も 否定し 得ぬ 所で ある、 そして 何が 斯 くの 如き 大 思想 を產ん だので あるか、 これ 幾つ も 

の 解答 を 促し 得る 問題で は あるが、 a マ 信徒に 對 する 。ハウ II の 愛な くして 之の 生れなかった こと は 明 

かで ある。 され， ば 我等 は 兹に羅 馬 書を產 みし 原因の 一 として、 バウ 口 の 幾人 かの 友人の 名 を 知る ので 

ある。 プ リス キラ、 アクラ を 初めと して 玆に 記された る 二十 有餘 名の 人々— 此 種の 人々 を 慰め、 勵ま 

1*と はし， リ 

し、 敎 へんと する 愛の 迸 流が 遂に 羅馬 書の 大 思想と なった ので ある。 

カァラ ィ ル のク & ム ゥ ル傅は 世に ある 傳記 中の 最も 優秀なる 者で あらう。 彼はク „1 ム ゥヱル の 書 

翰と 演說を 出来るだけ 多く 蒐禁 し、， それに 說明を 加 へ て讀 者の 了解に 便なら しめて、 之 を 世に 提供し 

たので ある。 故に 題して 『クロム ゥヱ ル傳』 と 云 はす、 『クロム ゥ H ル の 書翰 及び 演說』 と 云 ふ。 け 

だし 彼 もし 自己の 筆 を 以て ク ロム ゥヱル の 生涯 を 描き出 さんか、 讀者 はカァ ライル を 通して ク ロム ゥ 

>1 ルを 知る ことと なりて、 その 知識 は 間接なる を 免 かれない であらう。 しかし 若し クロム ゥヱル の 書 


翰と 演說と を その ま \讀 者に 提出 するとき は、 人々 は 直ちに ク ロム ゥ エル の 姿に 接する を 得て、 其 知 

識は 直接 且純粹 なる を 得る であらう。 カァ ライル は 斯く考 へし 故、 わざと 自 已を隱 して 専ら クロム ゥ 

H ル だけ を 人の 前に 提出した ので ある。 これ 彼の ク ロム ゥ H ル傳の 特に 貴き 理由で ある。 まことに か 

の 手紙 ほど 其 人 を 能く 表 はす もの はない。 羅馬 書の 如き は 一 の 系統 ある 思想の 大 なる 發 表で あるが、 

最後に 此等 人名 錄を 見て、 此が 一 の 書翰と して 此 等の 人々 に 送られし ものなる 事 を 知りて、 此 書が 單 

たる 論文に あらす して 活ける 人より 活ける 人に 途られ し 一 の 活ける 消息で ある こと を 知る ので ある。 

實 にこの 人名 錄は羅 馬 書の 價 値と 性質と を 示す ものである。 

此の 人名 錄の 中、 三分の 一 が 婦人なる こと は 特に 我等の 注意 を ひく 事で ある。 第一 は此 書翰の 持參 

人た るフィ ベ、 第二 はブ リス キラ、 第三 は マリヤ、 この 三人に ついては 前述せ し 通りで ある。 就中 プ 

V ス キラ は バウ 口 及び 夫の アクラと 共に 主の ため 十字架 を 負 ひし 女であって、 且 その 夫より 先に 名の 

記し ある を 見れば (使徒 行傳 十八 章 十八 節、 二十 六 節、 提摩太 後書 TO: 章 十九 節に 於ても 同様〕 信者と 

しての 彼女の 優秀 は 一 般の 定評で あつたので あらう。 そして 第 四に バウ 口 の擧 げし 婦人 は テレパ イナ 

と テル ボサ である。 「彼等 は 主に 於て 苦勞 せし 女たり」 と 云 ふ。 この 二人 (多分 骨肉 か〕 は 福音の た 

めに 努力 盡瘁 せる 婦人であった。 第五に は 「愛せら る X ぺ ル シ ー に 安き を 問へ、 かれは 主に 居りて 多 

く苦勞 せし 女な り」 と 記して、 彼女が 充分に 十字架 を 負へ る 人なる こと を 示して ゐ る。 次に は ルポの 

母 を 擧げて 「卽ち 我 母な り」 と簡單 なる 一 語 を 加へ てゐ る。 以て 彼女の 價爐 ある 老婦 人な りし を 知る 

ので ある。 尙ほ 十五 節の ジ ユリ ャは 婦人で あり、 その外 「ネ リオと 其 姉妹」 の 語が ある。 かく 初代 敎 

會には 婦人 多く、 しかも 優秀に して 福音の ために 努力せ し 婦人が 多かった ので ある。 
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旣に キリストの 在世中に も 幾人 かの 婦人が 弟子の 中に ありて、 それん \s き 役目に 常り、 或 意味に 

於て 男子に まさりし こと 四 福音書に 記さる k 通りで ある。 そして 鼓に 記さる k 通り、 使徒 時代に 於て 

も 亦 婦人に 多くの 善き 信者 ありて、 彼等 は 男子に 劣らぬ 良き 働き をな したので ある。 かくて 婦人 は 基 

督敎 世界に 於て 實 的に その 使 を 示して、 その 地位 を 高め 進んだ ので ある。 由來 希臘、 羅 馬の 文明 は 

決して $1 人 を m- ん する ものではなかった。 その 社會に 於て は 著しく 尊 女卑の 風が あった。 當 時の 竹 

人贤 者の 著書 を 見る も その 婦人 觀は 一般の それと 似た ものである。 か&る 時代と 社會 にあり て、 福 昔 

は 新たに 婦人の 憤 値 を發揚 し、 婦人の 地位 を 高めし 點に 於て 全く 獨創 的であった。 これ 福音の 命 革 的 

性質 其 者の 一 表顯 である。 パゥ& は 哥林多 前書に 於て 「女の 首 は 男な り」 (十 一 の 三) との 男 主 女從主 

義 尊女卑 にあら す) を 主張しながら も、 「され ど 主に ありて は 男 は 女に 由らざる ことなく、 女 は 

男に 由らざる ことなし」 (十一の 十一) との 一 稱 の 平等 觀を 述べ てゐ る。 そして 叉 こ、 に は 其 友人 錄中 

に 幾人 かの 女性 を 擧げて 彼等 を 推奨して ゐる。 これ 當 時の 大哲學 者た る セネカ ゃシセ と雖も 到底な 

し 得ぬ 所であって、 バウ a の 革命的なる を 充分に 語る と共に、 彼 を かく 革命的に せし 福音 そのものの 

革命的 勢力た る を 知る ので ある。 

次 に 注意す べき は！ に 記されし 人々 が 皆 信仰 の男士 なること である。 或は 富者 も あ つたで あら う。 

高官に 在る 人 もあった であらう。 或は 貧き 下 曆社會 の 人 もあった であらう。 或は 奴隸 もあった であら 

う。 それが 智 愛と 信仰の 故に 一 致して 玆に 一 の 美 はしき 靈的 一 團を 形成した ので ある。 玆に 記さる k 

1 一十 七 人が パ ゥ 口 の 知れる 口 マ 信者に して 孰れ も 良き 信仰の 持主なる を 思へば、 彼の 知らざる 口 マ 信 

者 中に も 幾人 かの 良き 信者 ありし こと 勿論で ある。 以て 初代 敎會 の靈的 豐强を 知る ので ある。 


尙ほ 注意すべき は 五節 前半 r 义 その {ス展 にある 敎會 にも 安き を 問へ」 の  一 ^^2でぁる。 敎會と ありても 

今日の 敎會と は 大に違 ふ。 これ は 原語 H ク レシ ャ であって、 一の 團體 をな して ゐる 信徒 全體を 意味す 

る 語で ある。 卽ち此 場合に 於て は、 プ リス キラ、 アクラの ク ぶに 幾人 かの 信者が 度々 集會 をした 其集會 

の 人々 を 指した の で あ る。 今日 の 謂 ゆ る 敎會と 云 ふ 如き 組織的の もの は 紀元 三^紀 ま で はな か つた。 

原始 敎會 はた 愛 を 以てつな がる 兄弟 的團體 たるに 過ぎなかった。 羅馬 敎會と 云うても 別に 堂々 たる 

會堂を 所有して ゐ たわけで はない。 たぐ 信者の 家で 會合を 保つ だけの ものである。 プ リス キラの 家に 

ある 敎會と 云 ふの は 其 一 であって、 尙他 にも 之に 類す る ものが あつたの であらう (十四 節、 十五 節 を 

見よ〕。 資に 簡素な、 單 純な、 別に 教職と 云 ふ 職業的の 者 もな く、 敎權 とか 敎會 政治と か 云 ふ 此^の 

政治 組織 を まねた もの もな く、 自由な、 樂 しい 敎會 であった ので ある。 か、 る ものが 敎會 であるなら 

ば 我等 も 勿論 これ を 斥けない。 否 これ を 我等の 靈的 家庭と して 迎 へる。 然 りかくの 如き ものの みが 眞 

の敎會 である。 基督 敎が 廢淛 として 生きて 居た 原始時代に 於て は 敎會と は 凡て 之であった。 後ち 靈に 

於て 失 ひし 所 を 肉に 於て 補 はんとして 今 見る 如き 敎會 なる ものが 生れた ので ある。 

兹に 我等 は 十五 章 一 一十 五節 以下に 注意し 度い。 一 一十 四 節までに 於て パゥロ はスぺ イン 行の 計畫 につ 

い て 語った。 しかし 一 一十 五節より 一 轉 して 云 ふ r 然れど 今 われ 聖徒 を 助けん 爲に エルサレム に往 かん 

.a すけ  よろこび 

とす。 マケド 一一 ャとァ カャの 人々 エルサレム の 貧き 聖徒の ために 供給 をす る こと を喜悅 とせり ，：•： こ 

の 故に 我 この 事 を はり 此果を 付し し 後なん ぢらに 由り て イス パ 一一 ャに往 かん」 と。 彼 はかね ての 約束 

通り H ルサ レム の 貧き 信徒 を 助く るた め 異邦より 獻金を 募った。 そして 口 マ行に 先ち て エルサレムに 

至って 之 を 手渡し せんと 計った。 そして それ を實 行した。 彼はコ リントに て 羅馬書 を 認めし 後ち 兄弟 
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たちと 共に エルサレム に 向って 旅立った。 エルサレムに パ ゥ Q 排撃の 签氣 濃き は 著名の 事實 であった。 

其 地の 頑固なる ユダヤ 敎 信徒 は 彼 を 響 敵の 如く 惡ん でゐ た。 故に 彼の H ルサ レム 行 は 火焰の 上に 躍る 

が 如き 危き 者であった。 從って兄^^姉妹たちは彼の此行をひきとめんとして、 心 を こめた る 忠吿を 試 

みた。 しかし 彼 は 敢然と して エルサレム 上り を 決行した。 彼 は 生命 を 賭して 此 愛の 勤を實 行した ので 

ある。 そしても し 幸に して エルサレムに 於て 生命 を 全うする を 得ば、 西 向して 口 マに 赴き、 口 マより 

叉ス. ペインに 往 かんと 志した。 果して 彼 は H ルサ レムに 於て 身命の 危 險に會 した。 しかし 神 は 能く 死 

より 生 を 起し 給』。 パゥ 0 の 口 マ行の 望み は 徒と ならなかった。 彼 は 思 ひも よらす 囚人と して 口 マ に 

行く ことにな つた。 祌は斯 くの 如き 道 を 以て バウ 口の 口 マ行の 切望 を 達せし め 給うた ので ある。 讚美 

すべき かな 彼れ！ (事 は 使徒 行傳ー 一十 章 以下に 於て 明かで ある)。 

寺 は 紀元 五十 九 年の 春の 顷 であった と 史家 は 云 ふ。 バウ &は囚 はれの 身ながら も 春の 如き 若き 希^ 

に 輝きて、 伊太利 半島と シシリ ー 島との 間 を 北上して 半島 西岸の 港 プテオリに 上陸し、 そこより 陸路 

口 マに 上り、 口 マの 兄弟た ちと 相 合した。 其時プ リス キラ、 アクラ 以下 數十名 (又は 數百 名) の兄^^ 

姉妹.. こちの 喜び は 如何に 大 なりし か。 叉 多年 翹 望の 對 象な りし 口 マ府を 見し 時の 大使 徒の 喜び は 如何 

なりし か。 此 地に 數年を 過せ し §1、 この 大使 徒と 信者た ちの 交り は 如何に 美 はしく あつたで あらう。 

これ を 兄弟 姉妹 相爭ふ 今日の 敎會に 於て 眺めて 無量の 感慨に 打 たれざる を 得ない ので ある。 


第五 十九 講 終結 頌 榮の辭 

第 十六 章 二十 五節 以下の 硏究 

幾度 も 終らん として 終らなかった 羅馬書 は 愈々 兹に 最後に 達した。 十六 章 二十 五節 以下 はこの 大書 

翰 の 最後 を 飾 るに ふさ は しき 大 讚美で あ る。 

パ ゥ n は 十五 章 十三 節 を 以て 一 先づ此 書翰 を 了 へ しも、 追伸して 三十 三 節に 至り 玆に 再び 此 書翰 を 

了 へんと した。 しかし 叉 追伸して 十六 章 十六 節に 至って 三度び 擱筆 せんとした。 しかし 叉 追伸して 異 

論 を 戒めて 一 一十 節に 至って 玆に四 度び 擱筆 せんとした。. しかし 叉 追 仲して 彼と 共に 在る 者の 挨 後の 語 

を 取次いで 後ち 愈々 此大 書翰 も 終結に 達せし 故、 玆に 最後に 大 なる 頒 榮の辭 を 述べた ので ある。 これ 

書翰の 態より 見れば や. X 變則 であると 云 はねば ならない。 けれども 筆者の 心 は 此の 變 を 通して ® い 

て 居る ので ある。 恰も 一 の 宗敎的 集會を 催せし 場合に、 一 旦 集り を 閉ぢし 後ち 尙ほ 講師より ：t: 言す る 

所 ありて 二度び 集り を閉ぢ しも、 更に また 附言す る 所 ありて 三度び 集り を 閉ぢ、 尙 かくする こと 數问 

にして やう やく 終 はりし が 如き ものである。 これ 集會の 形式より 見れば 明かに 混亂 であるが、 却て そ 

の 中に 靈的 生命 の 豊か さが 見 ゆるので ある。 

羅馬書 は 偉大なる 書翰で ある。 そして 劈頭の 語 (一章 一節より 七 節まで) が 偉大で ある。 これに 應 
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じて 比 ハ終尾 の 榮 の 語が 偉大で ある。 莊 _K な る 殿堂 を 飾 る ベ く 、 其 表門と 裘門 とが 莊！^ なので ある。 

われ 等 は 今 この 莊麗 なる 襄 門に 全 注意 を 注 集すべき である。 この 頌榮の 辭は三 節に わたって 居る けれ 

ども、 實は全 體でー のセ. g ァ. 一;^" をな して 居る ので ある (最後の ァメン は 別と して)。 邦譯 聖書に 於ても、 

英， ぶ臀に 於ても、 やはり 一 成文と なって 居る。 原文に 於て は 九つ の 句より 成る 一 成文で 五ト四 字よ 

り 成り (冠詞まで 加算して)、 必 しも 混雜 した 文で はない が、 邦譯に 於て は 邦文の 性質 上 頗る 混雜し 

た 文に なって 居る ので ある。 故に 左表の 如く 一  句々 々に 分析して 研究の 便 を 計り 度い。 こ k に バウ 口 

は 僅か 一 成文の 屮に 彼の 廣汎 なる 基督 敎 思想 を應摔 したので ある。 故に 一 句 ごとに 思想が 新しくなる。 

甲の 句が 一 の大 思想 を傳 へれば、 叉 乙の 句が 別の 大恩 想を傳 へる。 故に 一お々々 に 深き 注意 を拂 はね 

ばなら ぬ。 

汝等を 堅固う し 得る 者に 

我 福音に 依りて 

イエス キリ ス トの宜 傅に 依りて 

奥義の 啓示に よりて 

永き 間 世に 隱れ たりし も 

. 今顯 はれ 

窮 りなき 神の 命に 由り 

預言者た ちの 紫 書 を 以て 

信仰の 服從に 入らし めんた めに 


萬國の 民に 示された る 

獨ー 審智の 神に 

低々 限りた く 

イエス キリス 卜に 由り て 

榮光 あらん こと を 

この 頌榮 の辭の 中、 根幹と いふべき は 「汝等 を 堅固う し 得る 者に、 卽ち獨 一審 智の 神に、 世々 限り 

なく、 ィ H スキ リストに 由り て榮光 あらん こと を」 の 句で ある。 あと は此 根幹に 附隨 する 枝 紫で ある。 

勿論 枝葉と 云うても 大切なる もので は あるが、 先づ 注意すべき は 右の 根幹で ある。 「汝等 を 堅固う し 

得る もの」 は卽ち 「獨 一審 智の 神」 である" 信仰 は 神より 與 へられし もの、 叉 信仰生活の 堅 立 は 神の 

導きに 依る ので ある。 祌は彼 を 信す る 者 を 堅固う し 得る ので ある。 卽ち 堅固う する 力 を 有し 給 ふので 

ある。 ぁ& かの 幾人 かの 信者 を 作れり と誇稱 する 輩 は 何者 ぞ。 然 らば 汝は花 を 造り 得る か、 樹を 育て 

得る か。 「我 は 種 ゑ アポロ は灌 ぐ、 長つ る 者 は 惟" 神な り。 種うる 者 も灌ぐ もの も數 ふるに 足らす、 

惟.^ 貴き は 長つ る 所の 神な り」 と ある (コ リント 前書 一一 一の 六. 七)。 傳道者 はいかに 大 なる 倒き をな すと 

も、 信者 を 造り、 育て、 堅固う する こと は出來 ない。 之 を爲し 得る はた 神の みで ある。 故に 「神 は 

終まで 汝等を 堅く し、 我等の 主ィ H スキ リストの 日に 於て 汝 等に 貴な からしむ」 (.コ リント 前書 一 の 八) 

と 云 ひ、 また 「汝 等の 心の中に 善き ェを 始めし 者 これ を主ィ H ス キリストの 日までに 全うすべ しと 我 

ふかく 信す」 (： ビリビ 書 一 の 六) と 云 ふ。 バウ C1 は 信仰 を 堅固う し 得る 所の 獨ー 審智の 神 を 讚美す るので 

ある。 
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次に 注意すべき は 「世々 限りなく ィ エス キリス トに. E りて 榮光 あらん こと を」 と バウ 口が キリス ト 

を 通して 神 を 讚美した ことで ある。 キリスト を 以て 祌と 人との 仲介者と なし、 彼 を 通して 神と 交 はり 

彼の 故に 罪を赦 され、 彼 を 以て 永生 を與 へらる、 との 事 は！ i 昔 的 基督教の 基調で ある。 今や 彼 を 除き 

て祌を 信す る 事が 流行し、 基督 信者と 稱 する 者の 中に さへ キリスト を 大敎師 とのみ 晃る者 多き は、 パ 

ゥ E1 の此 心と 全く 正反對 なる ものである。 キリストの 外に 救な しと は 福音 的 救 濟の根 本義で ある。 パ 

ゥ B は此大 なる 頌榮 の辭の 最後に 「ィ H ス キリス トに 由り て」 の 一 句 を用ゐ て、 彼の 抱け る 此の 篤き 

信念 をお のづ から 表 はした ので ある。 

以上の 讚美の 語が 廿五、 六、 七 節の 根 斡で ある。 パゥ 51 の 頌榮の 辭の骨 は 之 だけで ある。 しかし 之- 

に 附隨 せる 各：？ が义  一 つ 一 つ 重大なる 思想の 發表 である。 个 それ を 概觀し 度い。 第一 の 句 は 「我 福 昔 

に 依りて」 である。 神 は 福音に 依りて 信徒 を 堅固う する ので ある。 「我 福音」 と ある も^に 普通の 福 

音と 異なる もの を 指した ので はない。 これ バウ 口 特有の 語に して、 彼 は 一 一章 十六 節に 於て 义提摩 太 後 

書 一 一章 八 節に 於て 同 一 の 語 を 用 ひて ゐる。 けだし 我說く 所が 純正の 福音なる こと を 確信し 居た る 彼 は" 

時に この種の 語 を 用 ひたので あらう。 「われ 等に もせよ： 大 よりの 使者に もせよ、 若し 我等が 曾て 汝等 

に傳へ し 所に 逆 ふ 福 昔を汝 等に 傳 ふる 者 は詛 はるべ し」 (ガラ テャ書 一 の 八〕 と 云 ひし 程の。 ハ ゥ 口で ある- 

彼の この 確；！ を 知りて 「我 福音」 なる 語が 決して 偏狹 傲慢 を 意味せ ぬ こと を 知る ので ある。 次の 句 は 

「イエ ス キリストの 宣傳に 依りて」 である。 神 は 福 昔に 依り 叉 キリスト 宣傳に 依て 信徒 を堅间 うする 

ので ある。 キリスト を宜俾 する こと、 彼と その 生涯、 その 十字架、 復活、 W 臨 を 人々 に 宣べ傳 へる こ- 

と、  彼に 關 する 審の 外は官 一べ ざる こと、 これ 卽ち キリスト- K 傳 である。 そして； i 昔と 云 ふ は 要するに 一 


キリス ト宣傳 に 外ならぬの である。 

次に は 「奥義の 啓示に よりて」 の 句が ある。 イエ. ス キリストの 宣 傅に 依りて と 云 ふこと を 言 ひかへ 

れば 「奥義の 啓示に よりて」 である。 そして 此 奥義 は 「永き 間 世に 隱れ たりし も今顯 はれ」 たもので 

ある。 「我等. の 語る 所 は隱れ たりし 神の. 奥義の 智慧な り、 こ は 創世の 先より 神の 豫め 我等 をして 榮を 

得し めんが 爲に 定め 給 ひし ものな り」 と バウ 口 は 曾て 云うた (コ リント 前書 二の 七〕。 その 通り、 豫め定 

めら れては 居た が 隱れて 居た ので ある。 その 隠れて 居た ものが 今 神の 獨 子の 出現、 その 生涯、 その 十 

字 架、 その 復活に 依りて 明かに 啓示せられ たので ある。 これ 卽ち バウ 口の 謂 ゆる 「我 福 昔」 である。 

我 福 昔と 云 ふ も 決して 自己 創造の 敎 ではない。 神より キリスト を 通して 啓示 せられた 敎 である。 もし 

福音が 人間 創造の 敎 ならば 之に 眞の 生命 はない。 たと ひ榮 ゆる も 朝 に^きて 夕に 枯る& 野の花の 榮の 

如き ものである。 叉 その 宣傳 者た る バウ 口 その他の 使徒た ちに、 かくの 如き 巖 よりも 堅き 確信と 火よ 

り も 熱き 熱心と を與 へ た 害が ない。 まこ とに 福音が 神 の 啓示 なれば こそ、 彼 は その 宣傳 のために 凡て 

を拋 つて 毫も 悔いす、 鷲の 如く 翼 を 張って 上った ので ある。 

そして 此 奥義の 今 啓示せられ たる は 「限りなき 神の 命に 由り」 である。 永遠に 在す 神 は 玆に此 時 を 

以 て 此 奥義 の 啓示 をな す こ と を 自ら 定め 給うた ので ある。 卽ち この 福音 は 全然 神 の 意志より 出で た の 

であって 何等 人の 心に 俊據 しないの である。 叉此 奥義の 啓示 は 「預言者た ちの 聖書 を 以て」 である。 

卽ち舊 約 聖書 を 以て 神の 啓示 は 行 はれた ので ある。 但し 「永き 間 世に 隱れ たりし も」 と ある 通り、 キ 

リ ス ト 出現 以前に は舊約 聖書の 眞意も 人々 に は 充分に 分らなかった ので あるが、 今 キリ ス ト 出現の 故 

に その 眞意 明かと なり、 こ、 に 聖書 を 通して 祌の 啓示 は 行 はる & ことと なった ので ある。 勿論 聖書 以 
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外に 架靈の 指導 は 不可 缺 である。 しかし 聖書が 此新 啓示の 手段と なった こと は 明かで ある。 「聖書 

(舊 約) は汝 をして キリス トイ H スを 信す るに 因りて 救 を 得しめ ん爲に 智慧 を予 ふるもの 也」 と バウ 

口が 後年 テモ テに說 きし を 見よ (テ モテ 後書 三の 十五し。 尙ほ 最後に 此 啓示 は 「信仰の 服從に 人ら しめん 

ために 萬國の 民に 示された る」 ものである。 啓示の 目的 は 世界 萬 國の民 をして 神に 歸 屬す るに 至らし 

めんた めで ある。 げに キリストの 幅 音の 目的 は 之で ある、 決して 之れ 以下で はない。 福 昔の 本質 は あ 

くまで 抱 世界的で ある、 全人 類 をして 神に 信從 せし むる にある。 神 は 之 を 目的と して 常に 全人 類 を 招 

きつ k ある。 然り 常に 全人 類 を 招きつ k ある。 

以上の 如きが この 犬なる "頌榮 の辭の 大意で ある。 今大體 原文 の 順序に 依て 之 を 解りよ く 云 ひ 直せば 

大凡 左の 如くで ある U 

汝等を 堅固う し 得る もの は 神で ある。 神 は 一 i 昔に 依りて 汝等を 堅！： うする ので ある。 換言すれば 

イエ ス キリストの 宜 傅に 依りて 汝等を 堅 M うする ので ある。 又 換言すれば 奥義の 啓示に 依りて 汝 

等 を 堅固う する ので ある。 —此 奥義 は 永い 間 世に 隱れ居 たれ ど今顯 はれた ので ある。 その 顯 はれ 

たの は窮 りなき 神の 命に 由る のであって、 舊約 聖書 を 通して 顯 はれ、 a 萬國の 民に 彼等 をして 信 

仰の 服從に 入らし めんた めに 示された ものである。 —かくの 如くして 汝等 を堅间 うし 得る 祌に、 

卽ち獨 一 睿智の 神に、 世々 限りなく、 ィ H スキ リストに 由り て榮光 あらん こと を 願 ふ。 

まことに 多くの 擧 者の 云へ る 如く、 こ の 頌榮 の 中に 羅馬書 全 體が耍 約 せら れて 居る ので ある リ 

神の 榮を 讚美す る こと は 基督 者が 凡ての 場合に 於て 爲 すべき ことで ある。 如何に 犬なる 成功 を 以て 

a- 舞 はる. -も、 彼 は 之 を 自己の 力に： g して はならない。 之 を 全然 神の 力に 歸 して その 榮を 讚美せ ねば 


ならない。 叉い かに 大 なる 不幸に 食しても 神 を 無慈悲と して はならない。 やはり 祌を 讚美せ ねばなら 

ない。 大 災禍に 會 して 「われ 裸に て 母の 胎を 出で たり、 叉 裸に て 彼 處に歸 らん、 エホバ 與へ M ホバ取 

り 給 ふなり、 H ホバの 御名 は 讚むべき かな」 と 云 ひし ヨブ は 我等の 好き 模範で ある。 大書 翰 を 認めて 

その 最後に 何等 自己の 力 を 思 ふこと なくして、 凡て を 神に 歸 して 美 はしき 1、 榮の辭 をと ぐめ たる 大使 

徒 バウ & は 我等の よき 模範で ある。 

げに然 り、 凡て は 神より 出づる ものである。 人 はたぐ 神に 使役 せられて 彼事此 事に 當 るに 過ぎない- 

人に 何 かの 能力 ある も それ はもと より 天賦で ある。 人に 何の 誇る 所が あり 得よう。 人 は 神の 前に 立ち 

て 絶對の 謙遜 あるの みで ある。 彼 は 事に 當 りて 常に 獨ー 睿智の 神 を 讚美すべき である。 一 の 事 を爲し 

了へ て祌を 讚美し 一日 を 募し 了り て祌を 讚美し、 一週 を、 一月 を、 一年 を 送り 了り て 神 を 讚美すべき 

である。 囘 顧して 自己に 何 かの 善き を 見出す は 未だ 信仰の 不純なる 者で ある。 そして 此世を 去る の 時 

御 許に 召さる、 の 時 愈々 來 らば 一生 を囘 顧して、 自己の 功績 を 思 ふこと なく、 凡ての 良き 事 を 祌に歸 

し、 以て 聲 高く 頌榮の 辭を述 ぶべき である。 大 著述の 最後 を 頌榮を 以て 結びた る 大使 徒になら ひて、 

我等 も與 へられし 我 小 生涯の 最後 を 頌榮を 以て 結ぶべき である。 我等 をして 今 も、 後 も、 いつまでも 

神 を 讚美せ しめよ、 然り祌 を 讚美せ しめよ。 

以上の 如きが 實 にこの 偉大なる 書翰 を 結ぶ 所の 大 讚美の 辭 である。 バウ £1 ならで 羅馬 書が 草せられ 

なかった やうに、 彼なら でか &る大 なる 頌榮 の辭は 出でなかった に 相違ない。 その 一 語 一 語、 一 節 一 

節 を 見よ。 空しき 語 は 一 つもない。 その 一つ 一 つが 直大 なる 思想の 懕縮 である。 大著 述を なして 後 も 

大使 徒の 力 は 少しも 衰へ すして、 その 終に かくの 如く 盛なる 靈的 生命 の 結晶と も 云 ふ ベ き大 讚美が • 
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彼の 魂の 底より； 大に 向って 舉 がった ので ある。 襄 それ 自身が 資に壯 美なる 事で ある。 これ ぞ眞 の？；^ 龍 

點睛 である。 これあって 羅馬書 は 永久に 世界 第一 の 書で ある。 


第 六十 講 羅 馬書大 觀 - 


凡て 書物 を讀 みたる 後に 於て 忘れ 得ざる もの は 大體の 印象で ある。 勿論 その 中の 重要なる 筒 處も亦 

忘れ 難き もので は あるが、 婕も强 く 永く 我心に 留まる は 其 全 體の空 氣 である。 恰も 花^き 3 ふ赛野 

を 逍遙， せし 後に 於て、 侗々 の 花の 忘れ 難き も あれ ど、 むしろ 花の 野に 身 を 浸して その 香に 醉 うたと い 

ふ 事 その 事が 最も 强き 記憶と して 殘る たぐ ひで ある。 羅爲蒈 を 請み 了へ し 後の 感も 亦同樣 である。 そ 

の 三 章 後半、 或は 七草 後半、 或は 八 章 全 體と云 ふ 如き 著しき 箇所が 我等の 記憶に 强く る こと は事實 

である。 けれども^ 强く 我等 を 動かす もの は、 大體の 印象で ある。 今 こ k に 此大體 の 印象 を 述べて 置 

きたい。 これ 卽ち羅 rell 書 大觀 である。 

羅 -istt: 全 I 似に 關 する： * を 講 述の 題目と する 時 は^ 他に も 多い。 . 二三の 例 を あげれば、 li 馬 の 世界 

歷^.^ に於け る 影響と 云 ふ 如き は 確かに ".^,n き 題目で ある。 ル. ー テルの 宗敎 改革の 如き K 史的 大 革新が 

彼の 書 研究、 殊に 羅 書 研究に 源を發 せし 如き その 最大なる ものである。 その他 此 書の 研究 は 幾度 

も^-的革新の源^；^となったのでぁる。 或は 义. 幾人 かの 偉人 傑士の 羅 -iil 書 觀=此 書に 對 する 見方 或は 此 


書より 得し 印象 等"： を學 ぶこと も 確かに 與趣 深き 事で ある。 その他 この 書に ついて 學 ぶべき こと は 多 

いけれ ど、 今 は 暫く これ を 省略して 置く。 

0  0  0  0  0  0  S©0®®^®S30^©®®0©30© 

羅馬 書を讀 了して 受 くる 第一 の 印象 は、 それが 信仰 第一 の 書で あると 云 ふ 事で ある。 信仰に よりて 

義 とせられ、 信仰に よりて 潔め られ、 信仰に よりて 榮 化せら る。 信仰 を 以て 始 つて 信仰 を 以て 進み 信 

仰 を 以て 終る、 之を說 いたのが 羅馬 書で ある。 羅馬書 は 勿論 愛を說 く、 又 望を說 く。 その 愛を說 きし 

トニ、 十三 章の 如き、 その 51- を說 きし 八 章の 如き、 いづれ も 著しき 所では あるが、 しかし 羅馬書 全 1^ 

に 漲れる 空氣は 信仰 第一 の それで ある。 バウ ロは银 法に 信仰 を對 立せ しめて、 後者 を 以て 前者 を 打ち 

破った ので ある。 かくして 奮き 律法 時代に 暇 を 告げて、 新しき 仰 時代の 到 來を公 宜した ので ある。 

これが 卽ち羅 馬 書で ある。 此書 は實に 信仰 時代の 嵴を吿 げる曉 の 鐘の 昔で ある。 

000000000  3  rc)  3  ©  S  © や) 0  G  0  S  ©  e  ®  s  s  し I  、 、 

第一 一に 受 くる 印象 は、 此 書が 恩 惠の 書で あると 云 ふこと である。 神の 人に 對 する 道は絕 is 的 a=s? て 

ある。 神 はた 恩惠を 以て 人を義 とし、 人 を 救 ひ 給 ふ。 「キリスト は 我等の なほ 罪人た る 時 われらの 

ために 死に 給へ り、 神 は 之に よりて 其の 愛を彰 はし 給 ふ」 (五の 八) と ある は羅馬 書の 大 主張で ある。 

我等が 罪人で ある こと は 少しも 神の 恩 惠の發 動 を 妨げない。 否^ 人 を 救 はんため にこ そ 彼 は その 獨子 

を 世に 賜 ひて、 彼 をして 十字架に 人類の 罪を喷 はしめ て、 以て 罪人の 赦 され 且救 はる、 道 を 開き 給う 

たので ある。 事 は 何等 人の 功に 由らない、 又 人の 願に 由らない、 只專ら 神の 自發的 行動に 屬 して ゐ る- 

故に 絕對 的恩惠 である。 此事を 極力 鬧 明す るの が羅馬 書で ある。 

神 はかく 只 恩惠を 以ての み 人に 對し給 ふ。 人の 功なくて 救 はる、 の 道 は 旣に備 へられて ゐる。 故に 

人 は 只 此の ま、 神に 立ち 歸 りて 信從の 生活に 入り さへ すれば 宜ぃ。 實に 簡易の 極と は此 事で ある。 然 
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るに 多くの 人 は 此事を 知らない。 神が 手 を 開いて 齊 物を與 へんと しつ、 ある を 知らない。 故に 此の 恩 

惠の屮 に 己 を 投げ入れようと しないの である。 叉 信者と 雖 もこの 福音の 中心的 生命の 所在 を 充分に 知 

ら ない。 故に 信仰生活 を 以て 努力 作 善の 連 緩と 誤 想す る。 そして 其のた めに n 十く も旣に 疲備) しっくし 

て 信仰生活の 弛緩 無力 を 生む ので ある。 これ 一 に 神の 恩 惠の眞 性質 を 知らぬ 事に 起因す る。 まことに 

今：：： の 基督 信者 はた 恩 斑 § 々々と 叫ぶ のみであって、 この 恩惠の 何で あるか を 知らないの である。 パ 

ゥロは 信仰 巾 心の 人で あつたが、 その 基に 祌の 恩惠、 神の愛 を 置いた 人であった。 卽ち祌 が 先 づ愛を 

以て 人に 對す るが 故 に 之に 感激して 人が 信仰 を 起す ので ある と 彼は說 く。 實 に恩惠 なくし て 一 i 昔 はな 

い ので ある。 羅馬 誓が 神の 恩惠を 何よりも 先に 立 つ る 書で ある こと を 忘れて はならない。 

基督教と 云 ふから とて 之 を 他の 謂 ゆる 宗敎と 同 一 列に 5!^ く は 誤って ゐる。 基 赞敎は 謂 ゆる 宗敎 では 

ない、 神より 人への 啓示で ある。 宗敎は 人が 神 を 求む る ものであるが、 茶 督敎は 神が 人 を 求む る もの 

である。 故に 前者 は 人の 努力、 工夫、 攻究、 修養、 論理、 修道に 重き を 置く に 反し、 後者 はた 神の 

恩惠の 受納 を 主眼と する ので ある。 自己が 種々 の 方法 をめ ぐらして 神に 近より ゆく のが 普通の 宗敎で 

あって、 た 恩惠を 受けて 感謝 喜悅に 入る のが 基督 敎 である。 かく 此 世の 宗敎と 神よりの 啓示た る 福 

音 は相逮 して ゐる。 地の 產と 天の 產 との 間に は 或 根源 的の 相違が あるので ある。 然るに 人 は 多く 此區 

^を 知らす して、 或は 比較 宗敎學 の 立場より、 或は 努力 修養の 道より、 或は 論理 攻究の 道より して 幅 

音の 生命に 達せん とする。 これ ドクトル • ヂ ヨンソンの 謂 ゆる 牡牛より を 掉 取 せんと 願 ふの 類で あ 

る。 赤子の 心 を 以て 謙 だり て 神の 與へ給 ふ 生命 を受 くる こと、 之が 救 ひに 人る 唯一 の 近で ある。 神 は 

人 を 求めつ- - ある。 彼 は 人が 努力 修 m 一の 險跻 を經て 近より 来る を靜 かに 待ち 給ふ祌 ではない。 神 は 常 


に 人 を 求めつ & ある。 兩 手に 珠玉 を滿 載して 人々 が 手 を 仲ば して 受取る の を 待ちつ i ある。 人 は 信仰 

を 以て 之 を 受けさ へ すれば よい。 それより 眞の 生命 は 臨む ので ある。 

羅馬書 は 以上の 如き 事 を 傅 ふる 書で ある。 從 つて 信仰 を 以て 此恩 惠を受 くる 態度 を 人に 要求す る 書 

である。 しかしながら 斯 かる 態度に 入る に當 つて 先づ 必要なる は、 如何にして 神の 前に 碗た らん かと 

の 問題 を 心に 強く 抱く ことで ある。 自己の 積雜 汚濁に 堪へ 兼ねて 聖き 神の 前に 己 を 置く に堪 へす、 神 

の 刑罰に 當然 依す る こと を 認めて 苦惱 重く 心を壓 し、 いかにして 神の 前に 義 たらん かとの 問題に 惱む 

人、 斯る 人に 取りて は 羅馬書 は 絶好の 伴侶で ある。 羅馬書 は 要するに 此 人生の 最 難問題に 對 して 明確 

にして 设後 的の 解答 を與 へ、 以て 心の 重き 苦悶 を 取 去りて、 晴天 白日の 境に 人 を 引き出 だす もので あ 

る。 卽ち 人の 提供す る義 にあら すして 神の 提供す る義、 人に ある 所の 義 にあら すして キリスト にある 

所の 義、 この 義を 凡て 信す る 者に 賜 ふこと を羅馬 書は敎 へて、 人々 をして 動かざる 歡 喜の 世界に 入ら 

しむる ので ある。 。ハウ a は 腓立比 書に 於て 此事を 述べて 「信仰に 基づきて 神より 屮 r 、つる 義、 すな はち 

徐 法に 因れる 已が義 に 非す、 キリスト を 信す るに 由れ る 所の 義を 有て」 と 云うた (三の 九〕。 この 義を 

人に 與 へて 人の 罪の 苦悶 を 取り去る のが 羅馬書 に 謂 ゆ る 福音 である。 故に 羅馬書 は 此むづ かしき 問題 

に 苦 I？ せる 人の 讀 むべ き 書で ある。 

然し 乍ら 如何にして 義 たらん かと 云 ふ 如き 問題 を 抱かぬ と 云 ふ 人が 此 世に は 數 かぎりなく 在る。 し 

かし 乍ら 此事は 決して 此 書の 普 汎的惯 値 を 損する もので はない。 何と なれば 人が 眞に 人生に 目 ざめ し 

時、 眞に 自己の 實相を 知り その 最 深の 要求 を 探り あてし 時、 人が 最も 眞 面目に なりし 時、 か、 る 時に 

必す 心に！？ S 起す る もの は此 一 問題で あるから である。 故に 誰 人 も 羅馬書 を 讚むべき である。 八， 日の た 
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めに 义は 他日に 備 ふるため に 誰 人 も 羅馬書 を讀む べきで ある。 そして 此書 に 示されし 如き 福 昔 の 道 を 

經て、 此 書に 示されし 如き 生命に 入るべき である。 これ 此 世に 生を享 けし 人が 他の 凡ての 事柄に まさ 

りて 全 注意 を獻 ぐべき 人生 第一 の 業で ある。 

尙ほ 注意すべき 一事が ある。 「ィ H ス キリストの 僕パゥ 口」 を 以て 始まりし 此書 は、 最後に r 獨ー 

審智 の祌」 を 讚美して 終った。 彼 は先づ キリストの 僕と して 自己 を 全く 彼の 下に 隱 して 紹介し、 そし 

て 最後に は 神 を 讚美す るの みに て 少しも 自己 を顯 はさない。 もとより 强き 特徵を 有って ゐた 彼の 事で 

あるから 到る 處に 彼の 精神 は鮮 かに あら はれ、 殊に 七 章 後半の 如き 痛烈なる 自己 一 身の 告白な ど あり 

て、 此 書を讀 みし 後ち に 於て 著者た るパゥ B 彼 自身が 可な り 强く讀 者の 心に 殘るは 自然で ある。 しか 

し： f 疋れ 求めて 爲 せし 所ではない。 彼 は 偏に 自己 を顯 はさ じと 努めた ので ある。 彼 は 「我 名に 托 りて バ 

プ テス マ を 施す と 人に 言 はれん こと を 懼れ」 (コ リント 前書 一 の 一 五) て、 つとめて パプ テス マ 施行 を 避 

けた 人であった。 また 「言と 智慧の 美た る を 以て …… 祌の證 を 傅へ」 なかった。 これ 自己の 力 を 以て 

人 を 一 i 音 に 惹くを 虞れ た からであった。 「蓋なん ぢ らの 信仰 をして 人の 智慧に 由 らす神 の 能に 由ら し 

めんと 欲へば なり」 と 彼 は 一 百うて ゐる (コ リント 前書 二の 一 ー 五〕。 彼 はかく 常に 注意して 己を隱 して 神 

と キリス ト とを顯 はさんと した 人であった。 故に 羅馬 箐を讀 みて 彼の 姿が 可な り 强く見 ゆると は 云 ふ 

ものの、 それに も增 して— 然り幾 十倍 も增 して I 强く見 ゆる もの は祌と キリストの 姿で ある。 實に此 

書に 於て 神の愛と キリ ストの 救と は バウ n の 凡ての 特徵を 押しの けて 立って ゐる。 然り 神と キリ ス ト 

は滿 天の 輝き を 受けし 如き 鮮 かさ を 以て 立って ゐ るので ある。 故に 此書を 讀んで 更に 知り 度く 思 ふ は 

バウ 口で はなく して、 祌と キリスト である。 バウ 口 が 極力 自己 を隱 して 顯 はさんと した 此の 神、 キリ 


スト は 何で あるか、 その 愛、 その 救に ついて 尙ほ 深き 知識 は 如何にして 得べき かと、 人々 は此 研究に 

對す る 熱心 を 燃やす ので ある。 この 意味に 於 て 羅馬書 は 大 なる 傳道書 で あると 云 ふべき である。 

之 を 要するに 世界最大の 書と 云へば、 之 を 羅 馬 書の ほかに 求む る こと は 出来ない。 此 世に 大作と 云 

にる、 もの、 名著と 云 はる、 もの は 少なくな いが、 羅馬 書に 比して は 其 光 を 失 ふので ある。 ゲ ー テの 

フ ァゥ ストの 如き を 近代 人の 聖書と 云 ふ 人 ある も、 到底 羅馬 書と 比する こと は 出来ない。 其 他 ダンテ 

の 神曲と 云 ふもシ ヱ ー タス ピャの ハム レツ トと云 ふ も、 尙ほ之 等と 比肩す るに 足る ベ き 大作と い ふ も 

到底 羅馬 書と 光を爭 ふこと は出來 ない。 誰か 臨終の 時に 當っ て 世の 謂 ゆる 大作に 依て 慰められ 得よう 

か。 しかし 乍ら 死に 處 しても 生に 處 しても、 如何なる 場合に も 常に 人生の 最大 伴侶た る は羅馬 書で あ 

る。 故に 之に まさる 貴き 書物 は此 世に なハ ので ある。 
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维者 曰 ふ、 約說. 货は 原稿で ある、 畔上 若の .1 暴に 次いで 之を掲 ぐる は 重複の 嫁 ひ あ リと雖 も. 聖書の 言 は幾囘 

115: 複 する も 益あって 窖 がない * 讃者が前後兩編を合せ讀んで更らに！^くパ 口 の言を味はれん事を5^む。 


竹： SI 講 I 第二 十八 講約說 を缺く 


第二 十九 講約說 


〇 信者 は 罪の 内に 居て はならない、 卽ち罪 を 其 習慣 性と なして はならない (六窣 一節)、 1§ より 全く 

脫 出した ければ ならない、 而 して 救扬の 第一歩 は 罪の 統治 權 より 脫 する 事で ある、 彼に 在りて 扉 は fl^ 

くな り 義は强 くなる 事で ある、 彼 は 斷然罪 の 配 f より 離れて 義の 生涯に 入るべき である (十二、 十一 一 I 


節)、 而 して 是れ 彼の 爲し能 ふ 事で ある、 そ は 彼 は 信者と なりて 恩惠の 下に 在りて *；5： 法の ド にあら ざ- 

るが 故に、  罪 は 彼の 上に 主 權を揮 ふ 事が 出来ない からで ある、 其 理由 は 後に 明かで ある。 

〇 信者 は 罪の 支配より 脫 せねば ならぬ、 而 して 更に 進んで 完全の 人と ならねば ならぬ、 は 痕跡 だ も. 

留めぬ 者と ならねば ならぬ (十五 節)、 彼 は 恩惠の 下に 在れば とて 如何なる 罪と 雖も之 を 犯すべく 許 一 

されない ので ある (馬 太 傳五章 BI 八 節、 胖立比 書 二 章 十五 節參考 )、 而 して 此 事た る 神が 信者より 要 

% め 給 ふ 事であって、 又 彼に 在りて 爲し給 ふ 事で ある、 神 は 命令 を 發し給 ふと 同時に 能力 を 供給し 給 

ふ、 彼の 命令に 必す實 行 可能の 約束が 伴 ふ、 何々 する 勿れ、 何々 すべし と 曰 ひて 單に實 行 を 迫り 給 ふ 

ので はない、 「罪 は汝 等に 主たる 事なければ 也」 と 言 ひて 命令 執行の 可能 を 肯定し 給 ふ、 故に 信者 は 

祌の完全要求に對して失ぱ1^.-落膽してはならなぃ、 「神の 意 旨は汝 等の 潔 からん 事な り」 と ある (： テサ。 

_1 ケ 前書 S 章 三 節)、 是れ 神が 信者 が^さん 事 を 欲し 給 ふ 事であって、 同時に 叉 神が 彼に 在りて 爲し給 

ふ 事で ある、 聖書 を讀 むに 方て 神の 命令 (imperativeH) と共に 彼の 肯定 (affh.matives) ある を 忘れて 

はな もない。 .1. 


第三 十 講約說 


〇 信者 は 自主 自由の 身で はない、 彼 は 何事 も 彼の 自由意志 を 以て 決定して 之 を 行 ふ 者で はない、 さ，？ 
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思 ふの は大 なる 間違で ある、 信者 も 亦奴隸 である、 其點に 於て は 不信者と 異ならない、 信者と 不信者. 

の 異なる 點は 共の Its? する 主人に あるので ある、 不信者 は 罪の 奴隸 であるのに、 信者 は 神の 奴隸 であ 

る. 人 は M 人 も 全然 自. m たる 能 はす、 何者に か 仕へ ざる を 得ない ので ある、 神に 仕へ ざれば 惡 魔に 仕 

へ、 神に 仕へ て 初めて 惡 魔に 仕へ ざるに 至る、 而 して 基督 信者と 云 ふ は 別の 者で はない、 悪魔の 僕た 

る を廢て 神の 僕と なった 者で ある、 恰 かも 昔の 日本 武士の 如き 者で ある、 何れ かの 諸侯に 仕へ ざる を 

得ない、 ； H ふるの 主な き 者 は 浪人で ある、 其 如く 人 は 何人も 何者かの 僕と なりて 惡 魔に 勝ち、 罪に 勝 

ち、 肉に 勝ち、 自己に 勝つ 事が 出来る ので ある、 彼 は 前に 罪の 又 汚據の 僕であった (十六、 十七、 十 

九 節)、 然れ ども 今や 神の 恩惠に 由り て 順 (信仰) の 僕 (十六 節)、 義の僕 (十八 節)、 又 神の 僕た 

るに 至った (廿ニ 節)、 然れ ども 依然として 扠僕 である、 パゥ 口 は 自己 を稱 して ィ H スキ リストの 僕 

SB と 云 ふた、 而 して キリストの 奴隸 たる は 名 譽の絕 頂で ある、 眞 正の 自由 は玆に 在る、 神に 救. 

はる、 は 彼の 捕虜と なりて 彼の 意 旨の 儘に 使 はる k 事で ある。 


第三 十 一 講約說 

〇 宗敎の 種類 は 多し と雖も 律法 I 道德— を 不用と する 宗敎は 唯一 つで ある、 それ は 基督 敎 である、 眞 

の 基督 敎は道 德錢棄 を 主張して 憚らない， ので ある、 基督 敎が 危險視 さる、 は實は 其の 爲 である リ 


〇 然れ ども 基督 敎は 危險 に 見えて 少しも 危險で な い 、 基督 敎 は 過激 主義 や 極端な る 社 會キ： 義とは 全然 

n-ooooooooo  00  00  00000000 つ 0000 つ 0  5 ゲ 

根 木 を 異にする、 キリスト は 完全に 律法— 道德 ー の 要求に 應 じて 之 を 不用なら しめ 給 ふ， 律法に 逆ら. 

つて はない、 之に 順 \n」 實際 的に 之 を 廢棄し 給 ふたので ある、 加 拉太書 五章廿 二、 三 節に 曰へ るが 

み. 000001- 

如し、 「靈の 結ぶ 所の 果は 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 搏節、 斯 くの 如き 類 

を禁 する 律法 は ある 事な し」 と、 完全に 律法に 適 ふ 人と たりて 其 人に 對 して 律法 は 死し、 律法に 對し 

て 其 人 は 死す るので ある、 キリスト は如斯 くにして 律法 不用の 人となり 給 ふた、 而 して 其の 如く 亦 信 

者 も 信仰に 由り て キリス ト と同體 になって 律法に 封して 死し、 叉 律法 は 彼に 對 して 無能と なる ので あ 

る、 基督 敎に 在りて は 律法 魔 棄は擧 者の 空論で ない、 實際 的事實 である、 良心の 命令 を 無視して 道德 

の 範圍 より 脫 出せ ん とする ので はない、 充分に 良心 の 耍 求を滿 足せ しめて 道德 の 必要な からしむ るの 

である 0 

〇 「儀 文の 舊 きに 由ら す、 靈の 新しき に 由り て 事 ふ」 (第 七 章笫六 節)、 道 德は舊 い 者で ある、 舊 いが 故 

に權 威が ある、 而 かも 其權威 たる や 外より 臨む が 故に 威壓 的で ある、 我等 道德に 由て 完全な らんと 欲 

して 機械的に して 消極的 ならざる を 得ない、 靈卽ち 聖靈は キリ ストに 由て 初めて 臨む 者で ある、 故に 

嶄新 である， 而 して 我等の 靈に 降りて 內 より 働く が 故に 其 行動た る や 自由であって 積極的で ある、 常. 

に 古への 聖人 を 顧みて 其 聖訓に 則りて 行 ふので はない、 今、 目下 我が 內に 在し 給 ふ 神の 靈に勵 まされ 

て其聖 皆の 儘に 動く ので ある、 基督 者 は 機械的 君子で はない、 活ける 神の 活ける 子 輩で ある。 
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第三 十一 ー講— 第三 十四 講約說 を缺く 

第三 十五 講約說 

罪より 免 かる 、事 

〇 國 〔豕？ ？ 题と云 ひ、 世界 問題と 云 ひ、 別の 問題で はない、 純なる、 廣く 知れ渡り たる-化 義問题 であ 

る、 去年 (一九二 一年 I 編者) 十一月 十一 日より、 全世界 凝視の 中心と なりて 開かれ 來 りし 華^ 頓會議 に 

於て 文明 諸國 最大の 政治家 達に 由て 討議 せられし 問題 は 折：： 學 又は 科學 又は 藝 術の 問題で はなく して 何 

人に も 能く 判る 正義 問題であった、 如何にして 明. H なる 正義 を 國と國 との 間に 實行 せん 乎、 是が 大政 

治 家の .M 腦を惱 ます 最大 問題で ある、 まことに マッシュ ー • ァ ー ノル ドが n ひしが 如くに 「人生 十 

分の 九 は 正義で ある」、 正義 を發 見し、 正義 を實 行す、 人生 十分の 九 は 之に て盡 きて 居る ので ある。 

〇 聖書の 贲き 理由 は兹に 在る ので ある、 k れは 特に 正義の 書で あるから である、 聖書 は 第一 に 神と 人 

との しき 關 係に 就て 敎 へる、 第二に 人と 人との 義 しき 關 係に 就て 敎 へる、 其れ故に 聖書 は 永久 的に 


贵 いので ある、 而 して^ 界 思想 を 支配す る 者 は 聖書で ある、 華 盛 頓會議 も 亦 聖書の 敎を國 際 的に 赏行 

せんが 爲に 開かれた に過ぎないの である、 今より 二 千 七 百年 前に 豫言 者ィザ ャの發 せし 言、 卽ち 「劍 

を 打 かへ て 鋤と なし、 槍 を 打 かへ て 鎌と なし、 戰鬪の 事 を 復び習 はざる べし」 との 言が 今や 其 實現を 

見ん としつ、 あるので ある、 故に 聖書 を 知らす して 世界 は 判らない、 聖書 を 知る は 個人と して、 國 

として、 人類と して 最も 必要で ある、 我等 は 聖書 を 學んで 閑 問題 を學 びつ. 1 あるので ない、 最も 實際 

的の 最大 問題 を 研究し つ、 あるので ある。 

ゆろ が 

〇羅爲 書 第 八 章 は 聖書の 最高峰で ある、 故に 其 一 言 一 句も忽 せに する 事 は 出来ない、 其 第 一 節に 円く 

「是 故に ィ H ス キリストに 在る 者 は 罪せら る、 事な し」 と、 全 章 を 紹介す る辭 として 甚だ 大切で ある、 

「是 故に」 は 前章 末節 を 受けた 辭 として 見る 事 は 出来ない、 さう 見る 場合に は 心に て は 神の 法に 服へ 

ども 肉に て は 罪の 法に 服 ふ 者が 罪せら る、 事な しと 云 ふ 事になる、 勿論 然か あり やう 害 はない、 故に 

rny 故」 に は 前章 六 節 を 受けた 者と 見る が正當 である、 而 して 七 章 六 節 は 五 章 一節 以下の 絮說の 結論 

であるが 故に、 r 是 故に」 は 五 章 以下 七 章までの 議論の 結 粟 を 受けて 云 ふ 者と 見る が當然 である、 卽 

ち 信仰に 由て 義 とせられ、 キリストの 死と (5L 活 とに 由て 潔 めら る.^ が 故に、 「是 故に」 と 云 ふので あ 

る、 X 布 職 語の 小辭 (gal.) であるが、 其解釋 如何に 由て 信者の 信仰 上 並に 實踐 道德 上に 大 なる 相違 を 生 

する に 至る ので ある。 

〇 「イエスキリスト」 は 改譯に は 原語の 通りに 「キリスト イエ ス」 と 成つ て 居る、 それが 本當 である、 

而 して キリス トイ H スと云 ふはィ H スキ リス トと云 ふと 少しく 違 ふ、 キリスト イエス は 復活し、 昇天 

し、 今は聖 父の 右に 座して 萬 物の 上に 共 大能を 揮 ひ 給ふ榮 光の ィ H スで ある、 卽ち キリストなる ィ H 
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ス である、 而 かも 軍 に 神なる キリス 卜で はない ノ神 にして 人なる 卽ち イエスなる キリスト である、 ィ 

ェ ス キリス トと云 ふ 場合に は 人なる ィ ェ ス が 高調せられ、 キリスト イエ スと云 ふ 場合に は 神なる キリ 

ス ト が强唱 せらる、 而 して 信者が 今 仰ぎ 賴む 者は榮 光の 寶 位に 座し 給 ふ キリ ス トイ H ス である。 

〇 「キリスト イエスに 在る 者」 クリスチャンの： E たる か を 示した る辭 である、 クリスチャン は S 早に 

キリスト を 信す る 者で はない、 彼 を 崇め 又拜む 者で はない、 「キリストに 在る 者」 である、 キリスト 

の內に 自己 を投 込んだ 者で ある、 キリストと 问體に 成った 者で ある、 我れ 彼に 在り 彼れ 我に 在りと 云 

ふ狀 態に 於て 在る 者で ある、 「人 もし 我に 居り、 我れ 亦 彼に 居らば」 と 約翰傳 十五 章 五節に 云 ふ其狀 

態で ある、 親密 其 極に 達した る關 係で ある、 基督 信者と 云 ふよりも 更に 更に 深い 意味の ある 名稱 であ 

る 0 

〇 「罪せら る \ 事 なし」 改譯に は 「罪に 定めら る.^ 事な し」 と ある、 罪を言渡さる&|5^なし又^-を 

罰せら る、 事な し、 罪と 其 結果と より 全然 釋 放せら るとの 意で ある、 罪責 並に 刑罰より 免 かるとの 事 

である、 キリス トに 在る 者に は 完全なる 赦免が あるとの 事で ある。 

〇 改譯に 倣 ひ r 是 故に」 の 次ぎに 「今」 と 云 ふ辭を 入れる の 必要が ある、 神の 恩 惠を借 じ、 キリスト 

の.？： に 自己 を投； <れ し 者 は 今や 罪， せらる、 の 恐怖な しとの 事で ある、 「今」 は 不信 時代の 過去に 對し 

て 云 ふので ある。 

〇 n おせらる なし」 と 云 ふ、 是れ 何人に 取りても 大恩 惠 である、 信仰の 一 面 はたし かに 罪の 當然 

の 結 ra^ たる 刑罰の 恐れよりの 解說 である、 此 恐怖な くして 福 昔の 福 昔た る 理由 は 刺らない、 然 かも 近 

代人に 此 恐怖がない ので ある、 彼等 は 神 は 愛たり と稱 へて 彼が 罪 を 憎み、 罪人の 資任を 問 ひ、 悔 改め 


ざる 罪人 を 罰し 給 ふ 事 を 信じない ので ある、 近代 人 は 神の愛 を 誤解して 彼 を 恐れない、 彼等 は 聖書に 

「活ける 神の 手に 陷 いる は 恐るべき 事な り」 と 讀んで 其 恐ろし さ を 感じない (希 伯 來書十 章 三 一節)、 彼 

等が 福 昔の 有難 さ を 感じ 得ない 理由 は兹に 在る、 彼等が 叉 宗敎的 熱心 を發し 得ざる 理由 も玆に 在る、 

バウ n を 始めと して ル ー テル も、 コ 口 ムゥ H ルも、 バン ヤン も、 深い 信者と 云 ふ 信者 はすべ て此 恐怖 

を 感じた、 自身 地獄に 墮ち たる 實驗の ある ダンテが 彼の 『神曲』 を 著 はし 得た ので ある、 而 して 此 

驗 なき 近代の 宗敎 家と 文擧 者と は 『神曲』 の 藝術的 方面 を 解し 得る に 止まって、 其 信仰的 心髓は 到底 

之 を 探り 得ない ので ある。 


第三 十六 講約說 

死より 免 かる、 事 

〇 若し 聖書 を寶の 倉庫に 番 ふべ くば 羅馬 書、 殊に 其 第 八 章 は 之を寶 玉の 匣に 比ぶ る 事が 出来る、 其內 

にが 剛石 あり、 黄玉 あり、 綠玉 あり、 靑玉 ありて、 其 孰れ を 以てする も 富 を 作し 貴き に 達する 事が 出 

來る、 其 各 節が 眞理の 珠玉で ある、 其 孰れ を 取る も 以て 長 講演の 題目と なす 事が 出来る、 第一 節 r キ 

リス トイ H ス に 在る 者 は 罪せら る \ 事 なし」 と 云 ふが 如き、 第 六 節の 「肉の 事 を 念 ふ は 死なり 云々」 

と 云 ふが 如き、 第 十 節 「キリスト 汝 等に 在らば 體は 罪に 因りて 死 云々」 と 云 ふが 如き、 孰れ も 信仰 上 
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の大 3 典理 であって、 之 を 委しく 說明 する は 容易の 事で ない、 資貨は 積みて 山 をな す、 其 孰れより して 

it 惯を 始めて 宜しき や 其途に する ので ある。 

0 バウ n の 文體は …… ョ ハ ネ其 他の 聖書 記者の 文體も 同様で ある …… 現代人の それと は 違 ひ 論理的で 

なくして 累積 的で ある、 一個の ws; 理を 順序 的に 敍述 する のでな くして、 一つの 眞理の 上に 他の 爲现を 

精 梁ね て述緩 的に 感得せ しむる ので ある、 恰 かも 夏の 雲 を §1- むが 如くであって、 々として ま i 山 を 望 

むの 觀を呈 す、 之 を 一節より 十一 節までに 於て 見る に 贖 i§ の 眞理、 淸 潔の 理、 靈の 萬现、 (仪活 の 

眞现が 相 霄； なりて 提示 せらる、 ので ある、 パ ゥ ti は祌の 使者と して 權威を 以て 殆ん ど威塑 的に 我等に 

臨む ので ある、 而 して 我等 は 先づ其 孰れに 接して 之に 應 へん 乎、 其途に 苦しむ ので ある、 彼の is 辭は 

餘 りに 重く、 其 意味 は餘 りに 濃厚に して、 其攝 取と 消化と に 讀者は 甚く 困 しめらる、 ので ある。 

〇 斯 かる 場合に 於て 何人も 同時に 其 全部 を 咀嚼し 消化す る 事 は出來 ない、 其 一節 一 句 丈け で 充分で あ 

る、 而 して 其 一節 を 深く 窮めて 全 iii を K く 中心 眞理に 達する 事が 出来る、 洽 かも 地球の 表 而 何れの 地 

點 より 穴 を 穿つ も 之 を 千哩の 深さにまで 掘 整 すれば 終に 地球の 中心に 達する と 同じで ある、 試に 第 

一 is を 其 終極まで 究 むれば 幅 昔の 中心的！ 一 呉现に 達する、 第 六 節、 第 十 節 皆な 同様で ある、 必要なる 事 

は 我等 各自が パ ゥ £1 氣 分になる 事で ある、 我等 各自が パ ゥ C1 と共に 心 を 福音の 中心 點に 置くならば、 

彼の  一一！ E 辭 がすべ て 我 有と なりて 其 意味 は 註解 を俟 たす して 明瞭になる ので ある。 

0 第 一 節 を 見る に 其內に ニ侗の 大切なる 眞理が 示されて ある、 其 第 一は 「キリス トに 在る 者」 と 云 ふ 

事、 第二 は S せらる なし」 と 云 ふ 事で ある、 キリストに 在る と は 彼と 同 身同體 となる 事で ある、 

我れ 彼に 在り 彼れ 我に 在る と 云ふ狀 態に 入る 攀 である、 故に 九 節に 於て 「神の 靈汝 等に 住まば」 と 云 


ふ も、 「キリスト 汝 等に 在らば」 と 云 ふ も、 叉 十一 節に 於て 「ィ H スを輕 らし、 者の 靈汝 等に 住まば」 

と 云 ふ も、 其 意味 は 「キリス トに 在る 者」 と 云 ふと 異ならない、 信者 は キリス トに 在る 者であって、 

同時に 叉 キリストが 其靈を 以て 其內に 住み 給 ふ 者で ある、 「キリストに 在る 者」 と 云 ふ 言辭の 內に聖 

靈 内在の 眞理の 一 面が 明かに 示されて あるので ある。 

0 「罪せら る V 事な し」 と 云 ふが 第 一 節の 示す 所の 第二の 福音 的 大眞理 である、 「罪せら る 、寧な し」 

と は 救扬の 消極的 半面で ある、 然し 救 扬其物 を 示す 言辭 なる は 明白で ある、 而 して 其 積極的 半面 を 云 

い c- ち  やす，？  た *4 しひ  よ 

ふた 者が 第 六 節の 「生」 叉 「安」 であ、 る、 第 十 節の r 靈魂は 義に緣 りて 生きん」 と ある 其 事で ある、 

第 十一 節の 「汝 等が 死ぬべき 身 體をも 生すべし」 と ある 其 事で ある、 其 他 後 節に 於て 神の 子と 成る 事、 

キリスト と共に 世嗣 とたる 事 も 其內に 含まれて 在る ので ある、 斯 くして 「罪せら る k 事な し」 と 云 ふ 

は大 なる 廣き i 一一 u 辭 である、 神が キリス トを 以て 下し 給 ひし 恩惠の 全部が 其內に 含まれて あるので ある。 

〇 如斯 くに 解して 第一 節 を 以て 第 八 章 全體の 題目と して 見る 事が 出来る、 殘る 三十 八 節は此 一 節の 敷 

えん 

衍 又は 註解と も 見る 事が 出来る、 「キリス トイ H スに 在る 者 は 罪せら る k 事な し」 と 云 ふ、 我れ 信仰 

を 以て キリストに 在り、 キリスト 聖靈を 以て 我 内に 宿り 給 ひて 我は義 とせられ、 淨 めら れ、 終に 復活 

して 救扬を 完成 せらる と 云 ふので ある。 

〇 兹に 一 節 以下 節までの 意譯を 紹介す る。 

以上に 述べ 来りし 所に 由れば、 クリス チヤ ン卽ち キリ スト ィヱス に 在る 者 はん マ や 罪に 定めら る 

と 云 ふ 事 あるな し、 而 して 更 らに尙 ほ 他の 理由 を 述べて 言 はんに、 キリス トイ H スに 在る 生命の 

靈の 働ら き は 罪と 死との 働ら きょり 我 を 解放したり、 其 理由 如何と なれば 律法の 無能なる 所、 卽 
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ち 肉の 故に 弱き 所 を 祌は實 行し 給へ り、 卽ち其 獨子を 罪の 肉の 形に て 罪 祭の 犧牲 として 遣り、 其 

肉に 於て 罪 を 罰し 給へ り、 これ 律法の 義の 我等 クリスチャンに 於て 成就 せられん 爲 なり。 

0 第二 節 は 聖靈の 聖化カ を 示した る 言 辭 である、 聖化カ は聖靈 のみでない、 信仰 其 物が 大 なる 聖化カ 

である、 キリストの 御 生涯 も亦大 なる 聖 潔の 能力で ある、 我等 は キリスト を仰瞻 て、 信仰的に も實行 

的に 聖 めら る i ので ある、 然し 乍ら 聖潔は 最も 徹底的に 聖靈の 降臨に 由て 實行 せらる、 ので ある、 キ 

リス トイ H スに 由る 活かす 靈が 信者に 臨んで 彼の 内に 働く 死と 罪と が驅逐 せらる - ので ある、 有名な 

る 蘇 格 蘭の 說敎師 ドクトル • チャル マ ー が 曰 ひし 通りで ある、 Expulsive  power  of  new  afCectiona 

(新ら しき 愛情の 驅逐 力) と、 聖き活 す 神の 靈が 心に 臨む 時に 死せ る 罪の 靈は 驅逐 せられて、 信者 は 

後者の 束縛より 釋 放せら る、 ので ある、 玆に 「法」 と ある は 「權 能」 と 解すべき である、 權能は 法に 

必す 附隨す る 者で ある、 此 場合に 於て は 生命の 靈の權 能に 由り て 罪と 其 結 菜た る 死との 權 能より 釋さ 

れ たりと 解して 意味 は 明白になる、 叉釋 さる (現在) ではない、 釋 されたり (過去) である、 パゥ „1 

は 過去に 於て 或る 明確な る實驗 とし て 聖靈の 降臨 に 由る 罪 念 消滅の 恩 惠に與 つたので ある。 

〇 第三 節 四 節 は 難解の 一 一節で ある、 一一 一一 n 辭は簡 短であって 意味 は 深遠で ある、 之 を 悉く 解釋 する に 幅 音 

全部の 說 明が 必要で ある、 キリストの 受肉、 其 受難、 復活、 昇天の 意味 を 明かに して 此兩 節の 意味が 

判明る ので ある、 而 して 今 玆に斯 かる 說明 を爲す こと は 出来ない、 又爲 すの 必要 はない、 然し 斯 かる 

說 明を爲 さすと も、 其 根本の 意味 を 探る の途は 在る と 思 ふ、 基督 敎は扉 を 如何に 觀る 乎、 其 事が 判明 

つて 是等兩 節の 意味が 判明る と 思 ふ、 有名なる 英國の 說敎師 ドクトル • ジョ H ットの 言 を藉 りて 言 ふ 

たらば 罪 は eruptisl  (爆 發〕 であり、 cclTupticu  (腐敗) であり、 diMl.ul ま on  (分裂) である、 靠は 


惡の 外に 爆發 した 者で ある、 然し 乍ら 其 原因 は內 たる 心の 腐敗に あり、 而 して 腐敗に も 亦 原因が ある、 

それ は 分裂で ある、 神に 對 する 人の 關 係が 分裂して 玆に 心の 腐敗が 始まった ので ある、 故に 罪 を 去ら 

んと 欲せば 腐， 似 を 除かざる ベから す、 腐， 舣を 除かん と 欲せば 神との 分離 (父子の 關 係の 分裂) を 正さ 

ヶ い-ちょ 

ざるべ からす、 "非の 原因 を 兹に發 見せす して、 其 刈 除を講 する も 無益で ある、 而 して 神が 其 子 を 罪の 

肉の 形と なして 罪 祭の 犧牲 として 遣 はし、 其 肉に 於て 罪 を 罰し 給へ ると 云 ふぼ を 其 根本に 於て 絕た 

ん爲 であった に 相違ない、 神の 取り 給 ひし 此途の 說明は 之を爲 すに 難く ある、 然し 乍ら 其 目的の 玆に 

在った 事、 而 して 之に 由て 我等の 罪が 實際 的に 其 根本に 於て 結た る \ 事 は 信者の 實験 として 疑 ふの 餘 

地がない、 キリストの 御 生涯に 由て 神と 人との 關 係が 正され、 兹に兩 者の 間に 交通の 途が 開かれ キリ 

ス トを 通う して 生ける 神の 靈が 死せ る 人に 傳 はり、 其 結果と して 人が 罪と 死と より 免 かる \ に 至る と 

云 ふの が 基督 敎の 根本的 敎義 である、 而 して 此敎義 を 明白に 且 簡潔に 傳 へた 者が 羅馬書 八 章 三 節 四 節 

である、 難いと 云へば 難く ある、 深いと 云へば 深く ある、 然し 乍ら 福音の 眞理の 明お なる 記述と して 

意味 最も 明瞭で ある、 玆に バウ C1 が 記した 首辭其 儘が 大眞理 である、 之 を 解し 得な いのは、 言 辭が解 

し 難いからで たい、 我等の 心が 罪に 汚れて 其 明白なる 意味 を 受取り 得ない ので ある、 聖靈 に從ふ 者の 

眼に は 一 目 瞭然た るべき である。 

〇 人 は祌を 離れて 難の 狀 態に 於て 在った、 キリスト は 二者の 間に 入り、 其 分裂 を 癒し、 神が 人に 臨み、 

人が 神に 詣 るの 道 を 開き 給 ふた、 兹に 於て か 祌の靈 が 人に 通じて 人 は 神の 聖旨 を 行 ひ 得る に 至った の 

である。 
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第三 十七 講約說 

禁 愁 と 靈 化 

〇 聖書の 言 は其傣 にて 眞理 である、 之に 註解 を附 する の 必要 はない、 註解 を附 して 却て 其 意味 を 害 ふ 

の 虞れ が ある、 詩人 ホヰ ット マ ンが 自分 を 歌 ふた 一一 •：：： に 曰く 

私 は 知る 私の 尊厳なる を、 然し 私 は 自分 を說 明し、 叉 は 諒解して 貰 はふと 思 はない、 思 ふに この 

根 原の 法則 は 解 釋に絕 する こと を。 私 は 在る が 儘に 在る、 それで 充分で ある、 誰も 私 を 知って 旲 

れな くも 足で ある、 そして 皆が 又 殘らす の 人が 私 を 知 つ て 吳れ て も 同様に 滿足 である。 

此 曾 は 詩人に 於て より は 寧ろ 聖書の 言に 於て 眞理 である、 聖書 は靈 魂の 根 原の 法則に 就て 語る 者で あ 

るから 是は 解釋に 絶す るので ある、 聖書 は 在る が 儘に 在る、 人が 誤解 すれば とて 自分の 爲 には悲 まな 

い、 叉强て 自分 を說 明し、 世に 諒解して 貰 はう と は 思 はない。 

おも  い の ち  や す き  もと 

〇 「肉の 事 を 念 ふ は 死なり、 靈の事 を 念 ふ は 生命な り、 平安な り …… 肉の 事 を 念 ふ は 神に 乖る (敵す 

る) 事な り、 ：：： 肉に 居る 者 は 神の 心に 適 ふ (神 を悅 ばす) 事 能 はす」 と 云 ふ (羅馬 書 八 章 六、 七、 八 

節)、 是は 聖書の 言であって 其 俊が 大眞理 である、 之に 說明を 加 ふるの 必要 はない、 nl^ は尊嚴 にして 

犯す ベから す、 神の 言と して 信受 する までで ある、 而 して 今日 諒解す る 事れ 屮 I 來 ないならば、 之 を 記 


憶に 留め て 、 聖靈 の 働ら き に 由り 我が 實驗 となりて 現 はる、 まで 待つべき である、 「肉の 事 を 念 ふ は 

死なり」 と 言 ふ、 强ぃ 言で ある、 然し 乍ら 明 .G なる 深い 眞理 である、 人生 其 七 分 は 性慾で あり、 三分 

は 食慾で あると 云 ふ、 卽ち其 全部が 肉愁 であると 云 ふので ある、 而 して 之に 苦悶と 恥辱と 死と 诚 亡と 

の 伴 ふ は 言 はすして 明かで ある、 個人と 社 會と國 家との 注意 を 肉より 靈に轉 じて 其處に 生命と 平安と 

が あるので ある、 「靈の 事 を 念 ふ は 生命な り 平安たり」 と、 人生の 偉大と 云 ふ 事 はすべ て 靈界に 於て 

行 はる X ので ある、 偉人と は靈の 人、 大國 民と は靈 的に 偉大なる 國民 である、 富豪 は 其 有する 富の 故 

に 偉大なら す、 强國は 其 領土の 廣 きが 故に 偉大なら す、 大宗 敎と、 大 思想と、 大文學 と、 大 美術と を 

有する 者 は、 小な りと 雖も大 である、 弱き と 難 も强く ある。 

〇 聖書 の 言 は 在 るが 儘に て 大眞理 である、 人 は 之に 說明を 加へ てョ リ大 なる 眞理 とたす 事 は 出来な い 、 

ちつき  II もしび 

純金 は鎮 金す るに 及ばない、 太陽 を 照らす に 足る の燈火 はない、 然れ ども 我等 は 聖書の 言の 誤解 又は 

濫用 を 防ぐ 事が 出来る、 此事 たる 勿論 聖語其 物の 爲には 必要で ない、 然し 乍ら 聖 語に 接する 人の 爲に 

必要で ある、 我等 聖 語に 接して 時に 眩惑 せらる、 危險が あり、 又燬靈 さる、 の 虞れ が ある、 兹に 於て . 

か 聖書 註解と 謂 はんより は 寧ろ 聖書 辯 證と稱 すべき 者の 必要が 起る ので ある、 祌學の 一 科と して 辯證 

學 ある は 是が爲 である。 

お i"  ,0 と  かな 

〇 r 肉の 事 を 念 ふ は 死たり」 と 云 ひ、 「神に 乖る」 事な りと 云 ひ、 「肉に 居る 者 は 神の 心に 適 ふ 事 能 

はす」 と 云 ふ、 若し 此言を 文字通りに 解 するならば 容易なら ぬ 事になる、 卽ち 生きて 居て はならぬ と 

云 ふ 事になる、 肉の 事 を 念 ふ は 罪、 其 結果 は 死、 神に 逆 ふ 事、 神に 悅 ばれざる 事で あると 云 ふなら ば 

信者 は 肉 を 殺し 之 に 死す ベ く 努め ね ばなら ぬ、 而 して 同じ 事 を敎ゅ る やうに 見える 聖書の 言 は 他 に も 
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許 多 ある、 キリストの 聖書と して は 「我れ 汝 等に 告げん (肉の) 生命の 爲に何 を 貪ら ひ 何を飮 みまた 

身 體の爲 に 何 を 衣ん とて 憂盧ふ (注意 を 配る) 勿れ 云々」 と (馬 太傳 六章サ 五節 .y 叉 「若し 我に 從 はん 

と 欲する 者 は 已を棄 て 其 十字架 を 負 ひて 我に 從へ、 そ は 其 生命 を 保全 せんとす る 者 は 之 を 失 ひ、 我が 

爲に其 生命 を 失 ふ 者 は 之 を 得べ ければ 也」 と (同 十六 章廿 四、 サ 五節)、 叉ィ H スが獨 身 生活 を獎勵 する 

が 如くに 見 ゆる 言と して は 「それ 母の 腹より 生れつきなる 寺 人 あり、 叉 人に せられた る 寺 人 あり、 

又 天國の 爲に自 から なれる 寺 人 あり」 と 云 ふが 如き (同 十九 章 十二 節)、 其 他枚擧 する に遑 がない、 殊に 

r 汝 等の 地に 在る 肢體を 殺すべし」 との パゥ 0 の 言の 如き は 最も 明白に 肉の 生命 其 物 を 拒否す るが 如 . 

くに 見える (哥羅 西 三 章 五節)。 

〇 然れば 基督 敎は 禁愁 主義で ある 乎、 叉 更に 進んで 遁世 主義 叉 は 殺 我 主義で ある 乎、 多くの 人 はさう 

であると 曰 ふ、 而 して 彼等 は 彼等の 主張 を證 明す るに 方て 聖書より 許 多の 言 を 引用す る 事が 出来る、 . 

ooooof-ooccoo  0  0000  0O0C0O0 つ 0000 

而 して 斯く唱 ふる 人に 二種 ある、 第一 種 は 基督 敎に 反對 する 人であって、 第二 種 は 禁慾 主義 を實 行す 

る 人で ある、 第一 種の 人 は 曰 ふ、 基督 敎は 明白に 禁愁 主義で ある、 故に 到底 行 ふべ からざる 者で ある、 

天然の 法則 を 無視し、 存在の 根本 を 毀つ 者で ある、 故に 信す ベから す、 斥くべし と、 斯く言 ひて 基督 

敎を 去った 者が 多く ある、 縦し 公然と 斯く唱 へざる も 基督 敎を 如斯 くに 解釋 して 其嚴 格なる 要求に 堪 

えす して 之 を 去った 者 は 齡 くない。  . 

〇 第二 種の 人 は 基 餐敎を 禁慾 主義な りと 解して 其 通りに 實 行した 人で ある、 斯る 人の あった 事、 叉 今 

ある 事に 就て 詳しく 述 ぶる 必要 はない、 羅馬 天主 敎會に 於て 教職 はすべ て獨身 者なる 事、 基督 敎會に 

於て 早くより 禁慾 主義の 起り し 事、 Encmtite の 一派 ありて 結婚と 飮酒 を嚴禁 せし 事、 有名なる 聖シ 


メォ ン ありて 砂漠に 高き 柱 を 立て * 其 上に 座して 風雨に 身 を 曝しながら 三十 年の 長き 生涯 を 送りし 事、 

現今 も尙 ほ享樂 主義の 盛なる 米 園に 於て すら シ ェ，' 力， -p 一  派 ありて 中古 時代の 禁慾 主義の 下に 共產 

生活 を營む 事、 是れ 皆な 周知の 事實 であって 玆に之 を 反覆す 必要 はない、 而 して 基督 敎に 限ら ナ宗敎 

と 云 ふ宗敎 にす ベて 此 傾向 ある 事、 佛敎に 於ても、 囘々 敎に 於ても、 禁慾 主義の 敎 派の ある 事、 是れ 

亦 知れ 亙りた る事實 である、 瑞典國 の 有名なる 探 險家ス ベン • へ ヂンが 西 藏國に 於て 實 見せし 極端の 

殺 慾 的 生活、 我 國の宗 敎歷史 に 於て は 法然の 弟子と して 武藏 の國の 住人 津戶の 三郞爲 守の 有名なる 自 

害 往生が あった 事 (法然 上人 行 狀畫圖 第二 十八 を 見よ)、 其 他燒身 往生、 入水 往生、 斷食 往生 等の 例 

があった 事 …… 禁愁 主義 は 基督 敎に 限らない、 熱心なる 宗敎的 信仰の 在った 所に は必す 禁慾 主義が あ 

つた。 

〇 基督 敎は 果して 禁慾 主義で ある 乎、 然ら すで ある、 或る 方面より 見て 爾ぅ見 ゆる なれ ども、 其 根本 

的 精神 を 究めて 見て 決して 雨う でない 事が 判明る、 キリス トは 常に 御 自分 を 新郎に 譽 へて 曰 ひ 給 ふた、 

ョ ハ ネの 弟子 彼に 来りて 我等と パリ サイの 人 は 還々 斷 食す るに 汝の 弟子の 斷食 せざる は 何故 ぞと問 ひ 

.y.^ かなし 

しに 答へ て 彼 は 言 ひ 給 ふた 「新郎の 友 その 新郎と 偕に 居る 間 は 哀む事 を 得ん や」 と 太 傳九章 十四 節 

W 下)、 叉 曰 ひ 給 ふた、 「人の子 來 りて 食 ふ 事 をし 飮む 事を爲 す」 と (E 十一 章 十九 節)、 キリスト は 新郎 

はなよ 力  まち rj ら； 

であり、 信者 は 新 嫁で あり、 待望 まる i 救 ひ は羔の 結婚で あると 敎 ゆる 基督 敎 が禁愁 主義の 宗敎 であ 

りゃう 害がない、 故に バウ 口が 晩年に 至り 彼の 言の 誤解 せられて、 彼の 弟子の 內に 禁慾 主義の 兆候 を 

發 見せし や、 彼 は 痛烈に 之 を 非難 攻擊 し、 彼等の 之に 惑 はされ ざる やうに 誡 めた、 曰く 

汝等 若し キリ ストと 共に 死にて 此の世の 小學を 離れし なれば 何 ぞ尙ほ 世に 生ける 者の 如く 人の 誡 
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令と 敎 とに 循 ひて 「捫 るな、 味 ふな、 觸 るな」 と 云 ふ規の 下に 在る か、 是 等の 誡令は …… 智慧 あ 

る 如く 見 ゆれ ど實は 肉愁の 放縱を 防ぐ 力なし (コ 口 サイ 書 二 章サ節 以下)。 

と、 彼 は 叉 強剛に 結婚 を禁 する の 異端 を 責めて 曰 ふた、 

聖靈 明ら かに、 或 人の 後の 日に 及びて 惑の 靈と惡 鬼 の敎 とに 心 を せて、 信仰より 離れん こと を 

言 ひ 給 ふ ：：： 彼等 は 良心 を燒 金に て 燒れ、 婚姻す る を 禁じ、 食 を 斷っ事 を 命す、 然れ ども 食 は 神 

の 造り 給へ る 物にして、 信じ 且つ 眞理を 知る 者の 感謝して 受く 可き ものな り、 神の 造り 給へ る 物 

は 皆 善し、 感謝して 受 くる 時 は 菜つべき 物な し、 そ は 神の 言と 祈と によりて 潔 めら るるな り (テ 

モ テ 前書 四 章 一 節 以下)。 

〇 基督 敎は 禁慾 主義に 非す、 勿論 其 反對に 放縦 主義に 非す、 然り 死せ る 主義に 非す、 活ける 生命で あ 

る、 肉の 生命に 代 ふるに 靈の 生命 を 以てする 者で ある、 肉に 居らす、 其 支配 を 受けす、 之 をして 自己 

が 上に 王たら しめざる 敎 である、 而 して 肉 を 殺す に 律法の 誡命を 以てせす、 靈の權 能 を 以てする、 故 

に 曰 ふ 「若し 靈に 由り 身 體の行 爲を滅 さば 生くべし」 と (十三 節)、 忠難 苦行して はない、 「靈に 由 

りて」 である。 

〇 此の 途 たる 決して 暖昧 不徹底なる もので はない、 最も 能く 常識に 適 ひ、 有效 的に して 永 緩す る途で 

ある、 常に 信仰に 由り てィ H スを 仰ぎ 瞻て、 其 報 貰と して 聖靈を 賜 はり.、 其 指！ に從 つて 歩む、 如斯 

くにして 肉 は 適宜に 支配せられ、 一方に は 禁慾に 至らす、 他方に は 放縦に 流れない、 祌は 我等が 肉に 

宿る 問 は 世の 所謂 「特別に 潔き 事」 を 要求し 給 はない、 クリスチャン にも 亦 美 はしき 自然の 途が ある 

我等 は 人の 誡 命と 敎 とに從 ひ 「特別に 潔き」 を稱 して 信仰の 奥義に 達せり と稱 すべきで ない、 i ゃ靈の 


働ら きを 信じて 滿 足すべき である。 

〇而 して 此途 を踐 みて 多くの 淸き 生涯が 營 まれた、 禁愁 主義の 行 はる i 所 は 決して 淸き 所でない、 ルー 

1 テル は 結婚 を斷 行して 歐洲敎 職階 級の 道 德を數 段 高めた、 最も 美 はしき 家庭生活 は淸敎 徒に 由て 營ー 

まれた、 新英洲 文擧は 最も 健全なる 文擧 である、 ホヰッ チヤ ー の 『雪 籠』、 II ングフ H&l の H ヴァ 

ンジ H リン、 其 他 ブライ ヤン 卜、 1 H ル 等の 作 は 皆な 淸敎 徒の 自由にして 貞淑なる 签氣を 呼吸す る 

者で ある、 責 にして 淸 潔なる 思想と 實 行と は 「靈に 由り て 身 體の行 爲を滅 す」 に 由て 生る-もので 一 

ある。 

〇 慾の 制限 の 程度 如何、 自己 を義 とせざる 範圍に 於て 行 ふ ベ し、 喜ん で 正 當と思 ふ 程度に 於て 施す ベ 一 

し、 自已に 奉す るに も亦此 法則に 循ふ べし、 伹し靈 の 量に 増減 ある を 忘る ベから す、 神 は 其 子の 祈禱ー 

に應 じて 靈を賜 ふ、 多く 求む る 者に 多く 賜 ひ、 少く 求む る 者に 少く賜 ふ、 「祌は 之に 靈を赐 ひて 限 量 

なければ 也」 と ある (ヨハネ 傳三 章卅四 節〕、 而 して 愁の 制限の 程度 は 賜 はる 靈の 多寡に 由て 異なる、 今 

日 喜んで 一 圓を獻 じ 得る 者 は 明日 は 同様に 十 圓を獻 じ 得る に 至る、 樊 煙、 飮酒、 觀 劇の 如き 之 を 罪惡. 

と稱 する 事 は 出来ない、 然し 乍ら 若し 豐 かに キリストの 靈の 宿る 所と ならん 乎、 自 から 努 むる 事な く 

して、 其の 趣味 を絕 つに 至る、 ぺテ a 曰く 「益々 我等の 主なる ィ H ス キリストの 恩寵に 進め」 と (ベ 

テ。 後書 三 章 十八 節)、 而 して 恩寵に 進めば 進む 程 肉の 愁は尠 くなる、 是 が本當 の減愁 法で ある、 何事 

を爲 すに も 聖靈の 指導に 從ふ、 聖靈を 離れて 律法と 規則と 鞭韃の 下に 行 ひて 行爲に 無理が 生じて 神 を、 

0 〇 〇 0  0  よし 

も 人 をも悅 ばす 事が 出来ない、 使徒 等 口く 「^靈 と 我等と は 左の 事 を 可とせり」 と (行傳 十五 章サ八 節」 

道 は玆に 在りで ある。 
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附言 肉と は 何ぞゃ 

〇 肉と 云 ひ、 身 體と云 ひ、 跤 li と 云 ひ、 同じ 事 を 云 ふので ある、 其 肉と 云 ふ は 何で ある 乎、 其 事 を 知 

. る は 聖書 研究 上 最も 肝要で ある。 

〇 道 W 一 0 的に 見た る 肉と は 肉 慾で あると は 何人も 思 ふ 所で ある、 食愁、 性愁、 其 他す ベて 生ん と 欲する 

慾、 其れが 肉 愁卽ち 肉で あると は 何人も 氣の附 く 所で ある、 而 して 此 見方た る 大體に 於て 誤 なき は 

1 一目 はすして 明かで ある。 

〇 乍然、 肉 慾卽ち 肉な りと 云 ひて 肉 を S 非と 同視す る 事 は 出来ない、 食 ふ 事、 生む 事 は 決して 罪で はな 

い、 生命 は 神より 出し 者であって、 之 を 維持し 又繼 綾す る 事が 罪で ある 害 はない、 故に 「肉の 事 を ま 

ふ は 死なり、 神に 乖る 事な り …… 肉に 居る 者 は 神に 適 ふ 事 能 はす」 と 云 ひ (羅馬 書 八 章 六 ー 八 節)、 「身 

體の行 爲を滅 さば 生くべし」 と 云 ひ (同 十一 一一 節)、 r 汝 等の 地に 在る 肢體を 殺すべし」 と 云 ひて (コ 。サイ 

書 三 章 五節)、 肉と 共に 肉愁を 殺すべし と 云 ふ 事で ない 事 は 明で ある、 蓋 若し さう であるなら ば、 神が 

萬 物 を 造り 之 を 人に 賜 ひて、 「生めよ 繁殖よ 地に 滿盈ょ …… 全地の 面に ある 諸の 草と 諸の 樹と を汝等 

に與 ふ、 之は汝 等の 糧 たるべし」 との 神の 言が 無 效に歸 する からで ある、 生命が 惡事 であり やう 害が 

ない、 肉の 生命 も亦然 りで ある、 「神 其 造り 給へ る諧の 物を視 たま ひける に 甚だ 善 かりき」 と ある、 

然り 「善り き」 である、 惡 しく あり やう 害がない (創世記 一章 廿八節 以下 を 見よ)。 

〇 然 らば 祌に乖 る 者、 殺すべき 者、 肉と 稱し 退治すべき 者 は 何で ある 乎、 其れ は 肉 其 物で はなく して 

00000000  O0O00  0  0  0-0000000000000000  000 

肉が 靈 化せし もの、 肉の 主たるべき 靈が 其奴 隸 となりし もの 其れが 卽ち 肉で ある、 憎むべき 殺すべき 


者は此 意味に 於ての 肉で ある、 肉 化せる 靈、 或 ひ は 肉的の 靈、 それが 肉で ある、 故に 肉と 稱 して 解剖 

學上 又は 生理 擧 上の 肉で はない、 道 德上叉 は 精神 上の 肉で ある、 神に 反き たる 靈が 節制な き 肉の 慾と 

して 現 はる、 が 故に 之 を 短縮て 肉と 稱す るので ある、 「肉」 は靈 である、 其 事 を 忘れて はならない。 

〇 其 事 を 最も 善く證 明す る 者 は 加 拉太書 五 章 十九、 二十、 二十 一節で ある、 曰く 

おこな ひ あらに  二う- A ふ を-、 わ い ，？> ラし よ.、  つか  ふじゅつ き-ひ 二ん さう とう i き 

夫れ 肉の 行 爲は顯 著な り、 卽ち苟 合、 汚據、 好色、 偶像に 事 ふる 事、 巫術、 仇 恨、 爭鬪、 妒忌、 

忿怒、 分爭、 結黨、 異端、 媢嫉、 8^ 殺、 醉酒、 放蕩 等 

と. 以上 は 何れも 誤れる 靈が 肉に 顯る &行爲 であって 肉 其 物の 行爲 ではない、 殊に 妒忌、 分爭、 結黨、 

異端、 媢嫉 等に 至て は 純然たる 靈 的行爲 である、 而 して 是れ 神に 乖る 者、 滅 すべき 者、 殺すべき 者で 

ある は 言 はすして 明かで ある、 叉 同じ 事を證 明す る聖 語と して 哥羅西 書 三 章 五節が ある、 曰く 

是 故に 汝 等の 地に ある 肢體卽 ち 奸淫、 汚據、 邪 情、 惡慾 及び 貪 焚 を 殺すべし、 貪婪 は卽ち 偶像 崇 

拜也 

と、 此 場合に 於て 殺すべき 者 は、 肢體 則ち 肉體 ではない、 奸淫、 邪 情、 貪婪 等の 惡念 である、 正當な 

る 肉の 要求で はなく して、 不正なる 肉 慾の 濫用で ある、 希 伯來書 十三 章 四 節は此 事に 關 する 善き 註解 

である。 

〇玆 に 於て か 肉の 何たる 乎 は 明かで ある、 肉 は 食 ふ 事で はない、 結婚す る 事で はない、 肉の 生命 を 維 

持し、 其 正 當の發 達 を 計る 事で はない、 所謂 「肉」 は 自己 を 中心として 萬 事 萬 物 を 私用 せんとす る 事 

である、 故に 憎む 事、 嫉む 事、 竊む 事、 諫ふ 事、 他人の 名 譽を害 ふ 事、 是れ 皆な 肉で ある、 此 意味に 

於て S 兆 は 凡て 肉で ある、 多くの場合に 於て、 肉と は 何の 關係も なきやう に 見 ゆる 罪 も 亦 明白なる 肉で 
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ある。 

〇 肉と 云へば 普通に 盒慾 性慾に 限られて 居る やうに 思 はれて ゐる、 宴樂、 醉酒、 奸淫、 好色と 云へば 

肉の 行 爲を盡 して 居る やうに 思 はれて ゐる、 然れ ども 爭鬪も 肉で あれば、 嫉妬 も 肉で ある (羅馬 書 十 

厶厶厶  <1<1<"厶<" 厶厶  <" 厶 <J<J<:AA<" みつ： yi り ぁモ びめ 

三 章 十三 節 を 見よ〕、 而 して 最も 憎むべき 肉は靈 化された る 肉で ある、 稅 吏と 娼妓 を 肉の 人の 模範と 

見る は淺ぃ 見方で ある、 肉の 人の 模範 は 寧ろ 學 者と パリ サイの 人で ある、 祌學 博士と 敎會 信者で ある、 

故に ィ H スは是 等の 敎會 者に 告げて 曰 ひ 給 ふたので ある、 曰く 「誠に 汝 等に 告げん 稅吏 及び 娼妓 は汝 

等より 先き に 神の 國に 入るべし」 と (馬 太傳サ 一章 卅 一 節〕、 マ タイ は 一 度 利欲の 爲に國 を賫り 異邦 羅馬 

の 官吏と なりて 己が 私腹 を 肥せし と雖も キリストに 召されて 悔 改めて 其 使徒と なる 事が 出来た、 マグ 

ナ -か れ ふち  きょ しもめ 

ダラの マリヤ は 良 操を賫 りて 汚據の 淵に 沈みし と雖 も、 主に 救 はれて 其 聖き婢 となる 事が 出来た、 彼 

等 何れも 肉の 人であった、 乍然、 主の 御 眼より 見て 比較的に 輕ぃ 罪人であった、 而 して 擧 者と パリ サ 

ィの 人と は稅 吏と 娼妓よりも 遙に 重い 人、 遙に惡 い 肉の 人であった、 彼等 或は 酒 を 飲ます 淫に 耽ら 

ざる 點に 於て 靈の 人と して^に 迎 へられた かも 知れない、 乍然 彼等 は其內 心に 於て 純然たる 肉の 人で 

あった、 彼等 は 「漏く 水陸 を歷 巡り 一 人 を も 己が 宗 皆に 引 入れん として」 充分に 彼等の 肉 慾を發 揮し 

たので あ る (^太 傳サ三 章 十 五節〕、 先づ 除く べき は パリ サイの！； 酵 である、 是 はまこと に 肉 素と 稱す ベ 

き 者で ある、 宗敎的 嫉妬 心 CXHum  The(>los.icum  (神擧 者の 惡 意)、 是が墮 落せる 肉の 精で ある、 何 

よりも 惡 むべき 者、 嫌 ふべき 者は是 である、 肉 は 特に パリ サイの 1： 酵 である C 


第三 十八 講約說 

祌の 子と 其光榮 

〇 「凡そ 神の 震に 導かる、 者 は 是れ卽 ち 神の 子な り」 と 云 ふ (十四 節)、 如何にして 神の 子た る を 得ん 

乎、 是れ 先決問題 である、 此事を 明に 示す 者 は 約 翰傳ー 章 十二 節で ある、 曰く 「彼 を i け、 其 名 を 信 

ち- rv つ  一， こ 

ぜし 者に は 權を賜 ひて 神の 子と 爲：^ り」 と、 神の 獨 子なる ィ H スを迎 へ、 彼 をす ベての 人 を 照す 眞の 

光 (同 九 節〕、 卽ち 彼が 自己に 就て 證し 給へ る其聖 言の 儘に 信す る 者に は、 祌は其 信 w に應 じて 權能を 

賜 ひて 祌の 子と 爲 せりと 云 ふ、 卽 ち先づ 信じ、 信仰に 應 じて 權能 = 神の 靈= 聖靈を 賜 へられ、 而 して 

神 の 子と 成 るので ある、 然れ ども 祌 の 子と 成 つて 了った ので はない、 神の 獨子 に 連り て 彼 二 在りて 神 

の 子と 成った のて ある 人 は 信仰 を 以て ィ H スと 連る 間 丈け 神の 子で あるので ある、 一朝 其 連結が 結 

た t5?x 時には 復び 元の 不信者に 成る ので ある * 「我 は眞の 葡萄 樹、 汝等は 其 枝な り、 人 もし 我に 居り、 

我れ 亦 彼に 居らば 多の 實を 結ぶべし、 それ 汝等 もし 我 を 離る.^ 時 は 何事 を も 行し 能 は ざれば 也」 とィ 

ェ スが言 ひ 給 ひしが 如くで ある r 同 十五 章 五節； r 子と 成る と は 子に 連なる 事で ある、 幹の 技と 成る 事 

，i き  さつぶ  .- >  J  二 

である、 而 して 幹に 充實 する 樹液 を 受け て 同體 とな り て 成長す る 事で ある、 人が 信仰 を 以て 祌の 子ィ 

ェ スと 連なる 時に、 ィ H ス に充實 する 神の 靈は 彼に 傳 はりて 彼 も亦ィ H スが 在る が 如くに 神の 子と 成 
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るので ある、 此心を 以て 羅馬書 八 章 十四 節 以下 を讀 みて 其 意味 は 明瞭になる。 

〇 神 は 三位で ある、 父と 子と 聖靈 である、 而 して 人の 救拯は 三位の 神の 共同 事業で ある、 其 事が 明白 

に此 章に 於て 示されて ある、 信者の 靈に 三位の 神の 靈が 宿り 給 ふので ある、 第 十一 節に 「ィ H スを死 

より 輕 らし、 者の 靈」 と ある は 父なる 神の 靈を 指して 云 ふので ある、 「キリストの 靈」 と 云 ふ、 「子 

たる 者の 靈」 と 云 ふ は 子なる 神の 靈 である、 而 して聖 靈、 聖靈、 聖靈と 繰返して 云 ふ は聖靈 の 神 を 指 

して 云 ふので ある、 斯 くして 三位の 神の 靈が 信者の 靈に 宿りて 其 救 扬を行 ひ 給 ふので ある、 約 翰傳十 

四 章廿三 節に 「ィ H ス曰 ひける は、 若し 人我 を 愛せば 我 言 を 守らん …… 我等 臨り て 彼と 偕に 住む ベ し」 

と ある は 此事を 云 ふたので あらう、 ィ H ス御 一人 (我) ではない、 父と 子と 聖靈と (我等) が 信者の 

靈に 永久に 宿る (住む) べしとの 事で ある、 事 は 神性の 奥義に 關し 人の 理知 を 以て 說明 する 事 は出來 

ない、 然し 信者の 靈的 實驗に 照し 合 はして 了解す る 事の 出来ない 事で はない、 祌は總 が、 りと なりて 

人 を 救 ひ 給 ふので ある、 父 は 上より、 子 は 側より、 聖靈は 下より 信者 を 助け 給 ふので ある、 祌は 唯一 

なりと 云 ひて、 單ー の 神が 救 ひ 給 ふと 云 ふより は遙に 深い、 且つ 情の 籠りた る 救扬の 方法で ある。 

(第 九 節 並に 第 十四 節に 於て 「神の 靈」 と ある は 三位の 神の 靈全體 とも、 或は 父なる 神の 靈 とも 解す 

る 事が 出来る、 然し 後者 卽ち 父なる 神の 靈と 解す る 方が 全 章の 意味 を 更らに 明瞭なら しむる と 思 ふ)。 

〇 第 十四 節 以下 三 節 を 左の 如くに 解譯 して 意味の 一 暦 明瞭になる を 見る。 

凡そ 父なる 神の 靈に 導かる る 者 は卽ち 神の 子な り。 汝 等が 受けし は奴隸 たる 者の 靈卽 ち復 たび 權 

る、 靈に 非す、 子なる 神の 靈を 受けて、 子と せられて、 我等 は アバ 父よ と 呼ぶな り。 

聖靈 自ら 我等の 靈と 偕に 我等が 神の 子た るを證 す。 


約 翰 第一 書 五 章 八 節に r 證を なす 者 は 三な り、 卽ち靈 と 水と 血と なり、 其歸 する 所 は 一 なり」 と ある、 

靈は 勿論 聖靈 である、 而 して 血 は 勿論 子なる 神が 流し 給へ る賴 罪の 血で ある、 而 して 水 を 父た る 神が 

注ぎ 給 ふ 聖靈と 解して、 此 一 節 を 以て 以上 三 節の 約說と 見る 事が 出来る。 

し ，ふ  やど 

〇 子に 嗣業 なかる ベから す、 神の 子の 嗣業は 改造され たる 宇宙で ある、 改造され たる 靈を 宿す に 改造 

された る 身體を 以てして 改造され たる 宇宙 を 賜 はる、 神の 子の 特權 と其榮 光と は玆に 在る、 「己の 子 

.r-.u  そへ 

を惜 ますして 我等す ベての 爲に 之を附 せる 者 はな どか 之に 併て 萬 物 を も 我等に 賜 は ざらん 乎」 と ある 

(三十 二 節)、 神 は 己が 子に 與 へんと て 萬 物卽ち 宇宙 を 造り 給 ふたので ある。 

，、るし ふ  .っ： ァ 

〇 光榮は 至大で ある、 然れ ども 光榮に 苦難が 伴 ふ、 キリストと 同體 になり て 彼と 榮辱 を頒 たざる を 得 

ない、 苦難 は 光榮の 影で ある、 レム ブラントの 綺畫に 於け るが 如くに 基督 者の 生涯に 於て 光明の 強き 

丈け それ 丈け 暗黑は 濃く ある、 故に 信者の 光榮は 苦難 を 離れて 說く 事が 出来ない、 然り、 信者 は 己に 

くるしみ  よろこび 

臨む 光 榮の大 なる を 知る が 故に 却て 苦難 を 喜ぶ ので ある、 「患難に も 欣喜 をな せり」 と パゥ& は 言 ふ 

(五 章 三 節)、 「兄弟よ 若し 汝等樣 々の 試 誘 (患難) に 遇 は 之 を 喜ぶべき 事と すべし」 と 使徒 ヤコ ブは 

言 ふた (雅各 書 一章 二 節)、 「今 暫 らく 樣々 の 艱難に 遇 ふて 憂へ ざる を 得すと 雖も 却て 喜び をな せり」 と 

使徒べ テロ は 言 ふた (彼 得 前書 一章 六 節)、 敢 へて 艱難 を訴 へて 同情 を 得ん とする ので はない、 艱難 を 光 

榮の 一面と 見て 却て 之 を 誇る ので ある、 基督 者 は キリスト である、 キリストに 艱難が あった、 之に 類 

する 艱難が 信者に も 臨まねば ならぬ、 而 して 信者が 感 する 艱難 は淺ぃ 肉體の 艱難で はない、 廣ぃ 宇宙 

的の 艱難と 深い 靈 的の 艱難で ある、 宇宙 は 基督 者と 共に 苦しみ、 聖靈も 亦 彼と 偕に 慨歎く ので ある。 
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第三 十九 講約說 

天然の 呻きと 其 救 ひ 

〇 パゥ a に 二つの ものが 缺 けて 居った と 言 はれる、 其 一 つ は 美術 を 見る の 眼で、 其 他の 者 は 天然 を 見 

るの 眼で あるとの 事で ある、 彼 は 希 職の 雅 典に 往 いて 其 驚くべき 夥多の 美術に 接して、 少しも 興味 を 

喚起され なかった、 彼 は 唯 之に 人類 iffl 落の 現 はれなる 偶像 崇拜の 雜惡を 見る に 過ぎなかった、 事 は 使 

徒行 傅 第 十七 章に 詳か である、 美術家の 立場より 見て パゥ は 無趣味なる 不風流なる 人で ある。 

〇 パゥ に 亦 天然 を 見る の 眼がなかった、 彼 は 幾囘か 地中海 を 渡り、 タウ ラス 山 を横斷 して アナ トリ 

ャ高 Ira- (今の 小 亜 細亞) を 踏破せ しと 雖も、 曾て 一 囘も其 天然 美に 關 する 讚美の 辭 を：^ らした 事が な 

そら t,-,o  0  ゆ ，り .C づ 

い、 彼に ヲルヅ ヲス、 ブライアントの 天然 觀 なきの みならす、 主ィ H スの 空の 鳥と 野の 百合 花 を 愛る 

愛さへ 無かった やうで ある、 バウ a は 美術的に 無能であって 天然 的に 貧弱であった やうに 見える。 

〇 乍^、 美術の 事 は 別と して 天然の 事に 關 して パゥ a は 決して 無能でなかった、 彼に も 亦確實 なる 天 

然觀 があった、 之を傳 ふるのが 羅馬書 八 章 十九 節— 廿ー 一節で ある、 パゥロ の 天然 觀は 聖書 記者の それ 

である、 殊 に 預言者 ィザ ャの それで ある、 而 して 其 天然 觀た る や 希 職哲學 の 流 を 汲める 近代 人の それ 

よりも 遙に 深い 者であった、 ィザャ も パゥロ も 其 眼 を 天然の 表面に は 注がなかった、 深く 其 心に 入つ 


て 其 呻吟の 聲を 聞き、 其 希ば 1- の 歌 を 歌った、 彼等 はず ふた、 人と 天 然と は 同一 體 である、 二者 榮辱を 

共に し、 人の 呪 はれし 時に 地 も 呪 はれ、 人の 崇めら る.^ 時に 地 も 崇めら る、 故に 人の 勞苦は 地 も 亦 之 

を頒 ち、 人の 歡 喜に 地 も 亦 躍る と、 N ホバは アダムに 告げて 言 ひ 給 ふた r 汝、 我が 命じて 食 ふべ から 

すと 言 ひたる 樹の果 を 食 ひしに 因りて 土  c 地) は汝 のために 詛 はる」 と (創世記 三 章 十七 節 y 卽ち地 は 

人と 運命 を 共に せしめられ たので ある、 人 は 今や 神 を 離れて S 非の 內に 在る、 之と 共に 呪詛は 地に 加へ 

られて 萬物卽 ちつ 受造物 は 呪， はれし 狀 態に 於て 在る、 「受造 物の 虚空に 歸 せらる、」 と 云 ふ は 此狀態 を 

言 ふので ある、 人 は 神 を 離れて 其 爲す所 悉く 虚空 (失敗) に歸 する が 如くに、 地と 地上の 萬 物 も 亦 其 

受 造の 目的に 達する 能 はすして、 失$11^|悲歎の聲を揚げっ i あると 首 ふ。 

〇 人 は 天然の 美 を 語る、 然れ ども 美 は 僅に 其 表面に 止まる、 一歩 其 裏面に 入れば 天然 は 美に 非す して 

醜で ある、 調和に 非す して 混亂 である、 平和に 非す して 戰爭 である、 夏の 野 山に 百花^き 競 ふの 狀は 

美く しけれ ども、 叢 中 如何なる 殺伐、 如何なる 敗壞が 演ぜられつ、 ある 乎 を 知るならば、 詩人の 心 は 

恐怖に 戰慄 へて 讚美の 歌 は 結える であらう、 蛇 は 蛙を吞 まんと し、 蛙 は 蟲を食 はんとし、 蟲は 相互 を 

殺さん とす、 其 蛇 を 狙 ふ 鷲が ある、 其 鷲 を 狙 ふ 他の 鳥が ある、 鶯の聲 美 はしと 雖も、 蛇 は 其 に 侵入 

.1! まご  ひな おや ど. =  つん-つん こ h  f  .r ろ 

して 其 卵を吞 まんと し、 K は 其 雛と 親鳥と を 窺 ひて 凰 中の 圑檗を 毀たん とす、 伯 勞の殘 酷なる、 梟の 

陰 る、 is 鵑の狡 滑なる、 鳥類の 常 性 を 研究して 見て、 春の 森、 夏の 林の 決して H.. テンの 園で ない 

事が 明る、 水中に 於ても 同じで ある、 池に 數尾 の驛 魚が 居れば 他の 魚類 は 腹部に 穴 を 穿た れ血を 吸 

はれて 幾れ て 其 跡を絕 つに 至る、 i! や 魚 や 靑串魚 は 鯨 や 海豚の 餌食と なりて 失する に對 し、 鯨 や 海 

隊には 叉 之 を攻擊 する 逆 又 ありて 彼等の 之 を 恐る や 甚だし、 猫が 鼠 を 弄ぶ の狀、 鼬が 鶴 を 襲 ふの 目的、 
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無情 を 極め、 殘忍を 極む、 花.， 咲く 樱は 美しく あれ ども、 其 若葉 を 食 ふ蟲は 見る さへ 恐ろしく、 松 食 ふ 

蟲、 稻を 枯らす 徵茵數 ふるに 遑 がない、 まことに 耳 を 地に つけて 聞けば 天然の 呻吟の 聲が 聞え る、 曰 

く 「我 は 痛む、 我 は 苦しむ、 人の子よ、 早く 救 はれて、 汝 と共に 我 を 救へ よ、 我 は敗壞 の扠隸 たるに 

堪 へす、 汝 と共に 神の 子た ちの 榮 なる 自由に 入らん こと を 願 ふ」 と、 天然 は 人と 共に 呪 はれ、 彼と 共 

に 縛られて、 共に 解放 を 叫びつ、 ある。 

〇 斯くて 人類の 救 ひ は 萬 物の 救 ひと 共に 行 はる、 以赛亞 書 第 十 一 章に 於け る預 一一 一一 口 者 ィザャ の 言 は 完全 

き 救 ひに 就て 述 ぶる 者で ある、 曰く 

エツ サイの 株より 一 つの 芽 出で、 其 根より 一 つの 枝 生て 實を 結ばん、 其 上に エホバの 靈 止まらん. 

.l-lri しみ  さ き 

…… 彼 は H ホバ を畏 る、 を 以て 歡樂 とし、 叉目見る所に由りて審.5^^を爲さす、 耳 聞く 所に 由り て 

斷 定を爲 さす、 正義 を もて 貧者 を 審判き、 公平 を もて 國內の 卑しき 者の 爲に 斷定 をな し、 …… 正 

義は其 腰の 帶 とたり、 忠信 は 其 身の 帶 とならん、 狼 は 小羊と 共に 宿り、 豹 は 小山 羊と 共に 臥し、 

模雄 獅子 肥た る 家畜と 共に 居りて 小さき 童子に 導かれ、 牝牛と 熊と は 食物 を 共に し、 熊の 子と 共 

に 臥し、 獅子 は 牛の 如くに 藁 を 食 ひ、 乳兒は 毒蛇の 洞に 戲 ふれ、 乳ば なれの 兒は手 を 腹の 穴に 入 

れん、 斯て 我が 蛮 山の 何處 にても 害 ふ 事な く 傷つけ る 事な からん、 そ は 水の 海 を 覆へ る 如く エホ 

バを 知る の 知識 地に 充っ ベければ なり。 

「斯くて 我が 聖 出の 何處 にても 害 ふ 事な く 傷つけ る 事な からん」 と、 是が 完全なる 平和であって 完全 

なる 救 ひで ある、 使徒 行 傅 三章廿 一節に 所謂 「萬 物の 復興」 とは此 事で ある。 


第 四十 講約說 

三 つの 呻き 

よろ 一つ ， く  •.Tr- し. &の  xd*;  «■ 、も し 

0 「萬 の 受造物 は 令に 至 るまで 共 に 歎き 共に 勞 苦む こと ある を 我等 は 知 る」 と あ る (羅馬 書 八章廿 一 一 節)， 

-，* ふ  ,、 ら し  うみ ： ろし ふ 

「歎く」 と は 「坤 く」 又は 「唸る」 の 意で ある、 「勞 苦む」 と は 「產の 劬勞に 在る」 との 意で ある、 

宇宙 萬 物 は，； fr- や. ！■ きつ k 產の劬 M 力に 於て 在る とのこと である、 大 なる 母 宇宙 は 完全た る.： 千 宙を產 出し 

て 完全なる 救扬を 施された る 祌の子 達を迎 へんと、 今や き 苦しみつ k あると 云 ふ、 實に 雄大なる 思 

想で ある、 虚空に 禍を卷 いて 新 宇宙 を 造らん としつ、 ある nij! 雲、 地獄の 签の 如くに 溶岩 を 以て 沸騰す 

る喷太 口、 肉食 獸の襲 擊に遭 ふて 悲鳴 を 擧げて 呻く 鹿と 山羊、 何れも 宇宙の 忡 きなら ざる はない、 然 

5 A  くるしみ 

れ ども 希望な き 無 ハ„ ^の勞 苦で はない、 希望に 滿 つる 產 の劬勞 である、 其處に 聖書の 天然 觀の美 はしき 

所が ある。 

ほ  うめ  ，ひ ..-I て  々リス チ 

OUK 由の 歎き 卽ち 呻きが ある、 之に 應 じて 信者の 呻きが ある、 聖靈の 初めて 結べ る實を 有る 我等 基督 

者 も 亦 己が 衷に 歎きて (呻きて) 子と 成らん 事卽ち 我等の 身 體の救 はれん こと を俟っ (. サ三節 y 宇宙 

の 呻きに 應 じて 信者の 呻きが ある、 t. きに 應する 呻きで ある、 而 して 信者の 呻き は 其 身 體の救 はれん 

が爲の 呻きで ある、 其 靈魂は 旣に救 はれた、 未だ 救 はれざる は 其身體 である、 而 して 身 體が救 はれ- V 
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して is は 完全に 救 はれない ので ある、 も^が 救 はれす して 夫 は 完全に 救 はれない と 同然で ある、 

故に8^1^は其身體の救はれん事を8ひ之を^1:ゎみて呻くのでぁる、 「喧 我れ 困苦る 人なる 哉此 死の 體 

より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と 云 ひて 歎き、 「我に 死ざる 榮 光の 體を賜 ふ 者 は誰ぞ や」 とー^^ひて帅く 

ので ある、 而 かも 是れ亦 希望な き 無益の 勞苦 でない、 宇宙の 勞 苦と 同じく 希望 ある 產の 劬勞 である、 

神 ま旣に キリストの 身體の 復活に 由て 彼 を 信す る 者の 身 體の救 ひ を 保 證し給 ふたので ある。 

〇 更に 尙ほー つの 呻きが ある、 それは§^靈の冲きでぁる、 「§f 靈も亦 我等の 蓰弱を 助く、 我等 は、 祈る 

べき 所 を 知ら ざれ ども、 架 から 一一 一一 C ひ 難き の 慨歎 を 以て 我等の 爲に 祈る」 と ある (サ六 節」、 「慨歎」 

は 前の 場^に 於け るが 如く 「帅 き」 である、 •： 于 {.E は. ！■ き、 信お は t- き、 聖靈も 亦 呻く と 云 ふ、 實に著 

しき 言葉で ある。 

〇M バ. i. きと は 何ぞ、 呻き は 言ひ識 されぬ 感情の 發表 である、 「ァ ー」 と 云 ふが 如き、 「ゥ ー ン」 と 

云 ふが 如き、 「ォ ー」 と 云 ふが 如き、 「アラス」 と 云 ふが 如き、 文法に 所謂 投 詞 又は 感嘆詞 を 以て 

言 表さる、 襄柄 である、 太 俾廿三 >ぜ にある キリス トが舉 者と パリ サイの 人 を K め 給 ひし 時に 使 はれ 

し 言 紫は此 の tn 葉であった、 卽ち いきであった、 r 喧 禍 なる 哉」 と譯 せられし は單に 「ゥ ー アイ」 

と 云 ふ 間投詞であった、 「ゥ ー アイ 舉 おと パリ サイよ」 と 彼 は 一 W ひ 給 ふたので ある、 「言語に 絡した 

る汝 等よ」 と 云 ふと 同じで ある、 而 して 人生 最も 深き 者 は 一一 1C 葉で はなく して 冲き である、 死の 苦痛、 

產の歡 喜、 何れも 一一-一：： 薬 以上で ある、 我等 は 「ァ ー」 と 云 ひ、 「ォ ー」 と 叫びて 我等 最 深の 情 を 言 ひ 露 

はすので ある、 。ハウ 口 は 「その 言盡 されぬ 神の 賜物に 因りて 我れ 神に 感謝す る 也」 と 曰 ひて 恩 惠も感 

謝 も 一一 一一 n 葉に-" おせりと 曰 ふたので ある (コ リント 後書 九 章 十五 節〕、 實に 沈默は 最大の 雄 辯で あると 云 ふが" 


多くの場合に 於ても き 叉 は t 心り は 言葉 以上の 言 紫、 美文 以上の 美文で ある、 而 して 宇宙 は 呻き、 信者 

は 呻き、 聖靈も 亦 呻く と 曰 ひて パ ゥ 口 は 玆に言 盡 されぬ 深 事 を 述べて 居る ので ある。 

〇 「聖 靈自 から 言 難き の f- きを 以て 我等の 爲に 祈る」 と 云 ふ、 「祈る」 は 「執 成す」 である、 深い 實 

験の 一一 一一 口 葉で ある * 我が 祈禱は 低い 淺 ぃ祈禱 である、 人 は 自分で 自分の 事 を 知る 事が 出来ない、 玆に於 

て か聖靈 御自身が 人に 代て 祈り 給 ふと 云 ふ、 而 かも 信者の 外に 在て に はない、 內に 在りて、 彼の 靈と 

共に 在りて、 彼と 同 體同靈 となりて 彼に て 祈る と 云 ふ、 其 場合に 於て 祈禱は 言葉で ない、 呻きで あ 

る、 ァ ー 乂はォ ー の 連 緩で ある， 語る に は餘り 深く ある、 ィ H スの ゲッセ マネの 園に 於け る 祈 禱は斯 

かる 祈禱 であった に 相違ない、 言葉 は 有ても 短い、 血の 汗 は 流る、、 「父よ 聖 意に 任せ 給へ」 と、 へ 

ブライ 書の 記者が 此狀態 を 記して 「彼れ 肉體に 在りし 時 哀み哭 びて 涕を 流して 祈れり」 と 言 ひし は、 

まことに 其 通りで ある。 

〇 熱 信なる a の 祈 禱の伴 ふ 子供 は 安全で あると 云 ふが、 信者に は 神 御自身 卽ち聖 靈の祈 禱が伴 ふので 

ある、 而 して 信者の 祈 禱の聽 かれない 事 は あるが、 聖靈の 祈 禱の聽 かれない 事は斷 じて ない、 「人の 

心 を i 祭た まふ 者 は 聖靈の 意 を 知る、 蓋 神の 心に 遵 ひて 聖徒の 爲に 祈れば 也」 と ある (サ七 節.)、 眞の祈 

禱は 預言で ある、 是れ必 す 成就 さるべき 者で ある、 信者 は s^iM に 由り て 15^ 莨と なって 現 はるべ き 事 を 

祈 求と して 預め 神に 求む るの. である、 三つの 呻き は 三つの 大 なる 預言で ある、 宇宙と 信者と 聖靈と は 

言 難き の 呻き を 以て、 萬 物の 完成、 祌の 子の 出現、 天國の 建" 气 a を 預言し つ k あるので ある、 而 して 此 

三大 預言 ありて 我等 何 を か 疑 はん、 縱し地 は 動き 海 は 鳴り、 山は诲 原の 中に 移る とも、 我等い かで か 

恐れん、 天地 萬 物と、 我が 霊魂と、 神 御自身と が 我が 信仰の 證明 者で ある、 ハレル- ャ—。 
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第 M 十一 講約說 

救 はれ し 理由 

羅馬書 八 章廿八 I 卅節 

〇 「またす ての 事 は 神の 3" に 依りて J^^ かれた る 神 を 愛する 者の 爲に 悉く 動きて 益 をな す を 我等 は 知れ 

り」 と 云 ふ (廿八 節〕、 此の 舊ぃ 日本 譯に 依る も、 バウ n の此言 は實に 著しい 首で ある、 信者 を稱 して 

「神の ll" に 依りて 召 かれた る舯を 愛する 者」 と 云 ふ、 基督 信者の 義 として 甚だ 深い 者で ある; 信者 

は 元來自 から 進んで 神 を 信じて キリストの 弟子と 成った 者で はない、 神に 召 かれた 者で ある、 聖召は 

神 を 以て， 刃った のであって、 信者 は 只 之に 應 じたまで である、 而 して 聖 召の 恩 惠に與 りし 結果と して 

感 恩の 餘り神 を 愛せざる を 得ざる に 至った 者で ある、 斯くて 信者の 信 も 愛 も 元々 自分から 出た 者で な 

.\ 神から 出た 者で ある、 信者 は 徹頭徹尾 神の 恩 惠の產 である、 而 して 斯 かる 者に は 萬 事が 悉く 動き 

て 益を爲 すと 云 ふ、 「萬 事が」 である、 善き 事の みならす 惡 しき 事 も、 成功の みならす 失敗 も、 名譽 

のみなら す 恥辱 も、 健康の みならす 疾病 も、 利得の みならす 担 失 も、 萬 事が 悉く 動きて 害を爲 さすし 

て 益 を er すと 云 ふ、 赏に 驚くべき 事柄で ある、 世に そんな 事が あらう 乎、 そんな 人が あらう 乎、 I 

ると 我等 は 知る」 とパゥ II は 言 ふので ある、 バウ 口の 信仰が 此事を 彼に 示し、 彼の 實 験が 其 示し を.^ 


めた ので ある。 

〇 然し 乍ら パゥ& の 言 は 日本 譯に 現にれ たる 以上に 意味深長 である、 今 之 を 左の 如くに 改譯 する。 

また 我等 は 知る、 神 を 愛する 者に はすべ てが 善に 向て 共に 働く、 聖旨に 循 ひて 召された る 者に は， 

と、 信者 は 神 を 愛する 者で ある、 然し 乍ら 彼が 神 を 愛する は 神 先 づ彼を 愛し 給 ひしに 由る、 彼 は 聖旨 

に循 ひて 選 まれて 召された る 者で ある、 バウ 口 は 信者の 神に 對 する 愛 を 語る 時に、 之に _廣 さる 神の愛 

を陳 ベざる を 得なかった、 以て バウ B の 信仰の 性質 を 窺 ふ 事が 出來 る、 「すべて」 は 何 乎、 萬 事の 外 

に 萬 物 を も 含まざる 乎、 又は 「すべての 困難」 の 意なる 乎、 すべての 患難、 悲痛、 試 誘 を 指して 云 ふ 

と M  • スチ ユア ー トは言 ふ。 「共に 働きて」 である、 舊ぃ譯 の 「悉く 働きて」 ではない、 萬 事 萬 物 は 

相關聯 し、 相 共同し、 一大 機關 となりて 信者の 益の 爲に 働く と 云 ふので ある、 恰も 名 將が諸 軍 を 指揮 

して 一 の 目的に 向って 進む が 如くで ある。 而 して 其 目的 は 「善」 である、 誰の 善 乎、 信者の 善 乎、 祌 

の 善 乎、 バウ B は 之 を 指名し ない、 唯 「善に 向って」， 叉 は 善 を 目的に 働く と 云 ふ、 而 して 其 善の 何 

たる 乎 は 次 節に 於て 明かで ある、 信者 は 神の愛の 目的物 なれ ども、 彼 は 萬 物の 中心で はない、 萬 W 萬 

-0 すぎ  あや -1. リ  ip 

物 は 信者の 善 を 目的に 働く と 云 ひて、 信者 を 貴く 見過る の 誤謬に 陷る、 「萬 物は汝 等の 屬 なり」 と 言 

ひし。 ハウ D は 更に 附 加して 首 ふた 「汝等 は キリストの 屬、 キリスト は 神の 屬 なり」 と 广哥 林 多 前書 三 章 

廿ニ； 三 節)、 基督 敎は人 問 中心 主義で もなければ 信者 中心 主義で もない、 神 中心 主義で ある。 基督 者 

に は 萬 事 萬 物 は 善 を 目的に 働く、 必 しも 己が 善の 爲 ではない、 至上の 善た る 神の 善き 聖旨の 成就 を 目 

的と して 働く、 故に 彼は悅 ぶ、 神の 善、 萬 物の 善が 彼れ 自身の 善で あるから である。 

〇 「それ 神 は預め 知り 給 ひし 所の 者 を 其 子の 形に 效 せんとて 預め之 を 定め 給へ り、 此は其 子 を 多くの」 
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兄弟の 中に 嫡子たら せんが 爲 なり」 と (サ九 節)、 萬 物の 目的 は玆 にある、 其 子 キリスト を 多くの 兄弟 

の 中に ありて 嫡子たら しめん 爲 である、 神が 我等 を 召き 給 ひし 第一 の 目的 は 我等 を 救 はんが 爲に 非す 

して 其 子 キリ ストの 崇められん 爲 であった、 人 問の 社會に 於ても 最も 善き 家庭 は 子供 本位の 家庭で あ 

る、 三位の 神の 聖 家庭に 於ても 其 中心 は聖 子で ある、 「萬 物 は 彼 (愛子 キリスト) に 由て 造られたり- 

且 その 造られた る は 彼が 爲 なり、 彼 は 萬 物より 先に あり、 萬 物 は 彼に 由り て 存っ事 を 得るな り」 と あ 

る (哥羅 西 書 一章 十六、 十七 節)、 而 して 信者 も 萬 物の 一部分であって、 彼が 救 はれし も 亦 キリストの 爲 

である、 彼が 其 兄弟 J ち 其聖き 姿に 效 ひし 者の 中に 在りて 嫡子た らんが 爲 である、 國 王に 園：：^ が 必要 

であるが 如くに、 聖國に 王た るべき キリスト にも 亦 救 はれた る聖き 民が 必要で ある、 斯くて 信者 は自 

分の 爲に選 まれ、 召 かれ、 義 とせられ、 潔め られ、 終に 榮光を 着せられ るので はない、 王 キリストの 

榮 光に 更に 榮光を 加へ ん爲 である、 神の 爲の 救で ある、 人間の 爲の 救で ない。 

それ ゆ ゑ 

〇 夫 故に 信者の 救 は確實 なる ものである、 若し 我等の 爲の 救なら ば、 我等 は 第一 に 之 を 信す る 事が 出 

ち 5 

来ない、 第二に 縦し 救 はれたり とする も 不安に 堪 へない、 自分に さへ 呆れる 者が 神が 自分に 就て 呆れ 

給 はすとの 理由 を發 見す る 事が 出来ない、 然し 乍ら 神 御自身の 爲の 救で あると 問いて 我等 は 安心して 

之に 與る 事が 出来る、 神が 其 子の 救濟の 能力 を顯 はさんが 爲に 特^に 人 を 選み て 其 救に 與 らしめ 給 

へりと 聞いて 少しも 不思議で ない、 又 我等 如き 者の 救 はれん が爲 に、 萬 物 は 外に 在りて、 聖靈 は內に 

在りて 呻き 歎く と 聞いて 我等 は 驚かない、 其聖 子の 善き 臣下 を 造らん が爲に 神が 萬 物 をして 互に 相 働 

きて 我等の 救 を 完成し 給 ふと 聞い て 少 し も怪 まな い 、 自分 の爲に 施された る 恩 惠は賴 り 難き 恩惠 で あ 

る、 然れ ども 神 御自身の 爲に 施された る恩惠 なる が 故に、 之 を 失 ふの 危險 がない ので ある、 基督 者の 


安心の 基礎 は玆に 在る、 彼 は 己が 救 はれし 理由 を 神の 變ら ざる 聖；； 一 曰に 於て 見る からで ある、 「父よ 然 

り、 如 此きは 聖旨に 適へ るな り」 である C: 馬太傳 十一 章 サ六節 JO 

第 四十 二 講約說 

救の 觌歌 

羅馬書 八章卅 一節 以下 

〇 人， 0 救 はる V は 己に 因らす 神に 因る、 己の 爲 めに 非す 神の 爲 である、 故に 救 は確實 である 叉 安全で 

ある、 其 順序 は預 知、 預定、 聖召、 爲義、 賜榮 である、 其 目的 は 「其 子 を 多の 兄弟の 中に 嫡子たら せ 

んが爲 め」 である、 「萬 物 は 彼より^、 彼に 倚り、 彼に 歸る」 と ある、 人の 救 はる」 は 全然 祌 中心で 

ある (十 一 章卅六 節し。 

〇 r 然 れば此 等の 事に 就て 何 を か 言 はん、 祌 若し 我等の 味方なら ば 誰か 我等に 敵 せん 乎」 (骨 一節)、 神 

御自身が 施し 給 ひし 救 ひなれば 何人も 之 を 奪 ふ li^ が屮 I 来ない、 以下 左の 如くに 解譯 すべし。 

己の 子を惜 ますして (アブラハムが 其 子 イサク を惜 まざりし が 如くに) 我等す ベて (信者 全體) 

の 爲に之 を (死に) 附 せる 者 は、 豈 彼に 併せて 萬 物 (救 ひに 必要なる 萬 物) を も 我等に 賜 は ざら 

ん乎、 神の 選び 給へ る 者を訟 へん 者 は誰ぞ 乎、 義 とする 者 は 神な り、 罪を定 むる 者 は 謙ぞ乎 * 死 
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し 者 は キリスト なり、 然り、 彼 は 復活り し 者、 神の 右に 在りて 我等の 爲 めに 執 成し 給 ふ 者な り、 

キリストの 愛より 我等 を絕 らせん 者 は誰ぞ 乎、 忠 難なる 乎、 憂苦なる 乎、 迫害なる 乎、、 飢餓なる 

乎、 裸 仏なる 乎、 危險 なる 乎、 刀劍 なる 乎、 是れ 「我等 終日 汝の爲 めに 死に 附 され、 屠られん と 

する 羊の 如くせられ たり」 と錄 されし が 如し C 詩^ 四十 四 篇廿ニ 節)、 然れ ども 我. 等 を 愛し 給 ひし 者 

に 由り： て此 等の 事に 勝ち得て 餘り あり、 そ は 或は 死 或は 生、 或は 天使 或は 執政、 或は 權能、 或 

は 現在 或は 未來、 或は 高き 或は 深き、 また 他の 受造物 は 我等 を 我屮： ィ H スキ リストに 在る 神の愛 

より 絶ら する 事 能 はざる を 我 は 信ぜ しめらる (三十 五節より 三十 九 節まで)。 

〇 「キリストに 在る 者 は St- せらる る 事な し」 と 云 ひて 始まりし 第 八 章 は 「s!- を定 むる 者 は誰ぞ や」 と 

の 挑戰的 ！^:!;?!: を 以て 終って 居る、 バウ 口が 何よりも 恐れた 事 は 最後の 神の 裁判に 於て 雜に 定められる 

事であった、 而 して 此_* なき を保證 せられて 彼 は 凱歌 を 揚げざる を 得なかった、 是れ 彼が 兹に 十數囘 

に涉り 挑戰的 質問 を速發 した 理^で ある、 彼 は玆に 長の 11 彼 を 苦しめし 敵 を 追 ひまくり 乍ら、 詰問の 

矢 を 放ちつ k ある、 恰も 源義 家が 安部 载任を 追 ふの 狀 である、 「鎧の 袖 は 綻びに けり」 と 云 ひて 追 ひ 

掛 くれば、 「年 を經て 糸の 亂れの 苦し さに」 と 云 ひて 逃 去る、 バウ 口 は玆に 人の子 を 祌に訟 ふる 者^ 

ちサタ ンを 追^し つ つ あるので ある。 

〇 「執政」 はべ 布 職 語の アル カイ、 天使の 一 階級の 名で ある (以弗 所 一 章 卄節參 考)、 「權 能」 と 云 ふ も 

同じな らん、 天使と 執政と 描 能と 云 ひて 天使の 三階 級 を 指して 言 ひしな らん、 或は 「天に 在りて は： 大 

使大 天使、 地に 在りて は執權 者」 との 意なる 乎 も 知れす、 天上 天下の 勢力 を總 括しての ひならん。 

〇 死の 恐怖、 生の 誘惑。 天上の 勢力、 地上の 權威。 旣 知の 現在、 未知の 未来。 天签の 異象、 地下の 秘 


密リ 其 他 若し 全然 別種の 世界 ありと する も、 是れ亦 我等 を 我 主 イエ ス キリストに 在る 神の愛より 云々 ( 

キリストに 在る 神の愛で ある、 漠然たる 神の愛で ない、 明 c: に 指定せられ たる 神の愛で ある、 義 を以. 

て 現 はれた る 愛で ある、 罰すべき を 罰せす して は 赦し給 はざる 神の愛で ある、 故に 贵 き確實 なる 祌の 
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愛で ある、 正義に 由て 現 はれた る 神の愛な るが 故に、 宇宙 萬 物 何者 も 之 を 毀つ 能 はす、 又 我等 を 其 愛 

より 絕ら す,？ J 事 能 はすと パゥロ は 言 ふたので ある、 萬 有 は 正義の 上に 立つ、 萬 有 は 壊れても 正義 は壞 

ひろ が 

れ ない、 而 して 正義の 上に 立つ 救 ひなれば 萬 有 も 之 を 翻へ す こと 能 はすと パ ゥ 51 は 言 ふので ある、 

「我 主ィ H スキ リストに 在る 神の愛」、 彼 を 通う して 現 はれた る 愛、 自身 罪な き 者なる に 我等の と 

なりて 我等に 代りて 十字架の 死 を 受け 給 ひし 彼の 愛、 此 愛より 結ら する 者、 時間 空間に 在る ことなし 

と 云 ふので ある。 

〇 然 らば 「我が は 如 M」 と 問 ふ 者 も あらう、 天上： 大下、 現在 未來、 我れ 以外の 何者 も 我 を キリスト 

に 現れた る 神の愛より 絶ら する こと 能 はすと 云 ふ も、 我れ 自身の 罪 は 我が 授かりし 救 ひより 我 を 3 把ら 

する の危險 なき 乎、 「在り」 と 或る 祌學者 は 言 ふ、 然れ ども 若し 然り とすれば 我が 救 ひ は 最も 不安で 

ある、 賴り 難き 者に して 我心の 如き はない、 「心 は 萬 物よりも 偽 はる 者に して 甚だ 惡し」 と ある (耶 

利 米亞記 十七 章 九 節)、 若し 我が 救 ひが 我が 決心、 我が 努力、 我が 橈まざる 注意に ^ る 者なら ば 我は尙 

ほ 危險に 於て 在る、 天使よりも 大 天使よりも 死の 苦痛と 生の 誘惑よりも 危險 なる 者 は 心で める、 之 

あや ふき 

が 守られす して、 其 安全が 保證 せられす して、 我 は 依然として 危險に 居る ので ある. - 

〇 まことに 安心 はならない と 言へば 言 ひ 得る、 「汝等 常に 畏權 戰慄て 己が 救 を 全うせよ」 と 。ハウ 0 は 

一一 一一 口 ふた、 然れ ども 斯く言 ひて 後 直に 彼 は 言 ふて 居る 「そ は 神 その 善き iiiki を 行 はんとて 汝 等の 衷に働 
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き、 汝等 をして 志 を 立て 事 を 行 はし むれば 也」 と (腓立 比 書 二 章 十二. 十三 節)、 神 は 我が 衷に 働きて 我 

^^わ f 兀.! い 4 お、 r 汝 等の 心の中に 善き ェを 始め 給 ひし 者 は 之 を 主ィヱ ス キリストの までに 全つ 

すべし」 とパゥ a は 同じ 腓立比 書に 於て 言 ふて 居る (一章 六 節)、 我れ 求めざる に 我 を 求め 給 ひし 者、 

我 を 知り、 定め、 召し、 義 とし、 潔め 給 ひし 者が、 最後の 瀨戶 際に 於て 我 を 見放し 給 ふで あらう 乎。 

His  mercies  iii p;ist  lol.bKlH  lue  to  think, 

Tliat  He  will  at  last,  allow  so  s  sink. 

過去に 於て 現 はれた る 彼の 恩 惠は余 をして 思 ふ 事 を 禁ぜし む、 

彼 は 終に 我 をして 滅亡の 淵に 沈めし め 給 ふと は。 

第 四十 三 講約說 

バウ 口の 愛國心 

羅馬書 九 章 一— 五節 

〇 パ ゥ B は 希 隨コリ ン トのガ ョ ス の 秋に 客と なりし に テリ テオ を 書記と して 此 書翰 を 口授し つ 、あ 

つた (十六 章廿 二、 廿三 節)、 彼 は 多分 一 日に 此 書翰 を 書き終った であらう、 朝 始めて 夜までに は 終 

つたで あらう、 而 して 多分 正午 少し 過ぎ 顷に八 章 を 書き終った であらう、 火山が 熔 5 石を喷 出す るが 如 


くに、 彼の 張 裂けん とする 靈魂 は其大 思想 を 吐露して 之 を 書記 テリ テオの 筆に 留めた、 人 は 如何にし 

て 救 はる. 1 乎、 是が 第一 に 取扱 はるべき 問題であった、 而 して 說き來 り說き 去りて 第 八 章の 終りに 至 

つて 彼 は 一 種の 安堵 を 感じた であらう、 洽 かも 旅人が 險 しき 峠 を 登り 詰て 其 慰 に 達して 一 息す るが 

如くであった らう、 彼 は 後 を振囘 り、 來 りし 道 を 下に 瞰て、 大聲に 勝利の 凱歌 を 揚げた ので あらう、 

玆に 口授 は 一 先づ 中止せられ、 口授 者と 書記と、 傍 聽の特 權に與 りし 主人 ガョ スと は、 共に 別 i 至に 退 

きて、 中 食の 卓に 就いた であらう。 

〇 休憩の 後に 口授 は 再び 始 つた、 而 して 凱歌 を 揚げし 口授 者の 口より し 言 は 讚美で はなく して. i. 吟 

であった、 背 を 顧みて 歌 ひし バウ は 前 を 望みて 呻いた、 自分の 救 は確實 である、 救に 到る 途は 明白 

である、 然れ ども 我が 同胞 は 如何に、 イスラ H ルは 如何に、 バウ 口の 呻き は 夕 a; に 遠く 響く 大洋の 唸 

の 如くであった。 

ま こと  あかし 

我 は キリストに 在りて ®a 莨 を 語る、 我 は 偽 はらす、 我が 良心 は聚靈 に 在りて 共に 證す、 我に 大な 

る 憂 ある 事 を、 我が 心に 絕 えざる If ある 事 を、 我 は 願 ふ、 我が 兄弟、 我が 骨肉の 爲 たらん にはキ 

リ ス ト より 絶れ て アナ テ マた る も 可な り、 我はィ スラ H ル 人に 就て 言 ふ、 子と せられし 事、 榮 光- 

盟約、 律法 を 授けられし 事、 祭儀、 約束、 皆な 彼等に 屬す、 列祖は 彼等の 列祖 なり、 キリスト も 

亦 肉體に 由れば 彼等より 出たり、 彼 は 萬 物の 上に ありて 世々 崇めら るべき 者な りァ ー メン (第 九 

章 一 —五節)。 

〇 ユダヤ人 は バウ 口に 就て 言 ふた 「彼 は 叛逆 者で ある、 イスラ H ル と其榮 光た るモ ー セの 律法 を賫り 

し 者で ある」 と、 「然ら す」 とパ ゥ 0 は 答 へて 曰 ふ 「我 は 我 國を思 ひ、 我 民 を 想 ふ、 彼等が 救 はれん 
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が爲 めに は 我れ 自身 は 呪 はる V も 可な り、 我が 耐へ 難き 愛 慮と 苦痛と は 彼等が 福 昔 を 斥けて 其 恩惠に 

與ら ざる 事な り」 と、 パゥロ は玆に 己が 模範 をモ， 'セに 取って 言 ふたので ある、 モ ー セも亦 イスラ H 

ルの 罪の 赦 されん 事を^ 求 ひて 言 ふた、 

鳴 乎 此の： の 罪は大 なり、 彼等 は 己が 爲に 金の 神 を 作れり、 然れど 鳴 呼、 若し 聖 意に 合 はぐ 彼等 

の 罪 を赦し 給へ、 然ら すば 願く は汝の 書記し 給へ る 書の 屮 より 我 名を抹 去り 給へ (出 埃 及 記 卅ニ章 

卅  一 、 二 節)。 

と、 E; 疋れ 以上の 愛國 心を考 ふる 車 は 出来ない、 民が 救 はれん が 爲には 自分 は 永久に 滅びても 可い と 云 

ふので ある、 誰か 言 ふ クリスチャンに 愛國 心なし と、 最上の 愛 國心は キリストに. H て 起る 者で ある、 

ル ー テル、 サ ボナ 口，' ラ、 コ ロム ゥ エル、 ミルトン、 「我に 若し 百の 生命 あらば 我 は 悉く 之 を 我が 國 

の 爲に棄 てん」 と 云 ひし 米國 革命 時代の 愛國 者が あった、 八 人の 男子 を 生める 母が 其す ベて を 國に獻 

げて惜 まなかった 南北 戰爭 時代の 米國 婦人が あった、 基督敎は侗人道德に長するも國家道德に於て^^ぃ 

くる 所 多し と 雷 ひ來 りし 我 國多數 の 所謂 「識者」 は 歷史も 實際も 知らざる 者で ある。 

〇 歎す ベ き は 救 はるべ き 者が 救 はれない 事で ある、 キリス トを 生みし イス ラエルが キリストの 救に 

與ら ない と 云ふ審 である、 悲欽此 上な しで ある、 其 理由の 解る まで はパゥ 口の 短悶は 止まなかった、 

同じ 悲歎が 曰 本人に 就て 起るまい 乎、 日本人 は 優秀の 民で ない 乎、 強い 宗敎心 を 持てる 民で ない 乎、 

或は ユダヤ人の 一 派で は あるまい 乎との 說が 立てら る、 程で ある、 而 して 此 民に 過去 六十 年に 渡り 隨 

分と 善き 福音が 傳 へられた、 第 十九^ 紀の 基督 敎宜敎 歷史に 於て 日本に 齡 からざる 傳道的 勇者が 送ら 

.sd た、 ヘボン、 ブ ラウ ン、 ベ ル ベ ッ キ、 監督 ゥ イリヤ ムス、 監督 ハリス、 w.s. クラ ー ク、 彼等 は. 


何れも 偉人であった、 而 して 彼等 は 其 生命 を 日本人の 爲に 棄て惜 まなかった、 然れ ども 日本人 は國民 

として 今尙ほ キリ ス トを 斥けて 彼に 從 はない の である、 佛敎徒 は 何千 萬 を 以て 算 へらる」 に 基督 信徒 

は 三十 萬 人に 足らない ので ある、 日本人 は 西洋 宣敎師 より 西洋文明 を瘦 て、 キリストの 福 昔 を 建ん と 

欲しなかった、 叉 幅 音を受 くる 者 はあった が 長く 固く 信仰 を持續 する 者 は 至て 少數 である、 大抵 は 信 

仰 を棄て 元の 不信者と なる が 常で ある、 之 を 思 ひて 我等に も 亦 バウ 口 の 如くに r 大 なる 憂、 絶えざる 

痛」 なき を 得ない、 最後の 審判の 座に 於て キリスト は 日本人 を訟 へて 曰 ひ 給 はぬ であらう 乎 「二 ネベ 

の 人 は ョナの 說敎に 由て 悔 改めた、 然るに 是 等の 日本人 はョナ よりも 大 なる 者の 敎を傳 へられて 之 を 

小 みすして 肉 慾 文明に 耽けった、 彼等が^に おめら る.^ は當然 なり」 と (馬 太傳 十二 章 ra 一節 參照 )o 

〇 乍^ パゥ n は 彼の 同胞に 就て 失^し なかった、 彼 は ユダヤ人の 设 後の 救 を 信じた、 「イスラエルの 

人 悉く 救 はる、 を 得ん」 と は 彼の 結論であった (十一 章サ六 節)、 我等 も 亦 日本人に 就て 同一 の 信仰 を 懐 

くで あらう。 

〇 兹に キリスト は 祌 であると 云 ふ 事が 明 に敎 へ て ある、 「肉體 に 由れば キリス トも亦 彼等より 出た 

り、 彼 は 萬 物の 上に 在りて 世々 讚美 を 得べき 神な りァ ー メン」 と (五節，)、 。ハウ 口の 此 一一 r に紛 はしき 所 

は 少しもない、 文法 上 並に 言語 學 上より 見て 其 明. m なる 意味 を變 へる 事 は 出来ない、 た キリストの 

神た る 事 を 信す るの 甚だ 困難なる より、 此 一 節に 關し 古來 幾多の 解釋 叉は讀 方が 現 はれた ので ある、 

改正 譯 新約 蛮 書 欄外に 於て、 「萬 物の 上に 在りて」 云々 を 前 句より 切 離し、 之 を 別に 祌を 讚美す る 言 

葉と 見る が 如き は 其 一 である、 乍 併 個人の 信仰 問題 を 離れて、 聖書の 文字 其 物に 就て 見て 之 は キリス 

トを 神な りと して 示す 明お なる 一一 ーーロ である 事 は 疑 ふの 餘 地がない ので ある。 
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〇 而 して キリスト は 神で ある、 造物主で あると 云 ふ 事 は 此箇處 に 限らす、 聖書の 他の 筒處に 於ても 明 

かに 示さる、 所で ある、 約翰傳 一章 一節が 其 一 である、 「太初に 道 あり、 道 は 卽ち祌 なり」 と 云 ひて、 

「道 肉體と 成りて 我等の 内に 宿れり」 と 記して ある、 約翰俾 記者 は。 ハウ &の此 一一 目に 裏書して： 115 るので 

ある、 胖立比 書 二 章 六 節に は キリスト は 「神の 實體 にて 在りし かど も自 から 神と _ 等しく 在る 事 を棄難 

^3  b  しる 

きこと、 意 はす」 と 記して ある、 祌と 等しき 者 は 神で ある 事 は 明かで ある、 哥羅西 書 一章 十六 節に は、 

f 萬 物 彼 (キリスト) に 由て 造られたり」 と あり、 同 十七 節に は 「萬 物 彼に 由て 存っ こと を 得るな り」 

と 1^ て ある、 キリスト は 宇宙の 造 主であって 叉 其 支持者で あると 云 ふので ある、 叉 提多書 一章 三 節に 

於て は キリスト を 呼ぶ に 「我等の 救 主なる 神」 なる 名稱を 以てして 居る、 同 二 章 十三 節に 於て は、 信 

者 は 「犬なる 祌卽ち 我等の 救主ィ H ス キリストの 榮の顯 はれん 事 を 待望む」 者と して 記されて ある、 

其 他斯く 確然と は 示して 居ない が、 併し乍ら キリス トを大 能の 祌 として 解す るに あら ざれば 到底 解す 

能 はざる 聖 誓の 一一 一一 n は枚擧 する に 遣がない。 

〇 ^し 乍ら 單に 文字の 問題で はない、 信仰的 實 験の 問題で ある、 キリスト は 神で なければ ならない、 

神で なければ Sii を赦す 事が 出来ない、 信者 は キリストに si- を 救され て、 彼が 沟に r 大 なる 神卽ち 我等 

の 救主ィ H ス キリスト」 である 事 を 知る ので ある、 「人の子 地に て 罪を赦 すの 權 ある 事 を 知らせん と 

て」 彼 は屢々 不思議なる 業 を 行 ひ 給 ふた、 「子 若し 汝 等に 自由 (Is よりの 釋放) を 賜へ なば 汝等沟 に 

自由 を 得べ し」 と 彼 は 言 ひ 給 ふた、 是れ 神なら では 一一 一一 II ふ 能 はざる 所で ある、 而 して 斯く言 ひて 其 一一 一日の 

行 はる、 を 知って 我等 は沟に 彼が 「萬 物の 上に 在りて 世々 讚美 を 得べき 神」 なる を 知る ので ある、 キ 

リ ス トが祌 で 在り 給 ふが 故に 我等 も 世 も 彼に 由て 救 はる k ので ある。 


第 四十 四 講約說 

イスラ ヱ ルの 不信 

羅馬書 第 十 章 の 大意 

〇 ユダヤ人 は 何故に 救 はれざる 乎。 ； 聖書に 合 はんが 爲 である (九 章 六— 廿九 節〕。 ri 彼等が 信ぜ ざ 

るが 故で ある (九 章 三十 節— 十 章)。 5^ 彼等の 不信に 由て 異邦人が 救 はれ、 終に 全人 類が 救 はれん が 

爲 である (十 一 章)。 

〇 第 九 章 は 主として 神の 選 (豫 お) に 就て 論す る、 イサクの 召れ しも、 ヤコ ブの選 まれし も 之に 由る、 

神の 選の 聖 意の 動か ざらん 爲 である (十一 節)、 神 は 斯く爲 して 不疆を 行 ひ 給 ふに 非す、 彼 は 憐惯ん と 

欲する 者 を 憐憫み、 剛復 にせん と 欲する 者 を剛復 にして 彼が 祌 たるの 權能を 現 はし 給 ふに 過ぎない、 

+- る ifeG し  つち，、 れ  こ 、ろ i ケ  -フっ は  みこ ゝろ 

陶工 は 同じ 土塊 を 以て 己が 意に 任せ、 或る 器は贵 く、 或る 器は賤 しく 作る が 如くに、 神 も亦聖 意の 儘 

に 滅亡の 器と 憐憫の 器と を 備へ給 ひたれば とて 何人も 不義 を 以て 彼を責 むる 事 は 出来ない、 彼 は 預言 

者 を 以て 一一 一一 口 ひ 給 ふた 「イスラ H ル の 子の 數は 海の 沙の 如く なれ ども 救 はる、 者 はた 僅少な らん」 と 

(以赛 亞書十 章廿ニ 節〕、 而 して 事 實は其 通りであった、 イスラエルの 人の 多 數は救 はれざる べしとの 事 

は 神の 聖 意であって 聖書に 應ふ 事であった、 神の 聖意 である、 故に 其內に 深き 理由がなくて はなら な 
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い、 之 を 思 ふて 我が 耐え 難き 苦痛の 幾 部分 か を 癒す 事が 出來 ると パ ゥ B は Iw ふたので ある。 

〇 ユダヤ人の 不信の 原 ra は 神の is 息に 在った、 然れ ども 彼等に も亦大 なる 責任 在 て^す、 彼等 は 信仰 

に 由ら す 行に 由て 義を 追求め た、 彼等 は 己が 義を 求めて 神の 義を 求めなかった、 r 視ょ 我れ 1"1^_ま 

た礙 115 をシ オンに si^ かん、 凡て 之 を 信す る 者 は 辱 しめられす」 と ある (以赛 亞書八 章 十四 節- 同サ八 章 

十六 節)、 是は 勿論 キリ スト を 指して 謂 ふたので ある、 而 して ユダヤ人 は 信すべき 者 を 信ぜ ざり しが 故 

に 之に 躜ぃ たので ある、 之に 反して 義を 追求め ざり し 異邦人 は 計らす も義を 得たり、 卽ち 信仰に 由る 

ま を 得たり、 然るに イスラ H ルは雜 法の 義に 達せん として 之に さへ 達し 得なかった、 彼等 は 全然 義の 

何 たる を 解し なかった、 神の 遣し. 1 者 を 信す る 是れ卽 ち 神の 悅び給 ふ ，ェ である (約 翰 傳六章 廿九節 J>、 義 

人 却て 義を失 ひ、 雑人 却て 義に與 る、 神が 何よりも 悅び給 ふ 者は碎 けたる 悔いし 心で ある、 イス ラエ 

ルは此 事 を 忘れて、 却て 異邦人の 先す る 所と なった (卅— 卅 一二 節〕。 

〇 イスラ H ルに 熱心が ある、 然れ ども 養に. £ る 熟 心がない、 彼等 は 祌の義 と 人の 義とを 混同して 居 

る、 神の 義 は：^ 仰で ある、 人の 義は 行爲 である、 信仰 は小兒 の信賴 である、 行爲は 大人の 努力で ある、 

前^ は 容易で ある、 後者 は 困難で ある、 而 して イスラ H ルは =^ きを 棄て 難き に 就いて 其 目的 を 達し 得 

ない ので ある、 愚で ある、 氣の 毒で ある、 行 爲は曰 ふ 我れ 天に 样 つて 道 を 求めん、 in 府に 降て 義を採 

らんと、 恰も キリスト は 未だ 降り 給 はす、 未だ 復活り 給 はざる が 如くに E 心 ひて ：… 然れ ども； 大に 昇る 

に 及ばす 地に 降る に 及ばす、 「道 は汝に 近く、 汝 の：：： にあり、 汝の 心に あり」 である、 道は簡 S5i であ 

る、 容易で ある、 r 汝 口にて 主 ィヱス を吿， u はし 叉 心に て 祌の彼 を^ら し V を 信ぜば 救 はるべし 一、 

簡單 明瞭で ある、 何人も 爲す ことの 出来る 業で ある、 ユダヤ人 は 此途を 取らす して 他の 途を 取りし が 


故に、 卽ち 儀式と 修養と 3 心 索と 工夫と に 由り て、 信仰に 由ら ざり しが 故に 救の 恩惠を 逸した ので ある 

(六 —ト 一 節)。 

.〇 信仰の 道は簡 軍で ある、 同時に 义 普遍的で ある、 之に ユダヤ人 义は ギリシャ 人と 云 ふが 如き 區別は 

ない、 之に 遺俾 もなければ 系統 もない、 「凡て 主の 名 を 呼 求む る 者 は 救 はるべし」 である、 淨土鬥 の 

怫敎に 謂 ふ 所 6 稱名 である， 勿論 機械的の 百 一 5i 遍 ではない、 に 一 W 表 はし 心に 信す る 意味に 於ての 稱 

名で ある、 アバ 父よ とい ふ 小 兒の信 親で ある、 而 して 祌は其 子 イエスキリストに 在りて 御自身 をす ベ 

ての 人に 示し、 彼等 をして ィ H スを 信じて 救の 恩 惠に與 らし めんと 爲し給 ふた、 簡單 である、 明撩で 

ある、 高遠で ある、 深遠で ある、 而 して 餘 りに 簡單 なる が 故に ユダヤ人に は礙く 者、 ギリシャん に は 

愚かなる 者の 如くに 見 ゆるので ある (十二— 十三 節)。 

•〇 救 は 福音に 因る、 人 は 福音 を 聽き之 を 信じて 救 はる、 聽く 事と 信す る 事で ある、 福音 士の 幸福 は玆 

に 在る、 「和平なる 一一 目を宣 ベ、 又 善き 事を宜 る 者の、 其 足 は 美 はしき 哉」 と あるが 如し、 傳道 は敎理 

の講釋 でない、 社會 事業で ない、 福音の 偉 道で ある、 「彼れ 語り 給 ひたれば 我 も 亦 語る」 と 一一 一一 I！ ふの が 

俾道 である、 「彼れ 吿げ給 ひければ 我 は 其 如く 信す」 と 云 ふの が 信仰で ある、 簡單此 上な しで ある、 

然れ ども 信 賴の途 はすべ ての 場合に 於て 簡眾棰 まる 者で ある (十四、 十五 節)。 

〇 福音 は傳 へ られ た、 然れ ども ュ ダャ人 は 聽き從 はなかった、 彼等は乂！^書に由て豫め福音の何たる 

乎を敎 へられた、 故に 彼等 は推諉 るべき やうな し、 不信の 責任 全然 彼等に 在り、 彼等 は 救 を 逸し たれ 

ばと て 神 を 恨み 奉る 事 は 出来ない (十六— 卄 一節)。 

-〇 ユダヤ人 然り、 今日の 米 國人又 日本人 また 然り、 彼等 は 何を爲 しても 信仰 丈け は爲 さたい、 宗敎研 
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究、 社會 事業、 平和運動、 文化 生活 …… 彼等 は雜 行に 忙殺 せられて 正 行に 就く の遑 がない、 米 國人は 

キリス 卜の 十字架 を仰瞻 るの 祕訣を 忘れ、 日本人に 之を爲 すの 識遍 と單 純と がない、 斯くて 兩者 共に 

ユダヤ人の 如くに、 義の雜 法 (现 想の 實現) を 追求め て 之に 追附 かないの である。 


第 四十 五 講約說 

神の 攝理 

羅馬書 第 十 一 章 大意 

〇 イスラ H ル 人の 多 數は救 はれなかった、 併し乍ら 是れ祌 が 其 選民 を 妻た まひし 譯で はない、 バウ 口 

自身が 其 一 人で ある、 「我 も 亦 イスラ ヱ ル の人ァ ブラ ハムの 裔 にして ベ 一一 ャ ミンの 支 派な り」 と 彼 は 

玆に 一一 一一 口 ふて 居る、 「我 は 第 八 口に 割禮を 受けた る 者に て イスラ H ルの 族べ 一一 ャ ミンの 支 派、 へ ブル 人 

きつ ャ， 0 

より 生れた る へ ブル 人な り」 と 腓立比 書 三 章 五節に 一一 目 ふて 居る、 卽ちパ ゥ II 自身が 生粹の イスラ H ル 

人で あるに 關 はらす 彼 は祌の 召に 與り キリストの 僕と なる 事が 出来た、 一は 十 を 示す、 パゥ n 自身の 

救 はれた る は總の イスラ H  ^人が 救 はれ 得べき 可能性 を 表 はす ものである、 而 して バウ 0 以来ん f 日に 

至る まで ユダヤ人 にして 忠赏 なる ィ ヱ ス の 弟子と なりし 者 は 絶えなかった、 昔 樂{ 诙メ ン デル ゾ— ン、 

詩人 ハイネ、 敎會歷 史家 ネアン デル、 有名なる 基督 傅の 著者 H 1 デル シャイ ム等は 孰れ も純粹 のュダ 


ャ 人であって、 熱心なる 基督 者であった、 沟に神 は 御自身の 爲にバ アルに 跪かざる 者 七 干 人 を g し洽 

ふた、 ユダヤ人 全部が キリスト を 斥けた ので はない、 彼等の 內 に少數 なりと 雖も 「今 も 猶ほ恩 惠の選 

に 由る 遣れる 者」 が ある (一— 十 節〕。 

つま づ 

〇 イスラ ヱ ル人は 少数 を 除いて は キリストに 躓いた、 然し 是れ 彼等が 躓いて 斃 れんが 爲 でなかった、 

之に 由て 福音が 異邦人に 臨まん が爲 であった、 ユダヤ人に 由て 棄られ し 石 は 異邦人に 由て 家の g の. 

石と なった、 「是れ 主の 爲し耠 へる 事に して 我等の 目に 奇 とする 所な り」 である (馬 太 傳廿ー 隼 四 ニ節ヽ 

ユダヤ人 は自 から 幅 昔 を 斥けて 實は 世界 敎 化の 道 を 開いた ので ある、 激勵と || 爭は學 校 を 支配し、 固 

家 を 支配す る、 學問を 支配し、 信仰 を ま 配す る、 神 も 亦 之に 由て 人類 を 救 ひ 給 ふ (十一— 十六 節 )o 

0 地中海 沿岸の 農夫 は 老齢に 達して 衰弱せ る 橄槽樹 を 若返らし めんが 爲に、 其 上に 野生の 橄麼樹 を II 

木す る を 常と する、 其 如く 祌は 古例 舊惯に 其 靈氣 を 喪失せ る イスラ H ル 人の 上に 生氣 旺盛なる 靈界の 

野人 異邦人 を 接 木して 福音の 復興 を 行 ひ 給 ふたので ある、 イスラエル の 信仰の 上に ギリシャの 知 jfS と 

nl マの 常識 を 接 木して、 前者 は 復興して 後者 は 潔め られ た、 是は兩 者に 取りて 善き 事であった、 玆 

に 所謂 歐洲 文明なる 者が 起った、 其 宗敎は 猶太 的、 其學問 は希臘 的、 其 政治 は羅馬 的であった、 是は 

世界 を 征服すべき 文明であって、 ユダヤ人 自身 も 亦 其 恩惠に 浴す るに 至った、 而 して ユダヤ は 5? 處ま 

でも 其 根であって、 ギリシャと u  , 'マと は 其 枝であって、 ユダヤの 產 せし 基督 敎が 根と なって 歐洲文 

明 を 保つ のであって、 歐洲 文明が 基督 敎を 保つ ので はない、 異邦 は ユダヤに 向て 誇る 事 は 出来ない、 

文明の 元樹 はや はり ユダヤで ある (十七— 卄 四^)。 

0 福音 は ユダヤ人 を 離れて ギリシャ 人に 臨んだ、 然し 是れ 神が 永久に 其 民 を 棄て給 ふたから でない、 
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是れ 「幾分の イスラ H ルの 頑梗は 異邦人の 數盈 るに 至らん 時まで」 である、 救 はるべき 異邦人が 悉く 

救 はれて 後に： i 昔 は W び イスラ H ルに 歸り來 るので ある、 r 而 して イスラ ヱ ルの人 悉く 救 はる k を 得」 

るので ある、 神 は 其 選み し 民 を 棄て給 はない、 「救 者はシ オンより 出て ヤコ ブの 不信 を 取 除く」 ので 

ある、 神の 賜物と 召と に 易る ことなき が 故に 斯く 成るべき が當然 である、 神が 暫時 イスラ H ルを棄 て 

給 ふた やうに 見 ゆる は：； 取 後に 完全に 彼等 を 救 はん 爲 である (廿 五— 三 一 節)。 

〇 「それ 神 はすべ ての 人を憐 まんが 爲に 彼等す ベて を 不順の 內に閉 炸？ め 給へ り」、 先づ 一 たび 不信 不 

i ぢこ  いひの が 

順の 內に閉 籠め、 彼等 をして 推諉 るべき 途 なから しめて、 然る 後に 恩惠を 施して 救の 自由に 入れ 給 ふ、 

よび，？ i 

人が 自分に 賴る間 は 救 は 何人に も 臨まない、 遁 るべ き途 なきに 至り 暗黑の 底より 救 を 呼 求む るに 至て、 

祌は 憐惻を 以て 彼に 臨み、 大 なる 救 を 施し 給 ふので ある、 イスラ H ル 人が 祖先の 功 繽に賴 り 自己に 救 

はるべき 權利 ありと 思 ふ 間 は 救 は 決して 彼等に 臨まない、 縱令ァ ブラ ハ ムの 正統の 子孫たり と雖 も、 

其 を釓 され、 不顺の 5： に 閉^ めら る- - にあら ざれば 憐 まれて 救に 入る ことが 出来ない ので ある (三 

一 一節)。 

〇 「あ k 神の 智と 識 と Q 富 は 深い 哉、 其 審判 は 測り 難く 其 道 は 索め 難し」 である、 祌の爲 し 給 ふ 所に 

矛盾が ある やうに 見 ゆる、 然し 乍ら 矛盾 は 思想 上の 矛盾であって 事實 上の 矛盾で ない、 祌は其 愛の 行 

爲に 由て 其す ベての 矛盾 を 調和し 給 ふ、 神に 至上 意志 あり、 人に 自由意志 あり、 而 して 二者 は 共に 働 

きて 神 を 愛する 者の 5 仗と 成る、 玆に 神の 攝现が ある、 「攝 理」 は 「整へ 治む る」 の 意で ある、 英語の 

providence は拉典 語の pro と videl.e より 成りし 詞 であって、 「前に 見る」 の 意で ある、 祌は 前よ 

り 人類の 未 來を見 透し 給 ひて、 其 先見の明に 從 ひて 萬 事 を攝理 し、 卽ち 統べ 治め 給 ふので ある、 之 を 


ふて 人 は 唯 彼の 前に 平伏し ヨブと 共に 言 ふので ある、 「我れ 知る 繭 は 一 切の 事 を 爲すを 得た まふ、 

艾 如何なる 聖意 にても 爲す能 はざる なし、 無知 を 以て 道 を 掩ふ者 は誰ぞ や、 斯くて 我 は 自ら 了らざる 

事 を 言 ひ、 自ら 知らざる 測り 難き 事 を 述べたり …； 是を もて 我れ 自ら 恨み、 塵と 灰の 中に て悔 ゆ」 と- 

(ヨブ 記 四十 二 章 二 1 六 節〕、 萬 人の 救 はれん 事 は 神の 聖 3ni であって、 世界 歷史は 之に 達する の 道た るに 

過ぎない ので ある (三 三— 三 六 節)。 

第 四十 六 講約說 

聖き 活ける 祭 物 

羅馬書 第 十二 章 一 節 

〇 第 十一 一章 を 以て 羅馬 書の 第三 一?il に 入る、 第 一 章より 第 十 一 章まで は 一 ー區に 別れて 基督 敎の敎 義を論 

じ、 第 十二 章より 第 十五 章まで は 其 道 德を述 ぶ、 教義が 先にして 道德が 後で ある、 敎義に 根抵を 5} むか 

ざる 道德は 弱くして 消滅し 易く ある、 敎義に 十一 章を與 へ、 道 德に四 章 を 配りし パゥ 口の 基督 敎に 注. 

意すべし、 敎義七 分、 道德 三分、 故に 其 道德は 堅く して 動かない ので ある。 

〇 「然れ ば 兄弟よ、 我れ 神の 諸の 慈悲 を もて 汝 等に 勸む、 その 身 を 神の 意に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と し 

て 神に 獻げ よ、 是れ 當然の 祭な り」 と、 一 言 一句 强ぃ 深い 言辭 である、 「然れ ば」 r 是 故に」 希 職 語 
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の 01-11、 英語の tllerefcre である、 第一章 十七 節 以下、 第 十一 章まで を 受けて 言 ふので ある.' 「事 

寳 断の 如くで あれば」、 汝等 は斯の 如くに して 義 とせられ、 斯 くの 如くに して 潔め られ、 斯の 如くに 

して 救 を 515m せらる- -の であれば、 汝等は 其 恩に 酬いん が爲に 云々 である、 短い 接緩詞 であるが 意味 

の 重い- である、 道德を 教義に 結 附る詞 である、 敎義の 坂 を 登り詰めて 後 を 顧て 發 する 詞 である、 

「え」 故に」、 只の 道德 ではない、 理由の ある 道德 である、 同じ 事 を 以弗所 書に 於て 見る、 其 前の 三 章 

が 敎義の 陳述であって、 後の 三 章が 道德の 唱道で ある、 而 して 其 道德が 同じ 詞を 以て 始 つて" 店る、 

「|っゃ^&主に在りて囚人と成れる我れ汝等に勸む云々」 と (四 章 一節)、 同じ 事 を 亦哥羅 西 書 三 章 五節 

に 於て 見る、 「然れ ば」 「是 故に」、 深い 教義の 上に 立つ 道德 である、 意味の 深い r 然れ ば」 である ( 

〇 「兄弟よ」、 情 を 籠め たる 話し掛けの 詞 である、 師が 弟子に 臨む の 態度で はない、 兄， 弟が 兄弟に 對 

する 時の 口調で ある、 バウ 口が 「兄弟よ」 と 言 ひ掛 くる 時に 彼 は必す 或る 重大 事を傳 へんと する (七 

章 一節、 八 章 十二 節， 十 章 一節. 十五 章 三十 節. 十六 章 十七 節 等， }。 

〇 「我れ 汝 等に 勸 む」、 「命す」 と は 云 はない、 「勸 む」 と 云 ふ、 希獵 語の parabikV 英語の cxllcl.t 

である、 パゥ a は玆に 基督 敎道德 を 命令と して 强ん として 居ない、 勸吿 として 傳 へんと して 居る、 兄 

弟の 自由意志に 訴 へんと して 居る、 r 勸む」 は 無き もの を 以て 臨む ので はない、 旣に 在る 者 を 喚起 さ 

ん とする ので ある、 パゥ 0 は敎義 を說ぃ て 道德は 信者の 內に旣 に 在る ものと 假定 して 居る ので ある、 

或は 說 くの 必要な からん も、 說くは 害な くして 益 ありとの 態度で ある、 道德を 見る こと 至て 輕く ある 

道德を 敎義の 必然的 結果と 見る からで ある、 基督 敎は 律法で なくして 福音で ある、 バウ n は 玆にモ ー 

セ の 律法 を 繰返しつ、 あるので はない、 キリストの 恩惠の 福音 を 述べ つ \ ある、 故に 道 德を說 くに 方 


て も 「兄弟よ 我れ 汝 等に 勸む」 と 言 ふので ある。 

0 「神の 諸の 慈悲 (憐憫〕 を もて (に 由て)」. 「慈悲」、 ギリシャ 語の オイ クチ ル モスで ある、 美 は 

しい 詞 である、 詩の 百三篇 十三 節に 「父が 其 子を憐 むが 如く  M ホバは 己 を 長る、 者 を 憐み給 ふ」 と あ 

る 其 憐憫 を 意味す る詞 である、 救扬は 神の 憐憫に 因る、 阿 彌陀の 慈悲 *  M ホバの 憐憫、 弱者 を憐 むの 

心に 至て は 同一 である、 但し 我等の 神 は 1^ 盡す 火であって、 其 憐^ は義を 以て 現 はる、 故により 深い、 

よ り 確實た る 憐憫 である、 此 憐憫 に對 する 謝恩と しての 道德で あ る 、 宗敎 道德が 純 道德と 異な る點は 

玆に 在る。 

そな へ もの  いけに へ 

〇 「其 身 を …… 祭 物と して 神に 獻げ よ」、 基督 敎道 德の發 端は玆 にある、 先づ 己が 身 を 祭 物 (生 贄) 

として 祌に獻 ぐる 事で ある、 祭に 種々 ある、 燔 祭が ある、 素 祭が ある、 Sii 祭が ある、 愆 祭が ある、 酬 

恩 祭が ある、 而 して 玆に云 ふ 祭 物と は 酬 恩 祭 の 祭 物で ある、 「人 もし 酬 恩 祭を獻 ぐる に 當り て 牛 を と 

めす を. 一，  や ぎ 

りて 之を獻 ぐるならば 牝 牡に 關 はらす その 全き 者 を M ホバ の 前に 供 ふべ し」 と ある、 叉 羊 にても 山羊 

にても 可たり、 只 其 全き 者た る を 要す、 事 は 利 未 記 第三 章に 詳か である、 酬恩 祭は燔 祭の 後に 来る、 

而 して 信者の 場合に 於て は 燔祭は 世の S 非 を 己に 任 ふて 全き 5!^ の犧牲 となり 給 ひし 神の 供へ 給 ひし： ィ 

いけに、 そな へ も <^  ケ ニニ  i 

エス キリス 卜 を 以て 獻 げられ たので ある、 「爾犧 牲と禮 物 を 欲ます、 唯 我が 爲に體 を 儲へ 給 ふ」 と 希 

怕來 書十隶 五節に 錄 された る 其 體、 卽ち キリスト G 體 である、 神 は 我等の 獻 ぐべき 犧牲、 卽ち燔 祭、 

罪 祭、 愆 祭の 犧牲を 我等の 爲に備 へ 給 ひて、 之れ を 我が 默 ぐべき 犧牲 として 納た まふので ある、 斯く 

して 我等の 燔祭は 旣に獻 げられ たれば、 我等 は 今 は 酬恩 祭の 犠牲と して 我 身を獻 ぐべ しとの 事で ある、 

謝恩の 爲の獻 身で ある、 信仰 を 以て キリストの 履雜の 恩 惠に與 り、 之に 酬ゐん が 爲に聖 き 生涯 を 送ら 
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んと 欲する ので ある、 信仰の 結果た る道德 である、 神に 對し義 しき 關 係に 入って、 其の 必然の 結果と 

して 起る 聖き義 しき 生涯で ある、 是が 基督 敎道德 である。 

〇 「神の 意に 適 ふ 架き 活ける 生贅」 と 云 ふ、 祌の悅 び 給 ふ 祭 物、 彼の 受納る 所と なる 者、 而 して 祌は： 

聖く あり 給へば 彼が 悅んで 受納れ 給 ふ 祭 物 も亦聖 くなければ ならない、 而 して 生赘は 活ける 者た る を. 

要す、 此點に 於て 新約の 生 赞は舊 約の それと 異なる、 舊約 にあって は 牛 や 羊 や 山羊 は 宰られ て 火 祭と.. 一 

して H ホバ の 前に 獻 げられ たが、 新約に 於て は 信者 は 其 身 を活る 儘に てィ H ス キリストの 御 父なる 眞， i 

の 祌に獻 ぐるので ある、 活 きて 善行の 善き を 結ぶ 祭 物と して 祌に獻 ぐるので ある、 眞侗の 人身御供. 一 

である、 生きながら 聖き 神の 聖き 器と して 使 はれん 爲 めの 生 贅 である、 是れ 以上の 尊き 獻 身の あり や： 

う 害がない。 

〇 「是れ 當然の 祭な り」、 「合理的の 祭な り」 とも 譯 する 事が 出來 る、 基督 信者に も 祭禮が ある、 そ 

れは 日々 の生觀 である、 而 して 是は 信者 當然の 祭であって、 又 最も 合理的の 祭で ある、 眞の神 を 祭る. 

に 所謂 祭禮 によらす 所 IS 祭 物 を 以てせす して 聖き義 しき 愛の 生涯 を 以てす、 基 赞敎を 迷信と 呼ぶ 者 は ， 

誰か、 叉祌 を禮拜 すると 稱 して 日常の 生涯 は 措て おす、 唯 儀式 俄禮に カを罩 めて 祌を悅 ばし 奉らん と」 

欲する 者 は 誰か、 。ハウ B の 此の 一 言 は道德 を宗敎 化する と 同時に 又宗敎 を實際 化する 者であって、 宗.. 一 

敎的 道德と 合理的 宗敎と を 同時に 說く 者で ある。 


第 四十 七 講約說 

基督 敎道德 の 性質 

ろ/ ヽ あ ュれ，ひ 

〇 基督 敎道德 の 根抵は 前講の 通りで ある、 卽ち祌 の 我等に 施し 給 ひし 諸の 慈悲に 對し、 報恩の 祭と „> 

て 我が身 を 活ける 生 ャ こして 獻げ まつる 事で ある、 然 らば 其 性質 如何、 是れ 第二 節の 明記す る 所で あ 

る、 「叉此 まに 效ふ 勿れ、 汝等祌 の 全く 且つ 善に して 悅 ぶべき 33 を 知らん が 爲に心 を 化て 新たに せよ」 

と 0 

〇 基督 敎道 德に兩 面が ある、 消極的と 積極的で ある、 消極的 は r 此， に效」 はざる 事で ある、 積極的 

は 「心 を 化て 新たに す」 る 事で ある、 此兩 面な くして 孰れの 道德も 健全なる 事 は 出来ない、 暗黑 なき 

光明の なきやう に 汚據を 認めて 之 を 避けん とせざる 淸 潔の 道 はない ので ある。 

〇 「此 世に 效 ふ」、 此 一 句に 對 する 最も 好き 註解 は 約 翰 第 一 書 一 一章 十五 I 十七 節に 於け る 使徒 ョ ハ ネ 

の 一一 一一 〔である、 曰く 「此世 或は 此 *1 に 在る 者 を 愛する 勿れ- 人 もし 此世を 愛せば 父 を 愛する の 愛 其衷に 

在るな し、 凡そ 世に 在る もの、 卽 ち肉體 の愁、 眼目の 慾、 勢力より 起る 顧 傲、 是等は 皆 父より 出る に 

非す、 世より 出る もの 也、 此 世と 其 慾と は 過ぎ ゆく ものに て、 神の 3 曰 を 行 ふ 者 は 永遠に 存る なり」 と、. 

原語 は Huschematizesthe と 云 ひて 世と 其變り 行く 狀 (schema) を 共に する 勿れとの 意で ある、 世と 
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流行 を 共に する 勿れ、 婦人の 衣裳 装飾に 日々 に變り 行く 流行 あるが 如くに、 ^の 思想に も 亦 流行が あ 

る、 戰爭の 流行す る 時、 平和の 流行す る 時、 帝國 中： 義の 流行す る 時、 デモ クラシ ー の 流行す る 時、 C 力 

舰 運動の 流行す る 時、 而 して * 哲者は 女 も s?^ も 世と 流行 を 共に する 勿れと 云 ふので ある、 それ は此世 

と 其 慾と は 過ぎ行く  (流れ 行く) ものにして、 永遠の 生命 を 目的と する 者の 關 はるべき 者に あら ざれ 

ば 也、 信者の 落、. 敎會の 腐敗 は 常に 「^に 效ふ」 卽ち， と 流行 を 共に する より 來 るので ある。 

〇 r 心 を 化て 新たに せよ」、 是が 基督 敎道德 の 精 極 的 半面で ある、 「心」 は此 場合に 於て は靈 では 

ない、 心で ある、 ^斷 力で ある、 物の 見方で ある、 人生 觀と云 ひ、 宇 { 由 觀と云 ふが 如き ものである、 

「汝の 人生 觀を ー變 して 之 を 改めよ」 と 云 ふなら ば 能く 原語の 意味 を 通す るであろう、 卽ち^ 人と 全 

然其 人生の 兌 方 を 異にせよ との 謂で ある、 原語の metamol.plloustlle は 英語の transform である、 

形卽ち 型" (fclm) を變 へよ との 意で ある、 狀は變 る 者、 型 は變ら ざる 者、 世の 變り 行く 狀に效 ふ 勿れ. 

キリストの 變ら ざる 型に 山り て汝の 人生の 見方 を 一 新せ よと、 勿論 靈に 於て 更生る に 非れば 心 を 化て 

新たに する は 出来ない、 然し 乍ら 心が 變ら ざれば、 卽ち人 牛： 觀 が變ら ざれば 行爲は 改まらない、 m 心 

想の 變化は 決して 小事で はない、 靈は心 (思想) を經て 行に 現 はれる ので ある、 先 づ靈に 於て 新たに 

生れ、 其 結 架と して 思想が ー變 せられ、 然る 後に 靈の ra^ 卽ち 善行が 舉 るので ある、 if 靈に 由り 人生の 

見方が 一 變 して 此 批に效 はんとす る も 能 はない ので ある。 

〇 認識の 機關 たる 心 (希 職 語の 11S1S, 英語の miiidj を 化 へ て 新たに せよ、 是れ 善に して 悅 ぶべ き (彼 

の 悅び給 ふ) 全き 神の 聖 3：： を識训 せん 爲 である、 神の を 知って 之 を 行 ふ、 是が 基督 敎的 道德 であ 

る、 而して其！^ほたるゃ善たり美たり且っ完全なる者でぁる、 「上よりの 智慧 は 第一 に 潔く、 次に 平 


和、 宽容、 柔順、 且つ 矜恤と 善 茶に 充ち、 人 を偏視 す、 亦 偽りな き 者な り」 と 雅各書 三 章 十七 節に 云 

ふ、 「神の 33 は 卽ち是 なり、 汝 等の 潔 からん 事な り」 と テサロ  -ーケ 前書 四 章 三 節に 言 ひ、. 「常に 喜ぶ 

べし、 斷 えす 祈るべし、 凡の 事 感謝すべし、 是れ汝 等に 要め 給 ふ 神の 3 曰な り」 と 言 ふ (同 五 章 十六 ー 十 

八 節)、 其 他 神の 旨に 就て 聖書の 敎 ふる 所 甚だ 多し、 而 して 此 智慧 を 探り、 此聖 33 を 知りて 行 ふべ しと 

一ぶ ふ、 玆に架 書の 研究の 必要が あるので ある、 バウ 口 は 羅馬書 十二 章に 於て 信者の 知的 修養の 必要 を 

高調して 居る、 神 を 知る の 智識 は 天然 を 知る の 智識と 等しく 唯 漠然として 心に 臨む ので はない、 是は 

潔め られし 智識に 由て 聖書の 內に 探るべき 者で ある、 然るに 事實 如何と 云 ふに、 大抵の 場合に 於て、 

信者 は 深く 神の 聖旨 を 探らす、 惡 意な きを 以て 神の 聖旨と 認め、 之 を 行って 神に 仕へ っ& あると 信す、 

然れ ども 「M ホバ宜 はく、 我が， 思は汝 等の 思と 異なり、 我が 道は汝 等の 道と 異なれり、 天の 地よりも 

高き が 如く、 我が 道は汝 等の 道より 高し、 我が 思は汝 等の 思よりも 高し」 と以賽 五十 五 章 八、 九 節 

に 言 ふが 如し、 而 して 其 事 を 能く 證明 する 者が 羅馬書 十二、 十三 章で ある、 信者に して 基督 敎的 道德 

は 業に 旣に 知悉せ りと 思 ふ 者が 此 等の 章 を 研究して 今更ら ながらに 自己の 無智に 驚く ので ある、 基督 

敎會は 聖書の 研究 を 怠りて、 聖旨なら ざる 者 を 聖旨な りと 想像して、 自己に 無限の 危害 を 招きつ &ぁ 

る 0 

〇 「獻げ よ …… 效ふ 勿れ …… 心 を 化よ」、 r 獻げ よ」 は 動調ァ オリ スト 動詞であって、 斷然意 を 決し 

て 一 ゆに 身 を 神に 獻げ よとの 意で ある、 「效ふ 勿れ …… 化へ よ」 は 中 調 現在 動詞であって、 信仰的 努 

力 を 繊 緩せ よとの 意で ある、 獻身は 一 時 的に 決行すべき もの、 行爲と 改心と は 常時 連 綾 的に 實行 すべ 

きもので ある、 ，に效 はざる を 以て 習惯 とせよ、 口々 に 心 を 新たに して 叉 日々 に 新たに せよ と、 決心 
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の 後に 永久 的 努力が 綾く ので ある。 

〇 努力と 云 ひて 自力の 謂で はない、 世の 流行の 致す 所と なる 勿れ、 架 靈の恩 化に 身 を 委ねて 其聖 化す. 

る 所と なれよ と、 中 調 動詞の 意味 は如斯 くに 解すべき である (英 譯參考 )、 信者 は 如何にして 心 を 化 

て 新たに する • が 出來る 乎、 自己の 褒鬪 努力に. E りて r はない、 自己 以外の 感化 力に. S てぐ ある、 哥 

林 多 後 » 三 窜ト八 節に 曰 へ るが 如し、 「我等す ベ て帕 子な くして 鏡に 映す が 如く 生の 榮を 見、 榮に榮 

いや 增 りて 其 同じ 像に 化 はる 也、 是れ 主卽ち 御靈に 由り てな り」 と、 主の 榮を 仰ぐ の は 我で ある、 兹 

に 我が 努力が 要る、 然れ ども 我 を 化する 者 は聖靈 である、 我 は 彼 を 仰ぐ に 由て 彼の 化する 所と なる の 

である、 「心 を 化へ よ」 と譯 せられし 原語 は如斯 くに 解すべき 者で あると 思 ふ、 パゥ „1 の傳 ふる 道德 

は道德 であるが 明白なる 福 昔 的道德 である、 卽 ちキ； を仰瞻 るに 起る 道德 である。 

^  JI- 周,. is  S 

羅お書 十二 章 二 節の 研究 の 描 足と して 

欧羅巴 語の 文法に 動詞の 調 (voice) と 云 ふ 者が ある、 調と は 動詞の 働ら きの 性質 を 示す 者であって" 

之に 通 三種 ある、 卽ち動 調 ostivo  voi(.(o 受動 調 (passive  voice) 及び 中 調 (mid 一 lie  voice) 是れ 

である、 『我れ 行く』 と 云 ふ は 動 調で ある、 我れ 自 から 欲んで 自力 を 以て 行く の 意で ある、 『我れ 行 

かせら る』 と 云 ふ は 受動 調で ある、 我れ 欲する も 亦 欲せざる も、 或る 他の 者に 行か しめらる と 云 ふの 

である、 『我れ 自 から 行かし める』 と 云 ふの が 中 調で ある、 我に 行く の 力なき も自 から 欲んで 或る 他 

の 者に 己 を 任し たれば 彼に 由て 行か しめらる と 云 ふので ある、 簡 短に 之 を 言へば、 動 調 は 自力で あり- 


受動 調 は 他力で あり、 中 調 は 自力と 他力との 共同 的 動作で ある。 

汝等此 世に 效ふ 勿れ (X 布獵語 Huschf-mllxizcKtllo, 英語 be  ye  not  fashioned  according-  to  this 

.f> へ あ." -.li 

メ vcrld) と 云 ひ、 心 を 化て 新に せよ (希腦 語 rnetamcrphouHthe, 英語 be  ye  tmnsfcrnlcHJ  l>y  the 

rellsving-  cf  yom- mind) と 云 ふ、 此 場合に 於て 『效 ふ』 も 『化へ る』 も 中 調であって、 動 調 叉は受 

動 調で ない、 日本語で 『效ふ 勿れ』 と 言へば、 動 調に 解せ る k は 勿論で ある、 卽ち汝 等 i« 起 努力して 

此 世に 效ふ 勿れと 解 せらる、 然れ ども 是れ 決して 原語の 意味で ない、 然れ ばと て 是れ亦 汝等自 から 欲 

ふに 及ばす、 待てば 必す 他力に 由り-て 世に 效 はざる に 至るべし と 云 ふ 事で な い 、 動 調 で な い 叉 受動 調 

でない、 中 調で ある、 自力と 他力との 共働で ある、 英語 を 以て 一一 一一 n 表 はすならば Do  net  iillow  your- 

self to  be  (snfcrnled  to  this  workl である、 汝 自身 を *I に效は せらる & やう 許す 勿れで ある、 自力 

は 何處に 在る 乎と 云 ふなら ば 自己 を 祌に委 ぬる 所に ある、 或は 自己 を 世に 許さない 點に 於て 在る、 而 

して 他力 は 何處に 在る 乎と 云 ふなら ば 神の 御 力 を 加 へられて 世に 勝ち得る 點に 於て 在る * 任す は 我が 

仕事であって、 我 を 通う して 行 ひ 給 ふ は 神で ある、 自力の みの 道德と 他力の みの 道 德とは 半道 德 であ 

る、 基督 敎道德 は 中 調 的 動詞 を以 て 言 表 は さる X ものであって 信賴の 自力に 恩惠の 他力 を 加へ た る 者 

である 0 

汝等此 世に 效ふ 勿れ、 汝等 神に 倚り 恩惠の 力に 由り 此 世に 傚 は ざら しめよ、 汝等心 を 化へ て 新たに 

せよ、 汝 等身 を 彼に 委ね 聖靈を 受けて 彼に 由り て 新たに 造られよ、 事 は 文法の 細微に 渡る やうで ある 

が 其： s: に 深い 大切なる 眞理が 含まれて あると 思 ふ。 
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第 四十 八 講約說 

基督 敎道德 其 一 謙遜 

〇 「我に 賜 はりた る 所の 恩惠に 由り て汝等 各自に 吿ぐ、 汝等思 ふべき 所 を 超て 自己 を 高く 思 ふ 勿れ、 

神の 各人に 賜 はりた る 信仰の 量に 從 ひて 公平に 思 ふべ し」 と (羅 書 十二 章 三 節〕、 基 螯敎的 謙 遍を敎 へ 

たる 首で ある、 基督 敎的 道德 第一 は 謙遜で ある、 「基督 敎は賺 遜の 宗敎 なり」 と 力 ー ライル は 言 ふた、 

r 汝等 キリス トイ H スの心 を 以て 心と すべし、 彼 は 神の 貌 にて 在りし かど も自 から 其の 神と 匹く 在る 

むなし しもべ か；，：，；'  あ 《■ さ. 一 * 

所の 事を棄 がた き と 思 はす、 反て 己を虚 うし 僕の 貌を 取りて 人の 如く なれり、 旣に 人の 如き 形狀に 

て 現 はれ、 己を3^くし、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さ へ受 くるに 至れり」 と バウ n は 一一 一一 C ふた 

(俳 立 比 書 二 章 五— 八 節)、 主ィ H スは 弟子 等に 告げて 言 ひ 給 ふた、 「我 は汝 等の 師 また 主なるに. 猶ほ汝 

等の 足を灌 ひたり、 汝等も 亦 相互に 足を潘 ふべ し」 と C 約翰傳 十三 章 十四 節)、 基督 敎 以外の 宗敎 又は 道 

德に 於て 謙遜 は美德 として 敎 へられない ではない が、 然し 第一 の美德 として は敎 へられない、 羅馬人 

の間に在りては和譯！^書に 「謙りた る 心」 と譯 せられし 原語の ta ず incphrcslme は 日本語の 卑屈と 

云 ふが 如き 低き しき 詞 であった、 然し 乍ら 十字架 を 以て 代表され たる 基督 敎に 在りて は此心 こそ 神 

の 心であって、 之な くして 人 は 他に 如何なる 美德を 具 ふると も 基督 者た る 事 は出來 ない。 


si; 逸に も 亦 消極 積極の 兩 方面が ある、 「高く 思 ふ 勿れ」 と 云 ふが 其 一 面で あり、 「公平に E ル ふべ し」 

と 云 ふが 也の 一 面で ある、 自己 を眞慎 以上に 思 ふ 勿れ、 自己の 何たる 察 を 知れ、 生れながら にして 滅 

亡の 子、 恩惠に 由り て赦 された る i§ 人、 斯 かる 者 は 高ぶらん と 欲する も 能 はす、 人 は先づ 自己 を 知ら 

ざるべ からすと 一一 目 ふが、 眞實に 自己 を 知れば 何人も 謙らざる を 得ない、 自己の 內に何 か 善き もの を發 

見せり と 思 ふ 者 は 未だ 眞實に 自己 を 知らない 者で ある。 

〇 然し 乍ら 謙る のみが 謙遞 ではない、 「高く E 心 ふ 勿れ、 公平に 思ぶべし」 である、 自己の 分限 を 知る 

べし、 謙る と 云 ひて 自己 を 無視して はならない、 神に 造られ 又 贖 はれた る 我等 は 零で はない、 神 は 我 

等 各自に 信仰 を 賜 ひて 信仰に 應ふ 特殊の 賜物 を 賜 ふた、 信仰の 量に 從ひ 己が 天分 を認 むる 事 は 高ぶり 

ではない、 本當の 謙遜で ある、 謙遍の 積極的 半面 は自覺 である、 自任で ある、 自己に 就いて 思 ふべき 

所 を 超て 思 はす、 思 ふべき 範 園に 於て、 公平に、 適宜に 思 ふ、 それが 本當の 謙遜で ある。 

〇 基督 者 は キリストに 在りて ー體 である、 之を稱 して H ク レジ ャ (敎會 ) と 云 ふ、 而 して 之に 多くの 

技 が ある、 眼が ある、 -p^ が ある、 口が ある、 心臟が ある、 肺 臟が ある、 手が ある、 足が ある、 而し 

て 眼の 謙遜と は 眼 を 以て 體の 全部と 認めす、 叉 其 主要部な りと 思 はす、 眼た るの 天分 を 知りて、 物 を 

視 るの 機關 として 全 體の爲 に堯す 事で ある、 哲學者 ライプ 一一 ッッの 有機 體の 定義に 曰く 「有機 體は其 

各部が 同時に 手段に して 叉 目的た る 者な り」 と、 眼 は 全 體に让 へ、 全體は 眼に 仕 ふ、 それが オルガ-一 

ズム である、 叉 エタ レジ ャ である。 

〇 而 して キリストに 於て 一 體 たる H タレ ジャ の機關 (防) として 預首 者が ある、 役者が ある、 敎師が 

ある、 勸師が ある、 慈善家が ある、 統率者が ある、 慰藉 者が ある、 彼等 はー體 であって 亦 相互に 肢で 
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ある、 卽ち 相互に 助け 义 助けら る、 事 は哥林 多 前書 第 十二 章に 詳か である、 此箇處 の 註解と して 精讀 

を 要す。 

〇 神より 直接の 啓示に 與る 者が 預言者で ある、 然れ ども 預言 は 信仰の 量に 從ふを 要す、 信仰な くして 

啓示に 接する 能 はす、 信仰な くして 預言 を 解す る 事が 屮 I 來 ない、 信仰 不相應 の預首 は 空想に 走り 易く、 

；：：^仰を離れたる預言は偽はりの預言でぁる、 祌は渐 進 家で ある、 彼 は其聖 』s を 人 §1 に 俾へ給 ふに 方て 

當の 順序 を 踐み給 ふ、 「誡 命に 誡命を 加へ、 度に 度 を 加 ふ」 である G 以赛亞 書 サ八章 十 節)、 ：；；；^ 仰 を 基 

礎と して 信仰 の 範圍に 爲 る 預言 の み 眞實 の 一 W である、 其 他 はす ベ て 偽り の 預言 である。 

0 役者 は 神の 賜物 を 他に 頒っ 者で ある、 或は 預言者 を 以て 降りし 神の 言 を 頒ち、 或は 極々 の 方法 を以 

て 賜 はりし 此 世の 物を頒 つ、 此 意味に 於て 說敎師 も 役者で あれば 執事 も 役者で ある。 敎師は 教理 を 間 

明して 之を敎 ふる 者で ある、 今の 神學者 又は 聖書 擧者 は此 部類に 屬 する 者で ある。 勸師卽 ち 「勸慰 を 

なす 者」 は 信仰の 獎勵 者で ある、 な：' 日の 所謂 福音 帥で あらう、 敎師が 人の 现 知に 訴 ふる 者た るに 對 

して、 勸師は 其 感情 を 動す 者で あらう、 監督 バ トラ ー は 敎師の 善き 模範であって、 詩人 カウ。 ハ— は勸 

師の 善き 貧 例で あらう。 r 爛濟 を爲す 者」 と ある は 今日の 慈善家で ある、 私產を 投じて 貧者 を 助く る 

者で ある、 而 して 彼 は 「吝 なく 施すべし」 と 云 ふ、 原語 は Implotes である、 「單 純」 の 意で ある、 

慈善 を爲 すに 方て 愛 を 以て 他を援 けんと 欲する の 外、 何の 心 を 以て 爲 すべから すとの 意で ある、 慈善 

に條^ を附 すべから す、 汝の 右の 手の 爲す事 を 左の 乎に 知らし むべ からす、 慈善 は單 純に、 率直に 爲 

すべし。 「治 理を爲 す 者」 とは此 場合に 於て は 善行の 統率者で ある、 愛の 行爲に 一 おの 方針な かるべ 

からす、 無 方針の 慈善 は 益よりも 害 多し、 而 して 此 任に 當る者 は r 懈ら す」 爲 すべし と 云 ふ、 京 語 は 


spmido である、 「熱心 を て」 义は 「興味 を 以て」 の 意で ある、 役人風に 爲 すして、 自分の 事業 を 

极 ふの 心 を 以て、 一生懸命に 爲 すべし との 意で ある。 r 矜恤 を爲す 者」 と は施與 以外の すべての 教：^ 

なヶ. r  二 しるもの  ； 

に從 事す る 者 を 云 ふ、 慰藉 者で ある、 慰藉の 術 は 容易で ない、 是れ亦 天與の 才能で ある、 而 して 之に 

從事 する 者 は 「歡 び」 を 以てすべ しと 云 ふ、 原語の hihu.ctes である、 英語の hilarity の 語源で ある、 

浮 立つ ばかりの 歡 びの 意で ある、 救恤は 義務の 念に 强 ひられて 止む を 得す 爲 すべから す、 浮 立つ ばか 

りの 歡喜を 以て 爲 すべし と。 慈善 はハ プロ テ I ス (單 純) を 以て、 銃 率 はスプ ー デ— (熱心) を 以て、 

すべての 救恤 はヒラ a テ ー ス (歡 喜) を 以て 爲 すべし と敎 へし。 ハウ n は 能く 基督 敎道德 の 機密 を 解し 

た 人で ある、 キリ ストの 心 を 心と しての み 能く 此 機密に 觸れる が 出来る。 

第 四十 九 講約說 

基督 敎 造 德其ニ 愛 

.0 謙邏は 何人に も 必要で ある、 然し 殊に 有力者に 必要で ある、 傲慢 は 特に 才能に 伴 ふ 罪で ある、 故に 

第三 節に 於て バウ が 謙遞に 就て 說き始 むる に 方て 「我れ 受けし 所の 恩惠に 由り て汝等 各人に 吿ぐ、 

汝等心 を 高ぶり E 心 を 過す こと 勿れ 云々」 と 言 ひたる 其 中に r 汝等 各人」 と譯 されし 原語 は 「汝 等の 中 

の 名 ある 者」 又は 「能 ある 者」 とも 譯 する 事の 出来る 詞 である、 英語に 譯 して 言 ふなら ば Tofillwho 


斑 ai s の 究  な 五八 

1  amon^  you である、 are と は單に 「ある」 と 云 ふ 助動詞で はない、 「在る 者」 は 「存在 を 認めら 

る、 者」 卽ち 所謂 敎會の 有力者で ある、 加 拉太書 六 章 三 節に 「人 もし 有る ことなくして 自 から 有りと 

せば 是れ自 から 欺くな り」 と ある 其 事で ある、 「我れ 汝 等の 中 有る 事 ある 者に 吿ぐ、 高ぶる 勿れ」 と- 

バウ a の 用意周到 を 思 ふ ベ し。 

0 謙遜 は 殊に 有力者に 取りて 必要で ある、 然れ ども 愛 は 何者に 取りても 必要で ある、 「愛の 外 何もの 

を も 人に 負 ふ 勿れ」 と ありて、 人に 何の 負 ふ 所な き 基督 者 は、 愛 だけ は 之 を 何人に も 負 ふので ある、 

神が 我 を 愛し 給 ふが 如くに 我 は 人 を 愛せねば ならぬ、 是れ 我が 義務で ある、 贵任 である。 

〇 「愛 は 偽 はる こと 勿れ」、 又は 「愛に^ 假 ある 勿れ」 と譯 しても 可い、 愛 は 慈 養と 同じく iSf 純なる 

を 要す、 愛、 愛と 稱 ひて 愛に も 不純なる 愛が ある、 「愛に 偽善 ある 勿れ」 と譯 して 原語の 意味に 殺 も 

近く ある、 英語の hypocrisy  (偽善〕 と 語原 を 同>「 す、 愛 は 假面を 被る 勿れ、 又は 愛 は 演劇的なる 勿 

れ、 愛 を 行 ふに 俳優の 如くす る 勿れ、 僞善 (ヒ ポク リシ ー) は 劇場に 關 する 首 葉で ある、 而 して 基督 

者の 愛 は 率直、 赤裸々、 自然 的であって、 演劇的、 粉飾 を 施した る 者であって はならぬ との 敎「^ であ 

る 0 

〇§ 率 純の 愛に 更にお 義を附 すれば、 是れ 「惡を 憎み 善と 親しむ」 者でなくて はならない、 愛に も 亦 消 

極 積極の 兩 面が ある、 惡を 憎む 方面と 善と 親しむ 方面と が ある、 殊に 注意すべき は惡を 憎む 方面で あ 

る、 愛 は 愛であって. 惡をも 之 を 憎んで はならない と 言 ふ 者 は 愛の 何たる 乎 を 知らない 者で ある、 本當 

に 愛する 者 は 同時に 又 本 常に 憎む 者で ある、 博士 ジョン ソンの 有名なる 一一 一一 II として 「强く 憎まざる 者 は 

我が 仍樂 部員た る こと 能 はす」 と 云 ふの が ある、 愛する にも 心より 愛し、 佾む にも 心より 悅 まざる 人 


は 本 ゆ 3 の 人で ない、 「惡を 憎み」 である、 キリスト も 。ハウ 口 も ヨハネ も ダンテ もル ー テル も ミルトン 

もす ベて 此 種の 人であった、 卽ち 情愛の 激しい 人であった、 眞の 愛の 何たる 乎 は 愛の 使徒と 稱 へらる 

る 使徒 ョ ハネに 於て 見る 事が 出來 る、 彼 は 強く 愛して 强く 憎みし 人であった、 約 翰 傅 又は 默示 錄を讀 

んで眞 の 愛と 共に 眞の 憎を學 ばざる 者 は 之 を精讀 したる 者で ない。 

〇 r 惡を 1|5 み 善と 親しみ」 と 云 ふだけ で眞の 愛の 記述と して 著る しい 者で ある、 然し 乍ら パゥ の 言 

葉 はそんな 弱い者でなかった、 之 を直譯 すれば r 惡を 見て は 縮み 上り 善と あれば 之に #5 著す」 となる 

バウ ：！ は强ぃ 人で ある、 故に 斯 かる 場合に は 强ぃ言 葉 を 使 ふ、 恐怖 を 以て 縮み あがる， 膠 を 以てする 

が 如くに 附著 する、 基督 者に 善 惡に對 して 斯 かる 敏感がなくて はならぬ、 惡を 見ても 平然たり、 善に 

接しても 左程に 喜ばざる が 如き は、 其 人が 未だ 眞實に 神の愛 を 感受せ ざる 證據 である、 世に は自 から 

無抵抗 主蕤 者と 稱 へて、 惡を 見ても 怒らす、 之と 鬪ひ、 之 を 除かん と 努めざる 者が ある、 基督 者 は 暴 

力 を 以て は爭 はない が、 靈カを 以て は 勇敢に 鬪ふ、 彼 は 惡は惡 なりと 稱 へて 憚らない、 友人の 爭ふを 

； マつ さ  さから  ：， ひ 

見て 之に 夢ヹ にり て 自己に 損害の 及ばん こと を 恐れ、 悪に も 逆 はす 善に も與 せす、 自己 は 第三者の 地位 

に 立ちて 單 へに 兩 者の 好意 を 失 は ざらん と努 む、 是は 愛で はない、 自己中心の 罪で ある、 正直 は 最良 

の 政略な りと 云 ふと 同じく、 愛の 名 を 以てする 自己 利益の 擁護で ある、 眞の愛 は惡は 憎んで 之 を排し 

善 は 親んで 之に 與す、 憎の 無い 愛 は 闇の 無い 光と 同じく 有る が 如きに 見えて 實は 無い 者で ある。 

そと  4t  二と 

〇 愛 は 純なる を 要す、 之に 表裘 あるべ からす、 其の 外に 現 はる X や 惡は誠 を 以て 之 を 憎み、 善 は 心よ 

りして 之と 親しむ、 而 して 其內に 働く や 「兄弟の 愛 を 以て 互に 愛し 禮義を 以て 相讓 る」 と 云 ふ、 汝等 

肉親の 情 を 以て 互に 相愛す べしと、 原語の づ liilostorgos  (フィ B スト ルゴ ス) に此 意味が ある、 キリ 
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ストの 虹に 由て 贈 〈はれ し 者 は 骨肉 も啻 ならざる 愛を以 て 互に 相愛す、 信仰 の 純正なる 所に 必す此 愛が 

ある、 「我等の 心 を キリストの 愛に、 繁ぐ其 愛 は 祝 ひなる 哉」 と 云 ふ 讚美歌 第三 百 二十 三番の 意で あ 

る、 「視 よ、 n 儿弟 相^み て 共に 居る はいかに 善く、 いかに 樂し きかな」 と ある 詩篇 百 三十 三篇の 情で 

ある、 本當の 兄弟 姉妹の 情 は 之 を 基督 者の に 於て 見るべき である、 然し 事實は 如何？ 

〇 骨肉 も啻 ならざる 愛と、 之 に^せて 禮義が 必要で ある、 鳢義叉 は 敬意で ある、 「禮義 を 以て 相讓 り、」 

愛 は 禮義に 由て 維持 せらる、 1  つ ilsilial-ity  begets  sntempt  (.TO. れ 過ぎて 輕蔑 生す) と、 禮義 の缺く 

る 所に 愛 は 消え去る、 而 して 禮 は虛禮 でない、 尊敬で ある、 信者の に 在りて は、 各自の 衷に 宿り 給 

ふ 靈に對 する 尊敬で ある、 此 尊敬が ありて 眞の 愛が 生る ので ある、 自分の 救 はれし 實驗 に照らして 

見て、 信者 は 相互 を 敬 ひ 愛せざる を 得ない ので ある、 r 禮義を 以て 相讓 り」、 一 各々 謙 りたる 心を以 

て 一.=i に 他 を 己に 愈れ りと 爲 よ」、 禮義を 以て 現 はれざる 愛 は 神より 屮 H たる 愛でない。 

0 「勤めて 惰ら す、 心 を 熱く し、 主に 事へ」、 愛 は 何時までも 愛情と して. まらない、 必す行 «F とな 

りて 現 はる、 奉仕 せんとす る、 爲 ざる を 恥と する、 SBf に 義務の 念に 驅られ て 勤む るので はない、 熱心 

事に 當 らんと する、 人に 斑さん としてに 非す、 主 キリストに 事 へんと してに ある、 勤勉と熟心と報恩- 

信者相互の間に行はる 、愛の行爲にこの特徵は免かれなぃ^112でぁる、 古き 昔の 夢と 云 ふ 乎、 今日 之 を 

i 议 興す る 事が 屮 Z 來る、 「汝等 主の 恩惠 深き を嘗 ひ 知れよ」、 然 ら ば 今日 W び 之を實 現す る を 得む。 


第五 十 講約說 

愛 の表顯 

羅馬書 十二 章 十二 I 十八 節 

〇 第 十二 節 「^みて 喜び、 患難に 耐へ、 祈禱を te にし」、 特に 兄弟に 封す る 愛の 發 露に 關 して 言 ふ、 

彼に.. が •  ちて 改めざる 場合 ある 乎、 其 改悛 を 望みて 喜ぶべし、 彼れ 汝に 患難 を 供 へん 乎、 之に 耐 へよ、 

あや * ク：'  み 仁 i 

彼の 爲 めに 祈りて. む 勿れと、 「兄弟よ、 若し 計らす も 過失に 陷る者 あらば、 汝 等の 屮聖靈 に 感じた 

る 者 (導かる、 者) は 柔和なる 心 を もて 之 を 規正べ し、 亦 自己 を も 顧みよ、 恐く は 汝も誘 はる、 こと 

有らん」 と。 ハウ 口 は 他の 箇處に 於て 言 ふた (加 拉太書 六 章 一節〕、 兄弟の 墮 落に 失望して はならない、 彼- 

の  囘復 を^み、  信じ、 祈るべき であると 云 ふ。 

0 第 十三 節 「聖徒の k 乏 を賑恤 し、 遠 人 を慇懸 にせよ」、 信者 相互の 缺乏を 補 ふべ し、 「其 中に 一人 

•J  0 しき il つ  もて  -? リ  あた ひ il ち.？ た 

の翁乏 者な かりき、 そ は 地所 或は 家 を 有る 者 は 之を售 て其售 りし 所の 價を 携來 り、 使徒 等の 足下に 置 

く、 之 を 各々 の 用に 從 ひて 分け 與 へしが 故な り」 と は 基督 敎會 创立當 時の 狀 態であった (行 i^ssH 一一 gt、 

と 1 し ヌ, 

五)、 「聖徒」 は 特に 敎師を 指す、 敎師は 窮乏が 普通で ある、 之を賑 はす は 信者の 義務で ある、 ピリ ピ 

の 信者が H パフ a デ トを遣 はして 口 マ の獄， fo- にパ ゥ D の 窮乏 を賑 はした のが 其 好例で ある、 酔 立比菁 
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は此 愛の 贈物に 對 する パゥ „1 の 感謝の 禮狀 である。 

〇 「遠 人 を憋勲 にせよ」、 「異國 人 を 愛する 愛を發 揮せ よ」、 pliiloxenia 他の 國 語に は 無い 詞 である、 

に 客人 優待の 意味で はない、 一 面識な き 外 W 人 を 家に 迎 へて 彼 を 〔尿 族の 者の 如くに 待遇す こと を 謂 

ふ、 * 亞拉 比！ Oi 人の に 行 はる V 美風で ある、 今日 猶ほ 南阿 ボア ー 人の 間に、 又 メキシコ 土人の 間に、 

たびびと 

勘 察 加 露西亞 人の 間に 古代 フィ クセ -ーャ の 遺跡 を 見る、 初代 敎會 間に 於け る 遠 人 接待 (賓 旅なる 兄 

弟 を 接る こと) の赏 行に 就て は 約 翰 第三 書と、 其 濫用に 就て は 第二 書 を 見るべし。 

〇 第 十四 節 r 汝等を 害 ふ 者 を 祝し、 之 を 祝して 詛ふ ベから す」、 異國 人と 云へば ユダヤ人に 取りて は 

乇 アブ 人、 H ドム 人、 カル デャ 人の 如き 害 を 己に 加へ し 者 を 云 ふ、 他國 人、 他 藩の 人と 言へば 近來に 

至る まで 同じ 日本人の 間に 於ても 互に 相 信じなかった、 然るに キリ ストの 愛に 由て 人 的 差別が 徐々 

と 取 去られつ，^ ある、 r 異國人 を 待遇べ し、 汝等を 害 ふ 者 を 祝すべし」 と 云 ひて 同じ 眞理 を說 きつ- - 

ある、 兄弟 を 愛する のみなら す 他人 を 愛すべし、 見す 識ら すの 他 國人を 愛すべし、 汝 等に 害 を 加 ふる. 

敵 を も 愛すべし と、 愛に 境界な し、 萬 人に 及ば ざれば 止ます。 

〇 第 十五 節 「喜ぶ 者と 共に 喜び 哀む 者と 共に 哀む べし」、 汝等 自身 をして 鋭敏なる 同情 同感の 機關た 

らしむ べしと、 愛 は 自己 忘却で ある、 而 して 自己に 封して 冷淡と 成る丈け 他に 對 して 熱心になる、 故 

に 他の 喜ぶ を 見て は 自身 其 喜び を 感じ、 哀むを 見て は 自身 其哀 みを覺 ゆ、 而 して キリストの 愛に. S て 

のみ 殊に 他の 喜び を頒っ ことが 出来る、 同情と 譯 せらる 上央 語の Sympathy は 「. 哀みを 共に する」 

の 意で ある、 洵に 生れな がらの 人と 雖も 他人の 哀 みを感 する 事が 出来る、 然れ ども 他の 歡喜を 頒っこ 

との 出来る 人 は 誰 乎、 他の 成功 を 見て 神に 感謝し 得る 基督 者 は 何處に 居る 乎、 然れ ども キリストの 愛 


に激 されて 我等 此事を も爲し 得る ので ある、 父なる 神 は 我等の 立身、 成功、 繁榮を 見て 喜び 給 ふ、 而 

して 父の 喜び 給 ふこと は 子 も 亦 喜ぶべき である、 本當の 信仰の 在る 所に、 敎派 間の 嫉視、 敎師 問の 競 

爭 等の 在るべき 害がない、 喜ぶ 者と 共に 喜び、 哀む 者と 共に 哀み、 すべての 人と 笑 を 共に し、 を 共 

にして. 初めて キリストの 愛が あるので ある。 

〇 第 十六 節 ^相•p^^;に意を同ぅし」、 思 ふ 所 を 一にして 和合 一 致すべし、 「卽ち 我等 一 體に 多くの 肢ぁ 

れ ども 皆 その 用 を 同う せざる が 如く、 各人 キリストに 於て 一 體 たれば 亦 互に 其肢 たる 也」 との 意義 を- 

完全すべし である。 「高き を 思 はす、 反て 卑微に 就けよ」、 高き 地位 又は 職務に 就かん とせす、 反て 

卑微の 人に 牽 かれて 彼等と 班 を 共に せよ、 理事 又は 執事の 職 を 狙 ふて 他と 競爭 する 勿れ、 寧ろ 好んで 

下駄番の 職に 就けよ と、 信者 各自に 此心 ありて 敎會に 平和が 漲ら ざらん と 欲する も 得ない。 r 自已を 

智 とする 勿れ」、 箴言 三 章 七 節より 引用せ る 言で ある、 自分の 智慮に 信頼す るの 餘り、 他の 意嚮 を g 

すして、 獨り斷 行す る 勿れと、 獨 斷を誡 めた る 言で ある、 相互に 意 を 同う する 以上 は、 獨り 定めす し 

て 衆議に 由て 決すべき である、 各自に 此の 自己 不信な くして 圑體の 平和 を 維持す る 事 は 出来ない、 然 

らば 全 體盡く 誤りて 自己 獨り 正しと 思 はる、 場合 は 如何、 其 場合に は 長く 考 へて 容易に 結論に 達せ ざ 

るが 第一、 より 大 なる 舆 論に 問 ふ 事、 卽ち 人類の 經驗 の記錄 たる 歷史の 證明を 得る 事が 第二で ある、 

所謂 「單獨 の 人」 は資は 單獨の 人で はない、 人類の 經驗を 背負 ひて 立つ 人で ある、 容易に 自己 を 信ぜ- 

ざる 人、  自己 を 疑 ふこと 深く、 千 思 萬考の 後に、 止む を 得す 獨り 時の 輿論に 反して 起つ 人で ある、 單 

獨の 人の 校範 たる モ ー セ、 ィ ザャ、 エレ， ミヤ 等が 非常に 謙遜なる 人で ありし 事 は 聖書の 明に 示す 所で 

ある。 
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〇 第 卜 七 節 「惡を もて 惡に報 ゆる 勿れ」、 汝等を 害 ふ 者 を 祝すべし、 彼に 對し惡 意 を 懐く 勿れ、 S 

のり 行爲に 出る 勿れ、 目に て 目を愤 ひ、 齒 にて 齒を償 ふの 態度 を 取る 勿れ。 「萬 人の g とする よ、 レに 

記て 之 を 行すべし」、 信者 は批 に， ふて はならない、 然し 乍ら 世人 全體が 善と 認 むる 所は自 から 進ん 

で 之 を 行す I?- である、 是れ 世に 邀 へられて 其 赞成を 博 せんが 爲 でない、 福 昔に i はるつ f きを 除いて 

,w 等が 之 を 受納る、 の 機會を 作らん が爲 である、 H ク レジ ャは祕 密闻體 ではない、 人類 最善の 理想 を 

报げて 其 實現を 11 る 者で ある (腓立 比 書 四 章 八 節 を 見よ〕 0 

〇 第 十八 章 「行し 得べき 所 は カを竭 して 萬 人と 睦み 親むべし」、 譲るべき 丈け 譲るべし、 名利の 爲に 

は， なる 場合と 雖も爭 ふべ からす、 縱し爭 はざる を 得ざる 場合に 於ても 防衛 的 たるべし、 攻擊 S た 

るべ 力ら す、 守るべき 者 は 唯 信仰と 靈 魂と あるの み、 他 は 悉く 敵に 委 ぬる も 可な り、 世界 勢力た る を. 

期して 戰爭を 起せし 獨逸も 英國も 基督 敎國 ではない、 實は 純然たる 異敎國 である。 


第五 十一 講約說 

謙 讓と宏 量 

羅馬書 十二 章 十六、 十七 節 

〇t5 十六 節 「汝等 高き を 思 はす、 反て 卑微に 就けよ」、 預言者 H レミ ャ其 弟子 バ ル クに吿 ずて 曰く 


「汝 己の 爲に大 なる 事 を 求む るか、 之 を 求む る 勿れ」 と (耶利 米亞記 S 十五 章 五節 y 信者に 聖 なる 野心 

(151y  ambitiso なかる ベから すと 雖も、 其 野心た る 祌に事 へんとの 野心で あれば、 世の 謂 ゆる 大志 

を懷 くと 云 ふと は 正 反對の 野心で ある、 而 してす ベて 謙 通なる 人 は爲し 得る 限り 人の 譽を惹 くが 如き 

大事 を 避けて、 小事 を 以て 滿 足せん とする、 而 して 幸福なる 途は 常に 高き を 狙 はすして 低き に 就く に 

ある、 詩人 ハイネ 言へ る あり 曰く  r 汝 の蝸廬 をば 谷に 造れよ、 山巔に 於て する 勿れ」 と (Bilue  deiii 

Hiittchen  im  Thai,  UIKI  iiiclit  £lf  dem  Gipfel)、 人の 目に 附 かざる 所、 名譽と 地位との 伴 はざる 

所、 人の 足 を 洗 ふ 所、 其 慮に 神 は 在し、 其處に 本當の 幸福が ある、 上流 社 會と稱 して、 位階 又は 勳章、 ， 

財ャぼ乂は學化の誇とせらる \所には虛偽がぁり^|-榮がぁる、 ィ H スと 1M じく 身 を 中流 以下に 置いて： 取 

大多數 と 苦樂を 共に する 所に 人生 最大の 幸福が ある、 イエ スは人 をして 此幸； i に與 からしめ 給 はんと 

て、 かの 太 傅 十一 $4 卄八節 以下の 慰安の 言 を 發し給 ふたので ある、 「凡て 疲れたる 者、 また 重き を 

負へ る 者 は 我に 来れ、 我れ 汝等を 息ません、 我 は 心 柔和に して 謙遜 者 なれば 我が 軛を負 ひて 我に 學 ベ、， 

汝等 心に 平安 を瘦 べし、 そ は 我が 軛は 易く、 我が 荷は輕 るければ 也」 と、 板 倉 勝 重が 其 子 重， 宗の 京都 

所 司 代 職に 任命 せられし を 祝し 且つ 誡 めんと て、 態々 江戶 より 京都まで 大長 持の 內に收 めて 唐伞 一 本 

を 送りし と 云 ふ 美談の 意味 は 「上 を 見るな 下 を 見よ」 と 云 ふに 在った。 高位 高官の 人が 會員 となりた 

れば とて 特に 歡ぶ 敎會、 此 世の 富豪 又は 政治家の 援助 を藉 りて 敎勢擴 張に 從事 する 近代 式米國 流の 基 

督 信者、 祌學 博士の 學- 化に 惊憬れ て 之 を 獲ん とて 運動し、 缝 たりと て 祝賀 會を 開く 神學 者と 牧師と 俾. 

道師、 我れ こそ は 義人な りと 思 ひて 自己の 義に 倚る 古今の パリ サイ 人、 我れ こそ は淸 潔の 男女な りと 

稱 へて、 人の 過失に^ ゐるを 見て、 彼の 德れ に比べて 己の 淸 きを 祝す る 所謂 淸 潔の 徒、 地位の 高ぶり、， 
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知識の 高ぶり、 正義の 高ぶり、 信仰の 一 ねぶり、 何れも 神の 前に 惯 いと 卑しき 者で ある、 「汝等 高き を 

E 心 はす 反て 卑微に 就けよ」、 簡短 にして 明瞭、 深い 眞理の 一一 一一 n である、 社 會には 無に 等しき 者と して 蔑. 

視 まれ、 敎會に は 異端 變人 として 斥けられ、 義人と 淸 潔の 徒と に は 汚據の 人と して 避けら る \ 所に、 

其處 に 木 當の歡 喜と 幸 幅 と 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安と が ある。 

〇 第 ト七節 「衆人の 善と する 所 は 心に 記め て 之 を 行すべし」、 「十目の 視る 所、 十指の 指す 所」 と 一！， T 

ふ、 「ほ 衆の 聲は 祌の聲 なり」 .VJ>X  pcpuli  est  v(>x  Dei. 舆論を s んぜ よとの 意で ある、 。ハウ a は 他. 

の 所に 於て 日 ふた 「兄弟よ 我れ 終りに 是を 一一 =11 はん、 凡そ は： 實 なること、 凡そ 敬 ふべき こと、 凡そ 公義 

きこと、 凡そ 潔淸 きこと、 凡そ 愛すべき こと、 凡そ 善き 稱 ある こと、 凡て 如何なる 德、 如何なる 譽に 

て も 汝等之 を 念 ふべ し」 と (徘立 比 書 S 章 八 節)、 パゥロ は 本當の 基督 者で ありし が 故に 廣ぃ 人であった， 

彼 は 其 出 所に. E て 蒂惡を { 皮 めなかった、 善 は 何人に 由て 唱 へ られて も 善、 縦 令 不信者 道德 なれば とて 

道德 は道德 である、 佛敎 にも 善き 所が あれば 之 を 取れ、 儒敎 にも 敬 ふべき 所が あれば 之に 從へ、 武士 

道に 尊むべき 所が 多い、 日本の 基督 者が 武士道 を 離る、 時に、 |^書 の 明ね なる 教訓に 悸 るので ある、 

「金錢 を 愛す る は^^惡 の 根な り」 と は iffis の 敎 ふる 所 (テ モ テ前書 六 章 十 節)、 而し て 是れ义 武士道 の 精 

神で ある、 金 錢を 愛して 我等 は 書に 反き 武士道に 悖る ので ある、 パゥ& 又 曰 ふた 「我が 誇る 所 を 人 

に虚 くせら れんより は 寧ろ 死ぬ る は 我に 善き 事な り」 と (哥林 多 前書 九 章 十五 節)、 卽ち死 は 恥辱に 勝 さ- 

るとの  車で  ある、  卑しき 米國宜 教師の 給す るパ ンを貪 はんより は 寧ろ 娥死 する は 我に 善き 事な りで あ 

る、 北ハ他 若し 日本の 基督 者が 宜敎師 の 說敎を 聞く 前に 武士道の 明 訓に耳 を 傾けし ならば 彼等の 傅 道 は 

數 十倍の 成功 を 見た であらう、 「衆人の 善と する 所 は 心に 記め て 之を爲 すべし」、 有難い 敎訓 である， i 


外 國宜敎 師の傳 へた 所謂 基督 敎の敎 ふる 所の 外 は 不信者 道德 にして 敏 むに 足らす と 思 ふ 我 國多敏 の 所 

謂 基督 者 は、 パゥ & の此言 を 心に 記め て 之を爲 すべし である、 正直なる 事、 公平なる 事、 勇敢なる 事、 

獨 立なる 事、 世に 阿らざる i^T 權 者に 詔 はざる 事、 自己の 信念に 忠 賞なる 事、 逃ぐ る 敵 を 追 はざる 事、 

公明正大なる 事、 凡て 正直なる 信仰 は 我が 信仰と 異なる と 雖も之 を 尊重す る 事、 其 他枚擧 する に遑が 

ない、 是等は 特训に 基督 敎道德 に 非す とする も、 基督 者た る 者 はすべ て 之 を 念 ひ、 心に 記め て 之 を 行 

ふべ しで ある、 實に 基督 者 は 敎會に は變人 として 見ら る k も 常識 の 世界に は 常人と 認めら るべき であ 

る、 「汝 等異敎 人の 中に 在りて 善行 を爲 すべし、 是れ汝 等 を 誇りて 惡を行 ふ 者と 言へ る 彼等 をして 汝 

等の 善行 を 見て、 神 を 崇めし めん 爲 なり」 と あるが 如し 〔彼 得 前書 二 章 十二 節)、 神に 逆 ふ 世人と 雖も、 

善 は 善と して 認めざる を 得ざる 時が 來る。 

〇 而 して 此襄は 彼等と 平和 を 維持し、 衝突 を 避く る爲に 必要で ある、 第 十八 節 r 爲し 得る 限り は 力 を 

もして 人々 と睦 親むべし」 と ある は 十七 節 「汝等 衆人の 善と する 所 を 心に 記て 之を爲 すべし」 の說 明 

として 兒る 事が 出来る、 基督 者 は 無益に 世の 嫌惡を 買って はならない、 爲し 得る 限り は 世人が 善と す 

る 所を爲 して 彼等と 睦み 親まねば ならない、 基督 者 は 神の 選民で あると 言 ひて 殊更に 特殊の 生涯 を 送 

るの 必要 はない、 其^に 就き パゥ &彼 自身が 最も 善き 模範で ある (哥林 多 前書 九 章 十九 節 以下 を 見よ)、 

彼 は 或る 場合に は合迎 度に 過ぐ ると 思 はる、 までに 世の 風儀 習 惯に應 じた、 「彼れ ケ ン クレア に 在り 

し 時 誓願に 冈 りて 髮を 剪り」 と あるが 如き 其 一 例と して 見るべき である (行傳 十八 章 十八 節)、 是れ 勿論 

骨に 譲歩して 之と 妥協 せんが 爲 ではない、 爲し 得る 限り 彼等と 睦み 親んで 彼等に キリス トを傳 へんが 

爲 である、 愛 は 非 禮を行 はす、 人の 感情 を 害 はす、 愛 は 人々 の 一 苗し とする 所 は出來 るかぎ り 之 を 一；? ふ， 
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これが 愛の 特性で ある。 
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羅馬誓 十二 章 十九 節 以下  一 

〇 屮命記 三十 一 一- IS 单 三十 五節に 曰く 「彼等の 足の よろめかん 時に 我れ 仇 を (仪 し應報 をな さん、 その 災 一 

の 日 は 近く、 其が 爲に備 へられた る 事 は 迅速に 到る」 と、 詩篇 九十 W 篇 一節に 口く 「H ホバ よ、 仇 を- 

i 俊す は汝 にあり、 神よ 仇 を 報 ゆる は汝 にあり、 願く は 光 を 放ち 給へ」 と、 孰れ も 敵 を 審判き 給へ との. 

祈願で ある、 バウ 口 は 玆に舊 約の 古い 言 を 新約の 新しい 精神 を 以て 引用した ので ある。 

t て 

〇 「退きて 主の 怒 を 待」、 原語に は 「怒に 場所 を與 へよ」 と あるの みで ある、 「怒」 は 敵の 怒と も.？ q 

神の 怒と も 見る ことが 出来る、 敵の 怒る がま、 に 放任せ よ、 又は 汝の怒 を 以てせす 神の 怒 を 以て 敵の 

怒に 應ぜ しめよ、 何れにせよ、 無抵抗 を勸 めた る 言で ある。 

〇 「汝の 仇 もし 飢 なば 云々」、 箴言 二十 五-せ 十：： h 一、 廿ニ 節より 引きた る 一一 一一 II である、 r 汝の仇 もし 飢な. 

ば 之に 糧を貪 はせ よ、 若し 渴 かば 水 を飮 ませよ、 汝斯 くす る は 火 を 之が 首に 積むな り、 M ホバ 汝に帮 

い 給 ふべ し」 と、 之に 類した る敎が 神が モ ー セを 以て イスラ H ルの； に 傅へ 給 ひし もの-中 にある、 一 


口く 「汝 もし 汝の 敵の 牛 或は 驢馬の 迷 ひ 去る に 遭 は、. -、 必す 之を牽 きて その 人に 歸 すべし、 汝 もし 汝 

を惡む 者の 驢馬 その 荷の 下に 仆れ 臥す を 見ば 之を棄 去る ベから す * 必す之 を 助けて その 荷を釋 くべ 

し」 と (出 埃 及 記 二十 三 章 四、 五節：)、 故に 之 は 新い 敎 ではない、 舊ぃ敎 である、 之に 類した る敎が 印度 

にも 支那に もあった、 基督教の みの 敎 ではない、 婆羅門 敎 も囘々 敎も此 事を敎 へた。 

0 而 して キリス トは此 事を敎 へしの みならす 之を實 行し 給 ふた、 馬 太 俾五章 四 十三 節 以下 は 愛 敵を敎 

し. &べ  、v- りお i 

ふる 有名なる 言で ある、 彼 は 彼 を 捕 へんと て來 りし 祭司の 長の 撲 にして 彼の 弟子の 一 人に 其 耳 を 削 落 

されし 者を憐 み、 「其 -p^ に捫 りて 之を醫 したり」 と 云 ふ (路加 傳廿ニ 章 五一 節：)、 彼 は 叉已を 十字架に 釘 

けし 者 等の 爲に 祈て E ひ 給 ふた 「父よ 彼等 を赦し 給へ、 彼等 は 其 爲す所 を 知ら ざれば 也」 と：： 路加 傳廿 

三 章 卅四節 y 而 して 此實際 を目擊 せし ぺ テ & は 後に 至り 同信の 輩 を敎 へ て 曰 ふた 「キリス ト汝 の爲に 

：ろ しふ  --た 7."  0  二 

苦難 を 受け、 汝等 をして 己が 跡に 隨は しめんと て 式を汝 等に 遣し 給へ り、 彼れ S 非 を 犯さす 又 その 口に 

^^譎なかりき、 彼れ 詬られ て 謝らす 苦しめられて 激しき 言 を屮 Z さす 只義を 以て 己 を 箱く 者に 之 を 託せ 

たり、 彼れ-: 小の 上に 懸 りて 我等の 罪 を 自ら 己が 身に 任 ひ 給へ り」 と (彼 得 前書 ニ章廿 一節 W 下. }o 

0 斯の 如くに して 基督 敎は 徹頭徹尾 無抵抗 愛 敵 主義で ある、 是れ して 實際 的に 可能なる や 否や は 問 

ふ 所でない、 基督 敎は 斯く敎 ふる 者で ある 事 は 明白で ある、 基督 敎國に 由て 公然と 戰爭が 行 はれ、 敎 

兪は戰 勝 を 祈り、 監督 は 軍旗 を 祝福す ると 云 ふが 如き、 斯んな 矛盾 はない、 ヴィク トリ ャ 女王 は 聖書 

を 阿 非 利 加 土人の 酋長 某に 示し、 英 國は此 書の 上に 立つ と 云 はれた と 云 ふが、 然し 英國は 其 長き 歷史 

に 於て 公々 然として 聖書の 明訓に 反き、 劍を 以て 弱者 を 征服し、 其 領土 を 奪 ひ、 而 して， す尙ほ 不義 を 

繼鑌 しつ k ある、 一. へ 三 九 年と 一八 五 七 年と に ニ囘、 支那に 對 して 所謂 阿片 戰爭を 起し、 無辜の 民 二 
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寓を 殺し、 阿片 を强 ひ、 惯金を 課し、 國內に 於て 某 督敎の 傅播を 自由なら しむ、 日本の 生 麥~ に 於て 薩 

摩の 武士が 其 商人 一 一人 を 殺せし との 理由 を 以て 軍艦 を 送って 鹿兒島 を砲擎 せしめし 英國 は、 支那 や 印 

度に 幾 萬の 民 を 殺して 特^に， 卯の 悔改の 苦痛 を 感じない ので ある、 而 して 此英國 が 歐米諸 國の屮 に 在 

りて 最も 善き 國 であると 云 ふ、 或る 英國 の宜 敎師が 日本の 基督 信者 を 評し、 日本 は 基督 敎を 受けて よ 

り 未だ 百年に 充 たす 故に n: 本人 は 到底 基督 敎を 解す る 能 はすと 首 ふたとの _s ^であるが、 日本人 なり 

と雖も 馬太俾 E 章 四 三 節 以下、 羅馬誓 十一 一章 十九 節 を 解す るに 難くない、 而 して 聖書の 是 等の 言に 照 

らし 合せて 英 國が國 として 決して 基督 敎國 でない 事 を 知る に 難くない、 若し 英國 派遣の 宣敎師 が余擎 

に敎 ふるが 如くに 書 は 眞に祌 の 一一 一一 n であるならば ：•：. 而 して 余輩 は 神の 言で あると 信す る ：：： 英國は 

AAA 厶厶 <!△△△△△△△  △△△△△△ 

國 として 決して 基督 敎國 ではない ので ある。 

〇 然し 乍ら 英國が 基督 敎國 でない 事 は 我等が 甚督 者たら ざる 理由と ならない、 我等 は 神の 諸々 の 慈悲 

に. m り 我等の 敵に 抵抗せ ざるの みならす、 更に 進んで 彼 を 愛すべき である、 悪 を もて 惡に 報ゐ ざる 丈 

けにて は 足りない、 進んで 善 を もて 惡に報 ゆべき である、 玆に 至て 愛 は 完成せられ、 我等 は 天に 在す 

我等の 父の 完全き が 如く 我等 も 完全く 成り 得る ので ある、 愛 敵 は £1 きが 故で ない、 强 きが 故で ある、 

我等 は (ザ鬪 をず：： 物 の 造丄 なる 神に 引渡し て自 から 敵 を 苦し むる の 必要が 無くなる ので ある、 「仇 を復 

す は 我に 在り」 と 神 は 言 ひ 給 ふ、 而 して 神が 我等に 代て 仇 を 報 ゐ給ふ 時に 懼 るべき 者が ある、 故に 我 

等 は 彼等の 爲に 祈り、 彼等に 加 へらる i 刑罰の 輕 からん 事 を 願 ふので ある。  . 

〇 「熱 炭 を 彼の 首に 積むな り」 と は 未来の 裁 刺に 於て 重刑が 我 敵に 加 へらる k 其 因 を 作る と 云 ふ 事で 

はない、 恩 を もて 怨に 報ゐら れて赧 額に 堪え ざら しめむ と 云 ふ 事で ある、 赏に斯 かる 場合に 於て 熱湯 


かう.. へ 

を 首に 注がる K が 如くに 感 する、 刑罰の 熱 火で はない、 悔改に 導く 羞恥の 赤面で ある。 

〇 「惡に 勝た る k 勿れ、 善 を 以て 惡に 勝つべし」、 惡意を 以て 心 を 占領 せらる，， 勿れ、 善意の 充 たす 

所と なるべし、 憎む は 敗北で ある、 赦 して 愛する が 勝利で ある、 米 詩人 alH ルの 詩に 有名なる YUS- 

souf の ー篇が ある、 ュス ー フ (ヨセフ) は 拉比 IS 砂漠の 酋長の 一人であって 多分 囘敎 信者で あつ 

たらう、 I 一、 る" に 彼 は 知らす して 彼の 一 子 を 殺せし 兇漢 イブラヒム を 優遇し、 知って 之を赦 し、 の 

上に に 恩惠を 積んで 彼 を 送り 還へ した、 囘敎 信者た ると 基敎 信者た ると 神に 於て 揮む 所 はない、 神 

の 訓誡 を 守る 者、 其 者が 神の 子で ある、 敵 を 愛する 事が 愛の 絶頂で ある、 キリスト は 神の 敵なる 我等 

の 爲に其 生命 を捨 たま ふた、 我等 も 彼に 效 ふて 彼と 共に 神の 子た るべき である。 


第五 十三 講約說 

政治と 社會 

0 此 世の 人に 取て は 政治 は 最大 問題で ある、 然し 基督 者に 取て は 最大 問題 は 外に 有る、 「我國 はこの 

伏の 園に 非す」 とィ H スは 1 一目 ひ 給 ふた (約 翰傳 十八 * 卅六 節)、 彼 はまた 首 ひ 給 ふた 「汝等 先づ祌 の國と 

其 義とを 求めよ、 然 らば 此 等の もの は皆汝 等に 加 へらるべし」 と (馬 太傳六 章卅三 節〕、 イエス は 今日の 

基赞 信者が 欲する が 如くに、 先 づ政權 を 己が 手に 握りて 而 して 後に 民衆 を^ 度 せんとし 給はなかった、 
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被 は 政治に は 無頓着で あり 給 ふた、 ユダヤ人の 獨立速 動に 加 はり 給はなかった、 人 あり 來 りて 「稅を 

カイ ザ ルに納 むる は 宜し や」 と 問 ふ 者 あれば、 「カイ ザ ルの物 は カイ ザルに 納めよ 而 して 祌の物 は 神 

に 納めよ」 と 答へ 給 ふた、 キリスト は 孔子 や 孟子と は 全然 異なり、 此 世の 政治に は 全然 携 はり 給 はな 

かった、 其 所に 彼の 神ら しき 所が ある、 イエス はたし かに 政治 以上の 人であった (路加 傳 二十-一 2- サニ節 

以 卜〕。 

0 基 将者は 政治 を 無用 視 しない、 彼 は 公義と 平和 を 愛する、 而 して 或る 程度まで 此 世の 公義と 平和と 

を保證 する 者と して 確立せ る 政府 を 尊重し 誠實を 以て 之に 服從 する、 權能 はすべ て 神より 出た る 者で 

あれば、 基督者は神に服從する心を以て政」^-に服從する、 是れ 「力 を竭 して 人々 と睦み 親まん」 爲で 

ある (前章 十八 節〕、 基督 者 は 何で あっても 所謂 此， の 革命 者で はない、 彼 は 何よりも 騷擾を 惡んで 平 

和 を 愛す、 政治の 事 叉 は 社會の 事に 就て は 彼 は 本 1^ 只 上より して 保守 {豕 である、 。ハウ „1 が 其 弟子 テモテ 

を勸 めた る 一一 E に门く 

我れ 殊に 勸む、 萬 人の 爲に 籲吿、 禱、 懇求、 感謝せ よ、 王 及び- 植威を 有つ 者の 爲には 別けて 之 

を 行 ふべ し、 是れ 我等 敬虔と 端嚴を 以て II に 安らかに 世 を 渡らん が爲 なり。 

と (提摩 太 前 *  二 章 一. 二 節〕、 使徒 ぺテ n も 亦 同じ 蔡を 初代の 信者に 告げて 曰 ふた、 

汝等 主の 爲に すべて 人の 立る 所の 者に 服 ふべ し、 或は 上に 在る 王、 或は 惡を行 ふ 者 を 罰し 善 を 行 

ふ 者 を 賞る 爲に 王より 遣 はされ たる 方 伯に 服 ふべ し …… 萬 人 を 敬 ふべ し、 兄弟 を 愛すべし、 祌を 

長るべし、 王 を 尊ぶべし (彼？ 5 前書 二 章 十三、 十四、 十七 節 )o 

と、 初代より 八？' 日に 至る まで 本當の 基督 者に して 自 から 好んで 王に 背き、 法を紊 し、 亂を爲 し、 革命 


を 計った 者 はない、 而 して 其 理由 は 明白で ある、 彼は此 世に 於て 求む る 所がない からで ある、 「神 を 

敬 ひて 足る 事 を 知る は大 なる 利な り、 我等 何 をも携 へ て 骨に 来らす 亦 何 をも携 へ て往 くこと 能 はざる 

は 明かな り、 それ 衣食 あらば 之 を もて 足れり とすべし、 …… 財 を 慕 ふ は 諸の 惡 事の 根な り、 或 人 之 を 

慕 ひ 迷 ひて 信仰の 道 を 離れ 多くの 苦 害 を もて 自ら 己 を 刺せり、 神の 人よ 之 を 避けて 義 しき 事と 神 を 敬 

ふ と 信仰と 愛と 忍耐と 柔和と を 慕 ふべ し」 と ある (提摩 太 前書 六 章 六— 十 一 節〕、 此心 があって 今日の 

所謂 政治 運動、 社會 運動、 勞働 運動に 熟 心ならん と 欲する も 得ない、 「財 を 慕 ふ は 諸の 惡 事の 根な り」 

と 云 ふ、 而 かも 今日の 外交問題、 政治問題、 社會 問題 等、 孰れ も 「財 を 慕 ふ」 より 起る 問題に 外なら 

す、 バウ n の此 言に 照らして 見て 所謂 基督 敎國の 孰れ もが キリス トの國 にあらざる は 火を視 るよりも 

瞭 である、 而 して 神の 恩惠に 由り 「財 を 慕 ふ」 の 心が 絶えて 我等 は 平和の 民たら ざる を 得ない。 

〇 然し 乍ら 若し 政治が 腐敗して 理 不義 を 行って 止まない 場合に は 如何？ 基督 者 は出來 得る 限り 忍耐 

する、 然れ ども 不義 不正が 其 極に 達して 忍耐す る 能 はざる に 至れば. i: 一む を 得す 抗議す る、 我等 は 不義 

は 不義な りと 明言す る、 恰 かも バプ テス マの ョ ハネが 分封の 君へ tr デに向 ひ、 「汝 は汝の 兄弟の 妻 を 

娶 るべ からす」 と 言 ひしが 如くに 言 ふ、 然れ ども 其れ 以上に 抵抗し ない、 基督 者 は 劍を拔 いてまで 生 

命 財產を 保護 せんとし ない、 生命 を 賭して 正義 を唱 へる、 而 して 正義 を唱 へしが 故に 此 世の 權 者の 殺 

す 所と ならば、 神 を 信じて 己 を 彼が 爲 すま k に 任す、 此點に 於て 希 職の ソクラテスの 爲 せし 所 は 多く 

の 基督 者の 爲 した 所よりも 遙に 正しく ある、 此點に 於て オレン ジ公ゥ イリヤ ム 、 オリバ ー • コ ロム ゥ 

ヱ ル、 ジ ョ ー ジ. ワシントン は異 敎のソ クラ テ スに 及ばざる 事遙に 遠し である、 而 して ィ H ス 御自身 

が 此途を 取り 給 ふた、 彼 は 己が 身 を 護らん が 爲には 十一 一軍 餘の 天使 を 父に 請 ふて 受 くる ことが 出来る 
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と 知り 給 ひし も、 之 を 請 はすして、 己 を 敵の 手に 附し給 ふた、 彼 は ピラトと 祭司の 長 等に 己 を 裁判 か 

しめて 而 して 彼等 を 裁判き 給 ふた (馬 太 傳廿六 章 五三 節)、 我等 基督 者 も 亦 主 キリストに 傚 ふて 此途 

を踐 むべき である、 英のコ 。ムゥ H ルも 米の ワシントン も 此^に 就て 我等の 模範と なすに 足りない、 一 

我等 は 寧ろ 印度の ガン ヂ ー に 傚 ふべき である、 敵に 逆 はす 彼 を 愛し、 而 して 獨立は 之 を 己が 手に 由て 一 

得すして 祌 より 賜 はるべき である、 而 して 本 <s の 革命 は此 如くに して 達成 せらる、 英國 革命、 怫圃革 i 

命、 米國 革命、 近く は 叉露國 革命、 其 孰れ もが 血 を 以て 血に 報いし 革命で ありし が 故に、 其 目的 を 達 

し 得なかった、 キリストの 取り 給 ひし 十字架の 途 のみが 本 當の獨 立と 幸福と 平和と を國と 民と に 持 來 

らす ものである。 

〇 「汝等 互に 愛を负 ふの 外 凡の 事 を 人に 負 ふ 勿れ」、 rM 人に も 何物 を も 負 ふ 勿れ、 但し 相互 を 愛す 

る 事 は 別な り」、 政府に も社會 にも 隣人に も 借金 は 禁物と すべし、 祖し愛は刖-^：^り、 愛 は 永久に 負 は 

ざるべ からすと、 稅余も 授業料 も 會養も 規則正しく 時 を 違へ す納 むべ し、 然れ ども 物質的の 義務 を果： 

したれば とて 義務 を 完成した りと 思 ふ 勿れ、 愛の 義務 は 永.^ に存 す-、 愛せよ、 ぎ 時まで も 愛せよ と 。一 

〇 「そ は 人 を 愛する 者 は 法律 を 完全 すれば 也」、 法律と 云 ふ 法律、 其 目的 は 人々 相互の 權利を 保護す 一 

るに 在る、 而 して 人 を 愛する に 由て 法律の 目的 は 完全に 逹 せらる、 人 は 人 を 愛して 其 權利を 侵害 せん 一 

とする も 得ない、 法律 は 信仰と 異なり 人の 外部に 關 する 事で， ある、 然れ ども 生命 财產 に關 する 事と 雖ー 

も 其 所有者 を f!! せす して 完全に 之 を 尊重す る 事 は 出来ない、 法律の 遂行 は攝民 相互の 愛に 待たざる を 

得ない。 


第五 十四 講釣說 

負 債 と 其 償却 

何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れ、 但し 相互に 對 する 愛 は^なり。 (羅馬 書 十三 章 八 節ン 

是 故に 律法 を 完全す る 者 は 愛な り。 (同 十 節〕 

〇 人 は 負 を 以て 世に 來り、 負债の 下に 生長し、 負 tJ3 を 償却して， 世 を 去る、 然り 償却して 去るべき で 

ある、 彼は國 家に 食 ふ 所 あり、 社 會に負 ふ 所 あり、 父母に 負 ふ 所 あり、 敎師に 負 ふ 所 あり、 友人に 負 

ふ 所 あり、 彼 は獨り 生れす、 獨り 生長せ す、 獨り 死せ す、 彼 自身が 社會と 時代の 產 であって、 自己に 

顧みて 「我 は 何人に も 負 ふ 所な し」 と 曾 ふこと は 出来ない、 而 して 是 等の 負 儕 を 承認して 喜んで 其の 

度 却の 住に 當 らんと 欲する 者、 其 者が 愛國 者で あり、 公人で あり、 孝子で あり、 弟子で あり、 友人で 

あるので ある、 「汝、 何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れ」 と 云 ふ、 是は廣 い 意味の 敎訓 である、 「何人に も」 

である、 「何物 を も」 である、 單に 世の 所謂 愤 主に 對 して 债務を たすべし と 云 ふ 教訓で はない. す 

ベての 人、 官吏、 社會、 公衆、 父母、 兄弟、 師友、 すべての 人に 對 して 何物 を も 負 ふこと なからん や 

う に 務めよ との 事で ある。 

〇 「汝 等受 くべき 所の 人に は 之を與 へよ、 貢を受 くべき 者に は 貢を與 へよ、 稅を受 くべき 者に は稅を 
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拂 へよ、 is 服を受 くべき 者に は 畏服 を予 へよ、 尊敬 を受 くべき 者に は 尊敬 を拂 へよ、 何人に も 何物 を 

も负ふ 勿れ」 と 云 ふので ある、 負 は單 に金錢 物品に 限らない、 尊敬の負^^^がぁる、 服 從の負 俊が あ 

る、 而 して 惯 ふべき は 何人に も惯 はなくて はならない、 人た るの 道 は玆に 在る、 此 道を踐 ますして、 

人 は 基督 者で ない は 勿論、 人で ない ので ある。 

Cy 止義 何者 ぞ、 人と 人との に^ 在す る此， しき 闢 係に 外なら ない、 義 しき 要求に は 悉く 之に 應 する、 

其_?^-が正義でぁる、 是れ 一 には我が^^務を知るからでぁる、 二に は 他の 椒利を 直ん する からで ある、 

義人 は 軍に 自己の 潔，：：： を樂 まんが 爲に负 の 俊 却に 努めない、 他の 權利を んじ其 要求 を充 たさんが 

爲に其 任に 常る、 如斯 くに 兑て ftw 愤却は 愛の 行爲 である、 すべての 義 しき 人 は 義務の 念 に^られて 

のみなら す、 愛の 心に 糊 まされて 何人に も M 物 を も负は ざらん とする。 

〇 負^の 承認と 其-が 却、 "だが 人類の 元始 的 道徳で ある、 然るに 近， 代道德 は 如何， 露 圏に 於て 勞農 政府 

が 過去に 於け る國 〈豕の 負 を 悉く 否認した るが 如くに、 近代 人 も 亦す ベての 負 一!w を 否認し、 權利 のみ 

を 中； 張して、 ^^はすべ て 之 を- g みないで はない 乎、 ni く 自己^ 在の 權利、 自已發 展の權 利、 享樂の 

描 利、 ^^の 揪 利と、 .^-i^ は 其椒利 を^. に 要求し、 子 は 共 椒利を 父 2:^ に II- 求し、 は 其 權利を 兄に、 

：^^,^ は 共植利 を： t に、 勞働^ は 其 描 利 を资本 { 象に 要求す る、 何人に も 他に 要求すべき 權利 ある を 余 

は^はす、 然れ ども 负 ii2 は 如 3>. 阔{豕も社<^も〔|^^も其代表^を通して要求すべき權利がぁる、 而 

して 愛は负 isw を 念と して 權利を 小-張し ない、 「备々 謙遞 りたる 心 を 以て 互に 他 を 己に 優れり とせよ、 

又 各々 己が 事の み を 顧みす 他の 事 を も 顧みよ」 と 言 ふ (腓立 比 * 二 章 三、 g: 節」、 「愛 は 律法 を 完全す」、 

愛に 由て 负 は 根本的に 愤 却され、 他人の 權 利は完 八.^ に 保護され、 亦 自分の 椎利も 充分に 尊重 せらる。 


〇 「何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れ、 仍し^ 互に 對 する 愛は训 たり」、 负 は 悉く 之を惯 却すべし、 担し 

すべて を愤 却す る 勿れ、 或 物 を 負 ふて 相： な； の に 關係を 維持せ よ、 而 して 愛の 義務 は 永久に 之 を ral^ し 

了る こと 能 はす、 愛の 負愤は 永久に 之を愤 却す る 能 はす、 愛 は 之 を 何人に も ft; はざる ベから す、 而し 

て 愛の 負 债を存 して、 人 は 互に 相 負 ふて 相互と 鋭. 招の 關係を 維持す る 事が W 來る。 

〇 法律に 限りなし、 憲法， 商法、 法、 刑法と * 然れ ども 之れ を總 括して 「己の 如く 汝の隣 を 愛すべ 

し」 との  一 一 W を 以て 悉す 事が 出来る、 愛 は 隣 を 害 はす、 法律の 目的 は權 利の 俊窖を 防ぐ にあり、 而し 

て權利 侵害の 恐れな き 所に 法律の 必要 はない、 「愛 は 律法 を 完全す」、 愛 ありて 刑^訴訟法 も li^ 事！^. 

訟法も 全く 用な きに 至る、 キリストの 愛の- 1 昔が 普く 行 はれて、 法律 は 不用と なる、 「醫者 いらす」 

の良藥 あるが 如く、 「法律 いらす」 の 明敎が ある、 キリストの 一 i 昔が 其れで ある。 


第五 十五 講約說 

終末と 道德 

〇 基督 敎道德 は 愛で ある、 而 して 愛 は 信と 望との 問に 立つ、 信の 結 31^ としての 愛で ある、 望に 勵 さる 

るの 愛で ある、 信愛 の 三 姉妹 は 互に 相 倚りて 確立す る、 パ ゥ P は 愛を說 くに 方て 「然れ ば」 又は r 是 

故に」 の 接繽詞 を 以て 始めた (十二 章 一節)、 人の 救 はる、 は 行爲に 由ら す 信仰に 由る との 理由の 下に 
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基督 敎道 德を說 かんと 欲した からで ある、 信仰の 基礎 は 神が 其 子 を 以て 信者の 爲に 遂げ 給 ひし 聰雜 の 

行爲 である、 故に 信者 は 相互に 對し、 又此 世の 政府と 社會 とに 對 して 愛の 行爲 に出づ べしと 云 ふの 一 

が士 一章 一 節より 十三 章 十 節に 至る までの パゥロ のば 訓 である、 然し 乍ら 信仰の 上に 立つ 愛 は 希望 

以て 强 めら る、 1 を耍 す、 故に 「此の 如く 行すべし、 我等 は 時 を 知れり 云々」 と ある (笫 十三 章 十一 節，/ 一 

第士 一章 一 節の 「然れ ば」 又は 「是 故に」 は 一 章 十七 節以 F 十 一 章まで を 受けて 一一 一一 n ひしが 如くに、 土 

三-; 1 早 十一 節の 「此の 如く」 は 十二 章 三 節より 十三 章 十 節まで を 受けて 言 ふたので ある、 パゥ& の 書翰. 

を 研究す るに 方て 簡 短な る 接鑌詞 又は 代名詞 の 意味に 特^ の 注意 を拂ふ 事が 必要で ある、 信仰の 故に 

愛す ベ し、 希望の 故に 怠る ベから すと 云 ふの が 十一 一章と 十三 章と の 大意で ある。 

〇 「我等 は 時 を 知れり」、 今の 時代の 如何なる 者なる 乎 を 知れり、 是れ 所謂 「幅 昔の 時代」 であって 

永久に 緩くべき 者に 非す、 やがて 屮； キリストの 再臨 を 以て 終るべき 者で ある、 而 して 其 時 は 刻々 と iy- 一 

づきつ k ある、 故に 「今 は寐 より 寤 むべき の 時」 である、 今や 我等が 初めて 信じたり し 時より 其れ. 一 

け 我等の 救 は 近く、 暗黑の 勢力が ^11^ する 夜の 時代 は 旣に其 半ば を經 過して、 義の 太陽が 世 を 照らす 一 

ベ き 時 は 近づけり、 故に 我等 は 暗 黑の行 を 去りて 光明れ 服 を 衣る ベ きで ある、 -夜は 未だ 全く 去らす， tl 

雖も 我等 は 中： にあり て 光の 子 聚又晝 の 子 輩 なれば 行 を 端正して 晝步む 如くすべし、 暴飲暴食、 淫縱放 一 

^> 分爭 結黨 等、 公明 を 避け 正大 を 嫌 ふ 暗 黑の行 爲に步 むこと 勿れ、 汝等 夜の 衣 を 去、 りて 光明の 中： な 一 

るィ ヱ ス キリスト を迎 へん 爲に 彼の 纏 ひ 給 ふ 義の衣 を 着るべし、 彼の 再臨と 共に 過ぎ ゆくべき 此 世の.; 

狀に傚 ひて、 肉 體の慾 を 行 はん 爲に汝 等の 心 を 奪 はる k 勿れ。  - 

〇 羅馬誉 は 特に 信仰に 就て 論じた る誉 である、 故に！ < 布 に 就て は 多く を 語らない、 然し 全然 語らない 


ではない、 第 八 章 は 救の 完成に 就て 論す る 希 a- の 一章で ある、 而 して 玆に叉 愛の 獎勵 として^ Q 終末 

に 就て 述べる、 叉 十五 章 十三 節に 闩ふ 「希望の 祌、 汝等 をして 聖靈の 能力に 由る その 希望 を大 ならし 

め 袷 はんこと を 願 ふ」 と、 希望な くして 基督 敎は 無い、 而 して 基督 者の 希望 は キリストの W 臨と 之に 

伴 ふ 救の 完成の 希？ である、 無限 進化の 希望で はない、 徐々 たる^の 改良 進歩の！ { 布 望で はない、 「此 

ィ H スは汝 等が 彼の 一大に 昇る を 見た る 其 如く 再た 来らん」 と 天使が 弟子 等に 告げし 其 約束の 成就で あ 

る (行. 傳 一章 十一 節)、 事の 眞否は 余輩の 問 ふ 所でない、 ィ H スと 彼の 弟子 等が 斯く 信じ、 而 して 其 信仰 

に 由て 基督 敎の 起り し 事 は 疑 ふの 餘 地がない、 此 信仰 Q 上に ィヱス の 山上の垂訓 は說 かれ、 此希^ を 

基礎と して バウ n の 愛の 敎訓は 述べられ たので ある、 キリス 卜 再臨の 希望な くして 新約聖書 は 誓 かれ 

なかった と 言 ふ 事が 出来る。 

-V  ふる 二る 

〇 然し 乍ら 「开ん な が 在り 得る 乎」 と は 古い 舊ぃ 問題で ある、 バウ „1 が此言 を發 して 以來旣 に 干 九 

百年、 而 かも キリスト も 来らす 夜 も 明けない ではない 乎、 彼の 此希筌 は 事實の 裏切る 所と たり、 今や 

新世界の 出現 は 之 を遲々 たる 萬 物の 進化と 之に 伴 ふ 人類の 努力と に 待つ より 外に 途 なしと 言 はれる、 

而 して 斯く唱 ふる 者は此 世の 識者に 限らない、 多數の 基督 敎會と 更らに 多數の 基督 信者 は 激烈に キリ 

ス 卜 再臨の 信仰に 反對 する、 羅馬 書の 此茵 所の 如き は 彼等に 由て 所謂 霊的に 解釋 せらる- -に 非れば、 

旣に 無用に 歸 したる 古代の 迷信と して 取极 はれる、 今や キリスト 再臨の 信仰 を (其 他の すべての 奇 

と共に) 除きた る 基督 敎が此 世の 流行 物で ある。 

〇 キリスト は 誠に 未だ 來り給 はない、 然し 乍ら 其れが 爲に I ち， 書 は壞れ ない、 誠にべ テ II が 言 ひし 如く 

神に 在りて は 干 年 も 1 の 如しで ある、 永遠の 存在者より 見て すべ ての 有限の 時 は 一 瞬間で ある 
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0-,v8n,0 である)、 世の 終末 は 近づきつ、 ある、 其 事 は 昔 も んマ も事實 である、 「我等 は 時 を 知る， r 

此 時代の 何たる 乎 を 知る、 是は 永久に 緩くべき 者で ない、 始めが あって 終りが ある 者で ある、 而 して 

「信仰の 初より 更に 我等の 救 は 近」 きに 非す や、 信仰の 初め を 使徒 時代と 見て、 二十世紀の 今日は Is- 

に^の 終末に 近き に 非す や、 一九  一 m 年に 起り し 世界 戰爭 後の 世界の 狀態 如何、 世 は して 進歩せ し 

や、 人類 六 千年間の 所謂 進歩の 結 菜 は 如何、 文明の 中心と 稱 へらる- -歐洲 今日の 狀態は 如何、 最善の 

基督 敎國 と稱 せらる- -米阈 は 如何、 一年間に (一昨 一九二 〇 年の 調 布： に 因る) 四百 五十 億 ii を 贅澤品 

の爲に 消費して、 僅に 七 干 五 百 萬 M を傳 道の 爲に使 ふ 米 國民は 果して 其 信仰 を 以て 誇る 事が 出来る 乎- 

禁酒法 は 公然として 破られ、 殺人 自殺 今日の 如く 多き はなし、 誠に 今や 夜 は 中央で ある、 《.)5vaM 

Hps お lei- なる 人が Der  untergaug-  des  Alsudlalldes  (西洋文明の 衰落) なる 書 を 著 はして 歐洲人 

の 注意 を惹 きつ. ある 時代で ある、 Via 一  liiiiir  sol.ovief 並に rhuitl.i  Mereschkovski  歐洲 近代.^ 

預言者 的 折：： 學^ も 亦 世界の 終末 到来 を 高唱し て 止まない。 

o^^^u, 故に 何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れ、 主 は 近し、 故に 飮食 又は 情 熟 又は ii 嫉の驅 る 所と なる 

勿れ、 主 は 近し、 故に a 呉 面目なれ 端嚴 なれ、 「兄弟よ 我れ 之 を 言 はん、 時 は 迫れり、 妻 を 有る 者 は 有 

ざるが 如く、 哭く 者は哭 かざる が 如く、 喜ぶ 者 は 喜ばざる が 如く、 買 ふ 者 は 買 はざる が 如く、 此 f を 

用 ゐる者 は用ゐ ざるが 如き 時 到らん、 そは此 世の 狀は過 逝けば なり」 と (哥林 多， S 書 七 章 二 九— 三 一節 r 

肉 體と此 世の 事に 淡泊 なれ、 主 は 近し、 萬 物の 終末 は 近づけり、 肉 體の慾 を 行 はんが 爲 に其備 をた す 

こと， 刃れ。 

〇 健全なる 道德に 餐誡が 必要で ある、 愛と 恩惠 とのみ に 依る 道德は 放縦に 流れ 易し * 淨 土門怫 秋の 歷 


史が其 事 を 示す、 プロテスタント 敎の 一派に 此 傾向 ある は 人の 化，^ く 知る 所で ある、 救 は 其 半面に 於て 

聖潔 である、 「神の 聖ヒ a は是れ たり、 卽ち汝 等の 潔 からん 事な り」 と ある 0 アサ。 ニケ 前書 四 章 三 節)、 

「人 潔から すば 主に 見 ゆ る こ と 能 はす」 と あ る ( 希 伯 来書 十一 一 章 十四 節)、 而し て 潔む る に 火が 必要 で あ 

る、 恐るべき 中： の 日の 到 來を覺 悟して 我等 は 心の奥底より 潔 めら る、 我等が 神の 恩憲に 惯れて 油斷す 

ぬすびと 

る 時に 惡 魔の 乘 する 所と なる、 玆に 警誡の 必要が ある、 「然れ ど 主の日の 來る こと 盗の 夜來 るが 如く 

ならん、 其 日に は天大 なる 響 ありて 去り、 照 質 悉く 焚 毀れ、 地と 其 中に ある 物み な 焚盡ん …… 然れば 

汝等祌 の 日の 来る を 待ちて 如何に 潔き 行 を 爲し神 を 敬 ふ 事を爲 すべき 乎、 祌の 日に は 天 焚 毀れ 體質焚 

鎔けん、 然れど 我等 は 其 約束に 因りて 新しき 天と 新しき 地と を み 待てり、 義 その 中に 在り、 是 故に 

A  A  A  A  A  <:<!<"厶<:<1<!<-厶<1<!<：  厶 AAA しふ △  A きず 厶< "厶厶 3 厶 AAA 

愛する 者よ、 汝等 すでに 之 を み 待てば、 主の 前に 汚な く 班な くして 安全な らん 事 を 務めよ」 と ある 

が 如し ( 彼 得 後書 三 章 ti 十 四 節 JO 

〇 世の 終末 は 如何様に しても 來る、 次に 來 らんと する 世界 戰爭に 由ても 來る、 或 ひ は フリング— ス . 

ビ— トリ ー 氏に 由て 唱 へらる & 文明 循環 期の 終結に 由ても 來る、 太平洋の 周 園に 火山 國の 連鎖 を 築き 

しが 如き 地中の 大變 動に 由ても 来る、 南極に 堆積せ る 氷塊の 融解に 由ても 來る、 地球と 他の 天體 との 

衝突に 由ても 來る、 太陽系の 暗黑 星雲 通過に ft て も 来る、 地球 は 今 n までに 幾囘 も大變 動を經 過して 

來た、 一時 は 爬蟲類 全盛の 時代が あった、 今ゃ貧^^なる蛇類、 蜥螺 類に 由て 代表 せらる &爬蟲 類が 全 

世界 を 横領した 時代 もあった、 其れが 今日の 人類の 占領す る 世界と なった ので ある、 此 世界が 此れな 

りに 永久に 繼镜 すべし と は 信じ 難い 事で ある。 

〇 世の 終末で ある、 其 破壊で ない、 祌は 御自身が 造り 給 ひし 物 を 蔑視み 給 はない、 「神の 日に は 天 燃 
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g かれ 體質焚 鎔ん、 然れど 我等 は 約束に 闪 りて 新しき 天と 新しき 地 を-ば 1- み 待てり、 義 その 中に 在り」 で 

ある、 世の 終末 は 「死と 陰府と 火の 池」 とで はない、 「新ら しき 天と 新ら しき 地」 とで ある、 罪人の 

存在 を 許さ ビる 正義の 世界で ある、 恰 かも 今の 世界が 蛇ゃ蜥 賜の 祖先たり し 醜き 恐ろしき 大 爬虫 I の^ 

在 を 許さ ビ るが 如く、 來 らんと する 義の 世界 は 今日^に^ 慝 する 人 等の 活動^ 在 を 許さ， ない ので ある、 

「令 は汝 等の 時 暗黑の 勢力な り」 とィ H スの言 ひ 給 ひし 時代で ある、 今 は 夜であって、 蜗蝠、 fer 鼷 

嵐 等、 暗黑を 愛する 動物の 跋愿 活動す る 時代で ある、 然れ ども 鷄鳴ー たび 隨を 告げて 義の 太陽の 1:^ る 

に 至れば 所謂 夜 性の 動物 …… 夜間 活動の 動， は 太陽の 光輝 を 避けて 穴と 洞と に 隱れ、 之に 代りて 雲 後 

は 天 を 指して 界り、 班 鴻の聲 は 林に 響き、 翠は 水に 戯れ、 宇宙 はー變 して 賓の 批界 となる、 「汝等 

は 皆 光の 子 輩 晝の子 輩な り、 我等 は 夜に 屬 ける 者 暗に 屬 ける 者に 非す、 然れば 我等 他人の 寢 るが 如く 

寢る こと をせ す 醒めて 慎むべし」 と あるが 如し、 「汝等 今 主に 在りて 光れり、 光の 子聚の 如く 行 ふべ 

し」 と あるが 如し (以弗 所 甞五章 八 節，)。 

, 第五 十六 講約說 

小 問題の 解說 

〇Ii 馬 書 は 第 十三 章 を 以て 終った 者と 見る 事が 出来る" 人の 救 はる k は 何に 由る 乎？  liii 仰に 由る。 


ユダヤ人の 多数の 救 はれざる は 何故 乎？ 萬 民が 救 はれん が爲 である。 某督敎 道德の 根抵、 性質、 實 

行、 獎勵、 是 等の 諸 ra: 超に 徹底的 解決 を 供して バウ は玆に 筆を擱 いて 宜 いので ある。 ト三章 十四 節 

に 次ぐ にわ 五 章 卅三節 …… 平和の 祌汝 等す ベての 人と 偕に 在らん こと を 願 ふ ァメン …… の 語 を 以て 此 

書 を 終って 宜 いので ある。 

〇 然し 乍ら バウ 口に まだ 言 はんと 欲する 事が あった。 それ は 幅 昔の 一般的 理を 離れて、 羅 馬に 於け 

る 信者の 身上に 關 はる 事柄であった。 卽 ち敎理 問題、 道德 問題、 世界 問題 を 離れて、 信者の 一身 問題 

であった。 バウ II は此 問題に 就て 一 言せすして此大書翰を終る^^-が屮ぃ來なかった。 

〇 何 を 食 ふべき 乎、 如何にして 聖日 を 守るべき 乎、 。ハウ Q 自身の 傅 泣 旅行の 計畫、 羅馬に於ける^^友 

人に 對 する 挨拶、 信者 相互の 關係、 彼等と バウ との 關係 …… 問題 は 個人的で ある、 小 問題で ある。 

異邦人の 使徒た るの 使命 を帶 びた る バウ B は斯る 問題に 携 はるの 必要 は 無いで はない 乎と。 此 世の 人 

等 は 如斯く に 思 ふ。 然し 乍ら キリストの 心 を 持て る 信者 はさう 思 はない ので ある。 

〇 キリス トは 神人 God-Man であった。 神と 人との 兩性を 一 體に 於て 有つ 者であった。 信者 も 亦 さう 

である。 信者 は 此叱を 全然 超越した る 所謂^ 人で はない。 彼に 神ら しき 所が ある。 同時に 叉 彼 は 人ら 

しき 所 を 失 はない。 彼の 最大の 心 懸りは 勿論 天に 屬 ける 事で ある。 然れ ども 彼 は 地に 屬 ける 事 を 忘れ 

ない。 某 督者は iuteiisely  divine  (深刻に 神ら しく) たらん と 欲する と 同時に 义 intensely  liti ョ； lu 

(深刻に 人ら しく) である。 天に 關し 最大の 與 味を谈 くに 至りし 彼 は、 地に 關し 最も 熱心なる 者で あ 

る。 ヒュ ー マー 一 チ ー は 地と 人と に關 する 熱心で ある。 之 を 人 問 味と 譯 すべ きで あると 思 ふ。 rHvinit-y 

と Humanity 神に 關 はる 事と 人に 關 はる 寧、 祌學と 文學、 完全なる 人に 必す 此兩 方面が ある。 
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〇 羅馬書 は 最大の 神舉書 である。 ゆに 在りし 叉 在らん とする すべての 祌學の 模型で ある。 然し 乍ら 祌 

學 のみでない。 之に 大 なる 人間味が 加 はりて 乾燥たり 易き 神擧 をして 血 あり 淚 ある 者たら しむ。 我等 

は 第一章に 於て 同信の 友に 對 する パゥ の 心情の 一斑 を 窺った。 「兄弟よ、 我れ 置々 志 を 立て 汝 等に 

到らん とせし かど も 今に 至りて 尙胆 i らる、 我れ 汝 等が 此事を 知らざる を 欲ます」 と (一章 十三 節) 。是" 

は神學 ではない、 友情で ある。 而 して 一章 十七 節 以下 十三 章 末節に 至る まで 大祌學 論 を 綾け 來 つて、 

バウ 口 は 叉 鼓に 彼の 友人に 向って 彼の 心情 を 吐露 せんと 欲する ので ある。 如斯 くにして 十 W 鞏 以下 ト 

六 章 ま で は 羅馬書 の 人間 部であって 興味の 景も 多き 部分で ある。 祌學 を本體 として 見る 時 は 其 附歸物 

たるに 過ぎす と雖 も、 パゥ & の 何人た る 乎、 基督 者の 何者なる 乎 を 窺 ふために は 必要 缺く ベから ざる 

部分で ある。 

〇 「或 人 はすべ ての 物 を 貪 ふべ しと 信じ 或 人 は 弱くして 唯 野茱を 食へ り」。 「或 人 は 此日を 彼 日に 愈れ 

りと し、 或 人 は 何れの 日 も 皆 同じと す」。 問題 は 小 問題で ある。 如何で も 可い 問題で ある。 然し 乍ら 

愛の 立場より 見て 決して 小 問題で ない。 之 を 解決す るに キリ ストに 由り て 神より 來る 愛の すべ ての ムヒ！ ^一 

力と 判斷 力と が 要る。 先づ 第一 に 知るべき は 問題に 必要と 不必要と の^ある 事で ある。 前者 は飽 くま 

で爭 ふべ し、 後者 は寬容 すべし。 人の 義 とせら る-は 律法に 由ら す 信仰に 由る と は 肝要 問題で ある。 

パゥ は 之が 爲に はべ テロ を 面責し、 ガラテ ャ敎會 との 友誼 的 關係を 賭して 彼の 主張 を 維持した。 然 

し 乍ら 「或は 飮 むこと、 或は 食 ふこと、 或は 節 期、 或は 月朔、 或は 安息日の 事に より 人 をして 汝等を 

議せ しむる こと 勿れ」 と 云 ひて 不要 問題に 就て は 自由 寬容不 干涉を 主張した (哥羅 西 書 二 章 十六 節)。 是. 

は 爲すも 可な り爲さ る も 可な りの 問題で ある。 生命に 係 はる 問題に 非す、 备人 自由 選 搾の 問題で あ 


る。 バウ t: の 著る しき 常識 は斯る 場合に 於て 現 はれた ので ある。 

〇 「如何で も宜ぃ 問題で ある。 故に 愛の 爲に讓 らん」 と は バウ B 第二の 敎訓 である。 彼 は E ふ、 我 は 

主ィ H スに 由り て 凡の もの 潔から ざるな きを 知り 叉 信す。 然れ ども 兄弟の 內に 若し 或 物 を 潔から すと 

思 ふ 者 あらば、 其 物 は 其 人に 取りて は 潔から ざる 物で あれば、 我より 進んで 彼の 面前に 之 を 食 ふ は 彼 

をして 憂へ しむる の途 なる が 故に、 我 は 愛の 道に 合 はんが 爲に之 を 食 はす、 彼 も 亦 主が 其 血 を 以て 贖 

ひ 給 ひし 者で あれば 我 は 食物の 故に 彼 を滅さ らんと 努む、 我 は 愛の 故に 我が 自由に 制裁 を 加 ふ、 是 

れ卽ち 愛の 道な りと 「十四、 十五 節〕。 無益に 兄弟の 感情 を 害する 事、 是れ 信者の 大に愼 むべき 事で ある。 

小 問題で ある。 故に 彼 をして 先 づ之を 放棄せ しめんと 爲 ない、 我より 進んで 彼の 嗜好に 從 はんとす る。 

偉大なる バウ n よ、 彼に 纖 美なる 貴婦人の 注意が あった。 厳の 如くに 堅き 彼に 其 挾 間に 、呋 く 百合 花の 

如き 美と 香と があった。 

〇 「神の 國は食 ふ 事 又は 飮む 事に 非す、 惟義と 平和と 聖ー靈 に 由る 歡喜 となり」 (十七 節〕。 祌の國 は 肉の 

事に 非す 靈の 事な り。 「ィ H ス曰 ひける は、 凡て 口に 人る 者 は 腹 を 通りて 厠に 落つ、 口より 3Z る もの 

は 心より 出づ、 是れ人 を 汚す もの 也」 と あるが 如し (馬 太傳 十五 章 十六— 十八 節〕。 何 を 食 はう が (羅馬 

書の 此 場合に 於て は 丁度 偶像に 供 へられし 肉 を 指す が 如し) 何を飮 まう が 其 事 は 人 を 汚さない。 基督 

者に は 所謂 「汚ら はしき 物」 はない。 然しながら 心より 口 を 通う して 出づる 所の もの、 卽ち惡 念、 妄 

證、 誇潦、 是等は 誠に 人 を 汚す 物で ある (同 十九 *  二十 節， )o 然れば 信者 は 肉の 事に 就て 爭 つて はなら な 

い。 靈の 事は大 問題で ある。 肉の 事 は 小 問題で ある。 小 問題に 熱心に なりて 大 問題 を 忘れて はなら な 

い。 

第： 九十 六 講約說 小 問題 の 解 六 八 五 
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〇 禁酒 禁煙の 事、 觀 劇の 率、 土曜日 を 安息日と して 守る 事、 是れ皆 小 問題で ある。 信者 は 之が 爲に相 

互 を { 称 判いて はならない。 愛の 爲に 之を讓 りて キリストの 愛を顯 はさねば ならぬ。 


第五 十七 講約說 

バウ 口の 傳道 方針 

羅馬書 十五 章 十四 ー 卅三 節解譯 

0 兄弟よ、 私 は玆に 長々 と； i 昔の 眞理 と其應 用に 就て 諸君に 書き 贈った。 然し 乍ら 是れ 決して 諸君が 

愛と 知識と に 不足して 居る と 思 ふたからで はない。 私 は 諸君が 慈愛に 滿ち、 すべての 知識 を 以て 充た 

され、 又 相互 を勸め 得る こと を 能く 知って 居る (十四 節)。 然し 乍ら 諸君よ。 私 は尙ほ 諸；！；^ に 諸君が 旣 

に 善く 知る 事 を 憶 ひ 起させん が 爲に此 所 彼 所に 少しく 惯ら すして 書き 贈った ので ある。 斯く爲 せし は 

神が 私に 賜 ひし 所の 恩惠に 因る (十五 節)。 恩 惠と云 ふ は 他な し、 私が 異邦人の 爲に ィヱス キリストの 

役 あとな り、 神の 幅 音 を 以てする 祭司の 職に 當り、 聖靈 に 由て 潔め られて 神の 聖 33 に 適 ふ 供物と して 

異邦人 を獻 げん 爲に選 まれし と 云 ふ 其 恩 惠を云 ふので ある (十六 節)。 是 所に 私 は 他の 事に 就て は 誇る 

事 は 出来ない が、 神の 事に 關 して はィ H スキ リストに 由り て 誇る 事が 出來 ると 信す る C 十七 節〕。 卽ち 

キリストが 異邦人 をして 御自身に 服從 せしめん が 爲に私 を 以て 働ら き 給 ひし こと、 首辭と 行動と、 休 


徵と奇 S0 の 能力と、 聖靈の 能力と を 以て 私 を 以て 倒き 給 ひし 事、 而 して 斯の如 くにして H ルサ レムよ 

り遍 くィル リコ に 至る まで 私 をして 福 昔を傳 へしめ 給 ひし 事、 是 等の 事の 外 は；！ # は敢て 何事 を も 語ら 

ないで あらう (十八、 十九 節)。 其 他に 私に 尙ほ 一つの 野心が ある (philotimeomaoo それ は 私が 他人 

の-澄いた 土臺の 上に 築かない と 云 ふ 事で ある。 私 は キリストの 名の 未だ 稱 へられざる 所に 福音 を宣傳 

ふる を 以て 私の 方針と-: 疋 めた r  二十 節〕。 卽ち以 賽亞書 五十一 一章 十五 節に 云へ るが 如し。 

未だ 彼に 就て 宣傳を 受け ざり し 者が 見る であらう、 未だ 聞く こと を 得 ざり し 者が 15!" るで あらう 

(二十 一節〕、 と。 

〇 斯 かる 次第であって、 私 は 幾度 も 阻 げられ て 諸君に 詣り 得なかった (廿ニ 節〕。 然るに 今や 此 等の 地 

方に 福 昔を傳 ふべき の 所な く、 又 私 は 年来 諸君の 所に 往 かんこと を 願へ るが 故に (廿三 節〕、 何時に て 

も 私が ヒス。 ハ -I ャに往 かん 時に 諸君の 所に 注く であらう。 私 は 彼 地に 柱かん 其 途中に 諸君 を 見ん と 欲 

する。 而 して 略 ぼ 意に 滿 つる を 得て 後、 諸君に 送られて 彼 地に 往 かんと 欲する (サ四 節 wo 然れ ども 今 

や 私 は 聖徒に 貢せ ん爲に H ルサ レムに 往 かんとして 居る 〔サ 五節〕。 其 理， 由 は、 マケド ニヤと ァカャ の 

•It づ しきもの  よろこび 

ノ々 M ルサレ ムに 在る g み， 徒の 內の 貧者の 爲に 寄附 を爲す こと を喜悅 としたから である (サ六 節 )o 誠に 

彼等 は 喜んで 此 亊を爲 した。 彼等 は 彼等に 負 ふ 所が あるので ある。 そ は 若し 異邦人た る 彼等が 猶太 人 

たる 彼等より 靈に屬 ける もの を享 けたらん に は、 彼等 は 肉に 屬 ける もの を 以て 彼等に 事 ふるの 義^が 

あるから である (、サ 七 節； >o 是 故に 私が 此事を 成就し、 此菜を 彼等に 渡して 後に 私 は 諸君に 詣り、 叉！^ 

君に 達ら れて ヒス パ 一一 ャに往 くで あらう (> 八 節〕。 そして 私 は 知る、 私が 諸君の 所に 至らん 時に、 キ 

リストの 恩惠 に滿 ちて 至る であらう と，： サ 九 節 〕o 
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〇斯 かる 次第で あれば 兄弟よ、 私 は主ィ H スキ リストに 由り、 叉 IsiM の 愛に 由り 諸君に 願 ふ、 諸君が 

私の 爲に カを竭 して 私と 共に 神に 祈らん こと を (一一 一十 節〕。 卽ち 私が ユダヤに 在る 信ぜざる 者の 手より 

救 はれ、 叉 H ルサ レムに 於け る 私の 奉仕が 聖徒の 心に 適 ひ (三十 一節)、 而 して 神の 聖 曰に 由り 喜悅を 

もて 諸君に 至り、 諸君と 共に 安 慰 を 得ん こと を (三十 二 節)。 願く は 平安の 神、 諸君と 共に 在さん こと 

を、 ァ. ー メ ン 0 一一  十三 節)。 

〇 以上に 依て バウ" の 羅馬敎 會に對 する 熊 度が 判明す る。 卽ち羅 馬 敎會は バウ の 建た 敎會 ではない 

ので ある。 故に 彼 は 之に 對 する に大 なる 遠慮 を 以てした。 彼が ガラ テャ敎 會に對 して 「愚なる 哉ガラ 

テャ 人よ」 と 言 ひしが 如く、 又は ピリ ピ敎 きに 對 して 「我が 愛する 所、 慕 ふ 所の 兄弟、 我の 喜び 我の 

.冕 たる 我が 愛する 者よ」 と 言 ひしが 如き 言獎を 以て Q  I マ敎 會に對 しなかった。 自分の 建た 敎會で 

なかった、 故に 之に 對 して 適當の 遠慮と 禮 節と を もて 臨んだ。 而 して 斯 くな すの が當然 である。 「愛 

は 非 禮を行 はす」 と 云 ふ。 他人の 子 を 自分の 子と して 极 つて はならない。 之を稱 して 「教職の 禮儀」 

と 云 ふ。 而 して 此禮 儀の 行 はる i 所に のみ 傳道は 成功す るので ある。 

〇H ルサレ ム より ィ ルリ コ まで。 遠い 距離で ある。 直徑 にして 千 四百 哩 ある。 丁度 麇嶋 より 靑 森まで 

の 汽車 線路の 哩數 である。 パゥ 0 は 彼の 三 囘の傅 道 旅行に 於て 少く とも 之に 四 倍す るの 距離 を 通過し 

たで あらう。 其 問に 數箇 の大 市が あった。 キリ キヤより ァ ナ トリ ャ 高原に 達する に 有名なる 「キリ キ 

ャ鬥」 の峽路 があった。 黑 海より アド リャ 海まで バ ルカン 半島 を横斷 する Egnatian  Roatl の國 道が 

あった。 其 間に 多くの 人種が 住ゐ、 多くの 國 語が 話された。 .^"てァドル フ • ダイ ズ マ ンがパ ゥ 口 研究 


を 遂げん と 欲して、 彼の 足跡 を踐 まんと して 大 なる 困難 を 感じた 事が ある。 汽車 汽船の 便な かりし 羅 

馬帝國 時代に 於け る 困難 は 推量せられ る。 コ リン ト 後書 十 一 章廿 五、 廿六節 を 見よ。 

しも V 

〇 パゥ n は 謙 邏と從 順 を 33 とする キリストの 僕であった。 然れ ども 彼に も 亦 一 の 野心が あった。 第一 一 

十 節に 「我れ 慎みて」 と ある は 弱い 譯字 である。 英譯に は き liavo  I  stl.ivca  (我れ 努めて) として 

あって、 欄外に bans  ：ーョ 一 >E ニー- S  (我が 野心と する 所 は) と 記入して ある。 希隨 語の pllilctimeolllai 

は 字義な りに 譯 して 「我れ 名譽を 好む」 である。 故に バウ n が玆に 「我に 野心 あり」 と 云 ふたと 解し 

す る！ 

て 少しも 差 支ない と 思 ふ。 そして 其 野心 は 何んで あった 乎と 云 ふに、 「我 は 他人の 置た 土臺の 上に 建 

じ」 と 云 ふ 事であった。 バウ ti は 愛の 人で あつたと 同時に， 名 を 重んじ 恥 を 知る の 人であった。 彼はコ 

リント 人に 書き 贈って 曰 ふた 「我が 誇る 所 (名 譽) を 人に 空しく せられん より は 寧ろ 死ぬ る は 善き 事 

たり」 と 哥前 九の 十五，〕。 バウ 口に 日本 武士の 魂が あった。 彼 は 卑しい 事 は爲し 得なかった。 武士が 

「拾い 首 は 取らない」 やうに パゥロ も 他人の 功 を 奪はなかった。 「ぺ テロに 能力 を予 へて 割 禮を受 

けたる 人の 使徒と 爲し X 者 また 我に も 能力 を予 へて 異邦人の 使徒と 爲 せり」 と 彼が 言 ひし 通り 彼は始 

めより 彼の 傳 道の 區域を 定めた。 そして 此 規定 を 嚴 守して 彼 は 決して 他の 使徒 等の 領分に 切 込まな か 

つた。 ぺテ n は ユダヤと 其 附近に、 トマス は 多分 東の 方 印度へ、 其 他 使徒 等 は 各自 それ，^ 傳 道の 區 

わりあて 

域 を 割 當られ たので あらう。 而 して パゥ B の 領分 は當 時の 世界に 於て 最も 文明に 進みた る 部分で あつ 

た。 所謂 「異邦」 であった。 布臘 文化の 行渡りた る國々 であった。 ァ カャ、 マケ ドー ーャ、 イク リャ、 

ヒス パ 一一 ャ、 地中海 北岸の 全部であった。 そして 此廣ぃ l5£ 域に キリストの 福音 を宣傳 ふる 事と、 之に 

併せて 他人の 置え た 土臺の 上に 築かざる 事と が 彼の 傳 道の 方針で あり、 叉 基督 者と しての 欲望 卽ち野 
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心であった。 

〇 羅 馬に 至らん とす。 然れ ども 長く 止まらん としない。 西班牙に 至らん とする 序に 之を訪 はんとす る- 

羅馬は 異邦. の 首府で ある。 故に パゥ の 領分に 屬 する、 然れ ども 羅馬 敎會の 土臺は 他人に 由て 置 えら 

れた。 故に 之に 干涉 する を 好まない。 之 を 重す る、 愛する、 之を敎 へんが 爲に 長き 書翰 を 書き 贈った- 

然し 之 を 自分の 敎會 として 极 はない。 他人の 權利を 重 じ 其 事業 を 尊ぶ。 彼 は 帝國の 首府 は其傳 道に 先 

鞭 をつ けし 人達に 讓り、 自分 は 世界の 西 端、 ヒス パ 一一 ャに往 いて、 其 所に 十字架の 福音 を傳 へんと し 

た〕 偉大なる、 ノ ー ブルなる、 男らしき パゥ B よ。 若しも 梁 川 庄八正 固の 如き 日本 武士が 基 螫敎の す 

道師 となったならば パゥ 0 の 如くに 行った であらう。 然れ ども 鳴 呼！ 


第五 十八 講約說 

パゥ 口の 友人 錄 

羅馬書 十六 章 一— 一六 節解譯 

〇 私 は 諸君に 私 等の 姉妹 フィべ を 推薦す る。 彼女 はケン クレアの 敎會 S 女 執事で ある。 私 は 諸 5^ に勸 

む、 諸君が 聖徒た るに 應ふ道 を 以て 主に 在りて 彼女 を迎 へ、 彼女が 諸君より 求む る 所に 循ひ、 何襄に 

よらす 彼女 を援 けられん こと を。 そ は 彼女 自身 も 亦 今 B まで 多くの 人を拨 け、 私自身 も 亦 彼女の 援助 


を 受け たれば なり ( 一 . 二 節 )0 

〇 キリス トイ H スに 在りて 私と 共に 働く 者なる プ リス キラと アクラに 平安 を 問 はれた し。 彼等 は 私の 

生命の 爲に 其の 頸 を劍の 下に Ei^ いた。 其れが ために 惟り 私の みならす 異邦人の すべての 敎會は 彼等に 

感謝す る。 叉 彼等の 家に ある 敎會に 其 平安 を 問 はれた し (一一 一 —五節〕。 

〇 私の 愛する H パ ィ ネトに 其 平安 を 問 はれた し。 彼 は アジ ャが キリス トに獻 げし 初德 である (五節 ：}。 

〇 私 等の 爲に 多く 努力せ し マ リ ャ に 其 平安 を 問 はれた し (六 節〕。 

めし-つど  \，  ZTj 

〇 私の 血緣の 者に して 私と 同様に 囚人と なりし ァ ンヂ 口 一一  コとジ ュ 一一 ャに其 平安 を 問 はれた し。 彼等 

は 使徒の 問に 名聲 ある 者で ある。 彼等 は 叉 私より 先に キリス トを 信じた 者で ある (七 節」。 

〇 主に ありて 私の 愛する ァ ム ピリア テ に 其 平安 を 問 はれた し (八 節 )0 

〇 キリストに 在りて 私と 共に 働く ゥ ルバ ノ、 叉 私の 愛す る ス タク に 其 平安 を 問 は れ たし (九 節 S 

〇 キリストに 在りて 銀 練られた る アベ レ に 其 平安 を 問 はれた し (十 節」。 

もの  や ャ 5 

〇 アリス トプ B の 家の 屬に其 平安 を 問 はれた し (十 節 )o 

〇 私の 血緣の 者なる へ テオ ンに其 平安 を 問 はれた し (十 一 節 )0 

〇 ナル キソの 家の 屬 にして キリ ストに 在る 者に 其 平安 を 問 はれた し (十 一 節〕。 

〇 主に ありて 努力せ し テルバ イナと テル ボ I サに其 平安 を 問 はれた し。 彼等 は 主に 在りて 努力せ し婦 

人で ある (十二 節 〕0 

〇 愛せら る i ぺ ル シ ー に 其 平安 を 問 はれた し。 彼女 は 主に 在りて 多く 努力せ る 者で ある (十二 節〕。 

〇 生に 在りて 選ばれた る ルポと 其 母と に 平安 を 問 はれた し U 彼の 母 は 叉 私の 母で ある (十三 節 )o 
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〇 ァスキ キリ トと ピリ ゴ ン とへ レ マと パト ロバと へ レメ と、 又 彼等と 共に 在る 兄弟た ちに 其 平安 を 問 

はれた し (十四 節)。 

〇 ピ Eia ゴとジ ユリ ャ、 ネ リオと 其 妹、 オリ ムパ、 並に 彼等と 共に 在る すべての 聖徒に 其 平安 を 問 は 

れ たし (十五 節〕。  やすき 

〇 諸君が 聖き 接吻 を 以て 相互の 平安 を 問 はれん こと を 望む。 キリストの すべての 敎會 諸君に 平安 を 問 

+ プ (5U 

以上の 略 註 

えんえ 5 

〇 以上 はパゥ & の羅 馬に 於け る 友人 錄 とも、 亦羅馬 敎會の 役員 錄 とも 見る 事が 出来る。 亦 之より 浈 n 

して 羅馬 敎會の 組織 如何 を窥ふ 事が 出来る。 固有名詞 は確實 なる 事實を 語る。 羅馬書 は 生きた る 人よ 

り 生きた る 人 等に 書 贈られし 書翰で ある。 

〇 玆に 第一 に 注意すべき は 婦人の 名の 割合に 多い 事で ある。 舉 げられ し 名 は總て 二十 七 人、 其 內九人 

が 婦人で あ る。 羅馬書 を 0  マに 携へ し 者が コ リント 市の 港 ゲン クレア の 女 執事 フィ ベで あつ た。 パ 

ゥ 口 より 挨拶 を 受けし 第一 の 者が 天 幕 製造業 者 アクラの 妻なる プ リス キラであった。 其 他 テルバ イナ 

と テル ボ ー サ (彼等 は 多分： In 肉の 姉妹であった らう、 或は 骨肉 も啻 ならざる 親しき 二人の 友であった 

乎 も 知れない) …… 主に 愛せら る&べ ル シ ー、 特に パゥ 口が 「我 母な り」 と 呼びし ルポの a! があった- 

基督 敎は 初めより：^ 人を迎 へ、 彼等 を 高め 贲ぶ 宗敎 である。 男尊女卑の 當 時に 在て 實に 著る しき 事で 

ある。 そして 婦人 は 初代の 敎會に 於て 單に 尊ばれた のみでない。 彼等 は 男子に 劣らす 働いた ので ある- 


プ リス キラ は 其 夫と 共に 一 時 はパゥ n の 爲に其 頸 を 斷頭臺 の 上に 劍の 下に 曝した ので ある。 「我等の 

爲に 多く 努力せ し マリヤ」 と ありて 彼女 もまた バウ I： 一  圑の爲 に 辛勞危 險を辭 さなかつ たので ある。 

〇 二十 七 人、 孰れ も 信仰の 戰士 であった。 其 內に學 者 もあった 乎 も 知れない がパゥ ：！ は 其 事 を 記さな 

もの 

い。 高位 高官の 人はなかった らしく 見 ゆる。 ァ リスト プロの 家の 屬、 又ナル キソの 家の 屬と ありて、 

もの 

二人共に 富者であった らしく あるが、 然し 彼等 自身が 信者で ありし に 非す して 彼等の 家の 屬 (從屬 叉 

は 奴隸) の內に 信者が あつたの である やうに 見える。 基督 敎會は 信者の 團體 であって、 其內に 貴ばる 

る 者 は 學問叉 は 位で はなく して 信仰で ある。 「キリストに 在りて 毅 鍊られ たる アベ レ」 と ある。 信仰 

の 試練 を經て 之に 及第した る 者で ある。 英語に 所謂 approved  in  Christ である。 キリストに 在りて 

ザ ェ テラ ン 

其 信仰 を 試みられて (多くの 患難と 迫害と を 以て) 善しと 認められ たる 者で ある。 信仰の 老兵で ある。 

幾度 か內 外の 惡 魔と 闘って 之に 勝つ の 秘術 を 知った 者で ある。 「キリストに 在りて 锻 練られた る アベ 

レ」 斯 かる 者が バウ 口の 友人であって、 羅馬 敎會の 柱石であった。 神擧と 哲擧と ギリシャ 語と ヒ ブラ 

ィ 語と を 以てする も、 鍛鍊 へ られ たる 信仰 を 以てする にあら ざれば 信者の 信頼 を受 くるに 足りない。 

〇 羅馬敎 會と云 ふ。 羅馬敎 會とは 或る 特別なる 會堂を 有ち たる 圑體 であった らう 乎。 然ら す。 「プリ 

ス キラと アクラの 家に ある 敎會に 其 平安 を 問へ」 と ありて、 天幕 製造業 者の 家が 羅馬 敎會の 在った 所、 

或は 其 一 であった ので ある。 初代の 敎會が 各地の 主なる 信者の 家に 在った 事 は 疑 ふに 餘 地がない。 使 

徒行 傳 十二 章 十二 節、 コロ サイ 書 四 章 十五 節、 ピ レモン 書 二 節 等が 其 事を證 明す る。 斯く曰 ひて 余輩 

>  .  O0O000O00O0OOOO00O0OO0OO0OO 

は敎會 堂の 不必要 を唱 ふるので はない。 唯 會堂は 無くと も 信仰が あれば 敎會は 在り 得る と 信す るので 

ある。 「二人 三人 我が 名に 託り て 集まる 所に、 我れ 其の 內に 在らん」 とィ H スは 一一 一一 II ひ 給 ふた。 余の 知 
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る设も 善き 敎會は 信者の 家に 在る 敎會 である。 我等 は 信仰に 由り て 我等 各自の 家 を敎會 となす 事が S-N 

來る。 何故 之 を 起さない ので ある 乎。 

〇 今より 殆んど 十 年 前に 余は此 事に 就て 左の 如くに 述べた が ある (『聖書 之 研究』 百 五十 一 號 —本卷 

一 〇 八 K 收錄 )。 

羅馬帝國の首^^にして人1=四1^萬ぁりしと云ふ^1 1 マ の 市に 於て、 基督 敎會は 一 人の 天幕 製造業 

者の 家に 在った ので ある。 普通の 家であった。 高 壇 ありし に 非す、 牧師館 ありし に 非す、 然 かも 

敎會 はあった ので ある。 其 處にパ ゥ 口 の 親友なる プリ ス キラと アクラと は 安息日 毎に 兄弟 肺 妹 を 

招き、 キリストに 在りて 鍛 鍊られ たる ァ ペレ も 其 處に來 り、 ルポ は 老いた る 母の 手 を 引いて 至り、 

ピ n  u コは 其妻ジ ユリ ャ と共に、 ネリ ォは其 妹と 共に、 テルバ イナと テル ボ ー サの 姉妹 は 共に 手 

し ，.：>  --1 しもめ 

を携 へ、 ァリ ス トプ n の 僕婢と ナル キソ の 奴 隸とは 何の 憚る 所な くして 名家の 士女と 共に  一 {:^| に 

集 ひし 時に、 キリ スト は 彼等の 內に 在まして プ リス キラと アクラ の 家 は 地上の 天國と 化した ので 

ある。 

〇 すべての 事に 偉大な りし パゥ は 亦 友； ifa に 於て 偉大であった。 彼 は 人の 長所 を 見る の 眼 を 持って 居 

た。 友に 挨拨 を述 ぶる に 方て 彼 は 單に名 を 呼ばす して 之に 加 ふるに 一 言 其 特長 を 以てした。 H パイネ 

トは アジ ャが キリストに 默 げし 初穂であった。 アン デロ  -1 コは バウ 口に 先 だち て キリスト を 信ぜし 者 

であった。 ァ ペレ は 信仰 鍛鍊 の戰士 であった。 ルポ は 特に 主に 選ばれし 者であって、 彼の 母 は 又 我が 

母な りと 言 ふた。 殊に 男子の 場合に 於て は 「キリストに 在りて 我が 愛する アン ピリ アト」 と 呼びて、 

女チの 場合に 於て は 「愛せら る \ ペル シ ー」 と 云 ふが 如き、 注意 到れり 盖 せりで ある。 パゥ 口に 多く 


の 弟子 はあった らうが、 彼が 特に 誇りし 者 は 彼に 與 へられし 少數の 友人であった。 そして 彼 は 熱愛 を 

以て 彼等 を 愛した。 

〇 此 書翰 を 書 贈て 後三年、 紀元 五十 九 年の 春顷、 彼 は 囚人と して P1 マに 着いた。 使徒 行 傳廿八 章 十 

五節に 曰く 「ロマ の 兄弟た ち 我等の 事 を 聞き アツ ピ ー • ボ。 ム 及び トレ スタ ベルネ (三 館) と 云 へ る 

處に來 りて 我等 を迎 ふ。 パゥ II 之 を 見て 神に 感謝し、 其 心に 力 を 得たり」 と ある。 此時 彼は是 等の 友 

人に 會し、 聖き 接吻 を 以て 相互の 平安 を 問 ふたで あらう。 


第五 十九 講約說 

終末 = 頸 榮の辭 

羅馬書 十六 章 十七 節 以下 

〇 羅馬書 は 終結 を 告げつ k ある。 其 主要部 は 十五 章 十三 節 を 以て 終った ので ある。 「希^ を予 ふる 祌 

ち か ら  よろこび やす 

の汝等 をして 聖靈の 能力に 由り、 汝 等の 希？ il を大 にせん が 爲に汝 等の 信仰より 起る すべての 喜 樂と平 

康を充 たしめ 給 はんこと を」 の 祈願 を 以て 此大 書翰 は 終 はった と 見る 事が 出来る。 然るに バウ II は自 

つてが き 

分の 事に 就き 追 書を附 する の 必要 を 感じた。 依て 十四 t§ 以下 卅ー 節までに 彼の 將來 の傳道 計畫に 就て 

書き 加 ふる 所があった。 そして 之 を 書き 了て 後に 卅ニ 節に 於て 「平安の 祌汝 等す ベての 者と 偕に 在ら 
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ん こと を 願 ふ、 ァ ー メン」 と 書いて 彼 は玆に 終結 を吿 げんと した。 然るに 彼は更 らに羅 馬に 於け る 彼 

の 友人 を 想 ひ 起した。 彼等 は 何れも 信仰の 戰士 であった。 彼等に 對 して 亦 一言な かるべ からすと 思 ふ 

た。 依て 三た び 彼の 書記 をして 筆 を 取て 書かし めた。 それが 十六 章 一節より 十六 節に 至る までの 紹介 

並に 挨 接の 言葉で ある。 そして 之 を 終 へ て 後に 十七 節より 十九 節までに 於て 異端の 侵入に 就て 注意す 

す ス-ゃ 力  ,、 だ 

る 所が あり、 第二 十 節に 於て 「平安の 神汝 等の 足の 下に 於て 速に サタン を碎 くべ し、 我等の 主 イエス 

キリ ストの 恩惠汝 等と 偕に 在らん こと を 願 ふ」 と 書きて 兹に 三た び此 書翰 を 終らん とした。 然るに 彼 

は 未だ 終り 得なかった。 彼と 偕に 在りし テモテ 外 三人、 書記の テリ テオ、 全會の 寓主ガ ヨス、 コ リン 

ト巿 の會計 主任 M ラスト、 外に 兄弟 ク ワルト、 彼等 も 亦 此機會 を 利用して キリストの 愛 を 遠き 口 ー マ 

の 兄弟 姉妹に 送らん と 欲した。 文書 交換の 機會 はきかった。 此 好機 逸すべ からすで ある。 (二十 ral 節 

「我等の 主 イエ ス キリストの 恩 云々」 は 多分 後， の 記入で あらう。 改譯に は 除いて ある)。 

〇 三た び 終 へんと して 終へ ざり し此大 W 翰 は 終に 終結に 達した。 そして 最後の 一 言 は 本文 相當の もの 

でなくて はならない。 建築で 云へば 最後の 冠 石 ccopestone) である。 偉大で、 宏莊 で、 總括 的で なく 

て はならない。 そして 事實は 想像に 違 はない ので ある。 羅馬書 結末の 言 は 左の 如しで ある。 

汝等を 堅固し 得る 者、 我が福昔とィ ^l ス キリ ス トの宣傳に依り、 卽ち 永き 世の 間 隠れたり しも 令 

顯 はれ、 窮 なき 神の 命に 由り、 預言者た ちの 1 書 を 以て、 信仰の 服從に 入らし めんが 爲に 萬國の 

民に 示された る 奥義の 啓示に 依りて 汝等を 堅固し 得る 者、 卽ち獨 一 睿智の 神に 榮 光世々 窮 りなく 

イエスキリストに 由り て 在らん こと を。 ァ ー メン。 

實に 偉大な る 重 い 言葉 である。 最後に 羅馬 書を總 括して 餘す 所な き 言葉 で あ る 。 


〇 一一 一一 n はま わりく どい やうに 見 ゆるが 其 意味 は簡短 明. H である。 「我が 室べ し 福 昔 を 以て 汝等を 堅固し 

得る 者、 卽ち獨 一 赛智の 神に 榮 光世々 限りなく ィ H ス キリ ストに 由り て 在らん こと を」 と 云 ふの が此 

頌榮 の辭の 大意で ある。 くどい と 思 はる、 部分 はパゥ &の宣 べし 福音の 說 明であって、 比較的に 輕ぃ 

言葉で ある。 論理 擧 上に 所謂 大前提と 小前提と であって、 先 づ大を 解して 小は自 から 釋け るので ある。 

〇 此內で 最も 重い 曾 葉 は 「得る 者」 である。 ギリ シャ 語に 在て は dunsue6 と 云 ふ 一 語で ある。 英譯 

に は liim-that-is-tiWc として ある。 然し 四 字で あるが 一 字と して 讀 むべ き 者で ある。 「爲し 得る 者」 

叉 は r 爲す 能力 を 有する 者」 の 意で ある。 勿論 神の 名稱 である。 神 は爲し 得る 者、 爲 すの 能力 を 有す 

る 者で ある。 卽 ちデュ ー ナメ ノスで ある。 バウ 口 は 福音 を 傅へ 得た。 然し 乍ら 其 福音 を 以て 人 を 救 ひ 

S£ る 者は祌 であると 彼 は 信じた ので ある。 我 は 語る 者、 祌は爲 し 得る 者で あると パゥ a は 言 ふたので 

ある。 パゥ It 如何に 大 なりと 雖も救 扬の事 を 爲し得 やうと は 信じなかった。 彼 は 自己 を 知った。 故に 

本當 に謙遞 であった。 r 爲し 得る 神に 榮光 あれ」 と 彼 は 讚へ た。 自分で 信者 を 作り 得る と 信す る 近代 

人、 人格 境遇の 力で 人 を 基督 者に する 事が 出來 ると 思 ふ米國 流の 基督 信者 は 大に兹 に 鑑みるべき であ 

る 0 

〇 「爲し 得る 者」、 「堅固し 得る 者」、 「信者の 信仰 を 確立し 得る 者」、 それ は 人で はなく して 神で ある。 

偉大な りし バウ II に 於て すら 此 能力はなかった。 故に 榮光 神に 在れで ある。 そして 其 神 は獨ー の 神で 

ある。 智慧の 源で ある。 人の 場合に 於て は 智慧が 有っても 之 を 行 ふの 力なき が 常で あるが、 神の 場合 

に 於て は 全智に 伴 ふに 全能が ある。 そして 其 智慧と 能力と は 殊に 罪人の 救扬の 場合に 於て 現る \ ので 

ある。 バウ C は 十一 章の 終りに 於て 「あ \ 神の 智慧と 知識の 富 は 深い 哉」 と 言 ひて 萬 民の 救 扬に關 す 
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る 神の 智識 を 讚美した。 信者 各自に 取りても 亦然 りで ある。 錯雜 せる 人生の 關 係の 內に 在りて 神 は 我 

等 各自 を 光明と 自^と に 導き 屮 I す 近 を 知り 給 ふ、 又 能く 此事 を爲 すの 力 を 有し 給 ふ。 故に 榮光 彼に 在 

れ である。 

〇 神 は 信者の 信仰 を 確立し、 彼の 救扬を 完成す る 事が 出来る。 そして 彼 は パゥ。 に 示し 給 ひし 一 i 昔に 

由て 此事を 爲し給 ふ。 卽ち羅 馬 書に 於て 說 かれし 十字架 躓 St- の 福音 を 云 ふ。 神 は 此福昔 を 以て 世を審 

判く と共に 叉， を 救 ひ 給 ふ。 「此外 训に救 ひ ある 事な し」 とぺテ C が 言 ふた 通りで ある。 そして バウ 

口の 福 昔 は r ィ H スキ リストの 傳」 である。 彼の 弟子 ルカが 傳 へし やうなる キリスト を宣俾 する 事" 

それが 彼れ パゥ ：！ の 福音であった。 パゥ B は 今の 祌學 者が 唱 ふるやう に、 自分の 傳 へし 福音と イエス 

キリ ストの 生涯の 出来事と を^ 別し なかった。 そして 此 福音 は 抑々 如何なる 者であった 乎と 云 ふに、 

是は 「永き 枇の 問隱れ たりし も今顯 はれ 神の 命に. m り 書 を 以て 萬國の ra^ に 示された る 奥義の 啓示」 

である。 卽ち バウ &の傳 へし 福音 は 彼の 所謂 創作でなかった。 是は 永き に 在りし 者、 然 かも 永の 

隠れて： m はれし 者、 而 して 今に 至りて 顯 はれし 者であった。 是は又 バウ II が 自分で 欲み て宣傳 へし 

者ではなかった。 神の 命に 循ひ、 預言者 等の 書 卽ち舊 い 聖書に 基き て 萬 國の民 等に 示された る 者で あ 

つた。 自分の 創作で はない。 自分の 傳道 ではない。 永き 間 奥義と して 人の 眼より 隱れ ありし 神の 聖旨 

を、 神の 命に 循ひ、 聖書 を 以て 宜傳 ふるので ある。 

〇 汝等を 堅固す るの 能力 を 有し 給 ふ 者 卽ち獨 一 赛智の 神に r 榮 光翁り なく ィ H ス キリス 卜に 由り て 在 

らんこと を」 と。 何故 キり ストに 由らなければ ならぬ 乎。 是は 省いても 可い 言で はない 乎。 然ら すで 

ある。 是は 必要 缺 くべ からざる 言で ある。 神 は キリスト を 以て 人に 救拯を 施し 給 ふ。 人は义 キリスト 


に 由り て 神に 還る ことが 出来る。 神の 榮光は キリ ストに 由り て 現 はれ、 叉 キリストに 由り て 彼の 聖許ー 

に歸 る。 キリストな くして 救扬 あるな し、 永生 あるな し、 復活 あるた し、 勝利と 榮冠 あるな し。 榮 光： 

はすべ て キリス トに 由り て、 卽ち彼 を 通う して 父なる 祌に 在れで ある。 

一 

第 六十 講約說  ， 

羅馬 書大觀 

〇 羅馬書 を 大観して 第一 に 氣の附 く 事 は 其れが 信仰の 書で ある 事で ある。 「神の 義は 之に 顯 はれて 信 

しる 

仰より 信仰に 至る。 錄 して 義人 は 信仰に 由り て 生く と 有が 如し」 と ある (一章 十七 節 )o 信仰が 原因で 

あって、 信仰が 手段であって、 又 信仰が 結果で ある。 信仰に 始 つて 信仰に 終る。 思索で はない、 修養 

ではない、 自 から 潔う せんとす る 努力で はたい。 信仰で ある。 信仰に 由て 義 とせら. d、 信 w に 由て 潔 

し lo-lf  しも. と 

めら れ、 信仰に 由て 噴 はる。 唯 仰ぎ 瞻る 事に 由て 救 はる。 r 視ょ僕 その 主の 手に 目 を 注ぎ、 婢 その 主 

母の 手に 目 を 注ぐ が 如く、 我等 は 我 神 エホバに 目 を 注ぎて、 その 我 を 憐み給 はんこと を 待つ」 と ある 

其 態度 である (詩 百 サ三篇 二 節〕。 此 態度 に 自己 を 置かす して 羅馬書 は 解らない。 羅馬書 に 臨む に 單に哲 

擧 者の 冷 靜と藝 術 家の 敏感 を以 てして、 其 の 特に 贵き 書な る 理由 を 探る 事 は 出来な い 。 

〇 第二に 氣の附 く 事 は 其の 恩惠の 書で ある 事で ある。 「それ 人 は 皆 旣に罪 を 犯し たれば 神より 榮を受 
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くるに 足らす、 唯 キリスト イエス の 躓に 賴 りて 神の 恩惠を 受け、 功なくて 義 とせら る、 也」 と あるが 

如し (ヨ 章廿三 * サ四節 ：}。 救 拯は祌 より 出た る 者に して、 人が 製 出す 事の 出来る 者で ない。 r 爾、 犠牲 

と" ます、 唯 我が 爲に體 を 偏へ 給へ り」 と あるが 如し (ヒ ブライ 書 十 章 五節)。 救 極 は 神に 奉る 犧 

牲と禮 物と に對 する 神の Ik として 我に 臨む に 非す。 神 御自身が 其 無限の 愛の 故に 我が 爲に備 へ 給 ひ 

し聖 の體の 故に 我に 授かる ので ある。 犠牲 を捧 ぐる 者 は 我に 非す して 神で ある。 「キリスト は 我等 

の尙ほ 罪人た る 時 我等の 爲に 死た まへ り、 神 は 之に 由り て 其 愛 を 現 はし 給 ふ」 と あるが 如し (五 章 八 

節)。 救扬の 提供者 は祌 である。 人 は 只 信仰 を 以て 之に 應す るまでで ある。 恩惠は 愛の 自發的 行爲で 

あ 1^。 人の 惠 まれん と 欲する の を 待って 惠 むの は 恩惠 ではない。 惠 まる \ の 資格な き 者の 爲に 福祉 を 

備 ふる 事、 其 事が 恩惠 である。 そして 羅馬 書が 新約 架 書の 他の 部分と 共に 高調して 止まざる 所の もの 

は 罪人が 受 くるの 资格 なき 神の 此恩惠 である。 神の 此愛を 知りて バウ B は 叫ばざる を 得なかった ので 

つ ケ， さ  ちか-, T ある， 0 の 

ある。 nl く 「或は 死、 或は 生、 或は 天使、 或は 執政、 或は 有能 者、 或は 今 在る 者、 或は 後 在らん 者、 

つ，、.. clt, しもの  はな 

或は 高き、 或は 深き、 また 他の 被 造 物 は、 我等 を 我主ィ H スキ リストに 依れる 神の愛より 絶ら す こと 

能 はざる を 我 は 信す」 と (八 章卅八 * 卅九 節)。 罪 を 寛大に 极 ふの 道 は あるが、 己が 一 子を棄 て、 まで も 

人の 永久の 福 社に 備へ給 ふとの 神の愛 は、 彼れ 御自身が 無 翁で ある 丈け それ 丈け 無窮で ある。 我等 

は 神の 智慧と ぎ 力の 限な きに 驚く が、 我主ィ H スキ リストに 由れ る 神の愛 を 知る に 至りて、 唯 驚歎、 

爲す所 を 知らないの である。 「かみの めぐみの、 はかりな や。 あいの ふか さぞ、 しりが たき」 と は 我 

等の 口より 自 から 迸る 讚美の 歌で ある r 讚美歌 五十 五 ：}。 

〇 羅馬書 を 研究して 知る 事 は 基督 敎の 特性で ある。 たしか ドクトル、 チャル マ ー ス であった と 思 ふ、 


曾て 曰 ふた 事が ある 「基督 敎は 宗敎に 非す」 と。 其 事 は 斯うで ある、 卽ち宗 敎とは 人が 神 を 探る 者で 

ある。 印度 敎、 ギリシャ 敎、 其 他宗 敎と云 ふ宗敎 はすべ て然ら ざる は 無し。 バウ I- の 所謂 「人 をして 

神 を 求めし め、 彼等が 或 ま 揣擊り 得る 事 あらん 爲 なり」 と ある 其 事で ある (行傳 十七 章 廿七節 )o 然るに 

0000OOOOOOO0OO00OOO0O0000OO 

基督 敎 丈け は 其 意味に 於て 宗敎 でない。 基督 敎は 人が 神 を 探る 事に 非す して 神が 人 を 求め 給 ふ 事で あ 

-^。 「我等 神 を 愛する に 非す 神 我等 を 愛し 我等の 雜の爲 に 其 子 を 遣 はして 看の 供物と せり、 是れ卽 ち 

愛な り」 との ョ ハネ 第一 書 四 章 十 節の 言 は 羅馬書 五 章 八 節と 共に 此事を 示して 誤らない ので ある。 故 

に 基督 敎は 惟り 之を宗 敎と稱 せす して 啓示と 云 ふので ある。 基督 敎 は religion ではなく して revela- 

tion である。  人より 求めざる に 神より 示された る 者で ある。 故に 端 摩し、 攻究し、 思索し、 1^ 求す ベ 

き 者に 非す して、 唯信受 すべき 者で ある。 旣に賜 はりし 者 を 感謝して 攝取 すれば、 それで 救扬 るので 

ある。 羅馬書 最後の 一一 一一 口に 「萬 國の民 をして 信仰の 服從に 入らし めんが 爲」 と ある は 此事を 意ので ある * 

所謂 宗敎 に對 して は研鎮 努力が 必要で あるが、 キリストの 幅 音に 對 して は 唯 信仰の 服從 あるの みで あ 

る。 nW は 迷信で もなければ 盲從 でもない。 福音の 性質が 然 らしむ るので ある。 恰 かも 夜の 暗き を 照ら 

す 爲の蠟 燭ゃ電 燈の光 は 之れ を 研究して 改良す るの 必要が あるが、 晝の 輝き をな す 太陽の 光 は 唯 之に 

浴す るより 外に 途 がない と 同じで ある。 羅馬 書は大 議論で あるが、 論理的に 人 を說服 せんとす る宗敎 

哲學の 類で はない。 神が 罪人 を 救 はんとし 給 ふ 恩惠の 福音の 大 提唱で ある。 近代 人の 所謂 比較 宗敎の 

<<!△ 厶厶 厶厶 △△<"△ 厶厶 <"△△<"△△△△△△<< 厶厶 厶厶厶 <3<".<1A"<"AA<" 力 

立場に 立ちて 基督 敎を解 せんと 欲する が 如き 者に 對 して 羅馬書 は 光明 を與 へんと しない 

〇 羅馬書 は 信仰の 書で ある、 叉 恩惠の 書で ある。 宗敎の 書に 非す して 福音の {1 傳 である。 故に 如何な 

る 人に 取り 如何なる 場合に 於て 役に立つ 書で ある 乎 は 一目瞭然 である。 問題 は 「人 は 如何にして 神の 
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前に 義 たらん 乎」 である。 問題の 要點は 神と 義と である。 娥ぇ渴 く 如く 神の 義を慕 ふ 者に 非れば 此書 

を 味 ふ 事 は 出来ない。 「我が 靈 魂は渴 ける 如くに 神 を 慕 ふ、 活ける 祌をぞ 慕 ふ。 鳴 呼 何れの 時に か 我 

れ往 きて 神の！? に 出ん」 と 言 ひて 神 を 慕 ひ 喘ぐ 者に 取りて 羅馬書 は實に 福音で あるので ある (詩 四 

十二 篇ニ節 )o 此 切なる 惊憬 なくして 人 は 如何に 深遠 な る 宗敎 哲學 と 該博なる 言語 學 の 知識 を 以て 之に 

臨む と雖、 彼の 得る 所 は 至て 僅少で ある。 神の 聖 前に 出ん と 欲す、 然れ ども 我 罪 は 我 を 遮りて 我の 彼 

に 近く を 許さす、 而已 ならす 我 罪 は 我 を に 定め、 神の 子 たるべく 造られし 我 をして 神 を 目前に 眺め 

ながら Mil の 子たら しむ。 此 苦しき 境遇に 置かれて 我 は バウ n と共に 叫ぶ ので ある 「噫 我れ 困苦る 人 

なる 哉。 此死 or£"L< り 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と 〔七 章サ四 節)。 そして 羅馬 書は此 困苦より 我 を 救出 

して あ  1 たない ので ある。 哲學 上の 問題 は 解らない 乎 も 知らない、 社會學 上の 實 際の 問題に 滿 足なる 解 

決を與 へない 乎 も 知らない。 然れ ども 祌と 和がん と 欲する 罪人に 彼の 架 前に 出る 道 を 示す に 於て、 天 

が 下に 羅馬 書に 優 さる 書と て は 他 にないの である。 ジョ ン *バ ン ヤンが 曾て 羅馬 書の 姉妹 篇 なる 加拉 

太 書に 就て 言 ふた 事が ある r 是は 傷める 良心 を 癒す 點に 於て 惟一 の 書で ある」 と。 そして 此言は 移し 

て 以て 之 を 羅馬書 に 適用す る 事が 出来る。 羅 at 書 は 罪 の 痛手に 困苦て 聖 父の 聖前 に sr つ る 能 は ざる 者 

に 取りて 惟一 の 書で ある。 そして 此書 成りて 以來、 幾人の 人が 之に 由て 其 傷める 良心 を 癒された る 乎 

只 天の 父の み 能く 其數を 知り 給 ふ。 實に 夥多き 數 であらう。 

〇 然し 今の 人 は 言 ふで あらう、 我等に 斯 かる 困苦な し。 我等に 生活の 困苦 あり、 戀 愛の 困苦 あり、 人 

生 問題解決の 困苦 あり、 然れ ども 傷める 良心と 云 ふが 如き、 活ける 神 をぞ慕 ふと 云 ふが 如き、 死の 體 

を 如何せんと 云 ふが 如き 困苦 はたい。 故に 羅馬書 を 護み、 其 講義 を 聞かされて、 著者の 熱心 誠 實には 


多少 動され ざるに 非す と雖 も、 ル ー テル ゃゥ ヱスレ ー が 之を讀 みて 起しと 云 ふが 如き 熱 信 は 我等に は 

起らない。 然 らば 我等 は 其 研究の 座に 列たり て 何の 益 を も 受け ざり し 乎と。 誠に 近代 人に 缺 けたる 者 

にして 祌を慕 ふ 愛と 罪 に 苦し む 困苦 の 如き はない。 故に 今の 人 は 昔の 人の 如くに 抑へ 難き 熱心 を以 て 

羅馬書 叉 は 加 拉太書 を 研究 しないの である。 然 りと 雖も 近代 人と 雖も亦 人で ある。 そして 人で ある 以 

上、 何時か 何處で 良心の 苦悶と 云 ふが 如き もの を實 験す るで あらう。 或は 事業に 失敗し、 名譽を if^ れ 

て、 今 世に 何の 頼る ものな きに 至った 場合 か、 或は 死の 間際 か、 或は 今 世に 於て は 神と 和らぐ の 何の 

必要 を も 感ぜざる も、 來 世に 於て 身に 在りて 爲 せし 事 を 悉く 審判る、 時に 於て、 眠れる 良心 は 急に 覺 

めて、 己が 不潔に 堪へ 得ざる 時がない とも 限らない。 然り、 人が 人た る 以上、 斯 かる 覺醒 は必す 一度 

は 在る と 信す る。 そして 斯 かる 時に 羅馬書 は 何人に も 役に立つ ので ある。 然り 非常の 役に立つ ので あ 

る。 其 時には 博士の 稱號 も、 鉅 萬の 富 も、 此 世の 凡ての 知識 も 何の 役に も 立た すして、 奮い パゥ卩 の 

書いた 舊ぃ羅 馬 書が 我が 救 扬の賴 となる ので ある。 其 時 三 章廿三 —廿八 節が 我が 千世 經し 磐と たりて 

我を圍 み、 我 をして 燬盡す 審判の 火より 免 かる こと を 得しむ るので ある。 其時此 所に 一 年と 六 ヶ月に 

涉 りて 羅馬書 を 研究した 事の 實 益が 現 はる、 であらう。 誌に 曰 ふ 「最期の 三分 間に 備 ふる 爲に 全生涯 

を 用いる の價 値が ある」 と。 其 如く 最後の 審判の 日に 備 ふる 爲に 全力 を盡 して 羅馬書 を 學んで 置く の 

價 値が ある。 

人 は 皆 罪 を 犯し たれば 神より 榮 光を受 るに 足らす。 只 キリス トイ H スの 履に 由り て 神の 恩 惠を受 

いう をし  十ぎ こし か. U 

け、 功た くして 義 とせら る \ 也 。卽ち 神 は 忍びて 已往の 罪 を 見 遁し給 ひしが、 今 己が 義を顯 さん 

とて、 ィヱ スを 立て、 その 血に 由り て 信す る 者の 宥の 供物と なし 給へ り。 是れ自 から 義 たらん 爲- 
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又ィ H スを 信す る 者を義 とし 給 はん 爲 なり。 然 らば 誇る 所 安に 在る や。 在る ことなし。 何の 法に 

由る 乎。 行の 法 か。 然ら す、 信仰の 法な り。 故に 我れ S わ ふに 人の 義と せらる i は 信仰に 由る、 律 

法の 行に 巾ら すと U 


第 六 卷內容 年譜 

•  口 マ 書硏究 

口 マ 書の 大意 聖書 之 研究 第 一 四七號 大正 元年 (一九  一 二 年〕 十月 

バウ 口の 救扬觀 書 之 研究 第一 四九號 大正 元ハキ (一九二 一年) 十二 力 礼幌 講演 

義 とせら る.. の途 羅馬 書初めの 四 章の 大意 sal 之 研究 第一 五一 一一 號 大正 二 年 (一九二 一一 年〕 四月 講淡 

人類の 救扬 if: 書 之 研究 第一 五 0 號 大正 二； や a 九 一三 年) ーガ 礼幌^ 演 

保 羅の基 觀 羅馬 書と 其 註解 ssyz 硏究 第八號 第九號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一 年〕 四月 及ビ 五月 

バウ 口の キリス 卜觀 羅馬書 一章 三、 四 節の 研究 聖書 之 研究 第一 〇 四號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年〕 十一 

力 研究 十 年 W 錄 

羅馬書 第 八 章 聖書 之 研究 笫七四 號第七 五號第 七六號 明治 三十 九 年 ( 一 九 〇 六 年) 四 a 五月 六 3 

羅馬書 第 九 章 聖書 之 研究 第 七 九 號第八 〇 號 明治； 一一 十九； ヰ (一 九 〇 六.，. ん 九お 十ガ 

親愛 有 恕の途 羅馬書 十二 章 十四 節より サ 一節まで is! 之 研究 笫六七 號叨治 三十 八 年 (一九 〇 五； キ〕 Li 

待望の 生涯 羅馬書 十三 章 十一 節 川下 得 之 研究 第一 二 〇 號叨治 四十 四 年 (一九 一， 年) 五. 3 

初代 敎會 の實例 羅馬書 第 十六 章の 硏究 犁書之 研究 第一 五一 號 大正 二 年 (一九二 一一 年 J  二お 1 

第六卷 内容 年譜 

七 〇 お 


0 六 お】 内容 年 as  七 n-", 

ri 馬 敎會の 建設者 羅馬書 第 十六 章の 研究 聖書 之 研究 第二 一九 號太 K 七ギ (一九 一八 年〕 十" 研究 第一 

之十ギ W 錄 

羅 馬 書の 硏 究 

デ デ ィケ 1- シ ヨン 

『羅馬 書の 研究』 に附 する 序 

第一 講 羅馬 書の 大意 之 W 究 第二 四七號 人-.^ トハ牛 (一九二  一  ¥)  二月 

第二 講 パゥ 口の 自己紹介 一 同 

li^ 三講 バウ 口の 自己紹介 二 楚-書 之 研究 第二 四 八號火 y 十ハキ (一九二 一年) 三月 

^g: 講 バウ n の 自己紹介 三 同 . 

第五 講 。ハウ a の 自己紹介 K 同 

第 六 雑爲 訪問の 計畫 聖書 之 研究 笫ニ 四九號 大正 十^  (一九二  K 巾〕 四月 

第七講 問題の 提出 一 同 

第八講 問題の 提出 二 同 

第九講 問題の 提出 三 §SE 之 研究 第二 五 0 號大： .i- 十ハ牛 (一九二  K や〕 五お 

第十講 異邦人の 一  同 


第 十一 講 異邦人の" 罪 


同 


楚書之 研究 第二 五 一 號人正 十ハキ C 一  九" 

同 


年) 六月 


第 十二 講 ユダヤ人のお 

第 十一 こ講 ユダヤ人の 罪 

第 Hwfl 人類の 罪 一 同 

第 十" K-fl 人類の 罪 二 聖. 書 之 W 究 第二 五ニ號 大正 十ハ牛 (一九二 一年) 七月 

第 十 穴 fl 律法の 能力 同 

第 卜 七 fl 神の 義 一 聖書 之 W 究笫ニ 五三 號 大正 十 年 (一九二 一年) 八月 

第 十八 講 祌の義 二 同 

第 十九 講 祌の義 三 聖書 之 W 究 第二 五 四號大 十ハ牛 (一九二 一年) 九 力 

第二 I 講 神の 義 11 同 

第二 十一 講 永世 不變の 道 聖書 之 研究 第二 五五號 大正 十 年 (一九二  K や ；} 十月 

第二 士ー講 神の 殿 同 

第二 十三 講 アブラハムの 信仰 聖書 之 研究 第二 五六 號 大正 十 年 (一九二 一年 J 十一月 


第二 ト §： 講 義 とせら る \ 事の 結 

第二 ト五講 義 とせら る V 事の 結果 

第二 十六 講 アダムと キリスト 一 

第二 十七 講 アダムと キリスト 二 

第六卷 内容 年講 


一 同 

一 一 同 

楚 * 之 W 究 第二 五七號 大正 十 年 CI 九- 

同 


年) 十二 力 


七 0 七 


0 六 内容 年 0 


七0 八 


第二. r 八講 

第一 一十 九講 

第三 十 講 

一十一 講 

二士 ー講 

二十 三講 

二十 講 

二十 五講 

「一 （T  ,1 ノ  ； JjfS 

不七講 

二十 八講 

一十 九講 

转！ y 卜 # 

第 四十 一 講 

第 四十 ニ講 

第 四十 三講 


第一 一 

第一 一 

第一 一 

第一 

第一 一 

第一 

第一 

第一 

第一 一 


潔 めら る 

潔 めら る 

潔 めら る 

潔 めら る 

潔 めら る 

潔 めら る 

救の 完成 

救の 完成 

救の 完成 

救の 完成 

救の 完成 

救の 完成 

救の 完成 

救の 完成 

救の 完成 

ェ — 


三 


五 


七 


二 バプ テス マの 意義 sf* 之 W 究 二 五七號 大正 十 年 (一九二 一年〕 十二月： 

二 僕 役の 生涯 聖書 之 研究 第二 五八 號 大正 十一 年 (一九二 二 年) 一刀 

三 恩惠の 支配 同 

四 律法の 廢粲 同 

五 律法の 性質 聖書 之 研究 第二 五九號 大正 十一 年 (一九二 二 年) 二月 

六 バウ 口の 二重人格 同 

同 

犁 * 之 研究 第二 六 〇 號 大正 十 一年 (一 九 ニニ 年〕 三月 

聖書 之 研究 第二 六 ー號 大正 十 一年 (一 九 ニニ 年〕 四月 

同 

同  .- 

if 書 之 研究 第二 六ニ號 大正 十 ーハ牛 (一九二  二 年) 五ぶ 

同 

信と 人類の 救 一 同 


第 g: 卜 ra: 講 

第 g! 十五 講 

第 ra: 十六 講 

第 s 十七 講 

第 四 十八 講 

第五 十講 

第五 十 一 講 

第五 十二 講 

第五 十三 講 

九月 

第五 十 ra 講 

第五 十五 講 

第五 十六 講 

第五 十七 講 

第五 十八 講 

第 六卷內 


ュ ダャ 人の 不信と 人類の 救 

ユダヤ人の 不信と 人類の 救 

基餐敎 道德の 根柢 E 

基督 敎道德 の 性質 

基督 敎道德 の 第一 

基督 敎道德 の 第二 

基督 敎道德 の 第二 

基督 敎道德 の 第二 

基督 敎道德 の 第一 一 

基督 敎道德 の 第三 


三 


聖害之 研究 iS:  二 六三號 大正 十 一年 ( 一 九 ニニ 年) 六月 

同 


聖書 之 W 究 第二 六四號 大正 十  一 ^(一九二  二 年) 七お 

謙遞 同 

愛 一 同 

愛 二 聚書之 研究 第二 六五號 大正 十一 年 (一九二 二 年) 八月 

愛 三 同 

愛 il 同 

政府と 國 家に 對 する 義務 之 研究 第二 六六號 大正 十 一年 (一 九 ニニ 年 > 


基督 敎道德 の 第 四 社會の 一員と しての 愛 同 

nr は 近し 同 

小 問題の 解決 之 研究 第二 六七號 大正 十 一年 (一 九 ニニ 年) 十月 

バウ 口 の傳道 方針 書 之 研究 第二 六八號 大正 十 一年 (一九二  二 年) 十一月 

バウ P の 友人 錄 同 

容 年 譜  七 0 九 


^¥ 六 卷 內 容 JJf  SS  七  一 o 

> おん 1 九講 終結 =頌 榮の辭 聖書 之 研究 二  < 八號 人. 止 十一 年 (一九二 二 年) 十一月 

第 六.： -講 羅馬 書大觀 架書之研究第ニ六九號火正十 ーハゃ (一 九ニニ年〕 十二月 

羅 lii^r  ^ 講 演 約 說 

第二い 丸 講約說 聖書 之硏 究^  二 五八 號 火.： 十 U や (一九二  二 ハヤし 一刀 

51^ より 免 かる、 事 聖甞之 研究 第二 六 〇 號 大正 十 一年 (一九二  二 年) 三月 

死より 免 かる V 事 同 

禁慾と 靈化 „^ 

神の 子と 其光榮 犁書之 W 究 第二 六 一 號 大正 十一 ハホ (一九二 二 年) 四月 

天然の f- きと 其 救 ひ 同 

三つの. §■ き 1： 

救 はれし 理由 聖 之 研究 第二 六ニ號 大正 十一 年 (一九二  二 年) 五月 

救の 凱歌 M 

バウ 口の 愛國心 同 

イスラエル の 不言 聖 W 之 研究 第二 六三號 大正 十 一年 (一 九 ニニ 年) 六月 


第三 ト 講約說 

第三 十一 講約說 

第三 卜 講約說 

第三 ト七 講約說 

第三 卜 八 fl 約說 

第 §: ト 講約說 

第 ド|  一  ^^-^^-a 

第 レー 一 講約說 

第 叫 レ-- 一 講約說 

第 g:l 叫 ft 約說 


第 四 十五 講約說 

第 t:. 十. 1ノ お； s^lll^s 

第 十七 講約說 

第 ト八 講約說 

第 四十 九 講約說 

第五 十 II 約說 

第五 十 一 講約說 

第五 十二 講 約說 

第五 十三！！ 約說 

第五 十 ra 講約說 

第五 十五 講約說 

第五 十 プぉ； 

第五 十七 講約說 

第五 十八 講 約說 

き l+i 十 ナ，； ；. き 

第 六卷 内容 年 


神の 攝理 同 

聖き 活ける 祭 物 同 

基督 敎道德 の 性質 聖書之研究第ニ六四號大--^^十 一 年 ( 一 九ニニ年) 七月 

附 中 調 的道德 聖書 之 研究 第二 六三號 大正 十一 年 (一九二  ニギ： ) 六月 

基督 敎道德 其 一 謙遞 聖書 之 研究 第二 六四號 大正 十 U 牛 (一九二  二 年) 七 刀 

基督 敎道德 其 二 愛 同 

愛の 表纈 聖書 之 研究 第二 六 五 號太正 十一 年 (一九二 二 年〕 八月 

謙遜と 宏量 同 

愛 敵の 途 同 

政治と 社 S ま 紫 書 之 研究 第二 六六號 大正 十一 年 (二 九 ニニ 年) 九月 

負 愦と其 償却 同 

終末と 道德 同 

小 問題の 解說 §f 書 之 研究 第二 六七號 大正 十 一年 二 九 ニニ 年) 十 = - 

。ハ ゥ 口 の 傅 道 方針 犁- 書 之 研究 第二 六八號 大正 十 一年 (一九二  二 年) 十  一 =^ 

バウ の 友人 錄 同 

終結" 榮の辭 同 

諮  七 二 


IS 六 Sti 内容 年 f i  七 

第 六十 講約說 羅馬 書大觀 聖書 之 研究 笫ニ 六九號 大正 十一 年 (一九二  二 年〕 十二  =^ 


m 九 ■s 


さ 波 

a — 一 


ハ小 —一 

へ 八 

o«。 八 /ぶ 

ノ！ "J 


(寺 <K  S 本) 

昭和 七 年 七月 十 口 印 0  . 

3  - , 」 ，J  r  內村鑑 三 全集 第六卷 

昭和 七 年 七月 十五 日 發 行 
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